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ほしがき

ね
が
い
で
あ
る
。

本
書
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
に
お
け
る
「
指
導
と
民
主
主
義
」
の
問
題
を
、

成
立
の
過
程
と
展
開
の
様
相
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
ニ

0
世
紀
の
初
頭
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
く
る
民
族
主
義
思
想
の
内
容
と
民
族
主
義
運
動
の
実
態
は
い
う
ま
で
も
な
く
多
岐
に
わ
た
り
多

様
な
局
面
を
包
含
し
て
い
る
が
、
本
書
の
関
心
は
、
そ
の
中
で
表
出
さ
れ
る
政
治
思
想
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
内
的
な
論
理
と
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
、

れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
提
示
さ
れ
た
民
族
主
義
研
究
が
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
い
う
民
族
的
教
育
運
動
の

ま
た
、
こ
う
し
て
表
出
さ
れ
た
政
治
思
想
が
逆
に
そ
れ
以
降
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
の
あ
り
方
に
ど

の
よ
う
な
様
式
を
賦
与
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
点
に
お
か
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
議
論
は
序
以
下
に
お
い
て
展
開
さ

も
の
を
問
題
と
し
、
他
方
で
民
族
主
義
（
人
民
運
動
）
↓
独
立
（
革
命
）
↓
共
和
国
成
立
と
い
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
現
代
史
の
過
程
の
基

軸
を
つ
ら
ぬ
い
て
顕
現
さ
れ
て
い
る
権
力
と
正
統
性
の
独
自
の
あ
り
方
•
そ
の
文
脈
を
問
題
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
通
し
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
と
文
化
に
か
か
わ
る
研
究
の
領
域
で
い
さ
さ
か
な
り
と
も
寄
与
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
書
に
お
け
る
筆
者
の

本
書
は
こ
の
十
数
年
来
の
研
究
の
集
成
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
こ
の
間
に
多
く
の
方
々
か
ら
筆
者
が
頂
い
た
そ
れ
ぞ
れ

に
か
け
が
え
の
な
い
薫
陶
と
激
励
の
た
ま
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

衛
藤
濡
吉
東
大
教
授
は
、
筆
者
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
を
こ
こ
ろ
ざ
し
た
十
五
年
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
研
究
者
と
学
問
が

は

し

が

き

一
方
で
「
指
導
と
民
主
主
義
」
と
い
う
民
主
主
義
の
原
理
そ
の

ー



え
ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
市
村
真
一
教
授
（
前
セ
ン
ク
ー
所
長
）
及
び
渡
部
忠
世
教
授
（
現
所
長
）
は
筆
者
が
海
外
で
調
査
と
研
究
を

行
な
う
機
会
を
繰
り
返
し
与
え
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
石
井
米
雄
教
授
、
矢
野
暢
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
東
南
ア

ジ
ア
研
究
の
先
達
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
つ
つ
研
究
成
果
を
生
み
出
し
て
い
く
さ
ま
を
ま
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
は
壮
観
で
す
ら
あ

に
恵
ま
れ
た
が
、

昭
氏
に
は
資
料
蒐
集
に
つ
い
て
御
尽
力
を
頂
い
た
。

ド
ネ
シ
ア
現
代
史
の
諸
問
題
に
つ
い
て
筆
者
の
視
野
を
開
い
て
下
さ
っ
た
。

先
ず
も
っ
て
真
率
で
あ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、

た
え
ざ
る
手
ほ
ど
ぎ
と
導
き
と
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。
「
意
あ
っ
て
力
た
ら
ず
」

の
感
が
な
お
深
い
が
、
本
書
を
も
っ
て
こ
の
間
の
研
究
報
告
に
代
え
さ
せ
て
頂
く
と
と
も
に
、
さ
ら
に
一
層
の
精
進
を
す
る
べ
き
こ

永
積
昭
東
大
教
授
は
プ
デ
ィ

．
ウ
ト
モ
研
究
を
中
心
と
す
る
初
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
連
の
精
緻
な
実
証
研
究
を
通

じ
て
筆
者
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
研
究
を
す
す
め
て
い
く
う
え
で
多
く
の
貴
重
な
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
。
増
田
与
早
大
教
授
は
イ
ン

筆
者
が
研
究
を
続
け
て
き
た
こ
の
期
間
は
、
若
い
世
代
の
研
究
者
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
が
年
ご
と
に
そ
の
蓄

積
を
ま
し
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
押
川
典
昭
氏
、
加
藤
剛
氏
（
京
大
助
教
授
）
、
加
納
啓
良
氏
（
東
大
助
教
授
）
、
後
藤
乾

一
氏
（
早
大
教
授
）
、
白
石
隆
氏
（
東
大
助
教
授
）
、
関
本
照
夫
氏
（

一
橋
大
講
師
）
、
深
見
純
生
氏
（
神
戸
大
助
手
）
、

村
井
吉
敬
氏
（
上
智

大
助
教
授
）
ら
を
は
じ
め
と
す
る
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
に
よ
っ
て
筆
者
の
目
を
開
か
せ
る
と
と
も
に
、
良
き
友

人
と
し
て
折
に
ふ
れ
て
励
ま
し
を
与
え
て
く
れ
た
。
こ
と
に
本
書
の
な
る
に
当
っ
て
、
白
石
隆
氏
か
ら
は
た
え
ざ
る
討
論
を
通
じ
て

筆
者
の
研
究
の
視
角
と
方
法
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
ら
れ
、

ま
た
本
書
の
各
部
分
に
つ
い
て
貴
重
な
コ
メ
ソ
ト
を
頂
い
た
。
押
川
典

筆
者
は
一
九
六
八
年
か
ら
七

0
年
に
か
け
て
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
の
奨
学
金
を
え
て
ジ
ャ
ワ
に
留
学
す
る
機
会

一
九
七
四
年
に
セ

ン
タ
ー
に
奉
職
し
て
以
降
、
研
究
を
す
す
め
る
う
え
で
他
に
か
え
が
た
い
機
会
と
自
由
と
を
与

と
を
あ
ら
た
め
て
こ
こ
ろ
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
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はしがき

っ
た
。
機
会
あ
る
ご
と
に
こ
れ
ら
の
先
達
の
濱
陶
を
受
け
そ
の
旗
尾
に
付
し
て
研
究
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
ま
こ
と
に

幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
政
治
学
、
歴
史
学
、
文
化
人
類
学
、
国
際
関
係
論
等
の
み
な
ら
ず
自
然
科
学
各
分
野
の
、
専
門
を
異
に
す
る
多
く

国
内
だ
け
で
な
く
海
を
越
え
た
世
界
で
も
実
に
多
く
の
方
々
の
力
添
え
を
頂
い
て
ぎ
た
。
筆
者
は
雨
に
洗
わ
れ
日
に
染
ま
る
ジ
ャ

ヮ
島
と
風
が
雲
を
運
ぶ
オ
ラ
ソ
ダ
で
前
後
五
年
に
及
ぶ
研
究
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
間
に
頂
い
た
有
形
無
形
の
力
泳

と
は
い
え
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
ス
ラ
ッ
ト
マ
ソ
夫
妻

S
u
rat
m
a
n
、

M
o
h
a
m
ad
 S
a
id 
ら
の
厚
意
な
く
し
て
は
本
書
は
到
底
な
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の
う
ち
、

は
す
で
に
他
界
さ
れ
た
。
お
二
人
は
筆
者
に
と
っ
て
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
対
象
で
あ
る
以
上
に
民
族
主
義
の

〈
秘
義
〉
を
語
り
伝
え
る

グ
ル
（
師
）
で
あ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
御
冥
福
を
祈
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

サ
ル
ト
ノ

・
カ
ル
ト
デ
ィ
ル
ジ
ョ
教
授

S
a
rt
o
n
o
K
a
rto
d
irdjo 

イ
ス
マ
先
生

l
s
m
a

N
 K
a
rim
、
ア
ミ
ソ
先
生

A
m
in
S
u
r
ot
o
、
ハ
デ
ィ
ウ
ィ
ジ
ョ
ノ
先
生

H
a
d
iwi
dj
o
n
o

は
、
筆
者
を
ム
リ

ッ
ド

（
「
私
の
生
徒
」
）
と
し
て
受
け
入
れ
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
の
言
語
と
文
化
の
め
く
る
め
く
よ
う
な
世
界
へ
導
い
て
い
か
れ
た
。

ィ
ジ
ョ
ノ
先
生
も
ま
た
今
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、

み
ち
た
ま
な
ざ
し
を
筆
者
に
そ
そ
ぎ
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
を
思
う
と
万
感
胸
に
迫
る
。

世
界
各
地
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
者
か
ら
も
筆
者
は
折
に
ふ
れ
て
貴
重
な
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
筆
者
の
研
究
に
も
っ

ド
氏

え
の
一
っ
―
つ
を
こ
こ
に
記
す
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。

の
方
々
が
筆
者
に
知
的
な
刺
激
を
与
え
て
く
れ
た
。

チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
プ
ロ
ジ
ョ
夫
妻

R
・
M
.
T
j
o
k
r
o
d
ip
r
o
d
j
o
 
は
慈
愛
に

ハ
デ
ィ
ウ

を
は
じ
め
と
す
る
ガ
ジ
ャ

・
マ
ダ
大
学
の
諸
先
生
、
と
く
に
、

サ
ヨ
ガ
氏

S
ajo
g
a
、

サ
イ
ド
先
生
、

サ
ヨ
ガ
先
生

ヽ

ス
ハ
ル
ト
氏

S
u
h
a
rt
o

サ
イ
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と
も
ゆ
た
か
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
し
ば
し
ば
そ
の
方
向
を
示
し
た
の
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
教
授

B
e
n
e
,

が
著
し
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
政
治
と
文
化
」
に
関
す
る
一
連
の
研
究
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
は
何
よ

り
も
「
ひ
と
の
心
を
打
つ
」
も
の
で
あ
っ
た
。
教
授
は
た
び
重
な
る
書
簡
と
幾
度
か
の
面
談
の
機
会
を
通
じ
て
筆
者
の
研
究
に
励
ま

ま
た
こ
の
期
間
に
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
図
書
館

P
e
r
p
u
s
t
a
k
a
a
n
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
 (
ジ
ョ

ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
、
国
立
博
物
館

M
u
s
i
u
m

N
a
s
i
o
n
a
l
 
(
ジ
ャ
カ
ル
ク
）
、
王
立
言
語
民
族
文
化
研
究
所

lnstituut 
v
o
o
r
 
T
a
a
l
,
,
 
L
a
n
d
,
e
n
 
V
o
l
k
e
n
k
u
n
d
e
 

（
ラ
イ
デ
ン
）
、
オ
ラ

ン
ダ
内
務
省
所
蔵
旧
植
民
地
関
係
文
書
館

Archie£

v
a
n
 
v
o
o
r
m
a
l
i
g
e
 
D
e
p
a
r
t
e
m
e
n
t
 
v
a
n
 K
o
l
o
n
i
e
n
,
 M
i
n
i
,
 

sterie v
a
n
 B
i
n
n
e
n
l
a
n
d
s
e
 Z
a
k
e
n
 
(
デ
ン
・
ハ
ー
グ
）
、
ラ
イ
デ
ソ
大
学
図
書
館

B
i
b
l
i
o
t
h
e
e
k
,

R
i
j
k
s
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
e
i
t
 
L
e
i
d
e
n
 
(ラ

イ
デ
ン
）
の
各
機
関
は
植
民
地
時
代
を
中
心
と
す
る
諸
史
料
・
諸
文
献
の
閲
覧
と
蒐
集
に
つ
い
て
多
く
の
便
宜
を
は
か
っ
て
く
れ
た
。

な
か
で
も
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
図
書
資
料
館
館
長
の
ス
ハ
ル
ト
氏
は
筆
者
の
た
め
に
格
別
の
厚
意
を
与
え
ら
れ
た
。
本
書
の
公
刊
を
機

本
書
は
一
九
七
九
年
九
月
に
東
京
大
学
社
会
学
研
究
科
へ
提
出
し
、
筆
者
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
帰
国
し
た
後
の
一
九
八
一
年
三

月
に
審
査
を
終
え
た
学
位
論
文
（
論
文
名
『
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
研
究
』
）
に
若
干
の
手
直
し
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
審
査
に
当
ら

れ
た
の
は
、
衛
藤
濡
吉
教
授
、
大
林
太
良
教
授
、
永
積
昭
教
授
、
松
井
透
教
授
、
谷
嶋
喬
四
郎
教
授
の
諸
先
生
で
あ
っ
た
。

本
書
の
う
ち
い
く
つ
か
の
章
に
つ
い
て
は
学
位
論
文
の
提
出
に
先
立
っ
て
筆
者
が
す
で
に
発
表
し
た
個
別
の
論
文
に
新
た
に
加
筆

な
い
し
修
正
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
初
出
の
題
名
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

し
を
与
え
続
け
ら
れ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

diet 
A
n
d
e
r
s
o
n
 

K
o
n
i
n
k
l
i
j
k
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はしがき

結

章

第
五
章

第
四
章

第
三
章

第
二
章

第

一
章

「イ

ン
ド
ネ
ツ
ア
政
治
思
想
研
究
序
説
ー
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ソ
概
念
の
成
立
と
そ
の
構
造
ー
ー
ハ
m
し
血
」
『
ア
ジ
ア
経
済
』

第
二

一
九
七
九
年
五
月
し
七
月

「
『
原
住
民
委
員
会
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題

l

支
配
と
抵
抗
の
様
式
に
関
連
し
て
ー
ー
＇
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
第
十
五
巻
二
号
、

七
七
年
九
月

「
ジ
ャ
ワ
知
識
人
の
西
欧
認
識
を
め
ぐ
る
諸
問
題
(
-
九
一
三
年
し
一
九
二
二
年）
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
第
十
五
巻
四
号
、

「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
研
究
ー
|
初
期
の
活
動
に
関
す
る
一
考
察
ー
|
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
六
十
二
冊
、

及
び
、
「
タ
マ
ン

・
ツ
ス
ワ
の
成
立
と
拡
大
、

一
九
七
九
年
四
月

「
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
研
究
(
-
九
二
八
年
し
一
九
三
0
年
）
ー
組
織
化
を
め
ぐ
っ
て
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
第
十
六
巻
四
号
、

一
九
七
九
年
＝
一
月

一
九
七
四
年
二
月
、

「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
研
究
ー
『
民
主
主
義
と
指
媒
性
』
理
念
に
つ
い
て
ー
ー
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
第
十
二
巻
二
号
、

年
九
月
、
及
び
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
治
思
想
研
究
序
説
」
（
前
掲
論
文
）

一
九
七
九
年
五
月
し
七
月

な
お
本
書
は
昭
和
五
十
六
年
度
文
部
省
研
究
成
果
刊
行
費
を
得
て
刊
行
さ
れ
た
。
出
版
に
当
っ
て
は
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
渡
部
忠
世
教
授
及
び
石
井
米
雄
教
授
の
お
骨
折
り
を
頂
い
た
。
ま
た
刊
行
に
至
る
ま
で
創
文
社
の
久
保
井
正
顕
氏
に
は
お
手
を

わ
ず
ら
わ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
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ー
ー
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
成
立
と
展
開

I

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
研
究



序 課題と方法

こ
の
よ
う
な
時
に
、

こ。t
 

つ

課
題
と
方
法

一
九
二
二
年
七
月
、
ジ
ャ
ワ
島
中
部
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
に
「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
民
族
教
育
学
校
」
と
称
す
る
私
立
学
校
が

ン
・
マ
ス
・
ス
ワ
ル
デ
ィ
・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
と
い
う
当
時
三
四
歳
の
ジ
ャ
ワ
人
貴
族
で
あ
っ
た
。

一
九
二
二
年
当
時
、

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
（
「蘭
領
東
印
度
」
）
に
お
け
る
民
族
運
動
は
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟

S
a
r
e
k
a
t
I
s
l
a
m
 

(
1
)
 

ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党

P
a
r
t
a
i
K
o
m
u
n
i
s
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
を
中
心
に
大
き
な
盛
り
上
り
を
見
せ
て
い
た
。
こ
の
当
時
の
共
産
党
は
タ
ン
・

マ
ラ
カ

T
a
n
M
a
l
a
k
a

の
指
導
下
に
ジ
ャ
ワ
の
各
地
で
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
を
続
け
て
い
た
。
ま
た
各
地
で
各
種
の
労
働
組
合
が
続
々

と
形
成
さ
れ
て
い
き
、
労
働
組
合
運
動
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
同
盟
と
共
産
党
の
間
で
対
立
が
く
り
返
さ
れ
て
い
た
の
も

こ
の
頃
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が
単
な
る
学
術
用
語
か
ら
「
蘭
領
東
印
度
」
と
い
う
呼
称

に
代
え
て
、
こ
の
地
域
と
民
族
を
総
称
す
る
も
の
と
し
て
民
族
運
動
の
中
で
は
じ
め
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
頃
で
あ

設
立
さ
れ
た
。
タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ

T
a
m
a
n
S
i
s
w
a
 

序

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
で
ひ
っ
そ
り
と
生
れ
た
一
私
立
学
校
に
対
し
て
そ
の
設
立
当
時
は
民
族
運
動
の
側
で ィ

と
は
「
学
童
の
園
」
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
る
。
設
立
の
中
心
人
物
は
、
ラ
デ

3
 



ス
カ
ル
ノ
、

H
a
r
i
 P
e
n
d
id
i
k
a
n
 

も
植
民
地
政
府
の
側
で
も
大
し
た
関
心
を
払
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
私
立
学
校
は
一
九
三

0
年
代
に
入
っ
て
オ
ラ
ン

と
と
も
に
、
次
第
に
政
府
に
と
っ
て
手
強
い
相
手
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一九一―

-0年
代
初
頭
ま
で
に
ジ
ャ
ワ
の
全
域
と
ジ

ャ
ワ
島
外
の
い
く
つ
か
の
地
域
に
ま
で
支
部
（
分
校
）
を
設
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
、
一
九
三

0
年
代
を
通
じ
て

政
府
の
干
渉
と
関
与
と
を
は
ね
つ
け
る
た
め
に
強
力
な
運
動
を
展
開
す
る
に
至
る
。
「
私
学
校
条
令
」
の
施
行
実
施
(
-
九
一
二
二
年

一

0
月）

に
反
対
し
て
闘
っ
た
例
が
も
っ
と
も
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
は
お
よ
そ
す
べ
て
の
民
族
運
動
の
諸
組
織
と
指
導
者
と
が

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
よ
る
反
対
運
動
を
支
持
す
べ
く
そ
の
周
囲
に
結
集
し
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
あ
た
か
も
民
族
運
動
の
中
心
に
立
つ

が
ご
と
き
観
を
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
創
立
の
中
心
人
物
で
あ
り
そ
の
後
生
涯
を
通
じ
て
タ

マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
指
導
者
で
あ
っ
た
ラ
デ
ン

・
マ
ス
・
ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
（
彼
は

一
九
二
八
年
に
キ
・
ハ

ジ
ャ
ル

・

デ
ワ
ン

ト
ロ
と
改
名
）
の
名
声
は
一
―

-0年
代
を
通
じ
て
こ
と
に
高
ま
り
、
彼
は
日
本
軍
政
中
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
民
族
を
代
表
す
る
四
人

の
卓
越
し
た
指
導
者
の
一
人
と
し
て
、

ハ
ッ
タ
、

キ
ャ
イ

・
ハ
ジ

・
マ
ン
ス
ー
ル
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
最
高
指
導
者
）
と

並
び
称
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
独
立
戦
争
の
過
程
(
-
九
四
五
l
四
九
年
）
で
も
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
そ
の
反
オ
ラ
ソ

ダ
的
性
格

と
自
立
的
性
格
と
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
た
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
自
身
は
一
九
五
九
年
四
月
二
六
日
に
七

0
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
が
、

共
和
国
の
初
代
内
閣
の
文
部
大
臣
に
就
任
し
た
ほ
か
教
育
文
化
関
係
の
最
高
顧
問
と
な
り
、
死
後
五
九
年
―
一
月
に
は
民
族
英
雄
と

定
め
ら
れ
た
。
ま
た
同
年
―
二
月
に
は
、

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
誕
生
日
に
あ
た
る
五
月
二
日
が

「
民
族
教
育
の

日
」

と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
に
お
い
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
民
族
の
誇
る
教
育
制
度
で
あ
り
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
民
族
の

誇
る
教
育
指
導
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
第
一

に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
植
民
地
政
府
の
教
育
機
関
に

ダ
植
民
地
政
府
が
反
植
民
地
主
義
と
独
立
と
を
掲
げ
る
ス
カ
ル
ノ
、

ハ
ッ
タ
ら
に
率
い
ら
れ
る
急
進
派
の
運
動
を
抑
圧
し
は
じ
め
る
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序 課題と方法

プ
ル
ン
ベ
ル
フ
ェ
ル
、

対
抗
し
て
生
れ
た
教
育
機
関
と
し
て
、
も

っ
と
も
広
汎
な
地
域
に
拡
大
し
た
の
み
な
ら
す
、
も

っ
と
も
持
続
性
を
も
ち
、

に
も
す
ぐ
れ
て
い
た
と
評
価
さ
れ
、
第
二
に
民
族
独
立
運
動
の
一
拠
を
担
う
運
動
体
と
し
て
多
く
の
民
族
主
義
者
を
育
て
た
の
み
な

ら
ず
、
そ
れ
自
身
、
「
私
学
校
条
命
」
反
対
闘
争
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
植
民
地
政
府
に
対
抗
す
る
強
靭
な
抵
抗
運
動
を
展
開
し
続

(
2

)
 

け
た
教
育
運
動
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
、

れ
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
独
立
闘
争
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
そ
の
反
植
民
地
的
性
格
を
強
調
し
つ
つ
明
ら
か
に
し
よ
う
と
こ
こ

ろ
み
て
い
る
。
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
反
植
民
地
運
動
と
し
て
の
役
割
を
強
調
す
る
視
点
は
、

レ、

ニ
ー
I

る
も
の
の
、

ス
ケ
ツ
及
び
ス
ル
ヨ
ミ
ハ
ル
ジ
ョ
は
と
も
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
出
身
の
歴
史
家
と
し
て
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
に
率
い
ら

ケ
ー
ヒ
ン
、
プ
ル
フ
ィ

ー
ル
、
ヴ
ァ
ン
・

ウ
ェ
ル

ト
ハ
イ
ム
ら
に
も
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
者
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
「
西
欧
と
東

洋
の
文
化
の
統
合
」
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
そ
の
独
自
の
文
化
運
動
と
し
て
の
側
面
に
も
、
そ
の
関
心
の
深
浅
の
差
は
あ

い
ち
ょ
う
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
文
化
運
動
と
し
て
の
性
格
に
関
心
を
寄
せ
る
立
場
は

ル
・
フ
ェ

ー
ブ
ル
、
ブ
ス
ケ
ら
の
記
述
に
お
い
て

一
層
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

こ
の
よ
う
な
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
対
し
て
、
研
究
者
も
ま
た
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。

(

3

)

（4
)

（5
)

（6
)

(

7
)

（8
)
 

ル
・
フ
ェ
ー
プ
ル
、
マ
ク
フ
ェ
イ
、
ス
ケ
シ
、
ス
ル
ヨ
ミ
ハ
ル
ジ
ョ
、
メ
イ
エ
ル
ス
ら
が
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
記
し
た
ほ
か
、

(
9
)

（10
)

（11
)

（12)

（13)

（14
)
 

レ、

ブ
ル
ッ
フ
マ
ン
ス
、
ブ
ル
ン
ベ
ル
フ
ェ
ル
、
プ
ス
ケ
、
戦
後
の
ケ
ー
ヒ
ン
、
ウ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
ヴ
ァ
ン

・
ニ
ー

15) 

（
ル
等
の
研
究
者
が
そ
の
著
書
の
何
ペ
ー
ジ
か
を
と
く
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
た
め
に
さ
い
て
い
る
。

。
フ
ル
フ
ィ
ー

戦
前
の

ま
た
質
的

タ
マ
ン

・
シ
ス

5
 



動
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ヮ
を
そ
の
政
治
運
動
の
側
面
を
重
視
し
て
と
ら
え
る
か
、
そ
れ
と
も
文
化
運
動
の
側
面
を
重
視
し
て
と
ら
え
る
か
、

相
違
が
こ
れ
ら
の
研
究
に
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、

マ
ク
フ
ェ
イ
の
論
文
だ
け
が
、

(16) 

文
化
と
の
関
連
に
お
い
て
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

筆
者
も
ま
た

一
九
六
八
年
か
ら
七

0
年
に
か
け
て
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
に
滞
在
し
て
以
来
、

義
の
成
立
と
展
開
の
過
程
で
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
そ
の
役
割
を
端
的
に
述
べ
れ
ば
次
の
よ
う
に
要

約
し
う
る
と
思
う
。

す
な
わ
ち
、

る
、
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、

と
い
う
力
点
の

い
ず
れ
も
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
運
動
史
に
独
自
の
そ

ル
・
フ
ェ
ー
ブ
ル
の
も
の
を
除
い
て
は
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
そ
れ
自
体
を
本
格
的
に
研
究
の
対
象
と
す
る
著
作

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
成
功
を
お
さ
め
た
理
由
を
ジ
ャ
ワ
の

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
が
民
族
主

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
独
自
な
役
割
と
は
、
そ
れ
が
民
族
主
義
の
文
化
的
側
面
を
示
す
連
動
で
あ
る
、
な
い
し
、
民
族

主
義
的
な
教
育
の
あ
り
方
を
構
築
し
た
運
動
で
あ
る
、
な
い
し
は
ま
た
、
東
西
の
文
化
の
融
和

・
調
和
を
図
ろ
う
と
し
た
運
動
で
あ

そ
の
よ
う
な
多
様
な
局
面
で
の
営
為
を
通
じ
て
、
植
民
地
社
会
と
い
う
イ
ソ
ス
テ
ィ
テ
ュ

ー
シ

ョ
ン
（
制
度
）
に
拮
抗
す
る
カ
ウ
ソ
タ
ー

・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
対
抗
制
度
）
を
創
出
し
て
い
く
た
め
の
も
っ
と
も
自
覚

的
な
運
動
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
存
す
る
。
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
お
い
て
は
二

0
世
紀
前
半
の
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
〈
植
民
地

主
義
〉
対
〈
民
族
主
義
〉
、
〈
西
欧
〉
対
〈
ア
ジ
ア
〉
、
〈
秩
序
〉
対
〈
対
抗
秩
序
〉
、

〈
伝
統
〉
対
〈
近
代
〉
と
い
う
基
軸
を
め
ぐ
る
自

覚
的
な
営
為
が
明
瞭
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、

原
理
、
具
体
的
に
は
、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
民
族
国
家
成
立
の
正
統
性

ス
カ
ル
ノ
の
唱
道
し
た
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
に
結
実
し
て
い
く
正
統
性
原
理
を
構
想
し
提
示
し
た
運

は
ま
だ
記
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、

し
か
し
こ
の
内
、

し
て
特
異
な
位
置
を
占
め
る
運
動
と
し
て
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

6
 



序 課題と方法

ダ
対
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
非
和
解
的
対
立
と
を
重
ね
合
わ
せ

う
に
と
ら
え
る
の
か
と
い
う
問
題
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
運
動
の
意
味
を
右
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
、
こ
と
に
、

ス
カ
ル
ノ
（
の
思
想
）
に
つ
い
て
の
研
究
は
い
う
ま
で
も
な
く
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
、
筆
者
の
関
心
を
と
く
に
惹
い
た

ベ
ル
ン
ハ
ル
ド

・
ダ
ー
ム
及
び
ジ
ョ
ン

・
レ
ッ
グ
の
ス
カ
ル
ノ
研
究
に
つ
い
て
以
下
に
考
察
し
つ
つ
、
本
書
に
お
け
る
視
角
と
方
法

を
述
べ
て
み
よ
う
。

ダ
ー
ム
は
、
ス
カ
ル
ノ
の
反
植
民
地
主
義
思
想
を
ジ
ャ
ワ
文
化
の
精
華
と
も
い
う
べ
き
ヮ
ャ
ン

(17) 

て
考
察
す
る
。
彼
は
、
ワ
ヤ
ン
の
中
を
つ
ら
ぬ
く
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
ク
ウ
ロ
オ
王
国
と
プ
ン
ド
オ
王
国
の
運
命
的
対
立
と
、

ス
カ
ル
ノ
が
自
ら
プ
ン
ド
オ
王
国
を
率
い
て
ク
ウ
ロ
オ
王
国
と
闘
う
が

ご
と
く
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
率
い
て
オ
ラ
ン
ダ
と
非
妥
協
的

・
戦
闘
的
に
闘
う
英
雄
と
な
ぞ
ら
え
、
民
衆
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
英
雄

と
し
て
ス
カ
ル
ノ
を
み
な
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

ス
カ
ル
ノ
の
反
植
民
地
主
義
思
想
が
熱
烈
に
支
持
さ
れ
、

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
カ
リ
ス
マ
で
あ
り
え
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
。

し
か
し
、
こ
の
研
究
で
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
残
さ
れ
る
。
第

一
は、

と
し
て
規
定
し
う
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ス
カ
ル
ノ
を
ど
の
よ

ま
た
、

オ
ラ
ン

ス
カ
ル
ノ
が
指

導
者
と
し
て
成
功
し
た
理
由
を
求
め
た
。
ダ
ー
ム
は
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
ス
カ
ル
ノ
が
他
の
ど
の
地
域
で
も
な
く
ほ
か
な
ら
ぬ
イ

ワ
ヤ
ン
の
世
界
は
は
た
し
て
タ
ー
ム
の
い
う
よ
う
に
「
ニ

極
構
造
」
の
世
界
（
彼
の
図
式
に
従
え
ば
ク
ウ
ロ
オ
王
国
と
プ
ン
ド
オ
王
国
と
の
非
和
解
的
・
宿
命
的
な
対
立

・
抗
争
と
い
う
図
式
）

た
と
え
ば
、
「
日
本
侵
攻
即
ジ
ョ
ヨ
ボ
ョ
伝
説
」
と
か
「
ス
カ
ル
ノ

（
影
絵
劇
）
の
物
語
と
関
連
さ
せ

7
 



四

こ
の
点
を
次
に
述
べ
て
み
よ
う
。

即
ラ

ト
ゥ
・
ア
デ
ィ
ル
（
救
世
主
）
」
と
い
う
た
ぐ
い
の
単
純
化
に
相
通
ず
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
二
は
、

カ
ル
ノ
と
ワ
ヤ
ン
と
を
直
接
に
重
ね
合
わ
せ
る
だ
け
で
は
、

こ
の
書
評
論
文
の
大
意
を
も
と
に
し
て ス

ス
カ
ル
ノ
が
二

0
世
紀
前
半
と
い
う
特
定
の
時
期
に
あ
ら
た
に
想
定
さ

れ
た
特
定
の
「
共
同
体
」
と
し
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
何
故
カ
リ
ス
マ
で
あ
り
え
た
の
か
と
い
う
理
由
は
明
ら
か
に
な
ら
な

い
。
民
族
主
義
は
オ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
戦
闘
性
と
い
う
側
面
と
と
も
に
あ
ら
た
な
「
共
同
体
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
秩
序
が
創
出

さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
秩
序
創
出
の
原
理
を
模
索
す
る
と
い
う
側
面
を
あ
わ
せ
て
も
っ
て
い
た
と
い
う
視
点
が
ダ
ー
ム
の
ス
カ
ル
ノ

研
究
で
は
欠
落
し
て
い
る
。
ス
カ
ル
ノ
の
カ
リ
ス
マ
性
は
こ
の
よ
う
な
視
点
に
お
い
て
も
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ダ
ー
ム
の
ス
カ
ル
ノ
研
究
(
-
九
六
六
年
）
か
ら
六
年
後
に
著
さ
れ
た
ジ
ョ
ソ

・
レ
ッ
グ
の
ス
カ
ル
ノ
研
究
(
-
九
七
二
年
）
は
、

第
一
は
ス
カ
ル
ノ
の
革
命
性
、
第
二
は
統
合
者
と
し
て
の
役
割
、
第
三
は
カ
リ
ス
マ
性
、
第
四
は
。
ハ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
四
つ
の

引
照
基
準
を
用
意
し
た
う
え
で
彼
の
政
治
的
経
歴
を
ス
カ
ル
ノ
の
死
亡
し
た
一
九
七

0
年
ま
で
ま
ん
べ
ん
な
く
明
ら
か
に
し
よ
う
と

(18) 

し
た
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は

一
九
七
四
年
に
こ
の
レ
ッ
グ
の
著
書
を
書
評
し
、
そ
の
中
で
ス
カ
ル
ノ
研
究
の
視
角
に
つ
い
て
試
論
を
展
開
し
た
が
、
そ

の
際
に
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
ス
カ
ル
ノ
と
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
ひ
と
つ
の
視
座
で
と
ら
え
る
方
策
如
何
と
い
う
先
に
述
べ
た
こ
と
が

(19) 

ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
本
書
に
お
け
る
視
角
と
方
法
に
か
か
わ
る
考
察
で
も
あ
る
の
で
、

「…
…
わ
れ
わ
れ
は
完
全
無
比
の
規
約
な
ど
存
在
し
な
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、

西
欧
的
な
If

民
主
主
義
II

が
時
と
し
て
ま
っ
た
＜

8
 



序 課題と方法

無
効
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
指
導
者
は
平
安
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
方
法
を
自
由
に
探
求
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
私
は
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
指
導
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
賢
明
な
人
間
で
あ
る
と
み
な
し
う
る
し
、

る
規
約
よ
り
も
よ
り
完
全
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
指
導
者
は
い
っ
さ
い
の
規
約
に
新
た
に
つ
け
加
え
、
あ
る
い

は
こ
れ
を
削
除
し
ま
た
は
変
更
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
規
約
の
下
位
に
立
つ
の
で
は
な
く
そ
れ
と
相
並
ん
で

(
20
)
 

立
つ
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
…
…」
。

こ
の

一
節
は
ス
カ
ル
ノ
自
身
の
発
言
で
は
な
く
、

野
を
分
か
た
ず
唱
道
さ
れ
た
一
九
五

0
年
代
末
か
ら
六

0
年
代
な
か
ば
の
時
期
に
語
ら
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、

ャ
ル

・
デ
ワ
ソ
ト
ロ
が
一
九
三
六
年
四
月
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
年
次
大
会
で
行
な

っ
た
演
説
の
中
の
一
節
で
あ
る
。

た
が
、
こ
の
内
、

で
こ
の
シ
ャ
フ
リ
ル
が
独
立
後
率
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
党
に
つ
い
て
「
（
一
九
五
五
年
に
行
わ
れ
た
第
一
回
の
）
総
選
挙
の
実
施

を
要
求
す
る
社
会
党
自
身
の
運
動
は
お
そ
ら
く
ひ
と
つ
の
戦
術
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
戦
略
は
権
力
を
算
奪
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
ば
こ
の
政
党
は
社
会
党
自
身
も
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
た
よ
う
に
エ
リ
ー
ト
の
政
党
に
ほ
か
な
ら
ず
、
し
か
も
、
正
統
な
権
力
を
算

奪
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
陰
謀
と
暴
力
と
を
用
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
幾
度
と
な
く
試
み
ら
れ
そ
し
て
そ
の
た
び

(21
)
 

に
失
敗
し
た
。
し
か
も
な
お
こ
れ
に
懲
り
る
と
い
う
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
…
…
」
と
い
う
攻
撃
を
行
な

っ
て
い
る
の
は
、
や

シ
ャ
フ
リ
ル
の
唱
え
る
西
欧
的
民
主
主
義
政
体
の
樹
立
と
い
う
政
治
思
想
に
真
向
か
ら
対
立
し
て
い
た
ス
カ
ル
ノ
自
身
や
イ

ソ
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
で
は
な
い
。
シ
ャ
フ
リ
ル
11

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
党
＂
少
数
ェ
リ
ー
ト
集
団
＂
陰
謀
集
団
と
い
う
憎
悪
に
み
ち
た

こ
の
図
式
化
は
、

i
り、

ー

1 時
、
ス
カ
ル
ノ
、

、
ッ
タ
、

ノ

い
か
な

ま
た
ス
カ
ル
ノ
の
唱
え
る
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
が
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
で
朝

キ

・
ハ
ジ

シ
ャ
フ
リ
ル
ら
の
指
導
的
な
民
族
主
義
者
は
フ
ロ

ー
レ
ス
島
や
．．
 
ハ
ン
ダ
島
の
流
刑
地
に
追
放
さ
れ
て
い

ス
カ
ル
ノ
と
シ
ャ
フ
リ
ル
と
は
独
立
後
相
ゆ
る
す
べ
か
ら
ざ
る
政
敵
と
し
て
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ

ス
カ
ル
ノ
や
共
産
党
を
否
定
し
攻
撃
し
続
け
て
き
た
ス
ハ
ル
ト
政
権
下
で
一
九
七
四
年
の
「
一
月
一
五
日
事
件
」

一
九
＿
―
-
六
年
当

，
 



さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
こ
と
の
―
つ
の
例
証
で
あ
ろ
う
。

の
総
括
に
際
し
て
下
さ
れ
た
評
価
で
あ
る
。
こ
の
図
式
は
、

（
そ
の
最
右
翼
に
シ
ャ
フ
リ
ル
11

社
会
党
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
）
と
、

（
そ
の
最
右
翼
に
ナ
ッ
シ
ー
ル
11

マ
シ
ュ
ミ
党
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
）
が
、
と
も
に
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
を
成
立
さ
せ
て
い
る
正
統

(22) 

性
原
理
と
完
全
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
定
式
化
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
て
い
る
。

以
上
に
述
べ
た
二
つ
の
例
は
い
ず
れ
も
、

（
一
九
六
五
年
）
と
い
う
政
治
的
社
会
的
大
変
動
を
間
に
は
さ
ん
で
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
”
自
由
民
主
主
義
＂
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
運
動

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
II

イ
ス
ラ
ム
国
家
II

に
し
よ
う
と
す
る
運
動

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
11

西
欧
的
民
主
主
義
II

（
な
い
し
そ
れ
に
基
づ
い
て
形
成
さ

れ
る
II

自
由
民
主
主
義
国
家
＂
）
と

II

イ
ス
ラ
ム
国
家
＂
と
い
う
国
家
の
成
立
に
正
統
性
を
賦
与
す
る
原
理
が
異
端
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
二
つ
の
正
統
性
原
理
を
排
斥
し
否
定
し
た
後
に
、
ど
の
よ
う
な
原
理
が
提
示
さ
れ
る
の
で

ス
カ
ル
ノ
の
い
う
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
が
実
は
ス
カ
ル
ノ
と
い
う
カ
リ
ス
マ
と

一
体
化
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
第
三
の
正
統
性
的
根
拠
の
上
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
民
族
運
動
の
過
程
で
提
起
さ
れ
形
成
さ
れ
て
き
た
原
理
で
あ
る
と
と
も
に
、

社
会
統
合
原
理
と
共
鳴
し
う
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
わ
れ
わ
れ
は
ス
カ
ル
ノ
の
う
ち
に
こ
の
原
理
の
一

つ
の
完
成
さ
れ
た
形
式
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
し
、

道
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
ス
カ
ル
ノ
は
「
ス
カ

ル
ノ

と
そ
の
時
代
」
と
い
う
一
回
的
な
歴
史
現
象
と
し
て
と
ら
え
う
る
だ

け
で
な
く
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
正
統
性
原
理
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
そ
の
成
立
の
過
程
を
見
通
す
レ
ソ
ズ
と
し
て
考
え
て
い

く
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
独
立
と
「
九
月
三

0
日
事
件
」

あ
ろ
う
か
。
す
で
に
述
べ
た
二
つ
の
例
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
も

っ
と
も
土
着
的
な

ま
た
逆
に
ス
カ

ル
ノ

を
通
し
て
こ
の
統
合
原
理
の
構
造
を
把
握
す
る

一
九
三
六
年
と
一
九
七
四
年
と
い
う
ほ
ぼ
四

0
年
近
く
隔
た

っ
た
時
点
で
と
も
に
西
欧
的
民
主
主
義
へ
の
嫌
悪
と
忌
避
の
情
が
露
星

と
こ
ろ
で
ス
カ
ル
ノ
を
も
っ
ば
ら

「
ジ
ャ
ワ
的
価
値
の
体
現
者
」
と
し
て
捉
え
る
の
は
ス
カ
ル
ノ
と
同
時
代
の
民
族
主
義
者
で
ス

10 



序 課題と方法

研
究
者
に
と
っ
て
は
し
ば
し
ば
抗
し
難
い
魅
力
で
あ
る
ー
に
無
限
定
に
よ
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、

代
を
内
在
的
に
理
解
す
る
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
の
研
究
者
が
対
象
を
理
解
す
る
手
続
き
は
研
究
者
↓
シ

ャ
フ
リ
ル
↓
ス
カ
ル
ノ
↓
ジ
ャ
ワ
文
化
と
い
う
順
序
に
レ
ン
ズ
が
置
か
れ
て
お
り
、

し
か
も
ス
カ
ル
ノ
以
下
を
見
通
す
レ
ン
ズ
の
角

度
と
倍
率
は
シ
ャ
フ
リ
ル
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
み
ら
れ
る
べ
き
は
こ
れ
と
は
ち
ょ
う
ど
逆
の
順
序
、

す
な
わ
ち
研
究
者
↓
ジ
ャ
ワ
文
化
↓
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
運
動
↓
ス
カ
ル
ノ
と
い
う
順
序
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

ス
カ
ル
ノ
と
ジ
ャ
ワ

文
化
の
間
に
も
う
―
つ
の
媒
介
項
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
運
動
と
い
う
被
写
体
を
置
く
こ
と
が
格
別
に
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

ス
カ
ル
ノ
と
彼
の
時

の
ま
な
ざ
し
を
通
し
て
ス
カ
ル
ノ
を
眺
め
、
そ
の
結
果
、
シ
ャ
フ
リ
ル
の
ス
カ
ル
ノ
批
判
の
切
れ
味
の
鋭
さ
と
鮮
か
さ
ー
~
そ
れ
は

し
か
し
、

(23) 

カ
ル
ノ
と
政
治
思
想
を
異
に
す
る
指
導
者
が
ス
カ
ル
ノ
に
対
し
て
下
し
た
評
価
で
も
あ
っ
た
。

は
こ
の
よ
う
な
ス
カ
ル
ノ
の
政
敵
（
こ
と
に
非
ジ
ャ
ワ
人
で
西
欧
的
民
主
主
義
を
唱
道
す
る
民
族
運
動
の
指
導
者
）
に
よ
る
ス
カ
ル

ノ
評
価
を
援
用
し
た
う
え
で
、

ス
カ
ル
ノ
の
位
置
づ
け
を
行
な
う
と
い
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
ハ
ッ
タ
の
ス
カ
ル
ノ
観
、

(24) 

シ
ャ
フ
リ
ル
の
ス
カ
ル
ノ
観
が
レ
ッ
グ
の
ス
カ
ル
ノ
評
価
の
土
台
を
な
し
て
い
る
。

た
し
か
に
ス
カ
ル
ノ
の
言
辞
や
論
稿
を
そ
の
も
の
に
の
み
即
し
て
み
て
い
く
と
茫
漠
と
し
て
捉
え
よ
う
の
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
の
際
に
彼
の
政
敵
、
な
か
ん
ず
く
非
ジ
ャ
ワ
人
で
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
経
験
の
あ
る
ハ
ッ
タ
や
シ
ャ
フ
リ
ル
の
よ
う
な
政
敵
が
ス
カ

ル
ノ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
ま
た
ど
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
踏
ま
え
て
お
く
こ
と
は
、

を
理
解
す
る
う
え
で
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
彼
ら
は
ス
カ
ル
ノ
と
「
ジ
ャ
ワ
的
精
神
風
土
」
と
の
相
互
作
用

を
惑
得
す
る
こ
と
に
お
い
て
余
人
に
ま
し
て
鋭
敏
で
あ
り
ま
た
そ
れ
を
分
析
・
提
示
す
る
方
法
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
知
的
で
あ
り

レ
ッ
グ
の
場
合
の
よ
う
に
研
究
者
が
無
意
識
の
う
ち
に
、

明
快
だ
か
ら
で
あ
る
。

レ
ッ
グ
の
ス
カ
ル
ノ
研
究
の
場
合
に

た
と
え
ば
終
世
知
性
の
か
げ
り
を
宿
し
て
い
た
シ
ャ
フ
リ
ル

ス
カ
ル
ノ
の
思
想
と
行
動

11 



逆
に
反
省
を
迫
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

レ
ど
ス
の
精
度
が
何
よ
り
も
要
求
さ
れ
る
の
は
研
究
者
が
ジ
ャ
ワ
文
化
を
の
ぞ
き
こ
む
の
に
用
い
る
レ
ン
ズ
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
レ
ン
ズ
は
制
作
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
一
九
七
二
年
に
発
表
し
た
「
ジ

(
2
5
)
 

ャ
ワ
文
化
に
お
け
る
『
権
力
』
の
概
念
」
は
こ
の
よ
う
な
性
能
の
良
い
レ
ン
ズ
の
制
作
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
論
文
に
お
い
て
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
は
ジ
ャ
ワ
文
化
に
お
け
る
権
力

k
a
s
e
k
t
e
n

と
権
力
者
ー
ー
_
そ
の
定
義
、
そ
の
生
成
過
程
、
そ

の
倫
理
、
そ
れ
へ
の
批
判
者
な
ど
ー
の
概
念
を
ジ

ャ
ワ
人
の
認
識
の
枠
組
に
即
し
て
抽
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
ジ
ャ
ワ
文
化
の
諸

相
を
体
系
、
つ
け
て
い
る
。

そ
こ
で
は

「
ジ
ャ
ワ
的
価
値
」
と
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
動
き
回
っ
て
い
た
諸
要
素
が
、
あ
た
か
も
ヮ
ャ
ン
劇

に
お
い
て
ラ
ン
プ
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
影
絵
人
形
が
ス
ク
リ
ー
ン
の
上
に
精
妙
な
姿
態
を
も
っ
て
躍
動
す
る
よ
う
に
、
そ
の
独

自
の
意
味
と
役
割
と
を
与
え
ら
れ
て
、
権
力
概
念
を
基
軸
と
し
て
成
立
し
て
い
る
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文

は
、
ジ
ャ
ワ
語
及
び
英
語
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
言
語
の
上
に
成
立
し
て
い
る
二
つ
の
異
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
徹
底
的
に
比
較
す
る

こ
と
に
よ

っ
て

―
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
ジ
ャ
ワ
文
化
）
の
「
暗
号
解
読
表
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
英
語
に
よ
っ
て
作
成
し
た
と
い

う
点
に
お
い
て
、

治
現
象
・
社
会
現
象
に
「
ジ
ャ
ワ
的
価
値
の
体
現
」
と
い
う
解
釈
を
と
も
す
れ
ば
安
易
に
下
し
て
事
足
れ
り
と
し
が
ち
な
傾
向
に
、

さ
て
先
に
述
べ
た
ス
カ
ル
ノ
と
ジ
ャ
ワ
文
化
の
間
に
も
う
―
つ
の
媒
介
項
を
お
い
て
ス
カ
ル
ノ
を
理
解
す
る
（
正
確
に
い
え
ば
ス

カ
ル
ノ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
了
解
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
）
と
い
う
こ
と
は
、

シ
ア
の
民
族
運
動
史
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
き
た
多
様
な
思
想
の
中
に
ス
カ
ル
ノ
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

ジ
ャ
ワ
文
化
を
内
在
的
に
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
の
例
証
を
な
す
と
と
も
に
、

て
は
後
に
述
べ
る
）
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
あ
れ
こ
れ
の
政

イ
ン
ド
ネ

ス
カ
ル
ノ
と
ジ
ャ
ワ
文
化
を
た
だ
ち
に
関
連
｀
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
カ
ル
ノ
を
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
に
先
行

12 



序 課題と方法

と
い
う
理
念
で
あ

す
る
あ
る
い
は
彼
と
同
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
多
様
な
民
族
運
動
が
そ
の
運
動
の
展
開
の
過
程
で
す
で
に
ジ
ャ
ワ
の
文

化
伝
統
の
中
か
ら
汲
み
上
げ
た
伝
統
的
観
念
を
「
時
代
の
要
請
」
（
た
と
え
ば
民
主
主
義
と
い
う
〈
時
代
精
神
〉
）
に
調
和
し
う
る
原

理
と
し
て
再
生
し
て
い
く
過
程
と
そ
の
構
造
に
注
目
し
、
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
ス
カ
ル
ノ
を
理
解
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
い
わ
ば
ス
カ
ル
ノ
と
ジ
ャ
ワ
文
化
の
間
に
も
う

一
枚
の
レ
ン
ズ
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

カ
ル
ノ
が
何
故
二

0
世
紀
の
民
族
主
義
の
時
代
の
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
カ
リ
ス
マ
で
あ
り
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
よ
り
よ
く

こ
こ
で
ス
カ
ル
ノ
の
カ
リ
ス
マ
と
し
て
筆
者
の
念
頭
に
あ
る
の
は
先
に
述
べ
た
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
に
結
実
し
て
い
る
ス

カ
ル
ノ
の
政
治
権
力
の
正
統
性
の
原
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
と
い
う
正
統
性
原
理
こ
そ
ス
カ
ル
ノ

と
民
族
運
動
と
ジ
ャ
ワ
文
化
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
そ
の
映
像
を
そ
れ
ぞ
れ
に
相
似
形
を
な
し
て
結
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
似
形
を
成
立
さ
せ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
は
11

ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ソ
"
k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

り
、
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
と
い
う
原
理
の
要
諦
は
こ
の
II

ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン
＂
の
理
念
で
あ
る

。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
で
は
究
極
の
と
こ
ろ
次
の
一
＿
一
種
の
互
い
に
相
異
な
る
正
統
性
原
理
が
存
在
し
て
い
た
（
そ
し

て
な
お
存
在
し
う
る
）
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
ナ
ッ
シ
ー
ル
的
な
イ
ス
ラ
ム
国
家
論
（
そ
の
極
端
な
例
は
タ
ル
・
ウ
ル

・
イ
ス
ラ

ム
運
動
と
し
て
現
わ
れ
る
）
に
代
表
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
的
正
統
性
原
理
で
あ
る
。
第
二
は
シ
ャ
フ
リ
ル
的
人
民
主
義
に
代
表
さ
れ
る

西
欧
民
主
主
義
の
原
理
で
あ
る
。
第
三
は
ス
カ
ル
ノ
に
代
表
さ
れ
る
ス
カ
ル
ノ
的
人
民
主
義
で
あ
る
。
第
二
、
第
一
―
一
の
人
民
主
義
と

は
「
民
の
声
は
神
の
声
な
り
」
と
す
る
思
想
で
あ
る
が
こ
の
「
民
の
声
」
を
顕
現
す
る
手
段

・
方
法
に
お
い
て
両
者
は
決
定
的
に
相

反
す
る
。
こ
の
内
、

ス
カ
ル
ノ
的
人
民
主
義
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
「
民
の
声
は

神
の
声
な
り
」
と
す
る
思
想
が
正
統
性
を
も
ち
う
る
に
至
っ
た
過
程
を
民
族
運
動
の
中
で
跡
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
二
に
「
民

理
解
し
う
る
は
ず
で
あ
る
。

ス

13 



得
、
な
い
し
、
行
動
の
様
式
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

の
声
」
を
顕
現
す
る
手
段
方
法
と
し
て
ス
カ
ル
ノ
的
な
方
法
が
も
っ
と
も
正
統
で
あ
る
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
過
程
を
跡
づ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
ス
カ
ル
ノ
の
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
と
い
う
〈
指
導
〉
と
〈
民
主
主
義
〉
と
い
う
そ
も
そ
も
相

異
な
る
二
つ
の
原
理
の
結
合
と
し
て
成
立
し
て
い
る
原
理
が
正
統
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
解
き
あ
か
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
解
明
す
る
鍵
は
、

II

ク
ビ

ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン
II

と
い
う
理
念
を
ジ
ャ
ワ
文
化
と
民
族
運
動
と
ス
カ
ル
ノ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い

て
抽
出
し
こ
の
理
念
を
め
ぐ
る
了
解
の
構
造
を
提
示
す
る
と
こ
ろ
に
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
筆
者
の
問
題

意
識
で
あ
る
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
筆
者
の
念
頭
に
あ
る
の
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
経
過
を
跡
づ
け
る
う
え
で
ク
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
果
た
し
て
き
た
役
割
が
格
別
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
角
で
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
接
近
す
る
こ
と
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
も
っ
ば
ら
ジ
ャ
ワ
の
文
化
に
関
連
づ
け
て
考
察

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
文
化
と
は
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ギ
ア
ツ
に
従
っ
て
「
人
々
が
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
経
験
に
形
態
を

(
2
6
)
 

賦
与
す
る
と
こ
ろ
の
意
味
の
構
造
」
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
定
義
に
従
え
ば
ジ
ャ
ワ
文
化
と
は
ジ
ャ
ワ
語
を
母
語
と
し
ジ
ャ
ワ

語
で
思
考
す
る
人
々
の
集
団
が
共
有
し
て
い
る
「
了
解
の
構
造
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
了
解
の
構
造
」
に
よ
っ
て
人
々
は
あ
る

こ
と
が
ら
を
認
識
し
評
価
し
ま
た
そ
の
こ
と
が
ら
に
意
味
づ
け
を
行
な
う
と
と
も
に
、
そ
の
構
造
に
よ
っ
て
人
々
は
行
動
の
指
針
を

こ
の
よ
う
な
「
了
解
の
構
造
」
は
基
本
的
に
は
そ
の
文
化
を
に
な
う
成
員
の
あ
る
世
代
か
ら
次
の
世
代
へ
と
社
会
的
に
継
承
さ
れ

五
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序 課題と方法

シ
ス
ワ
を
み
て

い
く
際
の
考
察
の
基
軸
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
即
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、

共
通
の
経
験
の
な
か
で
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
成
立
前
史

・
成
立
背
景

る
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
あ
る
特
定
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
た
え
ず
反
映
す
る
。
従
っ
て
文
化
は
そ
の
成
員
の
新

し
い
共
通
の
経
験
の
中
で
た
え
ず
「
読
み
か
え
」
ら
れ
再
定
義
さ
れ
あ
る
い
は
そ
れ
を
再
生
さ
せ
つ
つ
、
そ
の
構
造
の
基
本
型
を
維

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
運
動
が
生
み
出
さ
れ
展
開
さ
れ
て
い
く
と
い
う
時
代
の

ジ
ャ
ワ
文
化
が
ど
の
よ
う
に
再
生
さ
れ
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
場
合
に
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
り
ど
の
よ
う
な
経
験
が
共
有
さ
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
を

本
書
は
第

一
章
に
お
い
て
”
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン
II

と
い
う
理
念
を
検
討
す
る
。
そ
こ
で
は
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
指
導
者
の
資
質

と
し
て
の
こ
の
理
念
が
民
族
運
動
の
過
程
で
再
生

・
再
定
式
化
さ
れ
て
い
く
点
を
要
約
的
に
叙
述
す
る
。
同
時
に
こ
の
”
ク
ビ
ジ
ャ

ク
サ
ナ
ア
ン
＂
と
の
関
連
に
お
い
て
ジ
ャ
ワ
文
化
を
考
察
し
制
度
と
対
抗
制
度
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
植
民
地

支
配
に
よ
る
そ
の
変
容
、
民
族
主
義
の
成
立
、
人
民
運
動
の
台
頭
と
そ
の
掌
握
等
を
論
ず
る
。
こ
れ
ら
は
第
二
章
以
下
で
タ
マ
ン

・

第
二
章
か
ら
第
九
章
ま
で
の
各
章
は
第

一
章
で
示
し
た
考
察
の
基
軸
に
沿
っ
て
、

（
第
二
章
、
第
三
章
）
、
成
立
と
初
期
の
発
展
（
第
四
章
）
、

組
織
化
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
第
五
章
、
第
六
章
、
第
八
章
）
、

思
想
的

展
開
（
第
七
章
）
が
考
察
さ
れ
、
第
九
章
に
お
い
て
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
「
私
学
校
条
令
」
反
対
の
闘
争
に
お
い
て
開
示
し
た
植
民

地
制
度
に
対
す
る
対
抗
制
度
と
し
て
の
性
格
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
以
上
第
二
章
か
ら
第
九
章
ま
で
で
取
り
扱
わ
れ
る
時
期
は
一
九
一
三

以
上
の
こ
と
を
本
書
の
構
成
に
則
し
て
述
べ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

意
味
し
て
い
る
。

持
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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(2) (1) 

年）

は
ヽ
人
が
関
与
し
そ
の
生
涯
を
さ
さ
げ
て
き
た
。

な
お
結
章
で
は
序
以
下
の
各
章
に
述
べ
た
こ
と
を
継
承
し
、
第
一
章
に
呼
応
す
る
形
で
、

「
民
主
主
義
と
指
導
性
」
及
び
「
指
導

タ
マ
ン

・
シ
ス
ヮ
運
動
は
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
自
体
で
豊
富
に
し
て
多
様
な
内
容
を
も
ち
、
そ
こ
に
は
幾
多
の
有
名
無
名
の
人

本
書
の
視
角
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
お
け
る
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
の
表
出
の
形
を
解
明
す
る
こ
と
に
お
か
れ
な
が
ら
、
本
書

―
つ
の
詳
細
な
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
史
を
記
す
と
い
う
こ
こ
ろ
み
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、

的
な
研
究
が
ま
だ
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
筆
者
の
視
角
が
十
全
に
展
開
し
う
る
と
、
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
史
を
記
述
す
る
に
当
っ
て
用
い
た
史
料
は
主
と
し
て
次
の
四
種
で
あ
る
。

第

一
は
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
か
ら
刊
行
さ
れ
た
出
版
物
で
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

(27) 

機
関
誌
(28
)
 

沿
革
史

『
ワ
シ
ト
』
(
-
九
二
八
年
し
一
九
三

0
年
及
び
一
九
三
五
年
i
-
―
―
六
年
）
、
『
プ
サ
ラ
』
(
-
九
三
一
年
以
降
）

『
-
0年
史
』
(
-
九
三
二
年
の
『
プ
サ
ラ
』
誌
に
掲
載
）
、
『
三

0
年
史
』
（

一
九
五
六
年
）
、
『
五

0
年
史
』
(
-
九
七
六

『
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
史
』
（
一
九
七
四
年
）

I 

ノ‘

さ
れ
た
民
主
主
義
」
と
い
う
政
治
思
想
が
要
約
的
に
論
ぜ
ら
れ
る
。

年
か
ら

一
九
三
三
年
初
め
ま
で
の
ほ
ぼ
二

0
年
間
で
あ
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
自
体
に
関
す
る
本
格

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
豊
富
で
多
様
な
内
容
を
あ
た
う
限
り
再
現
す

16 



序 課題と方法

で
の
綴
り
に
従
っ
て

o
e

を
用
い
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
①
に
あ
げ
た
二
種
の
機
関
誌
が
史
料
と
し
て
も
っ
と
も
基
本
的
で
あ
る
。

第
二
は
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
成
立
以
前
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ヮ
関
係
者
が
関
与
し
て
い
た
定
期
刊
行
物
で
あ
り
、
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア

・
プ

(32) 

ト
ラ
』
誌
(
-
九
一
七
年
し

一
九
二
二
年
）
及
び
『
再
建
』
誌
(
-
九

一
八
年
し

一
九
二
三
年
）
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
植
民
地
各
地
の
役
人
が
総
督
宛
に
提
出
し
た
各
種
の
報
告
書
の
写
し
（
い
わ
ゆ
る
メ
イ
ル
ラ
ボ
ー
ル
ト
）
が
も
っ
と
も

(33) 

基
本
的
で
あ
る
。
ま
た
各
種
の
公
文
書
の
蒐
集
と
編
纂
が

一
九
六

0
年
代
初
め
か
ら
オ
ラ
ン

ダ
で
続
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
史

(34) 

料
集
の
内
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
関
係
の
史
料
も
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。

第
四
は
植
民
地
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
各
種
の
新
聞
雑
誌
の
主
な
記
事
を
編
集
し
た
『
新
聞
週
報
』

(35) 

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
と
り
ま
く
状
況
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。

な
お
本
書
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
綴
り
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
に
基
づ
い
て
記
載
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
従
っ
て
、
基

本
的
に
は
一
九
七

0
年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
旧
綴
り

edj
aa
n

la
m
a
で
統

一
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
植
民
地
時
代
の

o
e
の
綴
り

字
は
、
雑
誌
名
『
プ
サ
ラ
』
の
場
合
の
よ
う
に
、

u
に
統
一
し
た
場
合
と
、
人
名
、

第
三
は
植
民
地
政
府
文
書
で
あ
る
。

(4) (3) 

地
名
な
ど
の
よ
う
に
そ
れ
が
記
載
さ
れ
た
時
点

(I
P
o
)
で

あ

り

こ

れ

は

(29) 

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
『
評
伝
』
、
各
種
の
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
史

(30)

（

31) 

デ
ワ
ン
ト
ロ
著
作
集
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
以
外
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
関
係
者
の
評
論
集
な
い
し
著
作
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ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ソ
概
念

本
章
で
は
す
で
に
序
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
成
立
と
展
開
の
様
相
を
第
二
章
以
下
で
論
ず
る
う
え
で
の

本
章
は
五
節
か
ら
な
る
が
、
第
一
節
で
は
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン

K
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

と
い
う
語
の
語
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
が
多
様
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
用
法
が
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
節
で
は
こ
の
語
が
そ

も
そ
も
ジ
ャ
ワ
の
「
了
解
の
構
造
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
、
い
わ
ば
そ
の
本
来
の
理
念

に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
節
で
は
〈
権
力
と
正
統
性
〉
を
め
ぐ
る
ジ
ャ
ワ
文
化
の
理
念
型
が
提
示
さ
れ
る
。

第
三
節
以
下
で
は
ジ
ャ
ワ
語
の
ウ
ィ
チ
ャ
ク

ソ
ノ

W
i
t
j
a
k
s
a
n
a

と
い
う
理
念
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン
と
し

て
再
生
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン
の
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
ず
第
三
節
で
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
開
始
さ

れ
る
前
提
と
し
て
植
民
地
支
配
の
構
造
と
民
族
主
義
成
立
の
墓
盤
に
つ
い
て
整
理
し
、
第
四
節
で
は
人
民
運
動
P
e
r
g
e
r
a
k
a
n
R
a
k
j
a
t
 

の
成
立
に
つ
い
て
論
ず
る
。
そ
し
て
第
五
節
で
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン
と
い
う
理
念
が
再
生
す
る
プ

ロ
セ

ス
と
こ
の
概
念
の
構
造
と
を
提
示
す
る
。

以
上
の
各
節
を
通
じ
て
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
基
本
的
な
こ
と
が
ら
が
論
ぜ
ら
れ
る
か
ら
、
本
章
は
第
二
章
以

下
で
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
く
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
な
す
と
と
も
に
、
第
二
章
以
下
で
用
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
用

考
察
の
基
軸
と
し
て

II

ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン
II

の
理
念
に
つ
い
て
論
ず
る
。

第
一
章

23 



て
用
い
ら
れ
る
権
力
行
使
の
原
理
を
示
す
場
合
で
あ
る
。

語

・
事
項

・
概
念
を
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
に
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
も
意
図
さ
れ
て
い
る
。

k
e
b
i
d
ja
k
s
a
n
a
a
n

は
、
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ

b
idj
a
k
s
a
n
a

に
接
頭
辞
の

k
e
-

と
接
尾
辞
の
．
a
n

が
付
い
て
成
立
し
た
抽
象
名
詞
で
あ

り
、
こ
の

b
i
d
j
a
k
sa
n
a

は
、
本
来
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
お
よ
び
カ

ー
ウ
ィ
語
（
古
代
ジ
ャ
ワ
語
）
に
由
来
し
て
い
る
と
い
う
。
ジ
ャ

ヮ
語
で
は
、
ウ
ィ
チ
ャ
ク
ソ
ノ

w
i
t
ja
k
s
a
n
a

な
い
し
ウ
ィ
チ
ャ
ク
ス

w
itja
k
s
u
h

と
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。

い
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な
辞
書
で
こ
の

b
id
j
a
k
s
a
n
a

と
い
う
言
葉
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
の
は
次
の
四
つ
の

(

1

)

 

場
合
で
あ
る
。

第
二
は
、
偉
大
な
る
者
の
属
性
、

王
へ
の
尊
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

第
三
は
、
智
恵
な
い
し
明
察
性
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
状
況
（
こ
の
状
況
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
そ
の
状
況
の
内
部
に

い
る
成
員
に
よ
っ
て
〈
困
難
な
状
況
〉
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
が
）
に
対
処
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
状

況
を
打
開
す
る
た
め
に
あ
る
見
通
し
を
た
て
た
り
あ
る
指
針
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
、
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

第
四
は
、
外
的
規
制
（
た
と
え
ば
〈
法
律
が
定
め
た
条
項
〉
）
に
対
立
し
て
用
い
ら
れ
、

第
一
は
、
智
恵
な
い
し
明
察
（
性
）
と
し
て
翻
訳
し
う
る
場
合
で
あ
る
。

語

義 第

一

節

ク

ビ

ジ

ャ

ク

サ

ナ

ア

ソ

概

念

l

語
義
と
用
語
法

ま
た
は
、
そ
れ
を
超
越
す
る
も
の
と
し
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あ
る
。

次
に
上
記
の
四
つ
の
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
適
う
と
考
え
ら
れ
る
例
を
示
し
て
み
る
。

〔
第
一
の
場
合
〕

一
九
一

八
年
か
ら
一
九
二
三
年
に
か
け
て
、
ラ
デ
ソ

・
マ
ス
・

ス
タ
ッ
ト
モ

・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ

R
a
d
e
n

M
as 
S
o
e
t
a
t
m
o
 
S
o
e
r
i
o
k
o
e
s
o
e
m
o
,
 1
8
8
8
~
1
9
2
4
.

は、

は
じ
め
ウ
ェ
ル
テ
フ
レ
ー
デ
ン
（
現
在
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
中
心
部
）
で
、

二
二
年
以
降
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
『
再
建
』

W
e
d
e
r
o
p
b
o
u
w

と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
語
の
月
刊
誌
を
刊
行
し
た
。

こ
の
雑
誌
の
表

紙
に
は
毎
号
次
の
よ
う
な
、
神
智
学

T
h
e
o
s
o
p
h
y

に
お
け
る
「
智
恵
の
伝
統
」

t
h
e
tradition o
f
 w
i
s
d
o
m

を
示
す
標
語
が
掲
げ
ら

(

2

)

 

れ
て
い
た
。

S
c
h
o
o
n
h
e
i
d
,
 di
e
 
M
a
c
h
t
 
b
e
h
e
e
r
s
c
h
t
.
 (
美
は
力
を
統
べ

）

M
a
c
ht
,
 di
e
 
S
c
h
o
o
n
h
e
i
d
 
bezit
.
 (
力
は
美
に
宿
り
）

W
i
j
s
h
e
i
d,
 di
e
 
r
e
c
h
t
v
a
a
r
d
i
g
t
.
 (
智
恵
は
正
義
を
も
た
ら
す
）

ス
タ
ッ
ト
モ
の
生
涯
を
通
じ
て
の
盟
友
で
あ
っ
た
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ

K
i
H
a
d
j
a
r
 
D
e
w
a
n
t
a
ra
,
 1
8
8
9
~
 1
9
5
9
.

は、

そ
の
死
の
直
前
に
ス
タ

ッ
ト
モ
の
思
想
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
設
立
の
原
理
の

一
っ
を
な
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
上
記

(
3
)
 

の
標
語
に
触
れ
、

こ
れ
を
次
の
よ
う
な
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
訳
し
た
。

K
e
i
n
d
a
h
a
n
 
j
a
n
g
 
m
e
m
b
a
t
a
s
i
 
K
e
k
u
a
s
a
a
n
.
 (
美
は
力
を
統
べ
）

K
e
k
u
a
s
a
a
n
 
j
a
n
g
 
m
e
m
u
d
j
a
 T
j
i
n
t
a
k
a
s
i
h
.
 (
力
は
愛
を
讃
え
）

K
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
 
j
a
n
g
 
m
e
m
b
a
w
a
 K
e
a
d
i
l
a
n
.
 (~
覇
は
正
義
を
も
た
ら
す
）

こ
こ
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

は、

w
i
j
s
h
e
i
d

な
い
し

w
i
s
d
o
m

に
対
応
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で

用
語
法
の
例

一
九
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。
フ
ル
ワ
ダ
ル
ミ
ン
タ

〔
第
二
の
場
合
〕

辞
典
』
の
中
に

^̂
Ingk
a
n
g
W
i
t
j
a
k
s
a
n
a
"

が
ソ
ロ
王
国
の
王

S
u
n
a
n

の
タ
イ
ト
ル
を
示
す
例
が
あ
げ
ら
れ
、

『
ジ
ャ
ワ
語
11
英
語
辞
典
』
の
中
に
も
、

と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も

っ
と
端
的
な
例
と
し
て
、

a
n
g
 
M
a
h
a
 E
s
a
 
(
唯
一
の
神
）
、

T
u
h
a
n
j
a
n
g
 
M
a
h
a
 K
u
a
s
a
 
(
全
能
の
神
）
な
ど
と
と
も
に

以
上
の
第
一
の
場
合
と
第
二
の
場
合
は
い
ず
れ
も

b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
と
い
う
言
葉
が
抽
象
度
の
高
い
そ
し
て
尋
常
一
様
の
人
智
を
絶
し

た
智
恵
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
が
、
第
一
―
一
と
第
四
の
場
合
は
、
こ
れ
が
社
会
で
現
実
に
行
使
さ
れ
る

例
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
第
三
の
場
合
〕

h
 

k
s
a
n
a
a
n
 
p
e
m
e
r
m
t
a
 

（
全
智
の
神
）
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
る
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

T
u
h
a
n
 
j
a
n
g
 
M
a
h
a
 
B
i
d
j
a
k
s
a
n
a
 

こ
れ
に
は
、
プ
ラ
ウ
ィ
ロ
ア
ト
モ
ジ
ョ

P
r
a
w
i
r
o
a
t
m
o
d
j
o

の
編
纂
し
た
『
ジ
ャ
ワ
語
11
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

ホ
ー
ン
の
編
纂
し
た

ほ
ぼ
同
様
の
用
い
ら
れ
方
と
し
て
、

P
e
n
g
g
e
d
e

s
i
n
g
 
W
i
t
j
a
k
s
a
n
a

が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
神

T
u
h
a
n

こ
の
代
表
的
な
例
は
、
政
府
の
施
策
が

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

を
用
い
て
表
わ
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
0

k
e
b
i
d
j
a
,
 

と
い
え
ば
文
字
ど
お
り
「
政
府
の
施
策
」
を
表
わ
し
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

e
k
o
n
o
m
i

は
「
経
済
政
策
」
を
示

す
。
こ
の
よ
う
な
行
政
に
関
わ
る
施
策

・
方
針
と
い
う
意
味
で

k
e
b
i
d
 j
a
k
s
a
n
a
a
n

が
用
い
ら
れ
る
例
は
、

(
4

)
 

て
き
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
公
的
な
機
関
や
公
人
に
関
し
て
日
本
語
の
「
善
処
」
な
い
し
「
配
慮
」
と
い
う
語
の
語
感
に
近
い
内
容
を
示
す

場
合
に

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
n
n

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
ご
く
一
般
的
に

認
め
ら
れ
る
。

の
善
処
）
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
s
a
u
d
a
r
a
 
(
貴
殿
の
配
慮
）
な
ど
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る
。

P
o
e
r
w
a
d
a
r
m
i
n
t
a
 

を
表
わ
す
場
合
に、

T
u
h
a
n
 

近
年
ま
す
ま
す
増
加
し

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
 
panitia 
(委
員
会

の
『
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
総
辞
典
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
例
で
示
せ
ば
、

B
e
r
k
a
t

k
e
，
 

b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
 
beliau, 
t
e
r
l
e
p
a
s
l
a
h
 
kita 
dari 
b
a
h
a
j
a
 
b
e
s
a
r
 
(-IQ
の
方
の
見
事
な
措
置
の
お
か
げ
で
、

わ
れ
わ
れ
は
大
き
な
危
険

a
 w
i
s
e
 
l
e
a
d
e
r
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か
ら
免
れ
た
）
、
な
い
し
、

P
e
r
k
a
r
a
ini 
t
e
r
s
e
r
a
h
 k
e
p
a
d
a
 k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
 
panitia 
(
こ
の
件
は
、
委
員
会
の
善
処
に

一
任
さ
れ
た
）
。

ま
た
、

イ
ン
ド
ネ
ッ
ァ
政
府
間
の
公
文
書
（
依
頼
状
）
の
例
と
し
て
、

S
e
h
u
b
u
n
g
a
n
d
e
n
g
a
n
 ha) 
itu 
m
a
k
a
 b
e
r
s
a
m
a
 ini 
k
a
m
i
 

m
o
h
o
n
 b
a
n
t
u
a
n
 
serta 
k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
 
s
a
u
d
a
r
a
 
k
i
r
a
n
y
a
 
•••••• 

(
こ
の
仕
り
に
つ
き
私
ど
も
は
こ
こ
に
…
…
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
貴

殿
の
御
助
力
と
釧
配
慮
ど
を
御
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
典
型
的
な
文
書
の
ス
タ
イ
ル
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

は
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、

現
実
の
状
況
を
巧
み
に
切
り
抜
け
て
い
く
オ
智
が
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
an

と
い
う
語
自
体
に
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
政
策
や
施
策
と
い
う
行
政
に
関
わ
る
事
項
が
、
「
配
慮
」
や
「
善
処
」
と
い
う
智
恵

の
働
き
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
概
念
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
何
を
施
策
す
る
の
か
」
と
い
う

施
策
の
内
容
が
、
「
ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
の
か
」
と
い
う
「
運
用
の
妙
」
と
―
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
字
義
に
即
し
て
み

た
場
合
に
、
政
策
が
政
策
を
遂
行
す
る
主
体
の
オ
智

・
巧
智

・
配
慮
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
政
策

が
政
策
主
体
の
オ
幹
・
資
質
を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
の
別
表
現
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
政
策
主
体
を
政
府
、

委
員
会
、
公
的
地
位
に
あ
る
個
人
、
特
定
の
集
団
の
一
員
で
あ
っ
て
そ
の
集
団
の
成
員
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
う
る
個
人
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
に
拡
大
し
て
み
た
場
合
に
も
、
こ
の
事
情
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、

あ
る
特
定
の
集
団

・
個
人
が
発
揮
す
る
「
運
用
の
妙
」
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
文
字
で
明
記
さ
れ
、
そ
の
明
記
さ
れ
た
こ
と
が
ら
に
則
し
て
、
「
怒
り
も
興
奮
も
な
く
」
遂
行
さ
れ
る
こ
と
が
了

解
さ
れ
、

し
た
が

っ
て
遂
行
者
の
オ
智
に
基
づ
く

「
運
用
の
妙
」
が
そ
も
そ
も
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
了
解
さ
れ

て
い
る
「
法
」
や
「
規
約
」
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
先
の

k
e
b
i
d
j
a
k
s
an
a
a
n

と
い
う
概
念
と
、
こ
の
「
法
」
や
「
規
約
」
と
い
う

概
念
と
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
関
係
の
あ
り
方
を
示
す
の
が
次
の
第
四
の
場
合
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
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在
す
る
と
い
う
こ
と
を
、

〔
第
四
の
場
合
〕

と
を
対
概
念
と
し
て
把
え
、

こ
れ
は
、

典
型
的
な
例
は
次
の
論
説
の
表
題
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
法
」
の
概
念
と

法
の
施
行
が
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
場
合
に
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

完
全
な
ら
し
め
る
も
の
と
し
て

K
eb
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
"
 (
法
の
支
配
と
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン
の
支
配
の
問
）
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
。

(

5

)

 

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
機
関
誌
で
あ
る
『
プ
サ
ラ
』

P
u
s
a
r
a

誌
上
に
一
九
六
九
年
に
掲
載
さ
れ
た
論
評
の
表
題
で
あ
る
。

は
、
そ
の
中
で
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
の
道
路
工
事
に
と
も
な
っ
て
工
事
の
担
当
責

任
者
が
工
事
費
の
一
部
を
流
用
し
て
本
来
工
事
計
画
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
地
元
の
人
び
と
の
生
活
に
必
須
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
別
の
道
路
の
修
復
費
に
充
当
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
務
当
局
か
ら
そ
の
責
任
を
追
求
さ
れ
た
例
を
あ
げ
、
彼
の
行

為
は
法
の
支
配

rule

of 
l
a
w

と
い
う
原
則
に
は
も
と

っ
て
い
る
が
、
「
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン
の
支
配
」

R
u
l
e
of 
K
e
b
i
d
j
a
k
s
a
,
 

n
a
a
n

と
い

う
原
則
に
は
適
っ
て
い
る
と
論
じ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
行
為
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
的
な
統
治
の
精
神
に
適
っ
た
行
為

で
あ
っ
て
是
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
ス
マ
ル
ノ
の
主
張
で
あ
る
。
ス
マ
ル
ノ
の
こ
の
論
評
は
も
と
も
と
ジ
ャ
カ
ル
ク
で

発
行
さ
れ
て
い
る
日
刊
紙
『
コ
ン

パ
ス』

K
o
m
p
a
s

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

『
プ
サ
ラ
』
が
再
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
こ
の
論
評
に
こ
と
さ
ら
に
関
心
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

こ
の
よ
う
に
、
法
な
い
し
規
約
と
い
う
外
的
な
規
制
の
体
系
と
相
並
ん
で
、

い
る
。

法
学
士
で
あ
る
筆
者
ス
マ
ル
ノ

S
u
m
a
r
n
o

こ^A
n
t
a
r
a
R
u
l
e
 o
f
 L
a
w
 

k
e
 bi
d
 j
a
k
s
a
n
a
a
n
 

ス
マ
ル
ノ
は
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
「
法
の
支
配
」
と
い
う
語
を

英
語
で
表
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
の
体
系
が
本
来
、
「
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
々
裡

に
示
す
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
来
は
、
法
も
規
約
も
1

そ
れ
を
表
現
す
る
の
に

h
u
k
u
m
,
u
n
d
a
n
g
 u
n
d
a
,
 

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

を
理
解
す
る
例
で
あ
る
。
こ
の
例
は

の
体
系
と
も
称
し
う
る
も
の
が
存

そ
れ
を
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
機
関
誌

clan 
R
u
l
e
 
o
f
 

の
行
使
に
よ
っ
て
法
を
補
い
こ
れ
を

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

の
概
念

8
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n
g
,
 at
u
r
a
n
 
な
ど
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
に
せ
よ
ー
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

っ
て
、

rule

of 
l
a
w

と

r
u
l
e

of 
k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

の
二
重
性
は
、

l
a
w

が
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
の

で
あ
る
と
了
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
二
重
性
を
考
慮
す
る
場
合
に
、

の
表
現
の
様
式
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

オ
ラ
ソ
ダ
に
よ
る
植
民
地
支
配
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
格
別
に
重
要
で
あ
る
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
次
節
以
下
で
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
の
に
先
立
っ
て
、
す
で
に
序
に
お
い
て
示
し
た
、
両
者
の
関
係
に
つ

こ
れ
は
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
一
九
三
六
年
に
、
機
関
誌
『
プ
サ
ラ
』
誌
上
に
載
せ
た
一
文
で
あ
り
、

「
規
約
」

p
e
r
a
t
u
r
a
n

と
「
指
導
者
」

p
e
m
i
m
p
i
n

の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

「
『
規
約
』
が
何
を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
記
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
中
で
彼
は
、

し
ば
し
ば
指
導
者
は
何
ご
と
も
な
し
え
な
い
こ
と
に
な

る
。
ど
の
よ
う
な
規
約
で
あ
れ
完
全
に
し
て
無
欠
で
あ
る
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、

的
な
『
民
主
主
義
』
が
し
ば
し
ば
ま
っ
た
く
無
効
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

l
a
m
a
t
a
n
 

彼
は
指
導
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
賢
明
な
人
間
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
う
る
し
、

ま
た
、

西
洋

だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
指
導
者
は
安
寧

k
e
s
e
,

を
達
成
す
る
手
段
方
策
を
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
追
究
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
か
な
る
規
約
条
項

r
e
g
l
e
m
e
n
t
よ
り
も
よ

り
完
全
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
規
約
が
何
ら
か
の
行
為
や
態
度
を
打
ち
出
せ
な
い
場
合
に
は
、
指
導
者
こ
そ
が
そ

の
行
為
や
態
度
を
決
定
す
る
た
め
に
自
ら
の
思
考
と
感
性

fikirannja
clan 
r
a
s
a
n
j
a
 

デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
、
こ
こ
で
、
彼
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
指
導
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

い
て
述
べ
ら
れ
た
例
を
も
う
一
度
み
て
み
よ
う
。

と
を
駆
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
導

者
は
い
っ
さ
い
の
規
約
に
新
た
に
つ
け
加
え
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
削
除
し
ま
た
は
こ
れ
を
変
更
す
る
権
利
を
賦
与
さ
れ
て
い
る
べ

(
6
)
 

き
で
あ
る
。
彼
は
規
約
の
下
位
に
立
つ
の
で
は
な
く
そ
れ
と
相
並
ん
で
立
つ
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

諸
規
約
ー
~
こ
れ
は
、
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の
語
義
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

が
用
い
ら
れ
る
こ
と

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
 

西
洋
的
な
「
民
主
主
義
」
の
手
続
き
を
踏
ん
で
制
定
さ
れ
た
規
約
で
あ
る
、
と
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
は
認
識
し
て
い
る
ー
に
縛
ら
れ
る
べ

き
で
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
の
規
約
を
改
訂
・
削
除
・
変
更
す
る
権
利
を
賦
与
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
一
般
的
な
形
で

と
い
う
言
葉
は
一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
、
先
の
＾
＾
r
u
l
e

of 
l
a
w
"
 
に
対
す

る

9̂
rule
of 
k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
"

の
関
係
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
中
の
「
彼
は
指
導
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
賢
明
な
人
間
で
あ

る
と
み
な
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
「
彼
は
指
導
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に

b
i
d
j
a
k
s
a
n
a

の
あ
る
人
間
で
あ
る
…
…
」
と
お

き
か
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、

ま
た
、
「
自
ら
の
思
考
と
感
性
を
駆
使
す
る
」
と
い
う
部
分
も
、
「
自
ら
の

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

を
駆

(
7
)
 

使
す
る
」
と
お
き
か
え
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
そ
し
て
、
「
彼
は
規
約
の
下
位
に
立
つ
の
で
は
な
く
そ
れ
と
相
並
ん
で
立
つ
も
の
と

み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
の
文
面
と
は
逆
に
、
こ
の
一
文
全
体
は
彼
（
指
導
者
）
が
規
約
を
超
越
す
る

者
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
規
約
を
超
越
す
る
権
力
行
使
の
原
理
が
唱
わ
れ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

な
お
、
こ
の
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
一
文
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
西
洋
的
な
「
民
主
主
義
」
へ
の
不
信
の
念
の

強
さ
が
、
指
導
者
の
権
利
に
関
す
る
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
主
張
の
中
に
一

貫
し
て
流
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

n
a
a
n

と
い
う
概
念
が
、
西
洋
的
民
主
主
義
と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

と
い
う
概
念
の
語
義
に
関
し
て
、
そ
れ
が
使
用
さ
れ
る
場
合
の
例
に
即
し
な
が
ら
み
て
き
た
。
こ
れ
ら

る
場
合
か
ら
、

日
常
生
活
で
の
「
運
用
の
妙
」
を
表
わ
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
り
す
る
場
合
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い
意
味
と
内
容

を
持
つ
言
葉
で
あ
る
。
な
か
で
も
〈
政
策
〉
を
含
め
て
権
力
行
使
の
原
理
を
示
す
場
合
に

こ
こ
に
は
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

は
神
の
属
性
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
王
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
す
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み
よ
う
。

こ
と
が
で
き
よ
う
。

当
然
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で

う
。
し
か
も
、

k
e
b
i
d
 j
a
k
s
a
n
a
a
n

が
そ
も
そ
も

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

言
葉
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
し
、

他
方
で

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

と
い
う
概
念
が
、

歴
史
的
に
そ
の
用
い
ら
れ
る
領
域
を
拡
大

し
、
な
い
し
、
歴
史
的
に
そ
の
語
義
が
再
発
掘
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
概
念
自
体
が
再
構
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
実
際
、
先
に
述
ぺ
た
、
こ
の
語
の
四
つ
の
語
義
の
う
ち
、
第
三
か
ら
第
四
に
い
た
る
語
義
は
第
一
お
よ
び
第
二
の
語
義
か
ら
派

生
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
派
生
の
仕
方
と
そ
れ
に
伴
う
概
念
の
再
構
成
は
、
民
族
主
義
運
動
が

勃
興
し
て
以
降
の
ジ
ャ
ワ
の
政
治
と
文
化
の
関
係
—
_
—
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
文
化
の
相
互
作
用
の
あ
り
方
ー
|
_
の
一
側
面
を
明
確
に
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

構
成
さ
れ
、
民
族
国
家

n
a
t
i
o
n
,
s
t
a
t
e

に
お
け
る
秩
序
を
形
成
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
規
定
す
る

ま
ず
次
節
で
は
、
k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

の
本
来
の
ー
ー
—
歴
史
的
に
み
て
民
族
運
動
が
勃
興
す
る
以
前
の1

意
義
に
つ
い

て
考
え
て

と
い
う
概
念
は
植
民
地
支
配
に
対
抗
す
る
運
動
の
中
で
再

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
 
p
e
m
e
r
i
n
t
a
h

が、

「
至
高
の
智
恵
」
の
発
露
と
い
う

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
 
な
い
し

w
t
j
a
k
s
u
h
 
に
由
来
す
る
以
上
、
そ
の
〈
本
来
の
語
義
〉
が

る

k
e
b
i
d
 j
a
k
s
a
n
a
a
n

と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

p
o
l
i
c
y
 

や
政
策
と
は
自
ら
異
な
っ
た
語
感
を
含
意
し
て
い
る
で
あ
ろ

た
と
え
ば
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
p
e
m
e
r
i
n
t
a
h
 
(
政
府
の
施
策
）
と
い
う
語
は
、

p
e
m
e
r
i
n
t
a
h

(
命
令
者
、
命
令
機
関
）
に
由
来
す
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こ
の
「
聖
な
る
導
き
」
は
王
の

ウ
ィ
チ
ャ
ク
ソ
ノ

伝
統
的
概
念
に
お
け
る
カ
ウ
ィ
チ
ャ
ク
サ
ナ
ン

ソ
ロ
王
家
の
王
の
称
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
節
で
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
が
、
伝
来
の
ジ
ャ
ワ
の
王
朝
権
力
に
と
っ
て
1

し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
王
朝
権
力
を
支
え
て
い
た
文
化
に
お

い
て

|
w
i
t
j
a
k
sa
n
a

と
い
う
概
念
は
ど
の
よ
う
な
概
念
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ス
マ
ル
サ
イ
ド

・
ム
ル
ト
ノ

S
o
e
m
a
r
s
a
id
M
o
er
to
n
o

は
、
『
ジ
ャ
ワ
の
国
家
と
国
政
』
（
英
語
）
（
一
九
六
八
年
）
に
お

い
て
、
ジ

(8
)
 

ャ
ワ
人
が
抱
い
て
い
る

「
理
想
の
王
」
の
映
像
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、

k
a
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
n

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
理
想
の
王
」
は
無
限
の
力

u
n
l
i
m
i
t
e
d
p
o
w
e
r

を
保
持
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
姿
態
は
完
全
無
欠
な
美
し
さ
と
し
て
現
れ

る
。
し
か
し
彼
自
身
の
内
部
に
は
「
聖
な
る
魂
」

ĉ
H
y
a
n
g
S
u
k
s
m
a
 K
a
w
e
k
as
"

を
映
し
出
す
力
、
な
い
し
「
聖
な
る
魂
」
そ
の
も

の
で
あ
る
力
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
の
力
が
王
の
個
人
的
な
意
思
を
律
す
る
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
人
が
描
く
理
想
の
王
と
は
、
こ

の

「
内
在
す
る
聖
な
る
導
き
」

I
n
t
e
r
n
a
l

の
中
で
、

D
iv
m
e
 G
u
i
d
a
n
c
e

を
つ
ね
に
求
め
る
王
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
ヮ
ヤ
ン
（
影
絵
劇
）

王
が
公
開
の
場
を
退
い
た
の
ち
、
賢
者

p
a
n
d
ita

の
し
る
し
で
あ
る
粗
衣
を
ま
と
い
「
神
の
意
思
を
知
る
べ
く
」
祈
り

の
部
屋
で
冥
想
に
ふ
け
る
、
と
い
う
場
面
が
ダ
ラ
ソ

d
a
l
a
n
g

(
語
り
手
）
に
よ

っ
て
必
ず
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宮
廷

に
侍
す
る
三
名
の
高
官
の
ひ
と
り
が
、
星
占
師

（
他
の
二
人
は
賢
者
と
行
者
）
で
あ
る
の
も
、
王
が
こ
の
「
聖
な
る
導
き
」
を
求
め

る
に
際
し
て
、
星
占
師
が
そ
の
扶
け
を
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

k
a
 wi
t
 ja
k
s
a
n
a
n
 

キ、、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

な
い
し

w
i
t
j
a
k
s
u
h

力

第
二
節

と
し
て
表
出
す
る
。
k
a
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
n

は、

王
に
能
う
限
り
広
汎
な
知
識
を
賦
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w
i
t
j
a
k
 

与
す
る
の
み
な
ら
ず
、
現
実
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
深
い
知
覚
と
正
義
の
観
念
を
も
賦
与
す
る
の
で
あ
る
。
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

と
い
う
語

は
、
辞
書
に
よ
れ
ば
「
至
高
の
」
「
賢
明
な
、
経
験
豊
か
な
、
巧
妙
な
、
知
的
な
」
あ
る
い
は
、
「
洞
察
を
伴
っ
た
」
ま
た
、
「
役
に
立

つ
智
恵
な
い
し
技
能
」
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
語
は
本
来
、
「
明
敏
、
経
験
、
親
密
」
な
ど
を
意
味
す
る

サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

に
由
来
し
て
い
る
。
プ
ル
ワ
ダ
ル
｀
｀
、
ソ
タ
に
よ
れ
ば
、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

は
二
様
の
意
味
で
用
い
ら

れ
る
と
い
う
。
第
一
は
、

w
a
s
k
i
t
a

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
で、

「
人
間
の
思
想
の
よ
う
に
秘
密
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が

「b
u
d
i

(
理
性
、
知
徳
）
を
正
し
く
用
い
う
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
場
合
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
が
ら
を
勘
案
す
る
に
、

k
a
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
n

と
は
、
あ
る
決
定
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
得
失
を
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

考
量
す
る
こ
と
に
関
す
る
最
大
限
の
才
能
を
意
味
し
た
だ
け
で
な
く
、
宇
宙
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
状
況
を
鋭
く
判
断
す
る
感

覚
に
関
す
る
最
大
限
の
才
能
を
も
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
対
立
を
回
避
す
る
政
策
、

「
チ
ェ
ッ
ク
・

ア
ソ
ド
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
政
策
と
し
て
実
際
に
は
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

k
a
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
n

は
、
伝
統
的
な
ジ
ャ
ワ
社
会
に
お
い
て
、
政
治
的
支
配
の
道
具
と
し
て
ま
こ
と
に
包
括
的
な
概
念
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
こ
の
概
念
は
現
実
に
王
の
権
力
の
唯
一
絶
対
性
を
強
調
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
た
の
は
、
何
よ

り
も
ま
ず
静
謡
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
パ
ク
・
ブ
オ
ノ
一

0
世

P
a
k
u
B
u
w
o
n
o
 X
,
 

1
8
9
3
~
1
9
3
9
.
 
~
、
そ
の
在
位
中
に
ジ
ャ
ワ
人
か
ら

「最
後
の
王
」
＾
＾
r
a
t
u
p
a
n
u
t
u
p
"
と
い
う
名
を
た
て
ま
つ
ら
れ
、
「
ウ
ィ
チ
ャ
ク

ソ
ノ
」

W
i
t
j
a
k
s
a
n
a

と
い
う
名
称
を
冠
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
王
宮
の
伝
統
的
な
栄
光
と
静
謡
を
王
国
内
に
維
持
す

る
こ
と
に
意
を
用
い
続
け
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
を
導
い
た
の
は
本
来
の
「
内
在
す
る
聖
な
る
導
き
」
と
し
て
の

s
a
n
a
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ソ
ド
植
民
地
政
府
の
意
向
に
徹
頭
徹
尾
し
た
が
う
と
い
う
姿
勢
を
と
り
続
け
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
自
ら
の
王
国
の
平
安
を
保
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。

ら
を
見
抜
き
う
る
こ
と
」
を
意
味
し
、
第
二
は
、
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て
は
、 以

上
が
ス
マ
ル
サ
イ
ド
・
ム
ル
ト
ノ
に
よ
る

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

て
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
の
概
念
の
用
法
、
機
能
お
よ
び
近
代
に
お
け
る
そ
の
変
質
等
に
つ
い
て
次
の
諸
点
を
指
摘
す
る
こ

第
一
に
、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

と
は
、
本
来
王
の
個
人
的
な
意
思
を
超
越
し
た

を
律
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
こ
の
「
聖
な
る
導
き
」
は
、

ハ
イ
ネ
・
ゲ
ル
デ
ル
ン

H
e
i
n
e
 
G
e
l
d
e
r
n
 
に
よ
っ

王
の
個
人
的
な
意
思
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
は
王
に
「
内
在
し
て
い
る
」
も
の
で
あ
る
。
王
は
自
ら
の
内
に
「
聖
な
る
魂
」
＾
＾
H
y
a
n
g
S
u
k
s
m
a
 K
a
w
e
k
a
s
"
を
有
し
て
お
り
、
こ

の
聖
な
る
魂
と
―
つ
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
先
の
「
聖
な
る
導
き
」
に
お
の
ず
か
ら
導
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
王
は

同
時
に

p
a
n
d
i
t
a

(
賢
者
）
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
第

一
と
第
二
の
点
は
、
相
互
に
相
反
す
る
も
の
（
王
の
意
思
を

「
超
越
し
て
い
る
」
が
王
に
「
内
在
し
て
い
る
」
）
が
「
理
想
の
王
」
に
お
い
て
十
全
に
実
現
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
お
り
、

そ
れ
は
ま
た
、
権
力
者
で
あ
る
王
が
同
時
に
「
求
道
者
」

p
a
n
d
i
t
a

で
あ
る
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
二
に
、
王
が
こ
の
「
内
在
す
る
聖
な
る
導
き
」
に
よ

っ
て
自
ら
の
意
思
を
律
し
て
い
く
の
は
、
星
辰
の
運
行
に
表
象
さ
れ
る
宇

宙
的
秩
序
を
現
世
に
お
い
て
実
現
し
、
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
(
9
)
 

て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
的
王
朝
概
念
の
要
諦
と
し
て
つ
と
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
ら
と
一
致
す
る
が
、
そ
の
場
合
ム
ル
ト
ノ
に
し
た
が
え
ば
、

k
a
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

は
、
こ
の
宇
宙
的
秩
序
を
実
現
・
維
持
す
る
た
め
の
現
実
の
手
段

・
方
法
と
し
て
表
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ム
ル
ト
ノ
の
議
論
の
第
四
点
は
、

ス
ラ
カ
ル
ク
王
家
の
。ハ
ク
・
ブ
オ
ノ
一

0
世
に
ま
つ
わ
る
二
。
ヒ
ソ
ー
ド
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
こ

と
に
関
わ
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
以
上
に
重
要
な
論
点
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ク
・
ブ
オ
ノ
一

0
世
に
お
い

k
a
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

と
は
、
植
民
地
的
秩
序
と
そ
の
平
安
を
維
持
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
「
内
な
る
聖
な
る
導
き
」
に
し
た
が

う
こ
と
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
植
民
地
政
庁
の
意
向
に
沿
う
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
は
そ
れ
に

と
が
で
き
る
。

「
聖
な
る
導
き
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
王
の
個
人
的
な
意
思

の
説
明
の
大
要
で
あ
る
。
こ
の
説
明
に
し
た
が
え
ば
ジ
ャ
ワ
に
お
い
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(1) 

k
a
s
e
k
t
e
n
 

ジ
ャ
ワ
の
王
権
思
想

よ
っ
て
王
家
の
秩
序
と
安
寧
を
実
現
し
た
ゆ
え
に
「
最
後
の
王
」
、

k
a
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
 

さ
て
、
ム
ル
ト
ノ
の
論
点
の
う
ち
、
第
一
か
ら
第
三
ま
で
は
、
も
っ
ば
ら
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
な
王
権
思
想
に
関
わ
り
、
第
四
点
は

王
権
と
王
権
思
想
の
植
民
地
支
配
下
に
お
け
る
変
質
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
第
一
点
か
ら
第
三
点
ま
で
に
関
し
て
、

そ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
が
、
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
な
王
権
思
想
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
明
ら
か
に
し
て
み
る
。
そ

し
て
第
四
の
論
点
に
関
し
て
は
、

k
a
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

の
近
代
的
再
生
と
い
う
視
点
か
ら
次
節
以
下
で
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

、
、
、
、

先
に
ム
ル
ト
ノ
は
ジ
ャ
ワ
の

「
理
想
の
王
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
彼
は
「
無
限
の
力
」
を
保
持
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
そ
の
姿

態
は
完
全
無
欠
な
美
し
さ
と
し
て
現
わ
れ
る
、
と
述
べ
て
い
た
。
そ
こ
で
以
下
に
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
力
」

P
o
w
e
r

に
つ
い

て
解
明
し
、
こ
の
「
力
」
を
基
軸
に
し
て
ジ
ャ
ワ
の
王
権
思
想
の
構
造
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ム
ル
ト
ノ
の
先
の

の
概
念
を
こ
の
中
に
再
定
置
し
て
み
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
ム
ル
ト
ノ
が
と
く
に
説
明
を
加
え
な
か
っ
た
こ
の
「
力
」
に
つ
い
て
解
明
し
、
こ
の
「
力
」
を
中
心
に
ジ
ャ
ワ
の
伝
統

的
な
文
化
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
「
政
治
と
文
化
」
の
関
係
を
、

い
わ
ば
、
暗
号
解
き
の
よ
う
に
解
読
し
て
み
せ
た
の
は
、
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ソ

B
e
n
e
d
i
c
t
A
n
d
e
r
s
o
nで
あ
る
。

彼
は
、
ジ
ャ
ワ
語
で
カ
ス
ク
テ
ソ

•
•
k
a
s
e
k
t
e
n

"
(
日
本
語
で
は
「
霊

カ
」
が
こ
れ
に
近
い
）
と
称
さ
れ
る
概
念
を
、
ジ
ャ
ワ
の
政
治
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
す
な
わ
ち
、

〈
権
力
〉
と
〈
正
統
性
〉
に
関
わ
る

人
間
（
集
団
）
の
社
会
的
行
為
・
社
会
的
事
象
の
了
解
の
構
造
を
説
ぎ
明
か
す
う
え
で
の
鍵
概
念

k
e
y
c
o
n
c
e
p
t

と
し
て
抽
出
し
、

そ
の
概
念
を
解
明
し
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
成
立
し
て
い
る
了
解
の
構
造
の
解
読
表
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
、
「
ジ
ャ
ワ
文
化
に
お
け

k
a
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

と
い
う
名
を
た
て
ま
つ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

35 



と
え
に
⑤
 

k
a
s
e
k
te
n
 

統
性
〉
は
、
未
分
化
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

④
ジ
ャ
ワ
人
が

p
o
w
e
r

と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、
こ
の

善
で
も
悪
で
も
な
い
。

③
 
k
a
s
e
k
t
e
n
 
は
ヽ

解
さ
れ
て
い
る
。

②
 

る
概
念
は
英
語
で
は
翻
訳
不
可
能
な
、
カ
ス
ク
テ
ン

①
英
語
の
権
力

p
o
w
er

以
下
に
、
ア
ソ
ダ

ー
ソ
ソ
の
議
論
の
骨
子
を
述
べ
て
み
よ
う
。

彼
の

k
a
s
e
k
t
e
n

に
関
す
る
議
論
の
要
点
は
次
の
諸
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
対
応
す
る
ジ
ャ
ワ
語
は
存
在
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ャ
ワ
人
が
「
権
力
」
と
し
て
了
解
し
て
い

k
a
s
e
k
t
e
n
 
と
い
う
概
念
で
あ
る

（
し
た
が
っ
て
ア
ン
ダ
ー
ソ
ソ
は
、
こ
れ
を

便
宜
的
に
、
大
文
字
の

P
を
用
い
た

'̂P
o
w
e
r"

と
い
う
語
で
、
仮
に
表
示
し
て
い
る
）
。

k
a
s
e
k
te
n
 
は
、
宇
宙
と
人
間
界

・
自
然
界
の
森
羅
万
象
を
生
成
し
こ
れ
を
秩
序
づ
け
て
い
る
あ
る
根
源
的
な
力
で
あ
る
と
了

ェ
ー
テ
ル
の

よ
う
に
宇
宙
空
間
に
あ
ま
ね
く
存
在
し
、
そ
の
総
量
は

一
定
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
本
質
は

は
す
べ
て
こ
の
た
だ
ひ
と
つ
の
根
源
的
な
実
体
で
あ
る

k
a
s
e
k
t
e
n

の
う
え
に
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
〈
権
力
〉
と
〈
正

〈
権
力
〉
の
多
様
な
源
泉
、
〈
正
統
性
〉
の
多
様
な
源
泉
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
（
ア
ン
ダ

ー
ソ
ソ
は
、
西
洋
の
権
力
が
人
間
と
社
会
を
め
ぐ
る
相
互
の
多
様
な
関
係
の
総
和
に
お
い
て
成
立
す
る
の
に

対
し
、
ジ
ャ
ワ
で
は

k
a
s
e
k
t
e
n

と
い
う
た
だ
ひ
と
つ
の
「
権
力
」
の
源
泉
が
あ
る
の
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
）
。

k
a
s
e
k
t
e
n

は
定
量
で
あ
っ
て
遍
在
す
る
実
体
で
あ
る
か
ら
、
宇
宙
界

・
自
然
界

・
人
間
界
の
生
成
と
秩
序
の
あ
り
方
は
、
ひ

の
分
配
の
状
況
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
k
a
s
e
k
te
n

の
集
中
と
分
散
は
、
そ
の
ま
ま
秩
序

の
成
立
と
崩
壊
に
重
な
り
合
う
。
遍
在
す
る

k
a
s
e
k
t
e
n

が
、

(
10
)
 

る

『
権
力
』
の
概
念
」
と
い
う
論
文
の
中
で
提
示
し
た
。

ひ
と
た
び
あ
る

一
点
に
集
中
し
し
か
る
の
ち
そ
の
集
中
し
た
中
心
か

k
a
s
e
k
te
n

と
い
う
あ
る
実
体
で
あ
り
、
〈
権
力
〉
と
〈
正
統
性
〉
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st
i

を
中
心
と
し
て
成
立
す
る
王
権

・
王
国
の
存
在
を
支
え
る
の
で
あ
る
。
王
は
ク
ラ
ト
ソ

k
r
a
to
n

(
王
宮
）
に
居
を
定
め
る
。
王
と

王
宮
は
、

い
わ
ば
磁
場
の
中
心
で
あ
り
こ
の
磁
界
の
成
立
す
る
範
囲
内
（
そ
れ
は
境
界
が
定
か
で
は
な
い
円
周
状
の
世
界
と
し
て
想

定
さ
れ
る
）
で

、

「
秩
序
・
安
寧

・繁
栄
•
福
祉
」

t
a
t
a, t
e
n
t
r
e
m,k
a
r
t
a, r
a
h
a
r
d
ja

ジ

ャ

マ

ソ

・

マ

ス

王
国
が
こ
の
「
秩
序

・
安
寧
」
を
維
持
す
る
限
り
そ
れ
は
「
黄
金
の
時
代
」

る
。
そ
し
て
こ
の
「
黄
金
の
時
代
」
を
持
続
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
ひ
と
え
に
王
が
自
ら
の
内
に

⑧
 

が
実
現
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

k
a
s
e
k
t
e
n
 
を
集
中
し
続
け

'd
j
a
m
a
n
 m
a
s
"

が
持
続
す
る
こ
と
を
意
味
す

と
い
う
状
態
に
象
徴
さ
れ
る
王
国
の
理
想
郷

⑦
 
し
た
が
っ
て

w
a
h
j
u

に
表
象
さ
れ
る

k
a
s
e
k
t
e
n

の
集
中
が
グ
ス
テ
ィ

g
u
st
i

(
王
）
の
存
立
を
保
証
し
、
同
時
に
こ
の

g
u
、

た
し
る
し
と
し
て
、
彼
に
〈
権
力
11
正
統
性
〉
を
賦
与
す
る
の
で
あ
る
。

と
し
て
、
白
い
柔
か
な
光
り

(
w
a
h
j
u

ワ
フ
ュ
）
に
よ
っ
て
わ
が
身
を
お
お
わ
れ
る
。
こ
の

w
a
h
ju

は
、
「
霊
力
」
を
身
に
お
び

ら
k
a
s
e
k
te
n

が
森
羅
万
象
に
対
し
て
分
与
さ
れ
る
と
き
、
秩
序
は
維
持
さ
れ
る
が
、

た
だ
よ
い
始
め
た
り
、
あ
る
い
は
、
分
散
し
た
結
果
複
数
の
集
中
点
が
生
じ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
秩
序
は
崩
れ
始
め
る
の
で
あ
る
。

を
わ
が
身
に
集
中
さ
せ
た
者
こ
そ
、
ジ
ャ
ワ
の

「
権
力
」
の
保
持
者
と
し
て
、
王
国
の
創
設
者
と
な
る
の

で
あ
る
。
k
a
s
e
k
te
n

の
集
中
は
、
瞑
想

・
苦
行

・
修
行

(
ta
p
a
,
y
o
g
a

な
い
し

s
a
m
a
d
i)

リ

p
a
m
r
i
h

(
ム
ル
ト
ノ
の
い
う
「
個
人
的
な
意
思
」
）
を
完
璧
に
統
御
す
る
か
、
あ
る
い
は
逆
に
、
こ
の

と
に
よ
っ
て
、
い
ま
や
無
と
化
し
た
「
お
の
れ
」
が
宇
宙
の
主
宰
者
（
サ
ン

・
ヒ
ヤ
ン

・
テ
ゥ
ン
ガ
ル

S
a
n
g
H
y
a
n
g
 T
u
n
g
g
a
l
な

い
し
サ
ソ

・
ヒ
ヤ
ン

・
ウ
ェ
ナ
ソ

S
a
n
g
H
y
a
n
g
 

W
 
e
n
a
n
g
)

と
「
ひ
と
つ
に
な
る
」
マ
ヌ
ン
ガ
ル

⑥
 
J

の
k
a
s
e
k
t
e
n

m
a
n
u
n
g
g
a
l

1

帰
一
す
る

|

こ
と
に
よ
っ
て
成
就
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
「
わ
れ
は
カ
ミ
な
り
」

A
k
u
a
d
a
la
h
 T
u
h
a
n

と
い
う
境
涯
に
立

っ
と
と
も
に
、
森
羅
万
象
を
秩
序
づ
け
る
べ
く
、
こ
の

k
a
s
e
k
t
e
n

を
分
与
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は

k
a
s
e
k
t
e
n

を
集
中
し
え
た
証
し

p
a
r
n
r
ih

を
抹
消
す
る
こ

を
通
じ
て
お
の
れ
を
空
し
う
し
、

。ハム

一
方、

k
a
s
e
k
t
e
n

が
そ
の
中
心
か
ら
分
散
し
て
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ソ
ダ
ー
ソ
ソ
の
「
解
読
表
」
を

一
部
修
正
し
、

一
部
補
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
が

k
a
s
e
k
t
e
n

(2) 

k
as
e
k
t
e
n

と

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
王
と
王
国
の
最
大
の
関
心
事
は
ひ
た
す
ら
、
王
に
よ
る
こ
の

k
a
s
e
k
te
n

の
維
持
と
い
う
こ
と
が
ら
に
向
け
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
王
は
同
時
に
ま
た

p
a
n
d
i
t
a

で
あ
ら
ね
ば
（
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
）
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

p
a
n
d
ita

と
は
、
お
の
れ
の

p
a
m
r
ih

を
完
全
に
統
御
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
智
の
及
ば
ざ
る
宇

を
譲
渡
さ
れ
、
人
間
界

・
自
然
界
に
お
い
て
主
宰
者
の
代
行
者
と
し
て
「
秩
序

・
安
寧
」
を
維
持
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
王
が
「
秩
序

•

安
寧
」
の
主
宰
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て

、

た
ん
に
人
事
と
人
気
の
乱
れ

に
限
ら
ず
、
疫
病

・
洪
水

・
天
変
地
異
等
お
よ
そ
人
間
の
五
感
で
知
覚
し
う
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
「
秩
序

・
安
寧
」
か
ら
の
逸
脱

k
a
s
e
k
t
e
n
 

で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

の
先
駆
的
で
純
粋
論
理

を
集
中
し
え
な
く
な
っ
た
こ
と
、

w
a
h
j
u

が
王
の
許
か
ら
離
脱
し
は
じ
め
次
な
る

6̂
d
j
a
m
a
n
 e
d
a
n
"

が
続
く
こ
と
に
な
る
。
ジ
ャ
ワ
の
歴
史
的
時
間
は
、
こ
う
し
て
「
黄
金
の
時
代
」
と
「
狂
乱
の
時
代
」

k
a
s
e
k
t
e
n

の
集
中
点
を
め
ざ
し
て
動
き
は
じ
め
た
こ
と

(
w
a
h
j
u

は
こ
の
場
合
、
新
た
な
王
宮
へ
向
っ
て
飛
行
す
る
球
状
の
白
色

(
1
1
)
 

光
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

k
a
s
e
k
te
n

が
分
散
し
は
じ
め
る
と
、
次
の
集
積
の
時
ま
で
「
狂
乱
の

エ

ダ

ソ

時
代
」

の
無
限
の
反
復
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

政
治
の
多
様
な
局
面
を
シ
ャ
ワ
の
文
化
の
文
脈
で
解
釈
し
、

を
め
ぐ
る
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
議
論
の
要
点
で
あ
る
。
彼
は
こ
の

k
as
e
k
te
n

を
鍵
概
念
と
し
て
、

(12) 

い
わ
ゆ
る
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム

c
u
lt
u
ra
lis
m

的
な
試
み
を
提
示
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
す
べ
て
省
略
し
、

の
事
象
は
、
あ
げ
て
、
王
が
も
は
や

宙
の
秘
蹟
を
識
り
う
る
者
を
意
味
す
る
。

王
は

p
a
n
d
i
ta 

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
 

う
概
念
に
つ
い
て
の
み
以
上
に
要
約
し
た
次
第
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

k
e
b
id
j
a
k
s
a
n
a
a
n

「
宇
宙
の
主
宰
者
」
か
ら

ジ
ャ
ワ
の

と
の
関
連
で
、

k
a
s
e
k
te
n

ヽ

と
し

を
充
分
に
論
ず
る
た
め
に
は
、
以
上
の
ア

k
a
s
e
k
t
e
n
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章―
れ
て
い
る
王
と

w
a
h
j
u

第

さ
し
め
そ
の
存
在
の
様
式
を
賦
与
せ
し
め
、
か
く
て
、
森
羅
万
象
を
宇
宙
の
主
宰
者
の
意
思
に
し
た
が
っ
て
秩
序
づ
け
る
と
こ
ろ
の
、

(13) 

そ
う
い
う
力
で
あ
る
。

現
す
る
の
は
、

も
ろ
も
ろ
の

k
a
s
e
k
t
e
n

は
、
相
感
応
し
合
い
(
r
a
s
a

か
つ

m
a
n
u
n
g
g
a
l
)

お
の
お
の
の

k
a
,

(
14
)
 

の
下
に
収
攪
さ
れ
秩
序

・
安
寧
を
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。
中
心
の
力
が
こ
の
よ
う
な
主
動
性
を
発

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
中
心
に
あ
る
者
だ
け
が
、
宇
宙
の
主
宰
者
の
意
思
を
十
全
に
知
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

k
a
s
e
k
t
e
n
 

に
働
き
か
け
る
霊
智
で
あ
り
、

っ
て
こ
の
力
は
ム
ル

ト
ノ

の
い
う
「
内
在
す
る
聖
な
る
導
き
」
と
し
て
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は

そ
れ
ゆ
え
先
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
議
論
の
内
、

⑤
で
述
べ
ら
れ
て

い
る

「k
a
s
e
k
t
e
n

心
性
を
示
す
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
方
向
性
が
分
散
す
る
か
が
、
秩
序
の
成
立
と
崩
壊
に
重
な
り
合
う
と
、
修
正
さ
れ
、
⑥
で
述
べ
ら

に
あ
り
、

k
a
s
e
k
t
e
n
 

に
関
し
て
も
、

ま
た
そ
の
本
源
的
な
第
一
の

w
1
t
j
a
k
s
a
n
a

を
保
持
し
こ
れ
を
行
使
し
う
る
証
し
が

クビジャク サナアソ概念

成
立
と
崩
壊
に
重
な
り
合
う
」
と
い
う
点
は
、

に
よ
っ
て
実
在
性
を
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

る
。
か
く
て
、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
 

と
は

そ
の
場
合
、
こ
の
中
心
の
力
は

k
a
s
e
k
t
e
n
 

k
a
s
e
k
t
e
n

が
あ
る
一
点
に
向
か
っ
て
指
向
し
そ
の
結
果
す
べ
て
の

k
a
s
e
k
t
e
n

が
求

す
べ
て
の

k
a
se
k
t
e
n

を
秩
序
づ
け
う
る

w
i
tj
a
k
s
a
n
a

を
保
持
し
た
も
の
が
王
国
の
中
心

k
a
s
e
k
t
e
n

の
発
現
形
態
で
あ
り
、
本
来
、

s
e
k
t
e
n

は
中
心
の

w
a
h
j
u
 
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

の
集
中
と
分
散
は
、

そ
の
ま
ま
、
秩
序
の

五
感
で
識
り
え
な

い

k
a
s
e
k
t
e
n

は

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
主
宰
者
の
意
思
を
理
解
す
る
智
恵
、
そ
の
理
解
に
し
た
が

っ
て

り
、
こ
の
と
き
こ
の
中
心
の
力
と
、
も
ろ
も
ろ
の

だ
か
ら
こ
の
力
は
す
べ
て
の

も
の
は
、
こ
の
あ
ま
ね
く
内
在
し
て
い
る

し
て
い
る
あ
る
本
源
的
な
力
で
あ
り
、

k
a
s
e
k
t
e
n
 

k
a
se
k
t
e
n
 

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
 

w
1
t
i
a
k
s
a
n
a
 

で
あ

そ
の
も
の
は
集
積
さ
れ
た
り
分
散
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
集
積
さ
れ
る

に
あ
る
影
響
力
を
行
使
し
そ
の
結
果
、
森
羅
万
象
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
所
を
え

k
a
s
e
k
t
e
n
 
を
い
っ
た
ん
一
身
に
仮
託
さ
れ
た
結
果
と
し
て
生
ず
る
力
で
あ

か
つ
ま
た
、
そ
の
智
恵
と
霊
智
を
現
に
行
使
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

修
正
す
べ
ぎ
点
は
〈
k
a
s
e
k
t
e
n

の
集
積
〉
と
い
う
点
で
あ
る
。

k
a
s
e
k
t
e
n

は
人
間
を
含
む
宇
宙
の
森
羅
万
象
に
あ
ま
ね
く
内
在
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あ
ま
ね
く
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
き
と
し
生
け
る
す
べ
て
の

k
a
w
ul
a

は
、
そ
の
本
質
に
お
い
て

w
1ti
a
k
s
a
n
a

を
所

は
森
羅
万
象
に

臣
帰

一
）
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
、

（
し
も
べ
）
は

王
が
王
宮
の
中
心
に
あ
っ
て

k
a
s
e
k
te
n

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、

ま
た
、
先
に
述
べ
た

^̂
A
k
u
a
d
a
la
h
 T
u
h
a
n
"
 (
わ
れ
は
力
｀
｀
、
な
り
）
と

と
い
う
こ
と
が
ら
が
そ
の
た
め
の
唯

一
の
方
途
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

^^
m
a
n
u
n
g
g
a
l"
 (
帰
一
）

王
と
宇
宙
の
主
宰
者
の
間
に
成
立
し
た

関
係
と
同
様
の
関
係
が
、
今
度
は
、
王
と
君
臣
の
間
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

^̂
M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
ul
a
 Ia
n
 G
u
sti
"
 (君

k
a
w
u
la
 

g
u
sti 
(
あ
る
じ
）
の

k
as
e
k
t
e
n

を
霊
感
し
、

g
u
sti

の

w
itj
a
k
sa
n
a

が
示
し
て
い
る
存
在
の
様
式
を
自
ら
示
す

(
w
itja
k
sa
n
a

す
る
）
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

k
a
s
e
k
t
e
n

は
ど
の
よ
う
に
し
て
森
羅
万
象
に
分
与
さ
れ
る

(3) 

M
a
n
u
n
g
g
a
l
 K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 G
u
s
ti 

の
議
論
、

K
a
w
u
la 
Ia
n
 G
u
sti"
 

以
上
の

よ
う
に

k
a
se
k
t
e
n

を
捉
え
、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

で
あ
り
、

を
維
持
す
る
と
き
、
そ
の

k
a
s
e
k
te
n
 

（
マ
ヌ
ン
ガ
ル

・
カ
ウ
ロ
11

グ
ス
テ
ィ
）

k
a
s
e
kt
e
n

が
求
心
性
を
示
す
に
至
る
経
緯
、
求
心
性
の
発

ま
た
宇
宙
の
主
宰
者
が
譲
渡
す
る
の
は
、
彼
の

を
間
断
な
く
十
全
に
発
現
し
う
る
た
め
の

天
変
地
異
は
、
万
界
の

k
as
e
k
t
e
n

が
い
ま
や
そ
の
求
心
性
を
失
い
は
じ
め
た
証
し
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

w
itj
a
k
sa
n
a

の
関
係
を
定
立
す
る
と
、
こ
こ
に
、
先
の
ム
ル
ト
ノ

な
か
ん
ず
く
、
「
内
在
す
る
聖
な
る
導
き
」
と
い
う
概
念
と
ア
ン
ダ
ー
ソ
ソ
の

k
a
s
a
kt
e
n

脈
に
お
い
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

そ
の
場
合
、

な
お
ひ
と
つ
の
こ
と
が
ら
が
補
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

現
を
保
証
し
て
い
る
観
念
体
系
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
論
ず
る
こ
と
は
、
ジ
ャ
ワ
の
王
権
と

王
国
を
支
え
る
官
僚
制
の
成
立
概
念
を
提
示
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に

と
い
う
定
式
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
と
つ
の
文

^^
M
a
n
u
n
g
g
a
l
 

の
概
念
と
が
、

ま
た
、

k
as
e
k
t
e
n
 
と

ム
ル
ト
ノ
お
よ
び
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
の
議
論
の
延
長
と
し
て
、

゜
4
 

w
it
ja
k
s
a
n
a
 
(
「
聖
な
る
導
き
」
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た

る
。
⑧
に
つ

い
て
も
、
王
が
自
ら
の
内
に
集
中
し
続
け
る
の
は
、
自
ら
の

k
as
e
k
t
e
n
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滞
り
な
く
成
立
し
て
い
る
と
き
、
王

（
第
一
の
無
比
の

G
u
s
t
i
)

な
る
。

は
第
一
の

た
り
う
る
が

を

g
u
s
t
i

と
し
、
こ
の

（
た
と
え
ば
第
二
位
の
高
官
）
と
の

係
に
お
い
て
は
み
ず
か
ら
を

k
a
w
u
l
a

の
立
場
に
置
い
た
よ
う
に
、

gusti

に
対
す
る
（
た
と
え
ば
）
第
一
の

持
し
こ
れ
を
行
使
し
う
る
。

A
k
u
a
d
a
l
a
h
 
T
u
h
a
n
 
(
わ
れ
は
カ
ミ
な
り
）
と
は
、
そ
の
こ
と
を
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

gusti

の
k
a
s
e
k
t
e
n
は、

k
a
w
u
l
a

の

k
a
s
e
k
t
e
n

に
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
こ
れ
を
発
現
せ
し
め
こ
こ
に

k
a
w
u
l
a

と

gusti

は

c
^
M
a
,

n
u
n
g
g
a
l
 
K
a
w
u
l
a
 
I
a
n
 
G
u
s
t
i
"
 

gusti

も
ま
た
、

k
a
w
u
l
a

の

k
a
s
e
k
t
e
n

に
方
向
、
つ
け
を
与
え
、

k
a
w
u
l
a

の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

よ
っ
て
の
み

g
u
s
ti

た
り
う
る
と
い
う
の
が
、
こ
の

;̂
M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i
"

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

上
に
述
べ
た

k
a
w
u
l
a
 

の
二
位
一
体
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
0

k
a
w
u
l
a
 

と

gusti

の
関
係
は
、
関
係
の
連
鎖
と
し
て
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、

g
u
s
t
i

が
宇
宙
の
主
宰
者
と
の
関

ば
王
に
よ
っ
て
第
一
の
高
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
高
官
）
と
（
た
と
え
ば
）
第
二
の

間
に
は
、
第
一
の

k
a
w
u
l
a

を

g
u
s
t
i

と
す
る

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
,
G
u
s
t
i

の
関
係
が
成
立
す
る
。
こ
う
し
て
、
第
二
の

k
a
w
u
l
a

k
a
w
u
l
a
 

の
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

gusti 

を
通
じ
て
真
正
の

gusti

で
あ
る
王
の

k
a
s
e
k
t
e
n

を
分
与
さ
れ
る
こ
と
に

こ
の
よ
う
に
し
て
第
三
、
第
四
以
下
の

k
a
w
u
l
a
の
間
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、

K
a
w
u
l
a
、G
u
s
t
i

の
関
係
が
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
成
立
し
て
い
る

K
a
w
u
l
a
Ian 
G
u
s
t
i

の
連
鎖
は
、

王
と
王
宮
を
大
き
な
円
（
た
だ
し
こ
の
円
の
境
界
は
定
か
で
な
く
、
そ
れ
は

世
界
の
涯
ま
で
広
が
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
）
を
中
心
と
し
、
こ
の
大
円
の
中
に
含
ま
れ
る
無
限
の
小
円
環
を
形
成
す
る
こ

と
に
な
る
。

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

の
こ
の
よ
う
な
無
限
の
連
鎖
と
、

お
の
お
の
の
連
鎖
に
お
け
る
小
円
環
が
十
全
に

の
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

k
a
w
u
l
a
 ヽ

・
g
u
s
h
 

ま‘'
 

の
存
在
に
よ
っ
て

k
a
w
u
l
a
 

を
発
現
せ
し
め
る
こ
と
に

k
a
w
u
l
a
 

（
た
と
え

は
、
こ
の
連
鎮
を
通
じ
て
あ
ま
ね
く
か
つ
滞
り

な
く
分
か
ち
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
結
果
、〈
世
界
〉
d
j
a
g
a
d
は
秩
序
・
安
寧
・
繁
栄
•

福
祉
の
〈
世
界
〉
と
し
て
現
前
す
る
も
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つ
い
て

rasa

す
る
能
力
、
そ
れ
が

与
え
ら
れ
る
の
に
あ
い
と
も
な
っ
て
、
そ
の
都
度
、
現
実
の
表
出
形
態
と
し
て
具
現
化
し
つ
つ
、
相
感
応
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
、

秩
序
・
安
寧

t
a
t
a
,
t
e
n
t
r
e
m

は

k
a
s
e
k
t
e
n

の
具
現
化
で
あ
る

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

に
よ
っ
て
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
秩
序
・

安
寧
は
、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

の
体
系
と
し
て
示
さ
れ
、
こ
の
体
系
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
感
得
す
る
こ
と
」

r
a
s
a

と
か
か
わ
り
、

r
a
s
a

の
能
力
と
し
て
示
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
王
11
王
宮
を
中
心
と
し
！
そ
れ
は
た
ん
に
中
心
で
な
く
円
錐
の
頂
点
と
し
て
想
定
さ
れ
う
る
！
こ
の
中
心
（
頂
点
）
が
形

頂
点
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

を

r
a
s
a

し、

の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
あ
る
）
の
内
部
に
お
い
て
、
頂
点
と
の
遠
近
を

r
a
s
a

し、

ま
た
、
自
ら
が
頂
点
に
よ
っ
て
賦
与
さ
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
権
限
行
使
の
範
囲
に

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

で
あ
り
、
こ
の
能
力
が
現
実
に
発
露
さ
れ
た
場
合
に

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

は
、
そ
の
本

成
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
（
こ
れ
は
、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
 

一
の
真
正
の

G
u
s
t
i

の

ム
ル
ト
ノ
の
い
う
「
内
在
す
る
聖
な
る
導
き
」
と
は
、

と
し
て
理
解
さ
れ
、

一
方

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

は
、
個
々
の
連
鎖
に
お
い
て
表
出
す
る

k
a
s
e
k
t
e
n

の
具
現
化
で
あ
る
と
理
解
し
う
る
。

れ
は
、

;
^
M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i
"

と
い
う
概
念
を
現
実
の
場
で
証
し
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

は
第

k
a
s
e
k
t
e
n

に
よ

っ
て
そ
れ
以
下
の

K
a
w
u
l
a
,
G
u
s
t
i

が
そ
の
連
鎖
を
通
じ
て
方
向
、
つ
け
と
存
在
の
様
式
を

k
a
s
e
k
t
e
n

を
基
軸
に
し
て
考
え
る
と

そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
、
先
に
述
べ
た

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

以
上
に
、

ム
ル
ト
ノ
と
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
議
論
を
要
約
し
、

ま
た
そ
れ
を
補
い
つ
つ
、
ジ
ャ
ワ
の
王
権
に
つ
い
て
そ
の
了
解
の
構

造
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
。
ジ
ャ
ワ
文
化
に
お
け
る
王
・
王
権
の
観
念
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
支
配
と
被
支
配
の
関

係
ま
た
現
実
の

p
a
t
r
o
n
,
c
l
i
e
n
t

の
関
係
は
、
上
に
述
べ
た
よ
う
な
観
念
体
系
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

は
、
こ
の
観
念
体
系
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
ま
た
ど
の
よ
う
な
機
能
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

^
＾
M
a
n
u
n
g
g
a
l
 
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
ti
"

は

k
a
s
e
k
t
e
n

の
求
心
性
と
そ
の
精
神
の
表
象
体
系

k
a
s
e
k
t
e
n

の
現
実
の
発
露
の
様
式
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
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る
ポ
ン
ド
ッ
ク

p
o
n
d
o
k
、

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
先
に
あ
げ
た
論
稿
に
お
い
て
、
こ
の
対
抗
制
度
こ
そ
、
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
な
寄
宿
塾
で
あ

(
1
5
)
 

ア
ス
ラ
マ

a
s
r
a
m
a
h
、
プ
サ
ン
ト
レ
ン

p
e
sa
n
tre
n

等
に
お
い
て

具
現
さ
れ
て

い
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
近
代
的
」
再
生
と
い
う
点
と
実
は
深
く
関
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

来
の
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。

w
i
t
j
a
k
s
an
a

の
発
露
の
範
囲
と
様
式
は
頂
点
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
個
々
の

っ
て
、
こ
の
範
囲
と
様
式
と
を

r
a
sa

す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

が
〈
知
恵
〉
と
か
〈
知
徳
〉
を
意
味

し
、
ま
た
〈
知
ら
れ
が
た
き
こ
と
を
見
抜
く
〉
(
+
全
に
感
得
す
る
）
こ
と
を
本
来
意
味
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に

よ

る
の
で
あ
る
。

拮
抗
の
原
理
ー
対
抗
制
度

以
上
、
本
節
の
一
お
よ
び
二
の
各
項
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
き
た
、

w
itjak
sa
n
a
,
k
a
s
e
k
t
e
n
,
 M
a
n
u
n
g
g
al 
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
sti
 

概
念
構
造
は
、

い
ず
れ
も

g
u
s
t
i

の
支
配
の
体
系
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 Ia
n
 G
u
sti

の
連

ラ
ト
ウ

ク
ラ
ト
ソ

鎖
と
い
う
概
念
は
、
現
実
の
政
治
場
裡
に
お
い
て
は
、
権
力
の
中
枢
に
立
つ
王

r
a
t
u

と
王
宮

k
r
a
t
o
n

の
支
配
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と

し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
成
立
さ
せ
て
い
る
ジ
ャ
ワ
の
文
化
は
同
時
に
ま
た
、
こ
の
支
配
の
原
理
に
拮
抗
す
る
原
理

を
内
包
し
て
い
た
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
抵
抗
の
原
理
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
制
度
in
stit
u
t
i
o
n
と、

対
抗

制
度

c
o
u
n
t
e
r
,
i
n
stit
u
t
i
o
n

と
は
、

ひ
と
つ
の
同
じ
。ハ
ラ
ダ
イ
ム
を
共
有
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
対
抗
制
度
を
成
立
さ
せ
て

い

る
原
理
が
す
で
に
述
べ
て
き
た
概
念
に
お
い
て
了
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
点
は
、

w
i
t
j
a
k
san
a

の

k
a
w
u
l
a
 
は
、
自
ら
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

の
こ
よ
、”U
・
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わ
ず
、
新
た
な
別
の

一
部
補
足
し
た
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て
こ
の
対
抗
制
度
を
め
ぐ
る
理
念
の
構
造
を
明
ら
か
に
し

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

g
u
s
t
i

の

k
a
s
e
k
t
e
n

の
発
現
形
態
で
あ
る

の
間
に
共
振
関
係
が
生
ず
る
（
ひ
と
し
く
相
感
応
す
る
1
1
r
a
s
a
か
つ
帰
一
す

る
1
1
m
a
n
u
n
g
g
a
l
)

こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

が
実
現
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

と
す
る
王
国
に
秩
序
・
安
寧
・
繁
栄

•
福
祉
が
現
出
し
持
続
す
る
と
い
う
構
造
が
「
制
度
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
構
造
で
あ
る
の
に

①
真
に
宇
宙
の
主
宰
者

S
a
n
g
H
y
a
n
g
 T
u
n
g
g
a
ー
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
の
か
否
か
、
②
主
宰
者
が

g
u
s
t
i

に
賦
与
し
た

w
a
h
j
u

は
た
し
か
に

gusti

の
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
か
否
か
、

③

g
u
s
t
i

は
自
ら
の
欲
望

p
a
r
n
r
i
h

を
発
露
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

(

1

7

)

 

w
a
h
j
u

の
保
持
を
危
う
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
王
国
の
空
間
的
構
造
に
関
し
て
相
互
に
関
連
し
合
う
重
大
な
設
問
、

ま
た
、
④
秩
序
・
安
寧
の
世
界
に
何
ら
か
の
か
げ
り
（
天
変
地
異

．
疫
病
・
人
心
の
乱
れ
）
が
さ
す
と
い
う
ぎ
ざ
し
は
な
い
か
ど
う

か
、
⑤
そ
の
ぎ
ざ
し
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
存
の
王
と
王
国
の
行
く
手
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
、
そ
し
て
、
⑥
そ
の
こ
と
は
、

る
が
ゆ
え
に
秩
序
・
安
寧
の
破
壊
者
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

w
a
h
j
u

に
導
か
れ
な
い
〈
羅
刹
的
秩
序
〉

推
移
、

k
a
s
e
k
t
e
n

収
撹
能
力
の
保
持
者
が
、

い
ず
こ
か
の
場
所
に
立
ち
現
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
ま

た、

⑦
そ
れ
は

w
a
h
j
u

が
新
た
な
場
所
を
求
め
て
浮
遊
し
は
じ
め
た
し
る
し
で
は
な
い
の
か
、

王
国
の
運
命
に
関
し
て
相
互
に
関
連
し
合
う
重
大
な
設
問
、
こ
れ
ら
の
設
問
群
に
断
固
と
し
て
応
え
う
る
人
々
が
ジ
ャ
ワ
社

会
に
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
パ

ン
デ
ィ
ト

p
a
n
d
i
t
a
、
ア
ジ
ャ
ル

a
d
j
a
r
、

別
の
「
聖
王
」

(
w
a
h
j
u

を
所
持
す
る
王
）
と
「
羅
刹
」
ラ
ク
ソ
ソ

対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
、
共
鳴
・
共
惑
関
係
の
上
に
成
立
し
て
い
る

よ
っ
て
感
得
し
、
そ
の
結
果
両
者
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

(1) 
い
ま
、
前
項
に
お
い
て
一
部
修
正
し
、

(16) 

て
み
よ
う
。

ヽ

グ
ル

g
u
r
u

キ
ャ
イ

kijai

と
呼
ば
れ

r
a
k
s
a
s
a
 
(
k
a
s
e
k
t
e
n
 

g
u
s
t
i
 

と
い
う
こ
れ
ま
た
王
国
の
時
間
的

に
関
し
て
巨
大
な
収
攪
能
力
を
有
す

の
k
a
s
e
k
t
e
n

(
お
よ
び

の
創
造
者
）
と
を
問

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
)

の
収
攪
が
、

g
u
s
t
i

を
頂
点

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

を

k
a
w
u
l
a

が
自
ら
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
に
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彼
ら
は
、
①
で
述
べ
た
よ
う
に
王
と
王
国
の
秩
序
・
安
寧
の
真
偽
を
吟
味
し
、

る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
ら
が
王
と
王
国
の
あ
り
方
を
吟
味
・
裁
定
し
、

王
国
の
命
運
を
予
知
す
る
能
力
を
備
え
て
い

ま
た
、
そ
の
命
運
を
予
告
す
る
際
の
判
断
の
基
準
は
、

す
べ
て
こ
の
宇
宙
の
主
宰
者
の
意
思
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
王
と
王
国
は
こ
の
意
思
の
本
然
の
あ
り
方
と
の
、
差
異

・
逸

脱
に
関
し
て
判
断
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

た
と
え
、
王
が
彼
ら
を
抹
殺
し
て
も
、
主
宰
者
の
意
思
そ
の
も
の
は
永
劫
に
不
変
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
王
の
そ
の

よ
う
な
行
為

は
王
の
欲
望
の
行
使
で
あ
っ
て
、
王
国
の
秩
序
・
安
寧
の
一
層
の
崩
壊
を
う
な
が
す
と
と
も
に
、
王
国
の
命
運
の
い
よ
い
よ
尽
き
ん

(
18) 

と
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
に
示
す
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
、

王
と
王
国
は
彼
ら
の
前
に
そ
の
赤
裸
々
な
態
様
を
さ
ら
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

ア
ス
ラ
マ
、
ボ
ン
ド
ッ
ク
、
プ
サ
ソ
ト
レ
ン
等
と
称
さ
れ
る
寄
宿
塾
の
主
宰
者
と
し
て
出
現
す
る
。
こ
れ
ら
の
寄

グ

ル

ム

リ

ッ

ド

宿
塾
は
、
通
常
、
人
里
離
れ
た
山
中
に
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
師
と
弟
子

G
u
r
u
,
M
u
r
i
d
が
起
居
を
と
も
に
し
て
自
活
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
彼
ら
が
現
実
の
王
国
の
辺
境
に
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
力
者
か
ら
自
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
よ
う
な
人
煙
の
途
絶
え
た
場
所
が
、

し
ば
し
ば
聖
な
る
所
＾
＾
t
e
m
p
a
t

sutji
"
 
で
あ
り
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
を
積
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
宇
宙
の
主
宰
者
と
感
応
し
う
る
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
各
々
の
霊
力

k
a
s
e
k
te
n

を
現
実
の
王

g
u
s
t
i

に
向
っ
て
収
攪
せ
し
め
る
方
法

il
m
u

を
授
け
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
直
接
に
宇
宙
の
主
宰
者
に
収
倣
さ
せ
る
た
め
の
修
行

t
a
p
a

が
積
み
重
ね
ら
れ
る
。
彼
ら
は
そ
の
結
果
つ

い
に
直
接
に
宇
宙

の
主
宰
者
の
意
思
を
感
得
し
え
た
者
で
あ
り
、
弟
子
は
そ
の
師
を
慕
っ
て
ジ
ャ
ワ
の
各
地
か
ら
集
ま

っ
て
き
た
人
々
で
あ
る
。
弟
子

た
ち
は
ま
た
、
い
く
つ
か
の
寄
宿
塾
を
巡
っ
て
歩
く
こ
と
（
サ
マ
デ
ィ

sa
m
a
d
i
)

に
よ
っ
て
、
自
ら
の
感
知
能
力
を
高
め
よ
う
と
す

(3) 
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
ら
が
、

宇
宙
の
主
宰
者
の
意
思
を

g
u
s
t
i

の
w
1
t
j
a
k
s
a
n
a

を
介
在
せ
ず
に
直
接
に
感
得
し
う

(2) 
る
人
々
が
そ
れ
で
あ
る
。
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(5) 換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
寄
宿
塾
は

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

g
u
r
u
と

rnurid

が
、
宇
宙
の
主
宰
者
の

応
す
る
形
で

m
u
r
i
d

は

g
u
r
u

に

こ
れ
ら
の
師
弟
の
関
係
は
、
現
実
の

k
a
w
u
l
a
と

(4) 

gusti 

rnurid

も
相
互
に
何
ら
か
の

の
間
に
成
立
し
て
い
る

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
-G
u
s
t
i
 

る
。
こ
の
場
合
、
寄
宿
塾
は
あ
れ
こ
れ
の
寄
宿
塾
と
そ
の
主
宰
者
に
関
す
る
情
報
交
換
の
場
所
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
現
実
の
王
国

の
態
様
・
天
然
自
然
の
あ
り
方
・
人
心
の
あ
り
か
等
に
つ
い
て
の
情
報
が
集
中
す
る
場
所
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
寄
宿
塾
に
お
け
る
師
弟

G
u
r
u
,
M
u
r
i
d
の
関
係
は
、
弟
子
の
修
行
の
程
度
、
そ
の
獲
得
し
た
能
力
の
程
度
に
し
た

高
弟
が
そ
の
次
に
位
し
、

が
っ
て
、
階
層
状
に
分
布
す
る
。
グ
ル
や
ア
ジ
ャ
ル
が
主
宰
者
と
し
て
の
地
位
を
司
り
、

(
19
)
 

ム
リ
ッ
ド

m
u
r
i
d
が
最
後
に
く
る
。

m
a
n
u
n
g
g
a
l
す
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、

m
u
r
i
d

も

g
u
r
u

も
粗
衣
粗
食
に
耐

え
現
世
の
享
楽
か
ら
解
脱
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
修
行
と
遍
歴
を
問
わ
ず
、
宇
宙
の
秘
蹟
・
全
世
界
の
主
宰
者
の
意
思
を
感
得

し
こ
れ
を
開
示
す
る
た
め
に
行
な
う
修
行
の
最
低
条
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
物
的
支
持
」
を
期
待
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
0

g
u
r
u
 

チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク

tjantrik
と
称
さ
れ
る

g
u
r
u

も

の
連
鎖
に
対

と

m
u
r
i
d
と
は
、
求
道
の
上
で
の
師
と
弟
子
と
し
て
向
い
合
う
の
で
あ

こ
う
し
て
み
る
と
、
寄
宿
塾
と
そ
れ
を
司
る
人
々
は
、

witjaksana 
を
霊
感
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
相
互
に
感
応
し
合
う

と
い
う
場
合
の
感
応
と
は
、
ま
さ
に

m
a
n
u
n
g
g
a
一
の
純
粋
型
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

r
n
a
n
u
n
g
g
a
l
と
い
う
こ
と
が
ら
に
関
し
て
、
ま
た
、

rnanunggal

の
完
璧
な
成
就
と
し
て

顕
現
す
る
秩
序
・
安
寧
と
い
う
こ
と
が
ら
に
関
し
て
、
比
類
の
な
い
モ
デ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
え
ず
二
重
の
機
能
を
同
時
に
果
た
す
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
二
重
性
は
以
下
の
各
局
面
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
①
彼
ら
は
も
と
も
と
生
身
の
肉
体
を
備
え
た
人
間
で
あ

り
な
が
ら
、
同
時
に
肉
と
し
て
の
存
在
を
極
限
ま
で
抹
消
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
霊
的
存
在
に
は
て
し
な
く
近
づ
こ
う
と
す
る
。
②

彼
ら
は
物
的
に
は
「
世
捨
て
人
」
と
し
て
の
生
活
を
し
て
い
る
が
、
同
時
に
そ
の
関
心
は
、
あ
げ
て
「
俗
世
」
の
命
運
と
い
う
こ
と
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公
然
と
表
明
す
る
。
寄
宿
塾
は
栖
屋
と
化
し
そ
の
秩
序
は
崩
壊
す
る
。

(6) 
で
あ
る
。

に
あ
る
。

k
a
s
e
k
t
e
n

が
そ
の
収
撹
能
力
を
喪
い
、

た
め

ム

レ

カ
・
プ
ル
グ
ラ
ッ
ク

（
彼
ら
が
動
い
た
）

に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
物
理
的
に
は
「
俗
世
」
か
ら
解
脱
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
俗
世
」
を
ト
ー
ク
ル
に
正
確
に
理
解

す
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
寄
宿
塾
と
「
俗
世
」
と
が
同
じ
観
念
体
系
に
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
俗
世
」
は
、
彼
ら
の
一
挙
一
動
を
畏
敬
と
畏
怖
の
念
で
見
守
る
の
で
あ
る
。
③
彼
ら
は
、
「
秩
序
・
安
寧
」

の
至
上
の
体
現
者
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
、
「
秩
序
・
安
寧
」
の
真
偽
と
そ
の
命
運
に
関
し
て
、
冷
徹
な
審
判
者
で
あ
る
。
自
ら

が
実
現
す
る
秩
序
・
安
寧
の
至
上
性
と
、
自
ら
が
（
至
高
者
の
意
を
体
し
て
）
下
す
そ
の
審
判
の
無
態
性
と
は
、
正
確
に
比
例
関
係

こ
の
よ
う
な
二
重
性
は
上
に
述
べ
た
い
ず
れ
の
局
面
に
お
い
て
も
、
決
し
て
「
あ
い
ま
い
さ
」
と
し
て
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

明
確
な
二
重
性
と
し
て
表
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
か
か
る
二
重
性
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
彼
ら
は
ジ
ャ
ワ
の
イ
ソ
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア

上
に
述
べ
た
二
重
性
が
一
挙
に
崩
壊
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
ジ
ャ
ワ
社
会
が
決
定
的
な
歴
史
の
局
面
を
む
か
え
た
場
合

で
あ
る
。
そ
の
時
彼
ら
は
、
生
身
の
肉
体
を
「
俗
世
」
の
政
治
場
裡
の
た
だ
な
か
に
さ
ら
し
、
王
と
王
国
の
命
運
が
つ
き
た
こ
と
を

彼
ら
が
寄
宿
塾
を
出
て
行
動
を
開
始
す
る
こ
と
は
「
俗
世
」
に
恐
慌
を
も
た
ら
す
。
＾^M
e
r
e
k
a
b
e
r
g
e
r
a
k
 
!
 
"
 

と
い
う
叫
び
は
王
宮
の
内
と
外
と
を
問
わ
ず
「
俗
世
」
の
天
空
に
こ
だ
ま
し
、
こ
の
叫
び
声
と
と
も
に
、
「
俗
世
」
の
秩
序
・
安
寧

も
ま
た
一
挙
に
瓦
解
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
登
場
し
た
が
ゆ
え
に
「
俗
世
」
の
秩
序
が
崩
壊
し
た
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
す
で
に
長
き
に
わ
た
っ
て
、

に
も
ろ
も
ろ
の

王
の

k
a
s
e
k
t
e
n

が
そ
の
求
心
性
を
失
っ
て
動
揺
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
の
最
終
的
な
ま
た
決
定
的
な
し
る
し
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
過
飽
和
状
態
に
あ
る
溶
液
に
た
だ
一
粒
の
溶
質
が
投
入
さ
れ
た
結
果
、
溶
液
が
一

47 



関
係
は
、

(7) 
挙
に
均
衡
を
失
う
と
い
う
状
態
に
も
た
と
え
ら
れ
る
こ
と
が
ら
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
政
治
場
裡
へ
の
物
理
的
登
場
は
、
こ
の

一
粒
の

溶
質
の
投
入
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

g
u
s
ti

が
宇
宙
の
主
宰
者
の

w
i
tja
k
sa
n
a

を
感
得
し
え
ず
、

た
め
に
、

k
a
w
u
l
a

と

m
a
n
u
n
g
g
a
l

す
る
す
べ
を
失

い
、

か
く

し
て

、

秩
序
・

安
寧
・

繁
栄
•

福
祉
と
い
う
状
態
が
現
出
し
え
な
く
な
っ
た
と
き
、
時

代
は
「
狂
乱
の
時
代
」
へ
と
入
っ

k
a
s
e
k
t
e
n

は
、
そ
の
収
緻
す
べ
ぎ
極
点
を
失
い
、
天
変
地
異

．
疫
病

・
飢

餓

・
戦
乱
に
は
じ
ま
り
、
殺
人

・
窃
盗

．
姦
淫

．
詐
欺
に

い
た
る
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
狂
気

e
d
a
n

が
跳
梁
す
る
。
森
羅
万
象

は

k
a
s
e
kt
e
n

の
方
向
喪
失
に
と
も
な

っ
て
そ
の
本
来
の
存
在
の
様
式
を
喪
失
し
、
欲
望
が
み
ち
み
ち
る
。
こ
の
時
、
「
羅
刹
」
の
群

れ
が
現
わ
れ
、
剣
を
用
い
あ
る
い
は
甘
言
を
弄
し
て
人
心
を
収
攪
し
、
「
秩
序
と
安
寧
」
を
強
行
的
に
実
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。
だ

が
そ
れ
は
、
本
来
の
秩
序

・
安
寧

ta
ta
,t
e
n
t
r
e
m
と
は
無
縁
で
あ
っ
て
、
人
々
は
、
「
羅
刹
」
が
人
語

（
ジ
ャ
ワ
語
）
を
解
し
な
い
こ

と、

そ
し
て
、
「
羅
刹
」
は
自
ら
の
欲
望
の
お
も
む
く
ま
ま
に
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
や
が
て
悟
る
に
い
に
配
。
す
な
わ
ち
、

サ
ラ

・

タ
タ
ナ
ソ

S
a
la
h
ta
ta
n
a
n
 (配
置
の
誤
り
）
と
よ
ば
れ
る
状
況
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
「
狂
乱
の
時
代
」
の
諸
局
面
で
あ
り
、

こ
れ
は
、

w
a
h
j
u

を
所
持
し
た

g
u
sti
が
現
わ
れ
て
、
あ
ま
ね
く
在
在
す
る

k
a
s
e
k
t
e
n

を
自
ら
の
下
に
収
撹
せ
し
め
る
時
が
い
た

(
2
1
)
 

る
ま
で
、
続
く
の
で
あ
る
。

こ
の

よ
う
に
し
て
、
歴
史
の
決
定
的
な
局
面
に
登
場
し
て
無
悪
な
役
割
を
果
た
し
た
寄
宿
塾
の
主
宰
者
の
一
団
は
、

新
た
な
あ
り
か
を
し
か
と
見
定
め
た
の
ち
、
や
が
て
忽
然
と
姿
を
消
し
、
再
び
、

重
の
機
能
を
再
開
す
る
の
で
あ
る
。

イ
ソ
テ
リ
ゲ
ソ

ツ
ィ
ア
と
し
て
の
そ
の
本
来
の
二

こ
う
し
て
み
る
と
、
王
国
の
主
宰
者
で
あ
る
王

g
u
sti

と
寄
宿
塾
の
主
宰
者
で
あ
る
師

a
d
ja
r,
p
a
n
d
i
t
a
`
g
u
r
u
,
 kij
a
i

と
の

異
化
作
用
と
同
化
作
用
の
共
存
と

い
う
き
わ
め
て
緊
張
し
た
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も

g
u
,

て
い
く
。
「
狂
乱
の
時
代
」
に
あ
っ
て
は
、
遍
在
す
る

g
u
s
t
i
 

と
は

wc.
h
j
u

の
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れ
ば
な
ら
な
い
。

g
u
s
t
i
 

sti

は
、
宇
宙
の
主
宰
者

S
a
n
g
H
y
a
n
g
 T
u
n
g
g
a
一
の
意
思
を
感
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
限
り
に
お
い
て
彼
は
、
寄
宿
塾
の
主
宰
者
（
た
と
え
ば
こ
れ
を

p
a
n
d
i
t
a

で
代
表
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
、
以
下

p
a
n
d
i
t
a

と
記

す
）
と
等
し
い
資
質
を
有
し
て
い
る
。
先
の
ム
ル
ト
ノ
の
解
説
に
み
え
た
よ
う
に
、
〈
理
想
の
聖
王
〉
は
同
時
に
ま
た

p
a
n
d
i
t
a

し
て
た
だ
ひ
と
り
主
宰
者
に
向
い
合
う
と
い
う
こ
と
が
ら
は
、
こ
の
よ
う
に

g
u
s
t
i

gusti

が
同
時
に
並
ぶ
者
な
き

p
a
n
d
i
t
a

で
あ
る
と
い

う

こ
と
が
、

王
国
の
創
設
を
促
し
そ
の
隆
盛

g
u
s
t
i

は
無
限
に
広
が
る
円
錐
状
の
王
権
の
そ
の
頂
点
、
す
な
わ
ち
ま
た
、
そ

の
円
錐
状
の
王
権
を
支
え
て
い
る
無
限
の

K
a
w
u
l
a
,
G
u
s
t
i

こ
の
よ
う
に

の
担
う
任
務
の
大
き
さ
に
加
え
て
、
王
権
の
継
承
の
問
題
が
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
で
は
、

じ
て
七
代
ま
で
は
継
承
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
代
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
王
の

も
ま
た
、
そ
の
後
退
の
過
程
は
王
権
が
、
家
産
官
僚
的
国
家
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
つ
つ

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i
 

(
2
2
)
 

度
化
さ
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
。

こ
う
し
て
、
王
は
そ
の
か
た
わ
ら
に
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
霊
感
を
有
し
て
い
る

p
a
n
d
i
t
a

を
し
た
が
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場

合、

p
a
n
d
i
t
a

は
宇
宙
の
主
宰
者
の
意
思
を
王
に
対
し
て
開
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
王
権
の
維
持
（
し
た
が
っ
て
ま
た
王
国
の
秩
序
・

安
寧
の
維
持
）
に
資
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を
王
に
与
え
る
者
と
し
て
機
能
す
る
。
す
な
わ
ち
、
官
僚
制
に
お
い
て
み
れ
ば
、
彼
は
王

グ
ル

の
師

g
u
r
u

と
な
る
。
こ
の
時
、
王
は
「
俗
世
」
を
主
宰
す
る
者
と
い
う
意
味
で
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
（
サ
ト
リ
オ
）
と
し
て
み
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
師
は
、
冷
徹
な
審
判
者
と
し
て
王
権
に
対
峙
す
る
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
緊
張
し
た
関

係
は
こ
の
王
権
を
貫
い
て
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
宙
の
主
宰
者
の
意
思
と
い
う
も
っ
と
も
重
大
な
こ
と
が
ら
に
関
し
て
は
、
そ

を
導
く
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た

が
制

p
a
n
d
i
t
a

的
資
質
は
後
退
す
る
。
し
か

と

p
a
n
d
i
t
a

の
資
質
の
同
質
性
を
示
し
て
い

の
連
鎖
の
起
点
に
立
っ
て
い
て
、
不
断
に
秩
序
・
安
寧
を
維
持
し
な
け

w
a
h
j
u
 
は
血
統
を
通 と

w
a
h
j
u

を
所
持
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
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は
、
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
現
実
の
王
が

の
頂
点
を
形
成
し
て
い
る
場
合
で
、
こ
の
場
合
に
は
、

う
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
）
、
そ
の
王
権
の
内
部
に
「
抵
抗
の
原
理
」
と
も
な
り
う
る
拮
抗
の
原
理
を
内
包
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
の
局
面
は
、
り
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に

g
u
s
t
i

と

p
a
n
d
i
t
a

と
が
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
共
存
し
、
こ
の
両
者
が
王

宮

k
r
a
t
o
n

dita

に
も

m
a
n
u
n
g
g
a
l

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
gusti

と

p
a
n
d
i
t
a

の
間
に
形
成
さ
れ
て
い
る
緊
張
関
係
を
、
自
ら
も
ま
た
共
有

す
る
こ
と
に
な
る
。

ジ
ャ
ワ
の
宮
廷
貴
族

・
家
産
官
僚
が
同
時
に
修
行

t
a
p
a

な
い
し
遍
歴

s
a
m
a
di

と
い

っ
た
霊
感
獲
得
に
重
大
な
関
心
を
払
う
の

い
る
と
感
得
さ
れ
た
場
合
に
は
、

k
a
w
u
l
a

p
a
n
d
i
t
a

の
開
示
す
る

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

か
ら
は
る
か
に
遠
ざ
か
っ
て

は
、
別
の
真
正
の

g
u
s
t
i

を
求
め
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
ジ
ャ
ワ
の
諸
王
朝

こ
の
原
理
は
、
次
の
二
つ
の
局
面
で
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

(8) 
れ
ぞ
れ
の

k
a
w
u
l
a
 

(23) 

は、

g
u
s
t
i

に
向
っ
て
収
敏
す
る
の
で
は
な
く
、

p
a
n
d
i
t
a

に
向
っ
て
収
倣
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
こ
と

は、

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

の
連
鎖
が
二
重
に
機
能
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
連
鎖
に
お
け
る

k
a
w
u
l
a

は、

g
u
s
t
i

の
開
示
し
た

w
itjaksana

を
感
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

を
成
立
さ
せ
る
が
、
同
時
に
ま

た
、
こ
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

が
、
真
に

p
a
n
d
i
t
a

の
啓
示
し
た

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

と
等
し
い
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
ら
に
関

し
て
、
直
接
に

p
a
n
dit
a

に
感
応
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
、
寄
宿
塾
は
各
地
の
弟
子
が
巡
り
渡
る
場
所
で
も
あ
る
と
述
べ
た
よ

う
に
、
寄
宿
塾
と
そ
の
主
宰
者
は
き
た
る
者
を
拒
ま
ぬ
だ
け
で
な
く
、
き
た
る
者
の
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
定
ま
る
の
で

あ
る
か
ら
、
多
く
の

k
a
w
u
l
a

が
直
接
王
の
か
た
わ
ら
に
侍
し
て
い
る

p
a
n
d
i
t
a

に
感
応
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の

p
a
n
d
i
t
a

が
真
正
の
す
ぐ
れ
た

p
a
n
d
i
t
a

で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
証
し
で
あ
っ
て
何
ぴ
と
も
（
王
も
）
こ
れ
を
拒
む
理
由
は
ま
っ
た
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

ジ
ャ
ワ
の
王
権
は
そ
れ
が
制
度
化
さ
れ
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
（
し
か
も
実
際
に
王
権
は
通
常
そ
の
よ

k
a
w
u
l
a

は

g
u
s
t
i

に

r
n
a
n
u
n
g
g
a
l

す
る
だ
け
で
な
く

p
a
n
,
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の
王
位
継
承
を
め
ぐ
る
紛
糾
、
あ
る
い
は
宮
廷
ク
ー
デ
ク
ー
を
支
え
る
観
念
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ン
ボ
ル
と
し
て
様
式
化
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
（
そ
し
て
現
実
の
王
権
と
は
通
常
こ
の
よ
う
な
王
権
で
あ
る
）
。

権
の
外
に
存
在
す
る
本
来
の
寄
宿
塾
と
そ
の
主
宰
者
が
、

p
a
n
d
i
t
a
 
は
と
き
と
し
て
自
ら

w
a
h
j
u

と
な
り
う
る
こ
と
と
、
「
俗
世
」
で
の
出
自
と
は
何
ら
関
係
が
な
い
（
時
に
、
真
正
の

p
a
n
d
i
t
a

は
、
「
俗
世
」
の
も

っ
と
も
卑
し
い

身
分
に
身
を
や
っ
し
て
生
ま
れ
て
く
る
）
。
そ
れ
ゆ
え
、

王
国
の
秩
序
・
安
寧
が
動
揺
を
き
た
し
て
い
る
と
き
、

の
下
に
人
々
は
は
せ
さ
ん
じ
、

p
a
n
d
i
t
a

と
運
命
を
と
も
に
す
る
こ
と
を
盟
約
す
る
。

ジ
ャ
ワ
の
反
乱
の
指
導
者
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

g
u
r
u
,
kijai, 
p
a
n
d
i
t
a

な
ど
の
名
を
冠
し
て
い
る
の
は
、

(24) 

に
よ
る
の
で
あ
る
。
反
乱
が
成
功
し
王
国
が
創
設
さ
れ
れ
ば
、

g
u
s
t
i

が
同
時
に

p
a
n
d
i
t
a

で
あ
る
と
い
う
先
の
構
図
が
再
現
す
る

こ
と
に
な
る
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
が
ら
は
、
結
局
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、

抗
制
度
の
機
能
を
通
し
て
眺
め
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

dita 

に
し
た
が
う
弟
子
と
も
な
り
う
る
。

p
a
n
d
i
t
a

の
機
能
が
形
式
化
し
、

p
a
n
d
i
t
a

が
王
権
を
支
え
る
シ

王
権
に
拮
抗
す
る
対
抗
制
度
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

を
保
持
し
た

g
u
s
t
i

と
し
て
、
現
存
の
王
権
の
打
倒
者
と
な
り
う
る
。
し
か
も
、

p
a
n
d
i
t
a

王
国
内
の
す
べ
て
の
階
層
の
人
び
と
は
、

p
a
n
d
i
t
a

に
な
り
う
る
し
、

p
a
n
,

王
国
内
の
寄
宿
塾
は
最
後
の
行
動
に
備
え
て
充
電
を
続
け
る
。
p
a
n
d
i
t
a
 

こ
の
よ
う
な
事
情

ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
「
黄
金
の
時
代
」
と

「狂
乱
の
時
代
」
の
反
復
の
様
相
を
、
制
度
と
対

ジ
ャ
ワ
の
王
国
は
す
べ
て
の
存
在
の
根
源
に
あ
る
ボ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
の

k
a
s
e
k
t
en

を

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

よ
っ
て
開
示
す
る
と
と
も
に
こ
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

を
触
媒
と
し
て
、

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 

第
二
の
局
面
は
、
王
制
が
さ
ら
に
進
行
す
る
過
程
で
王
宮
内
の

に

G
u
s
t
iす
な
わ
ち
ま
た
、
秩
序
•
安

寧
・

繁
栄
•

福
祉
を
実
現
す
る
0
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

は
そ
れ
ぞ
れ
の
連
結
環
に
お
い
て
発
現
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
連
結
環
の
全
体
系

こ
の
場
合
に
は
、
王
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の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
を
完
成
型
と
し
て
提
示
し
た
ス
カ
ル
ノ
の

こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
が
そ
の
背
骨
を
貫

え
ら
れ
う
る
の
か
。

を
か
け
め
ぐ
る
「
血
液
」
で
も
あ
る
。
こ
の
全
体
系
は
ひ
と
つ
の
有
機
体

・
器
官
と
し
て
こ
の
「
血
液
」
に
よ
っ
て
そ
の
ウ
リ
ッ
プ

の
「
血
液
」
の
浄
化
装
置
と
し
て
機
能
す
る
が
、
こ
の
装
置
の
作
動
は
有
機
体
全
体
の
置
換
と
い
う
方
向
で
慟
ぎ
続
け
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

w
1
t
ja
k
sa
n
a
 

一
方
ま
た
、

p
a
n
d
ita

と
寄
宿
塾
に
集
約
さ
れ
る
イ
ン
テ
リ
ゲ
ソ
ツ
ィ
ア
の
存
在
は
、

こ

権
力
と
正
統
性
に
関
し
て
、
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
な
〈
了
解
の
構
造
〉
が
ジ
ャ
ワ
文
化
に
お
い
て
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

ジ
ャ
ワ
の
王
国
の
植
民
地
化
と
民
族
運
動
の
展
開
と
い
う
、
未
曽
有
の
事
態
は
こ
の
〈
了
解
の
構
造
〉
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉

こ
の
点
を
以
下
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、

ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ソ

ウ
ィ
チ
ョ
ク
ソ
ノ

の
近
代
的
再
生
で
あ
る

k
e
 b
id
 ja
k
s
a
n
a
a
n

概
念
の
成
立
、
宇
宙
の
主
宰
者

S
a
n
g

H
y
a
n
g
 T
u
n
g
g
a
l

の
近
代
的
再
生
で
あ
る
ラ
ヤ

ッ
ト

R
a
k
ja
t

(
人
民
）
概
念
の
成
立
、
そ
し
て
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ソ
と
ラ
ヤ
ッ

ト
を
二
位

一
体
の
も
の
と
す
る
「
民
主
主
義
と
ク

ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ン
」

d
e
m
o
k
ras
i
d
a
n
 k
e
b
id
jaksa
n
a
a
n

概
念
の
成
立
、
こ
の
よ
う
な
概
念
の
置
換
に
よ
っ
て
、
上
に
述
べ
た
〈
了

解
の
構
造
〉
は
そ
の
基
本
型
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

ブ

ル
グ
ラ
カ
ソ

・
ラ
ヤ
ノ

し・

こ
の
こ
と
を
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
人
民
運
動

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
r
a
k
ja
t

と
総
称
さ
れ
る
諸
運
動
、
こ
れ
ら
の
人
民
運
動
を
掌
握

し
よ
う
と
す
る
ジ
ャ
ワ
貴
族
の
運
動
、
そ
の
具
体
的
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
と
と
も
に
植
民
地
支
配
制
度
に
対
す
る
も
っ
と
も
意
図
的
な

対
抗
制
度

c
o
u
n
t
e
r
,in
stitut
io
n

の
成
立
を
志
向
し
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
運
動
の
展
開
、

「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
、

植
民
地
支
配

（
生
命
）
u
r
i
p

が
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
こ
で
示
さ
れ
た
人
民
運
動
包
摂
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ノ
、
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
の
ス
リ
・
ス
ス
フ
ナ
ン
・
パ
ク
・
ブ
オ
ノ
、

く
事
象
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
の
体
系
が
、

た
な
真
正
の

gusti

を
求
め
る
運
動
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

支
配
の
様
式

王
権
を
包
摂
し
、

マ
ン
ク
ヌ
ガ
ラ
王
家
の
バ
ソ
ゲ
ラ
ン
・
マ
ン
ク
・
ヌ
ガ
ラ

本
節
で
は
ま
ず
、
植
民
地
支
配
が
も
た
ら
し
た
衝
撃
と
そ
の
結
果
生
じ
た
王
権
の
性
格
の
変
質
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

そ
の
内
部
で
王
権
の
イ
ソ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

i
n
v
o
l
u
t
i
o
n
が

gusti

の
消
滅
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
こ
の
あ
と
に
続
く
民
族
運
動
は
、
新

ジ
ャ
ワ
の
〈
了
解
の
構
造
〉
に
お
け
る
植
民
地
支
配
と
民
族
運
動
の
意
味

ま
ず
植
民
地
支
配
の
構
造
か
ら
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
第
一
の

gusti

と
し
て
認
定
さ
れ
る
べ
き
ジ
ャ
ワ
の
王
は
後
述
の
よ
う
に
四

つ
の
王
家
に
分
裂
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
王
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
王
家
の
ス
リ
・
ス
ル
タ
ン
・
ハ
マ
ソ
ク
・
ブ
オ

お
よ
び
パ
ク
・
ア
ラ
ム
王
家
の
ス
リ
・
パ
ク
・
ア
ラ
ム
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
宇
宙
の
主
宰
者
の
意
思
の
こ
の
世
に
お
け
る
唯
一
の
体

現
者
と
い
う
名
称
を
冠
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
宇
宙
の
主
宰
者
な
ら
ぬ
オ
ラ
ソ
ダ
植
民
地
政
府
の
意
思
を
ひ
た

す
ら
体
現
す
べ
く
役
割
づ
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
彼
は
、
本
来
了
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
第
一
の

gusti

(
主
）
で
は
な
く
、

植
民
地
政
府
の
第
一
の

k
a
w
u
l
a

(
僕
）
の
位
置
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
植
民
地
政
府
そ
し
て
そ
れ
を
そ
の
時
々
に
代
表
す
る
総
督

G
o
u
v
e
r
n
e
u
r
,
G
e
n
e
r
a
a
l

こ
そ
、
実
は
宇
宙
の
主
宰
者
で

あ
る
と
み
な
す
こ
と
は
、
論
理
的
に
も
現
実
的
に
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。
論
理
的
に
い
え
ば
、
宇
宙
の
主
宰
者
は
不
可
視
の
実
体
で

あ
っ
て
、
第
一
の

gusti

だ
け
が
そ
の
意
思
を
「
内
な
る
聖
な
る
導
き
」
と
し
て
感
応
し
う
る
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ

で
あ
る
。

進
行
す
る
過
程
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
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w
u
l
a
-
G
u
sti

を
唱
え
る
こ
と
は
、

お
け
る
秩
序
と
安
寧
の
実
現
を
阻
ん
で
い
る
「
羅
刹
」
で
こ
そ
あ
れ
、
宇
宙
の
主
宰
者
な
ど
で
は
断
じ
て
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
ジ
ャ
ワ
の
観
念
体
系
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

v
o
r
st
e
n

は
、
実
は
、
「
羅
刹
」
に
仕
え
る
仕
え
人
p
e
g
a
w
a
i

の
第
一
の
地
位
に
あ
る
者
に
す
ぎ
ず
、
彼
ら
が
な
お

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
,
 

家
と
そ
の
貴
族
群
は
無
残
な
状
況
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の

K
a
w
u
l
a
-
G
usti

J

の
よ
う
に、

g
u
s
t
i
 
を
潜
称
し
宇
宙
の
主
宰
者
を
腸
着
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
ゆ
え
に
、
現
存
の
王

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
府
は
、

k
a
s
e
k
t
e
n

現
実
的
に
い
え
ば
、

て
秩
序
・
安
寧

t
a
t
a
,
t
e
n
t
r
e
m

g
u
s
h
 

の
連
鎖
は
植
民
地
政
府
に
よ

た
る
こ
と
を
称
し
て
い
る
現
存
の
「
王
」

を
お
の
れ
の
欲
望

p
a
m
r
i
h

の
ま
ま
に
用
い
、

政
庁
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
総
督
府
を
頂
点
と
す
る
官
僚
制
で
あ
り
、
そ
の
意
思
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
書
に
よ
っ
て
正
確
に
遅
滞
な
く
伝

達
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
文
書
に
よ
る
伝
達
に
は
、

オ
ラ
ソ
ダ
語
の
正
確
な
知
識
だ
け
が
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

の
行
使
と
い
う
世
界
は
文
書
で
動
く
世
界
の
彼
岸
に
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
世
に

の
支
配
か
ら
救
済
し

B
i
r
n
a
 

(25) 

オ
ラ
ン
ダ
は
「
羅
刹
的
手
段
」
を
用
い
る
不
倶
戴
天
の
敵
で
あ
っ
て
、
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ
ロ
王
子
と
闘
っ
た
場
合

(26) 

の
よ
う
に
力
で
適
わ
ぬ
時
に
は
奸
計
を
用
い
る
者
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

真
正
の
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
（
武
士
）

Satria

d
a
r
a

王
子
や
ラ

ト
ゥ
・
ア
デ
ィ
ル
救
世
主
や
ヘ
ル
・
チ
ョ
ク
ロ
王
子
等
々
の
、
こ
の
世
を
「
羅
刹
」

r
a
k
s
a
s
a

の
世
を
再
び
興
す

g
u
st
i

の
群
が
、

W
r
e
k
u
、

の
徳
を
も
た
な
い
者
、
欲
望

p
a
m
r
i
h

を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
「
羅
刹
」
の
輩
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

(
2
7
)
 

に
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ

ロ
は
必
ず
復
活
し
て
オ
ラ
ン
ダ
を
放
逐
す
る
と
信
じ
ら
れ
て

い
た
。
ま
た
ワ
ヤ
ン
の
中
の
ビ
ー
マ

オ
ラ
ソ
ダ
支
配
の
ジ
ャ
ワ
ヘ
の
浸
透
、
こ
と
に
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ

ロ
戦
争
以
降
の
植
民
地
官
僚
制
の
進
行
に
と
も
な

っ
て
、
幾
度
と
な
く
想
起
さ
れ
、
反
植
民
地
運
動
の
拠
点
を
な
す
に
至
っ
た
。
こ

れ
ら
の
運
動
は
、
救
世
主
と
さ
れ
る

g
u
r
u

や

ki
jai

を
中
心
と
し
た
も
の
で
そ
の
攻
撃
の
鉾
先
は
、

(28) 

人
と
こ
れ
に
仕
え
る
ジ
ャ
ワ
人
官
吏
に
向
け
ら
れ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
オ
ラ
ン
ダ
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在
し
て
い
る

k
a
s
e
k
t
e
n

は
、
そ
の
求
心
性
を
失
い
、
世
は
狂
乱
の
時
代

d
j
a
m
a
n
e
d
a
n

に
入

っ
て

い
く
の
で
あ
る
。
「
倫
理
政
策
」

E
t
h
i
s
c
h
e
p
o
l
i
t
i
e
k

の
名
の
下
に
「
西
洋
の
光
」
で
「
ジ
ャ
ワ
の
闇
」
を
照
ら
す
こ
と
が
「
白
人
の
責
務
」
と
し
て
唱
道
さ
れ
た
時
代

(34) 

が
、
ジ
ャ
ワ
に
と
っ
て
は
ヤ
ミ
の
時
代

d
j
a
m
a
n
e
d
a
n

と
し
て
了
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

gusti 
と
し
て
の

一
方
で

バ
タ
ヴ
ィ
ア
総
督
府
の
意
思
を
正
確
に
理
解
し
、
植
民
地
官
僚
と
し
て
要
求
さ
れ
る
任
務
を
「
こ
と
が

(32) 

^^
zakelijkheid"

実
際
的
に
「
手
際
ょ
＜
処
理
す
る
」

"̂
goed
g
e
d
a
a
n
"

た
め
の
技
術
を
修
得
す
べ
く
義
務
づ
け
ら

ブ

リ

ヤ

イ

れ
な
が
ら
、
他
方
で
は
自
ら
の
出
自
に
つ
な
が
る
宮
廷
官
吏

prijaji

体
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
世
紀
の
後
半
以
降
、
ホ
ル
マ
ッ
ト

h
o
r
m
a
t

制
と
称
せ
ら
れ
る

K
a
w
u
l
a
,

G
u
s
t
i

間
の
形
式
的
な
信
従
表
明
の
手
順
が
、

繁
雑
を
き
わ
め
儀
式
と
し
て
爛
熟
の
極
み
に
達
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も

っ

(33)

・
ハ
ソ
＞
・
ブ
ラ
ジ
ャ

と
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
ら
が
、
植
民
官
僚

p
a
n
g
r
e
h
p
r
a
d
j
a

と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
ば
果
た
す
ほ
ど
、
そ

し
て
、

M
a
n
u
g
g
a
l

K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

と
い
う
観
念
体
系
に
関
し
て
イ
ン

ヴ
ォ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
進
行
さ
せ
れ
ば
さ
せ
る
ほ
ど
、

ら
に
即
し
て
」

g
r
e
h
 
p
r
a
d
j
a

は、

(29) 

っ
て
上
か
ら
包
摂
さ
れ
、
そ
の
包
摂
さ
れ
た
内
部
で
観
念
体
系
の

イ
ソ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ソ
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ジ
ャ
ワ
の
諸
王
家
で
は
一
九
世
紀
後
半
に
至
っ
て
、

M
a
n
u
n
g
gal
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

と
こ
れ
に
と
も
な
う
ジ

ャ
ワ
の
人
倫
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、

い
に
し
え
の
時
が
し
き
り
と
回
顧
さ
れ
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
あ
り
う
べ
ぎ
理
想
型
が
再
定
式
化
さ
れ
る
と
い
う

(30) 

こ
こ
ろ
み
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
観
念
体
系
が
完
成
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
そ
の
完
成
は
同
時
に
そ
れ
以
降
の
ジ
ャ
ワ
貴

族
が
訓
古
学
的
解
釈
に
埋
没
す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
が
提
供
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
精
神
」
の
喪
失
が
「
形
式
」
の
完

(31) 

成
を
促
し
た
の
で
あ
り
そ
れ
は
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開
始
を
意
味
し
た
。

こ
の
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
す
る
範
囲
は
、
植
民
地
官
僚
と
し
て
調
達
さ
れ
た
貴
族
層
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
集
団

p
a
n
-

と
し
て
、

イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
を
自
ら
絶
え
ず

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

を
行
使
し
え
な
く
な
り
、

w
a
h
j
u

を
失
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ジ
ャ
ワ
に
あ
ま
ね
く
存
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以
上
に
述
べ
た
状
況
を
オ
ラ
ン
ダ
は
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
伝
来
の
宮
廷
官
吏
を
植
民
地
官
僚
と
し
て
動
員
し
、
彼
ら
を
し
て

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d
 
(
実
務
的
）
に
熱
帯
農
産
物
を
輸
出
す
る
た
め
の
土
地
と
労
働
力
の
調
達
に
当
た
ら
し
め
、

や
擬
制
と
化
し
た
正
統
性
原
理
が
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
入
る
こ
と
を
坐
視
し
、
時
に
し
ば
し
ば
促
進
し
(
O
r
a
n
j
e

に

代
表
さ
れ
る
貴
族
称
号
の
授
与
）
、
そ
の
全
体
系
を
上
か
ら
包
摂
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
、

式
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
式
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
体
制
が
、

こ
の
官
僚
国
家
に
お
い
て
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の
パ
ー
ト
ナ

ー
は
オ
ラ
ソ
ダ
小
市
民
社
会
に
対
応
す
る
形
で
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

ま
た
、
こ
の
。ハ
ー
ト
ナ
ー
は
オ
ラ
ソ
ダ
女
王
に
収
倣
す
る
オ
ラ
ソ
ダ
の
貴
族
社
会
と
同
様
の
洗
練
さ
れ
た
形
式
性
を
備

え
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
「
い
ま
や
西
洋
化
し
つ
つ
あ
る
ジ
ャ
ワ
の
貴
族
社
会
」
（
フ
ル
フ
ロ
ー
ニ
ェ
）
こ
そ
、
こ
れ
ら
二
つ
の

条
件
に
見
事
に
か
な
う
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
ワ
貴
族
が
ジ
ャ
ワ
社
会
i

そ
こ
に
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
「
土
民
」

し
め
い
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
ー
か
ら
、
実
質
的
に
は
切
断
さ
れ
な
が
ら
形
式
的
に
は
「
土
民
」
に
対
し
て
＾
＾
v
o
l
k
s
h
o
o
f
d
"

(36) 

オ
ラ
ソ
ダ
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

（民
草
の
長
）
と
し
て
臨
む
と
い
う
こ
と
は
、

「
バ
ン
ド
ラ
の
箱
」
と
し
て
収
納
す
る
こ
と
で
、

望
ま
し
く
、

in l
a
n
d
e
r
s

が
ひ

一
方
、
彼
ら
の
内
部
で
今

オ
ラ
ソ
ダ
に
と
っ
て
、
格
好
の
支
配
の
様

(35) 

オ
ラ
ン
ダ
式
官
僚
国
家

B
e
a
m
b
t
e
n
s
t
a
a
t
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

オ
ラ
ソ
ダ
は
、
「
い
ま
や
西
洋
化
し
つ
つ
あ
る
貴
族
社
会
」
（
原
住
民
官
僚
群
）
の
外
に
あ
る
社
会
を
構
造
的
に
封
印
し
こ
れ
を

(37) 

オ
ラ
ン
ダ
ヘ
の
脅
威
を

一
掃
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
こ
こ
に
成
立
し
た
社
会
が

〈
二
重
社
会
〉
で
あ
り
、
「
倫
理
政
策
」
の
本
質
の
ひ
と
つ
は
こ
の
成
立
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

オ
ラ
ソ
ダ
は
言

a
b
a
n
g
a
n
 

語
と
種
族
の
差
異
に
も
と
づ
く
空
間
的
な
分
割
支
配
（
こ
の
差
異
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
否
か
と
い
う
宗
教
的
差
異
が
し
ば
し
ば
加

(38
)
 

重
さ
れ
る
）
、
プ
リ
ヤ
イ
層
の
西
洋
化
と
い
う
構
造
的
な
分
割
支
配
、
原
住
民
（
こ
れ
は
ベ
ン
ダ
に
よ

っ
て
ア
バ
ソ
ガ
ン

と
規
定
さ
れ
て
い
る
）
の
封
印
と
い
う
構
造
的
な
分
割
支
配
、
と
い
う
多
重
の

ĉ
divide
a
n
d
 rule
：̂
を
植
民
地
で
実
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
植
民
地
的
秩
序
と
安
寧
」

0
r
d
e
e
n
 rust

を
図

っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
多
様
な
二
重
性
に
貫
か
れ
た
体
制
で
あ
っ
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こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
あ
ま
ね
く
存
在
す
る
k
a
s
e
k
t
e
n

を
収
攪
し
て
そ
れ
を
秩
序
づ
け
る

g
u
s
t
i

は、

し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ
ロ
戦
争
以
降
、
中
東
部
ジ
ャ
ワ
の
農
村
で
さ
ま
ざ
ま
な

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
節
で
述
べ
た
ム
ル
ト
ノ
の
い
う
ス
ラ
カ
ル
タ
王
パ
ク
・
ブ
オ
ノ
一

0
世
の
エ
ピ
ソ
ー

g
u
s
t
i

が
実
は
、
「
羅
刹
」
の
意
を
体
し
、
「
羅
刹
」
の
第
一
の
し
も
べ
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
は
じ
め
て
、

「
秩
序
と
安
寧
」
を
実
現
し
え
た
と
い
う
構
造
を
見
事
に
示
し
て
い
る
。

植
民
地
官
僚
制
の
成
立

ま
っ
た
＜
消
滅

オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
植
民
地
化
が
ジ
ャ
ワ
の
内
陸
部
（
本
来
の
ジ
ャ
ワ
と
さ
れ
て
い
る
中
ジ
ャ
ワ
お
よ
び
東
ジ
ャ
ワ
の
主
要
部
か
ら

一
六
世
紀
後
半
以
降
ク
ジ
ャ
ウ
ェ
ン
地
域
に
成
立
し
て
い
た
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
領
土
を
次
第
に
蚕
食
し
、

こ
れ
を
会
社
の
所
有
領
に
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
オ
ラ
ン
ダ
王
国
が
会
社
に
代
わ
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
植
民
地
経
営
に
乗

ル
タ
の
中
ジ
ャ
ワ
南
部
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
も
ス
ラ
カ
ル
タ
地
域
を
領
有
す
る
ス
ラ
カ
ル
タ
王
家
お
よ
び
マ
ン
ク
ヌ
ガ
ラ
王
家
並
び

に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
域
を
領
有
す
る
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
王
家
お
よ
び
。ハ
ク
・
ア
ラ
ム
王
家
の
四
王
家
に
分
立
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
四
王
家
は
い
ず
れ
も
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
王
家
か
ら
分
立
し
た
も
の
で
そ
れ
ぞ
れ
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
後
裔
を
自
認
し
て

い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
こ
れ
ら
の
四
王
家
の
領
有
地
を
「
王
侯
領
」

v
o
r
s
t
e
n
l
a
n
d
e
n

と
称
し
た
。

り
出
す
一
九
世
紀
以
降
も
続
い
た
。
そ
の
結
果
、

一
九
世
紀
の
前
半
に
は
、

マ
タ
ラ
ム
王
国
は
ス
ラ
カ
ル
タ
お
よ
び
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ

ン
ド
会
社

v
.o
.c
.
は、

な
る
い
わ
ゆ
る
ク
ジ
ャ
ウ
ェ
ン

k
e
d
j
a
w
e
n

地
域
）

に
拡
大
し
は
じ
め
る
の
は
、

一
八
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ラ
ソ
ダ
東
イ

ド
は
、
現
実
の

ラ
ト
ゥ
・
ア
デ
ィ
ル
運
動
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
現
実
の

g
u
s
t
i

が

g
u
s
t
i

と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
真
正
の

g
u
s
t
i

が
求
め
ら
れ

こ
。
キ
ー
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そ
れ
は
、
「
海
の
植
民
地
化
」
を
も
た
ら
し
た
）
。

ス
ラ
バ
ヤ
の

に
意
を
用
い
た
。

農
産
物
の
収
奪
と
い
う
基
本
的
性
格
は
不
変
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

一
般
的
に
い
え
ば
直
轄
領
と
「
王
侯
領
」
と
を
問
わ
ず
、
オ
ラ

物
の
品
目
は
、

一
九
世
紀
ま
で
の
香
辛
料
（
丁
字

・
胡
椒
）
、

一
九
世
紀
半
ば
を
。
ヒ
ー
ク
と
す
る
コ
ー
ヒ
ー
、

一
九
世
紀
中
葉
か
ら

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
以
来
の
植
民
地
支
配
機
構
は
、
熱
帯
農
産
物
を
世
界
市
場
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
を
獲
得
す

（
団
）

る
と
い
う
、
本
質
的
に
商
業
資
本
的
な
植
民
地
経
営
を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
の
機
構
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
た

め
に
土
地
と
労
働
力
を
調
達
す
る
と
い
う
機
能
が
植
民
地
機
構
の
中
枢
を
な
し
て
い
た
。
植
民
地
経
営
の
対
象
と
な
る
主
要
な
農
産

―1
0世
紀
前
半
に
か
け
て
の
砂
糖
、
そ
し
て
二

0
世
紀
前
半
に
は
じ
ま
る
ゴ
ム
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
時
々
の
世
界
市
場
の
状
況
を

反
映
し
て
変
遷
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
土
地
と
労
働
力
の
調
達
と
そ
れ
を
通
じ
て
の

ン
ダ
は
、
土
地
と
労
働
力
と
を
、
最
小
コ
ス
ト
で
調
達
す
る
こ
と
に
鹿
心
し
た
。
そ
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
政
策
は
、
伝
来
の
統
治

機
構
を
湿
存
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
植
民
地
政
府
自
体
が
自
前
の
官
僚
制
度
を
作
り
上
げ
こ
れ
を
機
能

さ
せ
る
こ
と
を
極
力
節
約
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
間
接
統
治
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
そ
の
具
体
化
で
あ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
は
そ
の
一
方
で
、
熱
帯
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
惜
し
ま
ず
資
本
を
投
下
し
た
。
農
産
物
の
市
場
価
値

は
、
世
界
市
場
の
需
給
の
状
況
に
応
じ
て
、
す
み
や
か
に
必
要
な
量
が
調
達
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
か
か
っ
て
い
た
か
ら
、
植

民
地
経
営
は
、
内
陸
の
運
搬
ル
ー
ト
（
道
路
・
鉄
道
）
の
開
発
、
外
洋
航
路
の
貨
物
船
用
の
港
湾
の
開
発
、
貨
物
船
の
改
良
と
開
発

一
方
、
農
産
物
を
貯
蔵
可
能
で
大
巌
運
搬
に
適
す
る
も
の
に
加
工
す
る
た
め
の
半
処
理
工
場
の
設
置
と
随
時
積
荷

を
可
能
と
す
る
た
め
の
一
大
倉
庫
群

g
u
d
a
n
g

の
建
設
に
も
多
く
の
資
本
が
投
下
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
を

世
界
市
場
と
直
結
さ
せ
る
た
め
の
貿
易
路
を
オ
ラ
ン
ダ
は
完
全
に
掌
握
し
た
の
で
あ
る
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
海
域
に
関
し
て
み
れ
ば
、

こ
う
し
て
、
ジ
ャ
ワ
に
は
網
の
目
の
よ
う
な
道
路
・
軽
便
鉄
道
・
鉄
道
が
開
通
し
、

バ
タ
ヴ
ィ
ア
、

ス
マ
ラ
ン
、
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れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、

粉
砕
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

を
極
力
利
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
官
僚
群
は
貴
族

•••• pnJaJ1 

大
港
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
他
に
も
中
小
の
都
市
（
代
表
的
に
は
、
西
ジ
ャ
ワ
の
チ
レ
ボ
ン
、
中
ジ
ャ
ワ
の
ク
ラ
テ
ン
、
東
ジ
ャ
ワ
の

マ
ラ
ン
）
が
あ
る
い
は
補
助
港
と
し
て
あ
る
い
は
物
資
の
集
散
地
と
し
て
重
要
な
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

こ
の
時
期
は
ま
た
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
と
い
う
植
民
地
の
空
間
的
な
設
定
が
完
了
す
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
ス
マ
ト
ラ
の
北
端
か
ら

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
大
島
の
半
ば
に
至
る
東
西
五
千
キ
ロ
南
北
二
千
キ
ロ
の
広
大
な
海
域
と
島
嶼
と
が
オ
ラ
ン
ダ
の
支
配
下
に
帰
す
こ
と

に
な
っ
た
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

認
し
な
が
ら
、

オ
ラ
ン
ダ
は
土
地
と
労
働
力
の
調
達
に
関
し
て
は
、

に
お
い
て
、

gusti

と
の
間
に

p
a
t
r
o
n
,
c
l
i
e
n
t

の
関
係
を
成
立
さ
せ
て
い
る
社
会
層
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
い
う
ま
で
も
な
く
先
の
支

配
ー
被
支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
主
要
な
消
費
者
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
次
の
二
つ
の
重
要
な
修
正
を
施
し
た
う
え
で
こ
の
官

僚
群
を
植
民
地
官
僚
と
し
て
調
達
し
た
。

、

・

―
つ
は

gustI

う
そ
の
「
権
威
」
を
あ
く
ま
で
も
承
認
し
、

の
身
分
を
世
襲
し
た
宮
廷
官
僚
で
あ
り
、
す
で
に
み
た
よ
う
な
観
念
体
系

に
つ
い
て
は
、
彼
が

K
a
w
u
l
a
,
G
u
s
t
i

の
頂
点
に
立
つ
者
で
あ
る
と
い

ま
た
、
宮
廷
官
僚
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
が
貴
族
で
あ
る
と
い
う
そ
の
伝
来
の
身
分
を
承

し
か
し
、
そ
れ
が
植
民
地
支
配
と
物
理
的
に
衝
突
す
る
な
ら
ば
、

マ
タ
ラ
ム
王
国
の
支
配
層
が
、

オ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
基
本
的
な
「
枠
」
を
与
え
ち
れ
、
こ
の
枠
の
内
部
に
封
印
さ

第
二
の
修
正
は
、
こ
の
官
僚
群
の
機
能
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
こ
の
伝
来
の
官
僚
群
を
、

民
地
官
僚
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
彼
ら
に
対
し
て
必
要
最
低
限
の
技
術
移
転
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

況
は
前
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
に
か
け
て
著
し
く
進
展
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
軍
事
力
に
よ
っ
て
そ
れ
を
徹
底
的
に

オ
ラ
ン
ダ
の
植

オ
ラ
ン
ダ
語
を
理
解

マ
タ
ラ
ム
王
国
下
で
成
立
し
て
い
た
家
産
官
僚
制
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式
の
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
唯
一
の
消
費
者
と
し
て
位
置
、
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

オ
ラ
ソ
タ
の
ジ
ャ
ワ
支
配
の
様
式
を
特
徴
、
つ
け
て
い
た
実
務
性

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d

と
こ
の

「
実
務
性
」
を

基
本
精
神
と
し
て
成
立
し
て
い
た
（
オ
ラ
ン
ダ
式
）
官
僚
国
家
に
お
い
て
、
伝
来
の
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
貴
族
層
は
、
こ
の
支
配
の
様

(1) 

民
族
主
義
成
立
の
前
提

第
四
節
人
民
運
動

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
r
a
k
j
a
t
 

す
る
技
術
、
文
書
を
作
成
し
文
書
で
伝
達
す
る
技
術
、
そ
し
て
、
も
の
ご
と
の
処
理
を
「
そ
の
こ
と
が
ら
に
即
し
て
」

z
a
k
e
l
i
 
j
k
h
e
i
d
 

こ
の
よ
う
な
調
達
の
方
法
に
よ
っ
て
、

オ
ラ
ン
ダ
は
植
民
地
経
営
の
コ
ス
ト
を
極
力
押
え
る
と
と
も
に
、
植
民
地
的
な
秩
序
と
安

寧

o
r
d
e
e
n
 r
u
s
t

を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
成
立
し
た
「
国
家
」
が

B
e
a
m
b
t
e
n
s
t
a
a
t
(
オ
ラ
ン
ダ
的
官
僚
国
家
）

と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

官
吏

b
e
a
m
b
t
e

が
国
を
統
べ
る
と
い
う
点
で
行
政
権
が
優
越
し
た
、
効
率
の
良
い
体
制
を
意

味
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
現
出
し
た
「
秩
序
と
安
寧
」
が
、

オ
ラ
ン
ダ
的
な

"
o
r
d
e
e
n
 r
u
st
"

で
あ
る
と
と
も
に
ジ
ャ
ワ
的
な

^^ta
t
a
,
t
e
n
t
r
e
m
"

で
も
あ
る
と
い
う
二
重
性
を
オ
ラ
ソ
ダ
側
が
強
調
し
た
こ
と
も
意
味
し
た
。
こ
の
体
制
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る

こ
と
が
ら
が
実
務
的

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d

に
処
理
さ
れ
、
そ
れ
が
支
配
の
正
統
性
に
か
か
わ
る
と
い
う
意
味
で
政
治
化
す
る
こ
と
は
あ
り

え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
後
に
生
ず
る
さ
ま
ざ
ま
の
民
族
運
動
も
、
司
直
と
警
察
に
よ
っ
て
「
実
務
的
に
」
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

(

4

0

)

 

で
あ
る
。倫

理
政
策
と
貴
族
層
の
対
応

行
な
う
と
い
う
技
術
で
あ
っ
た
。
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の
イ
デ

し
か
し
、
植
民
地
支
配
と
い
う
状
況
は
こ
の
間
の
事
情
に
次
の
二
つ
の
要
素
を
つ
け
加
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
事
態
は
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
第

一
の
要
素
は
す
で
に
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
現
存
の

（
こ
れ
は

「
王
侯
領
」
の
四
王
家
の
王
と
そ
の
王
宮
を
意
味
す
る
）
は
明
ら
か
に

g
u
s
t
i
 

で
は
あ
り
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

g
u
s
t
i

と
し
て
の
制
度
的
な
位
置
を
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
た

的
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
圧
倒
的
に
優
位
な
軍
事
力
に
支
え
ら
れ
た
現
存
の

g
u
s
t
i

を
オ
ラ
ソ
ダ
と
も
ど
も
打
倒
し
な
い
か
ぎ
り
、
新
た

の
下
で
の
真
正
の
秩
序
と
安
寧
は
実
現
し
え
な
い
と
い
う
課
題
を
担
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

第
二
の
要
素
は
、

^
^
E
t
h
i
s
c
h
e
p
o
l
i
t
i
e
k
"

(「
道
義
政
策
」
な
い

し
「
倫
理
政
策
」
）
と
呼
ば
れ
る
二

0
世
紀
初
頭
に
開
始
さ
れ
た
植

民
地
政
策
と
関
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
こ
の
政
策
は
要
約
し
て
述
べ
れ
ば
、
二
つ
の
側
面
を
有
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
、
「
土
地

と
労
働
力
の
調
達
」
の
範
囲
を
空
間
的
に
拡
大
し
構
造
的
に
深
化
さ
せ
る
た
め
に
、
植
民
地
官
僚
制
を
拡
大
・
整
備
す
る
と
と
も
に

そ
の
支
配
構
造
を
「
草
の
根
」
の
末
端
に
ま
で
及
ぼ
す
と
い
う
側
面
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
植
民
地
支
配
の
中
核
を
な
す
オ
ラ
ソ
ダ

植
民
地
内
務
省

B
i
n
n
e
n
l
a
n
d
s
c
h
B
e
s
t
u
u
r
 

な

g
u
s
t
i

(
4
1
)
 

、こ。

て
し

t

真
正
の

の
強
化
と
整
備
を
根
幹
と
し
、
こ
の
内
務
省
に
対
応
す
る
形
で
、
従
来
の
「
原
住
民
貴

族
官
僚
」

p
a
n
g
r
e
h
p
r
a
d
j
a

に
加
え
て
、
新
た
に
多
歳
の
「
土
民
官
吏
」

i
n
h
e
e
m
s
c
h
e

a
m
b
t
e
n
a
r
e
n
 
を
植
民
地
官
僚
と
し
て
調
達

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
同
じ
貴
族
層
に
属
し
な
が
ら
従
来
の
官
僚
層
よ
り
さ
ら
に
出
自
の
低
い
貴
族
に
、

(42) 

ソ
ダ
語
の
読
み
・
書
き
・
話
す
技
術
を
得
る
機
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
政
策
が
有
し
て
い
た
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
は
、
そ
れ
が
「
白
人
の
責
務
」
の
オ
ラ
ソ
ダ
的
表
現
と
し
て
機
能
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と
ョ
ー
ロ
ッ
。
ハ
近
代
精
神
の
伝
道
を
甚
軸
と
す
る
「
伝
道
精
神
」
が
、
「
倫
理
政
策
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
新
た
な

g
u
s
t
i

を
求
め
る
運
動
が
、
精
神
的
に
は
そ
の
活
力
を
喪
失
し
た
、

オ
ラ

し
か
し
現
実

w
a
h
j
u
 
を
喪
失
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
も
は
や
g
u
s
t
i
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「
新
し
い
時
代
の
新
し
い
運
動
」
に
敵
意
を
示

オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
誇
ら
か
に
掲
げ
ら
れ
、
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
詩
句
が
東
西
の
融
和
を
め
ざ
す
理
想
と
し
て
愛
唱
さ
れ
る
と
い
う
雰
囲

(
43
)
 

気
が
そ
こ
に
は
見
出
さ
れ
た
。
原
住
民
社
会
の
「
発
展
」
、
原
住
民
社
会
の
「
覚
醒
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
時
代
は
、
＾
＾
E
t
h
i
s
c
h
e
、

politiek
"

の
時
代
で
あ
り
、
植
民
地
支
配
の
側
の
時
代
精
神
は
「
発
展
」
＾
＾
o
n
t
w
i
k
k
e
l
i
n
g
"

と
い
う
語
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

(

4

4

)

 

て
西
洋
式
の
初
等
中
等
教
育
と
高
等
専
門
教
育
の
機
関
が
そ
の
発
展
の
指
標
と
し
て
主
要
な
政
策
目
標
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
「
倫
理
政
策
」
の
下
で
、

M
a
n
u
n
g
g
a
l
 K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

は、

ジ
ャ
ワ
の
貴
族
層
は
、
先
の
ジ
ャ
ワ
文
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
の
関
連
に
お
い
て
み
た
場
合

に
、
二
様
に
分
岐
し
た
。
そ
の
分
岐
の
仕
方
は
必
ず
し
も
、
尖
鋭
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
分
れ
方
で
あ
っ
た
。

M
a
n
u
n
g
g
a
!
 K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

と
い
う
観
念
の
イ
ソ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ソ
を
ひ
た
す
ら

オ
ラ
ン

ダ
的
な
「
秩
序
と
安
寧
」
＾
＾
o
r
d
e
e
n
 rust
"
'.か
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
実
現
し

、
、
、
、

て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
原
住
民
官
僚
群
は
、
「
倫
理
政
策
」
の
伝
道
精
神
を
む
し
ろ
忌
避
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
同

じ
傾
向
を
示
し
て
い
た

「
内
務
官
僚
」
の
格
好
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
彼
ら
こ
そ
、
官
僚
国
家

の
枢
要
な
担
い
手
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
彼
ら
は
、
内
務
省
官
僚
と
と
も
に
、

(45
)
 

し
警
戒
を
怠
ら
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
彼
ら
は
オ
ラ
ソ

ダ
語
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
処
世
哲
学
に
稗
益
す
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、

き
わ
め
て
積
極
的
に
対
応
し
た
。

住
居
・
服
装
•
生
活
様
式
（
食
事
の
作
法
、
食
事
内
容
、
等
）
・
交
際
等
の
日
常
生
活
の
レ
ベ
ル

で
、
オ
ラ
ン

ダ
市
民
の
生
活
の
ス
タ
イ
ル
が
彼
ら
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
家
庭
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
と
ジ
ャ
ワ
語
が
均
等
に
用
い
ら
れ

(46
)
 

る
に
い
た
っ
た
。
彼
ら
は
ま
た
、
オ
ラ
ン

ダ
人
に
対
し
て
、
ジ
ャ
ワ
の
文
化
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
い
う
、
文
化
伝
達
者
の
役
割
を

も
果
た
し
た
。
こ
の
場
合
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
間
に
、
共
嗚
関
係
を
生
じ
さ
せ
た
の
は
、

ジ
ャ
ワ
文
化
を
神
智
学
（
霊
智
学
）
の
文

推
進
す
る
方
向
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
官
吏
と
し
て
忠
勤
す
る
こ
と
が

gusti
に
仕
え
る
こ
と
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
て
い
た
。
ま
た

第
一
は
、
前
節
で
述
べ
た
君
臣
帰
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分
野
で
あ
っ
て
、
「
倫
理
政
策
」
が
生
み
出
し
た
職
域
で
あ
っ
た
。

脈
で
説
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
神
智
学
は
、
今
世
紀
初
頭
の
オ
ラ
ン
ダ
で
著
し
い
発
展
を
み
せ
て
い
た
と
い
う
が
、
神
智
学
と

い
う
白
人
起
涸
の
「
普
遍
主
義
的
宗
教
観
」
は
、
ジ
ャ
ワ
文
化
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
と
称
さ
れ
る
も
の
を
了
解
す
る
の
に
格
好
の

(
4
7
)
 

水
路
を
形
成
し
た
。
ジ
ャ
ワ
貴
族
官
僚
と
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
官
僚
と
は
、
こ
の
よ
う
な
共
嗚
関
係
を
て
こ
に
し
て
、
民
族
、
国
家
、

支
配
ー
被
支
配
と
い
う
命
題
を
欠
落
さ
せ
た
ま
ま
、
相
互
に
理
解
し
合
う
と
い
う
道
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
民
族
、
国

家
、
支
配
ー
被
支
配
と
い

っ
た
こ
と
が
ら
は
、
文
字
ど
お
り
、
「
わ
が
こ
と
に
非
ず
」
＾
＾
Itu
b
u
k
a
n
 u
r
u
sa
n
 k
a
m
i
"
と
な
り
え
た
ば

(48) 

か
り
で
な
く
、
神
智
学
は
積
極
的
な
支
配
の
正
当
化
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
さ
え
し
た
。

二

0
世
紀
の
植
民
地
官
僚
（
オ
ラ
ン
ダ
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
問
わ
ず
）
の
中
に
は
、

多
く
の
神
智
学
協
会
員
な
い
し
フ
リ
ー

(49) 

メ
ー
ソ
ン
の
会
員
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
上
の
よ
う
な
事
情
に
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
そ
こ

で
ジ
ャ
ワ
人
官
僚
は
、
神
智
学
の
秘
義
に
慕
い
寄
る
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
し
て
、
か
り
そ
め
の
優
越
感
を
味
わ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
第
一
の
方
向
を
体
現
し
て
い
た
ジ
ャ
ワ
人
官
僚
群
を
、

れ
た
。
こ
れ
を
、

さ
し
当
り
「
制
度
内
プ
リ
ャ
イ
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
よ
う
な
「
制
度
内
プ
リ
ャ
イ
」
に
対
し
て
、
「
倫
理
政
策
」
の
時
代
に
は
、
第
二
の
方
向
性
を
示
す
プ
リ
ヤ
イ
も
生
み
出
さ

(
5
0
)
 

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
規
定
を
援
用
し
て
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
次
節
以
下
で
述
べ
る
。
ま
た
、

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
と
は
先
に
定
義
し
た
ジ
ャ
ワ
の
イ
ン

こ
の
プ
リ
ヤ
イ
は
出
自
か
ら
言
え
ば
「
制
度
内
プ
リ
ャ
イ
」
よ
り
も
低
い
家
系
の
出
身
者
で
あ
る
か
、
弱
小
な
「
王
侯
」
家
系
で

(51) 

あ
る
。
ハ
ク
・
ア
ラ
ム
家
出
身
の
プ
リ
ヤ
イ
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
植
民
地
官
僚
と
な
る
よ
り
は
医
師
、
弁
護
士
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

な
ど
の
自
由
業
を
な
り
わ
い
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
職
業
も
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
職
業
と
し
て
成
立
し
た

テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
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先
の
「
制
度
内
プ
リ
ャ
イ
」
が
オ
ラ
ン
ダ
内
務
省
官
僚
の
。
ハ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
の
に
ひ
き
か
え
、
こ
れ
ら
の
プ
リ
ヤ
イ
は
「
倫

理
政
策
」
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
カ
ウ
ソ
タ
ー
・
パ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
①
ジ
ャ
ワ
以
外
の
す
べ
て
の
世
界
に
つ
い
て
、

を
ジ
ャ
ワ
語
で
表
現
す
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
る
）
、
②
そ
れ
と
は
逆
に
ジ
ャ
ワ
文
化
に
つ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
表
現
し
、

そ
の
場
合
、
伝
達
す
る
内
容
と
そ
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
共
通
し
て
い
た
こ
と
は
彼
ら
が
先
の
「
制
度
内
プ

リ
ャ
イ
」
と
異
な

っ
て
ジ
ャ
ワ
貴
族
文
化
の
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
か
ら
脱
す
る
と
同
時
に
、

官
僚
国
家
そ
の

こ
れ
は
、

ジ
ャ
ワ
文
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
即
し
て
み
れ
ば
、
彼
ら
が
現
実
の
王

gusti

と
こ
れ
を
支
え
る
オ
ラ
ソ
ダ
植
民
地
権
力

を
対
象
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
を

p
a
n
d
i
t
a

の
立
場
に
置
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
場
合
に

彼
ら
が
伝
統
的
な

p
a
n
d
i
t
a

と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
た
点
は
、
民
族
、
国
家
、
領
域
と
い
う
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
観

念
が
彼
ら
の
主
要
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
観
念
を
ジ
ャ
ワ
社
会
に
伝
達
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ

こ
の
よ
う
な
任
務
を
果
た
し
た
プ
リ
ヤ
イ
は
、
パ
ク
・
ア
ラ
ム
家
出
身
の
プ
リ
ヤ
イ
を
中
心
と
す
る
青
年
貴
族
の
一
群
で
あ
り
、

彼
ら
の
思
想
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
一

0
年
代
末
ま
で
は
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
で
あ
り
、
一
九
二

0
年
代
以
降
は
タ
マ
ン
・

シ
ス
ワ
で
あ
っ
た
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

一
方
で
真
正
の

ジ
ャ
ワ
社
会
に
伝
達
す
る
と
と
も
に
（
オ
ラ
ソ
ダ
語
で
獲
得
し
た
知
識

ジ
ャ
ワ

の
観
念
を
解
体
し
た

gusti

を
追
究
す
る
こ
と
が
、
現
在
の
体
制
を
全
面
的
に
打
倒
す
る
こ
と
を
意
味

の
ち
に
、
再
構
成
し
な
お
す
こ
と
、
そ
れ
が
彼
ら
の
任
務
で
あ
っ
た
。

ら
を
包
含
す
る
ジ
ャ
ワ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
、
現
存
す
る
擬
制
と
し
て
の
．
＾
M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 Ian 
G
u
st
i
 

も
の
を
外
在
化
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

人
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
双
方
に
そ
れ
を
伝
達
す
る
、
と
い
う
機
能
を
果
た
し
た
。
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第一章 クビジャク サナアン概念

し
、
他
方
で
「
倫
理
政
策
」
が
二
様
の
プ
リ
ャ
イ
を
生
み
出
し
、
そ
の
う
ち
の
一
群
の
プ
リ
ヤ
イ
は
新
し
い

課
題
を
担
っ
た

p
a
n
,

dita

を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
二

0
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
「
政
治
と
文
化
」
を
め
ぐ
る
状
況
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

(
52
)
 

以
上
①
で
述
べ
て
き
た
状
況
は
、
次
の
よ
う
な
諸
条
件
に
基
づ
い
て
成
立
し
て
い
た
。

領
域
の
確
定

(
5
3
)
 

ジ
ャ
ワ
の
王
権
概
念
で
中
軸
を
な
し
て
い
る
の
が
王
と
王
宮
と
い
う
〈
中
心
〉
で
あ
る
の
と
対
照
的
に
、

植
民
地
権
力
の
核
心
を
な
す
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
権
力
の
お
よ
ぶ
空
間
的
範
囲
へ
の
執
着
、
領
域
の
確
定
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
二

0
世
紀
初
頭
に
は
蘭
領
東
イ
ン
ド
と
い
う
領
域
が
明
確
に
厳
然
と
存
在
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
全
体
の
面

積
と
人
口
が
数
字
で
表
現
さ
れ
、
そ
れ
は
さ
ら
に
行
政
区
画
に
細
分
さ
れ
お
の
お
の
の
行
政
区
画
も
ま
た
数
量
的
に
表
現
さ
れ
た
。

(
54) 

こ
こ
で
は
、

〈
中
心
〉
の
権
力
は
そ
れ
が
お
お
う
〈
外
縁
〉
の
量
的
表
現
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。

植
民
地
支
配
、
こ
と
に
倫
理
政
策
期
の
植
民
地
支
配
は
、
行
政
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
確
立
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
サ
ブ
・
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
セ
ン
タ
ー
を
作
り
出
し
た
。
そ
れ
が
も
っ
と
も
顕

著
に
示
さ
れ
た
の
は
、
植
民
地
政
府
の
運
営
す
る
教
育
機
関
の
求
心
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
教
育
機
関
は
、
そ
れ
ま
で
の
寄
宿
塾
と
ま

っ
た
＜
性
格
を
異
に
し
て
い
た
。
第
一
に
は
、
そ
れ
ら
は
政
府
の
官
僚
を
調
達
す
る
た
め
の
養
成
所
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
そ
こ
で

は
世
俗
教
育

s
e
c
u
l
a
r
e
d
u
c
a
t
i
o
n

が
旨
と
さ
れ
た
。
第
二
に
「
教
育
の
普
及
」
は
倫
理
政
策
の
正
統
性
を
証
し
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
「
土
地
と
労
働
力
の
調
達
」
の
た
め
の
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
抑
え
て
き
た
従
来
の
政
策
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
に
と

っ
て
大
変
革
で
あ
り
、
教
育
機
関
は
地
方
の
中
小
都
市
、

オ
ラ
ン
ダ
が
開
発
し
た
大
都
市
に
、
「
倫
理
政
策
」
を
誇
示
す
る
も
の
と

し
て
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
植
民
地
の
諸
学
校
は
、
植
民
地
政
策
の
道
義
性
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と
が
ら
は
、
教
育
機
関
が
、
目
に
み
え
る
形
で
社
会
の
た
だ
な
か
に
設
置
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
地
方

②
行
政
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
確
定

①
 

(2) 

「
外
緑
」
の
成
立
ー
民
族
主
義
成
立
の
前
提

65 



の
中
小
都
市
か
ら
パ
タ
ヴ
ィ
ア
ヘ
収
倣
す
る
形
で
次
第
に
高
等
教
育
へ
と
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
求
心
性
と
ヒ
エ
ラ

ル
キ

ー
と
は
、
教
育
機
関
だ
け
で
な
く
、
行
政
機
構
全
体
に
わ
た
っ
て
確
立
し
た
。
事
務
所
が
カ

ソ
ト
ー
ル

k
a
n
t
o
o
r

と
い
う
オ
ラ
ソ

ダ
語
と
と
も
に
、

①
で
述
べ
た
植
民
地
の
全
領
域
に
ゆ
き
わ
た
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
、
中
央

(55) 

事
務
所

h
o
o
f
d
k
a
n
t
o
o
r
,
k
a
n
t
o
r
 
p
u
s
a
t

の
あ
る
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
収
叙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
こ
と
は
、

①
で
述
べ
た
こ
と
が
ら
と
あ
い
ま
っ
て
、
二

0
世
紀
初
頭
以
降
の
蘭
領
東
イ
ソ
ド
が
、
そ
の
明
確
な

〈
外
周
〉

の
設
定
に
よ

っ
て
成
立
す
る
と
同
時
に
、
〈
外
周
〉
と
〈
中
心
〉
が
植
民
地
行
政
機
構
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ

ー
に
よ

っ
て
結
合
さ
れ
た
と

く
ゆ
き
渡
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
法
（
法
の
効
力
）
は
必
ず
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
、
植
民

地
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
と
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
拡
大
を
要
請
す
る
こ
と
が
ら
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
整
備
拡

大
は
、
植
民
地
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
、
前
世
紀
後
半
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
道
路

・
鉄
道

・

通
信
網
が
著
し
く
拡
充
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
、

オ
ラ
ン
ダ
本
国
と
植
民
地
を
結
ぶ
通
信
網
も
次
第
に
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
交
通
・
通
信
網
は
新
し
い
情
報
を
伝
達
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
も
機
能
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
を
解
す
る
住
民

の
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
オ
ラ

ン
ダ
語
の
書
籍

・
新
聞
雑
誌
に
対
す
る
需
要
も
当
然
増
加
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
籍
を
応
接
室

の
戸
棚
に
飾
る
こ
と
が
プ
リ
ヤ
イ
の
ス
テ
ー

タ
ス

・
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
中
心
で
は
な
か
っ
た

か
ら
、 ③

 
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ッ
等
の
当
時
の
大
国
の
文
物
・
思
想
が
、

き
た
。
オ
ラ
ン
ダ
自
身
、

オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
じ
て
ま
ん
べ
ん
な
く
流
入
し
て

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
い
て
も

っ
と
も
国
際
化
し
て
い
る
民
族
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
各
国
の
思
想
・
文
物
に
関

(56) 

す
る
博
引
労
証
的
な
知
的
傾
向
を
示
し
て

い
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
拍
車
を
か
け
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
は
、
先
に
述
べ
た

「
情
報
の
開
放
系
」
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
重
化
」

い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。

領
域
が
確
定
さ
れ
、
こ
の
領
域
内
に
植
民
地
権
力
の
威
令
が
等
し
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④
 

章一
る
と
い
う
状
況
が
現
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第 クビジャクサナアン概念

•
前
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
頭
の
三0
年
代
く
ら
い
ま
で
の
ほ
ぼ
一
世
代
に
及
ぶ
や
や
広
い
範
囲
の
時
間
帯
を
と
っ
て
み
た
場
合
に
、

以
上
に
述
べ
た
情
報
網
に
よ
っ
て
植
民
地
に
伝
達
さ
れ
、
そ
こ
で
程
度
と
質
の
差
は
あ
れ
な
ん
ら
か
の
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
事

実

・
思
想
運
動
は
、
洋
の
東
西
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
、
さ
し
当
り
、
説
明
を
省
い
て
羅
列
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
こ

い
日
本
の
富
国
強
兵
と
日
露
戦
争
、
伺
中
国
の
民
族
主
義
と
孫
文
の
三
民
主
義
、
並
び
に
華
僑
の
民
族
主
義
へ
の
呼
応
、
い
汎
イ

ス
ラ
ム
主
義

・
イ
ス
ラ
ム
近
代
主
義
、
日
青
年
ト
ル
コ
党
と
ト
ル
コ
の
近
代
化
、
紺
イ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
こ
と
に
ス
ワ

ラ
ジ

・
ス
ワ
デ
シ
の
運
動
と
ガ
ン
ジ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
い
第
一
次
大
戦
後
の
「
民
族
自
決
主
義
」
、
こ
と
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
独
立
運
動
、
伯
オ
ラ
ン
ダ
の
社
会
民
主
主
義
、
例
ロ
シ
ア
革
命
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
成
立
、
国
際
共
産
主
義
運
動
、
例
「
西
洋
の
没

落
」
思
想
と
こ
れ
に
軌
を
一
に
す
る
東
洋
（
こ
と
に
イ
ン
ド
）
回
帰
主
義
、
そ
の
顕
在
化
と
し
て
の
タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
お
よ
び
神
智

学
T
h
e
o
s
o
p
h
y
0

以
上
の
う
ち
、
い
か
ら
呂
ま
で
を
除
け
ば
（
い
は
複
数
の
言
語
、
回
は
中
国
語
と
マ
レ
ー
語
、
い
は
ア
ラ
ビ
ア
語
と
マ
レ

ー
語、

⇔
は
複
数
言
語
）
、
こ
れ
ら
の
運
動
と
思
想
の
実
情
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
了
解
し
う
る
社
会
層
が
そ
の
情
報
を
ほ
ぼ
独
占
し
、
彼
ら
が

そ
れ
を
あ
ら
た
め
て
植
民
地
社
会
に
伝
達
し
な
お
す
と
い
う
構
造
を
有
し
て
い
た
。

そ
の
こ
と
は
、
限
定
さ
れ
た
社
会
層
が
「
情
報
の
開
放
系
」
を
通
じ
て
多
様
な
モ
デ
ル
を
多
重
に
選
択
し
う
る
と
い
う
条
件
を
備

え
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
事
実、

リ
ン
ガ
・
フ
ラ
ン
カ

モ
デ
ル
は
多
様
で
選
択
肢
は
多
数
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
を
多
重
に
選
択
す

①
か
ら
③
で
述
べ
た
こ
と
が
ら
と
並
ん
で
、
今
世
紀
初
頭
の
植
民
地
の
状
況
を
特
徴
づ
け
た
も
う

と
が
ら
で
あ
る
（
こ
の
順
序
に
と
く
に
意
味
は
な
い
）
。

近
代
的
伝
道
精
神
に
よ
っ
て
積
極
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
。
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れ
て
き
た
プ
リ
ヤ
イ
の
反
応
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

し
て
そ
の
状
況
を
性
格
づ
け
る
う
え
で
の
甚
本
的
な
条
件
で
あ
っ
た
。

ひ
と
つ
の
重
要
な
条
件
は
、

ム
ラ
ュ
語
の
使
用
範
囲
の
拡
大
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

植
民
地
政
府
は
、
オ
ラ
ソ
ダ
語
の
使
用
と
並
ん
で
ム
ラ
ュ
語

b
a
h
a
s
a
M
e
l
a
j
u

を
オ
ラ
ン

ダ
語
の
補
助
言
語
と
し
て
用
い
た
。
植

民
地
官
僚
が
オ
ラ
ン
ダ
語
を
解
し
な
い
人
び
と
と
接
す
る
場
合
に
は
、
多
く
の
場
合
、
こ
の
補
助
言
語
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、

マ
レ
ー
海
峡
、

ジ
ャ
ワ
海
、
南
シ
ナ
海
の
沿
岸
地
方
の
交
易
用
語
、
オ
ラ
ソ
ダ
人
が
原
住
民
の
下
僕
に
命
ず
る
最
低
限
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
っ
た
ム
ラ
ュ
語
は
、
次
第
に
官
僚
機
構
の
内
部
に
浸
透
し
、
こ
の
言
語
で
複
雑
な
意
思
（
た
と
え

ば
、
命
令
文
書
、
訊
問
調
書
な
ど
）
を
伝
え
う
る
オ
ラ
ン
ダ
人
と
ジ
ャ
ワ
人
官
吏
の
数
が
増
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
新
た
な

た
、
ム
ラ
ュ
語
の
文
体
が
、

概
念
が
ム
ラ
ュ
語
の
中
へ
と
り
入
れ
ら
れ
（
そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
オ
ラ
ソ
ダ
語
か
ら
の
借
用
語
の
ム
ラ
ュ
語
化
で
あ
っ
た
）
、

(57) 

オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
体
の
影
響
を
受
け
て
変
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

ま

こ
う
し
て
、
そ
も
そ
も

ム
ラ
ュ
語
を
母
語
と
し
な
い
地
域
、
こ
と
に
ジ
ャ
ワ
島
の
都
市
部
に
お
い
て
ム
ラ

ュ
語
は
次
第
に
共
通
言

語
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
共
通
性
は
オ
ラ
ソ
ダ
語
と
重
な
り
合
う
形
で
形
成
さ
れ
た
が
、
同
時
に
、
世
界
各
地
の
情
報
こ
と
に
植

民
地
各
地
の
情
報
を
伝
達
す
る
用
語
と
し
て
も
機
能
し
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
前
項
で
述
べ
た
四
つ
の
条
件
は
、
二

0
世
紀
の
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
状
況
こ
と
に
民
族
の
形
成
と
民
族
主
義
の
台
頭
に
際

こ
の
よ
う
な
条
件
に
呼
応
し
て
、

ジ
ャ
ワ
で
は
次
の
二
つ
の
反
応
が
生
じ
た
。

第
一
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
倫
理
政
策
」
の
時
期
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ソ
ツ
ィ
ア
」
と
し
て
形
成
さ

一
九

0
八
年
初
め
に
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
を
設
立
し
、

従
来
、

人

民

運

動

そ
の
後
も
、
東
イ
ン
ド
党
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章一
も
し
く
は
、
伝
来
の
生
産
の
場
を
剣
奪
さ
れ
て
い
っ
た
。

第

こ
の
よ
う
な
事
態
は
現
存
の
権
力
が
、
宇
宙
の
主
宰
者
の

クビジャクサナアン概：念

I
n
d
i
s
c
h
e
 
Partij

、
イ
ス
ラ
ム
同
盟

S
a
r
e
k
a
t
I
s
l
a
m

の
指
導
層
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

彼
ら
は
、
植
民
地
の
新
し
い
状
況
と
世
界
政
治
の
新
し
い
動
向
に
敏
感
に
反
応
し
、
民
族
、
国
土
、
領
域
、
主
権
等
々
の
民
族
と

国
家
の
形
成
に
関
す
る
諸
概
念
を
多
様
な
形
で
展
開
し
た
。

こ
こ
で
「
草
の
根
」
と
い
う
の
は
、

か
つ
て
の
マ
タ
ラ
ム
王
国
に
お
け
る

K
a
w
u
l
a
,
G
u
s
t
i

連
鎮
の
末
端
に
連
な
る
農
民
と
農
村

社
会
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
反
応
は
、
「
倫
理
政
策
」
が
農
村
の
末
端
ま
で
及
ぶ
に
従
っ
て
そ
れ
へ
の
抵
抗
と
し
て
生
じ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
民
衆
（
こ
と
に
ジ
ャ
ワ
各
地
の
農
民
）
の
植
民
地
政
府
に
対
す
る
抵
抗
の
動
き
は
、
「
人
民
運
動
」

p
e
r
,

こ
こ
に

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n

と
は
、
植
民
地
政
府
の
権
力
と
正
統
性
を
直
接
に
否
定
す
る
運
動
を
意
味
し
て
い
た
。

民
」
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
は
じ
め
る
の
は
一
九
一

0
年
代
後
半
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時
期
に
ジ
ャ
ワ
の
各
地
で

展
開
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
運
動
の
発
展
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
人
民
運
動
と
い
う
概
念
は
民
族
運
動
の
中

で
形
成
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
、
前
節
ま
で
に
述
べ
て
き
た
ジ
ャ
ワ
の
観
念
構
造
と
の
関
連
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、

"
M
a
n
u
n
g
g
a
l
 
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i
"

の
連
鎖
か
ら
自
ら
を
解
き
放
し
、
植
民
地
権
力
と
一
体

化
し
て
い
る
現
存
の
官
僚
制

(
B
i
n
n
e
n
l
a
n
d
s
c
h
B
e
s
t
u
u
r

と

p
a
m
o
n
g
p
r
a
d
j
a

か
ら
な
る

B
e
a
m
b
t
e
n
s
t
a
a
t
)

を
全
面
的
に
否
定
す

る
動
き
を
示
し
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
攻
撃
目
標
は
、

オ
ラ
ン
ダ
と
同
時
に
ジ
ャ
ワ
人
官
吏
に
も
向
け
ら
れ
た
。

彼
ら
は
、
官
僚
制
と
し
て
具
現
化
し
た
植
民
地
権
力
が
浸
透
す
る
に
と
も
な
っ
て
、

に
導
か
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
自
ら
の
欲
望

p
a
m
r
i
h

の
お
も
む
く
ま
ま
に
致
富
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
も
の
と
し
て
映
じ
た
。

こ
れ
ら
の
「
人
民
」
が
、

か
つ
て
の

g
e
r
a
k
a
n
 
rakjat

と
総
称
さ
れ
た
。

第
二
は
、
「
草
の
根
」
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
反
応
で
あ
っ
た
。

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
 

さ
ま
ざ
ま
な
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
、

rakjat

は
、
「
人
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こ。t
 

植
民
地
官
僚
制
が
創
出
し
て
い
る
「
秩
序
と
安
寧
」
は
、
羅
刹
が
強
行
的
に
維
持
し
て
い
る
「
秩
序
」

(58) 

る
に
い
た
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
た
農
民
は
、
現
存
の
秩
序
維
持
の
原
理
に
拮
抗
す
る
「
抵
抗
の
原
理
」
を
再
発
見
し
、
秩
序
維
持
勢

力
に
抵
抗
し
た
。
こ
の
「
抵
抗
の
原
理
」
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
ら
が
直
接
に
真
正

p
a
n
d
i
t
a

と
感
応
し
、

宙
の
主
宰
者
の
意
思
を
体
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

れ
る
に
い
た
っ
た
背
景
に
も
、
こ
の
よ
う
な

p
a
n
d
i
t
a

と
そ
れ
に
し
た
が
う
農
民
が
存
在
し
て
い
た
。

第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、

g
e
r
a
k
"

と
い
う
状
況
が
、

一
九
世
紀
末
か
ら
二

0
世
紀
初
頭
に
は
、
こ
う
し
て
、
真
正
の

p
a
n
,

p
a
n
d
i
t
a

と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
人
び
と
が
、

は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
っ
た
が
、

イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
運
動
が
各
地
で
形
成
さ

か
つ
て
寄
宿
塾
の
主
宰
者
と
そ
の
弟
子
た
ち
は
、
歴
史
の
変
わ
る
決
定
的
な
局
面
で
、
政
治
場
裡
に
登

場
す
る
と
考
え
ら
れ
、
「
彼
ら
が
動
い
た
」

"
^
M
e
r
e
k
a
b
e
r
g
e
r
a
k
"

と
い
う
こ
と
は
、
事
態
が
重
大
な
局
面
に
到
達
し
た
と
い
う
こ
と

の
証
し
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
み
れ
ば
、
今
世
紀
以
降
の

ジ
ャ
ワ
の
各
地
で
恒
常
化
し
た
こ
と
、

P
e
r
,
g
e
r
a
k
,
a
n

と
い
う
現
象
と
し
て
一
般
化
し
た
こ
と
を
意
味

し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
狂
乱
の
時
代

d
j
a
m
a
n
e
d
a
n

を
現
出
し
て
い
る
力
に
対
し
て
、
黄
金
の
時
代

d
j
a
m
a
n
m
a
s
 

一
方
、
こ
の
運
動
の
動
員
の
対
象
と
な
っ

た
の
は
、
先
の

ジ
ャ
ワ
の
理
念
型
に
お
い
て
、

末
端
に
位
置
し
、

力
が
顕
在
化
し
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

う
に
な
っ
た
。
サ
ミ
ン
運
動

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
S
a
m
i
n
 

dita

と
み
な
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
、
真
正
の

o
r
d
e

で
あ
る
と
み
な
さ
れ

ジ
ャ
ワ
の
農
村
で
登
場
す
る
よ

ウ
ォ
ソ
・
チ
リ

い
者
と
呼
ば
れ
た
社
会
層
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は

M
a
n
u
n
g
g
a
l

K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

と
い
う
体
系
に
お
い
て
、

k
a
w
u
l
a

(
僕
）
の
最

ウ
ォ
ン
・
チ
リ
と
し
て
、
プ
リ
ヤ
イ
の
別
称
で
あ
る
。
フ
ン
グ
デ

p
e
n
g
g
e
d
e
1
1
大
き
い
者
に
仕
え
る
民
草
で
あ
っ

w
o
n
g
 t
i
i
l
i
k
1
1
小
さ

か
く
し
て
、
宇

を
創
出
す
る

「
運
動
」p
e
r
g
e
r
a
k
a
n

は
、
•^
M
e
r
e
k
a
h
e
r
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ャ
ワ
島
を
こ
え
て
植
民
地
の
各
地
域
に
拡
大
す
る
過
程
で
あ
る
と
と
も
に
、

薗
領
東
イ
ン
ド
と
い
う
「
外
縁
」
が
、
新
し
い
「
共
同

体
」
の

「
外
縁
」
で
あ
る
と
い
う
了
解
が
成
立
し
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
共
同
体
」
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
命
名
さ
れ
、

ム
ラ
ュ
語
は
、
人
民
運
動
を
連
帯
さ
せ
相
互
の
意
思
疎
通
を
図
る
言
語
と
し
て
積
極
的
に
用
い
ら
れ
、

章一

各
地
の
人
民
運
動
は

P
e
r
g
e
r
a
k
a
n

N
a
s
i
o
n
a
l
 
I
n
d
o
n
e
sia 

第

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

B
a
h
a
s
a

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
運
動
）
と
総
称
さ
れ
る
に

い
た

っ
た
。
ま
た
、

クピジャクサナアン概念

人
民
運
動
は
、

新
し
い
シ
ン
ポ
ル

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
が
、
「
人
民
」

rakjat

と
い
う
一
般
名
詞
を
も

っ
て
呼
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ウ
ォ
ン

・
チ
リ
が
「
運
動
」
の
担
い
手
と
な
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
自
身
が
先
に
述
べ
た
「
抵
抗
の
原
理
」
を
内
在
化

さ
せ
た
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
同
時
に
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ウ
ォ
ン

・
チ
リ
が
反
植
民
地
闘
争
を
組
織
す
る
場
合
の
主
要
な
動
員
の
対

彼
ら
は
、
「
新
し
い
運
動
の
担
い
手
」
と
し
て
新
し
い
名
称
を
与
え
ら
れ
る
に
い
た

っ
た
。
そ
の
名
称
を
与
え
た
の
は
、
先
に
述

べ
た
よ
う
な
指
導
層
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
民
族
主
義
の
担
い
手
と
し
て
、

員
と
し
て
ウ
ォ
ン
・
チ
リ
に
対
し
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
賦
与
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
チ
プ
ト

・
マ
ン
グ
ン
ク
ス
モ
は

こ

i‘
9,h’ 

オ
ラ
ン
ダ
語
に
由
来
す
る
マ
ッ
サ

m
a
ss
a

で
呼
ば
れ
た
り
、

と
称
さ
れ
た
り
し
た
。

そ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

ま
た
、
や
が
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
新
し
い
民
族
国
家
の
成

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
団
結
と
い
う
文
脈
か
ら
ウ
マ
ッ
ト

u
m
m
a
t
 

ウ
ォ
ン
・
チ
リ
が
、
運
動
の
主
体
で
あ
る
と
と
も
に
、
運
動
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
る
対
象
で
あ
る

一
九
一

0
年
代
か
ら
一
九
二

0
年
代
に
か
け
て
各
地
で
昂
揚
し
た
。
そ
れ
が
昂
揚
す
る
過
程
は
、
人
民
運
動
が
ジ

こ
れ
を
ク
ロ
モ
の
民

k
r
o
m
o

と
い
う
名
で
呼
び
、

ス
カ
ル
ノ
は
マ
ル
ハ
ェ
ン

m
a
r
h
a
e
n

と
い
う
語
を
創
り
出
し
た
。
別
の
場
合

象
と
し
て
み
な
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
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I
n
d
o
n
e
s
i
a
 
と
称
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
新
聞
・
雑
誌
が
さ
か
ん
に
発
刊
さ
れ
、

発
展
さ
せ
る
た
め
の
文
芸
運
動
も
台
頭
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
は
、
二

0
世
紀
初
頭
の
ほ
ぼ
一
世
代
に
わ
た
る
期
間
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
特
徴
づ
け
る
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
過
程
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
人
民
運
動
を
表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
が
生
み
出
さ
れ
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
蘭
領
東
イ
ン

ド
は
植
民
地
官
僚
が
掌
握
し
て
い
る
実
態
で
あ
る
の
に
対
し
、

シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
「
共
同
体
」
は
こ
の
点
に
お
い
て
、
対
抗
制
度
の
理
念
型
と
し
て
提
示
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
念
型
に
お
い
て
国
家
の
主
宰
者
と
な
る
べ
き
も
の
は
、
も
は
や
マ
タ
ラ
ム
王
国
以
来
の
王
で
は
な
く
、
人

民
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
新
し
い
国
家
に
お
い
て
は
、
「
人
民
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め
の
政
治
」
が
貫
徹
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
が
ら
は
、
こ
の
理
念
型
の
核
心
を
形
成
す
る
原
理
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
人
民

R
a
k
j
a
t

と
人
民
性

k
e
,
R
a
k
j
a
t
,
a
n

は、

と
し
て
、
半
ば
批
判
の
半
ば
は
椰
楡
の
対
象

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
や
が
て
形
成
さ
れ
る
べ
ぎ
民
族
国
家
を
表
現
す
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
の
「
時
代
精
神
」
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
別
言
す
れ
ば
、
人
民
と
人

民
性
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
の
正
統
性
原
理
を
成
立
さ
せ
る
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
場
合
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
契
機
が
働
い
て
い
た
と
い
え
ょ
う
。
第
一
は
、
前
節
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、
閾
領
東
イ
ン
ド
を
解

体
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
植
民
地
官
僚
と
堕
し
た
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
王
侯
貴
侯
の
支
配
の
正
統

性
を
オ
ラ
ン
ダ
権
力
と
と
も
に
否
定
す
る
と
い
う
契
機
で
あ
る
。
事
実
、
人
民
運
動
は
、
植
民
地
官
僚
制
と
ジ
ャ
ワ
王
宮
貴
族
社
会

強
烈
な
自
己
主
張
（
こ
の
意
味
で
、

に
共
通
し
て
い
る
、
複
雑
で
儀
式
化
し
た
意
思
伝
達
の
様
式
(
h
o
r
r
n
a
t

制
）
を
否
定
し
て
、
自
ら
の
意
思
を
直
接
に
相
手
に
伝
え
る

(59) 

ス
カ
ル
ノ
は
人
民
運
動
の
す
ぐ
れ
た
代
弁
者
で
あ
っ
た
）
の
運
動
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、

現
存
の
貴
族
は

6
•
k
a
u
mni
n
g
r
a
t
"
 
(
公
卿
仲
間
）
、

"
k
a
u
m
k
o
l
o
t
"
 
(
守
旧
主
義
者
）

に
お
と
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
人
民
運
動
の
指
導
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
形
成
し
た
の
は
、
前
節
で
述
べ
た
「
情
報
の
開
放

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
文
学
を
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人
民
運
動
の
昂
揚
に
直
面
し
た
ジ
ャ
ワ
貴
族
の
う
ち
、
こ
れ
に
対
し
て
も

っ
と
も
敏
感
に
反
応
し
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
ろ

う
と
し
た
の
は
、

ジ
ャ
ワ
貴
族
の
中
で
そ
の
〈
周
辺
的
性
格
〉
を
有
し
て
い
た
。ハ
ク

・
ア
ラ
ム

P
a
k
u
A
l
a
m

出
身
の
プ
リ
ヤ
イ
で

あ
っ
た
。
こ
こ
に
〈
周
辺
性
〉
と
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
を
意
味
し
て
い
た
。

第
一
に
、
パ
ク
・
ア
ラ
ム
家
は
マ
タ
ラ
ム
王
国
か
ら
分
立
し
た
四
つ
の
王
家
の
う
ち
、
ラ
ッ
フ
ル
ズ
統
治
下
の
一
八
一
三
年
に
成

い
パ
ク
・
ア
ラ
ム
家
の
プ
リ
ャ
イ

プ
リ
ャ
イ
に
よ
る
人
民
運
動
の
包
摂

位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
論
ず
る
。

第
五
節

頭
以
来
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
急
速
に
確
立
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

系
」
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
た
諸
々
の
政
治
思
想
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
共
通
し
て
い
た
の
は
、
反
封
建

・
反
植
民
地

主
義
で
あ
り
、

ク
ラ
ヤ
ク
ン

デ
モ

ク
ラ
シ

ー
と
し
て
表
現
さ
れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
が
、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

の
再
生
と

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

の
成
立

本
節
に
お
い
て
は
、
本
章
の
第
一
節
か
ら
第
四
節
ま
で
に
述
べ
て
き
た
文
脈
に
お
い
て
、

こ
れ
は
、
次
章
以
降
で
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
運
動
の
具
体
的
な
成
立
と
展
開
の
過
程
を
検
討
す
る
う
え
で
の
考
察
の
基
軸
を
要
約
的

に
述
べ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

k
e
,
R
a
k
j
a
t
,
a
n
 
の
標
榜
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ク
ラ
ヤ
タ
ン

（人
民
性
、

人
民
主
義
）
は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
〈
民
の
声
は
神
の
声
〉
と
い
う
原
理
が
、
今
世
紀
初

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
運
動
が
ど
の
よ
う
に
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立
し
た
王
家
で
あ
っ
て
、
そ
の
歴
史
は
四
王
家
の
う
ち
も
っ
と
も
浅
く
、
ま
た
、
規
模
も
も
っ
と
も
小
さ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

バ
ク
・
ア
ラ
ム
家
が
そ
も
そ
も
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
え
な
い
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て

マ
タ
ラ
ム
王
朝
に
対
し
て
よ
り
も
植
民
地
政
府
に
対
し
て
よ

り
強
い
臣
従
関
係
に
立
つ
と
と
も
に
、
西
洋
の
文
物
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
強
く
示
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
、
彼
ら
が
、
先
に
述
べ
た
〈
開
放
系
〉
の
第
一
の
消
費
者
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

第
三
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ク
・
ア
ラ
ム

家
の
プ
リ
ャ
イ
は
、
植
民
地
官
僚
制
の
主
た
る
担
い
手
と
な
り
え
な
か
っ
た
。

p
a
n
g
r
e
h
 
p
r
a
d
j
a

の
高
位
高
官
は
、
よ
り
規
模
が
大
ぎ
く
ま
た
よ
り

マ
タ
ラ
ム
王
国
の
正
統
な
後
継
者
を
自

認
し
て
い
る
他
の
三
王
家
出
身
の
プ
リ
ャ
イ
た
ち
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

し
て
こ
れ
を
植
民
地
官
僚
と
し
て
動
員
し
よ
う
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
策
の
意
図
か
ら
し
て
も
当
然
の
帰
結
で
あ
っ

た
。

第
四
に
、
こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
、
パ
ク
・
ア
ラ
ム

家
出
身
の
プ
リ
ヤ
イ
た
ち
は
、
現
実
の
ク
ラ
ト
ン

k
r
a
t
o
n

(60) 

辺
的
v
o
u
t
s
i
d
e

k
r
a
t
o
n
で
あ
る
と
同
時
に
、

官
僚
制
国
家
に
対
し
て
も
〈
周
辺
的
〉
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、

「
情
報
の
開
放
系
の
第

一
の
消
賛
者
」
で
も
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
、

き
存
在
様
式
を
、
抽
象
的
な
理
念
と
し
て
再
構
築
し
、
他
方
で
、
人
民
運
動
を
「
情
報
の
開
放
系
」
の
中
で
位
置
づ
け
う
る
と
い
う

(
61
)
 

こ
と
を
容
易
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
。ハ
ク

・
ア

ラ
ム
家
そ
れ
自
体
が
先
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

・
イ

ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
条
件
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
レ

・
プ
ラ
ジ
ャ

第
二
に
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
パ
ク
・
ア
ラ
ム
王
家
の
歴
代
の
王
侯
は、

、こ。
し

t

一
方
で
、

マ
タ
ラ
ム
王
国
以
来
の
家
産
的
官
僚
を
包
摂

に
対
し
て
〈
周

マ
タ
ラ
ム
王
国
の
あ
り
う
べ

(62) 

そ
し
て
実
際
に
、
パ
ク
・
ア
ラ
ム
家
出
身
の
プ
リ
ヤ
イ
は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
誕
生
の
中
核
と
な
り
、
東
イ
ン
ド
党
の
指
導
部
を

(63) 

形
成
し
、
ま
た
、
人
民
運
動
（
こ
と
に
イ
ス
ラ
ム
同
盟
）
の
初
期
に
お
け
る
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
該
当
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い
う
強
い
自
信
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
彼
ら
が
め
ざ
し
た
こ
と
は
、
人
民
運
動
の
時
代
と
い
う
新
し
い
時
代
相
に
お
い
て
、
こ
の
時

代
精
神
（
す
な
わ
ち
、
人
民
〔
R
a
k
j
a
t
〕
と
民
主
主
義
〔
D
e
r
n
o
k
r
a
s
i
〕
）
を
、
ジ
ャ
ワ
文
化
の
文
脈
に
お
い
て
再
定
置
す
る
こ
と
で
あ

(
6
4
)
 

っ
た
。
彼
ら
は
（
と
く
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
・
ス
ル
ャ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
と
ス
タ
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
）
、
こ
の
よ
う
な
、
シ
ン
ボ
ル

(65) 

の
再
生
・
創
造
・
読
み
替
え
に
関
し
て
す
ぐ
れ
た
能
力
を
発
揮
し
た
。

血 (ii) 
9

9

 .
I
 

9

9

 (2) 
す
る
人
物
は
、

ヽ

ト
ロ

あ
り
、

ノ
ト
・
デ
ィ
ロ
ジ
ョ
、

ノ
ト
・
ス
ロ
ト
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
・
ス
ル
ャ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
、

ス
タ
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
、
プ
ラ
ウ
ィ
ロ
ウ
ィ
オ
ロ
、
ゴ
ン
ド
ア
ト
モ
ジ
ョ
、

人
民
運
動
の
包
摂

ス
ル
ヨ
プ
ラ
ノ
ト
、

ル
ジ
ト
、

ス
ル
ヨ
プ

ス
ト
ボ
・
ウ
ォ
ノ
ボ
ョ
ら
で

い
ず
れ
も
一
八
七

0
年
代
か
ら
一
九

0
0年
に
か
け
て
生
ま
れ
た
。ハ
ク
・
ア
ラ
ム
家
の
家
系
に
つ
な
が
る
プ
リ
ャ
イ
た
ち
で

一
九
一

0
年
代
の
初
頭
か
ら
二

0
年
代
の
初
頭
に
か
け
て
、
人
民
運
動
と
の
関
連
に
お

い
て
次
の
よ
う

現
存
の
プ
リ
ャ
イ
に
先
駆
け
て
、
人
民
運
動
が
、
反
植
民
地
主
義
・
反
封
建
主
義
の
運
動
で
あ
る
と
と
も
に
、
蘭
領
東
イ
ン

ド
に
お
け
る
植
民
地
的
秩
序

o
r
d
e
e
n
 
r
u
s
t

を
否
定
す
る
運
動
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
、
む
し
ろ
積
極
的
に
こ
の
「
現
存
秩
序
の

破
壊
運
動
」
を
指
導
し
た
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
彼
ら
が
、
人
民
運
動
に
一
定
の
枠
組
と
方
向
性
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
植
民
地

的
秩
序
に
替
わ
る
新
し
い
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
的
秩
序
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
現
存
秩
序
の
破
壊
運
動
そ
の
も

の
が
、
新
し
く
形
成
さ
れ
る
べ
含
秩
序
原
理
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
観
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
使
命
観
は
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
的
秩
序
」
を
形
成
し
う
る
原
理
は
ジ

ャ
ワ
文
化
の
秩
序
原
理
を
お
い
て
他
に
は
な
い
と

な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
れ
ら
の
プ
リ
ャ
イ
は
、

あ
っ
た
。
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(ii) 
し
た
。

を
刊
行
し
た
他
、

(i) (1) 
行
中
の
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
か
ら
比
較
的
に
自
由
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
再
構
成
し
、
他
方
で
は
、
世
界
の
情
況
に

つ
い
て
積
極
的
に
反
応
し
て
い
た
。
彼
ら
が
、
そ
こ
で
意
味
を
見
出
し
た
の
は
、

性
に
依
拠
す
る
が
ゆ
え
に
、
彼
ら
は
、
自
ら
の
使
命
を
自
信
に
み
ち
て
遂
行
し
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
〈
普
遍
性
〉
は
、
「
近
代
西

洋
の
危
機
」
を
克
服
す
る
鍵
が
、
古
代
の
南
ア
ジ
ア
に
あ
り
、
す
べ
て
の
宗
教
は
、

(66) 

神
智
学
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
た
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
運
動

ス
タ
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
と
ス
ワ
ル
デ
ィ
・
ス
ル
ヤ
ー
ー
ン
グ
ラ
ッ
ト

以
上
ー
で
述
べ
た
こ
と
が
ら
を
、

初
頭
の
プ
リ
ヤ
イ
の
な
か
で
重
要
な
思
想
的
役
割
を
果
た
し
た
人
物
に
即
し
て
、

ス
タ
ッ
ト
モ
も
ス
ワ
ル
デ
ィ
も
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
民
族
主
義
者
と
し
て
登
場
し
た
。
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
オ
ラ
ソ
ダ
に
追
放
さ
れ

（
一
九
―
―
―
了
｀
一
九
年
）
、

ス
タ
ッ
ト
モ
は
ジ
ャ
ワ
で
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
指
導
的
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
一
方
、
『
再
建
』

W
e
d
e
r
o
p
h
o
u
w

(
6
7
)
 

-
0年
代
末
か
ら
二
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
活
発
な
言
論
活
動
を
行
な
っ
た
。

し
て
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
を
設
立
し
た
が
、

ヮ
学
校
の
指
導
者
と
し
て
活
動
し
た
。
両
者
は
と
も
に
、

一
九
一

0
年
代
半
ば
以
降
、

ス
タ
ッ
ト
モ
お
よ
び
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
い
う
、

ス
タ
ッ
ト
モ
は
二
四
年
に
没
し
た
た
め
、
そ
れ
以
降
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
タ
マ
ン
・
シ
ス

オ
ラ
ソ
ダ
語
の
教
育
を
受
け
て
育
ち
オ
ラ
ン
ダ
語
で
多
く
の
論
文
を
執
筆

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
デ
ソ
・
ハ
ー
グ
で
、

佃
す
で
に
本
節
第
一
項
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
、

一
九
二
二
年
に
両
者
は
あ
い
協
力

ジ
ャ
ワ
文
化
の
〈
普
遍
性
〉
で
あ
り
、
こ
の
普
遍

ひ
と
つ
の
共
通
の
〈
神
性
〉
を
有
す
る
と
す
る

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
今
世
紀

よ
り
具
体
的
に
み
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ス
タ
ッ
ト
モ
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
西
洋
近
代

一
方
で
、
抽
象
化
さ
れ
た
ジ
ャ
ワ
文
化
の
体
系
を
、
（
現
に
進
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ー
ゼ
の
原
型
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

明
か
し
た
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
ワ
文
化
の
秩
序
形
成
原

表
出
形
態
で
あ
る

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

を
意
味
し
て
い
た
。

指
導
者
の
資
質
で
あ
っ
て
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
百
s
e
k
t
e
n

の

の
人
間
類
型
の
危
機
」
を
唱
え
る
風
潮
に
触
れ
、
そ
の
克
服
を
う
た
う
教
育
思
想
（
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ
、

と
そ
の
克
服
の
鍵
を
東
洋
（
こ
と
に
イ
ン
ド
文
化
と
宗
教
）
に
求
め
る
思
想
（
タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
・
神
智
学
）
が
、

体
系
と
適
合
的
で
あ
る
こ
と
を
了
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
関
し
て
活
発
な
言
論
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
こ
で
は
、
神
智
学
は
植

民
地
官
僚
に
諦
観
を
与
え
、
植
民
地
支
配
を
「
普
遍
的
な
神
性
の
意
思
」
と
し
て
正
当
化
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、

化
の
ヒ
ン
ド
ゥ
的
要
素
（
プ
リ
ヤ
イ
文
化
の
精
髄
を
な
す
も
の
）
に
〈
普
遍
性
〉
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

。フ
リ
ヤ
イ
に

よ
る
新

(68) 

し
い
秩
序
形
成
の
原
理
に
積
極
的
に
関
与
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
た
。

を
、
ジ

ャ
ワ
文
化
に
お
い
て
再
解
釈
し
な
お
す
う
え
で
、
重
要
な
テ
ー
ゼ
は
、

に
ス
タ
ッ
ト
モ
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
。
彼
の
記
し
た
＾
炉
S
a
b
d
o
P
a
n
d
i
t
a
,
R
a
t
u
"

の
惹
句
と
な
っ
た
、

^
^
D
e
m
o
k
r
a
t
1
e
z
o
n
d
e
r
 
w
i, 

j
s
h
e
i
d
 
is 
e
e
n
 
r
a
m
p
 v
o
o
r
 
o
n
s
 
alien
"
 (
「

5
心
声
心
」
た
d

し
J

J
も
4
は
4
し
が
は
い
>
巳
{
士
4

千工羊森は、

(69) 

も
た
ら
す
）
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
こ
に
、

d
e
m
o
k
r
a
t
i
e

と
は
、
西
洋
的
な
民
主
主
義
の
要
諦
を
示
し
て
お
り
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

と
訳
さ
れ
た
よ
う
に
（
第
一
節
ー
一

参
照
）
、

わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
に
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
を

ま
た
、

w
i
j
s
h
e
i
d

と
は
、

す
な
わ
ち
、
人
民
運
動
が
、
指
導
者
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

に
導
か
れ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
、

カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
を
も
た
ら
す
と
い
う

の
が
彼
の
主
張
の
骨
子
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
彼
は
、

家
族
k
e
l
u
a
r
g
a

に
お
け
る
「
秩
序
と
安
寧
」

tata
,
t
e
n
t
r
e
m

を
用
い
て
説
き

こ
こ
に
時
代
精
神
と
し
て
の
人
民
主
義

k
e
,
R
a
k
j
a
t
,
a
n
1
1
d
e
m
o
k
r
a
s
i

とヽ

(iii) 

k
e
,
R
a
k
j
a
t
,
a
n
 
(
人
民
主
義
）

タ
ゴ
ー
ル
、

ジ
ャ
ワ
の
文
化

ジ
ャ
ワ
文

一
九
一
九
年

ス
ワ
ル
デ
ィ
に
よ
っ
て

理
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
が、

D
e
m
o
k
r
a
s
i
1
1
k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

と
い
う
二
位
一
体
の
も
の
と
し
て
成
立
す
る
と
い
う
テ

フ
レ
ー
ベ
ル
）
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(v) 

ス
ワ
ル
デ
ィ
と
『
再
建
』
グ
ル
ー
プ
と
は
、

神
智
学
へ
の
共
感
を
示
す
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

ス
ク
ッ
ト
モ
の
テ
ー
ゼ
に
お
い
て
は
、
こ
の
テ
ー
ゼ
の
流
通
可
能
な
範
囲
が
ジ
ャ
ワ
人
社
会
に
限
定
さ
れ
る
と
と

も
に
指
導
者
の

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

は
指
導
者
が
「
宇
宙
の
主
宰
者
」

S
a
n
g
H
y
a
n
g
 T
u
n
g
gal

の
意
思
を
体
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
意
思
の
下
に
人
民
運
動
を
収
攪
せ
し
め
る
と
い
う
構
造
が
示
さ
れ
て
お
り
、
「
人
民
」
は
あ
く
ま
で
も
指
導
さ
れ
る
べ
ぎ
客
体
と

(10) 

し
て
観
念
さ
れ
て
い
た
。

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
政
治
的
経
歴
は
、

ス
タ
ッ
ト
モ
に
比
し
て
、
直
接
に
人
民
運
動
に
関
与
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
関
与
の
仕

方
は
も
っ
ば
ら
言
論
活
動
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
激
し
い
論
陣
に
よ
っ
て
初
期
民
族
運
動
の
最
大
の
チ
ャ

(
71
)
 

ン
ピ
オ
ン
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
ジ
ャ
ワ
文
化
へ
の
回
帰
を
と
げ
る
契
機
を
え
た
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
、
帰
国
後
ス

ク
ッ
ト
モ
ら
と
の
旧
交
を
暖
め
つ
つ
、
急
速
に
ス
タ
ッ
ト
モ

・
グ
ル
ー
プ
に
接
近
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
ス
タ

ッ
ト

モ
・
グ
ル
ー
プ

と
は
、
月
刊
誌
『
再
建
』
を
刊
行
し
て
、
人
民
運
動
に
ジ

ャ
ワ
的
な
秩
序
を
賦
与
し
よ
う
と
す
る
思
想
的
営
為
を
展
開
し
て
い
た
グ

ル
ー
プ
を
意
味
す
る
。
そ
こ
に
は
、

イ
の
他
、

七
月
に
、

如v)

ス
タ
ッ
ト
モ
の
他
、

ア
ブ
ド
ゥ
ル

・
ラ

ッ
フ
マ
ン
、

学
校
経
営
の
方
針
は
、

ノ
ト
・
ス
ロ
ト
、

一
方
、
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
ス
タ
ッ
ト
モ
な
き
あ
と
、

ス
ル
ヨ

。フ
ト
ロ
等
の
パ
ク

・
ア
ラ
ム
家
出
身
の
プ
リ
ヤ

ス
マ
ル
ソ
ノ
ら
が
含
ま
れ
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
活
動
的
な
部
分
を
代
表
す
る
と
と
も
に
、

一
九
ニ
―
年
末
に
「
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
」

S
e
l
a
s
a
K
l
i
w
o
n
 

ヽ
う
ヽ

と
し

ジ
ャ

ヮ
人
の
精
神
生
活
に
関
す
る
研
究
会
を
組
織
す
る
と
と
も
に
、
あ
り
う
べ
ぎ
ジ
ャ
ワ
人
の
人
間
類
型
を
創
出
す
る
た
め
に
、
翌
年
の

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
を
設
立
し
た
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
教
育
機
関
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
教
育
理
念
と

(
7
2
)
 

ジ
ャ
ワ
文
化
の
再
生
と
ジ
ャ
ワ
的
秩
序
の
創
出
を
め
ざ
す
性
格
を
顕
著
に
示
し
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
先
の
ス
タ
ッ
ト
モ
の
理
念
を
現
実
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
人
民
運
動
に
対
す

る
ジ
ャ
ワ
・
プ
リ
ヤ
イ
の
指
導
原
理
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
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す
ぐ
れ
た
教
育
者
・
組
織
者
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
し
、
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
を
ひ
と
つ
の
人
民
運
動
と
し
て
形
成
し
持
続
•
発
展
さ

(73) 

せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
れ
が
人
民
運
動
と
し
て
発
展
し
て
い
く
過
程
で
、
先
の
ス
タ
ッ
ト
モ
の
テ
ー
ゼ
に
お
い
て
た
ん
な
る
客
体
に
し
か
す
ぎ
な

か
っ
た
人
民
は
、
次
第
に
聖
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
賦
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
師
が
子
供
を
「
聖
な
る
存
在
」

と
し
て
捉
え
る
と
い
う
教
育
理
念
と
、
植
民
地
教
育
が
な
し
え
な
い
教
育
を
人
民
の
中
で
実
現
す
る
た
め
に
人
民
に
一
身
を
捧
げ
る

と
い
う
、
禁
欲
主
義
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
献
身
と
禁
欲
は
、

タ
マ
ス
・
シ
ス
ワ
に
限
ら
ず
人
民
運
動
を
支
え

一
九
三
二
年
七
月
に
、
東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
と
し
て
献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
い
た
ス

^^K
i
t
a
 
h
a
r
u
s
 
selalu
'
m^
a
n
u
n
g
g
a
l
"
 m
e
n
g
u
t
a
m
a
k
a
n
 s
a
n
g
 
a
n
a
k
 

tjalon 
rakjat 
di 
k
e
r
n
u
d
i
a
n
 
hari ! "
 

(
わ
れ
わ
れ
は
将
来
の
人
民
で
あ
る

s
a
n
g
a
n
a
k

〈
聖
な
る
子
〉
に
、

(74) 

〔
帰
一
〕
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
。

た
え
ず
＂
'm
a
n
u
n
g
g
a
l
"

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
当
時
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
禁
欲
主
義
・
自
己
犠
牲
の
精
神
を
端
的
に

代
弁
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
「
草
の
根
」
の
レ
ベ
ル
で
人
民
運
動
を
担
っ
て
い
た
者
が
右
の

よ
う
に

述
べ
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、

K
a
w
u
l
a
,
G
u
s
t
i

が
、
人
民
運
動
の
担
い
手
と
人
民
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

m
a
n
u
n
g
g
a
l
 
(
帰
一
）
す
る
こ
と
が
宇
宙
の
主
宰
者

S
a
n
g

か
つ
て
の

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i
 

H
y
a
n
g
 
W
e
n
a
n
g
 
(
こ
の
語
は
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
同
じ
論
稿
の
中
で
用
い

ら
れ
て
い
る
）
の
意
思
を
体
現
す
る
唯
一
の
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
人
民
に

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
そ
の
た
め
に

「
わ
れ
わ
れ
は
自
己
規
律
〔
self,discipline
〕
に
徹
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
、
厳
し
い
禁
欲
を
自
他
と
も
に
要
求
し
て
い
る

と
い
う
図
式
に
お
け
る

デ
ィ
ヨ
ノ
・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

た
と
え
ば
、

て
い
た
重
要
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

砂
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じ
て
民
族
運
動
が
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
を
現
に
官
僚
国
家
に
拮
抗
し
う
る
対
抗
制
度

c
o
u
n
t
e
r
,
i
n
stitution

の
創
出
を
通

じ
て
先
取
り
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
民
族
国
家
の
正
統
性
原
理
を
定
置
し
よ
う
と
し
た
こ
こ
ろ
み
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
対
抗
制
度
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
体
が
ひ
と
つ
の
壮
大
な
寄
宿
塾
の
形
成
を
め
ざ
し
、
そ
の
教
師

た
ち
が
す
べ
て
か
つ
て
の
キ
ャ
イ
、
バ
ソ
デ
ィ
ト
、
(
75
)
 

時
代
に
お
け
る
再
生
で
あ
る
こ
と
を
任
じ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
徴
し
て
こ
と
に
看
過
し
え
な
い
点
で
あ
っ
た
。

(i) 
の
で
あ
る
が
、
こ
の
、
自
己
規
律
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
か
つ
て
の
欲
望

p
a
m
r
i
h

を
統
御
し
て
自
ら
の

め
る
と
い
う
文
化
の
、
民
族
運
動
に
お
け
る
再
定
位
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
ま
た
、

権
力
と
非
妥
協
的
に
闘
う
者
の
側
に
宇
宙
の
主
宰
者
の

w
a
h
j
u

が
下
さ
れ
る

(
katitis
a
n
)

と
い
う
こ
と
を
同
時
に
主
張
し
て
い
た
。

し
そ
の
証
し
と
し
て

sa
m
a
ra
s
a
 

こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
人
民
運
動
の
担
い
手
と
人
民
と
が
、
闘
争
を
通
じ
て

5
9
 

sa
m
a
 rata 

（
と
も
に
分
ち
と
も
に
感
応
し
合
う
1

平
等
連
帯
）
と
い
う
状
況
が
出
現
す
る
と
い
う
思
想
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

た
。
「
平
等
連
帯
」
と
は
、

か
つ
て
の
「
秩
序
と
安
寧
」
の
人
民
運
動
に
お
け
る
表
現
形
態
で
あ
り
、
独
立
が
「
黄
金
の
橋
」

d
j
e
m
,

b
a
t
a
n
 
e
m
as

に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
橋
の
彼
岸
で
平
等
連
帯
の
「
黄
金
の
時
代
」

前
節
で
述
べ
た
〈
民
の
声
は
神
の
声
〉
と
い
う
、
人
民
主
義

k
e
,
R
a
k
j
a
t
,
a
n

m
a
n
u
n
g
g
a
l
 

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地

D
j
a
m
a
n
 
m
a
s
 

こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
捉
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
ジ
ャ
ワ
文
化
の
民
族
運
動
に
お
け
る
再
定
位
の
た
め
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
を
通

ア
ジ
ャ
ル
、
グ
ル
な
ど
の
ジ
ャ
ワ
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
、
人
民
運
動
の

文
字
通
り
の
〈
神
の
声
〉
と
し
て
了
解
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
こ
と
に
な
る
。

③

秩
序
創
出
の
原
理

文
脈
が
そ
こ
に
成
立
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

の
要
諦
は
、
こ
う
し
て
た
ん
な
る
比
喩
を
越
え
た

が
現
出
す
る
と
い
う

k
a
s
e
k
t
e
n

を
発
露
せ

し
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さ
て
、

章一
て
採
用
し
て
い
た
。

第 クビジャクサナア｀ノ概念

(iij) 

を
五
た
び
迎
え
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
ジ
ャ
ワ
人
は
真
正
の

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

成
熟
を
迎
え
る
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
る
）
を
も
っ
て
、
ラ
デ
ソ

・
マ
ス

・
ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
と
い
う
、
貴
族

の
出
自
を
示
す
こ
と
に
飾
ら
れ
た
本
名
を
捨
て
、

る
に
至
っ
て
い
た
。
こ
こ
に

ki

と
は
キ
ャ
イ

k
ijai

a
s
r
a
m
a

の
主
宰
者
と
し
て
の
師
を
示
し
、
ま
た

ら
を
含
意
し
て
い
た
。
文
字
ど
お
り
に
み
れ
は
、
そ
れ
は
、

と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
に
、
彼
が
自
分
自
身
を
ジ
ャ

ワ
文
化
に
お
い
て
了
解
さ
れ
て
い
る

p
a
n
d
i
ta

の
似
姿
と

し
て
規
定
し
た
こ
と
を
、
公
然
と
示
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
第
二
に
、

よ
っ
て
導
か
れ
る
の
で
は
咋
く
、
パ
ン
デ
ィ
ト
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
こ
と
を
象
徴
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
第
三
に
、
第

二
の
こ
と
が
ら
に
関
連
し
て
、
人
民
運
動
と
し
て
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
と
っ
て
、
現
実
の
プ
リ
ヤ
イ
は
（
自
己
）
否
定
さ
る
べ
き

対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

ひ
と
つ
の
シ
ン
ボ
ル
で
示
し
て
い
た
。
実
際
、
こ
の
時
期
以
降
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教
師

・
指
導
者

の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
男
の
場
合
は
単
に
キ

K
i

と
名
乗
り
、
女
性
の
場
合
は
ニ

(76
)
 

記
さ
れ
る
）
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
現
実
の
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
運
動
は
、
そ
の
組
織
化
の
過
程
で
、
原
理
的
に
は
先
の
ス
タ
ッ
ト
モ
の
テ

ー
ゼ
を
保

持
し
な
が
ら
、
実
際
の
運
営
上
は
、

選
挙
、
投
票
、
多
数
決
に
よ
る
決
定
と
い
う
よ
う
な
「
西
欧
的
民
主
主
義
」
の
方
式
も
あ
わ
せ

一
九
三

0
年
代
半
ば
に
、
東
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
支
部
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
中
央
指
導
部
の
対
立
が
深
刻
に

な
わ
ち
、

八
年
と
い
う
ひ
と
区
切
り

(ii) 

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
、

〈

w
i
n
d
u
)

ス
ワ
ル
デ
ィ
が

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
そ
の
も
の
が
プ
リ
ヤ
イ
に

（
こ
れ
は
未
婚
者
は

N
i

既
婚
者
は

N
j
i

と

「
神
の
意
思
を
伝
え
る
師
家
」
を
自
ら
名
乗
っ
た
こ

d
e
w
a
n
t
a
ra

と
は
、
「
神
の
仲
立
ち
を
す
る
者
」

と
い
う
こ
と
が

一
九
二
八
年
に
彼
の
四

0
歳

（
こ
れ
は
ジ
ャ
ワ
の
数
え
方
で

い
え
ば
五
度
目
の
ウ
ィ
ン
ド
ゥ

キ

・
ハ
ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ン
ト
ロ

を
意
味
し
、

h
a
d
ja
r
 
と
は

a
d
ja
r

す
な
わ
ち
か
つ
て
の
寄
宿
塾

K
i
 H
a
d
ja
r
 D
e
w
a
n
t
a
ra

と
い
う
名
前
を
名
乗

d
e
w
a
,a
n
t
a
ra 

p
o
n
d
o
k
,
 

w
i
n
d
u

す
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ヮ
文
化
の
体
系
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
人
々

な
っ
た
時
、
す
で
に
述
べ
た
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
「
西
欧
的
民
主
主
義
へ
の
不
信
」
と
「
指
導
者
の
権
限
」
に
関
す
る
主
張
が
現
わ
れ
た
。

こ
の
主
張
は
「
た
と
え
ひ
と
り
た
り
と
も
私
に
不
信
の
念
を
抱
く
者
が
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
い
さ
ぎ
よ
く
指
導
者
の
地
位
を
退
こ
う
。

不
信
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
し
て
指
導
者
の
資
格
を
失
っ
た
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
、
同
じ
時
に
デ
ワ
ン
ト

(
77
)
 

ロ
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
「
桐
喝
」
と
結
合
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
現
実
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
、

立
さ
せ
て
い
る
原
理
は
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

指
導
者
」
に
対
す
る
感
応

rasa

い
う
原
理
が
、

と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
感
応
に
よ

っ
て
有
無
相
通
ず
る
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
を

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
い
う
対
抗
制
度
に
お
い
て
、
制
度
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、

た
と
え

「
西
洋
的
民
主
主
義
」
の
手
続
ぎ
を
踏
ん
で
い
た
に
せ
よ
、
こ
の
手
続
き
を
成

M
a
n
u
n
g
g
a
l
 

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
存
立
の
原
理
が
、
成
員
一
人
一
人
の
「
唯
一
の

K
a
w
u
l
a
 Ian 
G
u
s
t
i
 

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
こ
と
あ
ら
た
め
て
、
「
西
洋
的
民
主
主
義
」
の
手
続
き
を
も
あ
わ
せ

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
二
つ
の
理
由
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
ょ
う
。

〈
拡
大
〉
す
る
に
つ
れ
て
、
ジ
ャ
ワ
文
化
の
了
解
の
構
造
の
外
側
に
あ
る
人
々
が
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
内
に
包
摂
さ
れ
、

シ
ス
ワ
運
営
の
た
め
の
〈
普
遍
的
な
手
続
き
〉
と
し
て
、
そ
れ
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
人
民
運

動
と
し
て
植
民
地
支
配
体
制
の
対
抗
制
度
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
〈
外
縁
〉
は
蘭
領
東
イ
ン
ド
＇
~
彼
ら
の
タ
ー
ム
で
は

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
で
あ
る
ー
の
全
域
に
拡
大
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
ジ
ャ

て
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

~v) す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
は
、

示
す
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
の

―
つ
は
実
際
的
な
こ
と
が
ら
と
し
て
、

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が

と
こ
れ
を
成
立
さ
せ
て
い
る

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

の
発
露
と

ま
た
、
ジ
ャ

（
こ
の
中
に
は
ジ
ャ
ワ
人
も
含
ま
れ
る
）
が
包
摂
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
、

タ
マ
ソ
・
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ヮ
文
化
の
成
立
す
る
境
域
を
越
え
て
拡
大
す
べ
き
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
拡
大
の
程
度
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
成
否
が
か
け
ら
れ
る

一
方
ま
た
、
現
実
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
へ
子
弟
を
通
学
さ
せ
た
り
そ
の
教
師
を
志
願
し
た
り
し
た
人

々
の
動
機

は
い
う
ま
で
も
な
く
多
様
で
あ

っ
て、

業
料
が
安
い
こ
と
に
惹
か
れ
た
父
兄
や
、
あ
る
い
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
活
の
糧
を
得
よ
う
と

し
た
教
師
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
た
と
え
ば
先
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
「
人
民

い
う
主
張
の
動
機
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
び
と
を
「
教
育
」
す
る
と
い
う
要
請
が
存
在
し
て
い
た
）
。
し
た
が

っ
て
ク
マ
ソ

・
シ
ス

ワ
の
こ
の
よ
う
な
空
間
的
な
拡
大
を
背
景
と
し
て
、
そ
こ
に
、
民
族
主
義
運
動
に
お
け
る
ひ
と

つ
の
有
力
な
政
治
思
想
で
あ
る
「
西

洋
的
民
主
主
義
」
の
手
続
き
が
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
内
部
で
機
能
し
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
こ
の
手
続
き
は
、
タ
マ
ン

・

(78) 

シ
ス
ワ
に
お
い
て
組
織
化
の
問
題
が
現
わ
れ
て
く
る
一
九
三

0
年
以
降
、
表
面
的
に
で
は
あ
る
が
、
機
能
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

二
つ
め
の
理
由
は
、

け
る

^
^
d
e
m
o
k
r
a
t
i
e
e
n
 w
i
j
s
h
e
i
d
"

の
具
体
化
と
し
て
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
発
足
以
来
、

与
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
、

九一―

-0年
以
降
、

か
ら
で
あ
る
。

と
呼
ば
れ
、
後
に
は

P
e
m
i
m
p
i
n
U
m
u
m
 

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
育
方
針
と
そ
の
民
族
主
義
的
精
神
に
賛
同
し
た
人
び
と
以
外
に
、
授

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
原
理
そ
の
も
の
か
ら
生
ず
る
理
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
唯
一
無
二
の
指
導
者
と
し
て
み
な
さ
れ
、

そ
れ
ゆ
え
に
、
当
初
は

d
i
c
t
a
t
u
u
r

(
そ
の
権
限
と
し
て

d
i
c
t
a
t
o
r
s
c
h
a
p
)

あ
り
、
内
容
に
即
し
て
い
え
ば
、

に
献
身
せ
よ
！
」
と

ス
タ
ッ
ト
モ
の
テ
ー
ゼ
に
お

〈
指
導
者
の
権
限
〉

を

ま
た
、
そ
の
「
父
」
と
し
て
み
な
さ
れ
、

（
そ
の
権
限

と
し
て

l
e
i
d
e
r
s
c
h
a
p
)

(
79) 

す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
死
に
い
た
る
ま
で
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
い
う
存
在
と
一
体
化
し
て
不
変
で
あ

っ
た
。

と
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
関
す
る
最
終
的
な
決
定
権
は
こ
の

P
e
m
i
m
p
i
n
U
m
u
m

に
存

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
ジ
ャ
ワ
の
み
な
ら
ず
植
民
地
の
各
地
域
に
拡
大
す
る
に
と
も
な
い
、
先
に
述
べ
た
よ
う

な
組
織
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
、
こ
の

P
e
m
i
m
p
i
n
U
m
u
m
 (
字
義
通
り
に
訳
せ
ば
「
一
般
指
導
者
」
で

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
全
成
員
の
「
一
般
意
思
を
体
現
す
る
者
」
で
あ
る
）
と
い
う
名
称
は
、

rakjat 

ク
マ
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ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
大
き
な
集
合
体
で
あ
る

え
ば

「
集
団
」
）
、
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の

G
o
l
o
n
g
a
n

を
構
成
す
る
「
支
部
」

T
j
a
b
an
g

の
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
者
に
賦
与
さ
れ
た
。
つ

(80
)
 

ま
り
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
頂
点
と
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に

P
e
m
im
pi
n
U
 m
u
m

が
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
全
体
の
「

一
般
意
思
」
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
そ
の

「
意
思
」

を
融
通
無
碍
の
内
に
「
上
情
下

通
」
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
た
。
他
方
で
こ
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
は
、
も
ろ
も
ろ
の
下
情
を
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の

「
意
思
」
に
合
致
す

る
と
考
え
ら
れ
る
形
で
、
徐
々
に
上
通
し
、
最
終
的
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
前
に
提
示
す
る
も
の
と
し
て
も
機
能
し
た
。
す
な
わ
ち
、
も

ろ
も
ろ
の

P
e
m
im
p
in・

U
m
u
m

は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
い
う
頂
点
に
あ
る

P
e
m
i
m
p
i
n
U
m
u
m

の
「
意
思
」
を
融
通
無
碍
の
う
ち
に

う
な
、
相
互
に
「
明
察
性
」
を
発
現
す
る
た
め
の
「
明
察
性
の
体
系
」
と
も
称
し
う
る
制
度
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
こ

で
制
度
化
さ
れ
た
の
は
、

し
た
が

っ
て
、
先
に
述
べ
た

k
e
b
i
d
jaksa
n
a
a
n

と
い
う
価
値
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

と
考
え
う
る
の
で
あ
る
。

「
地
方
」

D
ae
ra
h
、
そ
の

D
aera
h

に
含
ま
れ
る
「
地
区
」

い
か
な
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

G
o
lo
n
g
an
 
(
字
義
に
従

い
う
ま
で
も
な
く
、

一
見
、
機
構
の
組
織
化
と
し
て
映
ず
る
こ
と
が
ら
の
実
質
的
な
性
格
は
、
こ
の
よ

kebidja
k
sa
n
aa
n

が
制
度
化
さ
れ
た
場
合
、

ま
さ
に
そ
の

格
に
よ
っ
て
、
「
運
用
の
妙
」
を
発
揮
す
る
こ
と
は
、
こ
の
制
度
が
十
全
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
の
証
し
と
な
る
。
先
に

「
西
洋
的

民
主
主
義
の
手
続
き
」
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
理
そ
の
も
の
か
ら
生
ず
る
と
述
べ
た
の
は
、
こ
の
点
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
っ

て
、
こ
の
原
理
に
し
た
が
え
ば
、

「
西
洋
的
民
主
主
義
の
手
続
き
」

は
、
時
代
や
状
況
に
対
応
す
る
運
用
の
妙
と
し
て
採
用
さ
れ
た

こ
の
こ
と
は
、
ジ
ャ
ワ
文
化
に
お
け
る
「
本
質
と
表
現
の

二
重
性
」
と
共
鳴
し
合
う
こ
と
が
ら
で
も
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
あ
る

本
質
は
本
質
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で
な
く
、
多
様
な
形
で
表
現
さ
れ
る
と
い
う
二
重
性
で
あ
る
。
先
の
例
に
則
し
て
い
え
ば
、
「
西

(v) 
循
環
せ
し
め
る
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

そ
れ
が
、

k
ebidjaksanaa
n

の
本
来
の
性

一
方
で
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ス
ワ
の
関
係
者
に
は
、

洋
的
民
主
主
義
の
手
続
き
」
は

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

と
い
う
本
質
の
上
に
た
だ
よ
う
か
り
そ
め
の
表
現
形
態
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
は
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
に
み
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
事
実
に
対
し
て
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、

マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
知
育
偏
重
に
批
判
的
な
お
お
く
の
教
育
思
想

・
教
育
運
動
に
積
極
的
に
反
応
し
そ
れ
ら
を

(
81
)
 

と
り
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
「
西
洋
の
近
代
的
人
問
類
型
」
の
危
機
を
認
識
し
そ
れ
を
克

服
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

の
教
育
の
本
質
が
、

あ
る
。
二
つ
は
、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
と
共
鳴
し
合
っ
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
表
現
の
形
態
を
示
し
て
顕
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
例
証
と
し
て
も
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
い
ず
れ
の
宗
教
に
対
し
て
も
「
寛
容
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ソ
リ
ッ
ク
も
プ

ロ
テ
ス
ク
ン
ト
も
イ
ス
ラ
ム
も
仏
教
も
、

宗
教
に
対
す
る
態
度
は
、

て
の
宗
教
は、

(vi) 

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
自
ら
の
側
か
ら
拒
む
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

ン
・
シ
ス
ワ
は
自
ら
の
教
育
思
想
が
「
宗
教
的
」
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、

夕

た
ん
に

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
「
世
俗
教
育
」
を
標
榜
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
十
分
な
説
明
と
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

タ
マ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

ち
ょ
う
ど
神
智
学
の
世
界
宗
教
に
対
す
る
理
解
の
仕
方
と
対
応
関
係
に
立
つ
よ
う
な
態
度
で
あ
り
、
す
べ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
め
ざ
す
人
間
の
あ
り
方
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
様
式
で
顕
教
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
了
解
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
つ
め
は
、
政
治
と
の
関
係
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
党
に
対
し
て
そ
の
門

戸
を
開
放
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
教
師
は
、
「
教
室
の
内
部
に
政
治
を
も
ち
込
ま
な
い
限
り
」
い
か
な
る
政
党
に
も
入
党
し
う
る

も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
現
実
に
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
諸
政
党
と
の
間
に
は
親
疎
の
関
係
が
あ
っ
た
も
の
の
、

0
年
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
「
す
べ
て
の
民
族
主
義
政
党
は
、

タ
マ
ン
・
シ

マ
シ
ュ
ミ
党
か
ら
共
産
党
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
政
党
の
党
員
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
関
し
て
一
九
一
―
―

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
守
る
垣
根
で
あ
り
、
こ
の
垣
根
の
内
部
で
わ
れ
わ
れ

(82) 

は
農
民
の
よ
う
に
種
を
蒔
き
苗
を
育
て
る
」
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
反
植
民
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に
、
政
策
は

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
 
p
e
m
e
r
i
n
t
a
h
 

官
僚
制
が
機
能
す
る
個
々
の
局
面
に
お
い
て

念
も
再
定
式
化
さ
れ
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
っ
た
0

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

は

地
的
本
質
が
さ
ま
ざ
ま
な
政
党
の
主
張
と
し
て
多
様
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
表
明
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ン
・
シ
ス
ワ
は
あ
ら
ゆ
る
政
党
が
そ
れ
を
守
る
べ
ぎ
中
心
領
域
、
あ
る
本
質
的
な
価
値
の
護
持
者
と
し
て
表
明
さ
れ
、
す
べ
て
の
政

党
は
こ
の
中
心
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
活
動
を
展
開
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
一
九
一
＝
二
年
に
反
「
私

(83) 

ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

立
学
校
条
令
」
の
闘
争
が
生
起
し
た
時
の
状
況
は
、

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

も
の
と
し
て
了
解
さ
れ
る
に
至
る
そ
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
節
に
例
示
し
た
「
R
u
l
e

of 
L
a
w
 

と

R
u
l
e
of K
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

の
間
」
と
い
う
図
式
は
、
こ
こ
に
成
立
し
て
い
る
二
重
性
を
端
的
に
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

こ
の
よ
う
に
し
て
、

こ
の
原
理
は
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

と
い
う
用
語
は
、

あ
る
。

に
機
能
す
る
~
言
す
れ
ば
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
自
ら
の
組
織
化
の
問
題
を
通
じ
て
形
成
す
る
に
至
っ
た
制
度
は
、
実
は
、
植

「k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

の
体
系
」

ク
マ

と
し
て
再
編
成
し
、
独
立
後
の
官
僚
制
が
二
重

k
e
b
i
d
j
a
k
sa
n
a
a
n

と
い
う
本
質
が

「
近
代
的
官
僚
制
」
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
表
現
さ
れ
る
ー
ー
ー

ジ
ャ
ワ
文
化
に
お
い
て
「
秩
序
と
安
寧
」
・
"tata
-ten
t
r
e
m
"

を
成
立
さ
せ
て
い
た
観
念
体
系
は
、
民
族
運
動

の
中
で
再
生
・
再
編
成
さ
れ
民
族
国
家
の
「
秩
序
と
安
寧
」

tertib
d
a
n
 d
a
m
a
i
 

民
地
官
僚
国
家
を
支
え
て
い
た
植
民
地
官
僚
制
を
、

を
実
現
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
提
示
さ
れ
て

k
e
 bi
d
 j
a
k
s
a
n
a
a
n

と
し
て
再
生
し
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

と
い
う
概

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
成
立
後
に
お
い
て
ま
す
ま
す
そ
の
有
効
性
を
示
し
た
。
す
で
に
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う

（
政
府
の
施
策
）
と
し
て
表
現
さ
れ
、

キ
ー
・
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
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第一章 クビジャクサナアン概念

(

1

)

用
い
た
辞
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

P
i
g
e
a
u
d
,
 ]
a
v
a
a
n
s
-
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
,
 1
9
3
7
;
 
P
r
a
w
i
r
o
a
t
m
o
d
j
o
,
 B
a
u
s
a
s
t
r
a
 
D
;
a
w
a
-
I
n
d
o
n
e
s
z
a
,
 1
9
5
7
;
 
P
o
e
r
w
a
d
a
r
m
i
n
t
a
,
 R
.
`
a
m
u
s
 
U
m
u
m
 

B
a
h
a
s
a
 I
n
d
o
n
e
s
i
a、
1
9
6
1
;
H
o
r
n
e
,
 Ja
v
a
n
e
s
e
-
E
n
g
l
i
s
h
 D
i
c
t
i
o
n
a
r
y,
 19
7
4
.
 

(

2

)

神
智
学
に
お
け
る
「
智
恵
の
伝
統
」
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

B
e
s
a
n
t
,
 A.
,
 
"T
h
e
o
s
o
p
h
i
c
a
l
 
Society
," 
E
n
c
y
c
l
o
p
a
e
d
i
a
 o
f
 R
e
l
i
g
i
o
n
 a
n
d
 E
t
h
i
c
s
,
 N
e
w
 Y
o
r
k
,
 19
5
8
,
 p
p
.
 30
0
-3
0
4
.
 

(
3
)
D
e
w
a
n
t
a
r
a
,
 K
i
 H
a
d
j
a
r
,
 De
m
o
k
r
a
s
i
 d
a
n
 L
e
i
d
e
r
s
c
h
a
p
,
 Jo
g
j
a
k
a
r
t
a
,
 19
5
9
,
 p
.7
.
 

(

4

)

こ
の
理
由
と
し
て
は
、
以
下
に
本
章
で
述
べ
る
こ
と
が
ら
の
他
に
、
政
策

policy
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
表
記
で
綴
る
と
苫
li
si
と
な
り
警
察
を
示
す
語
と
ま

ぎ
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
ま
た
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
用
語
を
外
来
語
で
な
く
イ

ソ
ド
ネ
シ
ア
語
で
記
そ
う
と
す
る
気
運
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
十
分
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
柴
田
紀
男
天
理
大
助
教
授
の
御
教
示
を
え
た
。

(
5
)
S
u
m
a
r
n
o
 P
.
 Wi
r
j
a
n
t
o
 
S
H
,
 "A
n
t
a
r
a
 
R
u
l
e
 
of 
L
a
w
 d
a
n
 R
u
l
e
 of 
K
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
," 
P
u
s
a
r
a
,
 J
u
n
e
 1
9
6
9
,
 pp
.
 2
0
3
,
2
0
5
;
 
d
o
 J
u
l
y
 

1
9
6
3
,
 p
p
.
 23
8
,
2
4
1
,
 24
9
.
 

(
6
)
P
u
s
a
r
a
、
A
p
r
i
l
1
9
3
6
,
 p.11. 

(

7

)

感
性

p
e
r
a
s
a
a
n
と
は

rasa
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、

意
志
伝
達
・
意
志
了
解
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

(
8
)
M
o
e
r
t
o
n
o
,
 S
g
m
a
r
s
a
i
d
,
 S
t
a
t
e
 
a
n
d
 

注

こ
の
こ
と
は
、

か
つ
て
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

と
い
う
ジ
ャ
ワ
語
が

と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
そ
の
概
念
自
体
を
「
世
俗
化
」
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
同
時
に
ま
た
、
こ
の

は
そ
の
本
来
の

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

と
い
う
「
聖
な
る
椋
」
と
結
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
の
各
章
に
お
い
て
、

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

と
い
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
し
て
再
生
す
る
こ

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
運
動
の
具
体
的
な
展
開
の
過
程
に
即
し
て
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
が
ら
を
考
察
す
る
。

S
t
a
t
e
c
r
a
f
t
 
i
n
 
o
l
d
 
J
a
v
a、

A

S
t
u
d
y
 
o
f
 t
h
e
 
L
a
t
a
r
 
M
a
t
a
r
a
m
 
P
e
r
i
o
d
、

1
6
t
h

to 
1
9
t
h
 

rasa 
(
感
ず
る
）
と
は

「
察
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
ら
と
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
独
自
の

k
e
 bi
d
 j
a
k
s
a
n
a
a
n
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C
e
n
tury"
C
8rnell 
U
 n
iv
e
rs1t
y
 M
o
n
o
g
r
a
p
h
,
 19
6
8
,
 p
p
.
 39
,
4
2
,
 

(
9
)
G
e
l
d
e
r
n
,
 He
i
n
e
,
 C
o
n
c
e
p
t
i
o
n
s
 
o
f
 S
tate 
a
n
d
 K
i
n
g
s
h
ip
 
in 
S
1
u
th
e
a
s
t
 A
s
t
a
,
 C
o
r
n
e
l
l
 
U
n
iversi
ty
 S
o
u
t
h
e
a
s
t
 
A
s
i
a
 
P
ro
g
r
a
m
 D
a
ta
 

P
a
p
e
r
,
 N
o
.
 18
,
 It
h
a
c
a
,
 19
5
6
.
 

(
1
0
)
A
n
d
e
r
s
o
n
,
 B
.
 "T
h
e
 Id
e
a
 of 
P
o
w
e
r
:
・
…
》)＂
p
p
.
1
,
6
9
.
 

(

1

1

)

『
ジ
ャ
ワ
年
代
記
』
に
は
、
王
朝
の
崩
壊
と
軌
を
一
に
し
て
こ
の

w
a
h
j
u

が
新
た
な
王
宮
の
方
向

へ
移
行
す
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
モ
ジ
ョ
パ
イ
ト
王

朝
と
ビ
ン
ト
ロ
王
朝
の
交
替
に
際
し
て
こ
の
よ
う
な

w
a
h
j
u

の
移
行
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
＂
ジ
ャ
ワ
王
朝
（
前
者
）
と
イ
ス
ラ
ム

王
朝
（
後
者
）
が
、
ひ
と
つ
の
同
一
の

w
a
h
j
u

の
移
行
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

B
a
b
a
d

T
a
n
a
h
 
D
j
a
w
i
 
(translated 
b
y
 

W
.
 L. 
O
l
th
o
f
)
.
 T
h
e
 H
a
g
u
e
,
 19
4
1
,
 
p
p
.
 30
,
3
1
,
 

(
1
2
)
C
u
l
t
u
r
a
li
s
m
 (
文
化
主
義
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
お
い
て
政
治
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
事
象
が
ど
の
よ
う
に
了
解
さ
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
そ
の
了
解
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
方
法
論
的
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
を
中
心
と
す
る
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
研
究
者
の
間
か
ら
、
機

能
主
義
的
な
比
較
政
治
学
の
方
法
論
に
対
す
る
反
省
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
一
九
七
一
年
に
発
表
し
た

A
m
e
、

r
i
c
a
n
 
V
a
lu
e
s
 a
n
d
 R
e
s
e
a
r
c
h
 
o
n
 In
d
o
n
e
s
i
a

に
お
い
て
は
じ
め
て

C
u
l
t
u
r
a
l
i
s
m

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
た
。
先
の

H
olt
,
Claire
,
 (
e
d
.)
 

C
u
lt
u
r
e
 a
n
d
 
P
o
litics 
i
n
 I
n
d
o
n
e
s
i
s

は
こ
の
立
場
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
を
明
ら
か
に
す
る
こ
こ
ろ
み
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

ア
ソ
ダ
ー
ソ
ン
の
主
著

j
a
u
a
i
n
a
T
i
m
e
o
f
R
e
0
o
l
u
t
i
o
n
、
Ithaca
,
C
o
r
n
e
l
l
 
U
n
ivers
ity 
P
ress
,
 19
7
2

は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
貫
か
れ
た
名
著
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

C
u
l
tural
is
m
に
お
い
て
は
、
事
実
に
関
す
る
意
味
づ
け
に
お
い
て
機
能
主
義
的
な
比
較
政
治
学
の
分
析
概
念
は
意
図
的
に
避
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
）
に
と

っ
て
の

rea
lit
y
が
も
っ
ば
ら
問
題
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
独
自
性
と
個
有
性
に
関
心
を
払
い
、

政
治
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
事
象
を
そ
の
文
化
の
独
自
性
に
お
い
て
了
解
し
よ
う
と
す
る
立
場

l
そ
れ
は
、
研
究
主
体
の
。
ハ
ラ
ダ
イ
ム
（
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
関

係
体
と
し
て
規
定
さ
れ
る
）
と
研
究
対
象
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
こ
れ
も
ひ
と
つ
の
関
係
体
と
し
て
規
定
さ
れ
る
）
と
が
「
関
係
が
関
係
に
関
係
す
る
」
と
い
う
形
で
徹

底
的
に
比
較
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
立
場
で
あ
る
—
~
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
形
成
し
て
き
た
文
化
に
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を
認
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
つ

ら
ぬ
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
た
ん
に
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
方
法
は
、
政
治

・
経
済

・
宗
教
等
の
額
域
が
分
化
し
各
領
域
に
お
け
る
個

別
の
制
度
化
が
進
展
し
て
い
な
い
社
会
を
研
究
の
対
象
と
す
る
場
合
に
、
き
わ
め
て
有
効
な
方
法
で
あ
ろ
う
。

(

1

3

)

ジ
ャ
ワ
人
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
内
的
な
力
が
他
人
に
影
響
力
を
行
使
し
う
る
か
否
か
が
主
要
な
関
心
事
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
"t!
S
o
e
d
ja
t
m
o
k
o
,
^^I
n
d
o
n
e
s
ia
:
 P
r
o
b
le
m
s
 a
n
d
 
O
p
p
o
r
tuni
ties
," 
A
u
s
t
r
a
l
i
a
n
 
O
u
tl
o
o
k
,
 D
ec
.
 19
6
7
.
 
(
A
n
d
e
r
s
o
o
,
 B・"

＾^T
h
e
 Id
e
a
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o
f
 
P
o
w
e
r
・
・
・
・
-
-
," 
p
.
 13
.)
 

(
1
4
)
r
a
s
a
と
は
、
た
ん
に
五
感
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
内
在
的
力
を
感
応
す
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

(

1

5

)

た
だ
し
、
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ン
は
、
こ
れ
を
「
王
椛
の
批
判
者
」
と
述
べ
て
お
り
、

c
o
u
n
t
e
r
,
i
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n

と
い
う
語
は
用
い
て
い
な
い
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の

]
a
v
a
 
in 
a
 T
,
m
e
 o
f
 R
e
v
o
luti
o
n

に
お
け
る
プ
サ
ソ
ト
レ
ソ
の
議
論
を
も
っ
て

c
o
u
n
t
e
r
,
m
s
t
i
t
u
t
i
o
n

と
し
て
規
定
し
て
い
る
の
は

J
.
B
o
o
n

で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
規
定
を
援
用
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

B
o
o
n
,
J
a
m
e
s
 A・
》

T
h
e

A
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
i
c
a
l
 
R
o
m
g
c
e
 
o
f
 
B
a
l
i
,
 1
5
9
7
'
]
9
7
2
,
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 1
9
7
7
,
 p
.
 1
9
6
.
 

(
1
6
)
A
n
d
e
r
s
o
n
,
 "T
h
e
 I
d
e
a
 
o
f
 
P
o
w
e
r
・
…・・》
5
"
p
p
.
52,57・ 

(
1
7
)

欲
望

p
a
m
r
i
h

に
つ
い
て
は

A
n
d
e
r
s
o
n
,
B
., 
"
T
h
e
 I
d
e
a
 
o
f
 
P
o
w
e
r
…
…
》
:
P
P
・
3
8
,
4
3
.

(

1

8

)

民
族
主
義
運
動
に
お
い
て
植
民
地
政
府
の
民
族
主
義
者
に
対
す
る
逮
捕
・
流
刑
は
こ
れ
と
同
じ
文
脈
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(

1

9

)

ス
ワ
ル
デ
ィ
・
ス
ル
ヤ
ニ
ソ
グ
ラ
ッ
ト
（
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ソ
ト
ロ
）
は
、
イ
ン
ド
ゥ
ソ
・
イ
ソ
ド
ゥ
ソ
に
始
ま
っ
て
パ
ソ
デ
ィ
ト
・
レ
シ
に
終
わ
る
一

三
の
段
階
が
か
つ
て
の
寄
宿
塾
に
は
存
在
し
て
い
た
と
述
ぺ
て
い
る
。

D
e
w
a
n
t
a
r
a
,K•H

., 

"
S
y
s
t
e
e
m
 
P
o
n
d
o
k
 d
a
n
 A
s
r
a
m
a
 itulah S
y
s
t
e
e
m
 N
a
s
i
o
n
a
l
," 

W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
,
 N
o
.
 2
,
 19
2
8
,
 p
p
.
 39
,
4
1
.
 

(20)

ジ
ャ
ワ
に
発
生
し
た
多
く
の
「
世
直
し
運
動
」
が
そ
の
参
加
者
だ
け
が
共
有
す
る
「
呪
文
」
」
を
有
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
「
呪
文
」
（
ジ
ャ
ワ
語
）

を
解
し
な
い
世
界
と
自
ら
の
世
界
を
峻
別
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
解
し
な
い
人
び
と
を
「
羅
刹
」
と
み
な
す
と
い
う
構
造
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

関
す
る
す
ぐ
れ
た
分
析
と
し
て
、
白
石
隆
「
サ
ミ
ニ
ス
ム
と
ラ
ヤ
ッ
ト
・
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
第
七
七
冊
』
一
九
七
九
年
一
二
月
）
一
三
七

し
一
五
六
ペ
ー
ジ
。

(
2
1
)

ジ
ャ
ワ
の
農
民
運
動
の
思
想
的
側
面
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
が
そ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
構
造
も
、
本
節
で
述
ぺ
て
き
た
と
こ
ろ
に
し
た
が

っ
て
理
解
し
う
る
。

S
a
r
to
n
o
K
a
r
t
o
d
i
r
d
j
o
,
 R
e
l
i
g
i
o
u
s
 M
o
v
e
m
e
n
t
 o
f
 J
a
v
a
 i
n
 t
h
e
 
1
9
t
h
 a
n
d
 2
0
t
h
 C
e
n
t
u
r
i
e
s
、
K
u
a
l
a
L
u
m
p
u
r
`
1
9
6
8
,
 p
p
.
 

1
,
3
5
;
 
S
a
r
t
on
o
 K
a
r
t
o
d
i
r
d
j
o
,
 P
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 S
o
s
i
a
l
 
d
a
l
a
m
 S
e
d
j
a
r
a
h
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
、
J
o
g
j
a
k
a
rt
a
,
1
9
6
7
,
 p
p
.
 3
,
1
9
.
 ~
l
i
t
:
:

「
サ
ミ
ソ
凛i勤
乎
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
民
族
主
義
」
（
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
九
巻
二
号
、
一
九
七
一
年
九
月
）
。

(

2

2

)

ジ
ャ
ワ
の
諸
王
朝
の
家
産
官
僚
的
性
格
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

S
c
h
r
i
e
k
e
,
 B
., 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 S
o
c
i
o
l
o
g
i
c
a
l
 
S
t
u
d
ie
s
、
V
ol.
1
,
 T
h
e
 H
a
g
u
e
 a
n
d
 B
a
n
d
u
n
g
,
 19
5
5
,
 p
p
.
 16
9
,
2
2
1
 ;
 An
d
e
r
s
o
n
,
 B・

》-^
T
h
e
I
d
e
a
 
of 

P
o
w
e
r
…
…
," 
p
p
.
 33
,
3
8
.
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(
2
3
)

二
0
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ワ
の
貴
族
（
プ
リ
ャ
イ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
位
階
な
い
し
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
、
い
わ
ば
お
抱
え
の
師
家

g
u
r
u

を

有
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
ス
カ
ル
ノ
時
代
は
い
う
に
及
ば
ず
今
日
に
お
い
て
す
ら
共
和
国
政
府
の
要
人
の
背
後
に
こ
の
よ
う
な
一
群
の

II
指
南
役
II

が
存
在
し

て
い
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
数
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。

(
2
4
)
S
.
 Ka
r
t
o
d
i
r
d
j
o
,
 Re
l
i
g
i
o
u
s
 
M
o
v
e
m
e
n
t
お
よ
び

P
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 Sosial. 

(
2
5
)

『
ジ
ャ
ワ
年
代
記
』
に
描
か
れ
た
バ
ク
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
オ
ラ
ソ
ダ
軍
と
マ
ク
ラ
ム
軍
と
の
会
戦
は
オ
ラ
ソ
。ク
軍
が
大
砲
に
汚
物
を
つ
め
て
発
射
し
た
た
め
マ

ク
ラ
ム
軍
は
そ
の
悪
臭
に
耐
え
き
れ
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
点
は
土
屋
）
。
な
お
永
積
昭
教
授
は
こ
れ
は
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
記
し

て
お
ら
れ
る
。

B
a
b
a
d
T
a
n
a
h
 D
j
a
w
i
、
p
p
.
1
4
2
,
1
4
3
;

永
積
昭
『
世
界
の
歴
史
13
ア
ジ
ア
の
多
島
海
』
、
講
談
社
、
一
九
七
七
年
、
一
七
九
し
一
八

0
ペ
ー
ジ
。

(
2
6
)

オ
ラ
ン
ダ
が
講
和
の
た
め
の
会
食
と
称
し
て
デ
ィ
ボ
ネ
．コ
ロ
を
招
き
そ
の
席
で
彼
を
逮
捕
し
て
マ
カ
ッ
サ
ル
に
幽
閉
し
た
と
い
う
い
き
さ
つ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の

奸
智
を
示
す
も
の
と
し
て
今
な
お
憎
し
み
の
念
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
の
を
、
筆
者
は
し
ば
し
ば
見
聞
し
て
い
る
。
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ
ロ

D
i
p
o
n
e
g
o
r
o
,
1
7
8
5
~
1
8
5
5
,
 

は
ジ
ャ
ワ
戦
争
(
-
八
二
五
し
三

0
年
）
の
英
雄
で
、
マ
ク
ラ
ム
王
朝
の
オ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
最
後
に
し
て
最
大
の
武
力
闘
争
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。

(
2
7
)

ア
イ
デ
ィ
ッ
ト

A
i
d
i
t
,
1
9
2
3
~
1
9
6
5
.

は
、
日
本
軍
政
下
の
一
九
四
三
年
七
月
非
合
法
共
産
党
に
参
加
す
る
に
際
し
て
、
デ
ィ

・ハ
・
ヌ
サ
ン
ク
ラ
・
ア
イ
デ

ィ
ッ
ト
と
い
う
男
ら
し
い
名
前
に
改
名
し
た
と
い
う
（
増
田
与
『
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
現
代
史
』
中
央
公
論
社
、

一
九
七
一
年
、
二
四
七
ペ
ー
ジ
）
。
デ
ィ

・ハ
・
ヌ
サ
ン

タ
ラ

D
i
p
a
N
 us
a
n
t
a
r
a
 
:l;!
、
あ
る
い
は
、

D
i
p
a
N
e
g
a
r
a
 
(
す
な
わ
ち
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ
ロ
）
を
想
起
さ
せ
る
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

(

2

8

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
サ
ル
ト
ノ
・
カ
ル
ト
デ
ィ
ル
ジ
ョ
の
前
掲
論
文
を
参
照
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
み
な
ら
ず
ジ
ャ
ワ
人
官
吏
が
な
ぜ
攻
撃
の
対
象
と
さ
れ

た
の
か
に
関
す
る

cultural
i
s
m

の
立
場
か
ら
の
分
析
と
し
て
、
白
石
隆
の
前
掲
論
文
を
参
照
。
ま
た
、
サ
ル
ト
ノ
の
議
論
の
要
約
は
、
前
掲
拙
稿
「
サ
ミ
ン
運

動
」
を
参
照
。

(

2

9

)

イ
ソ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

involution
は
、
「
文
化
の
様
式
が
完
成
し
た
状
況
に
お
い
て
、
様
式
の
安
定
化
な
い
し
新
し
い
様
式
へ
の
転
換
が
阻
止
さ
れ
た
結

果
、
様
式
自
体
の
内
部
で
複
雑
化
が
す
す
む
と
い
う
事
態
」
を
さ
す
も
の
と
し
て
定
義
で
き
る
。
通
常
、
そ
れ
は
様
式
の
細
部
に
お
け
る
グ
ロ
テ
ス
ク
な
装
飾
化

・
修

飾
化
と
し
て
顕
現
す
る
。
こ
の
概
念
は
文
化
人
類
学
者
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ザ
ー
の
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
概
念
を
「
農
業
の
イ
ン
ヴ
ォ
リ
ュ
ー

シ
ョ

y
」
と
し
て
ジ
ャ
ワ
の
水
田
耕
作
地
域
の
説
明
概
念
と
し
て
用
い
た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
ク
リ
フ
ォ
ド

・
ギ
ア
ツ
で
あ
っ
た
。

G
e
e
r
t
z
,
Clifford
,
 A
g
,
 

;
i
c
u
l
t
u
r
a
l
 I
n
v
o
l
u
t
i
o
n
:
 
T
h
e
 P
r
o
c
e
s
s
 o
f
 E
c
o
l
o
g
i
c
a
l
 
C
h
a
n
g
e
 i
n
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
、
B
e
r
k
e
l
e
y
,
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
of 
California 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
6
3
.

な
お
、

イ
ソ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ソ
の
定
義
に
つ
い
て
は
同
上
書
八

O
I八
ニ
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(
3
0
)

一
九
世
紀
後
半
に
記
さ
れ
た
こ
の
種
の
典
型
的
な
「
教
典
」
と
し
て
次
の
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
0

P
a
k
u
 B
u
w
o
n
o
 I
X
,
 Se
r
a
t
 W
a
r
a
 Isj葵
a
r
a
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(
e
d
.P
a
d
m
a
s
u
s
a
s
t
r
a
)
,
 S
u
r
a
k
a
r
t
a
,
 18
9
8
;
 

M
a
n
g
k
u
n
e
g
a
r
a
.
 I
V
,
 Dw
i
d
j
a
 I
s
j
w
a
r
a
 
(
e
d
.
 P
a
d
m
a
s
u
s
a
s
t
r
a
)
,
 S
u
r
a
k
a
r
t
a
,
 18
9
9
.

な
お
、
マ
i
o
e
r
,

t
o
n
o
,
0
p
.
c
i
t
.
、
p
p
.
4
5
-
5
2

を
参
照
。

(

3

1

)

「
精
神
」
の
喪
失
と
「
形
式
」
の
完
成
と
い
う
視
点
か
ら
ス
カ
ル
ノ
体
制
と
ス
ハ
ル
ト
体
制
の
相
違
を
記
念
碑

・
建
造
物
の
様
式
の
相
違
と
し
て
論
じ
た
も
の

と
し
て
次
の
も
の
は
大
変
興
味
深
い
。

A
n
d
e
r
s
o
n
,
 B・
,
 "N
o
t
e
s
 o
n
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 
Political 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
," 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
,
 N
o
.
 16
,
 C
o
r
n
e
l
l
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
,
 Oc
t
o
b
e
r
,
 1
9
7
3
,
 p
p
.
 39
,
8
0
.
 

(
3
2
)
z
a
k
e
lijkheid
は
字
義
ど
お
り
に
は
、

z
a
a
k
(
事
物
、
事
実
、
客
体
等
）
に
か
か
わ
る
行
動
様
式
思
考
様
式
を
表
現
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
、
と
く
に
そ
れ
は
、

そ
の
様
式
が

N
a
a
k

に
即
し
て
い
る
場
合
の
性
格
や
態
度
を
含
意
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
マ
ッ
ク
ス

・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
近
代
官
僚
制
の
特
質
と
し
て
あ
げ

た
＂
合
理
性

II

の
概
念
と
近
似
し
て
い
る
が
、

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d

は
も
っ
と
広
く
し
ば
し
ば
オ
ラ
ソ
ダ
人
が
自
ら
の
民
族
的
特
性
を
語
る
場
合
に
ひ
き
合
い
に
出
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
適
当
な
訳
語
が
さ
し
当
り
見
出
せ
な
い
の
で
原
語
の
ま
ま
用
い
る
。
な
お
、
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
は
こ
の
用
語
が
含
意
し
て
い
る
概
念
は
オ
ラ
ソ
ダ

に
独
自
な
も
の
で
あ
り
英
語
に
も
そ
の
適
当
な
対
応
語
は
見
出
せ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

A
n
d
e
r
s
o
n
,
・B
., 
"
J
a
p
a
n
,
 T
h
e
 L
i
g
h
t
 
o
f
 
A
s
i
a
," 
J
.
 Silverstein 

(
e
d
.)
,
 S
o
u
t
h
e
a
s
t
 A
s
i
a
 i
n
 
W
o
r
l
d
 W
a
r
 II,
 
N
e
w
 H
a
v
e
n
,
 19
6
6
,
 p
.
 3
6
.
 

(
3
3
)
h
o
r
m
a
t
制
と
称
せ
ら
れ
る
ジ
ャ
ワ
人
楢
民
地
官
吏
の
間
、
お
よ
び
、
檻
民
地
官
吏
と
一
般
民
衆
の
間
で
み
ら
れ
た
、

司
侯

・
上
奏
等
に
関
す
る
複
雑
な
手
続

き
と
畏
敬

・
心
服
の
念
を
表
明
す
る
形
式
が
、
一
九
世
紀
半
ば
よ
り
著
し
く
進
展
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
論
稿
は
す
ぐ
れ
た
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

S
u
t
h
e
r
l
a
n
d
,
 H
.
 A
., 
P
a
n
g
r
e
h
 
P
r
a
d
j
a
:
J
a
v
a
's
 J
n
di
g
e
n
e
o
u
s
 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
a
 
C
o
r
p
s
 a
n
d
 Its 
R
o
l
e
 i
n
 
t
h
e
 
L
a
s
t
 
D
e
c
a
d
e
s
 o
f
 
D
u
t
c
h
 

C
o
l
o
n
i
a
l
 R
u
l
e
,
 P
h
•
D
•
D
i
s
s
e
r
t
a
t
i
o
n

、
Y
a
l
eU
n
i
v
e
r
s
i
t
y
.
 19
7
3
.
 p
p
.
 14
5
,
1
5
0
.
 

ブ・
ン
ヤ
9
ガ

(
3
4
)

組
民
地
官
僚
制
の
進
行
に
と
も
な
っ
て
生
じ
た
こ
の
よ
う
な
状
況
を
、
ス
ラ
カ
ル
ク
王
家
最
後
の
宮
廷
詩
人

P
u
d
j
a
n
gg
a
と
さ
れ
る
ロ
ソ
ゴ
ワ
ル
シ
ト

R・

N
g
.
 Ro
n
g
g
o
w
a
r
s
i
t
a

の
詩
句
と
、
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
創
設
に
参
加
し
た
ス
ト
モ
D
r
.
S
u
t
o
m
o
の
『
回
顧
録
』

k
g
a
n
g
,
k
e
n
a
n
g
a
n
と
を
比
較
し
た
う
え
で

分
析
し
た
も
の
と
し
て
次
を
参
照
。

A
n
d
e
r
s
o
n
,
 B
., 
A
 T
i
m
e
 o
f
 D
a
r
k
n
e
s
s
 
a
n
d
 a
 T
i
m
e
 o
f
 L
i
g
h
t
:
 
T
r
a
n
s
p
o
s
i
t
i
o
n
 
i
n
 
E
a
r
l
y
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 
T
h
o
u
g
h
t
.
 Pa
p
e
r
 P
r
e
p
a
r
e
d
 
f
o
r
 

!
h
e
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 o
f
 
H
u
m
an
 S
c
i
e
n
c
e
s
,
 M
e
x
i
c
o
 C
i
t
y
,
 19
7
6
.
 

(
3
5
)
B
e
a
m
b
t
e
n
s
t
a
a
t
に
関
し
て
は
第
三
節
の

二
で
述
べ
る
が
、
こ
の
概
念
に
つ
い
て
筆
者
は
も
っ
ば
ら
次
に
負
う
て
い
る
。

S
u
therl
a
n
d
,
o
p
.
 cit
., 
p
p
.
 

1
7
3
-
2
8
5
.
 

(
3
6
)
E
t
h
1s
chepoliti
e
k
期
に
お
け
る
オ
ラ
ソ
ダ
の
最
大
の
政
策
提
言
者
で
あ
っ
た
ス
ヌ
ッ
ク

・
フ
ル
フ
ロ

ー
ニ
ェ

S
n
o
u
c
k
H
u
r
g
r
o
n
j
e

の
構
想
を
き
わ
め
て
手
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際
よ
く
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
次
は
、
オ
ラ
ソ
ダ
梢
民
地
政
策
に
関
す
る
す
ぐ
れ
た
分
析
の
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。

B
e
n
d
a
,
H
.
 
J
.
,
 

T
h
e
 C
r
e
s
c
e
n
t
 
a
n
d
 

t
h
e
 R
i
s
i
n
g
 S
u
n
、
T
h
e
H
a
g
u
e
 a
n
d
 
B
a
n
d
u
n
g
,
 19
5
3
,
 p
p
.
 2
0,
3
1
.
ま
た
V
o
l
k
s
h
o
o
f
d
に
つ
い
て
は

S
u
t
h
~
r
l

a

n
d,

o
p
.
 cit
., 
p
p
.
 7
2
,
7
4
.
 

(
3
7
)
B
e
n
d
a
,
0
p
.c,t
., 
p
p
.
 20
,
2
1
.
 

(
38)

B
e
n
d
a
,
 o
p
.cit
., 
p
p
.
 14
,
 2
3
.
 

(

3

9

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
こ
れ
以
下
の
議
論
も
基
本
的
に
次
に
負
う
て
い
る
。

G
e
e
r
t
z
,
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l
 I
n
v
o
l
u
t
i
o
n
,
 p
p
.
 4
7
,
5
2
.
 

(
4
0
)

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
は
も
っ
ば
ら
次
に
負
う
て
い
る
。

S
u
t
h
e
r
l
a
n
d
,
T
h
e
 P
a
n
g
r
e
h
 P
r
a
d
j
a
.
 p
p
.
 17
3
,
2
8
5
.
 

(
4
1
)

一
九
世
紀
後
半
以
降
の
諸
農
民
運
動
が

「
救
世
主
運
動
」
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
の
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

K
a
rtodirdjo
,
 s
., 
P
e
r
ge
r
a
k
a
n
 S
o
s
i
a
l
;
白
石
隆

「
サ
ミ
ニ
ス
ム
」
（
前
掲
論
文
）
。

(

4

2

)

こ
の
点
に
関
す
る
詳
論
は
次
を
参
照
。

S
u
t
h
e
r
l
a
n
d
,
 o
p
.
 cit
.
 

N
a
g
a
z
u
m
i
 A
k
i
r
a
,
 T
h
e
 D
a
w
n
 o
f
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 
N
a
t
io
n
a
l
is
m
,
 th
e
 E
a
r
l
y
 
Y
e
a
r
s
 o
f
 t
h
e
 
B
u
d
i
 
U
t
o
m
o
,
 1
9
0
8
,
1
9
1
8
,
 
T
o
k
y
o
,
 I
n
stitute 

o
f
 
D
e
v
e
lopin
g
 E
c
o
n
o
m
i
e
s
,
 19
7
2
.
 

(
43)

た
と
え
ば
次
を
参
照
。

ア
フ
マ
ッ
ド
・
ス
バ
ル
ジ
ョ
著
、
奥
源
造
監
訳
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
革
命
』
龍
渓
書
舎
、
一
九
七
三
年
、
四
七
ー
四
九
ペ
ー

ジ
。

ま
た
、
棺
民
地
官
僚
制
が
確
立
す
る
の
に
と
も
な

っ
て
、
原
住
民
官
吏
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
西
洋
化
し
、
サ
ロ
ソ
的
交
際
が
顕
著
に
示
さ
れ
て
く
る
こ
と
は
、
楢
民

地
時
代
に
書
か
れ
た
小
説
の
多
く
が
描
写
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
次
を
参
照
。

A
b
d
u
l
 M
u
i
s
,
 S
a
l
a
k
 A
s
u
h
a
n
,
 Dj
a
k
a
r
t
a
,
 Ba
l
a
i
 
P
u
s
t
a
k
a
,
 1
9
2
8
.
 

A
l
i
s
j
a
h
b
a
n
a
,
 S
.T
., 
L
a
j
a
r
 T
e
r
k
e
m
b
a
n
g
.
 Dj
a
k
a
r
t
a
,
 B
ala
i
 P
u
st
a
k
a
,
 19
3
7
.
 

(

4

4

)

二
0
世
紀
初
頭
以
来
の
植
民
地
関
係
文
書
の
内、

学
校
の
開
設
と
充
実
に
関
す
る
報
告
書
が
き
わ
め
て
多
数
見
出
さ
れ
る

（た
と
え
ば
、

M
a
i
l
r
a
p
p
o
r
t
の
数
）

こ
と
は
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。

(

4

5

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

S
ut
h
e
r
l
a
n
d
,
0
p
.
c
t
t
.
、
p
p
.
2
7
7
,
2
9
6
.
 

(

4

6

)

筆
者
は
か
つ
て
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
滞
在
中
に
、
ジ
ャ
ワ
の
プ
リ
ャ
イ
（
彼
ら
は
い
ず
れ
も
棺
民
地
時
代
以
来
の
官
吏
で
今
は
引
退
し
て
い
た
世
代
）
が
、
オ

ラ
ン
ダ
語
で
手
紙
の
交
換
を
し
、
パ

ー
テ
ィ
の
席
で
オ
ラ
ソ
ダ
語
と
ジ
ャ
ワ
語
を
同
じ
よ
う
に
用
い
て
会
話
を
す
る
の
を
、
幾
度
と
な
く
見
聞
し
た
。
ク
ラ
ト
ソ
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第一章 クビジャクサナアン概念

（
王
宮
）
で
の
集
ま
り
に
招
か
れ
た
際
に
も
、
そ
の
席
で
の
使
用
言
語
は
も
っ
ば
ら
オ
ラ
ソ
ダ
語
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
家
の
応
接
室
に
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な

く
ガ
ラ
ス
戸
付
き
の
書
棚
が
お
か
れ
、
そ
こ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ラ
ソ
ダ
語
の
書
物
が
並
ぺ
ら
れ
て
い
た
。

(
4
7
)

梢
民
地
時
代
の
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
で
は
オ
ラ
ソ
ダ
語
版
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
版
の
『
神
智
学
協
会
誌
』
が
月
刊
で
発
行
さ
れ
て
い
た
。

T
h
eosoji.sch
M
a
a
n
d
'
 

bl
且
v
o
o
r
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
,
I
n
d
i
i
i

お
よ
び

P
e
w
a
r
t
a
T
h
eosofi
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
前
者
は
、
ス
マ
ラ
ソ
に
お
い
て
一
九

0
一
年
以
来
発
行
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
述
べ
る
。

(
4
8
)

こ
の
こ
と
を
示
す
見
事
な
例
は
、
「
神
智
学
協
会
閾
領
束
イ
ン
ド
支
部
」
長
を
長
ら
く
つ
と
め
た
、
ヒ
ン
ロ
ー
ペ
ン

・
ラ
ッ
ペ
ル
ト
ソ
が
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の

設
立
に
際
し
て
行
な

っ
た
講
演
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
オ
ラ
ソ
ダ
に
よ
る
支
配
が

「
苓
高
の
神
の
定
め
」

t
a
k
d
i
r
A
l
l
a
h
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

D
.
 v
a
n
 H
i
n
l
o
o
p
e
n
 
L
a
b
b
e
r
t
o
n
,
 T
h
eosofie 
i
n
 
v
e
r
b
a
n
d
 m
e
t
 B
o
e
d
i
'
O
e
t
o
m
o
,
 
Batavia•Kho 

T
j
e
n
g
 B
i
e
,
 19
0
9
,
 p.
 8.
 

(

4

9

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

N
a
g
a
z
u
m
i
,
 T
h
e
 D
a
苺

n
.
p
p
.
 
71'73•192

. 

S
u
t
h
e
r
l
a
n
d
,
 P
a
n
g
r
e
h
 P
r
a
dj
a
,
 p
p
.
 71
,
 73
,
 11
0
.
 

A
b
d
u
l
l
a
h
,
 Ta
u
f
i
k
,
 "M
o
d
e
r
n
i
z
a
t
i
o
n
 
in 
th
e
 M
i
n
a
n
g
k
a
b
a
u
 W
o
r
l
d
," 
in C•Holt 

e
d
., 
C
u
l
t
u
r
e
 
a
n
d
 P
o
lit
ics 
i
n
 I
n
do
n
e
s
i
a
,
 Ith
a
c
a
,
 19
7
2
,
 

p
.
 23
3
.
 

P
.
 W
.
 v
an
 d
e
r
 
V
e
u
r
,
 Fr
e
e
m
a
s
o
n
,、y
i
n
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
 f
r
o
m
 R
a
de
r
m
a
c
h
e
r
 to 
S
o
e
k
a
n
t
o
,
 17
6
2
,
]
9
6
1
.
 O
h
1
0
 
U
m
v
e
r
s
,t
y
,
 S
o
u
t
h
e
a
st
 A
s
i
a
 

S
e
r
i
e
s
,
 N
o
.
4
0
.
 At
h
e
n
s
,
 Oh
i
o
,
 19
7
6
.
 

な
お
第
三
章
を
参
照
。

(
5
0
)
A
n
d
e
r
s
o
n
,
 "T
h
e
 Id
e
a
 
of 
P
o
w
e
r
," 
p
.
 55・ 

(

5

1

)

。ハク

・
ア
ラ
ム
家
出
身
の
プ
リ
ヤ
イ
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
次
節
以
下
に
述
べ
る
。

(
5
2
)ケ
ー
ヒ
ン
は
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
主
義
と
革
命
』
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

I
I統
合
す
る
要
素
~

m
t
e
g
r
a
t
1
v
e
 factor
と
し
て
、
①
オ
ラ
ン
ダ
に

よ
る
領
域
支
配
、
②
か
つ
て
の
大
帝
国
と
し
て
の
ス
リ
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
お
よ
び
モ
ジ
ョ
パ
イ
ト
王
国
の
存
在
、
③
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
宗
教
的
共
通
性
、
④
リ
ン
ガ

・
フ

ラ
ン
カ
と
し
て
の
マ
レ
ー
語
の
発
展
、
⑤
「
植
民
地
参
議
会
」

V
o
l
k
s
r
a
a
d
の
存
在
、
⑥
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
ぴ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
と
い

う
六
つ
の
要
素
を
あ
げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
「
外
縁
」
の
成
立
と
い
う
点
に
主
眼
を
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
民
族
主
義
成
立
の
前
提
と
し
て
四
点
に
ま
と
め
た
。

G
e
o
r
g
e
 M
.
 Ka
h
i
n
,
 Na
t
i
o
n
a
l
i
s
m
 
a
n
d
 R
e
v
o
lut
i
o
n
 
i
n
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
.
g
r
n
e
l
l
 U
n
iversity 
P
r
e
s
s
,
 Ith
a
c
a
 
a
n
d
 L
o
n
d
o
n
,
 19
5
2
,
 p
p
.
 37
,
41. 
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こ
れ
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

H
e
m
e
G
e
l
d
e
r
n
,
 o
p
.cit
.;
 A
n
d
e
r
s
o
n
,
 o
p
.cit
.
 ;
 M
o
e
r
t
o
n
o
,
 o
p
.cit
.
 

「サ
バ
ン
か
ら

メ
ラ
ウ
ケ
ま
で
」
と
い
う
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
地
域
の
広
大
な
空
間
を
示
す
ス
ロ

ー
ガ
ソ
は
、
も
と
も
と
オ
ラ
ン
ダ
楢
民
地
支
配
者
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
領
域
を
示
す
ス
ロ
ー
ガ
ソ
と
し
て
の
ち
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
と

な
る
の
で
あ
る
。

(

5

5

)

オ
ラ
ン
ダ
語
の

h
8
f
d
k
a
n
t
o
o
r
(
h
e
a
d
,
0
王
c
e
)

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

k
a
n
tor 
p
u
s
 
at
す
な
わ
ち
、
「
中
心
の
事
務
所
」
と
訳
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

新
し
い
「
中
心
」
が
新
し
い
「
外
縁
」
と
と
も
に
成
立
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
考
え
方
が
そ
こ
に
は
う
か
が
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(56)

今
世
紀
初
頭
に
か
ぎ
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
人
文
科
学
の
分
野
で
は
、
ラ
テ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
に
は
じ
ま
っ
て
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
等
の
文
献
を
あ
ま
ね

く
紹
介
す
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
、
学
位
論
文
の
価
値
も
そ
の
博
引
労
証
性
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
（
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
ク
ラ
ー

ク
K
r
a
a
k
教
授
の
教
示
に
よ
る
）
。
こ
の
よ
う
な
「
知
識
展
覧
主
義
」
と
も
い
う
ぺ
き
傾
向
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
主
義
者
の
中
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
そ

の
顕
著
な
例
と
し
て
（
あ
る
い
は
こ
の
「
知
識
展
覧
主
義
」
を
逆
手
に
と
っ
た
格
好
の
例
と
し
て
）
ス
カ
ル
ノ
の
一
九
三

0
年
に
お
け
る
法
廷
陳
述
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ょ
う
。

S
u
k
a
r
n
o
,
"
I
n
d
o
n
e
s
i
a
 
M
e
n
g
g
u
g
a
t
," 
1
9
3
0
,
 (
S
u
k
a
r
n
o
,
 K
e
p
a
d
a
 B
a
n
g
s
a
k
u
,
 D
j
a
k
a
r
t
a
,
 B
.
 P
.
 Pr
a
p
a
n
t
j
a
,
 1
9
5
7
.

に
所
収
）

(
5
7
)

こ
れ
ら
の
造
語
は
数
多
く
あ
る
。
先
の

k
a
n
t
o
r
(
k
a
n
t
o
o
r
)

の
ほ
か
、
た
と
え
ば
、

k
o
r
a
n
(
c
o
u
r
a
n
t
)
,
 p:,s 
(p:>st)
,
 p:,lisi 
(p:,litie)
,
 n
a
sio
n
a
l
 

(
n
a
t
i
o
n
a
a
l
)
,
 se
k
o
l
a
h
 
(sc
h
o
o
l
)
 
t
1
l
r

は
、

じ
J
.
.
,
;
~
\
l

初
し
／
ヽ
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
と
り
入
れ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

文
体
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
初
期
の
小
説
(
-
九
二

0
年
代
）
と
『
プ
ジ

ャ
ソ
ガ
・
バ
ル
』
期
の
小
説
と
『
一
九
四
五
年
世
代
』
の
小
説
の
文
体
を
比
較
す
れ

ぱ
明
ら
か
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
文
体
の
問
題
を
含
め
て
二

0
世
紀
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
言
語
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
次
の
論
稿
が
あ
る
。

A
n
d
e
r
,

son
,
 B.
,
 
"
T
h
e
 L
a
n
g
u
a
g
e
 o
f
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 
Politics
," 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
,
 N
o
.
 1
,
 Ap
r
i
l
 
1
9
6
6
.
 

(

5

8

)

こ
れ
に
つ

い
て
の
す
ぐ
れ
た
分
析
は
次
を
参
照
。
白
石
隆

「
サ
ミ
ニ
ス
ム
」
（
前
掲
論
文
）
。

(
5
9
)

た
と
え
ば
注

(56)
に
あ
げ
た
ス
カ
ル
ノ
の

「
法
廷
陳
述
」
に
み
ら
れ
る
端
的
な
主
張
の
執
拗
な
く
り
か
え
し
を
み
よ
0

(60)

こ
の
用
語
は
次
の
論
稿
に
よ
る
。

W
i
l
l
y
O
'M
a
l
l
e
y
,
 I
n
d
o
謎
s
i
a
i
n
 t
h
e
 
G
r
e
a
t
 
D
e
p
r
e
s
s
i
o
n
:
 A
 
S
t
u
d
y
 o
f
 E
a
s
t
 
S
u
m
a
t
r
a
 a
n
d
 J
o
g
j
a
k
a
r
t
a
 

i
n
t
h
e
]
9
3
0
's
., Ph•D

. 

D
i
sse
rtation
,
 Co
r
n
e
l
l
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
,
 1
9
7
7
,
 p
.
 2
1
2
n
.
 

(
6
1
)

こ
の
よ
う
な
状
況
は
パ
ク
・
ア
ラ
ム
家
出
身
の
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
記
し
た
次
の
書
物
に
よ
っ
て
も
明
瞭
に
う
か
が
え
る
°
K
i
 H
a
d
j
a
r
 
D
e
w
,
 

a
n
t
a
r
a
,
 B
e
o
e
f
e
n
i
n
g
§
L
e
t
t
e
r
g
e
n
 K
u
n
s
t
 i
n
 h
e
t
 
P
a
k
o
e
,
A
l
a
m
s
c
h
e
 G
e
s
l
a
c
h
t
、
J
o
g
j
a
k
a
r
t
a
,
1
9
3
1
.
 

(

6

2

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

N
a
g
a
z
u
m
i
,
T
h
e
 D
a
w
n
 o
p
.
 cit
.
 

(

5

3

)

 

(
5
4
)
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(63)

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
章
を
参
照
。

(
6
4
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
を
参
照
。

(
6
5
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
章
お
よ
び
第
三
章
を
参
照
。

(
6
6
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
を
参
照
。

(
6
7
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
章
、
第
三
章
で
詳
述
す
る
。

(
6
8
)

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
述
べ
る
。

(
6
9
)
S
g
t
a
t
m
o
 S
o
e
r
i
o
k
o
e
s
o
e
m
o
,
 
Sabdo,Panditto-Ratoe•Het 

r
e
c
h
t
 
is 
v
a
n
 d
e
n
 fl
、ijze
,
W
e
l
t
e
v
r
e
d
e
n
,
 19
2
0
.

な
お
笛
空
―
H
早
を
参
照
。

(
7
0
)

第
三
章
参
照
。

(
7
1
)

第
二
章
参
照
。

(
7
2
)

第
四
章
参
照
。

(
7
3
)

第
五
章
、
第
六
章
、
第
八
章
参
照
。

(
7
4
)
S
u
d
y
o
n
o
 
Djojopraitno

,'
•Didikan 

k
a
m
u
 sendiri
," 
P
u
s
a
r
a
,
 Vo
l
.
 
2
,
 N
o
.
 
2
,
 
1
9
3
2
,
 p
p
.
 
4
9
,
5
1
.
 

~
お
笛R上
]
音i4多
四
応
。

(

7

5

)

第
四
章
以
下
参
照
。

(
7
6
)

第
四
章
参
照
。

(
7
7
)

結
章
を
参
照
。

(
7
8
)

第
六
章
、
第
八
章
参
照
。

(79)

第
六
章
、
第
八
章
、
結
章
参
照
。

(
8
0
)

第
八
章
参
照
。

(

8

1

)

第
四
章
以
下
参
照
。

(

8

2

)

第
五
章
、
第
七
章
参
照
。

(
8
3
)

第
九
章
参
照
。
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第
二
章

（
「
原
住
民
委
員
会
」
事
件
ー
一
九
一
三
年
）

ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
・
イ
ソ
テ
リ
ゲ
ソ

ツ
ィ
ア
の
登
場
I

す
で
に
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
お
い
て
終
始
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
キ

・
ハ
ジ

ャ
ル

・
デ

本
章
及
び
次
章
で
は
一
九
二
二
年
七
月
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
デ
ワ
ソ
ト
ロ
に
焦
点
を
あ
て
て
彼
と
彼
を
め

ぐ
る
一
群
の
ジ
ャ
ワ
貴
族
の
思
想
及
び
行
動
を
明
ら
か
に
し
、
彼
ら
の
登
場
が
二

0
世
紀
の
植
民
地
の
状
況
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

意
味
を
も
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
。
先
ず
本
章
で
は
デ
ワ
ソ
ト
ロ
が
民
族
主
義
者
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る

「
原
住
民
委
員
会
」
の
活
動
を
中
心
に
彼
を
め
ぐ
る
当
時
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

一
九
ニ
―
一
年
に
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
府
は
ジ

ャ
ワ
に
お
い
て
ナ
ボ
レ
オ
ン
支
配
か
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
解
放
を
記
念
す
る
百
周
年
の
祝

典
を
行
な

っ
た
。
こ
の
祝
典
の
計
画
に
対
し
チ
プ
ト

・
マ
ン
グ
ン

ク
ス

モ
と
ス
ワ
ル
デ
ィ
・
ス

ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
の
二
青
年
を
中

心
に
幾
人
か
の
原
住
民
の
知
識
人
た
ち
は
「
原
住
民
委
員
会
」

を
結
成
し
て
、
式
典
の
計
画
を
批
判
し
た
。
政
庁
は
彼
ら
を
逮
捕
し

ジ
ャ
ワ
か
ら
追
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
反
政
庁
の
気
運
が
拡
大
す
る
の
を
阻
止
し
た
が
、

チ
プ

ト
と

ス
ワ
ル
デ
ィ
及
び
彼
ら
と
と
も

に
反
政
庁
活
動
の
咎
に
問
わ
れ
て
追
放
さ
れ
た
デ
ッ
ケ
ル
の
三
名
の
名
は
そ
の
後
民
族
主
義
者
の
間
で
抵
抗
運
動
の
先
駆
者
と
し
て

記
憶
に
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
実
こ
の
事
件
は
今
世
紀
初
頭
か
ら
ジ
ャ
ワ
を
中
心
に
展
開
し
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民

族
主
義
運
動
の
な
か
で
、
植
民
地
支
配
の
正
当
性
を
公
然
と
否
定
し
そ
の
不
当
性
を
唱
道
し
た
最
初
の
事
件
で
あ
っ
た
。

ワ
ン
ト
ロ
（
ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
）
で
あ
っ
た
。

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
成
立
前
史
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表
し
、

る。

ダ
ウ
ェ
ス
・
デ
ッ
ケ
ル
D
)
u
w
e
s
D
e
k
k
e
r
,
 1
8
7
9
-
1
9
5
2
 

第

一

節

前

史

コ
ー
ヒ

1
農
園
や
砂
糖
工
場
に
勤
務
し
た
が
、
ボ
ー
ア
戦

ま
、
こ
の

＇̀ù 

事
件
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
が

一
九
二
＿
一
年
七
月
に
記
し
た
一
論
文
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
論
文
に
対
す
る
政
庁
の

対
応
と
こ
の
論
文
そ
の
も
の
の
内
容
を
吟
味
す
る
と
、
そ
こ
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配
の
様
式
と
そ
れ
に
対
す
る
ジ
ャ
ワ
の
抵

抗
の
様
式
と
い
う
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
運
動
史
と
民
族
思
想
史
の
本
質
に
か
か
わ
る
問
題
が
表
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

本
章
で
は
先
ず
事
件
に
か
か
わ
る
重
要
な
人
物
に
つ
い
て
の
履
歴
を
略
記
し
次
に
事
件
の
概
要
を
記
す
。
最
後
に
す
で
に
述
べ
た

よ
う
な
視
点
か
ら
政
庁
の
対
応
と
ス
ワ
ル
デ
ィ
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ダ
ウ
ェ
ス

・
デ
ッ
ケ
ル
は

一
八
七
九
年
東
ジ
ャ
ワ
北
部
の
港
湾
都
市
パ
ス
ル
ア
ン
に
オ
ラ
ン
ダ
人
の
父
と
、
ド
イ
ツ
人
と
ジ
ャ
ワ

(
1

)

 

人
の
混
血
児
の
母
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
ム
ル
タ
ト
ゥ

リ
の
筆
名
で
小
説
『
マ
ッ
ク
ス
・
ハ
ー
フ
ェ
ラ
ー
ル
』
(
-
八
六

0
年
）
を
発

一
八
三

0
年
以
来
ジ
ャ
ワ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
た
「
栽
培
制
度
」

cultuurstelsel

の
実
態
を
暴
く
こ
と
に
よ
っ
て
オ
ラ

ン
ダ
本
国
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド

・
ダ
ウ
ェ
ス

・
デ
ッ
ケ
ル

(

2

)

 

ダ
ウ
ェ
ス

・
デ
ッ
ケ
ル
の
大
叔
父
に
当
た
る
人
物
で
あ
っ
た
。

バ
タ
ヴ
ィ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
の
オ
ラ
ン
ダ
人
高
等
学
校
を
卒
業
後
、

争
が
勃
発
す
る
と
と
も
に
志
願
兵
と
し
て
南
ア
フ
リ
カ
に
渡
り
対
英
戦
争
に
参
加
し
た
。
の
ち
捕
虜
と
な
り
セ
イ
ロ
ソ
で
二
年
間
を

獄
中
で
過
ご
し
、

E
d
u
a
r
d
 
D
o
u
w
e
s
 D
e
k
k
e
r
,
 1
8
2
0
,
1
8
8
7
 

一
九

0
三
年
に
ジ
ャ
ワ
ヘ
戻
っ
た
。
そ
の
後
は
ジ
ャ
ワ
島
の
各
地
で
新
聞
記
者
な
い
し
編
集
者
と
し
て
の
生
活
に
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入
り
『
ス
ラ
バ
ヤ
商
業
新
聞
』

S
o
e
r
a
b
a
j
a
a
s
c
h
H
a
n
d
e
l
s
b
l
a
d
、
『
ロ
コ
モ
テ
ィ
フ
』

L
o
c
o
m
o
t
i
f
(iス
マ
ラ
ン
の
日
刊
紙
）
、
『
パ
ク
ヴ

ィ
ア
新
聞
』

Bataviaasli

N
-
i
e
u
w
s
b
l
a
d

等
に
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
小
説
『
ジ
ャ
ワ
人
シ
モ
ン
の
本
』

H
e
t

b
o
e
k
 v
a
n
 

d
e
 J
a
v
a
a
n

を
執
筆
し
た
り
『
新
ア
ル
ン
ヘ
ム
新
聞
』

N
i
e
u
w
e
A
r
n
h
e
m
s
c
h
 C
o
u
r
a
n
t
 

地
を
も
っ
と
も
早
く
失
う
こ
と
が
で
き
る
か
』

H
o
e
k
a
n
 H
o
l
l
a
n
d
 
h
e
t
 
spoedigst 
ziJn 
k
o
l
o
n
i
e
n
 
v
e
r
h
e
z
e
n
'
 

題
を
も
つ
一
連
の
論
文
を
寄
稿
し
た
り
し
た
。
彼
の
思
想
は
強
い
反
西
欧
的
感
情
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ン
ド
で
混
乱
を
回
避
す
る
唯
一
の
道
は
、
教
育
の
機
会
を
拡
大
し
道
路
や
灌
漑
設
備
を
整
え
、

そ
の
当
時
、
ジ
ャ
ワ
医
学
校

(
S
T
O
V
I
A
)

n
a
w
a
n
 
M
a
n
g
o
e
n
k
o
e
s
o
e
m
o
,
 1
8
9
0
,
1
9
2
9
)
 

と
い
う
剌
激
的
な

オ
ラ
ン
ダ
が
東
イ

ま
た
地
方
分
権
化
を
促
進
す
る
こ
と

を
骨
子
と
す
る
倫
理
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
東
イ
ン
ド
の
自
治
政
府
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ

は
今
世
紀
初
頭
の
若
い
知
識
人
が
東
イ
ン
ド
の
各
地
か
ら
集
い
討
論
を
す
る
格
好
の

場
所
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
は
一
九
〇
六
年
に
中
ジ
ャ
ワ
か
ら
ワ
ヒ
デ
ィ
ン
医
師

(
W
a
h
i
d
i
n
S
o
e
d
i
r
o
h
o
e
s
d
o
,
 
D
r
.
 
M
a
s
 N
g
a
,
 

behi, 
±
1
8
5
7
,
1
9
1
7
)

ぶ
正
式
叩
ゎ
代
出
n
i吋
戸
i

辛子岱
5

の
辛
子
庄
1

で
太
3

っ
た
ス
ト
モ

(
D
r
.
S
o
e
t
o
m
o
,
 1
8
8
8
,
1
9
3
9
)

や
、
グ
ナ
ワ
ン

(
D
r
.
G
o
e
、

(

3

)

 

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。

歩
い
て
行
け
る
距
離
に
あ
り
、
何
人
か
の
医
学
生
は
デ
ッ
ケ
ル
の
助
言
を
求
め
て
頻
繁
に
行
き
来
し
た
た
め
に
そ
こ
は
あ
た
か
も
彼

(

4

)

 

ら
の
，
読
書
室
兼
図
書
館
兼
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
＂
の
観
を
呈
し
た
と
い
う
。
ス
ト
モ
は
後
年
に
そ
の
当
時
を
回
顧
し
て
「
ブ
デ
ィ
・
ウ

ト
モ
設
立
当
時
、
わ
れ
わ
れ
は
ダ
ウ
ェ
ス
・
デ
ッ
ケ
ル
氏
か
ら
少
な
か
ら
ざ
る
援
助
と
影
響
と
を
受
け
た
。
彼
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
新
聞

の
編
集
者
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
精
神
を
広
め
て
く
れ
た
。
わ
た
し
と
彼
の
関
係
は
た
い
へ
ん
密
接
な
も
の
で
あ
り
彼
の
家
へ
は
木
戸

御
免
で
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
ダ
ウ
ェ
ス
・
デ
ッ
ケ
ル
氏
は
そ
の
理
想
を
や
が
て
自
ら
政
党
を
結
成
す
る
こ
と
で
実
現
し
、
そ
し

て
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
は
つ
ね
に
誠
実
に
新
聞
紙
上
で
わ
れ
わ
れ
を
助
け
て
く

っ
た
。

一
方
ま
た
デ
ッ
ケ
ル
の
住
居
は
当
時
医
学
校
か
ら

に
『
オ
ラ
ン

ダ
は
い
か
に
し
て
そ
の
植
民

S
i
m
o
n
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第二章 タマン・シスワ成立前史 I

る
二
人
の
青
年
が
加
わ
っ
て
い
た
。

そ
の
内
五
五

0
0人
は
混
血
児
、

学
生
た
ち
に
、

(

5

)

 

れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
デ
ッ
ケ
ル
は
ス
ト
モ
や
グ
ナ
ワ
ン
等
の
結
成
当
時
の
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
を
中
心
的
に
担
う
こ
と
に
な
る

(
6
)
 

ワ
ヒ
デ
ィ
ソ
医
師
と
は
別
の
形
で
、

一
九

0
九
年
か
ら

一
九
一

0
年
に
か
け
て
デ
ッ
ケ
ル
は
自
ら
の
相
続
権
を
め
ぐ
る
裁
判
の
た
め
に
ョ
ー
ロ
ッ
バ
ヘ
出
か
け
た
が
帰

国
後
バ
ン
ド
ゥ
ン
に
居
を
構
え
て
文
筆
活
動
よ
り
も
政
治
活
動
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
、
先
ず
オ
ラ
ン
ダ
人
の
親
睦

団
体
と
し
て
一
八
九
八
年
に
設
立
さ
れ
た
「
東
イ
ン
ド
団
体
」

l
n
d
i
s
c
h
e
B
o
n
d
 

に
改
編
す
る
こ
と
を
画
策
し
た
。
彼
が
唱
道
し
た
の
は
東
イ
ン
ド
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
住
民
が
参
加
し
う
る
政
党
東
イ
ン
ド
党
を

(
7

)
 

結
成
し
、
東
イ
ン
ド
を
祖
国
と
す
る
総
て
の
住
民
の
独
立
を
獲
得
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
た
め
に
一
九
―
二
年
三

月
『
デ

・
ニ
ク
ス
プ
レ
ス
』
紙

D
e
E
x
p
r
e
s

を
創
刊
し

「
東
イ
ン
ド
団
体
」
を
編
成
替
え
し
て
こ
れ
を
政
党
と
す
る
論
調
を
掲
げ

る
と
と
も
に
同
年
九
月
半
ば
に
は
バ
ソ
ド
ゥ
ン
か
ら
ジ
ャ
ワ
各
地
へ
宣
伝
に
赴
い
て
各
地
で
支
持
者
を
組
織
し
、

月
二
五
日
に
は
バ
ン
ド
ゥ
ン
で
東
イ
ン
ド
党
を
正
式
に
結
成
し
た
。
結
成
大
会
で
は
そ
の
党
の
網
領
の
第
二
条
に
先
に
の
べ
た
よ
う

に
東
イ
ン
ド
の
独
立
を
目
ざ
す
こ
と
を
掲
げ
た
が
、
当
時
、
彼
の
主
張
に
も
っ
と
も
強
い
支
持
を
与
え
た
の
は
、
混
血
児

e
u
r
a
s
i
a
n

で
あ
り
オ
ラ
ン
ダ
人
や
中
国
人
の
共
感
を
呼
ぶ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

一
五

0
0人
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
。
結
局
、
デ
ッ
ケ
ル
の
構
想
し
た
の
は
、
混
血
児
を

主
体
と
す
る
東
イ
ン
ド
の
独
立
で
あ
り
、
土
着
社
会
で
こ
れ
に
共
感
し
た
の
は
、
彼
と
個
人
的
な
交
友
関
係
に
あ
る
少
数
の
人
々
に

限
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
、

一
九

―
二
年
―
二

チ
プ
ト
お
よ
び
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
い
う
後
の
民
族
運
動
史
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

政
庁
は
デ
ッ
ケ
ル
ら
が
東
イ
ソ
ド
党
を
創
立
し
こ
れ
に
拠
っ
て
政
治
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
、
こ
れ
を
植
民
地

の
秩
序
と
安
寧
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
同
党
を
合
法
団
体
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
こ
の
た
め

一
九
一
三
年
四
月
以
降
、

一
九
二
＿
一
年
―
―
―
月
に
党
員
七

0
0
0人
を
数
え
た
が

の
バ
ン
ド
ゥ
ン
支
部
に
加
入
し
こ
れ
を
政
党
組
織

一
定
の
感
化
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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後
述
す
る
よ
う
に
チ
プ
ト
や
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
「
原
住
民
委
員
会
」
を
結
成
す
る
の
は
同
年
七
月
初
め
で
あ
る
が
デ
ッ
ケ
ル
自
身
は

そ
れ
以
前
に
ョ
ー
ロ
ッ

。
ハ
ヘ
の
旅
行
に
出
発
し
九
月
初
旬
ま
で
ジ
ャ
ワ
ヘ
帰
還
し
な
か
っ
た
。
「
原
住
民
委
員
会
」
事
件
は
そ
の
彼

の
不
在
中
に
発
生
し
た
。

チ
プ
ト
・
マ
ン
グ
ン
ク
ス
モ

Tjipto
M
a
n
g
o
e
n
k
o
e
s
o
e
m
o
,
 1
8
8
6
,
1
94
2
 

(
8
)
 

チ
プ
ト

・
マ
ソ
グ
ン
ク
ス
モ
は

一
八
八
六
年
中
ジ

ャ
ワ

北
部
の
ア
ン
バ
ラ
ワ
で
十
一
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
は
原

住
民
小
学
校
の
マ
レ
ー
語
教
師
、
小
学
校
校
長
、

教
師
で
あ
っ
た
。
兄
弟
は
い
ず
れ
も
オ
に
恵
ま
れ
、

ィ
ア
ル
ジ
ョ

ス
マ
ラ
ン
市
の
顧
問
等
を
歴
任
し
た
下
級
官
吏
で
あ
り
父
方
の
祖
父
は
イ
ス
ラ
ム

ま
た
両
親
と
も
に
教
育
熱
心
で
あ
っ
た
た
め
に
、

チ
プ
ト
、
グ
ナ
ワ
ン
、
ブ
デ

B
u
d
ia
rd
j
o
、
シ
ャ
ム
ス
ル

・
マ
ア
リ
フ

S
y
a
m
sul
M
a
'ar
if

の
四
人
は
医
学
校
に
学
び
七
人
目
の
ダ
ル
マ
ワ
ン

D
a
r
-

m
a
w
a
n

は
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
て
デ
ル
フ
ト
工
科
大
学
で
化
学
を
修
め
、
カ
ル
ト
ノ

弟
の
ス
イ
ッ
ト
ノ

S
u
ji
tn
o

は
バ
ダ
ヴ
ィ
ア
法
学
校
を
卒
え
た
。
こ
の
内
グ
ナ
ワ
ン
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ト
モ
の
無
二
の
親
友
と

し
て
彼
の
社
会
的
政
治
的
活
動
を
た
す
け
、
ダ
ル
マ
ワ
ン
と
カ
ル
ト
ノ
は
一
九
二
六
年
に
ス
カ
ル
ノ
が
バ
ン
ド
ゥ
ン
に
組
織
し
た
一

般
研
究
会

A
lg
e
m
een
e
S
tu
d
ie
cl
u
b

に
加
わ
っ
た
。
の
ち
カ

ル
ト
ノ
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
と
な
っ
た
。

チ
プ
ト
は
幼
小
の
頃
か
ら
不
覇
の
性
格
で
一
九

0
五
年
に
は
ジ
ャ
ワ
医
学
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒
え
た
が
、
在
学
当
時
か
ら
ひ
と

り
と
じ
こ
も
っ
て
読
書
と
思
索
に
時
を
す
ご
す
こ
と
を
好
ん
だ
。
ま
た
、
自
ら
を
オ
ラ
ン
ダ
風
の
生
活
様
式
か
ら
も
ジ
ャ
ワ
の
貴
族

（プ
リ
ャ
イ
）
の
生
活
様
式
か
ら
も
相
隔
て
て
、
も
っ
ば
ら
「
ク
ロ
モ
（
貧
民
）
の
子
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
ジ
ャ
ワ
の
初

期
の
民
族
主
義
者
の
内
、

チ
プ
ト
と
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
ス
ト
モ
の
三
人
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
比
較
研
究
を
行
な
っ
た
サ
ヴ
ィ

ト
リ
・

プ

東
イ
ン
ド
党
は
そ
の
活
動
を
停
止
し
た
。

K
ar
to
n
o

も
高
等
教
育
を
卒
え
た
。
ま
た
末
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第二章 タマン ・シスワ成立前史 I

(

9

)

 

ラ
ス
テ
ィ
テ
ィ
は
チ
プ
ト
の
思
想
的
立
場
を
「
異
議
申
立
人
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、

の
貴
族
社
会
に
対
し
て
つ
ね
に
激
し
い
敵
意
を
燃
や
し
て
い
た
。
そ
の
点
で
デ
ッ
ケ
ル
と
チ
プ
ト
と
は
ま
っ
た
く
合
致
し
て
い
た
と

言
え
る
。
ス
ト
モ
の
回
想
に
よ
れ
ば
チ
プ
ト
は
そ
の
激
し
い
正
義
感
と
辛
辣
な
批
判
精
神
に
よ
っ
て
つ
ね
に
仲
間
た
ち
に
畏
敬
の
念

(
10
)
 

を
与
え
て
い
た
が
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
孤
独
で
猾
介
な
人
物
と
し
て
人
々
の
目
に
映
じ
て
い
た
と
い
う
。

医
学
校
を
卒
業
後
チ
プ
ト
は
た
だ
ち
に
医
師
と
な
っ
た
が
、
当
時
た
ま
た
ま
東
ジ
ャ
ワ
の
マ
ラ
ン
地
方
に
ペ
ス
ト
が
発
生
し
た
際

に
自
ら
志
願
し
て
そ
の
撲
滅
の
た
め
に
赴
き
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ワ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
間
に
そ
の
名
を
大
い
に
高
め
た
。

そ
の
後
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
こ
れ
に
参
加
し
そ
の
初
代
の
理
事
の

一
人
に
選
ば
れ
た
が
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ

の
主
導
権
が
中
ジ

ャ
ワ
の
貴
族
層
の
長
老
の
手
に
移
っ
て
い
く
の
に
反
対
し
て

一
九

0
八
年

―
0
月
に
は
早
く
も
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ

(
11
)
 

そ
の
後
は
デ
ッ
ケ
ル
と
の
関
係
を
強
め
て

い
っ
た
。

か
ら
離
れ
、

い
か
に
も
チ
プ
ト
は
植
民
地
政
庁
と
ジ
ャ
ワ

ス
ワ
ル
デ
ィ
・
ス
ル
ヤ
―
―
ン
グ
ラ
ッ
ト

S
o
e
w
a
r
d
i
S
o
e
r
j
a
n
i
n
g
r
a
t
,
 18
8
9
,
1
9
5
9
 

ス
ワ
ル
デ
ィ
は

一
八
八
九
年
五
月
二
日
に

。ハ
ク

・
ア
ラ
ム
家
の

。ハ

ソ
ゲ
ラ
ン

・
ス
ル

ョ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト

P
a
n
g
e
r
a
n
S
o
e
r
j
o
n
i
n
g
r
a
t
 

(12) 

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
は
当
時
の
パ
ク

・
ア
ラ
ム
家
の
当
主
。ハ
ク

・
ア
ラ
ム
第
五
世
の
甥
に
あ
た
っ
て
い
た
が
経
済
的
に
不

遇
で
あ
り
そ
の
た
め
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
兄
の
ス
ル
ヨ
プ
ラ
ノ

ト

S
o
erj
o
p
r
a
n
o
t
o

の
両
名
は
当
時
の
プ
リ
ヤ

イ
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で

あ
る

H
B
S
（
オ
ラ
ン
ダ
式
高
等
学
校
）
へ
行
か
ず
に
専
門
技
術
者
と
な
る
道
を
選
ん
だ
。
か
く
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
は

一
九

0
五
年
に
ジ

ャ
カ
ル
タ
の
医
学
校
へ
、

ス
ル
ヨ
プ
ラ
ノ
ト
は
ボ
ゴ
ー
ル
の
農
学
校
に
進
ん
だ
が
、

退
学
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
幼
年
の
頃
、

ヤ
ン

）
の
世
界
に
遊
ん
で
時
を
過
し
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
は
学
費
不
如
意
の
た
め
中
途

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ジ
ャ
ワ
の
子
供
た
ち
と
同
様
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
も
、
影
絵
芝
居

（ワ

ワ
ヤ
ン
の
登
場
人
物
の
何
れ
か
を
自
ら
の
理
想
の
似
姿
と
し
て
称
賛
し
て

い
た
。
彼
が
選
ん
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第
二
節

ル
デ
ィ
は
一
九

0
七
年
に
ス
タ
ル
テ
ィ
ナ
・
サ
ス
ロ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト

S
o
e
t
a
r
t
i
n
a
S
a
s
r
o
n
i
n
g
r
a
t

と
結
婚
し
一
九
一

0
年
の
一
年
間

を
中
ジ
ャ
ワ
の
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
の
砂
糖
工
場
で
書
記
と
し
て
慟
き
一
九
―
一
年
に
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
ヘ
移
っ
て
そ
こ
の
製
薬
工

場
で
働
い
た
。
そ
の
当
時
か
ら
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
い
く
つ
か
の
新
聞
や
雑
誌
に
投
稿
し
た
り
そ
の
依
頼
で
記
事
を
書
い
た
り
し
て
い
た

が
、
そ
れ
に
注
目
し
た
デ
ッ
ケ
ル
の
要
請
で
一
九
―
二
年
に
は
バ
ン
ド
ゥ
ン
に
移
り
『
デ

・
ニ
ク
ス
プ
レ
ス
』
等
の
日
刊
紙
の
専
任

編
集
者
と
な
っ
た
。

ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
と
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
の
関
係
は
チ
プ
ト
の
場
合
と
同
様
に

一
九

0
八
年
の
設
立
と
と
も
に
こ
れ
に
参
加
し
初
代
の

書
記
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
た
が
、
や
が
て
（
一
九

0
八
年
中
に
は
）
そ
こ
か
ら
離
れ
、
パ
ソ
ド
ゥ
ソ
に
移
っ
て
以
降
は
デ
ッ
ケ

ル
の
影
響
で
東
イ
ン
ド
党
の
設
立
に
参
加
す
る
一
方
、

事
件
の
概
要

一
九
一

三
年
七
月
初
め
、
ハ
ン
ド
ゥ
ン
で
「
オ
ラ
ン
ダ
解
放
百
周
年
の
た
め
の
原
住
民
委
員
会
」
＾
'Inl
a
n
d
s
c
h
C
o
m
i
t
e
 
tot 
H
e
rd
e
n
,
 

k
i
n
g
 
v
a
n
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
 

「
原
住
民
委
員
会
」
事
件
の
概
要

H
o
n
d
e
r
d
j
a
rige 
V
r
y
h
e
i
d
"

な
い
し
「
原
住
民
委
員
会
」
＾
＾
C
o
m
i
t
e

B
o
e
m
i
 
P
o
e
t
r
a
"

と
名
乗
る
委
員
会

が
結
成
さ
れ
た
。
七
月
八
日
の
『
デ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
紙
が
こ
の
「
原
住
民
委
員
会
」
の
発
足
を
宣
言
し
、
四
日
後
の
―
二
日
に

(14) 

は
同
委
員
会
の
。ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
先
ず
、
委
員
会
の
構
成
メ
ソ
バ
ー
を
明
ら
か
に
し
、

ス
ノ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
自
身
、

だ
の
は
、

ジ
ャ
ワ
人
に
よ
っ
て
理
想
の
善
王
と
さ
れ
て
い
る
ユ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ロ
と
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
の
化
身
で
機
知
縦
横
の
ク
レ

(13) 

ユ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ロ
を
讃
え
る
詩
を
作
っ
て
い
る
。
医
学
校
を
中
退
し
た
ス
ワ

―
二
歳
の
時
に
、

イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
バ
ン
ド
ゥ
ン
支
部
長
と
な
っ
た
。
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次
い
で
目
標
と
す
る
活
動
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
委
員
会
の
構
成
員
は
、
議
長
チ
プ
ト

・
マ
ン
グ
ソ
ク
ス

モ
、
副
議
長
ス
ヤ
テ

ィ
マ
ン

・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ

S
o
ej
a
tim
a
n

S
o
e
r
i
o
k
o
e
s
o
e
m
o
、
会
計
ウ
ィ
グ
ニ
ャ
デ
ィ
サ
ス
ト
ラ

A
.
H
.
W
i
g
,
 

nj
a
di
sas
tr
a
、
委
員
ス
ラ
ジ
ャ
夫
人

S
o
e
r
a
d
j
a
g
e
b
o
re
n
 
O
n
e
n
g
、
ル
ム

R
o
e
m
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル

・
ム
イ
ス
A
b
d
u
l
M
u
is
、
書
記
ス

(
1
5
)
 

ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ

ッ
ト
の
計
七
名
で
あ

っ
た
。
ま
た
委
員
会
は
、
オ
ラ
ン

ダ
解
放
百
周
年
の
記
念
式
典
日
に
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ミ
ナ
女
王
に
祝
電
を
送
る

一
方
、
女
王
に
対
し
て

一
八
五
四
年
に
制
定
さ
れ
た
「
東
イ
ン
ド
統
治
法
」
(
16
)
 

第
一
―

一
条
の
撤
廃
と
”
東
イ
ン
ド
議
会
II

の
設
立
を
求
め
る
請
願
を
行
な
う
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
。

七
月

一
九
日
に
は
。ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
二
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
別
冊
の
小
論
文
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
同
日
こ
の
小

(
17
)
 

論
文
が
、`
ハ
ン
ド

ゥ
ン
で
少
な
く
と
も
五

0
0
0部
印
刷
さ
れ
そ
の
配
布
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
こ
の
論
文
の
筆
者
は
ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス

ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
で
そ
の
題
は
「
も
し
私
が
オ
ラ
ン

ダ
人
で
あ

っ
た
な
ら
ば
」

A
l
s
ik 
e
e
n
s
 N
e
d
erl
a
n
d
e
r
 w
a
s

と
い
う
も
の
で

(
18
)
 

あ

っ
た
。
論
文
に
は
マ
レ

ー
語
訳
（
訳
者
ア
ブ
ド

ゥ
ル
・
ム
イ

ス
）
が
付
せ
ら
れ
た
。

「
委
員
会
」
の
動
き
を
警
戒
し
て
い
た
植
民
地
政
庁
の
バ
ン
ド
ゥ
ン
州
理
事
官
ヤ
ソ
セ
ン

T
.
J
.
 Ja
n
ss
e
n
 
は
こ
の
論
文
を
一

読

後
、
直
ち
に
バ
タ
ヴ

ィ
ア
の
検
察
当
局
に
報
告
し
た
。
二
五
日
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
法
務
官
モ
ン
サ
ン
ト

H
.
V
.
 M
o
n
sa
n
t0

が
バ

ン
ド

ゥ
ン
に
到
着
し
、

こ
の
論
文
を
出
版
条
令
二

六
条
に
該
当
す
る
危
険
な
も
の
と
判
断
し
、
執
筆
者
と
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
を
二

(
19
)
 

五
日
、
二
六
日
の
両
日
に
訊
問
し
か
つ
論
文
を
押
収
し
た
。
こ
れ
に
対
し

「
委
員
会
」
は
、
翌
二
六
日
に
チ
プ
ト
署
名
の

「
権
力
と

恐
れ
」

K
r
a
c
h
t

e
n
 V
r
e
e
s

と
題
す
る

一
文
を
『
デ

・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
紙
上
に
掲
載
し
、
権
力
側
の
圧
力
が
強
化
さ
れ
る
ほ
ど
抵

抗
者
の
力
も
成
長
す
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
ど
の
よ
う
な
辛
い
結
果
が
待
ち
受
け
よ
う
と
「
委
員
会
」
は
闘
争
を
続
け
る
こ
と
を
明

(
20
)
 

ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
翌
々
日
の
七
月
二
八
日
に
は
『
デ

・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
紙
上
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
再
度
執
筆
し
「
ひ
と
り
は
す

べ
て
の
者
の
た
め
に

、

そ
し
て
す
べ
て
の
者
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」

•
•

E
en

v
o
o
r
 a
lien 
e
n
 a
li
e
n
 v
o
o
r
 
e.e
n
"

と
題
す
る

一
文
を
公

Inc!
isc
h
e
s
ta
a
tsre
g
erin
g
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ヤ
ソ
セ
ソ
は
七
月
二
五
日
、
二
六
日
の
訊
問
と
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

が
「
危
険
な
執
筆
活
動
」
を
中
止
し
な
い
こ
と
に
対
し
、
こ
れ
を

「
公
共
の
秩
序
と
安
寧
」

の
破
壊
を
意
図
す
る
扇
動
行
為
で
あ
る

と
判
断
し
て
七
月
三

0
日
午
後
、
チ
プ
ト
、
ス
ワ

ル
デ
ィ
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル

・
ム
イ
ス
、

(22) 

拘
留
し
た
。
ヤ
ン
セ
ン
は
七
月
三
一
日
付
の
植
民
地
総
督
イ
デ
ン
プ
ル
フ

I
d
e
n
b
u
r
g

を
回
復
す
る
た
め
に
強
い
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
と
述
べ
た
あ
と
で
、
逮
捕
者
が
東
イ
ソ
ド
党
の
領
袖
（
デ
ッ
ケ
ル
）

お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
同
盟

S
a
r
e
k
a
t
I
s
l
a
m
 

ス
ワ
ル
デ
ィ
を
除
く
二
名
に
つ
い
て
は
、
長
期
の
拘
留
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
の
危
険
性
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
訊
問
後
た
だ
ち
に
釈

放
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

チ
プ
ト
と
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
両
名
は
彼
ら
よ
り
も
は
る
か
に
極
端
な
デ
ッ
ケ
ル
と
い
う
手
本
に
よ
っ
て
「
盲

目
」
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
近
日
中
に
ョ
ー
ロ

ッ
。
ハ
か
ら
ジ
ャ

ワ
ヘ
戻
る
デ
ッ
ケ
ル
を
バ
ク
ヴ
ィ
ア
港
で
拘
留
し
な
い
限
り
完

(23) 

全
な
秩
序
の
回
復
は
実
現
し
な
い
と
し
て
、
総
督
に
デ
ッ
ケ
ル
を
拘
留
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

デ
ッ
ケ
ル
は
八
月

一
日
．、ハ
タ
ヴ
ィ
ア
に
帰
還
し
て
、

チ
プ
ト
ら
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
や
直
ち
に
バ
ン
ド
ゥ
ン
刑
務
所
の
チ

(
24) 

プ
ト
宛
に
”
バ
ン
ザ
イ
、
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
は
あ
な
た
を
誇
り
と
す
る
＂
と
打
電
し
た

。
さ
ら
に
八
月
五
日
付
の
『
デ

・
エ
ク
ス
プ

レ
ス
』
紙
に
「
わ
れ
ら
の
英
雄
、

論
文
を
機
に
彼
を
逮
捕
し
た
。

(
2
1
)
 

に
し
た
。

チ
プ
ト
、
ス
ワ
ル
デ
ィ
ら
の
「
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー

ウ
ィ
グ
ニ
ャ
デ
ィ
サ
ス
ト
ラ
の
四
名
を
逮
捕

へ
の
公
信
の
中
で
、
逮
捕
理
由
と
し
て
秩
序

の
指
導
部
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
の
危
険
性
を
指
摘
し
、
次
い
で
四
名
の
内
チ
プ
ト
、

チ
プ

ト
・

マ
ン
グ
ン
ク
ス
モ
と
ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ャ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
」

Â
O
n
ze
H
e
i
d
e
n
:
 
T
j
i
,
 

p
t
o
 
M
a
n
g
o
e
n
k
o
e
s
o
e
m
o
 e
n
 S
o
e
w
a
r
d
i
 
S
o
e
r
j
a
n
i
n
g
r
a
t
"

と
題
す
る
一
文
を
掲
載
し
、
彼
ら
両
名
は
英
雄
で
あ
り
ま
た
犠
牲
者
で

(25) 

あ
っ

て
後
の
者
が
そ
れ
を
手
本
と
す
ぺ
き
先
駆
者
で
あ
る
と
称
賛
し
た
。
デ
ッ
ケ
ル
の
ジ
ャ
ワ
帰
還
を
静
観
し
て
い
た
当
局
は
こ
の

イ
デ
ン
ブ
ル
フ
総
督
は
、
植
民
地
の
秩
序
と
安
寧
を
破
壊
す
る
と
総
督
が
判
断
し
た
者
に
対
し
通
常
の
裁
判
を
経
る
こ
と
な
し
に
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$
26) 

東
イ
ソ
ド
評
議
会

R
a
a
d
v
a
n
 N
e
d
erla
n
d
s,
l
n
d
ie

の
議
決
の
み
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
を
追
放
で
ぎ
る
こ
と
を
定
め
た
「
東
イ

(
27
)
 

ン
ド
統
治
法
」
の
第
四
七
条
を
、
同
事
件
の
逮
捕
者
に
対
し
て
適
用
す
る
決
意
の
も
と
に
、
七
月
三
一
日
東
イ
ン
ド
評
議
会
を
招
集

し
、
先
ず
、

チ
プ
ト
と
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
両
名
の
処
罰
に
つ
い
て
は
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
事
件
の
経
過
と
両
名
の
「
公
共
の
秩
序
と

安
寧
」
に
対
す
る
危
険
性
な
ど
が
討
議
さ
れ
た
の
ち
、
統
治
条
令
四
七
条
を
適
用
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
を
下
し
た
。

そ
の
後
、
数
度
に
わ
た
っ
て
デ
ッ
ケ
ル
ヘ
の
訊
問
も
行
な
わ
れ
た
。
八
月

一
八
日
に
評
議
会
が
再
度
開
催
さ
れ
チ
プ
ト
、

ィ
に
加
え
て
デ
ッ
ケ
ル
に
対
し
て
も
同
じ
条
項
を
適
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
同
日
総
督
は
こ
の
三
名
を
ジ
ャ
ワ
島
外
へ
追
放
処
分
に

(28) 

す
る
こ
と
を
公
表
し
た
。
当
初
、
総
督
は
デ
ッ
ケ
ル
を
テ
ィ
ム
ー
ル
島
の
ク
ー
バ
ン
ヘ
、
チ
プ
ト
を
ア
ン
ボ
ン
州
の
バ
ン
ダ
島
へ

、

ま
た
ス
ワ
ル
デ
ィ
を
．
、
ハ
ン
カ
島

へ
追
放
す
る
決
定
を
下
し
た
が
、
特
赦
と
し
て
も
し
三

0
日
以
内
に
要
請
が
あ
る
な
ら
ば
東
イ
ン
ド

(29
)
 

外
へ
立
ち
去
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
チ
プ
ト
ら
は
そ
の
要
請
を
し
た
結
果
、
八
月
二
七
日
に
彼
ら
三
名
は
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
向

か
う
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
同
年
九
月
六
日
ジ
ャ
ワ
を
離
れ
、
そ
の
後
デ
ッ
ケ
ル
は
約
五
年
、

ワ
ル
デ
ィ
は
約
六
年
、
海
外
で
の
追
放
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

植
民
地
政
庁
の
対
応

以
上
に
略
述
し
た
「
原
住
民
委
員
会
」
事
件
の
中
で
事
件
の
導
火
線
と
な

っ
た
の
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
記
し
た
二
つ
の
論
文
、
こ
と

に
そ
の
第

一
論
文
「
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ

っ
た
な
ら
ば
」
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
全
訳
は
資
料
と
し
て
本
書
の
末
尾
に
掲
げ

る
が
、
そ
の
骨
子
は
、

ス
ワ
ル
デ

チ
プ
ト
は
約

一
年、

ス

い
ま
だ
植
民
地
の
ま
ま
で
あ
る
東
イ
ン
ド
で
オ
ラ
ン
ダ
の
独
立
を
祝
う
と
い
う
オ
ラ
ン

ダ
人
の
矛
盾
を
ぎ
び

し
く
衝
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
続
い
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
記
し
た
第
二
論
文

「
ひ
と
り
は
す
べ
て
の
者
の
た
め
に
、
そ
し
て
す
べ
て
の

者
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」
は
、
こ
の
第
一
論
文
が
オ
ラ
ン
ダ
人
の
間
に
生
み
出
し
た
混
乱
と
衝
撃
と
を
鋭
く
指
摘
し
た
。
確
か
に
こ
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そ
の
中
で
も
こ
と
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
「
原
住
民
委
員
会
」
の
宣
伝
文
書
が
た
ん
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
の
み

な
ら
ず
そ
れ
に
マ
レ
ー
語
の
翻
訳
が
付
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
デ
ン
ブ
ル
フ
総
督
は
七
月
三
一
日
の
東
イ
ン
ド
評
議
会
の
席

上
で
そ
の
点
を
と
く
に
強
調
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
今
日
お
こ
り
つ
つ
あ
る
状
況
と
半
年
前
（
東
イ
ン
ド
党
が
成
立
し

た
頃
）
の
状
況
と
の
最
大
の
相
違
は
、
当
時
は
ま
だ
オ
ラ
ン
ダ
語
で
の
新
聞
で
の
活
動
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
今
や
そ
れ

(
3
0
)
 

が
す
べ
て
マ
レ
ー
語
で
も
出
版
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情
勢
の
違
い
に
あ
る
」
。
こ
れ
は
、
ス
ワ
ル
デ
ィ
ら
の

「
委
員
会
」

の
メ
ン
バ
ー

(31)

（

32) 

が
、
た
ん
に
出
版
条
令
（
こ
と
に
そ
の
第
二
六
条
）
の
違
反
の
対
象
に
と
ど
ま
ら
ず
「
総
督
大
権
条
項
」
＾
'E
x
o
r
b
i
t
a
n
t
e
r
e
c
h
t
e
n
"
 

と
呼
ば
れ
た
統
治
法
の
第
四
七
条
の
適
用
対
象
と
さ
れ
た
最
大
の
理
由
で
あ
っ
た
。
後
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
、

オ
ラ
ン
ダ
ヘ
向
う
船
上
で
「
私
の
論
文
が
マ
レ
ー
語
に
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
さ
え
な
か
っ
た
ら
、
私
が
罰
せ
ら
れ
た
り
い
わ
ん
や
追
放

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
法
務
当
局
の
者
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
要
す
る
に
民
衆
が
そ
れ
〔
独
立
百
周
年
の
矛
盾
〕
を
知

(33) 

っ
た
り
民
衆
に
そ
れ
を
知
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
」
と
述
懐
し

て
い
る
が
、
こ
の
述
懐
は
植
民
地
当
局
の
意
図
を
正
確
に
言
い
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
当
局
が
と
く
に
警
戒
し
た
の
は

「
委
員
会
」
の
一
連
の
出
版
物
が
イ
ス
ラ
ム
同
盟
に
及
ぼ
す
影
響
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
と
く
に
事
件
に
関
係
し
た
者
の
内
、

デ
ィ
が
当
時
イ
ス
ラ
ム
同
盟
バ
ン
ド
ゥ
ン
支
部
の
支
部
長
で
あ
り
、

そ
の
た
め
総
督
は
七
月
三
一
日
た
だ
ち
に
東
イ
ン
ド
問
題
の
顧
問
官
リ
ン
ケ
ス

D
.
A
.
 Ri
n
k
e
s
 

ス
ラ
バ
ヤ
在
住
の
イ
ス
(34) 

ラ
ム
同
盟
の
中
心
的
指
導
者
で
あ
る
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
の
動
静
、
と
く
に
彼
と
バ
ン
ド
ゥ
ソ
支
部
の
関
係
を
探
る
よ
う
に
命
じ
た
。

総
督
は
八
月
二
五
日
付
の
植
民
大
臣
デ
・
ワ
ー
ル
・
マ
ー
レ
フ
ェ
イ
ト

ど
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
。

の
事
件
の
経
過
を
み
て
い
く
と
、
当
時
の
植
民
地
政
庁
は
そ
れ
が
原
住
民
社
会
に
対
し
て
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
異
常
と
思
え
る
ほ

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ム
イ
ス
が
書
記
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
た
。

に
対
し
、

ジ
ャ
ワ
を
追
わ
れ
て

ス
ワ
ル

D
e
 W
a
a
l
 M
a
l
e
f
i
j
t

宛
の
報
告
文
書
の
中
で
こ
の
点
に
ふ
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れ
、
当
面
、

(35) 

イ
ス
ラ
ム
同
盟
へ
の
影
響
は
見
出
さ
れ
な
い
と
述
べ
、
そ
の
危
険
の
な
い
こ
と
を
安
堵
の
念
と
と
も
に
伝
え
て
い
る
。

こ
の
報
告
の
中
で
総
督
自
身
、

物
II

の
If

危
険
思
想
II

が、

”
そ
の
危
険
"
h
e
t
g
e
v
a
a
l

と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

デ
ッ
ケ
ル
な
る
II

危
険
人

チ
プ
ト
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
を
経
由
し
て
民
衆
に
注
入
さ
れ
る
こ
と
へ
の
警
戒
で
あ

っ
た
。
イ
デ
ソ
ブ
ル
フ

を
は
じ
め
と
す
る
政
庁
の
要
人
は
、
デ
ッ
ケ
ル
を
秩
序
を
破
壊
す
る
危
険
思
想
の
扇
動
者
と
み
な
し
て
い
た
だ
け
な
く
、
彼
の
人
格

(36) 

そ
の
も
の
に
強
い
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
。
本
国
宛
の
い
く
つ
か
の
報
告
書
の
中
で
、
イ
デ
ン
ブ
ル
フ
は
し
ば
し
ば
デ
ッ
ケ

ル
に
つ

(
37
)
 

い
て

「
ま
っ
た
く
信
頼
で
き
な
い
男
」
「
う
そ
つ
き
」
と
い
っ
た
印
象
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
印
象
は
す
で
に
記
し
た
よ
う
な
ス
ト
モ

(38) 

の
デ
ッ
ケ
ル
評
と
は
ま

っ
た
＜
相
反
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
政
庁
に
と
っ
て
は
こ
の
デ
ッ
ケ
ル
な
る
If

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
＂
が
チ
プ
ト

や
ス
ワ
ル
デ
ィ
を
通
じ
て
植
民
地
社
会
の
下
部
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
お
そ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、

ワ
ル
デ
ィ
は
、
総
督
宛
公
信
の
中
で
ヤ
ン
セ
ン
理
事
官
が
い
み
じ
く
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ッ
ケ
ル
に
よ
っ
て
”
盲
ぃ
＂
の
状

(39) 

態
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
デ
ッ
ケ
ル
と
民
衆
を
つ
な
ぐ
”
仲
立
人
"
t
u
s
s
e
n
p
e
r
s
o
o
n

の
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
と
認
識
さ

(40) 

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
七
月
三
一
日
東
イ
ン
ド
評
議
会
に
お
け
る
原
住
民
顧
問
リ
ン
ケ
ス
お
よ
び
バ
ン
ド
ゥ
ン
地
区
監

督
官
フ
ァ
ン
・

ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
ワ
ー
イ

G
•
D
.
V
a
n
 R
a
v
e
n
s
w
a
a
y

と
い
う
土
着
社
会
の
内
部
に
も
っ
と
も
良
く
通
じ
て
い
た
二
人

(
4
1
)
 

の
役
人
の
発
言
に
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
第
二
論
文
に
つ
い
て
論
評
し
た
際
そ
の
論
文
に
二
つ
の
重

要
な
ジ
ャ
ワ
語
の
成
句
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
そ
れ
ら
の
ジ
ャ
ワ
語
の
含
意
に
よ
っ
て
、
第
一
論
文
が
「
原
住
民
に

（
れ
）

は
る
か
に
直
接
的
に
ジ
ャ
ワ
人
の
胸
を
打
つ
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。
そ
こ

は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
」
の
に
ひ
き
か
え
、

で
リ
ン
ケ
ス
ら
が
注
意
を
喚
起
し
た
の
は
、
換
言
す
れ
ば
、

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

チ
プ
ト
や
ス

ス
ワ
ル
デ
ィ
が
II

仲
立
人
II

と
し
て
の
役
割
を
見
事
に
果
た
し
た
と
い

し
た
が

っ
て
植
民
地
政
庁
の

こ
の
事
件
に
対
す
る
対
応
は
、

事
件
そ
の
も
の
を
デ
ッ
ケ
ル
と
い
う
植
民
地
支
配
者
集
団
内
部
の

一
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異
端
者
、
こ
と
に
、
倫
理
政
策
の
枠
組
を
破
壊
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
異
分
子
の
そ
の
扇
動
に
基
づ
く
陰
謀
事
件
と
し
て
捉
え
、

デ
ッ
ケ
ル
と
彼
に
従
う
少
数
の
土
着
知
識
人
を
で
ぎ
る
限
り
迅
速
に
現
地
社
会
か
ら
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
件
の
拡
大
こ
と

(43
)
 

に
現
地
社
会
に
そ
の
思
想
が
浸
透
す
る
こ
と
を
未
然
に
阻
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
原
住
民
委
員
会
」
の
結
成

と
そ
の
活
動
に
デ
ッ
ケ

ル
が
直
接
参
画
し
ま
た
チ
プ
ト
や
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
背
後
で
そ
の
活
動
を
指
導
し
た
と
い
う
具
体
的
な
証
拠
は

何
―
つ
見
出
せ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
「
委
員
会
」
の
活
動
は
デ
ッ
ケ

ル
の
不
在
中
に
も
っ
ば
ら
チ
プ

ト
と
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
両
名
に

よ
っ
て
領
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
デ
ッ
ケ

ル
は
彼
ら
が
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
報
に
接
し
て
彼
ら
の
行
為
を
讃
え
こ
れ
を
声
援
し
た

に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
事
件
の
経
過
か
ら
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
イ
デ
ソ
プ
ル
フ
が
第
四
七
条
の
「
総
督
大
権
」
を
適
用
し
た

の
は

「
公
共
の
秩
序
と
安
寧
」

を
乱
す
か
否
か
と
い
う
基
準
が
も
っ
ば
ら
総
督
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
と
い
う
fl

利
点
＂
を
行
使

し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
明
示
的
な
証
拠
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
総
督
ら
は
、
彼
ら
三
名
が
植
民
地
政

庁
の
支
配
の
正
当
性
を
否
定
す
る
と
い
う
思
想
に
基
づ
い
て
言
論
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
と
い
う
彼
ら
の
＂
確
信
犯

II

的
性
格
を
も

(44) 

つ
ば
ら
問
題
に
し
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
彼
ら
の
活
動
が
政
庁
に
与
え
た
混
乱
と
衝
撃
の
深
刻
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

第
三
節

支
配
の
様
式

支
配
と
抵
抗
の
様
式

こ
の
事
件
に
関
す
る
政
庁
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
文
書
の
顕
著
な
特
色
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
第

一
論
文
す
な
わ
ち

「
も
し
私
が
オ
ラ
ソ

ダ
人
で
あ
っ

た
な
ら
ば
」
と
い
う
論
文
の
タ
イ
ト

ル
に
対
す
る
言
及
頻
度
が
き
わ
め
て
高
い
の
に
ひ
ぎ
か
え
、
そ
の
論
文
の
内
容
に
つ

い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
内
容
に
つ

い
て
の
コ

メ
ソ
ト
は
、
七
月
＝
二
日

の
東
イ
ン
ド
評
議
会
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(45) 

の
席
上
で
イ
デ
ン
ブ
ル
フ
が
わ
ず
か
に
「
こ
の
風
剌
文
」
d
i
t

s
c
h
o
t
s
c
h
r
if
t

と
述
べ
て
い
る
以
外
は
す
べ
て
「
オ
ラ
ン
ダ
の
権
威
を

お
と
し
め
る
も
の
」
な
い
し
「
異
な
る
社
会
集
団
間
の
不
和
を
助
長
す
る
も
の
」
と
い
う
法
律
の
条
文
中
の
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い

一
方
こ
の
事
件
の

一
件
書
類
は
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
署
名
に
な
る
オ
ラ
ン

ダ
語
マ
レ
ー
語
併
用
の
論
文
が
出
版
さ
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
「
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ

っ
た
な
ら
ば
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
く
り
か
え
し
記
載

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
、
論
文
の
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
第
一
論
文
そ
の
も
の
は
、

れ
て
い
る
が
、

た
し
か
に
風
刺
文
の
性
格
を
示
し
て
お
り
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
も
そ
の
こ
と
を
文
中
で
触

し
か
し
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
、

た
ん
に
椰
楡
を
目
的
と
し
た
一
文
で
は
な
か
っ
た
。
「
も
し
私

が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
」
と
い
う
時
の
「
私
」
は
結
局
ジ
ャ
ワ
人
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
に
ほ
か
な
ら
ず
、
従
っ
て
彼
は
実
際

に
文
中
を
通
じ
て
「
オ
ラ
ン
ダ
人
」
で
終
始
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
論
文
の
後
半
に
お
け
る
「
私
」
は
「
も
し
」
と
い
う

仮
定
を
捨
て
さ
っ
て
、
植
民
地
社
会
に
生
ぎ
る
ひ
と
り
の
ジ
ャ
ワ
の
青
年
そ
の
も
の
と
な
り
、

オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配
を
告
発
し

て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
督
が
こ
の
論
文
に
つ
い
て
述
べ
た

「
風
刺
文
」
と
い
う
感
想
は
、
こ
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
を
目

に
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
が
先
ず
第

一
に
「
か
ら
か
わ
れ
た
」
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
東

イ
ン
ド
評
議
会
に
お
け
る
原
住
民
顧
問
官
リ
ン
ケ
ス
ら
の
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
第
二
論
文
に
関
す
る
発
言
は
、
こ
の
第

一
論
文
が
「
原
住

民
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
」
の
に
ひ
き
か
え
逆
に
オ
ラ
ン
ダ
人
に
深
刻
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
を
問
わ
ず
語
り
の
内
に

示
唆
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
政
庁
は
、
そ
の
い
わ
ば
す
ぐ
れ
て
心
理
的
な
衝
撃
に
つ
い
て
彼
ら
自
身
の
解
析
を
行
な
う
と
い

う
経
路
を
ま
っ
た
く
経
る
こ
と
な
し
に
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
第

一
論
文
が
彼
ら
の
間
に
ひ
き
お
こ
し
た
憎
悪
の
念
に
基
づ
い
て
情
緒

的
に
対
応
す
る
こ
と
な
し
に
、
も
っ
ば
ら
そ
れ
を
「
事
に
即
し
て
手
際
よ
く
処
理
す
る
」
z
a
k
e
l
i
jk
h
e
id

こ
と
、
す
な
わ
ち
法
律
の
条

文
の
適
用
如
何
に
つ
い
て
顧
慮
す
る
こ
と
に
専
念
し
た
。
そ
の
限
り
で
イ
デ
ン
ブ
ル
フ
総
督
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
植
民
地
高
官

る
に
す
ぎ
な
い
。
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は
有
能
な
法
律
家
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
徹
し
た
わ
け
で
あ
り
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
論
理
に
即
し
て
そ
の
論
理
に
対
抗
し
そ
れ
を
否

定
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
イ
ン
ド
の
植
民
地
政
庁
が
も
っ
ば
ら
植
民
地
官
僚
集
団
と
し

て
機
能
し
そ
の
た
め
に
先
ず
何
よ
り
も

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d

に
徹
す
る
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配
の
様
式
を
典
型
的
に
示
す
ひ
と

つ
の
事
例
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
は
植
民
地
支
配
の
正
当
性
を
主
張
す
る
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
（
な
い
し
デ
マ
ゴ
ー
グ
）
の
役

割
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
す
ぐ
れ
た
”
政
治
家
＂
で
な
く
す
ぐ
れ
た
”
実
務
家
＂
が
先
ず
必
要
で
あ
り

If

実
務
家
II

の
権
限
の
枠
の
内
で
植
民
地
の
経
営
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
支
配
の
特
徴
が
、
そ
こ
に
は
顕
著
に
示
さ
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
植
民
地
支
配
の
正
当
性
そ
の
も
の
に
疑
義
を
提
出
し
た
と
き
、
政
庁
は
、
総
督
以
下
II

植
民
地
主
義

”
実
務
家
“
と
し
て
そ
れ
に
対
応
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
思
想
の
当
否
よ
り

も
そ
れ
が
も
た
ら
す
効
果
が
先
ず
問
題
な
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
関
心
は
彼
の
思
想
を
否
定
し
た
り
彼
に
”
転
向
II

を
迫
る

(46) 

こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
彼
ら
の
関
心
は
当
面
の
”
危
険
II

を
除
去
す
る
こ
と
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
彼
を
植
民
地

こ
の
よ
う
に
イ
デ
ン
ブ
ル
フ
ら
は
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
や
チ
プ
ト
に
対
す
る
情
緒
的
対
応
を
極
力
押
さ
え
た
が
、

一
方
で
、
同
じ
オ
ラ

ン
ダ
人
で
あ
る
デ
ッ
ケ
ル
に
対
し
て
は
、
「
う
そ
つ
き
」
な
い
し
「
ま

っ
た
く
信
用
で
き
な
い
」
等
の
憎
し
み
を
吐
露
し
て
い
る
。
「デ

ッ
ケ
ル
こ
そ
も
っ
と
も
危
険
」
な
の
で
あ
り
、
デ
ッ
ケ
ル
と
い
う
「
危
険
人
物
」
が
チ
プ
ト
や
ス
ワ
ル
デ
ィ
を
「
仲
立
人
」
と
し
て
そ

の
思
想
を
土
着
社
会
に
浸
透
さ
せ
る
と
き
「
危
険
」
は
限
り
な
く
増
幅
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
彼
ら
の

II

危
機
感
II

の
根
底
を
な
し

て
い
た
。
z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d

を
行
動
様
式
の
基
底
に
据
え
る
こ
れ
ら
の
”
実
務
家
集
団
I
I
(
1
1

官
僚
集
団
）
に
と

っ
て
、
デ
ッ
ケ
ル
は
そ

れ
を
否
定
す
る
異
分
子
で
あ
る
が
ゆ
え
に
危
険
な
の
で
あ
り
、
一
方
、
土
着
社
会
は
リ
ン
ケ
ス
の
言
う
よ
う
に
「
ワ
ヤ
ン
の
神
秘
」
に

み
ち
た
不
思
議
な
社
会
で
あ
る
が
ゆ
え
に
無
気
味
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
土
着
社
会
は
彼
ら
に
と
っ
て
fl

了
解
不
能
＂
な
世
界
で

社
会
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
に
専
念
し
た
の
で
あ
る
。

者
II

と
し
て
で
は
な
く
、
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こ
の
点
を
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
論
文
に
即
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

た
に
手
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
果
し
て
、

と
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
が
そ
の
使
徒
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

＂
了
解
不
能

II

な
世
界
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
封
印
し
、
そ
こ
か
ら
生
じ
て
き
た
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
も
っ

ば
ら

z
a
k
eli
j
k
h
e
i
d

に
よ
っ
て
処
理
し
て
い
く
と
い
う
支
配
の
型
は
、
そ
の
土
着
社
会
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
に
と
っ
て
了
解
可
能
で
あ

る
よ
う
な
新
し
い
知
識
人
（
そ
れ
は
先
ず
何
よ
り
も
機
能
者
集
団

v
a
k
m
a
n

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
）

を
創
り
出
す
こ
と
を
そ
の
眼
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
倫
理
政
策
の
時
期
を
通
じ
て
、

ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
デ
ッ
ケ
ル
に
対
す
る
憎
し
み
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
彼
の
思
想
と
行
動
と
が
土
着
社
会
と
い
う
II
O
ハ
ン
ド
ラ
の
箱
II

を
開

き
か
ね
な
い
と
い
う
怖
れ
で
あ
っ
た
。
そ
の
怖
れ
は
、
実
は
、
土
着
社
会
が
外
か
ら
の

II

福
音
II

の
訪
れ
を
待

っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ

え
に
倫
理
政
策
を
通
じ
て
”
西
欧
の
福
音
II

を
外
か
ら
も
た
ら
す
の
で
あ
る
と
い
う
思
想
と
一
対
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は

II

福
音
II

と
と
も
に
11

悪
魔
の
誘
い
II

も
ま
た
土
着
社
会
の
外
か
ら
の
み
そ
こ
へ
も
た
ら
さ
れ
う
る
と
い
う
危
惧
の
念
で
あ

っ
た
。

だ
か
ら
こ
の
事
件
は
次
の
事
例
と
併
せ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
倫
理
政
策
と
い
う
メ
ダ
ル
の
別
の
面
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
も
う
ひ

と
つ
の
事
例
と
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
(R
.
A
•
K
a
r
t
in
i ,

1
8
7
9
,
1
9
0
4
)

の
例
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
当
時
の
植
民
地
教
育
局
長
ア
ベ
ン
ダ
ノ

ン
A
b
e
n
d
a
n
o
n

に
代
表
さ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
の

II

福
音
II

が
カ
ル
テ
ィ
ニ
を
11

仲
立
人
II

と
し
て
土
着
社
会
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考

(
4
7
)
 

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
件
に
お
い
て
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
デ
ッ
ケ
ル
が
11

邪
教
の
伝
道
者
II

で
あ
り
、
チ
プ
ト

”
。ハ
ン
ド
ラ
の
箱
II

は
外
か
ら
の
み
開
け
う
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
実
は
箱
の
中
か
ら
ふ

あ
っ
た
。
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「
も
し
私
が
ー
ー
で
あ
っ
た
な
ら
ば
」
と
い
う
仮
定
法
過
去
形
の
用
法
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

(
S
e
k
i
ra
n
y
a
s
a
y
a
,
な
い

し

S
e
a
n
,

d
ai
n
y
a
 sa
y
a
)

お
よ
び
ジ
ャ
ワ
語

(
S
a
u
p
a
m
a
a
k
u
)

の
用
法
と
し
て
決
し
て
特
殊
な
従
っ
て
ま
れ
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う

用
法
で
は
な
い
。
た
だ
そ
の
場
合
、
通
常
は
そ
の
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
い
し
生
起
し
う
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
不

可
能
で
あ
る
こ
と
を
仮
に
想
定
し
て
み
る
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
語
の
用
法

(
A
ls
ik 
w
a
s
)

と
は
そ
の
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
ス
ワ

ル
デ
ィ
は
現
に
ジ
ャ
ワ
人
で
あ
り
彼
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
「
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
な

'̂A
l
s
 
ik 
e
e
n
s
 N
e
d
erla
n
d
e
r
 w
a
s
"

と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
ジ
ャ
ワ
語
（
な
い
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
）
と
オ
ラ
ソ
ダ
語
と
の

表
現
方
法
の
差
異
を
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
敏
感
に
感
じ
そ
の
差
異
を
い
わ
ば
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
た
ん
に
オ
ラ
ソ
ダ
語
に
習
熟
し
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
言
語
を
操
作
し
ま
た
は
言
語

を
武
器
と
す
る
と
い
う
能
力
を
こ
の
論
文
の
ク
イ
ト
ル
そ
の
も
の
を
創
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
事
に
示
し
た
と
い
え
よ
う
。
当

ら
ば
」

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

抵
抗
の
様
式

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
が
何
故
こ
の
論
文
を
記
し
た
か
、

ま
た
何
故
そ
の
よ
う
な
題
を
つ
け
た
か
に
つ
い
て
、

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
ヘ
の
訊
問
の
中
で
も
彼
ら
自
身
の
会
議
の
中
で
も
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の

動
機
を
も
っ
ば
ら
デ
ッ
ケ
ル
の
扇
動
に
よ
る
も
の
と
し
て
片
付
け
た
の
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
が
た
し
か

に
そ
の
論
文
の
真
の
執
筆
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
当
初
、
政
府
は
こ
の
論
文
が
真
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
手
に

な
る
か
否
か
に
つ
い
て
疑
問
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
真
の
執
筆
者
（
お
そ
ら
く
チ
プ
ト
）
が
い
て
、

ス
ワ
ル
デ
ィ

は
た
ん
に
名
前
だ
け
を
貸
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
節
が
あ
る
。
外
見
上
温
厚
な
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
こ
の
よ
う
に
「
反

(48) 

逆
的
」
な

一
文
を
草
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
意
外
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
も
自
ら
の
動
機
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な
っ
た
も
っ
と
も
最
初
の
例
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

一
方
、

ん
ど
対
の
関
係
を
な
し
て
い
る
。

時
の
オ
ラ
ソ
ダ
人
に
と
っ
て
は
、
「
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
が
す
で
に
衝
撃
的
で

(49) 

あ
り
挑
発
的
で
あ
っ
た
。

一
人
の
ジ
ャ
ワ
人
青
年
が
自
ら
を
オ
ラ
ソ
ダ
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
自
己
規
定
し
た
上
で
、
そ
の
同
じ
オ

ラ
ソ
ダ
人
を
批
判
す
る
と
い
う
方
法
を
独
力
で
獲
得
し
、

た
い
こ
と
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

し
か
も
そ
の
批
判
を
オ
ラ
ン
ダ
語
で
記
し
た
こ
と
だ
け
で
す
で
に
許
し
が

カ
ル
テ
ィ
ニ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
綴
っ
た
書
簡
集
を
ほ
と
ん
ど
無
条
件
で
称
賛

・
受

容
し
そ
の
書
簡
集
の
タ
イ
ト
ル
を
『
暗
黒
を
越
え
て
光
明
へ
』
・
'D
o
o
r
D
u
i
s
te
rnis 
to
t
 L
ic
h
t"

と
名
付
け
て
倫
理
政
策
の
II

福
音
II

（
そ
れ
は
ア
ジ
ア
の
士
着
社
会
と
い
う
ヤ
ミ
に
西
欧
が
ヒ
カ
リ
を
与
え
る
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
）

そ
れ
は
、

を
謳
歌
し
た
精
神
構
造
と
ほ
と

ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
は
こ
の
論
文
と
と
も
に
後
代
の
民
族
主
義
者
の
間
で
ゆ
る
ぎ
が
た
い
権
威
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
彼
が
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
チ
プ
ト
と
と
も
に
流
刑
追
放
と
い
う
＂
受
難
者

II

に
旅
立
つ
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
ジ
ャ
ワ
人
の
修
行
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
に
何
よ
り
も
起
因
す
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
論
文
自
体
に
即
し
て
言
え
ば
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
こ
の
論
文
は
、
ジ
ャ
ワ
人
が
植
民
地
支
配
者
に
対
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
駆
使
し
て
政
治
的
自
己
主
張
を
行

一
土
着
民

inl
a
n
d
e
r

の
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
オ
ラ
ン
ダ
人
と
対
等
の
言
語
で
強

い
自
己
主
張
を
な
し
え
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ジ
ャ
ワ
人
に
と
っ
て
は
、

の
II

苦
行
の
旅
"
s
a
m
a
di

ワ
ヤ
ン
の
物
語
の
な
か
で
た
だ
ひ
と
り
神
々
と
対
等
の

(50) 

言
語
ン
ゴ
コ

n
g
o
k
0

で
会
話
を
行
な
う
ビ
ー
マ
王
子

W

r
e
k
u
d
a
r
a
B
im
a

の
イ
メ
ー
ジ
と
容
易
に
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ワ

ル
デ
ィ
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
習
熟
し
こ
れ
を
操
作
す
る
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

オ
ラ
ソ
ダ
語
を
あ
た
か
も
ジ
ャ
ワ
人
の
社

会
に
お
い
て
身
分
の
対
等
な
者
同
士
な
い
し
上
位
の
者
が
下
位
の
者
に
話
し
か
け
る
時
に
用
い
る
言
語
で
あ
る
ン
ゴ
コ
と
同
様
な
も

の
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
オ
ラ
ソ
ダ
語
を
意
識
的
に
ソ
ゴ
コ
化
し
て
用
い
た
最
初
の
ジ
ャ
ワ

1]3 



人
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
言
語
を
操
作
し
創
造
す
る
す
ぐ
れ
た
能
力
の
持
ち
主
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。
後
年
の
民
族
主
義
者
は
彼
の
文
筆
の
オ
に
畏
敬
の
念
を
払
っ
た
。
彼
の
生
み
出
す
あ
る
言
語
、
章
句
は
し
ば
し
ば

あ
る
状
況
や
あ
る
運
動
の
精
髄
を
表
現
す
る
シ
ン
ポ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
人
々
は
時
と
し
て
彼
か
ら
託
宜
を
待
ち
望
む
か
の
よ

う
に
彼
の
作
り
出
す
文
章
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
こ
と
に
も
っ
と
も
成
功
し
た
民
族
主
義
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
指
導

者
の
資
質
が
あ
る
シ
ン
ポ
ル
な
い
し
ス
タ
イ
ル
を
土
着
の
文
化
体
系
と
関
連
づ
け
て
創
り
出
し
ま
た
こ
の
シ
ン
ボ
ル
な
い
し
ス
ク
イ

ル
を
操
作
す
る
こ
と
に
何
よ
り
も
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
の
墓
本
的
な
問
題
と
し
て
別
に
論
ず

い
ず
れ
に
せ
よ
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
す
で
に
こ
の
論
文
、
な
か
ん
ず
く
そ
の
タ
イ
ト

ル
を
独
創
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ジ
ャ
ワ
人
の
価
値
観
を
シ
ン
ボ
ル
化
し
そ
れ
を
ス

タ
イ
ル
と
し
て
示
す
こ
と
に
独
特
の
才
能
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
「
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
」
と
い
う
論
文
で
様
式
化
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
ワ
人
の
価
値
観
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
論
文
の
顕
著
な
特
徴
は
先
ず
第
一
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
本
来
そ
う
な
る
こ
と

が
不
可
能
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
に
仮
に
な
っ
た
と
し
て
と
い
う
前
提
で
論
議
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
は
そ
こ
で
示

さ
れ
て
い
る
あ
る
種
の
戯
文
的
な
性
格
で
あ
る
。
オ

ラ
ン
ダ
人
に
対
す
る
皮
肉
と
椰
楡
が
そ
こ
で
は
繰
り
返
し
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
祝
典
遂
行
の
た
め
に
土
着
住
民
か
ら
寄
付
金
を
募
る
こ
と
に
触
れ
た
一
節
に
至
っ
て
極
点
に
達
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
損

得
勘
定
に
敏
感
な
オ
ラ
ン
ダ
人
」
の
計
算
高
さ
が
明
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
「
計
算
」
と
同
じ
観
点
か
ら
土
着
社
会
の
「
損
得

勘
定
」
を
計
算
し
、
そ
れ
が
土
着
民
に
と
っ
て
一
文
の
得
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
み
せ
る
。
次
に
、
実
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
そ

の
企
画
が
オ
ラ
ン

ダ
人
に
と
っ
て
も
ま
た
一
文
の
得
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
、

を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
明
し
て
い
る
。
先
の
言
葉
を
再
び
用
い
て
言
え
ば
、

第
二
に
第
一
点
と
関
連
し
て
、

オ
ラ
ン
ダ
人
と
は
ま
っ
た
く
別
の
「
計
算
の
基
準
」

そ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
の
基
礎
を
な
す
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台
の
前
面
に
登
場
し
予
言
者
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

に
よ

っ
て
は
決
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
基
準
」
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
自
ら
オ
ラ
ソ
ダ

人
で
あ
る
と
措
定
し
た
上
で
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
し
て
説
得
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
一
読
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
が

こ
の
論
文
の
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
”
風
刺
“
お
よ
び
If

宴
II

の
精
神
と
し
て
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
こ
の

If

風

刺
＂
と

11

宴
II

の
精
神
は
ジ
ャ
ワ
の
文
化
的
伝
統
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ジ
ャ
ワ
文
化
の
精
髄
と
考
え
ら

(
51
)
 

れ
る
ワ
ヤ
ン
に
つ
い
て
そ
の
点
を
み
て
み
よ
う
。

ワ
ヤ
ン
の
中
に
は
プ
ノ
カ
ワ
ン

P
u
n
a
k
a
w
a
n

と
呼
ば
れ
る
道
化
者
の
一
群
が
登
場
す
る
。
プ
ノ
カ
ワ
ン
と
は
本
来
II

随
行
者
＂

の
意
味
で
あ
る
が
ワ
ヤ
ン
劇
の
中
で
は
英
雄
に
付
き
添
っ
て
動
く
道
化
者
と
し
て
現
わ
れ
奇
妙
な
容
姿
と
振
舞
い
に
よ
っ
て
喜
劇
と

笑
劇
と
を
演
じ
観
客
の
笑
い
を
誘
う
。
し
か
し
ま
た
彼
ら
は
英
雄
た
ち
の
出
身
階
層
で
あ
る
貴
族
武
士
（
サ
ト
リ
オ
）
の
階
層
に
所

属
し
な
い
庶
民
の
出
身
で
あ
る
が
ゆ
え
に
サ
ト
リ
オ
の
掟
や
道
徳
律
に
し
ば
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
は
そ
の
た
め
に
時
と
し
て

サ
ト
リ
オ
の
価
値
観
に
対
す
る
鋭
い
批
判
者
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
批
判
は
つ
ね
に
皮
肉
や
椰
楡
と
い
う
”
風
刺
II

の
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
が
そ
の

II

風
刺
II

に
は
笑
い
が
と
も
な
う
。

た
使
徒
な
い
し
神
々
の
化
身
そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
な
人
物
も
登
場
す
る
。
彼
ら
は
貴
族
と
庶
民
と
を
問
わ
ず
こ
の
地
上
の
人
間
社

会
に
た
ち
ま
じ
っ
て
行
動
す
る
が
そ
の
究
極
の
目
的
は
神
々
の
意
思
を
こ
の
世
で
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
典
型
的
に
は
王

や
王
族
の
助
言
者
な
い
し
王
子
た
ち
の
教
師
と
し
て
登
場
し
、
英
雄
た
ち
が
困
難
に
遭
遇
し
た
際
に
そ
れ
を
克
服
し
ま
た
打
開
す
る

指
針
を
示
唆
す
る
。
パ
ン
デ
ィ
ト
、

ワ
ヤ
ン
の
個
々
の
場
面
（
ラ
コ
ン
）
の
骨
組
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
以
上
に
述
べ
た
道
化
者
と
神
の
化
身
と
い
う
二
組
の
相
異
な

「
か
ら
か
わ
れ
た
」
と
感
ず
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d
 

ア
ジ
ャ
ル
、
グ
ル
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
人
物
は
危
機
的
な
状
況
が
到
来
す
る
と
突
如
舞

一
方
ま
た
ワ
ヤ

ン
の
中
に
は
神
々
が
こ
の
世
に
つ
か
わ
し
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る
登
場
人
物
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。
多
く
の
場
面
は
、
道
化
者
の
ま
き
お
こ
す
笑
い
と
混
乱
と
風
刺
と
を
横
糸
と
し
、
神

と
こ
ろ
で
ワ
ヤ
ソ
の
登
場
人
物
の
中
に
は
道
化
者
で
あ
り
な
が
ら
実
は
神
の
化
身
で
も
あ
る
と
い
う
二
つ
の
要
素
を
同
時
に
か
ね

備
え
た
人
物
が
幾
人
か
現
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
典
型
が
セ
マ
ル

S
e
m
a
r

で
あ
る
。
セ
マ
ル
は
完
全
に
ジ
ャ
ワ
起
源
の
人
物
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
神
の
こ
の
世
に
お
け
る
婁
の
姿
と
し
て
現
れ
、
プ
ン
ド
オ
王
国
の
王
子
た
ち
の
養
育
者
と
し
て
登
場
す

る
。
し
か
も
彼
の
こ
の
世
で
の
姿
は
道
化
者
で
あ
っ
て
、
ま
こ
と
に
不
自
然
で
醜
悪
な
格
好
を
し
て
お
り
、
道
化
者
に
似
つ
か
わ
し

(52) 

い
愉
快
な
冗
談
や
仕
草
を
続
け
る
。
だ
が
時
と
し
て
そ
れ
は
サ
ト
リ
オ
の
全
価
値
体
系
に
対
す
る
痛
烈
な
風
剌
と
な
る
。

偉
大
な
智
恵
の
力
を
賦
与
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
ひ
と
た
び
神
の
化
身
と
し
て
機
能
す
る
と
き
（
そ
れ
は
彼
の
怒
り
と
嘆
き
を
契
機
と

し
て
は
じ
ま
る
）
そ
の
力
を
制
御
し
う
る
者
は
こ
の
地
上
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

ワ
ヤ
ン
の
中
で
示
さ
れ
、
こ
の
セ
マ
ル
と
い
う
特
異
な
性
格
に
お
い
て
ひ
と
つ
に
結
晶
し
て
い
る
II

宴
II

と
＂
風
刺

IJ

の
精
神
は
、

先
の
ス
ワ
ル
デ
ィ
論
文
の
中
で
相
似
形
と
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
、
そ
の
生
涯
に

(
53
)
 

わ
た
っ
て
セ
マ
ル
を
自
ら
の
理
想
像
な
い
し
似
姿
と
し
て
こ
れ
に
傾
倒
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
青
年
ス
ワ

ル
デ
ィ
が
先
の
論
文
を

記
す
に
際
し
て
セ
マ
ル
の
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
は
定
か
で
は
な
い
に
せ
よ
、
彼
は
セ

マ
ル
に
象
徴
さ
れ
る
”
風
刺
＂
と
＂
宴
＂
と
い
う
二
つ
の
ジ
ャ
ワ
の
価
値
観
を
、
彼
自
身
の
時
代
の
局
面
に
て
ら
し
そ
れ
に
適
応
さ

こ
う
し
て
み
る
と
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
政
庁
が
懸
念
し
た
よ
う
な
デ
ッ
ケ
ル
の
”
仲
立
人
11

で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
ジ
ャ
ワ
社
会

の
”
仲
立
人
JI

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

せ
つ
つ
見
事
に
様
式
化
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

セ
マ
ル
ほ
ど
ジ
ャ
ワ
の
庶
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
人
物
は
な
い
。

の
化
身
に
よ
る
神
々
の
意
思
の
実
現
を
縦
糸
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。

ワ
ヤ
ン
の
す
べ
て
の
登
場
人
物
の
な
か
で
、

一
方
彼
は
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そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
原
住
民
委
員
会
」
事
件
の
経
緯
を
通
じ
て
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
は
も
っ
と
も
初
期
の

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
」
の
ひ
と
り
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(

1

)

デ
ッ
ケ
ル
の
生
涯
に
つ
い
て
手
際
良
く
ま
と
め
ら
れ
た
論
稿
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
デ
ッ
ケ
ル
の
略
歴
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

d
e
r
 
V
e
u
r
,
 P
.
 W
.
 
"
E
.
 F.
 
E
•
Douwes 

D
e
k
k
e
r
,
 Ev
a
n
g
e
l
i
s
t
 fo
r
 In
d
o
n
e
s
i
a
n
 
Political 
N
a
tionalism
," 
T
h
e
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 A
s
i
a
n
 S
t
u
d
i
e
s
,
 Vo
l
.
 

1
7
,
 1
9
5
8
,
 
p
p
.
 55
1
,
5
5
6
・
 

(

2

)

ム
ル
ク
ト
ゥ
リ
（
ダ
ウ
ェ
ス

・
デ
ッ
ケ
ル
）
へ
の
関
心
は
オ
ラ
ン
ダ
で
今
日
な
お
ひ
じ
ょ
う
に
強
い
。
ム
ル
タ
ト
ゥ
リ
の
生
涯
と
彼
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て

次
の
も
の
は
簡
に
し
て
要
を
尽
し
て
い
る
。

G
.
T
e
r
m
o
r
s
h
u
i
z
e
n
,
 "
P
e
n
d
a
h
u
l
u
a
n
," 
(Multatuli
,
 M
a
x
 H
a
v
e
l
a
a
r
,
 tran
slated 
b
y
 
H
・
B
.
 Jassin
,
 

J
a
k
a
r
t
a
,
 19
7
3
,
 p
p
.
 vii,xviii・) 

(

3

)

こ
の
間
の
事
情
と
当
時
の
状
況
を
詳
細
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
永
積
昭
の
次
の
二
著
作
が
あ
る
。
永
積
昭
『
東
南
ア
ジ
ア
の
価
値
体
系
2
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』

現
代
ア
ジ
ア
出
版
会
、
一
九
七

0
、
八
一
ー
一
四
七
ペ
ー
ジ
。

N
a
g
a
z
u
m
i
,
A
k
i
r
a
,
 T
h
e
 D
a
w
n
 o
f
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
,
 Th
e
 E
a
r
l
y
 Y
e
a
r
s
 o
f
 

t
h
e
 B
u
d
i
 U
t
o
m
o
、
1
9
0
8
,
]
9
1
8
,

T
o
k
y
o
,
 19
7
2
,
 
p
p
.
 26
,
5
0
.
 

ス
ト
モ
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
は
彼
自
身
の
自
伝
、
伝
記
、
な
ら
び
に
ス
ト
モ
、
チ
プ
ト
、
ス
ワ
ル
デ
ィ
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
比
較
研
究
を
試
み
た
サ
ヴ
ィ
ト
リ

・

。
フ
ラ
ス
テ
ィ
テ

ィ
の
論
文
が
あ
る
。
グ
ナ
ワ
ソ
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
は
ス
ト
モ
が
そ
の
自
伝
の
中
で
一

0
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
”
生
涯
の
盟
友
II

と
し
て
回
想
し

て
い
る
。

R
.S
o
e
t
o
m
o
,
 Ke
n
a
n
g
,
k
e
n
aミ
g
a
n
、
S
u
r
a
b
a
j
a
,
1
9
3
4
?
:
 
I
m
a
m
 
S
u
p
a.rdi
,
 D
r
.
 So
e
t
o
m
o
,
 R
筵
a
y
a
t
H
i
d
u
p
 d
a
n
 P
e
r
d
j
u
a
n
g
a
n
n
j
a
、

J
a
k
a
r
t
a
,
 19
5
1
:
 
Savit
ri 
P
r
a.stiti 
S
c
h
e
rer
,
 Ha
r
m
o
n
y
 a
n
d
 D
i
s
s
o
n
a
n
c
e
"
E
a
r
l
y
 N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
t
 
T
h
o
u
g
h
t
 i
n
 J
a
v
a
、

M
.
A
.
 T
h
esis
,
 C
o
r
n
e
l
l
 

U
n
i
v
e
r
s
it
y
,
 19
7
5
.
 

(

4

)

永
積
昭
「
プ
テ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
成
立
と
発
展
け
」
『
史
学
雑
誌
』
第
七
六
編
、
第
二
号
、
一
九
六
七
、
九
ペ
ー
ジ
。

(
5
)
R
.
 So
e
t
o
m
o
,
 o
p
.
 cit
.、
p
.
8
6
.
 

(

6

)

ワ
ヒ
デ
ィ
ン
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
ジ
ャ
ワ
文
化
の
体
現
者
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
永
積
昭
の
前
掲
書
（
と
く
に
『
価
値
体
系
』
）
に
生
き
生
き
と
描

き
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ス
ト
モ
の
自
伝
と
永
積
昭
の
プ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
研
究
お
よ
び
プ
ラ
ス
テ
ィ
テ
ィ
の
研
究
の
成
果
と
を
用
い
て
、
ワ
ヒ
デ
ィ
ン
と
ス
ト
モ

の
出
会
い
を
考
察
し
、
も
っ
て
今
世
紀
初
頭
の
民
族
主
義
者
に
と
っ
て
民
族
主
義
が
彼
ら
の
「
あ
け
ぽ
の
」
と
な
り
え
た
理
由
を
洞
察
し
た
す
ぐ
れ
た
論
稿
と
し

注

V
a
n
 

II7 



て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

B
enedict
O
'
G
.
 An
d
e
r
s
o
n
,
 A
 T
i
m
e
 o
f
 D
a
r
k
n
e
s
s
 a
n
d
 a
 T
i
m
e
 o
f
 L
i
g
h
t
"
T
r
g
s
p
o
s
i
t
i
o
n
 1n 
E
a
r
l
y
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 

N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
t
 
T
h
o
u
g
h
t
,
 Pa
p
e
r
 for 
the 
C
o
n
g
r
e
s
 of 
H
u
m
a
n
 S
c
i
e
n
c
e
 
a.t 
M
e
x
i
c
o
 C
i
t
y
,
 19
7
6
.
 

(

7

)

「
東
イ

ン
ド
党
」
の
成
立
当
時
の
状
況
と
そ
の
鋼
領
な
ら
び
に
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
対
応
等
に
つ
い
て
は
前
述
の

V
a
n
d
e
r
 
V
e
u
r

の
論
稿
の
他
に
次
の

も
の
が
資
料
を
周
到
に
用
い
て
詳
説
し
て
い
る
。

A
b
d
u
r
r
a
c
h
m
a
n

S
u
r
j
o
m
i
h
a
r
d
j
o
,
 "A
n
 A
n
a
l
y
s
i
s
 of 
S
u
w
a
r
d
i
 S
u
r
j
a
n
i
n
g
r
a
t
's
 Ideals 
a
n
d
 N
a
t
i
o
,
 

n
a
l
,
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
a
r
y
 A
c
t
i
o
n
s
〔

1
9
1
3
9
1
9
2
2
〕・.・

A
`
a
d
j
a

一ah
I

一mU
'
i
l
m
u
S
a
s
t
r
a
 
I
n
d
o
n
e
s
i
aヽ

V

゜l・II
・
N

・゚
3
●

1
9
6
4
,

p
p

・37
1

＇40
6
.

チ
プ
ト
の
略
伝
に
は
先
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
テ
ィ
の
研
究
の
他
に
次
の
伝
記
が
あ
る
。

M
.
Balfas
,
 D
r
.
 Tj
i
p
t
o
 M
a
n
g
o
e
n
k
o
e
s
o
e
m
o
 D
e
m
o
k
r
a
t
 S
e
d
j
a
t
i
、

J
a
k
a
r
t
a
/
 A
m
s
t
e
r
d
a
m
.
 19
5
2
.
 

(
9
)
S
.
 Prastiti 
S
c
h
e
r
e
r
,
 op
.cit
., 
p
.
 10
2
.
 

(
1
0
)
R
.
 So
e
t
o
m
o
,
0
p
.
c
i
t
.
、
p
p
.
8
2
,
8
5
.

な
お
ス
ト
モ
は
、
こ
の
回
想
記
の
中
で
、
チ
プ
ト
が
、
盟
友
グ
ナ
ワ
ン
の
死
で
悲
嘆
に
く
れ
て
い
た
一
九
二
九
年
当

時
の
ス
ト
モ
を
評
し
て
「
ま
る
で
ワ
ヤ
ソ
の
人
形
が
人
形
遣
い
（
ダ
ラ
ン
）
に
先
立
た
れ
た
よ
う
な
有
様
だ
」
と
の
ぺ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
同
書
九
五
ペ
ー

ジ
）
。
ス
ト
モ
は
そ
の
比
喩
を
「
言
い
得
て
妙
」
と
述
懐
し
て
い
る
が
そ
れ
に
し
て
も
チ
プ
ト
の
批
評
は
ス
ト
モ
の
胸
に
き
ぴ
し
く
こ
た
え
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

(

1

1

)

こ
の
間
の
事
情
は
永
積
の
前
掲
書
の
い
ず
れ
に
も
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

(
1
2
)

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
略
歴
は
プ
ラ
ス
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
る
。

S
.
P
r
a
stiti 
S
c
h
e
r
e
r
,
 op
.
 cit
., 
p
p
.
 
6
0
,
6
4
.
 

(
1
3
)
P
r
a
n
a
t
a
 Ssp•Ki 

H
a
dj
a
r
 
D
e
w
a
n
t
a
r
a
、
P
e
r
i
n
t
i
s
P
e
r
d
j
u
a
n
g
a
n
 K
e
m
e
r
d
e
k
a
a
n
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
、
J
o
g
j
a
k
a
r
t
a
,
1
9
5
8
,
 p
p
.
 
3
2
,
3
6
,

ス
ワ
ル
デ
／
イ

自
身
の
演
説
や
論
文
に
ワ
ヤ
ソ
の
話
が
し
ば
し
ば
表
わ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
一
九
一
三
年
九
月
六
日
、
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
追
放
の
前
夜
に
、
ワ

ヤ
ン
劇
を
観
劇
し
て
ジ
ャ
ワ
と
の
別
離
を
惜
し
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
時
の
ラ
コ
ン
（
ワ
ヤ
ン
の
題
目
）
は
、
ユ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ロ
王
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

S
a
,

joga
,
 "R
i
w
a
j
a
t
 P
e
r
d
j
u
a
n
g
a
n
 T
a
ma
n
,
S
i
sw
a
,
 19
2
2
,
1
9
5
2
,
"
 
T
a
m
a
n
,
S
i
s
w
a
 3
0

 
T
a
h
u
n
,
 Jo
g
j
a
k
a
r
t
a
,
 19
5
2
,
 p
.
 19
7
.
 

ュ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ロ
は
プ
ン
ド
オ
王
国
の
五
人
の
王
子
の
う
ち
の
第
一
王
子
で
、
ビ
ー
マ
、
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
兄
に
あ
た
る
。
彼
は
ジ
ャ
ワ
人
に
と
っ
て
理
想
の
善
王

で
あ
る
。
そ
の
血
管
に
流
れ
る
血
の
色
は
白
い
。
決
し
て
怒
ら
ず
、
決
し
て
争
わ
ず
、
人
の
願
い
を
決
し
て
拒
ま
ず
、
し
か
も
質
素
で
あ
る
。
彼
は
瞑
想
に
耽
り
、

知
恵
を
積
む
こ
と
で
時
を
過
し
て
い
く
。
彼
の
神
秘
性
は
魔
力
的
な
武
器
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
宇
宙
と
宗
教
に
つ
い
て
の
秘
密
を
記
し
た
聖
な
る
密
（
カ
リ
モ
ソ

ド
）
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
優
し
さ
と
慈
悲
、
内
省
、
優
雅
な
立
居
振
舞

、

そ
こ
に
は

、

ジ

ャ
ワ
人
の
精
神
世
界
に
お
け
る
至
高
の
状
態
—
ー
情
熱
の
完

全
な
統
禦
ー
|
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

ま
た
ク
レ
ス
ノ
は
プ
ン
ド
オ
王
国
五
王
子
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
ク
レ
ス
ノ
は
全
能
の
神
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
で
あ
る
。
彼
は
す
ぐ
れ
た
政
治
家
、
外
交
官
で
あ

(

8

)
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り
ま
た
戦
略
家
で
あ
る
。
ブ
ソ
ド
オ
王
国
と
ク
ウ
ロ
オ
王
国
の
最
後
の
闘
ぃ
ー
「
マ
ハ
・
バ
ー
ラ
ク
」
は
も
と
も
と
―
つ
の
家
系
か
ら
分
れ
た
こ
の
両
王
国
の
長

い
闘
い
を
テ
ー
マ
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
遂
に
最
後
の
闘
い
（
こ
れ
は
プ
ロ
ト
ュ
ド
・
ジ
ョ
ヨ
ビ
ナ
ン
グ
ン
と
呼
ば
れ
る
）
で
プ
ン
ド
オ
王
国
側
が
勝
利
を
収
め
、

纂
奪
さ
れ
た
王
位
を
回
復
す
る
の
で
あ
る
ー
ー
で
、
勝
利
を
可
能
に
す
る
の
は
プ
ン
ド
オ
王
家
の
智
者
で
は
な
く
こ
の
ク
レ
ス
ノ
で
あ
る
。
彼
は
巧
ま
ず
し
て
猿
言

を
弄
し
必
要
な
ら
ば
掟
に
背
い
て
は
ば
か
ら
な
い
。
彼
は
サ
ト
リ
オ
階
層
（
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
、
貴
族
武
士
）
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
、
サ
ト
リ
オ
の
さ
さ
い
な
徳
目

な
ど
こ
と
も
な
げ
に
無
視
す
る
。
ク
ウ
ロ
オ
と
プ
ン
ド
オ
の
長
い
闘
争
の
中
で
両
陣
営
は
策
略
と
裏
切
り
を
く
り
返
す
が
、
か
か
る
行
為
の
中
で
ク
レ
ス
ノ
の
行
為

だ
け
が
是
認
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
彼
の
究
極
の
意
図
は
、
ク
ウ
ロ
オ
王
国
を
滅
ぽ
す
と
い
う
神
々
の
意
思
に
合
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
彼
自
身
の
血
筋
が

神
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(

1

4

)

事
件
の
概
要
は
当
時
の
プ
リ
ア
ン
ゲ
ル
州
理
事
官
な
い
し
副
理
事
官
、
バ
ソ
ド
ゥ
ソ
地
区
検
察
官
、
東
イ
ン
ド
問
題
顧
問
官
ら
の
総
督
宛
公
信
、
な
ら
び
に
総

督
の
本
国
宛
公
信
等
に
よ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
公
信
は

M
a
i
l
r
a
p
p
o
r
t
と
呼
ば
れ
年
号
と
番
号
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
種
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る

M
a
i
l
r
a
,

p
弓
rt

ほ
「
一
件
書
類
」
V
e
r
b
a
a
l
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

V
e
r
b
a
a
l

に
は
そ
れ
が
綴
ら
れ
た
日
付
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
先
ず
、

M
a
i
l
r
a
p
p
o
r
t

の
年
号
、
番
号
を
記
し
次
に
そ
れ
が
何
れ
か
の

V
e
r
b
a
a
l

に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の

V
e
r
b
a
a
l

の
日
付
を
記
載
す
る
。

(15)Mailr•No

. 

1
6
9
5
/
1
9
1
3
.
 (
V
e
r
b
a
a
l
,
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e

こ
9
1
3
,
N
o
.5
6
.)
 

こ
れ
ら
の
会
員
の
内
、
副
議
長
の
ス
ヤ
テ
ィ
マ
ン
・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
は
当
時
、
楢
民
地
政
府
建
設
局

B
.
0
.
 W
.
 (B
u
r
g
e
r
l
i
j
k
e
 
O
p
e
n
b
a
r
e
 W
e
r
k
e
n
)

の
監

督
官

0
p
z
ic
h
t
e
r

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
こ
の

B
.
0
.
W
.
の
監
督
官
は
別
の
資
料
で
は
ス
ク
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ

S
o
e
t
a
t
o
m
o
S
o
e
r
i
o
k
o
e
s
o
e
m
o

と

し
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。

R
.C
.K
w
a
n
t
e
s
(
e
d
)
,
 D
e
 O
n
t
w
i
k
k
e
l
i
n
g
 v
a
n
 d
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
t
i
s
c
h
e
 
B
e
w
e
g
i
n
g
 i
n
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
,
Iさ
d
t
、
G
r
o
n
i
n
g
e
n
.

1
9
7
5
,
 p
.
 62
2
.
 

こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
ス
ヤ
テ
ィ
マ
ン
が
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
ス
ク
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ

(
1
8
8
8
|
1
9
2
4
)

と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ス
ク
ッ

ト
モ
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
同
じ
パ
ク

・
ア
ラ
ム
家
の
出
身
で
あ
り
後
一
九
一
八
年
以
降

「
再
建
」

W
e
d
e
r
o
p
b
o
u
w

と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
語
の
雑
誌
を
主
宰
し
さ
ら
に
一

九
二

0
年
代
初
頭
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
で
結
成
さ
れ
た
「
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
」
と
い
う
団
体
に
入
会
し
さ
ら
に
一
九
二
二
年
以
降
「
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
」
の
議

長
に
就
任
し
て
い
る
。
ス
ク
ッ
ト
モ
は
こ
の
よ
う
に
生
涯
の
大
半
を
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
行
を
と
も
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
彼
が
一
九
一
三
年
当
時
す
で
に
こ
の
委
員
会

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
次
に
会
計
の
ウ
ィ
グ
ニ
ャ
デ
ィ
サ
ス
ト
ラ
は
当
時
『
カ
ウ
ム
・
ム
ダ
』
紙

K
a
o
e
m
M
o
e
d
a

の
編
集
長
を
つ
と
め
て

い
た
。
彼
は
ま
た
教
師
で
あ
っ
た
。
一
方
一
九
一
九
年
ま
で
、
中
央
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
委
貝
で
も
あ
っ
た
。
ス
ラ
ジ
ャ
夫
人
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ル
ム
は
原

住
民
の
医
師
で
あ
っ
た
。
ア
プ
ド
ゥ
ル

・
ム
イ
ス

(
1
8
9
0
1
1
9
5
9
)

~
当
時
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア
・
サ
レ
カ
ッ
ト
』
誌

H
i
n
d
i
aSa
r
e
k
a
t

の
編
集
者
で
あ

っ
た
が
イ
ス
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ラ
ム
同
盟
ハ
ソ
ド
ゥ
ン
支
部
の
書
記
を
兼
任
し
て
い
た
。
彼
は
西
ス
マ
ト
ラ
の
出
身
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
有
力
な
メ
ソ
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
。
し
か
し
彼

の
才
能
は
文
筆
活
動
で
発
揮
さ
れ
と
く
に
一
九
二
八
年
に
『
誤
っ
た
教
育
』

S
a
/
a
h
A
s
u
h
a
n

を
発
表
し
、
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
学
の
先
駆
者
の
ひ
と
り
と
し

て
名
声
を
高
め
た
。

(16)Mailr•No

.1596

/
1913 

(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 
1
9
1
3
、
N
o
.
5
6
.)
 

な
お
「
統
治
条
令
」
第
一
―
一
条
の
全
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
第
一
項
）
土
着
住
民
の
結
社
及
び
集
会
の
権
利
は
こ
れ
を
認
め
る
。

（
第
二
項
）
こ
の
権
利
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は、

公
共
の
秩
序
の
必
要
か
ら
、
条
令
に
お
い
て
こ
れ
を
監
督
ま
た
は
制
限
す
る
。

W

.A

.
E
n
g
e
lbr
e
c
h
t
 
(
e
d
.)
,
 

D
e
 W
 e
t
b
o
e
k
e
n
 e
n
 V
 e
r
o
r
d
e
n
i
n
g
e
n
 B
e
n
e
v
e
n
s
 
d
e
 V
o
o
r
l
o
p
i
g
e
 
G
r
o
n
d
w
e
t
 v
a
n
 d
e
 R
e
p
u
b
li
e
k
 
I
n
d
o
n
e
s
i
e
、
L
e
i
d
e
n
,1
9
5
6
,
p
.
 2
1
6
.
 

こ
の
規
定
に
よ
り
、
政
府
は
「
公
共
の
秩
序
の
必
要
」
か
ら
集
会
、
結
社
を
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。

(
17
)

Mailr•No

.15
96
/
191

3
. 

(
V
e
r
b
a
a
l
 
2
5
 S
e
p
t
s
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 N
o
.
 5
6
.)
 

(
1
8
)

ア
プ
ド
ゥ
ル

・
ム
イ
ス
が
こ
の
論
文
を
翻
訳
し
た
い
き
さ
つ
は
、
先
ず
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
稿
を
示
し
て
そ
の
翻
訳
を
翻
頼
し
た
が
、
彼
は
そ
れ

を
一
読
後
内
容
の
過
激
な
こ
と
に
怖
れ
を
な
し
て
こ
れ
を
拒
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
チ
プ
ト
が
ム
イ
ス
に
対
し
て
「
心
配
す
る
な
。
一
切
の
責
任
は
私
が
と
る
」

と
述
ぺ
彼
を
説
得
し
翻
訳
に
踏
み
切
ら
せ
た
と
い
う

(
M
.
B
a
l
f
a
s
,
 o
p
.cit
., 
p
.
 1
8
.)
。
ま
た
こ
の
論
文
が
出
版
さ
れ
る
と
同
時
に
、
先
の
七
名
の
委
貝
の
内
チ

プ
ト
、
ス
ワ
ル
デ
ィ
、
ム
イ
ス
を
除
く
四
名
の
委
員
は
そ
こ
か
ら

「よ
ぎ
な
い
事
情
の
た
め
」
離
脱
し
た
旨
が
「
原
住
民
委
員
会
」
自
身
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
。

[
Mailr

•
No

.

1
6
9
5
/
1
9
1
3
 (
V
e
r
b
a
a
l
 
2
5
 S
e
p
t
e
m
b
er
1
9
1
3
,
 N
o
.
 5
6
.)
〕
さ
ら
に
ム
イ
ス
も
七
月
末
に
速
捕
さ
れ
る
と
と
も
に
ス

ワ
ル
デ
ィ
と
チ
プ
ト

に
文
書
で
「
も
は
や
あ
な
た
方
の
今
の
や
り
方
に
つ

い
て
行
け
な
い」

旨
を
述
べ
て
離
脱
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
中
で
ム
イ
ス
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
に
対

し
て
は
彼
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
チ

プ
ト
に
伝
え
て
ほ
し

い
旨
を
懇
願
し
、
チ
プ
ト
に
対
し
て
は
そ
の
激
情
性
を
と
が
め
て
い
る
。
M
a
il
r
•
No

.

1
6
1
8
/
1
9
1
3
 

(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
、
N
o
.
5
6
.)

こ
の
間
の
事
情
は
、
チ
プ
ト
と
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
当
時
の
進
歩
的
な
青
年
た
ち
の
目
に
さ
え
い
か
に
過
激
に
映
じ

て
い
た
か
を
物
語
っ

て
い
る
。

(19)Mai

lr
•
No

. 

1
5
9
6
/
1
9
1
3
 (
V
e
r
b
a
a
l
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 N
o
.
 5
6
.)
 

(20)Mai

lr
•
No

. 

1
6
9
5
/
1
9
1
3
.
 (V
e
r
b
a
a
l
 
2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 N
o
.
 56
)
 

な
お
こ
の
小
文
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
訳
は
次
の
も
の
に
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

M
.B
a
lfa
s,
o
p
.
 cit
., 
p
p
.
 2
2
,
2
4
.
 

(
2
1
)

こ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
訳
も
パ
ル
フ
ァ
ス
の
『
チ
プ
ト
伝
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

M
.
B
a
l
f
a
s
,
 o
p
.
 cit
., 
p
p
.
 2
2
,
2
4
.
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第二章 タマソ ・シスワ成立前史 I

(22
）
ア
プ
ド
ゥ
ル

・
ム
イ
ス
が
逮
捕
さ
れ
た
の
は
、
彼
が

「
委
員
会
」
の
委
員
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
ウ
ィ
グ
ニ
ャ
デ
ィ
サ
ス
ト
ラ
は
彼
の
主
宰
す
る
『
カ

ウ
ム
・
ム
ダ
』
紙
に
「
原
住
民
委
員
会
」
関
係
の
記
事
を
載
せ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

(23)Mailr•No

. 
1
5
9
6
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5

 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 N
o
.
 5
6
.)
 

(24)

Mailr•No

. 
1
6
1
8
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5

 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 N
o
.
 5
6
.)
 

一
方
チ
プ
ト
の
弟
グ
ナ
ワ
ソ
も
八
月
二
日
に
彼
の
勤
務
地
で
あ
っ
た
ペ
ン
ク
ル

ー
か
ら
チ
。フ
ト
宛
に
「
『
原
住
民
委
員
会
』
の
活
動
は
正
し
い
。
あ
な
た
の
活
動

が
結
実
す
る
こ
と
を
民
衆
は
切
望
し
て
い
る
」
と
打
電
し
た

(
Ma
i
l
r
•
N

o
.

1
6
1
8
/
1
9
1
3
,
 
V
e
r
b
a
l
 2
5

 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 
N
o
.
 5
6
.)
。
そ
の
チ
。フ
ト
は

ス
マ
ラ
ン
の
父
に
あ
て
て
「
私
の
人
生
の
任
務
が
今
は
じ
ま

っ
た
と
こ
ろ
だ
。
さ
よ
う
な
ら
」

と
打
電
し
た
と
い
う

(
M
・
B
a
l
f
a
s,
o
p
.
 cit
., 
p
.
 1)

。
ま
た
、
ス

ワ
ル
デ
ィ
の
妻
は
八
月
三
日
に
、
パ
ク

・
ア
ラ

ム
家
の
パ
ン
ゲ
ラ
ン

・
ス
ル
ヨ
デ
ィ

ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
は
八
月
二
日
に
そ
れ
ぞ
れ
総
督
に
打
電
し
ス
ワ
ル
デ
ィ
に
寛
大

な
措
置
を
と
る
よ
う
懇
願
し
た
。
M
a
ilr
•
N
o.

1
6
4
1
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5

 S
e
p
t
e
m
b
e
r
,
 19
1
3
,
 N
o
.
 5
6
.)
 

(25)

Mailr•No

. 
1
6
9
4
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5

 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3

、
N
o
.
5
6
・
)
 

(

2

6

)

東
イ
ソ
ド
評
議
会
は
総
督
の
諸
問
機
関
と
し
て
楯
民
地
問
題
の
最
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
『
蘭
印
百
科
事
典
』

D
・
G
.
 St
ib
b
e
 
(e
d
)
,
 E
n
c
yc
l
o
p
a
e
d
i
a
 v
a
n
 N
e
d
e
r
l
a
n
d
,
Iミ
d
i
e
,
H
a
a
g
,
L
e
id
e
n
,
 19
1
9
,
 p
p
.
 5
2
3
,
5
2
6

に
iaさ
4
い
て
い
る
。

(

2

7

)

こ
れ
は
五
項
よ
り
な
る
が
そ
の
骨
子
は
総
督
は
自
ら
の
判
断
で
あ
る
人
物
の
居
住
地
を
特
定
の
地
域
に
指
定
し
、
あ
る
い
は
あ
る
人
物
が
特
定
の
地
域
に
居
住

す
る
こ
と
を
禁
止
し
う
る
と
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

W
.
A
.
 En
g
e
lbr
ec
ht 
(
e
d
)
,
 op
・
c
i
t
.、
p
.
1
9
3
.
 

(
2
8
)
S
.
 L. 
v
a
n
 d
e
r
 
W
a
l
 (e
d
.)
,
 D
e
 O
p
k
o
m
s
t
 v
a
n
 d
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
t
i
s
c
h
e
 
B
e
w
e
g
i
n
g
 i
n
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
-I
n
d
i
i!
,
 E
e
n
 B
r
o
n
p
u
b
l
i
c
a
t
i
e
、
G
r
o
n
,

in
g
e
p.
,
 19
6
7
,
 p
p
.
 3
2
6
,
3
2
9
.
 

(

2

9

)

政
府
が
こ
の
特
例
を
認
め
た
の
は
、
デ
ッ
ケ
ル
が
法
律
上
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
り
、
チ
プ
ト
が
か
つ
て
ペ
ス
ト
撲
滅
の
た
め
に
貢
献
し
た
と
い
う
功
績
が
あ
り
、

ま
た
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
．（
ク

・
ア
ラ
ム
家
に
連
な
る
貴
族
で
あ
る
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
ワ
ル
デ
ィ
に
対
し
て
は
総
督
の
恩
赦
を
求
め
る

要
請
が
プ
デ
ィ

・
ウ
ト

モ
の
指
導
者
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
先
の
。ハ
ク

・
ア
ラ
ム
家
か
ら
の
電
報
と
と
も
に
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
を
他
の
二
名
（
デ
ッ
ケ
ル
と
チ
プ
ト
）

一
方
、
チ
プ
ト

か
ら
区
別
す
る
よ
う
に
と
の
意
向
は
、
ジ
ャ
ワ
人
の
側
に
強
く
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(
S
.
P
r
a
sti
t1 
S
c
h
e
r
e
r
,
0
p
.
 ctt
., 
p
.
 7
5
,
7
6
.)
 

に
対
す
る
評
判
は
ジ
ャ
ワ
人
の
指
導
層
、
こ
と
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
プ
リ
ヤ
イ
の
間
で
は
悪
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
間
で
は
チ
プ
ト

を
評
価
す
る
者
な
い
し
彼
の
友
人
が
何
人
か
い
た
よ
う
で
あ
る

(
V
a
n
d
e
r
 
W
a
l
,
0
p
.
c
i
t
.、
p
p
.
3
3
6
,
 3
3
9
,
3
4
0
)
。
後
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
ジ
ャ
ワ
ヘ
の
「
回
帰
」

を
強
め
る
の
に
対
し
チ
プ
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
的
な
思
考
様
式
に
傾
斜
し
て
い
く
事
実
と
て
ら
し
合
わ
せ
る
と
こ
れ
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
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(

4

3

)

 

(30)Mailr•No

. 

1
6
9
5
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 
N
o
.
 5
6
.)
 

(

3

1

)

当
初
．ハ
ソ
ド
ゥ
ソ
地
区
の
検
察
官
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
論
文
を
「
オ
ラ
ソ
ダ
の
権
威
を
お
と
し
め
東
イ
ン
ド
の
諸
住
民
間
に
敵
対
感
を
煽
る
」
こ
と
を
禁
止
し
た

出
版
条
令
の
第
二
六
条
に
違
反
す
る
こ
と
で
こ
の
論
文
を
押
収
し
た
。
こ
の
条
令
の
違
反
者
は
一
ヵ
月
な
い
し
―
ニ
ヵ
月
の
懲
役
な
ら
び
に
十
ギ
ル
ダ
ー
な
い
し
五

百
ギ
ル
ダ
ー
の
科
料
を
受
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
M
a
i
l
r
•
N
o

.

1
6
9
5
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 
N
o
.
 5
6
.)
 

(
3
2
)
M
.
 Ba
l
f
a
s
 o
p
.
 cit
., 
p. 
5
6
.
 

(
3
3
)
S
o
e
w
a
r
d
i
 S
o
e
r
i
a
n
i
n
g
r
a
t
,
 "V
r
i
j
h
e
i
d
s
h
e
r
d
e
n
k
i
n
g
 
e
n
 V
r
i
j
h
e
i
d
s
b
e
r
8
v
i
n
g
," 
(
D
o
u
w
e
s
 
D
e
k
k
e
r
,
 Tjipto 
M
a
n
g
o
e
n
k
o
e
s
o
e
m
o
,
 S
o
e
w
a
r
d
i
 

S
o
e
r
j
a
n
i
n
g
r
a
t
,
 Mi
j
m
e
r
i
n
g
e
n
 v
a
n
 I
n
d
i
e
r
s
 o
v
e
r
 H
o
l
l
a
n
d
s
 F
e
e
s
t
v
i
e
r
d
e
r
i
j
 in 
d
e
 K
o
l
o
n
i
e
,
 
S
c
h
i
e
d
a
m
,
 19
1
3
,
 p
.
 8)
.
 

(
3
4
)
V
a
n
 d
e
r
 W
a
l
,
 op
.
 cit
., 
p
.
 31
1. 

(
3
5
)
i
b
i
d
.、
p.
3
2
6
 

(

3

6

)

当
時
の
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
対
デ
ッ
ケ
ル
霰
は
ヴ
ァ
ソ
・
ニ
ー
ル
の
デ
ッ
ケ
ル
評
に
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
。
彼
は
そ
こ
で
デ
ッ
ケ
ル
を
神
経
質
で
エ
ゴ
イ
ス
テ

ィ
ッ
ク
で
ム
ル
ク
ト
ゥ
リ
ヘ
の
劣
等
感
に
み
ち
て
い
た
人
物
と
評
し
て
い
る
。

V
a
n
Niel, 
R
o
b
e
r
t
,
 T
h
e
 
E
m
e
r
g
e
n
c
e
 
o
f
 t
h
e
 
M
o
d
e
r
n
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 

E
l
i
t
e
、
T
h
e
H
a
g
u
e
,
 19
6
0
,
 p
p
.
 62
,
6
3
.
 

(
3
7
)
V
a
n
 d
e
r
 
W
a
l
,
0
p
.
 cit
.、
p
p
.
3
5
5
,
3
5
7
.
 

(
3
8
)
i
b
i
d
.、
p.
3
4
0
.
 

(39)Mailr•No

. 

1
5
9
6
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 
N
o
.
 5
6
.)
 

(40)Mai

lr•No. 

1
6
1
8
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
ba
a
l
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 
N
o
.
 5
6
.)
 

(41)Mailr

•
No

. 

1
6
9
5
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e

こ
9
1
3
,

N
o
.
 56
.
)
 

(
4
2
)二
つ
の
ジ
ャ
ワ
語
の
成
句
と
は
、
ひ
と
つ
は
、

•
•
R
a
w
e
r
a
w
e
 r
a
nta
s,
 m
a
l
a
n
g
 m
a
l
a
n
g
 p
u
t
u
n
g
"
で
あ
り
も
う
ひ
と
つ
は
聖
な
る

•
•
K
a
l

i
m
as
a
d
a
"
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
前
者
は
「
す
ぺ
て
の
困
難
は
必
ず
克
服
さ
れ
る
」
と
い
う
格
言
で
あ
り
、
後
者
は
ワ
ヤ
ン
の
登
場
人
物
の
内
も
っ
と
も
聖
な
る
人
物
と
さ

れ
て
い
る
ユ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ロ
が
所
有
し
て
い
る
宇
宙
の
秘
蹟
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
書
物
の
名
で
あ
る
。
こ
の
カ
リ
モ
ソ
ド
を
開
い
た
も
の
は
い
ま
だ
か
つ
て
誰

一
人
と
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
六
世
紀
に
イ
ス
ラ
ム
が
中
ジ
ャ
ワ
で
布
教
し
始
め
ら
れ
た
頃
、
布
教
師
た
ち
は
コ
ー
ラ

ソ
こ
そ
そ
の
カ
リ
モ
ソ
ド
の

こ
と
で
あ
る
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
の
宣
教
の
効
果
を
あ
げ
た
と
い
う
。

ヤ
ソ
セ
ソ
理
事
官
は
、
コ
ア
ッ
ケ
ル
こ
そ
も
っ
と
も
危
険
な
人
物
で
あ
る
。
」
と
報
告
し
て
い
る
。
M
a
i
l
r
•
N
o

.

1
6
1
8
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
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1
9
1
3
、

N
o
.
5
6
.)
 

(
4
4
)

こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
に
対
す
る
適
用
法
が
出
版
条
令
第
二
六
条
か
ら
統
治
法
第
四
七
条
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
も
窺
え
る
。
な
お
こ
の
経
過
は
次
に
詳
し
い
。

(
V
a
n
 d
e
r
 
W
al, 
o
p
.
 cit
., 
p
.
 32
1
.
)
 

(45)Mailr•No

. 

1
6
9
5
/
1
9
1
3
 
(
V
e
r
b
a
a
l
 2
5
 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1
9
1
3
,
 N
o
.
 5
6
.)
 

(

4

6

)

ス
ワ
ル
デ
ィ
ヘ
の
訊
問
に
際
し
て
論
文
の
内
容
に
触
れ
る
訊
問
は
ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

(

4

7

)

中
ジ
ャ
ワ
、
ジ
ャ
パ
ラ
州
の
県
知
事
（
プ
。
ハ
テ
ィ
）
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
カ
ル
テ
ィ
ー
ー
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
で
育
ち
、
向
学
心
に
み
ち

た
利
発
な
娘
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
の
注
目
を
集
め
た
が
、
当
時
の
ジ
ャ
ワ
貴
族
の
娘
と
し
て
の
習
慣
に
し
た
が
っ
て
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
代
り
、
彼
女
は
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
知
人

・
友
人
に
頻
繁
に
手
紙
を
綴
り
、
ジ
ャ
ワ
の
自
然
と
社
会
に
つ
い
て
彼
女
が
観
察
し
た
り
感
じ
た
こ
と
、

ま
た
、
ジ
ャ
ワ
の
女
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
彼
女
の
見
解
を
切
々
と
書
き
綴
っ
た
。
こ
の
書
簡
は
、
一
八
九
九
年
五
月
か
ら
一
九

0
四
年
九
月
の
カ
ル
テ
ィ
ニ
の

死
の
直
前
ま
で
綴
ら
れ
た
。
こ
の
書
簡
集
は
一
九
―
一
年
に
当
時
の
楢
民
地
府
庁
教
育
局
長
官
ア
ペ
ン
ダ
ノ
ン
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
上
梓
さ
れ
た
。
ア
ペ
ン
ダ

ノ
ソ
は
こ
の
書
簡
集
を
名
付
け
る
に
『
暗
黒
を
越
え
て
光
明
へ
』

D
o
o
r
D
u
i
s
t
e
r
n
i
s
 tot 
L
i
c
h
t
と
い
う
表
題
を
も

っ
て
し
た
が
、
こ
の
表
題
が
示
す
の
は
〈
暗

く
た
ち
お
く
れ
た
ジ
ャ
ワ
社
会
〉
11
〈
ヤ
ミ
〉

と
〈
近
代
的
ョ
ー
ロ
ッ

パ
社
会
〉
11
〈
ヒ
カ
リ
〉

と
い
う
倫
理
政
策
の
二
分
法
の
発
想
で
あ
っ
た
。
一
九
―
一
年
以
降
、

同
書
は
版
を
重
ね
、
一
九
二
三
年
に
は
第
四
版
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
四
版
の
序
言
の
中
で
ア
ベ
ン
ダ
ノ
ソ
は
十
年
余
り
の
間
に
す
で
に
三
種
類
も
の
同
書

の
マ
レ
ー
語
訳
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
慶
賀
し
て
い
る
。
と
同
時
に
同
書
が
ま
た
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
諸
国
で
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
併
せ
て
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
一
方
で
倫
理
政
策
と
い
う
”
福
音
“
を
土
着
社
会
に
も
た
ら
す
fl

仲
立
人
II

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

オ
ラ
ソ
ダ
の

fl

伝
道
精
神
II

の
精
華
と
し
て
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。

R
a
d
e
n
A
d
j
e
n
g
 Kartini•Door 

D
u
i
s
t
e
r
n
i
s
 
tot 
L
i
c
h
t
,
 19
2
3
,
 p
p
.
 viii
,x
.
 

(
4
8
)
M
.
 B
al
fas
,
 op
.
 cti
., 
p
p
.
 1,
2
4
.
 

(

4

9

)

オ
ラ
ン
ダ
11
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
両
国
間
の
文
化
協
定
に
基
づ
く
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
側
の
活
動
に
批
判
と
勧
告
を
す
る
に
際
し
、
オ
ラ
ソ
ダ
人
レ
ネ
ス
は
「
も
し
私
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
」
と
い
う
仮
定
で
独
立
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
て
発
言
す
る
権
利
を
、
か
つ
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
与
え
て
く
れ
た
と
述
ぺ
て
い

る
。
こ
れ
は
こ
の
ク
イ
ト
ル
が
オ
ラ
ン
ダ
人
に
今
日
な
お
記
憶
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
記
憶
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
か
を
示

す
一
例
で
あ
る
。
B
e
r
n
a
r
d
R
e
n
es,
 "
Het 
H
o
g
e
r
 O
n
d
e
r
w
i
j
s
 I
n
d
o
n
e
sie: 

M
o
g
e
l
i
j
k
l
)
e
d
e
n
 
e
n
 B
eperki
n
g
e
n
," 
O
v
e
r
z
i
c
h
t
,
 Vo
l
.
 5
,
 N
o
.
 9,
 1
9.'.76
,
 

p
p
.
 32
,
3
9
.
 

(

5

0

)

ビ
ー
マ
は
、
プ
ン
ド
オ
王
国
の
五
人
の
王
子
の
次
男
に
あ
た
る
。
彼
は
長
い
鋭
い
爪
を
持
つ
。
決
し
て
乗
物
を
使
わ
ず
千
里
の
山
川
を
瞬
時
の
う
ち
に
駆
け
抜
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け
る
。
も
り
上
が
っ
た
筋
肉
、
針
金
の
よ
う
な
体
毛
、
突
き
出
た
両
眼
、
わ
れ
鐘
の
よ
う
な
声
、
こ
れ
が
ピ
ー
マ
の
外
形
で
あ
る
。
勇
壮
無
比
に
し
て
敵
を
容
赦
な

く
打
ち
砕
く
。
お
よ
そ
優
美
さ
と
は
無
縁
で
あ
る
が
、
性
き
わ
め
て
率
直
で
忠
誠
の
心
が
篤
い
。
だ
が
彼
は
何
び
と
に
も
頭
を
下
げ
ず
、
神
々
に
対
し
て
も
た
だ
ビ

ー
マ
だ
け
が
ソ
ゴ
コ
を
話
す
（
ソ

・コ
コ
と
は
ジ
ャ
ワ
語
で
社
会
的
対
等
者
な
い
し
劣
等
者
に
対
し
て
用
い
る
語
、
こ
れ
に
対
し
て
目
上
の
者
に
用
い
る
語
を
ク
ロ
モ

と
言
う
）
。
つ
ま
り
ピ
ー
マ
は
神
々
と
対
等
の
口
を
き
く
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
ビ
ー
マ
は
、
荒
ぶ
る
神
の
化
身
、
強
烈
な
自
己
主
張
の
で
き
る
不
屈
の
精
神
の
権
化
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
サ
ト
リ
オ
（
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
）
の

理
想
型
で
あ
る
。
ス
カ
ル
ノ
も
少
年
の
頃
、
ビ
ー
マ
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
て
い
た
。

(
5
1
)

以
下
の
ワ
ヤ
ン
に
関
す
る
記
述
は
次
の
も
の
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

B
.
 O
'G
.
 An
d
e
r
s
o
n
,
 My
t
h
o
l
o
g
y
 a
n
d
 t
h
e
 
T
o
l
e
r
a
n
c
e
 o
f
 t
h
e
 J
a
v
a
謎
s
e
,
C
o
r
n
e
l
l
 
M
o
n
o
g
r
a
p
h
 Series
,
 19
6
5
.
 

P
a
k
 H
a
r
d
j
o
w
i
r
o
g
o
,
 Se
d
j
a
r
a
h
 W
a
j
a
n
g
 P
u
r
w
a
,
 Ja
k
a
r
t
a
,
 19
6
8
.
 

B
.
 O
'G
.
 An
d
e
r
s
o
n
,
^
T^
h
e
 I
d
e
a
 
of 
P
o
w
e
r
 in 
J
a
v
a
n
e
s
e
 
C
u
l
t
u
r
e
," 
Claire 
H
o
l
t
 
(
e
d
)
,
 C
u
l
t
u
r
e
 a
n
d
 
Politics 
i
n
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
,
 I
t
h
a
c
a
,
 

1
9
7
2
.
 

(
5
2
)

セ
マ
ル
は
、
肥
満
体
で
と
く
に
胸
と
尻
は
飛
び
抜
け
て
大
き
い
。
男
の
着
物
を
着
て
い
る
が
女
の
よ
う
な
化
粧
を
し
て
い
る
。
顔
は
男
と
も
女
と
も
判
じ
難
い
。

(

5

3

)

ス
ワ
ル
デ
ィ
が
生
前
に
執
務
し
た
室
内
の
机
の
背
浚
の
壁
に
は
セ
マ
ル
の
絵
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
市
「
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
」
本
部
）
。

こ
の
遺
室
を
管
理
し
て
い
る
ス
ハ
ル
ト
氏
に
よ
れ
ば
セ
マ
ル
こ
そ
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
も
っ
と
も
愛
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
（
筆
者
と
の
イ
ソ
ク
ビ
ュ
ー
、
一
九
七

五
年
五
月
一
九
日
）
。
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第
三
章

前
章
に
お
い
て
ス
ワ

ル
デ
ィ

・
ス

ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ

ト、

（
一
九
一

三
年
し

一
九
二
二
年
）

ー
ジ

ャ
ワ

知
識
人
の
西
欧
認
識
ー
—

チ
プ
ト

・
マ
ン
グ
ン
ク
ス
モ
ら
が
ジ
ャ
ワ
を
追
放
さ
れ
る
に
至

っ
た
経

緯
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
う
ち
ス
ワ
ル
デ
ィ
に
焦
点
を
あ
て
彼
が
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
向
か
っ
た

一
九
一
三
年
か
ら
ジ

ャ
ワ
ヘ
帰
還
後
数

年
を
経
て
一
九
二
二
年
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
を
設
立
す
る
ま
で
の
時
期
の
彼
の
軌
跡
を
辿
る
と
、
そ
こ
に
は
彼
を
め
ぐ
る
一
群

の
ジ
ャ
ワ
知
識
人
が
登
場
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
を
含
め
て
彼
ら
が
〈
ジ
ャ
ワ
主
義
の
再
生
〉
と
呼
び
う
る
よ
う
な
注
目

す
べ
き
思
想
を
抱
懐
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
設
立
の
思
想
的
背
景
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
章
で
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
思
想
の
軌
跡
を
辿
り
な
が
ら
こ
の
思
想
の
内
容
と
特
質
を
考
察
す
る
。

一
九
一

三
年
九
月
六
日
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
妻
を
伴
っ
て
パ
タ
ヴ
ィ
ア
港
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
向
け
て
出
発
し
た
。
九
月
二
二
日
に
ベ

ン
ガ
ル
湾
上
で
「
原
住
民
委
員
会
」
で
の
自
ら
の
活
動
を
総
括
す
る

一
文
を
記
し
た
が
、
こ
れ
は
同
年
「
原
住
民
委
員
会
」
刊
行
の

バ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
オ
ラ
ン
ダ
で
出
版
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
東
イ
ン
ド
党
の
三
人
の
指
導
者
が
オ
ラ
ソ
ダ
に
到
着
し
た
こ
と
は
当
時
そ

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
諸
論
稿

第
一
節

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
オ
ラ
ソ
ダ
認
識

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
成
立
前
史

II
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(7) 

『
ジ
ャ
ワ
人
と
洋
服
』
（
二
月
）

(6) (5) (4) (3) (2) (1) 
の
地
に
在
住
し
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
留
学
生
集
団
に
新
鮮
な
衝
撃
を
与
え
た
。
三
名
は
こ
れ
ら
留
学
生
が
一
九

0
八
年
以

降
組
織
し
て
い
た
「
東
イ
ン
ド
団
体
」

"
I
n
d
i
s
c
h
e
V
e
r
e
e
n
i
g
i
n
g
"
に
加
入
し
た
。
し
か
し
チ
プ
ト
が
到
着
後
た
だ
ち
に
『
東
イ
ン
ド

人
』

D
e
I
n
d
i
e
r
s

を
創
刊
し
、
デ
ッ
ケ
ル
と
と
も
に
活
発
な
言
論
活
動
を
開
始
す
る
と
と
も
に
オ

ラ
ン
ダ
社
会
民
主
党
員
と
積
極
的

に
接
触
し
た
の
に
対
し
、

一
九
―
―
―
一
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
具
体
的
な
行
動
の
軌
跡
は
余
り
明
ら
か
で
は
な
い
が
ル
フ
ェ

ー
ブ
ル
の
記

述
に
従
え
ば
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
ハ
ー
グ
に
居
を
構
え
て
の
ち
ハ
ー
グ
の
師
範
学
校
で
教
師
の
資
格
を
得
る
と
と
も
に
、

に
オ
ラ
ン
ダ
で
最
初
の

II

モ
ン
テ
ッ
ソ
リ
学
校
＂
が
ハ
ー
グ
で
開
設
さ
れ
た
と
き
に
そ
の
理
事
の
一
人
と
な
っ
た

。
ま
た
同
じ
ハ
ー

(
1
)
 

グ
で

II

生
命
の
教
育
＂
を
唱
え
た
ヤ
ン
・
リ
フ
ト
ハ
ル
ト

J
a
n
L
i
g
t
h
a
r
t
に
協
力
し
彼
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
。
ス
ワ
ル
デ
ィ
は

一
九
一
七
年
八
月
に
は
追
放
解
除
に
な
る
が
、
欧
州
大
戦
の
影
響
で
彼
が
実
際
に
ジ
ャ
ワ
ヘ
戻
る
の
は
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
た
こ
の
六
年
の
間
（
こ
れ
は
彼
が
二
四
歳
か
ら
一―

-0歳
の
時
期
に
あ
た
る
）
に
、
三

(

2

)

 

0
の
論
稿
を
記
し
た
。
そ
れ
ら
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
。
f
 

一
九
一
三
年

一
九
一
三
年

a

一
九
一
三
年
b

一
九
一
三
年
C

一
九
一
四
年

一
九
一
四
年

a

一
九
一
四
年
b

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
そ
こ
か
ら
一
歩
身
を
引
き
徐
々
に
チ
プ
ト
と
は
性
格
の
異
な
る
活
動
に
踏
み
込
ん
で
い
っ

『
解
放
の
祝
祭
と
解
放
の
菓
奪
』

『
サ
レ
カ
ッ
ト
・
イ
ス
ラ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
同
盟
）
の
素
描
』
(
―
一
月
）

『
ラ
ジ
マ
ン
博
士
と
運
動
』
(
-
―
一
月
）

『
独
立
記
念
式
典
と
ジ
ャ
ワ
医
学
校
生
徒
』
(
―
二
月
）

『
修
正
』
（
一
月
）

『
ジ
ャ
ワ
の
知
識
人
と
独
立
記
念
式
典
」
（
一
月
）

（
九
月
）

一
九
一
五
年
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⑳ 

『
東
イ
ン
ド
の
歴
史
的
潮
流
と
諸
政
党
』
（
六
月
）

四

『
新
し
い
日
刊
紙
』

四

一
九
一
七
年
b

一
九
一
七
年
C

一
九
一
七
年
d

『
マ
ス
・
マ
ル
コ
の
逮
捕
と
有
罪
宜
告
』

⑳ 

一
九
一
七
年

a

『
パ
ソ
ゲ
ラ
ン
・
ア
リ
オ
・
ノ
ト
デ

ィ
ロ
ジ
ョ
の
追
想
』

⑳ 

一
九
一
七
年

(l9 

一
九
一
六
年
・
J

（
一
九
一
七
年
？
）
『
双
方
の
不
信』

『
ヒ
ン
デ
ィ
ア
・
プ
ト
ラ
誌
編
集
局
便
り
』

⑱ 

一
九
一
六
年
i

（
一
九
一
七
年
？
）
『
発
言
の
権
利
』

(1り

一
九
一
六
年
h

『
東
イ
ソ
ド
防
衛
問
題
』

⑱ 

一
九
一
六
年

g

『
ジ
ャ
ン
ビ
地
方
の
反
乱
』

(13 

一
九
一
六
年

f

『
ワ
ヒ
デ
ィ
ン
・
ス
デ
ィ
ロ
フ
ソ
ド
、
追
悼
記
』

（
八
月
）

⑭ 

一
九
一
六
年

e

『
教
育
機
関
で
占
め
る
べ
き
土
消
言
語

（
及
び
中
国
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
）
並
び
に
オ
ラ
ン

ダ
語
の
位
置
』

⑲
 

一
九
一
六
年
d

『
言
語
と
民
族
』
（
七
月
？
）

⑬
 

一
九
一
六
年
C

一
九
一
四
年
C

『
わ
れ
わ
れ
の
民
族
衣
裳
』
（
七
月
）

『
フ
ァ
ン
・
デ
フ
ェ
ン
テ
ル
氏
と
バ
ス
キ
氏
の
思
い
出
』
（
三
月
？）

『
あ
る
近
代
的
ジ
ャ
ワ
領
主
』

『
ヒ
ン
デ
ィ
ア
・
プ
ト
ラ
に
関
す
る
見
解
』

(1) 

一
九
一
六
年
b

(lQ 

一
九
一
六
年

a

(9) 

一
九
一
六
年

『
ヒ
ン
デ
ィ
ア
・
プ
ト
ラ
誌
刊
行
の
辞
』
（
三
月
）

(8) 
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『
ヒ
ソ
デ
ィ
ア
・

。フ

ト
ラ
』

H
i
n
d
i
a
P
o
e
t
r
a

は、

一
六
年

一
―
‘

一
九
一
七
年
六
、

一
九
一
八
年
五
、
と
な

っ
て
一
九
一
六
年
、

一
七
年
に
集
中
し
て
い

る
。
ま
た
そ
の
掲
載
誌
を
み

こ
れ
ら
―
―

10
に
及
ぶ
論
稿
を
そ
の
執
筆
年
に

よ
っ
て
分
け
て
み
る
と

一
九
一
三
年
四、

る
と
オ
ラ
ン
ダ
到
着
直
後
に
『
東
イ
ン
ド
人
』
紙
上
に
八
つ
の
論
稿
を
掲
載
し
た
ほ
か
は
、
彼
が
一
九

一
六
年
と

一
七
年
に
編
集
長

を
つ
と
め
た
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア

・
プ
ト
ラ
』
に
合
計
一
四
の
論
稿
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

一
九

一
六
年
一
＿
一
月
に
ハ

ー
グ
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
雑
誌
は
ス
ワ
ル
デ
ィ

が

主
宰
し
た
第
一
シ

リ
ー
ズ

(
-
九
一
六
年
三
月
し
一
七
年
四
月
）
と
、ヨ

ン
ク
マ
ン

J
o
n
k
m
a
n
が
主
宰
し
た
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
(
-
九
一
八

年
八
月
ー
ニ
ニ
年
八
月
）
に
分
か
れ
る
。
第
ニ
シ

リ
ー
ズ
の
方
は
、
開
明
的
・
親
植
民
地
的
な
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
指
導
下
に
あ
っ
た
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
学
徒
連
合
体
」

'̂l
n
d
o
n
e
s1s
c
h
V
e
r
b
o
n
d
 v
a
n
 
S
t
u
d
e
e
r
e
n
d
e
n
"
 

一
九
一
四
年
四
、

の
機
関
誌
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
団
体
の
志
向

す
る
啓
蒙
主
義
は
、

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
学
徒
連
合
体
」
（
こ
れ
は
公
式
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
語
が
団
体
の
名
称
に
冠
せ
ら
れ
た
最

初
の
例
で
あ
る
と
さ
れ
る
）
と
い

う
名
称
の
新
鮮
さ
と
あ
い
ま
っ
て
、
当
時
の
在
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
学
生
グ
ル
ー
プ
と

(
3
)
 

の
協
力
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
は
い
え
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
言
論
活
動
は
、
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア

・
プ
ト
ラ
』
第

一
シ
リ
ー
ス
を
も
っ
ば
ら
舞
台
と
し
て
展
開
さ
れ
て

⑳ 

一
九
一
八
年

d

『
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
設
立
一

0
周
年
の
記
念
式
典
に
寄
せ
る
』

凶

一
九
一
八
年
C

『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
編
集
局
よ
り
』
（
八
月
）

困

一
九
一
八
年

b

『
東
イ
ン
ド
の
民
族
的
希
求
、
フ
ァ
ン

・
コ
ル
氏
と
の
会
見
記
』

似

一
九
一
八
年

a

『
東
イ
ソ
ド
人
運
動
に
お
け
る
ジ
ャ
ワ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
』

因

一
九
一
八
年

『
オ
ラ

ソ
ダ
在
住
の
東
イ
ン

ド
人
の
た
め
の
教
育
』

箇

一
九
一
七
年

e

『
前
戦
へ
』
（
九
月
）

一
九
一

五
年

0
、

一
九
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こ
れ
ら
の
論
稿
を
通
じ
て
う
か
が
え
る
こ
と
は
、

⑨
、
⑬
、
⑳
、
四
、
の
四
つ
が

こ
れ
に
該
当
す
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
論
稿
を
そ
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
一
応
の
分
類
を
し
て
み
る
と
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
り
「
オ
ラ

ン
タ
解
放
百
周
年
記
念
式
典
」
に
関
す
る
も
の
。
こ
れ
は

一
九
一
三
年
か
ら
翌
年
の
初
頭
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
て
お
り
い
、
④
、
⑱

の
三
論
稿
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
回
追
悼
記
な
い
し
人
物
評
。
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
⑱
、
⑩
、
⑪
、
⑮
、
⑳
の
五
論
稿
で
執
筆
の

時
期
は

一
九

一
六
年
か
ら

一
八
年
に
か
け
て
集
中
し
て
い
る
。
い
植
民
地
に
お
け
る
民
族
運
動
の
状
況
を
報
道
し
ま
た
そ
れ
を
論
評

す
る
も
の
。
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
す`
べ
て
の
時
期
に
わ
た
っ
て
執
筆
さ
れ
る
と
と
も
に
そ
の
数
も
ま
た
も
っ
と
も
多
数
に
及
ん
で

い
る
。
③
、
り
、
⑱
、
⑱
、
⑰
、
⑱
、
⑲
、
四
、
四
、
⑳
、
岱
、
⑳
、
⑰
、
偽
、
因
、

の
一
五
論
稿
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
う

ち
⑦
、
⑥
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
洋
装
す
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
四
は
戦
闘
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
マ
ス

・

マ
ル
コ

M
a
s
M
a
r
c
0

が
「
秩
序
と
安
寧
」
を
乱
す
論
文
を
発
表
し
た
と
い
う
科
で
逮
捕
拘
留
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
抗
議
を
表
明

し
た
も
の
で
あ
る
。
マ
ス

・
マ
ル
コ
は
「
等
し
く
分
か
ち
と
も
に
感
応
し
合
う
」

'̂sa
m
a
rasa 
sa
m
a
 ra
ta
"
と
い
う
標
語
に
よ
っ
て

彼
の
人
民
主
義
的
社
会
主
義
的
思
想
を
唱
道
し
た
が
、
こ
の
標
語
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
心
を
強
く
と
ら
え
た
。
ま
た
政
庁
の
言
論
活
動

へ
の
抑
圧
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
の
追
放
の
契
機
と
も
な
っ
た
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
こ
の
事
件
に
つ
い
て
こ
と
に
激
し

(

4

)

(

5

)

 

い
筆
致
で
論
し
て
い
る
。
次
に
⑰
、
⑱
、
⑲
は
「
東
イ
ン
ド
防
衛
問
題
」
お
よ
び
「
植
民
地
参
議
会
」

V
o
lk
s
r
a
a
d

開
設
問
題
を
め

ぐ
る
経
緯
を
述
べ
る
と
と
も
に
こ
の
問
題
に
対
す
る
植
民
地
政
庁
の
民
族
自
治
へ
の
無
理
解
な
態
度
を
批
判
し
た
論
稿
で
あ
る
。
目

植
民
地
に
お
け
る
言
語
教
育
の
問
題
及
び
ひ
ろ
く
一
般
に
民
族
と
言
語
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
。
こ
れ
に
は
⑬
、
⑲
の
二
論
稿
が
該

当
す
る
。
こ
の

二
論
稿
と
も

一
九
一
六
年
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
困
編
集
者
の
立
場
か
ら
編
集
方
針
や
編
集
記
な
ど
を
記
し
た
も
の
。

一
方
で
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
東
イ
ン
ド
党
の
指
導
者
の
一
人
と
し
て
「
蘭
領
東
イ
ン

お
り
、
第
ニ
シ
リ
ー
ス
に
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し
な
か
っ
た
。
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動
の
文
脈
に
お
い
て
は
じ
め
て
遺
産
化
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
と
局
面
を
異
に
す
る
と
は
い
え
や
は
り

ド
の
独
立
」
を
追
究
す
る
と
い
う
東
イ
ン
ド
党
の
結
成
以
来
の
主
張
を
貫
く
と
い
う
姿
勢
を
示
し
つ
づ
け
な
が
ら
（
上
述
の
分
類
の

う
ち
い
と
い
の
大
部
分
）
、
他
方
で
政
治
に
関
す
る
問
題
よ
り
も
文
化
の
問
題
に
関
す
る
論
稿
に
そ
れ
以
上
の
情
熱
を
傾
け
る
と
と

も
に
そ
の
領
域
で
自
ら
の
独
自
性
を
示
し
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
領
域
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い
る
の
は
上
述
の

⇔
に
分
類
さ
れ
た
二
論
稿
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
う
ち
論
稿
⑭
は
こ
の
時
期
に
彼
が
記
し
た
論
稿
の
中
で
も
っ
と
も
長
文
で
あ
る
と

と
も
に
も
っ
と
も
完
成
度
が
高
い
。
さ
て
論
稿
⑬
、
⑭
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
文
化
に
関
す
る
論
稿
は
具
体
的
に
は
言
語
の
問
題
及
び

教
育
の
問
題
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る
が
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
文
化
へ
の
関
心
を
特
異
な
そ
し
て
独
創
的
な
形
で
表
明
し
て
い
る
の
が
回
に
分
類
さ
れ
た
諸
論
稿
と
く
に
そ
の
う
ち

⑮
、
⑳
の
追
悼
記
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
論
稿
を
ノ
ト
・
デ
ィ
ロ
ジ
ョ
お
よ
び
ワ
ヒ
デ
ィ
ン
・
ス
デ
ィ
ロ
フ
ソ
ド
と
い
う
民
族
主

義
運
動
の
先
達
者
の
逝
去
を
悼
む
追
悼
記
と
し
て
草
し
、
そ
の
な
か
で
彼
ら
の
生
涯
の
事
跡
を
辿
り
つ
つ
彼
ら
の
生
涯
そ
の
も
の
が

ジ
ャ
ワ
文
化
を
す
ぐ
れ
て
体
現
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
彼
ら
を
ジ
ャ
ワ
文
化
の
み
ご
と

な
体
現
者
で
あ

っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
称
え
る
と
い
う
こ
と
自
体
す
で
に
注
目
に
値
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
逸
す

べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
が
こ
の
よ
う
な
形
式
の
追
悼
文
を
同
時
代
の
民
族
主
義
者
の
死
に
際
会
し
て
草
す
と
い
う
作
法

の
創
始
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
追
悼
文
は
そ
の
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
と
さ
ま
ざ

ま
な
局
面
に
お
い
て
数
多
く
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
故
人
の
民
族
主
義
思
想
を
―
つ
の
遺
産
（
ワ
リ
サ
ン
）

w
a
r
i
s
a
n

と
し

(

6

)

 

て
次
代
に
伝
え
る
う
え
で
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
。
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
一
九
一

0
年
代
の
半
ば
に
オ
ラ
ン
ダ
に
在

っ
て
ワ
ヒ
デ
ィ
ン
、

ノ
ト
・
デ
ィ
ロ
ジ
ョ
の
生
涯
と
そ
の
思
想
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
を
生
み
出
し
た
彼
ら
の
世
代
を
民
族
主
義
運
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
論
稿
の
う
ち
ほ
ぼ
半
数
は

一
九
一
六
年
と

一
九
一
七
年
に
執
筆
さ
れ
、
ま
た
こ
の
時
期
に

彼
が
主
宰
し
た
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア

・
プ
ト
ラ
』
の
第
一
シ

リ
ー
ズ

(
-
九

一
六
年
三
月
し
一九

一
七
年
四
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

の
第

一
シ
リ
ー
ズ
の
歴
史
と
性
格
、
そ
の
内
容
の
概
略
、
ま
た
こ
の
雑
誌
に
お
け
る
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
役
割
等
に
つ
い
て
は
既
に
サ
ヴ

(
7

)
 

ィ
ト
リ
と
永
積
昭
が
簡
明
な
紹
介
を
し
て
い
る
が
、
永
積
が
指
摘
す
る
よ
う
に
そ
れ
は
文
字
通
り
ス
ワ

ル
デ

ィ
の

「
個
人
雑
誌
」

の

性
格
が
強
く
、
彼
の
叔
父
で
ジ
ャ
ワ
音
楽
へ
の
造
詣
の
深
い
ス
ル
ヨ

。フ
ト

ロ
な
ら
び
に
一
九
〇
六
年
当
時
か
ら
オ
ラ
ン

タ
在
住
の
留

(
8
)
 

学
生
グ
ル
ー
プ
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
ノ
ト

・
ス
ロ
ト

N
o
t
o
S
o
e
ro
t
o
 

(
9

)
 

し
、
魚
が
水
を
え
た
よ
う
に
健
筆
を
ふ
る
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
は
、
自
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
づ
け
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
彼
は
一

九
五
二
年
に
「
デ
ン

・
ハ
ー
グ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
新
聞
ビ
ュ

ー
ロ
ー(10
)
 

と
い
う
回
顧
録
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
興
味
深
い
点
を
い
く
つ
か
含
ん
で
い
る
。

ス
ワ
ル
デ
ィ
に

よ
れ
ば
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
新
聞
ビ
ュ

ー
ロ
ー
」
と
は
一
九
ニ
―一
年
に
ハ

ー
グ
に
設
立
さ
れ
た
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
民
族

主
義
運
動
の
情
報
収
集
と
宣
伝
の
た
め
の
機
関
で
あ

っ
た
。
創
立
者
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
で
あ
り
ハ
ー
グ
の
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
自
宅
が

そ
の
事
務
本
部
と
な

っ
た
。
こ
こ
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
か
ら
新
聞
や
雑
誌
が
続
々
と
送
付
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
こ
の
機
関
は
は

(
11
)
 

じ
め
て
公
式
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
名
称
を
用
い
た
。

「
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
目
的
は
祖
国
の
情
報
を
オ
ラ
ン
ダ
で
報
道
す
る
と
と
も
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
芸
能
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

オ
ラ
ン
ダ
人
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
の
状
況
は
二
つ
の
点
で
彼
を
深
く
失
望
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
そ
の
状
況

を
打
開
す
る
た
め
に
こ
の

よ
う
な
目
的
が
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
一
は
オ
ラ
ン
ダ
国
会
に
お
け
る
植
民
地
問
題
の
扱
わ
れ
方
で

ス
ワ
ル
デ
ィ
と

『
ヒ
ン
デ
ィ
ア
・
プ
ト
ラ
』
誌

^̂
I
n
d
o
n
es
isc
h
e
 
P
e
rs
h
u
r
e
a
u
"
 
に
つ
い
て
」

の
両
名
の
協
力
を
得
て
こ
の
雑
誌
の
編
集
に
邁
進 こ
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ン、

A
d
i
 P
o
e
s
 

あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
あ
れ
こ
れ
の
問
題
が
真
剣
に
慎
重
に
討
議
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
通
常
は
議
長
が
案
件
を
棒
読
み
し

"
賛
成
II

多
数
に
よ
る
成
立
を
確
認
す
る
た
め
に
木
槌
で
テ
ー
プ
ル
を
た
た
く
と
い
う
形
で
終
わ
る
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
植
民
地

の
問
題
は
も
っ
ば
ら
11

木
槌
の
問
題
＂
と
し
て
処
理
さ
れ
た

。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
抵
抗
す
る
た
め
「
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
は
オ
ラ
ン
ダ

下
院
議
院
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
自
身
の
立
場
を
主
張
し
た
記
事
を
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
し
て
送
付
し
た
。
そ
の
結
果
「
植
民
地
参
議

会
」
の
構
成
の
問
題
や
留
学
生
の
処
遇
問
題
で
は
、

(12
)
 

響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

オ
ラ
ン
ダ
進
歩
派
（
社
会
民
主
労
働
党
）
の
議
員
の
国
会
で
の
活
動
に
強
い
影

第
二
の
問
題
は
も
っ
と
根
本
的
な
問
題
で
あ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
人
一
般
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
観
の
浅
薄
さ
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。

(13
)
 

当
時
植
民
地
は
一
方
で
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
コ
ル
ク
で
あ
り
オ
ラ
ソ
ダ
は
そ
の
上
に
乗
っ
て
慄
う
」
と
い
わ
れ

「
東
イ
ン
ド
が
失
わ

れ
れ
ば
た
ち
ま
ち
オ
ラ
ソ
ダ
に
災
禍
が
も
た
ら
さ
れ
る
」
と
い
わ
れ
ま
た
「
東
イ
ン
ド
は
エ
メ
ラ
ル
ド
の
首
飾
り
」
と
い
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
限
り
で
彼
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
愛
し
て
い
た
が
そ
れ
は
し
ょ
せ
ん
植
民
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
そ
の
豊
饒
な
大
地
と
産
物

を
愛
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
e

他
方
で
彼
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
そ
こ
に
は
文
明
も
文
化
も

な
く
未
開

・
野
蛮
だ
け
が
横
行
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
彼
ら
の
こ
の
よ
う
な
認
識
を
変
え
る
た
め
に
「
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
は
さ
ま

ざ
ま
な
展
示
会
や
演
芸
会
を
オ
ラ
ソ
ダ
の
諸
都
市
で
開
催
し
、
実
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
オ
ラ
ン
タ
よ
り
も
は
る
か
に
長
い
歴
史
を
持

ち
そ
の
過
程
で
す
ぐ
れ
た
独
自
の
文
化
を
築
き
あ
げ
て
き
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
ま
た
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
ラ
イ
デ

ュ
ト
レ
ヒ
ト
等
各
地
の
大
学
で
講
浪
を
行
な
っ
た
。

「
ヒ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
活
動
は
一
九
一
六
年
以
来
月
刊
誌
『
ヒ
ソ
デ
ィ
ア

・
。フ
ト
ラ
』
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
広
範
で
活

発
な
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た

一
九
一
八
年
に
は
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
創
立
一

0
周
年
の
出
版
事
業
を
担
当
し
『
ス
ソ
バ
ソ
ツ
』

S
o
e
m
・

b
a
n
s
ih

を
上
梓
し
た
。
「
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
は
ま
た
ノ
ト

・
ス
ロ
ト
が
主
宰
す
る
ハ
ー
グ
の
出
版
社
ア
デ
ィ

・
。フ
ス
ク
カ
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(
1
4
)
 

t
a
k
a

と
提
携
し
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
筆
に
な
る
民
族
主
義
の
先
覚
者
の
伝
記
を
出
版
し
た
。

以
上
が
ス
ワ
ル
デ
ィ
に
よ
る
回
顧
の
大
要
で
あ
る
。
こ
の
中
で
先
ず
注
目
し
う
る
の
は
、
こ
の
「
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
名
称
で
あ
る
。

(
15) 

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
新
聞
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
が
一
九
ニ
―
一
年
以
来
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
資
料
は
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
の

で
、
こ
れ
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
が
自
ら
の
役
割
に
後
年
に
ひ
と
つ
の
名
称
を
与
え
る
際
に
あ
え
て
一
九
一
三
年
以
来
と
述
べ
、

ま
た

あ
え
て
そ
れ
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
名
付
け
た
と
い
う
可
能
性
が
強
い
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
先
の
ヨ
ン
ク
マ
ン
の
主
宰
す
る
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
学
徒
連
合
体
」
を
意
識
し
た
上
で
こ
れ
を
無
視
し
、
こ
と
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
名
称
に
由
来
す
る
〈
先
駆
性
〉
を
自
ら

の
側
に
ひ
き
寄
せ
る
と
い
う
意
図
が
う
か
が
え
る
（
事
実
、
こ
の
回
顧
録
は
「
学
徒
連
合
体
」
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
言
及
し
な
い

の
み
か
、
こ
の
連
合
体
が
創
立
さ
れ
そ
れ
が
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア

・
プ
ト
ラ
』
の
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
た
一
九
一
八
年
以
降
の
時
期

は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
『
ス
ン
バ
ン
シ
』
刊
行
と
ノ
ト

・
ス
ロ
ト
と
の
出
版
協
力
の
活
動
の
時
期
と
し
て
記
し
て
い
る
）
。

ス
ワ
ル
デ
ィ
が
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
に
力
を
注
ぎ
（
こ
の
限
り
で
先
の
ヨ
ン
ク
マ
ン
の
意
図

と
一
致
す
る
）
そ
の
方
法
と
し
て
祖
国
の
文
化
の
宜
伝
に
努
め
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
倫
理
政
策
の
も
つ
啓
蒙

主
義
に
お
け
る
主
客
の
立
場
が
逆
転
し
て
啓
蒙
さ
れ
る
対
象
は
オ
ラ
ン
ダ
人
と
オ
ラ
ン
ダ
社
会
そ
の
も
の
で
あ
る
U

そ
し
て
こ
の
蒙

一
方
で
植
民
地
問
題
を
前
章
で
述
べ
た
＾
＾
z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d
"

と
い
う
概
念
に
も
っ
ば
ら
か

か
わ
る
事
項
と
し
て
了
解
し
（
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
そ
の
こ
と
を
「
植
民
地
問
題
は
II

木
槌
の
問
題
II

と
し
て
処
理
さ
れ
た
」
と
述
べ
て

い
る
）
、
他
方
で
植
民
地
の
歴
史
と
文
化
へ
の
関
心
を
自
ら
封
印
す
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
社
会
で
あ

っ
た
。
ス
ワ
ル
デ

ィ
に
お
け
る
「
政
治
か
ら
文
化
へ
の
転
身
」
の
背
後
に
は
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
理
解
し
う
る
よ
う
な
彼
の
オ
ラ
ン
ダ
認
識
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
文
脈
に
お
い
て
は
植
民
地
の
人
間
（
ジ
ャ
ワ
人
）
で
あ
る
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
オ

ラ
ン
ダ
人
の
誰
と
も
（
例
え
ば
ョ
ン
ク
マ
ソ

）
比
較
を
絶
し
て
す
ぐ
れ
た
啓
蒙
者
の
立
場
に
立
つ
の
で
あ
っ
て
オ
ラ
ン

ダ
人
（
例
え

昧
な
対
象
と
は
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、

次
に
興
味
深
い
点
は
、
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ば
ョ
ン
ク
マ
ン
）
は
た
か
だ
か
「
優
秀
な
生
徒
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
に
す
ぎ
な
く
な
る
。

さ
て
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア
・
プ
ト
ラ
』
が
こ
の
よ
う
な
事
情
、
な
か
ん
ず
く
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
こ
の
よ
う
な
自
信
と
情
熱
に
も
と
づ
い
て

刊
行
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
諸
論
稿
は
そ
の
意
図
を
見
事
に
実
現
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で

は
文
化
の
問
題
に
彼
の
照
準
が
合
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
中
で
も
彼
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
言
語
の
問
題

こ
の
問
題
を
彼
が
と
り
あ
げ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
一
九
一

六
年
八
月
末
に
デ
ン
・
ハ
ー
グ
で
植
民
地
に
お
け
る
初
等
教
育
の
改

菩
と
充
実
を
目
的
と
し
て
「
第

一
回
植
民
地
教
育
会
議
」
E
e
r
s
t
e
K
o
l
o
n
i
a
a
l
 
O
n
d
e
r
w
i
j
s
c
o
n
g
r
e
s

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
ス

(16) 

ワ
ル
デ
ィ
が
問
題
提
起
者
の
ひ
と
り
と
し
て
指
名
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
会
議
の
第
ニ
テ
ー
マ
「
原
住
民
学
校
に
お

い
て
は
い
か
な
る
言
語
が
使
用
さ
れ
る
べ
き
か
」
の
報
告
予
定
者
と
し
て
言
語
問
題
に
関
す
る
所
感
を
記
す
（
論
稿
⑬
）
と
と
も
に

会
議
の
た
め
の
報
告
書
（
論
稿
⑭
）
を
準
備
し
た
（
こ
の
内
論
稿
⑲
は
資
料
と
し
て
巻
末
に
そ
の
全
成
を
付
し
て
お
く
）
し

言
語
問
題
に
つ
い
て
の
彼
の
論
点
を
要
約
す
れ
ば
、
①
言
語
と
民
族
は
ひ
と
つ
で
あ
り
、
あ
る
言
語
を
抹
殺
す
る
こ
と
は
不
自
然

で
あ
り
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
そ
う
主
張
す
る
こ
と
は
頗
廃
で
あ
る
。
③
東
イ
ン
ド
全
域
で
共
通
の
言
語
が
必
要
と
さ
れ
る
な

ら
、
そ
れ
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
の
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
な
く
て
、
す
で
に
実
質
的
に
共
通
語
と
な
り
つ
つ
あ
る
マ
レ
ー
語
に
お

い
て
他
に
な
い
。
⑱
オ
ラ
ン
ダ
語
は
当
面
西
欧
の
科
学
技
術
を
獲
得
す
る
鍵
と
し
て
必
要
で
あ
る
が
、

成
果
を
翻
訳
し
う
る
知
識
人
を
養
成
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
（
資
料
参
照
）
。
第
①
の
論
点
を
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
チ
プ

ト
の
ジ

ャ
ワ
語
廃
止
論
を
批
判
し
な
が
ら
提
起
し
て
い
る
。
第
③
の
点
に
つ
い
て
は
論
稿
⑭
で
詳
論
し
て
い
る
が
そ
れ
は
東
イ
ソ
ド

「
言
語
と
民
族
」

に
つ
い
て
こ
と
に
彼
の
知
見
を
披
歴
し
て
い
る
。

そ
れ
は
西
欧
の
科
学
技
術
の
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成
立
し
て
い

っ
た
の
か
を
次
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

諸
地
域
の
原
住
民
学
校
で
ひ
と
つ
の
共
通
な
言
語
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
将
来
こ
の
地
域
を
よ
り
強
固
に
統
合
す
る
た
め
に
有
効
な

手
段
で
あ
り
、
そ
の
際
に
マ
レ
ー
語
が
唯
一
そ
の
資
格
を
備
え
た
言
語
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
⑱
は
オ
ラ
ン

ダ

こ
の
よ
う
に
し
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
一
方
で
東
イ
ン
ド
党
の
政
治
的
立
場
を
マ
レ
ー
語
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
）
を
制
度
的
に
導
入
す

る
と
い
う
方
向
で
主
張
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
東
イ
ン
ド
」
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
い
う
領
域
の

一
体
化
を
め
ざ
し
、
他
方
で
、

ャ
ワ

の
知
識
人
と
し
て
文
化
（
こ
こ
で
の
文
化
と
は
ジ
ャ
ワ
文
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
）
が
言
語
と
切
り
離
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
、
言
語
と
民
族
の
二
位
一
体
性
と
し
て
主
張
し
、

る
の
で
あ
る
。

ジ

ま
た
ジ

ャ
ワ
語
そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
唱
道
す
る
こ
と
を
通
し
て
示
し
て
い

と
こ
ろ
で
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
学
校
で
い
か
な
る
言
語
を
用
う
る
べ
き
か
」
と
い
う
具
体
的
な
問
題
は
、

言
語
と
民
族
の
問
題
こ
と
に
ま
た
ジ

ャ
ワ
語
と
ジ

ャ
ワ
社
会
の
問
題
と
い
う
よ
り
抽
象
的
な
次
元
へ
の
論
議
へ
と
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
場
合
に
ジ
ャ
ワ
語
を
め
ぐ
る
ス
ワ

ル
デ
ィ

と
チ
プ
ト
の
見
解
の
相
違
は
、

お
よ
そ
ジ
ャ
ワ
社
会
と
ジ
ャ
ワ
文
化
と

を
い
か
に
捉
え
る
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
る
当
時
の
ジ

ャ
ワ

の
知
識
人
の
二
つ
の
思
想
の
型
を
端
的
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ

し
当
た
り
〈
欧
化
〉
と
〈
土
着
〉
と
い
う
概
念
で
要
約
し
う
る
こ
れ
ら
二
つ
の
型
は
そ
の
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
思
想
史
を
形

成
し
て
い
く
二
つ
の
主
調
音
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

一
九
一

0
年
代
後
半
か
ら
一
九
二

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
ど
の
よ
う
に

語
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
限
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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チ
プ
ト
と
ス
タ

ッ
ト
モ
の
論
争

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て

ス
ワ
ル
デ
ィ
や
ノ
ト

・
ス
ロ
ト
や
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
が
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
ジ
ャ
ワ
文
化
の
唱
道
に
つ
と
め
て
い
た
頃
、

在
っ
て
自
ら
「
ジ
ャ
ワ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
た
め
の
委
員
会
」
H
et

C
o
m
ite 
v
o
o
r
 
h
e
t
 J
a
v
a
a
n
s
c
h
 
N
a
t
i
o
n
a
li
s
m
e

を
組
織
し
て

〈
ジ
ャ
ワ
主
義
〉
を
主
張
し
た
の
は
、
上
記
の
三
名
と
同
じ
く
。ハ
ク

・
ア
ラ
ム
家
出
身
で
か
つ
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
ら
と
と
も
に
「
オ
ラ

ン
ダ
解
放
記
念
式
典
の
た
め
の
原
住
民
委
員
会
」
の
委
員
に
名
を
連
ね
当
時
は
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
有
力
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
「
植

民
地
参
議
会
」
で
活
動
し
て
い
た
ス
タ
ッ
ト
モ

・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
で
あ
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ス
タ

ッ
ト
モ
は
こ

の
委
員
会

の
機
関
誌
と
し
て
『
再
建
』
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
語
の
雑
誌
を
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
三
年
に
か
け
て
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
ウ
ェ
ル
テ
フ

レ
ー
デ
ン
（
現
在
の
ジ
ャ
カ
ル
ク
中
心
部
）
及
び
ジ
ョ

ク
ジ

ャ
カ
ル
タ
で
刊
行
し
て
い
る
。
雑
誌
『
再
建
』
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

が
、
こ
の
ス
タ
ッ
ト
モ
と
チ
プ
ト
と
の
間
で
一
九

一
八
年
に
先
の
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
チ
プ
ト
の
立
場
の
相
違
を
も
っ
と
広
範
に
も

っ
と

根
底
的
に
示
し
た
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
彼
ら
の
主
張
は
ス
マ
ラ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
『
ジ
ャ
ワ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

か
そ
れ
と
も
東

(
1
7
)
 

イ
ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
18
)
 

先
ず
ス
ク
ッ
ト
モ
の
唱
え
る
ジ

ャ
ワ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
の
骨
子
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ジ
ャ
ワ
民
族
三
千
万
人
に
と
っ
て
、
東
イ
ン
ド
の
国
家

nati
e

や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
耳
新
し
い
言
葉
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
に
あ
い
ま
い
な
言
葉
で
あ
る
。
ジ
ャ

ワ
民
族
と
は
ジ
ャ
ワ
文
化
の
上
に
成
立
す
る
民
族
で
あ
る
。
そ
れ
が
ひ
と
つ
の
民
族
と

(1) 

第
二
節

ジ
ャ
ワ
知
識
人
の
ジ
ャ
ワ
文
化
論

ジ
ャ
ワ
に
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(19) 

ス
タ
ッ
ト
モ
の
こ
の
主
張
に
対
し
チ
プ
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

し
て
成
立
し
て
い
る
の
は
、

ジ
ャ
ワ
人
の
一
人
一
人
が
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
自
分
自
身
の
言
語
と
文
化
と
を
有
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
文
化
の
な
か
で
誕
生
し
自
ら
の
果
た
す
べ
ぎ
義
務
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ブ

デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
存
在
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ワ
民
族
が
「
わ
れ
わ
れ
は
何
故
何
の
た
め
に
ジ
ャ
ワ
人
と
し
て
生
ま
れ
た
の
か
」

と
い
う
問
い
を
あ
ら
た
め
て
問
う
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
存
在
意
義
を
表
明
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
先
ず
も
っ
て
ジ
ャ
ワ
民
族

自
身
の

一
体
性
を
維
持
し
さ
ら
に
そ
の
発
展
を
め
ざ
し
て
協
力
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し
か
る
に
こ
の
よ
う
な
努
力
は
そ

の
文
化
の
成
員
に
よ

っ
て

の
み
行
な
わ
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
余
人
が
こ
れ
に
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
な
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
は
分
裂
主
義
だ
と
い
う
非
難
は
ま
っ
た
く
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
で
あ

っ
て
、
む
し
ろ
ブ
デ

ィ
・
ウ
ト
モ
こ
そ
ひ
と
つ
の
文
化
を
担
う
人

々
が
そ
の
自
己
存
在
の
確
認
を
求
め
る
べ
く
結
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
種
子
を
植
え
付
け
る
と
い
う
志
向
性
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

の
は
現
在
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
オ
ラ
ン

ダ
の
支
配
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
東
イ
ン
ド
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
東
イ
ン
ド
党
と
イ
ス
ラ
ム
主
義
を
標
榜
す
る
イ
ス
ラ
ム
同
盟
は
オ
ラ
ン
タ
支
配
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
は
ジ
ャ
ワ
人
が
自
己
表
明
す
る
手
段
と
し
て
ジ
ャ
ワ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
の

で
あ
る
。
今
日
の
文
化
闘
争
の
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
プ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の

立
場
ー
——
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
に
誕
生
し
こ
こ
で

育
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
義
務
を
実
現
し
て
い
く
立
場
ー
を
理
解
す
る
こ
と
は
も
っ
と
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

ス
タ
ッ
ト
モ
に
ま
っ
た
＜
欠
如
し
て
い
る
の
は
歴
史
こ
と
に
世
界
史
の
動
向
に
対
す
る
理
解
で
あ
る
。
先
ず
現
在
の
世
界
の
大
勢

を
み
れ
ば
ョ
ー
ロ
ッ
パ
が
ア
ジ
ア
よ
り
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
が
進
歩
す
る
た
め
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

一
方
、
東
イ
ン
ド
民
族
の
一
体
性
な
ど
と
い
う
も
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重
要
な
思
想
史
的
課
題
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
が
チ
プ
ト
の
主
張
の
骨
子
で
あ
る
。

歴
史
を
学
び
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
辿
る
べ
き
道
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
べ
き
こ
と
は
理
の
当
然
で
あ
る
。
た
し
か
に
東

イ
ン
ド
を
構
成
し
て
い
る
の
は
多
種
多
様
な
民
族
と
文
化
で
あ
る
。
し
か
し
例
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
も
オ
ラ

ン
ダ
が
中
世
の
諸
侯
分
立
の
時
代
か
ら
現
在
の
統
一
国
家
へ
の
道
を
歩
ん
で
ぎ
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
種
族
の
差
に
つ
い

て
み
て
も
、

マ
レ
ー
人
と
ジ
ャ
ワ
人
の
種
族
的
文
化
的
差
異
は
オ
ラ
ン
ダ
人
と
オ
ラ
ソ

ダ
北
部
の
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
の
フ
リ
ー
ス
人

の
差
ほ
ど
も
な
い
の
で
あ
る
。
異
な
る
民
族
が
統
一
国
家
を
形
成
し
て
い
る
も
っ
と
良
い
例
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア

1
1

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
~

国
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
の
歴
史
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ジ
ャ
ワ
民
族
が
東
イ
ン
ド
民
族
へ
と
融
解
し
て
い
く
こ

と
を
目
ざ
す
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
際
に
も
し
必
要
な
ら
ば
ジ
ャ
ワ
民
族
が
自
ら
民
族
的
独
自
性
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
も

ま
た
余
俄
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
民
族
は
い
ま
だ
自
ら
の
国
家
を
有
し
て
お
ら
ず
、
東
イ
ン
ド
国
家
、
正
確
に
い
え
ば
東

イ
ン
ド
植
民
地
の
そ
の
一
構
成
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
祖
国
と
は
こ
の
東
イ
ン
ド
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
東
イ

ン
ド
の
国
家
形
成
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
任
務
な
の
で
あ
る
。

一
九
一
六
年
当
時
す
で
に
チ
プ
ト
は
、
「
ジ
ャ
ワ
語
と
ジ
ャ
ワ
の
ア
ダ
ッ
ト
は
中
世
の
奴
隷
的
状
況
の
産
物
で
あ
り
、

だ
か
ら
ジ

ャ
ワ
語
は
奴
隷
の
言
語
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
資
料
⇔
参
照
）
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
自
己
認
識
と
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

東
イ
ン
ド
統
一
国
家
に
か
け
る
情
熱
と
は
ま
っ
た
く
同
じ
軌
道
上
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
、

ジ
ャ
ワ
語
は
ジ
ャ
ワ
文
化
が
滅
び
な
い
限
り
決
し
て
滅
び
る
も
の
で
は
な
く
そ
れ
ゆ
え
ジ

ャ
ワ
語
の
滅
亡
を
推
進
す
る
こ
と
は
類
廃

的
で
あ
る
と
論
じ
て
チ
プ
ト
の
主
張
を
断
固
と
し
て
斥
け
た
。
以
上
み
て
ぎ
た
よ
う
な
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
チ
プ
ト
、

ま
た
ス
タ
ッ
ト
モ

と
チ
プ
ト
の
見
解
の
相
違
は
そ
の
後
の
民
族
主
義
運
動
の
過
程
で
み
ら
れ
る
二
つ
の
思
想
の
型
を
な
す
こ
と
に
よ

っ
て
、

ひ
と
つ
の
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こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
チ
プ
ト
は
次
の
よ
う
に
そ
れ
を
批
判
し
た
。

以
上
に
み
て
き
た
、

彰
群
と
し
て
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
〈
人
民
運
動
〉
p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
rakjat 

と
深
く
関
わ
り
合
っ
て
い
た
。
両
者
は
と
も
に
〈
人
民
主
義
〉
の
認
識
を
め
ぐ
っ
て
、
各
々
に
対
照
的
な
見
解
を
、

一
九
一
八
年
か

(20) 

ら
一
九
二

0
年
代
の
初
め
に
か
け
て
展
開
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
白
石
隆
は
周
到
に
し
て
鋭
利
な
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
構
造
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
。
以
下
に
こ
の
点
を
述
べ
て
み
よ
う
。

発
展
の
た
め
の
会
議
」

e
d
i
n
g

を
め
ぐ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
披
淮
さ
れ
た
。
白
石
の
要
約
に
従
え
ば
、
こ
の
〈
教
育
〉
に
つ
い
て
ス
タ
ッ
ト
モ
は
、
次
の
よ

こ
と
こ
そ
、

一
九
一
八
年
七
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
、
中
部
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
カ
ル
タ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
ジ
ャ
ワ
文
化

C
o
n
g
r
e
s
 
v
o
o
r
 
h
e
t
 
J
a
v
a
a
n
s
c
h
e
 
C
u
l
t
u
u
r
o
n
t
w
i
k
k
e
l
i
n
g

の
主
亜
ぞ
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
〈
教
育
〉

ジ
ャ
ワ
文
化
の
発
展
の
方
向
と
し
て
設
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

o
p
v
o
e
d
i
n
g

は
、
あ
げ
て
党
派
・

宗
教
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
る
と
こ
ろ
の

。ハ
ソ
デ
ィ
ト
の
任
務
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
バ
ソ
デ
ィ
ト
こ
そ
、
俗
界
を
離
れ
た
苦
行

と
瞑
想
の
生
活
に
よ
っ
て
自
ら
を
完
全
に
統
御
し
、
も
っ
て
、
す
べ
て
の
人
間
を
支
配
す
る
高
次
の
秩
序
と
そ
の
法
則
に
通
暁
す
る

に
至
っ
た
者
た
ち
で
あ
り
、

さ
れ
ば
こ
そ
、
往
古
ジ
ャ
ワ
で
は
子
弟
の
教
育
は
も
っ
ば
ら
。ハ
ソ
デ
ィ
ト
の
司
ど
る
と
こ
ろ
で
あ
り
子

弟
は
バ
ン
デ
ィ
ト
と
起
居
を
と
も
に
し
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
つ
つ
自
ら
と
子
孫
の
完
成
に
つ
と
め
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
今
や

(
2
1
)
 

こ
の
よ
う
な
。ハ
ン
デ
ィ
ト
は
存
在
せ
ず
ヮ
ヤ
ン
（
影
絵
劇
）
の
み
が
か
ろ
う
じ
て
こ
の
教
育
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

う
に
述
べ
た
。
ジ
ャ
ワ
文
化
の
原
理
と
し
て
の
〈
教
育
〉

0
p
v
o
e
d
i
n
g

に
則
っ
て
へ
美
〉

両
者
の
見
解
は
、

の
分
析
を
援
用
し
て
こ
の
点
を
整
理
す
る
と
、

(2) 

〈
人
民
主
義
〉
を
め
ぐ
っ
て

s
c
h
o
o
n
h
e
i
d

の
本
質
を
顕
現
化
さ
せ
る

チ
プ
ト
と
ス
タ
ッ
ト
モ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
見
解
の
相
違
は
、
実
は
、

一
九
一

0
年
代
の
後
半
に

を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
と
い
う
、

よ
り
切
実
な
問
題

一
九
二
二
年
に
ス
タ
ッ
ト
モ
が
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
と
も
に
設
立
し
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ

o
p
v
o
,
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ジ
ャ
ワ
の
文
化
的
伝
統
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
（
ジ
ャ
ワ
人
と
神
々
と
の
共
存
、

言
語
と
身
分
に
関
す
る

「
カ
ー
ス
ト
制
」
）

は
、
現
在
で
は
ジ
ャ
ワ
人
の
進
化
に
対
す
る
栓
桔
と
な
っ
て
い
る
C

ス
タ
ッ
ト
モ
の
教
育
論
は
こ
の
進
化
（
西
欧
の
科
学
技
術
の
習

得
に
よ
っ
て
達
成
す
べ
き
民
生
の
向
上
）
と
い
う
最
大
の
課
題
を
無
視
し
た
教
育
論
で
あ
り
虎
妄
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
人
々
が
禁

欲
と
苦
行
の
生
活
に
お
も
む
く
の
は
、
子
孫
の
た
め
に
確
実
な
未
来
を
手
に
入
れ
、
彼
ら
を
し
て
王
座
に
の
ぼ
ら
し
め
る
と
い
う
実

ジ
ャ
ワ
人
の
進
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

に
具
体
的
な
目
的
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ヒ
ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
を
再
生
産
し
進
化
の
極
桔
と
な
る
だ
け
で
あ
る
。
従

っ
て

(22
)
 

ジ
ャ
ワ
の
ア
ダ
ッ
ト
、
「
カ
ー
ス
ト
制
」
は
廃
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

先
ず
ス
タ
ッ
ト
モ
は
〈
人
民
運
動
〉
と
〈
人
民
主
義
〉
の
時
代
を
〈
狂
気
の
時
代
〉

と
資
本
は
（
賃
）
労
慟
と
支
配
者
は
被
支
配
者
と
政
庁
は
人
民
と
転
倒
し
、

年
七
月
号
の
『
月
刊
神
智
学
』

T
h
eosolisch
e

M
 
a
a
n
d
b
l
a
d

に

^
^
D
e
m
o
c
r
a
t
i
e
e
n
 
W
i
j
s
h
e
i
d
"
 

(
2
4
)

(
2
5
)
 

る
論
稿
を
発
表
し
て
、
彼
の
生
き
て
い
る
時
代
を
「
東
イ
ソ
ド
は
混
乱
と
地
獄
を
生
み
出
し
」
「
貴
族
は
平
民
と

ク
ロ
モ
は

ン
ゴ
コ

(26
)
 

ま
っ
た
＜
混
乱
の
極
に
あ
る
」
（『
パ
ソ
デ
ィ
ト
11
ラ
ト

ゥ
の
言
葉
』
）
時
代
と
し
て
描
き
出
し
、

彼
は
、

一
九
二

0
年
に

S
a
b
d
o
,
p
a
n
d
i
t
o
,
R
a
t
u

b
a
n
d
j
i
r

と
は
、
民
主
主
義

d
e
m
o
c
r
a
t
i
e

の
こ

0
p
 

（
「
民
主
主
義
と
智
恵
」
）
と
題
す

(
『
バ
ン
デ
ィ
ト
11
ラ
ト
ゥ
の
言
葉
』）

こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
こ
こ
に
「
混
乱
」
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
「
洪
水
」

こ
の
よ
う
な
〈
教
育
〉
を
め
ぐ
る
ス
ク
ッ
ト
モ
と
チ
プ
ト
の
見
解
の
相
異
は

d
j
a
m
a
n
 
e
d
a
n

と
し
て
と
ら
え
て
い
た
。

(
23
)
 

と
題
す
る
小
冊
子
を
刊
行
し
、
ま
た
、
同

ま
た
、
彼
自
身
の
立
場
を
「
川
が
提
防
を
越
え
て
溢
れ
出
る
瞬
間
、
洪
水
の
瞬
間
に

(
27
)
 

h
e
t
 
o
o
g
e
n
b
l
i
k
 
v
a
n
 b
a
n
d
j
i
r

水
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
舟
を
漕
ぐ
と
い
う
絶
望
的
な
ス
ボ
ー

ツ
を
行
な
う
」
（「
民
主
主
義
と
智
恵
」
）

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ス
ク
ッ
ト
モ
に
と
っ
て
は
、
こ
の
混
沌
に
秩
序
を
導
入
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

〈
人
民
主
義
〉
に

方
向
づ
け
を
与
え
る
こ
と
が
、
こ
の
〈
狂
気
の
時
代
〉
か
ら
の
解
放
を
意
味
し
た
。
彼
は
そ
れ
を
ジ
ャ

ワ
文
化
の

〈
再
建
〉

と
い
う

い
う
認
識
の
相
異
と
関
わ
り
合
っ
て
い
た
。

〈
人
民
主
義
〉
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
の
か
と
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こ
れ
に
対
し
て
チ
プ
ト
は
、
植
民
地
支
配
そ
の
も
の
が
〈
狂
気
の
時
代
〉
を
現
出
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
。
白
石
に
よ
れ
ば
、

(28
)
 

チ
プ
ト
は
こ
の
時
代
を
「
頗
廃
の
時
代
」
と
考
え
て
い
た
。
こ
こ
に
「
頗
廃
」
と
は
、
オ
ラ
ソ
ダ
の
権
威
主
義
的
支
配
と
資
本
主
義

的
搾
取
が
人
民
の
勇
気
と
創
造
性
を
圧
殺
し
た
こ
と
、

ま
た
そ
の
結
果
ジ
ャ
ワ
人
か
ら
独
立
不
覇
の
精
神
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
克
服
す
る
道
は
、
「
道
徳
的
頗
廃
に
対
す
る
闘
争
者
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ
ロ
の
意
志
」
を
、
各
人
が
継
承

し
そ
れ
を
内
在
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
チ
プ
ト
に
と
っ
て
は
、
〈
人
民
主
義
〉
と
は
人
民
が
政
治
的
主
体
と
し
て
自
立
す
る
こ

と
に
他
な
ら
な
か

っ
た
。
人
民
運
動
と
は
そ
の
よ
う
な
人
民
の
覚
醒
の
徴
で
あ
り
、
こ
の
人
民
運
動
の
中
で
ジ
ャ
ワ
人
が
東
イ
ン
ド

(
29) 

人
へ
と
再
生
さ
れ
る
こ
と
」
だ
け
が
、

こ
こ
で
は
明
ら
か
に
デ
ィ

ボ
ネ
ゴ
ロ
が
パ
ン
デ
ィ
ト
で
な
く
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
（
サ
ト
リ
オ
）
の
典
型
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

「
オ
ラ
ン

ダ
東
イ
ン
ド
政
庁
と
そ
の
手
先
た
る
プ
リ
ヤ
イ
に
対
し
て
人
民
運
動
が
サ
ト
リ
オ
の
ご
と
く
非
妥
協
的
な
闘
い
を
挑
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
民
が
（
そ
の
よ
う
な
）
〈
試
錬
〉
を
通
し
て
鍛
え
ら
れ
み
ず
か
ら
自
立
し
た
サ
ト
リ
オ
11
東
イ
ン
ド
国
家
の
人
民

(30) 

と
し
て
再
生
す
る
」
と
い
う
認
識
が
チ
プ
ト
の
〈
人
民
主
義
〉
理
解
の
核
心
を
な
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、

〈
黄
金
の
時
代
〉
を
現
出
さ
せ
る
た
め
の
道
で
あ

っ
た
。

ク
シ
ャ
ト
リ
ア
の
再
生
を
核
と
し
て
〈
人
民
運
動
〉
に
活
力
を
与
え
そ
れ
に
よ
っ
て
東
イ
ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
形
成
を
め
ざ
す
チ
プ
ト
の
立
場
に
対
し
て
、

バ
ン
デ
ィ
ト
の
再
生
を
核
と
し
て
〈
人
民
運
動
〉
を
秩
序
づ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ジ

み
を
雑
誌
『
再
建
』
を
通
じ
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

wijshe1d

の
秘
義
に
つ
い
て
開
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

〈
人
民
主
義
〉
の
時
代
に
秩
序
創
出
の
原
理
を
樹
立
す
る
と
い
う
こ
こ
ろ

思
想
的
営
為
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
〈
再
建
〉
の
核
心
を
な
す
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
し
て
ス
タ
ッ
ト
モ
が
提
示
し
た
の

は
、
ほ
か
な
ら
ぬ

M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 Ian 
G
u
s
t
i
 
(「主
11
従
の
帰
一
」
）
と
い
う
定
式
で
あ

っ
た
。
ス
タ
ッ
ト
モ
を
は
じ
め
と
す

る
一
群
の
ジ
ャ
ワ
知
識
人
は
、
す
で
に
彼
ら
の
〈
教
育
〉
観
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
自
ら
を
「
パ
ソ
デ
ィ
ト
」
と
規
定
し
、

〈
智
恵
〉

14I 



わ
ら
ず
、
そ
の
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
末
裔
で
あ
る
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

ス
ラ
カ
ル
タ
を
は
じ
め
と
す
る
四
侯
国
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地

そ
し
て
ジ
ャ
ワ
の
理
想
的
な
状
態
は
、

モ
ジ
ョ
バ
イ
ト
、

ャ
ワ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
再
建
を
図
る
ス
ク
ッ
ト
モ
の
立
場
は
彼
が
主
宰
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
月
刊
誌
『
再
建
』
誌
に
お
い
て

ス
タ
ッ
ト
モ
と
『
再
建
』
誌

こ
の
雑
誌
は
「
ジ
ャ
ワ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
た
め
の
委
員
会
の
出
版
」
と
記
さ
れ
て
い
る
他
に
、
「
ジ
ャ
ワ
青
年
運
動
及
び
ジ
ャ

ヮ
人
の
精
神
生
活
に
か
か
わ
る
月
刊
誌
」
と
い
う
副
題
が
付
せ
ら
れ
、

A
b
d
.
 R
a
c
h
m
a
n

及
び
ス
マ
デ
ィ
プ
ラ
ジ
ャ

R
.
H
.
 
S
o
e
m
a
d
i
p
r
a
d
j
a
 
そ
の
編
集
委
員
に
は
、

の
二
名
、

て
ノ
ト
・
ス
ロ
ト
及
び
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
事
務
局
担
当
と
し
て
ル
ジ
ト
及
び
。
フ
ラ
ウ
ィ
ロ
ウ
ィ
オ
ロ
の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
各
号
の
表
紙
に
は
す
で
に
み
た
「
美
は
力
を
統
べ
、
力
は
美
に
宿
り
、

^^S
c
h
o
o
n
h
e
i
d
,
 di
e
 
M
a
c
h
t
 
b
e
h
e
e
r
s
c
h
t
.
 
M
a
c
h
t
,
 di
e
 
S
c
h
o
o
n
h
e
i
d
 
bezit
.
 W
i
j
s
h
e
i
d
,
 di
e
 
r
e
c
h
t
v
a
a
r
d
i
g
t
.
"
ぶ
i
甜
i
文
J

七
い
て
い
ス
3
0

こ
の
雑
誌
の
目
的
を
端
的
に
示
す
の
は
『
再
建
』
と
い
う
名
称
で
あ
る
、

想
的
な
社
会
組
織
、
社
会
倫
理
、
民
族
的
衿
持
l

そ
れ
は

〈
秩
序
・
安
寧
・
繁
栄
•
福
祉
〉
＾
＾
t
at
a
,
t
e
n
t
r
e
m
,
k
a
r
t
a
,
r
a
h
a
r
d
j
a

"

と
い
う
社
会
状
態
と
〈
主
11
従
〉

"
K
a
w
u
l
a
,
G
u
s
t
i
"

の
関
係
を
二
位
一
体
と
す
る
人
間
関
係
の
成
立
し
て
い
る
状
況
と
し
て
観
念

さ
れ
て
い
る
ー
を
、
外
国
人
の
支
配
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
喪
失
さ
れ
た
い
ま
、
再
び
回
復
し
復
興
し
よ
う
と
す
る
意
味
で
あ
る
。

支
配
の
体
系
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
、

そ
の
結
果
自
ら
そ
れ
を
〈
再
建
す
る
〉
活
力
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
、
こ
の
〈
再

建
〉
と
い
う
言
葉
に
は
含
意
さ
れ
て
い
る
。
〈
再
建
〉
を
行
な
い
う
る
の
は
ジ
ャ
ワ
の
青
年
、

そ
れ
も
ジ
ャ
ワ
人
社
会
の
倫
理
規
範

〈
再
建
〉
と
は
、
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
ジ
ャ
ワ
の
理

具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

ス
タ
ッ
ト
モ
の
他
に
、
ラ
ッ
フ
マ
ソ

さ
ら
に
後
に
は
、
在
オ
ラ
ン
ダ
の
編
集
委
員
と
し

知
恵
は
正
義
を
も
た
ら
す
」

マ
ク
ラ
ム
等
の
統
一
国
家
の
時
代
に
は
確
か
に
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
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ダ
語
と
同
様
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
）
。

と
精
神
生
活
に
つ
い
て
真
剣
に
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
る
青
年
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
に
参
加
し
て
い
る
ジ

ャ
ワ
青

こ
の
雑
誌
に
う
か
が
え
る
こ
の
よ
う
な
性
格
を
、

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
ー
そ
の
組
織
と
い
う
よ
り
も
そ
こ
に
成
立
し
て
い
た
人
間
関
係

及
び
そ
の
関
係
を
成
立
せ
し
め
、
か
つ
そ
の
内
容
を
規
定
し
て
い
た
あ
る
精
神
的
風
土
ー
|
_
が
‘

く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
に
方
向
づ
け
を
与
え
、

ヮ
文
化
の
潜
在
力
で
あ
る
。
第
二
は
、

ジ
ャ
ワ
の
政
治
思
想
史
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
き
、
そ
れ
は
二
つ
の
特
質
を
示

た
ん
に
ジ
ャ
ワ
の
み
で
な
く
ひ
ろ

ま
た
そ
れ
に
思
想
的
根
拠
を
与
え
よ
う
と
す
る
活
動
に
お
い
て
発
揮
し
た
ジ
ャ

そ
れ
を
遂
行
す
る
際
に
顕
著
に
示
さ
れ
た
歴
史
と
文
化
（
こ
こ
に
は
ジ

ャ
ワ
と
ジ

ャ
ワ
以
外

の
閲
領
東
イ
ン
ド
と
西
欧
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
）
の

「
読
み
替
え
能
力
」
で
あ
る
。
こ
の

「
読
み
替
え
」
は
、

こ

ま
ず
も
っ
て
ジ
ャ

ヮ
文
化
を
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
と
い
う
行
為
か
ら
生
じ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
で
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

ジ
ャ
ワ
人
だ

け
で
な
く
ジ
ャ
ワ
人
以
外
の
「
読
者
」
も
想
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
の
際
、
第
一
に
ジ

ャ
ワ
語
の
概
念
を
、
す
で
に
他
の
言

語
（
な
か
ん
ず
く
オ
ラ
ン
ダ
語
）
で
表
現
さ
れ
た
概
念
（
よ
り

「
普
遍
的
な
概
念
」
）
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
表
現
す
る
と
い
う
現

象
が
生
ま
れ
た
（
例
え
ば
「
神
智
学
」
の
概
念
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
）
。
第
二
に
、
当
時
の
主
要
な
オ
ラ
ン
ダ
語
の
概
念

(
d
e
m
,

ocratie
,
 on
t
w
i
k
k
e
l
i
n
g
,
 G
o
d
 
$
,
)
を
ジ

ャ
ワ
語
の
概
念
で
説
明
し
な
お
す
、
関
連
づ
け
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
た
。
第一―一に、

れ
ら
の
結
果
と
し
て
、

ジ
ャ
ワ
文
化
そ
の
も
の
が
、

考
察
の
対
象
と
し
て
対
象
化
さ
れ
そ
れ
が
単
純
化
さ
れ
て
輪
郭
を
明
瞭
に
し
、

あ
る
い
は
、
新
た
な
意
味
を
賦
与
さ
れ
て
ジ

ャ
ワ
人
自
身
の
前
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
先
に
み
た
よ
う
に
チ
プ
ト
や
ス
タ

ッ
ト
モ
に
よ
っ
て
「
ジ
ャ
ワ
文
化
論
」
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
か

ん
に
な
る
と
い
う
こ
と
の
前
提
に
は
、
こ
の

よ
う
な
オ
ラ
ン
タ

語
に
よ
る
ジ
ャ
ワ
文
化
の
対
象
化
と
い
う
行
為
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
後
に
は
、

年

（多
く
は
下
級
貴
族
の
子
弟
）
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が
こ
こ
に
み
た
オ
ラ
ン
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ジ
ャ
ワ
知
識
人
の
西
欧
認
識

に
検
討
し
て
み
た
い
。

以
上
ス
ワ
ル
デ
ィ
、

チ
プ
ト
、

ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
を
含
め
て

こ
の
結
果
、
ジ
ャ
ワ
文
化
そ
れ
自
体
が
（
チ
。
フ
ト
と
ス
タ
ッ
ト
モ
を
問
わ
ず
）
そ
れ
ぞ
れ
が
了
解
し
た
と
こ
ろ
に
従
っ
て
読
み
か

え
ら
れ
、
あ
る
い
は
、
彼
ら
が
直
面
し
て
い
た
状
況
が
そ
の
読
み
替
え
ら
れ
た
文
脈
に
お
い
て
再
定
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ス

タ
ッ
ト
モ
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
彼
が
提
示
し
た
文
脈
と
は
、
第
一
に
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ジ
ャ
ワ
社
会
の
特
質
を
よ
'K
a
w
ula
,G
u
,

sti
"

の
一
体
性
と

い
う
点
に
求
め
、

ま
た
、
こ
の
一
体
性
を
成
立
さ
せ
る
最
大
の
要
件
を
〈
智
恵
〉
（
彼
は
そ
れ
を
オ
ラ
ン
ダ
語
の

(31) 

〈w
ij
s
h
e
id
〉
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て

い
る
）
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
民
主
主
義
に
つ
い
て
「
〈
智
恵
〉
を
と

も
な
わ
な
い
民
主
主
義
は
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
を
も
た
ら
す
」

＾^D
e
m
o
k
r
a
tie
z
o
n
d
e
r
 w
ijsh
e
i
d
 
is
 e
e
n
 
ra
m
p
 v
o
o
r
 
o
n
s
 a
lien
."

と

(
32
)
 

認
識
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
ト
モ
の
意
図
は
ジ
ャ
ワ
文
化
の
核
心
を

"
K
a
w
ul
a
‘
G
u
sti
"

と
し
て
抽
出
し
、
こ
の
観
念
の

文
脈
の
な
か
に
い
ま
や
時
代
精
神
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
民
主
主
義

d
e
m
o
krati
e

を
定
置
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
自
ら
を
。ハ
ン
デ
ィ
ト
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

ス
タ
ッ
ト
モ
ら
に
つ
い
て
彼
ら
の
文
化
活
動
の
内
容
を
み
て
き
た
が
、

そ
れ
で
は
何
故
彼
ら
が
文

化
の
問
題
に
こ
の
よ
う
な
情
熱
を
燃
や
し
た
の
か
、
そ
こ
に
う
か
が
え
る
使
命
感
と
自
信
と
は
何
に
基
づ
い
て
い
た
の
か
を
、
最
後

『
再
建
』
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
設
立
さ
れ
た
翌
年
(
-
九
二
三
年
）
に
廃
刊
さ
れ
た
。
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
設
立
の
背
景
に
は

一
九
ニ

―
年
末
に
ス
ル
ヨ
ム
ン
タ
ラ
ム
を
長
と
し
て
九
名
の
ジ
ャ
ワ
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
と
い
う
ジ
ャ
ワ

の
精
神
修
養
の
団
体
が
あ
り
（
後
述
）
、
そ
こ
に
参
加
し
た
者
の
多
く
は
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
、

ス
タ
ッ
ト
モ
、

設
立
以
降
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
指
導
者
と
な
っ
て
い
っ
た
。
以
上
に
み
て
き
た
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア

・
プ
ト
ラ
』
に
お
け
る
ス
ワ
ル
デ
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ぼ
し
た
の
は
、

（
寄
宿
塾
）
に
結
実
し
て
い
る
ク
ゴ
ー
ル
の
教
育
観
で
あ
っ
た
。

ィ
と
『
再
建
』
に
お
け
る
ス
タ
ッ
ト
モ
、

そ
れ
に
両
者
を
つ
な
ぐ
ノ
ト
・
ス
ロ
ト
お
よ
び
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ

ト
の
み
は
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
に
参
加
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
四
名
は
い
ず
れ
も
パ
ク

・
ア
ラ
ム
家
出
身
で
あ
る
）
の
線
上
に
、

、
、

キ

・
ア
グ
ン

・
ス
ル
ヨ
ム
ン
タ
ラ
ム

K
i
A
g
o
e
n
g
 S
o
e
r
j
o
m
e
n
t
a
r
a
m

と
し

ぅ

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
王
家
の
王
子
と
し
て
生
ま
れ

(
33
)
 

な
が
ら
爵
位
を
受
け
る
こ
と
を
拒
否
し
て
野
に
下
り
農
民
と
し
て
そ
の
生
涯
を
終
え
た
特
異
な
人
物
1

そ
れ
は
神
の
化
身
に
し
て

道
化
者
と
し
て
こ
の
世
に
現
わ
れ
る
ワ
ヤ
ン
劇
中
の
セ
マ
ル
を
思
わ
せ
る
ー
—
ー
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
、
そ
こ
に
ス
ラ
サ

・

ク
リ
オ

ン
の
輪
郭
ひ
い
て
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
設
立
の
骨
格
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
。

想
的
潮
流
で
あ

っ
た
。

（
彼
ら
の
内
ノ
ト
・
ス
ロ

『
ヒ
ン
デ
ィ
ア

・
プ
ト
ラ
』
と
『
再
建
』
か
ら
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
な
い
し
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
ヘ
と
帰
着
し
て
い
く
こ
れ
ら
ジ
ャ

ヮ
知
識
青
年
の
動
き
の
背
後
に
は
、
彼
ら
が
西
欧
と
植
民
地
の
双
方
に
お
い
て
意
味
を
見
出
し
て
い
た
あ
る
共
通
の
時
代
精
神
が
あ

り
彼
ら
は
そ
れ
に
接
触
し
ま
た
そ
れ
を
獲
得
す
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
自
信
を
も

っ
て
ジ
ャ
ワ
文
化
の
唱
道
な
い
し
再
生
に
挺
身
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
西
欧
の
近
代
的
人
間
像
に
対
す
る
懐
疑
・
批
判
と
し
て
西
欧
に
お
い
て
唱
道
さ
れ
た
諸
々
の
思

ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
に
つ
い
て
い
え
ば
彼
が
み
た
オ
ラ
ン

ダ
社
会
は
基
本
的
に
は
植
民
地
経
営
を
支
え
て
い
る

合
理
主
義
的
な
精
神
す
な
わ
ち

z
a
k
elijkheid

の
そ
の
大
い
な
る
土
壌
で
あ
る
よ
う
な
西
欧
近
代
の
相
貌
で
あ

っ
た
。
し
か
し
同
時

に
彼
は
そ
の
近
代
社
会
へ
の
批
判
が
西
欧
で
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
彼
の
関
心
を
と
く
に
惹
い

た
の
は
、

西
欧
的
な
近
代
人
間
観
に
対
し
て
東
洋
哲
学
と
東
洋
的
人
間
観
と
く
に
イ
ン
ド
哲
学
を
対
置
さ
せ
そ
こ
に
近
代
に
お
け
る

人
間
の
救
済
を
求
め
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
II

東
洋
回
帰
II

の
思
想
で
あ

っ
た
。
な
か
で
も
も

っ
と
も
強
い
影
響
を
及

ス
ワ

ル
デ
ィ
が
オ
ラ

ン
ダ
に
到
着
し
た

一
九
一
三
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
、

主
宰
す
る
ア
ス
ラ
マ

こ
と
に
彼
の

タ
ゴ
ー
ル
逝
去
(
-
九
四

一
年
八
月
）
に
際
し
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
機
関
紙
『
プ
サ
ラ
』
に
追
悼
の
辞
を
載
せ
夕
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す
神
智
学
は
、

ら
れ
て
い
た
の
に
相
違
な
い
。

そ
の
も
の
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
彼
と

ゴ
ー
ル
が
一
九

一
三
年
以
来
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
い
か
に
深
い
影
響
を
与
え
て
き
た
か
に
つ
い
て
余
す
と
こ
ろ
な
く

(34) 

語
っ
て
い
る
（
こ
の
追
悼
文
は
資
料
と
し
て
巻
末
に
そ
の
全
訳
を
付
す
）
。
そ
こ
で
は
ク
ゴ
ー
ル
の
出
現
が
西
欧
に
新
鮮
な
衝
撃
を
与
え

た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
ス
ワ

ル
デ
ィ
自
身
に
感
銘
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
感
銘
は
ジ
ャ
ワ
人
こ

そ
真
の
タ
ゴ
ー
ル
理
解
者
と
な
り
う
る
と
い
う
自
負
と
自
信
を
導
き
出
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ジ
ャ
ワ
の
知
識
人
の
な

か
で
タ
ゴ
ー
ル
に
最
初
に
注
目
し
そ
の
思
想
の
紹
介
に
つ
と
め
た
の
は
ノ
ト

・
ス
ロ
ト
で
あ
っ
た
。
ノ
ト

・
ス
ロ
ト
の
タ
ゴ
ー
ル
紹

介
は
『
再
建
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
そ
こ
で
西
欧
を
知
る
以
前
の
ジ
ャ
ワ
で
の
少
年
時
代
の
甘
美
な
思
い
出
を
ク
ゴ
ー

(35) 

ル
の
思
想
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
追
体
験
し
て
い
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
ク
ゴ
ー
ル
の
教
育
思
想
の
内
に
ジ
ャ
ワ
の
”
理
想
型
II

一
方
ま
た
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
、

タ
ゴ
ー
ル
と
共
嗚
し
た
の
と
同
じ
視
座
で
モ
ソ
テ
ッ
ソ
リ
に
共
感
し
、

(36) 

九

二
＿一
年
に
人
智
学

A
n
t
r
o
p
o
s
o
p
h
y

協
会
を
設
立
し
た

ル
ド
ル
フ

・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
共
感
を
示
し
た
と
い
う
。

ま
た
一

彼
自
身
の
文
化
（
ジ
ャ
ワ
文
化
）
を
あ
ら
た
め
て
同
一
化
さ
せ
ま
た
そ
れ
を
〈
再
建
〉
す
る
た
め
の
情
熱
を
彼
に
与
え
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
先
の
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
新
聞
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
に
お
け
る
彼
の
活
動
は
何
よ
り
も
こ
の
よ
う
な
自
負
と
自
信
に
支
え

ほ
ぼ
同
様
の
事
情
が
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
倫
理
政
策
以
降
、

ジ
ャ
ワ
の
知
識
人
に
あ
た
か
も
影
の
よ
う
に

よ
り
添
っ
て
い
る
神
智
学

T
h
e
o
s
o
p
h
y

の
影
響
で
あ
る
。
諸
宗
教
に
お
け
る
神
秘
主
義
的
側
面
を
重
視
し
、
神
が
お
の
れ
の
内
に

宿
り
お
の
れ
自
身
を
真
に
知
る
こ
と
が
神
を
知
る
こ
と
で
あ
る
と
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
宗
教
の
統
合
と
人
類
の
兄
弟
愛
を
め
ざ

一
八
七
五
年
に
神
智
学
協
会
が
設
立
さ
れ
て
以
降
世
界
の
各
地
に
そ
の
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
そ
こ
で
も

(37) 

〈
イ
ソ
ド
の
神
秘
〉
と
〈
イ
ン
ド
の
智
恵
〉
が
そ
の
核
心
を
な
し
て
い
た
。
例
え
ば
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド

・
ギ
ー
タ
が
聖
典
化
さ
れ
、

ラ
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の
創
刊
号
に
よ
れ
ば
、

称
し
、

ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
（
一
八
三
四
し

一
八
八
六
）
の
思
想
と
ョ
ー
ガ
が
注
目
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
に
神
智
学
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は

一

八
九
七
年
で
あ
り
そ
の
会
員
は
植
民
地
で
も
ひ
ろ
が

っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
こ
の
間
の
事
情
を
「
民
主
主
義
と
智
恵
」
（
ス
ク
ッ
ト
モ
）

の
論
稿
が
掲
載
さ
れ
た
『
月
刊
神
智
学
』
誌
を
中
心
に
み
て
い
く
と
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九

0
二
年
に
は

一
九
〇

こ
の
月
刊
誌
は
正
式
に
は
『
聞
領
東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
月
刊
神
智
学
』•
^
T
h
e
o
s
o
f
i
s
c
h

M
a
a
n
d
b
l
a
d
 
v
a
n
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
sc
h
,l
n
d
i
e
"
と

一
九

0
一
年
七
月
に
第
一

巻
第
一
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
当
初
発
行
地
は
ス
マ
ラ
ソ
で
あ
っ
た
が
後
に
ウ
ェ
ル
テ
フ
レ
ー
デ
ン

に
移
っ
た
。
こ
の
雑
誌
は
「
蘭
印
神
智
学
協
会
」

N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
,
I
n
d
i
s
c
h
e
T
h
e
o
s
o
fische 
V
e
r
e
e
n
i
n
g

の
機
関
誌
で
あ
っ
た
。
雑
誌

一
九

0
一
年
六
月
―
二
日
に
「
神
智
学
協
会
中
央
ジ
ャ
ワ
ス
マ
ラ
ソ
館
」

C
e
n
t
r
a
a
l• 
I
n
d
i
s
c
h
e
 
L
o
g
e
 S
e
r
n
a
,
 

r
a
n
g
 
d
e
r
 
T
h
e
o
s
o
f
i
s
c
h
e
 
V
e
r
e
e
n
i
g
i
n
g

に
よ

っ
て
雑
誌
の
刊
行
が
決
定
さ
れ
た
と
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
先
立

っ
て、

年
一
月
五
日
に
ス
マ
ラ
ン
で
七
名
の
者
が
会
合
を
持
ち
、

ス
マ
ラ
ン
に
神
智
学
協
会
の
支
部

B
r
a
n
c
h
e
d
e
r
 
T
h
e
o
s
0
f
i
s
c
h
e
 
V
e
r
e
e
,
 

n
i
g
i
n
g
を
設
立
す
る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
設
立
に
当
っ
て
は
、
ス

マ
ラ
ン
の
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
館
が
設
立

(
3
8
)
 

準
備
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ス

マ
ラ
ン
の
神
智
学
館
の
初
代
総
裁
を
つ
と
め
た
の
は
、

ェ
ン
ホ
ー
ヘ
ン
・
ヘ
ル
バ
ッ
フ

D
.
G
.
 
v
a
n
 
N
i
e
u
w
e
n
h
o
v
e
n
 
H
e
l
b
a
c
h

と
い
う
人
物
で
あ

っ
た
が
『
月
刊
神
智
学
』
が
創
刊
さ
れ

た
当
時
は
ア
ス
ペ
レ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
（
デ
ル
？
）
フ
ェ
ル
デ

P
.
A
・
V
・
A
s
p
e
r
e
n
 v
.
 d
・
V
e
l
d
e

に
代
り
、
先
の

ヘ
ル
バ
ッ
フ

(
3
9
)
 

は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
及
び
．
、
ハ
ン
ド
ゥ
ン
に
同
種
の
館
を
建
て
る
べ
く
活
動
中
で
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
で
最
初
の
ジ
ャ
ワ
人
に
よ
る
「
館
」
が
設
立
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ヴ

イ
ラ
ワ
ン

R
.
M
.
 P. 
D
j
a
j
e
n
g
 
I
r
a
w
a
n
 
(
議
長
）
、

フ
ォ

ー
ル
ネ
ー
マ
ン
夫
人

C
.
V
o
o
r
n
e
m
a
n
 
(
書
記
及
び
会
計
）
の
ほ
か
、
ラ
デ
ン
・
ト
ゥ
メ
ン
グ
ン
・
ソ
ス
ロ
ネ
ゴ
ロ

R
a
d
h
e
n
T
o
e
,
 

r
n
e
n
g
g
o
o
n
g
 
S
o
s
r
o
n
e
g
o
r
o
 
(
こ
の
奇
妙
な
表
記
法
は
オ
ラ
ン
ダ
式
の
発
音
に
従
っ
て
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
こ
れ
に
従
っ
て
綴
る
）
、

ラ
デ
ン
・
ス
ラ
・
マ
ソ

ク
デ

ィ
メ

ヽ

ラ
デ
ン
・
ト
ゥ
メ
ン
グ
ン
・
プ
ル
オ
ク
ス
モ

R
a
d
h
e
n
T
o
e
m
e
n
g
g
o
o
n
g
 P
o
e
r
w
o
k
o
e
s
o
e
m
o
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e

ノ

マ

ス

・
ノ
ト
ス
ブ
ロ

ト

R
a
d
h
e
n
M
a
s
 N
o
t
t
o
s
e
b
r
o
t
t
o

ら
の
名
が
そ
の

R
a
d
h
e
n
 
S
o
e
r
a
h
 M
a
n
g
k
o
e
d
h
i
m
e
d
j
o

ラ
テ
‘

•

(
4
0
)
 

会
員
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
の
『
月
刊
神
智
学
』
雑
誌
は
そ
の
後
、

ウ
ェ
ル
テ
フ
レ
ー
デ
ン
に
編
集
局
を
移
し
ヒ
ン
ロ
ー
ペ
ン

・
ラ
ッ
ベ
ル
ト
ン

D
.

を
編
集
長
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
編
集
局
の
移
転
が
何
年
以
降
の
こ
と

一
九
―

二
年
以
降
の
『
月
刊
神
智
学
』

（
第
一
―

巻
）
は
、

で‘

ウ
ェ
ル
テ
フ
レ
ー
デ
ン
で
発
行
さ
れ
て
い

一
九
―

二
年

―一

月
二
日
に
植
民
地
総
督
イ
デ
ン
ブ
ル
フ
は
「
蘭
領
東
イ
ン
ド
神
智
学
協
会
」
を
法
人
と
し
て
認
め
る
旨
の
布

(
4
1
)
 

告
を
発
し
て
お
り
、
そ
の
本
部
が
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
お
か
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
に
ラ
ッ
ベ
ル
ト
ン
の
主
導
下

で
雑
誌
も
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
中
心
部
の

ウ
ェ
ル
テ
フ
レ

ー
デ
ン
で
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
号
に
よ
れ

一
九
―

二
年
当
時
、
「
蘭
印
神
智
学
協
会
」
は
議
長
ヒ
ン
ロ
ー
ペ
ン

・
ラ
ッ
ベ
ル
ト
ン

、
副
議
長
カ
ル
セ
ソ

W.
K
a
rss
e
n
 
(ジ

ャ
カ
ル
タ
在
住
）
、
書
記
フ
レ
ー
デ

M
r
.

A. 
G
.
 
V
r
e
e
d
e
 
(
ボ
ゴ
ー
ル
在
住
）
ら
を
指
導
者
と
し
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
、
ボ
ゴ
ー
ル
、

、ゞン

ド
ゥ
ン
、

ノの
内
、

ス
マ
ラ
ソ
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

ク
ラ
テ
ン

、
ス
ラ
カ
ル
タ
、
ス
ラ
バ
ヤ
、

マ
ラ
ソ
の
ジ
ャ
ワ
の
主
要
都
市
の
他
、

メ
ダ
ソ
に
支
部
を
も
ち
各
々
の
支
部
は
支
部
長

p
r
e
s
i
d
e
n
t
、
書
記

secretarisse
、
会
計

p
e
n
n
i
n
g
m
e
e
s
t
e
r
e
s
、
を
有
し
て
い
た
。
こ

ス
ラ
カ
ル
タ
の
書
記
は
ラ
デ
ン

・
マ
ス

・
ン
ガ
ベ
イ

・
マ
ソ
グ
ン
デ
ィ
プ
ロ

R
a
d
e
n
M
a
s
 
N
g
a
b
e
i
 
M
a
n
g
o
e
n
d
i
p
o
e
r
a
 

(
4
2
)
 

書
記
局
は
マ
ン
ク
ヌ
ガ
ラ
家
に
お
か
れ
て
い
た
か
ら
、
当
家
が
著
し
く
「
神
智
学
協
会
」
に
傾
街
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
「
神
智
学
協
会
」
の
な
か
で
も

っ
と
も
顕
著
な
動
き
を
示
し
た
の
は
先
の

ヒ
ソ
ロ
ー
ペ
ン
・
ラ
ッ
ベ

ル
ト
ン
で
あ
り
、

(43) 

永
積
昭
が
示
し
た
よ
う
に
彼
は
ジ
ャ
ワ
貴
族
の
運
動
、

こ
と
に
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
運
動
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
ラ
ッ
ベ
ル
ト
ソ

は

一
九
二
三
年
四
月
迄
同
協
会
の
議
長
を
つ
と
め
そ
の
後
オ
ラ
ン

ダ
に
帰
国
し
た
こ
と
に
と
も
な

っ

て
ク
ラ
イ
ス
ヘ

ー
ル

J•
K
r
u
,

(44) 

i
s
h
e
e
r

が
議
長
に
就
任
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
協
会
が
東
の
〈
神
秘
主
義
〉
に
共
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
東
と
西
の
調
和
＞

ギ、
.
_
 

る
。
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、

v
a
n
 
H
i
n
l
o
o
p
e
n
 
L
a
b
b
e
r
t
o
n
 

ゃノョ
‘、
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章三
ワ
の
〈
再
建
〉
は
時
代
精
神
な
く
し
て
不
可
能
で
あ
り
、

第

一
方
時
代
精
神
は
ジ
ャ
ワ
の
文
化
な
く
し
て
は
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
を
も
た

クマン ・シスワ成立前史 Il

を
求
め
る
限
り
に
お
い
て
、
彼
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
知
識
人
の
良
ぎ
理
解
者
で
あ
る
と
同
時
に
彼
ら
の
目
的
は
両
民
族
の
精
神
的

先
の
『
再
建
』
の
美
と
力
と
正
義
に
関
す
る
標
語
そ
の
も
の
が
実
は
こ
の
神
智
学
を
唱
え
る
II

智
恵
の
伝
統
I
I
(
I
I

力
に
支
え
ら

(45) 

れ
美
の
内
に
表
明
さ
れ
た
智
恵
は
真
実
の
同
胞
愛
に
お
い
て
支
配
す
る
I
I
)

か
ら
導
き
出
さ
れ
て
お
り
、
『
再
建
』
を
お
お
う
神
智
学

(46) 

の
影
は
た
い
へ
ん
濃
い
も
の
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
ジ
ャ
ワ
の
知
識
人
に
と
っ
て
神
智
学
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。
彼
ら
に
と

っ
て
神
智
学
も

タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
と
同
様
に
西
欧
の
精
神
的
危
機
の
克
服
の
た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
そ
れ
は
時
代
の
先
端
に

立
つ
思
想
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
西
欧
は
チ
プ

ト
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
わ
れ
わ
れ
の
辿
る
べ
き
道
」
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

そ
れ
と
は
逆
に
彼
ら
は
タ
ゴ
ー
ル
や
神
智
学
の
唱
え
る
世
界
は
イ
ン
ド
的
世
界
（
す
な
わ
ち
ジ
ャ
ワ
文
化
の
母
胎
）
に
他
な
ら
な
い

と
了
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
自
身
が
ジ
ャ
ワ
文
化
に
固
執
し
そ
の
理
想
型
を
〈
再
建
〉
し
う
る
な
ら
ば
そ
の
こ
と
は
ジ
ャ
ワ

文
化
と
ジ
ャ
ワ
主
義
へ
の
逃
避
や
退
行
で
は
な
く
自
ら
を
時
代
の
先
端
に
立
た
し
め
る
こ
と
に
な
る
と
認
識
し
て
い
た
。

そ
の
際
彼
ら
に
と
っ
て
主
要
な
課
題
は
、

い
ま
や
彰
群
と
し
て
起
こ
り
つ
つ
あ
る
イ
ス
ラ
ム
同
盟
、
人
民
同
盟
、
共
産
党
な
ど
の

諸
民
族
運
動
を
彼
ら
の
文
化
の
文
脈
の
な
か
で
定
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
民
族
運
動
の
要
諦
は
〈
人
民
〉

(
R
a
kj
a
t)
、
〈
民
主
主

義
〉

(
D
e
m
o
k
r
a
tie
)
、
〈
東
イ
ン
ド
〉
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
い
う
時
代
精
神
で
あ
り
、

そ
れ
を
彼
ら
の
了
解
す
る
ジ
ャ
ワ
の
理
想
社

会

(ta
ta,
te
n
t
r
e
m

の
社
会
）
の
枠
組
に
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
彼
ら
の
主
要
な
関
心
事
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
、
時

代
精
神
と
ジ
ャ
ワ
の
理
想
社
会
と
は
二
位

一
体
の
関
係
と
し
て
成
立
す
べ
き
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ジ
ャ

ら
す
だ
け
で
あ
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
こ
の
二
位
一
体
の
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
ジ
ャ
ワ
の
〈
再
建
〉
は
可
能
と

一
体
化
を
唱
う
倫
理
政
策
の
目
的
に
も
適
っ
て
い
た
。
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な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
る
。
彼
ら
の
唱
え
る
ジ
ャ
ワ

・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
そ
し
て
彼
ら
の
了
解
し
て
い
る
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
理
想
と
は
こ
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
ス

タ
ッ
ト
モ
の

w
i
j
s
h
e
i
d

の
概
念
提
起
、
と
く
に
「
w
i
j
s
h
e
i
d

な
き
民
主
主
義
は
カ
ク
ス

ト
ロ
フ
ィ
で

あ
る
」
と
い
う
テ
—
ゼ
は
こ
う
し
た
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
根
底
的
な
設
定
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
一

0
年
代
後
半
か
ら

一
九
二
0
年
代
前
半
の
時
期
に
お
け
る
ジ
ャ
ワ
の
青
年
の
西
欧
認
識
を
民
族
主
義
思
想
と
の
関
連

で
み
る
と
き
、
そ
こ
に
は
ジ
ャ
ワ
文
化
の
捉
え
方
を
め
ぐ
っ

て
二
つ
の
対
照
的
な
思
考
様
式
の
型
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
第
一
は
チ
プ
ト
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
欧
近
代
と
い
う
レ
ン
ズ
を
通
し
て
ジ
ャ
ワ
の
状
況
を
そ
の
絶
望
の
相
に
お
い
て

照
射
す
る
型
で
あ
り
、
そ
の
立
場
を
徹
底
さ
せ
れ
ば
そ
れ
は
〈
ジ
ャ
ワ
文
化
の
死
滅
〉
の
み
が
〈
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
生
〉
を
用
意

す
る
と
い
う
主
張
と
し
て
表
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ジ
ャ
ワ
の
ヤ
ミ
を
西
欧
の
ヒ
カ
リ
が
啓
く
と
い
う
そ
の
啓
蒙
主
義
の
方
向
に
お
い

て
倫
理
政
策
と
同
一
の
方
向
を
と
る
。
チ
プ
ト
の
啓
蒙
主
義
ー
|
_
こ
の
啓
蒙
主
義
の
根
底
に
あ
る
の
は
〈
自
立
し
た
個
人
〉
の
創
出

を
追
究
す
る
情
熱
で
あ
る
ー
と
そ
れ
に
と
も
な
う
自
己
主
張
の
は
げ
し
さ
は
そ
の
一

0
年
後
の

一九一―

-0
年
代
初
頭
に
シ
ャ
フ
リ

(
47
)
 

ル
と
ハ

ッ
ク
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
。

第
二
は
ス
タ
ッ
ト
モ
に
集
約
さ
れ
る
型
で
あ
る
。
こ
の
型
は
〈
近
代
の
超
克
〉
型
と
も
よ
び
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
ジ

ャ
ワ
文
化
は
〈
絶
望
〉
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
近
代
を
超
克
す
る
潜
在
力
を
有
し
て
い
る
何
も
の
か
と
し
て
映
ず
る
。
そ
し
て
西
欧
に
お

い
て
「
時
代
の
最
先
端
を
行
く
」
思
想
と
ジ
ャ
ワ
文
化
の
理
念
型
と
は
円
環
を
構
成
す
る
形
で
接
続
さ
せ
る
。
こ
の
円
環
に
お
い
て

西
欧
近
代
と
い
う
連
結
環
は
ま

っ
た
＜
欠
落
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
に
と

っ
て
意
味
を
も
つ
近
代
と
は
、

二
0
世
紀
の
植
民
地

社
会
が
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
状
況
そ
の
も
の
に
他
な
ら
ず
、
そ
し
て
「
時
代
精
神
」
と
は
、
こ
の
近
代
の
要
諦
の
表
現
に
ほ
か
な
ら

日
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第三章 タマン・シスワ成立前史 n

注

て
い
こ
う
。

相
互
に
関
連
さ
せ
合
い
な
が
ら
開
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ス
タ
ッ
ト
モ
が
提
示
し
た
概
念
は
、

へ
変
っ
た

ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
を
経
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
成
立
し
て
い
く
過
程
で
た
え
ず
そ
の

基
底
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
中
か
ら
ス
タ
ッ
ト
モ
の
思
想
に
傾
斜
す
る
一
方
で
、

依
然
と
し
て
、
「
原
住
民
委
員
会
」
以
来
の
反
植
民
地
主
義
の
闘
士
と
し
て
の
資
質
、
す
な
わ
ち
、
本
章
で
み
た
チ
プ
ト
の
い
う
If

ク

シ
ャ
ト
リ
ア
II

的
性
格
を
堅
持
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
、
パ
ン
デ
ィ

ト
的
で
あ
り
か
つ
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
的
で
あ
る

と
い
う
二
重
性
を
有
し
て
い
た
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
運
動
は
、
そ
の
展
開
の
過
程
で
ス
ワ
ル
デ
ィ
に
お
け
る
こ
れ
ら
二
つ
の
性
格
を

独
立
後
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
指
導
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
モ
ハ
マ
ッ
ド

・
タ
ウ
ヒ
ッ
ド

M
o
c
h
a
m
a
d

T
a
u
c
h
i
d

は
、
ス
ワ
ル
デ

ィ
が
一
九
二
八
年
の
彼
の
四

0
歳
の
誕
生
日
を
期
し
て
キ

・
ハ
ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
改
名
し
た
こ
と
（
第

一
章
参
照
）
を
、
「
サ

ト
リ
オ
11
ビ
ナ
ソ
デ
ィ
ト
（
バ
ソ
デ
ィ
ト
の
精
神
を
有
す
る
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
）
」
s
a
t
r
io
,
p
i
n
a
n
d
it
0

か
ら
「
パ
ン
デ
ィ
ト
11
シ
ナ
ト

リ
オ
（
民
族
と
人
民
を
護
る
た
め
に
武
器
を
も
っ
て
闘
う
備
え
を
し
て
い
る
。ハ
ン
デ
ィ
ト
、
グ
ル
）
」

p
a
n
d
i
to
,s
i
n
a
tr
io

(
48
)
 

こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
明
は
、

一
九
二
八
年
で
は
な
く
一
九
二
二
年
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
設
立
時
に
お
け
る

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
あ
り
方
を
明
瞭
に
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
「
パ
ン
デ
ィ
ト
11
シ
ナ
ト
リ
オ
」
と
し
て
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
こ

の

一
体
化
さ
れ
た
二
つ
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
関
連
さ
せ
合
い
な
が
ら
開
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
れ
を
次
章
以
下
で
み

(
1
)

L
e
 F
e
b
r
e
,
 "T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
," 
O
rie
n
tat1e
,
 N
o
.4
3
,1
9
5
1
,
 p.3
5
8
.
 

(

2

)

私
見
の
限
り
で
は
以
上
の
3
0
点
が
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
執
筆
に
な
る
論
稿
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
一
九
一
六
年
の
『
東
イ
ン
ド
教
育
会
議
議
事
録
』
中
に
数
箇
所
に

わ
た
っ
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
発
言
が
記
載
さ
れ
て
い
る
他
、
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア

・
プ
ト
ラ
』
誌
の
特
別
記
事

・
報
告
に
彼
の
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
（
そ

け
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の
一
例
と
し
て
、「
東
イ
ン
ド
防
衛
問
題
に
関
す
る
会
議
」
に
お
け
る
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
発
言
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
永
積
昭
「
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
イ

ソ
ド
ネ
シ
ア
留
学
生
の
活
動
(
-
九

0
八
し

一
七
年
）

ー
ー
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
会
」
成
立
前
史
ー
」
『
ア
ジ
ア
経
済
』

一
八
巻

―
二
号
、

一
九
七
七
年
三
月
が
、

周
到
な
分
析
と
典
味
深
い
示
唆
と
を
そ
の
一
七
ペ
ー
ジ
か
ら
一
九
ペ
ー
ジ
に
わ
た

っ
て
与
え
て
い
る
）
。
さ
ら
に
こ
の
他
に
も
こ
の
期
間
の
彼
の
言
論
活
動
の
記
録

が
、
匿
名
で
出
さ
れ
た
可
能
性
を
含
め
て
な
お
存
在
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
こ
れ
ら――

1
0点
の
論
稿
の
内
、
①
は
デ
ッ
ケ
ル
、
チ
プ
ト
と
と
も
に
刊
行
し
た
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
に
マ
レ
ー
語
訳
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
、
②
か
ら
⑧
ま

で
は
オ
ラ
ン
ダ
で
チ
プ
ト
が
主
宰
し
た
雑
誌
『
東
イ
ン
ド
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
、
⑨
か
ら
⑬
ま
で
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
が
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
一
七
年
に
か

け
て
主
宰
し
た
雑
誌
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア

・
プ
ト
ラ
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
、
⑭
は
「
楢
民
地
教
育
会
議
」
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
論
稿
、
⑮
か
ら
四
ま
で
と
四
は
同

じ
く
『
ヒ
ン
デ
ィ
ア

・
プ
ト
ラ
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
、
⑳
斡
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
、
⑳
は

「
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
学
徒
連
合
」
の
機
関
誌

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
、
節
は
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
創
立
一

0
周
年
を
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
ス
ソ
バ
ソ
シ
』

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
、
⑳
は
東
イ
ソ
ド
党
の
刊
行
物
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
⑮
仰
因
は
『
蘭
領
東
イ
ソ
ド
、

過
去
と
現
在
』
(
-
九
一
六
年
か
ら

一
九
三
六
年
に
わ
た
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
で
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
）
に
、

ほ
ぽ
同
内
容
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
ま
た
、
以
上
の
う
ち
、
⑥
仰
⑬
⑭
訓
は
一
九
六
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
著
作
集
文
化
編
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
訳
が
付
さ
れ
て
転
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
箪
者
が
現
在
ま
で
に
入
手
し
え
た
論
稿
は
、
①
及
び
⑧
か
ら
四
ま
で
の
各
稿
及
び
⑳
⑳
の

19
点
に
留
ま
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
以
外
の
一

三
点
に
つ
い
て

は
題
名
と
執
筆
時
期
、
掲
載
誌
を
知
り
う
る
に
留
ま
る
。
以
上
の
リ
ス
ト
は
サ
ヴ
ィ
ト
リ
及
び
ス
ル
ヨ
｀
ー
、
ハ
ル
ジ
ョ
が
各
々
作
成
し
た
論
文
リ
ス
ト
に
筆
者
自
身
の

文
献
蒐
集
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
稿
は
す
ぺ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
に
そ
の
原
題
と
掲
載
時
期
を
掲
げ
て
お
く
。

①

"
V
r
ijh
e
id
sh
e
r
d
e
n
k
i
n
g
 
e
n
 V
r
ijh
e
id
s
b
e
r
o
o
v
in
g
"
/
"
M
e
m
o
e
d
ij 
K
e
m
e
r
d
i
k
a
a
n
 cl
a
n
 M
e
r
a
m
p
a
s
 K
e
m
e
r
d
ik
a
a
n
," 
(
D
o
u
w
e
s
 D
e
k
k
e
r
,
 Tj
i
p
t
o
 

M
a
n
g
o
e
n
k
o
e
s
o
e
m
o
,
 S
o
e
w
a
r
d
i
 S
o
e
r
ja
n
i
n
g
r
a
t
,
 M
i
j
m
e
r
in
g
e
n
 v
a
n
 I
n
d
i
e
r
s
 
o
v
e
r
 H
o
l
l
a
n
d
s
 F
e
e
stvi
e
r
d
e
r
i
j
 
i
n
 
d
e
 K
o
l
o
n
ie
,
 S
c
h
i
e
d
a
m
,
 

1
9
1
3
,
 p
p
.
 7,
1
0
,
 3
5
,
3
8
)
.
 

②

"
E
e
n
 S
c
h
ets
 v
a
n
 d
e
 V
e
r
e
e
n
m
g
'S
a
r
e
k
a
t
 Isla
m
'," 
D
e
 l
n
d1e
r
s
 
(
D
I
)
,
 V
o
l
.
 
1
,
 N
o
.
 3
,
 6
 
Nov

••
19
13 

p
p
.
 2
6
,2
7
.
 

③

"
D
r
.
 R
a
d
j
i
ma
n
 e
n
 d
e
 b
e
w
e
g
in
g
," 
D
I,
 V
o
l
.
 
1
,
 N
o
.
 7
,4
 D
e
c
.
 19
3
3
,
 p
.
 8
3
.
 

④

"
D
e
 O
n
a
f
h
a
n
k
e
lijkh
eids
fe
e
s
t
e
n
 
e
n
 d
e
 S
t
o
v
ia
n
e
n
," 
D
I,
 V
o
l
.
 
1
,
 N
o
.
 7,4
 D
e
c
.
 19
1
3
,
 p
.
 83
.
 

⑮

"
R
ec
tificati
e
," 
D
I、
V
ol.
1
,
 N
o
.
 13
,
 1
3
 
J
a
n
.
 19
1
4
,
 p
p
.
 15
5
,1
5
6
.
 

⑱

"
J
a
v
a
a
n
sc
h
e
 I
n
t
e
l
l
e
c
t
u
e
e
l
e
n
 
e
n
 d
e
 O
n
a
f
h
a
n
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d
sfe
es
t
e
n
," 
D
I,
 V
o
l. 
1
,
 19
 J
a
n
.
 19
1
4
,
 p
p
.
 17
5
,
1
7
6
.
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K
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D
J
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Vol. 
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 No
.
 
16, 
5
 Feb. 
19
14, 
p
p
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 19
1-1
92. 

§
 
"
O
n
z
e
 Nationaal 

Kleedin
g
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k
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n
 Nasional 

Kita," 
D
I
,
 
N
o
.
 
37,2 
Jul
y
 1914, 
pp. 
134
-1
38
.
 

(
K
a
r
j
a
 K
.
 H
.
 D
e
w
a
n
t
a
r
a
,
 Ba
g
i
a
n
 K
e-
I
I
A
:
 Ke
b
u
d
a
j
a
a
n
,
 Y
o
g
y
a
k
a
r
t
a
,
 
1967, 
pp. 
264-279.) 

怠
“T
er
Inl
ei
ding
," 
H
i
n
d
i
a
 P
o
e
t
r
a
 (H
P
), 
Vol. 
1,1
9
16-1
917, 
pp. 
1-3. 

宮
“
T
e
r
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(
M
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C
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D
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B
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H
P,
 Vol. 
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pp. 
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写
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M
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d
e
r
n
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 Javaa
n
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R
a
d
j
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D
j
a
w
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n
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o
d
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"
 
H
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Vol. 
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pp. 
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 (K
a
r
j
a
 K
.
 H.
 

D
e
w
a
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t
a
r
a
:
 
K
e
d
u
d
a
j
a
a
n
,
 pp. 
332
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.
 

茎
‘‘Het
Oordeel 
o
v
e
r
 Hi
n
d
i
a
 Poetra," H

P,
 V
o
l. 
1, 
19
1
6
-1917, 
pp. 
33
-36. 

宮
“T
a
a
l
e
n
 V
o
l
k
,
"
/
"
B
a
h
asa 
d
a
n
 Bangsa," H

P
,
 Vol. 
1
,
 1916-1917, 

pp. 
74
-76
.
 (
K
arja 
K
.
 H
.
 D
e
w
a
n
t
a
r
a
:
 K
e
b
u
d
a
j
a
a
n
,
 
pp. 
106 
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108)
.
 

茎
“
W
elke
Pl
aa
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h
et
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te
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Eensdeels d
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n
h
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m
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g
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B
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T
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g
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 d
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A
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tu 
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h
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P
i
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 d
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l
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e
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a
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a
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 Ee
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s
t
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e
r
w
i
j
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 C
o
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g
r
e
s
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g
.
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16, 

D
e
n
 H
aag. 
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a
r
j
a
 K. 
H
.
 D
e
w
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K
e
b
u
d
ajaan, 
pp. 
110-1
86)
.
 

翌
‘‘Wahidin

S
o
edir
ohoesodo 

in 
M
e
m
o
r
i
a
m
,
"
 H
P
,
 Vol. 
1, 
pp. 
11
3
-11
5. 

"
W
a
h
i
d
i
n
 S
o
e
d
ir
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N
e
d
e
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l
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s
c
h
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I
n
d
i
/
j
O
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d
 e
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 N
i
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J
O
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9
17
,
 pp. 
265
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.
 

写
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e
O
pstand 
in 
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P
,
 Vol. 
1
,
 1916-
19
17
,
 pp
.
 155-
158
.
 

g
 
"Indi
e
 W
e
e
r
b
a
a
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,
"
 H
P
,
 Vol. 
1
,
 19
16
-1
9
17, 
pp. 
145
-153, 
177-1
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214
.
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 Vol. 
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,
 1916
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p
p
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.
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W
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pp. 
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a
n
de 
Redaktie v

a
n
 Hindi
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p
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A
r
i
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 N
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t
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M
e
m
o
r
i
a
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.
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d-voor
zitter 
v
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m
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z
ijn 
A
a
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 d
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g
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a
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t
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u
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b
a
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g
a
n
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j
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 d
a
l
a
m
 Kebangkitan 

kembali B
a
n
g
sa 
D
j
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H
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C
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H
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S
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e
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w
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s
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d
a
m
m
e
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T
e
r
u
g
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het 
Front,
"
 D
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r
o
e
n
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m
s
t
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d
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S
e
p
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H
e
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e
 
Indische 

B
e
w
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g
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S
o
e
m
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G
e
d
e
n
k
b
o
e
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o
e
d
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e
i
-
1
9
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p
p
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-48
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デ
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を
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a
j
u
,
 Dj
a
k
a
r
t
a
,
 19
7
8
 (
?

)
.
 

K
.
 A
.
 Su
r
j
o
m
e
n
t
a
r
a
m
,
 Ke
s
e
m
p
u
r
n
a
a
n
 d
a
n
 W
u
d
j
u
d
 I
l
m
u
 D
j
i
w
a
,
 Se
r
i
 
9
,
 Jajasan
 I
d
a
j
u
,
 Dj
a
k
a
r
t
a
,
 19
7
9
.
 

K
.
 A
.
 Su
r
j
o
m
e
n
t
a
r
a
m
,
 Dj
i
w
a
 P
e
r
s
a
t
u
a
n
 d
a
n
 D
j
i
w
a
 B
u
r
i
`
h
、

Seri
1
0
,
 Jajasan 
I
d
a
ju, 
D
j
a
k
a
r
t
a
,
 19
7
9
.
 

こ
の
翻
訳
シ
リ
ー
ズ
は
な
お
続
刊
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
右
の
う
ち
第
五
シ
リ
ー
ズ
ま
で
は
、
キ

・
オ
ッ
ト

・
ス
ワ
ス
テ
ィ
カ

K
i
O
t
o
 Suastika

が
翻
訳
し
、

第
六
シ
リ
ー
ズ
以
降
は
ス
ル
ヨ
ム
ソ
ク
ラ
ム
の
子
供
で
あ
る
グ
ラ
ソ
サ
ン
・
ス
ル
ヨ
ム
ソ
ク
ラ
ム

G
r
a
n
g器
n
g
S
u
r
 j
o
m
e
n
t
a
r
a
m

が
翻
訳
し
て
い
る
。

な
お
、
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
三
年
―
一
月
付
の
、
ま
た
、
第
一

0
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
一
年
六
月
付
の
、
プ
ラ
ウ
ィ
ロ
ウ
ィ
オ
ロ

P
r
a
w
i
r
a
w
i
w
a
r
a

に
よ
る
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ウ
ィ
ロ
ウ
ィ
オ
ロ
は
、
第
四
章
で
み
る
よ
う
に
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ソ
の
参
加
者
で
あ
る
と
と
も
に
ク
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
初
期
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。

(
3
4
)
K
i
 H
a
d
j
a
r
 
D
e
w
a
n
t
a
r
a
,
 "H
u
b
u
n
g
a
n
 K
i
t
a
 
d
e
n
g
a
n
 
R
a
b
i
n
d
r
a
n
a
t
h
 T
a
g
o
r
e
," 
P
u
s
a
r
a
,
 Vo
l
.
 
11
,
 
N
o
.
 8,
 A
u
g
.
 19
4
1

〔吝

H
a
d
j
a
r
D
e
,
 

w
a
n
t
a
r
a
,
 Ka
r
j
a
 K
•
H
•
D
e
葵

z
n
t
a
r
a、I
I
A
、
K
e
b
u
d
a
j
a
a
n
、
J
o
g
j
a
k
a
r
t
a
,
1
9
6
7
,
 pp
・
3
5
7
,
3
6
0
.〕

(
3
5
)
N
o
t
o
 S
o
e
r
o
t
o
,
 "R
a
b
i
n
d
r
a
n
a
t
h
 T
a
g
o
r
e
's
 Op
v
o
e
d
i
n
g
s
i
d
e
a
l
e
n
," 
W
e
d
e
r
o
p
b
o
u
w
,
 4e 
J
a
a
r
g
a
n
g
,
 M
a
y
 1
9
2
1
,
 pp
.
 75
,8
4
.
 

(
3
6
)

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
ル
ド
ル
フ

・
シ
ュ
ク
イ
ナ
ー

(
R
u
d
o
l
f
Ste
in
e
r
,
 18
6
1
,
1
9
2
5
)
と
彼
の
提
唱
す
る
人
智
学
か
ら
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
う
示

唆
を
筆
者
に
与
え
て
く
れ
た
の
は
ュ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
の
ク
ラ
ー
ク
教
授
で
あ
る
。
そ
の
関
係
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
ス
ワ
ル
デ
ィ

が
ハ
ー
グ
滞
在
中
に
関
係
の
あ
っ
た
ヤ
ン

・
リ
フ
ト
ハ
ル
ト
の
教
育
思
想
は
、
人
智
学
に
基
づ
く
教
育
（
い
わ
ゆ
る
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
ク
イ
ナ
ー
学
校
）
の
側
か
ら
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
(
-
九
七
九
年
二
月
、
ラ
イ
デ
ン
市
の
シ
ュ
ク
イ
ナ
ー
学
校
長
フ
ェ
ル
ト
マ
ソ
氏

M
r
.
P
.
 C
.
 Ve
l
t
m
a
n
と
の
イ
ソ
ク
ビ
ュ
ー
）
。

な
お
、
先
に
あ
げ
た
『
ジ
ャ
ワ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
そ
れ
と
も
東
イ
ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
』
（
本
章
注

(
1
7
)
）
の
広
告
ペ

ー
ジ
中
に
同
出
版
社
（
ス
マ
ラ
ン

の
ペ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
ス
出
版
社

H
.
A
.
 Be
n
j
a
m
i
n
s
)

の
刊
行
物
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
シ
ュ
ク
イ
ナ
ー
著
作
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
書
名
は
、

H
o
e
0
e
r
k
r
i
j
g
t
m
e
n
 b
e
w
u
s
t
z
i
j
n
 
o
p
 h
o
o
g
e
r
e
 g
e
b
i
e
d
e
n
?
 
(translated 
b
y
 J
.
 v.
 W
.
 K
.)
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
広
告
が
掲
載
さ
れ

た
当
時
(
-
九
一
八
）
シ
ュ
ク
イ
ナ
ー
の
著
作
が
ジ
ャ
ワ
で
読
ま
れ
て
い
た
と
想
定
し
う
る
。

な
お
ル
ド
ル
フ

・
シ
ュ
ク
イ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
新
田
義
之
氏
が
主
宰
す
る
「
ル
ド
ル
フ

・
シ
ュ
ク
イ
ナ
ー
研
究
会
」
の
一
連
の
刊
行
物
を
参
照
。

(
3
7
)
A
.
 Be
g
n
t
,
'
^
T
h
e
o
s
o
p
h
i
c
a
l
 S
g
i
e
t
y
," 
E
n
s
y
c
l
o
p
a
e
d
i
a
 o
f
 R
e
l
i
g
i
o
n
 a
n
d
 E
t
h
i
c
s
、
N
e
w
Y
o
r
k
,
 19
5
8
,
 pp
.
 30
0
,
3
0
4
.
 

(
3
8
)
T
h
e
o
s
o
j
i
s
c
h
 M
a
a
n
d
b
l
a
d
 v
a
n
 N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
,
I
n
d
i
t
、
E
e
r
s
t
e
D
e
e
l
,
 19
0
1
,
1
9
0
2
,
 P
.
 A
.
 v.
 As
p
e
r
e
n
 v
.
 d
.
 Ve
l
d
e
,
 Se
m
a
r
a
n
g
,
 "C
e
n
t
,
 

⑩ (9) (8) (7) 
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第三章 タマン・シスワ成立前史 II

r
a
a
l,Indisc
h
e
 L
o
g
e
 S
e
m
a
r
a
n
g
 d
e
r
 T
h
e
o
s
o
f
i
s
c
h
e
 
V
e
r
e
e
n
i
g
i
n
g
," 
p
p
.
 2,
3
.
 

こ
の
こ
と
は
、
イ

ソ
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て

フ
リ
ー
メ

ー
ソ
ソ
の
活
動
と
神
智
学
協
会
の
活
動
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ス
マ
ラ
ソ

に
フ
リ
ー
メ
ー
ソ

ン
の
館
（
こ
れ
は
、
L
a
C
o
n
s
t
a
n
t
e
 
e
t
 F
i
d
e
le

と
称
し
た
）
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
一

七
九
八
年
の

こ
と
で
あ
り
、
フ
ァ
ン

・
デ
ル
・
フ

ュ

ー
ル

P
a
u
l

W
.
 
v
a
n
 d
e
r
 V
e
u
r

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ソ
の
活
動
は
一
八
世
紀
末
（
一
七
八

0
年
代
以
降
）
か
ら
オ
ラ

ソ
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
高
官
の
間
に
浸
透
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
．
ハ
ク
ヴ
ィ
ア
を
中
心
に
著
し
く
活
発
に
な
っ
た
と
い
う
。
パ
ク
ヴ

ィ
ア
に
初
め
て
創
設
さ
れ

た
館

L
a
 C
h
o
i
s
i
e

は
一
七
六
七
年
頃
に
消
滅
し
た
が
、
そ
の
後
一

七
六
七
年
、
一
七
六
八
年
に
別
の
館
が
バ
ク
ヴ

ィ
ア

に
設
立
さ
れ
、
次
い
で
当
時
の
行
政
軍
事
の
要

衝
で
あ
っ
た
ス
マ
ラ
ン
市
に
会
社
の
高
官
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
に
よ
っ
て
一
七
九
八
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
彼
自
身
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ソ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
ダ
ニ
ン
デ
ル
ス
治
下

(
D
a
e
n
d
e
l
s
,

一
八

0
八
ー
一
八

―
一
）

で
東
ジ
ャ
ワ
の
中
心
地

ス
ラ
バ
ヤ
で
一
八

0
九
年
に
「
館
」
が
設
立
さ
れ
た
。

ま
た
ポ
ゴ

ー

ル
近
郊
の
ボ
ン
ド
ッ
ク

・
ゲ
デ
(
-
八
一
三
年
）
、
パ
ク
ヴ
ィ

ア

(
-
八
三
七
年

「東
方
の
星
」
館

D
e
S
t
e
r
 
in 
h
e
t
 O
o
s
t
e
n
)

に
そ
れ
ぞ
れ
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ソ

の
館
が
設
立
さ
れ
て
い

っ
た
。
フ
リ
ー
メ
ー

ソ
ン
の
活
動
は

一
九
世
紀
の
後
半
一
八
七

0
年
代
以
降
再
び
活
発
と
な
り
、
ジ
ャ
ワ
の
各
地
で

「館
」
が
設
立
さ
れ
た
。

ま
た
、
一
八
九
五
年
に
は
ス
マ
ラ
ン
で
「
東
イ
ン

ド
フ
リ
ー
メ
ー
ソ

ン
雑
誌
」
」

I
n
d
i
sc
h
M
a
c
o
n
n
i
e
k
 T
i
j
d
sc
hrift
が
創
刊
さ
れ
た
。

楢
民
地
で
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
の
は
圧
倒
的
に
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
が
(
-
九
四

0
年
の
統
計
で
は
オ
ラ
ン
ダ
人
―
二
六
二
名
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
五

0
名
、
中
国
人
一
四
名
と
記
録
さ
れ
て
い
る
）
、
そ
の
他
に
ジ
ャ
ワ
人
の
貴
族
が
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
た
。
パ
ク
・
ア
ラ
ム
八
世
の
叔
父
で
プ
デ
ィ
・

ウ
ト
モ
の
総
裁
を
つ
と
め
た
パ
ソ
ゲ
ラ
ン

・
ア
リ
オ
・
ノ
ト
デ
ィ
ロ
ジ
ョ
を
は
じ
め
多
く
の
プ
．ハ
テ
ィ
（
県
知
事
）
や
ウ
ェ
ダ
ナ
（
郡
長
）
が
フ
リ
ー

メ
ー
ソ

ン
と

し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
(
P
a
u
l

W
.
 
v
a
n
 d
e
r
 
V
e
u
r
,
 Fr
e
e
m
a
s
o
n
r
y
 
i
n
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
 
f
r
o
m
 
R
a
d
e
r
m
a
c
h
e
r
 
to 
S
o
e
k
a
n
t
o
、
1
7
6
2
,
]
9
6
1
,

O
h
i
o
 

U
n
i
v
e
r
sit
y
,
 P
a
pe
rs 
i
n
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
S
t
u
d
i
es
,
 S
o
u
t
h
east 
A
s
i
a
 
S
e
ri
es
,
 N
o
.
 4
0
,
 1
9
7
6
,
 p
p
.
 2‘
8》

3
3
,
3
7
.)

(
39)

"
C
e
n
t
r
a
a
l
,
I
n
d
i
s
c
h
e
 
L
o
g
e
 S
e
m
a
r
a
n
g
," 
T
h
e
o
s
o
f
i
s
c
h
 M
a
a
n
d
b
l
a
d
 v
a
n
 N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
,
l
n
d
i
e
,
 19
0
1
,
1
9
0
2
,
 p
.
 4,
 

"
D
e
 T
h
e
o
s
o
f
i
sc
h
e
 B
e
w
e
g
i
n
g
,
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
sc
h
e
 A
f
d
e
e
l
i
n
g
," 
T
h
e
o
s
o
f
i
s
c
h
 
M
a
a
n
d
b
l
a
d
,
 19
0
1
,
1
9
0
2
.
 p
.
 7.
 

(
4
0
)

"
D
e
 J
a
v
a
a
n咎
h
e
T
h
e
o
s
o
f
i
s
c
h
e
 
L
o
g
e
 te 
D
j
o
k
j
a
k
a
r
t
a
," 
T
h
e
o
s
o
f
i
s
c
h
e
 M
a
a
n
d
b
l
a
d
 v
a
n
 N
.
 I., 
D
e
r
d
e
 D
eel, 
1
9
0
3
,
1
9
0
4
.
 p
p
.
 14
5
,
1
4
6
.
 

(
4
1
)
M
a
i
l
r
.
 1
9
7
8
/
1
9
1
2
.

な
お
ラ
ッ
ベ
ル
ト
ン
は
当
時
ボ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
（
ポ
ゴ
ー
ル
）
に
居
住
し
バ
ク
ヴ
ィ
ア
の
ウ
ィ
レ
ム

m世
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
ジ
ャ
ワ

語
の
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。

(
4
2
)

T
h
e
o
s
o
j
i
s
c
h
 
M
a
a
n
d
b
l
a
d
 v
o
o
r
 N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
,
l
n
d
i
e
,
 Vo
l
.
 
11
,
 
1
9
2
0
・
 

な
お
一
九
一
四
年
の
『
月
刊
神
智
学
』
（
第
十
三
巻
）
の
出
版
元
は
ウ
ェ
ル
テ
フ
レ
ー
デ
ン
の
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
版
社
」

I
n
d
o
n
e
s
i
s
isc
h
e
D
r
u
k
k
e
r
i
j

と
な
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＂
心
｛
゜
ト
J
Q
丑
逃
＃
牡
茶

1
共

1
回
叶
咬
芸
旦
卜
や
旦
正
今
＆
ぷ
ド
ニ
＃
ふ
知
み
竺
怜
寄
や
玲
心
全
'
A
J
兵
竺
＇
ャ
入
ュ
、
氏

・\
ト

..lJ；
い
声
踪

I~躇
翻
拿

Q

要
簑
や
正
;
＆
兵
＃
チ
C..lJヂ
忌
芸
Q
忌
や
伶
,
(
'
心
°

（宮）
N
a
g
a
z
u
m
i
Akira, 
T
h
e
 D
a
w
n
 o
f
 I
n
d
o
n
eisan 
Nationalisme, 

I. 
D. 
E., 
T
o
k
y
o
,
 
1972, 
pp. 
71-73, 
110. 

(::;]:) 
P
e
w
a
r
t
a
 T
h
eosofi, 
Vol. 
15, 
N
o
.
 4, 
1922. 

Theosofisch M
a
a
n
d
b
l
a
d
 voor 
Nederlandsch-Indii!, 

Vol. 
22, 
M
a
y
 1923, 
pp. 
231-232. 

ほ）
A
.
Besant, 
"Theosophical 

Society," 
E
n
s
y
c
l
o
p
a
e
d
i
a
 o
f
 Religion a

n
d
 Ethics, 

N
e
w
 Y
o
r
k
,
 
1958, 
pp. 
301
-302. 

（等）
弄
蜘
朴
竺
＜
嘩
出
忌
際
Q
,
9
9
ト
入
心
く
心
旦
ヂ
蕊
醇
心
桑
迫
⇒
I-';
＃
..lJ
今
心
°..lJ-v
!:J.
'i'-'/r-,. 

Iい
ゞ
ヤ
湿
藷
粘
認
辻
問
K
ト
.
L
l心
豆
蜘
許
歪
水
Q
廿
令

如
足
⇒
¥-'ニ
#..lJ
ニ
心
0
Taufik Abdullah, 

"
M
o
d
e
r
n
iza
ti
o
n
 in 
the 
M
i
n
a
n
g
k
a
b
a
u
 World," 

C
u
l
t
u
r
e
 a
n
d
 Politics 

in 
I
n
d
onesia, 
pp. 
233n. 

（与）
＜
入`
，
．ヽ
＋
ト
=
ミ
!:J.0
今
ド
竺
華
撼
「
バ
ミ
‘..lJ
く
入`
e
渥
咄
」
（
宕
烹
縄
択
）
鈴
陛
゜

（等）
M
.
Tauchid, 

K
i
 H
a
d
j
a
r
 D
e
w
a
n
t
a
r
a
,
 
P
a
h
l
a
w
a
n
 d
a
n
 P
e
l
o
p
o
r
 P
e
n
d
i
d
i
k
a
n
 Nasional, 

Madjelis 
L
u
h
u
r
 Persatuan 

T
a
m
a
n
 S1swa, 

Jogjakarta, 
1968, 
p. 
19. 
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第四章 タマ、ノ ・シスワの成立と拡大

設

立 第
一
節

一
九
二

二
年
か
ら

一九――

-0
年
の
時
期
を
中
心
に
し
て
、

各
地
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
状
況
、

ス
ワ
の
設
立
と
拡
大
を
う
な
が
し
た
背
景
を
民
族
運
動
と
の
関
連
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

設
立
当
時
の
状
況

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は

一
九
二
二
年
七
月
三
日
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
市
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
名
称
は
、

「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
民

族
教
育
機
関
」

N
a
t
i
o
n
a
a
l
O
n
d
e
r
w
i
j
s
 In
st
ituut 
T
a
m
an
 S
i
s
w
a
と
オ
ラ
ン
ダ
語
で
表
記
さ
れ
、
幼
稚
園

K
i
n
d
e
r
t
u
i
n

と
教
員
養

成

コ
ー

ス

K
u
r
s
u
s
G
u
r
u

と
が
開
設
さ
れ
た
。
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
こ
れ
に
先
立
つ
約

一
年
の
間
、
彼
の
兄
の
ス
ル
ヨ

。フ
ラ
ノ
ト

R
ad
'

e
n
 
M
a
s
 S
o
e
r
j
o
p
r
a
n
o
t
0
が
主
宰
し
て
い
た
ア
デ
ィ

・
ダ
ル
モ
学
校

A
d
h
i
D
h
a
r
m
a
sc
h
o
o
l

と
い
う
名
の
私
学
校
で
教
師
を
つ
と

(
1

)

 

め
た
後
、
自
ら
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
開
設
し
た
。
こ
の
設
立
を
準
備
し
た
の
は
、
す
で
に
前
章
で
述
べ
た
、

Selasa 
K
l
i
w
o
n

と
い
う
ジ
ャ
ワ
人
の

「
ク
ラ
ブ
」
で
あ
り
、
そ
の
メ
ン
バ

ー
の
多
く
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
同
じ
パ
ク

・
ア
ラ
ム
王
家
出

本
章
で
は
、

第
四
章
タ
マ
ソ

・
シ
ス

ワ
の
成
立
と

拡

大

(
-
九
二
二
年
し
一
九
三
0
年
）

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
設
立
と
そ
の
拡
大
の
具
体
的
な
状
況
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
提
示
し
た
教
育
思
想
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、

さ
ら
に
タ
マ
ン

・
シ

ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
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ス
ト
ボ
・
ウ
ォ
ノ
ボ
ョ

R
.
S
o
e
t
o
p
o
 
W
o
n
o
b
o
j
o
、

(
3
)
 

ト
で
あ

っ
た
。

こ
の
う
ち
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
叔
父
に
あ
た
り
、

ス
ル
ヨ
ア
デ
ィ
プ

ト
ロ
は
デ
ワ
ン
ト
ロ

の
末
弟
に
あ
た
っ
て
お
り
、

(
4

)

 

い
ず
れ
も
。ハク

・
ア
ラ
ム
の
一
族
に
属
し
て
い
た
。

ま
た
ゴ
ン
ド
ア
ト
モ

ジ
ョ
は
か
つ
て
の
ダ
ル
モ

・
ウ
ォ
ロ
育
英
会
の
委
員
で
あ

り
ま
た
第
一
回
植
民
地
参
議
会
の
パ

ク

・
ア
ラ
ム
代
表
委
員
で
あ
り
か
つ
プ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
指
導
者
の
一
人
で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
す
で
に
み
た
よ
う
に
、

ス
タ
ッ
ト
モ

・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
は
同
じ
く
第
一
回
植
民
地
参
議
会
の
選
出
委
員
を
歴
任
し
た
。ハ

ク
・
ア
ラ
ム
家
出
身
の
者
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ウ
ィ
ロ
ウ
ィ
オ
ロ
は
、
雑
誌
『
再
建
』
に
関
係
す
る
と
と
も
に
ゴ
ン
ド
ア
ト
モ
ジ
ョ
と

同
じ
く
ダ
ル

モ
・
ウ
ォ
ロ
の
関
係
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
ス

ト
ボ
・
ウ

ォ
ノ
ポ
ョ
は
同
じ
く
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
活
動
的
メ
ン
バ

ー
で

あ
っ
た
。
残
り
の
三
名
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
上
の
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
の
中
心
メ
ン
バ
ー
を
見
る
限
り
、
彼
ら
の
多

(
5
)
 

く
が
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
な
い
し
。ハ
ク

・
ア
ラ
ム
家
に
関
係
の
あ
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

ラ
デ
ソ
・
マ
ス
・
ス
ポ
ノ

B
.
R. 
M
.
 
S
o
e
b
o
n
o
、

0

.

、

ス
ル
ヨ
フ
ト
ロ

S
o
e
q
o
p
o
e
t
r
o

ヽ

ス
ル
ヨ
ア
デ
ィ
プ
ト
ロ

S
o
e
r
joadi poetro 

一
九
ニ
―
年
末
に
ジ
ョ
ク
ジ

ャ
カ
ル
タ
で
設
立
さ
れ
、
＿
―
-
五
日
に

身
で
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
に
関
係
の
あ
る
者
た
ち
で
あ

っ
た
。
こ
の
ス
ラ
サ
・

ク
リ
オ
ソ
に
参
加
し
た
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド

P
r
o
,

n
o
w
i
d
i
g
d
o

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ス
タ
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
と
キ
・
ア
グ
ン
・
ス
ル
ヨ
ム
ソ
ク
ラ
ム
の
提
唱
に
よ
り
当
時
の
「
革

命
的
精
神
の
持
主
で
あ
る
」
ジ
ャ
ワ
人
青
年
九
名
を
糾
合
し
て
、

一
度
（
ク
リ
オ
ン
の
火
曜
日
）
こ
の
団
体
の
主
宰
者
で
あ
る
ス

ル
ヨ
ム
ン
タ
ラ
ム

宅
に
集
ま
り
、
四
回
に
わ
た

っ
て
会
合
を
も
っ
た

(

2

)

 ぅ

と
しス

ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
に
加
わ

っ
た
の
は
こ
の
キ
・
ア
グ
ン
・
ス
ル
ヨ
ム
ン
ク
ラ
ム
及
び
ス
タ
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ

ク
ス
モ
の
ほ
か、

ヽ

ト

キノ
ョ

R.M
.G
o
n
d
o
a
t
m
o
d
j
o
 

ヽ

プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
、
プ
ラ
ウ
ィ
ロ
ウ
ィ
オ
ロ

P
r
a
w
i
r
o
w
i
w
o
r
o

ラ
デ
ン
・
マ
ス
・
ゴ
ン
ド
ア
モ

‘̀

ス
ル
ヨ
デ
ィ
ル
ジ
ョ

Soerjodirdjo

及
び
ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
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(2) (1) 
許
さ
れ
な
い
原
則
」
と
し
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

サ
・
ク
リ
オ
ン
で
の
結
論
が
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ム
ン
ク
ラ
ム
が
担
当
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
で
の
会
合
の
結
果
、
彼
ら
は
教
育
を
通
じ
て
独
立
の
精
神
を
育
成
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
そ
の
た
め
に
青
少

年
を
対
象
と
す
る
教
育
機
関
の
設
立
と
、
成
人
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
前
者
を
ス
ワ
ル
デ
ィ
、
後
者
を
ス
ル
ョ

こ
れ
に
よ
れ
ば
一
九
二
二
年
の
初
め
に
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
教
育
機
関
を
設
立
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
同
年
二
月
八
日
付
の
『
デ
・
ニ
ク
ス
プ
レ
ス
』
紙
上
に
は
、
民
族
的
教
育
を
遂
行
す
る
教
師
を
養
成
す
る
た
め
に
、
ス

(
6

)

 

ワ
ル
デ
ィ
が
師
範
学
校
の
設
立
を
準
備
し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
頃
に
先
の
ス
ラ

七
月
三
日
、

ア
デ
ィ

・
ダ
ル
モ
学
校
の
プ
ン
ド
ボ
（
正
面
廻
廊
）
で
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
設
立
し
た
趣
旨
を
次
の

(
7
)
 

七
点
に
ま
と
め
て
示
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
活
動
に
お
い
て
設
立
の
精
神
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
「
変
更
を

教
育

p
e
n
d
i
d
i
k
a
n

clan 
p
e
n
g
a
d
j
a
r
a
n

は
、
各
々
の
民
族
に
お
い
て
、
そ
の
民
族
が
心
身
と
も
に
健
全
に
成
長
す
る
よ
う
に
、

先
祖
か
ら
伝
え
ら
れ
た
種
子
を
養
い
育
て
る
と
い
う
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
個
人
は
魂

j
i
w
a

と
肉
体

b
a
d
a
n

を
発

展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
民
族
は
文
化
と
社
会
の
発
展
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
手
段
は
、
人
民

の
慣
習

adat,istiadat
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
民
族
の
進
歩
を
迅
速
に
ま
た
円
滑
に
自
然
の
も
つ
あ

る
本
質
的
な
力

k
o
d
r
a
t
a
l
a
m

に
従
っ
て
成
就
さ
せ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
現
在
ま
で
西
欧
か
ら
受
け
て
い
る
教
育
は
、
植
民
地
政
策
の
影
響
か
ら
免
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ

れ
は
11

む
こ
う
"
sa
n
a

側
の
利
益
の
た
め
に
教
育
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、

来
連
綿
と
続
い
て
き
た
教
育
の
根
本
で
あ
り
、

オ
ラ
ソ
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
時
代
以

た
と
え
そ
の
政
策
の
流
れ
が
変
っ
て
倫
理
政
策
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
骨
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現
在
ま
で
の
教
育
方
法
（
教
育
学
と
教
育
論
）
は
、
植
民
地
の
利
益
を
目
差
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、

れ
自
身
の
社
会
の
利
益
を
優
先
し
わ
れ
わ
れ
自
身
の
文
化
に
基
づ
く
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
を
、
勇
を
鼓
し
て
樹
立
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
独
立
し
た
民
族
と
し
て
自
ら
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
保
持
し
て
い
た
時
代
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
は
ア
ス
ラ
マ
に
始
ま
っ
て
、

さ
ら
に
ま
た
、
現
在
ョ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
で
、
新
し
い
教
育
思
想
の
流
れ
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
こ
う
。

そ
れ
は
II

自
立
性
a:

k
e
m
e
r
d
e
k
a
a
n

と
II

理
想
主
義
II

に
立
脚
す
る
も
の
で
、
人
間
を
機
械
の
部
品
と
み
な
し
て
II

強
制
II

を

旨
と
し
、
（
目
的
に
奉
仕
す
る
だ
け
の
）
II

知
識
主
義
＂
に
よ
っ
て
、
世
俗
や

II

物
質
主
義
＂
を
重
視
す
る
教
育
方
法
へ
の
反
作

用
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
モ
ン
テ
ッ
ソ

リ
や
タ
ゴ
ー
ル
等
の
教
育
思
想
を
想
起
し
よ
う
。

そ
れ
は
次
第
次
第

に
民
族
的
な
教
育
制
度
に
適
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、

生
き
つ
づ
け
て
き
た
思
想
、

(5) (4) 
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(3) 
子
に
変
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
奇
妙
な
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
の
中
で
プ
ル
ジ
ョ
ワ
層
（
プ
リ
ヤ
イ
層
、
中
流
階
層
）
に

属
す
る
人
々
は
こ
の
種
の
教
育
を
喜
々
と
し
て
受
け
入
れ
、
彼
ら
の
子
供
を
心
身
の
発
展
に
資
す
る
教
育
で
な
く
、
卒
業
証
書

を
獲
得
し
て
労
働
者
と
な
る
だ
け
の
教
育
を
授
け
て
い
る
学
校
へ
通
学
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
植
民
地
精
神
に
よ
る
教
育
は
、
現
在
ま
で
わ
れ
わ
れ
に
社
会
的
な
共
同
生
活
を
樹
立
す
る

こ
と
を
不
可
能
と
し
、
た
め

に
わ
れ
わ
れ
は
西
欧
民
族
に
依
存
す
る
生
活
を
し
て
き
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
政
治
運
動
に
よ
っ
て
対
決
す
る
だ
け
で
は
こ
の
状

態
は
な
く
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
た
だ
単
に
、
外
面
的
な
対
決
を
重
視
す
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
わ
れ
わ
れ

は
ま
た
、
民
族
的
教
育
に
の
っ
と
っ
た
教
育
に
よ
っ
て
人
民
の
内
部
に
独
立
の
生
活
と
い
う
種
子
を
植
え
つ
け
る
こ
と
を
重
視

ボ
ソ
ド
ッ
ク
、
プ
サ
ン
ト
レ
ン
、

を
有
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ

ア
モ
ソ

a
m
o
n
g

と
し
て

つ
ま
り
、
子
供
に
命
令
す
る
の
で
は
な
く
、
子
供
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
（
け
し
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こ
の
演
説
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
植
民
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
教
育
を
植
民
地
の
経
営
に
稗
益
す
る
デ
ィ
プ
ロ
マ
獲
得
の
た

め
の
教
育
で
あ
る
と
否
定
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、

宿
塾
（
ア
ス
ラ
マ
、

ポ
ン
ド
ッ
ク
、
プ
サ
ン
ト
レ
ン
）
の
再
生
を
唱
う
と
い
う
立
場
、
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
文
化
的
伝
統
の
理
念
型

を
西
欧
近
代
の
危
機
を
超
克
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
理
念
型
を
実
体
化
し
よ
う
と
す
る
立
場
は
、
そ
の
後
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

一
九
三

0
年
迄
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
次
第
に
ジ
ャ
ワ
各
地
で
支
持
者
を
集
め
、

ヮ
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
は
組
織
の
整
序
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備
は
さ
ほ
ど
問
題
と
な
ら
ず
、

マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
を
中
心
と
す
る
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
以
来
の
同
志
に
よ
る
同
志
的
結
合
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
っ

た
。
彼
ら
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
中
心
と
す
る
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
同
志
関
係
に
よ
っ
て
支
え
て
い
た
。

こ
の
同
志
関
係
の
外
縁
に
新
し
い
リ

ー
ダ
ー
が
数
人
加
わ
り
、
そ
れ
が
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
指
導
部
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
ス

そ
の
後
、

中
で
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

し
上
層
だ
け
が
教
育
を
受
け
る
な
ら
ば
、
民
族
の
力
は
発
展
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
教
育
は
、
（
そ
の
普
及
が
も

(7) 

か
ら
の
も
の
で
あ
れ
内
的
外
的
な
束
縛
を
受
け
る
よ
う
な
援
助
を
得
て
は
な
ら
な
い
。

(6) 

こ
の
民
族
的
教
育
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
能
う
か
ぎ
り
の
独
立
性
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
誰

If

節
約
す
る
II

こ
と
を
条
件
と
す
る
If

自
己
運
営
制
度
I
I
'̂z
e
lf
b
e
d
r
u
i
p
i
n
g
s
s
 y
s
t
e
e
m
"

を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
は
社
会
の
上
層
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
総
て
の
人
民
に
授
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も

っ
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
）
下
層
か
ら
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
秩
序
と
力
と
を
向
上
さ
せ
な
け

一
方
で
西
欧
の
最
新
の
教
育
思
想
を
掲
げ
他
方
で
ジ
ャ
ワ
古
来
の
寄

か
け
る
の
で
な
く
）
導
い
て
ゆ
く
と
い
う
思
想
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
都
市
で
ク
マ
ン

・
シ
ス夕

一
方
ま
た
、
自
立
し
う
る
た
め
に
は
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ワ
ル
デ
ィ
に
よ
っ
て
”
沈
黙
の
八
年
間
II

と
規
定
さ
れ
た
こ
の
初
期
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
活
動
を
記
述
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ

(
8
)
 

る。

一
九
二
三
年
大
会

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
こ
れ
を
支
持
し
て
こ
の
教
育
運
動
に
参
加
す
る
者
、
現
在
の
教
育
水
準
を
低

下
さ
せ
る
と
し
て
こ
れ
に
反
対
す
る
者
（
そ
の
多
く
は
植
民
地
政
庁
の
設
立
し
た
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
）
、

校
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
非
難
す
る
者
（
政
庁
の
官
吏
に
こ
の
よ
う
な
非
難
を
す
る
者
が
み
ら
れ
た
）
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ

に
対
し
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
は
こ
れ
を
受
入
れ
、
批
判
や
非
難
は
い
う
に
ま
か
せ
よ
、
と
し

て
自
ら
は
沈
黙
を
守
る
こ
と
を
命
じ
た
。
「
最
初
の
八
年
間
（
第

一
ウ
ィ
ン
ド
ゥ

w
i
n
d
u
)

は
沈
黙
せ
よ
」
と
い
う
の
が
ス
ワ
ル
デ

ィ
の
方
針
で
あ
っ
た
。

設
立
後
半
年
を
経
た
一
九
二
二
年

―
二
月
三

一
日
に
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
ス
タ
ッ
ト
モ

・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
と
会
談
し
タ
マ
ン
・
シ
ス

ワ
の
性
格
と
今
後
の
活
動
内
容
を
定
め
た
°
こ
れ
は
当
時
い
く
つ
か
の
地
域
か
ら
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
支
部
（
分
校
）
を
設
立

し
た
い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
応
ず
る
た
め
で
あ
っ
た
。
翌
ニ
―
―
一
年
一
月
六
日
、

ス
タ
ッ
ト
モ
は
自
宅
に
タ
マ
ン

・

シ
ス
ワ
の
関
係
者
を
招
い
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
と
の
会
談
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
時
、
中
央
委
員
会

l
n
stituutraad

が
形
成

さ
れ
、
第

一
議
長
に
ス
タ
ッ
ト
モ
、
第
二
議
長
に
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
、
書
記
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
就
任
し
、
ま
た
そ
の
委
員
と
し
て
次
の

プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
、

プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
、

ス
ト
ボ

・
ウ
ォ
ノ
ポ
ョ
で
あ
る
。
こ
の
内
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
、

ス
タ
ッ
ト
モ
、

ス
ル
ヨ

。フ
ト
ロ
、

ス
ト
ポ

・
ウ
ォ
ノ
ポ
ョ
の
六
名
ま
で
が
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
の
会
員
で
あ
り
、

五
名
が
指
名
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

ル
ジ
ト

R
,
R
oedjito
、
ス
ボ
ノ
、

ウ
ィ
ル
ヨ
デ
ィ
ハ
ル
ジ
ョ

コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
学

ま
た
、

ス
ボ
ノ
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
、

ス

M•Ng

. 

W
i
rjodihard
jo
、
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さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

の
教
育
を
め
ざ
す
学
校
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
組
織
を
も
つ
か
に
つ
い
て
は
規
約

を
設
け
ず
、
各
地
で
の
自
主
的
な
活
動
に
委
ね
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
し
全
般
的
な
秩
序

k
e
t
e
r
t
i
b
a
n

を
維
持
す
る
た
め
に
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
に
「
専
断
権
」

h
a
k
d
i
k
t
a
t
o
r

が
賦
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
〈
指
導
性
〉
と
〈
人
民
志
向
性
〉
と
い
う
、

そ
の
後
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
つ
ら
ぬ
く
二
つ
の
基
本
原
理
が
、
設
立
後
一
年
を
経
ず
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
中
枢
部
分
で
確
立

そ
の
後
、
各
地
で
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
支
部
の
設
立
の
動
き
が
出
現
し
た
。
ス
ラ
バ
ヤ
の
ノ
ト
デ
ィ
プ
ト
ロ

ル
の
パ
ヌ
ジ
ョ
・
ダ
ル
モ
ブ
ロ
ト

P
a
n
o
e
d
j
o
D
a
r
m
o
b
r
o
t
0
な
ど
が
、
支
部
の
設
立
に
尽
力
し
、
同
様
に
チ
ュ
リ
ボ
ン
で
も
ク
マ
ン
・

シ
ス
ワ
設
立
準
備
会

K
o
m
i
t
e

T
a
m
a
n
 
S
i
s
w
a

が
生
れ
た
。

さ
て
、

内、 タ
ッ
ト
モ
、

ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
は
、
バ
ク
・
ア
ラ
ム
王
家
の
出
身
者
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
、
ス
タ
ッ
ト
モ
、
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
、

(

9

)

 

ス
ト
ボ
・
ウ
ォ
ノ
ボ
ョ
の
三
名
は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

彼
ら
の
内
、

ス
タ
ッ
ト
モ
、

ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
に
挺
身
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
四
名
と
と
も
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
最
長
老
と
な
っ
た
の
は
、

ラ
ン
市
在
住
の
チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ

R. 
S
o
e
m
a
r
s
o
n
o
 
T
j
o
k
r
o
d
i
r
d
j
o

で
あ
っ
た
。
チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
は
政
庁
の
官
吏
と

一
九
一

0
年
代
末
よ
り
『
再
建
』
の
寄
稿
者
の
ひ
と
り
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
。
こ
れ
ら
五
名
の
長
老
の

ス
タ
ッ
ト
モ
は
一
九
二
四
年
一

0
月
に
、

ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
、

ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
及
び
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
の
四
名
は
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
タ
マ

ま
た
ス
ル
ヨ
ク
ス
モ
は
一
九
二
七
年
―
一
月
に
死
去
し
た
が
、

ョ
ま
、
＇
ー

チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ

持
ち
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

し
て
働
く
か
た
わ
ら
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
、

一
方
、
自
ら
志
願
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
師
に
な
る
者
も
現
わ

一
九
ニ
―
―
一
年
一
月
六
日
の
会
合
で
は
以
上
に
述
べ
た
中
央
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
他
、

N
 oto
d
i
 p
o
e
t
r
o

テ
ガ

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
最
長
老
と
し
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
そ
れ
と
深
い
か
か
わ
り
を

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
人
民
の
た
め

ス
ワ
ル
デ
ィ
、
プ
ロ

ス
マ
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応
し
て
、

れ
て
き
た
。
ス
デ
ィ

ヨ
ノ
・
ジ
ョ
ヨ

。
フ
ラ
イ
ッ
ト
ノ

S
o
e
d
y
o
n
o
D
j
o
j
o
p
r
a
i
t
n
0

が
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
（
ス
ラ
バ
ヤ
郊
外
）
の
タ
マ
ン

・

シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
と
し
て
、

例
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
、

ま
た
、

ン
・
シ
ス
ワ
ヘ
委
ね
る
と
と
も
に
自
ら
も
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
教
育
運
動
へ
身
を
投
じ
た
。
他
に
も
支
部
の
設
立
を
要
請
す
る
声
は
各

地
か
ら
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
中
央
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
が
、
適
当
な
教
師
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
開
設
を
見

重
き
を
な
し
、

と
く
に
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
長
の
サ
ル
ミ
デ
ィ
・
マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ

S
a
r
m
i
,

di 
M
a
n
g
o
e
n
s
a
r
k
o
r
o

と
並
ん
で
、

ム
ロ
ノ

M
o
e
r
a
n
a

が
チ
ェ
リ
ボ
ソ
の
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
の
が
そ
の
も
っ
と
も
初
期
の

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
思
想
性
と
組
織
性
を
確
立
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
る
。
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
と
サ
ル
ミ
デ
ィ
は
独
立
以
前
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
お
い
て
、

核
と
す
る
長
老
に
対
し
て
、
第
二
世
代
を
代
表
す
る
主
要
な
指
導
者
で
あ
っ
た
。

さ
て
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

一
九
二
三
年

一
0
月
二

0
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
、

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
で
は
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
と
プ
グ
ル
は
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
指
導
者
と
し
て

そ
の
設
立
を
要
望
す
る
動
き
が
ジ
ャ
ワ
島
内
の
各
地
で
現
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
呼

は
じ
め
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
設
立
の
原
則
が
明
記
さ
れ
、

月
に
形
成
さ
れ
た
中
央
委
員
会
を
拡
大
し
て
最
高
会
議

H
o
o
f
d
r
a
a
d

(
の
ち
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

M
a
d
j
e
h
s
L
u
h
u
r

と
改
称
さ
れ

て
現
在
に
至
る
）
に
改
編
し
、
そ
れ
を
最
高
会
議
中
央
委
員
会

B
a
d
a
n
P
e
n
g
u
r
u
s

と
最
高
会
議
地
方
代
表
委
員
会

G
e
d
e
l
e
g
e
e
r
d
e
n

と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
、
組
織
上
の
規
約
は
ま
だ
定
め
ら
れ
ず
、

合
わ
せ
た
例
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
中
で
、

で
ク
マ

ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

一
方
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
第
一
回
の
大
会

K
o
n
p
e
r
e
n
s
i
B
e
sar

が

ま
た
教
科
内
容
が
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
年

一

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
精
神
（
原

ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
の
参
加
者
を
中

マ
ラ
ン
で
自
ら
私
学
校
を
経
営
し
て
い
た
プ
グ
ル

P
o
e
g
e
r

は、

そ
れ
を
ク
マ

一
九
三
二
年
三
月
初
め
ま
で
に
、
テ
ガ
ル
、
チ
ェ
リ
ボ
ン
、

ス
ラ
バ
ヤ
及
び
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
の
四
都
市
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3
 
2
 
ー

ハ
ヌ
ジ
ュ

・
ダ
ル
モ
プ
ロ
ト
（
テ
ガ
ル
）

ス
カ
ル
ノ
（
バ
ン
ド
ゥ
ン
）

ス
ト
ボ

・
ウ
ォ
ノ
ボ
ヨ
（
ボ
ゴ
ー
ル
）

顧

問

書

記

第
一
議
長

中
央
委
員
会

第
二
議
長

地
方
委
員
会

プ
ラ
ウ
ィ
ロ
ウ
ィ
オ
ロ

ス
ル
ヨ
ア
デ
ィ
プ
ト
ロ

S
o
e
rjoadi p
o
e
t
r
o
 

ス
ユ
デ
ィ

S
o
e
j
o
e
di

レ
ゞ
ノ
ト

J
‘
、

ウ
ィ
ル
ヨ
デ
ィ
ハ
ル
ジ
ョ

委

員

プ

ロ

ノ

ウ

ィ

デ

ィ

グ

ド

ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ャ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト

ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ

則
）
の
保
持
と
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
〈
指
導
性
〉
を
中
心
と
す
る
同
志
的
結
合
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
大
会
で

H
o
o
f
d
r
a
a
d

を
構
成
し
た
人
々
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

ス
タ
ッ
ト
モ

・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
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ト
モ
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
執
行
委
員
を
つ
と
め
る
一
方
、

一
九
二
二
年
四
月
以
降
は
『
再
建
』
誌
の
編
集
陣
に
加
わ
っ
て
い

ゴ
ー
ル
の
地
方
委
員
と
な
り
、

ス
ボ
ノ
は
姿
を
消
し
て
い
る
が
、
代
り
に
ス
ユ
デ
ィ
と
ス
ル
ヨ
ア
デ
ィ
プ
ト
ロ
、
そ
れ
に
プ
ラ
ウ
ィ

ロ
ウ
ィ

オ
ロ
が
顧
問
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

リ
オ
ソ
の
会
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

ス
ル
ヨ
ア
デ
ィ
プ
ト
ロ
と
プ
ラ
ウ
ィ
ロ
ウ
ィ
オ
ロ
は
い
ず
れ
も
か
つ
て
ス
ラ
サ

・
ク

ス
ル
ョ
ア
デ
ィ
プ
ト
ロ
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
弟
で
あ
り
、
プ
ラ
ウ
ィ
ロ
ウ
ィ
オ
ロ
は
ブ
デ
ィ
・
ウ

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
中
枢
部
は
パ
ク

・
ア
ラ
ム

家
！
プ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
ー
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ソ
と
い

う
線
に
連
な
る
人
々
に
よ

っ
て
益
々
強
固
に
か
た
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
う
ち
、
中
央
委
員
会
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

一
九
二
二
年
一

0
月
当
時
の
メ
ソ
バ
ー
の
う
ち
、

13 

ゴ
ン
ド
ク
ス
モ
（
バ
ス
ル
ア
ン
）

12

。
フ
グ
ル
（
マ
ラ
ン
）

11

ア
リ
・
サ
ス
ト
ロ
ア

ミ
ジ
ョ
ヨ
（
ス
ラ
バ
ャ
）

10

ス
ワ
ル
ノ
（
ス
ラ
バ
ヤ
）

9

ノ
ト
デ
ィ
プ
ト
ロ
（
ス
ラ
バ
ャ
）

8
 
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
（
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
）

7
 
6
 
ハ
ル
ジ
ョ
ス
サ
ス
ト
ロ

5

チ
ョ

ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ

4

プ
ッ
サ
ル

（テ
ガ
ル
）

（
ス
ラ
カ
ル
タ
）

（
ス
マ
ラ
ン
）

（
ス
マ
ラ
ソ
）

ス
テ
ジ
ョ
・
プ
ロ
ジ
ョ
ナ
ゴ
ロ

ス
ト
ポ

・
ウ
ォ
ノ
ボ
ョ
が
ポ
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(2) 次
に
地
方
委
員
に
は
、
先
に
述
べ
た
チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
、

に
、
ス
カ
ル
ノ
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
、
プ
グ
ル
、

ア
リ

・
サ
ス
ト
ロ
ア
ミ
ジ
ョ
ヨ
な
ど
の
民
族
主
義
者
が
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
か
で
も
ア
リ
・

サ
ス
ト
ロ
ア
ミ
ジ
ョ
ヨ
は
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
の
留
学
を
終
え
て
ジ
ャ
ワ
ヘ

戻
っ

た
ば
か
り
の
少
壮
の
弁
護
士
で
あ
っ
た
が
、

(10) 

デ
ィ
と
会
見
し
て
彼
の
教
育
思
想
に
感
銘
を
受
け
、
す
す
ん
で
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
ヘ
の
協
力
を
申
し
出
た
。

次
に
こ
の
大
会
で
決
議
さ
れ
た
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
原
則
は
次
の
七
項
目
よ
り
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
一
九
二
二
年
七
月
三
日
の

ス
ワ
ル
デ
ィ
の
開
校
式
に
お
け
る
演
説
の
趣
旨
に
沿
っ
て
そ
れ
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
の
掲
げ
る
第
一
の
原
則
は
、
完
全
な
社
会
の
在
り
方
に
合
致
す
る
よ
う
に
自
ら
の
状
態
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
め
ざ
す
最
高
の
目
標
は
〈
秩
序
と
安
寧
〉

tertib

d
a
n
 

(1) 

に
秩
序
は
な
く
、

を
開
示
す
る
と
い
う

ノ
ト
デ
ィ
プ
ト
ロ
、
パ
ヌ
ジ
ュ
ら
の
他

ス
ワ
ル

ま
た
逆
に
人
間
が
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
生
活
を
め
ざ
し
て
自
由
に
生
ぎ
な
い
限
り
、
安
寧
の
存
在
も
な
い
。

さ
て
自
然
に
成
長
す
る
力

k
o
d
r
at

は
、
そ
の
力
に
従
っ
て
い
る
人
間
の
諸
力

k
e
k
u
a
t
a
a
n
,
k
e
k
u
a
t
a
a
n

進
展
の
過
程
を
支
え
る
も
っ
と
も
重
要
な
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は

1
1

命
令
ー
_
—
罰
則1

秩
序

"
'

r
e
g
e
e
r
i
n
g

|
t
u
c
h
tー

o
r
d
e

の
三
語
よ
り
な
る
”
意
図
的
に
子
供
の
性
格
を
形
成
す
る
"
"
opzettelijke 
v
o
r
m
i
n
g
 
v
a
n
 
h
e
t
 
k
a
r
a
,
 

k
t
e
r
 
d
e
r
 
k
i
n
d
s
"

教
育

o
p
v
o
e
d
i
n
g

に
反
対
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
標
榜
す
る
の
は
、
献
身
的
に
見
守
る
教
育
で
あ
る
。
そ
れ

は
子
供
の
性
格
と
思
考
法
、

ま
た
は
子
供
の
肉
体
の
力
を
開
示
す
る
た
め
に
も
、
も
っ
と
も
重
要
な
条
件
で
あ
る
。
こ
の
教
育

を
わ
れ
わ
れ
は
II

ア
モ
ン
制
度
"
a
m
o
n
g
,
sy
s
t
e
e
m

と
名
付
け
る
。

こ
の
制
度
に
お
い
て
教
育
が
め
ざ
す
の
は
、
子
供
が
自
由
に
感
じ
思
考
し
行
動
し
う
る
よ
う
に
子
供
を
育
て
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
教
師

g
u
r
u

は
生
徒

s
i
s
w
a

に
対
し
て
、
必
要
な
知
識
、
有
用
な
知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
＂
生
徒

II

が
自
ら

こ
の
知
識
を
求
め
そ
し
て
そ
れ
を
活
用
す
る
よ
う
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
11

ア
モ
ン
11

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で

d
a
m
a1 

の
実
現
で
あ
る
。
お
よ
そ
安
寧
の
な
い
と
こ
ろ
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(4) (3) 
あ
る
。
こ
の
必
要
で
有
用
な
知
識
と
は
、
人
の
肉
体
と
精
神

l
a
h
i
r
d
a
n
 
b
a
tin

そ
し
て
人
間
相
互
の
交
流
に
と
っ
て
必
要
な

ひ
と
つ
の
民
族
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
将
来
の
運
命
は
闇
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、

と
調
和
し
が
た
い
外
国
の
文
明
が
も
た
ら
し
た
欲
望
の
な
す
が
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
平
和
は
た
え
ず
乱

さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
心
は
た
え
ず
不
満
を
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
正
し
く
な
い
欲
望
の
影
響
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

は
知
識
だ
け
が
肥
大
化
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
経
済
は
独
立
性
を
失
い
、
わ
れ
わ
れ
は
自
ら
の
民
族
か
ら
疎
遠
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
闇
の
中
に
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
前
進
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
文
化
の
歴
史
で
あ
る
。
こ

れ
を
基
礎
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
わ
れ
わ
れ
は
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
模
倣
に
あ
ら
ざ
る
民
族
的
な

特
質
と
様
式
に
よ
っ
て
の
み
、
わ
れ
わ
れ
は
世
界
の
他
の
民
族
に
伍
し
て
国
際
場
裡
に
立
ち
現
わ
れ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ

た
と
え
そ
れ
が
い
か
に
有
用
な
教
育
で
あ
っ
て
も
、
も
し
そ
れ
が
社
会
の
一
部
に
し
か
与
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
、

そ
れ
は
教
育
で
は
な
い
。
教
育
の
裾
野
は
拡
大
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
あ
る
。
11

人
民
の
教
育
,.
p
e
n
g
a
d
j
a
r
a
n
 
r
a
k
j
a
t

こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ

わ
れ
わ
れ
の
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
教
育
の
質
の
向
上
が
教
育
の
拡

原
則
を
遂
行
す
る
者
は
自
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
の
独
立
性
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
援

助
や
補
助
金
を
わ
れ
わ
れ
は
受
け
入
れ
な
い
。
そ
う
で
な
い
補
助
金
な
ら
ば
わ
れ
わ
れ
は
よ
ろ
こ
ん
で
こ
れ
を
受
け
る
。
し
か

し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
絶
え
ず
わ
れ
わ
れ
を
束
縛
す
る
も
の
か
ら
身
を
遠
ざ
け
る
よ
う
に
心
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
を
縛
っ
た
り
わ
れ
わ
れ
を
強
制
し
た
り
す
る
す
べ
て
の
関
係
と
慣
行
と
を
絶
つ
も
の
で
あ
る
。

(5) 
大
を
犠
牲
に
し
て
行
な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

る。
知
識
の
こ
と
で
あ
る
。

一
国
の
力
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
の
総
計
だ
か
ら
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て
、
た
「
擬
制
的
王
朝
文
化
」
を
意
味
し
て
、
こ
。

章四
し

し

t

第 タマン・シスワの成立と拡大

し
自
分
の
力
で
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
自
立
し
た
生
活
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
行
為
は
す
べ

無
視
し
た
教
育
で
あ
る
と
批
判
し
、
そ
れ
に
代
る
教
育
論
と
し
て
ア
モ
ン
制
度
を
対
置
し
た
も
の
て
あ
る
。
ア
モ
ン

ジ
ャ
ワ
語
で
、
見
守
る
こ
と
、
養
い
育
て
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
語
を
も
っ
て
西
欧
的
な
教
育
（
そ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を

用
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
）
を
克
服
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
前
年
七
月
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
述

べ
た
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ
や
タ
ゴ
ー
ル
等
、
当
時
の
西
欧
で
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
て
い
た
教
育
思
想
を
念
頭
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
ア
モ
ン
制
度
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
る
べ
き
人
間
像
は
、
第
二
項
で
唱
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
知

識
を
獲
得
す
る
だ
け
で
な
く
そ
の
知
識
を
用
い
る
方
法
を
身
に
つ
け
た
人
間
で
あ
り
、

者
で
あ
る
。
彼
は
、
「
自
由
に
感
じ
、
考
え
、
行
動
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
。
「
自
由
に
」
と
い
う
こ
と
は
「
既
定
の
様
式
」

か
ら
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
既
定
の
様
式
」
と
は
一
方
で
植
民
地
文
化
が
も
た
ら
し
た
「
西
欧
文
物
へ
の

脆
拝
性
」
（
そ
れ
が
こ
の
地
を
闇
に
閉
ざ
し
て
い
る
、
と
第
三
項
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
を
意
味
し
、
他
方
で
は
ま
た
、
植
民
地
権

力
に
寄
生
し
な
が
ら
か
ろ
う
じ
て
自
ら
の
存
在
を
支
え
て
い
た
ジ
ャ
ワ
人
高
級
植
民
地
官
僚
（
パ
ン
グ
レ

・
プ
ラ
ジ
ャ

）
層
が
担

っ

こ
の
よ
う
な
「
西
欧
文
物
へ
の
脆
拝
性
」
を
批
判
す
る
立
場
は
そ
の
後
の
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
中
に
一

貫
し
て
み
ら
れ
る
立
場
で

こ
の
第
一
項
目
は
、
植
民
地
に
お
け
る
西
欧
的
教
育
の
あ
り
方
を
、

外
の
い
か
な
る
権
利
も
わ
れ
わ
れ
は
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。

(7) 

て
”
自
ら
の
カ
II

に
依
拠
し
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(6) 

わ
れ
わ
れ
は
自
力
で
行
動
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

で
き
る
限
り
質
素
に
生
活
す
る
こ
と
を
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も

わ
れ
わ
れ
は
子
供
に
無
私
の
気
持
ち
で
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
If

子
供
,.
S
a
n
g
 
A
n
a
k
 
を
守
り
こ
れ
に
仕
え
る
こ
と
以

そ
の
意
味
で
知
識
と
知
恵
と
を
有
し
て
い
る

a
m
o
n
g
と
は

子
供
の
本
来
持
っ
て
い
る
自
然
に
成
長
す
る
力

kodrat
を
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か
な
ら
な
い
。
」
と
結
ん
で
い
る
。

あ
っ
た
。
第
七
章
に
述
べ
る
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
論
文
は
こ
の
立
場
を
も
っ
と
も
明
確
に
示
す
極
点
で
も
あ
っ
た
が
、

も
一
九
二
九
年
に
「
東
と
西
の
融
合
」

A
s
s
o
c
i
a
t
i
e
a
n
t
a
r
a
 
T
i
m
u
r
 d
a
n
 
B
a
r
a
t
 

(
11
)
 

の
詭
拝
性
を
鋭
く
批
判
し
て
い
た
。

ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身

と
題
す
る
一
文
を
『
ワ
シ
ト
』
誌
に
掲
載
し
て
こ

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
現
在
は
東
洋
文
化
と
西
洋
文
化
の
融
合
、
東
と
西
の
融
合
の
時
代
」
と
言
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
に

こ
の
東
イ
ン
ド
の
植
民
地
で
起
き
て
い
る
現
象
は
、
「
一
九
世
紀
に
マ
タ
ラ
ム
王
国
が
消
滅
し
て
以
来
、

族
的
な
魂

r
o
c
h
k
e
b
a
n
g
s
a
a
n
 
m
e
r
d
e
k
a

を
失

っ
て
、

わ
れ
わ
れ
が
独
立
し
た
民

わ
れ
わ
れ
自
身
の
理
想
が
も
は
や
死
に
絶
え
た
」
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
「
わ
れ
わ
れ
は
あ
た
か
も
、
他
人
の
持
ち
物
で
あ
る
ホ
テ
ル
に
仮
住
ま
い
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
る
」
の
で

あ
り
「
う
ま
い
も
の
を
食
い
、
存
分
に
眠
る
」
こ
と
に
満
足
し
て
、
家
そ
の
も
の
を
改
善
し
よ
う
と
は
つ
ゆ
ほ
ど
も
考
え
な
い
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
わ
れ
わ
れ
は
、
西
欧
の
物
質
第
一
主
義
と
快
楽
主
義
に
毒
さ
れ
、
白
人
と
同
じ
よ
う
に
生
活
す
る
こ
と
が
至
上
の

目
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
骨
の
髄
ま
で
染
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
限
り
、
子
供
た
ち
に
民
族
的
な
魂
を
育
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
人
民
の
固
有
の
文
化
、
言
語
、
芸
術
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
身
を
遠
ざ
け
、

オ
ラ
ソ
ダ
人
の
生
活
を
コ
。
ヒ
ー
し
て
い

る
限
り
、
民
族
の
独
立
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
略
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
後
で
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
民
族

的
な
生
活
を
営
も
う
と
す
る
な
ら
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
真
に
有
益
な
西
欧
的
な
生
活
の
手
段
だ
け
が
選
択
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
と
き
に
は
わ
れ
わ
れ
は
も
は
や
『
恋
は
盲
目
な
り
』
と
い
う
状
態
か
ら
脱
し
て
お
り
、
冷
静
で
清
澄
な
思
考
と
感
性
に
よ
っ
て

必
要
な
も
の
を
選
び
と
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
融
合
と
発
展

associatie
cl
a
n
 e
v
olutie

が
な
さ
れ
る
の
は
、
そ
う
い
う
時
に
ほ

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
こ
こ
で
、
倫
理
政
策
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
「
融
合
と
発
展
」
と
い
う
タ
ー
ム
で
捉
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
「
融
合

と
発
展
」
が
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
先
ず
民
族
的
文
化
を
再
生
す
る
こ
と
が
そ
の
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
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第四章 タマン・シスワの成立と拡大

で
あ
る
。

の
意
思
を
感
得
す
る
智
恵
を
身
に
つ
け
、
時
到
れ
ば
（
即
ち
、
〈
秩
序

る
。
そ
の
場
合
、
西
欧
の
文
物
を
物
真
似
す
る

（コ

。ヒ

ー
す
る
）
こ
と
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
人
間
の
生
き
方
」

b
o
u
r
g
e
o
i
s

で
あ
っ
て
こ
れ
は
見
せ
か
け
の
「
融
合
」
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
主
張
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
い

わ
れ
て
い
る
「
プ
ル
ジ
ョ
ワ
的
人
間
の
生
き
方
」
と
は
す
で
に
一
九
世
紀
を
も
っ
て
マ
タ
ラ
ム
王
朝
が
滅
び
た
と
い
う
文
脈
と
つ
き

合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
そ
の
滅
ん
だ
後
の
植
民
地
政
策
（
倫
理
政
策
を
そ
の
極
点
と
す
る
）
に
と
も
な
っ
て
生
れ
て
き
た
ジ
ャ
ワ
人

植
民
地
官
僚
層
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
西
欧
の
文
物
は
清
浄
で
神
聖
な
民
族
文
化
と
た
え
ず

対
照
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
欲
望
自
然
主
義
と
頬
廃
を
こ
と
と
す
る
と
い
う
文
脈
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
西
欧
文
物
へ
の
脆
拝
性
」
が
「
こ
の
地
を
闇
に
閉
ざ
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
は
、
倫
理
政
策
に
唱
わ
れ
た
「
西

欧
の
〈
ヒ
カ

リ
〉
が
東
イ
ン
ド
の

〈ヤ`

‘
、
〉
を
照
ら
す
」

（
そ
れ
は
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
「
書
簡
集
」
の
タ
イ
ト
ル
に
集
約
的
に
示
さ
れ

(
1
2
)
 

て
い
た
）
と
い
う
認
識
の
ち
ょ
う
ど
対
極
を
な
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
脱
す
る
者
が
「
自
由
な
人
間
」
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
る
の

こ
の
「
自
由
な
人
間
」
が
目
差
す
の
は
〈
秩
序
と
安
寧
〉
が
維
持
さ
れ
て
い
る
社
会
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の

〈
秩
序

と
安
寧
〉
を
自
分
自
身
も
ま
た
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る

（
第
一
項
目
）
。
そ
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
の
モ
デ
ル
は
西
欧
文
化
に
も
形
骸

化
し
た
プ
リ
ャ
イ
文
化
に
も
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
も
の
は
ジ
ャ
ワ
の
文
化
的
伝
統
の
中
に
た
た
え
ら
れ

て
い
る
。
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
教
育
制
度
に
つ
い
て
一
九
二
二
年
七
月
に
そ
の
モ
デ
ル
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

ポ
ン
ド
ッ
ク
、

ア
ス
ラ
マ
、
プ
サ
ン
ト
レ

ン
な
ど
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
な
寄
宿
塾
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
寄
宿
塾
の
機
能
を
約
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す

で
に
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
時
々
の
権
力
者
か
ら
「
自
立
し
た
」
辺
境
の
地
に
あ
る
宗
教
的
共
同
体
で
あ
り
、

な
修
行
を
通
じ
て
宇
宙
の
主
宰
者

S
a
n
g
H
y
a
n
g
 T
u
n
g
g
a
l
 

さ
ま
ざ
ま

と
安
寧
〉
を
維
持
し
て
い
る
「
霊
力
」
の
収
攪
能
力
が
あ
る
権
力
者
の
下
か
ら
喪
失
し
は
じ
め
る
や
）
、
権
力
場
裡
に
現
わ
れ
て
、

h
i
d
u
p
n
j
a
 
o
r
a
n
g
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の
知
識
が
伝
授
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
往
古
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

呼
ば
れ
、

か
つ
て
は
、
バ
ウ
ィ
ヤ
タ
ン
な
い
し
ア
ス
ラ
マ
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
質
は
、
師
（
キ

・
ア
ジ
ャ
ル
）

の
屋
敷
が
弟
子
（
サ
ン
ト
リ
な
い
し
チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク
）
の
寄
宿
す
る
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
教
育
の
場
所
と
し
て
も
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
師
と
弟
子
と
が
昼
夜
を
分
か
た
ず
と
も
に
生
活
す
る
こ
と
に
よ
り
、

p
e
n
g
a
d
j
a
ra
n

)

と
知
育
（
プ
ソ
デ
ィ
デ
ィ
カ
ン

p
e
n
d
i
d
i
k
a
n
)

ク
は
専
ら
宗
教
教
育
の
た
め
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ア
ス
ラ
マ
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
、
師
の
家
で
あ
る
そ
の
ア
ス

ラ
マ
で
は
、

わ
が
民
衆
は
教
育
の
館
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
今
で
は
、

た
ん
に
宗
教
教
育
が
施
さ
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
様
々
の
学
問
（
イ
ル
ム
）
が
教
授
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

り
そ
こ
で
は
、

宗
教
、
地
象
、
天
文
、
法
学
、
言
語
、
哲
学
、
芸
術
、
武
芸
、
並
び
に
す
で
に
師
が
学
び
身
に
付
け
て
い
た
す
べ
て

(
13
)
 

第
一
の
論
文
で
彼
は
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

社
会
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
の
崩
壊
に
向
け
て
ま
た
は
新
し
い
〈
秩
序
と
安
寧
〉
の
成
立
に
向
け
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と

み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
「
自
立
し
た
知
識
人
」
の
像
は
、

朴
な
生
活
を
旨
と
す
る
と
い
う
主
張
（
第
五
項
目
、
第
六
項
目
）
の
な
か

に
、
影
を
落
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
重
要
で
あ
る
か
ら

さ
ら
に
み
て
み
よ
う
。

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
一
九
二
八
年
に
は
、

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
独
立
を
重
ん
じ
、
補
助
金
を
拒
否
し
、
質

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
機
関
誌
『
ワ
シ
ト
』

ボ
ン
ド
ッ
ク
、
プ
サ
ン
ト
レ
ン
の
制
度
を
詳
し
く
紹
介
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
民
族
的
教
育
の
基
礎
と
す
べ
き
こ
と
を
強
く
訴
え
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
論
文
は
「
ポ

ン
ド
ッ
ク
及
び
ア
ス
ラ
マ
制
度
こ
そ
民
族
的
制
度
で
あ
る
」
及
び
「
ボ
ン
ド
ッ
ク
制
度
の
利
点
」
と
題

ポ
ソ
ド
ッ
ク
11

プ
サ
ソ
ト
レ
ン
と

徳
育
（
ブ
ソ
ガ
ジ
ャ
ラ
ン

と
は
お
の
ず
か
ら

―
つ
に
結
合
さ
れ
て
い
た
。
現
在
、

ボ
ソ
ド
ッ

つ
ま

W
a
s
i
t
a

の
創
刊
号
に
二
つ
の
論
文
を
掲
載
し
て
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的
訓
練
を
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
、

わ
が

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
骨
格
を
知
ろ
う
と
欲
す
る
者
は
、

よ
ろ
し
く
こ
の
バ
ウ
ィ
ヤ
タ
ン
の
構
成
に
通
暁
す
べ
き
で

あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
の
構
成
を
現
代
に
調
和
さ
せ
た
も
の
こ
そ
わ
が
組
織
の
根
本
原
理
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」

(
15
)
 

第
二
の
論
文
で
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
「
政
治
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
力
不
足
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
政
治
場
裡
に
い
る
わ

が
仲
間
た
ち
に
一
任
し
て
わ
れ
わ
れ
は
教
育
に
専
念
す
る
」
と
前
置
き
し
た
あ
と
で
、

が
、
次
の
二
点
に
お
い
て
、
民
族
教
育
の
確
立
の
上
で
大
い
に
有
益
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
第
一
は
、
こ
の
制
度
で
は
経
費
が
余

り
か
か
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
く
に
師
の
住
居
が
そ
の
ま
ま
赦
育
の
場
を
か
ね
て
い
る
こ
と
と
、
師
も
弟
子
も
そ
こ
で
禁
欲

的
な
生
活
に
耐
え
る
こ
と
を
誓
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
費
は
最
小
限
で
ま
か
な
え
る
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
師
と
弟
子
と
が
起

居
を
と
も
に
す
る
こ
と
か
ら
そ
こ
で
は
全
人
格
的
な
赦
育
を
行
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
年
少
者

は
年
長
者
の
生
活
と
思
想
と
に
ま
の
あ
た
り
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
知
育
の
み
な
ら
ず
徳
育
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
広
い
社
会

①
師
、
弟
子
と
も
に
男
も
女
も
存
在
し
て
い
た
。

伺
上
位
の
段
階
に
あ
る
弟
子
は
下
位
に
あ
る
弟
子
た
ち
の
教
師
に
も
な

っ
た
。

(d) (c) 

(
14
)
 

―
つ
の
パ
ウ
ィ
ヤ
タ
ン
の
中
で
、
最
下
級
か
ら
最
上
級
に
至
る
諸
段
階
が
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

バ
ウ
ィ
ヤ
タ
ソ
や
ア
ス
ラ
マ
で
は
、
最
高
位
の
師
（
パ
ン
デ
ィ
ト
）
が
他
の
師
や
弟
子
と
起
居
を
と
も
に
し
て
い
た
。

(b) 

そ
の
制
度
は
、

宗
教
教
育
と
一
般
教
育
と
を
併
せ
て
行
な
う
も
の
で
あ

っ
た
。

国
わ
れ
わ
れ
は
往
古
よ
り
教
育
制
度
を
有
し
て
い
た
。

そ
の
上
、
そ
れ
ら
の
教
育
制
度
に
あ
っ
て
は
、
生
徒
は
そ
の
発
達
の
段
階
に
従
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
…
…

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
わ
が
民
族
の
伝
統
的
教
育
制
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

ポ
ン
ド
ッ
ク
な
い
し
。ハ
ウ
ィ
ヤ
タ
ン
の
制
度
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ス
ワ
ル
デ
ィ
が
こ
の
よ
う
に
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
教
育
制
度
を
重
視
し
こ
れ
を
高
く
評
価
し
た
の
は
、

運
動
が
、
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
民
衆
の
生
活
程
度
の
向
上
を
目
ざ
し
、

ら
西
欧
的
文
化
と
西
欧
的
教
育
に
向
け
て
行
な
わ
れ
て
い
た
の
に
比
し
て
、
き
わ
め
て
特
徴
的
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
上
、

的
教
育
制
度
を
体
験
し
こ
の
制
度
を
意
識
し
た
上
で
、

こ
の
よ
う
に
、
西
欧
の
最
新
の
教
育
思
想
と
ジ
ャ
ワ
古
来
の
宗
教
塾
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
植
民
地
政
府
の
教
育
を
批

判
し
そ
れ
を
克
服
す
る
途
を
提
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
既
存
の
様
式
か
ら
自
由
な
自
立
し
た
人
間
像
を
創
出
す
る
こ
と
と
並
ん
で
、

上
記
の
七
原
則
に
見
い
出
さ
れ
る
も
う
―
つ
の
テ
ー
ゼ
は
、
「
教
育
の
裾
野
を
ひ
ろ
げ
る
」
と
い
う
民
衆
教
育
へ
の
志
向
性
で
あ
る

（
第
四
項
目
）
。
こ
の
〈
人
民
志
向
性
〉
は
そ
の
後
、

民
族
主
義
者
を
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
ひ
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
二
三
年
大
会
以
降

は
じ
め
て
の
試
み
で
あ

っ
た
。

メ
ダ
ン
を
は
じ
め
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
主
義

し
か
も
そ
の
向
上
が
専

西
欧

ス
ワ
ル
デ
ィ
が
あ
え
て
伝
統
的
教
育
に
そ
の
規
準
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
は
、

タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ
の
発
展
の
中
で
ま
す
ま
す
強
く
示
さ
れ
て
い
き
、
多
く
の

一
九
ニ
―
―
一
年

一
0
月
の
大
会
以
後
、
先
の
マ
ラ
ン
に
お
け
る
プ
グ
ル
の
例
の
よ
う
に
す
で
に
成
立
し
て
い
た
私
学
校
を
タ
マ
ン

・

シ
ス
ワ
に
委
ね
て
そ
の
分
校
（
支
部
）
と
な
る
例
が
あ
い
つ
い
で
現
わ
れ
て
き
た
。
バ
ン
ド
ゥ
ン
の
場
合
は
、
人
民
同
盟

S
a
r
e
k
a
t

R
a
k
j
at

の
傘
下
に
あ
っ
た
学
校
が
当
時
バ
ン
ド
ゥ
ン
高
等
工
芸
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
ス
カ
ル
ノ
に
運
営
を
委
せ
ら
れ
、
ス
カ
ル
ノ

は
そ
れ
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
譲
っ
た
も
の
で
あ
る
C

そ
の
後
、
バ
ン
ド
ゥ
ン
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
は
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
兄
で
あ

(16) 

る
ソ
ス
ロ
カ
ル
ト
ノ

R
.
M
,S
o
s
r
o
k
a
r
t
o
n
o

の
主
宰
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
同
様
の
例
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

す
る
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
地
方
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
設
立
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
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地
の
支
部
へ
は
え
ぬ
き
の
教
師
を
派
遣
す
る
と
い
う
態
勢
を
整
え
た
。

シ
ス
ワ
の
有
力
な
指
導
者
と
な
っ
て
い
っ
た
。

た
が
、
設
立
当
時
の
事
情
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、

一
九
二
四
年
七
月
に
は
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

モ
で
あ
る
。
と
く
に
メ
ダ
ン
周
辺
の
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
は
、
自
ら
経
営
し
て
い
た
学
校
を
次
々
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
ヘ
委
譲
し
、

ダ
ン
、
テ
ゥ
ビ
ソ

・
テ
ィ
ン
ギ
（
デ
リ
）
、

ガ
ラ
ソ
で
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
か
け
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
内
ガ
ラ
ン
(
-
九
二
五
年
）
の
例
は
、

ジ
ャ
ワ
島
外
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
拡
大
し
た
最
初
の
例
で
あ
っ

ス
マ
ト
ラ
ヘ
の
ジ
ャ
ワ
人
移
住
民
社
会
に
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
活
動
を
継
承

す
る
形
で
根
、つ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
マ
ト
ラ
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
そ
の
地
に
形
成
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ワ
人
社
会
の
外
へ
ひ

ろ
が
る
の
は
一
九
一
―

-0年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
こ
の
他
に
も
、
東
ジ
ャ
ワ
の
パ
チ
ャ
ル
ク

リ
ン
で
サ
デ
ィ
キ
ン

S
a
d
iki
n

が

自
分
の
経
営
す
る
私
学
校
を
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
委
ね
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
で
も
、

If

ア
テ
ィ

“
Ati
と
い
う
名
の
私
学
校
を
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
委
譲
し
た
。
こ
の
内
、

こ
う
し
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
支
部
が
各
地
で
設
立
さ
れ
る
の
に
と
も
な
い
、

キ、

ス
ル
ヨ
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ン

S
o
e
r
j
o
w
i
d
j
a
j
a
n

カ

サ
デ
ィ
キ
ン
は
東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
タ
マ
ン

・

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
を
養
成
す
る
教
員
養
成
学
校

M
u
lo
,
K
w
e
e
k
s
c
h
o
o
l
が
開
設
さ
れ
て
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
各

一
九
二
六
年
頃
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
活
動
は
ひ
ろ
く
一
般
の
関
心
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
み
え
、
こ

の
頃
か
ら
中
ジ
ャ
ワ
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
新
聞
や
雑
誌
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
関
係
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば

二
六
年
一

0
月
に
は
、

ク
ゴ
ー
ル
が
ベ
ン
ガ
ル
の
ボ
ル
プ
ー
ル
に
開
設
し
た
ジ
ャ
ン
テ
ィ

・
ニ
ケ
ク
ソ
学
校
と
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学

(17) 

校
の
比
較
論
が
『
ス
デ
ィ
オ

・
ト
モ
』

S
e
d
iy
o
T
o
r
n
o

紙
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
タ
ゴ
ー
ル
は
一
九
二
七
年
八
月
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
本
部
を
訪
れ
、
以
後
ベ
ソ
ガ
ル
と
ジ
ャ
ワ
の
こ
れ
ら
二
つ
の
学
校
で
は
留
学
生
の
派
遣
を
中
心
と
す
る

(18) 

交
流
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

メ
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キ

・ハ

ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
い
う
名
称
の
内
、

う
に
な
っ

た
。
こ
こ
に
キ
と
は
、

（
以
下
、

ス
ワ
ル
デ
ィ
に
代
え
て
デ
ワ
ソ
ト
ロ
と
し
て
記
す
）
が
特
に
愛

K
j
a
h
i
 
H
a
d
j
a
r
 
D
e
w
a
n
t
o
r
o
 

K
i
 H
a
d
j
a
r
 
D
e
w
a
n
t
a
r
a
 

と
し

゜
8
 

と
称
す
る
よ

ー

一
九
二
八
年
五
月
二
日
、
四

0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
ラ
デ
ソ

・
マ
ス
と
い
う
貴
族
称
号
を
名
乗
る
こ
と
を
止
め

る
と
と
も
に
こ
れ
を
機
に
自
ら
の
名
を
改
名
し
、
以
後
、

キ
ャ
イ

k
i
y
ai

の
意
味
と
し
て
了
解
さ
れ
て
お
り
、
当
時
、

(19) 

て
綴
ら
れ
て
い
た
例
を
い
く
つ
か
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ワ
ン

ト
ロ

自
身
も
こ
の
キ
を
キ
ャ
イ
と
し
て
規
定
し
た
例
が
み
ら

(
2
0
)
 

れ
る
。
キ
ャ
イ
と
は
、
ジ
ャ
ワ
の
年
長
の
男
性
に
対
す
る
尊
称
で
あ
る
と
と
も
に
、
年
経
て
人
間
や
宗
教
の
奥
義
を
究
め
人
々
の
尊

敬
を
集
め
て
い
る
者
に
対
す
る
称
号
で
も
あ
り
、
村
の
宗
教
上
の
世
話
役
や
プ
サ
ン

ト
レ
ン
の
主
宰
者
の
多
く
は
キ
ャ
イ
と
い
う
称

号
を
名
乗
っ

て
い
た
。
そ
の
後
、

キ
と
称
す
る
者

（例
え
ば
キ

・
ス
ジ
ョ
ノ
、

る
よ
う
に
な
る
。
さ
て
、

智
恵
で
あ
っ
た
。

キ

・
ハ
ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ソ

ト
ロ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
指
導
者
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
に
な
ら
っ
て
学
位
称
号
や
貴
族
称
号
の
代
り
に
単
に

キ

・
プ
グ
ル
な
ど
と
称
す
る
）
が
続
出
し
、
女
性
も
ま
た
単
に
ニ

N
y
i

と
称
せ
ら
れ

ジ
ャ
ワ
文
化
の
中
で
キ
ャ
イ
の
理
想
型
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
す
で
に
第
二
章
で
述
べ
た
ワ
ヤ
ソ

（影
絵
劇
）
の
登
場
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
セ

マ
ル

S
e
m
a
r

で
あ
ろ
う
。
本
来
神
で
あ
り
な
が
ら
庶
民
の
出
と
し
て
身
を
宴
し
、

風
剌
と
諧
諒
の
う
ち
に
人
間
の
智
恵
に
つ
い
て
語
り
、
神
と
人
間
と
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
世
に
神
の
意
思
を
実
現

し
て
い
く
セ
マ
ル
は
、
キ

・
ハ
ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ソ
ト
ロ

(
2
1
)
 

好
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
デ
ワ
ン

ト
ロ
以
前
に

こ
の
よ
う
な
称
号
を
用
い
て
い
た
の
は
、
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
の
主
宰
者
の
キ

・
ア

グ
ン

・
ス
ル
ヨ
ム
ン
タ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
王
家
の
王
子

（
父
は
ハ
マ
ン
ク

・
ブ
オ
ノ
七
世
）
と
し
て
生
れ
た
ス

ル
ヨ
ム
ン
タ
ラ
ム
は
若
く
し
て
爵
位
を
返
上
し
王
宮
を
出
て
村
に
住
み
、
農
民
と
し
て
生
活
を
す
る
か
た
わ
ら
、
デ
ワ
ソ

ト
ロ

ら
と

と
も
に
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
を
設
立
し
た
。
彼
が
提
唱
し
た
の
は
、
我
執
と
我
欲
を
離
れ
て
平
安
の
境
地
に
至
る
道
を
得
る
た
め

の

ハ
ジ
ャ
ル
は
ア
ジ
ャ
ル

a
d
j
a
r

で
あ

っ
て
、
ア
ス
ラ
マ
や
ポ
ン

ド
ッ

ク
の
教
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師
を
指
し
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
字
義
通
り
に
は
、
デ
ヮ
（
神
）
の
仲
立
ち
を
す
る
者
、
神
の
使
徒
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に

こ
の
名
は
キ
ャ
イ
と
し
て
ま
た
ア
ジ
ャ
ル
と
し
て
〈
神
〉
の
意
志
を
伝
え
よ
う
と
す
る
、
彼
の
自
己
規
定
の
仕
方
を
、

次
に
デ
ヮ
（
神
）
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
意
味
は
、

お
そ
ら
く
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
す
べ
て

の
英
雄
、
す
べ
て
の
諸
他
の
神
々
、
す
べ
て
の
ラ
ク
ソ
ソ
（
羅
刹
）
の
上
位
に
あ
っ
て
彼
ら
の
役
割
と
運
命
を
定
め
る
〈
神
〉
、
時

間
と
空
間
を
支
配
す
る
絶
対
的
な
力
の
源
泉
、
宇
宙
の
主
宰
者
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

サ
ン
・
ヒ
ャ
ン
・
ウ
ェ
ナ
ン

こ
の
〈
神
の
仲
立
ち
を
す
る
〉
と
は
、
こ
の
〈
神
〉
の
意
思
を
感
得
し
そ
れ
を
開
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
キ
ャ
イ
、

ア
ジ
ャ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
（
す
な
わ
ち
、

キ

・
ア
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
い
う
呼
称
）
、

お
そ
ら
く
セ

ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
が
真
正
の
パ
ン
デ
ィ
ト
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
名
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
真
の
パ
ン
デ
ィ
ト
の
失

わ
れ
た
時
代
」
（
ス
ク
ッ
ト
モ

・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
、
第
三
章
参
照
）
と
い
う
認
識
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
設
立
を
う
た
が
し
た
こ
と
を
、

「
真
の

。ハ
ン
デ
ィ
ト
」
と
い
う
自
己
規
定
は
あ
ら
た
め
て
示
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
す
で
に
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

ク
シ
ャ
ト
リ
ア
」
か
ら
「
武
器
を
手
に
闘
い
に
備
え
て
い
る
。ハ
ン
デ
ィ
ト
」
へ
の
移
行
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
か

ら
。ハ
ン
デ
ィ
ト
ヘ
変
っ
た
が
、
こ
の
パ
ン
デ
ィ
ト
は
「
民
族
と
人
民
の
た
め
に
闘
う
」

。ハ
ン
デ
ィ
ト
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ

(
2
2
)
 

れ
は
、
こ
の
「
闘
い
」
と
先
の
「
〈
神
〉
の
意
思
」
の
結
合
を
示
し
て
い
る
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
改
名
し
た
こ
の
年
の

一
0
月
に
、
月
刊
紙
『
ワ
シ
ト
』

W
a
sit
a

を
創
刊
し
た
。
w
a
s
i
t
a

と
は
、
パ
ン
デ
ィ
ト
の

(
2
3
)
 

言
葉

s
a
b
d
a
P.andita

で
あ
る
と
解
説
さ
れ
て
い
た
。
編
集
長
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
で
出
版
元
は
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
本
部
で
あ
っ
た
。
こ

か
つ
、

モ
ハ
マ
ッ
ド

・
タ
ウ
ヒ
ッ
ド
は
ス
ワ
ル
デ
ィ
の
改
名
を

「バ

ン
デ
ィ
ト
の
精
神
を
も
っ

な
い
し
サ
ン

・
ヒ
ャ
ン

・
ト

ゥ
ン
ガ
ル
と
称
さ
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

マ
ル
を
似
姿
と
し
て
、
示
し
て
い
た
。

ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ヤ
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最
初
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
に
つ
い
て
み
よ
う
。

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ

順
序
に
従
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

の
雑
誌
は
「
父
兄
と
教
師
の
た
め
の
雑
誌
」
と
銘
打
た
れ
、
教
育
に
関
心
を
寄
せ
る
人
々
へ
の
一
般
的
な
教
育
雑
誌
で
あ
る
と
刊
行

の
辞
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
機
関
誌
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
実
際
、

月
号
（
第
一
巻
第
七
号
）
以
降
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
機
関
誌
を
兼
ね
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
『
ワ
シ
ト
』
は
一
九
二
八
年
一

0
月

一
年
間
休
刊
と
な
り
、

一
九
二
九
年
九
月
に
第
一
巻
第
―
二
号
が
刊
行
（
こ
の
内
、
第
九
l
-
0
号
と
第

一―

号
l
-

(
24
)
 

一
九
三

0
年
七
月
に
第
二
巻
第
一
号
が
再
刊
さ
れ
た
。

支
部
の
拡
大
状
況

『
ワ
シ
ト
』
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
二
八
年
当
時
か
ら
、

一
九
二
九
年
四

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
支
部
は
各
地
で
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、

す
で
に
設
立
さ
れ
て
い
た
支
部
の
活
動
も
次
第
に
充
実
し
て
い
っ
た
。
以
下
に
こ
れ
ら
の
状
況
を
み
て
い
こ
う
。
先
ず
、

ジ
ョ
ク
ジ

ャ
カ
ル
タ
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
に
つ
い
て
述
べ
、
次
に
『
ワ
シ
ト
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
報
告
に
基
づ
い
て
東
ジ
ャ
ワ
、
中
ジ

ャ
ワ
、
西
ジ
ャ
ワ
、

ス
マ
ト
ラ
の
支
部
に
つ
い
て
順
次
み
て
い
く
。
し
か
し
各
地
方
の
支
部
の
叙
述
の
順
序
は
必
ず
し
も
そ
の
設
立

に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
な
報
告
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
中
に
は
一
九
二
三
年
―
一
月
に
ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
が
作
成
し
た
、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
目
的
、
現
況
、
教
師
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
に
関
す
る
報
告
書
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
、
先
ず
そ
れ
に
基
づ

第
二
節

二
号
は
合
併
）
さ
れ
た
後
、

に
第
一
巻
第
一
号
が
創
刊
さ
れ
て
以
来
、

一
九
二
三
年
当
時
植
民
地
政
庁
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
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科
目
は
、
語
学
（
ジ
ャ
ワ
語
、

次
に
教
師
は
、

(27) 

ィ

R.
M
.
 So
e
w
a
n
d
h
i
 
(
ジ
ャ
カ
ル
タ
医
学
校

S
T
O
V
I
A
中
退
）
、

卒
）
‘
⑮
ス
ル
ヤ
テ
ィ

R.
Soerjatie

嬢
、
⑱
ス
ル
ヤ
テ
ィ
ー
ン

R
.
S
o
e
r
j
a
t
i
e
n

嬢、

m]ス
ワ
ル
デ
ィ
・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト

⑥
ハ
ル
ジ
ョ
デ
ィ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト

H
a
r
d
j
o
d
i
n
i
n
g
r
a
t

夫
人
（
シ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
カ

(9) 
フ
ラ
ン‘’
シ
I 
ナ

ミ
ラ

D
j
o
e
m
i
l
a
h

嬢
（
小
学
校
卒
業
後
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
で
勤
務
）
、

ィ
・
ア
ミ
ニ

Siti
A
m
i
n
i
 
(
同
上
）
の
―
二
名
よ
り
成
り
、

年
四
七
名

(
A
組
一
九
名
、

F
r
a
n
c
i
n
a

嬢
（
ア
デ
ィ

・
ダ
ル
モ
学
校
で
三
年
問
教
鞭
を
と
る
）
、

次
に
一
九
二
三
年
一

0
月
当
時
の
生
徒
数
は
、
幼
稚
園
三
九
名
、
第
一
学
年
四
二
名

(
A
組
一
五
名
、

B
組
二
七
名
）
、
第
二
学

B
組
二
八
名
）
、
第
三
学
年
ニ
―
名
、
第
四
学
年
九
名
、
第
五
学
年
九
名
、
第
六
学
年
一
四
名
、
第
七

学
年
八
名
、
進
級
学
年

S
c
h
a
k
e
l
s
c
h
o
o
l

二
四
名
で
、
こ
れ
ら
一
―
ク
ラ
ス
の
生
徒
数
（
最
年
少
四
歳
か
ら
最
年
長

一
七
歳
ま
で
）

の
合
計
は
―
二
三
名
で
、
こ
れ
を
上
記
の
―
二
名
の
教
師
が
担
当
し
て
い
た
。

歴
史
（
ジ
ャ
ワ
史
、
蘭
印
史
、

マ
レ
ー
語
、
英
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
読
み
方
、
話
し
方
、
書
き
方
、
作
文
、
文
法
）
、
算
数
、
理
科
、

オ
ラ
ン
ダ
史
、
「
年
代
記
」
及
び
史
蹟
見
学
等
）
、

ト
リ
ッ
ク
系
フ
レ
ー
ベ
ル
学
校
に
勤
務
）
、

夫
人
（
ハ
ー
グ
の
フ
レ
ー
ベ
ル
学
校
に
勤
務
）
、

ジ
ャ
ワ
音
楽
の
歌
唱
、

―
一
の
学
級
を
担
当
し
て
い
た
。

一
般
常
識
（
植
民
地
の

⑪
ル
ム
・
ム
ル
ヤ
デ
ィ

R
u
m
M
u
r
y
a
d
i
 
(
同
上
）
、

⑬
シ
テ

Q
中
ノ
ュ

hù
｀
 

④
ク
ソ
ト
・
サ
ロ
ョ

R
.
K
o
e
n
t
o
 
S
a
r
o
j
o
 
(
ミ
ュ
ロ
〔
中
学
校
〕

①
ス
ワ
ル
デ
ィ
・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
、

③
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
（
元
デ
ル
フ
ト
工
科
大
学
学
生
）
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

副
議
長
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
（
自
営
）
、
会
計
ス
ボ
ノ
（
自
営
）
、
第
一
書
記
ル
ジ
ト
（
「
マ
ル
デ
ィ
ム
ル
ヨ
」
出
版
社
経
営
）
、

タ
の
元
教
師
）
、
教
師
陣
指
導
者
ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
、

(25) 

い
て
概
観
す
る
。

(3) 
ス
ワ

ン

デ

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
運
営
委
員
会
は
、
議
長
ス
タ
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
（
官
職
は
植
民
地
参
議
会
議
員
）
、

第
二
書
記
サ
ビ

タ

R
.
S
a
b
i
t
a
h
 
(
建
築
技
師
）
、
顧
問
ス
ト
ボ
（
雑
誌
『
プ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
』
編
集
長
）
及
び
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル

(
2
6
)
 

の
八
名
よ
り
成

っ
て
い
た
。
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が
設
立
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
教
員
や
教
科
も

一
層
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
各
地
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
を

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
内
部
か
ら
調
達
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
学
校
が
開
設
さ
れ
た
当
時
、
そ
の
教
師
と
な
っ
た
の
は
、
前
述
の
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
、

ス
ワ
ン
デ
ィ
の
他
、

デ
ィ
プ
ト
ロ
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
工
学
校
卒
）
の
五
名
で
あ
っ
た
。
当
時
の
生
徒
数
は
六

0
名
、
内

一
四
名
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ

学
校
の
卒
業
生
、

っ
て
き
た
生
徒
で
、
そ
の
な
か
に
は
ス
マ
ト
ラ
各
地
や
バ
リ
島
出
身
の
者
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
生
徒
数
の
増
加
や
教
師

の
異
動
が
あ
り
、
何
人
か
の
新
任
の
教
師
が
赴
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
て
、

は
で
き
な
い
。

え
る
こ
と
は
、

即
ち
一
九
二
五
年
に
は
サ
ス
ト
ロ
プ
ラ
ウ
ィ
ロ
M
•
N
g. 

一
六
名
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
蘭
印
小
学
校

HIS
の
卒
業
生
、
そ
の
他
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
以
外
か
ら
や

こ
こ
か
ら
窺

ま
た
授
業
時
間
は
九

0
分
を
も
っ
て

一
単
位
時
間
と
さ
れ
、

っ
て
編
成
さ
れ
て
い
た
。

現
状
と
宗
教
一
般
）
の
他
、

ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
、

ス
ポ

ー
ツ
（
体
操
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
的
団
体
訓
練
）
や
手
芸
、
舞
踊
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
従

一
日
は
朝
七
時
一
―

10分
か
ら

―
二
時
四
五
分
ま
で
と
、
夕
方
二
時
三

0
分
か
ら
八
時
ま
で
の
五
単
位
時
間
に
分
け
ら
れ
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
、
学
年
に
従
っ
て

一
八
授
業
単
位
な
い
し

――
―
―
授
業

単
位
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
授
業
の
内
、
学
年
の
如
何
を
問
わ
ず
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
た
の
は
語
学
の
授
業
で

あ
り
、
特
に
オ
ラ
ソ
ダ
語
の
授
業
は
第
五
第
六
学
年
で
は
全
教
科
時
間
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
て
い
た
（
表
1
を
参
照
）
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教
科
が
著
し
く
実
務
教
育
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
各
地
で
拡
大

し
て
い
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
実
学
」
を
身
に
つ
け
る
場
を
提
供
し
て
い
た
と
い
う
側
面
を
見
落
と
す
こ
と

一
九
二
四
年
七
月
三
日
に
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
教
員
養
成
学
校

ウ
ィ
ル
ヨ
デ
ィ
ハ
ル
ジ
ョ
M•

N
g. 
W

irj
o
d
ih
a
r
d
j
o
 
(
元
政
庁
の
小
学
校
教
師
で
年
金
生
活
者
）
、

及
び
ス
ル
ヨ
ア
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表 1 ジョクジ ャカルク クマン ・シスワ学校の教科内容 (1923年当時）

~I幼稚固 I 1 年I2 年I3 年I4年I5年I6年 17 年 1進級年
ジャワ語 | 2 
オランダ語

話し方
7 { 3 4 

読み 方

文 型

作 文

ディクテーション‘

口頭算 2 

筆 算 1 

暗 算

商 業 2 

作 文 3 

唱 歌＼音楽） 2 

スボーツ 4 

家庭 科（手芸）

地 学

自 然

歴 史

マレー語

公 民

英 語

代数／幾何

簿 記

絵 画 I 2 
出典， Mailrnpport84x/1924, p. 6. 

1時限は45分単位。
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I 4 I 2 I 2 

31 4 
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1 1 1 
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2 2 2 

2 2 

2 

I 

I 
| 
| 2 | 2 I 2 

I 3 I 3 I 2 I | 

13 ｛ 3 3 4 2 13 ｛ 4 3 3 2 
4 

19 ［ 4 4 8 2 17 l 3 4 3 6 占
1 1 1 1 1 

2 3 1 

2 3 2 2 

2 3 1 1 

1 1 1 

1 1 2 

2 2 2 2 2 

2 2 2 2 2 
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2 

I 
2 

I : I : I ~ 2 2 

I ! 
2 

I : 
2 

1 2 

2 

I : I 
(4 2) 
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語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
及
び
化
学

⑲
ス
ケ
ミ
11
教
育
論
、
簿
記
、

絵
画
及
び
地
学
。

ン）、

⑱
ロ
ル
ニ

11
英
語
、

オ
ラ
ン
ダ
語
及
び
代
数
、
り
サ
ル
ミ
デ
ィ
11
オ
ラ
ン
ダ
語
、

地
学
、

動
植
物
学
、

⑱
ス
ウ
ィ
ル
ヨ
11
英

さ
て
こ
れ
ら
の
教
師
が
担
当
し
た
科
目
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

加
わ
っ
た
。

ス
ウ
ィ
ル
ヨ

S
o
e
w
i
r
j
o
(元

S
T
O
V
I
A
の
学
生
）
、

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ャ、、

S
a
s
t
r
o
p
r
a
w
1
r
o
カ

一
九
二
六
年
に
は
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
、

サ
ル
ミ
デ
ィ

・
マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
、
ス
カ
ル
ソ

S
o
e
k
a
r
s
o
(元

ジ
ャ
ワ
医
療
学
校

N
I
A
S

の
学
生
）
、
及
び
バ
ン
ド
ゥ
ン
ヘ
移
転
し
た
ス
ル
ヨ
ア
デ
ィ
プ
ト
ロ
の
代
り
に
ス
ケ
ミ

S
o
e
k
e
m
i

が
赴
任

(28) 

し
た
。
ス

ケ
ミ
は
元
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
小
学
校
校
長
（
ソ
ロ
）
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
、

フ
リ
ル
が
率
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
教
育
協
会

P
N
I
,
B
a
r
u

の
活
動
家
と
し
て
、
中
ジ
ャ
ワ
で
強
い
影
響
力
を
も
っ
た
人
物
で

あ
っ
た
。
後
に
国
民
党
の
指
導
者
と
な
る
サ
ル
ミ
デ
ィ
と
政
治
的
に
は
国
民
党
と
対
立
す
る
教
育
協
会
の
指
導
者
の
ひ
と
り
と
な
る

ス
ケ
ミ
は
、
こ
う
し
て
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
政
治
運
動
に
加
わ
る
数
年
前
に
、

こ
の
学
校
の
教
師
に
は
そ
の
年
さ
ら
に
、

ロ
ル
ニ

一
九
二
七
年
は
教
師
の
異
動
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
八
年
、

(30) 

ジ
ュ
ナ
学
校
」
の
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
い

っ
た
。

一九――

-0
年
代
に
シ
ャ

と
も
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
と
関
係
を
も
つ
こ
と

(
29
)
 

ウ
ス
マ
ン
・
サ
ス
ト
ロ
ア
ミ
ジ
ョ
ヨ

O
e
s
m
a
n
Sastroamidjojo 
(元

R
H
S
の
学
生
）
、

R
.
A
.
 
L
o
o
r
n
i
嬢

（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
高
等
学
校

A
.
M
.
S
.
卒
業
）
が

サ
ル
ミ
デ
ィ
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
神
智
学
協
会
が
主
宰
す
る
「
ア
ル

①
ス
ワ
ソ
デ
ィ
11
オ
ラ
ン
ダ
語
、
歴
史
一
般
及
び
オ
ラ
ソ

ダ
史
及
び
地
学
、
②
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
（
校
長
）

11
ジ
ャ
ワ
語
、

ジ
ャ
ワ
文
化
論
及
び
ジ
ャ
ワ
史
、
⑥
サ
ス
ト
ロ
プ
ラ
ウ
ィ
ロ
（
書
記
）

11
マ
レ
ー
語
、
④
ス
カ
ル
ソ
11
数
学
、

地
質
学
、

植
物
学
、

動
物
学
、
⑮
デ
ワ
ン
ト
ロ
（
ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス
ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
y

卜）
11
オ
ラ
ン
ダ
語
、
教
育
論
及
び
ガ
メ
ラ
ソ
音
楽
（
ゲ
ン
デ
ィ
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た
。
す
な
わ
ち
、

ャ
カ
ル
タ
、

D
a
r
o
e

は
ポ
ロ
ン
、

ア
フ
ァ
デ
ィ
ア

R
r
.
A
c
h
a
d
i
a
h

と
ス
ツ
リ
ス
ノ

S
o
e
t
r
i
s
n
0

は
ク
ン
グ
ル
、

ル
ト

S
o
e
p
a
r
t
o

は
ス
ラ
ウ
ィ
、

そ
し
て
ト
ゥ
マ
ル

T
o
e
m
a
r

は
テ
ガ
ル
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
へ
赴
任
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
第
一
期
の
卒
業
生
が
各
地
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
へ
赴
任
し
た
の
ち
、
な
お
、

徒
が
こ
の
中
学
校
・
教
員
養
成
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
。
そ
し
て
翌
一
九
二
九
年
に
は
こ
の
学
校
か
ら
さ
ら
に
六
名
が
タ
マ
ン
・
シ

ス
ワ
の
教
師
と
し
て
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
内
訳
は
メ
ダ
ソ
ニ
人
、
テ
ガ
ル
一
人
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
三
人
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
正
規
の
師
範
コ
ー
ス
の
他
に
、
他
の
学
校
で
の
一
般
教
育
の
課
程
を
卒
業
し
た
者
で
特
に
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
学
校
の

教
師
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
生
徒
に
対
し
て
、

式
が
そ
の
当
時
採
用
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク

tjantrik

と
呼
ば
れ
、

ヮ
本
部
か
ら
教
員
と
し
て
の
免
許
状
を
得
て
各
地
の
学
校
へ
派
遣
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
教
師
と
し
て
一
九
二
八
年
秋
に
は

rnadi

は
モ

ジ
ョ
ク
ル
ト
、

さ
て
こ
の
一
八
名
の
内
、

イ
ス
カ
ッ
ク

I
s
k
a
k

イ
ス
テ
ィ
・
カ
ル
テ
ィ
ニ

ス
ワ
ル
ジ
ョ

S
o
e
w
a
r
d
j
o
、

一
九
二
八
年
当
時
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
で
教
育
論

・
教
育
方
法
に
つ
い
て
再
教
育
を
受
け
さ
せ
る
方

ま
プ
ロ
ソ
、

,_, 

ス
カ
ル
ジ
マ
ン

ス
ロ
ソ

一
方
、
こ
の
教
員
養
成
学
校
で
学
ぶ
生
徒
の
状
況
は
大
略
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

八
名
、
ミ
ュ
ロ
の
三
年
次
へ
進
学
し
た
者
ニ
ニ
名
で
、
他
は
中
途
退
学
し
た
。

R
r
.
 
Isti 
K
a
r
t
i
n
i

は
バ

ソ
ド
ゥ
ン
、

S
o
e
r
o
s
o
 

一
定
の
訓
練
を
経
た
の
ち
、
ク
マ
ソ

・
シ
ス

一
九
二
八
年
現
在
で
一
六

0
名
の
生

ま
ゲ
ン
テ
ソ
、

ー‘_

ウ
ィ
イ
ッ
ク

ス
ギ
ニ
ン

S
o
e
g
i
n
i
n
g

ア
フ
マ
ッ
ド
・
ダ
ル

O
e
j
i
k

は
マ
ラ
ン
、

一
九
二
四
年
に
入
学
し
た
六

0
名
の
内
、
ミ
ュ
ロ
コ
ー
ス
の
二
年
次
を
終
え
て
師
範
コ

ー
ス

K
w
e
e
k
s
c
h
o
o
l
 

と
ス
パ

ス
マ
デ
ィ

S
o
e

へ
進
学

し
た
者
一

ム
ナ
ル
と
サ
ド
ノ
が
そ
れ
ぞ
れ
、
テ
ィ
ビ
ン

・
テ
ィ
ン

ギ
（
メ
ダ
ン
周
辺
）
と
ゥ

ェ
レ
リ
ィ
（
ス
マ
ラ
ソ
西
方
の
ケ
ン
ダ
ル
周
辺
）
の
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
学
校
（
の
ち
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
ヘ
移
管
）
の
教
師
に
な
っ
た
ほ
か
、

二
名
が
別
の
学
校
へ
進
学
な
い
し
就
職
し
た
が
、
残
り
の
一
四
名
は
す
べ
て
各
地
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
と
し
て
赴
任
し

S
o
e
k
a
r
d
j
i
m
a
n

及
び
ス
ナ

ル
ト

S
o
e
n
a
r
t
o

の
三
名
は
ジ
ョ
ク
ジ

A
c
h
m
a
d
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(2) 
D
r
.
 
M
o
h
.
 Sa
lih
が
加
わ
っ
て
い
た
。
設
立
当
時
は

一―

名
の
生
徒
で
出
発
し
た
が

一
九
二
八
年
当
時
に
は
男
女
合
わ
せ
て
三
四
六

(
37) 

名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
た
。
学
校
長
に
は
ワ
ル
ド
ョ
が
就
任
し
た
。
他
に
七
名
の
教
師
が
い
た
。

学
年
が
設
置
さ
れ
六
名
の
生
徒
が
こ
の
最
高
年
次
の
学
年
に
進
級
し
た
が
、

公
務
員
試
験
II

K
l
ei
n
a
m
b
te
n
a
a
rse
x
a
m
e
n

に
合
格
し
、

(38) 

ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
（
ス
ラ
バ
ヤ
郊
外
）

生
徒
数
一
七
名
）
。
設
立
の
た
め
に
努
力
し
た

の
は
、

ロ
ト
ア
デ
ィ
ウ
ィ
ジ
ョ
ヨ

す
な
わ
ち
、

ム
ロ
ノ

d
a
r
m
o

は
マ
ラ
ン
、

ム
ル
デ
ィ
ヤ

R.
R. 
M
o
erdij
a
h

及
び
マ
ン
グ
ン
ア
ト
モ
ジ
ョ

R.
A
.
 M
an
g
o
e
n
at
m
o
d
j
o

は
タ
ソ
グ
ゥ
ル

の

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
に
、
プ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ

赴
任
し
た
。
さ
ら
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
留
ま
っ
て
、

R. 
S
o
e
r
o
s
o
 a
lias 
W
ijono

は、ハ

リ
島
の
ス
テ
ィ
ア

・
ハ
テ
ィ
学
校

Seti
a
H
a
ti 
S
c
h
o
o
l

に

(33) 

そ
こ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
で
教
え
る
者
も
多
か
っ
た
。

東
ジ
ャ
ワ
及
び
マ
ド
ゥ
ラ
島

(34) 

ス
ラ
．
、
ハ
ヤ
一
九
二
二
年
―

一
月
―
二
日
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
時
の
運
営
委
員
会

l
n
st
itu
ut
ra
a
d

(35) 

デ
ィ
プ
ト
ロ
、
書
記
ス
ロ
ト

(1) 
学
校
、

A
.
 So
e
ro
to

会
計
マ
ル
ト
ハ
ル
ジ
ョ
ノ

B
.
M
a
r
t
o
h
a
rd
jo
n
o
、
委
員
ビ
ン
タ
ル
テ
ィ

Bintarti
、
ブ

(36) 

B
r
to
a
di
w
id
jojo

ワ
ル
ド
ョ

W
a
rdojo
、
工

Jnに
顧
g
向
と
し
て
ス
ワ
ル
ノ

D
r
.
G
.
 So
e
w
a
r
n
o

と
サ
リ

ス
ロ
ソ
（
別
名
ウ
ィ
ヨ
ノ
）

次
の
九
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二
三
年
七
月

一
日
に
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
の
分
校
と
し
て
開
校
さ
れ
た

R. 
S
a
r
d
j
o
n
o
 

R
.
 M
o
e
ra
n
a

と
ス
テ
ジ
ョ

(
3
2
)
 

N
g
o
e
s
m
a
n
a
d
j
i

及
び
サ
ル
ジ
ョ
ノ

R
.
 S
o
e
te
d
j
o
 

そ
の
年

―
二
月
彼
ら
は
す
べ
て
植
民
地
政
庁
の

II

下
級

そ
の
多
く
は
政
庁
経
営
の
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
。

ノ
ト
デ
ィ
プ
ト

ロ
（
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
長
）
、

は`
囀
ノ‘

ン‘’

ド
ウ

ン／
ヽ

ム
ル
マ

テ
ィ
ル
ト
ア

ト
モ
ジ
ョ

T
i
r
t
o
a
t
m
o

R
.
 Pr
a
s
o
n
d
j
o
 

は
チ
レ
ボ
ソ
、

（
当
時
の

一
九
二
七
年
七
月

一
日
に
は
六

R. 
M
o
e
r
m
a

は
プ
マ
ラ
ン
、

ス
ル

ヨ
ア
デ
ィ
。
フ

ト
ロ、

は
、
議
長
ノ
ト

は
ス
マ
ラ
ン
の
カ
ル
テ
ィ
ヨ
ソ

ス
ダ
ル
モ

R
.
S
o
e, 

8
 

(31)

8
 

ン
グ
ス
マ
ナ
ジ

R
.

I
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(5) 

一
九
二
八
年
九
月
＿
日
に
発
足
し
た
。
こ
れ
を
設
立
し
た
の
は
、

弟
は
余
り
通
学
し
て
い
な
か
っ
た
と
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。

ィ
ソ

K
a
rdjidin

よ
り
成
っ
て
い
た
が
、

、

ソ
ス
ロ
ス
プ

ト
ロ

S
o
s
r
o
s
e
p
o
e
t
r
o

ヽ

H
a
r
d
j
o
s
o
e
m
a
r
t
o
 

サ
ム
ス

S
a
m
s
o
e

で
あ
っ
た
。
学
校
長
に
は
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
が
就
任
し
た
。

ジ
ョ
ヨ
ス
ダ
ル
モ
(39) 

一
九
二
八
年
現
在
四
人
の
教
師
と
―

-
0名
の
生
徒
を
推

一
九
二
三
年
に
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
は
ス
ラ
バ
ヤ
か
ら
分
離
し
一
九
二
四
年
以
来
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
が
主
宰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(40
)
 

モ
ジ
ョ
ク
ル
ト

一
九
二
五
年
五
月
、

ョ
）
が
就
任
し
学
校
長
に
は
サ
デ
ィ
キ
ソ
が
就
任
し
た
。
設
立
当
時
の
生
徒
数
は
四
四
名
、

(
41
)
 

教
師
は
サ
デ
ィ
キ
ン
以
下
四
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
イ
ス
カ
ッ
ク

I
s
k
a
q

は
一
九
二
七
年
一

0
月
に
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
の
分

校
と
し
て
プ
ロ
ソ
に
設
立
さ
れ
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
校
長
の
職
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
4
2
)
 

モ
ジ
ョ
ア
グ
ン

―
二
名
の
生
徒
と
教
師
一
人
（
ジ
ュ
ベ

ル

R
.
M
,
 Dj
o
e
b
e
r
)

に
よ
っ
て
発

マ
ル
ズ
キ

M
o
h
.
M
a
r
z
o
e
k
i
、

一
九
二
九
年
当
時
こ
の
委
員
会
は
解
散
し
て
お
り
、

ら
れ
な
い
問
題
を
生
徒
の
父
兄
に
は
か
っ
て
決
め
て
い
た
。
こ
の
支
部
は
一
九
二
六
年
末
に
七

0
名
の
生
徒
を
数
え
た
が
、

八
年
末
に
は
四

0
名
に
減
少
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
父
兄
の
転
勤
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
こ
の
支
部
の
授
業
料
は
一
律
（
他
は
月
三

・
五
フ
ロ
ー
リ
ソ
）
徴
収
を
止
め
、
一
九
二
五
年
以
来
父
兄
の
収
入
に
応
じ
て
一

・

七
五
フ
ロ
ー
リ
ン
か
ら
三

•

五
フ
ロ
ー
リ
ソ
を
徴
収
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

(43
)
 

ケ
ソ
チ
ョ
ン

足
し
た
。
そ
の
当
時
の
運
営
委
員
会
は
、

．ヽ

ス
リ
ハ
デ
ィ

S
r
i
h
a
d
1

(4) 

一
九
二
四
年
六
月
八
日
、

M
o
h
.
 Sl
a
m
e
t

及
び
サ
デ
ィ
キ
ン
ら
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

(3) 
し
て
い
た
。

d
j
o
、

運
営
委
員
に
ス
リ
ハ
デ
ィ

ス
リ
ハ
デ
ィ

S
r
i
h
a
d
i
、

ハ
ル
ジ
ョ
ス
マ
ル
ト

ス
ハ
ル
ト

一
方
、

ヽ

ア
リ
ッ
プ

A
r
i
p

ス
ウ
ィ
ト

一
九

カ
ル
ジ
ィ
デ

そ
の
た
め
教
師
は
彼
の
一
存
で
決
め

モ
ジ
ョ
ア
グ
ン
の
地
元
の
子

R
.
 So
e
h
a
r
t
o
、

一
九
二
八
年
に
は
一
〇
八
名
を
数
え
た
。

（
一
九
二
六
年
以
降
は
ノ
ト
ア
ト
モ
ジ

ノ
ト
ア
ト
モ
ジ
ョ

N
o
t
o
a
t
m
o
d
j
o
、
ス
ラ
メ
ッ
ト

R
.
 

D
j
o
j
o
s
o
e
d
a
r
m
o

及
び
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(8) 

(45) 

刀
タ
ン
グ
ゥ
ル

（
 

(6) 

ス
ラ
デ
ィ

M
.
S
o
e
r
a
d
i

及
び
ア
デ
ィ

ト
モ

R
.
A
d
i
t
o
m
o
 

っ
た
。
発
足
時
の
生
徒
数
は
四
七
名

（一

九
二
九
年
初
め
に
六
七
名
）
で
あ
り
、
校
長
に
は
ス
カ
デ
ィ
ム
ル

ト
レ
ジ
ョ

S
o
e
ka
d
h
i

M
e
r
t
o
r
e
d
j0

が
就
任
し
た
。
教
育
内
容
は
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
っ

て

い
た
が
、

作
り
を
教
科
に
と
り
入
れ
、

(
44
)
 

ク
ラ
ク
サ
ア
ン

II

自
立
性
II

を
重
視
し
て
、
畑
作
や
野
菜

ま
た
、
成
績
表
は
転
校
の
場
合
以
外
に
は
生
徒
に
示
さ
な
い
こ
と
に
し
て
い
た
。

一
九
二
八
年
八
月

一
日
に
開
校
さ
れ
た
。
開
校
を
推
進
し
た
の
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
リ
ム

R.
A
b
d
o
,
 

elalim
、
ス
ク
リ

・
ハ
デ
ィ
ク
ス
モ

R
.
M
o
h
.
 S
o
e
k
r
i
 
H
a
d
i
k
o
e
s
o
e
m
o
、
ス
ナ
ル
ョ

R.
S
o
e
n
a
r
j
o
、
カ
シ
ア
デ
ィ

あ
っ
た
。
発
足
時
の
生
徒
数
は
八
名
で
サ
デ
ィ
キ
ン
が
教
え
て
い
た
が
、
彼
が
モ
ジ
ョ
ク
ル

ト
に
居
を
移

し
た
以
後
は
、

S
o
e
r
o
s
o

が
教
育
に
当
っ
た
。
そ
の
後
一
九
二
九
年
七
月
に
ク
ラ
テ
ン
か
ら
ス
マ
ル
デ
ィ

こ
と
に
な
っ
た
。

ス
デ
ィ

ヨ
ノ
（
ウ
ォ
ノ
ク

ロ
モ
支
部
）
と
サ
デ
ィ
キ
ソ
（
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
支
部
）
で

一
九
二
九
年
七
月
現
在
で
生
徒
数
は
五
三
名
で
あ
り
、
六
学
年
に
分
か
た
れ
て
い
る
。
教
育
内
容
は
教
師
に
一
任
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
学
校
は
勤
労
者
の
た
め

の
夜
学
校
も
開
か
れ
て
い
た
。
授
業
料
は
父
兄
の
収
入
状
況
に
し
た
が
っ

て
月
額

一・

五
フ

ロ
ー
リ
ソ

か
ら
ニ
フ
ロ
ー
リ
ン
、
ニ

・
五
フ
ロ
ー
リ
ン
の
一＿
一
段
階
に
分
け
ら
れ
、

別
に
入
学
金
と
し
て
ニ

・
五
フ
ロ

ー
リ
ソ
が
納
入
さ
れ
る
べ

き
と
さ
れ
た
。

と

一
五
一―
―
名
(
-
九
二
八
年
）
の
生
徒
を
擁
し
て
い
た
。
学
校
は
五
学
年
に
分
け
ら
れ
、

格
闘
技
な
ど
が
通
常
の
教
科
以
外
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

(

4

7

)

 

チ
ル
リ
ン

R
.
 
S
o
e
w
i
to
、

ジ
ャ
ワ
の
踊
り
、

一
九
二
九
年
七
月
一
日
に
生
徒
五

0
名
を
も
っ
て
開
校
し
た
。
教
師
は
ン
グ
ス
マ
ナ
ジ

ス
マ
デ
ィ

・
マ
ソ
グ
ン
ア
ト
モ
ジ
ョ

あ
り
、
彼
ら
を
指
導
し
て
開
校
を
実
現
し
た
の
は
、

マ
ル
ギ

R
.
M
a
r
g
i
、

ヽ

ス
ラ
メ
ッ
ト

R
.
S
l
a
m
e
t
 

S
o
e
m
a
d
i
 
M
a
n
g
o
e
n
a
t
m
o
d
j
o
 

R
•
Ngoe

srn
an
adji 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
体
操
、

(
4
0

)
 

を
校
長
と
し
、
他
に
三
人
の
教
師

S
o
e
m
a
r
d
i

が
き
て
ス
ロ
ソ
を
補
佐
す
る

ス
ロ
ソ

で
あ

M
•
K
a
s
ia
d
i
で
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⑩
 

な
お
、

一
九
二
九
年
七
月
現
在
の
運
営
委
員
会
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ

っ
た
。

前
納
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。

一
九
二
九
年
七
月
一
日
に
以
下
の
コ
ー
ス
を
開
設
し
た
。
①
勤
労
者
の
た
め
の
オ
ラ
ン
ダ
語
講
習
（
夜
問

で
授
業
料
は
月
三
フ
ロ
ー
リ
ソ
）
ヽ
③
勤
労
者
の
た
め
の
個
人
教
授
（
一
時
間
八
フ
ロ
ー
リ
ン
ま
た
は
八
時
間
で
二
〇
フ
ロ
ー
リ
ン
）
、

⑥
補
習
コ
ー
ス
（
成
績
不
良
の
生
徒
の
た
め
の
補
習
コ
ー
ス
で
前
の
③
の
授
業
料
の
半
額
を
徴
収
す
る
）
‘
④
数
名
の
生
徒
な
い
し

成
人
を
対
象
と
す
る
個
人
教
授
（
授
業
料
は
前
の
③
な
い
し
⑥
、
二
人
以
上
は
そ
の
半
額
と
す
る
）
‘
⑮
識
字
教
育
1

三
ヵ
月
で

読
み
書
き
計
算
を
修
得
さ
せ
る
（
人
種
の
如
何
を
問
わ
ず
教
え
る
。
授
業
料
は
月
額
．
ニ
フ
ロ
ー
リ
ン
と
す
る
が
、
貧
困
な
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
に
対
し
て
ほ
月
謝
を
免
除
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
）
‘
⑱
寮
制
コ
ー
ス
（
食
事

・
住
居
費
は
月
二

0
フ
ロ
ー
リ
ン
、

シ
ス
ワ
及
び
蘭
印
小
学
校
子
弟
は
一
割
引
が
あ
る
）
ヽ
⑦
教
科
書
・
副
読
本
を
安
価
で
貸
出
す
る
。

一
方
、
昼
間
コ
ー
ス
も
七
月
一
日
に
次
の
よ
う
な
現
在
迄
の
フ
レ
ー
ベ
ル
学
校
に
加
え
て
、
小
学
校
コ
ー
ス
、
進
学
コ
ー
ス
が
増

設
さ
れ
、
四
歳
児
し
六
歳
児
は
フ
レ
ー
ベ
ル
小
学
校
、
六
歳
児
し
八
歳
児
は
小
学
校
、
成
績
優
秀
な
中
学
校
卒
業
生
は
師
範
コ
ー
ス

へ
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
授
業
料
は
各
々
月
三
・
五
フ
ロ
ー
リ
ン
、
ニ
・
五
フ
ロ
ー
リ
ン
、
ニ
フ
ロ
ー
リ
ン
と
さ
れ

ア
ス
ト
ロ
ジ
ョ
ヨ

議
長
ノ
ト
ュ
ド

R
.
N
o
t
o
j
o
e
d
o
、
書
記
兼
会
計
ク
ス
マ

A
.
K
o
e
s
o
e
m
a
、
委
員
ア
ク
ッ
プ

・
グ
ラ
ン
ゲ
夫
人

A
k
o
e
p
G
o
e
l
a
n
g
g
e
、

A
str
o
d
jo
jo

及
び
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン

・
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ

R.
S
a
fi0
e
di
n
 S
o
e
rjo
p
o
e
t
r
o
。
こ
の
内
、
ジ
ェ
ン
ベ
ル

支
部
の
み
な
ら
ず
、

ジ
ャ
ワ
東
端
部
（
ス
ラ
バ
ヤ
以
東
の
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ス
ト
・
フ
ッ

ク
地
方
）
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
指
導

者
と
し
て
一
九
三

0
年
代
以
降
に
頭
角
を
現
わ
し
て
い
く
の
は
、

(49) 

ジ
ョ
ン
バ
ン

サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン

・
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
で
あ
っ
た
。

タ
マ
ン

・

一
九
二
九
年
七
月
一
日
に
開
校
し
た
。
発
足
時
の
生
徒
数
は
二
八
名
で
、
教
師
に
は
、
プ
ロ
ソ
出
身
の
ア

(
48) 

9

ジ
ェ
ン
ベ
ル

＇ー

し

で
あ
る
。
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れ
て
い
た
。
な
お
こ
の
当
時
の
運
営
委
員
は
、

ヽ

ス
ロ
ソ

R
.
S
o
e
r
o
so 

一
九
二
九
年
に
よ
う
や
く
学
校
の
状
況
が
落
ち
つ
き
、

中

ジ

ャ

ワ

(
51) 

①

ス
ラ
ウ
ィ

フ
マ
ッ
ド

・
ど
ク
ル

A
ch
m
a
d
'n
D
a
roe
が
就
任
し
た
。
こ
の
支
部
は
、

開
校
式
典
に
は
、
モ
ジ

ョ
ク
ル

ト
か
ら
。ハ
ム
ジ
ハ
ル
ジ
ョ

、

H
.
 M
oc
h
.
 R
a
mli
、

ュ
ス
フ

J
o
e
soe
f、
ブ
ナ
ワ
ン

・
ル
ス
ミ
プ
ト
ロ

一
九
二
九
年
初
め
に
は
四

0
名
に
漸
増
し
、
パ
ル

モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
及
び
。フ
ロ
ソ
支
部
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、

サ
デ
ィ
キ
ソ
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
、

ヤ
コ
ブ
が
、

一
九
二
九
年
九
月

一
日
に
開
校
し
た
。
生
徒
数
は
四

0
名
で
う
ち

――

名
は
女

生
徒
で
あ
っ
た
。
運
営
委
員
会
の
構
成
は
、
議
長
ア
デ
ィ

・
ノ
ト
ウ
ィ
ジ
ョ

ヨ

R.
A
d
i
 N
o
t
o
w
idjojo
、
書
記
ウ
ィ
ロ
デ
ィ

ニ
ン
グ

R
.
 P.
 Wi
r
o
d
iningrat
、
会
計
サ
ム

M
o
c
h
.
S
a
m
、
委
員
ジ
ョ
ヨ
ア
デ
ィ
ク
ス
モ

ウ
ィ
ロ
ク
ス
モ

M
.
W
i
ro
k
o
e
so
e
m
o
、
バ
ナ
ジ

H
.
B
a
n
adj
i
か
ら
な

っ
て
い
た
。

一
九
二
四
年
五
月

一
八
日
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
の
生
徒
数
は
五
五
名
で

一
時
は

一
0
0
名
に
達
し
た

が
、
内
紛
が
あ
っ
て
二
八
名
に
減
少
し
た
。
そ
の
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

ト
・

ハ
デ
ィ
ス
チ
プ
ト

P
a
r
to
H
a
d
is
oetjipto
と
ス
ギ
ニ
ン

・
チ
ョ
ク
ロ
ミ
ハ
ル
ジ
ャ

S
o
e
g
i
n
in
g
Tjokrornih
ar
dja

が
教
師
を
つ

と
め
て
い
た
。
し
か
し
、
設
立
以
来
二
九
年
迄
の
五
年
間
で

一
七
名
も
の
教
師
が
離
脱
し
た
。

ま
た
、
プ
ロ
ソ
か
ら
イ
ス

一
月
半
ば
に
は
生
徒
に
よ
る
学
校
新
聞
が
刊
行
さ
れ
た
り
生
徒
会
が
結
成

さ
れ
た
り
し
た
。
教
育
方
法
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
本
校
に
従
っ
て
い
る
が
、
第
六
学
年
で
は
、

ダ
ル
ト
ン

・
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ

ヽ
゜
、
ド
モ
ウ
ィ
サ
ス
ト
ロ

P
a
d
m
o
w
i
sas
tro
、
ス
テ
ィ
ジ
ャ
ブ

S
o
etidjab
、

w
a
n
 R
o
e
sm
1
p
o
e
t
r
o

,
 

r
m
o
、
パ
ル

ト
・

ハ
デ
ィ
ス
チ
プ
ト
（
学
校
長
兼
任
）
、
ダ
ル

モ
ブ

ロ
ト

R.
P
.
 R
.
 Da
r
m
o
b
r
o
t
o
及
び
ゴ
ン
ド
ク
ス
モ

Dr.
M
r
.
 R・ 

ラ
ッ
ト
⑪ 
カ
ッ
ク
と
サ
ル
ジ
ョ
ノ
が
出
席
し
た
。

(
50
)
 

マ
ド
ゥ
ラ
島

ハ
ソ
カ
ラ
ン
に
お
い
て
、

B
o
e
n
a
、

ウ
ィ
ル
ョ
ス
ダ
ル
モ

W
i
r
j
o
so
e
d
a
-

R
.
 A
.
 Dj
o
j
o
a
d
i
k
o
e
so
e
m
o
、
ラ
ム

リ
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の
生
徒
が
幼
稚
園
、
中
学
校
、
手
芸
学
校
等
で
学
ん
で
い
た
。
こ
の
内
四
割
が
男
生
徒
六
割
は
女
生
徒
で
あ
り
、
ま
た
八
割
が
ス
ソ

ダ
人
二
割
が
ジ
ャ
ワ
人
の
生
徒
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
の
運
営
委
員
長
と
校
長
は
ス
ル
ヨ
ア
デ
ィ
プ

ト
ロ

で
あ
り
、
ソ
グ
ス
マ
ナ
ジ

(
58
)
 

R
•
N
g
o
e
s
r
n
a
n
a
d
j
i

以
下
―
―
名
の
教
師
が
い
た
。

(1) 四

西

ジ

ャ

ワ(57
)
 

バ
ン
ド
ゥ
ン

よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。

一
九
二
八
年
現
在
四

0
0名

(4) 
教
科
の
中
に
は
、
ジ
ャ
ワ
の
踊
り
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
体
操
、
団
体
訓
練
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
に
参
加

(
5
4
)
 

す
る
生
徒
も
多
か
っ
た
。
学
校
長
は
チ

ト
ロ

サ
ト
モ
コ

T
j
i
t
r
o
s
a
t
o
m
o
k
0

が
勤
め
他
に
七
名
の
教
師
が
い
た
。

(
55) 

ソ

ロ(
55) 

ク
ロ
ヤ

す
で
に
設
立
準
備
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
程
な
く
し
て
学
校
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
た
(
-
九
二
九
年
七
月
当
時
）
。

一
九
三

0
年

一
月
の
開
設
を
目
処
に
、
教
師
の
手
配
等
が
設
立
準
備
委
員
会
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
本
部
に

一
九
二
六
年
九
月

一
日
に
生
徒
六

0
名
教
師
六
名
を
も
っ
て
開
校
さ
れ
た
。

(3) 
r
o
m
o
e
l
j
o
n
o
 
の
ほ
か
委
員
と
し
て
テ
ガ
ル
の
蘭
印
小
学
校
の
教
師
で
あ
る
サ

ギ
ル

H
r
.
 Sagir

が
加
わ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

を
退
学
し
て
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ

ヘ
再
入
学
し
た
者
が
多
か
っ
た
。
運
営
委
員
会
は

(53) 

議
長
ブ
ッ
サ
ル

M
r
.
B
e
s
a
r
、
書
記
。ハ
ヌ
ジ
ュ

・
ダ
ル
モ
ブ
ロ

ト

P
a
n
o
e
d
j
o
D
a
r
m
o
b
r
o
t
o
、
顧
問
サ
ス
ト
ロ
ム
ル

ョ
ノ

M
r
S
as
t-

い
て
行
な
わ
れ
た
。
生
徒
の
中
に
は

H
.
 
I. 
S
.
 

(2) 
G
o
n
d
o
k
u
s
u
m
o

の
九
名
で
あ
っ
た
。

(52) 

テ
ガ
ル

一
九
二
三
年
八
月
五
日
、

ル
ウ
ィ
ヨ
ダ
ル
モ
ブ
ロ
ト

R
o
e
w
i
j
o
d
a
r
m
o
b
r
o
t
0
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
。
発
足
当

時
の
生
徒
数
は
六

0
名
で
あ

っ
た
が
一
九
二
九
年
当
時
は
一
九
八
名
を
数
え
た
。
こ
の
中
に
は
四
人
の
中
国
人
と

一
人
の
ア
ラ
ブ
人

が
含
ま
れ
て
い
た
。
学
年
は

一
学
年
か
ら
八
学
年
迄
に
分
け
ら
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

H
.
I. 
S
.
 (
~
印
小
学
校
）
の
も
の
に
基
づ
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(4) 
フ
ロ
ー
リ
ン
で
購
入
し
た
。

(
6
1
)
 

ジ
ャ
カ
ル
タ

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
、

(3) 
ノ
が
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(60) 

チ
レ
ポ
ン

一
九
二
三
年
七
月
六
日
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
支
部
の
設
立
を
準
備
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

は
県
庁
の
書
記
、

n
a
t
a
p
o
e
r
a

が
顧
問
と
な
っ
た
。

S
o
e
k
a
r
d
i
、

議
長
ヤ
キ
ン

M
o
c
h
•
Y
a
k
i
n
、
書
記
イ
マ
ン
・
ス
ワ
ル
デ
ィ

I
m
a
n
S
o
e
w
a
r
d
i
 

ハ
ル
ソ
ヨ

(2) 

チ

ア
ソ

ジ

ユ＾

ル芭

一
九
二
八
年
―
一
月
一
二
日
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
設
立
を
準
備
し
た
設
立
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
は

H
a
r
s
o
j
o
、

イ
マ

ン
は
設
計
技
師
の
助
手
、

ク
ル
デ
ィ

K
o
e
r
d
i
、

ス
メ
ル
は
森
林
監
視
人
、

一
九
二
九
年
四
月
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
専
用
の
校
舎
を
六
五

0
0

（
彼
は
チ
ア
ン
ジ
ュ
ル
の
同
委
員
会
議
長
も
兼
任
す
る

ハ
ル
ソ
ョ
は
法
律
家
、
ク
ル
デ
ィ

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
サ
ラ
ム

A
b
d
o
!
S
a
l
a
m
、

A
b
d
o
e
l
 
H
a
l
i
m
、
ジ
ュ
デ
ィ

H
a
d
j
i
D
j
o
e
d
i

で
あ

っ
た
。
ま
た
、

ア
プ
ド
ゥ
ル
サ
ラ
ム
は
副
理
事
官
の
書
記
、

ウ
ィ
ラ
セ
ン
ジ
ャ
ヤ

W
i
r
a
s
e
n
d
j
a
j
a

と
ウ
ィ
ナ
ク
プ
ラ

W
i
、

チ
ア
ン
ジ
ュ
ル
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
関
係
者
に
つ
い
て
は
そ
の
職
業
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

ス
カ
ル
デ
ィ
は
農
業
改
良
員
の
助
手
、

ヤ
キ
ン
は
自
営
業
、

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
リ
ム
は
宗
教
家
、
ジ
ュ
デ
ィ
は
農
業
兼
商
業
で
あ

り
、
二
人
の
顧
問
は
い
ず
れ
も
蘭
印
小
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
み
る
限
り
、
小
学
校
教
師
を
含
め
て
政
庁
の
下
級
官
吏
が

開
校
式
に
は
バ
ン
ド
ゥ
ン
の
運
営
委
員
会
議
長
の
ス
ル
ヨ
ア
デ
ィ
プ
ト
ロ

こ
と
に
な

っ
た
）
が
、
祝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
原
則
に

つ
い
て
演
説
し
た
。
な
お
、
こ
の
ス

ル
ヨ
ア
デ
ィ
プ

ト
ロ
は
一
九
二
九
年
一
二
月
を
も
っ
て
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
ヘ
移
り
そ
こ
の
中
等
部
で
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、

ス
ケ
ミ

M
.

S
o
e
k
e
m
i

が
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル

タ
か
ら
バ
ソ

ド
ゥ
ン
ヘ
の
学
校
長
と
し
て
赴
任
し
、
ま
た
バ
ソ
ド
ゥ
ソ
運
営
委
員
会
議
長
は
ス
カ
ル

一
九
二
九
年
二
月
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
設
立
準
備
委
員
会
が
発
足
し
た
。
こ
の
議
長

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
リ
ム

H
a
d
j
i

の
ほ
か
、
委
員
ス
メ
ル

S
e
m
e
r
o
e
、
ス
カ
ル
デ
ィ
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は
ム
ス
タ
ジ
ャ
ブ

M
o
e
st
a
d
 j
a
b
、
書
記
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル

・
ラ
ッ
フ
マ
ン

A
b
d
u
l
R
a
c
h
m
a
n

が
つ
と
め
、
委
員
に
は
マ
ル
テ
ジ

ョ・

ブ
ン
ダ
ハ

リ
夫
人

M
a
r
t
e
d
j
o
B
e
n
d
a
hari
、

S
a
d
im
a
n
、

と
に
な
っ

た
。

ア
ン
グ

ロ
ン
ス
デ
ィ
ル
ジ

ョ
A
n
g
r
o
n
s
o
e
d
i
r
d
j
o
、
バ
シ
ル
ン

B
asir
o
e
n
、

ク
マ
ヨ
ラ
ン

地
区
に
そ
れ
を
設
立
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
て
、

一
九
二
九
年
七
月

一
四
日
、

ま
た
両
校
と
も
校
長
に
は
サ
ル
ミ
デ

ィ・

マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
が
就
任
し
、

サ
ル
ミ
デ
ィ
夫
人
（
旧
姓
、

S
r
i
 S
o
e
la
n
d
a
ri)

以
下
五
人
の
常
勤
の
教
師
と
三
人
の
非
常
勤
の
教
師
が
教
育
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
は
教
科
内
容
、
運
営
方
式
と
も
良
く
組
織
立
て
ら
れ
て
お
り
、

サ
デ
ィ
マ
ン

ス
ガ
ル
ド

S
o
e
g
a
r
d
o

及
び
ク

ー
ヒ
ル

T
a
hir

の
六
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
委
員
会
設
立
後
程
な
く
し
て
プ
デ
ィ

・
ウ

ト
モ
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
は
同
市
ジ
ャ
テ
ィ
バ
ル
で
運
営
し
て
い
た
学
校
（
蘭
印
小
学
校
相
当
の
も
の
）
を
こ
の
委
員
会
に
移
管
す

る
こ
と
を
申
し
入
れ
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
同
校
の
校
舎
、
生
徒
、
施
設
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
委
譲
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
す
で
に

一
方
、
設
立
準
備
委
員
会
は
こ
れ
と
は
別
に
も
う

一
っ
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
を
設
立
す
る
た
め
に
活
動
を
続
け
、

ク
マ
ヨ
ラ
ン
と
ジ
ャ
テ
ィ
バ
ル
（
ク

ナ
・
ア
バ
ン
地
区
）
両
地
区
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
開
設
式
典
が
行
わ
れ
、
翌
七
月

一
五
日
に
正
式
に
発
足
す
る

こ
と
に
な
っ

た
。

(62) 

ジ
ャ
カ
ル
タ
地
区
の
運
営
委
員
会
は
議
長
タ
ム
リ
ン

M
.
H
.
 T
h
a
m
ri
n
、
書
記
サ
ル
ミ
デ
ィ

・
マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ

(63) 

M
a
n
g
o
e
n
sa
r
k
o
r
o

の
他
、
委
員
と
し
て
サ
ル
ト
ノ

M
r
.
S
art
o
n
o

と
ト
ン
ジ
ョ
ク
ス
モ

ス
リ

・
ス
ラ
ン
ダ

リ

R
r.

ク
マ

ヨ
ラ
ソ
で
は
早
朝
を
幼
児
コ

ー
ス

`
`
、
デ
ィ
夫
人
担
当
）
に
あ
て
、
夕
方
は
、
語
学
コ

ー
ス
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
）
、
週
三
回
の
書
き
方
教
室

（
成
人
な
ら
び
少
年
向
き
）
、
教
員
養
成
コ

ー
ス（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
と
教
育
論
を
サ
ル
ミ
デ
ィ
が
担
当
、国
政
学
と
民
族
文
化
論
を
ュ
ス
パ
デ
ィ

・

ハ
デ
ィ

ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
]
o
e
s
o
e
p
a
d
i
D
a
n
o
e
 H
a
d
i
n
i
n
g
r
a
t

が
担
当
）
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
図
書
室
を
一
般
に
開
放
し
、
寄
宿

準
備
委
員
会
に
入
学
を
願
い
出
て
い
た
五
五
名
を
加
え
て
、

（
サ
ル

T
o
n
d
j
o
k
o
e
so
e
m
0

が
名
を
連
ら
ね
た
。

S
ar
m
i
d
i
 

―――10名
、
七
学
年
の
生
徒
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
へ
所
属
す
る
こ
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ル
・
ハ
ン
ム

N
o
e
r

H
a
s
i
m
 

リ） 塾
（
月
額
二

0
な
い
し
三

0
フロ

ー
リ

ソ
）
を
サ
ル
ミ
デ
ィ
夫
妻
の
監
督
下
で
運
営
し
て
い
た
。

以
上
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、

し
て
生
徒
と
寝
食
を
と
も
に
し
て
い
る
サ
ル
ミ
デ
ィ
に
よ
っ
て
も
っ
ば
ら
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
事
実
サ
ル
ミ
デ
ィ
は
ジ
ャ

(64
)
 

カ
ル
タ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
「
全
体
指
導
者
」

P
e
m
i
m
p
i
n
U
m
u
m
と
し
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
代
表
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
後
の
ク

(65
)
 

マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
運
動
の
中
で
重
き
を
な
す
に
至
っ
た
。

ス
マ
ト
ラ

N
g
o
e
d
i
 T
o
r
n
o
と
称
す
る
学
校
設
立
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
翌
二
九
年
一
月
六
日
に
同
名
の
学
校
が
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
事
務

局
に
開
設
さ
れ
た
。
蘭
印
小
学
校
を
退
学
し
た
―
二
名
の
子
供
が
入
学
し
た
。
教
師
に
は
、
元
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
ガ
ラ
ン
地
区
学

校
で
教
え
て
い
た
ム
ナ
ル

M
o
e
n
a
r
が
就
任
し
た
。
し
か
し
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
は
、
同
年
夏
の
大
会
で
今
後
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
独
自

の
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
を
や
め
、
教
育
活
動
に
関
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
こ
れ
は
一

九
二
八
年
と
一
九
二
九
年
に
行
な
わ
れ
た

P
P
P
K
I

(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
政
治
団
体
連
合
協
議
会
）
の
民
族
教
育
に
関
す
る
見
解

(67
)
 

に
沿
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
メ
ダ
ン
の
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
学
校
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
ヘ
移
管
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、

一
九
二
五
年
に
は
ガ
ラ
ン
に
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、

か
く
て
、

R
.
 So
e
d
j
a
n
a
、
書
記
及
び
会
計
に
は
ヌ

一
九
二
九
年
四
月
に
は
テ
ゥ
ビ
ン

・
テ
ィ
ン
ギ

(
66) 

①
北
ス
マ
ト
ラ
（
メ
ダ
ン
周
辺
）

五

（デ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
は
、
運
営
委
員
会
書
記
と
学
校
長
を
兼
任
し
、
塾
長
と

一
九
二
八
年
―
二
月
、
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
メ
ダ
ン
支
部
は

II

ソ
グ
デ
ィ

・
ト
モ
II

に
も
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
設
立
準
備
会
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
議
長
に
は
、

ス
ジ
ャ
ナ

gelar 
S
o
e
t
an
 P
e
r
l
a
o
e
n
g
an‘

未
吝
員
に
は
ラ
ッ
フ
マ
ッ
ト

R
a
c
h
m
a
t
~
~
I
i
i
し
た
。

九
二
九
年
七
月
一
日
に
テ
ゥ
ビ
ン

・
テ
ィ
ン
ギ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
が
開
校
さ
れ
た
。
な
お
、

ヌ
ル

・
ハ
シ
ム
は
そ
の
称
号
か
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ら
れ
た
。

ら
ミ
ナ
ソ
カ
バ
ウ
出
身
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
を
引
き
つ
け
た
き
わ
め
て
初
期
の
例
で
あ

ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
ス
マ
ト
ラ
の
場
合
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ジ
ャ
ワ
人
移
住
者
の
多
い
メ
ダ
ン
周
辺
で
、

織
で
あ
る
プ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
を
仲
介
に
し
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

(cs
)
 

テ
ゥ
ビ
ン

・
テ
ィ
ン
ギ
（
メ
ダ
ン
周
辺
）

ジ
ャ
ワ
人
の
組

一
九
二
九
年
四
月
に
設
立
準
備
委
員
会
が
発
足
し
た
が
、
同
年
七
月

一
日
の

ヒ
ム

H
・
Ib
ra
h
im
、
ダ
ッ
ト
ク

・
ブ
ン
ス

Dt.
B
o
e
n
g
s
u

及
び
同
地
の
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
会
員
の
出
席
を
得
て
開
校
式
が
行
わ
れ
、

①

―
九
二
九
年
七
月
以
降
、
同
地
の
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
学
校
は
地
方
政
府
か
ら
い
か
な
る
補
助
金
も
受
け
と
ら
な
い
こ
と
、
③
プ
デ

ィ
・
ウ
ト
モ
の
テ
ゥ
ビ
ン

・
テ
ィ
ン
ギ
学
校
は
こ
れ
以
後
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
、
が
表
明
さ
れ
た
。
併
せ
て
次
の

よ
う
な
運
営
委
員
会
の
発
足
が
承
認
さ
れ
た
。
議
長
ス
ジ
ョ
ノ
、
書
記

・
会
計
ス
タ
ン

・
プ
ル
ラ
ウ
ン
ガ
ン
（
ヌ
ル

・
ハ
シ
ム
）
、
委

員
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
、
ダ
ト
ッ
ク
・
ブ
ン
ス
、
ラ
ッ
フ
マ
ッ
ド
。
さ
ら
に
、
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
学
校
の
施
設
を
引
き
継
ぐ
こ
と
、
イ
ワ

・

(
69
)
 

ク
ス
マ

・
ス
マ
ン
ト
ゥ
リ
に
顧
問
の
就
任
を
要
請
す
る
こ
と
、
教
師
が
不
足
し
て
い
る
の
で
早
急
に
そ
の
手
配
を
す
る
こ
と
が
決
め

第
三
節

設
立
の
状
況

設
立
の
経
緯
と
背
景

以
上

一
九
二
八
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
か
け
て
の
『
ワ
シ
ト
』
誌
上
で
報
告
さ
れ
て
い
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
各
地
方
支
部
と

こ
の
日
、
準
備
委
員
会
議
長
ス
ジ
ョ
ノ

R.
S
o
e
d
jo
n
o

の
司
会
で
、

、1
,
2
 
（
 

開
校
式
を
も
っ
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

ヌ
ル

・
ハ
シ
ム
、
ラ
ッ
フ
マ
ッ
ド

R.
R
a
c
h
m
a
d
、
イ
プ
ラ
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れ
て
い
た
。

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
本
部
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
数
は
一
九
二
八
年
―
一
月
の
時

点
で
ジ
ャ
ワ
で
二

0
校
に
達
し
て
い
た
（
こ
の
二

0
校
と
い
う
数
及
び
学
校
名
は
前
節
で
み
た
学
校
名
及
び
学
校
数
と
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。

こ
れ
は
『
ワ
シ
ト
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て
記
載
し
た
か
ら
で
あ
る
）
。

(
70
)
 

こ
れ
ら
の
学
校
を
そ
の
設
立
順
序
に
従
っ
て
列
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

い
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
中
ジ
ャ
ワ
）
、
③
ス
ラ
バ
ヤ
（
東
ジ
ャ
ワ
）
、
③
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
（
東ジ
ャ
ワ
）
、
い
〗
テ
ガ
ル
（
中
ジ

ャ
ワ
）
、

⑮
チ
レ
ボ
ン
（
西
ジ
ャ
ワ
）
、
⑱
モ
ジ
ョ
ア
グ
ン
（
東
シ
ャ
ワ
）
、
切
ス
ラ
ウ
ィ
（
中
ジ
ャ
ワ
）
、
⑱
プ
マ
ラ
ン
（
中
ジ
ャ
ワ
）
、
⑨
マ
ラ
ン

（
東
ジ
ャ
ワ
）
、
囮
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
（
東
ジ
ャ
ワ
）
、
⑪
.
、
ハ
ン
ド
ゥ
ン
（
西
ジ
ャ
ワ
）
、
四
タ
ン
グ
ゥ
ル
（
東
ジ
ャ
ワ
）
‘
⑬
ボ
ロ
ン
（
東
ジ

ャ
ワ
）
、
⑲
プ
ロ
ソ
（
東
ジ
ャ
ワ
）
、
⑮
ア
ム
プ
ル
（
東
ジ
ャ
ワ
）
、
⑯
ケ
ン
チ
ョ
ン
（
東
シ
ャ
ワ
）
、
⑰
ク
ラ
ク
サ
ア
ン
（
東
ジ
ャ
ワ
）
、
⑱
]

グ
ン
テ
ン
（
東
ジ
ャ
ワ
）
、
⑲
ジ
ェ
ン
ベ
ル
（
東
ジ
ャ
ワ
）
‘
⑳
チ
ア
ン
ジ
ュ
ル
（
西
ジ
ャ
ワ
）
。

こ
の
時
点
で
ま
た
、
ボ
ジ
ョ
ネ
ゴ
ロ
と
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
の
二
つ
の
東
ジ
ャ
ワ
の
都
市
で
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
設
立
委
員
会
が
結
成
さ

こ
れ
ら
二

0
の
学
校
の
所
在
地
を
地
域
別
に
み
る
と
、
東
ジ
ャ
ワ
に

一
三
校
、
中
ジ
ャ
ワ
に
四
校
、

東
ジ
ャ
ワ
地
方
に
多
く
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
地
域
分
布
を
少
し
詳
し
く
眺
め
る

と
、
中
ジ
ャ
ワ
で
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
中
心
地
が
で
き
た
以
外
は
、

さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
西
ジ
ャ
ワ
で
も
バ
ン
ド
ゥ
ン
を
中
心
に
二
校
の
他
、
北
海
岸
の
チ
レ
ボ
ン
に
開
校
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い

こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
東
ジ
ャ
ワ
で
は
、

西
ジ
ャ
ワ
に
三
校
で
あ
っ
て

ジ
ャ
ワ
海
沿
岸
の
テ
ガ
ル
を
中
心
に
一
二
つ
の
学
校
が
設
立

ス
ラ
バ
ヤ
及
び
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
を
中
心
と
す
る
ブ
ラ
ン
タ
ス
川
沿
い
に
一
群
の
学
校
が
設

立
さ
れ
た
ほ
か
、
東
端
部
（
オ
ー
ス
ト
・
フ
ッ
ク
）
の
辺
境
地
域
に
ジ
ェ
ン
ベ
ル
を
中
心
に
数
校
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、

シ
ス
ワ
に
対
し
て
積
極
的
に
呼
応
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
こ
と
、

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

タ
マ
ン

・
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①
メ
ダ
ン
、
切
テ
ゥ
ビ
ン
・
テ
ィ
ン
ギ
、
⑱
ガ
ラ
ン

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
名
乗
る
学
校
の
設
立
は
、

一
九
二
九
年
か
ら
一
九
一
―

-0
年
に
か
け
て
さ
ら
に
そ
の
数
を
増
し、

間
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

上
記
の
時
点
か
ら
約
半
年
後
の
一
九
二
九
年
七
月
に
は
、

こ
の
年
の
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、

さ
ら
に
四
校
、
即
ち
⑳
メ
ダ
ソ
（
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
）
、

四
ジ
ャ
カ
ル
タ
(71) 

（
西
ジ
ャ
ワ
）
、
四
ガ
ラ
ン
、
及
び
⑳
テ
ゥ
ビ
ン

・
テ
ィ
ソ
ギ
（
と
も
に
ス
ラ
バ
ヤ
束
海
岸
）
で
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

さ
ら
に
困
チ
ェ
ル
リ
ン
（
東
ジ
ャ
ワ
）
、
斡
ジ
ョ
ン
バ
ン
（
東
シ
ャ
ワ
）
、
切
マ
デ
ィ
ウ
ン

従
っ
て
一
九
二
八
年

―一

月
以
降

一
九
二
九
年
九
月
ま
で
の
一
年
た
ら
ず
の
間
に
、

ャ
ワ
で
一
校
、
東
ジ
ャ
ワ
で
三
校
、

ス
マ
ト
ラ
（
メ
ダ
ン
周
辺
）
で
三
校
、

マ
ド
ゥ
ラ
で
一
校
、
既
存
の
も
の
と
あ
わ
せ
て
二
八
校
が
開
校
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
期

メ
ダ
ン
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
開
校
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
東
ジ
ャ
ワ
の
イ
ス
ラ
ム
伝

統
派
（
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル

・
ウ
ラ
マ
系
）
の
一
大
拠
点
で
あ
る
ジ
ョ
ン
バ
ン
及
び
マ
ド
ゥ
ラ
島
で
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
設
立
さ
れ

(72) 

た
こ
と
で
あ
る
。

七
月
（
即
ち
一
九
―
―

-0年
八
月
の
第
一
回
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
国
大
会
の
直
前
の
時
点
）
に
は
、

西
ジ

一九――

-0
年

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体
で
五
二
校
の

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
二
九
年
秋
迄
に
二
八
校
が
設
立
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

そ
の
後
わ
ず
か
一
年
弱
の
間
に
一
挙
に
二
四
校
も
が
設
立
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
五
二
校
を
地
域
別
に
列
記
す

(
7
3
)
 

れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
（
な
お
各
地
域
内
の
番
号
は
設
立
の
順
序
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
図
1
参
照
）
。

0
ス
マ
ト
ラ
（
三
校
）

〇
カ
リ
マ
ン
タ
ン
（
三
校
）

委
員
会
が
発
足
し
て
い
た
。

ジ
ャ
ワ
）
、
及
び
困
バ
ソ
カ
ラ
ン
（
マ
ド
ゥ
ラ
島
）
で
開
校
さ
れ
、
ス
ラ
カ
ル

タ
（
中
ジ
ャ
ワ
）
と
ク

ロ
ヤ
（
中
ジ
ャ
ワ
）
で
設
立
準
備 （東
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図1 クマソ ・シスワ学校の分布 (1930年7月現在）

娯記二二＞
ゞx
xx 

『ワ・ント』 1930年7月号をもとに作成．

なお，これ以外にスマトラのメダン周辺に3校．カリマソクンに3校が設立された他，中ジ

ャワ 1校，東ジャワ 5校の場所の確定しえないクマ：ノ・シスワ学校が設立されていた．

①
バ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
、
③
マ
ラ
バ
ハ
ン
、
⑥
ク
ア
ラ
カ
プ
ア
ス

0
西
ジ
ャ
ワ
（
九
校
）

①
ク
マ
ヨ
ラ
ン
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
、
③
ジ
ャ
テ
ィ
バ
ル
（
シ
ャ
カ
ル
ク
）
、
⑱
ク

ポ
ン
ジ
ュ
ル
ッ
ク
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
、
④
ボ
ゴ
ー
ル
、
⑮
チ
レ
ポ
ン
、
⑱
チ
テ

。フ
ス
（
バ
ン
ド
ゥ
ン
）
、
n
‘
レ
ン
コ
ン
（
バ
ン
ド
ゥ
ソ
）
、
⑱
チ
グ
ル
ア
ン
（
バ
ン

,
1
,
 

0
中
ジ
ャ
ワ
（
九
校
）

①
テ
ガ
ル
、
③
プ
マ
ラ
ン
、
⑥
ス
ラ
ウ
ィ
、
④
ク
ロ
ヤ
、
⑥
マ
ゲ
ラ
ン
、
⑱

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ

1
1

コ
タ
、
り
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
1
1

ゴ
デ
ヤ
ン
、
⑧
〗
ペ

4

、、
,l9
ソ
ロ

（
 

タ
ン

0
東
ジ
ャ
ワ
（
二
七
校
）

い
マ
デ
ィ
ウ
ン
、
③
〗
ン
ガ
ウ
ィ
、
⑱
ン
ガ
ン
ブ
レ
、
④
ボ
ジ
ョ
ネ
ゴ
ロ
（
開

設
予
定
）
、
⑮
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
、
⑱
モ
ジ
ョ
ア
グ
ン
、
切
ジ
ョ
ン
バ
ン
、
⑥
チ

ュ
キ
ル
、
⑲
プ
ロ
ソ
、
⑩
ク
ラ
ク
サ
ア
ン
、
⑪
マ
ラ
ン

11
コ
タ
‘
⑫
]
マ
ラ
ン

11
ト
ゥ
レ
ン
、
⑬
ポ
ロ
ン
、
⑲
ス
ラ
｀
、
ハ
ヤ
11
ク
ラ
ン
ガ
ン
、
⑮
ス
ラ
バ
ヤ

II

ト
ゥ
マ
ン
グ
ン
ガ
ン
、
⑯
ス
ラ
バ
ヤ
11
。ハ
ッ
チ
ャ
ル
ク
リ
ン
、
⑰
ウ
ォ
ノ
ク

ロ
モ
、
⑱
タ
ン
グ
ゥ
ル
、
⑲
ジ
ェ
ン
ベ
ル
、
⑳
ア
ム
プ
ル
、
⑳
ケ
ン
チ
ョ
ン
、

四
ル
マ
ジ
ャ
ン
、
四
タ
ル
ン
、
⑳
カ
ス
リ
エ
ル
、
岱
チ
ェ
ル
リ
ン
、
⑳
プ
ロ

ド
ゥ
ン
）
、

gl
チ
ア
ン
ジ
ュ
ル

，
ー

、
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ン
、
西
ジ
ャ
ワ
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
及
び
バ
ン
ド
ゥ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。

0
バ
ソ
カ
ラ
ン

（
 

〇
マ
ド
ゥ
ラ
島
（
一
校
）

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
学
校
の
設
立
は
、
右
に
み
た
よ
う
に
、
東
ジ
ャ
ワ
で
特
に
活
発
で
あ
っ
た
。

ば
の
各
時
点
に
お
い
て
、

の
間
と
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
六
割
近
く
は
東
ジ
ャ
ワ
に
集
中
し
て
い
た
。
特
に
、

オ
ー
ス
ト
・
フ
ッ
ク
の
ジ
ェ
ン
ベ
ル
周
辺
に
多
数
の
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
ス
ラ
｀
、ハ

ヤ
と
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
の
支

部
は
、
次
第
に
そ
の
周
辺
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
地
を
形
成

し
て
い

っ
た
。
後
に
は
マ
ラ
ン
及
び
ジ

ェ
ン
ベ
ル
も
同
様
の
中
心
地
と
な

っ
た
。

ス
マ
ト
ラ
と
西
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
は
、
大
都
市
、
特
に
植
民
地
行
政
都
市
に
集
中
し
て
い
た
。
ス

マ
ト
ラ
の
メ
ダ

中
ジ
ャ
ワ
で
は
、
テ
ガ
ル
が
東
ジ
ャ
ワ
で
み
ら
れ
る
の
と
同
様
な
中
核
を
な
し
て
い
た
他
は
、

ー
を
も
つ
東
ジ
ャ
ワ
で
顕
著
に
発
展
す
る
と
と
も
に
、

(

7

4

)

 

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
に
も
っ
ば
ら

集
中
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
規
模
と
内
容
は
他
を
圧
し
て
お
り
、
こ
こ
に
大
セ
ソ
タ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
の
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
学
校
は
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
セ
ン
タ
ー
と
し
、
複
数
の
サ
ブ
11
セ
ソ
タ

メ
ダ
ン

、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
バ
ン
ド
ゥ
ン
な
ど
の
大
都
市
に
そ
の
分
校
が
設
立

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
各
地
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
成
立
の
経
緯
に

つ
い
て
考

察
し
て
み
よ
う
。

ポ
リ
ソ
ゴ
、
切
カ
ル
ト
ソ
ノ

ス
ラ
バ
ヤ
11
ジ
ョ
ン
バ
ソ

一
九
二
八
年
末
と
一
九
三

0
年
半
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設
立
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ヨ
プ
ト
ロ
ら
は
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。

設
立
の
経
樟

ス
ラ
バ
ヤ
、
ウ
ォ
ノ
ク

一
九
二
二
年
か
ら
一
九
三

0
年
迄
の
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
先
に
デ
ワ
ソ
ト
ロ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
よ
う
に
「
沈
黙
の
八
年
間
」

(75) 

と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が
自
己
の
教
育
理
念
と
教
育
制
度
に
関
し
て
積
極
的
な
宣
伝
活
動
を
し
な
い
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
各
地
で
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
分
校
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
中
央
委
員
会
が
特

(76) 

に
積
極
的
に
統
制
し
な
い
こ
と
も
意
味
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
各
地
の
支
部
の
設
立
の
経
緯
は
ほ
ぼ
一
定
の
。
ハ
タ
ー
ン
を
も
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
先
ず
そ
の
地
で
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
精
神
に
某
づ
く
学
校
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
設
立
委
員
会

が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
が
、
教
場
、
施
設
、
教
具
を
準
備
し
、

入
学
志
願
者
を
募
り
、
次
い
で
適
当
な
教
師
を
調
達
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
を
設
立
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
開
校
後
は
、
学
校
の
運
営
に
当
る
運
営
委
員
会
と
教
師
グ
ル
ー

プ
と
に
よ
っ
て
学
校
が
維
持
さ
れ
た
が
、
多
く
の
場
合
設
立
委
員
会
が
こ
の
運
営
委
員
会
と
し
て
引
ぎ
継
が
れ
た
。
ま
た
、
運
営
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
校
長
を
兼
ね
る
こ
と
も
あ
り
、

ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
(
-
九
二
四
年
以
来
）
、
そ
の
場
合
、
彼
は
強
い
指
導
性
を
発
揮
し
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
サ
ル
ミ
デ
ィ
、

モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
の
サ
デ
ィ
キ
ン
、
ジ
ェ
ソ
ベ
ル
の
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ソ
・
ス
ル

こ
の
よ
う
な
設
立
の
バ
ク
ー
ン
と
運
営
の
ス
ク
イ
ル
を
も
っ
て
、
各
地
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
開
校
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
開
校
の
経
緯
は
、
既
存
の
学
校
が
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
と
し
て
委
譲
さ
れ
る
場
合
と
、
新
た
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が

前
者
の
場
合
、
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
が
運
営
し
て
い
た
学
校
が
移
管
さ
れ
た
ケ
ー
ス
（
メ
ク
ン
の
三
校
、
ソ
ャ
カ
ル
ク
の
一
校
）
が
も
っ

と
も
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
他
に
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
学
校
が
移
管
さ
れ
た
ケ
ー
ス
（
バ
ン
ド
ゥ
ン
）
と
独
自
に
運
営
さ
れ
て
い
た
学
校

が
移
管
さ
れ
た
ケ
ー
ス
（
マ
ラ
ン
、
パ
チ
ャ
ル
ク
リ
ン
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
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た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
、
次
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

ロ
モ
、
ジ
ョ
ン
パ
ソ
、
ジ
ェ
ソ
ベ
ル
等
の
東
ジ
ャ
ワ
各
地
の
学
校
は
、
新
た
に
設
立
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校

が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
場
合
、

ノ
ト
デ
ィ
プ
ト
ロ
（
ス
ラ
バ
ヤ
）
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
（
ウ
ォ

ノ
ク
ロ
モ
）
、

ら
は
複
数
の
学
校
の
組
織
者
な
い
し
運
営
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
サ
ル
ミ
デ
ィ
は
、
プ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
学
校
を

継
承
す
る
と
と
も
に
他
方
で
新
し
く
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
を
創
設
す
る
と
い
う
二
重
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

次
に
教
師
の
調
達
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
運
営
委
員
会
が
独
自
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教
育
方
針
に
賛
同
し
、
そ
の
方
針
に
沿
っ
て

教
育
を
行
な
う
教
師
を
調
達
す
る
場
合
と
、

一
時
的
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
で
講
習
を
受
け
て
か
ら
赴
任
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ス
ラ
バ

ヤ
、
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
、

一
九
二
八
年
以
降
は
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
中
央
委
員
会
に
対
し
て
教
師
の
派
遣
を
依
頼

一
九
二
八
年
以
前
に
開
校
さ
れ
た
学
校
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
た
。
ま
た
、
こ
の

モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
、
テ
ガ
ル
、

チ
レ
ボ
ン
な
ど
の
教
師
が
そ
の
例
で
あ
る
。
た
だ
、
バ
ソ
ド
ゥ
ソ
の
場
合
は
中

央
委
員
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
あ
る
ス
ル

ヨ
ア
デ

ィ
プ
ト
ロ
が
そ
の
運
営
と
教
育
に
当
っ
て
い
た
。

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
教
員
養
成
学
校
の
卒
業
生
が
新
任
の
教
師
と
し
て
各
地
の
学
校

一
九
二
八
年
以
降
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
著
し
い
発
展
は
こ
の
よ
う
な
調
達
の
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
は

そ
れ
で
は
、
各
地
で
こ
の
よ
う
な
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
学
校
の
設
立
を
準
備
し
そ
の
運
営
に
当
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ

社
会
的
背
景

一
九
二

0
年
代
の
ク
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
を
担
っ
た
人
々
は
次
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ

じ
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。

へ
赴
任
し
て
い
っ
た
。

場
合
に
は
、

す
る
場
合
と
が
あ
っ
た
。
前
者
の
場
合
、

サ
デ
ィ
キ
ン
（
モ

ジ
ョ
ク
ル
ト
）
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ル
タ
で
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
設
立
し
、

そ
の
後
も
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
活
動
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
中
央
委
員
会
の
主
要
メ
ン
バ

ー

と
し
て
活
動
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
第
二
は
、
こ
の
中
心
（
ジ
ョ
ク
ジ

ャ
カ
ル
タ
）
に
呼
応
し
て
、
各
地
で

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

設
立
を
準
備
し
ま
た
運
営
に
当
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
第
三
は
、

積
極
的
に
支
援
し
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
行
な
っ
た
グ
ル
ー
ブ
で
あ
る
。
第
四
は
、
こ
の
よ
う
な
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
へ
自
ら
の
子

こ
の
内
第
一
か
ら
第
一二
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第

一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
に
参
加
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
ス
ラ
サ
・
ク

リ
オ
ン
グ
ル

ー
プ
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
パ
ク

・
ア
ラ
ム
家
出
身
の
貴
族
で
あ
る
（
ス
ク

ッ
ト
モ
、

ロ、

デ
ワ
ン
ト
ロ
）
か
、
当
時
の
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
幹
部
（
ス
ク
ッ
ト
モ
、

い
は
そ
の
両
方
で
あ
る
（
ス
タ
ッ
ト
モ
）
か
、

に
よ
っ
て
強
い
同
志
的
結
合
を
示
し
て
い
た
。
ス
タ
ッ
ト
モ
が

一
九
二
四
年

一
0
月
に

ま
た
ス
ル
ヨ
プ
ト

ロ
が

一
九
二
七
年

―一

月
に
死
去
し
た
の
ち
も
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
、

。フ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
及
び
ス
ク
ッ
ト
モ
の
盟

（
彼
は
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
が
、

に
た
だ
ち
に
こ
れ
に
加
わ
っ
た
）
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
第
一
世
代
と
し
て
の
役
割
を
担
い
つ
づ
け
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
す
で
に
第

一
章
以
下
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
植
民
地
官
僚
制
と
現
存
の
ジ
ャ
ワ
貴
族
文
化
の
双
方
に
対
し

て

〈
周
辺
性
〉
を
維
持
し
、
か
つ
、
そ
の
双
方
を
同
時
に
対
象
化
し
て
い
く
グ
ル
ー
プ
で
あ

っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
タ
マ

ン
・

シ
ス
ワ
設
立
の
母
胎
と
な
っ
た
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
と
は
、

友
で
あ
る
チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ

(a) 
弟
を
通
学
さ
せ
た
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
。

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
活
動
に
直
接
た
ず
さ
わ
ら
な
い
が
、
こ
れ
を

ス
ル
ヨ
プ
ト

ス
ト
ボ
・
ウ
ォ

ノ
ボ

ヨ
、
プ
ロ
ノ
ウ

ィ
デ
ィ
グ
ド
）
か
、
あ
る

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
設
立
と
と
も

ス
ト
モ
や
ス
カ
ル
ノ
に
先
立
っ
て
結
成
さ
れ
た

〈
研
究
会
〉
（〈
ス
タ
デ

ィ
・
グ
ル
ー
プ
〉
）
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
自
ら
を
、
〈
宗
教
的
研
究
会
〉
と
規
定
す
る
表
現
が、

(77) 

年
代
初
め
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
み
ら
れ
る
。

一
九
三
〇
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第四章 タマン ・シスワ の成立と拡大

プ
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(b) こ
こ
に
、
〈
研
究
会
〉
と
は
、

ス
ト
モ
の
研
究
会
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
党
の

ス
ラ
バ
ヤ
で
ス
ト
モ
が
一
九
二
四
年
に
設
立
し
た
”
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
会
II

や
、
バ
ン
ド
ゥ
ソ

で
ス
カ
ル
ノ
が
一
九
二
六
年
に
設
立
し
た
”
バ
ン
ド

ゥ
ン

一
般
研
究
会
II

と
同
じ
く
、
二

0
世
紀
に
生
ま
れ
て
ぎ
た
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
・
イ

ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
」
が
民
族
主
義
運
動
の
方
向
と
内
容
と
を
構
想
す
る
場
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ス
カ
ル
ノ

の
主
宰
し
た
バ
ン
ド
ゥ
ン
一
般
研
究
会
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党
の
母
胎
と
な
り
、

母
胎
と
な
っ
た
の
に
ひ
き
か
え
、

ス
タ
ッ
ト
モ
や
デ
ワ
ン

ト
ロ

が
主
宰
し
た
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
は
民
族
主
義
運
動
の
方
向
と
内
容

に
文
化
的
な
意
味
づ
け
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
母
胎
と
な
っ
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
な
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ

の
設
立
原
則
は
こ
の
よ
う
な
背
景
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
近
代
超
克
志
向
」
と
「
ジ
ャ
ワ
文
化

の
再
生
志
向
」
の
結
合
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
構
想
を
明
示
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
前
述
の
よ
う
な
ス
ラ
サ
・

ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
に
呼
応
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
に
直
接
関
与

し
た
人

々
で
あ
る
。
そ
れ
を
大
別
す
れ
ば

ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
ジ

ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
直
接
リ
ク
ル
ー
ト
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
と
、
各
地
で
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
を
設
立
し
そ
の
運
営
に
当
っ

た
グ

ル
ー
プ
と
に
大
別
さ
れ
る
。

(78)

（

79
)
 

前
者
は
、
ス
ワ
ン
デ
ィ
、
サ
ル

‘`、
デ
ィ
、
ス
ケ
ミ
（
後
に
こ
の
グ
ル

ー
プ
に
は
、
サ
ヨ
ガ

S
a
j
o
g
a
、
ス
ダ
ル
ミ
ン
タ

S
u
d
a
r
m
i,

(80) 

n
t
a
、
タ
ウ
ヒ

ッ
ド

M
u
h
a
m
m
a
d
T
a
n
c
h
i
d

ら
が
加
わ
る
）
ら
に
代
表
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
後
者
は
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
、
ノ
ト
デ

ィ
プ
ト
ロ
、
プ
グ
ル
、

サ
デ
ィ
キ
ン
、

サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
・
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
ら
に
代
表
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は、

サ
・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
に
比
し
て
そ
の
同
質
性
に
乏
し
い
が
、

ス
ラ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
指
導
部
の
第
二
世
代
を
形
成
し
た
グ
ル

ー
プ
と

し
て
一
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
内
、
前
者
は
多
く
が
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
な
い
し
ス
ラ
カ
ル
タ
の
貴
族
出
身
で
あ
り
、
後
者

は
東
ジ
ャ
ワ
各
地
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
主
宰
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
前
者
を
中
ジ
ャ
ワ
グ
ル
ー
プ
、
後
者
を
東
ジ

ャ
ワ
グ
ル

ー
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る。 中
ジ
ャ
ワ
グ
ル
ー
プ
の
内
、

0
年
迄
党
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
サ
ル
ミ
デ
ィ
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
ス
ラ
カ
ル
ク
出
身
の
貴
族
で
あ
っ
た
が
、
神
智
学
の
影

響
を
受
け
て
育
っ
た
。
政
治
的
に
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
民
族
主
義
者
と
し
て
国
民
党
に
参
加
し
た
。
ス
ケ
ミ
は
東
ジ
ャ
ワ
の
出
身
で
あ

っ
た
が
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
学
び
、

と
り
と
し
て
活
動
し
、
後
に
は
、
民
族
教
育
協
会
の
設
立
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
特
に
タ
ウ
ヒ
ッ
ド
は
シ
ャ
フ
リ
ル
傘
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
党
系
の
指
導
者
と
し
て
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を

(
8
1
)
 

し
た
。

後
者
に
つ
い
て
そ
の
出
身
階
層
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
乏
し
い
が
、

シ
ス
ワ
の
設
立
委
員
に
入
っ
て
お
り
、

R
a
d
e
n
称
号
を
も
つ
下
級
貴
族
が
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
テ
ガ
ル
で
は
法
学
士

(Mr.)

が
運
営
委
員
会
に
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
ス
カ
ル
ノ
、

ら
の
留
学
を
終
え
た
法
学
士
や
植
民
地
で
技
師

(Ir
.)

の
資
格
を
え
た
知
的
ェ
リ
ー
ト
が
、
そ
の
関
与
の
程
度
に
深
浅
は
あ
る
も
の

の
一
時
期
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
一
九
二
七
年
に
設
立
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党
の

指
導
者
で
あ
っ
た
。

一
方
、

ス
ワ
ン
デ
ィ
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
出
身
の
上
層
貴
族
で
あ
っ
た
が
早
く
か
ら
『
再
建
』
誌
に
寄
稿

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
師
を
つ
と
め
る
か
た
わ
ら
国
民
党
の
中
ジ
ャ
ワ
の
最
高
指
導
者
の
ひ

ま
た
ク
ラ
ク
サ
ア
ン
、

師
を
つ
と
め
て
い
た
。
教
師
以
外
に
も
、

す
る
な
ど
、

ス
ラ
バ
ヤ
の
場
合
に
は
医
師
な
ど
の
知
識
人
が
タ
マ
ン
・

ケ
ン
チ
ョ
ン
、

モ
ジ
ョ
ア
グ
ン
な
ど
の
東
ジ
ャ
ワ
各
支
部
は
ラ
デ
ン

ア
リ
・
サ
ス
ト
ロ
ア
ミ
ジ
ョ
ヨ
、

ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
ブ
に
近
い
立
場
に
あ
っ
た
。

サ
ヨ
ガ
と
タ
ウ
ヒ
ッ
ド
も
民
族
教
育
協
会

サ
ル
ト
ノ
、

ス
ナ
リ
オ
等
の
オ
ラ
ン
ダ
か

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
じ
め
幾
人
か
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
は
そ
れ
以
前
植
民
地
政
庁
が
運
営
す
る
各
種
の
学
校
の
教

チ
ア
ン
ジ
ュ
ル
の
例
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
庁
の
下
級
官
吏
に
属
す
る
者
が
認
め
ら
れ

一
方
彼
は
国
民
党
の
結
成
と
と
も
に
こ
れ
に
入
党
し
一
九
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第四章

召

クマン・ジスワの成立と拡大

こ
う
し
て
み
る
と
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
、

面
的
な
援
助
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
に
賛
同
し
て
こ
れ
に
物
的
な
援
助
を
申
し
入
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ

の
中
で
も
っ
と
も
顕
著
な
動
き
を
示
し
た
の
は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
で
あ
っ
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
は
ジ
ャ
カ

ル
ク
と
メ
ダ
ン
で
自
ら
の
設
営
す
る
学
校
を
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
提
供
し
、

ま
た
、

今
後
教
育
活
動
に
関
し
て
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
全
面
的
に
援
助
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
北
ス
マ
ト
ラ
の
項
参
照
）
。
プ
デ
ィ

・

ウ
ト
モ
が
設
立
さ
れ
た
際
の
活
動
目
標
と
し
て
、
教
育
の
普
及
と
い
う
こ
と
は
と
く
に
強
調
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を

タ
マ
ン

・シ

ス
ワ
に
委
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
が
そ
の
活
動
の
領
域
を
い
ち
じ
る
し
く
縮
小
さ
せ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
た
。
本
来
下
層
貴
族
の
運
動
と
し
て
出
発
し
た
プ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
は
一
九
二

0
年
代
の
初
頭
に
は
イ
ス
ラ
ム
同
盟
が
示
し
た

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 
r
a
k
j
a
t

の
台
頭
に
対
し
て
こ
れ
に
関
与
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
ジ
ャ
ワ
と
い
う
〈
枠
組
〉
に
固
執
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
r
a
k
j
a
t

に
関
わ

っ
た
部
分
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
や
ス
ル
ヨ
プ
ラ
ノ
ト
の
よ
う
に
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
か
ら
離
脱
し
た

グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
が

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n

r
a
k
j
a
t

に
関
わ
る
た
め
に
、

マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
唯
一
の
そ
し
て
絶
好
の
水
路
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
が
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
対
す
る
全

イ
ス
ラ
ム
同
盟
（
こ
と
に
人
民
同
盟
）
の

一
方
で
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
If

ジ
ャ
ワ
主
義
"

k
e
j
a
w
e
n

的
要
素
を
吸
収
し
、
他
方
で

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 
r
a
k
j
a
t
 

(c) 

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
定
の
水
路
に
従
っ
て
組
織
化
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
学
校
が
、
そ
し
て
．．
 
ハ
ン
ド
ゥ
ン
で
は
人
民
同
盟
の
主
宰
す
る
学

校
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と
は
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
も
つ
こ
の
両
面
性
を
見
事
に
し
め
し
て
い

地
域
ご
と
の
差
異
は
当
然
存
在
す
る
に
せ
よ
、
ジ
ャ
ワ
の
各
地
で
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
設
立
に
関
わ
っ
た
人
々
は
、
総
じ
て
い
え

ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ソ
グ
ル
ー
プ
と
タ

一
九
二
九
年
夏
に
は
大
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
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注

ば
開
明
的
な
知
識
人
・
下
級
官
吏
・
下
層
貴
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
設
立
当
時
の
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
が
動
員
化
の
対

象
と
し
た
社
会
層
で
あ
っ
た
。
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
こ
の
社
会
層
に
対
し
て
新
し
い
活
動
の
場
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
た
。

そ
れ
は
、
ジ
ャ
ワ
文
化
の
再
生
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
精
神
を
同
時
に
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
一
九
二

0
年
代
の
後
半

か
ら
は
ス
カ
ル
ノ
を
は
じ
め
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
民
族
運
動
の
前
面
に
登
場
し
は
じ
め
て
い
た
。

う
形
で
、
こ
れ
ら
の
社
会
層
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
関
わ
り
な
が
ら
同
時
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
政
治
運
動
、
即
ち
ス
カ
ル
ノ
の
国

民
党
、

サ
ル
ト
ノ
11

ス
カ
ル
ノ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
党
並
び
に
ま
た
ハ
ッ
タ
11

シ
ャ
フ
リ
ル
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
教
育
協
会
に
関
わ

っ
て
い
っ
た
。
即
ち
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
が
め
ざ
し
て
い
た
文
化
運
動
の
機
能
を
代
替
す
る
と
と
も
に
、
ブ
デ

ィ
・
ウ
ト
モ
を
支
え
て
い
た
社
会
層
を
民
族
主
義
運
動
と
結
合
さ
せ
る
機
能
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
民
族
主
義
運
動
と

は
、
さ
き
の

B
e
a
m
b
t
e
n
s
t
a
a
t

を
打
破
し
て
新
し
い
国
家
を
形
成
す
る
運
動
で
あ
り
、
植
民
地
支
配
体
制
の
打
倒
と
民
族
独
立
を
そ

の
目
標
に
掲
げ
る
運
動
で
あ
っ
た
。
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
こ
の
運
動
と
相
携
え
て
発
展
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

(

1

)

ス
ル
ヨ
プ
ラ
ノ
ト
は
一
九
一
九
年
以
来
イ
ス
ラ
ム
同
盟
中
央
部
副
議
長
を
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
中
部
ジ
ャ
ワ
の
糖
業
労
働
者
の
組
合

P
e
r
s
o
n
e
e
l
F
a
b
n
e
k
 

B
o
n
d

の
指
荘
者
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
〈
人
民
運
動
〉
の
中
で
持
つ
に
至
っ
て
い
た
。
彼
は
同
時
に
、
ス
マ
ラ

ン
を
中
心
と
す
る
イ
ス
ラ
ム
同
盟
左
派
（
後
に

共
産
党
の
中
核
を
な
す
）
に
対
抗
す
る
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
派
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
同
盟
内
に
お
け
る
彼
の
活
動
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
を
参
照
。

R
u
t
h
 T
.
 M
c
v
e
y
,
 T
h
e
 R
i
s
e
 
o
f
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 
C
o
m
m
u
n
i
s
m
,
 C
o
r
n
e
l
l
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 Ithaca
,
 N
e
w
 Y
o
r
k
,
 19
6
5
,
 C
h
a
p
.
 III
,
 Ch
a
p
.
 

I
V
.
 

R
o
b
e
r
t
 V
a
n
 N
i
e
l
,
 T
h
e
 E
m
e
r
g
e
n
c
e
 o
f
 t
h
e
 
M
o
d
e
r
n
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 E
l
i
t
e
、
v
a
n
H
o
e
v
e
,
 T
h
e
 H
a
g
u
e
,
 
1
9
6
0
,
 C
h
a
p
.
 III. 

な
お
、
こ
の
ア
デ
ィ
・
ダ
ル
モ
学
校
の
詳
細
に
つ
い
て
は
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。

ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
そ
の
も
の
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
結
節
点
と
し
て

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 
r
a
k
j
a
t
 

と
結
合
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
見
合
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N
)
 
K
i
 Pronowidigdo, 

"Lahirnja T
a
m
an
 Siswa," 
(
M
a
dj
eli
s
 Lu
h
u
r
 
T
a
m
a
n
 S
iswa, 
P
e
n
d
i
d
i
k
a
n
 d
a
n
 P
e
m
b
a
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g
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n
a
n
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a
m
a
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Jogjakarta
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pp. 
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O
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J
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＆
Q
ぺ
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ー
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％
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埼
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s
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r
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M
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c
h
i
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r
 D
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P
a
h
l
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w
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 d
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l
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k
a
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V
o
l
.
2
,
 N
o
.5
,
6
,
 M
a
y
,
 19
3
2
,
 p
p
.
 37
,
4
0
,
 Vo
l
.
2
,
 N
o
.
 7,
8
,
 Ju
n
e
,
 19
3
2
,
 p
p
.
 5
4
、5
7
.)

に
基
づ
い
て
印
~
汰
i

し
た
。
同
i
一
の
事
す
項
に
つ
い
て
Jfl
語
が
な
令
化

し
て
い
る
場
合
に
は
、
も

っ
と
も
早
い
時
点
（
一
九
三
二
年
）
に
記
さ
れ
た
『
一

0
年
史
』
に
従

っ
た
。
な
お
個
々
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九

三
0
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
ワ
シ
ト
』
誌
と
照
合
し
て
『
ワ
シ
ト
』
の
記
載
に
従
っ
た
場
合
も
あ
る
。

(
9
)
P
r
o
n
o
w
i
d
i
g
d
o
,
 o
p
.cit
.、
p
.
3
0
9
.
 

(

1

0

)

ア
リ
・
サ
ス
ト
ロ
ア
ミ
ジ
ョ
ヨ
が
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
に
協
力
し
て
い
く
過
程
は
次
の
彼
の
自
伝
に
詳
し
く
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
ア
リ
は
そ
の
当
時
学
齢
期
の
子

供
を
も
っ
て
い
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
当
時
か
ら
家
庭
内
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
用
い
て
い
た
。
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
宅
を
訪
問
し
た
ア
リ
は
、

彼
の
人
柄
と
そ
の
教
育
親
に
感
銘
し
、
た
だ
ち
に
子
供
を
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
学
校
へ
預
け
る
と
と
も
に
自
ら
古
代
史
の
授
業
を
担
当
す
る
か
た
わ
ら
『
ワ
シ
ト
』
誌

上
に
慣
習
法
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
論
文
を
掲
載
し
て
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
活
動
を
支
援
し
た
。
ア
リ
に
よ
れ
ば
、
当
時
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
教
師
た
ち
は
薄
給
の

う
え
、
そ
の
支
給
も
と
ど
こ
お
り
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
意
に
介
さ
ず
献
身
的
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
を
運
営
し
て
い
た
と
い
う
。

A
l
i
S
a
s
t
r
o
a
m
i
d
j
o
j
o
,
 

T
Oミ
g
g
a
k
,
T
Oミ
g
g
a
k
d
i
 P
e
r
j
a
l
a
n
a
n
k
u
、
D
j
a
k
a
r
t
a
,
P
.T
.
 K
i
n
t
a
,
 19
7
4
,
 p
p
.
 73
,
8
0
.
 

(
1
1
)
K
i
 H
a
d
j
a
r
 D
e
w
a
n
t
a
r
a
,
 "A
s
s
o
c
i
a
t
i
e
 
a
n
t
a
r
a
 
T
i
m
u
r
 d
a
n
 B
a
r
a
t
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
,
 N
o
.
 1
1
,
1
2
,
 A
u
g
.＇
S
e
p
.
 19
2
9
,
 p
p
.
 321,324・ 

(
1
2
)

カ
ル
テ
ィ
ニ
に
対
す
る
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
認
識
と
評
価
に
つ
い
て
は
第
二
章
を
参
照
。

(
1
3
)
K
i
 H
a
d
j
a
r
 
D
e
w
a
n
t
a
r
a
,
 "S
y
s
t
e
e
m
 P
o
n
d
o
k
 d
a
n
 A
s
r
a
m
a
 itulah 
s
y
s
te
e
m
 
N
a
s
i
o
n
a
l
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
,
 N
o
.
 2
,
 N
o
v
・"
1
9
2
8
,
 p
p
.
 39
,
4
1
.
 

(

1

4

)

ス
ワ
ル
デ
ィ
は
こ
の
論
文
の
中
で
、
も
っ
と
も
下
位
の
弟
子
か
ら
最
高
位
の
師
ま
で
を
次
の
一
三
段
階
に
分
け
て
い
る
。
な
お
カ
ッ
コ
内
は
各
々
女
性
に
対
す

る
呼
称
で
あ
る
。
①
イ
ソ
ド
ゥ
ソ
・
イ
ン
ド
ゥ
ソ

i
n
d
u
i
l
g
,
i
n
d
u
n
g

(
イ
ソ
ド
ゥ
ン
・
イ
ン
ド
ゥ
ン
）
、
②
ウ
ル
・
グ
ソ
ト
ゥ
ソ

u
l
u
g
u
n
t
u
n
g
 
(
ウ
ポ
ン

・
ウ

ボ
ン

u
b
o
n
,
u
b
o
n
)
、
5
四
チ
ェ
ケ
ル

tjakal

（
デ
ド
ゥ
ニ
ッ
ク

d
e
d
u
n
j
i
k
)
、
い
}
チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク

tjantrik

(
ム
ン
ト
リ
ッ
ク

m
e
n
t
r
i
k
)
、

g5
マ
ン
グ
ユ

m
a
n
g
u
j
u
 
(
ソ
ン
ト
ラ
ン

s
o
n
t
r
a
n
g
)
、
⑱
ジ
ェ
ジ
ャ
ン
ガ
ン

d
j
e
d
j
a
n
g
g
a
n

(
ビ
ダ
ン

b
i
d
a
n
g
)
、
切
プ
ト
ゥ
ト

p
u
t
u
t
(
エ
ン
ダ
ソ

e
n
d
a
n
g
)
、
図
H

ウ
ェ
ワ

シ

w
e
w
a
s
i
(
ダ
フ
ヤ
ン

d
a
h
j
a
n
g
)
、
⑨
ア
ジ
ャ
ル

a
d
j
a
r

(
・ハン
デ
ィ
ト
・
プ
ル
ム
プ
ア
ン

p
a
n
d
i
t
a
p
e
r
e
m
p
u
a
n
)
、
⑩
バ
ン
デ
ィ
ト
・
ド
ゥ
ジ
ャ
ウ
ォ
ロ

窯
n
d
i
t
a
d
w
i
d
j
a
w
a
r
a
 
(
9
に
同
じ
）
。
こ
れ
は
、
「
教
え
る
者
」
唸
n
g
a
d
j
a
r

と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
⑪
．ハ
ン
デ
ィ
ト

・
ウ
ィ

ク

窯
n
d
ita
w
i
k
u
 (
9
 

に
同
じ
）
。
こ
れ
は
「
修
行
の
旅
」

S
e
m
e
d
i
と
だ
け
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
「
修
行
の
旅
」
を
終
え
た
者
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
⑫
．
ハ
ン
デ
ィ

ト

・
ペ
ガ
ワ

ン

p
a
n
d
i
t
a
b
e
g
a
w
a
n
 (
9
に
同
じ
）
。
こ
れ
は
、
「
昔
王
で
あ
っ
た
者
」

b
e
k
a
s
r
a
d
j
a

と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
⑬
．ハ
ソ
デ
ィ
ト

・
レ
シ
宮
ndit
a
r
es
i
 

(
9
に
同
じ
）
。
こ
れ
は
、
「
外
国
よ
り
来
た
れ
る
者
」

a
g
I
d
a
r
i
 
a
s
i
n
g
と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
ス
ワ
ル
デ
ィ
は
一
九
三
三
年
に
は
、
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
生
徒
か
ら
教
師
に
至
る
段
階
を
右
の
分
類
に
あ
て
は
め
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
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幼
稚
園
児

T
a
m
a
n
A
n
a
k
 ~
、
右
の
イ
ソ
ド
ゥ
ソ
・
イ
ン
ド
ゥ
ソ
に
相
当
し
、
小
学
生
T
a
m
a
n
M
u
d
a
 ~
、
ウ
ル
・
グ
ソ
ト
ゥ
ソ
（
ウ
ポ
ソ
・

ウ
ボ
ソ
）
に
相

当
し
、
中
高
校
生

T
a
m
a
n
D
e
w
a
s
a
 ~
、
チ
ェ
ケ
ル
（
デ
ド
ゥ
ニ
ゥ
ク
）
に
相
当
し
、
師
範
コ
ー
ス
の
生
徒Ta
m
a
n
G
u
r
u
な
い
し
、
他
の
学
校
で
学
ん
だ
の

ち
、
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
と
な
る
た
め
に
再
教
育
を
受
け
る
者
は
右
の
チ
ャ
ソ
ト
リ
ッ
ク
（
ム
ソ
ト
リ
ッ
ク
）
に
相
当
す
る
が
こ
の
後
者
の
場
合
に
は
、

チ
ャ
ソ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
用
語
が
す
で
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
で
定
着
し
て
い
る
と
述
ぺ
て
い
る
。

ま
た
、
若
い
教
師
は
、
マ
ン
グ
ュ
（
ソ
ン
ト
ラ
ソ
）
に
当
り
、
学
校
全
体
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
教
師
は
、
ジ
ェ
ジ
ャ
ソ
ガ
ソ
（
ピ
ダ
ソ
）
に
相
当
す
る
。

さ
ら
に
、
年
を
経
た
教
師
で
自
分
自
身
及
び
自
分
の
家
族
の
た
め
の
財
産
を
一
切
所
有
せ
ぬ
と
い
う
教
師
が
、
右
に
述
ぺ
た
ア
ジ
ャ
ル
（
第
九
段
階
）
以
降
の
名
称

を
得
る
に
至
る
と
述
ぺ
て
い
る
。
な
お
ま
た
、
右
の
内
プ
ト
ウ
ト
（
ニ
ソ
ダ
ソ
）
及
び
ウ
ェ
ワ
シ
（
ダ
フ
ヤ
ン
）
、
す
な
わ
ち
第
七
段
階
及
び
第
八
段
階
は
、
そ
も

そ
も
、
寄
宿
塾
に
身
を
寄
せ
た
後
再
び
実
社
会

d
u
n
i
a
m
a
s
j
a
r
a
k
a
t
 
l
1
戻
っ
て
い
く
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
か
ら
、
成
人
向
け
の
コ
ー
ス
に
学
ぶ

者
た
ち
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
師
の
内
、
真
に
「
師
」
ア
ジ
ャ
ル
の
名
に
値
す
る
者
は
、
自
己
の
財
産
を
す
べ
て
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に

提
供
す
べ
き
こ
と
、
か
つ
、
自
己
の
家
屋
敷
を
そ
の
ま
ま
学
校
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
寄
宿
塾
」
の
主
宰
者
と
な
る
ぺ
き
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ス
ワ
ル
デ
ィ
自
身
が
自
分
の
館
を
教
室
と
し
て
用
い
そ
の
範
を
垂
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

(
K
i
H
a
d
i
a
r
 
D
e
w
a
n
t
a
r
a
,
 "
N
o
m
e
n
c
l
a
t
u
u
r
 d
a
l
a
m
 P
e
,
 

n
d
i
d
i
k
a
n
 
K
e
b
a
n
g
s
a
a
n
,
 Su
s
u
n
a
n
 N
a
m
a
 N
a
m
a
 K
e
s
i
s
w
a
a
n
," 
P
u
s
a
r
a
,
 Vo
l
.
 
4
,
 N
o
.3
,
 De
s
.
 19
3
3
,
 pp
.
 37
,
3
8
.)
 

(
1
5
)
K
i
 H
a
d
j
a
r
 D
e
w
a
n
t
a
r
a
,
 "F
a
i
d
a
h
n
y
a
 
S
y
s
t
e
e
m
 
P
o
n
d
o
k
," 
W
a
s
i
t
a
、
Vol.
1
,N
o
.
 2,
 N
o
v
.
 19
2
8
,
 pp
.
 41
,
4
3
.
 

(
1
6
)
I.
 P
.
 0
.
 (O
v
e
r
z
i
c
h
t
 
v
a
n
 d
e
 I
n
l
a
n
d
s
c
h
e
 e
n
 M
a
l
e
i
s
h
,
C
h
i
n
e
e
s
c
h
e
 P
e
r
s
な
い
し

I
n
l
a
n
d
s
c
h
e

P
e
r
s
 O
v
e
r
z
i
c
h
t
)
,
 19
2
9
,
 p.40
.;
 va
n
 

d
e
r
 
W
a
l
,
 op
.
 cit
., 
p
.
 42
5
.
 

(
1
7
)
I.
 P.
 
0
.
 19
2
6
,
 pp
.
 26
1
,
2
6
2
.
 

(
1
8
)

ク
ゴ
ー
ル
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
訪
問
及
び
そ
の
後
の
両
学
校
間
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
付
し
た
資
料
『
ラ
ー
ビ
ソ
ド
ゥ
ラ
ナ
ー
ト

・
ク
ゴ

ー
ル
と
わ
れ

わ
れ
の
関
係
』
（
キ

・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ソ
ト
ロ
、
一
九
四
一
年
）
を
参
照
。

(

1

9

)

例
え
ば
、
『
ダ
ル
モ

・
コ
ソ
ド
』
紙
の
一
九
二
八
年
二
月
二

0
ー
ニ
五
日
付
の
も
の
。

(
I
.
P
.
 0
.、
1
9
2
8
p
.
 30
.)
 

(
2
0
)
K
i
 H
a
d
j
a
r
 D
"
w
a
n
ta
r
a
,
 "
S
y
s
t
e
e
m
 
P
o
n
d
o
k
 clan 
A
s
r
a
m
a
," 
W
a
s
i
t
a
,
 op
.
 cit
., 
p
.3
9

こ
こ
で
は
キ
ャ
イ
・
グ
ル

Kjai
g
u
r
u
の
説
明
と
し
て

キ
・
ア
ジ
ャ
ル

K
i
adjar
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(

m

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
章
を
参
照
。
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(
2
2
)

タ
ウ
ヒ
ッ
ド
の
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
一
九
六
八
年
の
『
デ
ワ

ソ
ト

ロ
伝
』
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
歴
史
及
び
デ
ワ

ン
ト
ロ
の
生
涯
に
対
す
る
意
味
づ
け
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
述
べ
た
、
「
闘
い
」
が
「
神
の
意
思
」
で
あ
る
と
い
う
結
合
は
、
そ
の
後
の
ク
マ
ン

・
シ

ス
ワ
及
ぴ
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
活
動
に
即
し
て
次
章
以
下
で
述
べ
る
。

(
2
3
)

W
a
s
ita
,
 
I
,
 

N
o
.l
,
 M
a
r
c
h
,
 19
3
5
,
 
p
.
 1.

こ
の
説
明
は
、
『
ワ
シ
ト
』
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
(
-
九
三
五
年
よ
り
刊
行
）
の
創
刊
号
序
言
で
な
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
『
ワ
シ
ト
』
第
ニ
シ

リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
本
章
注
(

2

4

)

を
参
照
。

(

2

4

)

『
ワ
シ
ト
』
の
第
二
巻
は
一
九
三
0
年
八
月
に
第
二
号
が
刊
行
さ
れ
た
だ
け
で
さ
ら
に
一
年
休
刊
さ
れ
、

一
九
三
一
年
八
月
に
第
三
ー
第
六
号
が
ま
と
め
て
出

さ
れ
た
の
ち
休
刊
と
な
っ
た
。
一
年
間
(
-
九
―
―

1
0
年
九
月
か
ら
一
九
三
一
年
七
月
迄
）
休
刊
し
て
い
た
理
由
と
し
て
、
一
九
三

一
年
八
月
（
第
三
ー
第
六
）
号
で

は
、
第
一
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
で
の
人
手
不
足
そ
の
他
の
た
め
に
発
行
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
発
展
に
と
も
な
い
正
式
の
機
関
誌

が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
、
こ
れ
以
後
、
『
ワ
シ
ト
』
の
編
集
は
マ
ラ
ン
支
部
に
一
任
さ
れ
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
た
。
し
か
し
、

マ
ラ
ソ
支
部
か
ら
は
『
ワ
シ

ト
』
は
つ
い
に
発
行
さ
れ
ず
、
再
び
こ
の
名
称
の
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
三
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
『
ワ
シ
ト
』
第
ニ
シ
リ
ー
・
ス
は
デ
ワ
ソ
ト
ロ
を
主
幹
と
す
る
教
育
問
題
の
専
門
誌
と
し
て
一
九
三
五
年
三
月
に
第
一
巻
第
一
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は

「
す
べ
て
の
教
師
及
び
教
育
者

p
e
m
im
pin
a
n
a
k
,
a
n
a
k

の
た
め
の
一
般
教
育
誌
」
と
銘
打
た
れ
デ
ワ
ン
ト
ロ
、
ス
ワ
ソ
デ
ィ
、
ソ
グ
ス
マ
ナ
ジ
の
三
名
を
編
集

者
と
し
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
駅
前
通
り
二
六
番
地
を
編
集
局
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
次
に
述
べ
る
『
ブ
サ
ラ
』
は
も
っ
ば
ら
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
機
関
誌
と

し
て
機
能
し
『
ワ
シ
ト
』
(
-
九
三
六
年
の
時
点
で
は
そ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
綴
り

W
a
s
i
t
a

に
そ
の
ま
ま
従
っ
て
『
ワ
シ
ク
』
と
表
記
す
る
の
が
正
し
い
と
思
わ

れ
る
が
、
従
来
の
表
記
方
法
に
従
っ
て
『
ワ
シ
ト
』
と
記
す
）
は
、
よ
り
広
い
民
族
教
育
界
一
般
向
け
の
雑
誌
と
し
て
教
育
思
想
、
教
育
理
念
、
ジ
ャ
ワ
文
化
論
な

ど
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
『
ワ
シ
ト
』
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
に
掲
げ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
の
論
稿
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
は
さ
し
当
り
本
稿
の
範
囲
外
で
あ

り
他
日
を
期
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
こ
の
『
ワ
シ
ト
』
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
は
一
九
三
九
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
が
筆
者
が
入
手
し
え
た
の
は
一
九
三
五
年
三
月

か
ら
一
九
三
六
年
七
月
ま
で
の
各
号
の
み
で
あ
る
。

さ
て
、
本
注
の
最
初
に
述
ぺ
た
『
ワ
シ
ト
』
第
一
シ
リ
ー
ズ
第
二
巻
第
三
し
第
六
号

(
-
九
三
一
年
八
月
号
）
は
、
新
し
い
正
式
の
予
告
号
を
兼
ね
そ
の
名
称
の

『
プ
サ
ラ
』

Pusaraが
『
ワ
シ
ト
』
と
と
も
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
『
プ
サ
ラ
』
の
刊
行
に
つ
い
て
は
第
七
章
で
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
が
、
こ
の
前
年
の
一

九
三

0
年
八
月
は
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
組
織
と
陣
容
を
整
え
た
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
六
章
で
詳
述
す
る
）
時
に
当
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
名
実
と
も
に
新
し
い
機
関
誌
の
刊
行
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
機
関
誌
『
プ
サ
ラ
』
は
、
一
九
一
ニ
ー
年
八
月
の
『
ワ
シ
ト
11

。
フ
サ
ラ
合
併
号
』
が
刊
行
さ
れ
た
ニ
カ
月
後
の
一
九
三
一
年
一

0
月
を
も
っ
て
正
式
に
単
独
の
機
関
誌
と
し
て
第
一
巻
第
一
号
が
出
版
さ
れ
て
以
来
、
毎
月
一
回
の
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(
3
1
)
 

(

3

2

)

 

発
行
を
め
ど
に
（
し
ば
し
ば
合
併
号
も
あ
ら
わ
れ
た
が
）
そ
の
後
ほ
ぽ
順
調
に
刊
行
が
続
け
ら
れ
て
現
在
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

こ
の
『
ブ
サ
ラ
』
の
方
は
、
「
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
全
会
員
の
紐
帯
と
手
引
き
の
た
め
の
雑
誌
」
と
銘
打
た
れ
そ
の
出
版
元
も
「
マ
ク
ラ
ム
11
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク

の
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
最
高
会
議
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
『
ワ
シ
ト
』
と
『
ブ
サ
ラ
』
の
二
つ
の
月
刊
誌
を
通
じ
て
、
青
年
時
代
か
ら
文
筆
家
と
し
て
の
才
能
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
た
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
き
わ

め
て
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
続
け
た
。

一
方
ま
た
、
こ
の
両
誌
と
も
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
機
関
誌
（
な
い
し
機
関
誌
的
性
格
の
雑
誌
）
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
一
九
二
八
年
以
降
の
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
活

動
の
状
況
を
か
な
り
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
な
お
以
上
に
つ
い
て
は
第
七
章
で
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
。

(
2
5
)
M
a
i
/
r
a
p
p
o
r
t
、
8
4
:
r
/
1
9
2
4
.

(

2

6

)

こ
れ
ら
八
名
の
内
、
サ
ビ
ク
を
除
く
七
名
は
い
ず
れ
も
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ソ
の
関
係
者
で
あ
る
か
初
期
の
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
最
高
会
議
の
メ
ソ
バ
ー
と
し
て
名

を
連
ね
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

(
2
7
)

ス
ワ
ン
デ
ィ
は
一
九
三

0
年
代
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
有
力
な
指
導
者
と
し
て
頭
角
を
現
わ
し
て
く
る
人
物
で
あ
り
、
先
に
注
(
2
4
)

で
述
ぺ
た
『
ワ
シ
ト
』

第
ニ
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
者
に
名
を
連
ね
た
ほ
か
、
最
高
会
議
の
メ
ソ
バ
ー
と
な
っ
た
。

(

2

8

)

ス
ケ
ミ
が
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
教
師
に
な
る
以
前
に
は
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
学
校
に
関
係
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
な
お

H
K
S
は
「
原
住

民
教
師
養
成
学
校
」

H
o
g
e
r
e
K
 w
e
e
k
s
c
h
o
o
l
 v
o
o
r
 
Inl
a
n
d
s
c
h
e
 O
n
d
e
r
w
i
j
z
e
r
s

の
略
式
名
か
と
思
わ
れ
る
。

(
2
9
)
R
H
S

は
「
高
等
法
律
学
校
」

R
e
c
h
t
s
h
o
g
e
s
c
h
o
o
l

の
略
式
名
か
と
思
わ
れ
る
。

(
3
0
)

以
上
一
九
二
四
年
以
降
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
状
況
は
次
に
よ
る
。
ジ
'M
u
l
o
clan 
K
w
e
e
k
s
c
h
8
I
 N
a
s
i
o
n
a
l
," 
W
a
s
i
t
a
,
 V
o
l
.
 
1
,
 N
o
.
 1, 
O
c
t
o
b
e
r
,
 

1
9
2
8
,
 
p
p
.
 
2
2
,
2
6
.
 

な
お
、
こ
の
「
ア
ル
ジ
ュ
ナ
学
校
」
に
つ
い
て
は
一
九
三
二
年
年
四
月
に
パ
ソ
ジ
ャ
ル
ネ
ガ
ラ
の
同
学
校
(
-
九
三

一
年
七
月
設
立
）
に
つ
い
て
の
報
告
が
植
民

地
政
府
報
告
文
書
の
中
に
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
設
備
、
教
育
内
容
と
も
「
ま
こ
と
に
粗
末
」
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
「
ア
ル
ジ
ュ
ナ
学
校
」

と
称
す
る
私
学
校
が
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
み
な
ら
ず
楢
民
地
の
い
く
つ
か
の
場
所
で
設
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
〔
M
a
i
l
r
a
p
p
o
r
t
、
]
0
9
8
/
1
6
9
2
(
V
b
.
 

]
6
,
1
-
1
9
3
3
,
S
)〕

ソ
グ
ス
マ
ナ
ジ
は
後
に
『
ワ
シ
ト
』
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
陣
に
名
を
連
ね
た
（
本
章
注
(
2
4
)

を
参
照
）
。

サ
ル
ジ
ョ
ノ
は
一
九
三

0
年
代
初
頭
に
は
西
ジ
ャ
ワ
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
有
力
な
指
導
者
と
な
っ
た
（
第
八
章
及
び
第
九
章
参
照
）
。
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第四沼 クマ‘ノ ・シスワの成立と拡大

(
5
1
)

＾^T
a
m
a
n
 S
1
s
w
o
 S
l
a
w
i
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
.
N
o
.6
,
 M
a
r
c
h
,
 19
2
9
,
 pp.
 19
6
,
1
9
7
.
 

(sz)H•b

.S

.
^̂Taman'Si

swo 

T
eg
a
!," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
,
 N
o
.5
,
 F
e
b
r
u
a
r
y
,
 19
29
,
 pp
.
 165
,
1
6
6
.
 

(

5

3

)

サ
ス
ト
ロ
ム
ル
ヨ
ノ
は
、
一
九
三

0
年
に
ス
カ
ル
ノ
の
公
判
が
行
な
わ
れ
た
際
に
ス
カ
ル
ノ
の
弁
護
士
を
つ
と
め
た
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。

怠
）

こ
れ
ら
七
名
の
教
師
名
は
次
の
通
り
で
あ
っ

た
。
ウ
ソ
ト
ゥ
ン

O
en
t
o
e
n
g、
ダ
ル
マ

ン

D
a
r
m
a
n、
ウ
ィ
ル
ョ
ア
ド
モ

ジ
ョ

W
i
r
j
o
a
d
m
o
d
j
o、
ア

シ
ャ
夫

人

Asijah
、
ス
ミ
ラ
夫
人

S
8
m
i
r
a
h
、
ス
ラ
テ
ィ
ン

S
8
l
a
t
i
n、
ト
ゥ
マ
ル
・
ハ
ン
ド
コ
ス
ロ

T
8
m
a
r
H
a
n
d
o
k
o
s
o
e
r
o
0
 

(553)

^•Taman 

S
i
s
w
o
 di 
S
o
l
o
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
1
,
 N
o
.
 11
,
1
2
,
 A
u
g
.
＇S
e
p
.
1`
9
2
9
,
 p.
 36
3
.
 

(56)

＾^T
a
m
a
n
 Si
s
wo
 di 
K
r
o
j
a
," 
W
a
s
i
t
a
、
V
o
l
.
l
,
N
o
.
 11
‘
1
2
,
 A
u
g
.'
S
e
p
., 
1
9
2
9
,
 p.
 36
4
.
 

(57)

＾^T
a
m
a
n
 S
i
s
w
o
 B
a
n
d
u
n
g
," 
W
a
s
i
t
a
`
V
o
l
.
 
1
"
N
o
.
 3,
 De
c
., 
1
9
2
8
,
 pp
.
 12
8
,
1
3
0
.
 

(
5
8
)

ソ
グ
ス
マ
ナ
ジ
を
除
く
一

0
名
の
教
師
名
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
ス
ル
ヨ
ア
デ
ィ
プ
ト
ロ
、
サ
ス
ト
ラ
ウ
ィ
ナ
ク

S
a
s
t
r
a
w
i
n
a
t
a、
ス
ピ
ヤ
（
女
性
）

S
o
e
,

pijah
、
ス
カ
ル
、
、
、
（
女
性
）

S
o
e
k
a
r
m
i
、
イ
ス
テ
ィ
・
カ
ル
テ
ィ
ニ
（
女
性
）

Isti
kartini
、
ス
デ
ィ
ナ
（
女
性
）

S
8
d
i
n
a
h
、
サ
ル
ジ
ョ
ノ

S
a
rdjono、
ジ
ュ

マ
ソ

D
j
o
e
m
a
n、
ス

ミ
ト
ロ

R
.
S
o
e
m
i
t
r
o、
サ
パ
リ

R
.M
.
Sapari
0
 

(59)••

T
aman 

S
i
s
w
o・
 di 
T
j
i
a
n
d
j
u
r
 
C
h
a
b
a
r
 T
a
m
a
n
 S
i
s
w
o
," 
W
a
s
i
t
a
.
 
Vol.l•No

.6

. 

M
a
r
c
h
,
 19
2
9
,
 pp
.
 19
8
,
1
9
9
,
 20
4
.
 

(
6
0
)

＾^T
a
m
a
n
 Si
s
wa
 T
j
e
r
i
b
o
n
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
,
 N
o
.
 7,
 Ap
r
i
l
,
 19
2
9
,
 p.
 22
7
.
な
お
チ
レ
ボ

ン
支
部
の
設
立
日
は
『
ク
マ

ン
・
シ
ス
ワ
三

0
年
史
』

の
巻
末
表
に
従
っ
た
。

(

6

1

)

＾^B
u
k
a
a
n
 T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
 di 
B
e
tawi
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vol. 
1
,
 N
o
.
 8.
 M
a
y
,
 19
2
9
,
 p.
 2
6
5
"
S
.
 Ma
n
g
o
e
n
s
a
r
k
o
r
o
,
'
T^
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
 
D
j
a
k
a
r
t
a
," 

W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
1
,
 N
o
.
 11
,
1
2
,
 A
u
g
・'
S
e
p
・
1
9
2
9
,
 pp
.
 35
7
,
3
6
0
.
 

(
6
2
)

ク
ム
リ
ン
は
一
九
三

0
年
代
の
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
民
族
運
動
の
有
力
な
指
導
者
で
一
九
三
九
年
に
は
民
族
運
動
諸
組
織
の
連
合
体
ガ
ビ
（
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
政
治
連

合
体

G
a
p
i
"
G
a
b
u
n
g
a
n
Politik 
Indonesia)

の
議
長
に
就
任
し
た
。

(

6

3

)

サ
ル
ト
ノ
は
一
九
二
五
年
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
帰
国
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党
に
入
党
し
ス
カ
ル
ノ
の
右
腕
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
九
三
一

年
に
は
．ハ

ル
テ
ィ
ン
ド
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
党
）
を
結
成
し
、
ハ
ッ
ク
、
シ
ャ
フ
リ
ル
ら
が
率
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
教
育
協
会
と
対
立
し
た
。

(

6

4

)

こ
れ
は
「
一
般
指
導
者
」

P
e
m
i
m
p
i
n
U
m
u
m
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
最
初
の
例
で
あ
る
。
な
お
こ
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
第
八
章
で
詳
述
す
る
。

(

6

5

)

サ
ル
ミ
デ
ィ
・
マ
ン
グ
ソ
サ
ル
コ
ロ
は
、
一
九

0
四
年
五
月
二
三
日
、
ス
ラ
カ
ル
ク
王
室
の
宮
廷
役
人
の
子
と
し
て
生
れ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
工
業
高
校

を
卒
業
後
「
ジ
ャ
ワ
青
年
団
」

J
o
n
g
J
a
v
a
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
支
部
長
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、

ジ
ャ

カ
ル
ク
の
ア
ル
ジ

ュ
ナ
学
校
の
影
響
を
受
け
、
自
ら
”
青
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年
神
智
学
協
会
0

J
o
n
g
 T
h
e
o
s
o
fe
n
 O
r
g
a
n
i
s
a
t
t
e

の
会
員
と
な
っ
た
。
一
九
二
八
年
に
は
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
国
民
党
に
入
党
し
、
同
年
一

0
月
の
第
二
回
青
年
会
議

（
「
青
年
の
誓
い
」
が
採
択
さ
れ
た
会
議
）
に
も
出
席
し
て
い
た
。

(
A
b
d
u
r
r
a
c
h
m
a
n
S
u
r
j
o
m
i
h
a
r
d
j
o
,
 "K
i
 S
a
r
m
i
d
i
 
M
a
n
g
u
n
s
a
r
k
o
r
o
 (
2
3
 
M
e
i
 1
9
04
,
8
 

D
j
u
n
i
 
1
9
5
7
)
," 
P
u
s
a
r
a
、
V
o
l.
2
7
,
 N
o
.
 7.
 Jul
y
 1
9
5
7
,
 pp
.
 22
,2
3
.
 

G
g
)

．^I
n
d
o
n
e
s
isc
h
、
N
a
ti
o
n
a
l
e
 
S
c
h
8
1
 di
 M
e
d
a
n
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
 N
o
.
 4,
 Ja
n
u
a
r
y
,
 19
2
9
,
 p.
 128; 
"T
a
m
a
n
 S
i
s
w
o
 
di 
S
u
m
a
t
r
a
 O
ost
k
u
st," 

W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
,-
N
o
.
 7,
 Ap
r
i
l
,
1
9
2
9
,
 pp
.
 22
7
,
2
2
3
;
 
"
H
oof
d
b
es
t
u
u
r
 
B
.
 0
.
 da
n
 
T
a
m
a
n
 Si
s
w
o
," 
W
a
s
ita
,
 V
o
l. 
1
,
 N
o
.
 11
,
1
2
.
 A
u
g
.,
S
e
p
., 

1
9
2
9
,
 p.
 34
2
.
 

(

6

7

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
述
べ
る
。

(
6
8
)
W
g
.
 St・
P
e
rla
o
e
n
g
a
n
,
 "T
a
m
a
n
 S
i
s
w
o
 T
e
b
i
n
g
-
T

m
g
g
i," 
W
a
s
t
/
a
,
 Vo
l
.
 
1
,
 N
o
.
 11
-
1
2
,
 A
u
g
.-
S
e
p
., 
1
9
2
9
,
 p.
 362・ 

(69
）
イ
ワ
・
ク
ス
マ
・
ス
マ
ソ
ト
ゥ
リ

I
w
a
K
u
su
m
a
 S
u
m
a
n
t
r
i

は、

一
九
二
五
年
に
ラ
イ
デ
ソ
大
学
法
学
部
を
卒
架
し
一
九
二
八
年
二
月
以
来
メ
ダ
ソ
で
弁

護
士
を
開
業
す
る
か
た
わ
ら
労
働
運
動
を
指
導
し
て
い
た
（
イ
ワ

・
ク
ス
マ

・
ス
マ
ン
ト
リ
、
後
藤
乾
一
訳
『
イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
民
族
主
義
の
源
流
ー
ー
イ
ワ

・
ク
ス

マ
・
ス
マ
ン
ト
リ
自
伝
ー
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五

0
年
）
。

(
7
0
)

"P
e
rsa
tu
a
n
 T
a
m
a
n
 S
i
s
w
o
," 
W
a
s
i
t
a、
V
o
l
・
1
,
N
o
.
 2,
 N
o
v
e
m
b
e
r
,
 19
2
8
,
 p.
 64・ 

(
7
1
)

"P
e
r
s
a
t
u
a
n
 
T
a
m
a
n
 Si
s
w
o
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
,
 N
o
・
7
,
 Ap
r
i
l
,
 19
2
9
,
 p・
2
2
6
.
 

(

7

2

)

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
の
数
が
東
ジ
ャ
ワ
地
方
で
も
っ
と
も
多
く
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
活
動
が
も

っ
と
も
活
発
で
あ
る
と
い
う
状
態
は
梢
民

地
時
代
を
通
じ
て
一
貫
し
た
傾
向
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
三
点
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
は
こ
こ
に
述
ぺ
た
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
の
存
在
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
末
に
設
立
さ
れ
た
こ
の
団
体
は
中
ジ
ャ
ワ
を
中
心
と
す
る
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動

こ
と
に
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
活
動
に
対
抗
し
、
東
ジ
ャ
ワ
各
地
の
プ
サ
ソ
ト
レ
ソ

を
中
心
に
そ
の
努
力
を
拡
大
し
て
い

っ
た
。
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
と
並
ぶ
民
族
的
教
育

運
動
で
あ
る
モ
ハ
マ
デ
ィ
ア
は
中
部
，
シ
ャ
ワ
の
都
市
部
と
西
ス
マ
ト
ラ
に
繋
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
支
部
の
設
立
及
び
モ
ハ
マ
デ
ィ
ア
学
校
の
設
立
と
い
う
形

で
の
浸
透
は
東
ジ
ャ
ワ
地
方
で
は
ま
っ
た
く
失
敗
し
た
。
そ
れ
は
そ
の
地
方
に
お
け
る
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
の
抵
抗
に
会
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
分

だ
け
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
東
ジ
ャ
ワ
で
拡
大
す
る
機
会
を
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
ポ
ン
ド
ッ
ク
や
プ
サ
ン
ト
レ
ン
な
ど
、
現
に
ナ
フ

ダ
ト
ゥ
ル

・
ウ
ラ
マ
系
の
キ
ャ
イ
が
主
宰
し
て
い
る
宗
教
塾
を
民
族
教
育
の
〈
理
想
型
〉
と
し
て
掲
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

A
lfian
,
 Is
l
a
m
ic 
M
o
d
e
r
n
i
z
a
t
i
o
n
 i
n
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 
Politics
:
 T
h
e
 
M
u
h
a
m
m
a
d
i
j
a
h
 
M
o
v
e
m
e
n
t
 
D
u
r
i
n
g
 T
h
e
 D
u
t
c
h
 C
o
l
o
n
i
a
l
 P
e
r
i
o
d
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第四咲 クマン ・、ンスワの成立と拡大

(
1
9
1
2
'
]
9
4
2
)
,
 
Ph•D•Dissertation

, 

W
i
s
c
o
n
s
i
n
 U
n
i
v
e
r
sit
y
,
 19
6
9
.
 (
u
n
p
u
b
l
i
s
h
e
d
)
 

D
e
l
i
a
r
 
N
o
e
r
,
 T
h
e
 M
o
d
e
r
n
i
s
t
 M
u
s
l
i
m
 M
o
v
e
m
e
n
t
 i
n
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
,
 1
9
J
O
,
1
9
4
2
`
O
x
f
o
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 L
o
n
d
o
n
,
 19
7
3
.
 

ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
東
ジ
ャ
ワ
で
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
の
第
二
の
理
由
は
．ハ
ク

・
ア
ラ
ム
家
出
身
者
を
中
心
と
す
る
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
指
導
者
が
ジ
ャ
ワ
文
化

の
〈
再
建
〉
を
現
存
の
「
王
国
」
を
否
定
し
た
う
え
で
提
起
し
た
こ
と
が
、
東
ジ
ャ
ワ
出
身
の
人
々
に
共
感
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
東
ジ
ャ
ワ
は
マ
ク
ラ
ム

11

イ
ス
ラ
ム
王
国
が
成
立
し
た
一
六
世
紀
以
降
、
ジ
ャ
ワ
の
王
国
の
王
都
と
王
宮
（
ク
ラ
ト
ン
）
は
ひ
と
つ
も
存
在
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
ジ
ャ
ワ

地
方
が
辺
境
の
地
と
み
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
他
方
、
か
つ
て
モ
ジ
ョ
パ
イ
ト
、
シ
ン
ゴ
サ
リ
、
ク
デ
ィ
リ
な
ど
「
ジ
ャ
ワ
の
栄
光
を
示
す
」

王
都
を
有
し
て
い
た
東
ジ
ャ
ワ
の
人
々
も
、
中
ジ
ャ
ワ
（
こ
と
に
マ
ク
ラ
ム
王
国
と
そ
の
末
裔
の
王
家
）
へ
の
疎
外
感
を
持
ち
つ
つ
、
ジ
ャ
ワ
の
「
栄
光
」
の
〈
理

念
型
〉

へ
の
回
帰
の
意
識
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
。
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
に
生
ま
れ
な
が
ら
マ
ク
ラ
ム
（
こ
と
に
現
存
の

マ
タ
ラ
ム
の
後
継
者
）
王
国
の
正
統
性
を
否
定
し
、
し
か
も
別
の
形
で
ジ
ャ
ワ
を
再
生
し
よ
う
と
意
図
し
た
こ
と
は
、
東
ジ
ャ
ワ
の
人
々
に
と
っ
て
は
彼
ら
の
希
望

に
か
な
う
新
し
い
運
動
と
し
て
映
じ
た
で
あ
ろ
う
。

第
一一
一
の
理
由
は
、
当
時
(
-
九
二
0
年
代
後
半
以
降
）
東
ジ
ャ
ワ
で
は
ス
ト
モ
の
率
い
る
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
会
」
及
び
そ
の
後
身
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民

族
党

P
a
rt
ai
B
a
n
gsa
 I
n
d
o
n
e
s
ia
が
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
が
、
ス
ト
モ
の

「
穏
健
な
協
力
路
線
」
に
あ
き
た
ら
ぬ
人
々
は
、

ス
ト
モ
に
対
抗
す
る
運
動

と
し
て
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
運
動
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
（
こ
れ
は
、
ア
プ
ド
ゥ
ル
ラ
ッ
フ
マ
ン

・
ス
ル
ヨ
ミ
ハ
ル
ジ
ョ
氏
の
教
示
に
よ
る
）
。
ス
ト
モ
派
と
ク
マ
ン

・

シ
ス
ワ
の
東
ジ
ャ
ワ
各
支
部
と
の
対
立
は
第
五
章
以
下
で
み
る
よ
う
に
し
ば
し
ば
顕
在
化
し
た
。

(
7
3
)

"
P
e
r
s
a
t
u
a
n
 T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
," 
W
a
s
i
t
a
,
 V
o
l
・
2
"
N
o
.
 1
,
 Jul
y
,
 19
3
0
,
 p
.
 8・

な
お
こ
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
分
類
で
は
マ
デ
ィ
ウ
ソ
、
ソ
ガ
ウ
ィ
、

ソ
ガ
ン
プ
レ
、
ボ
ジ
ョ
ネ
ゴ
ロ
の
四
つ
は
東
ジ
ャ
ワ
で
は
な
く
中
ジ
ャ
ワ
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
（
ま
た
現
在
の
）
中
ジ
ャ
ワ
と
東
ジ
ャ
ワ

の
行
政
区
画
と
は
異
な
っ
た
分
類
の
し
か
た
で
あ
る
。

(74)

こ
れ
ら
の
大
都
市
の
中
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
中
ジ
ャ
ワ
の
二
つ
の
異
な
る
ク
イ
プ
の
代
表
的
な
都
市
、
す
な
わ
ち
ス
ラ
カ
ル
ク
王
家
及
び
マ
ン
ク
ヌ
ガ
ラ
王

家
の
所
在
地
で
あ
る
ス
ラ
カ
ル
タ
（
ソ
ロ
）
と
、
中
ジ
ャ
ワ
の
檻
民
地
行
政
及
び
経
済
の
中
心
地
で
あ
る
ス
マ
ラ

ン
の
二
都
市
で
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
活
動
が
不
調

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ソ
ロ
に
つ
い
て
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
と
の
対
抗
関
係
、

す
な
わ
ち
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
が
二
0
世
紀
以
降
民
族
運
動
の
ひ
と
つ
の
七

ソ
ク
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
の
に
対
し
て
、
ソ
ロ
及
ぴ
マ
ン
ク
ヌ
ガ
ラ
王
家
が
楢
民
地
政
府
と
の
結
合
性
を
強
化
し
保
守
化
し
て
い
く
と
い
う
関
係
に
お
い
て

理
解
し
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
ス
マ
ラ

ン
は
、
ク
ン

・
マ
ラ
カ
以
来
の
共
産
党
及
び
人
民
同
盟
の
〈
人
民
学
校
〉
が
成
功
的
に
維
持
さ
れ
た
た
め
に
ク
マ
ソ

・

シ
ス
ワ
学
校
の
設
立
は
困
難
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

ス
マ
ラ
ン
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
九
三
二
年
七
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
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た
0

P
u
s
a
r
a
、
V
o
l
.
2
,
 N
o
.
 1
,
2
,
 M
a
r
c
h
 1
9
3
2
,
 p
p
.
 8,10
.
 
P
u
s
a
r
a
、
V
o
l
.
6
,
 N
o
.
 7
,
 M
a
y
 1
9
3
6
,
 p
.
 161. 

(

7

5

)

こ
の
「
沈
黙
の
八
年
間
」
に
つ
い
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
次
の
よ
う
に
述
ぺ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
丸
八
年
が
経
過
せ
ず
か
つ
成
果
の
あ
が
ら
な
い
う
ち
は
「
わ

れ
わ
れ
が
公
然
と
姿
を
現
わ
す
時
が
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。

こ
の
よ
う
な
姿
勢
の
中
に
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
な
プ
サ
ン
ト
レ
ソ
や
ボ
ン
ド
ッ
ク
の
理
念
的
な
役
割
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
°
K
i
 D
j
o
e
 N
i
t
i
k
,
 "S
e
d
i
k
i
t
 
R
i
w
a
j
a
t
 t
e
n
t
a
n
g
 
b
e
r
d
i
r
i
n
j
a
 
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
," 
W
a
s
i
t
a
,
 V
o
l
.
 
1
,
 N
O
.
 8,
 M
a
y
 1
9
2
9
,
 p
.
 2
6
4
.
 

(

7

6

)

デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
ク
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
分
校
が
設
立
さ
れ
る
方
式
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
み
述
ぺ
た
と
い
う
。
「
あ
れ
こ
れ
と
相
談
す
る
な
。
心
が
ひ
ろ
く
骨

身
を
惜
し
ま
ず
に
働
き
、
民
族
主
義
の
精
神
の
持
主
で
あ
り
、
狂
心
的
な
考
え
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
、
そ
う
い
う
人
を
先
ず
探
し
求
め
よ
。
し
か
る
の
ち
に
委
員

会
を
作
り
、
教
師
と
教
場
と
を
求
め
よ
。
ア

ッ
ラ
ー
が
そ
れ
を
嘉
し
給
い
て
生
徒
が
そ
こ
に
集
い
寄
れ
ば
、
そ
れ
で
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
設
立
さ
れ
る
の
で
あ

る」

(
K
i
D
j
o
e
 N
i
t
i
k
,
 "S
e
d
i
k
i
t
 
R
i
w
a
j
a
t
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
,
 N
o
.
 8,
 M
a
y
 1
9
2
9
,
 p
.
 26
4
.)
 

こ
の
設
立
の
方
式
と
い
い
、
さ
き
の
「
沈
黙
の
八
年
間
」
と
い
い
、
何
れ
も
”
我
執
を
離
れ
て
ひ
た
す
ら
勤
め
よ

"
•
•
S
e
p
i

i
n
g
 
p
a
m
r
i
h
,
 r
a
m
e
 i
n
g
 g
a
w
e
"
 

と
い
う
ジ
ャ
ワ
人
の
「
霊
力」

k
a
s
e
k
t
e
n

の
収
攪
に
関
す
る
歳
言
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
簸
言
に
つ
い
て
ほ
次
を
参
照
。

B
e
n
e
d
i
c
t
O
'G
.
 An
d
e
r
,
 

s
o
n
,
 "T
h
e
 I
d
e
a
 
o
f
 
P
o
w
e
r
 i
n
 
J
a
v
a
n
e
s
e
 
C
u
l
t
u
r
e
," 
in 
C
l
a
i
r
e
 
H
o
l
t
,
 ed
., 

C
u
l
t
u
r
e
 a
n
d
 
P
o
l
i
t
i
c
s
 
i
n
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
,
 It
h
a
c
a
,
 
N•Y

., 

C
o
r
n
e
l
l
 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
ss
,
 19
7
2
.
 

(
7
7
)一
九
七
四
年
に
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が
刊
行
し
た
『
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
史
』
で
は
、
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ソ
を
「
宗
教
的
な
研
究
会
」•
^
R
e
l
i
g
i
e
u
s
e

S
t
u
d
i
e
c
l
u
b'● 

で
あ

っ
た
と
述
ぺ
て
い
る

(
T
e
a
m
S
t
u
d
i
 T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
,
 La
p
o
r
a
n
 S
t
u
d
i
 S
e
j
a
r
a
h
 P
e
n
d
i
d
i
k
a
n
 S
w
a
s
t
a
 T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
,
 m
i
m
e
o
,
 Jo
g
j
a
k
a
r
t
a
,
 

1
9
7
4
,
 Vo
l
.
 1•p

. 

1
5
2.

)。
し
か
し
、
こ
の

•
^
R
e
l
i
g
i
e
u
s
e

S
t
u
d
i
e
c
l
u
b
"

と
い
う
用
語
は
、
す
で
に
一
九
三
二
年
の
『
プ
サ
ラ
』
誌
に
み
え
て
い
る
か
ら
、
こ
れ

は
、
ス
カ
ル
ノ
や
ス
ト
モ
が
一
九
二
0
年
代
半
ば
か
ら
組
織
し
た
「
研
究
会
」
が
政
治
な
い
し
社
会
に
関
す
る
「
研
究
会
」
で
あ
っ
た
こ
と
へ
の
対
比
と
し
て
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
「
研
究
会
」
の
存
在
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
、
「
宗
教
に
関
す
る
研
究
会
」
と
い
う
規
定
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(
P
u
s
a
r
a
、
V
o
l
.
2
,
 N
o
.
 

5
ふ
.
M
a
y
,
 
1
9
3
2
,
 p. 
3
9
.)
。
ま
た
、
こ
こ
に
「
宗
教
」
と
は
「
ジ
ャ
ワ
人
の
精
神
生
活
」
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

(

7

8

)

サ
ヨ
ガ
は
一
九
三
0
年
代
初
頭
か
ら
最
高
会
議
事
務
局
貝
に
参
加
し
、
独
立
後
も
『
ブ
サ
ラ
』
の
編
集
を
一
貫
し
て
担
当
す
る
と
と
も
に
『
ク
マ

ン
・
シ
ス
ワ

三
十
年
史
』
（
一
九
五
二
年
刊
）
に
於
い
て
簡
明
な
「
沿
革
史
」
を
執
筆
し
た
。
一
九
七
七
年
に
死
亡
。

(
7
9
)

ス
ダ
ル
ミ
ソ
ク
も
一
九
二

0
年
代
後
半
に
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
に
参
加
し
そ
の
後
一
貫
し
て
ク
マ

ン
・
シ
ス
ワ
指
導
部
の
一
員
と
な
っ
た
。

(
8
0
)

ク
ウ
ヒ
ッ
ド
は
一
九
三
三
年
以
来
バ
ニ
ュ
マ
ス
の
ク
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
と
な
り
独
立
後
は
最
高
会
議
の
委
員
と
し
て
長
ら
く
名
を
連
ね
る
一
方
、
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ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
関
係
の
著
書
を
幾
冊
か
刊
行
し
た
。
ま
た
、
独
立
後
シ
ャ
フ
リ
ル
の
率
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
党
の
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

(
8
1
)

日
本
軍
政
期
か
ら
独
立
戦
争
期
に
か
け
て
の
サ
ル
ミ
デ
ィ

・
マ
ソ
グ
ソ
サ
ル
コ
ロ
と
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ク
ウ
ヒ
ッ
ド
の
活
動
に
つ
い
て
は
次
に
詳
し
い
0

B
e
n
e
d
i
c
t
 

R
.
 O
'G
.
 An
d
e
r
s
o
n
,
 Ja
v
a
 i
n
 
a
 T
i
m
e
 o
f
 R
e
v
o
l
u
t
i
o
n、
O
c
c
u
p
a
t
i
o
n
a
n
d
 R
e
s
i
s
t
a
n
c
e
 1
9
4
4
1
]
9
4
6
,
 C
o
r
n
e
l
l
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
Press
,
 Ithaca 
a
n
d
 

L
o
n
d
o
n
,
 19
7
2
.
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設
立
さ
れ
る
と
い
う
形
態
を
示
し
て
い
た
。

（
東
ジ
ャ
ワ
会
議
ー

一
九

三

0
年
）

前
章
で
み
た
よ
う
に
一
九
二
二
年
に
発
足
し
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
は
、

ラ
東
海
岸
に
発
展
し
て
い
き
、
そ
の
支
部
（
分
校
）
の
数
は
一
九
三

0
年
七
月
に
は
蘭
領
東
イ
ン
ド
の
植
民
地
全
体
で
五
二
校
に
達

こ
の
よ
う
な
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
支
部
拡
大
の
過
程
は
、

マ
ラ
ン
、

ジ
ェ
ソ
ベ
ル
な
ど
の

一
九
二
0
年
代
を
通
じ
て
ジ

ャ
ワ

の
各
地
と
ス
マ
ト

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
を
新
し
い
文
化
運
動
の

中
心
（
セ
ン
タ
ー
）
と
み
な
し
た
各
地
の
人
々
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
自
発
的
に
支
部
が
結
成
さ
れ
る
と
い
う
過
程
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
、
各
地
の
支
部
の
設
立
の
さ
れ
方
は
、

セ
ソ
ク
ー
か
ら
組
織
者
が
派
遣
さ
れ
、

て
支
部
が
設
立
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
各
地
で
個
別
に
そ
れ
独
自
の
運
動
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
各
々
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学

校
を
名
乗
る
と
い
う
形
態
を
示
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
が
各
々
ば
ら
ば
ら
に
存
在
し
て
い
た
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
も
と
に
、

し
て
い
た
。

第

五

章

組

織
化

セ
ン
タ
ー
の
直
接
の
意
向
に
基
づ
い

ス
ラ
バ
ヤ
、

東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
サ
ブ

・
セ
ン
タ
ー
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
及
び
バ
ソ
ド
ゥ
ン
の
西
ジ
ャ
ワ
地
方
の
サ
ブ

・
セ
ン
タ
ー
、

メ
ダ
ソ
の
ス
マ
ト

ラ
東
海
岸
地
方
の
サ
ブ

・
セ
ン
タ
ー
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ブ

・
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
に
幾
つ
か
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
が

ゆ
る
や
か
で
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
結
合
性
を
支
え
て
い
た
の
は
前
章
ま
で
に
み
た
次
の
二
つ
の
要
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え
ば
、

素
で
あ
っ
た
。
第
一
は

一
九
二
二
年
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
設
立
し
た
中
ジ
ャ
ワ
の
パ
ク

・
ア
ラ
ム
家
出
身
者
を
中
核
と
す
る
民
族

主
義
的
な
貴
族
た
ち
の
間
の
半
ば
は
同
志
的
な
、
そ
し
て
半
ば
は
同
族

・
同
閥
的
人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
各
地
の
サ
ブ

・

セ
ン
タ
ー
の
間
を
ゆ
る
や
か
に
覆
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
関
係
者
で
あ
り
、
ま
た

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
前
身
に
あ
た
る
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
団
体
の
構
成
員
で
あ
り
、

ジ
ャ
ワ
文
化
の
再
興
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
の

形
成
と
い
う
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
に
、
植
民
地
支
配
機
構
と
拮
抗
し
う
る

カ
ウ
ソ
タ
ー

・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
対
抗
制
度
）
を
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
お
い
て
実
現
し
よ
う
と
め
ざ
す
点
で
、
こ
こ
ろ

ざ
し
を
―
つ
に
す
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

こ
の
当
時
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
結
合
性
を
保
証
し
て
い
た
も
う
―
つ
の
要
素
は
、
各
地
で
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
活
動
に
参
加
し

た
人
々
（
支
部
設
立
の
準
備
者
、
支
部
の
運
営
者
、
教
師
、
子
弟
を
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
学
校
へ
通
学
さ
せ
た
両
親
）
が
、
総
じ
て
い

一
九
二
七
年
の
ス
カ
ル
ノ
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党
の
成
立
、
翌
年
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
け
る
「
青
年
の
誓
い
」
の
採

択
な
ど
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
の
「
統
一
と
団
結
」
を
め
ざ
す
新
し
い
気
運
の
昂
揚
に
対
し
て
す
ぐ
れ
て
積
極
的
に
反
応
し
た
人
々

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
閲
領
東
イ
ン
ド
」
に
代
る
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
、
こ
と
に
、
こ
の
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
に
包
摂
さ

れ
る
領
域

・
民
族

・
言
語
の
確
立
と
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
た
〈
共
同
体
〉
へ
の
自
覚
は
、

一
九
二

0
年

代
後
半
か
ら

一
九一―

-0年
代
前
半
に
か
け
て
、
鮮
烈
な
〈
時
代
精
神
〉
と
し
て
噴
出
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
〈
時
代
精
神
〉
は
、
植

民
地
支
配
機
構
の
打
倒
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
の
独
立
と
い
う
主
張
と
し
て
発
露
し
て
い
た
。
そ
の
場
合
の
植
民
地
支
配
機
構
と
は
、

(
1

)

 

土
地
と
労
働
力
の
調
達
に
よ
っ
て
熱
帯
農
産
物
と
鉱
産
物
を
収
奪
し
「
富
の
流
出
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
装
置
、
即
ち
、
バ
タ
ヴ
ィ

ア
を
セ
ン
タ
ー
と
す
る
植
民
地
官
僚
制
の
体
系
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
植
民
地
体
制
に
対
置
し
う
る
と
考
え
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

理
念

・
制
度
は
、
そ
の
当
時
の
民
族
主
義
者
に
よ
っ
て
次
々
と
紹
介
さ
れ
導
入
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
討
論
が
く
り
ひ
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人
々
は
、

主
権
」

ろ
げ
ら
れ
た
。
共
同
組
合
主
義
、

R
a
k
j
a
t
 

ス
ワ
ラ
ジ
・
ス
ワ
デ
シ
運
動
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
近
代
運
動
と
世
俗
国
家
（
論
）
、
三
民
主
義
、
西

欧
的
な
議
会
民
主
主
義
（
論
）
等
々
、
二

0
世
紀
以
降
の
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
配
が
そ
の
支
配
の
官
僚
制
化
と
合
理
化
の

過
程
を
通
じ
て
、
必
然
的
に
植
民
地
に
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
「
情
報
の
開
放
系
」
を
通
じ
て
、

義
者
は
、

と
い
う
概
念
は
、
当
時
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
主

お
よ
そ
対
抗
制
度
の
形
成
に
資
す
る
と
想
定
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
理
念
と
制
度
に
対
し
て
敏
感
に
反
応
し
た
。
そ
れ
は
一
見
、

混
沌
と
し
て
お
り
、

ま
た
、
知
識
の
展
覧
に
す
ぎ
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
民
族
国
家
の
理
念
を
形
成
し

こ
の
過
程
で
提
示
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
理
念
が
共
通
の
基
盤
と
し
て
い
た
の
は
、
新
た
に
形
成
さ
れ
る
べ
き
独
立
国
家
が
「
人
民

K
e
d
a
u
l
a
t
 
R
a
k
j
a
t

に
基
、
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
原
理
で
あ
っ
た
”
人
民
II

〈
時
代
精
神
〉
を
示
す
、
も
う

―
つ
の
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
民
族
主
義
運
動
に
正
統
性
を
賦
与
す
る
原
理
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
〈
時
代
精
神
〉
の
渦
中
に
お
け
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
役
割
は
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
「
人

民
の
た
め
の
教
育
」

・
「
民
族
の
た
め
の
教
育
」
の
樹
立
を
標
榜
す
る
教
育
機
関
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
で
は
、
植
民
地
政
庁
の
運
営

す
る
教
育
機
関
と
の
対
比
が
常
に
意
識
さ
れ
、
民
族
的
な
人
間
類
型
と
民
族
的
な
教
育
機
関
の
理
念
型
と
が
絶
え
ず
問
題
と
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
植
民
地
的
社
会
の
秩
序
に
拮
抗
し
う
る
民
族
的
社
会
の
秩
序
原
理
が
標
榜
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
植
民
地

以
前
に
成
立
し
て
い
た
文
化
を
再
興
す
る
と
い
う
姿
勢
に
貫
か
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

の
の
、
そ
の
「
守
旧
性
」
に
あ
き
た
ら
ず
に
そ
こ
か
ら
離
脱
し
た
人
々
と
ス
カ
ル
ノ
の
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
国
民
党
の
主
張
に
共
嗚
し
た

一
九
二

0
年
代
の
後
半
か
ら
続
々
と
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
活
動
に
参
加
し
て
い

っ
た
。
ス
カ
ル
ノ
は
〈
時
代
精
神
〉

の
鼓
吹
者
で
あ
り
、

か
つ
て
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
に
参
加
し
た
も

キ

・ハ

ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
〈
時
代
精
神
〉
の
具
現
者
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
各
地
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
、
創
立
以
来
の
指
導
者
の
人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
ゆ
る
や
か
に
覆
わ
れ
、

て
い
く
う
え
で
、
必
ず
辿
ら
ね
ば
な
ら
な
い
道
程
で
も
あ
っ
た
。
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そ
の
場
合
の
論
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

い
て
詳
細
に
論
ず
る
こ
と
に
す
る
）
。

全
国
大
会
に
よ
っ
て
、
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
が
、
こ
の
大
会
に
至
る
過
程
と
し
て
一
九
三

0
年
一
月
末
か
ら
二
月
初
め

に
か
け
て
マ
ラ
ン
で
行
な
わ
れ
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
東
ジ
ャ
ワ
大
会
が
と
く
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
。
こ
の
う
ち
本
章
で
は
、

P
K
I

と
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
関
係
及
び
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
東
ジ
ャ
ワ
大
会
の
内
容
を
中
心
と
し
て
、

三

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
部
の
状
況
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
す
る
（
な
お
第
一
同
全
国
大
会
に
つ
い
て
は
次
章
に
お

第
一
は
、
い
及
び
③
の
こ
と
が
ら
を
通
じ
て
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
II

人
民
運
動
II

在
意
義
を
ど
の
よ
う
な
形
で
再
確
認
し
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
働
き
か
け
が
注
目
に
値
す
る
。
②
に
関
し
て
は
、

こ
の
時
期
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
、

ま
た
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
〈
時
代
精
神
〉
を
顕
在
化
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
精
神
を
共
有
し
て
い
た
。

本
章
で
論
ず
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
的
背
景
に
お
け
る
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
部
の
状
況
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

九
二

0
年
代
末
か
ら
一
九
一
―

-0年
代
初
頭
に
か
け
て
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
拡
大
の
状
況
に
相
呼
応
し
て
、

で
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
な
わ
れ
た
か
を
、

で
き
る
限
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

rakjat 

に
お
け
る
自
ら
の
存

32
 
2
 

一
九
二
0
年
代
末
か
ら

一
九
P
P
 

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
内
部

一
方
で
各
地
の
支
部
が
ひ
き
続
き
設
立
さ
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

他
方
で
は
、
そ
の
拡
大
に
見
合
う
形
で
、
①
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
運
動
の
総
体
に
対
し
て
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
自
ら
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
自
己
主
張
を
開
始
す
る
時
期
で
あ
り
、

か
つ
、
③
ク
マ
ン
・
シ
ス
ヮ
内
部
で
の
組
織
的
な
結
束
と
強
化
が
試
み
ら
れ
る

時
期
で
も
あ
る
。
①
に
関
し
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
各
種
の
民
族
的
団
体
の
ゆ
る
や
か
な
結
合
体
で
あ
る
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族

政
治
団
体
連
合
協
議
会
」

P
P
P
K
I
:

P
e
r
m
u
f
a
k
a
t
a
n
 
P
e
r
h
i
m
p
u
n
a
n
,
p
e
r
h
i
m
p
u
n
a
n
 Politik K
e
b
a
n
g
s
a
a
n
 I
n
d
o
n
e
s
i
a

に
対
す
る
タ

一
九
三

0
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
第
一
回

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 



で
あ
る
。

一
九
二
九
年
六
ー
七
月
合
併
号
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ヮ
機
関
誌
『
ワ
シ
ト
』

全
国
大
会
開
催
の
呼
び
か
け

第
一
節

い
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
二
は
、
と
く
に
②
の
こ
と
が
ら
に
お
い
て
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
組
織
化
が
、
何
故
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
、
試
み
ら
れ
て

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と

P
P
P
K
I

長
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
起
草
に
な
る
次
の
よ
う
な
「
呼
び
か
け
」
を
掲
載
し
た
。
即
ち
、
「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ヮ
内
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

に
か
ん
が
み
、

ま
た
人
民

ra
kj
a
t

の
た
め
の
教
育
に
献
身
す
る
と
い
う
点
で
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
点
に
か
ん
が
み
、
さ

ら
に
ま
た
、

P
P
P
K
I

大
会
の
決
定
、
と
り
わ
け
民
族
教
育
に
関
し
て
な
さ
れ
た
決
議
に
か
ん
が
み
、

て
い
る
わ
れ
わ
れ
は
、
上
記
の
状
況
に
し
か
る
ぺ
く
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
め
ざ
し
て
わ
れ
わ
れ
が
正
し
い
態
度
を
と
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
全
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
す
べ
て
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
か

ら
な
る
大
会

P
e
r
t
e
m
u
a
n
B
e
sa
r

を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
大
会
の
重
要
性
を
諸
兄
は
ひ
と
し
く
認
め
て
い
る
は
ず

そ
れ
ゆ
え
、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
関
わ
っ

ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
運
営
委
員
会
並
び
に
教
師
連
合
は
、
諸
兄
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
質
問
を
提
起

す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
『
き
た
る
断
食
月

P
u
a
s
a

に
こ
の
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
せ
ん
か
』
。

こ
の
結
論
を
わ
れ
わ
れ
は
集
約
し
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
中
央
委
員
会

M
a
d
j
e
lis
B
e
sar

に
提
出
し
、
も
し
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、

(
2

)
 

大
会
の
日
程
と
開
催
地
並
び
に
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
す
る
予
定
で
あ
る
」
。

W
as
ita

は、

ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
（
ス
ラ
．
、ハ
ヤ
郊
外
）
支
部
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こ
の
「
呼
び
か
け
」
に
並
ん
で
中
央
委
員
会
の
書
記
局
は
大
略
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
。
即
ち
、
①
こ
の
種
の
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
再
三
討
議
さ
れ
て
お
り
、
大
会
運
営
費
の
捻
出
さ
え
可
能
で
あ
れ
ば
大
会
を
開
く
用
意
の
あ
る
こ
と
、

③
従
っ
て
各
地
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
員
が
そ
の
費
用
を
支
出
す
る
な
ら
、
本
部
と
し
て
は
た
だ
ち
に
大
会
の
準
備
を
開
始
し
う
る

こ
と
、
⑥
大
会
で
の
討
議
事
項
は
、
教
育
内
容
、
組
織
、
原
則
、
運
営
方
式
が
中
心
と
な
る
こ
と
、
④
そ
の
た
め
の
提
案
は
す
で
に

(
3
)
 

作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
コ
メ
ン
ト
の
骨
子
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
提
案
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

P
P
P
K
I

大
会
の
決
議
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と

P
P
P
K
I

P
P
P
K
I
 (
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
政
治
団
体
連
合
協
議
会
）
は
一
九
二
七
年
―
二
月
一
七
日
、

(

4

)
 

催
さ
れ
た
民
族
諸
団
体
の
代
表
者
会
議
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
こ
れ
は
各
種
の
政
治
団
体
の
ゆ
る
や
か
な
連
合
体
で
あ
り
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
統
一
と
団
結
」
を
掲
げ
る
国
民
党
が
、
そ
の

II

統

一
と
団
結
II

を
民
族
運
動
に
関
与
し
て
い
る
諸
団
体
の
間
に
実
現
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
民
族
全
体
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
、

つ
い
て
合
意
を
得
よ
う
と
い
う
こ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て

P
P
P
K
I

に
参
加
し
た
の
は
、

モ
、
バ
ス
ン
ダ
ン
（
ス
ン
ダ
同
盟
）
、

（
ス
ラ
バ
ヤ
研
究
会
）
、

カ
ウ
ム

・
バ
タ
ヴ
ィ
（
バ
タ
ヴ
ィ
ア
人
同
盟
）
、

そ
こ
に
は
、
地
域
的

・
種
族
的
性
格
を
も
つ
諸
団
体
と
、

で
き
れ
ば
そ
れ
ら
の
諸
問
題
に

イ
ス
ラ
ム
同
盟
党

P
S
I
、
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト

ス
マ
ト
ラ
同
盟
、

で
あ
り
、
こ
れ
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党

P
N
I

を
加
え
た
七
団
体
か
ら

P
P
P
K
I

は
構
成
さ
れ
て
い
た
。

イ
ス
ラ
ム
の
政
治
勢
力
を
代
表
す
る
イ
ス
ラ
ム
同
盟
党
（
イ
ス
ラ
ム
同
盟

の
抜
け
殻
）
と
新
世
代
の
知
的
エ
リ
ー
ト
で
民
族
主
義
を
鼓
吹
す
る
国
民
党
及
び
ス
ラ
バ
ヤ
研
究
会
が
参
加
し
て
お
り
、

年
初
頭
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党

P
K
I

が
崩
壊
し
た
後
の
主
要
な
政
治
勢
力
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
た
。

一
九
二
七

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
会

一
八
日
に
バ
ン
ド
ゥ
ン
に
お
い
て
開
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P
P
P
K
I

は
ま
た
、

ス
カ
ル
ノ
、

ス
ト
モ
、

イ
ス
カ
ッ
ク
・
チ
ョ
ク
ロ
ハ
デ
ィ

ス
ラ
バ
ヤ
で
開
催
し
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
、
バ
ン
ド
ゥ
ン
、
中
部
ジ
ャ
ワ
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
と
ス
ラ
カ
ル
タ
）
、

ワ
の
各
地
方
の
都
市
を
中
心
に
11

統
一
と
団
結
“
の
呼
び
か
け
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

P
P
P
K
I

に
参
加
し
た
組
織
が
こ
れ
ら
の

大
都
市
の
い
ず
れ
か
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で

P
P
P
K
I

は
第
一
回
大
会
を
一
九
二
八
年
八
月
―
―

-0日
か
ら
九
月
二
日
に
か
け
て
、

0
0
0名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
の
”
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
II

で
は
、

ス
ル
ョ

M
r
.
I
s
k
a
q
 
T
j
o
k
r
o
h
a
d
i
s
o
e
r
j
o
 
(
国
民
党
）
、

シ
ン
ギ

M
r
.
S
i
n
g
g
1
h
 
(
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
）、

(
5
)
 

ア
ミ
ジ
ョ
ヨ
ら
と
並
ん
で
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
教
育
問
題
に
関
し
て
演
説
し
た
。

こ
の
大
会
か
ら
一
カ
月
後
の
一

0
月
に
は
、
有
名
な
「
青
年
の
誓
い
」

S
u
m
p
a
h
P
e
m
u
d
a

が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
誓
い
」

の
中
に
再
三
用
い
ら
れ
る
”
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
II

と
い
う
語
は
、
す
で
に
本
章
の
序
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
〈
時
代
精
神
〉
を
表
明

す
る
も
の
と
し
て
、
新
し
い
民
族
・
領
域
・
言
語
を
表
示
す
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ル
は
、

の
平
和
」

P
a
x
N
e
e
e
r
l
a
n
d
i
c
a
 
と
そ
れ
を
支
え
る
「
白
人
の
責
務
」

t
h
e
w
h
i
t
e
 
m
a
n
'
s
 
b
u
r
d
e
n

を
全
面
否
定
す
る
た
め
の
新
し

い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
が
、
他
方
で
、
「
青
年
」

p
e
m
u
d
a

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
”
新
し
い
世
代
11

と
は
、

代
（
少
な
く
と
も
二

0
年
）
若
く、

か
つ
、

ス
ラ
バ
ヤ
な
ど
ジ
ャ

ア
リ
・
サ
ス
ト
ロ

一
方
で
、
「
オ
ラ
ン

ダ

と
い
う
語
に
象
徴
さ
れ
る
新
し
い
世
代
の
台
頭
を
宣
言
す
る

か
つ
て
の
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
及
び
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
指
導
者
の
世
代
よ
り
一
世

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
及
び
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
指
導
者
と
異
な
っ
て
「
モ
ス
ク
ワ
か
ら

も
メ
ッ
カ
か
ら
も
扶
け
を
か
り
な
い
」
世
代
、
従
っ
て
「
わ
れ
ら
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」

I
n
d
o
n
e
s
i
a
j
a
n
g
 
kita 
p
u
n
j
a

を
共
通
の
意

識
と
し
て
分
ち
持
つ
世
代
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
世
代
の
旗
手
は
ス
カ
ル
ノ
で
あ
り
、

う
し
て
み
る
と
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
こ
の
「
新
し
い
世
代
」
に
は
属
さ
ざ
る
者
で
あ
っ
た
。

実
際
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
こ
の

P
P
P
K
I

大
会
の
演
説
者
の
中
で
、

モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ヤ
ミ
ン
で
あ
っ
た
が
、
こ

た
だ
ひ
と
り
「
旧
い
世
代
」
に
屈
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
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(8) (7) 

教
育
の
目
的
は
、
（
人
民
の
）
統
一
体
の

一
員
と
し
て
、
自
立
し
た
人
間
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
自
立
し
た
状
態
に

お
い
て
、
彼
は
絶
え
ず
彼
自
身
が
よ
り
大
き
な
人
間
社
会
の

一
員
と
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
教
育
は
精
神
の
育
成
に
よ
り
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
が
絶
え
ず
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
第

一
に
自
立

(6) 

独
立
し
た
人
間
と
は
、
心
身
と
も
に
そ
の
生
活
を
他
人
本
位
で
な
く
自
分
の
力
で
支
え
て
い
る
者
の
謂
い
で
あ
る
。

⑮
教
育
に
よ
っ
て
人
は
、
精
神
と
肉
体
の
独
立
性
を
獲
得
す
る
。

の
統
一
を
達
成
す
る
た
め
の
原
則
を
打
ち
立
て
る
た
め
に
は
、
こ
の
相
異
性
に
絶
え
ず
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(4) (3) さ
て
、
こ
の

P
P
P
K
I

大
会
の
二
日
目
に
当
た
る

一
九
二
八
年
八
月
三

一
日
に
行
な
わ
れ
た
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
教
育
問
題
に
関
す
る

(6
)
 

演
説
の
骨
子
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
先
ず
、
教
育
は
人
民
の
た
め
の
教
育
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、

民
族
や
国
家
の
力

k
e
k
u
a
ta
n

は
、
人
民

一
人
一
人
の
力
の
総
和
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
下
か
ら
教
育
を
普
及
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。

教
育
と
は
親
の
世
代
か
ら
子
の
世
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
子
供
を
教
育
す
る
こ
と
は
次
の
世
代
を
育
て
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
人
民
を
教
育
す
る
こ
と
は
、
先
ず
子
供
を
教
育
す
る
こ
と
で
あ
る
。

社
会
生
活
に
と

っ
て
有
用
で
あ
る
よ
う
な
教
育
制
度
を
樹
立
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
そ
の
制
度
が
人
民
の
生
活
と
密

接
に
か
か
わ

っ
て
い
る
か
否
か
に
絶
え
ず
留
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。

す
べ
て
の
国
家

s
t
a
a
t

は
利
害
と
見
解
を
異
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
か
ら
、
調
和
の
と
れ
た
自
然

(2) (1) 
の
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
。

z
e
lf
s
t
an
d
ig
h
ei
d
、
竿
空
一
に
抽
g
ヤル氏瓜
古ザ
か
ら
の

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
率
い
る
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
、
こ
の
新
し
い
時
代
精
神
の
台
頭
に
先
駆
け
て
そ
の
精
神
を
現
に
具
現
し
つ
つ
あ
る
も

227 



II

束
縛
さ
れ
な
い
“
と
い
う
こ
と
を
あ
く
ま
で
も
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

⑬ 
で
あ
り
、
彼
ら
は
一
貫
し
て
人
民
の
た
め
の
教
育
に
着
手
す
る
こ
と
に
不
満
を
抱
い
て
ぎ
た
。
だ
か
ら
人
民
の
た
め
の
教
育
を
遂
行

す
る
の
は
わ
れ
わ
れ
の
義
務
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
自
分
自
身
の
政
府
を
樹
立
す
る
以
前
に
こ
の
教
育
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

民
族
教
育
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
能
う
か
ぎ
り
自
立
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
損
な
う
よ
う
な
補
助
金
を
政
府
は
じ

こ
れ
と
は
逆
に
わ
れ
わ
れ
を
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
何
ら
束
縛
し
な
い
援
助
な
ら
ば
、
誰
か
ら
の
も
の
で
あ
れ
受
け
入
れ

て
良
い
。
自
分
に
対
し
て
好
意
を
示
す
者
に
対
し
て
な
お
か
つ
自
ら
を
堅
持
す
る
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
か
ら
、

め
い
か
な
る
団
体
か
ら
も
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

⑫ 
、0
、
>

⑪ 
民
族
的
で
な
け
れ
ば
、
子
供
は
民
族
へ
の
愛
を
失
い
、

つ
い
に
は
民
族
に
敵
対
す
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

⑩

民

族

教

育

n
a
t
i
o
n
a
a
l

o
n
d
e
r
w
1
j
s
 

次
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
民
族
的
な
教
育
に
つ
い
て
触
れ
、

統
一
で
あ
る
。
そ
れ
は
調
和
の
と
れ
た
自
然
な
統
一
で
あ
る
。

―
つ
の
集
団
の
利
益
の
上
に
成
立
し
た
り
強
制
に
よ

っ
て
成
立
し
た

(9) 
離
脱

o
n
a
f
h
a
n
k
e
l
i
 
j
k
h
e
i
d
、
第
三
に
自
営
の
精
神

v
r
ij
h
e
id,
z
e
l
f
b
e
s
c
h
i
k
k
i
n
g

で
あ
る
。
自
立
と
は
、
自
分
以
外
の
者
も
自
立
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
自
分
自
身
を
秩
序
づ
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
（
傍
点
は
土
屋
）
。

こ
の
よ
う
に
し
て
人
民
の
生
活
を
秩
序
あ
る
も
の
と
す
る
の
に
有
効
な
教
育
活
動
を
行
な
う
た
め
に
は
＂
統
一

II

と
い
う
言

葉
が
次
の
意
味
に
お

い
て
了
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
集
団
が
認
め
、
す
べ
て
に
利
益
を
も
た
ら
す

り
す
る
統
一
や
些
細
な
点
に
ま
で
関
わ
る
統
一
を
追
求
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
長
続
き
し
な
い
統
一
で
あ
る
。

こ
そ
、
民
族
の
社
会
的

・
文
化
的
生
活
に
合
致
す
る
教
育
で
あ
る
。
子
供
へ
の
教
育
が

民
族
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
権
利
で
あ
り
義
務
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ
る
政
府
は
、

オ
ラ
ン
ダ
政
府
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間
に
、 以

上
が
第

一
回

P
P
P
K
I

大
会
に
お
け
る
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
浪
説
の
骨
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
①
民
族
教
育
を
、
人
民
の
た
め
の

教
育
と
規
定
し
、

か
つ
、
そ
れ
を
成
人
教
育
で
な
く
子
弟
教
育
と
考
え
、
③
そ
の
目
標
と
し
て
、
自
立
し
た
人
間
を
育
て
る
こ
と
を

掲
げ
、
⑱
そ
の
た
め
に

II

ひ
も
つ
き
の
補
助
金
＂
を
拒
否
す
る
と
と
も
に
、
④
民
族
教
育
の
遂
行
に
有
用
な
中
央
基
金
を
独
自
に
設

立
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
四
点
に
要
約
し
う
る
。
こ
の
内
①
か
ら
⑱
ま
で
は
、

で
あ
っ
た
が
、
④
は
統
一
的
な
中
央
機
構
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
主
張
を
含
む
も
の
で
あ
り
、

提
示
し
た
具
体
的
な
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
④
の
主
張
は
ま
た
、
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
設
立
を
準
備
し
た
ワ
ヒ
デ
ィ
ン

・
ス
デ
ィ
ロ

(
7
)
 

フ
ソ
ド
が
、

一
九

0
0年
代
の
初
頭
以
来
主
張
し
て
き
た
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
ま
た
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
の
設
立
後
も
そ
の
活
動
の
主

(
8
)
 

要
な
内
容
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
奨
学
基
金
の
調
達
と
そ
れ
に
よ
る
奨
学
生
の
育
成
と
い
う
ジ
ャ
ワ
貴
族
の

っ
と
に
抱
懐
さ
れ
て
き
た
構
想
を
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は

P
P
P
K
I

と
い
う
民
族
運
動
の
統
合
体
に
お
い
て
再
度
主
張
し
た
の
で

た
め
の
奨
学
金
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。

(19 

こ
の
中
央
基
金

s
t
e
u
n
f
o
n
d
s

u
m
u
m
 

と
な
る
。

(l9 
で
あ
る
。 補

助
金
な
し
で
教
育
を
行
な
う
た
め
に
、
自
営
制
度

ze
l
f
b
e
d
r
u
i
pi
n
g

sy
st
e
e
m
 

金

s
t
e
u
n
f
o
n
d
s

を
得
て
も
良
い
が
、

⑭
 

に
対
し
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
が

つ
と
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
主
張
し
て
い
た
こ
と

B
a
d
a
n
 P
e
r
n
b
a
n
t
u
a
n
 
U
rn
u
rn

が

そ
の
寄
金
者
は
教
育
に
容
吸
し
て
は
な
ら
な
い
。
教
師
は
わ
ず
か
な
給
料
に
耐
え
、
子
供
は

粗
末
な
教
場
で
学
ぶ
こ
と
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
理
想
的
な
教
育
と
は
し
ば
し
ば
こ
う
し
た
状
況
で
行
わ
れ
る
の

各
々
の
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
支
援
委
員
会
を
有
し
て
い
て
良
い
が
、
支
援
団
体
の
統
一
体

設
置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済
基
盤
の
弱
い
学
校
を
援
助
し
た
り
新
た
に
学
校
を
設
立
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能

は
、
ま
た
能
力
が
あ
っ
て
も
学
費
不
如
意
の
た
め
に
進
学
で
き
な
い
で
い
る
子
供
の

P
P
P
K
I
 

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
援
資
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の
内
、

師

Dr.
S
o
e
k
i
m
a
n

の
一
二
名
の
委
員
と
、

会
は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
シ
ン
ギ

M
r
.
S
i
n
g
g
i
h
 
と
国
民
党
の
ス
ユ
デ
ィ

M
r
.
 S
o
e
j
o
e
d
i
 
イ
ス
ラ
ム
同
盟
党
の
ス
キ
マ
ン
医

と
名
付
け
ら
れ
八
月
三
一
日
に
発
足
し
た
。
委
員

民
族
教
育
に
つ
い
て
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
続
い
て
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
学
校
の
代
表
が
演
説
を
行
な
い
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
教
育
理
念
が
イ

ス
ラ
ム
到
来
以
前
の
教
育
理
念
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
点
を
批
判
し
た
。
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
は
一
九
二

0
年
代
半
ば
よ
り
教
育
活
動
に

ャ
カ
ル
ク
、

あ
る
。

ス
ラ
カ
ル
ク
、

も
着
手
し
、
宗
教
学
校
以
外
に
も
各
種
の
”
西
欧
式
学
校
II

を
設
立
し
て
い
た
。
そ
れ
は
中
ジ
ャ
ワ
の
都
市
部
（
こ
と
に
ジ
ョ
ク
ジ

(9
)
 

ペ
カ
ロ
ン
ガ
ン
の
三
都
市
）
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
た
。

し
か
し

P
P
P
K
I

大
会
で
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
提
案
に
沿
っ
て
教
育
問
題
を
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
、
そ
の
委
員
会

(
10
)
 

が
民
族
教
育
を
具
体
化
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
「
民
族
教
育
委
員
会
」

K
o
m
i
s
i
P
e
n
g
a
d
j
a
r
a
n
 
K
e
b
a
n
g
s
a
a
n
 

ア
リ
・
サ
ス
ト
ロ
ア
ミ
ジ
ョ
ヨ
及
び
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
二
名
の
顧
問
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ

ス
キ
マ
ン
を
除
く
四
名
は
い
ず
れ
も
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ヮ
関
係
者
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
内
ス
ュ
デ
ィ
以
外
の
三
名
は
、
当
時

の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
中
央
委
員
会
に
名
を
連
ね
て
い
た
か
ら
、

P
P
P
K
I

の
教
育
問
題
委
員
会
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
育
理
念
を

民
族
的
な
レ
ベ
ル
で
表
明
す
る
場
所
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

植
民
地
的
教
育
に
拮
抗
し
う
る
教
育
を
民
族
主
義
的
精
神
に
基
づ
い
て
樹
立
し
、
こ
れ
を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
を
、
デ

ワ
ン
ト
ロ
は
早
く
か
ら
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
一
九
―

-
0年
代
を
通
じ
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
大
々
的
な
宣
伝
は
行

わ
な
か
っ
た
が
、
個
々
の
指
導
者
と
の
接
触
を
通
じ
て
民
族
教
育
の
理
念
に
つ
い
て
合
意
を
得
、

か
つ
、
こ
の
理
念
に
甚
づ
い
て
統

一
的
な
教
育
機
関
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
デ

ワ
ン
ト
ロ
自
身
は
何
度
か
行
な
っ
て
い
た
。
彼
自
身
の
述
懐
に
よ
れ
ば
、
彼
は

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
設
立
す
る
前
年
の
一
九
ニ
―
年
に
、
す
で
に
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
ス
ト
ボ
・
ウ
ォ
ノ
ボ
ヨ
、

イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
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P
P
P
K
I

は、

一
九
二
九
年
三
月
＿
―
-
日
と
三
月
二
四
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ

(
1
2
)
 

本
部
で
会
合
を
開
き
、
民
族
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
案
を
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、

こ
の
内
、

に
対
し
て
次
の
三
項
目
よ
り
成
る
意
見
書
を
三
月
二
七
日
に
提
出
し
た
。
こ
の
提
案
の
第
一
は
、

教
育
セ
ン
タ
ー

C
.
P
.
 N
・
C
o
n
c
e
n
t
r
a
t
i
e
 
P
e
n
g
a
d
j
a
r
a
n
 
N
a
s
i
o
n
a
一
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
第
二
は

P
P
P
K
I

が
教
育
墓

金

o
n
d
e
r
w
i
j
s
f
o
n
d
s

を
設
立
し
て
、
そ
の
運
営
を
民
族
教
育
セ
ン
タ
ー

C
P
N

意
見
書
が
添
え
ら
れ
た
。
こ
の
意
見
書
は
ス
ユ
デ
ィ
、

レ
ベ
ル
の
民
族
的
教
育
機
関
を
早
急
に
設
立
す
る
よ
う
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に

(13) 

シ
ン
ギ
の
連
名
で
提
出
さ
れ
た
。

C
P
N

を
設
立
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
先
の

P
P
P
K
I

大
会
に
お
け
る
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
演
説
を
具
体
化
す
る
も
の

と
し
て
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
意
見
書
に
よ
れ
ば

C
P
N

は
マ
タ
ラ
ム
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
に
設
立
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
そ
の
任
務

は
民
族
的
学
校
を
設
立
し
、
教
育
基
金
を
設
置
し
、
教
育
の
運
用
に
必
要
な
教
科
書
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
そ
の
他
有
用
な
措

置
を
講
ず
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
別
に
定
め
た
民
族
教
育
に
関
す
る
原
則
を
認
め
る
者
は
誰
で
も

C
P
N

の
会
員
と
な
れ
る
こ

(14) 

と
、
な
ど
が
唱
わ
れ
て
い
た
。

P
e
r
t
i
m
b
a
n
g
a
n
 

一
九
二
八
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
バ
ン
ド
ゥ
ン
（
一
九
二
八
年
―
―
一
月
一
六
日
及
び
―
二
月
二
五
日
ー
ニ
六
日
）
、
ジ
ョ

民
族
教
育
委
員
会
は
、

げ
な
か
っ
た
が
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
設
立
後
も
、

ヽ

d
o

と
ジ
ョ
ヨ
ス
ギ
ト

D
j
o
j
o
s
o
e
g
i
t
o

ス
キ
マ
ン
、

に
委
ね
る
べ
き
こ
と
、
第
三
は

P
P
P
K
I

が
中
等

P
P
P
K
I

が
民
族

ス
ル
ヨ
プ
ラ
ノ
ト
に
対
し
て
民
族
教
育
の
統
一
、
具
体
的
に
は
、
民
族
図
書
館
の
設
立
を
試
み
た
と
い
う
。
こ
の
試
み
は
成
果
を
あ

モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
ス
モ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
医
師

D
r
.
S
o
e
m
o
w
i
d
i
g
,
 

ま
た
、
人
民
同
盟
の
ダ
ル
ソ
ノ

D
a
r
s
o
n
o

(
1
1
)
 

間
に
、
民
族
教
育
の
統
一
に
関
し
て
協
議
し
て
い
た
。
従
っ
て
民
族
教
育
に
関
し
て
協
議
す
る
場
が
、

さ
ら
に
ま
た
イ
ス
ラ
ム
同
盟
党
の
指
導
者
と
の

準
備
さ
れ
た
こ
と
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
以
下
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
指
導
者
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

P
P
P
K
I
 
の
諮
問
委
員
会

M
a
d
j
e
l
i
s

P
P
P
K
I
 
の
設
立
に
よ
っ
て

231 



同
盟
党
は
イ
ス
ラ
ム
の
立
場
に
立
つ
〈
非
協
力
〉
政
党
で
あ
っ
た
。

一
方
、
ス
ト
モ
の
率
い
る
ス
ラ
バ
ヤ
研
究
会
（
こ
れ
は

一
九

一
九
二
九
年
末
に
ス

カ
ル

ノ
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
党
の
指
導
者
が
逮
捕
さ
れ
る
と
と
も
に
、

(
18
)
 

既
に

P
P
P
K
I

の
内
部
に
存
在
し
て
い
た
各
組
織
間
の
相
違
は
次
第
に
不
協
和
音
を
立
て
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
主
要
な
対
立
は

イ
ス
ラ
ム
勢
力
と
非
イ
ス
ラ
ム
的
勢
力
の
間
、
ま
た
、
植
民
地
政
庁
に
対
し
て
〈
非
協
力
〉

N
o
n
,
c
o
o
p
e
rat
1e

の
立
場
を
と
る
勢
力

と
〈
協
力
〉

C
oii
p
e
r
a
tie

の
立
場
を
と
る
勢
力
と
の
間
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
諸
勢
力
は
錯
綜
し
て
お
り
、

が
露
わ
に
な
る
と
再
度
連
合
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
国
民
党
は
非
イ
ス
ラ

ム
的
で
〈
非
協
力
〉
を
掲
げ
、

0
年
代
末
に
は
政
党
と
し
て
機
能
す
る
に
至

っ
て
い
た
）
は
非
イ
ス
ラ
ム
的
で
〈
協
力
〉
の
立
場
を
と

っ
て
い
た
。

P
P
P
K
I

の
構
成
団
体
間
の
対
立
よ
り
も
さ
ら
に
深
刻
な
対
立
が
、

こ
の
よ
う
な

ス
カ
ル
ノ
ら
が
逮
捕
さ
れ
た
以
後
の
国
民
党
の
内
部
で
胚
胎
し

し
得
た
連
合
体
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
P
P
P
K
I

は、

ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
(
-
九
二
九
年
三
月
二
九
日
ー
三
0
日）、

ジ
ャ
カ
ル
タ
（
一
九
二
九
年
八
月
一
日
し
四
日
及
び
九
月
一
日
）
な
ど
で
各
種
の

集
会
と
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
民
族
が
当
面
す
る
諸
問
題
（
政
治
活
動
の
制
限
条
項
の
撤
廃
、
経
済
状
況
の
改
善
、
共
同
組
合
運

(
15
)
 

動
の
推
進
等
）
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
集
会
を
集
約
す
る
も
の
と
し
て
、

一
九
二
九
年

―
二
月
二
五
日
か
ら
二

(
16
)
 

七
日
に
か
け
て
ス
ラ
カ
ル
ク
で
第
二
回
大
会
を
開
催
し
た
。
民
族
教
育
の
問
題
も
重
要
な
議
題
の

一
っ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
大
会
で
、
先
の
民
族
教
育
委
員
会
の
三
提
案
が
採
択
さ
れ
民
族
教
育
セ
ン
タ
ー

C
P
N

の
設
立
と
教
育
基
金
の
設
置

(
17
)
 

と
が

P
P
P
K
I

に
よ

っ
て
正
式
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

先
に
述
べ
た
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
支
部
の
呼
び
か
け
と
そ
れ
に
対
す
る
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
中
央
委
員
会
の
回
答
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景

の
中
で
現
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
と
に
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

P
P
P
K
I

の
動
き
と
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
示
し
て
い
た
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は

P
P
P
K
I

を
通
じ
て
教
育
運
動
の
主
導
性
を
確
実
に
掌
握
し
つ
つ
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

ス
カ
ル
ノ
ら
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
出
現
と
民
族
意
識
の
急
激
な
昂
揚
に
よ
っ
て

一
時
的
に
の
み
存
在

い
っ
た
ん
対
立

イ
ス
ラ
ム
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て
い
た
。
そ
れ
は
一
九
一
―

-0年
中
に
は
公
然
化
し
、
三
一
年
末
に
は
国
民
党
は
、

P
a
r
t
i
n
d
o

と、

第
二
節

の
ス
ラ
カ
ル

一
九
二
九
年
末
か
ら
一
九
三

0
年
の
半
ば
に

ス
カ
ル
ノ
11
サ
ル
ト
ノ
派
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
党

シ
ャ
フ
リ
ル
11
ハ
ッ
タ
派
の
民
族
教
育
協
会

P
N
I
-
B
a
r
u

と
に
分
裂
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
通
じ
て

こ
の
よ
う
な
対
立
と
分
裂
は
、
こ
の
時
期
に
、
党
則
と
網
領
を
備
え
た
政
党
が
続
々

と
誕
生
し
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い

た
。
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
の
統
一
と
団
結
」
と
い
う
時
代
精
神
は
、
そ
れ
を
具
現
す
べ
き
個

々
の
政
党
の
レ
ベ

ル
に
お

い
て
は
、

組
織
の
緊
密
化
、
党
の
方
針
の
明
確
化
と
い
う
点
で
各
々
の
凝
集
性
を
強
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
他
を
弁
別
す
る
と
い
う
逆
の
方

向
で
作
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
自
体
に
も
当
然
反
映
し
た
は
ず
で
あ
る
。

か
け
て
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
機
関
誌
の
発
行
を
停
止
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
間
の
事
情
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う

な
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
ゆ
る
や
か
な
結
合
性
に
代
え
て
、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
自
体
の
組
織
的
体
裁
を
と
と
の
え
、
も
っ
て
そ
の
内
部

的
結
束
を
か
た
め
る
必
要
は
、
時
と
と
も
に
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
、

明
示
し
た
民
族
教
育
の
主
要
な
推
進
団
体
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
そ
こ
で
提
示
し
た
〈
統
一
性
〉
の
理
念
を
、
先
ず
タ
マ

ン
・
シ
ス

ワ
の
内
部
自
体
で
制
度
的
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
東
ジ
ャ
ワ
会
議

一
九
二
九
年
七
月
に
ス
デ
ィ
ヨ

ノ
・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
の
主
宰
す
る
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
支
部
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ヮ
全
国
大
会
を

呼
び
か
け
て
か
ら
こ
の
大
会
が
翌
年
八
月
に
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
一
年
間
は
、

今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な

P
P
P
K
I

P
P
P
K
I

の
活
動
は
ま
す
ま
す
有
名
無
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

P
P
P
K
I
 
の
二
度
の
大
会
で
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校
11
ボ
ロ
ン
）
ヽ
⑥
「
子
供
新
聞
」

タ
大
会
、

ス
カ
ル
ノ
ら
の
逮
捕
と

P
P
P
K
I

の
発
生
な
ど
、
民
族
主
義
運
動
と
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
内
外
で
い
く
つ
か
の
重
要
な
変
動
が
生
起
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
国
大
会
の
開
催
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
も
っ
と
も
重
要
な
出
来
事
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
東
ジ
ャ
ワ
会
議
が
開

か
れ
て
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
当
面
す
る
諸
問
題
と
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
存
在
理
由
に
つ
い
て
詳
細
な
討
論
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
以
下
に
こ
の
大
会
の
討
論
の
内
容
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
東
ジ
ャ
ワ
会
議

C
o
n
f
e
r
e
n
t
i
e
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
 
D
j
a
w
a
,
T
i
m
u
r
 

に
か
け
て
マ
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
マ
ラ
ン
市
ジ
ャ
ガ
ラ
ン
地
区
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
を
会
場
と
し
、
当
時
東
ジ

ャ
ワ
地
方
に
設
立
さ
れ
て
い
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
う
ち
ゲ
ン
テ
ン
、

一
五
の
学
校
の
代
表
者
約
五
十
名
と
、

の
内
部
対
立
の
顕
在
化
、
ま
た
後
に
み
る
よ
う
な
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
め
ぐ
る
諸
事
件

ク
ラ
ク
サ
ア
ン
、

ア
ム
ブ
ル
、

モ
ジ
ョ
ア
グ
ン
を
除
く

(
1
9
)
 

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
最
高
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
。

こ
こ
で
討
議
の
議
題
と
さ
れ
た
の
は
、
次
の
九
項
目
で
あ
っ
た
。
先
ず
組
織

o
r
g
a
n
i
s
a
t
i
e

に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
い
タ
マ
ン
・

シ
ス
ワ
の
設
立
方
式
（
議
題
提
案
校
11
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
、

立
（
提
案
校
11
ポ
ロ
ン
、

東
ジ
ャ
ワ
会
議
の
議
題

マ
ラ
ン
、
ケ
ン
チ
ョ
ン
及
び
チ
ル
リ
ン
の
四
校
）
、
ゆ
〗基
金
と
調
査
委
員
会
の
設

ク
ン
グ
ゥ
ル
、
バ
ン
カ
ラ
ン
の
三
校
）
、
＠
政
治
に
対
す
る
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
態
度
（
提
案
校
11
0ハ
チ
ャ
ル
ク
リ

ン
）
‘
④
教
師
に
関
す
る
問
題
（
提
案
校
11
ジ
ェ
ン
ベ
ル
、
ケ
ン
チ
ョ
ン
及
び
ポ
ロ
ン
の
三
校
）
の
四
項
目
が
議
題
と
さ
れ
、
次
に
教
育
に

関
し
て
、
⑮
教
科
内
容

L
e
e
r
p
l
a
m

(
提
案
校
11
ス
ラ
バ
ヤ
、
タ
ン
グ
ゥ
ル
、
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
、
ケ
ン
チ
ョ
ン
及
び
バ
ン
カ
ラ
ン
の
五
校
）
、
⑱

歴
史

B
a
b
a
d

教
育
（
提
案
校
11
ス
ラ
．．
 
ハ
ャ
）
の
二
項
目
が
議
題
と
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
諸
事
項
と
し
て
、
⑦
休
日
の
制
定
（
提
案

K
i
n
d
e
r
、C
o
u
r
a
n
t

の
刊
行
（
提
案
校
11
バ
チ
ャ
ル
ク
リ
ン
と
タ
ン
グ
ゥ
ル
の
二
校
）
、
⑲
子
供
の
保
養

は
一
九
三

0
年
一
月
二
九
日
か
ら
二
月
一
日
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会
議
の
初
日
は
一
月
二
九
日
夜
に
マ
ラ
ン
代
表
の
プ
グ
ル
の
司
会
で
始
ら
れ
た
が
、

着
の
た
め
比
軽
的
重
要
度
の
低
い
第
八
項
目
と
九
項
目
の
協
議
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

当
り
。ハ
チ
ャ
ル
ク
リ
ン
支
部
の
イ
ス
バ
ン
デ
ィ

l
s
b
a
n
d
h
i

が、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ

ル
タ
か
ら
の
参
加
者
が
未
到

第
八
項
目
の
子
供
新
聞
に
つ
い
て
は
、
言
語
教
育
を
推
進
し
共
同
作
業
を
奨
励
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
発
行
が
承
認
さ
れ
、
さ
し

ジ
ャ
ワ
語
の

ン
ゴ
コ
を
用
い
た
週
刊
の
新
聞
を
二
五

0
部
発
行
す

る
こ
と
を
目
処
に
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
の
費
用
は
一
ヵ
月
一

0
フ
ロ
ー
リ
ン
と
見
積
ら
れ
各
支
部
が
そ
の
支
援
を

(
2
0
)
 

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
新
聞
に
各
種
の
情
報
や
読
み
物
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
図
書
館
の
機
能
を
代
行
す
る
と
い
う
趣

旨
も
了
承
さ
れ
た
。
当
時
の
東
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
で
は
図
書
室
を
備
え
た
所
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

次
に
第
九
項
目
の
子
供
の
保
養
地

プ
ト
ロ
が
そ
の
提
案
の
趣
旨
を
説
明
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
オ
ラ
ン
ダ
人
が
設
営
し
て
い
る
よ
う
な
遊
園
地
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を

中
心
と
す
る
民
族
諸
団
体
の
協
力
に
よ

っ
て
設
立
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
提
案
も
了
承
さ
れ
、

(
21
)
 

る
こ
と
を
目
処
に
活
動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

会
議
の
二
日
目
は
一
月
三

0
日
夜
に
ジ
ョ

ク
ジ

ャ
カ
ル
タ
か
ら
到
着
し
た
デ
ワ
ン
ト
ロ
、

え
て
、
プ
グ
ル
の
司
会
で
開
始
さ
れ
た
。
議
題
の
中
心
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
組
織
の
問
題
に
絞
ら
れ
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
浪
説
と
質

疑
応
答
、
各
支
部
か
ら
の
提
案
と
デ
ワ

ン
ト
ロ
の
助
言

n
a
s
e
h
a
t

を
通
じ
て
、
先
の
第
一
項
目
か
ら
第
三
項
目
に
わ
た
る
諸
問
題
が

協
議
さ
れ
た
。

k
i
n
d
e
r
v
a
c
a
n
t
i
e
,
k
o
l
o
n
i
e
 

地
建
設
（
提
案
校
11
ジ
ェ
ン
ベ
ル
）
の
三
項
目
が
議
題
と
さ
れ
た
。

に
つ
い
て
は
、

ス
ナ

ル
ヤ
テ
ィ
、

マ
ラ
ン
市
に
建
設
す

ス
ダ
ル

ミ
ン
タ
を
迎

ジ
ェ
ン
ベ
ル
代
表
の
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
・
ス
ル
ヨ
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の
み
組
織
化
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

組
織
の
こ
の
よ
う
な
危
険
性
は
西
欧
の
組
織
が
な
べ
て
機
械
と
化
し
て
い
る

m
a
c
h
i
n
a
a
l

こ
と
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
従
来
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
内
部
で
こ
の
よ
う
な
組
織
化
の
問
題
は
決
し
て
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
③
し
か
し
、
最

高
会
議
は
現
在
こ
の
よ
う
な
状
況
が
今
後
と
も
続
く
と
考
え
る
の
は
、
も
は
や
誤
り
で
あ
り
、

と
が
必
要
だ
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
第
一
は
、

す
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
は
、
そ
の
内
の
多
く
の
支
部
が
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
原
則
を
ま
だ
理
解
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果

そ
の
原
則
に
惇
る
事
態
が
出
来
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
⑥
そ
の
た
め
、
最
高
会
議
は
従
来
の
態
度
を
変
更
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ

の
組
織
化
に
つ
い
て
考
慮
し
は
じ
め
て
い
る
。
し
か
し
組
織
化
は
た
だ
ち
に
規
約
の
制
定
を
意
味
す
る
の
で
な
く
、
必
要
に
応
じ
て

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
こ
の
演
説
は
一
九
二

0
年
代
後
半
か
ら
一
―

-0年
代
初
頭
に
か
け
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
で
生
じ
て
い
た
変
化
を
端

的
に
表
明
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
見
解
は
後
に
述
べ
る
全
国
大
会
の
開
催
通
告
（
そ
れ
は
こ
の
東
ジ
ャ
ワ
大
会
の
約
半

年
後
に
な
さ
れ
た
）
の
趣
意
書
の
中
で
繰
り
返
し
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
演
説
の
中
に

は
、
最
高
会
議
が
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
か
ら
切
り
離
し
て
各
地
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
般
の
掌

握
に
当
ら
せ
る
こ
と
を
考
慮
中
で
あ
る
と
い
う
重
要
な
一
項
目
が
含
ま
れ
て
い
た
。

デ
ワ
ソ
ト
ロ
に
続
い
て
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
支
部
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
が
演
説
し
た
。
彼
は
と
く
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と

P
P
P
K
I

の
関
係

シ
ス
ワ
は
、
魂
と
人
間
的
結
合
性
を
重
視
し
て
お
り
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
組
織
化
す
る
こ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
拡
大
が
き
わ
め
て
急
速
で
多
数
の
支
部
を
擁

一
方
、
組
織
と
は
魂
を
圧
殺
し
個
性
を
押
し

つ
ぶ
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
22
)
 

組
織
化
の
問
題
に
関
し
て
、
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
は
会
議
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
見
解
を
述
べ
た
。

①
タ
マ
ン
・

シ
ス
ワ
の
原
則
が
そ
の
ま
ま
行
わ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
組
織
の
問
題
は
そ
も
そ
も
発
生
し
え
な
い
。
本
来
タ
マ
ン

・

組
織
化
の
問
題
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に
述
べ
た
よ
う
に
、

で
あ
る
と
主
張
し
た
。

若
く
、

の
民
族
教
育
セ
ン
タ
ー

C
P
N

C
P
N

は
一
九
二
九
年
―

二
月
末
に
ス
ラ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回

P
P
P
K
I

大
会
に
お
い
て
そ
の
設
置

が
正
式
に
承
認
さ
れ
て
い
た
）
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は

C
P
N

に
加
わ
る
以
前
に
先
ず
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
自
体
の
組
織
化
を
図
る
べ
き

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
代
表
さ
れ
る
東
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
家
の
多
く
は
、

ま
た
、
そ
の
出
身
も
よ
り
低
い
ま
っ
た
く
無
名
の
青
年
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、

時
代
の
精
神
を
感
じ
と
り
、
ま
た
、
彼
ら
自
身
が
生
き
て
い
く
上
で
の
指
針
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
精
神
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
て

(23) 

い
た
。
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
彼
ら
に
示
し
た
の
は
、
If

イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
II

の
再
生
産
を
続
け
る
旧
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
貴
族
た
ち

|
ー
彼
ら
は
植
民
地
官
僚
制
を
支
え
る
も
の
と
し
て
根
こ
そ
ぎ
動
員
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
ー
の
役
割
と
、
彼
ら
が
提
示
す
る
王
宮
文

化
の
正
統
性
を
否
定
し
、

普
遍
的
な
新
た
な
人
問
類
型
を
ジ
ャ
ワ
文
化
の
枠
組
の
中
で
再
定
置
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
ジ
ャ
ワ
貴
族
文
化
が
な
お
優
越
し
て
い
る
中
ジ
ャ
ワ
、
な
か
ん
ず
く
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

「
王
侯
領
」

V
o
r
s
t
e
n
l
a
n
d
e
n

の
境
域
を
越
え
て
、

ジ
ャ
ワ
各
地
の
民
族
主
義
者
の
間
に
多
く
の
支
持
者
を
獲
得
し
得
た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
、
東
ジ
ャ
ワ
地
方
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
も
っ
と
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
地
域
で
あ
り
、
こ
と
に
、

一
九
二

0
年
代
の
後
半
か
ら
三

0
年
代
初
め
に
か
け
て
き
わ
め
て
活
力
に
溢
れ
た
活
動
を
続
け
て
い
た
。

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
代
表
さ
れ
る
こ
の
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
第
二
世
代
は
、

う
同
志
的
結
合
に
結
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
同
志
的
結
合
性
は
、

る
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
支
部
は
、

に
触
れ
て
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
い
ず
れ

P
P
P
K
I

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
新
し
い

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
率
い

ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
共
通
の
出
身
と
共

通
の
経
験
ー
こ
の
経
験
は
初
期
の
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ

に
と
も
に
参
加
し
た
り
と
も
に
デ
ン

・
ハ
ー
グ
で
生
活
し
た
と
い
う
経
験
を

意
味
す
る
ー
を
も
た
ず
、
も
っ
ば
ら
、
共
通
の
時
代
精
神
を
感
得
し
、

そ
の
具
現
化
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
に
求
め
る
と
い

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
外
延
的
に
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
し
て
ま

ス
ラ
カ
ル
タ
の

ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
よ
り
十
数
年

の
一
構
成
部
分
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
（
既
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ケ
ン
チ
ョ
ソ
支
部
代
表
の
ス
カ
デ
ィ

S
o
e
k
a
d
i

が、

た
、
諸
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
団
体
が
組
織
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
れ
ば
整
え
る
ほ
ど
、
自
ら
も
ま
た
、
確
固
た
る
一
つ
の
組
織
と

し
て
、
そ
の
結
合
性
を
保
証
せ
し
め
、

か
つ
ま
た
、
願
わ
く
ば
そ
の
同
志
性
を
た
え
ず
純
化
せ
し
め
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
ら
の
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
代
表
さ
れ
る
東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
若
い

活
動
家
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
相
応
ず
る
形
で
東
ジ
ャ
ワ
大
会
に
出
席
し
、
さ
ら
に
ま
た
、
全
国
大
会
の
開
催
に
踏
み
切
っ
た
の
で

デ
ワ
ン
ト
ロ
と
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
演
説
の
の
ち
、
会
議
は
組
織
化
に
関
す
る
本
題
に
入
っ
た
。

最
高
会
議
の
権
限
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。
い
く
つ
か
の
提
案
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
提
案
は
い
ず
れ

も
、
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
原
則
を
踏
み
は
ず
し
て
い
る
学
校
が
各
地
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
、

ど
の
よ
う
な
自
己
浄
化
m
e
m
b
e
r
s
i
h
k
a
n
b
a
d
a
n
 
s
e
n
d
i
r
i

を
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
常

設
の
監
査
機
関

I
n
s
p
e
c
t
i
e

を
設
け
る
こ
と
、
ひ
と
つ
に
は
最
高
会
議
に
何
ら
か
の
権
限
を
賦
与
す
べ
き
こ
と
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。

(
24) 

マ
ラ
ン
支
部
の
カ
デ
ィ
ル
ン

K
a
d
i
r
o
e
n

は
最
高
会
議
に
”
戒
告
権
I
I
^

R^
e
c
h
t
v
a
n
 
A
f
k
e
u
r
i
n
g
"

を
与
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、

ジ
ェ
ン
ベ
ル
代
表
の
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
は
そ
れ
以
上
の
11

介
入
権
I
I
.

I^
n
g
r
i
j
p
e
n
"

ン
代
表
の
イ
ス
マ
デ
ィ
は
、
自
立
権

z
e
l
f
b
e
s
c
h
i
k
k
i
n
g
s
r
e
c
h
t

と
い
う
原
則
が
し
ば
し
ば
誤
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
最

高
会
議
は
複
数
の
権
限
を
有
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
チ
ル
リ
ン
代
表
の

ソ
グ
ス
マ
ナ
ジ
も
同
様
の
見
解
を
述
べ
た
。
最
後
に
、

一
般
的
に
、
行
政
の
集
中
性
と
財
政
の
集
中
性
を
樹
立
す
べ
き
だ
と
述
べ
、

(
2
5
)
 

会
議
は
こ
の
点
に
つ
い
て
ス
カ
デ
ィ
が
全
国
大
会
で
詳
細
に
提
案
す
る
よ
う
一
任
し
た
。

組
織
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
発
言
し
て
、
東
ジ
ャ
ワ
会
議
の
討
論
の
方
向
が
最
高
会
議
の
意
向
に
適

っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
規
約
を
作
成
す
る
に
際
し
て
必
要
な
こ
と
が
ら
は
次
の
三
つ
に

あ
る
。

を
賦
与
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
。
バ
ン

カ
ラ
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尽
き
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
は
「
①
も
し
君
が
あ
る
行
動
を
起
こ
そ
う
と
す
る
な
ら
先
ず
も
っ
て
君
自
身
の
感
情
と
思
考

p
e
ras
a
a
n

d
a
n
 fik
iran

に
向
っ
て
尋
ね
よ
、
③
も
し
君
が
手
本
が
必
要
な
ら
人
民
の
間
で
行
な
わ
れ
て
い
る
慣
習

adat,istiadat

に
注
意
を

(26) 

向
け
よ
、
⑥
も
し
そ
れ
で
も
考
え
が
思
い
つ
か
な
い
の
な
ら
ば
、
年
上
の
友
人
に
向
っ
て
尋
ね
よ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
第
二
項
目
の
議
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
基
金
の
問
題
が
討
議
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
行
政
と
監
査
の
た
め
に
最
高

会
議
に
中
央
基
金
を
設
け
る
べ
き
だ
と
い
う
提
案
が
ポ
ロ
ン
支
部
か
ら
出
さ
れ
、
各
支
部
は
毎
月
粗
収
入
の
五
。ハ
ー
セ
ン
ト
を
こ
の

中
央
基
金
に
納
入
す
る
と
い
う
結
論
が
採
択
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
結
論
は
翌
日
の
会
議
で
再
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
議
題
の
第
一
二
項
目
で
あ
る
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
と
政
治
活
動
の
関
係
が
論
ぜ
ら
れ
た
。

早
朝
の
四
時
に
終
る
と
い
う
異
例
の
会
議
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
第
二
項
の
討
論
が
終
了
し
た
深
夜

一
時
か
ら
二
時
間
に
わ
た
っ
て
代

(27) 

表
者
（
議
長
団
）
会
議
が
政
治
活
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
予
備
的
な
討
論
を
行
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
代
表
者
会
議
で
何
が

討
論
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
本
会
議
に
お
い
て
議
論
が
集
中
し
た
の
は
、

部
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。

先
ず
パ
チ
ャ
ル
ク
リ
ル
支
部
の
イ
ス
バ
ン
デ
ィ
は
、
国
民
党
の
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
の
同
党
へ
の
入

党
を
禁
ず
る
旨
の
決
定
を
し
た
と
い
う
報
告
を
行
な
い
、
こ
れ
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
提
起
を
行

ら
は
、
国
民
党
の
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
に
対
し
て
そ
の
意
図
を
問
う
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

な
っ
た
。
ポ
ロ
ン
支
部
の
ス
ワ
ル
ノ

S
o
e
w
a
r
n
o
、

一
方
、
政
治
運
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
こ

ジ
ェ
ン
ベ
ル
代
表
の
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
、

マ
ラ
ソ
支
部
の
ス
ニ
ョ

ト

S
o
e
n
j
o
to

教
育
運
動
と
政
治
運
動

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
国
民
党
の
ス
ラ
バ
ヤ
支

そ
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
目
的
が
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
（
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
）
と
政
治
運
動
と
教
育
運
動
は
分
離
さ
れ
る

こ
の
討
論
は
夜
半
の
三
時
か
ら
始
ま
り
、
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会
議
の
三
日
目
は
、

想
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

k
e
s
j
a
t
r
i
a
 

べ
き
で
あ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
が
譲

(
2
8
)
 

一
人
一
人
の
個
人
は
そ
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
（
ス
ニ

ョ
ト
）
が
対
立
し
た
。

p
m
a
n
 

そ
れ
ま
で
タ
マ
ソ
・

シ
ス
ワ
は
＂
教
育
の
場
に
政
治
を
持
ち
込
ま

な
い
限
り
11

個
人
と
し
て
政
治
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
自
由

で
あ
る
と
い
う
態
度
を
持
し
て
ぎ
た
。
ス
ワ
ル
ノ
や
サ
フ

ィ
ウ
デ
ィ
ン
は
、

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
は
こ
の
態
度
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
る

会
議
は
結
論
の
出
ぬ
ま
ま
、
翌
日
に
討
論
を
持
ち
越
す
こ
と
に
し
た
が
散
会
直
前
に
デ
ワ
ン

ト
ロ

が
次
の
よ
う
な
所
感
を
述
べ
た
。

「
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
従
来
か
ら
政
治
を
教
育
の
場
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と

い
う
条
件
の
下
に
こ
の
問
題
に
関
し
て

あ
れ
こ
れ
の
禁
止
事
項
を
設
け
て
こ
な
か
っ
た
。
（
し
か
し
）
教
師
と
し
て
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
態
度
は
。
ヒ
ナ
ソ
デ
ィ

ト

d
i
t
o

の
態
度
を
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
の
場
か
ら
自
ら
を
遠
ざ
け
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
政
治
は
ク
シ
ャ
ト
リ
ア

が
活
動
す
る
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
も
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ソ
君
の
提
案
に
心
を
惹
か
れ
る
者
で
あ
り
、

歩
し
よ
う
と
し
て
い

る
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、

(
29
)
 

け
は
政
治
に
関
与
し
な
い

よ
う
に
し
よ
う
」
。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
。ヒ
ナ
ン
デ
ィ
ト
と
は
、
す
で
に
一
九
二
八
年
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
自
身
が
述
べ
た
よ
う
に
（
第
四
章
参
照
）
、
往

古
、
ア
ス
ラ
マ
や
ポ
ン
ド
ッ
ク
や
パ
ウ
ィ
ヤ
タ
ン
な
ど
の
寄
宿
塾
の
主
宰
者
と
し
て
、
宗
教
と
宇
宙
の
秘
蹟
を
開
示
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。ハ
ン
デ
ィ
ト
の
こ
と
で
あ
る
。
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
王
国
の
中
枢
に
あ
っ
て
闘
い
に
出
て
い
く
者
を
指

す
。
従
っ
て
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、

ク
シ
ャ
ト
リ
ア
11
政
治
世
界
の
徒
、
。
ヒ
ナ
ン
デ
ィ
ト
（
パ
ソ
デ
ィ
ト
）
11
非
政
治
世
界
の
徒
と

い

う
二
分
法
を
端
的
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

一
月
三
一
日
、

と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
は
従
来
の
態
度
を
維
持
し
よ
う
。
た
だ
、
学
校
長
だ

ジ
ャ
ワ
の
権
力
者
と
イ
ン
テ
リ
ゲ
ソ
ツ
ィ
ア
の
伝
統
的
な
関
係
が
、
見
事
に

シ
ン
ゴ
サ
リ
付
近
の
遺
跡
や
ト
レ
テ
ス
の
景
勝
地
に
遊
ん
だ
の
ち
、
夜
の
九
時
半
か
ら
三
時
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間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
前
夜
に
ひ
き
つ
づ
い
て
中
央
甚
金
の
問
題
と
政
治
活
動
に
関
す
る
問
題
が
討
議
さ
れ

先
ず
中
央
基
金
に
関
し
て
五
バ
ー
セ
ン
ト
の
納
入
金
は
多
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
を
代
表
し
て
、

サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
と
プ
グ
ル
が
こ

れ
を
五
。ハ
ー
セ
ソ
ト
以
下
に
し
よ
う
と
い
う
提
案
を
行
な
っ
た
。
最
低
一
―
―
パ
ー
セ
ソ
ト
か
ら
最
高
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
そ
の
比
率
に

関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
結
局
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
採
択
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
即
ち
、

末
ま
で
は
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
東
ジ
ャ
ワ
の
各
支
部
は
粗
収
入
の
三
。ハ

ー
セ
ン
ト
を
最
低
限
と
し
て
中
央
基
金
に
納
入
す
る
、

(
30
)
 

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
政
治
活
動
に
つ
い
て
討
議
が
再
開
さ
れ
た
。
討
論
に
先
立
っ
て
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
前
夜
の
発
言
の
趣
旨
を
繰
り
返
し
、
学
校

長
に
対
し
て
の
み
制
限
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
会
議
の
結
論
と
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
請
を
行
な
っ
た
が
、
カ
デ
ィ
ル
ソ
の
提
案
に

よ
り
、
会
議
の
参
加
者
か
ら
自
由
に
発
言
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
会
議
で
採
択
さ
れ
た
結
論
は
次
の
通
り
で
、

ク
マ
ン

・

シ
ス
ワ
の
従
来
の
方
針
を
維
持
し
、
か
つ
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
意
向
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教
師
は
彼
の

欲
す
る
政
治
団
体
に
自
由
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
教
育
と
政
治
を
同
一
視
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

(
3
1
)
 

な
い
。
た
だ
し
、
学
校
長
に
対
し
て
は
、
政
治
団
体
の
指
導
者
と
な
ら
な
い
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
」
。

そ
の
他
の
諸
問
題

会
議
の
最
終
日
は
、
二
月
一
日
の
朝
九
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
行
な
わ
れ
、
な
お
残
さ
れ
て
い
た
諸
議
案
が
討
議
さ
れ
た
。

先
ず
議
案
の
第
四
項
目
で
あ
る
教
師
の
問
題
の
協
議
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
こ
こ
で
提
起
さ
れ
た
問
題
は
、
①
各
学
校
の
教
師
が
タ

マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
則
か
ら
逸
脱
し
た
教
育
を
行
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
ど
う
チ
ェ
ッ
ク
す
る
か
、
③
教
師
数
の
不
足
を
ど
う

四
こ
。
f
 

一九――

-0年
六
月
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解
決
す
る
か
、
⑥
教
師
の
給
料
を
ど
う
定
め
る
か
、
④
各
学
校
の
教
育
内
容
と
同
質
性
を
ど
う
維
持
す
る
か
な
ど
、
い
ず
れ
も
ク
マ

(32) 

ン
・
シ
ス
ワ
学
校
運
営
上
の
実
際
的
な
問
題
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
問
題
も
統
一
的
な
結
論
に
達
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
、
こ

の
う
ち
り
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
で
教
師
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
委
員
会
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
（
ボ

ロ
ソ
支
部
）
に
対
し

て
賛
否
両
論
が
相
半
ば
し
、
③
に
つ
い
て
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
拡
大
を
一
時
中
断
す
べ
き
で
あ
る
（
プ
グ
ル
）
と
い
う
考
え

や
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
同
様
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
師
範
学
校
を
ス
ラ
バ
ヤ
や
マ
ラ
ン
の
よ
う
な
大
都
市
に
設
立
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
提
案
（
サ
フ
ィ
ウ
デ

ィ
ン
）
を
め
ぐ
っ
て
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
⑥
に
つ
い
て
は
教
師
の
実
情
に
応
じ
て
給
料
を
支
給
す

べ
き
だ
と
し
て
一
応
次
の
よ
う
な
基
準
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
子
供
一
人
を
も
つ
教
師
の
月
給
は
一
四
五
フ
ロ
ー
リ
ソ
、
子
供
二
人

の
場
合
は
一
六

0
フ
ロ
ー
リ
．
ン
、
そ
の
後
、
子
供
が
一
人
増
え
る
ご
と
に
五
フ
ロ
ー
リ
ン
を
追
加
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

支
部
ご
と
に
実
情
を
異
に
す
る
の
で
従
前
通
り
各
支
部
に
一
任
す
る
こ
と
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
し
め
た
。
さ
ら
に
④
に
つ
い
て
は
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
本
部
と
各
支
部
の
間
で
教
師
を
循
環
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
（
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ソ
提
案
）
と
い
う
見
解
と
統
一
的
な

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
作
成
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
め
ぐ

っ
て
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
も
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
最

(33) 

後
に
発
言
し
、
以
上
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
先
の
中
央
基
金
の
設
立
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

次
に
会
議
は
、
ケ
ン
チ
ョ
ン
支
部
が
提
案
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
を
課
目
か
ら
は
ず
す
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
真
の
イ
ン
ド
ネ

シ

ア
の
学
校
を
確
立
す
る
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ
語
は
不
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
、

こ
の
見
解
は
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

ケ
ン
チ
ョ
ン
支
部
代
表
ス
カ
デ
ィ
の
見
解
で
あ
っ
た
。

ス
カ
デ
ィ
が
そ
の
理
念
に
従
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
授
業
を
廃
止
す
る
こ
と
は
一
向
に
構

わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
ス
カ
デ
ィ
方
式
を
採
れ
ば
、
生
徒
が
集
ま
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
多

(34) 

く
の
参
会
者
の
間
に
み
ら
れ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
最
後
に
次
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
た
。
即
ち
、
人
は
パ
ソ

の
み
に
て
生
く
る
者
で
は
な
い
が
、
パ
ン
も
ま
た
生
き
る
た
め
に
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
な
お
、

オ
ラ
ソ
ダ
語
は
生
活
の
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通
り
の
方
針
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

手
段
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
余
儀
な
く
こ
れ
を
使
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
II

雲
の
動
く
さ
ま
に
心
を
傷
め

(35) 

る
"
n
g
l
a
n
g
u
t
 
di 
a
w
a
n
g
-a
w
a
n
g

だ
け
の
理
想
主
義
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
示
さ
れ
た
の
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
実
務
家
的
側
面
で
あ
る
。
彼
は
、

次
に
会
議
は
再
び
組
織
の
問
題
に
戻
っ

て
運
営
委
員
会

l
n
s
t
i
t
u
u
t
r
a
a
d

が
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
廃
止
を
唱
え
た
ス
カ
デ
ィ
で
、
彼
は
現
在
多
く
の
支
部
に
お
い
て
こ
の
運
営
委
員
会
が
後
見
人

p
e
m
a
n
g
k
u
と

し
て
機
能
す
る
の
で
は
な
く
、
上
部
支
配
団
体

h
e
e
r
sc
h
l
i
c
h
a
a
m

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
「
現
実
的
な
効
用
」
に
も

ロ
火
を
切
っ
た
の

の
遂
行
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
同
様
の
事
実
が
多
く
の
参
会
者
か
ら
示
さ
れ
た
。
結
局
、

運
営
委
員
会
の
機
能
と
権

限
に
つ
い
て
最
高
会
議
が
明
確
な
規
定
を
早
急
に
行
な
う
べ
ぎ
だ
と
い
う
要
望
を
最
高
会
議
に
対
し
て
提
起
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ

(36) 

た
。
同
時
に
、
こ
こ
で
出
さ
れ
た
各
支
部
の
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
東
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
東
ジ
ャ
ワ
代
表
者
会
議

R
a
a
d
 D
j
a
w
a
-T
i
m
o
e
r

の
委
員
と
し
て
、
従
来
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
、
。
フ
グ
ル
、
ノ
ト
デ
ィ
プ
ト
ロ
に
加
え
て
、

(37
)
 

ク
ル
ト
支
部
）
と
ア
ン
ワ
リ
（
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
）

の
二
名
が
新
た
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
議
は
次
に
、

サ
デ
ィ
キ
ン
（
モ
ジ
ョ

(
38
)
 

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
で
用
い
る
教
材
（
議
案
の
第
六
項
目
）
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
先
ず
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
助
言

に
基
づ
い
て
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
が
ジ
ャ
ワ
に
伝
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
記
を
ジ
ャ
ワ
の
文
化
を
学
ぶ
教
材
と
し
て
用
い
よ
う
と
い
う
提

案
を
行
な

っ
た
。
ま
た
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
独
自
に
用
い
る
べ
き
教
科
書
の
作
成
に
つ
い
て
の
討
論
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
問

題
を
最
高
会
議
に
提
起
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
当
面
は
各
学
校
が
独
自
に
教
科
書
を
選
定
し
て
用
い
る
と
い
う
従
来

東
ジ
ャ
ワ
会
議
が
最
後
に
と
り
あ
げ
た
の
は
、
議
案
の
第
七
項
目
、
即
ち
、
休
日
の
制
定
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
タ
マ
ン

・

意
を
払
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

の
如
く
振
る
舞
っ
て
お
り
、

こ
の
た
め
に
教
師
は
自
己
の
職
分
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シ
ス
ワ
学
校
の
休
日
を

一
律
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
は
ポ
ロ
ン
支
部
の
ス
ワ
ル
ノ
か
ら
出
さ
れ
た
。
そ
の
問
題
は
デ
ワ
ン
ト

ロ
に

一
任
さ
れ
た
が
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
そ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
提
案
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

五
日
の
授
業
日
と
一

――

日
の
休
日
を
持
つ

。
こ
の

一―

―
日
の
休
日
は
断
食
明
け
、

関
わ
る
日
、

ジ
ャ
ワ
の
信
仰
に
基
づ
い
て
聖
な
る
日
と
考
え
ら
れ
る
日
の
他
、
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ
ロ
の
逝
去
し
た
二
月
八
日
な
ど
を
含
む

も
の
と
す
る
。

一
方
、
現
存
し
て
い
る
人
物
（
王
）
の
誕
生
日
は
祝
日
と
し
な
い
。
人
間
は
棺
を
お
お
う
て
は
じ
め
て
そ
の
功
績
が

(
39) 

定
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
休
日

・
祝
日
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
が
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
の
ち
、
夕
刻
の
六
時
に
会
議
は

終
了
し
た
。

第
三
節

会
議
の
意
義

東
ジ
ャ
ワ
会
議
の
意
義

以
上
の
決
議
事
項
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
の
東
ジ
ャ
ワ
会
議
は
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
組
織
化
と
そ
の
性
格
規
定
に
関
し
て
そ

(40) 

の
後
の
方
向
を
決
め
る
重
要
な
会
議
と
な

っ
た
。
組
織
化
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
行
政
系
統
を
集
中
化
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
集
中
化
を
保
証
す
る
た
め
の
財
源
を
中
央
に
確
立
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
財
源
を
集
中
す
る
と
い
う
理

P
P
P
K
I

大
会
で
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

次
に
政
治
活
動
に
つ
い
て
は
、

っ
と
明
確
な
集
中
化
を
自
ら
の
内
部
で
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。

念
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
年
間
二
五

マ
ホ
メ
ッ
ト
の
生
誕
日
な
ど
の
宗
教
生
活
に

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ

は
そ
の
理
念
を
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
内
に
投
射
し
、
も

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
先
に
述
べ
た
二
分
法
を
理
念
と
し
て
掲
げ
る
一
方
、
現
実
的
に
は
そ
の
理
念
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ら
な
か
っ
た
。

、
、
、
、
G
4
1
)

を
貫
徹
さ
せ
な
い
と
い
う
両
面
性
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
理
念
と
現
実
の
懸
隔
は
い
わ
ば
そ
の
運
用
の
妙
に
よ
っ
て
巧
み

、
、
、
、

に
橋
渡
し
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
運
用
の
妙
を
示
唆
し
た
の
は
も

っ
ば
ら
デ
ワ
ン
ト
ロ
で
あ

っ
た
。
既
に
見
た
よ
う
に
オ
ラ

ン
ダ
語
を
科
目
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
に
関
し
て
も
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
立
場
は
す
ぐ
れ
て
実
際
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
彼
は
、
組
織
化
の
問
題
を
規
約
に
よ
る
法
制
化
よ
り
も
、
人
間
関
係
の
連
鎖
を
通
し
て
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
傾
向
を
示

し
た
。
規
約
の
制
定
の
基
に
な
る
原
理
と
し
て
彼
が
あ
げ
た
三
条
件
（
先
ず
自
ら
に
問
い
、
次
に
人
民
の
慣
習
に
尋
ね、

さ
ら
に
年

上
の
者
に
問
え
と
い
う
原
理
）
は
、
換
言
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
連
鎖
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
理
に
墓
‘`つ
い
て

＂
秩
序
と
安
寧
＂
が
実
現
し
う
る
こ
と
、
そ
し
て
ジ
ャ
ワ
文
化
は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
潜
在
力
を
秘
め
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
理
念

が
そ
こ
に
は
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
理
念
こ
そ
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
。
フ
が
提
示
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
他
な

し
か
し
、
他
方
で
、
こ
の
東
ジ
ャ
ワ
会
議
は
こ
の
よ
う
な
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
思
惑
を
越
え
て
事
態
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
た
ん
に
教
師
の
資
質
の
問
題
や
政
治
活
動
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
運
営
委
員
会
と
教
師
と
の
軋
礫
、

支
部
ご
と
の
方
針
の
差
異
、
教
科
書
と
教
材
の
不
足
、

ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
東
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
関
係
者
は
、
何
ら
か
の
制
度
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
一
様
に
強
調

、
、
、
、

し
た
。
そ
こ
に
み
ら
れ
た
の
は
運
用
の
妙
を
発
揮
し
う
る
よ
う
な
人
物
の
連
鎖
を
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
中
心
と
し
て
作
り
出
す
こ
と
で
は

な
く
、
規
約
に
よ
っ
て
組
織
化
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
姿
勢
を
支
え
て
い
た
の
は
、
自
他
を
相
ひ
と

し
く
律
し
よ
う
と
す
る
リ
ゴ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
不
統
一
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
及
ん
で
い
た
。
こ
れ

そ
し
て
次
章
で
み
る
通
り
こ
の
会
議
で
議
題
と
さ
れ
た
問
題
は
一
九
一
―

-0年
八
月
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
国
大
会
の
主
要
な
討
議

事
項
と
な
っ
た
。
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の
内
、
人
民
の
生
活

p
e
n
g
h
i
d
u
p
a
n

る
。

ン
ト

ロ
が
行
な
っ

た
講
演
で
あ
る
。
講
演
は
「
民
族
教
育
」

rakj
a
t
 
の
利
益
と
人

東
ジ
ャ
ワ
大
会
に
つ

い
て
は
、
な
お

一
っ
付
記
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
ら
が
あ
る
。
そ
れ
は
会
議
の
翌
日
の
二
月
二
日
に
、
デ
ワ

P
e
n
g
a
ja
ra
n
 N
as
io
n
al

と
題
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
彼
は
、

①
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
人
民
の
上
に
成
立
す
る
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
、
③
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
人
民
運
動
の
文
化
面
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
⑱
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
西
欧
的
な
教
育
の
欠
陥
を
克
服
す
る
理
念
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
、

(
4
2
)
 

す
る
見
解
を
披
避
し
た
。
先
ず
第
一
点
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
①
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
人
民

民
の

必
要
に
応
じ
て
設
立
さ
れ
た
教
育
機
関
で
あ
り
、
そ
の
教
師
は
人
民
の
た
め
に

一
身
を
捧
げ
る
決
意
を
し
た
者
た
ち
で
あ
る
。

③
人
民
の
運
命

n
a
sib
に
心
を
く
だ
く
と
い
う
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
精
神
は
、

域
で
支
持
さ
れ
て
き
て
い
る
。
③
そ
れ
は
人
民
自
身
が
、
教
育
を
す
す
ん
で
受
け
よ
う
と
す
る
意
欲
を

一
層
つ
の
ら
せ
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
る
に
人
民
に
教
育
の
機
会
を
賦
与
す
る
と
い
う
点
で
植
民
地
政
府
の
活
動
は
き
わ
め
て
不
足
し
て
お
り
、

ま
た
既
存
の
教
育
機
関
は
、
人
民
の
利
益
に
適
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
使
命
は
こ
の
点
で
き
わ
め
て
重
大
で
あ

第
二
の
点
に
関
わ
る
論
点
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
①
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
人
民
の
運
命
と
人
民
の
利
益
を
最
優
先
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
は
、
同
じ
目
的
に
立
つ
人
民
運
動

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n

rakj
a
t
 

る
。
そ
の
意
味
で
、
設
立
当
時
の
プ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
、

p
e
r
g
e
r
a
ka
n
 
rakj
a
t
 

の

一
翼
を
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
担

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

イ
ス
ラ
ム
同
盟
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党
と
同
じ
く
、

の
三
点
を
骨
子
と

ジ
ャ
ワ
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
す
べ
て
の
地

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
も

の

一
部
な
の
で
あ
る
。
③
し
か
し
、
人
間
が
精
神
と
肉
体
か
ら
な
り
、
人
間
が
両
者
の
調
和
あ
る
発
展
に
よ

っ
て
完
成
に
近
づ
く
よ
う
に
、
人
民
連
動
も
ま
た
二
つ
の
側
面
を
も
ち
、
そ
れ
が
と
も
に
発
展
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

を
重
視
す
る
の
が
政
治
団
体
で
あ
り
、
人
民
の
人
生

k
e
h
i
d
u
p
a
n

を
重
視
す
る
の
が
文
化

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
演
説
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第五章 組織化 I

育
は
、

ジ
ャ
ワ
語
で

な
い
し
、

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
オ
ラ

わ
れ
わ
れ
は
個
性

p
e
r
s
o
o
nl
ij
k
h
e
id

運
動
で
あ
る
。
両
者
は
互
い
に
協
力
し
て
進
む
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
か
ら
国
民
党
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
タ

マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
”
友
人
JI

る
べ
き
関
係
を
次
の

よ
う
に
示
し
た
）
。

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
政
治
と
の
あ

「
政
治
運
動
が
目
差
す
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
民
の
利
益
を
守
る
垣
根

る
作
業
に
た
と
え
ら
れ
る
。

p
a
g
a
r
 

一
方
、
こ
の
垣
根
の
内
部
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
任
務
が
あ
る
。
こ
れ
が
社
会
運
動
の
任
務
で
あ
る
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
、
こ
の
垣
根
の
中
で
慟
く
農
民

p
a
m
a
n

tani

に
な
ろ
う
と
願
っ
て
い
る
。
彼
は
そ
こ
で
人
民
の
た
め
に
種

を
蒔
く
。
そ
れ
は
後
の
日
に
人
民
が
自
ら
の
生
活
、
と
り
わ
け
そ
の
人
生
を
力
強
く
生
き
て
い
く
た
め
の
実
り
を
手
に
す
る
こ
と
が

(
43) 

で
ぎ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
」
。

こ
の
垣
根
と
農
民
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
そ
の
後
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
中
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
点
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
①
西
欧
的
教
育
の
基
本
原
則
は
、
命
令

・
罰
則

・
秩
序

re
g
e
e
r
i
n
g
,
tu
c
h
t
,
 or
d
e
 

で
あ
る
。
こ
れ
が
子
供
の
精
神
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
子
供
vi
命
令
を
待
ち
罰
則
に
お
び
え

て
育
つ
。
そ
し
て
大
人
に
な
っ
て
も
強
制
と
命
令
が
な
い
限
り
活
動
で
き
な
く
な
る
。
こ
う
い
う
教
育
の
方
法
を
模
倣
し
て
い
る
と
、

g
o
gi
e
k
)
 

を
も
つ
人
間
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
③
こ
れ
に
対
し
て
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教

p
a
n
g
g
o
e
l
a
w
e
n
ta
h
 

m
o
m
o
n
g
,
 a
m
o
n
g, 
n
g
e
m
on
g
 

ン
ダ
語
の

o
p
v
o
e
d
in
g

(
教
育
）
と
は
意
味
を
異
に
す
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
教
育

(
o
p
v
o
e
d
in
g

な
い
し

p
a
e
d
a,

は
、
わ
れ
わ
れ
の
言
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
概
念
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
教
育
は
強
制

・
罰
則

・
秩
序
に
代
え

て
11

秩
序
と
安
寧
"'
t
a
t
a
,t
e
n
t
r
e
m

を
基
礎
と
す
る
。
子
供
が
そ
の
自
然
の
力
で
成
長
す
る
よ
う
見
守
り
、
誤
り
を
お
か
す
前
に
こ

れ
を
正
し
く
導
き
、
独
立
の
人
格
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
差
す
の
で
あ
る
。

k
an
tja

に
他
な
ら
な
い

（
こ
う
述
べ
た
あ
と
で
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、

を
作
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第
二
に
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
文
化
運
動
と
し
て
の
使
命
が
政
治
運
動
と
の
関
連
に
お
い
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
い
う

通
り
、
垣
根
を
築
く
者
は
プ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
（
ジ
ャ
ワ
貴
族
）
で
も
イ
ス
ラ
ム
同
盟
（
イ
ス
ラ
ム
・
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）

う
自
信
に
溢
れ
て
い
る
。

ち
、
こ
れ
を

一
九
二
二
年
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
発
足
当
時
の
彼
の
思
想
と
比
べ
て
み
る
と
、

り
方
を
否
定
す
る
こ
と
に
そ
の
基
礎
を
お
く
と
い
う
主
調
音
は
変
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
マ
ラ
ン
で
の
演
説
で
は
第

一
に、

マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

II

人
民
性
"
6
^
k
e
r
a
k
j
ata
n
"

が
強
調
さ
れ
、
と
く
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
人
民
運
動
の
一
翼
を
担
う
も
の
だ
と

い

以
上
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
演
説
は、

ご
と
く
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

要
旨
以
上
の
演
説
の
最
後
に
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
次
の
一二

つ
の
章
句
を
人
民
に
対
し
て
「
護
符
」

f
a
t
w
a
,
d
j
i
m
a
t

と
し
て
贈
っ
た
。

即
ち
、
①

t
e
t
e
p
,
a
n
t
e
p
 
d
a
n
 m
a
n
t
e
p
 
3
 ng
a
n
d
e
l
,
 
k
a
n
d
e
l
,
 
k
e
n
d
e
l
 
d
a
n
 
b
a
n
d
e
l
 
~
 
n
e
n
g
,
 
n
i
n
g
,
 
n
u
n
g
 
d
a
n
 
n
a
n
g
 

あ
る
。
①
は
思
考
と
精
神
が
確
固
と
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
そ
の
人
の
値
打
ち
が
決
ま
る
と
い
う
も
の
で
、

と
も
に
ゆ
る
ぎ
な
い
こ
と
、

m
a
n
t
e
p

は
堅
忍
不
抜
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

te
t
e
p

と

a
n
t
e
p

と
い
う
態
度
が

tetap, 
a
n
t
e
p
 

況
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
③
は
信
仰
心
が
人
に
確
固
た
る
立
場
を
与
え
、
勇
気
k
e
n
d
e
l
と
不
動
心
b
a
n
d
e
l

（
お
そ
れ
ず
に
立
ち
向
う
心
）
を
わ
き
立
た
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
⑱
は
思
考
と
精
神
が
清
浄
で
あ
れ
ば
、
心
は

晴
れ
や
か
と
な
り
、
そ
れ
が
人
に
力
を
与
え
る
。
清
ら
か
さ

n
e
n
g

と
晴
れ
や
か
さ

n
in
g

と
力

n
u
n
g

の
三
つ
が
揃
え
ば
、
勝
利

(44) 

n
a
n
g

は
必
ず
わ
が
も
の
と
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。

こ
れ
は
い
ず
れ
も
韻
律
を
踏
ん
だ
章
句
で
あ
り
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
こ
れ
を
唱
え
る
こ
と
で
精
神
の
調
和

tata

と
乎
安

t
e
n
t
r
e
m

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
唱
道
し
た
。
こ
れ
が
護
符

d
j
i
m
a
t

と
呼
ば
れ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
章
句
が
経
文
の
ご
と
く
ま
た
呪
文
の

一九――

-0
年
当
時
の
彼
の
思
想
を
う
か
が
う
う
え
で
か
な
り
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
即

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
植
民
地
教
育
の
あ

r
n
a
n
t
e
p
 

夕

と
い
／う
状 は で
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第五章 組織化 I

一
方
、

で
も
国
民
党
（
ラ
デ
ィ
カ
ル

・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
）
で
も
す
べ
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
”
友
人
II

と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
”
友

人
11

を
表
わ
す
語
と
し
て
、
と
く
に
ジ
ャ
ワ
語
k
a
n
t
j
a
を
用
い
た
の
は
、
そ
の
時
の
聴
衆
が
す
べ
て
ジ
ャ
ワ
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
は

な
く
、

k
a
n
tj
a
が
夫
や
妻
の
よ
う
に
＂
運
命
を
と
も
に
す
る
仲
間
＂
を
表
わ
す

言
葉
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ
の
教
育
理
念
を
か
つ
て
の
よ
う
に
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ
や
フ
レ
ー
ベ
ル
学
校
の
教
育
理
念
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
い
う
方
法
を
捨
て
、

む
し
ろ
、
積
極
的
に
ジ
ャ
ワ
の
教
育
と
西
欧
の
教
育
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。ハ

ラ
ダ
イ
ム
に
お
い
て
了
解
さ
れ
る
（
デ
ワ
ン
ト
ロ

の
言
葉
を
用
い
れ
ば
「
相
互
に
翻
訳
不
可
能
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
と
い
う
点
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
演
説
の
最
後
に
提
唱
さ
れ

た
「
経
文
」
は
、
そ
れ
が
ジ
ャ
ワ
語
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
経
文
と
な
り
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
も
や
は
り
、

ジ
ャ
ワ
文
化
の
了
解
の
構
造
が
顕
著
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
き
た
の
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
民
族
運
動

・
人
民
運
動
の
状
況
が
変

っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
は

勿
論
で
あ
る
が
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
自
身
の

一
九
二

0
年
代
に
お
け
る
演
説
（
例
え
ば
一
九
二
二
年
の
開
校
時
の
演
説
や
一
九
二
＿
―
-
年
一

月
の
演
説
）
と
比
較
し
た
場
合
に
、
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
聴
衆
の
著
し
い
変
化
で
あ
る
。
現
実
に
こ
れ
ら
の
演
説
を
聞
い
て

い
る
聴
衆
は
と
も
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
関
係
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
呼
び
か
け
の
対
象
と
し
た
広
義
の

聴
衆
、
換
言
す
れ
ば
彼
ら
が
自
ら
の
教
育
思
想
の
”
消
費
者
II

と
し
て
想
定
し
て
い
た
の
は
、
前
者
の
場
合
は
す
ぐ
れ
て
西
欧
の
文

物
に
通
暁
し
た
聴
衆
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
演
説
は
さ
ま
ざ
ま
の
概
念
を
オ
ラ
ン

ダ
語
を
用
い
て
説
明
し
、
ま
た

西
欧
の
思
想
状
況
に
言
及
し
な
が
ら
自
ら
の
立
場
を
主
張
し
よ
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
示
し
て
い
た
。

マ
ラ
ン
で
の
こ
の
演

説
は
、
直
載
に
ジ
ャ
ワ
語
の
概
念
を
示
し
、
そ
れ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
ど
う
説
明
さ
れ
る
か
と
い
う
点
へ
の
関
心
は
弱
く
、
そ
う
い
う

配
慮
も
乏
し
か
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
演
説
の
ス
タ
イ
ル
の
相
異
は
、
想
定
さ
れ
た
聴
衆
（
あ
る
い
は
聴
衆
と
し
て
想
定
さ
れ
る
べ
き

対
象
）
が
、
植
民
地
政
府
•

原
住
民
官
僚
・

プ
リ
ヤ
イ
出
身
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
な
ど
の
エ
リ
ー
ト
集
団
か
ら
ラ
ヤ
ッ
ト
（
人
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(
1
)

「富
の
流
出
」

の
構
造
と
そ
れ
が
ジ
ャ

ワ
社
会
に
及
ぼ
し
た
深
刻
な
影
響
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
が
明
快
に
解
析
し
て
い
る
。

C
.
G
e
e
r
t
z
,
 Ag
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l
 

I
n
v
o
l
u
t
i
o
n
:
 
t
h
e
 
P
r
o
c
e
s
s
 
o
f
 E
c
o
l
o
g
i
c
a
l
 
C
h
a
n
ge
 in 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
、
B
e
r
k
e
l
e
y
,
1
9
6
3
.
 

な

2
)
S
o
e
d
y
o
n
o
,
"
M
a
'l
u
m
a
t
," 
W
 asita、
V
o
l
.
1
,
 N
o
.
 9,
1
0
.
 Ju
n
e
-
J
u
l
y
 
1
9
2
9
,
 p.
 301. 

/
P
O
 (
I
n
d
i
s
c
h
e
 
P
e
r
s
o
v
e
r
z
i
c
h
t
e
n
)
,
 Ju
l
y
 
2
0
t
h
,
 19
2
9
,
 p.
 14
5
.
 

(3)••Djawab 

dari 
Secretar
iaat
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
1
,
 N
o
.
 9,10, 
J
u
n
e
-
J
u
l
y
 
1
9
2
9
,
 p.
 30
2
.
 ~
お
、
血
ぃ
せ
て
、
六
宕
方
の
『
ワ
シ
ト
』
で
は
中
＇
ヰ
今

安
自
(

会
の
見
解
を
掲
載
す
る
こ
と
を
予
告
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
次
の
号
の
『
ワ
シ
ト
』
(
-
九
二
九
年
八
、
九
月
合
併
号
）
で
は
こ
の
大
会
に
つ
い
て
特
に
触
れ
た
通
告
・
報
告
は
掲
載
さ
れ
ず
、
こ
の
号
を
も

っ

て
『
ワ
シ
ト
』
は
ひ
と
ま
ず
休
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
が
再
刊
さ
れ
る
の
は
一

0
ヵ
月
後
の
一
九
三

0
年
七
月
号
か
ら
で
こ
の
号
を
も
っ
て
『
ワ
シ
ト
』
は
第
二
巻
第
一

号
と
な
っ
た
。
こ
の
『
ワ
シ
ト
』
第
二
巻
第
一
号
は
全
国
大
会
号
と
し
て
出
版
さ
れ
、
先
に
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
が
提
起
し
た
大
会
に
関
す
る
特
集
を
行
な
っ
て
い
た
。

注

樹
立
し
う
る
か
否
か
が
、
賭
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
「
人
民
運
動
の
一
翼
を
担
う
」
と
い
う
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
主

張
に
そ
の
意
図
は
明
確
に
こ
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

る
。
そ
の
こ
と
に
成
功
し
う
る
か
否
か
に
、

る
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
民
族
主
義
運
動
に

B
e
a
m
h
t
e
n
s
t
a
a
t

を
打
倒
す
る
た
め
の
正
統
性
を
賦
与
す
る
概
念
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
以
降
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
課
題
は
、
こ
の

II

人
民
性
＂
を
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
提
示
し
た
＾

'tata,

t
e
n
t
r
e
m
"

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
ど
の
よ
う
に
包
摂
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
に
、
ま
す
ま
す
集
約
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

ス
ワ
の

II

人
民
性
,.
k
e
r
a
k
j
a
t
a
n
 

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が

民
）
へ
と
移
行
し
て
い
た
こ
と
を
微
妙
な
形
で
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
政
治
団
体
に
限
定
す
れ
ば
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
を

担
っ
た
人
々
か
ら
国
民
党
に
参
加
し
た
人
々
と
い
う
移
行
を
示
し
て
い
た
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
タ
マ
ソ
・
シ

を
こ
の
よ
う
な
形
で
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

II

人
民
性
＂
は
ま
た
〈
時
代
精
神
〉
を
表
現
す

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 r
a
k
j
a
t
 
(
人
民
運
動
）
の
中
で
自
ら
の
正
統
性
を
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第五章 組織化 I

(
4
)
P
e
tru
s
 B
l
u
m
b
e
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.
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9
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p
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,
1
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(
7
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N
a
g
a
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k
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r
a
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 T
h
e
 D
a
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n
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f
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n
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i
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 N
a
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o
n
a
l
i
s
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、
T
h
e

E
a
r
l
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Y
e
a
r
s
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f
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h
e
 
B
u
d
i
 
U
t
o
m
o
、

Institute
of 
D
e
v
e
l
o
p
i
n
g
 

E
c
o
n
o
m
i
e
s
,
 T
o
k
y
o
,
 19
7
2
.
 p
p
.
 26
,
6
5
.
 

(

8

)

＂b
i
d
.、
p
p
.
9
0
,
9
2
.
 

(
9
)

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
次
に
詳
し
い
。

A
l
f
i
a
n
,
 Is
l
a
m
ic 
M
o
d
e
r
n
i
z
a
t
i
o
n
 i
n
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
:
 T
h
e
 M
u
h
a
m
m
a
d
苦
h

M
o
v
e
m
e
n
t
 
D
u
r
i
n
g
 
T
h
e
 D
u
t
c
h
 
C
o
l
o
n
i
a
l
 
P
e
r
i
o
d
 
(
1
9
1
2
,
 

]
9
4
2)、
P
h
•
D
•
D
i
s
s
e
r
t
a
t
i
o
n

,

W
i
s
c
o
n
s
i
n
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
,
 19
6
9
,
 p
p
.
 30
0
,
3
2
0
.
 

ア
ル
フ
ィ
ア
ソ
の
こ
の
論
文
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
が
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
よ
り
十
年
以
上
も
早
く
一
九
―
一
年
に
設
立
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
が
”
西
欧
式
学
校
II

と
称
す
る
世
俗
教
育
に
着
手
す
る
の
は
、
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
設
立
以
降
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
種
の
教
育
に
関
し
て

は
、
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
は
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
学
校
の
成
功
に
刺
激
さ
れ
て
活
動
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
は
、
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
学
校
が
設
立
さ
れ
た
の
は
も
っ
ば
ら
中
ジ
ャ
ワ
の
大
都
市
で
あ
っ
て
東
ジ
ャ
ワ
ヘ
の
浸
透
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
点
は
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
東
ジ
ャ
ワ
地
方
で
も
っ
と
も
多
く
の
支
部
を
設
立
さ
せ
た
こ
と
と
比
し
て
著
し
く
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
す

で
に
第
四
章
注

(72)
で
述
ぺ
た
よ
う
に
、
東
ジ
ャ
ワ
地
方
が
、
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
と
対
抗
す
る
イ
ス
ラ
ム
団
体
で
あ
る
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
の
根
拠
地
で
あ
っ

た
と
い
う
点
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
は
イ
ス
ラ
ム
正
統
派
を
自
称
す
る
団
体
で
あ
っ
て
、
プ
サ
ソ
ト
レ
ソ
を
基
盤
と
す
る
キ

ャ
イ
や
ウ
ラ
マ
の
連
合
体
で
あ
り
、
ジ
ャ
ワ
の
文
化
に
対
し
て
確
固
た
る
自
信
を
有
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
点
に
お
い
て
、
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
と
ナ
フ
ダ
ト
ゥ

ル
・
ウ
ラ
マ
と
の
間
に
は
共
生
関
係
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
が
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
王
家
の
王
宮
（
ク
ラ
ト
ソ
）
に
連
な
る
カ
ウ

マ
ソ

K
a
u
m
a
n

(宗
務
を
司
ど
る
一
族
）
を
そ
の
発
祥
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
現
存
の
ク
ラ
ト
ソ
文
化
を
否
定
す
る
方
向
性
を
有
し
て
い

た
こ
と
も
、
ナ
フ
．
ク
ト
ゥ
ル

・
ウ
ラ
マ
の
反
中
ジ
ャ
ワ
・
反
マ
ク
ラ
ム
王
朝
文
化
と
い
う
性
格
と
共
鳴
し
合
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
1
0
)

P
.
 Bl
u
m
b
e
r
g
e
r
,
 op
.
 cit
., 
p
.
 25
5
.
 

(
1
1
)
K
i
 H
a
d
J
a
r
 
D
e
w
a
n
t
a
r
a
,
 "P
e
r
s
a
t
u
a
n
 
N
a
tional 
O
n
d
e
r
w
i
j
s
," 
W
a
s
i
t
a
,
 V
o
l
.
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,
 N
o
.
 6
,
 M
a
r
c
h
 1
9
2
9
,
 pp
.
 17
2
,
1
7
3
.
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(
2
6
)
i
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i
d
.、
p
.
1
7
.
 

(
2
7
)
i
b
i
d
.
、
p
.
1
8
.
 

(
2
8
)
i
b
i
d
.、
p
p
.
1
8
,
1
9
.
 

(
2
9
)
i
b
i
d
.
、
p
p
.
1
9
,
2
0
 

(
3
0
)
i
b
i
d
.、
p
.
21. 

(
3
1
)
i
b
i
d
.
、
p
.
2
2
.
 

(
3
2
)
i
b
i
d
.
、
p
p
.
2
2
,
2
4
.
 

(
3
3
)
i
b
i
d
.、
p
p
.
2
4
,
2
5
.
 

(
3
4
)
i
b
i
d
.、
p
.
2
5
.
 

(
3
5
)
i
b
i
d
.、
p
.
2
6
.
 

(
3
6
)
i
b
i
d
.
、
p
.
2
6
.
 

(
3
7
)
i
b
i
d
.、
p
.
2
6
.
 

(
3
8
)
i
b
i
d
.、
p
p
.
2
6
,
2
7
.
 

(
3
9
)
i
b
i
d
., 
p
p
.
 2
7
,
2
8
.

「
現
存
の
人
物
の
肖
像
は
掲
げ
な
い
」
と
い
う
方
針
は
今
な
お
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
内
で
と
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の

デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
旧
居
室
に
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
、
サ
ル
｀
｀
、
デ
ィ
・
マ
ン
グ
ソ
サ
ル
コ
ロ
及
び
ク
ゴ
ー
ル
の
肖
像
画
及
び
セ
マ
ル
の
絵
が
掲
げ
ら
れ
、
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
サ
イ

ド
氏
の
居
宅
（
兼
事
務
室
）
に
は
ス
カ
ル
ノ
の
肖
像
画
だ
け
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
（
一
九
七
五
年
）
。
通
常
の
「
事
務
所
」
に
は
ス
ハ
ル
ト
現
大
統
領
の
写
真
が
掲

げ
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
点
を
サ
イ
ド
氏
に
尋
ね
る
と
、
「
生
き
て
い
る
人
物
を
偶
像
化
し
な
い
こ
と
は
デ
ワ
ソ
ト
ロ
以
来
の
教
え
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

(40)

事
実
、
次
章
で
み
る
よ
う
に
そ
の
年
(
-
九
三

0
年
）
の
夏
（
八
月
）
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
第
一
回
全
国
大
会
の
議
長
団

提
案
の
骨
子
は
、
こ
の
東
ジ
ャ
ワ
大
会
の
討
議
事
項
を
踏
ま
え
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

(

4

1

)

こ
の
「
運
用
の
妙
」
と
い
う
用
語
は
、
第
一
章
に
み
た
k
e
b
idj
a
k
器
n
a
a
n
と
い
う
用
語
を
念
頭
に
お
い
て
そ
の
功
利
的
局
面
を
示
す
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。

(
4
2
)
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t
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J
u
l
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9
3
0
,
 p
p
.
 3
2
,
2
7
.
 

(
4
3
)
i
b
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d
., 
p
.
 3
3
.
 

253 



(

4

4

)

 

i
b
i
d
.
、
p
.
3
7
.
 

254 



第六章 全国大会

全
国
大
会
(
-
九
三
0
年）

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
各
地
に
散
在
す
る
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
を
組
織
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
凝
集
性
を

高
め
よ
う
と
す
る
方
向
は

一
九
三
0
年
一
月
末
か
ら
二
月
初
め
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
東
ジ
ャ
ワ
会
議
で

一
挙
に

具
体
化
し
た
。
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
主
要
な
決
議
は
、

た
ん
に
東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
関
わ
る
問
題
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
関
係
者
の
間
に
共
通
の
了
解
を
得
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

最
高
会
議
が
全
国
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
通
告
し
た
一
文
の
中
に
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

本
章
で
は
先
ず
こ
の
通
告
を
通
じ
て
、
当
時
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
め
ぐ
る
状
況
を
概
観
し
、
次
い
で
全
国
大
会
の
討
議
と
決
議

一
九
三

0
年
七
月
一
日
付
で
、
最
高
会
議
書
記
局
長
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
名
で
発
表
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
会
は
八
月
六
日
か
ら
一
三
日
迄
の
八
日
間
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
、

会
員
は
あ
ら
か
じ
め
議
案
書
を
検
討
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、

通
告
は
、

第
一
節
全
国
大
会
開
催
の
通
告

事
項
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
六
章

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
会
員
は
、

タ
マ
ン

・
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(
1
)
 

シ
ス
ワ
学
校
の
指
導
者
（
運
営
委
員
）
、
教
師
、
父
兄
よ
り
な
る
こ
と
が
付
記
さ
れ
て
い
た
。
な
お
こ
の
他
に
大
会
運
営
の
規
程
と

し
て
、
大
会
参
加
費
は
各
支
部
が
負
担
す
る
こ
と
、
大
会
期
間
中
の
食
事
と
宿
泊
施
設
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
本
部
が
用
意
す
る
こ

(

2

)

 

と
、
正
式
の
委
任
状
を
持
つ
者
に
の
み
代
理
の
出
席
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
大
会
開
催
に
関
す
る
手
続
き
的
な
通
告
に
つ
づ
い
て
、
最
高
会
議
は
長
大
な
提
案
書
を
掲
げ
た
。
こ
の
提
案
書
は
、

①
大
会
の
趣
旨
、
③
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
原
則
、
⑱
東
ジ
ャ
ワ
（
マ
ラ
ン
）
大
会
の
報
告
、
④
最
高
会
議
作
成
の
議
案
書
か
ら
な
っ

(

3

)

 

て
い
た
。

先
ず
大
会
の
趣
旨
と
し
て
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
①
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
現
在
五
二
の
学
校
を
擁
す
る
迄
に
発
展

し
た
。
最
近
だ
け
で
も
数
十
名
も
の
人
々
が
自
ら
を
犠
牲
に
し
て
タ

マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
運
営
に
参
加
し
同
じ
く
ま
た
数
十
名
も

の
人
々
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
と
な
る
こ
と
を
志
願
し
、
数
千
名
も
の
父
兄
が
そ
の
子
弟
を
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
へ
通

学
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
意
義
の
あ
る
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
②
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
意
図
と
目
的
を
ま
だ
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
者
も
多
い
。
従
っ
て
き
た
る

べ
き
大
会
は
、
わ
れ
わ
れ
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
を
先
ず
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
関
係
者
に
お
し
ひ
ろ
め
、
次
い
で
、
民
族
教
育
に
関
心

を
も
つ
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
の
理
想
を
表
明
す
る
場
と
し
て
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
そ
れ
と
と
も
に
こ

の
大
会
で
、
わ
れ
わ
れ
は
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
自
体
の
浄
化
を
図
り
、
自
ら
の
誤
り
を
正
し
、
さ
ら
に
前
進
す
る
た
め
の
新
し
い
道
す

趣
意
書
は
以
上
三
点
に
わ
た
っ
て
こ
の
大
会
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
成
功
裡
に
導
く
た
め
に
、
い
タ
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
の
原
則
、
回
大
会
で
議
題
と
さ
れ
る
よ
う
な
諸
問
題
を
協
議
し
た
東
ジ
ャ
ワ
大
会
の
報
告
、
い
最
高
会
議
の
議
案
書
を

提
示
し
て
、
こ
れ
ら
が
各
支
部
で
の
討
論
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
。

じ
を
見
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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こ
れ
ら
は
、

こ
の
趣
意
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
項
目
の
う
ち
②
と
③
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な

く
と
も
次
の
二
点
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
活
動
の
領
域
が
拡
大
す
る
一
方
で
さ
ま
ざ

ま
な
摩
擦
や
対
立
が
生
ず
る
と
と
も
に
、

っ
て
反
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
摩
擦
な
い
し
対
立
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
内
部
で
生
ず

る
場
合
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
ス
ラ
ウ
ィ
支
部
で
は
一
九
二
四
年
か
ら

一
九
二
九
年
に
か
け
て
内
紛
に
よ
っ
て
教
師
や
生
徒
が

一
時
期

(

4

)

 

激
減
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
財
源
確
保
の
た
め
植
民
地
政
庁
が
行
な
っ
て

(

5

)

 

い
る
宝
く
じ
の
販
売
を
請
負
う
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
報
道
が
行
な
わ
れ
て
か
ら
取
り
消
さ
れ
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
、
同
じ
年

の
七
月
に
は
、

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
に
関
し
て
な
さ
れ
る
論
評
の
い
く
つ
か
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
中
央
に
よ

一
九
二
九
年
四
月
に
は
、

ア
デ
ィ

・
ダ
ル
モ
学
校
の
主
宰
者
で
あ
っ
た
ス
ル
ヨ
プ
ラ
ノ
ト
（
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
兄
）
が
発
行
し
て
い
た
『
オ
ボ
ー

ル
』
紙
上
で
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
批
判
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
側
が
反
論
す
る
と
い
う
出
来
事
が

(

6

)

 

あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、
こ
の
ア
デ
ィ
・
ダ
ル
モ
学
校
は
イ
ス
ラ
ム
同
盟
党
の
議
長
で
あ
る
ス
キ
マ
ン
が
運
営
し
て
い
た
。

一九一―

10

年
五
月
に
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
指
導
者
の
地
位
を
退
い
て
ス
ダ
ル
ミ
ン
ク
が
こ
れ
に
代
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
流

(

7

)

 

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
そ
れ
以
外
と
の
間
に
生
じ
た
摩
擦
や
誤
解
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も

P
P
P
K
I

が
成
立
し
民
族
的
教
育
の
樹
立
が
唱
道
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
時
期
に
そ
の

P
P
PK
I

の
内
部
で
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
時
期
に
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
内
部
で
の
問
題
と
し
て
、
教
師
と
女
生
徒
と
の
II

不
純
な
交
遊
II

も
お
き
て
い
た
。
そ
の

た
め
一
九
三

0
年
三
月
に
は
二
名
の
教
師
と
一
名
の
女
生
徒
が
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
か
ら
追
放
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
は
タ
マ
ン
・
シ

ら
こ
そ
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

ス
ワ
が
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
社
会
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
＂
西
欧
的
な
自
由
な
交
際

II

と
い
う
理
念
を
も
ち
こ
ん
で
き
た
か

(
8

)
 

モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
か
ら
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
。

一
見
些
細
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
象
を
通
じ
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
中
央
は
、
統
一
的
な
規
約
に
よ
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そ
し
て
バ
ン
ド
ゥ
ン
支
部
は
、

っ
て
そ
の
組
織
を
強
化
す
べ
き
時
機
が
到
来
し
て
い
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
点
は
、
も
っ
と
基
本
的
な
問
題
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
政
治
運
動
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
東
ジ
ャ
ワ
会
議
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
従
来
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
自
ら
を
教

育
運
動
で
あ
る
と
規
定
し
、
政
党
団
体
か
ら
は

一
線
を
画
す
る
と
い
う
姿
勢
を
公
式
に
は
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ

う
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
と
国
民
党
を
結
ぶ
重
要
な
水
路
を
な
し
、
事
実
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
指
導
者
の
多
く

は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
な
い
し
国
民
党
の
党
員

（
し
ば
し
ば
指
導
的
立
場
に
立
つ
党
員
）
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
「
個
人
の
資
格
に

お
い
て
」
政
治
活
動
を
行
な
う
も
の
と
さ
れ
、
従

っ
て
「
学
校
内
に
政
治
活
動
を
持
ち
込
ま
な
い
」
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
植
民
地
政

庁
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
果
た
し
て
い
る
政
治
的
役
割
に
次
第
に
危
機
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
国
民
党
が
結
成
さ
れ
、

P
P
P
K
I
が
設
立
さ
れ
た
二

0
年
代
の
後
半
か
ら
そ
の
危
惧
の
念
は
ま
す
ま
す
助
長
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
九
三
二
年
以
降
政
庁

と
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
対
立
は
決
定
的
に
な

っ
て

い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
常
に
問
題
の
焦
点
と
な
っ
た
の

は
プ
リ
ア
ン
ガ
ン

(
、`ハソ

ド
ゥ
ン
一
帯
）
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
で
あ

っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
っ
は
、
バ
ン
ド

ゥ
ン
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
前

身
が
人
民
同
盟
の
運
営
に
な
る
学
校
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
バ
ン
ド
ゥ
ン
が
ス
カ
ル
ノ
の
率
い
る
国
民
党
の
活
動
の
拠
点
で
あ
る
と

(
9
)
 

い
う
点
に
あ

っ
た
。
政
府
は
一
九
二
三
年
当
時
か
ら
バ
ン

ド
ゥ
ン
の
学
校
の
動
向
に
対
し
て
こ
と
さ
ら
敏
感
で
あ
っ
た
。

一九一―

-0
年
初
め
に
は
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
と
政
治
活
動
の
問
題
、

第
二
に
バ
ン

ド
ゥ
ン
の
タ

マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
の
関
係
者
が
国
民
党
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、

ま
た
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
植

民
地
権
力
を
め
ぐ
る
問
題
の
焦
点
を
な
し
て
い
た
。
先
ず
一
九
三

0
年
二
月
に
は
、
バ
ン
ド
ゥ
ン
の
父
兄
が
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学

校
は
教
育
の
場
と
し
て
も
は
や
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
の
声
を
あ
げ
た
。
理
由
は
第
一
に
教
師
の
数
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
国
民
党
の

支
部
の
ご
と
ぎ
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
教
師
側
は
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
は
十
分
な
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教
師
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
自
体
は
い
か
な
る
団
体
に
も
所
属
し
て
い
な
い
こ
と
、

時
、
バ
ソ
ド
ゥ
ン
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
を
主
宰
し
て
い
た
の
は
ス
ケ
ミ
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
国
民
党
創
設
以
来
の
メ
ソ
バ
ー
と

し
て
活
動
を
続
け
て
い
た
。
こ
の
学
校
の
開
設
に
は
ス
カ
ル
ノ
自
身
も
関
係
し
て
お
り
、

教
師
や
運
営
委
員
会
の
間
に
強
く
浸
透
し
て
い
た
。
先
の
父
兄
に
よ
る
批
判
は
、
そ
の
た
め
に
教
育
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
と

こ
の
よ
う
な
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
部
で
の
対
立
に
ひ
き
続
い
て
、
二
月
末
に
は
植
民
地
政
府
が
バ
ソ
ド
ゥ
ン
の
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ

学
校
の
教
師
三
名
を
逮
捕
し
そ
の
後
教
師
と
し
て
の
活
動
を
禁
止
す
る
決
定
を
下
し
た
。
こ
の
決
定
は
西
ジ
ャ
ワ
州
長
官
の
名
で
一

II

彼
ら
は
国
民
党
員
と
し
て
学
校
で
政
党
活
動
を
行
な
っ
た
＂
と
い
う
の
が
こ
の
決
定
の
理

(10) 

由
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
前
年
末
の
ス
カ
ル
ノ
ら
の
逮
捕
と
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ

学
校
の

よ
う
に
政
庁
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
な
い
学
校
に
対
し
て
、
政
庁
は
教
育
内
容
を
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
学
校
開
設

g
e
s
u
b
s
i
d
i
e
e
r
d
 o
n
d
e
r
w
i
j
s

は
、
そ
の
開
設

・
教
師
の
調
達

・
教
科
内
容

・
施
設
な
ど
す
べ
て
放
任
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
学
校

は
＂
野
放
し
の
学
校

""
w
i
l
d
e
 
s
c
h
o
l
e
n
 

明
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、

一
九
二

二
年
の
創
設
以
来
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は

11

秩
序
と
安
寧
II

terti b
 clan 
d
a
m
a
i
 

と
し
て
反
論
し
た
。
こ
の
当

こ
れ
ら
の
「
補
助
金
支
給
対
象
外
の
私
学
校
」

と
別
称
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
政
庁
が
関
知
し
な
い
＂
程
度
の
低
い
＂
私
立
学
校
と
い
う

意
味
を
含
ん
で
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
「
私
学
校
条
令
」
の
章
で
詳
論
す
る
が
、

の
許
可
権
、
教
員
の
免
許
賦
与
権
な
ど
は
有
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、

九――

-0年
三
月
初
め
に
行
な
わ
れ
た
。

い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
パ
ソ
ド
ゥ
ン
の
タ
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
が
植
民
地
社
会
の

II

秩
序
と
安
寧
"'
o
r
d
e
e
n
 r
u
st

を
脅
か
し
た
ゆ
え
を
も
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
中
央
に
対
し
て
、
政
治
運
動
及
び
植
民
地
権
力
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
原
則
の
確
立
と
態
度
の
表

tata 
t
e
n
t
r
e
m

の
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
そ
の
最
高
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
植
民
地
権
力
と
の
関
係

h
e
t
 
n
i
e
t
 

ス
カ
ル
ノ
、

ス
ケ
ミ
な
ど
の
影
響
は
他
の
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を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
植
民
地
政
府
の

ĉ
o
r
d
e
e
n
 r
u
st
"

と
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

る
理
念
の
源
泉
に
ま
で
遡
行
し
て
突
き
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
換
言
す
れ
ば
、

が
、
オ
ラ
ソ
ダ
植
民
地
体
制
の
別
表
現
で
あ
る

B
e
a
m
b
t
e
n
s
t
a
a
t

の

6̂
orde
e
n
 rust
"

と
拮
抗
し
う
る

ソ
・
シ
ス
ワ
の
そ
の
内
部
で
理
念
化
し
、

か
つ
実
体
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ

^̂
tata 
t
e
n
t
r
e
m
"
.jl,J
タ
マ

こ
う
し
て
み
る
と
、
先
に
第
一
点
と
し
て
述
べ
た
支
部
内
で
の
内
紛
を
克
服
し
、
外
部
の
批
判
と
対
応
し
内
部
の
規
律
を
強
化
す

る
と
い
う
趣
旨
と
、
第
二
点
と
し
て
述
べ
た
政
治
運
動
及
び
植
民
地
権
力
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
い
う
趣
旨
と
は
、
結
局
タ
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
が
そ
れ
自
身
の

ĉ
ta
ta
tent r
e
m
"

を
理
念
的
に
ま
た
現
実
的
に
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
と
い
う
点
で
結
節
し
、
こ

の
点
に
帰
結
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
全
国
大
会
の
通
告
の
要
点
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
別
言
す
れ
ば
、
「
沈
黙
の
八
年
間
」
が
経
過
し
た
の
ち
に
、

の
か
、
ま
た
、

大
会
の
運
営
と
開
会
式

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
ど
の
よ
う
な
組
織
化
を
は
か
っ
た

そ
れ
に
よ
っ
て
中
心
へ
の
凝
集
性
が
ど
の
よ
う
に
保
証
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
他
な
ら
な
い
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
全
国
大
会
は
予
定
通
り
一
九
三

0
年
八
月
六
日
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
会
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
代
表
を

派
遣
し
た
の
は
、

ス
マ
ト
ラ
の
メ
ダ
ソ
及
び
テ
ゥ
ビ
ン
テ
ィ
ン
ギ
11
デ
リ
支
部
の
代
表
を
含
む
四
二
支
部
、
欠
席
の
通
告
が
寄
せ
ら

れ
た
の
は
二
支
部
、
出
欠
席
の
通
告
な
し
で
欠
席
し
た
の
は
二
支
部
（
ア
ム
プ
ル
及
び
。
フ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
支
部
）
で
あ
っ
た
。
開
会
に
先

立
っ
て
、

八
月
六
日
の
午
前
中
は
準
備
会
に
あ
て
ら
れ
た
。
先
ず
代
議
員
の
確
認
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
結
果
、

な
委
任
状
を
保
持
し
な
い
で
参
加
の
意
志
を
表
明
し
て
い
た
ト
ソ
ド
ウ
ィ
ジ
ョ
ヨ

T
o
n
d
o
w
i
d
j
o
j
o

の
参
加
が
拒
否
さ
れ
、
改
め
て

第
二
節

ta
ta 
t
e
n
t
r
e
m
"
 

タ
ル
ン
支
部
の
正
式

を
、
そ
れ
を
成
立
さ
せ
て
い
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こ
の
後
、
大
会
の
日
程
が
若
干
変
更
さ
れ
、

同
支
部
か
ら
の
電
報
に
よ
っ
て
委
任
権
を
与
え
ら
れ
た
マ
ラ
ソ
支
部
の
カ
デ
ィ

ル
ソ
が
タ
ル
ソ
支
部
を
代
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
0

(
1
1
)
 

ま
た
議
事
連
営
に
関
す
る
協
議
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
の
結
果
と
し
て
、
日
会
議
は

非
公
開
と
公
開
に
分
け
ら
れ
、
非
公
開
会
議
は
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
宅
で
、
公
開
会
議
は
ジ
ョ
ヨ
デ
ィ
プ
ロ
宅
で
行
な
う
。
口
大
会
の
書
氾

ス
ケ
ミ
、

サ
ヨ
ガ
、

ス
ダ
ル
ミ
ソ
タ
及
び
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
五
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
同
投
票
に
よ
る
議

決
は
全
投
票
数
の
四
分
の
三
以
上
の
賛
成
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

同
意
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
改
変
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
投
票
数
は
一
支
部
一
票
と
数
え
る
。
も
し
あ
る
支
部
が
複
数
の
代
表
を
派
遣

し
て
お
り
、
彼
ら
の
間
に
見
解
が
対
立
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
支
部
は
投
票
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
1
2
)
 

こ
の
運
営
方
式
の
協
議
に
つ
い
や
さ
れ
た
準
備
会
の
最
後
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
簡
明
に
こ
の
大
会
の
意
図
を
表
明
し
た
。
そ
こ
で
は
、

第
一
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
そ
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
精
神
的
な
一
体
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
組
織
的
な
統
一
性
を
確
立
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
組
織
的
な
統
一
性
を
実
現
す
る
た
め
に
新
た
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
参
加
し
た
「
若
い
力
」

te
n
a
g
a
,
m
u
d
a

が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
、
こ
の
若
い
力
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
組
織
化

を
は
か
る
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
大
会
の
眼
目
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
若
い
力
」
と
は
、

心
性
を
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
活
力
を
意
味
し
て
お
り
、

そ
れ
は
つ
と
に
東
ジ
ャ
ワ
大
会
で
示
さ
れ
た
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
書
記

局
員
と
し
て
、
東
ジ
ャ
ワ
大
会
で
見
事
な
議
事
録
を
作
成
し
た
カ
デ
ィ
ル
ン
が
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
を

(13) 

卒
業
し
た
ば
か
り
の
文
字
通
り
は
え
ぬ
き
の

II

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
徒
II

で
あ
る
サ
ヨ
ガ
と
並
ん
で
名
を
連
ね
た
の
は
、
こ
の
よ
う

な
「
若
い
力
」
に
対
す
る
デ
ワ
ン
ト
ロ
ら
の
期
待
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

四
分
の
三
以
上
の
賛
成
に
よ
っ
て
議
案
が
成
立
す
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
員

一
致

m
u
p
a
k
a
t

と
い
う
慣
習
と
民
主

主
義
と
い
う
手
統
き
の
調
和
を
図
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
意
見
の
調
停
が
強
力
な
指
導
者
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
る

局
は
、

カ
デ
ィ
ル
ソ
、

一
方
ま
た
、
議
事
運
営
の
第
三
項
と
第
四
項
は
、

一
旦
成
立
し
た
事
項
で
も
四
分
の
三
以
上
の

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
求
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多
く
の
参
会
者
の
中
に
は
、

(
14
)
 

一
般
の
来
客
を
迎
え
て
開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
は
夜
半
の
一
時
迄
続
い
た
。

(15) 

ジ
ャ
ワ

・
イ
ソ
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

J
a
v
a
I
n
s
t
i
t
u
u
t

の
主
宰
者
で
、
ジ
ャ
ワ
文
化
へ
の
造
詣
に
お
い

て
オ
ラ
ン
ダ
人
社
会
の
中
で
一
頭
地
を
抜
き
ん
出
て
い
た
。ヒジ

ョ
ー

D
r
・
P
i
g
e
a
u
d

や
、
当
時
東
印
度
問
題
顧
問
官
事
務
局
員
で
、

後
年
日
本
軍
政
期
か
ら
独
立
戦
争
期
に
か
け
て
オ
ラ
ン

ダ
の
植
民
地
復
帰
の
工
作
で
暗
躍
し
た
フ

ァ
ン

・
デ
ル

・
。フ
ラ
ス

V
a
n
d
e
r
 

ガ
メ
ラ
ン
音
楽
が
奏
せ
ら
れ
た
後
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
挨
拶
を
し
た
。
そ
の
骨
子
は
、

つ
ま
で
に
発
展
し
た
こ
と
は
、

と
を
示
す
と
と
も
に
、

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が
既
に
五
二
の
支
部
を
も

ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
人
民

R
a
k
j
a
t
I
n
d
o
n
e
s
i
a

の
た
だ
な
か
で
成
長
し
つ
つ
あ
る
こ

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
則
が
狭
い
地
域
主
義
に
根
ざ
す
の
で
は
な
く
広
く
民
族
全
体
に
受
容
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
大
会
で
は
先
の
東
ジ
ャ
ワ
大
会
で
提
起
さ
れ
て
い
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
統
一
性
を
実

現
す
る
た
め
に
、
組
織
化
の
問
題
o
r
g
a
n
i
s
a
s
i

を
中
心
と
し
て
討
議
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
組
織
化
の
問
題

と
対
立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
”
自
立
の
権
利
II

を
大
い
に
阻
害
し
て
い
る
西
欧
的
な
組

織
化
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
準
備
会
で
の
浪
説
と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
組
織
化
の
必

要
と
そ
の
組
織
化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
と
い
う
、
二
つ
の
相
反
す
る
要
求
を
同
時
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
示
し
て
い
た
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
に
続
い
て
最
高
会
議
副
議
長
の
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
が
挨
拶
を
行
な
い
、
そ
の
後
、

ち
に
よ
る
ジ
ャ
ワ
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
一
般
参
会
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
と
い
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
『
ワ
シ
ト
』
の
報
告
者
は
、

(
1
6
)
 

「
そ
こ
に
見
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
生
命
が
ま
だ

II

害
を
こ
う
む
っ
て
い
な
い
"

w
u
t
u
h

子
供
た
ち
の
姿
で
あ

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

は
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
則
に
て
ら
し
て
、
な
か
ん
ず
く
そ
の

II

自
立
の
権
利
II

P
l
a
s

な
ど
の
オ
ラ
ン

ダ
人
の
姿
も
み
え
て
い
た
。

六
日
の
夕
方
か
ら
は
、

と
い
う
可
能
性
を
は
ら
む
も
の
で
も
あ
っ
た
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
生
徒
た

'z
e
l
f
b
e
s
c
h
k
k
i
n
g
s
r
e
c
h
t
 

と
い
う
基
本
原
則
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朴
紬
し
発
展
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
活
動
を
高
く
評
価
し
た
あ
と
で
、

先
ず
、
第
五
章
に
述
べ
た
シ
ン
ギ
（
ブ
デ
ィ

・
ウ
ト
モ
）

さ
て
、

八
月
六
日
の
開
会
式
は
こ
の
あ
と
、

M
r
.
 
S
i
n
g
g
i
h

が
自
ら
の
文
化
を
尊
重
す
る
民
族
だ
け
が
民
族
と
し
て

イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
イ
ス
ラ
ム
同
盟

い
え
よ
う
。

一
九

一
0
年
代
の
半
ば
に
、

一
般
参
会
者
に
対
し
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、

こ
の
よ
う
な
民
族
的
な
主
体
の
確
立
と
い
う
方
向
は
、

あ
る
と
説
い
た
。

限
目
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

表
明
さ
れ
て
い
た
の
は
、
す
で
に
第
四
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
が

一
九
二
九
年
に
執
筆
し
た
「
東
と
西
の
融
合
」

a
n
tara 
T
1
m
o
e
r
 d
a
n
 B
arat
"

と
い
う
一
文
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
そ
こ
で
、
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
、
赤
裸
々
な
享
楽
主

義
と
物
欲
主
義
が
植
民
地
社
会
に
浸
透
し
、
そ
の
結
果
、
社
会
の
伝
統
的
な
倫
理
と
道
徳
が
む
し
ば
ま
れ
、
伝
統
的
文
化
は
崩
壊
の

途
上
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
頗
廃
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
禁
欲
と
自
己
規
律
に
よ
っ
て
自
ら
の
文
化
を
再
生

す
る
た
め
に
努
力
す
べ
き
で
あ
り
、

ス
ワ
の
教
育
目
標
の
中
に
標
榜
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

や
舞
い
を
い
き
い
き
と
演
じ
て
み
せ
た
こ
と
は
、

裡
に
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
ひ
ろ
く
示
す
う
え
で
格
好
の
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

に
あ

っ
て
オ
ラ
ソ

ク
人
社
会
の
求
め
に
応
じ
て
、

ス
ワ
ル

デ
ィ
や
ス

ル
ヨ
プ
ト
ロ
は
、

こ
の

(̂w
u
t
u
h
"
と
は
、

オ
ラ
ン
ダ

ジ
ャ
ワ
の
歌

一
九
二
二
年
以
来
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
植
民
地
支
配
の
及
ぼ
し
た
害
悪
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
の
主
要
な

「
植
民
地
支
配
は
イ
ソ
ド
ネ
ジ
ア
人
の
魂
を
破
壊
し
て
い
る
」
と
い
う
危
機
感
が
も
っ
と
も
尖
鋭
に

そ
れ
が
成
功
し
た
あ
か
つ
き
に
は
じ
め
て
東
西
文
化
の
融
合
が
成
立
す
る
基
礎
が
で
き
る
の
で

If

純
正
な
II

w
u
t
u
h
文
化
の
担
い
手
を
創
出
す
る
と
い
う
タ
マ
ン

・
シ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
目
的
を
ひ
ろ
く
知
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
目
的
が
成
功

ジ
ャ
ワ
の
音
楽
を
浪
じ
あ
る
い
は
ジ
ャ
ワ
の
文
化
に
つ
い
て
説
き
明
か
し
て
い
た

い
ま
や
、
自
ら
の
若
い
分
身
を
ジ
ャ
ワ
の
各
地
で
育
て
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
つ
つ
あ
っ
た
と

(
17
)
 

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
を
代
表
し
て
列
席
し
て
い
た
人
々
か
ら
「
祝
辞
」
が
述
べ
ら
れ
た
。

．． 

"
A
s
s
o
c
,a
tie 
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定
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

て
開
会
式
は
深
夜
一
時
迄
続
け
ら
れ
た
。

べ
た
。

党

P
S
I
I

の
サ
ュ
テ
ィ
・

ル
ビ
ス

Sajuti
L
o
e
b
i
s

の
ほ
か
、
「
東
イ
ン
ド
教
師
連
盟
」

P
G
H
B
"
P
e
r
s
a
t
u
a
n
G
u
r
u
 H
i
n
d
i
a
 
B
e
l
a
n
d
a
 

の
マ
タ
ラ
ム
支
部
代
表
、
「
ク
リ
ド

・
ベ
ク
ソ

・
ウ
ィ
ロ

モ
」
芸
能
団

P
e
r
k
u
m
p
u
l
a
n
S
e
n
i
 
K
r
i
d
o
 B
e
k
so 
W
i
r
o
m
o
代
表
、

リ
ッ
ク
同
胞
会

K
a
t
h
o
l
i
e
k
a
W
a
n
d
a
w
a
代
表
が
各
々
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
大
会
を
慶
賀
し
そ
の
発
展
を
祈
念
す
る
旨
の
祝
辞
を
述

一
方
、
こ
れ
ら
の
祝
辞
に
応
ず
る
形
で
、

部
の
マ
ナ
デ
ィ
、

第
三
節

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
側
か
ら
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル

・
ガ
ニ
、
バ
ン
カ
ラ
ン
支
部
の
イ
ス
マ
デ
ィ
ら
が
挨
拶
を
行
な
っ
た
。
こ
う
し

大
会
の
討
議
と
決
議
内
容

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
全
国
大
会
は
翌
八
月
七
日
か
ら
八
月
―
二
日
迄
一
週
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、

の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
ヮ
ャ
ソ

・
ク
リ
ッ
ト
の
上
派
を
も
っ
て
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

大
会
で
は
先
の
通
告
の
な
か
に
も
ら
れ
て
い
た
議
案
書
に
基
づ
い
て
討
論
が
行
な
わ
れ
、

ス
ワ
の
原
則
と
各
機
構
と
そ
の
権
限
を
決
定
し
、
ま
た
各
種
の
指
導
者

・
委
員
を
選
出
し
た
e

こ
の
大
会
で
決
議
さ
れ
た
各
事
項
は

一
九
三

0
年
代
以
降
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
骨
格
を
形
成
し、

化
に
関
し
て
決
定
さ
れ
た
諸
事
項
は
、

以
下
に
大
会
の
状
況
を
追
い
つ
つ
、

カ
ト

チ
ア
ン
ジ
ュ
ル
支
部
の
ス
ダ
ル
ソ
、
バ
ン
ド
ゥ
ン
支

八
月
二
二
日
カ
リ
ウ
ラ
ン
ヘ

一
部
を
修
正
し
た
う
え
で
タ
マ
ン

・
シ

ま
た
そ
の
活
動
の
内
容
を
規
定
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
と
く
に
組
織

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
新
し
い
活
動
の
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
な
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
み
な
が
ら
、
各
事
項
に
つ
い
て
の
決
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タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
要
諦

(18) 

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
大
会
は
八
月
七
日
の
非
公
開
会
議
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
午
前
九
時
に
開
会
さ
れ
た
会
議
の
議
長
は
、
プ
ロ
ノ
ウ

先
ず
チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
家
族
的
結
合
と
い
う
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
要
旨
次
の
よ
う
な
演
説
を
行
な

っ

(19) 

た
。
従
来
、

マ
タ
ラ
ム
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
全
体
の
運
営
に
関
し
て
大
き
な
貨
担
を
負
い
、
犠
牡
を

払
っ
て
き
た
。
そ
の
点
で
マ
タ
ラ
ム
は
他
の
兄
弟
の
長
男
と
し
て
の
義
務
と
責
任
を
果
た
し
て
ぎ
た
。
し
か
し
今
や
状
況
が
変
り
、

喩
え
て
い
え
ば
、
多
く
の
他
の
兄
弟
も
長
男
と
同
じ
年
齢
に
達
す
る
に
至

っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

係
は
、
母
親
代
り
と
子
供
た
ち
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
互
い
に
成
人
同
士
と
し
て
あ
い
対
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
深
い
き

ず
な
で
結
ば
れ
た
家
族
に
お
い
て
機
能
し
て
い
る
よ
う
な
、
「
権
威
の
下
で
の
紐
帯
」

w
e
n
g
k
u
,
w
i
n
e
n
g
k
u

が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
組
織
を
支
え
る
精
神
で
あ
る
。
こ
の
組
織
に
よ
る
結
合
性
は
、
社
会
的
結
合
性
や
政
治
的

結
合
性
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
「
心
と
心
」

ati
sa
m
a
 ati

で
感
応
し
あ
う

d
1
r
a
s
a
k
a
n
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
結
合
性
で
な
け
れ
ば

以
上
の
よ
う
な
チ
ョ

ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
の
演
説
は
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
組
織
化
に
当
た
っ
て
、

起
さ
れ
る
と
い
う
立
場
に
貫
ぬ
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
、

マ
タ
ラ
ム
と
他
の
支
部
と
の
関

た
え
ず
＂

家
族
的
関
係
II

が
想

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
内
部
で
〈
家
族
〉

k
e
l
u
a
r
g
a

と
い

う
概
念
が
標
榜

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
概
念
は
、
組
織
化

o
r
g
a
n
i
s
a
s
i
が
問
題
と
さ
れ
た
時
に
、
こ
れ
と
切
り
離
し
え
な
い
も
の
と
し
て

〈
家
族
〉
と
〈
組
織
〉
と
い
う
二
つ
の
概
念
は
、
二
位
一
体
の
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
も
、
そ
の
場
合
に
〈
家
族
〉
は
〈
組
織
〉
の
上
位
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
に
続
い
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
立
ち
、
「
私
の
今
の
心
境
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
い
う
自
分
の
子
供
を
、
さ
ら

は
じ
め
て
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

な
ら
な
い
。

ィ
デ
ィ
グ
ド
が
つ
と
め
た
。
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A 
(2) 

に
守
り
育
て
る
た
め
に
こ
れ
を
全
国
大
会
へ
委
ね
る
と
い
う
心
境
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
先
の
東
ジ
ャ
ワ
大
会
で
き
わ
め
て
望
ま

し
い
方
向
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
充
分
に
尊
重
し
て
ほ
し
い
。
た
だ
し
、

て
は
、
こ
の
原
則
に
よ
っ
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
誕
生
し
今
日
迄
成
長
し
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
は
変
更
さ
れ
る
こ
と

(20) 

が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
な
く
し
て
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
存
在
意
義
は
失
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
。

一
九
二
二
年
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
開
校
に
際
し
て
彼
が
提
示
し
、
翌
年
に
さ
ら
に
内
容
を
整
え

て
明
示
さ
れ
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
七
つ
の
原
則
が
II

不
可
侵
II

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

ク
リ
オ
ン
以
来
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
指
導
者
の
思
想
を
貫
ぬ
く
と
い
う
姿
勢
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
演
説
後
、
大
会
は
た
だ
ち
に
一
般
事
項
、

タ
マ
ン
・
ジ
ス
ワ
の
原
則

a
z
a
s

の
部
分
に
つ
い

(21) 

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
要
諦
に
関
す
る
討
議
に
入
っ
た
。

「
事
前
勧
告
」
通
り
、
そ
し
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
会
議
の
冒
頭
で
要
請
し
た
通
り
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

こ
の
結
果
、

ス
ラ
サ
・

要
諦
の
第
一
項
目
は
七
項
よ
り
な
る
原
則
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
語
句
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
質
問
が
出
さ
れ
た
他
は
、

一
九
二
三

年
に
提
示
さ
れ
た
「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
原
則
」
が
表
現
を
若
干
変
え
た
う
え
で
こ
こ
に
改
め
て
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
全
国
大
会
で
承

一
般
の
利
益
を
配
慮
し
つ
つ
自
立
す
る
と
い
う
個
人
を
育
て
る
と
こ
ろ
の
ア
モ
ン
制
度
に
よ

っ
て
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
の
成
長
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
命
令
や
強
制
は
タ
マ
ン

・
ン
ス
ツ
に
お
い
て
は
行
な
わ
れ
な
い
。

教
育

p
e
n
g
a
d
j
a
r
a
n

は
、
社
会
生
活
に
お
い
て
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
必
要
で
あ
り
役
に
立
つ
知
識

p
e
n
g
e
t
a
h
u
a
n

を
与
え
る
も

①
秩
序
と
安
寧

T
e
r
tib
clan 
D
a
m
a
i
 
は

原
則

A
z
a
s

(22) 

一
般
事
項
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
要
諦

認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
以
下
の
通
り
の
も
の
で
あ

っ
た
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
こ
の
発
言
は
、
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項
目
中
の
「
最
高
会
議
」
は
「
ク
マ
ン

・
シ

ス
ワ
大
会
」
と
変
更
さ
れ
た
。

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
感
情

r
a
s
a
、
思
考

f
i
k
i
r
a
n
、
力
t
e
n
a
g
a

を
解
放
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
は
、
民
族
的
な
性
格
を
基
礎
と
し
て
高
貴
な
人
間
性
の
確
立
を
目
差
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
の
レ
ベ
ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
、
人
民
の
た
め
の
教
育
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

自
ら
の
心
身
の
独
立
を
妨
げ
、
そ
の
独
立
を
拘
束
す
る
よ
う
な
援
助
を
他
人
か
ら
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
他
か
ら
の
束
縛
を
受
け
ず
、
正
直
で
清
浄
な
心
を
も
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
権
利
を
求
め
ず
、
子
供
の
た
め
に
一
身
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
供

S
a
n
g
A
n
a
k
 

(23) 

次
に
要
諦
の
第
二
項
目
か
ら
第
七
項
目
に
つ
い
て
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
内
、
第
二
項
目
に
つ
い
て
は
、

の
正
式
な
名
称
が
オ
ラ
ン
ダ
語
の
表
現
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
表
現
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

り
字
を
ジ
ャ
ワ
語
表
記
で

S
i
s
w
o

と
綴
る
の
で
は
な
く
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
表
記
で

S
i
s
w
a

と
綴
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
た
他
、
「
事
前
勧
告
」
に
関
し
て
可
否
が
問
わ
れ
、
第
七
項
目
中
の
内
容
を
一
部
改
め
た
他
は
、
「
勧
告
」
通
り
可
決
し
た
。
こ
の

第
七
項
目
は
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
「
秩
序
と
安
寧
」
が
脅
か
さ
れ
た
際
に
「
専
断
権
」
が
行
使
さ
れ
う
る
旨
を
定
め
た
条
項
で
あ

っ
た
が
、
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
「
専
断
権
」
行
使
の
決
定
と
「
専
断
権
遂
行
者
」

d
i
c
t
a
t
o
r

か
ら
な
る
最
高
会
議
だ
け
に
委
ね
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、

身
で
、
こ
の

d
i
c
t
a
t
o
r

こ
の
よ
う
に
し
て
、

を
選
出
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
る
に
至
り
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
「
事
前
勧
告
」
第
七

(24
)
 

一
部
変
更
の
う
え
、
採
択
さ
れ
た
要
諦

st
a
t
u
u
t

の
第
二
項
目
か
ら
第
七
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ

っ
た
。

(7) ⑱

自

立
す
る
た
め
に
、
節
約
を
こ
こ
ろ
が
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(5) (4) (3) 

に
接
近
し
な
け
れ
ば
な

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
綴

の
選
定
を
わ
ず
か
数
名

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
大
会
自
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七
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
任
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
内
の
各
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
分
担
し
て
遂
行
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ク
マ
ン

・
シ
ス
ヮ
内
の
各
機
関
の
関
係
は
、

力
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ワ
語
で
い
う
ウ

ェ
ン
ク

・
ウ
ィ
ネ
ン
ク

w
e
n
g
k
u
,
w
i
n
e
n
g
k
u

す
な
わ
ち
、
互
い
に
影

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
内
の
す
べ
て
の
規
約
は
、
た
と
え
ど
の
よ
う
に
少
数
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
部
分
の
利
益
を
考
慮
す
る
よ
う
な
民
主
主
義

d
e
m
o
k
rasi
に
甘
芍
つ
い
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
民
主
主
義
は
、
全
体
の
秩
序
と
安
寧
の
枠
を
越
え
た
り
そ
れ
を
妨
げ

・ヽ
1
/
 デ
ワ
ン
ト
ロ
は
”
父
“
B
a
p
a
k

と
な
る
。

と
称
す
る
。

宗
教
教
団
w
a

k
a
f
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の

I
I
独
立
団
体
~

b
a
d
a
n
,
m
e
r
d
e
k
a
 

で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
の
認
可
を
受
け
た
財
団
で
は
な
い
。
こ
の
”
独
立
団
体
II

は
、
特
定
の
個
人
や
集
団
が
所
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、

大
衆
的
な
承
認
の
下
に
成
立
し
た
規
約
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
独
立
し
た
団
体
で
あ
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
民
族
教
育
機
関
は
、
支
部
の
統

一
体
と
し
て
形
成
さ
れ
る
団
体
で
あ
っ
て
、
全
国
大
会

(
K
o
n
g
g
ere
s

な
い
し

R
efere
n
,

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
、
そ
の
原
則
の
き
ず
な
に
結
ば
れ
た

「神
聖
な
大
家
族
」

K
el
u
a
rg
a
B
e
s
a
r
 
j
a
n
g
 
S
u
tji
で
あ
る
。
こ

の
原
則
を
変
更

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
生
命
を
与
え
た
糧
で
あ
り
そ
の
後
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
成
長
を

支
え
て
き
た
糧
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
精
神
的
な
紐
帯
に
お
い
て
、
マ
タ
ラ
ム
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
II

母
"
Ib
u
と
な
り
、
キ

・
ハ
ジ
ャ
ル

五

紐

帯

B
a
d
a
n
B
a
tin 

d
u
m
)

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
規
約
に
某
づ
い
て
組
織
化
さ
れ
る
。

四

形

態

B
a
d
a
n
L
a
h
i
r
 

特
質

「
マ
ク
ラ
ム
を
中
心
と
す
る
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
民
族
教
育
機
関
」

名
称

P
e
rg
u
r
u
a
n
 N
as
io
n
a
l
 T
 AM
A
N
-S
I
S
W
 A
 
b
e
r
p
u
sa
t
 di 
M
atara
m
 

で
あ
る
が
、
財
団

stic
h
tin
g

と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の
自
営
組
織
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た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
必
要
な
ら
ば
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
、
If

一
般
事
項
II

に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
従
っ
て
”
独
裁
権
“
^
'd
i
c
t
a
t
u
u
r
"

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
内
、
第
五
項
目
は
、

タ
）
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
そ
れ
ぞ
れ
母
及
び
父
と
す
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
先
の

チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
の
開
会
浪
説
に
お
け
る
「
心
と
心
の
相
感
応
し
合
う
」
と
い
う
理
念
型
を
「
家
族
」
的
共
同
体
と
し
て
定
型

こ
れ
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
組
織
化
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
結
合
の
様
式
が
同
志
的
結
合
性
か
ら
家
族
的
結
合
性
へ
と
形
を

変
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
が
、
同
時
に
ま
た
、
民
族
主
義
連
動
の
中
で
、
組
織
内
の
秩
序
を
家
族
的
紐
帯
に
よ

っ
て
保
証
す
る
と

い
う
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
最
初
に
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
画
期
的
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
の
諸
他
の
組
織
や
団
体
は
、
党

p
a
r
t
i
j

を
名
乗
る
に
せ
よ
同
盟

s
a
r
e
k
a
t

を
名
乗
る
に
せ
よ
、
統
一
連
合

p
e
r
s
a
t
u
a
n

を
名
乗
る
に
せ
よ
、
ま
た
そ
の
内
部
で
現
実

に
機
能
し
て
い
る
結
合
性
と
凝
集
性
が
た
と
え
い
か
に
、

そ
の
多
く
は
、

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
原
理
に
貫
ぬ
か
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、

団
体
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
機
能
し
た
）
、
ひ
と
た
び
、
党
や
同
盟
と
し
て
そ
の
II

存
在
理
由
II

を
表
明
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
も
、

組
織
化
の
モ
デ
ル
は
オ
ラ
ン
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
〈
外
の
世
界
〉
に
お
か
れ
て
い
た
の
に
ひ
き
か
え、

初
め
て
、
公
然
と
、
そ
の
〈
家
族
的
結
合
性
〉
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、

化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
を
ひ
と
つ
の
「
家
族
」
と
し
て
規
定
し
、
そ
れ
が
、

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
原
理
に
貫
ぬ
か
れ
て
い
た
に
せ
よ
（
そ
し
て
事
実
、

そ
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
は
、

し
ば
し
ば
、
特
定
の
党
や

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ

は
こ
こ
に

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
性
格
を
自
己
規
定
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
諸
組
織
の
様
式
に
ひ
と
つ
の
明
解
な
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
さ
ら
に
重
要
で
あ
っ
た
。

マ
タ
ラ
ム

（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
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そ
れ
は
、
社
会
的
な
人
間
関
係
を
擬
制
的
な
家
族
関
係
に
お
い
て
了
解
し
、
〈
父
と
子
〉

b
a
p
a
k
-
a
n
a
k

の
無
限
の
連
鎮
と
〈
父
と

子
〉
か
ら
な
る
無
限
の
円
環
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
〈
文
化
〉
を
〈
人
民
迎

動
〉
の
過
程
で
、
創
造
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
主
義
運
動
の
過
程
で

B
a
p
a
k
 
と

称
が
、
こ
の
よ
う
な
了
解
の
さ
れ
方
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
様
式
化
さ
れ
て
い
く
う
え
で
、
上
に
述
べ
た
よ
う
な
〈
家
族
的
共
同

体
〉
を
標
榜
す
る
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
そ
の
発
祥
源
、
そ
の
推
進
源
と
し
て
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

こ
の
よ
う
な
呼
称
に
つ
い
て
一
九
五
二
年
に
デ

ワ
ソ
ト
ロ
自
身
は
要
旨
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
わ
れ
わ
れ
が
、
バ

。ハ

イ
ブ

l
b
u

の
呼
称
を
用
い
た
の
は
、
当
時
用
い
ら
れ
て
い
た
ト
ゥ
ア
ン

t
u
a
n

(
旦
那
）
ニ
ョ
ニ
ャ

n
j
o
n
j
a
h

(
奥
様
）
、

n
a
h
 (
お
嬢
様
）
と
い
う
呼
称
及
び
こ
れ
に
対
応
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ム
ネ
ー
ル

m
e
n
e
e
r
、

ffro
u
w
、
と
い
う
呼
称
、

ま
た
、

ヽ

メ

フ

ロ

ウ

m
e
v
r
o
u
w

B
a
p
a
k
 

ノ
ナ

n
o
,

ジ
ャ
ワ
で
用
い
ら
れ
て
い
た
マ
ス

・
ベ
ヒ

m
a
s
b
e
h
i
、
デ
ン
・

ベ
ヒ

d
e
n
b
e
hi
、
ソ
ド
ロ

n
d
o
r
o

等
の
身
分
的
上
下
関
係
を
含
意
す
る
呼
称
を
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
か
ら
廃
絶
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

生
徒
が
教
師
を
呼
ぶ
場
合
に
パ
パ
及
び
イ
プ
の
呼
称
を
用
い
る
よ
う
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
年
下
の
教
師
が
年
長
の
教
師
を
呼
ぶ
場

合
に
も
こ
の
呼
称
を
用
い

た
。
こ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
、

II

規
則
II

と
し
て
明
記
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
呼
称
は
た
だ
ち
に
全
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
教
育
機
関
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

共
和
国
が
独
立
し
た
以
降
、
こ
の
呼
称
は
年
の
若
い
官
吏
が
年
上
の
官
吏
を
呼
ぶ
場
合
の
呼
称
と
し
て
公
式
に
用
い
ら
れ
る
べ

き
も

(25) 

の
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
。

ま
た
キ
・
ハ

ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
お
け
る
キ
と
い
う
呼
称
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
同
じ
く
キ
と
名
乗
る
人
々
と
の
間
の

同
志
的
結
合
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
は
キ
で
あ
る
と
同
時
に

B
a
p
a
k

(
父
）
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

が
で
き
る
。

ュ
フ
ロ
ウ
j
u

I
b
u
 
と
い
う
呼
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こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ソ
ダ
ー
ソ
ン
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
定
義
と
し
て
提
示
し

(
2
6
)
 

た
「
イ
メ

ー
ジ
化
さ
れ
た
共
同
体
」

t
h
e

i
m
a
g
i
n
e
d
 
c
o
m
m
u
n
i
t
y

と
し
て
自
己
規
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ム
の

II

純
粋
型
＂
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
表
明
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
い
え
る
の
で
あ
る

。
こ
の
よ
う
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ

が
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ

ト
と
し
て
自
己
規
定
し
て
い
く
に
と
も
な
い
、
そ
の
共
同
体
は
、

(
2
7
)
 

ド
ネ
シ
ア
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
投
影
さ
れ
る
空
間
を
拡
大
す
る
（
第
二
項
に
お
け
る
ク

マン

・
ッ
ス
リ
の

「イ

ン
ド
ネ
ジ
ア
語
化
」
）

と
と

も
に
、
他
方
で
そ
の
共
同
体
の
求
心
性
を
強
め
こ
と
に
そ
の
セ
ン
ク
ー
を
確
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
が
確
定
さ
れ
セ
ン

ク
ー
ヘ
の
求
心
性
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
は
、

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d

に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
る

B
e
a
m
b
t
e
n
staat

に
対
し
て
、
精
神
的
紐
帯

p
e
,

rik
a
ta
n
 b
a
tin

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
大
家
族

K
e
l
u
a
r
g
a
B
e
s
a
r

を
対
置
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
タ
マ
ン

・
シ
ス

.

＂＂
と
し
て
の
機
能
を
ま
す
ま
す
露
わ
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ヽ

ヮ
は

B
e
a
m
b
tenstaat

に
対
す
る

ê
co
u
n
t
e
r
m
st1tut10n 

こ
の
セ
ン
ク

ー
の
確
立
と
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
凝
集
性
は
、
次
の
第
六
項
目
に
お
け
る
ウ
ェ
ン
ク

・
ウ
ィ
ネ
ン
ク

k
u

と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
さ
ら
に
補
強
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
第
六
項
目
に
つ
い
て
、
最
高
会
議
は
、
「
各
支
部
は
そ
の
権
利
を
追
究

し
て
は
な
ら
な
い
。
各
支
部
は
、
家
族
的
結
合
体

f
a
m
i
h
e
v
e
r
b
a
n
d

と
し
て
の

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
そ
の
全
体
の
秩
序
と
安
寧
を

(
18
)
 

達
成
す
る
た
め
に
、
w
e
n
g
k
u
-w
in
e
n
g
k
u

の
態
度
を
持
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
旨
の
要
請
を
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
大
会
に

お
い
て
行
な
っ
た
。
w
e
n
g
k
u
,
w
i
n
e
n
g
k
u

と
は
、
あ
る
権
威
を
承
認
し
そ
の
権
威
に
従

っ
て
行
動
す
る
こ
と
、
そ
の
場
合
、
そ
の
権

威
に
従
う
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
行
動
が
適
切
で
あ
る
か
を
絶
え
ず
自
己
吟
味
し
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、

ク

マ
ン

．．
 
シ
ス
ワ
の
各
支
部
は
こ
の
権
威
の
連
鎖
に
必
ず
結
合
し
て
い
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
た
e

こ
れ
は
別
言
す
れ
ば
ク
マ
ン

・

シ
ス
ワ
と

い
う

「
大
家
族
」
の
各
成
員
が
、
中
心
（
ク
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
父
）
と
の
関
係
に
お
い
て
そ

の
各
々
の
在
り
拠
を
確
認

し
、
各

々
の
関
係
の
連
鎮
の
連
結
環
に
お
い
て
そ
の

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

を
表
出
さ
せ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
大
家
族
」
が

w
e
n
g
k
u
,
w
i
n
e
n
g
 

一
方
で

ジ
ャ
ワ
と
い
う
境
域
を
越
え
て
イ
ソ
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先
ず
、

II

独
裁
者
＂

に
し
て
い
た
J

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
 
の
連
鎮
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

(
2
9
)
 

さ
て
こ
れ
ら
の
七
項
目
が
了
承
さ
れ
た
の
ち
、
大
会
は
た
だ
ち
に
そ
の
第
七
項
目
に
関
す
る
討
議
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
議
題
の
中

心
に
な
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
誰
が
II

独
断
権
行
使
者
＂
を
選
ぶ
の
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た

。

先
ず
”
独
裁
者
＂
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
最
高
会
議
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
行
な
っ
た

。

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
運
営
は
、
能
う
限
り
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
行
使
に

も
限
界

t
u
t
u
p

が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
限
界
を
構
成
す
る
も
の
が
If

専
断
権
II

で
あ
る
。
If

専
断
権
II

の
行
使
に
関
し

て
は
、

blik
"
 

い
つ
そ
れ
が
行
使
さ
れ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
そ
の
＂
専
断
権

II

を
有
す
る
者
の
権
利
と
義
務
は
何
で
あ
る
の
か
を
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
お
け
る
II

独
裁
者
"
d
i
c
t
a
t
o
r

は
、
権
力
欲
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
西
欧
的
独
裁
者
と

同
一
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
「
わ
れ
わ
れ
の
独
裁
者
は
わ
れ
わ
れ
が
選
ぶ
者
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
〈
一
時
的
〉
"'v
o
o
r
e
e
n
 
o
o
g
e
n・ 

な
独
裁
者
で
な
く
、
絶
え
ず
、
独
裁
権
を
担
い
こ
れ
を
行
使
す
る
独
裁
者
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
、
〈
代
表
者
と
し
て
の

(30
)
 

負
債
〉
v
e
r
a
n
t
w
o
o
r
d
in
g
s
c
h
uldi
g

を
負
う
も
の
で
あ
る
」
。

11

専
断
権
＂
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
最
高
会
議
の
説
明
は
、
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
”
専
断
権
＂
の
枠
の
内
で
行

使
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
行
使
者
は
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の

〈
一
般
意
志
〉
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

こ
の
〈
一
般
意
志
〉
の
代
表
者
は
、
従
来
、
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
に
帰
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
大
会
で
は
改
め
て
こ
の
II

独
裁
者
JI

を
決
定

す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

を
選
ぶ
の
は
、
最
高
会
議
か
そ
れ
と
も
タ

マ
ン
・
シ
ス
ワ
大
会
か
に
関
す
る
討
論
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
大
勢

は
大
会
が
選
出
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
忍
見
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
投
票
数
の
四
分
の
三
に
達
せ
ず
、
そ
の
た
め
、
当
初
に
定
め
た
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If

独
裁
者
＂
に
関
す
る
討
論
は
、
大
会
の
初
日
は
一
旦
中
断
さ
れ
、
翌
日
の
非
公
開
会
議
に
持
ち
越
さ
れ
た

。

”
独
裁
者
＂
を
選
定
す
る
の
は
、
最
高
会
議
か
そ
れ
と
も
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
大
会
か
を
め
ぐ
る
評
決
は
、
八
月
八
日
、
二
度
に
わ

た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
第
一
回
の
投
票
で
は
、
そ
の
選
定
を
大
会
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
票
数
は
二
三
票
、
最
高
会
議
に
委

(
3
1
)
 

ね
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
票
数
は
一

0
票
で
、
前
者
が
多
数
を
占
め
た
も
の
の
、
な
お
四
分
の
三
を
獲
得
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

こ
う
し
て
討
議
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
か
に
み
え
た
と
き
、
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
が
「
こ
の
よ
う
に
重
大
な
決
定
を
わ
ず
か
数
人
の
者
の

(
32
)
 

判
断
に
委
せ
る
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
見
解
を
述
べ
、
こ
れ
に
よ
り
、
大
勢
は
一
挙
に
大
会
に
よ
る
選
出
と
い

う
方
向
へ
傾
い
て
い
っ
た
。
再
度
の
投
票
結
果
は
、
二
六
票
対
八
票
と
な
り
”
独
裁
者
II

の
選
出
は
大
会
で
行
な
う
こ
と
が
決
定
さ

(33) 

れ
た
。

次
に
、

If

独
裁
者
＂
が
最
高
会
議
の
一
員
と
し
て
自
動
的
に
最
高
会
議
に
入
る
か
否
か
に
関
す
る
討
論
が
行
な
わ
れ
た

。
バ
ン
ド

ゥ
ン
支
部
は
、

II

独
裁
者
＂が

最
高
会
議
の
外
に
あ
る
場
合
に
は
、
両
者
の
間
に
対
立
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、

最
高
会
議
の
委
員
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
を
行
な
い
、

(34) 

の
提
案
を
可
決
し
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
が
そ
の
提
案
を
支
持
し
た
。
そ
し
て
大
会
は
こ

最
後
に
、
11

独
裁
者
JI

を
選
出
す
る
投
票
が
行
な
わ
れ
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
最
多
数
を
獲
得
し
て
11

独
裁
者
JI

に
決
定
さ
れ
た
。
そ

(35
)
 

の
票
数
の
内
訳
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
可
と
す
る
も
の
三
二
票
、
否
と
す
る
も
の
四
票
、
白
票
二
票
で
あ
っ
た
。

組
織
と
機
関

こ
の
よ
う
に

し
て
「
事
前
勧
告
」
の
内
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
基
本
網
領

s
t
a
t
u
u
t

に
関
す
る
討
論
が
終
了
し
、

大
会
運
営
規
定
に
従
っ
て
、
可
決
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

ほ
ぼ
「
事
前
勧
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大
会
の
第
一
日
は
、
午
前
中
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
11

専
断
権
II

と
11

独
断
権
＂
を
め
ぐ
る
討
論
に
つ
い
や
さ
れ
た
後
、
午
後
二

こ
の
日
は
、
「
事
前
勧
告
」
の
一
般
規
約
の
内
、
組
織
と
最
高
会
議
へ
の
納
付
金
に
関
す
る
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
内

「
最

高
会
議
」
及
び
「
支
部
会
議
」
の
機
能
と
構
成
に
関
し
て
バ
ン
ド
ゥ
ン
支
部
は
「
事
前
勧
告
」
と
異
な
る
提
案
を
行
な
っ
た
が
、
最

高
会
議
の
原
案
が
、

か
ろ
う
じ
て
可
決
さ
れ
た
（
賛
成
三
三
票
、
反
対一

0
票
、
白
票

一
票
）。
ま
た
、
納
付
金
の
額
も
原
案
通
り
に
可

決
さ
れ
、
一
九
一
―

-0年
八
月
か
ら
各
支
部
に
対
し
て
粗
収
入
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
最
高
会
議
に
あ
て
て
納
付
す
べ
き
こ
と
が
義
務
づ

(
35) 

け
ら
れ
た
。

こ
の
日
の
大
会
は
七
時
に
閉
会
さ
れ
、
そ
の
夜
と
翌
日
の
午
前
中
は
ス
カ
テ
ン

S
e
k
a
t
e
n

の
見
物
に
当
て
ら
れ
た
。

は
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
宮
殿
で
マ
ホ

メ
ッ

ト
の
生
誕
を
記
念
し
て
行
な
わ
れ
る
行
事
で
、

大
会
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、

八
月
八
日
の
午
後
か
ら
で
、
議
長
は
前
日
に
引
き
続
き
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
が
つ
と
め
た
。

討
論
に
先
立
ち
、
「
目
下
獄
中
に
あ
る
最
高
会
議
委
員
」
で
あ
る
ス
カ
ル
ノ
に
対
し
て
そ
の

II

平
安
を
祈
る
II

（
訂
）

で
要
請
し
た
。

ス
カ
テ
ン

八
月
七
日
は
そ
の
最
終
日
に
当
た
り

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
、

そ
の
後
、
先
に
述
べ
た
”
独
裁
者
＂
に
関
す
る
討
議
に
入
り
、
結
局
デ

ワ
ン

ト
ロ
を
”
独
裁
者
＂
と
し
て

選
出
し
た
後
、
再
び
一

(38) 

般
規
約
に
関
す
る
討
議
を
続
行
し
た
。

議
案
書
の
一
部
修
正
の
う
え
採
択
さ
れ
た
一
般
事
項
の
第
一
章
組
織
及
び
第
二
章
機
関
と
権
限
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

翌
八
日
は
恒
例
の
11

行
列
II

が
行
な
わ
れ
る
日
に
当
た
っ
て
い
た
。

時
か
ら
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
を
議
長
と
し
て
再
開
さ
れ
た
。

告
」
通
り
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
の
ち
、
大
会
は
、

h
a
d
j
a
t

こ
と
を
大
会

一
般
規
約
の
各
項
に
つ
い
て
具
体
的
な
審
議
に
入
っ
て
い
っ
た
。
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B
 (4) 

最
高
会
議

M
a
d
j
e
l
i
s
,
L
u
h
u
r

(3) が
で
き
る
。

(2) (1) の
条
項
に
よ
っ
て
そ
の
一
体
性
が
維
持
さ
れ
る
。

「
統
一

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
」
"
P
e
r
s
a
t
u
a
n
T
a
m
a
n
,
S
i
s
w
a
"
と
い
う
名
称
に
の

っ
と
っ
て
、
各
教
育
機
関
が
連
合
し
、
「
マ
タ
ラ
ム
に
中
心

を
お
く
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
民
族
教
育
機
関
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
全
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
散
在
す
る
支
部
は
、
以
下

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
各
支
部
は
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
”
要
諦
“
s
e
n
d
i
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

タ
マ
ン

・
ジ
ス
ワ
の
各
支
部
は
ま
た
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
大
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
こ
の
一
般
事
項
の
各
条
項
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
も
し
各
支
部
の
重
大
な
利
害
に
か
か
わ
る
事
項
が
こ
れ
ら
の
各
項
と
適
合
し
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
条
項
に
と
ら
わ
れ

な
く
て
も
良
い
。
そ
し
て
、
次
の
大
会
で
そ
の
点
に
関
す
る
承
認
を
得
る
ま
で
の
一
時
的
な
期
間
は
、
最
高
会
議
が
そ
の
承
認
を
与
え
る
こ
と

各
支
部
は
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

l
e
e
r
p
l
a
n

に
つ
い
て
最
高
会
議
の
承
認
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
支
部
は
最
高
会
議
に
対
し
て
、
毎
月
の
粗
収
入
の
五
％
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(40) 

機
関
と
権
限

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
各
機
関
は
、

他
の
機
関
に
対
し
て
命
令
を
発
す
る
の
で
は
な
く
支
援
を
与
え
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
す
で
に
有
効

と
認
め
ら
れ
た
決
定
な
い
し
規
約
は
、
法
的
な
も
の
と
し
て
強
制
力
を
有
す
る
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
機
関
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

り

大

会

R
a
p
a
t
B
e
s
a
r
 

大
会
は
、
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
体
の
す
べ
て
の
構
成
部
分
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
諸
規
約
を
決
定
す
る
。

，ー

、
2
 
(
 
最
高
会
議
は
、
大
会
の
決
定
に
関
す
る
執
行
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
会
の
代
行
機
関
の
役
割
も
果
た
し
、
大
会
だ
け
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

権
限
以
外
の
こ
ど
に
関
し
て
は
、
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
体
の
利
益
を
考
慮
し
つ
つ
、
決
定
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

組
織

(
3
9
)
 

一
般
事
項
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支
部
の
構
成
と
運
営

次
に
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
支
部
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
の
討
議
は
、
ひ
き
続
き
第
二
日
目
の
午
後
に
行
な
わ
れ
た
が
、
多
く
の

意
見
が
対
立
し
て
結
論
は
容
易
に
導
き
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
と
に
、
「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
支
部
会
議
」
（
以
前
の
運
営
委
員
会

In
.

(41) 

s
t
i
t
u
u
t
r
a
a
d
)

の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
れ
た
。
最
高
会
議
の
原
案
は
、
こ
の
支
部
会
議
の
構
成
員
の

一
人
は
タ
マ
ン

・
シ
ス

ヮ
外
か
ら
調
達
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

は
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
に
悪
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
外
か
ら
加
わ
る
教
師
は
必
ず
民
族
主
義
に
基
づ
く
学
校
で
教
鞭
を
と

る
者
に
限
る
べ
き
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
が
こ
う
む
っ
て
き
た
苦
い
体
験
に
基
づ
く

提
案
で
あ
る
こ
と
を
、

こ
で
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
外
の
学
校
の
教
師
が
絶
え
ず
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
活
動
を
妨
害
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

マ
デ
ィ
ウ
ソ
、

に
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
以
外
の
学
校
の
教
師
が
、
し
ば
し
ば
物
心
両
面
か
ら
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
を
支
援
し
て
き
た
と
述
べ
、

ル
ソ
及
び
チ
ル
リ
ン
の
東
ジ
ャ
ワ
の
二
支
部
の
代
表
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
例
は
む
し
ろ
特
殊
で
あ
る
と
し
て
、
サ
ル
ミ
デ
ィ
の
見
解

こ
の
よ
う
に
、

を
一
般
化
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。

し
か
し
、

サ
ル
ミ
デ
ィ
は
強
調
し
た
。
こ
の
サ
ル
ミ
デ
ィ
の
見
解
を
支
持
し
た
の
は
ボ
ジ
ョ
ネ
ゴ
ロ
支
部
で
あ
り
、
そ

ケ
ン
チ
ョ
ン
、

ク
ロ
ヤ
、

ジ
ャ
カ
ル
ク
支
部
の
サ
ル
ミ
デ
ィ
は
、
民
族
主
義
に
基
づ
か
な
い
学
校
の
教
師

マ
ラ
ン
な
ど
の
各
支
部
は
、

サ
ル
ミ
デ
ィ
の
率
い
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
と
は
逆夕

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
各
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
異
な
る
反
応
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
対
抗
関
係
な
い
し

共
鳴
関
係
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
場
合
に
は
、
こ
の
当
時
か
ら
タ

、
、
、
、
、
、

マ
ソ

・
シ
ス
ワ
内
部
で
の
教
師
間
の
対
立
が
、
主
と
し
て
サ
ル
ミ
デ
ィ
の
指
導
性
の
性
急
さ
と
か
た
く
な
な
心
を
原
因
と
し
て
生
じ

(
4
2
)
 

て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
、
各
支
部
は
そ
の
条
件
が
整
わ
な
い
内
に
性
急
に
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
会
議
を
設
立
せ
ず
、
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各
支
部
の
自
立
性
に
基
づ
い
て
判
断
し
た
方
が
得
策
で
あ
る
と
い
う
勧
告
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
原
案
中
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議

の
構
成
員
の
条
件
を
若
干
変
更
し
て
サ
ル
ミ
デ
ィ
の
主
張
を

一
部
分
取
り
入
れ
る
こ
と
に

し
て
、
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
項

11

に
つ
い
て
も
、
若
干
の
変
更
を
行
な
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
支
部
に
関
す
る
規
約
を
採
択
し
た
。

(43) 

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
支
部

T
j
a
b
a
n
g
,
T
j
a
b
a
n
g
T
a
m
a
n
 S
isw
a
 

ク
マ
ン

・
ジ
ス
ワ
の
支
部
に
な
る
た
め
に
は
、
最
高
会
議
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
支
部
は

一
般
事
項
の
一
、
組
織
の
章
の
第
二

項
に
規
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
従
っ
て
支
部
の
運
営
を
行
な
う
が
、
そ
の
支
部
運
営
規
約

P
e
r
s
a
t
u
a
n
T
j
a
b
a
n
g

を
最
高
会
議
に
対
し
て
通
侶

す
る
義
務
を
負
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
支
部
連
営
規
約
は
、
次
の
諸
事
項
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
最
高
会
議
に
委
ね
ら
れ
る
か
、
次
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
誠
に
委
ね
る
こ
と
が
で

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議

M
a
d
j
e
l
i
s

T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
な
い
し
、
支
部
会
議

M
a
d
j
e
l
i
s
T
j
a
b
a
n
g
 

会

I
n
s
t
i
t
u
u
t
r
a
a
d

に
相
当
す
る
も
の
で
、
最
低
三
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
一
名
は
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
分
校
の
指
導
者
、

名
は
教
師
の
代
表
者
、
そ
し
て

一
名
は
、
民
族
主
義
的
な
考
え
を
も
ち
、
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
同
意
し
て
い
る
学
外
の
代
表
者
で
、
場
合
に
よ

っ
て
は
そ
の
数
を
増
し
て
も
よ
い
が
、
誠
決
の
際
の
票
数
と
し
て
は
、

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
活
動
計
画
の
遂
行
に
関
し
て
は
、

こ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議
は
、
教
師
会

M
a
d
j
e
li
s‘
G
u
r
u

の
同
意
を
得
て
、
毎
年
の
活
動
計
画
（
教
育
規
模
の
拡
大
等
）
を
決
定
し
な
け

ク
マ
ン

・
シ
ス
ソ
会
談
は
教
師
会
に

一
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
但
し
、
ク
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
秩
序
と
安
寧
が
乱
さ
れ
た
場
合
に
は
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議
は
、
第
七
条

「裁
定
機
関
団
」
B
a
d
a
n
H
a
k
i
m

の
定
め
る
と

こ
ろ
に
従
っ
て
、
自
ら
そ
れ
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る。
(2) き
る
。

①
支
部
後
見
人

P
a
n
g
k
u
a
n
T
ja
b
a
n
g
 

一
票
と
す
る
。
議
長
と
書
記
は
、
こ
れ
ら
の
委
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ

J

れ
は
、
か
つ
て
の
運
党
委
員
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(8) (7) (6) (5) 

一
名
は
デ
ィ
レ
ク
ト
ゥ
ー
ル
の
指
名
）
を
得
て
、
業
務
委
員
会

(4) 指
導
者
に
一
任
し
て
良
い
。

C

、
学
校
の
雇
員
の
代
表
で
、
そ
の
選
出
は
互
選
に
よ
る
。

a
、
学
校
長
（
彼
は
教
師
会
の
議
長
を
か
ね
る
）
。

⑥

教

師

会

M
a
d
j
e
l
i
s
,
G
u
r
u
な
い
し

S
c
h
o
o
l
r
a
a
d

に
つ
い
て
は
、
教
師
会
が
こ
れ
を
取
扱
う
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
以
外
と
の
関
係
に
お
い
て

会
議
に
対
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
師
会
は
、
次
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
17
、会
議
は
少
な
く
と
も
三
カ
月
に
一
度
開
催
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
学
校
長
は
学
校
に
関
す
る
す
べ

て
の
重
要
事
項
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議
の
議
長
は
、
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
支
部
の
状
況
に
関
す
る
す
べ
て

の
重
要
事
項
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議
は
、
少
な
く
と
も
三
ヵ
月
に
一
回
、
支
部
の
重
要
事
項
を
最
高

一
般
的
事
項
に
つ
い

て
は

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議
が
こ

れ
を
取
扱
う
が
、
教
育
に
関
す
る
事
項

b
、
学
校
内
の
各
構
成
部
分
の
指
導
者
、
こ
れ
に
は
、
教
師
と
事
務
官
の
双
方
が
含
ま
れ
る
。

教
師
会
は
、
日
常
の
業
務
に
関
し
て
必
要
が
あ
れ
ば
会
議
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
必
要
の
な
い
場
合
に
は
、
各
構
成
部
分
の

学
校
長
を
議
長
と
す
る
教
師
会
は
、
教
育
活
動
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
支
部
の
規
模
が
小
さ
い
場
合
に
は
、
教
師
会
は
す
べ
て
の
教
師
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
規
模
が
大
き
く
い
く
つ
か

の
構
成
部
分
を
も
つ
場
合
に
は
、
学
校
の
指
導
者
は
デ
ィ
レ
ク
ト
ゥ
ー
ル

D
i
r
e
c
t
e
u
r
と
称
さ
れ
る
。

デ
ィ
レ
ク
ト
ゥ
ー
ル
は
、
二
名
の
補
佐
(
-
名
は
構
成
部
分
の
代
表
、

B
a
d
a
n
 P
e
n
g
u
r
u
s
を
形
成
し
、
日
常
業
務
を
す
み
や
か
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

支
部
の
す
べ
て
の
会
員
、
す
な
わ
ち
、

ク
マ
ン

・
ッ
ス
ワ
学
校
の
教
師
と
職
員
は
、
支
部
の
規
約
を
決
定
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。

各
構
成
部
分
の
指
導
者
は
、
各
々
の
利
益
を
考
慮
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
会
議
に
よ
っ
て
方
針
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
支
部
は
、
支
部
の
諸
活
動
に
関
し
て
各
々
の
規
約
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
規
約
は
、

一
般
規
約

P
e
r
a
t
u
r
a
n
B
e
s
a
r

と
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第六章

r
s
a
t
u
a
n

が
、
各
都
市
に
そ
れ
ぞ
れ
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

全国大会

ク
マ
ン

・
シ
ス

ワ
支
部
の
各
構
成
部
分
は
そ
の
各
部
分
を
運
営
す
る
権
利
と
義
務
を
有
す
る
が
、
同
時
に
ま
た
、
支
部
と
し
て
ひ
と
つ
に
合
体

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
各
部
分
の
教
師

(
T
a
m
a
n
,
A
n
a
k
,
T
a
m
a
n
,
M
u
d
a,
 T
a
m
a
n
,
A
n
t
a
r
a
,
 T
a
m
a
n
,
D
e
w
a
sa
,
 

T
a
m
a
n
,
G
u
r
u
,
す
な
わ
ち
、
幼
児
コ
ー
ス
、
低
学
年
コ
ー
ス
、
中
学
年
コ
ー
ス
、
成
人
コ
ー
ス
、
教
育
養
成
コ
ー
ス
等
）
は
、

て
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
と
し
て
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

一
体
化
し
た
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
団
体

B
a
d
a
n
A
n
g
g
o
t
a
 P
e
、

第
五
章
の
各
支
部
の
統
合
に
関
し
て
も
、
若
干
の
字
句
の
訂
正
、
す
な
わ
ち
ス
マ
ト
ラ
東
海
岸
と
い
う
名
称
を
オ
ラ
ン
ダ
語
D
a
,

四
議
事
項
に
つ
い
て
先
ず
追
う
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ら
八
項
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
定
め
ら
れ
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
支
部
に
関
す
る
運
営
規
約
は
、
従
来
か
ら
支
部
の
設
立
及
び
設

営
に
当
た
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
た
方
法
を
改
め
て
明
文
化
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て

定
め
ら
れ
た
支
部
の
組
織
規
約
は
、
そ
こ
に
デ
ィ
レ
ク
ト
ゥ
ー
ル
が
お
か
れ
、
各
種
の
委
員
会
と
裁
定
機
関
が
設
置
さ
れ
る
と
い
う

点
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
体
の
組
織
と
相
似
形
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

八
月
九
日
の
大
会
第
三
日
目
も
非
公
開
会
議
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
大
会
に
急
拠
上
程
さ
れ
た
「
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
事
件
」

に
つ
い
て
白
熱
し
た
討
論
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
述
す
る
こ
と
に
し
て
一
般
規
約
に
関
す
る
決

(44) 

先
ず
第
四
章
各
構
成
部
分
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

(45) 

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
各
構
成
部
分
の
統
合

P
e
r
g
a
b
u
n
g
a
n
B
a
g
i
a
n
,
B
a
g
i
a
n
 T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
 

相
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

一
体
と
な
っ
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内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

い
っ
た
。

こ
の
支
部
連
合
は
、

e
r
a
h
 
O
o
s
t
k
u
s
t
 S
u
m
a
t
r
a

で
な
く
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
語

D
a
e
r
a
h
S
u
m
a
tra 
T
i
m
u
r
 

(46) 

議
の
原
案
（
「
事
前
勧
告
」
）
通
り
に
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

人
民
の
慣
習
を
等
し
く
す
る
地
域
内
に
お
い
て
、

連
合
体

G
a
b
u
n
g
a
n

を
含
む
こ
と
に
な
る
。

ク
マ
ン

・
ジ
ス
ワ
の
支
部
は
ひ
と
つ
の
支
部
迎
合
休

G
a
b
u
n
g
a
n

を
構
成
し
、
さ
ら
に
い

を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
地
方
連
合
と
し
て
は
、
東

カ
リ
マ
ン
タ
ン
辿
合
な
ど
が
形
成
さ
れ
、
各
地
方
連
合
は
そ
の
内
に
い
く
つ
か
の
支
部

こ
れ
ら
の
連
合
体
は
、
各
々
、
支
部
連
合
会
議

M
a
djelis
G
o
l
o
n
g
a
n
及
び
地
域
連
合
会
議

M
a
d
j
e
lis
D
a
e
r
a
h

を
形
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
規
約
に
従
っ
て
運
営
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
連
合
体
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
は
、

ま
た
最
高
会
議
の
委
員
は
、
例
え
こ
れ
ら
の
支
部
迎
合
会
議
及
び
地
域
迎
合
会
議
の
委
員
で
な
い
に
し
て
も
、
特
別
委
員
と
し
て
こ
れ
ら
の
会

議
に
対
し
て
勧
告
す
る
権
利
を
有
し
、
こ
れ
ら
の
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
す
べ
て
の
こ
と
が
ら
を
知
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
最
高
会
議
の
委
員
は
、
沌
営
の
権
利
を
も
つ
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。

ま
た
第
六
章
も
、

各
支
部
を
各
地
方
及
び
最
高
会
議
と
結
合
す
る
機
能
を
果
た
す
べ
き
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
権
限
の
集
中
化
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
次
章
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
な
っ
て

(48) 

そ
の
第
六
項
が
一
部
分
追
加
さ
れ
、
第
九
項
が
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
上
で
、
原
案
が
了
承
さ
れ
た
。
そ
の

ジ
ャ
ワ
連
合
、
西
ジ
ャ
ワ
辿
合
、
東
ス
マ
ト
ラ
連
合
、

く
つ
か
の
連
合
体
が
合
し
て
よ
り
大
き
な
地
方
述
合

D
aera
h

(
4
7
)
 

五
支
部
の
統
合

P
e
r
g
a
b
u
n
g
a
n
T
j
a
b
a
n
g
 

一
票
の
投
票
権
を
有
す
。

で
表
わ
す
こ
と
に
し
た
以
外
は
す
べ
て
最
高
会
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(4) 
す
る
。

教
師
及
び
職
員
の
給
与
は
五

o
・ハー
セ
ン
ト
か
ら
七
五

。ハ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

そ
れ
以
外
に
必
要
な
財
源
と
し
て
、

―
ニ
・

五
。
ハー
セ
ン
ト
か
ら
三
七
•

五
。

ハ
ー

セ
ン
ト
を
確
保
す
る
。

こ
の
財
源
か
ら
は
、
中
央
金
庫

K
as
P
e
rsat
u
a
n

に
五

．ハ
ー
セ
ン
ト
が
納
付
さ
れ
る
ほ
か
、
教
材
の
購
入
、
施
設
の
充
実
、
寄
布
舎

の
建
設
、
病
気
等
に
よ
り
困
難
な
状
況
に
あ
る
教
師
や
職
員
の
援
助
、
常
勤
教
師
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
積
立
金
な
ど
に
支
出
さ
れ
る
。
な

お
か
つ
残
余
金
の
あ
る
場
合
に
は
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
金
庫

K
a
s
T
a
m
a
n
 Si
s
w
a
 

も
し
収
入
が
こ
れ
ら
の
必
要
経
費
を
み
た
し
え
な
い
場
合
に
は
、
先
の
財
源
よ
り
、
先
ず
、
教
場
の
借
料
と
教
師
及
び
職
員
の
給
料
が
支

(d) (c) (b) 国
学
校
の
建
物
の
賃
借
料
は

に
払
い
込
み
、
最
高
会
議
の
監
督
下
に
お
く
こ
と
と

（
全
収
入
の
）
―
ニ

・
五
。ハ
ー
セ
ン
ト
前
後
と
す
る
。

⑱
支
出
計
画
は
次
の
各
事
項
に
留
意
し
て
作
成
す
る
。

(c) (b) 

最
大
限
を
定
め
そ
れ
を
越
え
な
い
よ
う
に
す
る
。

同
時
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
全
体
の
必
要
量
を
勘
案
し
、
全
体
の
秩
序
と
安
寧
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
考
慮
す
る
。

国
教
師
の
食
糧
、
住
宅
、
衣
服
の
必
要
性
と
家
族
手
当
を
考
慮
す
る
。

各
項
が
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2) 各
支
部
の
運
営
の
責
任
と
義
務
を
有
す
る
の
は
、
教
師
会
で
あ
る
。
教
師
会

M
a
dj
e
lis
,G
u
r
u

は
、
第
三
章
第
2
項
の
規
定
に
従
っ
て
定
め

各
々
の
会
員

（
教
師
及
び
職
員
）
は
、
支
部
の
活
動
、
行
政
、
会
計
等
の
す
べ
て
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
知
る
権
利
を
有
す
る
と
と
も
に
、

支
部
の
活
動
に
関
し
て
提
案
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。

教
師
会
は
支
部
会
議
の
同
意
を
得
て
毎
年
の
最
初
の
月
に
会
員
の
給
与
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
次
の

(1) ら
な
い
。

六
ら
れ
た
支
部
会
議

M
a
d
je
lis,
T
j
a
b
a
n
g

(49) 

支
部
の
運
営

U
r
u
s
a
n
P
e
n
g
u
sa
h
a
a
n
 

の
決
定
に
基
づ
い
て
、
そ
の
運
営
に
当
た
る
が
、
そ
の
際
に
以
下
の
各
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
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な
ら
な
い
。

⑨
各
支
部
の
財
源
が
、

10
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン
以
上
の
場
合
に
は
、

ば
な
ら
な
い
。

を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

10
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン
を
越
え
る
分
は
、
最
高
会
議
に
委
託
し
な
け
れ
ば

払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
不
足
の
場
合
に
は
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
金
庫
よ
り
補
充
さ
れ
る
が
、
な
お
、
不
足
（
準
備
金
が
不
足

で
あ
っ
た
り
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
金
庫
か
ら
の
援
助
が
充
分
で
な
い
場
合
）
す
る
時
は
、
給
料
の
一
定
額
が
削
減
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
削

ボ
ン
ド
ッ
ク
11
ア
ス
ラ
マ
（
寄
宿
路
）
の
制
度
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
寄
宿
塾
は
既
婚
な
い
し
子
供
の
い
る
教
師
の

住
居
と
し
て
も
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ボ
ン
ド
ッ
ク
の
運
営
は
す
べ
て
こ
れ
ら
の
教
師
に
委
ね
て
も
良
い
し
、
事
務
当
局
の
運
用
資

金
か
ら
賄
わ
れ
て
も
良
い
。
こ
れ
ら
の
ポ
ン
ド
ッ
ク
は
教
師
以
外
の
会
員
に
対
し
て
住
居
と
し
て
貸
与
し
て
も
良
い
し
、
入
居
料
を
割
安
に
し

何
れ
の
湯
合
に
も
、
教
師
と
生
徒
と
が
日
常
の
起
居
を
と
も
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
教
育
活
動
に
と
っ
て
大
い
に
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ
と

さ
ら
に
ま
た
、
ポ
ン
ド
ッ
ク
11
ア
ス
ラ
マ
の
運
営
を
、
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
運
営
機
関
は
こ
と
に
重
視
し
こ
れ
を
援
助
す
べ
き
で
あ
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
経
営
の
責
任
は
学
校
長
な
い
し
デ
ィ
レ
ク
ト
ゥ
ー
ル
が
有
す
る
が
、
支
部
の
規
模
が
拡
大
し
た
場
合
に
は
、
別

に
事
務
局

a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
s
i
を
も
う
け
、
そ
の
事
務
長
に
委
ね
て
も
良
い
。

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
各
支
部
は
独
立
し
た
団
体

b
a
d
a
n
,
m
e
r
d
e
k
a

で
あ
る
か
ら
、
支
部
に
関
す
る
事
項
は
自
ら
運
用
に
当
た
っ
て
良
い
。

し
か
し
、
最
重
要
の
事
項
は
最
高
会
議
の
管
轄
下
に
あ
り
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
支
部
が
解
散
す
る
と
い
う
事
態
を
迎
え
た
場
合
に
は
、
最
高

会
議
は
、
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
会
議

M
a
d
j
e
l
i
s
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
、
教
師
会
、
及
び
生
徒
の
父
兄
の
三
者
か
ら
な
る
会
議
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
三
者
合
同
会
議
の
構
成
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
一
票
の
投
票
権
を
有
し
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
解
散
の
可
否
、
解
散
後
の
措
置

等
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
、
こ
の
三
者
の
見
解
が
一
致
し
な
い
湯
合
に
は
、
こ
の
問
題
は
、
最
高
会
議
が
決
定
し
な
け
れ

(8) (7) (6) た
上
で
入
居
さ
せ
て
も
良
い
。

(5) 減
さ
れ
た
分
は
、
後
日
、
補
充
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
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夏

(53) 

指
導
権
限

K
e
k
u
a
t
a
n
P
e
n
g
u
a
s
a
 

裁
定
機
関
及
び
紛
争
の
調
停

A
n
g
g
a
r
 K
e
d
a
r
n
a
i
a
n
 

第
七
章
に
関
し
て
は
、
紛
争
の
調
停

に
要
し
た
費
用
の
負
担
を
明
記
し
た
章
句
を
議
案
書
に
付
け
加
え
、
全
体
と
し
て
以
下
の
通

(50) 

り
の
規
約
を
採
択
し
た
。

タ
マ
ソ
・
ツ
ス
ワ
の
秩
序
と
安
寧
を
乱
す
よ
う
な
対
立
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
対
立
し
て
い
る
各
部
分
は
そ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
協
議
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
協
議
に
よ
っ
て
も
な
お
解
決
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
の
部
分
は
上
位
団
体
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
な
お
、

解
決
が
不
可
能
な
場
合
に
は
、
最
終
的
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
大
会

R
a
p
a
t
B
e
s
a
r

の
討
議
事
項
な
い
し
大
会
の
票
決
事
項
と
し
て
提
訴
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
大
会
で
決
議
さ
れ
た
解
決
策
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
大
会
決
定
を
承
認
し

一
時
的
に
あ
る
い
は
永
久
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
か
ら
離
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
要
し
た
費
用
は
、

個
人
間
の
問
題
の
場
合
は
敗
訴
し
た
個
人
が
、
ま
た
、
支
部
に
関
す
る
問
題
の
場
合
は
、
支
部
の
財
源
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、

訴
訟
当
事
者
は
、
各
々
、
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
会
員
ひ
と
り
に
、
そ
の
弁
護
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
章
は
、

オ
ラ
ン

ダ
語
の
章
句
、

R
e
g
l
e
m
e
n
t
v
a
n
 O
r
d
e
 
(
秩
序
維
持
規
約
）
を
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
の

(
5
2
)
 

（
安
寧
を
維
持
す
る
法
）
に
あ
ら
た
め
、
さ
ら
に
、
第
九
項
を
追
加
し
た
上
で
、
原
案
を
採
択
し
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
で
行
使
さ
れ
る
権
威
は
、

”
自
立
の
権
利
＂
と
＂
秩
序
と
安
寧
＂
に
甚
礎
を
お
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
す
べ
て
の
規
則
は
、
例
え
い
か
に
少
数
で
あ
ろ
う
と
も
、
す
べ
て
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
会
員
の
利
益
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ

え
な
い
部
分
は

(
5
1
)
 

七
裁
定
機
関

B
a
d
a
n
H
a
k
i
m
 

四
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(9) と
が
で
き
る
。

を
考
慮
し
、
か
つ
、
タ
マ
ン
・
ツ
ス
ワ
大
会
に
責
任
を
負
い
つ
つ

(
d
i
k
t
a
t
u
u
r
)

を
設
定
す
る
こ

(8) (7) 

案
件
の
成
立
に
は
、
投
票
者
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
項
は
、

会
議
の
決
定
事
項
に
不
満
の
あ
る
者
は
、
こ
の
問
題
を
上
位
の
会
談
に
対
し
て
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
期
間
中
は
彼
は
す
で

有
効
な
決
識
事
項
を
意
図
的
に
破
る
者
は
、
そ
の
職
務
を
解
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
上
訴
は
認
め
ら
れ
な

秩
序
と
安
寧
を
乱
し
た
者
で
、
ひ
と
た
び
忠
告
を
与
え
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
そ
の
態
度
を
変
え
な
い
者
に
対
し
て
、
タ
マ
ン

・

シ
ス
ワ
大
会
な
い
し
最
高
会
議
は
、
彼
の
職
務
を
停
止
す
る
権
利
を
有
す
る
。

大
会
な
い
し
最
高
会
議
の
決
定
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
前
記
⑱
項
に
違
反
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

秩
序
と
安
寧
が
侵
犯
さ
れ
そ
の
打
開
が
困
難
な
場
合
、
も
し
必
要
な
ら
ば
、
最
高
会
議
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
則
、
要
諦
、

専
断
権
行
使
者

D
i
c
t
a
t
o
r

以
上
に
み
て
き
た
各
事
項
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

＂
専
断
権
ー
独
裁
権
~

"
h
a
k
-l
e
l
u
a
s
a
"
 

は
、
も
し
必
要
な
ら
ば
、
誤
ま
っ
た
行
為
（
者
）
を
赦
す
と
い
う
権
利
も
有
し
て
い
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
組
織
を
そ
の
セ
ン
タ
ー
ヘ
向
か
っ
て
集
中
化
さ
せ

る
と
い
う
基
軸
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
全
体
と
し
て
「
聖
な
る
家
族
」
と
し
て
形
成
さ
れ
る
一
方
、
最
高
会
議
の
中
枢
に

(6) 
、0、．
＞ (5) に

成
立
し
て
い
る
決
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(4) カ
月
後
に
は
じ
め
て
有
効
と
な
る
も
の
と
す
る
。

(3) い
た
後
に
再
び
討
議
し
、
そ
こ
で
採
択
を
行
な
っ
て
良
い
。

(2) (1) な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
以
下
の
各
項
を
考
察
し
て
11

安
寧
の
法
“

A
n
g
g
a
r
K
e
d
a
m
a
i
a
n
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
規
約

例
え
ひ
と
り
で
も
、
反
対
す
る
会
員
が
い
る
限
り
、
決
議
の
採
択
を
行
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

上
に
従
っ
て
、
採
択
不
能
と
な
っ
た
案
件
が
、
ど
う
し
て
も
何
ら
か
の
決
議
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
最
低
一
昼
夜
の
時
間
を
お
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立
つ

I
I

専
断
権
行
使
者
＂
（
デ
ワ

ン
ト
ロ
）
の
音
心
志
を
各
地
方
ー
ー
五2支
部
連
合
ー
~

各
支
部
と
い
う
系
統
に
よ

っ

て
伝
達
す
る
こ

と
を
目
差
し
て
い
た
。
ま
た
と
く
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
精
神
か
ら
逸
脱
し
た
部
分
へ
の
対
処
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
基
軸
は
第

一
回
全
国
大
会
の

二
年
後
か
ら
始
ま
る

「
私
学
校
条
令
」
反
対
闘
争
に
お
い
て
（
後
述
）
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
執
拗

な
抵
抗
力
を
支
え
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
条
項
で
は
If

独
裁
者
＂
の
選
出
規
定
を
は
じ
め
と
す
る
諸
々
の
規
定
に
お
い
て
、

め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
決
定
方
式
は
以
上
に
述
べ
た
「
大
家
族
」
と
い
う
原
則
に
て
ら
し
て
み
る
と
あ
ぎ
ら
か
に
奇
妙
な
規

定
と
し
て
映
ず
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
民
主
主
義
的
手
続
き
の
明
文
化
と

II

家
族
性
"
k
e
k
e
l
u
a
r
g
a
a
n

相
反
す
る
原
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
続
き
が
単
純
多
数
決
で
は
な
く
例
え
ば
四
分
の
三
以
上
の
多
数
と
い
う
よ
う
に
定
め
て
い
た
に

II

独
裁
者
JI

を
選
挙
に
よ

っ
て
選
出
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
ら
の
ス
ラ
サ
・

ク
リ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
が
忌
避
し

て
や
ま
な
か
っ
た
「
西
欧
的
民
主
主
義
」
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
稿
の
総
論
部
で
あ
る
第
一
章
に
述
べ
た
二
つ
の
こ
と
が
ら
、
す
な
わ
ち
、
第
一
に
こ
れ
が
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
空
間
的
拡
大
に
見
合
う
形
で
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
こ
の
よ
う
な
「
西
欧
的
民
主
主
義
の
手
続
き
」
を
導
入
す

る
こ
と
自
体
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
も
つ
融
通
無
碍
の
性
格
、
別
言
す
れ
ば
そ
れ
が

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

の
体
系
と
し
て
絶
え
ず
そ
の

II

運
用
の
妙
II

を
表
出
す
る
と
い
う
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
み

ら
れ
る
の
は

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

は
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
西
欧
的
な
原
理
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
表
出
さ
れ
う
る
こ
と
、
む

し
ろ
、
ま
っ
た
く
異
な
る
要
素
を
そ
の
内
に
と
り
こ
め
ば
と
り
こ
む
ほ
ど
こ
の
体
系
の
中
心
は
そ
の

(54) 

め
る
と
い
う
了
解
の
構
造
で
あ
る
。

せ
よ
、

k
a
s
e
k
t
e
n

の
収
攪
能
力
を
高

と
は
そ
も
そ
も

そ
の
決
定
方
法
が
詳
細
に
定

し
か
し
、
こ
こ
に
は

〈
存
在
の
本
質
〉
は
不
変
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
の
は
そ
の
顕
在
化
さ
れ
た
形
態
で
あ
る
と
い
う

285 



ゴ^
in
s
p
e
k
si
"

（
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
提
案
）
と
す
る
か
II

指
示
発
令
者
II

前
提
が
崩
れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
西
欧
的
民
主
主
義
の
手
続
き
」
が
こ
の

根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
よ
う
な
形
で
機
能
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
実

際
の
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
で
は
、
そ
れ
が
空
間
的
に
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

を
標
榜
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
実
は
こ
の
二
つ
の
相
異
な
る
原
理
の
緊
張
と
対
立
の
関
係
が
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し

て
そ
の
こ
と
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
前
提
に
あ
る
ジ
ャ
ワ
的
な
了
解
の
構
造
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
別
の
新
し
い
境
域
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
に
（
有
効
に
）
機
能
し
う
る
の
か
と
い
う
重
大
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上

一
般
規
約
の
第
四
章
か
ら
第
八
章
迄
を
採
択
し
て
八
月
九
日
の
会
議
は
終
了
し
た
。
八
月

一
0
日
は
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ル
ヘ
遊
ん

だ
後
、
夜
は
ジ
ョ
ヨ
デ
ィ
プ
ロ
宅
で
公
開
の
演
説
会
を
開
き
、
サ
ル
ミ
デ
ィ

・
マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
、

(
5
5
)
 

ヨ
ノ

・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
が
そ
れ
ぞ
れ
演
説
を
行
な

っ
た
。

そ
の
他
の
諸
事
項

(
56
)
 

大
会
四
日
目
の
八
月
―
一
日
は
、
終
日
非
公
開
の
会
議
が
行
な
わ
れ
た
。
議
長
は
再
び
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
が
つ
と
め
、
先
ず
、
品
印
示

発
令
者
"
i
n
s
tr
u
k
t
e
u
r

機
関
の
設
立
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
最
高
会
議
の
「
事
前
勧
告
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
そ
の
趣
旨
は
、
各
々
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
が
そ
の
運
営
方
針
や
教
育
内
容
に
つ
い
て
中
央
の
指
示
を
仰
い
だ
場
合
に
こ
れ

に
適
切
な
助
言
を
与
え
る
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
こ
と
、

五

ま
た
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
と
し
て
の
民
族
教
育
」

ス
ナ
ル
ヤ
テ
ィ
嬢
、

ス
デ
ィ

一
方
中
央
は
各
々
の
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
原
則
か
ら
逸

(
57
"
 

脱
し
て
い
な
い
か
否
か
を
視
察
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ベ
ル
支
部
、
ジ
ャ
カ
ル
ク
支
部
が
こ
の
提

案
を
積
極
的
に
支
持
し
た
が
視
察
等
に
要
す
る
費
用
の
負
担
を
巡
っ
て
若
干
の
討
論
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
こ
の
名
称
を
”
監
視
者
II

（
デ
ワ
ン
ト
ロ
提
案
）
と
す
る
か
で
意
見
が
分
れ
た
。
そ
の
結
果
次
の

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

の
体
系
を
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大
会
最
終
日
の
八
月
―
二
日
は
、

支
部
は
中
央
か
ら
の
訪
問
の
依
頼
を
、
他
の
支
部
と
共
同
で
申
し
込
む
こ
と
が
で
ぎ
る
。

構
成
11
全
体
的
な
指
示
は
、
第
一
指
示
発
令
者

h
o
o
f
d

i
n
s
f
r
k
t
e
u
r

で
あ
る
キ
・
ハ

ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
行
な
う
。
各
地
方
連
合
は
各

各
、
指
示
発
令
者
を
有
し
、
ま
た
各
支
部
連
合
は
各
々
、
指
示
補
助
者

h
u
l
p
i
n
s
t
r
u
k
t
e
u
r

を
有
す
る
。

次
に
大
会
は
、

た
こ
と
が
ら
が
再
確
認
さ
れ
、
休
日
は
年
間
―

1
0日
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
地
方
の
慣
習
に
基

(60
)
 

づ
い
て
各
支
部
が
独
自
の
休
日
を
設
け
て
良
い
と
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、
す
で
に
東
ジ
ャ
ワ
大
会
で
了
承
さ
れ
た
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
年
間
予
定
表

k
a
l
e
n
d
e
r

を
毎
年
初
め
に
最
高
会
議
が
作
成
す
る
こ
と
、

(
61
)
 

ト
』
が
ひ
き
続
き
刊
行
さ
れ
る
こ
と
、
が
可
決
さ
れ
た
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
で
統
一
的
に
用
い
る
べ
き
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

(
6
2
)
 

を
作
成
し
て
い
た
が
、
こ
の
原
案
は

11

さ
ら
に
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
II

と
い
う
理
由
か
ら
、
大
会
で
採
択
さ
れ
る
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
当
面
各
支
部
ご
と
に
時
間
表
を
作
成
し
こ
れ
に
茎
づ
い
て
授
業
を
す
す
め
る
こ
と
、
統
一
的
な
カ
リ
キ
ュ

（
臼
）

ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
最
高
会
議
で
原
案
を
作
成
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

(c) (b) 
費
用
11
伺

公
的
な
必
要
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
中
央
金
庫

K
a
s
P
e
r
sat
u
a
n

が
負
担
す
る
。

あ
る
支
部
、
支
部
連
合
、
地
方
連
合
等
が
中
央
か
ら
の
訪
問
を
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
依
頼
側
が
負
担
す
る
。

(59) 

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
休
日
に
関
し
て
討
議
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
東
ジ
ャ
ワ
大
会
で
了
承
さ
れ

l
e
e
r
p
l
a
n
 

マ
ラ
ン
支
部
の
プ
グ
ル
が
議
長
と
な
っ
て
、

名
称
11
指
示
発
令
者

i
n
s
t
r
u
k
t
e
u
r

(58) 

決
議
が
最
終
的
に
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
機
関
誌
と
し
て

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
政
庁
の
管
轄
す
る
教
育
機
関

に
つ
い
て
は
、
バ
ン
ド
ゥ
ン
支
部
が
詳
細
な
原
案

『
ワ
シ
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と
の
関
係
及
び
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
の
高
等
教
育
、
こ
と
に
、
師
範
学
校

k
w
e
e
k
s
c
h
o
o
l

(
64
)
 

し
い
最
高
会
議
の

メ
ン
バ

ー
が
選
出
さ
れ
た
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
は
、
自
ら
の
原
則
に
甚
づ

い
て
民
族
的
教
育
を
推
進
し
、
民
族
主
義
と

い
う
種
を

生
徒
の
心
に
植
え
つ
け
る
こ
と
を
目
差
す
も
の
で
あ
っ
て
、
曇
り
の
な
い
眼
で
み
れ
ば
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
決
し
て
政
治
活
動
を
行

（
臼
）

な
う
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
立
場
を
確
認
し
た
。
次
に
当
時
、

H
I
S
の
廃
止
が
政
庁
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

（
郎
）

討
論
が
行
な
わ
れ
た
が
、

何
の
関
わ
り
も
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
傍
観
し
て
い
て
構
わ
な
い
」
と
い
う
見
解
と

の
廃
止
に
よ
っ
て
や
は
り
多
く
の
人
々
が
打
穀
を
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
廃
止
に
反
対
す
る

P
.G
.H
.B

(
蘭
領
東
印
度
教
師

連
合
組
合
）
の
活
動
に
共
感
を
寄
せ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ベ
ル
支
部
の
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
・
ス
ル
ヨ
。
フ
ト
ロ
の
見
解
と

が
出
さ
れ
た
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
の
立
場
に
与
し
た
が
、

第
二
に
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
内
の
高
等
教
育
コ
ー
ス
に
関
し
て
は
、

(68) 

ミ
ュ
ロ

M
U
L
O

支
部
の
ス
プ
ラ
ト
ロ

S
o
e
p
r
a
t
o
l
o
、

ィ
ウ
デ
ィ
ン
ら
が
各
々
の
見
解
を
披
漉
し
た
が
、
何
ら
か
の
結
論
が
出
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
e

ま
た
、

な
っ
た
。

一
方
で
は
「
H
I
S
が
廃
止
さ
れ
て
も
、
金
持
や
貴
族
に
と

っ
て
損
失
と
な
る
だ
け
で
、
人
民
に
と
っ
て
は

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
し
て
何
ら
か
の
結
論
を
出
す
に
は
至

マ
ラ
ン
支
部
は
タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ
が

P
P
P
K
I

の
教
育
活
動
を
一
層
強
化
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
提
案
を
行

(
6
7
)
 

い
く
つ
か
の
支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
た
。

の
位
置
、
つ
け
と
性
格
に
つ
い
て
は
、
バ
ソ
ド
ゥ
ソ
支
部
の
シ
ン
ド
ゥ
サ
ワ
ル
ノ

S
i
n
d
o
e
s
a
w
a
r
n
o
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
の
サ
ル
ミ
デ
ィ
、

ス
ラ
バ
ヤ
支
部
の
ワ
ル
ド
ョ
、

マ
タ
ラ
ム

ジ
ェ
ン
ベ
ル
支
部
の
サ
フ

ウ
ィ
オ
ノ

W
i
o
n
0

は、

ff

民
族
の
歴
史
1
1
b
u
k
u
t
a
m
b
o
 
n
a
s
i
o
n
a
一
を
編
纂
す
べ
き
こ
と
を
呼
び
か
け
た
が
、
こ
れ
に
応

じ
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、
同
趣
旨
の
問
題
に
つ
い
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
タ
ム
リ
ン

H
.T
h
a
m
r
i
n

と
の
間
で
協
議
が
行
な
わ
れ
、

ら
な
か
っ
た
。

一方、

タ
ム
リ

「

H
I
S

の
設
置
の
問
題
が
討
議
さ
れ
た
後
、
新
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こ
の
後
昼
食
。
休
憩
後
、
な
お
い
く
つ
か
の
問
題
が
協
議
さ
れ
た
後
、
大
会
の
主
要
な
課
題
は
、
最
高
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
選
出

に
移
っ
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
議
長
は
プ
グ
ル
か
ら
最
高
会
議
の
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
に
移
っ
た
。
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
は
、
大
会
が
所

期
の
成
果
を
あ
げ
た
ば
か
り
で
な
く
、
新
し
い
時
代
の
流
れ
と
若
い
力
の
台
頭
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
慶
賀
し
て
、
従
来
の
最
高
会
議

(71) 

が
こ
れ
を
も
っ
て
そ
の
職
責
か
ら
退
き
解
散
す
る
旨
を
宣
言
し
た
。

次
い
で
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
11

独
裁
者
"
D
i
k
t
a
t
o
r

の
資
格
に
お
い
て
次
の
趣
旨
の
演
説
を
行
な
っ
た
。

「
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
成
立
以
来
、
最
高
会
議
の
構
成
は
不
変
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
や
そ
れ
を
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
い
時
機
と

な
っ
て
い
る
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
拡
大
す
る
に
と
も
な
っ
て
古
い
力
は
新
し
い
若
い
力
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
3

六
ン
が
主
宰
す
る
民
族
基
金

f
o
n
d
s
n
a
s
i
on
al

が
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
と
い
う
了
解
が
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し

(69) 

こ。f
 次

に
、
師
範
学
校

k
w
e
e
k
s
c
h
o
o
l

ン
・
シ
ス
ワ
学
校
へ
入
学
し
て
く
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、

こ
と
を
要
請
し
た
。
こ
の
種
の
学
校
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
に
設
置
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
大
会
で
等
し
く
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て

そ
の
第
一
歩
と
し
て
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
が
運
営
す
る
師
範
学
校
が
最
高
会
議
の
管
轄
す
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
体
の
学
校
で

あ
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
従
っ
て
ま
た
、
こ
の
学
校
の
運
営
費
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
中
央
基
金

K
a
s
S
e
n
t
r
a
ー
に
よ
っ
て
ま
か
な

(

7

0

)

 

わ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

最
高
会
議
委
員
の
選
出

の
設
置
に
つ
い
て
、

タ
ソ
グ
ゥ
ル
支
部
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
内
に
師
範
コ
ー
ス
を
設
置
す
べ
き

政
庁
管
轄
の
蘭
印
小
学
校

一a
g
e
r
e
s
c
h
o
o
l
 

の
卒
業
生
の
多
く
が
タ

マ
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こ
の
大
会
の
特
別
議
題
と
し
て
八
月
九
日
に
討
議
さ
れ
た
「
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
問
題
」
の
経
緯
と
大
会
で
の
討
論
の
内
容
は
次
の
よ
う

(75) 

な
も
の
で
あ
っ
た
。

『
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
』
と
は
、

七

ジ
ェ
ン
ガ
ラ
問
題

マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
。

カ
デ
ィ
ル
ン
（

マ
ラ
ン
）
、

サ
ル
ミ
デ
ィ
・

し
か
も
現
在
、
こ
の
新
し
い
若
い
力
が
真
に
信
頼
に
足
る
力
で
あ
る
こ
と
も
明
白
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
導

(

7

2

)

 

く
に
足
る
力
で
あ
る
」
。

こ
の
よ
う
な
演
説
の
後
、
大
会
は
た
だ
ち
に
新
し
い
最
高
会
議
の
構
成
に
関
す
る
協
議
に
入
っ
た
が
東
ジ
ャ
ワ
の
ボ
ロ
ン
支
部
と

マ
ク
ラ
ム
支
部
か
ら
提
案
が
出
さ
れ
た
。
ポ
ロ
ン
の
提
案
は
、
最
高
会
議
の
委
員
の
内
中
心
委
員

B
a
d
a
n
P
u
s
a
t

の
み
大
会
で
選
出

し
そ
れ
以
外
の
最
高
会
議
委
員
は
こ
の
中
心
委
員
の
選
考
に
委
ね
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
マ
ク
ラ
ム
の
提
案
は

す
べ
て
の
最
高
会
議
の
委
員
が
大
会
で
選
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
提
案
に
関
し
て
投

(73) 

票
が
行
わ
れ
た
結
果
、
二
九
対
九
で
ポ
ロ
ン
支
部
の
提
案
が
四
分
の
三
以
上
の
票
数
を
得
て
可
決
さ
れ
た
。
た
だ
ち
に
、
三
名
か
ら

な
る
最
高
会
議
中
央
委
員
会
委
員
の
選
考
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
の
拍
手
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
、

チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル

ジ
ョ
（
ス
マ
ラ
ン
）
及
び
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
い
う
、
創
設
以
来
の
長
老
で
ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

人
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
一
二
名
の
中
央
委
員
は
、
次
の
六
名
を
最
高
会
議
委
員
と
し
て
選
出
し
た
。
報
告
書
に
付
さ
れ
た

(74) 

番
号
順
に
そ
の
氏
名
を
記
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
サ
デ
ィ
キ
ン
（
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
）
、
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
（
ウ

ォ
ノ
ク
ロ
モ
）
、

サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
・
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
（
ジ
ェ
ン
ベ
ル
）
、
プ
グ
ル
（
マ
ラ
ン
）
、

ス
ラ
バ
ヤ
で
発
行
さ
れ
た
半
月
刊
の
ジ
ャ
ワ
語
新
聞
の
名
称
で
、

ジ
ェ
ン
ガ
ラ
（
ジ
ェ
ソ
ゴ

ロ）

と
は
、

290 



第六章 全国大会

こ
こ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
ジ
ェ
ソ
ガ
ラ
』
紙
を
め
ぐ
っ
て
、

の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
グ
ル
ー
プ
と
、

ア
ヤ
ッ
ト
派
と
対
立
関
係
に
あ
る
ス
ト
モ
の
「
研
究
会
」
グ
ル
ー
プ
の
三
者
が
、
各
々
、
最
高

会
議
に
対
し
て
問
題
を
提
起
し
た
こ
と
に
な
る
。

会
の
議
題
と
す
る
べ
き
こ
と
を
申
し
入
れ
た
。
こ
の
申
し
入
れ
は
了
承
さ
れ
、

バ
ン
デ
ィ
に
対
し
て
そ
の
旨
を
通
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ス
バ
ン
デ
ィ
は
、
大
会
に
は
参
加
で
き
な
い
が
「
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
問
題
」

の
討
議
に
際
し
て
は
、
特
に
出
席
し
て
事
情
の
説
明
を
行
な
う
と
い
う
返
答
を
寄
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
討
議
の
予
定
日
に
至
っ
て

も
「
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
グ
ル
ー
プ
」
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
姿
を
見
せ
ず
、
そ
の
た
め
大
会
は
ア
ヤ
ッ
ト
派
抜
き
で
こ
の
問
題
を
協
議

こ
の
内
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
グ

ル
ー
プ

い
旨
の
希
望
を
最
高
会
議
に
対
し
て
申
し
入
れ
て
い
た
。

（
こ
と
に
同
支
部
の
運
営
委
員
会
）
は
、
こ
の
問
題
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
大

か
つ
て
東
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
バ
ヤ
を
中
心
に
威
勢
を
誇
っ
た
と
さ
れ
る
王
国
の
名
前
に
由
来
し
て
い
る
。

(

7

6

)

 

さ
て
こ
の
『
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
』
紙
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
次
の
よ
う
な
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。

『
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
』
紙
創
刊
以
来
、
こ
の
編
集
に
携
わ
っ
て
ぎ
た
の
は
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
に
所
属
す
る
ア
ヤ
ッ

ト

A
j
a
t

及
び
イ
ス
パ
ン
デ
ィ

l
s
b
a
n
d
h
i

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
新
聞
の
刊
行
後
程
な
く
し
て
、

デ
ィ
ヨ
ノ
・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
が
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
最
高
会
議
を
訪
れ
、
「
『
．
、
ズ
ェ
ン
ガ
ラ
』
紙
は
ス
ラ

バ
ヤ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
内
の
裂
け
目
を
広
げ
て
い
る
」
と
い
う
報
告
を
行
な
っ
た
。

ネ
シ
ア
研
究
会
」

(
I
n
d
o
n
e
s
i
s
c
h
e
S
t
u
d
i
e
c
l
u
b

在
ス
ラ
バ
ヤ
）
か
ら
も
最
高
会
議
に
対
し
て
、

紙
で
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
会
」
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
る
一
連
の
敵
対
的
な
言
論
活
動
を
中
止
す
る
べ
く
勧
告
を
し
て
ほ
し
い
旨

の
要
請
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、

ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
支
部
の
ス

ア
ヤ
ッ
ト
自
身
は
、
『
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
』
紙
を
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
機
関
紙
と
し
て
認
め
て
ほ
し

ア
ヤ
ッ
ト
派
と
ア
ヤ
ッ
ト
の
方
法
を
批
判
す
る
ス
ラ
バ
ヤ
地
方

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
最
高
会
議
は
ア
ヤ
ッ
ト
及
び
イ
ス

ア
ヤ
ッ
ト
一
派
が
『
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
』

一
方
、
ス
ト
モ
医
師
が
主
宰
す
る
「
イ
ン
ド
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す
る
こ
と
に
な
っ
た
C

次
に
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
、
以
上
の
経
緯
を
さ
ら
に
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
解
説
し
た
。

『
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
』
紙
が
目
的
と
し
た
の
は
、

ス
ラ
バ
ヤ
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
ス
ワ
ラ

・
ウ
ム
ム
』
紙

S
w
a
r
a
-
O
e
m
o
e
m

批
判
、
従
っ
て
『
ス
ワ
ラ

・
ウ
ム
ム
』
紙
の
発
行
母
体
で
あ
る
「
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
研
究
会
」
の
指
導
者
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
や
が

(

7

7

)

 

て
両
紙
間
の
非
難
応
酬
が
始
ま
り
つ
い
に
そ
れ
は

II

前
後
の
見
境
い
も
つ
か
な
い
"
^
^
a
rn
o
e
k• 
arno
e
k
an
^^

も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

『
ス
ワ
ラ

・
ウ
ム
ム
』
紙
の
記
事
に
は
し
ば
し
ば
、
虚
偽
の
報
道
が
現
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
、

人
的
性
格
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
し
ば
し
ば
、

一
般
の
意
見
に
混
乱
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
る
よ
う
な
原
因
を
作
り
出
し
た
。
た
し
か
に
ア
ヤ
ッ
ト
の
よ
う
に
＂
権
力
の
形
成

II

m
a
c
h
tsvor
m
ing 

ひ
と
え
に
ア
ヤ
ッ
ト
の
個

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
対
す
る

に
向
け
て
挺
身
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
そ
の
行
為
は
当
然
の
こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
の
方
法
は
あ

ま
り
に
も
粗
野

kasar
で
あ
り
、
建
設
性
が
な
く
、
非
難
す
る
こ
と
の
み
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
最
近
の
状
況
を
知
る

に
つ
け
、
最
高
会
議
は
こ
の
問
題
に
無
関
心
で
済
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
た
。

一
九
三

0
年
半
ば
に
ス
ラ
カ
ル
タ
か
ら
ス
ラ
バ
ヤ
ヘ
ス
ト

モ
の
勧
誘
に
従
っ
て
居
を
移
し
た
ア
リ
・
サ
ス
ト
ロ
ア
ミ
ジ
ョ
ヨ
か
ら

は
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
支
部
は
「
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
を
き
わ
め
て
い
る
の
で
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
自
身

が
た
だ
ち
に
ス
ラ
バ
ャ
を
訪
れ
て
事
態
を
打
開
す
る
よ
う
に
と
い
う
趣
旨
の
要
請
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
地
の
タ
マ
ソ

・

シ
ス
ワ
運
営
委
員
会
の
正
副
委
員
長
で
あ
る
ワ
ル
ド
ョ
及
び
ノ
ト
デ
ィ
。フ
ト
ロ
も
最
高
会
議
に
あ
て
て
、

父
兄
の
手
紙
数
通
を
添
え
た
書
簡
を
送
付
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
父
兄
は
い
ず
れ
も
、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の

ア
ヤ
ッ
ト
は
政
治
的
活
動
を
行
な

っ
て
お
り
、

そ
の
結
果
生
徒
の
中
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は
扇
動
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。

以
上
が
、
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
ジ
ェ
ソ
ガ
ラ
事
件
」
の
経
緯
で
あ
っ
た
。

へ
の
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第六章 全国大会

こ
の
問
題
は
、
第
一
に
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
「
秩
序
と
安
寧
」
の
原
理
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
第
二
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
内
で

の
II

民
主
主
義
II

の
原
理
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
第
三
に
は
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
政
治
運
動
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て、

具
体
的
に
提
起
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

ア
ヤ
ッ
ト
ら
の
当
事
者
を
欠
い
て
い
た
と
は
い
え
、
大
会
で
は
、
白
熱
し
た
討
論
が
く

(
78) 

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
討
論
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

(79) 

先
ず
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
支
部
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
が
、
「
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
問
題
」
の
当
事
者
の
ひ
と
り
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
ス
デ

ィ
ヨ
ノ
自
身
、

ス
ラ
バ
ヤ
の
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
支
部
と
は
親
密
な
関
係
に
あ
り
、
『
ジ
ェ
ソ
ガ
ラ
』
紙
の
刊
行
に
当
っ
て
は
、
こ
れ

を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
を
拡
大
し
支
援
す
る
報
道
機
関
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
創
刊
者
の
ひ
と
り
に
名
を
連
ね
て
い
た
。

し
か
る
に
、

ア
ヤ
ッ
ト
の
率
い
る
こ
の
新
聞
が
、

か
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

た
ん
に
「
闘
争
の
た
め
の
機
関
紙
」

s
t
r
i
j
d
o
r
g
a
a
n

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
こ
の
新
聞
か
ら
は
手
を
引
い
た
と
い
う
。

次
に
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
、
大
会
の
数
日
前
に
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
マ
ラ
ン
支
部
が
単
独
で
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
に
働
ぎ
か
け
、

ス
ラ
バ

ヤ
支
部
の
秩
序
を
回
復
す
る
た
め
に
両
支
部
が
共
同
で
ア
ヤ
ッ
ト
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
か
ら
除
名
し
よ
う
と
い
う
提
案
を
申
し
入
れ

て
き
た
こ
と
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
マ
ラ
ソ
支
部
の
態
度
は
理
解
に
苦
し
む
と
し
て
、

(80) 

こ
れ
に
対
し
て
マ
ラ
ン
支
部
の
カ
デ
ィ
ル
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

マ
ラ
ン
支
部
の
説
明
を
求
め
た
。

マ
ラ
ン
支
部
は
「
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
問
題
」
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
て
い
る
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
の
状
況
を
見
過
す
こ
と
は
で
ぎ
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
一
支
部
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
支
部
自
身
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
度
の
問
題

に
限
っ
て
は
ス
ラ
バ
ャ
だ
け
で
解
決
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
こ
で
は
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
と
ワ
ル

ド
ョ
と
い
う
二
人
の
指
導
者
が
現
に
対
立
し
て
い
る
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
各
々
に
ひ
と
た
び
関
わ
り
を
も
っ
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、

そ
れ
を
考
慮
し
た
上
で
マ
ラ
ン
は
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
に
対
し
て
解
決
の
呼
び
か
け
を
行
な
う
こ
と
が
If

隣
人
I
I
^

t^e
t
o
n
g
g
o
"

と
し
て

に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
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ス
ラ
バ
ヤ
支
部
の
状
況
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
を
早
刻
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
と
い
う
趣
旨
の
発
言
は
こ
の

後
も
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
ジ

ェ
ン
ベ
ル
支
部
の
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
は
、

9
●
 

w
a
n
 

ス
ラ
、
、
ハ
ヤ
支
部
を
放
置
す
れ
ば
、
＂
分
裂
の
芽
“
^
£
s
p
l
i
j
t
z
,

(

8
2
)
 

は
成
長
す
る
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
一
刻
も
早

v
"手
術
を
す
る
“
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

大
会
で
は
ま
た
、

ス
ラ
バ
ヤ
支
部
に
紛
糾
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

紙
の
編
集
部
の
態
度
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
い
う
見
解
が
相
次
い
だ
。

こ
の
よ
う
な
討
論
の
あ
と
、

高
会
議
は
、

ダ
ル

モ
S
o
e
d
a
rm
o
は
、

(83
)
 

ア
ヤ
ッ
ト
の
処
遇
と
「
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
問
題
」
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
提
案
が
出
さ
れ
た
。
先
ず
最

ア
ヤ
ッ
ト
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
か
ら
追
放
す
る
と
い
う
提
案
を
行
な

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
こ
の
問
題

に
対
す
る
大
会
の
態
度
は
何
ら
か
の
含
み
b
e
l
e
i
d
を
も
た
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
を
述
べ
、
こ
れ
を
受
け
て
マ
ラ
ン
支
部
の
ス

ア
ヤ
ッ
ト
に
、
そ
の
活
動
を
停
止
す
る
か
そ
れ
と
も
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
か
ら
離
脱
す
る
か
を
選
択
さ
せ
る

ワ
の
双
方
に
と
っ
て
危
険
な
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

危
険
で
あ
る
」
と
マ
ラ
ン
支
部
は
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

の
つ
と
め
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
次
に
、

ア
ヤ
ッ
ト
を
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
か
ら
追
放
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
マ
ラ
ン
支
部
の

提
案
は
次
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
。
即
ち
、

ア
ヤ
ッ
ト
は
自
分
以
外
の
者
の
欲
求
や
確
信
を
配
慮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

者
で
あ
っ
て
彼
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
彼
自
身
は
強
い
信
念
と
活
動
力
を
有
し
そ
れ
ゆ
え
他
人
に

影
響
力
を
及
ぼ
し
や
す
い
。
こ
の
彼
の
強
さ
と
先
の
非
協
働
性
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
健
全
な
こ
と
で
は
な
く

(
81) 

マ
ラ
ン
支
部
か
ら
は
さ
ら
に
プ
グ
ル
が
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
た
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
す
で
に
民
族
的
な
活
動
を
目
差
す
こ

と
を
宜
言
し
、
民
族
運
動
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
き
た
。
し
か
る
に
今
回
の
ア
ヤ
ッ
ト
の
行
為
は
、
団
結
を

目
差
す
べ
き
時
に
分
裂
を
生
み
だ
す
種
子
を
蒔
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
、
民
族
運
動
の
全
体
と
タ
マ
ン
・
シ
ス

ア
ヤ
ッ
ト
の
行
為
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
『
ス
ワ
ラ
・
ウ
ム
ム
』
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章六
て
も
統
一
と
団
結
よ
り
は
、
分
裂
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。

第 全国大会

結
局
大
会
で
は
、
第
一
に
ア
ヤ
ッ
ト
を
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
か
ら
追
放
す
る
こ
と
、
第
二
に
『
ス
ワ
ラ
・
ウ
ム
ム
』
の
編
集
局
に
対

し
て
同
紙
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
対
す
る
不
当
な
非
難
を
即
刻
中
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
内
容
を
骨
子
と

(84
)
 

す
る
決
議
を
賛
成
三
八
票
反
対
一
票
保
留
二
票
と
い
う
圧
倒
的
多
数
で
可
決
し
た
。

『
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
』
紙
を
め
ぐ
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
の
内
紛
、

立
、
ま
た
、

ア
ヤ
ッ
ト
自
身
に
対
す
る
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
態
度
は
、
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
回
全
国
大
会
で
の
報

告
と
討
論
の
内
容
を
み
る
限
り
で
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
ス
ト
モ
の
「
研
究
会
」
の
対

ア
ヤ
ッ
ト
は
非
協
力

n
o
n
,
c
o
o
p
e
r
a
s
i

と
即
時
独
立

m
e
r
d
e
k
a

を
掲
げ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
民
党

P
N
I

の
活
動
家
と
し
て
植
民
地
政
府
へ
の
協
力

c
o
o
p
e
r
a
s
i

を
掲
げ
て
い
た
ス
ト
モ
派
へ
の
批
判
を
『
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
』
紙

上
で
展
開
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
（
彼
が
国
民
党
の
活
動
家
で
あ
る
と
明
記
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
上
記
報
告
書
中
の
II

権
力

の
形
成
に
向
け
て
挺
身
し
て
い
る
者
“
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
な
内
容
は
上
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
”
権
力

の
形
成
"
m
a
c
h
t
s
v
o
r
m
i
n
g

と
は
一
九
二

0
年
代
末
の
ス
カ
ル
ノ
の
主
要
な
主
張
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
）
。
そ
の
場
合

に
全
国
大
会
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
二
つ
の
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、

ア
ヤ
ッ
ト
の
言
論
活
動
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
政

治
的
立
場
を
国
民
党
と
同
一
視
し
従
っ
て
ス
ト
モ
派
と
の
対
立
を
深
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
”
教
室
の
中
へ
政
治
を

持
ち
こ
ま
な
い
II

と
い
う
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
中
央
指
導
部
の
原
則
（
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
。ハ
ン
デ
ィ
ト
と
し
て
の
立
場
）
に
背
反
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
は
、

人
を
非
難
ば
か
り
し
て
い
る
」
と
い
う
評
価
と
並
ぺ
ら
れ
て
い
る
）
に
よ
っ
て
、
民
族
運
動
の
み
な
ら
ず
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
対
し

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
は
、

ア
ヤ
ッ
ト
の
活
動
が
”
粗
野
“
で
あ
り
、
粗
野
で
あ
る
こ
と
（
こ
れ
は
彼
が
「
非
建
設
的
で
あ
り
他

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
組
織
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

と
い
う
提
案
を
行
な
っ
た
。

い
ず
れ
も
厳
し
く
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
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と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

―
つ
は
「
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
共
同
体
へ

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
「
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
」
紙
問
題
は
、
そ
の
後
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
中
で
次
の
二
つ
の
点
で
な

お
尾
を
引
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
は
、
こ
れ
を
機
に
東
ジ
ャ
ワ
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
ス
ト
モ
派
の
対
立
が
深
ま
り
、
彼

の
主
宰
す
る
『
ス
ワ
ラ

・
ウ
ム
ム
』
紙
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
批
判
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、

シ
ス
ワ
を
追
放
さ
れ
た
ア
ヤ
ッ
ト
が
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
中
央
、
と
く
に
直
接
デ
ワ
ン
ト
ロ
ヘ
の
批
判
を
公
然
と
行
な
う
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

タ
マ
ン

・

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
中
央
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
と
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
支
部
の
対
立
と
い
う
一

九
三

0
年
代
半
ば
か
ら
発
生
す
る
問
題
の
最
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
も
ま
た
、
こ
の
「
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
問
題
」
を
通
じ
て
、
ス

ラ
バ
ヤ
支
部
内
部
の
対
立
及
び
ス
ラ
バ
ャ
と
マ
ラ
ン
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
指
導
部
の
対
立
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
対
立
は

中
央
指
導
部
に
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
解
決
す
る
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
中
央
へ
の
凝
集
性
は
高
ま
る

以
上
、
前
章
（
第
五
章
）
と
本
章
（
第
六
章
）
に
わ
た

っ
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
組
織
的
体
裁
を
整
え
て
い
く
過
程
を
追
っ
て
み
た
。

こ
の
過
程
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
で
あ

っ
た
Q

第

一
は、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
第
二
世
代
が
こ
の
過
程
に
お
い
て
終
始
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

世
代
は
東
ジ
ャ
ワ

を
中
心
と
す
る
活
動
家
達
で
あ

っ
て
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
東
ジ

ャ
ワ
会
議
か
ら
第

一
回
全
国
大
会
の
過
程
を
通

じ
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
組
織
化
に
つ
い
て
終
始
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
を
と
り
続
け
た
。
彼
ら
は
各
々
の
サ
ブ

・
セ
ン
タ
ー
ご
と
の
凝
集

性
を
強
め
つ
つ
そ
れ
が
全
体
と
し
て
セ
ン
ク
ー
ヘ
の
求
心
性
を
強
化
す
る
よ
う
な
方
向
で
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
組
織
化
が
は
か
ら
れ

る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
れ
を
促
し
た
の
は
、
彼
ら
こ
そ
が
〈
時
代
精
神
〉
（
そ
れ
は
、

の
自
覚
」
で
あ
り
も
う
―
つ
は
「
人
民
運
動

・
人
民
主
義
」
の
精
神
で
あ
る
）
の
真
正
の
体
現
者
で
あ
る
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て

296 



第六章 全国大会

成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
自
己
を
厳
し
く
律
し
」
「
自
他
を
厳
し
く
弁
別
す
る
」
と
い
う
リ
ゴ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
指
導
部
は
、

11

聖
な
る
大
家
族
II

と
い
う
自
己
規
定
に
よ
っ
て
第
一
に
述
べ
た
組
織
化
へ
の
活

力
を
秩
序
、
つ
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
組
織
化
と
い
う
こ
と
が
ら
は
、
こ
の

II

家
族
II

的
結
合
性
を
保
証
し
ま
た
そ
れ
を
維
持
す

こ
の
第
一
の
こ
と
が
ら
と
第
二
の
こ
と
が
ら
は
、
相
互
に
呼
応
し
合
い
つ
つ
、
そ
の
後
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
内
部
で
展
開
さ
れ

以
下
の
二
章
（
第
七
章
及
び
第
八
章
）
に
お
い
て
そ
の
展
開
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う。

先
ず
次
章
で
は
、
東
ジ
ャ
ワ
の
も
っ
と
も
精
力
的
な
指
導
者
で
あ
っ
た
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
の

一
九
三

0
年
代
初
頭
に
お
け
る
主
張
を
通
じ
て
こ
の
展
開
の
様
相
を
考
察
す
る
。

(
1
)

K•H•Dewantara

,^<
Permulaan

K
a
t
a
,
 da
r
i
 
D
i
r
e
c
t
l
e
 
W
a
s
,
t
a
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
2
,
 N
o
.
 1
,
 Ju
l
y
 1
9
3
0
,
 p
p
.
 1,
3
.
 

(
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D
a
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P
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k
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r
d
j
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A
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P
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W
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 Vo
l
.
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 Ju
l
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0
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p
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.
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3
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A
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N
a
m
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 M
a
d
j
e
l
i
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u
h
u
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 Se
c
r
e
t
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r
i
a
a
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K
i
 A
d
j
a
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 D
e
w
a
n
t
a
r
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＾^P
r
a
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A
d
v
i
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a
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L
u
h
u
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W
a
s
i
t
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o
l
.
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o
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l
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1
9
3
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p
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4
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V
o
l
.
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 N
o
.
 2,
 Jul
y
,
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u
g
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1
9
3
0
,
 p
p
.
 49
,
7
2
.
 

(
4
)

第
四
章
ス
ラ
ウ

ィ
支
部
の
項
参
照
。
占
＾
T
a
m
a
n
,
S
i
s
w
o
S
l
a
w
," 
W
a
s
i
t
a
,
 Vo
l
.
 
2
,
 N
o
.
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,
 M
a
r
c
h
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9
2
9
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p
.
 19
5
,
1
9
7
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(
5
)

J
.P
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（

I
n
d
i
s
c
h
e
 P
e
r
s
o
v
e
r
z
i
c
h
t
e
n
)
、
1
9
2
9
,
p
p
.
 81
,
 32
0
,
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6
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 (S
i
n
p
o
,
 Ap
r
i
l
 
1
1
t
h
:
 
P
e
n
d
a
w
a
、
F
e
b
r
u
a
r
y
1
9
t
h
)
.
 

(
6
)
/
.P
.O
.
 19
2
9
,
 p
.
 42
.
 (D
j
a
n
g
e
t
、

J
u
l
y
4
t
h
)
.
 

(
7
)

J
.P
.0
.
 19
3
0
,
 p
.
 39
3
 
(
S
i
n
p
o
,
 M
a
y
 22nd)・ 

(

8

)

こ
の
事
件
は
あ
る
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
支
部
が

E
x
c
u
r
si
o
n
を
行
な
っ
た
際
に
教
師
と
女
生
徒
が
無
断
外
泊
を
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
っ
た
。

I
.P
.O
.
1
9
3
0
,
 

注

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

る
た
め
の
手
段
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
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び
イ
プ
と
い
う
呼
称
は
今
日
年
長
の
な
い
し
地
位
の
高
い
男
及
び
女
に
呼
び
か
け
る
場
合
、
も
っ
と
も
普
通
に
用
い
ら
れ
る
呼
称
と
な
っ
て
い
る
。

(
2
6
)
B
en
edic
t
 R
.
 O
"G
o
r
m
a
n
 A
n
d
e
r
s
o
n
,
 T
h
e
 I
m
a
g
i
n
e
d
 C
o
m
m
u
n
ity,
 (
u
n
p
u
b
l
i
s
h
e
d
 
p
a
p
e
r
)
,
 19
7
8
,
 It
h
a
c
a
,
こ
の
ペ
ー
バ
ー
の
中
で
ア

ソ
ダ
ー

ソ
ン
は
、
す
べ
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
共
通
す
る
「
引
照
基
準
」

"
f
r
a
m
e
o
f
 
r
e
f
e
r
e
n
c
e
"

と
し
て
「
き
わ
め
て
特
殊
な
”
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
描
か
れ

・
境
界

を
も
つ
共
同
体
“
」

"
im
a
g
i
n
e
d
,
l
i
m
i
t
e
d
 
c
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s"
0£ 

a
 v
e
r
y
 p
a
r
t
i
c
u
l
a
r
 
k
i
1
1
¥
¥
,
N
J
う
特
性
を
挙
げ
て
い
る

(Be11
,
A
n
d
e
n
o
n
,
 T
h
e
 I
m
a
g
i
n
、

e
d
 C
o
m
m
u
n
i
t
y、
1
9
7
8
,
p
.4
.)
 

こ
こ
に
、
「
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
描
か
れ
た
」
と
は
「
例
え
も
っ
と
も
小
さ
な
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
す
ら
そ
の
構
成
貝
は
そ
の
仲
間
の
構
成
貝
の
ほ
と
ん
ど
す
ぺ
て

に
つ
い
て
知
ら
ず
出
会
っ
た
こ
と
も
な
く
彼
ら
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
す
ら
な
く
て
も
各
人
の
心
の
中
に
は
彼
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ

ソ
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
き

て
い
る
」
こ
と
を
意
味
し
、
「
境
界
を
も
つ
」

l
i
m
i
t
e
d
と
は
、
「
た
と
え
幾
千
万
も
の
人
々
を
擁
す
る
も
っ
と
も
大
き
な
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
描
か
れ
た
共
同
体
で
す
ら
、

そ
の
境
界
が
伸
縮
自
在
で
あ
る
と
し
て
も
、
有
限
で
あ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
ど
の
よ
う
な
ネ
ー
シ
ョ
ソ
で
も
自
ら
を
人
類
一
般
と
相
等
し
い
も

の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
は
な
い
」
。
「
ネ
ー
シ
ョ
ソ
と
は
、
明
ら
か
に
、
非
昔
逼
的

n
o
n
,
u
n
i
v
e
r
s
a
l

で
あ
り
、
地
球
大
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
世
界

宗
教
、
自
由
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
等
と
は
異
な
る
」
。
ま
た
、
「
共
同
体
」
と
は
、
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
内
部
で
現
実
に
不
平
等
と
搾
取
が
行
な
わ
れ
て
い
よ
う
と
も
、

そ
れ
が
つ
ね
に
深
く
水
平
的
な
同
志
的
結
合
体

d
e
e
p
h
o
r
i
z
o
n
t
a
l
 
c
o
m
r
a
d
e
s
h
i
p
s

と
し
て
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
。

(
B
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n
d
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,
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p
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p
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(
2
7
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こ
こ
で
は
ま
た

「
人
民
」

r
a
k
j
a
t

と
い
う
語
が
非
ジ
ャ
ワ
語
で
あ
り
抽
象
性
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
境
域
11
新
し
い
空
間
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の

活
動
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
資
し
た
と
い
え
よ
う
。
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
「
人
民
の
た
め
の
教
育
」
を
掲
げ
た
と
き
、
こ
の
「
人
民
」
は
自
動
的
に
ジ
ャ
ワ
と
い

う
境
域
を
こ
え
て
あ
ま
ね
く
植
民
地
に
存
在
す
る
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
民
」
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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第七章 く人民主義〉とく聖なる家族〉の思想

一
九
三
二
年
に
三
七
、

こ
と
に
、

増
加
し
て
い
っ
た
。

通
じ
て
、

〈
人
民
主
義
〉

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
そ
の
組
織
を
整
備
し
、

体
裁
を
と
と
の
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
ま
た
こ
の
よ
う
な
組
織
化
を
通
じ
て
各
地
で
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が

新
た
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
第
一
回
全
国
大
会
以
降
、

一
九
三
三
年
に
ニ
―
-
‘

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
こ
の
よ
う
な
拡
大
は
、

一
九
三

0
年
以
降
一
九
三
五
年
ま
で
に
設
立
さ
れ
た
学
校
数
は
、

第
五
章
及
び
第
六
章
に
お
い
て
詳
述
し
た
よ
う
に
、

第
七
章

ー
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
ー

と

〈
聖
な
る
家
族
〉

一九――

-0年
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
東
ジ
ャ
ワ
会
議
及
び
第
一
回
全
国
大
会
を

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
い
う
統
一
体

P
e
r
s
a
t
u
a
n
T
a
r
n
a
n
 
S
i
s
w
a

と
し
て
の

一
九
三
四
年
に

lo、

一
九
三

0
年
に
二
九
、

(

1

)

 

一
九
三
五
年
に
七
で
あ
り
、
ま
た
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校

(

2

)

 

の
総
数
は
一
九
一
二
四
年
―
一
月
に
は
一
七
二
支
部
、
全
生
徒
数
は
一
万
四
六

0
二
名
、
全
教
師
数
は
五
一
―
―
―
―
―
名
を
数
え
た
。
こ
の
数

(

3

)

 

は
一
九
三
五
年
五
月
の
時
点
で
は
全
一
八
七
支
部
、
全
教
師
数
六

0
二
名
、
全
生
徒
数
一
万
―
二
三
五
名
、
一
九
三
七
年
六
月
の
時

(

4

)

 

点
で
は
全
一
八
四
支
部
、
全
教
師
数
四
五
九
名
、
生
徒
数
九

0
一
五
名
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
第
一
回
全
国
大
会
直
前
の
支
部
数
は

五
二
支
部
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
大
会
を
契
機
と
し
て
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
数
は
著
し
く
増
加
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
三

0
年
か
ら
一
九
三
二
年
に
か
け
て
の
支
部
数
の
増
加
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
〈
人
民
運
動
＞

し
て
の
性
格
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
自
ら
の
〈
人
民
性
〉

の
思
想

k
e
r
a
k
j
a
t
a
n
 

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 
rakjat 

を、

一
層
明

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
支
部
の
新
設
数
は
著
し
く

一
九
三
一
年
に
三

0
、

の
一
翼
を
担
う
も
の
と
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記
さ
れ
て
お
り
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
大
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

確
に
内
外
に
向
っ
て
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
〈
人
民
〉

R
a
k
j
a
t

に
献
身
し
〈
人
民
〉
に
〈
帰
一
す
る
〉

す
る
こ
と
が
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教
師
の
つ
と
め
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
し
て
示
さ
れ
た
。

機
関
誌
の
再
編

m
a
n
u
n
g
g
a
l
 

一
九
三

0
年
七

・
八
月
合
併
号
（
第
二
巻
第
二
号
）
を
も
っ
て
『
ワ
シ
ト
』
の
出
版
は
中
断
さ
れ
た
。
こ
れ
が
再
刊
さ
れ
る
の
は
翌

一
九
三
一
年
八
月
号
か
ら
で
こ
の
号
は
第
二
巻
第
三
し
六
号
と
さ
れ
た
ほ
か
、
そ
の
名
称
は
『
ワ
シ
ト
及
び
プ
サ
ラ
』

W
・
a
s
i
t
a
d
a
n
 

P
u
s
a
r
a
 
T
a
m
a
n
 S
i
s
g
a

と
改
称
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
関
誌
の
中
断
の
理
由
と
新
た
な
名
称
に
つ
い
て
、
「
編
集
局
の
辞
」
と

し
て
、
①
マ
タ
ラ
ム
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
の
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
中
央
部
が
人
手
不
足
に
お
ち
い
っ
て
編
集
・
出
版
の
活
動
が
思
う

に
ま
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
三

0
年
八
月
か
ら
三
一
年
七
月
迄
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
②
『
ワ
シ

ト
』
そ
の
も
の
の
編
集
・
刊
行
は
今
後
マ
ラ
ン
支
部
が
ひ
ぎ
つ
づ
い
て
行
な
う
も
の
と
し
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
自
身
は
こ
の
仕
事
か
ら
手

を
引
く
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
③
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
運
動

P
e
r
g
e
r
a
k
an
T
a
r
n
a
n
 
S
i
s
w
a

が
益
々
発
展
す
る

に
と
も
な
っ
て
、
「
公
式
の
機
関
誌
」
。
ffici
eel• 
o
r
g
a
a
n
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
必
要
を
み
た
す
た
め
に
今
後
は
機
関
誌

(

5

)

 

『
プ
サ
ラ
』

P
o
e
s
a
r
a

が
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
中
央
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
公
告
さ
れ
た
。

一
九
三

0
年
八
月
か
ら
翌
年
七
月
に
至
る
期
間
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
は
こ
の
『
ワ
シ
ト
11
。
フ
サ
ラ
合
併
号
』
に
ま
と
め
て

『
ワ
シ
ト
』
か
ら
『
プ
サ
ラ
』
へ
の
転
換
の
理
由
と
そ
の
内
容
、
こ
と
に
す
で
に
『
ワ
シ
ト
』
が
機
関
誌
と
し
て
存
在
し
て
い
る

第
一
節

『
プ
サ
ラ
』
誌
の
刊
行
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第七章 く人民主義〉と〈聖なる家族〉の思想

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
機
関
誌
。
fficieel'orgaan

と
し
て
『
プ
サ
ラ
』
を
刊
行
し
た
理
由
は
、
こ
れ
以
後
現
実
に
刊
行
さ
れ

て
い
っ
た
『
プ
サ
ラ
』
の
内
容
に
即
し
て
み
て

い
く
と
、
明
ら
か
と
な
る
。
以
下
に
『
プ
サ
ラ
』
に
即
し
て
そ
の
内
容
を
み
て
い
く

こ
と
に
す
る
が
、
要
約
し
て
い
え
ば
、
先
の
「
編
集
序
言
」
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、

T
a
m
a
n
 Si
s
w
a

そ
の
も
の
を
掌
握
し
こ
れ
に
方
向
づ
け
を
与
え
る
た
め
に
、

シ
ス
ワ
の
精
神
と
目
的
を
現
実
の

P
e
r
g
e
r
a
k
a
n

T
a
r
n
a
n
 
S
i
s
w
a

の
状
況
に
対
応
さ
せ
つ
つ
、
明
ら
か
に

し
て
い
く
と
い
う
必
要

に
応
じ
て
、
新
た
に
『
プ
サ
ラ
』
を
刊
行
し
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
ワ
シ
ト

(
6
)
 

す
る
の
に
対
し
、
プ
サ
ラ

p
o
e
s
a
r
a
が
＂
紐
帯

II

を
意
味
す
る
言
葉

（両
語
と
も
古
ジ
ャ
ワ
語
）
で
あ
る
と
い
う
相
違
に
も
示
さ
れ

『
プ
サ
ラ
』
の
刊
行

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
指
導
部
は
、

P
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 

い
わ
ば
日
常
の
指
令
を
公
に
す
る

一
方
、

タ
マ
ン

・

『
ワ
シ
ト
』
は
一
九
三
一
年
八
月
に
『
ワ
シ
ト
11
プ
サ
ラ
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
を
最
後
に
し
て
、
そ
の
出
版
が
中
断
さ
れ
る

が
、
こ
の
最
終
号
で
そ
の
刊
行
が
予
告
さ
れ
て
い
た
『
プ
サ
ラ
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
ニ
ヵ
月
後
の
同
年

一
0
月
の
こ
と
で

一
九
三
一
年
一

0
月
―
―
―
―
日
付
で
『
プ
サ
ラ
』

P
o
e
s
a
r
a

の
第
一
巻
第
一
・
ニ
号
合
併
号
が
「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ

の
全
会
員
の
結
合
と
教
導
の
た
め
の
雑
誌
」
と
銘
打
た
れ
、
「
マ
タ
ラ
ム
11
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
最
高
会
議
の

指
導
と
編
集
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
る
月
刊
紙
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
プ
サ
ラ
』
は
日
本
軍
政
期
か
ら
独
立
戦
争

期
に
か
け
て
中
断
が
あ
っ
た
も
の
の
、

『
プ
サ
ラ
創
刊
号
』
の
「
創
刊
の
辞
」
に
よ
れ
ば
こ
の
刊
行
は
、

ャ
カ
ル
タ
）
で
行
な
わ
れ
た
「
指
導
者
会
議
」

K
o
n
f
e
r
e
n
s
i
,
P
e
m
i
m
p
i
n

に
お
い
て
各
地
域
の
「
一
般
指
導
者
」
P
e
m
i
m
p
i
n
U
m
u
m
 

あ
っ
た
。
即
ち
、

、こ
。

て
し

f

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
正
式
な
機
関
紙
と
し
て
刊
行
が
続
け
ら
れ
た
。

一
九
三

一
年
九
月
二
三
日
ー
ニ
五
日
に
マ
タ
ラ
ム

（
ジ
ョ
ク
ジ

w
a
s
i
t
a

が
”
助
言
II

を
意
味
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こ
の
他
に
も
、
こ
の
新
し
く
刊
行
さ
れ
る
べ
き
『
プ
サ
ラ
』
の
役
割
と
し
て
、
各
地
支
部
間
の
連
絡
と
か
会
員
に
よ
る
意
見
の
表

明
と
か
が
唱
わ
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
『
プ
サ
ラ
』
の
使
命
は
「
道
を
示
す
案
内
人

で
あ
る
こ
と
、
学
問
と
教
育
を
伝

(
8
)
 

え
る
師

g
u
r
u

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
の
行
な
い
に
注
意
を
払
う
後
見
人

p
a
m
o
n
g

で
あ
る
こ
と
」
と
し

な
こ
と
が
ら
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
紙
面
は
精
彩
に
み
ち
て
い
た
。
そ
れ
を
内
容
に
即
し
て
大
雑
把
に
分
類
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
大
別

第
一
は
、

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
関
す
る
情
報
交
換
と
し
て
の
内
容
を
も
つ
も
の
。
こ
れ
に
は
、
各
種
の
ま
た
各
地
の
ク
マ
ン
・
シ

ス
ワ
学
校
の
活
動
内
容
、
地
域
ご
と
の
あ
る
い
は
全
体
的
な
会
議
に
関
す
る
報
告
、
中
央
へ
の
上
納
金
の
納
入
状
況
の
公
告
、
等
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
刊
行
さ
れ
は
じ
め
た
『
プ
サ
ラ
』
は
、

て
『
プ
サ
ラ
』
刊
行
の
意
図
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。

い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。
第
二
は
、
『
プ
サ
ラ
』
の
果
た
す
教
導
的
役
割
で
あ
る
。
即
ち
、

と
き
わ
め
て
異
な
る
べ
き
こ
と
が
規
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
。
多
く
の
者
が
「
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
〈
慣
習
法
)
h
u
k
u
m
,
a
d
a
t

を
無
意
識
の
う
ち
に
お
か
し
て

い
る
の
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
打
開
す
る
た
め
『
プ
サ
ラ
』
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
的
な
新
し
い
魂
を
唱
道
す
る
た
め
に
用

心
要
で
あ
る

^^o
e
w
o
t
o
g
a
l
 
• 
agil" 0
 

と
最
高
会
議
の
メ
ソ
バ
ー
が
そ
の
方
針
を
検
討
し
た
う
え
で
刊
行
に
踏
み
切
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
〈
方
針
〉
と
し
て
特

に
留
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
＂
自
立
の
原
則

"
a
z
a
s
k
e
m
e
r
-

d
e
k
a
a
n
と
安
寧
を
達
成
す
る
と
い
う
原
則
と
が
相
克
し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
丸
太
橋
を
渡
る
時
の
よ
う
な
細
心
の
注
意
が

そ
し
て
そ
の
場
合
の
道
案
内
の
役
割
を
『
プ
サ
ラ
』
は
果
た
そ
う
と
こ
こ
ろ
ざ
す
と
い
う
も
の

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
関
わ
る
者
の
生
活
は
一
般
の
生
活

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
会
員
の
多
く
が
ま
だ

p
a
n
d
u
 

(
9
)
 

一
九
三

0
年
代
前
半
少
な
く
と
も
一
九
一
二
五
年
当
時
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
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げ
た
理
由
は
、

含
み
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
知
る
う
え
で
基
本
的
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
さ
か
れ
る
分

第
二
は
、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教
育
方
針
、
そ
の
目
標
、

「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
的
精
神
」
な
い
し
「
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
的
性
格
」

k
e
,
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
,an

等
に
関
し
て
、
当
時
の
指
導
者
が
そ
の
理
念
を
論
じ
た
り
見
解
を
披
壼
し
た
り
す
る
と
い
う
内
容
を
も
っ

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
用
語
で
い
え
ば
II

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
慣
習
法
II

の
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
一
年
か
ら
一
九
＿
―
-
三
年
頃
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

て
最
大
の
論
説
執
筆
者
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
、

わ
だ
っ
て
い
る
。
他
に
、

キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
依
然
と
し

ガ
ジ
ャ
・
マ
ダ
の
筆
名
で
健
筆
を
揮
っ
た
東
ジ
ャ
ワ
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
・
ジ
ョ
ヨ

プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
、
西
ジ
ャ
ワ
の
指
導
者
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
サ
ル
ミ
デ
ィ
・
マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
の
論
稿
が
質
量
と
も
に
き

チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
、
ダ
ル
ソ
ノ
、

ス
ワ
ン
デ
ィ
、

サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
・
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
、

カ
デ
ィ
ル

第
三
は
、
第
一
と
同
様
に
情
報
提
供
と
い
う
性
格
を
も
つ
が
、
そ
の
内
容
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
の
具
体
例
に
触
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
当
時
の
世
界
の
教
育
思
想
を
紹
介
し
た
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
運
動
の
動
向
に
触
れ
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
数
は
前
一
＿
者
に
比
し
て
少
な
い
が
、
当
時
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
関
心
の
在
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

第
四
は
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
内
外
で
生
じ
た
問
題
や
事
件
に
つ
い
て
と
く
に
扱
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

場
合
に
よ
っ
て
以
上
の
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
内
容
と
重
複
す
る
場
合
も
多
い
が
、
と
く
に
、
第
四
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
と
り
上

一
九
三
二
年
秋
以
降
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
府
が
「
原
住
民
私
学
校
条
令
」
を
め
ぐ
っ
て
厳
し

く
対
立
し
、
同
年
秋
か
ら
翌
三
三
年
初
め
に
か
け
て
、

る
も
の
で
あ
る
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
活
動
は
こ
の
問
題
に
集
中
し
た
と
い
う
こ
と
が
ら
に
よ

ン
等
の
名
を
主
要
な
執
筆
者
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

量
は
も
っ
と
も
多
い
。
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第
二
節

ガ
ジ
ャ
・
マ
ダ

創
刊
さ
れ
た
『
プ
サ
ラ
』
誌
上
で
、
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
並
ん
で
も
っ
と
も
精
力
的
に
論
稿
を
発
表
し
た
の
は
、
東
ジ

（
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
）

本
章
で
は
こ
の
第
一
の
局
面
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ち
第
四
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
が
こ
と
に
考
察
の
対
象
と
な
る
。

以
下
に
お
い
て
こ
れ
ら
二
つ
の
局
面
か
ら
三

0
年
代
初
頭
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
先
に
述
べ
た
『
プ

サ
ラ
』
の
内
容
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
第
一
の
点
は
こ
の
時
期
に
記
さ
れ
た
「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
的
精
神
な
い
し
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ

的
性
格
」

k
e
,
T
a
m
a
n
S
i
s
w
a
,
a
n

と
い
う
こ
と
が
ら
（
す
な
わ
ち
先
の
分
類
の
う
ち
第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
が
こ
と
に
考
察
の
対

象
と
さ
れ
、
第
二
の
点
は
「
原
住
民
私
学
校
」
を
め
ぐ
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
植
民
地
政
府
と
の
対
立
（
す
な
わ
ち
先
の
分
類
の
う

こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と
が
ら
は
、

以
上
『
プ
サ
ラ
』
の
内
容
を
大
雑
把
に
四
つ
に
分
類
し
た
が
、
以
下
本
章
で
は
、
こ
の
分
類
に
甚
づ
い
て
、

す
で
に
前
章
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

一九――

-0年
代
の
タ

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
発
足
以
来
一
九
二

0
年
代
を
通
じ
て
第
一
に
民
族
主
義
運
動
に

お
い
て
独
自
の
「
秩
序
創
出
の
論
理
」
を
提
起
し
、
こ
れ
に
某
づ
い
て
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
自
体
の
組
織
化
を
図
る
と
い
う
努
力
を
続

け
る
一
方
、
こ
れ
と
表
裏
一
体
を
な
す
関
係
に
お
い
て
、
「
植
民
地
的
秩
序
」
に
拮
抗
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
11
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ

ョ
ン
（
対
抗
制
度
）
と
し
て
の
役
割
を
前
面
に
掲
げ
よ
う
と
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
第
一
、
第
二
の
こ
こ
ろ
み
は
、
現
実
の
局
面
に
て

ら
し
て
み
れ
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
ま
た
、
内
部
的
な
摩
擦
も
生
じ
て
い
た
。

一九――

-0
年
代
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
次
の
局
面
に
お
い
て
詳
論
し
て
み
た
い
。

の
人
民
概
念
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者
」
の
層
を
拡
げ
る
ば
か
り
で
な
く
「
読
者
」
の
理
解
を
著
し
く
深
め
た
。

(
1
0
)
 

ャ
ワ
の
「
一
般
指
導
者
」
と
し
て
一
九
二

0
代
後
半
か
ら
頭
角
を
現
わ
し
て
い
た
ス
デ
ィ
ヨ
ノ

・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
で
あ
っ
た
。

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
も
と
も
と
ス
ラ
バ
ヤ
郊
外
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
支
部
の
教
師
兼
組
織
指
導
者
と
し
て
出
発
し
た
が
、
次
第
に
東
ジ
ャ
ワ
地

方
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
全
体
の
指
導
者
と
し
て
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
前
章
で
み
た
よ
う
に
第
一

ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
に
次
ぐ
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
第
二
世
代
の
代
表
的
な
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
、

東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
最
大
の
指
導
者
と
し
て
重
き
を
な
す
に
至
っ
て
い
た
。
彼
の
立
場
は
、
要
約
し
て
い
え
ば
、
〈
人
民
〉

R
a
k
j
a
t

の

重
視
と
〈
人
民
〉
へ
の
奉
仕
、
そ
の
た
め
に
自
ら
厳
し
い
禁
欲
と
自
己
規
律
を
要
求
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
立

で
あ
っ
た
。

一
九
三
一
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
『
プ
サ
ラ
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
論
稿
に
お

い
て

モ
ジ
ョ
パ
イ
ト
時
代
の
興
隆
期
の
総
理
大
臣
と
し
て
ハ
ヤ
ム

・
ウ
ル
ク
に
仕
え
、
ハ
ヤ
ム

・
ウ
ル
ク
を
モ
ジ
ョ

(
1
1
)
 

パ
イ
ト
最
大
の
王
と
す
る
に
功
績
の
厚
か
っ
た
ガ
ジ
ャ
・
マ
ダ
を
自
ら
の
ペ
ソ

・
ネ
ー
ム
と
し
て
い
た
。
ガ
ジ
ャ

・
マ
ダ
の
筆
名
で

記
さ
れ
た
論
稿
は
一
九
―
―

-0年
代
を
通
じ
て
多
数
に
の
ぼ
る
が
、
こ
の
中
で
、
先
に
述
べ
た
彼
の
立
場
が
も
っ
と
も
よ
く
表
明
さ
れ

て
い
る
の
は
、

七
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
『
汝
自
身
を
教
育
せ
よ
』

D
i
d
i淀
a
h
K
a
m
u
5
e
n
d
i
r
i

論
稿
は
『
プ
サ
ラ
』
第

一
巻
第
一
号
（
一
九
三
一
年
一

0
月
）
に
第
一
回
が
掲
載
さ
れ
て
か
ら
第
二
巻
第
四
号
（
一
九
三
二
年
六
月
）
に

至
る
ま
で
七
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。

と
い
う
論
稿
で
あ
る
。
こ
の

以
下
に
こ
の
論
文
の
大
要
を
記
す
。
論
文
は
い
う
ま
で
も
な
く
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
文
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

は
し
ば
し
ば
ジ
ャ
ワ
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
ジ
ャ
ワ
語
ま
じ
り
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
」
と
い
う
文
章
の
ス
タ
イ
ル

は
、
発
足
当
時
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ヮ
関
係
者
の
文
章
が
オ
ラ
ソ
ダ
語
を
頻
用
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
あ
っ
た
の
に
比
し
て
「
読

ま、,＇ 

ス
デ
ィ
ヨ
ノ

場
が
全
面
的
に
表
明
さ
れ
た
の
は
、

回
全
国
大
会
で
は
、
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ス
デ
ィ
ヨ
ノ
（
ガ
ジ
ャ
・
マ
ダ
）
は
先
ず
一
九
三
一
年
一

0
月
号
で
（
教
）
師
g
u
r
u
と
先
生
o
n
d
e
r
w
i
j
z
e
r
を
区
別
す
る
。
こ

の
区
別
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
師
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
、
植
民
地
教
育
の
担
い
手
で
あ
る

o
n
d
e
r
w
i
j
z
e
r
か
ら
峻
別
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
、
教
師
g
u
r
u
を
自
ら
発
光
す
る
太
陽
に
な
ぞ
ら
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
条
件
を
提
起

(
1
2
)
 

し
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
”
民
族
的
＂
と
い
う
名
称
を
冠
し
た

学
校
の
教
育
者
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
き
わ
め
て
重
大
で
高
貴
な
義
務
を

有
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
、
わ
が
民
族
の
”
生
命
“
^
＾
k
e
h
i
d
u
p
a
n
"'

る
義
務
で
あ
る
。
こ
の
義
務
を
真
に
自
覚
す
る
た
め
に
は
、

わ
れ
自
身
を
捧
げ
る
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
”
名
ば
か
り
の
教
師
I
I
6
^
d
j
u
m
e
n
e
n
g
guru
"
 

と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
あ
る
道
す
じ
に
従
い
そ
れ
に
の
っ
と
っ
て
ま
ず
わ
れ

教
師
g
u
r
u
と
は
、
生
徒
に
対
し
て
ム
ネ
ー
ル
M
e
n
e
e
r
,
S
i
r
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
求
め
、
命
令
ば
か
り
下
し
て
い
る
先
生

o
n
d
e
r
w
i
j
z
e
r
の
こ
と
で
は
な
い
。
教
師
と
は
、
四
方
八
方
に
光
を
発
射
し
生
き
と
し
生
き
る
す
ぺ
て
の
者
に
力
d
a
j
a
を
与
え
て

い
る
あ
の
太
陽
に
も
な
ぞ
ら
え
う
る
者
の
こ
と
で
あ
り
、
子
供
の
I
I
生
命
＂
に
益
す
る
精
神
の
力
を
与
え
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。

教
師
が
太
陽
に
な
ぞ
ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
別
言
す
れ
ば
、
彼
自
ら
が
光
を
発
し
え
な
い
内
は
、
彼
は
決
し
て
太
陽
と
し
て
の

(13) 

資
格
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。

こ
れ
に
続
け
て
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
「
真
に
民
族
的
な
教
師
で
あ
る
」
（
す
な
わ
ち
”
太
陽
“
た
り
う
る
）
た
め
の
条
件
を
外
的
な
条

件
と
内
的
な
条
件
の
二
つ
に
分
け
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「If
民
族
的
“
な
教
育
と
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
と
国
土
と
を
発
展
さ
せ
こ
れ
を
独
立
さ
せ
る
た
め
に
内
的
な
条
件
と
外
的
な

条
件
を
備
え
る
こ
と
で
あ
る
。
外
的
な
条
件
と
は
、
子
供
た
ち
の
肉
体
と
脳
髄
の
力
を
増
す
た
め
の
い
っ
さ
い
の
力
、
す
な
わ
ち
、

わ
が
民
族
の
”
精
神
I
I
^
＾
b
a
t
h
i
n
"

に
か
か
わ
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次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

の
か
。

体
操
、
護
身
術
、
踊
り
、

心
の
聖
化
、
自
信
、
勇
気
、
徳
性
の
向
上
な
ど
わ
れ
わ
れ
の
生
命
を
強
め
る
い
っ
さ
い
の
努
力
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、

わ
が
民
族
の
状
態
は
内
的
に
も
外
的
に
も
弱
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

に
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、

サ
ッ
カ

ー
な
ど

の
運
動
、
ま
た
、
計
算
、
語
学
な
ど
の
学
習
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

お
ど
ろ
く
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
植
民
地
の
状
態

さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
驚
異
的
な
進
歩
を
と
げ
て
い
る
科
学
の
分
野
で
わ
が
民
族
は
ま
だ
子
供
と
同
然
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
く
、

そ
の
こ
と
が
わ
が
人
民

rakjat

が
多
く
の
分
野
で
依
然
と
し
て
無
知

g
e
l
a
p
n
j
a
p
e
m
a
n
d
a
n
g
a
n

で
あ
る
こ
と
の
原
因
と
な

っ
て

い
る
。
こ
の
点
で
、
わ
が
民
族
は
他
の
民
族
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
と
イ
ス
ラ

ム
の
If

文
化
"'

c
u
l
t
u
u
r

が
発
展
し
た
時
代
の
こ
と
を
想
起
し
て
み
よ
う
。
当
時
は
年
ご
と
に
す
ぐ
れ
た
学
者
が
イ
ン
ド
や
ア
ラ

ブ
か
ら
わ
が
国
を
訪
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
何
故
今
日
わ
れ
わ
れ
は
西
欧
の
科
学
技
術
を
自
ら
努
力
し
て
修
得
し
よ
う
と
し
な
い

肉
体
の
鍛
練
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
は
と
思
う
運
動
に
つ
い
て
他
か
ら
積
極
的
に
学
び
こ
れ
を
と
り

(
1
4
)
 

入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
、
西
欧
の
科
学
技
術
を
積
極
的
に
学
ぶ
こ
と
は
、
外
的
な
条
件
を
整
え
る
こ

と
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
、
内
的
な
条
件
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ば
ら
自
ら
の
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
れ
は

「
一
方
内
的
な
条
件
と
い
う
の
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
こ
こ
に
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
基
礎
が
お
か
れ
て
い
る
。

ヒ
ン
ド
ゥ
時
代
の
If

ア
ス
ラ
マ
＂
か
ら
イ
ス
ラ
ム
時
代
の

If

ボ
ン
ド
ッ
ク
＂
に
至
る
ま
で
、
パ
ン
デ
ィ
ト
と
グ
ル
が
教
育
に
お

い
て
何
よ
り
も
重
視
し
た
の
は
II

精
神
的
な
生
命
.,
k
e
h
i
d
u
p
a
n

と
い
う
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。

一
方
内
的
な
力
と
は
、
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ハ
ヤ
ム

・
ウ
ル
ク

の
と
し
自
ら
の
徳
性
を
高
め
る
た
め
の
諸
条
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ス
ヒ
タ

マ
ン
ク
プ
ミ
、
デ
ィ
ボ

ワ
ヤ
ソ
劇
の
中
で
、
あ
る
ク
シ
ャ
ト

リ
ア
が

＂
ア
ス
ラ
マ
＂
を
立
ち
去
っ
た
の
ち
道
の
途
中
で
羅
刹

r
a
k
s
a
s
a

の
仕
か
け
る
誘

惑
に
耐
え
る
力
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
場
面
が
あ
る
。
彼
の
求
め
る
道
は
、
現
世
の
享
楽
の
道
で
な
く
、

を
強
め
て
彼
の
父
を
求
め
る
道
で
あ
る
。

わ
が
身
を
修
め
精
神

デ
ヮ

・
ル
チ
を
求
め
る
サ
ン

・
セ
ノ

S
a
n
g
S
e
n
a

は
、
あ
る
目
標
に
向
か
う
心
の
強
さ
を
表
わ
す
手
本
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
II

文
化
II

の
時
代
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
て
目
標
に
向
う
ム
ミ
ン

こ
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
聖
典
の
中
に
は
、
精
神
を
教
育
す
る
た
め
の
諸
条
件
、
す
な
わ
ち
自
ら
の
信
念
を
強
固
な
も

ガ
ジ
ャ

・
マ
ダ
、

エ
ム
プ

・
セ
ダ
、

ニ
ム
プ

・
カ
ン
ワ
、

ア
ビ
ョ
ソ

A
b
i
j
o
s
0

は
か
つ
て

一
九

一
八
年
か
ら

一
九
二
二
年
に
か
け
て
、

ク
ス
モ
の
問
に
か
わ
さ
れ
た
論
争
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

書
物
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

キ
リ
ス
チ
、

ネ
ゴ
ロ
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
親
分

・
頭
目

d
J
a
g
o
,
d
j
a
g
0

で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
精
神
の
諸
条
件
を
達
成
す
る
た
め
の

II

創
造
力
II

、
II

思
想
の
カ
II

に
関
す
る
知
識

p
e
n
g
et
a
h
u
a
n

(15) 

を
で
き
る
限
り
深
く
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ワ
ヤ
ン
劇
中
の
工
。
ヒ
ソ
ー
ド
は
「
ア
ビ
ョ
ソ
の
物
語
」
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

チ
プ
ト

・
マ
ン
グ
ン
ク
ス
モ
と
ス
タ
ッ
ト
モ

・
ス
リ
ヨ

チ
プ
ト
は
そ
の
中
で
ア
ビ
ヨ
ソ
の
中
に
「
不
抜
の
意

(
16
)
 

志
、
独
立
不
覇
の
精
神
」
の
典
型
を
み
る
と
と
も
に
ア
ビ
ョ
ソ
を
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
の
理
想
型
と
し
て
い
た
。
ス
デ
ィ

ヨ
ノ
の
念
頭
に

お
か
れ
て
い
る
ア
ビ
ョ
ソ
も
ま
た
か
つ
て
チ
プ
ト
が
提
示
し
た
よ
う
な
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
の
典
型
と
し
て
の
ア
ピ
ョ
ソ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
既
に
み
た
よ
う
に
ガ
ジ
ャ

・
マ
ダ
や
デ
ィ
ポ
ネ
ゴ

ロ
を
「
頭
目
」

d
J
a
g
0

に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
と
呼
応
し
て
い

M
o
e
m
in
 
の
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な

312 



第七章 く人民主義〉とく聖なる家族〉の思想

る
。
ジ
ャ
ゴ
と
は
権
力
者
の
目
か
ら
み
れ
ば
無
法
者
で
あ
る
が
時
に
応
じ
て
叛
乱
の
先
頭
に
立
ち
無
敵
の
戦
士
と
な
る
者
た
ち
を
指

(
17
)
 

し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
現
存
の
秩
序
の
外
に
立
ち
自
ら
の
力
で
心
身
を
鍛
え
る
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ゴ
を
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
そ
の

II

無

法
性
＂
に
お
い
て
示
す
の
で
は
な
く
＂
不
抜
の
意
志
、
独
立
不
覇
の
精
神
＂
と
い
う
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
性
に
お
い
て
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
If

カ
II

を
獲
得
す
る
道
す
じ
を
示
す
範
型
と
し
て
If

神
は
自
ら
の
内
部
に
あ
り
II

と
す
る
デ

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
の
理
念
型
と
関
連
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
『
汝
自
身
を
教
育
せ
よ
』
の
第
二
回
か
ら
第
四
回
に
お
い
て
は
、

(18
)
 

先
ず
第
二
回
(
-
九
三
二
年
―
二
月
号
）
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
地
上
に
生
き
て
い
る
人
間
で
あ
る
限
り
少
く
と
も
善
と
悪
、
正
義
と
不
義
、
高
貴
と
下
劣
、
権
利
と
義
務
に

さ
て
わ
れ
わ
れ
の
祖
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
没
落
し
て
植
民
地
と
な
り
、

II

帝
国
主
義
者
＂
が
支
配
す
る
市
場
や
農
場
と
化
し
、

よ
り
高
尚
な

l
e
b
i
h
s
o
p
a
n

と
自
称
し
て
い
る
民
族
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
国
家
を
自
ら
有
す
る
に
は
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
い
と
ま

で
い
わ
れ
て
い
る
に
至
っ
て
い
る
そ
の
理
由
は
、

わ
れ
わ
れ
が
こ
の
地
上
で
の
価
値
が
低
い
か
ら
で
は
な
く
、

わ
れ
が
西
欧
If

帝
国
主
義
＂
の
や
り
方
を
知
る
た
め
の
十
分
な
条
件
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ヒ
ン
ド
ゥ

と
イ
ス
ラ
ム
の
時
代
の
わ
れ
わ
れ
の
父
祖
と
当
時
の
他
の
民
族
と
の
間
の
交
流
は
、

よ
る
わ
れ
わ
れ
の
た
め
の
II

ヒ
ン
ド
ゥ
王
国
及
び
イ
ス
ラ
ム
王
国
（
す
な
わ
ち
、

関
し
て
同
一
の
理
解
を
し
て
い
る
。

た
ら
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。

モ
ジ
ョ

。ハ
イ
ト
と
マ
タ
ラ
ム
）
の
発
展
を
も
た

た
だ
た
ん
に
わ
れ

わ
れ
わ
れ
に
、
＂
わ
れ
わ
れ
の
わ
れ
わ
れ
に

一
転
し
て
オ
ラ
ン

ダ
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
も

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
こ
の
論
文
の
冒
頭
の
部
分
で
す
で
に
明
瞭
に
、

ヮ
・
ル
チ
の
例
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

k
a
s
e
k
t
e
n
 

に
関
す
る
ジ
ャ
ワ
人
の
観
念
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ら
し
併
せ
て
ヒ
ン
ド
ゥ

II

文
化
II

と
イ
ス
ラ
ム

11

文
化
II

を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
自
由
（
余
地
）
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
わ
れ
わ
れ
の
中
に
は
、
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
西
欧
帝
国
主
義
も
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
国
家
と
人

民
の
、
国
家
と
人
民
に
よ
る
、
国
家
と
人
民
の
た
め
の
民
族
政
府
を
と
も
な
う
西
欧
If

文
化
II

の
発
展
の
た
め
の
自
由
を
わ
れ
わ

ヒ
ン
ド
ゥ
や
イ
ス
ラ
ム
の
”
帝
国
主
義
“
が
も
っ
ば
ら
宗
教
的
な
意
味

に
於
け
る
精
神
的
な
性
格

k
e
b
a
t
i
n
a
n

な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
ひ
き
か
え
、

り
、
飽
食
の
み
を
こ
と
と
す
る
帝
国
主
義
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
民
族
主
義
的
学
校
の
教
師
た
る
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
武
器
で
あ
る
正
確
な
知
識
を
行
使
す
る
と
い
う
利

点
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
光
り
が
体
を
透
視
す
る
よ
う
に
わ
が
祖
国
に
浸
透
し
て
い
る
す
べ

て
の
西
欧
的
な
も
の
を
、
そ
の
帝
国
主
義
の
骨
格
に
至
る
ま
で
透
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
が
武
器
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
空
腹
を
み
た
し
自
ら
の
享
楽
を
追
求
す
る
こ
と
で
な
く
、
知
識
を
得
る
た
め
の
科
学
知
識

p
e
n
g
e
t
a
h
u
a
n
 
e
x
a
c
t

を
紬
2

え
ヂ
9
令
6

め
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、

M
r
.
(
法
学
士
）
、

Dr.
(
医
師
）
、

Ir
.
(
技
師
）
な
ど
の

称
号
に
飾
ら
れ
た
”
知
的
な
＂
称
号
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
智
恵

b
i
d
j
a
k
s
a
n
a

の
あ
る
人
間
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
他
人
の
思
う
ま
ま
に
あ
や
つ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
生
活
に
お
け
る
事
実
の
上
に
立
脚
し
て
思
考
し
行
動
し
う
る
人
間

と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

人
が
知
識
を
増
す
の
は
、

た
ん
に
学
校
の
机
に
座
っ
て
先
生
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
る
の
み
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
時
、
あ
ら
ゆ

る
場
所
で
、
わ
れ
わ
れ
は
自
ら
の
知
識
を
増
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ
れ
が
知
識
を
増
し
て
ゆ
け
ば
、
人

民
の
目
に
映
じ
た
わ
れ
わ
れ
の
等
級
は
高
ま
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
民
族
教
育
に
対
す
る
人
民
の
信
頼
感
も
さ
ら
に

(19) 

増
し
て
い
く
の
で
あ
る
」
。

れ
に
与
え
て
い
る
考
え
て
い
る
も
の
が
い
る
。
し
か
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
帝
国
主
義
は
現
世
的
で
即
物
的
で
あ
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る
意
味
は
な
い
。

で
あ
る
。

こ
こ
に
み
え
る
よ
う
に
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
オ
ラ
ン
ダ
式
教
育
制
度
が
生
み
出
し
た
称
号
と
対
照
さ
せ
て
「
智
恵
の
あ
る
人
間
と
な

る」

m
e
n
d
j
a
d
i
m
a
n
u
s
i
a
 
j
a
n
g
 b
i
d
j
a
k
s
a
n
a

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
M
r
•
D
r.

Ir
,
な
ど
の
称
号
は
ジ
ャ
ワ
の
貴
族
称
号
(
R
a
d
e
n
,

R
a
d
e
n
 
M
a
s

等
）
と
一
対
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
本
来
の
貴
族
（
プ
リ
ャ
イ
）
に
対
し
て
「
新
し
い
プ
リ
ャ
イ
」
（
ネ
オ

・
プ
リ
ヤ
イ
）

と
比
喩
的
に
述
べ
ら
れ
る
場
合
の
称
号
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
「
智
恵
あ
る
人
間
」
が
「
社
会
生
活
の
事
実
」
を
直
視
す
る
智
恵
を

も
つ
人
間
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
新
し
い
称
号
と
本
来
の
貴
族
称
号
を
同
時
に
対
象
化
し
う
る
よ
う
な
人
間
の
資
質
を

b
i
d
j
a
k
s
a
n
a

と
い
う
語
で
表
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
対
象
化
は
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
体
を
透
視
す
る
」

よ
う
に
透

徹
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
ま
た
前
回
の
”
太
陽
II

と
今
回
の

II

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
光
II

は
と
も

に、

II

光
線
"
t
j
a
h
j
a

の
イ

メ
ー
ジ
で
結
ば
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
光
は
、
ワ
フ
ュ
の
よ
う
に
ff

自
ら
の
内
よ
り
発
し
＂
し
か

も
b
i
j
a
k
s
a
n
a

の
本
来
の
語
義
通
り
に
II

不
可
視
の
世
界
の
内
部
を
う
つ
し
出
す
II

も
の
と
し
て
ひ
と
つ
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
智
恵
の
あ
る
人
間
」
に
な
る
こ
と
が
、
教
師
と
し
て
の
信
頼
感
と
”
等
級
,.
d
e
r
a
d
j
a
t
 

高
め
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
判
断
を
下
す
者
が
他
な
ら
ぬ
人
民
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

年
二
月
号
）

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
が
透
視
し
た
植
民
地
支
配
の
映
像
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
論
文
の
第
三
回
(
-
九
三
二

(20
)
 

が
そ
れ
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
わ
が
祖
国
に
お
け
る
西
欧
帝
国
主
義
が
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
民
の
繁
栄
と
安
寧
を
目
差
す
こ
と
で
は
な
く
、
帝
国
主

義
者
の
利
益
を
守
る
こ
と
に
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
数
百
万
も
の
人
民
が
富
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
、
植
民
地
政
府
が
存
在
す

植
民
地
政
府
が
支
配
の
た
め
に
必
要
と
す
る
条
件
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

を
人
民
の
間
に
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と
の
証
し
で
あ
る
。

⑤
子
供
に
オ
ラ
ン
ダ
式
の
名
前
を
与
え
た
り
、
両
親
を
。ハ。
ヒ
ー
、

の
生
活
が
い
か
に
み
じ
め
で
あ
る
の
か
を
忘
れ
た
議
論
で
あ
る
。

④
 

こ
れ
も
同
じ
精
神
に
も
と
づ
く
議
論
で
あ
る
。

植
民
地
政
府
が
都
市
と
道
路
を
整
備
し
、
交
通
を
発
展
さ
せ
工
場
を
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
は
人
民
に
と
っ
て
利
益
で
あ

る
と
い
う
主
張
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
す
べ
て
が
人
民
の
汗
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
た
議
論
で
あ
る
。
ま
た
人
民
の
現
実

り
い
れ
て
一
般
人
民
よ
り
優
越
感
を
味
わ
い
、
そ
れ
で

一
般
人
民
を
軽
蔑
す
る
傾
向
も
、
植
民
地
的
精
神
に
お
か
さ
れ
て
い
る
こ

③
 
②
 

情
は
不
変
で
あ
る
。

①
 

第
一
に
、
植
民
地
精
神

d
e
k
o
l
o
m
a
le 
g
e
e
st 

マ
ミ
ー
と
呼
ば
せ
た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
式
の
生
活
風
習
を
と

で
あ
る
。
こ
の
精
神
は
数
百
年
に
わ
た
っ
て
、

ま
た
数
十
世
代
に
わ
た
っ
て
人

民
の
中
へ
浸
透
し
て
人
民
の
骨
の
髄
ま
で
し
み
わ
た
り
、
そ
の

一
部
と
化
し
て
い
る
。
こ
れ
を
示
す
証
拠
は
枚
挙
の
暇
が
な
い
。

『

A
k
s
1』
紙
上
で
あ
る
生
粋
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
博
士
が
ロ
ン
ゴ
ワ
ル
シ
ト
の
描
い
た
歴
史
書
b
a
b
a
d

は
、
II

腐
臭
を
放

っ
て
い
る
I
I
^

e^
n
t
o
e
t
b
e
r
o
e
t
"9

と
ご
く
最
近
記
し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
十
分
な
知
識
を
も
つ
博
士
た
ち

d
o
c
t
o
r
-
d
o
c
to
r

が
学

の
蘊
蓄
を
傾
け
て
書
い
た
歴
史
書
だ
け
が
真
の
歴
史
書
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
は
ま
や
か
し
の
議
論
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
歴
史
記
述
は
そ
れ
を
記
す
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
と
づ
い
て
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
見
学
問
的
に
み
え
よ
う
と
も
こ
の
事

例
え
い
か
に
革
命
的
な
主
張
を
掲
げ
、
植
民
地
政
府
の
教
育
制
度
を
否
定
し
て
い
て
も
、

い
ざ
わ
が
子
の
こ
と
に
な
る
と
、

オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
さ
せ
よ
う
と
す
る
民
族
主
義
者
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
植
民
地
的
精
神
に
毒
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「

H
.
L

S
.
 (
オ
ラ
ソ

ダ
式
小
学
校
）
が
な
け
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
死
滅
へ
の
道
を
た
ど
る
」
と
い
う
が
如
き
見
解
が
あ
る
。

以
下
に
そ
の
い
く
つ
か
の
例
を
述
べ
て
み
る
。
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私
が
学
校
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
頃
、
教
師
は

D
at
is
 e
e
n
 
m
a
n
 
(
あ
れ
は
男
で
あ
る
）
と
い
い
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
政
府
は
恐
れ
こ
れ
に
抵
抗
す
る
の
で
あ
る
。

（
第
四
章
）

の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
植
民
地
主
義
の
唯
物
的
性
格
と
相
呼
応
し
て
い
る
。
両
者
は
と
も
に
植
民
地
支
配
が
享
楽
と

唯
物
主
義
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
人
々
の
生
活
と
精
神
を
堕
落
さ
せ
た
こ
と
を
「
西
欧
文
物
へ
の
脆
拝
性
」
と
し
て
強
調
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
イ
ン
ド
ネ
ン
ア
人
自
身
の
言
行
が
不
一
致
で
あ
る
こ
と
、
言
行
が

乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
さ
な
い
。
II

民
族
主
義
者
＂
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
し
て
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の

II

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
光
II

（
す
な
わ

ち

b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
)

に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
主
義
と
同
様
に
対
象
化
さ
れ
、

赦
の
な
さ
と
主
張
の
直
戟
性
は
、
植
民
地
主
義
が
「

コ
カ
イ

ン
の
よ
う
に
祖
国
の
人
心
を
蝕
む
」
と
い
う
危
機
感
の
表
明
で
あ
る
が
、

同
時
に
ま
た
、
「
自
ら
自
前
で
光
を
発
す
る
に
至
っ
た
」
者
の
自
己
表
明
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
的
な
自
己
主
張

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
植
民
地
主
義
の
解
析
は
第
四
回
(
-
九
三
二
年
三
月
掲
載
）
に
至
る
と
、
倫
理
主
義
政
策
下
の
教
育
右
受
け
た
彼
自

(
2
2
)
 

身
の
体
験
に
て
ら
し
て
さ
ら
に
具
体
的
に
「
言
葉
の
用
い
方
」
に
関
し
て
な
さ
れ
る
。
そ
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
植
民
地
教
育
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
教
室
の
壁
に
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ナ
女
王
の
写
真
が
麗
々
し
く
飾
ら
れ
、
教
師
は
こ

の
方
こ
そ
東
イ
ン
ド
を
統
べ
る
方
で
あ
る
と
教
え
る
。
八
月
三
一
日
の
彼
女
の
誕
生
日
は
祝
日
と
さ
れ
、
子
供
た
ち
は
”
ウ
ィ
ル

ヘ
ル
ミ
ス
＂
ゃ

II

聖
な
る
オ
ラ
ン
タ
の
血
II

を
歌
う
。
こ
う
し
て
物
心
の
つ
か
ぬ
頃
か
ら
子
供
た
ち
は
無
意
識
の
内
に
オ
ラ
ン
ダ

を
崇
拝
す
る
よ
う
に
な
る
。
だ
か
ら
ま
た
、

八
月
―
―
―
―
日
に
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
が
平
常
通
り
授
業
を
行
な
お
う
と
す
る
こ
と

の
激
し
さ
が
否
応
な
し
に
顕
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
II

植
民
地
的
精
神
II

と
は
、

こ
れ
ら
の
植
民
地
的
精
神
（
根
性
）
は
、

一
九
二
九
年
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
記
し
た
「
東
洋
と
西
洋
の
融
合
」
論
文

そ
の
精
神
構
造
を
透
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
容

(

2

1

)

 

コ
カ
イ
ン
の
よ
う
に
祖
国
の
人
心
を
蝕
ん
で
い
る
」
。
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人
の
絵
を
指
さ
し
、

D
a
t
is 
e
e
n
 
h
e
e
r
 
(
あ
れ
は
紳
士
で
あ
る
）
と
い
い
な
が
ら
、

た
0

d
a
m
e
 (
叔
女
）
と

v
r
o
u
w

(
女
）
の
区
別
も
同
様
の
絵
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。

D
a
t
is 
e
e
n
 
die£ 

(
あ
れ
は
盗
賊
で
す
）
と

い
う
と
き

dief

(
盗
賊
）
の
絵
は
ク
ロ
モ
の
民
（
農
民
）
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
子
供
た
ち
に
”
劣
等
感
,.
m
i
n
d
e
r
w
a
a
r
d
i
g

が
植
え
つ
け
ら
れ
、
紳
士
と
男
、
叔
女
と
女
の
区
別
が
民
族
的
な
区
別

と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

歴
史
の
授
業
で
わ
れ
わ
れ
が
教
え
ら
れ
る
歴
史
は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の
小
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
で
あ
り
、

の
歴
史
II

で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
英
雄
（
イ
マ
ン

・
ボ
ン
ジ
ョ
ル
、
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ
ロ
ら
）
は
II

反
逆
者
“
と
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
帝

国
主
義
の
進
出
は
、
産
業
・
経
済
の
発
展
と
し
て
賞
揚
さ
れ
人
民
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
教
え
込
ま
れ
た
。

こ
れ
ら
の
植
民
地
的
教
育
は
、
す
べ
て
無
意
識
の
内
に
わ
れ
わ
れ
の
中
へ
浸
透
し
た
。
西
欧
起
源
の
政
体
、
慣
習
、
教
育
制
度

は
す
べ
て
す
ぐ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
模
倣
し
こ
れ
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
精
神
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
は
西
欧
文
明

・
文
物
の
＂
伝
道

1
1
^

m^
i
s
s
i
o
n
s
a
c
r
e
"

と
い
う
植
民
地
主
義
者
の
考
え
方
が
西
欧
の
東
洋
に
対
す
る

傲
り
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
実
は
西
欧
の
資
本
を
東
洋
に
拡
大
す
る
と
い
う
西
洋
帝
国
主
義
の
表
層
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
理
解
し

て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

一
方
II

東
イ
ン
ド

こ
の
よ
う
な
状
況
を
否
定
し
克
服
す
る
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
こ
と
は
、
子
供
た
ち
に
二
度
と
こ
の
よ
う
な
植
民
地
的
精
神
に

も
と
づ
く
教
育
を
施
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
民
族
主
義
的
な
精
神
、
即
ち
、
民
族
の
誇
り
と
価
値
を
再
認

(23) 

識
す
る
精
神
を
子
供
た
ち
の
間
に
育
て
る
よ
う
な
教
育
を
施
す
こ
と
で
あ
る
」
。

こ
こ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
教
え
る
と
い
う
倫
理
政
策
の
眼
目
が
「
人
種
差
別
」
と
「
白
人
神
話
」
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支

(

2

4

)

 

配
の
型
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
簡
明
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
人
の
描
か
れ
て
い
る
絵
を
指
さ
し
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れ
を
提
唱
す
る
こ
と
に
な
る
。

w
i
t
j
a
k
s
u
h
 
を
行
使 に

こ
の
よ
う
な
現
状
の
認
識
に
基
づ
い
て
「
あ
る
べ
き
教
師
の
姿
」
を
模
索
し
そ

一
九
三
二
年
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
汝
自
身
を
教
育
せ
よ
』
の
第
五
回
で
は
、
直
接
に
。ハ
ン
デ
ィ
ト
の
機
能
を
解
明
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
。
彼
は
先
ず
往
古
、
人
民
が
パ
ソ
デ
ィ
ト
と
ラ
ト

ゥ

（王）

r
a
t
u

を
峻
別
し
て
い
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
書

b
a
b
a
d

に
描
か
れ
て
い
る
精
神
の
師

p
a
n
d
e
t
a
,
w
a
l
i

は
、
人
民
の
目
に
は
王

radja

の
上
に
立
つ
者
と

し
て
映
じ
て
い
た
。
人
民
は
王
に
対
し
て
は
、
最
大
限
の
尊
敬
を
表
わ
す
振
舞
い
と
言
葉
に
よ

っ
て
仕
え
た
が
、
そ
れ
は
外
面
的

な
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
胸
中
が
ど
う
で
あ
る
か
は
誰
に
も
分
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
師

g
u
r
u

に
対
し
て
は
胸
襟
を
開
き

真
底
か
ら
信
頼
し
た
。
そ
れ
は
、
師
と
弟
子

m
u
r
i
d

と
の
出
合
い
が
、
精
神
と
精
神
の
出
合
い
で
あ

っ
た
と
い
い
う
る
か
ら
で

(25) 

あ
る
」
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
＾
＾
M
a
n
u
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 
Ian 
G
u
s
t
i
"
 
(
君
臣
帰
一
）
に
お
け
る

g
u
s
t
i

あ
る
王

r
a
d
j
a

か
ら
剣
離
さ
せ
、

g
u
s
t
i

を
現
実
の
支
配
者
で

を
も
っ
ば
ら
。ハ
ン
デ
ィ
ト
と
一
体
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
王

r
a
t
u

対
し
て
は
面
従
腹
背
と
い
う
抵
抗
の
形
態
が
明
示
さ
れ
る
。
「
そ
の
胸
の
内
は
誰
に
も
分
ら
な
い
」

d
a
l
a
m
d
a
d
a
n
j
a…

・
:
s
i
a
p
a
 
t
a
h
u
 

と
い
う
一
句
に
こ
の
面
従
腹
背
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
王
が
も
は
や
「
胸
の
内
を
見
通
し
え
な
い
」
す
な
わ
ち

w
i
t
j
a
k
s
u
h

を
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
と
王
権
が
現
実
に
は
こ
の
よ
う
に

し
え
ず
従
っ
て
ま
た
ワ
フ
ュ

w
a
h
j
u

を
喪
失
し
て
い
る
の
に
対
し
、
師
と
弟
子
と
は

"'
M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 Ian 
G
u
s
t
i
"

と
い
う

観
念
の
真
正
の
体
現
者
で
あ
る
と
い
う
形
で
師

pandita,
g
u
r
u

と
弟
子

m
u
r
i
d
と
を
抜
き
出
し
て
く
る
こ
と
は
、
彼
ら
を
現
実
の

王
に
拮
抗
す
る
抵
抗
の
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
書
の
中
で
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
人
民
が
反
乱
に
立
ち
上
り
革
命

r
e
v
o
l
u
s
i

を
起
す
と
き
、
こ

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
論
文
は
第
五
回
以
降
に
な
る
と
、
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ず
も
っ
て
自
ら
の
精
神
を
民
族
主
義
的
に
純
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ら
の
人
民
の
師

g
u
r
u

こ
そ
が
つ
ね
に
必
ず
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
社

会
に
於
い
て
教
育

k
e
g
u
r
u
a
n

が
わ
が
民
族
の
偉
大
性
の
根
底

p
o
k
o
k
n
j
a
k
e
l
u
h
u
ra
n
 b
a
n
g
s
a
 
k
ita

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
人

(26) 

民
の
只
中
に
あ
る
師
こ
そ
社
会
の
精
神

djiw
a

で
あ
る
と
い
い
得
る
こ
と
の
そ
の
証
し
な
の
で
あ
る
」
。

こ
れ
は
、

師
と
弟
子

p
a
n
d
ita
-m
u
r
id

に
よ
っ
て
表
出
さ
れ
る

「
拮
抗
の
原
理
」
を
つ
か
み
出
す
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
原
理

が
民
族
の
精
華
で
あ
る
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
歴
史
書
」
を
こ
の
よ
う
な
「
拮
抗
の
原
理
」
に
照
ら
し
て
読
む
と
い
う
立
場

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
プ
サ
ン
ト
レ
ン
、
ボ
ソ
ド
ッ
ク
が
師
と
弟
子
が
起
居
を
と
も
に
し
て
「
宇
宙
の
秘
蹟
」
を
感
得
す
る
場
所

で
あ
る
と
と
も
に
、
同
時
に
そ
れ
が
カ
ウ
ン
タ

ー
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
対
抗
制
度
）
と
し
て
、
王
権
に
拮
抗
す
る
機
能

を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
明
確
に
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
師
と
弟
子
の
関
係
こ
そ
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
追
究
す
べ
き
在
り
方
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
こ
の
後
に
続
く
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教
師

に
求
め
ら
れ
る
資
質
は
パ
ン
デ
ィ
ト

の
資
質
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
が
民
族
教
育
の
師
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
き
わ
め
て
重
要
な
責
務
を
わ
れ
わ
れ
に
課
す
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
生
徒
の
＂
肥
料

"'
ra
b
u
k

と
な

っ
て
彼
ら
の
精
神
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
言
葉
と
行
為
の
す
べ
て
が
生
徒
の
手
本
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
や
か
し
の
美
し
い
言
葉
で

な
く
、
ま
ご
こ
ろ
か
ら
発
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
の
み
生
徒
の
精
神
を
育
て
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
先

デ
ワ
ン
ト
ロ
が
『
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
年
が
若
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
バ
ソ
デ
ィ
ト
の
心
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

h
a
r
u
s
 tel
a
h
 b
e
r
p
e
rasaa
n
 p
a
n
d
i
ta
』
レ
J

I

言
う
の
は
ま

っ
た
＜
妥
当
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、

わ
れ
わ
れ
は
欲
す
る
否
と

に
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の
欲
望

h
a
w
a
n
afs
u

を
抑
え
る
と
と
も
に
、

高
貴
な
力
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ

と
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n
e
r

や
そ
の
他
の
高
官
で
は
な
く
、
人
民
そ
の
も
の
で
あ
る
。

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な

k
a
s
e
k
t
e
n

の
収

こ
こ
で
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
「
パ
ソ
デ
ィ
ト
の
心
を
も
つ

」
こ
と
と
い
う
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
言
葉
を

「自
ら
の
欲
望
を
抑
え
て
高
貴
な
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
〈
私
心
〉

p
a
r
n
r
i
h

を
統
御
し
て
〈
霊
力
〉
k
a
s
e
k
t
e
n

を
収
攪

(28
)
 

す
る
と
い
う
、
ジ
ャ
ワ
文
化
の
了
解
の
構
造
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

攪
能
力
を
獲
得
し
た
か
否
か
の
至
高
の
審
判
者
は
〈
人
民
〉

R
a
k
jat

で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
「
バ
ン
デ
ィ
ト
の
心
を
も
つ

」
に
至

る
た
め
の
手
段
と
し
て
＂
自
己
規
律

II

と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
の
勤
務
時
間
と
い
う
の
は
、

限
り
、
勤
務
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
監
視
者

c
o
n
t
r
o
l
e

は
、
視
学
官

i
n
s
p
e
c
t
e
u
r

や
学
校
視
察
官

s
c
h
o
o
l
o
p
z
i
e
,

わ
れ
わ
れ
が
人
民
に
監
督
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

し
同
時
に
人
民
と
祖
国
に
対
す
る
自
ら
の
責
務
の
重
大
さ
を
悟
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
悟
れ
ば
悟
る
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
の
カ

t
e
n
a
g
a

は
増
え
わ
れ
わ
れ
の
教
育
は
完
全
な
も
の
に
な
る
。

幸
い
な
こ
と
に
人
民
は
民
族
教
育
の
意
味
を
自
覚
し
は
じ
め
て
い
る
。

(
2
9
)
 

こ
う
し
た
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
広
義
の

II
自
己
規
律
I
I
^
'selfd
i
c
i
p
l
i
n
e
"

を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
」
。

こ
の
よ
う
に
、

た
ん
に
教
場
に
立
っ
て
い
る
問
の
時
間
の
こ
と
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
生
き
て
い
る

わ
れ
わ
れ
は
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
価
値
を
理
解

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
お
い
て
は
、

11

私
心
の
統
御
II

が
俗
界
か
ら
離
れ
た
霊
場
で
の
修
行

t
a
p
a

を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る

の
で
な
く
、
俗
界
の
た
だ
中
で
＂
自
己
規
律

II

を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

『
汝
自
身
を
教
育
せ
よ
』
の
第
六
回
(
-
九
三
二
年
五
月
号
掲
載
）
で
は
こ
の

II
自
己
規
律
II

の
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
前

提
と
し
て
、
先
ず
自
己
自
身
す
な
わ
ち
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
そ
の
も
の
に
み
ら
れ
る

〈
植
民
地
的
精
神
〉
が
次
の
よ
う
に
心蹄
わ
に
さ
れ

(30) 

る。

(
2
7
)
 

で
あ
る
」
。
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い
る
に
す
ぎ
な
い
。

(3) (2) (1) 

わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
好
ん
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を
用
い
て
い
る
。

「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
に
な
お
み
ら
れ
る
植
民
地
的
傾
向
と
し
て
次
の
こ
と
が
ら
は
ユ
ニ
位
一
体
"'
trimurti

を
な
し
て
い
る
。

教
育
制
度
が
プ
ル
ジ
ョ
ワ
的
構
成
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
植
民
地
政
府
が
運
営
す
る
教
育
制
度
を
模
倣
し
て
い
る
。

教
科
書
で
さ
え
こ
れ
ら
の
学
校
の
も
の
と
”
同
じ
よ
う
な
も
の
"
'
s
a
m
i
m
a
w
o
n

で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
人
民
大
衆
の
子
弟
の
ご
く
一
部
分
、
す
な
わ
ち
授
業
料
を
支
払
え
る
家
庭
の
子
弟
だ
け
に
学
校
を
開
放
し
て

こ
の
よ
う
な
状
況
は
克
服
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
目
差
す
の
は
、
人
民
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
て
い
る
新
し
い
社

会
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
為
す
べ
き
こ
と
は
、
第
一
に
、
人
民
を
”
オ
ラ
ン
ダ
的
世
界
"
k
e
b
e
l
a
n
d
a
a
n

か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
心
に
巣
く

っ
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
語
へ
の
敬
愛
の
念
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
断
ち

切
っ
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
役
割
が
決
し
て
大
き
く
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
だ
ろ
う
。
国
際
語
と
し
て
は
英
語
の

方
が
は
る
か
に
有
効
で
あ
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
諸
科
学
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
や
地
方
語
で
教
え
る
と
い
う
勇
気
を
持
つ
と
と
も

(31) 

に
、
そ
の
た
め
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
」
。

＂
オ
ラ
ン
ダ
的
世
界
＂
が
オ
ラ
ン

ダ
語
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
て
い
る
世
界
で
あ
る
と
い
う
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
一
見
同
義
反
復
的
な

命
題
は
、
言
語
と
文
化
に
関
し
て
か
つ
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
論
じ
た
こ
と
が
ら
（
第
三
章
）
の
骨
子
を
た
だ
ち
に
想
起
さ
せ
る
も
の
で

あ
り
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ヮ
運
動
が
自
ら
の
言
語
を
回
復
し
、
な
い
し
再
生
す
る
運
動
で
あ
る
こ
と
を
、
実
は
端
的
に
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
と
っ
て
は
植
民
地
に
お
け
る
II

オ
ラ
ン
ダ
的
世
界
II

と
は
、
植
民
地
官
僚

制
に
集
約
さ
れ
る
世
界
だ
け
で
な
く
、
＂
無
意
識
の
内
に

II

民
族
主
義
者
の
心
に
ま
で
巣
く
っ
て
い
る
世
界
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
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こ
の
世
界
を
全
面
的
に
否
定
す
る
に
は
「
二
重
社
会
」
と
い
う
「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
に
よ
っ
て
封
印
さ
れ
た
〈
人
民
の
世
界
〉
と
心

身
と
も
に
一
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
人
民
の
食
べ
る
も
の
を
食
べ
、
人
民
の
着
る
も
の
を
着
、
人
民
の
住
む
所
に
住
ま
う
と
い
う
覚
悟
を
す
べ
ぎ
で
あ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
民
と
生
死
を
と
も
に
す
る
と
い
う
感
情
が
生
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
If
自
己
規
律
＂
で
あ
る
。
こ
の

II

自
己
規
律
II

と
は
組
織
や
規
約
に
よ
っ
て
自
ら
の
独

立
心
を
縛
る
こ
と
で
は
な
く
、
心
の
奥
底
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
声
こ
そ
わ
れ
わ
れ
に
II

自

己
規
律
＂
と
い
う
こ
と
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
声
は
独
立
や
「
秩
序
と
安
寧

」
等
の
言
葉
を
、

た
ん
な
る
If

お
題
目
II

(
3
2
)
 

£
r
a
z
e
s

と
し
て
で
な
く
、
意
味
に
み
ち
た
言
葉
p
e
r
k
a
t
a
a
n
p
e
r
k
a
t
a
an
 j
a
n
g
 
s
u
n
g
g
u
h
 
b
e
r
i
s
i

と
し
て
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

こ
こ
で
11

自
己
規
律
II

が
「
心
の
奥
底
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
そ

れ
は
こ
こ
に
い
う
II

自
己
規
律
＂
が
す
で
に
第
一
章
で
述
べ
た
ム
ル
ト
ノ
の
い
う

w
i
t
j
a
k
s
u
h

(
「
内
な
る
聖
な
る
導
き
」
）
と
共
鳴

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
論
文
の
最
終
回
（
一
九
三
二
年
二
月
号
掲
載
）
は
、
彼
が
以
上
に
述
べ
て
き
た
主
張
の
結
論
部
分
と
し
て
、

(33) 

い
く
つ
か
の
重
要
な
概
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
何
れ
も
、
〈
人
民
主
義
〉
の
概
念
を
ジ
ャ
ワ
文
化
の
了
解
の
構
造
に
お
い

て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
先
ず
、
「
わ
れ
わ
れ
の
内
に
は
、
世
界
の
英
雄
た
ち
と
同
一
の
資
質

w
a
t
a
k

が
存
在
し
て
い
る
」
こ
と
を
述
べ
る
。

彼
が
挙
げ
る
の
は
、
「
痩
身
の
小
男
で
あ
り
な
が
ら
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
ガ
ン
ジ
ー
」
、
「
雄
弁
家
で
は
な
か
っ
た
が
ロ
シ
ア
に
一
大

革
命
を
惹
き
起
し
た
レ
ー
ニ
ン
」
、
「
す
ぐ
れ
た
戦
士
で
も
11

知
性
に
秀
で
た
I
I
^
＂
b
e
r
i
n
t
e
l
l
e
c
t
t
i
n
g
g
i
"

男
で
も
な
か
っ
た
の
に
か
か

わ
ら
ず
五
年
間
に
わ
た
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
軍
を
右
住
左
住
せ
し
め
た
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ
ロ
」
、
「
日
本
の
皇
帝
と
違
っ
て
軍
艦
も
飛
行
機
も
な

さ
て
、

し
合
う
概
念
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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d
e
w
a
,
d
e
w
a

で
あ
れ
詭
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
神
々
が
ア
ル
チ
ョ
ポ
ド

の
不
正
義
を
放
置
し
た
が
ゆ

と
を
語
っ
て
き
た
。

ソ
（
ワ
ヤ
ン
劇
の
語
り
部
）
は
「
サ
ソ

・
ヒ
ャ
ン

・
ウ
ェ
ナ
ン
の
化
身
」

を
従
え
た
仏
陀
、

キ
リ
ス

ト、

し
に
中
国
の
帝
政
を
崩
壊
せ
し
め
る
と
い
う
大
事
業
を
な
し
と
げ
た
孫
逸
仙
博
士
」
、
「
富
や
権
力
に
よ
ら
ず
し
て
幾
十
万
も
の
人
問

(
3
4
)
 

マ
ホ
メ
ッ
ド
、

孔
子
」
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
英
雄
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
指
導
者
は
そ
の
時
代
と
社
会
が
必
要
に
応
じ
て
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
だ
か
ら

レ
ー
ニ
ソ
が
い
な
く
と
も
別
の
指
導
者
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
率
い
た
だ
ろ
う
し
、

イ
ン
ド
独
立
運
動
の
先
頭
に
立

っ
た
で
あ
ろ
う
。
ス
カ
ル
ノ
が
い
な
く
て
も
必
ず
誰
か
別
の
指
導
者
が
革
命
的
な
民
族
主
義
を
鼓

吹
し
た
で
あ
ろ
う
し
、

キ

・ハ

ジ
ャ
ル

・
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
が
い
な
く
と
も
、
民
族
教
育
を
標
榜
す
る
者
は
必
ず
別
に
出
現
し
た
で
あ

ろ
う
。
即
ち
、
各
国
は
そ
の
経
済
構
造
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
社
会
構
造
も
変
化
し
、
プ
ロ
レ
ク
リ
ア

ー
ト
と
貧
民
階
級
（
ク
ロ

モ
の
階
級
）
が
台
頭
し
新
し
い
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
理
論
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

わ
が
民
族
は
し
ば
し
ば
「
ワ
フ
ュ
の
宿
る
者
」
＾
＂

si
n
g
k
a
n
g
g
o
n
a
n
 w
a
h
j
u
"

と
い
う
こ
と
を
云
い
伝
え
て
き
た
。
そ
し
て
ダ
ラ

は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
ダ
ラ
ン
が
言
う
と

こ
ろ
の
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
サ
ソ

・
ヒ
ャ
ン

・
ウ
ェ
ナ
ン
の
化
身
で
あ
る

者
に
対
し
て
は
そ
れ
が
誰
で
あ
ろ
う
と
も
、

例
え
ば
そ
れ
が
、
ペ

ト
ル
ッ
ク
で
あ
ろ
う
と
も
、
彼
に
対
し
て
は
王
で
あ
れ
神
々

ヽ

え
に

ガ
ン
ジ
ー
が
い
な
く
と
も
別
の
指
導
者
が

"'s
i
n
g
 
katit
isa
n
 
s
a
n
g
 
h
j
a
n
g
 
w
e
n
a
n
g
"

と
い
う
こ

マ
ル
ク
ス
主
義
と
タ
ラ
ン
の
言
葉
と
の
間
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
＂
真
髄

I
I
C
"
p
a
tinj
a
"

A
r
t
Ja
p
a
d
a
 

ヽ

ジ
ョ
ソ
グ
リ
ン
・
サ
ロ
コ

D
j
o
n
g
g
r
i
n
g
S
a
l
a
k
a
 
(天
界
）
を
揺
が
せ
た
ス
ラ
テ
ィ
マ
ン
ト
ロ

S
o
e
r
a
t
i
m
a
n
t
r
a

の
よ
う
に

ま
さ
か
と
思
う
よ
う
な
人
物
が
や
が
て
立
ち
上
り
、
身
を
震
わ
せ
、
動
き
出
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、

レ
ー
ニ

ン
で
あ
れ
ガ
ン
ジ
ー
で
あ
れ
セ
マ
ウ
ソ

S
e
r
n
a
o
e
n

で
あ
れ
、
思
い
も
か
け
ぬ
人
物
が
ふ
い
に
立
ち
上
り
身
を
震
わ
せ
、
そ
し
て

(35) 

帝
国
主
義
者
の
世
界

D
j
a
g
a
d

l
r
n
p
e
r
i
a
li
s

を
震
撼
さ
せ
た
の
で
あ
る
」
。
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こ
こ
で
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
宇
宙
の
至
高
の
主
宰
者
で
あ
る
サ
ン

・
ヒ
ャ
ソ
・
ウ
ェ
ナ
ソ
の
意
思
を
体
現
し
た
者
、
そ
の
証
し

と
し
て
ワ
フ
ュ
の
宿
っ
た
者
が
現
わ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
を
と
ど
め
る
術
は
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
を
、

ヨ
ノ
は
次
の
よ
う
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
当
時
の
指
導
者
の
名
を
ひ
と
り
ひ
と
り
あ
げ
な
が
ら
文
章
を
綴
っ
て
い
く
。

ワ
フ

ュ
を
身
に

つ
け
サ
ン

・
ヒ
ャ
ン

・
ウ
ェ
ナ
ソ
の
化
身
と
な
り
物
事
を
透
視
す
る
力
を
身
に
つ
け
自
己
規
律
的
と
な
る
こ
と
は

の
意
味
は
、

「
そ
れ
で
は
、
今
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
す
べ
き
か
」
と
自
問
し
た
上
で
ス
デ
ィ

マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
や
ガ
ン
ジ
ー
や
孫
逸
仙
や
セ
マ
ウ
ン
の
よ
う
に
な
る
べ
き
か
。
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
、

(
K
i
t
a
 
h
a
n
j
a
 
h
a
r
u
s
 
m
e
n
d
j
a
d
i
 ki
t
a
 
s
a
d
j
a
)

そ

キ

・
チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
は
キ

・
チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
た
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

グ
ド
）
は
キ

・
プ
ロ
ノ
で
あ
り
、

ワ
ヤ
ソ
劇
と
マ
ル
ク
ス
主

キ

・
プ
ロ
ノ
（
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ

キ

・
ハ
ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
キ

・
ハ
ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ン
ト
ロ
で
あ
り
、

は
キ

・
カ
デ
ィ
ル
ン
で
あ
り
、
こ
う
し
て、

キ

・
カ
デ
ィ
ル
ン

キ

・
サ
ル
ミ
デ
ィ
も
キ

・
プ
グ
ル
も
キ

・
サ
デ
ィ
キ
ン
も
キ

・
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン
も

す
べ
て
彼
ら
自
身
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
手
品
を
使
っ
て
（
他
の
者
に
な
り
変
っ
た
り
）
他

(36
)
 

の
者
を
模
倣
し
た
り
す
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。

各
人
が
各
人
の
ま
ま
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
こ
と
を
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
こ
れ
に
続
け
て
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
説
明
は
『
汝
自
身
を
教
育
せ
よ
』
の
核
心
を
貫
い
て
い
る
思
想
の
表
明
で
あ
っ
た
。

「
わ
れ
わ
れ
は
誰
か
他
の
者
を
模
倣
す
る
必
要
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
同
じ
人
間
で
あ
る
か
ら
世
界
の
英
雄
た
ち
と
同
一
の
資
質

w
a
t
a
k

を
自
ら
の
内
部
に
も
っ
て
い
る
。
た
だ
、

サ
ン

・
ヒ
ャ
ン

・
ウ
ェ
ナ
ン
が
も
た
ら
し
て
い
る
こ
の
資
質
が
表
面
に
現
わ
れ

て
こ
な
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
の
サ
ン

・
ヒ
ャ
ン

・
ウ
ェ
ナ
ン
を
実
体
化
し
、

わ
れ
わ
れ
は
た
だ
わ
れ
わ
れ
自
身
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
っ
た
く
そ
う
で
は
な
い
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、

義
の
理
論
を
結
合
さ
せ
て
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ワ
フ
ュ
を
た
ず
さ
え
、
社
会
を
透
視
す
る
力
を
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律
の
み
が
、
人
民
の
指
導
者
の
偉
大
性
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

有
す
る
に
至
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
自
己
規
律
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ガ
ン
ジ
ー
も
レ
ー
ニ
ン
も
自
己
一
身
の
欲
望

h
a
w
a
 n
a
fs
u

を
抑
え
、
自
己
規
律
に
徹
し
た
が
ゆ
え
に
あ
れ
だ
け
の
大
指
導
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
れ
ば
、

経
済
構
造
の
変
化
が
指
導
者
を
創
造
す
る
と
い
う
が
、
し
か
し
、
人
民
の
指
導
者
は
か
け
が
え
の
な
い
個
性
の
持
ち
主

t
e
r
d
a
p
a
t

そ
し
て
ワ
ヤ
ン
劇
の
語
り
手
で
あ
る
ダ
ラ
ン
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
神
々
が
不
正
を
放
置
し
な
い
限
り
、

ウ
ェ
ナ
ソ
の
化
身
は
出
現
し
な
い
。
し
か
し
ま
た
サ
ン
・
ヒ
ャ
ソ
・
ウ
ェ
ナ
ソ
は
、
自
己
規
律
の
人
間
が
現
わ
れ
な
い
限
り
、

自
己
の
欲
望
を
抑
え
聖
戦
に
加
わ
る
人
間
が
現
れ
な
い
限
り
、
顕
現
し
な
い
の
で
あ
る
。
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
が
デ
ワ
ン
ト

ロ
で
あ
り
う

る
の
は
、
彼
が
今
日
あ
る
よ
う
な
デ
ワ
ン
ト
ロ
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、

ス
カ
ル
ノ
が
ブ
ン

・
カ
ル
ノ
で
あ
り
う
る
の
は
、
彼
が
｀
・
ハ

ン
ド
ゥ
ン
の
法
廷
で
開
陳
し
た
よ
う
な
そ
の
ス
カ
ル
ノ
に
よ
っ
て
そ
う
な
の
で
あ
る
。

「
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
い
な
け
れ
ば
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
ど
う
な
る
か
」
「
ブ
ン

・
カ
ル
ノ
が
い
な
け
れ
ば
政
治
運
動
は
ど
う
な
る

か
」
し
ば
し
ば
発
せ
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
質
問
に
対
す
る
答
え
は
た
だ
「
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
依
然
と
し
て
タ
マ
ソ
・

シ
ス
ワ
で

あ
る
」
「
政
治
運
動
は
依
然
と
し
て
政
治
運
動
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
六
千
万
も
の
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
人
民
の
運
動
が
た

だ
数
人
の
者
だ
け
に
依
拠
し
て
い
る
な
ら
ば
そ
れ
は
な
ん
と
II

不
幸
＂
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
個
性

p
e
r
s
o
o
n
l
i
j
k
h
e
i
d

と
自
己
規

そ
れ
ゆ
え
に
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
で
あ
り
続
け
、
わ
れ
わ
れ
が
人
民
に
対
し
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
熱
狂
的
に

従
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
教
え
、
民
族
教
育
を
た
だ
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
の
み
負
わ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ

れ
は
自
ら
の
個
性
を
維
持
し
自
己
規
律
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
機
械
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
デ
ワ
ン
ト
ロ
に

な
る
必
要
は
い
さ
さ
か
も
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
民
族
教
育
に
お
い
て
彼
と
同

一
の
資
質

w
a
t
a
k

p
e
r
s
o
o
n
l
i
j
k
h
e
id

で
も
あ
っ
た
。

サ
ン
・
ヒ
ャ
ン

・

を
所
持
し
て
い
な
け
れ
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民
族
教
育
と
い
う
ア
ス
ラ
マ
を
形
成
す
る
た
め
に
、
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
つ
き
わ
れ
わ
れ
の
等
し
い
資
質
を
ひ
と
つ
に
集
め

そ
の
献
身
の
具
体
的
な
方
法
は
す
べ
て
子
供
た
ち
に
委
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

治
的
な
相
違
は
、
す
べ
て
放
榔
す
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
た
え
ず
、
後
の
日
人
民
と
な
る
そ
の
候
補
者
で
あ
る
子
供
た
ち

に
先
ず
も
っ
て
11

帰
一

"'
m
a
n
u
n
g
g
a
l

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

kita 
h
a
r
u
s
 
s
e
l
a
l
u
^
m^
a
n
u
n
g
g
a
l
"
 m
e
n
g
u
t
a
m
a
k
a
n
 
s
a
n
g
 

a
n
a
k
 
tjalon 
rakjat 
di 
k
e
m
u
d
i
a
n
 
hari
.
子
供
の
利
益
が
わ
れ
わ
れ
の
利
益
に
よ
っ
て
押
し
の
け
ら
れ
る
と
き
に
は
、
わ
れ
わ

(37) 

れ
は
If

そ
れ
を
止
め
よ
！
＂
と
自
ら
に
向
か
っ
て
言
う
勇
気
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

。

私
心
を
抑
え
、
自
己
規
律
に
徹
し
、
聖
な
る
戦
い
に
加
わ
る
者
は
、

る
者
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

に
よ
っ
て
そ
の
意
思
を
感
得
し
う
る
こ
と
、

ら
11

帰
一
II

す
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
説
明
は
、
「
宇
宙
の
主
宰
者
」
（
サ
ン
・
ヒ
ャ
ン
・
ウ
ェ
ナ

ン
）
が
実
は
11

人
民
II

（
な
い
し
11

人
民
II

と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
く
子
供
た
ち
）
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
論
文
は
、

（寄
宿
塾
）
を
形
成
す
る
際
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
間
に
存
在
し
て
い
る
宗
教
的

・
政

か
な
ら
ず
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
構
成
員
は
各
人
、
「
心
の
奥
底
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
」

し
か
も
、
そ
れ
は
、
人
民
の
た
だ
中
に
あ

っ
て
「
後
の
日
人
民
と
な
る
子
供
に
ひ
た
す

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
師
が
た
え
ず
留
意
す
べ
き
諸
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
こ
と
で
終
わ
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
〈
自
立
し
た
個
人
〉

〈
内
罰
主
義
に
徹
し
た
個
人
〉
と
い
う
人
間
類
型
が
示
さ
れ
て

い
る
。

「
子
供
た
ち
は
や
が
て
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
代
わ
る
者
た
ち
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
よ
り
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
彼
ら

に
対
し
て
で
き
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
聖
な
る
徳
性

b
u
d
i
pekerti 
j
a
n
g
 
l
u
h
u
r
 

る
。 ば

な
ら
な
い
。
民
族
教
育
と
い
う
ア
ス
ラ
マ

サ
ン
・
ヒ
ャ
ン
・
ウ
ェ
ナ
ン
の
意
思
を
体
現
す

を
授
け
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
の
抱
く
理
想
に
か
な
う
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
子
供
た
ち
が
献
身
す
る
よ
う
に
子
供
た
ち
を
教
育
す
る
だ
け
で
あ
る
。

327 



し
て
い
る
の
か
。
自
分
が
ま
だ
＂
旦
那

"'
m
e
n
e
e
r

や
＂
お
嬢
様

"'
j
u
f
f
r
o
u
w

(7) 
と
か
ら
自
分
を
解
放
さ
せ
た
い
と
欲
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
（
答
え
は
如
何
）
。

人
民
性

k
e
,
R
a
kjat,
a
n

は
本
当
に
自
分
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
自
分
は
生
徒
た
ち
を
自
分
の
子
供
と
し
て
み
な

(6) 

、、

こ
と
カ
(5) 
は
如
何
）
。

(4) (3) 
自
立
性

z
e
l
f
b
e
s
c
h
i
k
k
in
g
s
r
e
c
h
t

を
自
覚
し
て
い
る
か
ら
か
、

自
分
は
本
当
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
仲
間
た
ち
を
ひ
と
つ
の
家
族
と
み
な
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
そ
の
II

知
性
＂
ゃ

血
筋
等
に
よ
っ
て
仲
間
た
ち
を
区
別
し
て
い
る
か
。
（
答
え
は
如
何
）
。

自
分
の
利
益
と
子
供
た
ち
の
利
益
と
で
は
ど
ち
ら
が
重
要
か
。
も
し
、
自
己
一
身
の
利
益
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
秩
序
と

安
寧

terti
b
 d
a
m
a
i
 
を
妨
げ
て
い
る
な
ら
、
自
分
は
た
だ
ち
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
か
ら
身
を
引
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
（
答
え

自
分
が
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
で
対
立
意
見
を
述
べ
る
の
は
、
本
当
に
高
尚
な
目
的

k
e
m
a
u
a
n
Ja
n
g
 
m
u
h
a

に
促
さ
れ
て
の

そ
れ
と
も
、
た
ん
に
自
分
の
財
布
と
相
談
し
た
上
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と
な
の
か
。
（
答
え
は
如
何
）
。

も
し
自
分
が
自
分
の
属
す
る
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
支
部
の
規
約
を
拒
否
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
自
己
の
利
益
を
妨
げ
て
い
る
こ

ぐ
わ
な
い
か
ら
か
。

（答
え
は
如
何
）
。

(2) (1) 

を
重
視
し
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
本
当
に
11

公
卿

よ
う
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
、
個
性
と
自
己
規
律
に
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
従
う

こ
と
が
で
き
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
ひ
と
り
静
寂
の
時
に
次
の
よ
う
に
自
問
し
こ
れ
に
対
し
て
正
直
に
こ
た
え
て
み
よ
う
。

自
分
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
加
わ
っ
た
の
は
、
犠
牲
に
な
る
と
い
う
自
覚
に
基
づ
い
て
の
こ
と
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
れ
以

外
に
楽
な
仕
事
が
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
か
。
（
答
え
は
如
何
。
そ
れ
に
つ

い
て
自
ら
答
え
よ）
。

自
分
が
監
督

c
o
n
t
r
o
l
e

さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
こ
れ
を
好
ま
な
い
の
は
、
本
当
に
If

秩
序
と
安
寧
"'
o
r
d
e
e
n
 v
r
e
d
e

の

そ
れ
と
も
た
ん
に
規
制
さ
れ
、
自
己
を
第

一
と
考
え
る
欲
望
に
そ
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う゚

こ
れ
は
又
、
公
式
的
な
も
の
で
も
な
く
誓
い
を
た
て
た
り
11

証
書
II

と
な
っ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
諸
君
は
こ
の
よ
う
に

し
て
、
自
己
規
律
に
徹
し
、

ま
た
個
（
主
体
）
性

p
e
r
s
o
o
n
l
i
j
k
h
e
i
d

を
得
る
た
め
の
問
い
か
け
を
、
（
こ
れ
以
外
に
も
）
自
ら
設

(
3
8
)
 

定
し
て
自
ら
に
設
問
で
ぎ
る
筈
で
あ
る
」
。

以
上
が
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
・
ジ
ョ
ヨ
。
フ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
が
ガ
ジ
ャ
・
マ
ダ
の
筆
名
で
記
し
た
『
汝
自
身
を
教
育
せ
よ
』
の
大
意
で
あ
る
。

そ
れ
を
紹
介
す
る
際
に
述
べ
た
こ
と
を
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
整
理
す
る
と
、
こ
の
論
文
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
ぎ
ょ

第
一
に
こ
の
論
文
は
、
①
ジ
ャ
ワ
語
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
す
る
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
語
で
あ
る
と
と
も
に
、
③
オ
ラ
ン

ダ
語
は
若
干
の

例
外
（
例
え
ば
、
透
徹
し
て
知
覚
す
る
と
い
う
語
は
、

i
n
z
i
c
h
t
,
d
o
o
r
zic
h
t

が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
を
除
い
て
は
、
否
定
的
含
意
で

用
い
ら
れ
（
そ
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
引
用
符
が
付
せ
ら
れ
、
例
え
ば
、

明
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、

イ
ェ
ス
か
ノ
ー
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
答
え
を
他
人
に
対
し
て
い
う
必
要
は

な
く
、
自
ら
の
こ
こ
ろ
の
内
に
し
ま
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
答
え
は
自
分
自
身
の
た
め
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
答
え
を

ロ
に
出
し
た
り
ペ
ソ
で
書
き
表
し
た
り
す
る
こ
と
に
意
味
は
な
い
。
口
や
ペ
ン
は
し
ば
し
ば
心
を
な
ぐ
さ
め
る
だ
け
の
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
が
If

お
れ
は
盗
賊
だ
1
.
II

と
言
っ

て
も
、

は
や
必
要
と
し
て
い
な
い
か
。
（答
え
は
如
何
）
。

か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
か
。
自
分
は
本
当
に
民
族
の
間
に
区
別
を
設
け
て
い
な
い
か
。
そ
し

て
自
分
は
本
当
に
人
民
に
対
し
て
同
じ
人
間
と
し
て
の
感
情
を
抱
い
て
い
る
の
か
。
す
な
わ
ち
人
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
を
も

的
精
神
,.
k
e
n
i
n
g
r
a
t
a
n
 

わ
れ
わ
れ
は
自
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
や
ペ
ソ
で
は
If

そ
う
で
は
な
い
。
お
れ
は
清
ら
か
だ
！
＂
と

表

い
わ
ゆ
る
知
性

ĉi
n
t
e
l
l
e
c
t
"

と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る
）
、

329 



る
」
（
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
一
九
三

0
年
の
「
東
ジ
ャ
ワ
大
会
」
で
の
演
説
、
第
五
章
参
照
）

が
ジ
ャ
ワ
文
化
を
蝕
む
（
「
コ
カ
イ
ン
の
よ
う
に
身
体
を
蝕
む
」
）
と
い
う
こ
と
を
端
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
⑱
の
こ
と
が

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
は
こ
の
論
文
の
内
容
と
密
接
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
論
文
で
は
パ
ン
デ
ィ

ト
や
グ
ル
が
か
つ
て
反
乱
の
中
核
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
ま
た
再
生
さ
れ
る
べ
き
〈
師
〉
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
よ
う

な
。
ハ
ン
デ
ィ
ト
（
グ
ル
）
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
は
。ハ
ン
デ
ィ
ト
的
属
性
よ
り
も
、

主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
ガ
ン
ジ
ー
に
始
ま
っ
て
セ
マ
ウ
ン
に
至
る
英
雄
p
a
h
l
a
w
a
n

は
い
ず
れ
も
。ハ
ン
デ
ィ
ト
で
あ
る
よ
り

も
よ
り
一
層
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
）
。
命
令
文
、
断
定
文
の
多
用
は
こ
の

一
文
の
輪
郭
を
く
っ
ぎ
り
と
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
戦
闘
指
令
」
と
し
て
の
性
格
を
こ
の
一
文
に
賦
与
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
論
文
は
ジ
ャ
ワ
文
化
の
文
脈
に
お
い
て
〈
人
民
〉
及
び
〈
民
族
主
義
〉
、
〈
民
族
教
育
〉
と
い
う
時
代
精

神
を
捉
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
時
代
精
神
を
個
々
の
読
み
手
の
内
面
に
定
着
さ
せ
、
活
性
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
こ
の
論
文
の
真
髄
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
禁
欲
と
自
己
規
律
（
こ
れ
は
い
ず
れ
も
〈
私
心
〉

p
a
m
r
i
h

を

統
御
す
る
と
い
う
文
脈
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
）
を
通
じ
て
、

け
が
え
の
な
い
個
性

diri
s
e
n
d
i
r
i
 

ひ
と
り
ひ
と
り
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ヮ
関
係
者
が
、

「パ

ン
デ
ィ
ト
で
あ

り
か
つ
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
で
あ
る
」
も
の
と
し
て
自
立
す
る
（
そ
の
こ
と
は
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
盲
従
せ
ず
、
各
々
、

を
開
花
せ
よ
、
と
い
う
形
で
主
張
さ
れ
る
）
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
一
方
、
こ
れ
ら
の
自
立
性
は
、

〈
人
民
に
帰
一
す
る
〉
と
い
う
観
念
に
よ
っ
て
結
合
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
〈
人
民
〉
こ
そ
、

ら
は
、
こ
の
一
文
に
「
闘
争
指
令
」
的
な
色
彩
を
与
え
て
い
る
。

よ
う
な
ス
タ
イ

ル
の
う
ち
①
及
び
③
の
こ
と
が
ら
は
、

ま
た
⑥
命
令
文
と
断
定
文
が
多
用

（
タ
イ
ト

ル
か
ら
し
て
命
令
文
で
あ
る
）
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ス
ク
イ
ル
を
も

っ
て
い
る
。
こ
の

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
と
ジ
ャ
ワ
語
が
「
相
互
に
翻
訳
不
可
能
で
あ

ク
シ
ャ
ト
リ
ア
的
屈
性
がか

こ
と
を
明
示
す
る
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
語
そ
の
も
の
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プ る
で
あ
ろ
う
か
。

宇
宙
の
主
宰
者

（
サ
ン
・
ヒ
ャ
ン
・
ウ
ェ
ナ
ン
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
は
、
こ
の
論
文
の
骨
格
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
場

合
サ
ン
・
ヒ
ャ
ン
・
ウ
ェ
ナ
ン
の
不
可
視
性
と
普
遍
性
に
ち
ょ
う
ど
対
応
す
る
形
で
〈
人
民
〉

R
a
k
j
a
t

と
い
う
概
念
は
ジ
ャ
ワ
人
に

と
っ
て
そ
の
不
可
視
性

(rakjat

は
ジ
ャ
ワ
語
で
な
い
）
と
普
遍
性

(rakjat

は
ジ
ャ
ワ
と
い
う
境
域
を
越
え
て
存
在
す
る
）
、

お
い
て
捉
え
ら
れ
る
。
同
時
に
ま
た
、

サ
ン
・
ヒ
ャ
ン
・
ウ
ェ
ナ
ン
の
意
思
は
「
神
々
が
不
正
を
放
置
し
て
い
る
」
時
に
真
の
〈
秩

序
と
安
寧
〉
を
回
復
す
べ
く
然
る
べ
き
人
物
に
仮
託
さ
れ
て
表
明
さ
れ
る
と
い
う
了
解
に
対
応
す
る
形
で
、
〈
人
民
〉
の
意
思
は
〈
秩

序
と
安
寧
〉
を
（
維
持
す
る
の
で
は
な
く
）
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
人
民
運
動

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n

rakjat 

に
仮
託
さ
れ
て
表
明
さ
れ
る
と
い
う
了
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
ま
た
、

絶
対
性
に
対
応
し
て
〈
人
民
〉
の
意
思
の
絶
対
性
が
提
示
さ
れ
、
何
者
も
（
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
自
身
も
）
そ
の
赤
裸
々
な
形
を
〈
人

民
〉
の
前
に
抗
し
難
く
さ
ら
け
出
す
。
従
っ
て
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
論
文
は
、
当
時
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
師
の
実
態
を
逆
に
照
射
す

る
と
い
う
性
格
を
も
併
せ
て
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
文
末
に
挙
げ
ら
れ
た
七
項
目
の
問
い
か
け
は
そ
の
こ
と
を
良
く
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
以
上
の
こ
と
が
ら
を
設
立
以
来
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
の
関
連
で
考
察
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
を
指
摘
し
う

第
一
は
、

ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
に
続
く
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
第
二
世
代
に
お
い
て
は
、

に

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
内

サ
ン
・
ヒ
ャ
ン
・
ウ
ェ
ナ
ン
の
意
思
の

ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー

（
こ
と
に
ス
タ
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ

ク
ス
モ
）
が
提
起
し
た
ジ

ャ
ワ
主
義
の
再
生
（
こ
れ
は
、

"
M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i
"
 

と
い
う
観
念
の
再
生
と
し
て
要
約
さ
れ
る
）
に
〈
人
民
〉

R
a
k
j
a
t

を
見
事
に
位
置
づ
け
（
こ
の
場
合
、
R
a
k
j
a
t
は

G
u
s
t
i
と
等
置
さ

れ
る
）
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ワ
主
義
を
活
性
化
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
第
二
世
代
が
範
型
と
し
て
目
差
し
た
の
は
、
パ
ン
デ
ィ
ト
的
属
性
で
あ
る
よ
り
も
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
的
属
性
で
あ
り
、
「
自

立
し
た
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
11
東
イ
ン
ド
国
家
の
人
民
と
し
て
再
生
す
る
」
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
継
承
さ
れ
た
の
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は
、
ス
タ
ッ
ト
モ
の
立
場
で
は
な
く
チ
プ
ト

・
マ
ソ
グ
ソ
ク
ス
モ
の
立
場
で
あ
り
、

じ
た
ス
ワ
ル
デ
ィ

・
ス

ル
ヤ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
の
立
場
で
あ
っ
た
。
た
だ
の

。ハ
ソ
デ
ィ
ト
で
は
な
く
、

11

バ
ン
デ
ィ
ト
11
シ
ナ
ト
リ
オ
II

p
a
n
d
i
t
o
'
si
n
a
t
r
io 
(
民
族
と
人
民
を
護
る
た
め
剣
を
と

っ
て
立
ち
上
が
る
備
え
を
し
て
い
る

。ハ
ン
デ
ィ
ト
11
グ
ル
）
が
第
二
世
代

第
三
に
、
右
の
第
一
、
第
二
の
こ
と
が
ら
を
言
語
の
問
題
と
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
、

中
で
新
た
に
創
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
言
語
）
の
文
脈
の
中
に
ジ
ャ
ワ
語
の
概
念
が
定
置
さ
れ
て
、
明
確
な
輪
郭
と
意
味
付
け
が
与
え
ら

れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
し
そ
こ
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
は
文
字
通
り
―
つ
の

パ
ラ
タ
イ
ム
（
範
型
）
で
あ
り
、
そ
の
バ
ラ
ダ
イ
ム

に
基
、
つ
い
て
、
ジ
ャ
ワ
語
が
（
場
合
に
よ
っ
て
は
「
レ
ン
ト
ゲ
ソ
の
光
」
の
よ
う
な
西
欧
語
が
）
「
活
用
」
の
形
を
得
て
い
る
の
で

ス
デ
ィ
ヨ
ノ

・
ジ
ョ
ヨ
。
フ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
が
『
汝
自
身
を
教
育
せ
よ
』
を
記
し
て
い
た
一
九
三
一
年
末
か
ら
一
九
三
二
年
半
ば
に
か

け
て
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
、

ま
た
、

に
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
組
織
が
整
序
さ
れ
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。

第
三
節

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
論
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
人
民
志
向
性
」
が
顕
著
に
示
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
と
と
も

オ
ラ
ン
ダ
的
植
民
地
教
育
の
否
定
と
こ
れ
に
拮
抗
す
る
民
族
教
育
の
形
成
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
先
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
限
ら

ず
、
こ
の
時
期
の
他
の
論
者
の
主
張
の
中
に
も
繰
り
返
し
現
わ
れ
て
く
る
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
デ

ワ
ン
ト
ロ
の
論
文
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
み
ら
れ
た

〈
人
民
と
の
一
体
化
〉
な
い
し

デ
ワ
ン
ト
ロ
の

「
聖
な
る
家
族
」
思
想

あ
る
。

の
理
想
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
原
住
民
委
員
会
」
事
件
で
主
役
を
演

イ
ド
ネ
シ
ア
語
（
す
な
わ
ち
人
民
運
動
の
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第七章 く人民主義〉とく聖なる家族〉の思想

用
い
て
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

〈
人
民
思
想
の
内
在
化
〉
と
い
う
主
張
と
は
微
妙
に
そ
の
色
彩
を
異
に
す
る
主
張
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
に

お
い
て
は
、

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が
〈
聖
な
る
大
家
族
〉
で
あ
る
と
い
う
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
枠
組
が
先
ず
も
っ
て
強
調
さ
れ
る
と
と

も
に
、
先
の

"
M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 Ian 
G
u
s
t
i
"

と
い
う
概
念
は
こ
の
”
大
家
族
＂
に
対
し
て
＂
帰
一
す
る

"
m
a
n
u
n
g
g
a
l

す
る

と
い
う
文
脈
で
説
き
明
か
さ
れ
る
と
い
う
主
張
と
し
て
示
さ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

ク
ス
ト
ロ
フ
ィ
を
も
た
ら
す
＂
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
く
り
か
え
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
植
民
地
的
教
育
制
度
と
拮
抗
す
る
教
育
制
度
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
表
裏
を
な
し
て
い
る
。

『
プ
サ
ラ
』
誌
の
創
刊
さ
れ
た
一
九
三
一
年
一

0
月
か
ら
「
私
学
校
条
令
」
闘
争
の
始
ま
る
一
九
三
二
年
九
月
ま
で
の
一
年
間
に

彼
が
同
誌
上
に
掲
載
し
た
論
文
は
十
数
編
に
及
ん
で
い
る
が
、
こ
の
内
、
も
っ
と
も
良
く
ま
と
ま
っ
た
論
稿
は
、

(39) 

ら
暮
れ
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た
『
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
お
け
る
肉
体
と
精
神
の
結
合
に
つ
い
て
』
＾
＾
P
e
r
t
a
l
i
a
n
lahir 
cl
a
n
 b
a
t
i
n
 
d
a
,
 

そ
こ
で
は
先
ず
、

d
a
n
 d
a
m
a
i
 

(40) 

で
あ
る
」
。

tertib 

ス
タ
ッ
ト
モ
の
II

智
恵
な
き
民
主
主
義
は
カ

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
設
立
原
則
と
し
て
こ
れ
が
「
聖
な
る
大
家
族
」
と
い
う
特
徴
を
も
つ
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
II

自
立
の
精
神
"'

k
e
m
e
r
d
e
k
a
a
n
,
d
i
r
i

は、

II

秩
序
と
安
寧
II

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
＂
秩
序
と
安
寧
＂
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
最
高
の
目
標

こ
の
よ
う
に
、
彼
が
”
秩
序
と
安
寧
＂
を
”
自
立

II

に
先
が
け
て
強
調
す
る
の
は
、
そ
の
背
後
に
、
次
の
よ
う
な
II

西
欧
的
民
主

主
義
II

に
対
す
る
危
機
意
識
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
そ
の
こ
と
を
、

l
a
m
 T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
"

で
あ
る
。

か
つ
て
の
ス
ク
ッ
ト
モ
の
テ
ー
ゼ
を

「
自
立
の
精
神
を
重
視
す
る
と
と
も
に
秩
序
と
安
寧
と
い
う
こ
と
が
ら
を
最
高
の
目
標
と
す
る
こ

と
は
、

別
言
す
れ
ば
、
分
権

一
九
三
一
年
秋
か
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す
な
わ
ち
別
言
す
れ
ば
、
組
織

o
r
g
a
n
i
s
a
t
i
e

c
e
n
t
r
a
l
e
 
e
e
n
h
e
i
d

を
忘
れ
て
行
な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
ま
た
、

民
主
主
義
は
全
体
の
利
益
を
お
か
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

d
e
m
o
c
r
a
t
i
e
j
a
n
g
 ta
'
b
o
l
e
h
 m
e
n
j
a
l
a
h
i
 k
e
p
e
n
t
i
n
g
a
n
 u
m
 
u
m
 
0
 

11

知
恵
を
と
も
な
わ
な
い
民
主
主
義
は
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
に
破
減
を
も
た
ら
す
“
と
い
う
の
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
初
代
議
長
の

ス
タ
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
別
言
す
れ
ば
、

ィ
ロ
モ

ウ
ィ
ロ
ゴ

w
i
r
a
g
a

(
行
為
の
秩
序
）
が
、

ウ

w
i
r
a
m
a
 
(
自
己
抑
制
、
精
神
の
秩
序
）
に
と
も
な
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
平
安
は
訪
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

し
サ
ロ
ソ

s
a
r
o
n

や
グ
ン
デ
ル

g
e
n
d
e
r

や
そ
の
他
の
ガ
メ
ラ
ン
楽
器
の
各
部
分
が
い
か
に
よ
く
演
奏
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
が

ハ
ー
モ
ニ
ー
な
い
し
全
体
の
ウ
ィ
ロ
モ
と
相
和
さ
な
い
な
ら
ば
、
ガ

メ
ラ
ソ
音
楽

g
e
n
d
i
n
g

は
き
っ
と
聞
く
に
た
え
な
い
も
の

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

西
洋
の
民
主
主
義
と
東
洋
の
民
主
主
義
の
相
違
は
実
に
こ
の
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
西
洋
流
は
”
個
人
.,
i
n
d
i
v
i
d
u

の
独
立

を
も

っ
と
も
重
視
し
個
人
は
全
体
の
秩
序
11
規
則
に
従
う
こ
と
を
好
ま
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
東
洋
の
民
主
主
義
は
”
す
べ
て
の

個
人
の
一
体
化
"
p
e
r
s
a
t
u
a
n
n
j
a
・s
e
m
u
a
 i
n
d
i
v
i
d
u
 

す
な
わ
ち
、

.

.
 
‘
、
中
央
の
統

d
e
c
e
n
t
r
a
h
s
a
t
l
e
 
-.“ 

の
確
立
を
も

っ
と
も
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
人
が
独
立
し
て
い

る
こ
と
を
減
じ
て
い
る
が
し
か
し
全
体
と
ひ
と
つ
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
、

そ
し
て
、

心
の
底
か
ら
全
体
の
利
益
に
対
し
て
自
ら

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(41
)

を
献
げ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
”
君
臣
が
帰
一
す
る
"
m
a
n
u
n
g
g
a
l
i
n
g
 K
a
w
u
l
o
-G
u
s
t
i

の
で
あ
る
」
（
傍
点
は
デ
ワ
ン

ト
ロ
）
。

次
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
組
織
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。

「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
外
形
的
な
団
体

B
a
d
a
n
lahir

で
あ
る
と
と
も
に
精
神
的
な
団
体

B
a
d
a
n
b
a
t
i
n

で
も
あ
る
。
…
・
・
・
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
が
家
族
的
な
結
束
を
有
し
て
い
る
の
は
こ
れ
が
精
神
的
な
団
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

は
わ
れ
わ
れ
の
団
体
を
指
し
、

家
族

k
e
l
u
a
r
g
a

は
、
わ
れ
わ
れ
の
精
神
的
な
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第七章 く人民主義〉とく聖なる家族〉の思想

に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

s
u
t
j
i
,
t
a
t
a
,
n
g
e
s
t
i
,
t
u
n
g
g
a
l
 

こ
の
大
い
な
る
聖
な
る
家
族
の
成
員
と
は
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
。
通
常
の
組
織
な
ら
ば
、
＂
網
領
及
び
規
約

"
^
"
S
t
a
t
u
t
e
n
d
a
n
 

R
eg
l
e
m
e
n
t
"

で
結
び
つ
け
ら
れ
、

If

会
費
I
I
C
o
n
t
r
i
b
u
t
i
e

を
支
払
っ
た
者
は
誰
で
も
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
会
費

を
払
い
規
約
に
従
う
限
り
、
何
を
し
て
も
よ
い
。
組
織
の
成
員
と
し
て
の
連
帯
感
は
、
演
説
と
討
論
が
あ
り
動
議
が
出
さ
れ
野
次

が
飛
ば
さ
れ
抗
弁
が
あ
り
さ
ら
に
駆
け
引
ぎ
の
応
酬
が
あ
っ
た
の
ち
多
数
決
に
よ
っ
て
決
定
が
行
わ
れ
る
と
い
う
会
議
に
出
席
す

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
成
員
と
は
、
時
々
会
議
に
出
席
し
て
発
言
す
る
人
々
で
は
な
く
、

II
ひ
と
つ
の
理
想
II

に
よ
っ
て
心
の
底

か
ら
結
び
合
わ
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
毎
日
慟
く
人
々
で
あ
り
、
そ
れ
も
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
勤
務
し
て
い
る
か
ら
そ
う
す

る
と
い
う
の
で
は
な
い
人
々
で
あ
る
。

…
•
•

•
こ
の
よ
う
な
人
々
は

、

家
族
の
成
員

a
n
g
g
o
t
ake
l
u
a
r
g
a

と
名
付
け
た
方
が
良
い
。

そ
れ
は
、
彼
ら
が
規
則
に
よ
っ
て
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
考
え
て
は
な
ら
ず
、
聖
な
る
こ
こ
ろ

r
a
s
a
k
e
s
u
t
j
i
a
n

す

な
わ
ち
、
家
族
め
い
め
い
の
結
び
付
き
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

彼
ら
は
、

ジ
ャ
ワ
語
で
い
う

m
a
n
g
e
s
t
i

p
e
r
s
a
t
u
a
n

す
な
わ
ち
規
則
の
ゆ
え
に
良
き
行
な
い
を
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、

(42) 

理
想
を
目
差
す
ゆ
え
に
良
き
行
な
い
を
す
べ
き
で
あ
る
者
た
ち
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
：

．．．
．
 
」
（
イ
タ
リ
ッ
ク
体
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
）
。

こ
う
記
し
た
あ
と
、

ト
ロ
ま
、
.._ 

デ
ワ
ン

．．
 

1
 sut11
-tata
-n
g
e
s
t
i
,
t
u
n
g
g
a
l
 

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
設
立
の
年
を
示
す
標
語
を
な
し
て
い
た

(43) 

と
は
た
ん
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
設
立
の
年
（
ジ
ャ
ワ
暦
で
一
八
五
三
年
）
を
示
す
だ
け
の
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
聖
な
る
性
格
を
表
わ
す

m
a
n
t
r
a

(
マ
ソ
ト
ラ
、
秘
義
）
で
あ
り
、
標
語

s
e
m
b
o
j
a
n

で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
の
状
態
は
こ
れ
と
は
大
い
に
異
な
る
。

る

b
e
r
-v
e
r
g
a
d
e
r
i
n
g

こ
と
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
体
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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シ
ソ
ボ
ル

s
y
m
b
o
o
l

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に

k
e
'
s
u
t
ji,
a
n

(
聖
な
る
こ
と
）
と
は
わ
れ
わ
れ
の
魂

d
j
i
w
a

で
あ

り、

ta
ta

(
秩
序
）
と
は
わ
れ
わ
れ
の
体

b
a
d
a
n

で
あ
り
、

e
s
ti

(
高
貴
な
理
想
を
抱
く
こ
と
）
と
は
わ
れ
わ
れ
の
運
動
で
あ
り
、

そ
し
て
t
u
n
g
g
a
l

(
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
）
は
完
璧
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
の
目
標
で
あ
る
。

s
u
tji,
tata,
n
g
e
sti,
t
u
n
g
g
el

こ
そ
独
立
し
た
人
間
の
護
符

d
ji
m
at

で
あ
る
。
こ
の
章
句
に
よ
っ
て
す
ぺ
て
の
誘
惑
や
邪
悪
が

(

4
4
)
 

消
え
失
せ
、
わ
れ
わ
れ
は
確
固
と
し
て
立
ち
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
完
全
に
至
る
の
で
あ
る
…
…
」
。

こ
の
よ
う
に
、
設
立
以
来
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
標
語
が
あ
ら
た
め
て
説
か
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
〈
家
族
共
同
体
〉
と
し
て
の

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
成
員
は
こ
の
〈
聖
な
る
大
家
族
〉
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、
心
掛
け
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
ヘ
の
入
会
を
希
望
す
る
者
へ
は
例
え
ば
一
年
間
の
試
験
期
間
を
お
い
て
彼
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
一
員
で
あ
る
こ

と
が
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
当
時
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
急
激
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
へ
の
現
実
的
な
対
応
策
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
傷
つ
け
る
な
、
と
い
う
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
警
告
は
、
彼
が
こ
の
論
文
を
記

し
た

一
年
後
に
は
じ
ま
る

「
私
立
学
校
条
令
」
闘
争
に
お
い
て
、

こ
の
論
文
は
、

い
く
た
び
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
内
部
的
結
束
こ
と
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
的
秩
序
の
あ
り
方
を
主
と
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
民
主
主
義
へ
の
理
解
こ
と
に
ス
タ
ッ
ト
モ
の
テ
ー
ゼ
ヘ
の
言
及
は
、
そ
の
ま
ま
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の

(45) 

「
遺
言
」
で
あ
る
「
民
主
主
義
と
指
導
性
」
論
文
(
-
九
五
九
年
）
の
内
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
〈
外
面
と
内
面
と
の
結
合
〉
と
い
う
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
主
張
は
、
『
教
育
の
特
徴
と
目
的
に
つ
い
て
』
＾
＾
T
e
n
ta
n
g

S
i
f
a
t
 

d
a
n
 M
a
k
s
u
d
 P
e
n
d
id
i
k
a
n
"
 (
一
九
三

一
年
―
二
月
号
）
と
題
す
る
ョ
ー
ロ
ッ
パ
教
育
思
想
の
歴
史
を
抄
説
し
た
論
文
に
お
い
て
も
認
め

(
46
)
 

ら
れ
る
。
こ
の
論
文
の
中
で
注
目
し
う
る
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
教
育
の
目
的
が
「
智
恵
こ
そ
が
肉
体
と
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第七章 く人民主義〉とく聖なる家族〉の思想

「
民
族
教
育
と
植
民
地
教
育
の
区
別
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
前
者
は
、

g
e
r
s
)

〔
人
民
（
国
民
）
〕
を
形
成
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
知
識
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
植

民
地
政
府
の
手
助
け
を
す
る
者
と
な
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
植
民
地
教
育

わ
ち
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

う
主
張
を
、
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
示
し
て
い
る
。

rakjat 
(
s
t
a
a
t
s
b
u
r
 

精
神
の
一
体
化
と
い
う
完
全
さ
を
求
め
る
道
で
あ
る
。」
と
い
う
〈
智
恵
〉

w
ijsheid

に
注
目
し
て
い
る
点
と
、
近
年
の
新
し
い
教

育
思
想
が
知
性
主
義
へ
の
反
省
と
し
て
出
現
し
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
「
こ
れ
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
教
育
学
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
い
さ
さ
か
も
新
奇
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
す
べ
て
を
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
ち
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
そ
れ

ら
は
、

わ
れ
わ
れ
自
身
の
教
育
学
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
西
欧
諸
国
で
11

新
し
い
学
問
＂
と
し
て
目
下
出
現

し
つ
つ
あ
る
教
育
学
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
長
き
に
わ
た
っ
て
保
持
し
て
き
た

(47) 

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
〈
智
恵
の
伝
統
〉
へ
の
注
目
と
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
育
思
想
の
〈
超
近
代
性
〉
の
賞
掲
は
、
こ
の
新
し
い
思
想
家
の
中
に

神
智
学
協
会
の
指
導
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
ア
ニ
ー
・
ベ
サ
ン
ト
を
含
め
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
成
立
以
前

に
「
再
建
」
グ
ル
ー
。
フ
及
び

ス
ラ
サ
・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
。フ
が
標
榜
し
て
い
た
思
想
を
た
だ
ち
に
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の

〈
秩
序
〉
を
「
聖
な
る
大
家
族
」
へ
の
一
体
化
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
と
説
く
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
〈
秩
序
〉
を
創
出
す
る
こ
と
が
、
植
民
地
的
教
育
制
度
を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い

一
九
三
一
年
―
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
閲
領
東
イ
ン
ド
教
師
同
盟
の
抵
抗
あ
る
い
は
植
民
地
的
中
等
学
校

'̂P
r
o
t
e
s
t
 P•
G
. 

H
.
 B
.
 at
a
u
 
H
a
n
t
j
u
r
n
j
a
 
S
y
s
t
e
e
m
 H
I
S
 K
o
l
o
n
i
a
)
"
 

HIS
の
粉
砕
』

(48) 

で
は
そ
の
よ
う
な
主
張
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
が
祖
国
と
民
族
の
尊
厳
を
担
う
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ば
次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。

は
わ
れ
わ
れ
の
人
民
を
損
な
う
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
き
い
。
例
え
ば
、
教
師
は
オ
ラ
ン
ダ
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
子
供
た
ち
は
オ
ラ
ン
ダ
に
対
し
て
従
順
と
な
り
人
民
自
身
の
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
教
え
ら
れ

(49) 

る
内
容
も
人
民
の
生
活
に
役
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
」
。

し
か
も
そ
の
上
に
、
植
民
地
政
府
は
、
「
経
済
不
況
の
し
わ
よ
せ
を
教
育
制
度
に
か
ぶ
せ
、
教
育
の
質
と
量
を
著
し
く
低
下
さ
せ

て
い
る
」
。
こ
れ
は
、
「
人
民
か
ら
し
ぼ
り
と

っ
た
税
金
を
ま
っ
た
く
人
民
の
手
に
戻
そ
う
と
し
な
い
こ
と
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
従

(50) 

っ
て
、
政
府
の
学
校
の
教
師
た
ち
は
今
こ
そ
「
人
民
の
下
へ
戻
り
」
「
人
民
の
た
め
の
教
育
」
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

以
上
が
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
主
張
の
骨
子
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
政
府
の
教
育
制
度
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
で
あ
る
と
と

も
に
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
植
民
地
政
府
の
意
図
す
る
人
間
像
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
人
間
像
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
主
張
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
内
部
に
対
し
て
は
、
〈
聖
な
る
家
族
〉
と
い
う
共
同
体
的
性
格
を
主
張
し
、
外
部
に
対
し
て
は

植
民
地
支
配
制
度
に
対
す
る
対
抗
制
度
と
し
て
の
立
場
を
主
張
す
る
と
い
う
の
が
こ
の
時
期
の
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
論
文
に
み
ら
れ
る
特

徴
で
あ
っ
た
。

以
上
に
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
と
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
論
文
を
通
し
て
両
者
の
思
想
を
考
察
し
た
。
こ
れ
を
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
す
れ

「
聖
な
る
大
家
族
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
」
と
い
う
第
一
回
全
国
大
会
以
来
の
組
織
の
あ
り
方
に
お
い
て
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
こ
の
家
族

の
中
心
に
「
父
」
と
し
て
存
在
す
る
。
こ

の
「
父」

は
、
先
ず
も

っ
て
〈
人
民
の
意
思
〉
を
感
得
す
る
者
で
あ
る
。
家
族
の
成
員
た

る
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
徒
は
、
こ
の
「
父
」
と
絶
え
ず
相
感
応
し
「
父
」
が
感
得
し
た
こ
と
を
自
ら
も
感
得
し
つ
つ
そ
れ
を
内
在
化
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(

9

)

一
九
三
五
年
を
も
っ
て
、
再
び
『
ワ
シ
ト
』
が
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
以
後
は
『
ワ
シ
ト
』
は
教
育
問
題
、
教
育
思
想
一
般
を
扱
か

い
『
プ
サ
ラ
』
は
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
自
体
の
諸
問
題
を
扱
か
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
『
プ
サ
ラ
』
の
誌
面
は
精
彩
の
欠
け
る
も
の
と
な
る
。

(
1
0
)

ス
デ
ィ
ヨ
ノ

・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
自
身
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
余
り
多
く
な
い
が
、
彼
は
一
九

0
三
年
に
ジ
ャ
ワ
島
（
そ
の
場
所
は
明
ら
か

で
な
い
が
お
そ
ら
く
東
ジ
ャ
ワ
の
い
ず
れ
か
の
場
所
）
で
生
れ
、
オ
ラ
ソ
ダ
植
民
地
政
府
の
学
校
で
教
師
を
つ
と
め
て
い
た
が
、
一
九
二
三
年
末
か
二
四
年
の
初
頭
に

は
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
加
わ
り
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
支
部
の
指
導
者
兼
校
長
と
な
っ
た
。
本
稿
で
み
る
よ
う
に
そ
れ
以
降
は
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
中
心
的
な
指
導
者
の
ひ

と
り
と
し
て
精
力
的
に
活
躍
し
た
。
一
九
三

0
年
代
の
末
か
四

0
年
代
の
は
じ
め
に
次
第
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
か
ら
身
を
引
き
日
本
軍
政
時
代
に
は
海
軍
武
官
府
に

勤
務
す
る
「
海
軍
派
」
に
属
し
ま
た
『
ア
ジ
ア
・
ラ
ヤ
』
紙
の
編
集
に
加
わ
っ
た
。
一
九
四
五
年
―
一
月
（
も
し
く
は
一
―
一
月
）
に
マ
デ
ィ
ウ
ソ
で
「
イ
ソ
ド
ネ
シ

ア
労
働
者
党
」

Partai

B
u
r
u
h
 
In
d
o
n
e
s
ia
,
 (P
B
I
)

の
設
立
に
参
加
し
、
四
六
年
に
は
同
党
所
属
の
国
会
議
員

(
K
N
I
P
11
K
o
m
i
t
e

N
a
s
ion
a
l
 I
n
d
o
n
e
s
i
a
 

P
u
s
a
t)
に
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
P

B

I
を
設
立
し
同
党
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
の
は
、
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
よ
り
十
歳
若
く
(
-
九
一
三
年
生
れ
）
、

一九――

1
0年
代
に
ク

マ
ソ
・
シ
ス
ワ
で
学
ぶ
と
と
も
に

ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
卒
業
生
会
の
組
織
者
と
し
て
活
躍
し
た
シ
ャ
ム
ス

・
ハ
ル
ヤ

・
ウ
ダ
ヤ

S
j
a
m
s
u
H
a
r
j
a
 U
d
a
j
a

で
あ

っ
た

（
な
お
、
こ
の
ク
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
卒
業
生
会

P
B
M
T
S:
P
e
rsa
tu
a
n
 B
e
k
a
s
 M
urid 
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a

は
一
九
一
二
八
年
二
月
六
日
の
ス
ラ
カ
ル
タ
で
の
会
議
に
よ

っ
て
正
式
に
発
足
し
た
。
•
^
M
a
k
l
u
m
a
t

,
"
P
u
s
a
r
a
,
 Vo
l
.
 
8
.
 N
o
.3
,
 Ja
n
u
a
r
y
 
1
9
3
8
,
 p.
 59
)
。

P

B
ー
に
参
加
し
た
以
降
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
そ
の
後
も
シ
ャ
ム
ス

・
ハ
ル
ヤ

・
ウ
ダ
ヤ
と
行
を
と
も
に
し
た
と
考
え
ら
れ
、

ハ
ル
ヤ
・
ウ
ダ
ヤ
と
と
も
に
ク
ソ
・

マ
ラ
カ
の
率
い
る
「
闘
争
同
盟
」

P
e
r
s
a
t
u
a
n
P
e
r
d
j
u
a
n
g
a
n

に
参
加
し
た
。
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
ま
た
一
九
四
六
年
の
「
七
月
三
日
事
件
」
に
も
関
係
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
八
年
以
降
は
ジ
ャ
カ
ル
ク
に
居
を
定
め
て
B
.
M
・
デ
ィ
ア

D
i
a
h
が
主
宰
す
る
H
刊
紙
『
ム
ル
デ
カ
』

M
e
rd
e
k
a
の
編
集
に
た
ず
さ
わ

っ
た
。
一
方
彼
は
、

P
B
I
に
参
加
し
て
以
降
、
ク
ン
・
マ
ラ
カ
の
「
熱
烈
な
信
奉
者
」
と
し
て
ム
ル
バ
党
の
立
場
か
ら
共
産
党
に
対
抗
し
、
一
九
六
二
年
に
は
『
P

K

I
I
I
S
I
B
A
R
は
ク
ソ

・
マ
ラ
カ
に
反
対
す
る
』

(
P
K
I
=
S
iba
r
C
o
n
tr
a
 T
a
n
 M
a
l
a
k
a
,
 Dj
a
k
a
rt
a
,
 19
6
2
)

を
著
し
て
、
イ

ソ
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
が

コ
｀
‘
、
ソ
テ
ル

ソ
と
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
指
示
を
守
っ
た
ク
ソ

・
マ
ラ
カ
の
反
対
を
押
し
切
り
あ
え
て
二
六
年
蜂
起
を
行
な
っ
た
う
え
に
そ
の
失
敗
を
ク
ン

・
マ
ラ
カ
の
罪

だ
と
し
て
彼
に
無
実
の
罪
を
着
せ
て
い
る
と
し
て
共
産
党
を
激
し
く
非
難
し
た
。

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
一
九
七
三
年
一
月
―
―

1
0
日
に
死
亡
し
た
。

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
関
係
者
は
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
独
立
後
は
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
か
ら
ま
っ
た
く
離
れ
た
が
最
期
ま
で
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
惜
し
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。

な
お
右
の
記
述
は
以
下
の
も
の
に
よ
る
°
K
e
m
e
n
t
e
r
ia
n
 P
e
n
e
r
a
n
g
a
n
 R
e
p
.
 In
d
o
n
e
s
i
a
,
 K
a
m
i
 P
e
r
k
e
n
a
l
a
n
,
 D
jaka
rta
,
 19
5
0
 (
?

)

,
 

p
.
 87
.
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第
一
回
全
国
大
会
か
ら
、

第
一
節

一
九――

-0年
―
一
月
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
西
ジ
ャ
ワ
会
議
、

一
般
指
導
者

P
em
i
mpi
n
U
m
u
m
の

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
動
向
を
具
体
的
に
あ
と
づ
け
て
み
る
。
こ
の
時
期
は
、

一
九
三
一
年
三
月
ジ
ョ
ク
ジ

ャ
カ
ル
ク
で

の

〈
系
統
化
〉

一
九
三
二
年
一

0
月
か
ら
始
ま
る

「
私
学
校
条
令
」
闘

（
全
国
大
会
以
降
_
ー
一
九
三

0
年
し

一
九
三
二
年
）

前
章
に
お
い
て
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
中
心
に
一
九
三

0
年
代
初
頭
の
タ

マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
お
い
て
標
榜
さ
れ
て
い
た
思

想
を
整
理
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
は
現
実
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
運
動
に
お
い
て
は
、
第

一
に
先
の

「
秩
序
形
成
の
原
理
」
の
制

度
化
と
し
て
示
さ
れ
、
第
二
に
植
民
地
教
育
制
度
へ
の
強
い
批
判
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
又
、

の
た
め
の
原
理
の
模
索
」
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
営
為
と
思
想
を
反
映
し
て
い
た
。

本
章
で
は
、

一
九
三
〇

年
代
初
頭
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
運
動
を
い
ろ
ど
っ
て
い
た
「
民
族
主
義
精
神
の
昂
揚
」
、
「
非
協
力
政
策
の
遂
行
」
、
「
組
織
化

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
論
文
に
み
ら
れ
る
通
り
の
〈
人
民
主
義
〉
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
で
開
花
し
て
い
た
の
と
同
じ
時
期
の

争
に
向
け
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
（
あ
た
か
も
予
定
調
和
的
に
）
そ
の
「
戦
闘
準
備
」
を
完
了
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

中
ジ
ャ
ワ
会
議
（
い
ず
れ
も
後
述
）
に
至
る
期
間
を
通
じ
て
も
っ
と
も
注
目
し
う
る
こ
と
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
組
織
が
「
指
導

第

八

章

組

織

化

11
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第八章 組織化 II

③
ァ
ル
ゴ
プ
ロ
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
an
A
rg
o
p
uro 

こ
れ
は
ジ
ェ
ン
ベ
ル

D
j
e
m
b
e
r
、
タ
ン
グ
ル

(1) 

の
連
鎖
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
る
と
い
う
体
制
が
と
と
の
え
ら
れ
て

い
っ
た
こ
と
、
並
び
に
ま
た
、
こ
の
連
鎖
を
成

立
さ
せ
る
た
め
に
地
方
か
ら
中
央
へ
至
る
各
支
部
の
〈
中
間
組
織
〉
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
(G
a
b
u
n
g
a
n
)
 

第
一
回
全
国
大
会
で
提
議

・
採
択
さ
れ
た
「
支
部
連
合
」

G
o
l
o
n
g
an

は
、
そ
の
後
各
地
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
「
支
部

一
九
三

0
年
代
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
活
動
の
主
要
な
拠
点
と
な
り
、
地
域
ご
と
の
会
合
、
そ
れ
に
と
も
な
う
決
議
の
採

択
な
ど
、
こ
の
「
支
部
連
合
」
を
単
位
と
し
て
頻
繁
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
「
支
部
連
合
」
が
、
ど
の
時
点
で
ど
の

地
域
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
な
い
が
、

い
ま
、「

一
九
三
一
年
七
月
よ
り

―一

月

一
九
日
ま
で
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
中
央
金
庫
へ
の
納
入
状
況
」
す
な
わ
ち
、

年
五
月
現
在
で
設
立
さ
れ
て
い
た
各
支
部
の
同
年
七
月
よ
り

―一

月
に
至
る
納
入
金
額
を
表
示
し
て
い
る

一
覧
表
に
基
づ
い
て
、

(
1

)
 

九
三
一
年
当
時
の
各
地
支
部
及
び
「
支
部
連
合
」
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
そ
の
当
時
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体
で
九
一

の
支
部
が
記
録
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
次
の
「
支
部
連
合
」
に
分
け
ら
れ
て

ブ
ラ
ン
バ
ン
ガ
ン
支
部
連
合

G
o
lon
g
a
n
B
elan
b
a
n
g
a
n
 

ャ
ン

S
e
p
a
n
d
j
a
n
g
,
G
l
n
m
.、
カ

リ
ス
テ
ル

K
a
li
seta
il
、
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ

B
anju
w
a
n
g
i、
カ
リ
バ
ル

n
n
g
の
七
支
部
よ
り
な
る
。
こ
の
内
主
要
都
市
は
バ

ニ
ュ
ワ
ン
ギ
で
あ
る
。

い
る
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ャ
ワ
の
東
端
部
か
ら
西
方
へ
向
か
っ
て
、

入
状
況
」
の

一
覧
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

連
合
」
は
、

者
」

P
e
m
i
m
p
i
n

こ
れ
は
、

T
an
g
gul
、

K
ali
ba
ru
、

ハ
メ
カ
サ
ン

チ
ル

リ
ン

Tjilu

ヽ

ス
ロ
ノ

S
r
o
n
o

ヽ

ゲ
ン
テ
ソ

G
e
n
teng

ス
パ
ン
ジ

一
九
三

一

そ
の
大
体
の
様
相
は
、
「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
中
央
金
庫
へ
の
納
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(7) 

マ
デ
ィ
ウ
ン
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
M
a
d
i
u
n
 

の

⑱

ダ

ハ

支

部

連

合

G
o
l
o
n
g
a
n
D
a
h
a
 

ロ
ソ

P
l
o
s
s
o
、
チ
ュ
キ
ル

T
j
u
k
i
r
、
ジ
ョ
ム
バ
ン

D
j
o
m
b
a
n
g

の
五
支
部
を
含
み
、

ヽ

K
e
r
t
o
s
o
n
o
 

モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
を
中
心
と
す
る
（
「
中
心
と
す

(5) 

モ
ジ
ョ
パ
イ
ト
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
M
o
d
j
o
p
a
h
i
t
 

中
心
と
す
る
。

B
a
n
g
k
a
l
a
n

の
六
支
部
を
含
み
、

ス
ラ
バ
ャ
を

④
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
D
j
e
n
g
g
a
l
a
 

P
a
r
n
e
k
a
s
a
n
、
バ
ン
ジ

・
シ
テ
ゥ
ポ
ソ
ド

P
a
n
d
j
i
S
i
t
u
b
o
n
d
o
、
シ
テ

ゥ
ボ
ン
ド

サ
ッ
ト

Kalisat
、
ラ
ム
ピ
プ
ジ

R
a
m
p
i
p
u
d
j
i
、
ア
ム
プ
ル

A
m
b
u
l
u
、
ク
ラ
カ

K
l
a
k
a
h
、
ル
マ
ジ
ャ
ン

K
e
n
t
j
o
n
g
、
プ
ロ
ボ

リ
ン
ゴ

P
r
o
b
o
l
i
n
g
g
o
、
ク
ラ
ク
サ
ア
ン

K
r
a
k
s
a
a
n

の
一
四
支
部
を
含
む
。
ジ
ェ
ン
ベ
ル
、

ロ
ボ
リ
ン
ゴ
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
等
の
都
市
を
含
み
、
最
大
の
支
部
数
を
も
っ
「
支
部
連
合
」
を
な
し
て
い
る
。

リ

T
o
s
a
r
i

の
四
支
部
を
含
む
。

B
o
n
d
o
w
o
s
o
、

P
o
r
 

カ
リ

ル
マ
ジ
ャ
ソ
、
プ

マ
ラ
ソ
を
中
心
と
す
る
連
合
で
あ
る
。
な
お
当
時
の
マ
ラ
ン
か
ら
の
上
納
金
は
一
カ
月
に
つ
き
五

0
フ
ロ
ー
リ
ン
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
マ
ク
ラ
ム
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ

ル
タ
）
の
一

0
0か
ら
一
五

0
フ
ロ
ー
リ
ソ
に
次
ぎ

ス
ラ
バ
ヤ
の
五

0
フ
ロ
ー
リ
ン
と
並
ん
で
第
二
位
の
高
額
を
示
し
て
い
る
。

ス
ラ
バ
ヤ

S
u
r
a
b
a
j
a
、
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ

W
o
n
o
k
r
o
m
o
、
ポ
ロ
ン

r
o
n
g
、
ポ

ジ
ョ
ネ
ゴ
ロ

B
o
d
j
o
n
e
g
o
r
o
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ

S
i
d
o
a
r
d
j
o
、
バ
ン
カ
ラ
ン

モ
ジ
ョ
ク
ル
ト

M
o
d
j
o
k
e
r
t
o
、
モ
ジ
ョ
ア
グ
ン

M
o
d
j
o
a
g
u
n
g
、プ

る
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
支
部
の
内
上
納
金
の
額
が
顕
著
に
多
い
も
の
を
指
し
て
い
る
）
。

テ
ゥ
ル
ン
ア
グ
ン

T
u
l
u
n
g
a
g
u
n
g
、
ブ
リ
タ
ル

Blitar
、
ク
ル
ト

ソ
ノ

ク
サ
ム
ペ
ン

K
e
s
a
m
b
e
n
、
タ
ル
ソ

T
a
l
u
n
、
パ
レ

P
a
r
e
の
六
支
部
を
含
む
。
都
市
で
い
え
ば
ブ
リ
タ
ル
が
大
き
い
が
、
上
納
金
か

ら
み
て
と
く
に
中
心
と
な
っ
て
い
る
支
部
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

マ
デ
ィ
ウ
ン

M
a
d
i
u
n
、
ソ
ガ
ウ
ィ

N
g
a
w
i
、
ボ
ノ
ロ
ゴ

P
o
n
o
r
o
g
o

(3)． 

シ
ン
ゴ
サ

リ
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
Singosari 

マ
ラ
ン

M
a
l
a
n
g
、
ト
ゥ
ル
ソ

T
u
r
e
m
、
ダ
ム
ピ
ッ

k,

D
a
m
p
i
t
、

S
i
t
u
b
o
n
d
o
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ

ト
サ

L
u
m
a
d
j
a
n
g
、
ケ
ン

チ
ョ
ン
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(13 ⑭
 

ハ
ス
ン
ダ

ン
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
P
a
s
u
n
d
a
n
 

テ
ガ

ル
ア
ル
ム
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
T
e
g
a
l
a
r
u
m
 

部
は
特
定
で
き
な
い
。

⑬ 
i
n
g
g
o
の
二
支
部
を
含
み
プ

ル
オ
ク
ル

ト
を
中
心
と
す
る
。

⑫
 

マ
ク
ラ
ム
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
M
a
t
a
r
a
m
 

ヤ
ン

G
o
d
e
a
n

の
三
支
部
か
ら
な
る
が
、

い
う
ま
で
も
な
く
マ
ク
ラ
ム
が
中
心
で
あ
る
。

ク
ド
ゥ
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
K
e
d
u
 

K
e
d
u
、
サ
ラ
マ
ン

S
a
l
a
m
a
n
、
ウ

ォ
ノ
ソ
ボ

W
o
n
o
so
b
o
、
ソ
ガ
デ
ィ
レ
ジ
ョ

．、

K
a
r
a
n
g
a
n
 Jar 

ャ
レI
 

プ
ル
オ
レ
ジ
ョ

P
u
r
w
o
r
e
d
j
o
、
ク
ト
ア

ル
ジ

ョ
K
u
t
o
a
r
d
j
o
、
カ
ラ

ソ
ガ
ニ

ゴ
ン
ボ
ン

G
o
m
)
>
o
n
g

の
四
支
部
を
含
み
プ
ル
オ
レ
ジ
ョ
を
中
心
と
す
る
。

北
バ
ニ
ュ
マ
ス
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n

B
a
n
j
u
m
a
s
 
U
t
a
r
a
 

南
バ

ニ
ュ
マ
ス
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
B
a
n
j
u
m
a
s
 Selatan 

Tjil
a
tjap
、
タ
ム
．．
 
ハ
ッ
ク

T
a
m
b
a
k
、
シ
ダ
レ
ジ
ャ

Sidaredja
、
バ
ン
ジ
ャ
ル

B
a
n
d
j
ar

の
六
支
部
を
含
む
。
と
く
に
中
心
と
な
る
支

プ

マ
ラ
ン

P
e
m
a
l
a
n
g

の
四
支
部
を
含
み、

ヽ

ス
ラ
ウ
ィ

S
lawi
、
テ
ガ
ル

T
e
g
a
!
、
ペ
カ
ロ
ン
ガ
ン

P
e
k
a
l
o
n
g
a
n

ペ
カ

ロ
ン
ガ
ン
を
中
心
と
す
る
。

N
g
a
d
i
r
e
d
j
o
 

P
u
r
b
o
、

ミ

S
u
、

ゞ

ス
カ
フ

ヽ

チ
ア
ノ

ぃ／
ュ
レ

T
j
i
a
n
d
j
u
r

ヽ

バ
ン
ド

ゥ
ン

B
a
n
d
u
n
g

、
‘、

I

ス
ム

ピ
ィ

ユ
S
u
m
p
y
u
h
、
ク
ロ
ヤ

K
r
o
j
a
、
チ
ラ
チ
ャ
ッ
プ

プ
ル
オ
ク
ル

ト

P
u
r
w
o
k
e
r
t
o
、
プ
ル
ボ

リ
ン
ゴ

⑪ 

ハ
ゲ
レ
ソ
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
B
a
g
e
l
e
n
 

て
と
く
に
中
心
と
な
る
支
部
は
特
定
で
き
な
い
。

の
七
支
部
を
含
む
が
、
上
納
金
に
関
し

(10 

マ
ゲ
ラ

ン

M
a
g
e
l
a
n
g
、
グ
ラ
バ
ッ
グ

G
r
a
ba
g
、
プ
ラ
バ
ッ
ク

B
l
a
b
a
k
、
ク
ド
ゥ

(9) 
上
納
金
額
は
両
支
部
と
も
少
額
で
あ
る
。

(8) 

ス
ラ
カ
ル
タ
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
S
u
r
a
k
a
r
t
a
 

三
支
部
を
含
み、

マ
デ
ィ
ウ
ン
を
中
心
と
す
る
。

ス
ラ
カ
ル
ク

S
u
r
a
k
a
r
ta

及
び
プ
ダ
ン

P
e
d
a
n
 

マ
タ
ラ
ム

（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
）、

プ
ラ
ソ
バ
ナ
ン

P
r
a
m
b
a
n
a
n
、
ゴ

デ

の
二
支
部
を
含
む
が
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る
。
次
に
、 ｀

‘ヽ

タ
ノ

ヽ

イ
ト

こ
の
額
は
、

ま
ま
、 以上
、

ス
ラ
カ
ル
タ
、

マ
タ
ラ
ム
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

ス
ラ
｀
・
ハ
ヤ
、

k
a
b
u
m
i
、
ガ
ル
ー
ト

G
a
r
u
t
、
チ
ベ
ベ
ル

T
j
i
b
e
b
e
r
、
チ
バ
ト
ゥ

T
j
i
b
a
t
u
、
ス
バ
ン

S
u
b
a
n
g
、
カ
リ
ジ
ャ
テ
ィ

K
a
lidjati

の
八
支
部
を

含
み
、
大
都
市
バ
ン

ド
ゥ
ソ
を
中
心
と
す
る
が
、

バ
ン
ド
ゥ
ン
の
上
納
金
額
の
欄
は
す
べ
て
空
欄
で
あ
り
、
こ
の
期
間
上
納
金
が
納

入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
納
入
金
額
に
よ
れ
ば
、

納
入
金
額
は
八
月
一
五
0
フ
ロ

ー
リ

ン
、
九
月
及
び
十
月
は
各
々
六
七
•

五
フ
ロ
ー
リ
ン
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
額
は
マ
タ
ラ
ム
に

次
ぐ
も
の
で
あ
る
。

ア
ン
ダ
ラ
ス
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n

A
n
d
a
l
as 

チ
ア
ン
ジ

ュ
ル
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ボ
ゴ
ー

ル
B
o
g
o
r

の
二
支
部
を
含
む
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

メ
ダ
ソ

M
e
d
a
n
、
テ
ゥ
ビ
ン

・
テ

ィ
ン
ギ

T
e
b
i
n
g
t
m
g
g
i
、
ガ
ラ
ン

G
a
,

Ja
n
g
、
パ
ソ
カ
ラ
ン
バ
ル

P
an
k
a
r
a
n
g
b
a
r
u

の
四
支
部
を
含
む
。
メ
ダ
ン
の
納
入
金
額
欄
は
す
べ
て
空
欄
で
あ
る
。

rna
sin

の
一
一
支
部
を
含
み
、
バ
ソ
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
の
納
入
金
額
は
毎
月

―
ニ
・
五
フ
ロ
ー
リ
ン
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

A
m
b
a
r
aw
a
 

一
九
支
部
連
合
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
支
部
数
の
合
計
が
九

0
、
こ
れ
以
外
に
、
と
く
に
「
支
部
連
合
」
が
明
記
さ
れ
な
い

チ
レ
ボ
ン
支
部
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
納
入
金
は

一
九
三

一
年
度
分
と
し
て

―
二

0
フ
ロ
ー
リ
ソ
と
な

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
「
支
部
連
合
」

を
地
域
別
に
み
れ
ば
、
ブ
ラ
ソ
バ
ン
ガ
ン

、

マ
デ
ィ
ウ
ン
の
七
支
部
連
合
は
東
ジ
ャ
ワ
地
方
（
及
び
マ
ド
ゥ
ラ
島
）
で
あ
り、

そ
こ
に
は
四
五
支
部
が
含
ま
れ
て
い

マ
タ
ラ
ム
、

ク
ド
ゥ
、
バ
ゲ
ラ
ソ

、
南
バ
ニ

ュ
マ
ス
、
北
、ハ
ニ
ュ
マ
ス
、

が
、
納
入
金
額
の
聞
は
す
べ
て
空
欄
で
あ
る
。

マ
ラ
ン
に
次
ぐ
高
額
で
あ
る
。

⑲ 

ス
マ
ラ
ソ
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
S
e
m
a
r
a
n
g
 

こ
れ
に
は
、

⑱

カ
リ
マ
ソ
タ
ン
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
an

K
a
l
i
m
a
n
t
a
n
 

ア
ル
ゴ
プ
ロ

‘

ア
ン
バ
ラ
ワ
支
部

シ
ソ
ゴ
サ

リ
、
ジ

ェ
ン
ガ
ラ
、

モ
ジ
ョ

。ハ

ス
マ
ラ
ソ
、
テ
ガ
ル
ア
ル
ム

の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る

ハ
ク
ム

。ハ
イ

P
a
k
u
m
p
a
i

及
び
バ
ソ
ジ
ャ
ル
マ
シ
ソ

B
a
n
d
j
a
r

(1力 ⑯

ジ

ャ
カ
ル
タ
支
部
連
合

G
o
l
o
n
g
a
n
D
j
a
karta 
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し
て
示
さ
れ
る
）
ア

ル
ゴ
プ

ロ
支
部
運
合
は
、

の
八
支
部
連
合
は
中
ジ
ャ
ワ
地
方
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
二
九
支
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。
次
に
、
パ
ス
ン
ダ
ン
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
二
支

部
連
合
は
西
ジ
ャ
ワ
地
方
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
単
独
で
記
載
さ
れ
て
い
る
チ
レ
ボ
ン
を
含
め
て

一―

支
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
ア
ン
ダ
レ
ス
支
部
連
合
に
ス
マ
ト
ラ
の
四
支
部
が
含
ま
れ
、

カ
リ
マ
ソ
タ
ソ
支
部
連
合
に
二
支
部
が
含
ま
れ
て
い
る
（
す
な
わ
ち

合
計
で
九

一
支
部
）
。
「
支
部
連
合
」
の
数
は
中
ジ
ャ
ワ
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
東
ジ
ャ
ワ
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
含
ま

れ
て
い
る
実
際
の
支
部
数
は
東
ジ
ャ
ワ
地
方
が
全
体
の
半
ば
を
し
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
優
越
と
い
う
傾
向

一
九
二

0
年
代
だ
け
で
な
く
第

一
回
全
国
大
会
以
降
も
依
然
と
し
て
続
い
て
い
た
。

次
に
こ
れ
ら
の
「
支
部
連
合
」
の
名
称
を
み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

中
部
ジ
ャ
ワ
、
西
ジ
ャ
ワ
及
び
ス
マ
ト
ラ
、

の
に
反
し
、
東
ジ
ャ
ワ
の
場
合
に
は
、

カ
リ
マ
ソ
タ
ソ
に
お
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
式
の
呼
称
（
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
バ
タ

ヴ
ィ
ア
等
）
が
避
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
当
時
現
実
に
存
在
し
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
名
が
各
々
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
（
な
い
し
存
在
し
て
い
た
と

さ
れ
る
）
王
国
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ハ
、

統
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

ジ
ェ
ン
ガ
ラ
、

シ
ン／

ゴ
サ

リ
ヽ

モ
ジ
ョ
パ
イ
ト
等
、

い
ず
れ
も

歴
史
的
に
由
緒
の
あ
る
名
称
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
名
称
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

名
称
を
も
っ
て
「
支
部
連
合
」
に
冠
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
東
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
関
係
者
が
東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
文
化
的
伝

な
お
、
こ
れ
ら
の
「
支
部
連
合
」
の
内
最
大
の
支
部
を
擁
し
、
そ
の
活
動
も
も
っ
と
も
活
発
で
あ
っ
た
（
そ
れ
は
会
議
の
回
数
と

リ
ン／

ゴ
ヽ

ま、
ヽ
r

一
九
三
二
年
一
二
月
に
ル
マ
ジ
ャ
ン
を
本
拠
と
し
、

ク
ラ
ク
サ
ア
ン
の
五
支
部
を
も
っ
て
別
箇
に
「
支
部
連
合
」
を
形
成
し
、

(
2
)
 

g
a
n
 
D
j
e
n
g
g
l
i
n
g
 
S
a
l
a
k
a

と
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ル
マ
ジ
ャ
ソ
、

一
方
、
同
じ
時
に
ラ
ム
ビ
プ
ジ
ィ

R
a
m
b
i
p
u
d
j
i
、

ク
ラ
カ
、
プ
ロ
ボ

ジ
ュ
ン
グ
リ
ン
・
サ
ラ
カ
支
部
連
合

G
o
l
o
n
,

タ
ン
グ
ル
、

ア
ム
ブ
ル
、

マ
タ
ラ
ム
支
部
連
合
を
除
い
て
は
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表 2 22の「支部連合」名及びその「指示発令者」名 (1932年10月）

「支部連合」名 「指示発令者」名 居 住 地

1. プラソバ‘ノガソ アプドゥルシャムス Abdulsia-
バニュワンギmsu 

2. アルゴプロ ウスマソ カリサット (kalisat)

3. セロ ・ギラソ ウスマン ・ナフ、ンリ Nafsiri* ルマジャン'

4. ジュングリ｀ノ・サラカ スハルジョノ ルマジャソ

5. ン`ソゴサリ プグル マラソ

6. モジョパイト サディキソ モジョクルト

7. ダハ スラットモコ クディリ

8. ジェンガラ シスオラハルジョ（カディルン） スラバヤ

9. 東ジパソ シスオラハルジョ スラバャ

10. 西ジパン‘ スティアルコ チェプー

11. マディウ｀ノ スケミ マクラム（ジョクジャカルク）

12. マクラム スジャナルコ マクラム

13. バゲレン' （不明） プルオレジョ

14. クドゥ スラットモノ マゲラン/

15. スマラソ ソグスマナジ アンバラワ

16. テガル・アルム スチプト スラウィ

17. 北バニュマス ハディスナルト プルオクルト

18. 南バニュマス アフマッド ・スマディ プルオクルト

19. ガルート サルジョノ ガルート

20. 西プリアンガ｀ノ マングンサルコロ ジャカルク

21. ジャカルク マングンサルコロ ジャカルク

22. チレボ‘ノ及びクラワ｀ノ アプドゥルガニ チレポソ

＊ その後ルマジャソのスハルジョノが兼任。

ニ
―
一
の
「
支
部
連
合
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た

表
2
よ
り

一
九
三
二
年
秋
に
は

ジ
ャ
ワ
で

て
い
る
。
こ
れ
を
別
挙
す
れ
ば
表
2
の
ご
と

(

4

)

 

く
な
る
。

「
指
示
発
令
者
」

l
n
s
t
r
u
c
t
e
u
r
が
決
定
さ
れ

と
す
る
セ
ロ
・
ギ
ラ
ン

S
e
l
o
G
i
l
a
n
g

支
部

(
3
)
 

連
合
を
形
成
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
し

グ
リ
ン
・
サ
ラ
カ
、

七
ロ

・
ギ
ラ
ン
の
三
支

部
連
合
に
分
立
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

に
、
次
の
二
二
の
「
支
部
連
合
」
と
そ
の

「
集
中
化
」

sentralisasi 

を
は
か
る
た
め

反
対
の
闘
争
に
お
い
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の

つ
い
て
は
後
述
）
で
は
、
「
私
立
学
校
条
令
」

の
ト
サ
リ
に
お
け
る
「
最
高
会
議
」
（
こ
れ
に

さ
ら
に
、

一
九
三
二
年
一

0
月
五
日
六
日

三
年
一
＿
一
月
以
降
、
ア
ル
ゴ
プ
ロ
、

ジ
ュ
ン

た
が
っ
て
ア
ル
ゴ
プ
ロ
支
部
連
合
は
、

カ
シ
ャ
ン
、
バ
ル
ン
は
、

一
九

タ
ン
グ
ル
を
本
拠
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第八章 組織化 II

の
系
統
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

で）

P
e
m
i
m
p
i
n
 U
m
u
m
 

こ
と
、
そ
の
内
、
東
ジ
ャ
ワ
に
一
―

と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ

ロ
等
一
九
二

0
年
代
末
よ
り
そ
れ
ぞ

の
「
支
部
連
合
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
当
時
に
「
指
示
発
令
者
」
と
し
て
指
名
さ
れ
た
者
の
な
か

こ
ま
、
プ
グ
ル
、

‘“
,
 

サ
デ
ィ
キ
ン
、

「
一
般
指
導
者
」

カ
デ
ィ
ル
ソ
、
ス
ケ
ミ
‘

れ
の
地
方
で
指
導
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
支
部
連
合
」

G
o
l
o
n
g
a
n

の
整
備
と
と
も
に
、
第
一
回
全
国
大
会
当
時
か
ら
「
一
般
指
導
者
」
P
e
m
i
m
p
i
n
U
m
u
m
 

(

5

)

 

と
い
う
名
称
が
、
東
ジ
ャ
ワ
、
中
ジ
ャ
ワ
、
西
ジ
ャ
ワ
の
各
地
方
全
体
の
指
導
者
に
対
し
て
冠
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
（
第
六
章
参
照
）
第

一
回
全
国
大
会
で
は
、
「
指
示
発
令
者
」

instrukteur
の
系
列
化
が
決
定
さ
れ
た
が
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
「
最
高
指
示
発
令
者
」

hoofdinstrukteur
と
し
て
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
当
た
り
、
そ
の
下
に
、
各
地
方

（
東
ジ
ャ
ワ
、
中
ジ
ャ
ワ
、

西
ジ
ャ
ワ
）
の
「
地
方
指
示
発
令
者
」

instrukteur
が
つ

づ
き
、

は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
支
部
連
合
」
ご
と
に
「
補
助
指
示
発
令
者
」

hulpinstructeur
を
有
す
る
と
い
う
形
で
、
こ
の
「
指
示
発
令
者
」

こ
の
内
、
「
地
方
指
示
発
令
者
」
は
、
と
く
に
「
一
般
指
導
者
」

P
e
m
i
m
p
i
n
U
m
u
m
 

一
九
三
一
年
一

0
月
に
『
プ
サ
ラ
』

誌
が
刊
行
さ
れ
た
後
は
、

導
者
」
が
組
織
、
教
育
、
学
校
設
立
等
、

お
よ
そ
、

サ
ル
ジ
ョ
ノ
、

さ
ら
に
各
「
地
方
指
示
発
令
者
」

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
構
成
を
示
す
巻
末
ペ
ー
ジ
に
、
こ
の
「
一
般
指

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
中
央
と
各
地
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
支
部
を
連
結
す
る
こ
と
に

か
か
わ
る
す
べ
て
の
日
常
業
務
を
と
り
行
な
う
権
利
と
義
務
を
有
す
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
三
一
年
一

〇

月
に
は
、
西
ジ
ャ
ワ

の
「
一
般
指
導
者
」

と
し
て
サ

ル
ミ
デ
ィ
・

マ
ソ
グ
ン
サ
ル
コ

ロ
、
中
ジ
ャ
ワ
の
「
一
般
指
導
者
」
と
し
て
ス
ケ

（表
2
の
1
よ
り
11
ま
で）
、
中
ジ
ャ
ワ
に
七

(12
よ
り
18
ま
で
）
、

西
ジ
ャ
ワ
に
四

(19
よ
り
22
ま
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「
最
高
会
議
中
央
事
務
局
」
の
全
体
指
導
者
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。

ミ
、
東
ジ
ャ
ワ
の
「

一
般
指
導
者
」
と
し
て
ス
デ
ィ
ヨ
ノ

・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
（
在
ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
）
及
び
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン

・

(

6

)

 

ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
（
在
ジ
ェ
ン
ベ
ル
）
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
名
の
名
は
、

一
九
三
二
年
三
月
号
ま
で
毎
号
巻
末
に
記
さ

れ
て
い
る
が
、
四
月
以
降
は
東
ジ
ャ
ワ
の
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン

・
ス
ル
ヨ
。
フ
ト
ロ
が
公
式
に
「
一
般
指
導
者
」
の
地
位
か
ら
の
辞
意
を
表

(
7
)
 

明
し
た
こ
と
に
よ
り
「
最
高
会
議
」
は
東
ジ
ャ
ワ
の
「
一
般
指
導
者
」
の
地
位
を
ス
デ
ィ
ヨ
ノ

・
ジ
ョ
ヨ
。
フ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
に
一
任
す

る
こ
と
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
一
九
三
二
年
四
月
以
降
は
サ
ル
ミ
デ
ィ
、
ス
ケ
ミ
、
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
三
名
が
「
一
般
指
導
者
」
と
呼

称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
一
般
指
導
者
」
と
い
う
呼
称
は
、
当
時
必
ず
し
も
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
ら
の
「
地
方
指
導
者
」
に
の
み
限
定
し
て
用
い
ら

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
サ

ル
ミ
デ
ィ
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
の
設
立
当
時
か
ら
同
支
部
の
「

一
般
指
導
者
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
し
、
各
支
部
連
合
の
「
指
示
発
令
者
」
に
対
し
て
も
こ
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
デ
ワ
ン
ト
ロ
自
身
も

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
「
最
高
会
議
」
と
各
支
部
を
つ
な
ぐ
連
結
環
と
し
て
、
「
地
方
会
議
」
及
び
「
支
部

連
合
」
を
も
う
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
の
「
一
般
指
導
者
」
を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
中
心

と
す
る
円
錘
型
状
の
指
導
者
の
系
列
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
「
一
般
指
導
者
」
が
〈
一
般
意
思
〉
の
顕
現
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
了
解
の
構
造
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
各
指
導
者
は
そ
れ
ぞ
れ
が
掌
握
す
る
範
囲
内
で
そ
の
〈
一
般
意
思
〉

を
顕
現
す
る
と
と
も
に
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
い
う
、

「
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
大
家
族
の
父
」
の
意
思
（
す
な
わ
ち
全
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
意
思
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
同
時
に
顕
現

す
る
と
い
う
二
重
の
機
能
を
果
た
す
。
こ
の
二
重
の
機
能
が
相
調
和
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
〈
秩
序
と
安

寧
〉
が
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
各
レ
ベ
ル
で
の
指
導
者
と
は
、
こ
の
二
重
の
機
能
を
ひ
と
つ
の
も
の
と
し
て
表
出
す
る
（
こ
の
限
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第八章 組織化 II

し
か
し、

も
し
こ

の
構
造
が
十
全
に
機
能
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
だ
ち
に
〈
秩
序
と
安
寧
〉
へ
の
脅
威
と
な
る
。
結
章
で
述

べ
る
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
動
揺
と
は
こ
の

よ
う
な
形
で
現
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
デ
ワ
ソ
ト

ロ
の
み
が
〈

一
般
意
思
〉
の

唯

一
の
顕
現
者
で
あ
る
と
い
う
方
向
で
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
制
度
化
が
す
す
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
回
年
次
大
会

（
一
九
三
二
年

一
月）

以
上
、

中
問
組
織
の
整
備
と

〈
指
導
者
〉
の
系
統
化
と
い
う
点
を
中
心
に
一
九
三

0
年
代
初
頭
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
動
向
を
あ

と
づ
け
て
み
た
。
次
に

一
九
三

0
年
八
月
の
第

一
回
全
国
大
会
以
後
、

三
二
年

一
0
月
の
「
私
学
校
条
令
」
闘
争
に
至
る
時
期
の
タ

マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
全
体
的
な
動
向
に

つ
い
て
、
各
種
の
会
議

・
大
会
の
状
況
を
考
察
し
つ
つ
整
理
し
て
み
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
三

0
年
代
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
で
は
各
種
の
会
議

・
大
会
が
行
な
わ
れ
た
が
、

そ
れ
は
、
地
域

・
地
方
レ
ベ
ル
に
お
け
る
各

「
支
部
連
合
会
議
」
K
o
n
f
e
r
e
n
si
G
o
l
o
n
g
a
n
 
(
の
ち
に
は
、

「
支
部
連
合
」
G
o
l
o
n
g
a
n

に
代
え
て
「
地
方」
D
a
e
ra
h

が
用
い
ら
れ
る
と

と
も
に
、
K
o
n
f
e
r
e
n
s
i
D
a
e
r
a
h

と
称
さ
れ
る
）
、
各
「
地
方
会
議
」
(
K
o
n
f
e
r
e
n
s
i
D
j
aw
a
-T
im
u
r
,
 K
o
n
f
e
re
n
si
 D
j
a
w
a
-B
a
rat

等
の

よ
う
に
、
東
ジ
ャ
ワ
、
中
ジ
ャ
ワ
、
西
ジ
ャ
ワ
の
各
州
を
単
位
と
し
て
行
な
わ
れ
る
）
の
ほ
か
、
中
央
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
最
高
会

議
」
(
R
a
p
a
t
M
a
djel
is
,
L
u
h
u
r
)
、「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
年
次
大
会
」

(
R
a
p
a
t
,B
e
sar

な
い

し

K
o
n
f
e
r
e
n
si)

及
び
「
タ
マ
ン

・
シ
ス

ヮ
全
国
大
会
」

(
R
a
p
a
t
,
B
e
s
a
r
U
m
u
m

な
い
し

K
o
n
g
r
e
s
)

が
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
「
最
高
会
議
」
は
も
っ
と
も
ひ
ん
ば
ん
に
行
な

わ
れ
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
て
「
拡
大
最
高
会
議
」

(
R
a
p
a
t
M
a
d
j
e
l
is
 L
u
h
u
r
 L
e
n
g
k
a
p
)
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
「
ク
マ

ン
・
シ
ス
ヮ
年
次
大
会
」
は
毎
年

一
回
各
支
部
の
代
表
者
が
参
集
し
て
行
な
わ
れ
、
「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
全
国
大
会
」
は
四
年
に

一
回
、

第
二
節

り
で
彼
は
、
〈
二
つ
を
合
し
て
ひ
と
つ
と
な
す
〉
す
な
わ
ち
マ
ヌ
ン
ガ
ル

r
n
a
n
u
r
n
g
g
a
l
す
る
）
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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各
支
部
の
代
表
者
並
び
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
多
数
参
加
し
て
開
か
れ
る
も
の
で
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
最
高
決
議
機
関
と
さ
れ
た
。

西
ジ
ャ
ワ
会
議
（

＿
九
三

0
年
―
一
月
）
と
中
ジ
ャ

ワ
会
議
（

一
九
三
一
年
三
月
）

第

一
回
全
国
大
会
以
後
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
支
部
は
従
来
に
も
ま
し
て
各
地
で
続
々
と
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
前
節
で
見
た
通

一
九
三

一
年
五
月
の
時
点
（
全
国
大
会
終
了
後
わ
ず
か
一
〇
カ
月
経
っ
た
時
点
）
で
、
そ
の
支
部
数
は
九
一
を
数
え
た
。

こ
の
よ
う
な
発
展
を
背
景
に
し
て
、

:
ゥ
ン
、
ボ
ゴ

ー
レ、ノ

‘、、ント

ノ

一
九
三

0
年
―
一
月
に
は
西
ジ
ャ
ワ
会
議
が
、
ま
た
、
翌
三
一
年
三
月
末
に
は
中
ジ
ャ
ワ
会

チ
ア
ン
ジ
ュ
ル
、

会
議
は
十
一
月
九
日
に
ジ
ャ
カ
ル
ク
市
ク
マ
ヨ
ラ
ン
地
区
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
で
行
な
わ
れ
た
。
会
議
に
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

(
9
)
 

チ
ェ
リ
ボ
ン
各
支
部
代
表
が
出
席
し
た
ほ
か
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
も
参
加
し
た
。

会
議
の
主
宰
者
は
い
う
ま
で
も
な
く
サ
ル
ミ
デ
ィ

・
マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
で
あ
っ
た
。
会
議
で
は
、
先
の
全
国
大
会
の
決
議
事
項

が
周
知
せ
し
め
ら
れ
た
ほ
か
、
次
の
二
点
が
強
調
さ
れ
た
。
第
一
点
は
、
西
ジ
ャ
ワ
で
は
、
東
ジ
ャ
ワ
地
方
の
よ
う
に
タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ
が
自
生
的
に
成
立
す
る
と
い
う
状
況
で
は
な
い
の
で
、

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
関
係
者
が
人
民
の
生
活
の
実
態
を
良
く
知
り
能
う

限
り
人
民
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
民
の
間
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
を
設
立
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で

あ
っ
た
。
第
二
点
と
し
て
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
休
日
を
設
定
す
る
に
際
し
て
、

チ
ア
ン
ジ
ュ
ル
の
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
内
務
部

B
in
n
e
nl
a
n
d
sc
h
 B
est
u
u
r

が
同
地
の
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
に
干
渉
し
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
で
本
来
休
日
と
定
め
て
は
い
な
い
日
に

学
校
を
休
む
こ
と
を
強
要
し
た
事
実
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
要
求
に
「
余
俊
な
く
従
っ
た
の
で
、
植
民
地
政
庁
と
の
間
に

摩
擦
が
生
ず
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
結
果
、

り

西
ジ
ャ
ワ
会
議
（

＿
九
三
0
年＿

一
月
）

議
が
開
催
さ
れ
た
。

りヽ

チ
ア
ン
ジ
ュ
ル
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
関
係
者
の
間
で
植
民
地
政
庁
に
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第八章 組織化 II

刻
に
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
実
際
、

(10) 

対
す
る
敵
対
的
感
情
は
一
層
強
く
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
参
加
者
に
報
告
さ
れ
留
意
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
は
、
西
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
、
第
一
に
そ
の
文
化
的
共
通
性
を
東
ジ
ャ
ワ
地
方
ほ
ど
有
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
植
民
地
政
庁
こ
と
に
そ
の
内
務
官
僚
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
対
す
る
干
渉
が
他
の
地
方
に
先
が
け
て
現

わ
れ
は
じ
め
た
こ
と
、
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
西
ジ
ャ
ワ
が
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
（
パ
ク
ヴ
ィ
ア
）
と
い
う
政
治
都
市
、
バ
ン
ド
ゥ

ン
と
い
う
軍
事
都
市
と
い
う
植
民
地
支
配
の
中
枢
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
従
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
植
民
地
都
市
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

各
地
か
ら
の
人
間
が
集
散
す
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
特
質
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
ジ
ャ
ワ
と
東
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
均
質
な
文
化
（
ジ
ャ
ワ
文
化
）
の
土
壌
の
上
で
順
調
に
育
っ
て
い
っ
た
の
に
ひ
き
か
え
、
西
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て

は
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
内
部
の
凝
集
性
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
比
較
的
に
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
植
民
地
権
力
と
の
関
係
を
比
較
的
深

立
が
し
ば
し
ば
表
面
化
し
て
そ
れ
が
最
高
会
議
の
重
要
な
討
議
事
項
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
の
内
紛
は

一
見
サ

ル

ミ
デ

ィ
・
マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
と
い
う
強
烈
な
個
性
を
め
ぐ
っ
て
絶
え
ず
生
起
し
て
い
る
か
に
み
え
る
が
、
も
っ
と
基
本
的
な
要
因

は
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
い
う
都
市
の
性
格
を
反
映
し
て
、
こ
の
地
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
均
質
な
甚
盤
の
上
に
成
立
し
に
く
い
と
い
う
点

に
求
め
う
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
当
時
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
支
部
に
関
与
し
て
い
た
、

ノ
、
タ
ム
リ
ン
、

一
九
三

0
年
代
の
前
半
以
降
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
は
教
師
間
の
対

サ
ル
ミ
デ
ィ
、

サ
ヌ
シ

・
パ
ネ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

「
知
名
の
士
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
間
に
は
単
に
ジ
ャ
ワ
人
か
非
ジ
ャ
ワ

人
か
と
い
う
差
異
に
と
ど
ま
ら
な
い
錯
綜
し
た
反
発

・
牽
引
の
関
係
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
一
回
大
会
以
降
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
、
そ
れ
が
拡
大
す
る
の
に
あ
い
と
も
な
っ
て
そ
の
均
質
的
な
共
同
性

を
失
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

サ
ル
ト

い
わ
ゆ
る
”
士
気
の
低
下
＂
を
も
た
ら
し
て
組
織
と
し
て
の
ほ
こ
ろ
び
に
帰
結

す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
に
、
民
族
主
義
運
動
の
分
裂
こ
と
に
思
想
的
対
立
が
重
層
的
に
お
お
い
、
さ
ら
に
、
植
民
地
権
力
と
の
関
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係
が
顕
わ
に
な
る
と
い
う
、

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
前
章
で
述
べ
た
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
「
自
己
規
律
」
論
や
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
「
聖
な
る
大
家
族
」
論
は
こ
の

よ
う
な
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
部
で
の
II

士
気
の
低
下
II

を
意
識
し
つ
つ
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
ワ
各
地
の
学
校
も
、

い
く
つ
か
の
複
雑
な
要
因
を
か
か
え
な
が
ら
、

一
九
三
一
年
三
月
二
八
日
か
ら
三

一
日
に
か
け
て
マ
タ
ラ
ム
（
ジ
ョ

ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

ソ
・
シ
ス
ワ
中
ジ

ャ
ワ
会
議
を
全
国
高
等
教
育
コ
ー
ス
会
議
と
合
同
で
開
い
た
。
こ
れ
も
西
ジ
ャ
ワ
会
議
と
同
じ
く
、

ス
ワ
全
国
大
会
で
協
議
さ
れ
た
諸
事
項
を
中
ジ
ャ
ワ
地
方
の
レ
ベ
ル
で
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
全
国
大
会
で
な
お
協
議
が
十
分
に

行
な
わ
れ
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
討
議
を
深
め
る
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
い
て
い
た
。

こ
の
会
議
に
代
表
を
派
遣
し
た
の
は
当
時
中
ジ
ャ
ワ
に
存
在
し
て
い
た
二
四
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
内
、

(
M
U
L
O
)
 

マ
デ
ィ
ウ
ン
と

ソ
ガ
ウ
ィ
の
二
支
部
が
含
ま
れ
て
い
た
。
（
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
地
域
分
類
に
従
え
ば
こ
の

マ
タ
ラ
ム
、

二
都
市
は
中
ジ

ャ
ワ
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
た
）
。
ま
た
、
当
時
中
高
等
部
の
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
た
バ
ン
ド
ゥ
ン
、

(
1
1
)
 

ジ
ャ
カ

ル
タ
及
び
チ
ラ
チ
ャ
ッ
プ
の
七
支
部
も
こ
の
会
議
に
参
加
し
た
。

三
月
二
八
日
夜
に
開
会
式
が
行
な
わ
れ
た
の
ち
、
会
議
は
二
九
日
の
昼
に
高
等
教
育
コ
ー
ス

(
T
a
m
a
n
,
D
e
w
a
s
a
)

議
さ
れ
、
二
九
日
夜
に
地
方
会
議

(
R
a
p
a
t
D
a
i
r
a
h
)

に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。

コ
ー
ス
の
開
設
に
関
す
る
演
説
を
、

二
九
日
昼
の
会
議
は
ス
ワ
ソ
デ
ィ
が
議
長
、

ス
ラ
、`
ハ
ヤ
、

ス
ラ
カ
ル
タ
、

っ
た
が
こ
の
中
に
は
、

③

中
ジ
ャ
ワ
会
議
（

一
九
三
一
年
三
月
）

ス
プ
ラ
ト
ロ

東
ジ
ャ
ワ
会
議
、
西
ジ
ャ
ワ
会
議
が
そ
れ
ぞ
れ
、

ひ
と
つ
の
運
動
体
と
し
て
自
ら
を
維
持
し
よ
う
と
努
め

タ
マ
ン

・
シ

一
九
の
支
部
で
あ

マ
ラ
ン
、

S
o
e
p
r
a
t
o
l
0

が
書
記
を
つ
と
め
た
。
先
ず
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
ミ
ュ
ロ

つ
い
で
ス
ケ
ミ
が
師
範
コ
ー
ス
に
関
す
る
演
説
を
行
な

っ
た
。
会
議
は
そ
の
後
、

(
1
2
)
 

ミ
ュ
ロ
と
師
範
コ
ー
ス
の
運
営
規
程
に
つ
い
て
討
論
を
行
な
っ
た
。

マ
ラ
ン
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、

に
つ
い
て
討

に
会
し
、

タ
マ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
中
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シ
ョ
ン
」
（
生
徒
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
披
露
）
の
見
学
が
行
な
わ
れ
た
。

抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
内
、

定
」
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
婦
人
同
盟
」
W
a
n
ita
T
a
m
an
 

ス
ジ
ャ
ナ
ル
コ
を
書
記
と
し
て
行
な
わ
れ
、
「
中
ジ
ャ
ワ
地
方
会
議
」
の
構
成
が

決
定
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
「
地
方
会
議
」
議
長
に
ス
ダ
ル
ミ
ン
ク
、
書
記
に
ス
プ
ラ
ト
ロ
、
会
計
に
ス
ナ
ル
ヤ
テ
ィ
嬢
、
指
示
発
令

(
13
)
 

者
(
Instrukteur)
に
ス
ケ
ミ
が
選
出
さ
れ
た
。

次
い
で
翌
三
月
三

0
日
昼
の
会
議
は
ス
ダ
ル
ミ
ン
タ
を
議
長
と
し
ス
ナ
ル
ヤ
テ
ィ
を
書
記
と
し
て
「
教
科
計
画
」
及
び
「
休
日
規

同
日
夜
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
夫
人
の
指
導
下
で
「
婿
人
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

S
i
s
w
a
 
に
関
す
る
諸
協
議
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
婦
人
同
盟
」
は
、
教
師
の
妻
、
師
範
コ
ー
ス
在
学
の
女
生
徒
を
も
っ
て

(
1
4
)
 

構
成
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

同
日
の
夜
は
、
さ
ら
に
、
新
し
い
支
部
の
設
立
、
師
範
教
育
、
機
関
誌
等
に
関
す
る
問
題
の
他
、

い
く
つ
か
の
支
部
か
ら
支
部
の

マ
デ
ィ
ウ
ソ
支
部
で
は
教
師
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
こ
と
、

(
1
5
)
 

支
部
で
は
授
業
料
の
支
払
い
が
不
能
な
生
徒
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。

タ
ム
バ
ッ
ク

「
中
ジ
ャ
ワ
会
議
」
の
実
質
的
討
議
は
三
月
三

0
日
を
も
っ
て
終
わ
り
、
翌
日
は
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
の
「
デ
モ
ソ
ス

ト
レ
ー

こ
れ
ら
、
西
ジ
ャ
ワ

・
中
ジ
ャ
ワ
ニ
会
議
と
も
に
、
二
つ
の
側
面
を
注
目
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
第

一
は
、
こ
れ
ら
が
何
れ
も
、

全
国
大
会
の
決
定
を
各
支
部
に
周
知
徹
底
さ
せ
よ
う
と
い
う
目
的
を
有
し
て
い
た
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
何
れ
の
大
会
に
お
い
て
も

「
最
高
会
議
」

の
メ
ン

バ
ー
が
会
議
の
進
行
を
主
導
し
て
い
た
こ
と
、
こ
と
に
デ
ワ
ン

ト
ロ
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

ま、
ー'

と

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
組
織
的
強
化
が
、
制
度
を
整
え
る
と
い
う
こ
と
と
あ
い
と
も
な

っ
て
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
的
精
神
の
唱

道
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
が
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
各
支
部
を

二
九
日
夜
の
会
議
は
、

サ
ル
ミ
デ
ィ
を
議
長
、
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訪
問
す
る
こ
と
が
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の

一
体
性
を
維
持
す
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
相

通
ず
る
も
の
で
あ
る
（
逆
に
デ
ワ
ン
ト

ロ
が
病
気
の
た
め
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
離
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た

一
九
三
四
年
し
一

九
三
六

年
の
時
期
は
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
組
織
は
動
揺
を
き
た
し
た
時
期
で
あ
っ
た
）
。
第
二
の
側
面
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
地

域
ご
と
に
特
有
な
事
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
西
ジ
ャ
ワ
の
場
合
に
は
、

た
植
民
地
政
府
と
の
摩
擦
と
い
う
こ
と
が
ら
の
ほ
か
に
、

情
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
私
立
学
校
条
令
」
闘
争
の
の
ち
、

期
は
、

「
拡
大
最
高
会
議
」
（

一
九
三
＿
年
九
月
）

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
自
体
の
内
部
的
対
立
が
次
第
に
表
面
化
す
る
と
い
う
事

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
に
お
い
て
し
ば
し
ば
噴
出
す
る
こ
と
と
な
っ

以
上
に
み
た
よ
う
な
西
ジ
ャ
ワ
会
議
及
び
中
ジ
ャ
ワ
会
議
が
行
な
わ
れ
て
い
た
一
九
三

0
年
末
か
ら
一
九
＝
二
年
に
か
け
て
の
時

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
各
地
で
さ
ら
に
増
加
す
る
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、

ト
ノ
派
と
「
自
由
同
盟
」

G
o
lo
n
g
an
M
e
r
d
e
k
a
 
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
教
育
協
会

P
N
I

指
導
す
る
）
の
対
立
が
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
民
族
主
義
者
の
間
に
顕
在
化
し
て
く
る
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、

一
九
三
二
年

初
頭
に
開
か
れ
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
第
一
回
年
次
大
会
に
濃
厚
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
次
大
会
の
四
カ
月

前
に
開
か
れ
た
「
拡
大
最
高
会
議
」
は
年
次
大
会
の
準
備
会
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
が
、
す
で
に
そ
こ
に
は
、
当
時
の
民
族

運
動
の
波
が
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
以
前
に
も
ま
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。

一
九
三
一
年
九
月
二
三
日
よ
り
二
五
日
ま
で
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
正
式

の
名
称
は
「
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
一
般
指
導
者
並
び
に
地
方
指
導
者
を
と
も
な
う
最
高
会
議
」
と
い
う
長
い
も
の
で
、
会
議
の
出
席

こ
の
「
拡
大
最
高
会
議
」
は
、

て
い
く
の
で
あ
る
。

の
前
身
で
後
に
ハ
ッ
タ
や
シ
ャ
フ
リ
ル
が

ス
カ
ル
ノ
の
率
い
た
国
民
党
の
解
散
、
サ
ル

一
九
二

0
年
代
か
ら
み
ら
れ
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翌
九
月
二
四
日
は
、

方
会
議
」
に
か
え
て
実
質
的
な
協
議
団
体
と
す
べ
き
こ
と

第

一
会
議
（
九
月
三
―
一
日
夜
）

者
は
チ
ョ

ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
、

カ
デ
ィ
ル
ン
（
彼
ら
は
病
気
そ
の
他
の
事
情
で
出
席
で
き
な
か
っ
た
）
を

(16) 

除
く
「
最
高
会
議
」
の
全
メ
ン
バ
ー
、
及
び
す
べ
て
の
「
一
般
指
導
者
」
並
び
に
各
地
方
会
議
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。

シ
ス
ワ
の
内
部
ま
で
侵
し
、

サ
デ
ィ
キ
ン
、
プ
グ
ル
、

会
議
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
開
会
の
辞
を
以
っ
て
始
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
彼
は
、
「
現
在
の
激
し
い
政
治
運
動
の
波
が
タ
マ
ソ

・

(
1
7
)
 

そ
の
結
果
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
分
裂
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
所

信
を
表
明
し
て
い
た
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
民
族
主
義
者
に
よ
る
政
治
運
動
と
そ
の
路
線
の
対
立
に
つ
い
て
言
及
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
こ
の
よ
う
な
表
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
‘
―
―

-0年
代
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
さ
ま
ざ
ま
な
政
治

運
動
の
流
れ
に
影
響
を
受
け
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
そ
れ
に
よ
っ
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
動
揺
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
て
い
っ
た
。

会
議
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
議
長
と
す
る
「
一
般
会
議
」
（
九
月
1

一三
日
夜）

か
ら
始
め
ら
れ
た
。

先
ず
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
第
一
回
全
国
大
会
以
降
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
活
動
の
概
況
を
、
組
織
、
教
育
、
会
計
の
各
部
門
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
こ
の
中
で
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
ジ
ャ
ワ
各
地
の
支
部
の
う
ち
三
九
支
部
を
四
四
回
に
わ
た
っ
て
訪
問
し
た
こ
と
、
中
ジ
ャ
ワ

の
「
一
般
指
導
者
」
で
あ
る
ス
ケ
ミ
は
、
中
ジ
ャ
ワ

一
八
支
部
を
二
七
回
に
わ
た

っ
て
訪
問
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、

(
18
)
 

し
ば
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
内
紛
の
調
停
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
各
地
の
指
導
者
か
ら
各
支
部
が
か
か
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
提
起
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、

ワ
の
規
約
を
遵
守
し
な
い
支
部
が
存
在
す
る
こ
と
、
学
校
長
が
勝
手
に
先
生
を
指
名
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
中
央
指
導
部
が
責

任
を
も

っ
て
教
師
の
調
達
を
行
な
う
べ
き
こ
と
、
中
央
へ
の
上
納
金
を
納
付
し
な
い
支
部
の
あ
る
こ
と
、
各
「
支
部
連
合
」
を
「
地

（
こ
れ
は
、

一
九
三
三
年
第
三
回
年
次
大
会
で
正
式
に
採
択
さ
れ
た
）
、

(
1
9
)
 

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
支
部
の
設
立
認
可
の
た
め
の
審
査
を
も
っ
と
厳
重
に
行
な
う
べ
き
こ
と
、
等
の
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。

第
二
会
議
（
九
月
二
四
日
昼
）

し
ば

タ
マ
ン

・
シ
ス

ス
ダ
ル
ミ
ン
タ
が
議
長
に
な

っ
て

一
0
時
三

0
分
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
先
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ル
ゴ
プ

ロ、

ブ
ラ
ム
バ
ン
ガ
ン
、

ず
、
中
央
納
付
金
の
納
入
状
況
と
そ
の
使
途
に
関
す
る
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
主
な
使
途
は
会
議
費
、
備
品
費

（
机
や
椅
子
）
、
指

導
者
（
こ
と
に
デ
ワ
ソ
ト

ロ
）
の
各
地
へ
の
旅
費
等
、
合
計
七
八
〇
フ
ロ
ー
リ
ン
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

の
運
営
資
金
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
協
議
さ
れ
た
。
生
徒
数
の
少
な
い
学
校
の
教
師
へ
の
補
助
金
、

(20) 

の
確
保
（
例
え
ば
農
地
）
、
中
央
納
付
金
は
直
接
中
央
に
納
入
す
べ
き
こ
と
等
が
協
議
さ
れ
た
。

第
一
二
会
議
（
九
月
二
四
日
夜
）

た
が
、
大
筋
は
第
一
回
全
国
大
会
の
決
定
を
再
確
認
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
こ
の
会
議
で
は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
本
部
が

「
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ

民
族
教
育
基
金
」

ス
ワ
師
範
養
成
コ
ー
ス
に
対
し
て
寄
付
す
る
と
い
う
表
明
が
行
な
わ
れ
た
。
会
議
は
夜
半
の
二
時
に
終
わ
っ
た
。

第
四
会
議
（
九
月
二
五
日
昼）

こ
の
会
議
で
は
と
く
に
組
織
に
開
し
て
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
い
く
つ
か
の
問
題
が
協
議
さ
れ

Nationaal'Onderwijsfonds 
B
u
d
i
 
U
to
m
o
 

（ス

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
独
自
の
資
金
源

デ
ワ
ン
ト
ロ
が
議
長
と
な
っ
て
、
朝

―一

時一―

-0分
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
議
事
は
支
部
成
立
の

(
2
1
)
 

条
件
と
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議
の
構
成
に
関
し
て
す
す
め
ら
れ
た
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議
の
構
成
に
関
し
て
は
あ
ら
た
め
て
次
の
こ
と
が
ら
が
定
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
支
部
運
営
委
員
（
一
名
か

ら
三
名
）
で
一

票
、
教
師
陣
（
一
名
か
ら
三
名
）
で
一

票
、
父
兄
(
-
名
か
ら
三
名
）
で
一

票
と
す
る
。
年
に
一
回
選
挙
が
行
な
わ
れ

る
が
役
員
の
再
任
は
妨
げ
な
い
。
な
お
、
以
上
の
各
構
成
部
分
の
間
で
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
支
部
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
各
「
支
部
連
合
指
導
者
」
な
い
し
各
「
地
方
指
導
者
」

P
em
i
m
p
i
n
U
m
u
m
の
来
訪
を
え
て
そ
の
裁
可
を
仰
ぐ
べ
き
も

の
と
す
る
。
ま
た
東
ジ
ャ
ワ
に
つ
い
て
は
、

ジ
ェ
ン
ベ
ル
に
居
を
お
く

「
地
方
指
導
者
」
（
サ
フ
ィ
ウ
テ
ィ
ン
・
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
）
が
ア

マ
ド
ゥ
ラ
の
各
「
支
部
連
合
」
を
掌
握
し
、

デ
ィ
ヨ
ノ

・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
）
が
モ
ジ

ョ
パ
イ
ト
、

(
2
2
)
 

と
と
さ
れ
た
。

ジ
ェ
ン
ガ
ラ
、
ダ
ハ
、

ウ
ォ
ノ
ク
ロ
モ
に
居
を
お
く
「
地
方
指
導
者
」

シ
ン
ゴ
サ

リ
の
各
「
支
部
連
合
」
を
掌
握
す
る
こ

の
内
、
三
八
ニ
フ
ロ
ー
リ
ン
を
タ
マ
ン

・
シ
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こ
の
会
議
で
は
、
先
ず
第
一

回
年
次
大
会
の
日
程
を
、

ま
た
、
こ
の
会
議
で
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
婦
人
連
合
」
W
a
n
i
t
a
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
が
ジ
ョ

ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
発
足

(
2
3
)
 

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
日
は
、
午
後
、
避
暑
地
の
カ
リ
ウ
ラ
ン
を
清
遊
し
た
。

第
五
会
議
（
九
月
二
五
日
夜
）

そ
の
他
、
休
日
規
定
の
件
、

(
2
4
)
 

議
が
な
さ
れ
た
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教
師
の
子
弟
を
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
に
通
学
さ
せ
る
件
、
等
々
に
つ
い
て
討

以
上
が
こ
の
会
議
の
概
略
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
第
一
回
年
次
大
会
の
準
備
会
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
そ
の
た
め
の
識
事
を
作

成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三

一
年
九
月
の
こ
の
「
拡
大
最
高
会
議
」
か
ら
翌
年
の
第

一
回
年
次
大
会
に
か
け
て
は
、
各
「
支
部
連
合
」
で
の
会
議
の
内

(25)

（

26)

（

27)

（

28) 

ゥ
、

容
が
続
々
と
『
プ
サ
ラ
』
誌
上
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
プ
ラ
ン
バ
ン
ガ
ン
ク
ド
ア
ル
ゴ
プ
ロ
、
テ
ガ
ル

・
ア

（

四

）

モ
ジ
ョ
パ

イ
ト
等
の
各
「
支
部
連
合
」
の
活
動
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

第
一
回
年
次
大
会
（
一
九
三
二
年
一
月
）

者
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
お
り
、

一
九
三
二
年
年
一
月

一
三
日
か
ら

一
七
日
迄
と
す
る
こ
と
に
定
め
た
。

第

一
回
年
次
大
会
は
予
定
通
り
一
九
三
二
年
一
月
一
三
日
か
ら
一
七
日
ま
で
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

(30) 

大
会
に
代
表
を
派
遣
し
た
の
は
当
時

一
三
五
を
数
え
て
い
た
支
部
の
う
ち
九
二
支
部
並
び
に
二
三
支
部
候
補
で
あ

っ
た
。
ま
た
、

(31) 

月
一
三
日
夜
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、

三
九
の
各
政
党
・

各
団
体
の
代
表
と

一
四
の
新
聞
社
が
出
席
し
た
。
し
か
し
大
会
は
、

プ
シ
ョ
ン
を
除
い
て
、
す
べ
て
非
公
開
会
議
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
民
族
主
義
政
党
の
代
表
な
い
し
そ
の
機
関
の
記

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
こ
の
大
会
が
非
常
な
関
心
と
異
様
な
輿
奮
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
司
会
で
九
時
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

レ
セ
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ぐ
っ
て
紛
糾
し
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
み
て
と
れ
る
。

当
時
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
「
す
べ
て
と
は
い
わ
ぬ
ま
で
も
そ
の
九
五
％
ま
で
は
、
”
民
族
的
＂
で
”
左
翼
的

II

な

政
党
（
す
な
わ
ち
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
教
育
協
会

P
N
I

な
い
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
党
）
に
入
党
す
る
か
、
＂

左
翼
的
II

な
宗
教
政

党
に
入
党
し
て
い
た
。
事
情
は
生
徒
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
そ
の
大
部
分
は
II

左
翼
的
＂
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
青
年
団

I
n
d
o
n
e
s
i
a

(33) 

M
u
d
a

に
加
わ

っ
て
い
た
」
、
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
大
会
の
雰
囲
気
も
「
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
人
々
は
、

サ
ル
ト
ノ
の
率
い
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
党
の

II

ス
ワ
デ
シ

＂
の
服

装
を
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
わ
ら
帽
子
を
被
り
粗
末
な
腰
衣
を
ま

と
い
、
裸
足
と
い
う
い
で
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
正
装
し
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
て
い
た
一
九
一
―

10年
の
第
一
回
全
国
大
会
と
は
大

(
3
4
)
 

変
な
違
い
で
あ
っ
た
」
と
述
懐
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
は
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
関
係
者
が
ス
カ
ル
ノ
、

サ
ル
ト
ノ
、

末
か
ら
一
九
三

0
年
代
初
頭
に
台
頭
し
て
き
た
民
族
主
義
者
と
呼
応
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
こ
の
大
会
の
討
議
事
項
と
討
論
内
容
を
み
て
い
く
と
、
大
会
は
こ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
政
治
運
動
と
い
う
点
を
め

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
一
月
一
三
日
夜
）

第
一
回
会
議
（
一
月
一
三
日
夜
半
）

司
会
は
、
長
老
グ
ル

ー
プ
の
ひ
と
り
で
あ
る
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
が
行
な
っ
た
。
プ
ロ

ノ
ウ
ィ
デ
ィ
グ
ド
及
び
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
開
会
浪
説
を
行
な
い
、
そ
の
あ
と
で
来
費
の
挨
拶
が
行
な
わ
れ
た
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
浪
説
は
、

彼
が
再
＿
―
-
述
べ
て
き
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
組
織
の
独
自
性
を
、
＂
生
き
て
い
る
制
度
~

s
y
s
t
e
e
m
 
h
i
d
u
p
 

(35) 

で
あ
っ
た
。

と
し
て
強
調
す
る
も
の

サ
デ
ィ
キ
ン
（
当
時
モ
シ
ョ
ク
ル
ト
支
部
所
属
）
の
議
i

長
で
深
夜
一
時
半
か
ら
行
な
わ
れ
た
。

し
か
し
正
規
の
議
長
席
は
空
席
と
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
正
規
の
議
長
席
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
初
代
議
長
で
あ
っ
た
故

(
3
2
)
 

、こ
。

し

f

ハ
ッ
ク
、

シ
ャ
フ

リ
ル
ら
の
一
九
二

0
年
代
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マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ

、
プ
グ
ル

、
サ
デ
ィ
キ
ン
、

こ
う
し
て
、
九
名
の
「
裁
定
委
員
」
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は

m
a
n
 S
i
s
w
a

を
正
式
に
承
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ス
ワ
ソ
デ
ィ
、
ク
ス

一
・
ハ
ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ン
ト
ロ
（
デ
ワ
ン
ト
ロ
夫
人
で
、
「
タ
マ

ス
タ
ッ
ト
モ

・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
の
た
め
の
空
け
ら
れ
て
お
く
べ
き
席
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
が
プ
ロ
ノ
ウ
ィ
デ
イ
グ
ド
に
よ

(36) 

っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
開
会
に
先
立
っ
て
所
用
の
た
め
大
会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
（
ス
マ
ラ
ン
在
住
）
の
メ
(
37
)
 

ッ
セ
ー
ジ
が
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
よ
っ
て
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
大
会
開
催
規
定
に
従
っ
て
出
席
者
の
資
格
審
査
が
行
な
わ
れ
た
。

(
33) 

第
二
回
会
議
（

一
月

一
四
日
朝
）

前
夜
に
ひ
き
続
い
て
サ
デ
ィ
キ
ン
が
議
長
を
つ
と
め
、
九
時
半
に
開
会
さ
れ
た
。

会
議
は
デ
ワ
ソ
ト
ロ
に
よ
る
「
最
高
会
議
」
の
提
案
説
明
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
討
議
事
項
に
付
さ
れ
た
の
は
、
支
部
ご

と
の
内
紛
を
調
停
す
る
た
め
の
「
裁
定
機
関
」

B
a
d
an

H
a
k
im

を
設
立
す
る
こ
と
と
、
「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ヮ
婦
人
団
」

W
an
ita
T
a
,
 

「
裁
定
機
関
」
は
、
内
紛
が
年
次
大
会
に
上
程
さ
れ
た
場
合
に
そ
の
内
紛
を
処
理
す
る
と
い
う
権
利
と
義
務
を
年
次
大
会
に
よ
っ

て
賦
与
さ
れ
る
べ
ぎ
も
の
と
さ
れ
た
。

ン
・
シ
ス
ワ
婦
人
団
」
代
表
）
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
、

ス
ケ
ミ
夫
人
、

マ
及
び
ス
ケ
ミ
で
、
こ
れ
に
デ
ワ
ン
ト

ロ
が
顧
問
と
し
て
加
わ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
九
名
の
内
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
夫
人
以
外
は
、

各
地
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
指
導
者
と
し
て
声
望
を
は
せ
て
い
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
タ
マ
ソ

・
シ
ス

ヮ
婦
人
団
が
正
式
に
大
会
で
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
「
裁
定
機
関
」
は
た
だ
ち
に
活
動
を
開
始
し
、
こ
の
大
会
期
間
に
い
く
つ
か
の

「
事
件
」
に
結
論
を
下
し
た
。
そ
れ
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
教
師
を
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
か
ら
追
放
し
、
な
い

し
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
呼
び
寄
せ
て
「
再
教
育
」
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

会
議
は
そ
の
後
、
議
長
を
カ
デ
ィ
ル
ン
（
マ
ラ
ン
支
部
）
に
交
替
し
て
、
納
付
金
に
関
す
る
討
論
を
行
な
っ
た
。

(39) 

第
三
回
会
議
（
九
月
一
四
日
夜）

午
後
八
時
一―
10分
か
ら
カ
デ
ィ
ル
ン
を
議
長
と
し
て
開
会
さ
れ
た
こ
の
会
議
で
は
、
納
付
金
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れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
4
1
)
 

第
五
回
会
議
（
一
月
一
五
日
夜
）

そ
の
他
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
討
議
が
行
な
わ
れ
、
次
の
各
事
項
が
決
定
さ
れ
た
。
第
一
に
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
印
刷
所
を
設
置
す

る
こ
と
。
こ
の
た
め
各
支
部
か
ら
最
低
―
フ
ロ
ー
リ
ソ
以
上
の
寄
金
を
仰
ぐ
こ
と
。
第
二
に
上
納
金
は
、
粗
収
入
五

0
0
フ
ロ
ー
リ

ン
以
下
の
支
部
は
三
％
、

五

0
0か
ら
一

0
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン
の
支
部
は
四
％
、

一
九
三
二
年
二
月
よ
り
実
施
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。

次
に
、
議
長
は
サ
ル
ミ
デ
ィ
・
マ
ソ
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
に
交
替
し
て
、
教
師
へ
の
給
料
支
払
い
の
額
の
算
定
基
準
が
討
議
さ
れ
た
。

ま
た
、

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
関
係
者
へ
の
年
金
給
付
を
考
慮
す
る
た
め
、
「
農
民
基
金
」

T
a
n
i
f
o
n
d
s
が
設
置
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
決
議

さ
れ
た
。
会
議
は
夜
の
一
時
に
散
会
し
た
。

(40) 

第
四
回
会
議
（
一
月
一
五
H
)

ま
で
行
な
わ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、

前
夜
に
ひ
き
続
い
て
サ

ル
ミ
デ
ィ
が
議
長
を
つ
と
め
、
午
前
九
時
三

0
分
に
開
会
し
午
後
二
時

サ
ル
ミ
デ
ィ
が
作
成
し
た
教
科
計
画

leerplan

の
内
、
低
学
年
コ
ー
ス
の
も
の
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
が
、

ミ
デ
ィ
試
案
の
骨
子
を
承
認
し
、
具
体
的
な
運
営
は
各
支
部
に
一
任
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
は
、
そ
の
後
も
、

点
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
（
こ
と
に
言
語
教
育
の
問
題
）
と
し
て
こ
の
第
一
回
年
次
大
会
の
み
な
ら
ず
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
討
議
さ

た
。
こ
こ
で
は
、

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
掲
げ
る
民
族
教
育
の
理
念
を
ど
の
よ
う
に
具
体
化
す
る
か
と
い
う

サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ソ
・
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
が
議
長
を
つ
と
め
て
、
午
後
八
時
三

0
分
に
開
会
さ
れ

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
子
弟
に
実
業
教
育
（
と
く
に
織
物
）
を
施
す
た
め
の
機
関
を
設
置
す
る
問
題
が
討
議
さ
れ
た

が
、
特
に
結
論
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
れ
が
イ
ン
ド
の
ス
ワ
デ
シ
運
動
を
念
頭
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
カ
デ
ィ
ル
ン
が
「
ス
ワ
デ
シ
を
政
治
的
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
イ
ソ
ド
と
こ
こ
で
は
事
情

「
最
高
会
議
」
に
対
し
て
納
付
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
、

サ
ル

1
00
0
フ
ロ
ー
リ
ソ
以
上
の

支
部
は
五
％
を
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ス
ト
モ
の

そ
の
後
、
再
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
が
討
議
さ
れ
た
。
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
語
学
教
育
で
あ
っ
て
、
各
地
方
語
、

ド
ネ
シ
ア
語
、

オ
ラ
ン
ダ
語
、
英
語
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
地
方
語
の
教
育
は
低
学
年
で
特
に
重
視
す
べ
き
こ
と
、

字
も
低
学
年
か
ら
教
え
る
こ
と
、

ダ
語
的
「
様
式
」
＾
＾
tjaranj
a
"

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
教
育
は
中
学
年
以
降
、
も
っ
と
も
重
視
す
べ
き
言
語
で
あ
る
べ
き
こ
と
、

「
言
葉
」
＾
'b
a
h
a
s
a
"

と
し
て
教
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
オ
ラ
ン

を
教
え
る
べ
き
で
な
い
こ
と
、
英
語
は
高
学
年
に
至
っ
た
ら
必
ず
教
え
る
べ
き
こ
と
、

が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
沿
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
べ
き
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、

「
民
族
教
育
会
議
」

K
o
n
g
g
e
r
e
s

P
e
r
g
u
,
 

r
u
a
n
 
N
a
s
i
o
n
a
l

を
ク

マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
主
導
し
て
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
決
議
も
な
さ
れ
た
。
会
議
は
深
夜
二
時
一
五
分
に

ス
ケ
ミ
を
議
長
と
し
て
朝
の
―
一
時
か
ら
午
後
一
＿
一
時
過
ぎ
ま
で
行
な
わ
れ
た
。
会
議
は
、
算

数
、
地
学
、
歴
史
、
音
楽
、
図
画
等
の
教
科
内
容
に
関
す
る
討
議
を
行
な
っ
た
の
ち
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
党

B
a
n
g
sa 
I
n
d
o
n
e
s
i
a

と
ク
マ
ン
・

シ
ス
ワ
と
の
競
合
的
な
関
係
か
ら
生
ず
る
問
題
で
あ
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
一
九
三

0
年
初

め
の
東
ジ
ャ
ワ
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
大
会
及
び
同
年
夏
の
第
一
回
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
国
大
会
で
も
こ
の
問
題
は
討
議
さ
れ
て
い
た
。

P
B
I

は
ス
ラ
バ
ヤ
を
拠
点
と
し
、
東
ジ
ャ
ワ
地
方
に
勢
力
を
も
つ
政
党
で
あ
る
と
と
も
に
、

イ
ソ

ま
た
ジ
ャ
ワ
文

オ
ラ

と
い
う
見
解

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政

府
に
対
し
て
「
協
力
」
の
立
場
に
立
つ
「
穏
健
な
民
族
政
党
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
穏
健
さ
に
あ
き
た
ら
な
い
東

東
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が
直
面
し
て
い
た
問
題
の
ひ
と
つ
は
、

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。

P
B
I

の
東
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
対
立
に
関
す
る
討
議
に
入
っ
た
。

終
了
し
た
。

(
4
3
)
 

第
六
回
会
議
（
一
月
一
六
日
昼
）

ン
ダ
語
は
低
学
年
の
内
は
教
え
な
い
こ
と
、

ま
た
、

オ
ラ
ン
ダ
語
は

(
4
2
)
 

が
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
」

と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
た
。

ス
ト
モ
の
率
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
党

P
B
I
=
P
a
r
t
a
i
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ま
た
、 こ

れ
に
対
し
て
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
ら
は
反
論
し
、

の
た
め
の
活
動
を
行
な
お
う
と
す
る

P
B
I

は、

ジ
ャ
ワ
地
方
の
民
族
主
義
者
が
、

P
B
I

と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
情
が
、

こ
の
両
者
の
対
立
の
背
後
に
あ
っ
た
。

P
B
I

と
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
対
立
に
お
い
て
東
ジ
ャ
ワ
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
立
場
を
代
弁
し
た
の
が
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
及
び
、

も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、

の
政
治
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

の
目
標
は
何
か
、
②

P
B
I

の
政
治
的
性
格
は
何
か
、

ジ
ェ
ン
ベ
ル
支
部
指
導
者
の
サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ
ン

・
ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
は
、
両
者
の
対
立
の
具
体
的
な
様
相
、
こ

と
に

P
B
I

が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
る
「
不
当
な
非
難
攻
撃
」
に
つ
い
て
先
に
『
プ
サ
ラ
』
誌
上
で
次
の

よ

(44) 

う
に
そ
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。

彼
ら
に
よ
れ
ば
、

P
B
I

は
そ
の
機
関
誌
『
ス
ワ
ラ

・
ウ
ム
ム
』

S
uara
U
m
u
m
に
お
い
て
再
三
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
批
判
す

る
論
評
を
掲
げ
て
い
る
（
例
え
ば

一
九
三
一
年
―
二
月
一
七
日
付
第
六
六
号
）
。
そ
の
内
容
は
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
人
民
の
た
め
の
教
育

を
標
榜
し
な
が
ら
実
際
に
は
人
民
の
要
求
を
み
た
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

ソ
ベ
ル
の
集
会
に
お
い
て
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
授
業
料
が
高
く
、
ま
た
、
人
民

マ
ド
ゥ
ラ
島
や
ジ
ェ
ン
ベ
ル
で
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
妨
害
を
受
け
て
い
る
と
い
う

マ
ド
ゥ
ラ
島
の
パ
メ
カ
サ
ソ
に
あ
る
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
で
は
、

P
B
I
系
の
教
師

が
自
ら
の
誤
り
の
ゆ
え
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
か
ら
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

ド
ゥ
ラ
島
）
で
は
、
「
P
B
I

の
集
会
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
た
」
ど
こ
ろ
か
、

ス
ル
ヨ
。
フ
ト
ロ
が
個
人
の
資
格
で
、
①

P
B
I

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
と
彼
の
率
い
る
ウ
ォ
ノ
ク

ロ
モ
支
部
で
あ
っ
た
。

ジ
ェ
ン
ベ
ル
及
び
バ
ン
カ
ラ
ン
（
マ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
集
会
の
た
め

の
会
場
と
し
て
校
舎
を
提
供
し
た
り
、
大
会
開
催
費
の

一
部
を
寄
付
し
た
り
し
て
む
し
ろ
積
極
的
に
協
力
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
ジ
ェ

P
B
I

は
植
民
地
政
府
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
関
係
に
立
と
う
と
し
て
い
る
の
か
、
③
P
B
I

ほ
か
な
ら
ぬ
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タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
各
地
で
設
立
さ
れ
て
い
る
の
は
、

人
民
の
要
請
と
援
助
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
す
べ
て
の
人
に
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
こ
そ
民
族
学
校
と
し
て

い
う
反
問
を

P
B
I

に
対
し
て
再
問
す
る
。

⇔
 

と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

七
日
付
）
の
見
解
は
、
ま
っ
た
く
不
当
な
非
難
で
あ
り
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教
師
が

P
B
I

集
会
で
発
言
す
る
こ
と
は
、
人
間
と
し
て
の
権
利
で
あ
り
、
何
人
も
こ
れ
を
退
け
る
こ
と
は

ま
た
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
教
師
の
中
に

P
B
I

の
党
員
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
の
見
解
が
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
そ
の
義
務
を
遂
行
し
て
い
な
い
と
い
う
告
発
に
対
し
て
は
、

II

そ
れ
は
い
か
な
る
義
務
の
こ
と
か
JI

と

で
き
な
い
。

日

ク

マ

ン

・
シ
ス
ワ
が

PBI

て
い
る
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
同
年
末
の

―
二
月
二
六
日
夜
か
ら
二
七
日
に
か
け
て
、
ボ
ロ
ン
で
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
東
ジ
ャ

会
議
は
サ
デ
ィ
キ
ン
、

カ
デ
ィ
ル
ン
ら
、
ス
ラ
バ
ヤ
と
マ
ラ
ン
地
方
の
指
導
者
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
、

(
4
6
)
 

P
B
I

問
題
に
つ
い
て
大
略
次
の
よ
う
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
を
採
択
し
た
。

ヮ
指
導
者
の
緊
急
会
議
が
開
か
れ
た
。

誌
上
に
公
開
し
た
の
は
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
ら
が

(45) 

何
か
、
と
い
う
一二
点
を
質
問
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
際
に

っ
て
、
こ
れ
を
「
妨
害
」
呼
ば
わ
り
す
る
の
は
、

い
い
が
か
り
も
は
な
は
だ
し
い
も
の
で
あ
る
。

P
B
I

と
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
東
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
対
立
の
様
相
を
う
え
に
述
べ
た
よ
う
な
形
で
『
プ
サ
ラ
』

一
九
＝
二
年

―
二
月
半
ば
（
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
そ
の
執
筆
日
を
―
二
月
一
八
日
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
、
プ
グ
ル
、

ジ
ェ
ン
ガ
ラ
に
て
と
記
し

の
活
動
を
妨
害
し
て
い
る
と
の
『
ス
ワ
ラ

・
ウ
ム
ム
』
誌
第
六
六
号
(
-
九
三
一
年
―
二
月
一

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
宜
伝
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
各
地
の

P
B
I

側
は
何
の
回
答
も
行
な
わ
な
か

っ
た
の
み
な
ら
ず
、
後
に
な
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一
般
人
民
は
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
授
業
料
が
高
す
ぎ
る
た
め
に
子
供
達
を
通
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
批
判
も
ま

た
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
す
で
に
東
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
会
議
で
は
、
大
都
市
の
み
な
ら
ず
中
小
の
都
市
に

お
い
て
も
、

で
き
る
限
り
安
い
授
業
料
で
し
か
も
充
実
し
た
授
業
計
画
を
も
つ
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
を
各
地
に
設
立
す
る
こ
と
を

こ
の
よ
う
な
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
代
表
さ
れ
る
東
‘
ゾ
ャ
ワ
地
方
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
指
導
者
は
、

P
B
I

と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
こ
と
の
ほ
か
、
そ

の
「
人
民
性
」
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
植
民
地
政
庁
へ
の
「
非
協
力
」
の
立
場
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
両
者
の
対
立
は
、
こ
の
年
次
大
会
で
も
再
び
討
論
さ
れ
、
会
議
で
は
、

の
東
ジ
ャ
ワ
の
指
導
者
が
す
で
に
み
た
よ
う
な
事
件
の
経
緯
を
説
明
し
た
。

(47) 

第
七
回
会
議
（
一
月
一
六
日
夜
）

ソ
・
シ
ス
ワ
と

P
B
I

の
対
立
を
め
ぐ
る
問
題
が
討
議
さ
れ
た
。

(
4
8
)
 

当
性
を
な
じ
る
声
が
会
場
を
圧
し
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
深
夜
一
―
一
時
に
至
っ
て
閉
会
し
た
が
、
東
ジ
ャ
ワ
各
地
の
タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ
支
部
が

P
B
I

の
妨
害
行
動
に
対
し
て
闘
う
こ
と
が
大
会
の
意
志
と
し
て
決
議
さ
れ
た
。

(49) 

第
八
回
会
議
（
一
月
一
七
日
夜
）

の
避
暑
地
カ
リ
ウ
ラ
ン
で
静
養
す
る
と
と
も
に
、
当
地
で
キ
・
ア
グ
ン
・
ス
ル
ヨ
ム
ン
タ
ラ
ム
の
講
浪
を
聞
い
た
。
ス
ル

ヨ
ム
ン
タ

ま、
.
_
 

ラ
ム

か
つ
て
「
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ソ
」
の
主
宰
者
と
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
設
立
に
関
与
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
（
前
出
）
。

(50) 

彼
は
カ
リ
ウ
ラ
ン
で
は
「
世
界
平
和
を
目
差
す
教
育
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
を

一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
行
な
っ
た
。

決
定
し
て
い
る
。

曰

ス
ト
モ
の
率
い
る

P
B
I

と
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
東
ジ
ャ
ワ
支
部
の
対
立
は
、
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
生
じ
て
い
た
が
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
、

ス
ル
ヨ
プ
ト
ロ
、
プ
グ
ル
ら

会
議
は
深
夜
―
二
時
よ
り
ス
ケ
ミ
を
議
長
と
し
て
開
会
さ
れ
、
午
後
に
ひ
き
続
い
て
タ
マ

一
月
一
七
日
は
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
参
会
者
一
同
は
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
北
方

の
義
務
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

「
深
夜
―
二
時
か
ら
始
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

P
B
I

の
不
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第八章 組織化 1I

同
日
夜
九
時
す
ぎ
か
ら
最
後
の
会
議
が
開
か
れ
、
会
議
は
翌
朝
の
四
時
す
ぎ
ま
で
七
時
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
議
題
は
タ

マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
組
織
問
題
で
あ
っ
た
が
、
議
論
は
白
熱
し
、

た
が
、
結
局
い
か
な
る
決
議
も
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
議
論
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
組
織
問
題
の
う
ち
、
政
治
活
動
と
タ
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
の
活
動
と
の
関
係
の
あ
り
方
、

サ
ル
｀
‘
、
デ
ィ
以
下
三
名
の
議
長
が
交
替
し
て
議
事
の
進
行
に
あ
た
っ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
は
そ
の
子
弟
を
す
べ
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
で
学
ば

せ
る
こ
と
の
是
非
、
各
支
部
の
運
営
委
員
会
の
構
成
と
権
限
、
地
方
委
員
会
、
「
最
高
会
議
」
の
構
成
と
権
限
等
、

て
に
つ
い
て
大
会
は
何
ら
の
結
論
も
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

タ
マ
ソ

・
シ
ス

ワ
の
原
則
と

一
体
性
を
維
持
す
る
う
え
で
重
要
な
問
題
が
、
す
で
に
議
案
書
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
す
べ

結
局
こ
の
会
議
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
「
独
裁
者
」

d
i
k
t
a
to
r

と
し
て
次
の
よ
う
に
決
定
す
る
こ
と
で
閉
会
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
け

結
論
が
出
な
か

っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
デ
ワ
ソ
ト
ロ
に

一
任
さ
れ
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
判
断
で
何
ら
か
の
措
置
が
と

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
れ
は
、
次
回
の
年
次
大
会
ま
で
有
効
と
み
な
さ
れ
る
。

□こ
の
大
会
で
決
議
さ
れ
た
諸
事
項
は
次
の

年
次
大
会
ま
で
に
遂
行
さ
れ
る
。

会
議
は
最
後
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
＂
秩
序
と
安

寧
JI

o
r
d
e

e
n
 v
r
e
d
e

を
と
も
な
わ
な
い
”
自
立
の
権
利
J
I
N
e
l
f
b
e
s
c
h
i
k
k
i
n
g
s
r
e
c
h
t

は
あ
り
え
な
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
両
者
は
常
に
二
位

一
体
の
も
の
と
し
て
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
年
来
の
主
張
を

述
べ
て
閉
会
と
な
っ
た
。

こ
の
第

一
回
年
次
大
会
は
、
以
上
の
経
過
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

い
く
つ
か
の
決
議
が
な
さ
れ
た
も
の
の
主
要
な
討
議
事
項
で

あ
っ
た
組
織
問
題
に
つ
い
て
何
の
結
論
も
出
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
「
お
互
い
に
激
し
く
や
り
合
っ
た
こ
と
を
最
後
に
は
深
く
詫
び
な
が
ら

(
5
1
)
 

再
会
を
約
し
つ
つ
」
散
会
と
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
は
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
を
中
心
と
す
る
中
ジ
ャ
ワ
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
指
導
部
、

こ
と
に
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
グ
ル

ー
プ
に
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一
九
三

0
年
の
第

一
回
全
国
大
会
が
、

ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ

の
主
導
す
る
も
の
と
し
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
過
程
で
各
地
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
「
第
二
世
代
」
の
指
導
者
が
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン

グ
ル
ー
プ
の
指
導
性
の
下
に
掌
握
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
の
に
ひ
ぎ
か
え
、
こ
の
一
九
三
二
年
初
め
の
大
会
で
は
、

ス
ラ
サ

・

ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
。
フ
と
「
第
二
世
代
」
か
ら
な
る
タ
マ
ン

・シ

ス
ワ
指
導
部
は
最
後
ま
で
そ
の
指
導
性
を
発
揮
し
え
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
赤
裸
々
な
対
立
が
事
実
と
し
て
顕
在
化
す
る
（
例
え
ば
分
裂
す
る
）
と
い
う
事
態
が
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
「
独
裁
権
」
行
使

デ
ワ
ン
ト
ロ
自
身
こ
の
大
会
を
回
顧
し
て
、
「
大
会
は
騒
然
と
し
激
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
し
か
し
、
対
立
は
あ
っ
て
も
分
裂
の

(52) 

生
ず
る
こ
と
は
な
く
、
何
ら
か
の
悪
い
痕
跡
が
い
ま
な
お
残
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
一
九
三
二
年
ニ

月
に
記
し
、
ま
た
同
年
七
月
に
は
第
二
回
年
次
大
会
（
後
述
）
開
催
の
呼
び
か
け
の
中
で
、
「
（
先
の
年
次
大
会
の
と
き
に
は
）
残
念

な
こ
と
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
い
う
家
の
外
で
働
く
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
多
か
っ
た
ゆ
え
に
す
っ
か
り
疲
れ
て

い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
長
上

lurah
に
請
わ
れ
て
、
大
小
の
石
を
と
り
除
い
て
新
道
を
拓
き
洪
水
を
防
ぎ
広
い

道
を
建
設
す
る
と
い
う
II

共
同
事
業
"
g
u
g
u
r
,
g
u
n
u
n
g

に
従
事
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
き
わ
め
て
多
く
き

わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
疲
れ
果
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
疲
労
の
ゆ
え
に
怒
り
に
身
を
委
せ
る
者
、
冷

静
さ
を
失
う
者
が
続
出
し
、
わ
れ
わ
れ
の
力
は
失
わ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
肝
心
の
子
供
達
の
こ
と
を
思
い
や
る
こ
と
を
忘
れ
果
て
て

(
5
3
)
 

い
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
こ
で
比
喩
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
回
年
次
大
会
は
指
導
部
の
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
が
貫
か

れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
何
ら
か
の
合
意
が
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
当
時
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
み
な
ぎ
っ

て
い
た
政
治
運
動
へ
の
傾
斜
と
い
う
雰
囲
気
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
反
植
民
地
主
義
、
「
非
協
力
」
主
義
と
し
て
示
さ

れ
る
政
治
運
動
で
あ
り
、
こ
の
運
動
へ
の
傾
斜
を
通
し
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
非
協
力
民
族
主
義
と
い
う
立
場
が
一
層
鮮
明
に
な
っ

に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
避
け
ら
れ
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

と
っ
て
厳
し
い
事
態
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

370 



第八章 組織化 II

あ
っ
た
。

し
て
も
示
さ
れ
る
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
大
会
が
「
白
熱
し
紛
糾
し
た
」
と
い
う
の
は
、

立
場
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
立
場
は
、

性
」
を
重
視
す
る
立
場
が
あ
り
、
他
方
に
「
個
人
の
資
質
を
高
め
個
人
の
創
意
と
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
を
重
視
す
る
シ
ャ
フ
リ
ル
的
な

(

5

4

)

 

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
中
に
そ
の
ま
ま
も
ち
込
ま
れ
て
い
た
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
、
P
B
I

と
の
関
係
に
お
い
て
は
共
同
歩
調
を
と
り
、

P
B
I

へ
の
反
論
を
通
し
て
ス
ト
モ
的
な
「
協
力
路
線
」
を
き
び
し
く
批
判
し
な
が
ら
、

ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
自
体
の
組
織
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
激
論
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
上
に
述
べ
た
二
つ
の
路
線
（
そ
れ
ら
は

「
非
協
力
」
と
い
う
一
点
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
た
も
の
の
）
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
部
で
せ
め
ぎ
あ

っ
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
が
再
三
主
張
し
て
い
た
「
秩
序
と
安
寧
」
と
「
独
立
性
」
の
二
位
一
体
と
い
う
こ
と
が
ら
は
、
そ
の
ま
ま
、
現
実
の

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
で
「
組
織
の
秩
序
」
を
重
視
す
る
か
「
個
人
の
独
立
」
を
重
視
す
る
か
と
い
う
二
者
択
一
と
し
て
問
題
が
捉
え

ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
先
に
み
た
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
主
張
の
力
点
の
相
違
点
と

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
大
会
の
状
況
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
ら
の
指
導
部
に
対
す
る
き
び
し
い
挑
戦
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
デ

ワ
ン
ト
ロ
ら
が
そ
も
そ
も
措
定
し
て
い
た
原
理
に
対
す
る
別
の
新
し
い
原
理
か
ら
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
別
の
新
し
い
原
理
」

と
は
シ
ャ
フ
リ
ル
ら
が
一
九
一
―

-0年
代
初
頭
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
提
唱
し
た
原
理
で
あ
り
、
そ
の
「
論
理
の
明
晰
さ
」
は
、

シ
ス
ワ
の

「
民
族
主
義
」
と
「
人
民
主
義
」
を
信
奉
し
て
こ
の
運
動
に
参
加
し
た
新
し
い
世
代
に
と
っ
て
や
み
が
た
＜
魅
力
的
で

一
方
、
こ
の
よ
う
に
し
て
大
会
が
白
熱
化
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

対
立
が
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
路
線
の
な
か
に
は
、

タ
マ
ン

・

タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ
が
著
し
く
そ
の
活
力
を
高
め
て
い
た

一
方
に
ス
カ
ル
ノ
的
な
「
組
織
の
重
視
と
組
織
中
央
部
の
指
導

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
内
に
こ
の
非
協
力
民
族
主
義
内
の
路
線
の
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回
年
次
大
会
へ
の
準
備
を
す
す
め
て
い
っ
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
経
緯
か
ら
、

中
ジ
ャ
ワ
会

議

(
-
九
三
二
年
六
月
）

第
二
回
年
次
大
会
（
一
九
三
二
年
八
月
）

と
引
き
継
が
れ
て
討
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
夜
半
の
三
時
に
至
る
ま
で
会
議
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
異
例
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
活
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
な
お
か
つ
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
「
秩
序
と
安
寧
」
を
実
現

す
る
と
い
う
課
題
が
、
こ
の
大
会
以
降
残
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
自
身
、
既
に
み
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
「
活
力
」
で
あ

る
こ
と
を
認
め
る

一
方
で
、
「
怒
り
に
身
を
委
せ
、
冷
静
さ
を
失
う
こ
と
」
は
「
わ
れ
わ
れ
の
力
」
を
消
滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ

(55) 

と
を
危
惧
し
て
い
た
。
「
力
」
は
統
一
性
が
失
わ
れ
る
と
同
時
に
喪
失
さ
れ
る
と
い
う
認
識
が
そ
こ
に
は
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
こ
の
第

一
回
年
次
大
会
で
の
未
決
事
項
は
同
年
(
-
九
三
二
年
）
五
月
の
西
ジ
ャ
ワ
会
議
、
六
月
の
中
ジ
ャ
ワ
会
議
、

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
東
ジ
ャ
ワ
の
各
地
で
行
な
わ
れ
た
「
支
部
連
合
」
会
議
を
経
て
一
九
三
二
年
八
月
の
第
二
回
年
次
大
会
へ

第

三

節

一
九
三
二
年
の
前
半
は
、
西
ジ
ャ
ワ
、
中
ジ
ャ
ワ
で
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
地
方
会
議
が
開
か

れ
た
ほ
か
、
東
ジ
ャ
ワ
各
地
の
「
支
部
連
合
」
も
会
合
を
も
ち
、
第
一
回
年
次
大
会
で
の
未
決
事
項
を
討
議
す
る
と
と
も
に
、
第
二

こ
の
内
、
西
ジ
ャ
ワ
会
議
は
五
月
七
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
、
ハ
ソ
ド
ゥ
ソ
で
、

サ
ル
ミ
デ
ィ

・
マ
ソ
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
の
指
導
下
に

(56) 

行
な
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
は
西
ジ
ャ
ワ
一
四
支
部
の
全
代
表
と
二
支
部
候
補
代
表
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
中
ジ
ャ
ワ
大
会
は
一
九

三
二
年
六
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
中
ジ
ャ
ワ
全
四
六
支
部
の
う
ち
四
四
支
部
の
代
表
が
参
加
し
て
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
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し
た
。

の
は
、
六
月
初
め
に
行
な
わ
れ
た
中
ジ
ャ
ワ
会
議
で
あ
っ
た
。

(
5
7
)
 

さ
れ
た
。
ま
た
、
東
ジ
ャ
ワ
で
は
、
モ
ジ
ョ
バ
イ
ト
支
部
連
合
会
議
が
サ
デ
ィ
キ
ソ
の
指
導
下
で
五
月

一
五
日
に
モ
ジ
ョ
ア
グ
ソ
に

(58)

（

59) 

お
い
て
開
か
れ
た
ほ
か
、
ク
ド
ゥ
支
部
連
合
会
議
が
五
月
二
二
日
に
グ
ラ
バ
ッ
グ
で
、
ジ
ュ
ソ
グ
リ
ン

・
サ
ラ
カ
支
部
連
合
会
議
が

(60)

（

61) 

六
月

――

日
か
ら

―
二
日
に
か
け
て
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
で
、
ア
ル
ゴ
プ
ロ
支
部
連
合
会
議
が
七
月
九
日
に
ジ
ェ
ソ
ベ
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
会
議
は
い
ず
れ
も
先
の
年
次
大
会
で
提
案
さ
れ
て
い
た
議
題
の
討
論
を
続
行
し
次
の
年
次
大
会
に
備
え
る
と
い
う
性
格

を
有
し
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
、
第
二
回
年
次
大
会
（
同
年
八
月
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
）
に
向
け
て
詳
細
な
議
案
を
作
成
し
た

中
ジ
ャ
ワ
会
議
は
、
前
年
九
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
「
拡
大
最
高
会
議
」
の
議
案
を
再
確
認
し
、
中
ジ
ャ

ヮ
会
議
の
総
意
と
し
て
あ
ら
た
め
て
決
議
を
採
択
す
る
と
と
も
に
こ
れ
を
次
回
の
年
次
大
会
の
議
題
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
を
決
定

こ
こ
で
決
議
さ
れ
た
事
項
は
、
組
織
に
関
し
て
一
七
項
目
、

運
営
に
関
し
て
八
項
目
、
教
育
に
関
し
て
六
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
う
ち
、
組
織
に
関
し
て
は
、
日
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
名
を
僭
称
す
る
者
及
び
原
則
か
ら
逸
脱
す
る
者
に
対
し
て
強
行
措
置

を
と
る
こ
と
、
け
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
教
師
は
自
分
の
子
弟
を
タ
マ

ソ
・
シ
ス
ヮ
学
校
へ
通
学
せ
し
め
る
こ
と
、
国
校
長
は
妻
帯

者
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
四
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
教
師
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
教
員
養
成
コ
ー
ス
の
卒
業
生
で
あ
る
か
も
し
く
は
最
低
一

年
特
別
の
養
成
コ
ー
ス
で
訓
練
を
受
け
た
者
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
囲
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
幹
部
（
運
営
委
員
長
、
校
長
、

タ
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
の
活
動
家
）
は
政
党
組
織
、
宗
教
組
織
の
執
行
委
員
や
幹
部
に
な
り
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
因
教
師
と
し
て
の
本
分
が

お
ろ
そ
か
に
な
る
よ
う
な
兼
業
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
囮
「
中
央
納
付
金
」
へ
の
納
入
が
怠
慢
な
支
部
は
「
裁
定
機
関
」

B
a
d
a
n

(
6
2
)
 

H
a
k
i
m
に
上
告
せ
ら
る
べ
き
こ
と
、
等
を
骨
子
と
し
て
い
た
。
ま
た
行
政

a
d
m
i
n
i
strasi

に
関
し
て
は
、
日
デ
ワ
ン

ト
ロ
の
各
地

373 



a
n
a
k
 kita 

た
あ
と
、
「
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
た
め
て
子
供
た
ち

へ
の
旅
費
は
「
中
央
納
付
金
」
か
ら
支
出
さ
れ
る
が
、
各
地
方
支
部
か
ら
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
本
部
へ
の
来
訪
の
旅
費
は
自
己
負
担

と
す
べ
き
こ
と
、
口
各
支
部
は
毎
月
一
回
「
最
高
会
議
」
に
対
し
て
活
動
報
告
書

くe
r
a
n
t
w
o
o
rd
i
n
g

を
送
付
す
べ
き
こ
と
、
等
か

(63) 

ら
な

っ
て
い
た
。

大

会

準

備

第
二
回
年
次
大
会
開
催
の
予
告
は
、
『
プ
サ
ラ
』
の
一
九
三
二
年
七
月
号
誌
上
に
お

い
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
デ
ヮ
ソ
ト

(
64
)
 

ロ
の
「
呼
び
か
け
」
、
「
最
高
会
議
」
に
よ
る
議
案
の
提
起
、
大
会
運
営
方
針
と
日
程
等
が
発
表
さ
れ
た
。

先
ず
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
は
、
「
呼
び
か
け
」
の
中
で
す
で
に
前
節
で
述
ぺ
た
よ
う
に
第

一
回
年
次
大
会
の
総
括
を
し
た
あ
と
、

い
ま
や

困
難
を
き
わ
め
た
11

共
同
事
業
.,
g
u
g
u
r
,g
u
n
u
n
g

の
時
は
終
わ
り
、
再
び
わ
れ
わ
れ
は
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
戻
っ
て
11

話
し
合
い
II

m
u
sja
w
a
r
a
h

を
す
る
時
が
き
た
、

空
は
澄
み
渡
り
、
わ
れ
わ
れ
の
思
考
も
清
澄
な
も
の
と
な
っ
た
、
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ

い
求
め
よ
う
。
…
…
わ
が
子
た
ち

な
辻
」
と
記
し
た
。

起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

s
a
n
g
 a
n
a
k

に
目
を
向
け
、
彼
ら
の
肉
体
と
精
神
を
開
花
さ
せ
る
て
だ
て
を
追

に
何
か
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
に
仕
え
る
べ
く
わ
が
身
を
献
げ
よ
う
で
は

デ
ワ
ン
ト

ロ
の
こ
の
「
呼
び
か
け
」
は
前
回
の
年
次
大
会
の
紛
糾
状
態
か
ら
脱
す
る
た
め
に
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
関
係
者
に
対
し

て
彼
ら
が
共
有
す
べ
き
原
点
す
な
わ
ち
「
聖
な
る
子
供
た
ち

へ
の
献
身
」

b
er
h
a
m
b
a
k
e
p
a
d
a
 S
a
n
g
 A
n
a
k

と
い
う
こ
と
が
ら
を
想

こ
の
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
「
呼
び
か
け
」
に
続
い
て
「
最
高
会
議
」
は
大
会
の
基
本
方
針
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
の
要
点
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
第
一
に
今
回
の
年
次
大
会
は
、
前
回
の
年
次
大
会
の
延
長
で
あ
り
、
そ
こ
で
未
決
定
と
さ
れ
て
い
た
諸
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p
a
d
a
 a
l
g
e
m
e
e
n
 
b
e
l
a
n
g
0
 

こ
の
よ
う
な
大
会
運
営
上
の
基
本
方
針
に
続
い
て
「
最
高
会
議
」
は
、

E
i
g
e
n
 
b
e
l
a
n
g
 
h
a
r
u
s
 
d
i
b
e
l
a
k
a
n
g
k
a
n
 
d
a
r
i
 

事
項
を
討
議
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
一
九
一
二
二
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
中
ジ
ャ
ワ
会
議
で
の
決
議
事
項
を
き
た
る
年
次
大

会
で
の
議
案
と
し
て
採
用
す
る
の
で
、
各
支
部
は
中
ジ
ャ
ワ
会
議
で
の
討
議
の
内
容
に
留
意
し
た
う
え
で
大
会
に
参
加
す
べ
き
こ
と
。

(66) 

第
三
に
、
こ
れ
以
外
に
「
最
高
会
議
」
か
ら
の
独
自
の
議
案
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が
当
面
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
を
特
に

(67) 

第
一
は
、
組
織
に
関
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
要
約
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

組
織
と
は
わ
れ
わ
れ
の
”
精
神
＂
を
具
現
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
精
神
を
実
現
し
よ
う
と
着
手
し
た

と
き
わ
れ
わ
れ
の
原
則
に
の
っ
と
っ
た
組
織
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
さ
れ

た
。
し
か
し
こ
の
困
難
は
し
ば
し
ば
わ
れ
わ
れ
が
ひ
と
つ
の
精
神
に
よ

っ
て
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
た
か
も
束
縛
さ
れ
て
い
る

か
の
よ
う
に
感
じ
、
わ
れ
わ
れ
自
身
を
損
う
も
の
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
。
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
犠

牲
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
犠
牲
に
な
る

b
e
r
k
o
r
b
a
n

と
は
II

わ
れ
わ
れ
自
身
に
困
難
を
も
た
ら
す
に
至
る
よ
う
な
わ
れ
わ
れ

が
好
ま
な
い
状
況
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
"
"
m
e
m
e
r
i
m
a
 (
a
a
n
v
a
a
r
d
e
n
)
 
s
e
s
u
a
t
u
 
k
e
a
d
a
a
n
 
j
a
n
g
 
t
i
d
a
k
 
kita 
s
u
k
a
i
 
h
i
n
g
g
a
 

r
n
e
r
n
b
e
r
a
t
k
a
n
 
diri 
kita
"
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
全
体
に
と

っ
て
良
い
こ
と
で
さ
え
あ
れ
ば
勇
気
を
も
っ
て
困
難
を
担
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
「
一
般
の
利
益
は
個
人
の
利
益
に
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
自
己
犠
牲
」
は
、
先
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
論
文
に
み
ら
れ
た
「
自
己
規
律
」
と
相
呼
応
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
は
と
も
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
倫
理
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
設
立
以
来
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
掲
げ
て
き
た

「
全
体
の
秩
序
と
安
寧
」

tata
t
e
n
t
r
e
m

と
い
う
原
則
の
中
に
「
個
人
の
独
立
」

z
e
l
f
b
e
s
c
h
i
k
k
i
n
g
s
r
e
c
h
t

と
い
う
原
則
を
包
摂
し
よ

取
り
上
げ
て
い
た
。
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う
と
す
る
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
先
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
「
呼
び
か
け
」
に
み
ら
れ
た
「
子
供
た
ち
へ
の
献
身
」
と
い

う
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
点
を
想
起
さ
せ
る
立
場
と
あ
い
ま
っ
て
、
第
二
回
年
次
大
会
に
お
け
る
指
導
部
の
基
本
的
な
立
場
と
な
っ

第
二
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
は
そ
の
子
弟
を
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
に
通
学
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
、
第
三
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
会
員
の
条
件
に
つ
い
て
、
第
四
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
運
営
資
金
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
後
で
、

(68
)
 

最
後
に
「
考
え
方
を
ひ
と
つ
に
す
る
」
＾
＾
B
e
r
s
a
t
u
a
n
g
a
n
,
a
n
g
a
n
"

と
い
う
点
に
つ
い
て
要
約
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
C

「
第
一
に
、

If

一
対
に
な
ら
な
い
こ
と
が
ら
I
f
6
^
h
a
l
,
h
a
l
j
a
n
g
 
t
i
d
a
k
 
s
e
d
j
o
d
o
 
(
s
e
p
a
s
a
n
g
)
"
 
を
ひ
と
つ
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
合
体
化
は
も
の
ご
と
の
本
来
の
力
に
従

っ
て
お
ら
ず

t
i
d
a
k
m
e
n
u
r
u
t
 
k
o
d
r
a
t
n
j
a
 
k
e
a
d
a
a
n
 

て
し
ま
う
。
11

あ
い
別
れ
つ
つ
と
も
に
す
す
む
I
I
.
^
g
e
s
c
h
e
i
d
e
n
s
a
m
e
n
g
a
a
n
"

と
い
う
状
態
が
む
し
ろ
好
ま
し
い
の
で
あ
る
。
第
二

に
、
も
し
合
体
す
る
こ
と
を
望
む
な
ら
個
人
の
怒
り
に
ま
か
せ
て
全
体
の
利
益
を
損
っ
て
は
な
ら
な
い
。
全
体
の
利
益

p
e
r
s
a
t
u
a
n

の
た
め
に
あ
え
て
自
ら
を
犠
牲
に
せ
よ
。
第
三
に
、
重
要
で
は
な
い
も
の
を
重
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
わ
れ
わ
れ
の
力
を
失
わ
せ
、
と
る
に
足
ら
な
い
こ
と

b
a
r
a
n
g
j
a
n
g
 
r
e
m
e
h

を
重
視
す
る
と
い
う
考
え
方
に
わ
れ
わ
れ
を
な
じ
ま

せ
、
そ
の
結
果
、
つ
い
に
は
本
当
に
重
要
な
こ
と
が
ら
を
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
失
っ
た
り
、

(69) 

す
る
か
ら
で
あ
る
」
。

そ
の
能
力
を
喪
失
し
た
り

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
は
、
本
来
、
思
想
を
異
に
す
る
者
の
統
一
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
が
も
っ
ば
ら
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
関
係
者
に
対
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は

思
想
な
い
し
考
え
方

c
^
a
n
g
a
n
"

の
相
違
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
中
に
存
在
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
存
在
を
脅

か
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の
第
二
項
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
全
体
の
利
益
の
た

こ
。
f
 

w
u
t
u
n
j
a
 

必
ず
や
が
て
は
分
裂
し
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ー

「
最
高
会
議
」
M
a
d
j
e
l
i
s
L
u
h
u
r
 

に
対
し
て
責
任
を
負
う
も
の
で

め
に
あ
え
て
自
ら
を
犠
牲
と
せ
よ
」
と
い
う
原
理
（
こ
の
原
理
は
II

聖
な
る
大
家
族
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
＂
と
い
う
原
理
の
別
表
現
で

あ
る
）
が
、
考
え
方

"
a
n
g
a
n
"

の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
基
底
に
存
在
す
る
な
ら
ば
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は

一
体
と
し
て
維

持
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
考
え
方

a
n
g
an

と
は
こ
こ
で
は
も
っ
ば
ら
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら

れ
、
「
自
己
犠
牲
」
「
私
欲
の
没
却
と
全
体
へ
の
献
身
」
な
ど
は
、
〈
精
神
の
あ
り
方
〉
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従

っ
て
ス
カ
ル
ノ
的
と
シ
ャ
フ
リ
ル
的
と
を
問
わ
ず
相
異
な
る
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
基
底
を
、
こ
の
よ
う
な
〈
精
神
の
あ
り
方
〉

が
貫
ぬ
い
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
一
体
性
は
維
持
さ
れ
る
と
い
う
立
場
が
こ
こ
に
は
提
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
ら
の
提
唱

し
て
き
た
「
民
主
主
義
と
指
導
性
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
は
、

シ
ャ
フ
リ
ル
的
人
民
主
義
を
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
に
お
い
て
な
お

包
摂
し
う
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
流
通
範
囲
を

一
層
拡
大
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
回
年
次
大
会
に
は
こ
の
よ

う
な
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
理
に
関
わ
る
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
最
高
会
議
」
は
大
略
以
上
の
よ
う
な
大
会
に
関
す
る
趣
旨
説
明
を
行
な
っ
た
の
ち
に
、
「
最
高
会
議
の
諸
提
案
」
と
し
て
「
最

高
会
議
」
に
関
す
る
諸
事
項
、
「
裁
定
機
関
」
に
関
す
る
諸
事
項
、
「
長
老
団
」

B
a
d
a
n

P
e
n
g
e
t
u
a

に
関
す
る
諸
事
項
、
「
独
裁
権
な

い
し
専
断
権
」
に
関
す
る
諸
事
項
、
大
会
に
関
す
る
諸
事
項
、
「
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
婦
人
団
」
に
関
す
る
諸
事
項
、
「
中
央
納
付
金
」

に
関
す
る
諸
事
項
の
各
項
に
つ
い
て
、
独
自
の
提
案
書
を
公
表
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
先
の
中
ジ
ャ
ワ
大
会
が
作
成
し
た
議
案
書
が
タ

マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
組
織
に
関
す
る
条
項
を
中
心
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
そ
の
指
導
部
の
構
成
と
権
限
に
関
す
る
条
項
を
中
心
と
し

(70) 

て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
要
点
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

(71) 

に
関
し
て

「
最
高
会
議
」
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
最
高
執
行
機
関
で
あ
り
、
年
次
大
会

R
a
p
a
t
B
e
s
a
r
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m
 

II 
五 四

(73) 

「
長
老
団
」

B
a
d
a
n
P
e
n
g
e
t
u
a

に
関
し
て

、0し
「
最
高
会
議
」
の
各
部
門
委
員
は
「
最
高
会
議
執
行
委
員
」

P
a
n
i
t
e
r
a
n
 
M
a
d
j
e
l
i
s
 
L
u
h
u
r

を
構
成
し
う
る
。

「
最
高
会
議
」
の
人
数
と
人
選
は
年
次
大
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
人
選
は
二
年
に
一
回
行
な
わ
れ
る
。
「
最
高
会
議
」
議
長

は
年
次
大
会
で
決
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
役
職
は
「
最
高
会
議
」
構
成
員
の
互
選
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
構
成
員
に

「
最
高
会
議
」
は
最
低
年
に
一
回
会
合
を
も
ち
当
面
す
る
諸
問
題
を
協
議
す
る
が
、

業
務
委
員
会
」

M
a
d
j
e
l
i
s
L
u
h
u
r
 H
a
r
i
a
n

を
構
成
し
、
「
最
高
会
議
」
の
日
常
業
務
を
代
行
す
る
も
の
と
す
る
。

年
次
大
会
は
「
最
高
会
議
」
の
委
員
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
必
要
が
あ
れ
ば
「
最
高
会
議
業
務
委
員
会
」

は
委
員
の
数
を
自
ら
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
の
年
次
大
会
で
承
認
を
う
る
ぺ
き
も
の
と
す
る
。

(
72
)
 

「
裁
定
機
関
」

B
a
d
a
n
H
a
k
i
m

に
関
し
て

「
裁
定
機
関
」
は
年
次
大
会
な
い
し
「
最
高
会
議
」
か
ら
委
任
さ
れ
た
事
件
に
関
し
て
調
査
と
裁
定
を
下
す
権
利
と
義
務
を

有
す
る
。
委
任
し
た
側
は
、
「
裁
定
機
関
」
の
決
定
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
裁
定
機
関
」
―
―
―
名
な
い
し
五
名
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
内
一
名
は
「
最
高
会
議
」
の
選
出
委
員
一
名
は
「
ク
マ
ン
・

シ
ス
ワ
婦
人
団
」
の
代
表
と
す
る
。
他
の
委
員
は
年
次
大
会
が
選
出
す
る
。

「
裁
定
委
員
」
の
選
出
は
「
最
高
会
議
」
委
員
の
選
出
と
時
期
を
あ
わ
せ
て
年
次
大
会
で
行
な
う
。
「
裁
定
機
関
」
は
必
要
が

あ
れ
ば
委
員
の
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
の
年
次
大
会
で
承
認
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

は
、
「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
婦
人
団
」
の
代
表
も
加
わ
る
こ
と
と
す
る
。

あ
る
。

マ
タ
ラ
ム
在
住
の
委
員
は
、
「
最
高
会
議
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四 N 
裁
者
」
の
任
期
は
不
定
と
す
る
。

こ
の
権
限
は
「
最
高
会
議
」
が
必
要
と
み
な
し
た
場
合
に
「
独
裁
者
」

と
が
で
き
る
。

「
長
老
団
」
す
な
わ
ち
、

そ
の
人
数
を
不
定
と
し
、

れ
る
も
の
と
す
る
。

任
期
は
定
め
な
い
が
、
辞
意
が
表
明
さ
れ
た
場
合
も
し
く
は
年
次
大
会
で
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
地
位
を
離
れ

る
も
の
と
す
る
。

「
長
老
団
」
は
、

ジ
ャ
ワ
語
で

p
i
n
i
s
e
p
u
h

オ
ラ
ン
ダ
語
で

r
a
a
d
v
a
n
 
o
u
d
e
r
e
n

〔
い
ず
れ
も
長
老
の
意
味
〕

は、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
対
し
て
と
く
に
功
績
の
あ
っ
た
者
の
な
か
か
ら
、
年
次
大
会
に
よ
っ
て
選
出
さ

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ら
、
と
く
に
そ
の
原
則
に
関
し
て
心
配
り
を
し
、

与
え
注
意
を
喚
起
す
る
と
い
う
権
利
と
義
務
を
有
す
る
。
「
長
老
団
」
は
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
あ
ら
ゆ
る
会
議
に
出
席
す
る
こ

(
7
4
)
 

「
独
裁
権
な
い
し
専
断
権
」

D
i
k
t
a
t
u
u
r
a
t
a
u
 
H
a
k
 L
e
l
u
a
s
a

に
関
し
て

「
専
断
権
」
は

「
最
高
会
議
」
が
秩
序
と
安
寧
の
動
揺
に
対
し
て
有
効
な
措
置
を
講
じ
え
な
か
っ
た
場
合
に
、
秩
序
と
安
寧

を
回
復
す
る
た
め
に
行
使
さ
れ
る
。

忠
告
を

行
使
を
「
最
高
会
議
」
に
要
請
し
た
場
合
に
は
、
「
最
高
会
議
」
は
た
だ
ち
に
そ
の
権
限
を
賦
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
独

「
独
裁
者
」
は
混
乱
し
た
秩
序
を
回
復
す
る
た
め
に
必
要
と
み
な
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
行
な
う
権
利
と
義
務
を
有
す
る
。

彼
の
決
定
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
い
か
な
る
個
人
・
機
関
と
も
に
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
独
裁
者
」
は
年
次
大
会
に

対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
。

「
独
裁
者
」
は
年
次
大
会
に
お
い
て
第
一
回
目
の
投
票
で
四
分
の
三
以
上
の
得
票
を
得
た
者
が
選
出
さ
れ
る
。
票
数
が
達
し

D
i
k
t
a
t
o
r

に
賦
与
さ
れ
る
が
、

「
独
裁
者
」
が
そ
の
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第
二
回
年
次
大
会

（
一
九
三
二
年
八
月
）

な
か
っ
た
場
合
は
、
第

一
回
の
投
票
で
三
分
の
一
以
上
の
得
票
を
得
た
者
が
決
選
投
票
で
選
出
さ
れ
る
。

「
独
裁
者
」
は
自
ら
辞
任
す
る
か
、
年
次
大
会
で
五
分
の
一
以
上
の
発
議
の
も
と
に
四
分
の
三
以
上
が
そ
の
辞
任
を
要
求
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
地
位
を
離
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
発
議
は
大
会
の

一
週
間
以
前
に
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
そ
の

以
上
の
四
項
目
以
外
に
「
最
高
会
議
」
が
提
出
し
た
議
案
書
の
な
か
に
は
、
「
中
央
納
付
金
」
が
各
支
部
三
％
と
さ
れ
、

ま
た
、

納
付
義
務
を
怠
っ
た
支
部
は
納
入
を
果
た
す
ま
で
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
連
合

P
e
s
a
t
u
an
T
a
rn
an
 Si
s
w
a

か
ら
追
放
さ
れ
る
と
い
う
議

案
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
指
導
性
と
い
う
こ
と
が
ら
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
四
項
目
に
そ
の
要
諦
は
つ
き
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
第
一
回
全
国
大
会
（
一
九
三
0
年
）
で

の
決
議
事
項
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
最
高
会
議
」
の
権
限
、
「
独
裁
者
」
の
権
限
を
あ
ら
た
め
て
繰
り
返
す
と
と
も
に
、
「
裁
定
機
関
」
の
規
定
を
明
確
に

し
、
ま
た
、
新
た
に
「
長
老
団
」
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
権
限
を
、

二
重
三
重
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

セ
ソ
タ
ー
、
す
な
わ
ち
デ
ワ
ソ
ト
ロ
ら
の
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
。
フ
と
マ
タ
ラ
ム
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ

本
部
に
集
中
す
る
と
い
う
体
制
を
と
と
の
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
最
高
会
議
」
の
方
針
は
、
先
に

中
ジ
ャ
ワ
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議
が
行
な
っ
た
諸
提
案
と

一
対
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
が
セ
ソ
タ
ー
そ
の
も
の

の
指
導
性
を
強
化
す
る
の
と
あ
い
と
も
な
っ
て
後
者
は
各
支
部
の
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
収
敏
性
を
強
化
す
る
と
い
う
提
案
を
行
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

第
二
回
年
次
大
会
は
、
予
定
通
り

一
九
一二
二
年
八
月
五
日
か
ら
七
日
に
わ
た
っ
て
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大

五
場
合
「
独
裁
者
」
は
大
会
に
出
席
し
て
は
な
ら
な
い
。
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こ
の
方
式
を
採
用
し
た
結
果
、

一
四
の
「
支
部
連
合
」
が
七

一
票
の
票
数
を
も
っ
て
参
加
し
、
別
に
―
二
支
部

t
j
a
b
a
n
g

が
―
二

票
の
票
数
を
も
っ
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
内
、
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
支
部
連
合
は
一
〇
票
、

(
7
7
)
 

の
票
数
を
有
し
て
い
た
。

大
会
は
八
月
五
日
夜
九
時
す
ぎ
か
ら
深
夜
一
―
一
時
す
ぎ
ま
で
第

一
会
議
、

り
一
般
会
議
、

八
月
七
日
朝
一

0
時
よ
り
第
三
会
議
が
行
な
わ
れ
た
。
議
長
は
第
一
会
議
が
プ
グ
ル
（
マ
ラ
ン
支
部
）
、

一
般
会
議
と
第
三
会
議
は
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
・
ジ
ョ
ヨ
プ
ラ
イ
ッ
ト
ノ
が
つ
と
め
た
。

第

一
会
議
と
第
二
会
議
は
、
大
会
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
た
中
ジ
ャ
ワ
会
議
の
決
定
及
び
最
高
会
議
の
決
定
に
基
づ
く
各
条
項

に
つ
い
て
討
議
を
行
な
い
、
第
三
会
議
は
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
そ
の
可
否
を
問
う
た
。

そ
の
結
果
「
最
高
会
議
」
の
提
案
は
、
若
干
の
変
更
（
「
最
高
会
議
」
の
任
期
を
二
年
か
ら
四
年
に
す
る
こ
と
）
が
あ
っ
た
も
の

(78) 

の
す
べ
て
採
択
さ
れ
、
中
ジ
ャ
ワ
会
議
の
提
案
も
一
部
付
加
さ
れ
た
も
の
の
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
採
択
さ
れ
た
。

な
お
、

八
月
六
日
夜
の
一
般
会
議
は
、
当
時
ク
デ
ィ

リ
の

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
支
部
に
属
し
て
い
て

ア
ル
メ
ィ
ン

・
パ
ネ

プ
グ
ル
と
サ
デ
ィ
キ
ソ
（
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
支
部
）
、

四
欠
席
支
部
は
大
会
に
そ
の
権
限
を
一
任
し
た
も
の
と
み
な
す
。

回 （二） 日

A
r
m
i
j
n
 

第
二
会
議
が
、

モ
ジ
ョ
パ
イ
ト
支
部
連
合
は
九
票

会
は
各
支
部
の
代
表
が
参
加
す
る
と
い
う
方
式
を
と
ら
ず
、
「
各
支
部
連
合
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
を
代
表
し
て
参
加
す
る
と
い
う

(75) 

方
式
に
よ
っ
て
い
た
。
「
最
高
会
議
」
が
示
し
た
具
体
的
な
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

討
論
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
、
各
支
部
の
賛
成
が
え
ら
れ
れ
ば

「
支
部
連
合
」

g
o
l
o
n
g
a
n

の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
権
を
一

任
し
た
支
部
数
の
票
数
を
も
っ
て
出
席
す
る
こ
と
。

こ
の
方
式
に
反
対
の
支
部
は
独
自
に
支
部
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
、

通
常
の
会
員
は
大
会
に
出
席
で
き
る
が
発
言
は
認
め
ら
れ
な
い
。

一
票
の
票
数
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

八
月
六
日
朝
九
時
よ
り
第
二
会
議
、
同
日
夜
八
時
半
よ
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わ
れ
の
肉
体
は
完
成
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

(79
)
 .‘
‘
 

P
a
n
e

カ

な
し、
ヽ

ク
デ
ィ
リ
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
に
新
し
く
設
立
さ
れ
る
予
定
の

H
B
S

(
高
等
学
校
コ
ー
ス
）
に
関
し
て
報
告
を
行

ま
た
、

タ
ゴ
ー
ル
の
主
宰
す
る
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ニ
ケ
ク
ソ
学
校
に
学
ん
だ
ス
タ
ン
・
ハ
ラ
ハ
ッ
プ

ソ
ド
生
活
の
報
告
を
行
な
い
、
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を
朗
読
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
長
老
の
一
人
で
あ
る
ス
ト
ボ
・
ウ
ォ
ノ
ボ
ョ
が
イ

(80
)
 

ソ
ド
ネ
シ
ア
各
地
の
地
方
語
の
関
係
に
つ
い
て
簡
潔
な
講
演
を
行
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
一
九
三
二
年
八
月
の
年
次
大
会
は
、
そ
の
閉
会
に
当
た
っ
て
デ
ワ
ソ
ト
ロ
が
述
べ
た
よ
う
に
「
大
き
な
成
果
」

(
81
)
 

を
収
め
て
幕
を
閉
じ
た
。
彼
は
又
同
じ
閉
会
の
辞
の
中
で
「
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
は
組
織
体
と
し
て
成
立
し
て
か
ら
最
初
の
ウ
ィ
ン
ド

ゥ
W
i
n
d
u

(
八
年
目
）
を
終
え
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
次
の
ウ
ィ
ソ
ド
ゥ
、
次
の
新
し
い
時
代
に
入

っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

(
8
2
)
 

そ
れ
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
精
神
の
問
題
に
よ
り
一
層
心
を
傾
け
る
べ
き
時
代
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

「
大
き
な
成
果
」
と
「
新
し
い
時
代
の
開
幕
」
と
い
う
こ
と
の
内
容
は
、
同
年
八
月
に
彼
が
記
し
た
「
大
会
を
終
え
て
」

K
e
s
u
d
a
h
,

a
n
 R
a
p
a
t
 
B
e
s
a
r
 

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た

と
い
う
一
文
の
な
か
に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
た
。
「
ア
ラ
ム
・
ウ
ィ
ロ
ゴ

A
l
a
m
W
i
r
a
g
a
 

(83) 

ィ
ロ
モ

A
l
a
m
W
i
r
a
m
a

へ
」
と
い
う
副
題
の
付
さ
れ
た
こ
の

一
文
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

か
ら
ア
ラ
ム
・
ウ

先
の
大
会
を
顧
み
て
欣
快
に
た
え
な
い
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ひ
と
つ
の
家
族
と
し
て
秩
序
と
安
寧
を
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で
享
受
し

え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
「
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
が
全
体
の
利
益
の
た
め
に
自
ら
を
犠
牲
に
し
た
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
わ
れ
わ
れ
が
自
ら
望
ん
で
統
一
を
樹
立
す
る
た
め
に
自
己
を
無
と
帰
し
た

d
e
n
g
a
n

ridla 
hati 
r
n
e
n
g
h
i
l
a
n
g
k
a
n
 
diri 
kita 

(84
)
 

sendiri u
n
t
c
k
 r
n
e
n
j
u
s
u
n
 
p
e
r
sat
u
a
n
 
kita
」
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
自
己
を
無
に
帰
す
」
と
い
う
こ
と
を
共
通
に
体
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
か
ら
離
脱
し
て
、

よ
り
大
き
く
よ
り
聖
な
る
肉
体
へ
と
化
身
し
た

m
e
n
d
j
e
l
,

(85
)
 

m
a
n
j
a
 diri 
kita 
k
e
d
a
l
a
m
 
b
a
d
a
n
 
j
a
n
g
 
!
e
b
i
h
 
b
e
s
a
r
 
d
a
n
 
l
e
b
i
h
 
sutji
,
 terlepas 
dari 
s
e
g
a
l
a
 
e
g
o
i
s
m
e
 
diri
」
。
い
士
↑
ゃ
‘
‘
b
h

2
 
8
 

S
u
t
a
n
 
H
a
r
a
h
a
p

が

イ

3
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る
こ
と
は
、
そ
の
中
核
に
明
ら
か
に
、

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
第
二
の

ウ
ィ
ソ
ド
ゥ

（
八
年
目
）

へ
と
入
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
は
成
熟
の
時
、

内
面
的
な
過
程

i
n
n
e
r
l
y
k
p
r
o
c
e
s
 

(
86) 

選
出
し
た
長
上
の
者
」

k
e
t
u
a
,
k
e
t
u
a
j
a
n
g
 
kita 
sendiri 
s
u
d
a
h
 
m
e
m
e
l
i
h
n
j
a

に
反
逆
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
先
の
大
会
で

へ
と
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
怒
り
や
う
ぬ
ぼ
れ
や
欲
望
に
ま
け
て
秩
序
を
乱
し
、
「
自
ら

の
混
乱
が
終
り
、
今
回
の
大
会
の
成
功
を
み
る
に
こ
の
よ
う
な
懸
念
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
い
る
。

「
望
む
べ
く
は
、
秩
序
と
組
織
の
世
界

a
l
a
m
w
i
r
a
g
a

か
ら
精
神
の
成
熟
の
世
界

a
l
a
m
w
i
r
a
m
a

に
わ
れ
わ
れ
が
と
ど
こ
お
り

な
く
移
行
し
、
そ
の
成
熟
が
ど
の

よ
う
な
危
機
が
こ

よ
う
と
も
わ
れ
わ
れ
に
秩
序
と
安
寧
を
与
え
て
く
れ
ん
こ
と
を
」
。

以
上
が
「
大
会
を
終
え
て
」
の
大
要
で
あ
る
が
、
こ
の
一
文
は

一
九
三

0
年
か
ら
一
九
三
二
年
に
か
け
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
と
り

く
ん
だ
組
織
化
と
い
う
問
題
の
要
諦
を
簡
明
に
示
し
て
い
る
。
第
一
は
、
こ
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
総
括
と
大
会
前
に

「
最
高
会
議
」
が

示
し
た
一
文
と
は
見
事
に
首
尾

一
貫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
三

0
年
代
初
頭
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
「
全
体
の

た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
す
る
」
と
い
う
精
神
を
共
有
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
と
い
う
点
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
タ
マ
ン
・

シ
ス
ワ
は
そ
の
次
に
、
こ
の
組
織
の
構
成
員
が
全
体
の
旋
律
と
共
嗚
し
相
和
す
旋
律
を
自
ら
の
内
面
に
お
い

て
奏

で
る
ー
|
-al
a
m

w
i
r
a
m
a

の
w
i
r
a
m
a

と
は
そ
も
そ
も
旋
律
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
1

段
階
へ
と
す
す
ん
で
い
く
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

M
a
n
u
n
g
g
a
l
 
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i
 
と
い
う
理
念
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
大
き
な
成
果
」
と
「
さ
ら
に
新
し
い
時
代
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
意

味
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
タ
マ
ン
・
シ

ス
ワ
に
お
け
る
組
織
と
は
、
そ
の
発
足
の
時
に
発
せ
ら
れ
た
II

主
旋
律
"
w
i
r
a
m
a

の

変
奏
部
分
な
の
で
あ
り
、
た
と
え
、
組
織
に
関
す
る
議
論
が
い
か
に
白
熱
し
、
ま
た
、
規
約
が
い
か
に
詳
細
を
き
わ
め
て
い
た
に
し

て
も
、
そ
れ
は
＂
主
題
旋
律
＂
の

ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
換
言
す
れ
ば
規
約
は
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シ
ス
ワ
に
包
摂
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
的
精
神
の
外
的
な
表
現
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
規
約
の
各
条
項
が
こ
の
〈
精
神
〉
か
ら

自
立
し
て
自
己
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
封
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
第
一
回
全
国
大
会
で
の
諸
決
定
と
こ
の
第
二

回
年
次
大
会
の
諸
決
議
の
あ
い
だ
に
は
多
く
の
条
項
に
つ
い
て
重
複
が
あ
り
同
種
の
条
項
が
再
度
決
議
さ
れ
て
い
る
の
も
、
実
は
こ

の
よ
う
な
討
議
を
通
じ
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
的
精
神
が
各
構
成
員
の
間
で
共
有
さ
れ
、
各
構
成
員
が
そ
の
精
神
を
自
己
の
内
面
で
共

振

・
共
嗚
さ
せ
る
（
相
感
応
し
合
う
）
と
い
う
点
こ
そ
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
〈
精

神
〉
は
、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
則
と
し
て
表
現
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
先
の
一
文
の
中
で
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
明
快
に
述
べ
た
よ
う
に

「
自
ら
選
ん
だ
長
上
へ
の
反
逆
は
否
定
さ
れ
る
」
と

い
う
形
で
表
現
さ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
そ
の
本
質
に
あ
る
の
は
、
か
つ
て
ス

ラ
サ

・
ク
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
抱
懐
さ
れ
た
〈
ジ
ャ
ワ
主
義
の
再
生
〉
、
す
な
わ
ち
〈
M
a
n
u
n
g
g
a
l
K
a
w
u
l
a
 
Ian 
Gusti
〉
と

い
う
観
念
の
民
族
主
義
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
に
お
け
る
再
生
と
い
う
こ
と
が
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
規

約
と
し
て
表
現
さ
れ
た
こ
と
が
ら
は
、
こ
の

〈
精
神
〉
に
相
感
応
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
手
統
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

(88) 

の
で
あ
る
。

第
二
は
、

し
か
し
な
が
ら
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
組
織
化
と
規
約
を
め
ぐ
っ
て
メ
テ
ィ
キ
ュ
ラ
ス
な
議
論
を
展
開
し
た
こ
と
は
、

一
九
三
二
年
段
階
の
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
に
と

っ
て
ま
さ
に
「
欣
快
に
た
え
な
い
」
と
表
現
さ
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
が
ら
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
回
全
国
大
会
で
う
た
わ
れ
て
い
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
「
若
い
力
」
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
の
過
程
で
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
秩
序
を
担
う
力
と
し
て
包
摂
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
再
び
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
言
葉
を
か
り
て
述
べ
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
「
若
い
力
」
は
「
全
体
の
利
益
の
た
め
に
自
己
犠
牲
を
い
と
わ
ず
、
自
己
を
無
に
帰
す
こ
と
に
よ

っ
て
聖
な
る
肉
体
（
す
な
わ

ち
聖
な
る
家
族
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
）
の
一
部
に
化
身
す
る
」
も
の
と
い
う
〈
精
神
の
あ
り
方
〉
を
了
解
す
る
も
の
と
し
て
タ
マ
ン

・
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タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
当
時
の
民
族
主
義
的
精
神
を
路
線
の
対
立
と
い
う
局
面
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
は
〈
パ
ソ
デ
ィ
ト
〉

の
立
場
を
守
り
つ
つ
、

し
か
も
先
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
論
文
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
た
「
自
己
規
律
」

「
自
己
犠
牲
」
と
い

う
ク
シ
ャ

ト
リ

ア
の
倫
理
を
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
、
そ
の
活
力
を
吸
収
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
活
力
は
〈
人
民
主
義
〉
と
い
う
時
代
精
神
と
合

体
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
反
植
民
地
主
義
的
性
格
を
一
層
き
わ
だ
た
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
ま
た
〈
秩
序
と

安
寧
〉
の
維
持
に
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
吸
収
さ
れ
て
い
く
活
力
と
し
て
包
摂
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、

層
強
め
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て

p
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 
r
a
k
j
a
t
 
(人
民
運
動
）
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
お
い
て
は
秩
序
創
出
の
運
動

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
「
戦
闘
準
備
」
を
完
了
し
て
い
た
と
は
以
上
に
み
て
き
た
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第八章 組織化 Il

よ
う
。

大
会
そ
の
も
の
に
反
発
し
た
か
ら
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
の
う
ち
、
マ
ラ
ソ
支
部
の
み
は
ブ
グ
ル
を
代
表
と
し
て
派
遣
し
て
い
た
が
、
か
つ
て
一
九
三

0
年

初
頭
の
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
東
ジ
ャ
ワ
会
議
で
精
彩
に
み
ち
た
議
事
録
を
書
き
上
げ
て
以
来
、
ク
マ
ン

・
シ
ス

ワ
第
二
世
代
の
旗
手
の
ひ
と
り
と
し
て
「
最
高
会
議
」

委
員
に
名
を
連
ね
て
き
た
カ
デ
ィ
ル
ン
（
マ
ラ
ソ
支
部
）
は
こ
の
大
会
に
（
お
そ
ら
く
病
気
の
た
め
に
）
欠
席
し
て
い
た
。
彼
は
一
九
三
0
年
代
も
結
核
に
苦
し
み
な

が
ら
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
一
九
三
八
年
三
月
一
八
日
ジ
ョ
ソ
．
ハ
ン
で
結
核
の
た
め
没
し
た
。

(̂̂
K
i
K
a
d
ir
o
e
n
 
W
a
f
a
t̀9》

P
u
s
a
r
a
、
V
o
l
.
8
,
 N
o
.
 4,
 M
a
r, 

c
h
 1
9
3
8
,
 p
p
.
 77
,
7
8
.)
 

(
7
8
)

"
P
u
t
u
s
a
n
 
R
a
 pat 
B
esa
r
 P
e
r
sa
tu
a
n
 T
a
m
a
n
 S
is
w
 a
 p
a
d
a
 h
.
 b.
 5,
7
 
A
g
u
s
t
u
s
 19
3
2
 
di 
M
a
t
a
r
a
m
," 
P
u
s
a
r
a
,
 Vo
l
.
 2
,
 
N
o
.
 11
,
1
2
,
 A
u
g
u
st
 

1
9
3
2
,
 p
p
.
 80
,
8
3
.
 

(
7
9
)

ア
ル
メ
ィ
ソ

・
パ
ネ
は
結
民
地
時
代
の
代
表
的
な
小
説
家
。
代
表
作
に
『
＜
び
き
』

B
e
le
n
g
g
u

(
一
九
三
七
年
）
が
あ
る
。
当
時
、
ジ
ャ
カ
ル
ク
支
部
に
所

属
し
て
い
た
サ
ヌ
シ

・
バ
ネ
は
彼
の
兄
。

(
8
0
)
.
P^
e
r
slah 
R
a
 pa
t
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esa
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a
h
u
n
a
n
 K
e
 III
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P
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s
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r
a
、
V
o
l
.
2
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N
o
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V
o
l. 
3
,
 
N
o
.
 1,
 S
e
pte
m
b
e
r
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3
2
,
 p
.
 1. 

(
8
1
)
i
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、
p.
3
.
 

(
8
2
)
i
b
i
d
., 
p
.
 3.
 

(83)K•H•Dewantara
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R
a
p
a
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B
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r
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 D
a
r
i
 
A
l
a
m
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W
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a
g
a

K
e
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l
a
m
-
W
i
ra
m
a
 !," 
P
u
s
a
r
a
,
 V
o
l. 
2
,
 
N
o
.
 11
,
1
2
,
 A
u
g
u
st
 

1
9
3
2
,
 pp. 7
7
,
7
8
.
 

(
8
4
)
i
b
i
d
., 
p. 
7
7
.
 

(
8
5
)
i
b
i
d
.、
p
.
7
7
.
 

(
8
6
)
i
b
i
d
.、
p
.
7
7
.
 

(
8
7
)

ibid.
、
p
.
7
8
.
 

(

8

8

)

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
お
け
る

〈
精
神
〉

と
そ
の
表
現
形
態
と
し
て
の

〈
組
織

・
規
約
〉
の
関
係
は
ち
ょ
う
ど
主
旋
律
が
最
初
か
ら
最
後
ま
で
断
え
ず
奏
せ
ら
れ

て
い
く
ガ
メ
ラ
ソ
音
楽
、
あ
る
い
は
、
そ
の
主
題
が
最
後
ま
で
な
り
ひ
び
い
て
い
く
ラ
ペ
ル
作
曲
の
『
ボ
レ
ロ
』
の
施
律
と
そ
の
展
開
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
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「
私
学
校
条
令
」

「
私
立
学
校
条
令
」
の
公
布

・
施
行

・
撤
回
と
い
う
経
緯
を
通
じ
て
、

に
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
一
九
三
二
年

一
0
月
か
ら
翌
年
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
は
、

抵
抗
力
と
強
靱
な
持
続
性
を
示
し
た
時
期
と
し
て
、
ま
た
、

た
時
期
と
し
て
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
運
動
史
に
お
い
て
特
筆
に
値
す
る
時
期
で
あ

っ
た
。
第
一
に
、

ワ
ン
ト
ロ
を
中
核
と
す
る
〈
指
導
の
集
中
性
〉
と
い
う
組
織
原
理
を
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
外
に
対
し
て
全
面
的
に
開
示
し
た
。
こ
の

〈
指
導
の
集
中
性
〉
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
の
は
人
民

R
a
k
ja
t

を
サ
ソ

・
ヒ
ャ
ン

・
ウ
ェ
ナ
ン

S
a
n
g
H
y
a
n
g
 
W
e
n
a
n
g
 

し
た
上
に
成
立
す
る
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
の
原
理
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
こ
の
〈
指
導
の
集
中
性
〉
の
開
示
は
、
同
時
に
ま
た
、
タ
マ
ソ

・

シ
ス
ワ
の
”

パ
ソ
デ
ィ

ト
的
性
格
"
'
p
in
a
n
d
ita

を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
第一＿一に、

II
O

ハ
ン
デ
ィ
ト
II

と
し
て

の
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
、
当
時
の
（
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
）
人
民
運
動
な
い
し
民
族
運
動
に
よ
っ
て
そ
の
外
周
を
囲
統
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
が
11

政
治
世
界
の
徒
II

（
す
な
わ
ち
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
）
に
よ

っ
て
そ
の
「
垣
根
」
を
守
護
さ
れ
る
と

い
う
構
図
が
、
そ
こ
で
は
見
事
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
場
合
の
＂
政
治
世
界
の
徒

II

は、

族
主
義
者
」
だ
け
で
な
く
、
当
時
存
在
し
て
い
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
政
党
を
含
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
ま
た
、

宗
教
グ
ル
ー
プ
、
婦

人
団
体
、
労
働
組
合
も
加
わ
り
、
最
後
に
は
、
「
植
民
地
参
議
会
」

V
o
lk
s
r
a
a
d

の
II

原
住
民
議
員
II

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

第
九
章

闘
争

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
植
民
地
政
府
が
直
接
に
ま
た
全
面
的

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
運
動
そ
れ
自
身
の
執
拗
な

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
運
動
の
人
民
運
動
に
対
す
る
大
き
な
影
響
力
を
示
し

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
デ

と
み
な

た
ん
に
「
非
協
力
民

392 



第九章 「私学校条令」闘争

第
四
に
、
こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
植
民
地
政
府
は
ひ
と
た
び
施
行
し
た
法
律
を
撤
回
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
植
民
地
支
配
の

歴
史
の
中
で
稀
有
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
を
通
じ
て
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
頂
点
と
す
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
指
導
部
が
も
っ
と
も

強
調
し
た
こ
と
は
、
「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉

tertib

d
a
n
 
d
a
m
a
i
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

が
こ
の
条
令
を
施
行
し
た
名
目
も
ま
た
原
住
民
教
育
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉

o
r
d
e
e
n
 rust

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
、

二
つ
の

〈
秩
序
と
安
寧
〉
が
対
峙
し
た
結
果
、
植
民
地
的
な
〈
秩
序
と
安
寧
〉
と
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
的
な
〈
秩
序
と
安
寧
〉
の
異
質

性
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
前
者
が
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
に
対
し
て
自
ら
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
を
強
制
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
第
一
か
ら
第
四
の
こ
と
が
ら
は
、

の
下
で
、

タ
マ
ン

・シ

ス
ワ
の
提
示
し
た
原
理
と
そ
の
表
現
形
態
で
あ
る
組
織
と
が
、
あ
る
条
件

ジ
ャ
ワ
社
会
の
内
か
ら
一
挙
に
「
活
力
」
を
喚
起

・
噴
出
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
「
活
力
」
を
整
序
し
え
た
と
い
う

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ
の
原
理
と
そ
の
原
理
の
発
現
形
態
が
、

し
く
共
振
・
共
嗚
し
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ
が
こ
の
「
活

カ
」
を
そ
れ
自
身
の
う
ち
に

お
い
て
限
定
的
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
ゆ
え
に
純
粋
型
と
し
て
喚
起
•
発
現
せ
し

め
か
つ
こ
れ
を
整
序
せ

し
め
る
と
い
う
運
動
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

支
配
の
過
程
で
も
た
ら
さ
れ
た
頗
廃
的
・
物
質
至
上
主
義
的
利
己
主
義
的
な
文
化
」
を
否
定
し
、
「
在
り
し
日
の
真
の
文
化
を
再
建

w
e
d
e
r
o
p
b
o
u
w

す
る
」
た
め
の
典
型
（
モ
デ
ル
）
と
し
て
、
も
っ
と
も
有
効
で
あ
る
こ
と
1

す
な
わ
ち
、

そ
の
「
真
の
文
化
」
と
が
相
似
の
関
係
に
あ
る
こ
と
ー
~
を

意
味
し
て
い
た
。

要
約
し
て
言
え
ば
、
「
私
学
校
条
令
」
闘
争
に
お
い
て
、

＜
顕
現
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
植
民
地
政
府

ジ
ャ
ワ
の
「
活
力
」
と
激

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
「
植
民
地

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
11

カ
ウ
ン
タ
ー

・
イ

ン
ス
テ
ィ
テ
ュ

ー
シ
ョ
ン
II

（
対
抗
制
度
）
と
し
て
の
＂
カ
ウ
ン
タ
ー
＂
と
＂
ィ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン

II

の
二
つ
の
機
能
を
、
同
時
に
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
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e
r
d
e
 
particuliere 
o
n
d
e
r
w
i
j
s
 「

一
九
三
二
年
私
学
校
条
令
」

一
九
三
二
年
九
月
二
四
日
、

植
民
地
政
府
は
「

一
九
三
二
年
第
四
九
四
条
令
」
S
t
a
a
t
s
b
l
a
d
1
9
3
2
 N
o
.
 4
9
4

を
植
民
地
総
督
デ
・
ヨ

ン
グ

B
.
C
.
 
d
e
 J
o
n
g
e

の
名
で
発
表
し
た
。
こ
れ
は
正
式
に
は
「
私
教
育
監
督
条
令
」

T
o
e
z
i
c
h
t
O
r
d
o
n
n
a
n
t
i
e
 
Particulier 
O
n
,
 

d
e
r
w
i
j
s

と
称
さ
れ
全
五
項
ニ

一
条
よ
り
成
り
立
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
「
私
教
育
」
機
関
と
は
正
確
に
言
え
ば
「
植
民
地
政
府

の
補
助
金
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
私
立
学
校
」
b
e
t
particuliere 
o
n
g
e
s
u
b
s
i
d
i
e
e
r
d
e
 
o
n
d
e
r
w
i
j
s

を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

私
学
校
は
一
九
三

0
年
の
大
恐
慌
の
後
に
、

職
し
た
者
（
こ
と
に
知
識
人
）
た
ち
が
別
の
収
入
機
会
を
教
職
に
求
め
た
結
果
と
し
て
、

ひ
と
つ
に
は
政
府
の
公
教
育
機
関
の
予
算
削
減
の
結
果
と
し
て
、
ま
た
ひ
と
つ
に
は
失

い
ち
じ
る
し
く
増
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
府
が
「
私
学
校
」
を
監
督
す
る
と
い
う
こ
こ
ろ
み
は
、

た
。
オ
ラ
ン
ダ
椴
民
地
政
府
の
文
書
の
中
に
、
「
政
府
の
補
助
金
を
受
け
な
い
で
運
営
さ
れ
て
い
る
私
学
校
」
h
e
t
niet 
g
e
s
u
b
s
i
d
i
e
-

(2
)
 

に
関
す
る
報
告
及
び
答
申
が
現
わ
れ
て
く
る
の
は
一
九
二
二
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
、

当
時
の
教
育
宗
教
省
長
官

d
i
r
e
c
r
e
u
r
v
a
n
 
o
n
d
e
r
w
i
j
s
 
e
n
 e
r
e
d
i
e
n
s
t

フ
ァ
ン

・
デ
ル

・
ミ
ュ
レ
ン
J
.

F
.
 W. v
a
n
 d
e
r
 
M
e
u
l
e
n
 

が
一
九
二
二
年
七
月
二
七
日
付
で
総
督
フ
ォ
ッ
ク
M
r
•
D

.

F
o
c
k

に
宛
て
た
報
告
書
は
、

こ
の
問
題
に
ふ
れ
た
も

っ
と
も
初
期
の

(

3

)

 

例
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
「
私
学
校
」
の
内
、
中
国
人
学
校
と
並
ん
で
報
告
の
対
象
と
さ
れ
て
い

た
の
は
、
タ

ン
・マ

ラ
カ
が
一
九
ニ
ー
年
六
月
ニ
―
日
に
ス
マ
ラ
ン
で
開
設
し
た
「
イ
ス
ラ
ム
同
盟
ス
マ
ラ

ン
学
校
」
（
い
わ
ゆ
る
「
タ

ン
・
マ
ラ
カ
学

発

端 第
一
節

の
成
立

以
上
の
こ
と
が
ら
を
、
具
体
的
な
局
面
に
照
ら
し
て
見
て
い
こ
う
。

一
九
二

0
年
代
の
は
じ
め
か
ら
再
三
行
な
わ
れ
て
い
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第九章 「私学校条令」闘争

停
止
さ
せ
る
権
利
を
賦
与
す
べ
き
こ
と
を
答
申
し
て
い
た
。

(

4

)

（

5
)
 

校
」
）
及
び
「
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
に
お
い
て
ス
ワ
ル
デ
ィ
が
運
営
し
て
い
る
師
範
学
校
」
で
あ
っ
た
。
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
と
い
う

用
語
は
文
書
中
に
は
見
え
て
い
な
い
も
の
の
こ
の
「
ジ
ョ

ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
ス
ワ
ル
デ
ィ
学
校
」
が
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
を
意
味

し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
°
ミ

ュ
レ

ソ
は
、

こ
れ
ら
の
「
私
学
校
」
の
う
ち
、
中
国
人
私
学
校
に
つ
い
て
は
、
「
ボ
ル
ネ
オ

(
6
)
 

西
部
で
中
国
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
甚
づ
く
反
オ
ラ
ン
ダ
的
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
」
ま
た
、
ス
マ
ラ
ソ
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ

(

7

)

 

ル
タ
の
「
私
学
校
」
に
つ
い
て
は
、
「
非
建
設
的
な
方
針
を
青
少
年
に
ひ
ろ
め
つ
つ
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
総
督
の
注
意
を
喚
起
す

(
8
)
 

る
と
と
も
に
、
政
府
は
「
反
社
会
的
教
育
」

a
n
t
i
,
m
a
a
t
s
c
h
a
p
p
e
l
i
j
k

o
n
d
e
r
w
i
j
s

を
監
視
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら

「
私
学
校
」
の
教

師
に
行
政
当
局
に
対
し
て
登
録
す
る
義
務
を
課
す
こ
と
、
及
び
、
教
育
内
容
を
監
視
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
各
州
理
事
官
に
教
育
を

こ
こ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
植
民
地
政
府
が
「
政
府
の
補
助
金
な
し
に
運
営
さ
れ
る
私
学
校
」
に
対
し
て
関
心
を
払
う
の
は
、

ス
ラ
ム
同
盟
が
ス
マ
ラ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
に
学
校
を
設
立
し
、

イ

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
が
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
で
設
立
さ
れ

る
一
九
二

0
年
代
初
頭
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
関
心
の
あ
り
か
は
そ
れ
ら
が
「
反
オ
ラ
ン
ダ
的
教
育
」
や
「
反
社
会
的
教
育
」
を
行

な
う
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
の
の
ち
に
「
一
九
二
三
年
条
令
第
一
＿
―
-
六
号
」
が
一
九
二
三
年
三
月

(

9

)

 

ニ
八
日
に
公
布
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
「
一
九
二
三
年
条
令
」
で
は
、
政
府
の
補
助
金
を
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
す
べ
て
の
私
学
校
の
教
師
は
就
任
後
六
カ
月
以

内
に
当
該
地
方
の
政
府
機
関
に
対
し
て
そ
の
旨
を
申
告
す
る
義
務
な
ら
び
に
学
校
の
設
置
場
所
を
報
告
す
る
義
務
（
第
一
条
）
と
、

当
該
の
学
校
に
関
し
て
政
府
機
関
か
ら
諮
問
が
あ
っ
た
場
合
に
必
要
な
回
答
を
報
告
す
る
義
務
（
第
二
条
）
の
あ
る
こ
と
を
定
め
て

(10) 

、こ。
しキ‘こ
の
よ
う
な
「
私
学
校
」
は
一
九
二
三
年
当
時
か
ら
、
「
II

野
放
し
11

の
私
立
学
校
」
＾
＾
w
i
l
d
e
"

p
a
r
t
i
c
u
l
i
e
r
e
 
s
c
h
o
o
l
t
j
e
s

と
し
て
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一
九
二
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
共
産
党
蜂
起
の
結
果
人
民
同

一
九
二
五
年
に
は

政
府
文
書
の
中
で
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
こ
の
「
野
放
し
私
学
校
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
「

一
九
二
三
年
条
令
」
施
行
後
も

再
三
考
慮
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、

一
九
二
三
年
九
月
に
当
時
の
教
育
省
長
官
ク
ラ
ウ
ッ
ベ
ル
フ

K
.
F
.
 C
r
e
u
t
z
b
e
r
g

は
、
こ
れ

ら
の
「
私
学
校
」
を
「
野
放
し
私
学
校
」
と
称
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
教
育
内
容
の
質
を
高
め
る
た
め
の
監
督
・
指
導
が
必
要
で
あ

(11) 

る
と
の
報
告
を
「
教
育
委
員
会
」

O
n
d
e
r
w
i
j
s
r
a
a
d

に
宛
て
て
行
な
っ
て
い
た
。

(
1
2
)
 

一
九
二
五
年
一
月
六
日
付
で
教
育
省
長
官
ミ

ュ
レ
ン
が
記
し
た
覚
え
書
き
で
は
、
こ
の
11

野
放
し
学
校
II

と
し
て
中
国
系

の
学
校
の
ほ
か
に
、

イ
ス
ラ
ム
同
盟
が
設
立
し
た
学
校
、
人
民
同
盟
が
設
立
し
た
学
校
（
プ
ル
ボ
リ
ン
ゴ
、
プ
ル
オ
ク
ル
ト
、
ジ
ャ
テ
ィ

A
r
d
J
o
e
n
a
s
c
h
o
l
e
n
 

ヌ
ガ
ラ
）
と
並
ん
で
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
学
校
及
び
神
智
学
系
の
ア
ル
ジ
ュ
ナ
学
校

(13) 

の
学
校
が
も
っ

II

政
治
的
危
険
性
II

（
こ
と
に
そ
れ
が
共
産
主
義
の
宣
伝
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
）

と
そ
の

対
応
す
る
た
め
に
法
的
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

II

野
放
し
学
校
II

の
う
ち
と
く
に
過
激

な
学
校
と
し
て
警
戒
さ
れ
て
い
た
の
は
人
民
同
盟
系
の
学
校
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に

し
て
、

”
誤
用
II

に
対
し
て

「
公
共
の
秩
序
と
利
益
」
の
た
め
、
各
地
方
行
政
当
局
に
、
教
師
に
授
業
停
止
を
命
ず
る
権
限
を
与
え
る
条
令
が
公
布
さ
れ
た
（
「

一

(
1
4
)
 

九
二
五
年
第
二
六

0
条
令
」）
。
こ
の
条
令
に
基
づ
い
て
同
年
六
月
に
総
督
府
官
房
か
ら
地
方
「
内
務
官
僚
」
へ
あ
て
た
公
布
文
書
中
に

(15) 

は
と
く
に
人
民
同
盟
系
の
学
校
へ
の
危
惧
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。

盟
の
指
導
者
が
多
数
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

11

野
放
し
学
校
II

に
関
す
る
問
題
は
ひ
と
ま
ず
解
決
し
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、

(
16) 

植
民
地
政
府
は
共
産
党
蜂
起
の
の
ち
に
「
過
激
分
子
が
民
族
主
義
政
党
の
担
い
手
と
な
っ
た
」
と
い
う
観
点
か
ら
ス
カ
ル
ノ
ら
が
率

い
る
民
族
主
義
運
動
に
対
し
て
警
戒
の
念
を
ゆ
る
め
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
11

野
放
し
学
校
II

の
問
題
は
、
共
産
党
な
い

し
人
民
同

盟
系
の
学
校
か
ら
、
設
立
以
来
反
政
府
的
で
民
族
主
義
者
と
共
同
歩
調
を
と
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校

に
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、

の
名
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
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新
し
い
「
私
学
校
条
令
」
は
こ
の
よ
う
な
経
過
の
の
ち
、

章九
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
等
か
ら
な
っ
て
い
た
。

第 「私学校条令」闘争

(17) 

一
九
二
九
年
四
月
二
＿
―
-
日
付
の
総
督
宛
報
告
書
の
中
で
当
時
の
教
育
省
長
官
ハ
ル
デ
マ
ン

J
•
H
a
r
d
e
m
a
n
は
、
「
政
治
的
に
危
険

(
18
)
 

な
教
育
機
関
」

politiekgevaarlijk 
o
n
d
e
r
w
i
j
s
 

の
監
視
を
強
め
る
た
め
の
法
的
措
置
を
と
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
11

野
放
し
学
校
II

の
中

に
は
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
学
校
の
よ
う
に
、
民
族
主
義
的
で
あ
り
政
府
の
教
育
政
府
に
禍
足
し
て
い
な
い
が
自
ら
の
理
念
に
基
づ
い
て

(19) 

教
育
を
行
な
っ
て
お
り
補
助
金
を
受
け
入
れ
な
い
の
も
そ
の
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
よ
い
意
図
を
も

っ
た
学
校
も
あ
る
」
と

い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
は
こ
の
頃
に
一
段
と
政
府
の
注
目
を
集
め
る
と
と
も
に
、
政
府
の
教
育
当

(20) 

局
か
ら
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
よ
う
な
穏
健
な
主
張
が
一
方
で
あ
り
な
が
ら
、

他
方
で
は
＂

質
の
悪
い

私
学
校
.,
m
i
n
d
e
r
w
a
a
r
d
i
g
 
particulier 
o
n
d
e
rw
i
j
s

に
対
し
て
断
固
と
し
た
法
的
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
強
硬
な
主
張
も

(
2
1
)
 

一
九
二
九
年
一

0
月
四
日
の
「
東
イ
ン
ド
諮
問
会
議
」
の
勧
告
は
そ
の
立
場
を
代
弁
し
て
い
た
。

ハ
ル
デ
マ
ン
の
後
を
継
い
で
一
九
二
九
年
五
月
以
来
一
九
一
＿
一
四
年
五
月
ま
で
五
年
間
に
わ
た
っ
て
教
育
省
長
官
の
職
に
就
い
た
ス

フ
リ
ー
ケ

D
r
.
B
.
 J. 
0
.
 S
c
h
n
e
k
e

は
、
こ
の

「
東
イ
ン
ド
諮
問
会
議
」
の
強
硬
な
立
場
を
継
承
し
、
そ
の
た
め
の
法
的
措
置
を

と
る
準
備
を
す
す
め
た
。
す
な
わ
ち
、

を
規
制
す
る
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
政
府
が
こ
れ
ら
の
学
校
へ

一
九
三
二
年
六
月
一
三
日
に
彼
は
総
督
デ

・
ヨ
ン
グ
に
対
し
て
答
申
を
行
な
い
、
そ
の
中
で
、

(22) 

「
一
九
一二二
年
条
令
」
の
骨
格
を
な
す
提
言
を
行
な
っ
た
。
そ
の
骨
子
は
、
「
野
放
し
学
校
」
の
教
育
内
容
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
た
め

に
、
日
教
育
視
察
官
，0
n
d
e
r
w
i
j
s
i
n
s
p
e
c
t
e
u
r

の
調
査

・
報
告
を
重
視
し
た
う
え
で
、
口
各
地
方
の
理
事
官
に
こ
れ
ら
の
教
師
に
II

ラ

イ
セ
ン
ス
11

を
与
え
る
か
否
か
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
限
を
与
え
る
こ
と
、
日
そ
れ
ゆ
え
「
一
九
二
三
年
条
令
」

の
申
告
制
を
許
可

制
に
あ
ら
た
め
る
と
と
も
に
、
四
教
師
が

「
公
共
の
秩
序
」
を
乱
す
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
は
地
方
当
局
は
不
定
期
の
授
業
停
止
を

同
じ
時
期
に
現
わ
れ
て
い
た
。

一
九
三
二
年
九
月
九
日
に
「
植
民
地
参
議
会
」
で

一
部
修
正
の
う
え
可
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に
ff

危
険
"
b
a
h
a
j
a

の
対
語
が
ff

行
為
の
良
さ
II

決
さ
れ
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
一
九
三
二
年
第
四
九
四
条
令
」
と
し
て
九
月
二
四
日
に
公
布
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、

(23) 

二
年
一

0
月
一
日
を
も

っ
て
発
効
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

一
九
三

「
一
九
三
二
年
条
令
」
は
、
政
府
の
補
助
を
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
学
校
の
教
師
は
当
該
地
方
の
政
府
機
関
よ
り
許
可
証
を
取

得
す
べ
き
こ
と
（
第
一
条
）
、
新
た
に
学
校
を
設
立
す
る
場
合
も
同
様
の
許
可
を
得
る
べ
き
こ
と
（
第
一

0
条）
、
こ
の
許
可
証
を
交
付

す
る
に
先
立

っ
て
理
事
官
は
教
育
監
察
官

l
n
s
p
e
c
t
e
u
r
v
a
n
 h
e
t
 
O
n
d
e
r
w
i
j
s

に
諮
問
を
す
る
こ
と
（
第
三
条
）
、
こ
の
場
合
、
認
可

の
基
準
は
教
育
内
容
の
水
準
い
か
ん
と
い
う
こ
と
と
並
ん
で
、
「
秩
序
と
安
寧
を
お
か
さ
ざ
る
こ
と
」

g
e
e
n
e
v
e
r
s
t
o
r
i
n
g
 
v
a
n
 o
r
d
e
 

e
n
 r
u
s
t

に
お
か
れ
る

べ
き
こ
と
（
第
四
条
）
、
各
理
事
官
は
「
教
育
的
必
要
」
な
い

し
「
公
共
の
秩
序
維
持
」
の

た
め
、
許
可
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
第
七
条
）
、
当
該
地
方
の
官
吏
は
必
要
に
応
じ
て
校
舎

・
教
室
内
に
調
査
の
た
め
に
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
（
第
八
条
）
等
を
骨
子
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
条
項
に
違
反
し
た
者
な
い
し
虚
偽
の
報
告
を
行
な

っ
た
者

に
対
し
て
は
最
高
八
日
の
拘
留
刑
な
い
し
最
高
二
五
フ
ロ
ー
リ
ン
の
罰
金
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
た
（
第
一

六
条
）
。

こ
の
よ
う
な
条
令
の
骨
子
は
、
植
民
地
政
府
が
「
私
学
校
」
と
そ
の
教
師
を
掌
握
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
「

一
九

二
三
年
条
令
」
が
届
出
制
を
と

っ
て
い
た
の
に
対
し
「
一
九
一
―
―
―
一
年
条
令
」
は
認
可
制
を
と
り
し
か
も
こ
の
認
可
の
判
断
が
各
地
方

ご
と
の
教
育
監
察
官
及
び
行
政
当
局
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た、

認
可
の
基
準
が
「
教
育
水
準
」
と
い
う
こ
と
と
並
ん
で
「
公
共

の
秩
序
と
安
寧
」
と
い
う
こ
と
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
と
っ
て
は
各
地
方
の
官
吏
が
〈
公
共
の
秩
序
〉
に

(24) 

と
っ
て
「
II

危
険
II

で
あ
る
か
否
か
、

II

態
度
が
恭
順
＂
で
あ
る
か
否
か
」
＾
＾

b
e
r
b
a
h
a
j
a
"
a
t
a
u
 
"
b
a
ik 
t
i
n
g
k
a
h
 
l
a
k
u
n
j
a
"

の
基
準
に

(
2
5
)
 

基
、
つ
い
て
「
思
い
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
う」

u
n
t
u
k
b
e
r
t
i
n
d
a
k
 s
e
w
e
n
a
n
g
-w
e
n
a
n
g

機
会
を
得
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、

考
え
ら
れ
る
こ
と
が
ら
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
史
（
一
九
七
四
年
刊
）
の
中
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

b
a
i
k
 
t
i
n
g
k
a
h
 l
a
k
u
n
j
a

す
な
わ
ち
行
動
様
式
の
良
い
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
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第九章 「私学校条令」閥争

い
る
の
は
ま
こ
と
に
適
切
な
表
現
で
あ
っ
て
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
条
令
を
め
ぐ
る
植
民
地
政
府
地
方
行
政
官
と
タ
マ
ン
・
シ

ス
ワ
の
対
立
は
、

し
ば
し
ば
こ
の

II

態
度
が
恭
順
か
粗
野
か
＂
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

(26) 

そ
の
よ
う
な
政
府
の
あ
り
か
た
が
「
放
埓
で
あ
る
」

s
e
w
e
n
a
n
g
-w
e
n
a
n
g

と
記
さ
れ
た
の
も
、
植
民
地
的
〈
秩
序
と
安
寧
〉
と
ク
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
的
〈
秩
序
と
安
寧
〉
が
対
語
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
問
わ
ず
語
り
の
う
ち
に
示
す
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

以
上
に
み
て
き
た
よ
う
な
条
令
発
効
に
至
る
迄
に
植
民
地
政
府
が
行
な
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
の
答
申
、
勧
告
と
こ
れ
に
基
づ
く
条
令

の
成
立
、
換
言
す
れ
ば
こ
の
条
令
の
「
合
法
性
」
は
、
そ
れ
が
ひ
と
た
び
発
効
さ
れ
る
や
地
方
官
吏
の
「
放
埓
性
」
を
喚
起
す
る
と

い
う
現
象
と
し
て
現
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
「
一
九
一
二
二
年
条
令
」
は
通
常
II

野
放
し
学
校
規
制
条

令
"
W
S
O
:

W
i
l
d
e
 S
c
h
o
l
e
n
 
O
r
d
o
n
n
a
n
t
i
e

イ
ソ

ド
ネ
シ
ア
語
で

O
r
d
o
n
a
nsi
S
e
k
o
l
a
h
 L
i
a
r

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
（
但
し
以
下

で
は
fl

野
放
し
学
校
II

及
び
fl

一
九
三
二
年
条
令
II

を
と
く
に
必
要
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
「
私
学
校
」
及
び
「
私
学
校
条
令
」

と
記
す
こ
と
に
す
る
）
、

植
民
地
政
府
に
と
っ
て
は
、
公
教
育

o
p
e
n
b
a
a
r

o
n
d
e
r
w
i
j
s
 

悪
」

m
i
n
d
e
r
w
a
a
r
d
i
g
o
n
d
e
r
w
i
j
s

で
あ
り
、

上
の
文
脈
に
即
し
て
い
え
ば
こ
の
条
令
こ
そ
、

し
か
も
「
反
権
威
的
な
政
治
的
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
」

politieke
p
r
o
p
a
g
a
n
d
a
 
t
e
g
e
n
 
h
e
t
 

(27) 

と
こ
ろ
の
II

野
放
し
学
校
II

を
規
制
す
る
条
令
で
あ
っ
た
の
に
ひ
き
か
え
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
と
っ
て
は
各
地
域
に
お
け
る
植
民
地
政
府
の
官
僚
が
「
勝
手
き

ま
ま
に
ふ
る
ま
う
」

b
e
r
t
i
n
d
a
k
s
e
w
e
n
a
n
g
,
w
e
n
a
n
g
 

シ
ス
ワ
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
を
乱
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
映
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

次
項
以
下
で
は
、
こ
の
条
令
に
対
す
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
対
応
、
政
府
と
の
対
立
・
折
衝
の
状
況
を
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
。

g
e
z
a
g

に
「
悪
用
さ
れ
て
き
た
」

m
i
s
b
r
u
i
k
t

w
e
r
d
 

こ
と
、
彼
ら
を
11

野
放
し
11

に
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
、
も

っ
て
タ
マ
ン

・

そ
れ
は
、

に
比
し
て
「
教
育
内
容
が
劣
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て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
対
応

に
つ
い
て
云
々
す
る
必
要
は
な
い
（
こ
こ
で
デ
ワ
ン

に
つ
い
て
云
々

し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
町
で
好
き

前
項
に
述
べ
た
よ
う
な
、
「
私
学
校
」
を
規
制
す
る
た
め
の
政
府
の
動
き
を
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
指
導
者
は
か
ね
て
か
ら
注
意
し

例
え
ば
一
九
三
一
年
一

0
月
の
『
。フ
サ
ラ
』
創
刊
号
の
「
批
評
と
所
感
欄
」

kriti
e
k
clan 
k
o
m
m
e
n
t
ar

に
お
い
て
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
は
、

日
刊
紙
『
マ
タ
ラ
ム
』
が
同
年
九
月
七
日
付
で
新
し
い
「
私
学
校
条
令
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
に
寄
せ
て
、
『
マ
タ
ラ
ム
』

紙
が
述
べ
た
二
つ
の
点
す
な
わ
ち
、
①
II

飯
の
種
,..
tjari 
m
a
k
a
n

に
学
校
を
開
設
し
た
り
、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
だ
け
で
開

校
し
た
り
す
る
者
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
、
③
「
植
民
地
内
務
省
」

は
各
村
落
の
長
に
対
し
て
野
放
し

(
2
8
)
 

と
さ
れ
て
い
る
学
校
の
危
険
性
を
周
知
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
大
約
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

(
29
)
 

第
一
の
点
は
ま
っ

た
く
そ
の
通
り
で
あ
り
、
学
校
と
呼
ぶ
よ
り
は
「

I
I

知
識
を
売
る
I
I商
店
•

取
引
所
」
r
u
m

a

h

p
e
r
n
i
a
g
a
a
n, 
to, 

k
o
 a
t
a
u
 
a
m
b
a
c
h
ts
w
e
r
k
p
l
a
a
t
s
 u
n
t
u
k
 
"
m
e
n
d
j
u
a
l
 
i
l
m
u
"

と
呼
ぶ
べ
き
学
校
が
従
来
も
み
ら
れ
た
し
、
経
済
恐
慌
の
現
在
で
は

一

層
数
が
増
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
言
う
ま
で
も
な
く
学
校
の
名
に
値
せ
ず
、
そ
の
「
先
生
」
も

11
知
識
の
売
人
"
'
t
u
k
a
n
g
"
d
a
g
a
n
g
,
 

(
30
)
 

intellect"

で
あ

っ
て
も
教
師

s
a
n
g

g
u
r
u

で
は
あ
り
え
な
い
。
わ
が
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
真
剣
に

討
議
す
べ
き
で
あ
る
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
、

B
i
n
n
e
n
l
a
n
d
sc
h
 B
e
st
u
u
r
 

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
自
ら
の
原
則
に
の

っ
と
っ
て
植
民
地
教
育
制
度
で
用
い
ら
れ
て
い
る

H
I
S
な
ど
の

名
称
を
用
い
て
こ
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
そ
し
ら
れ
る
と
し
て
も
わ
れ
わ
れ
は
沈
黙
を
守
る
の
が
良
い
。

彼
ら
ョ
ー
ロ
ッ

パ
人
が
”
野
放
し
の
学
校
II

^
w^
i
lde

s
c
h
o
l
e
n
"
 

(
31) 

勝
手
に
ふ
る
ま

っ
て
い
る
”
野
放
し
の
男
た
ち
I
I
^

w^
i
lde

m
e
d
e
m
e
n
s
c
h
e
n
"
 

ト
ロ
は

11
野
放
し
1
1
w
i
l
d
e

と
い
う
語
を
オ
ラ
ン
ダ
人
の
生
態
を
示
す
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
「
植
民
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第九章 「私学校条令」闘争

一
九

地
内
務
省
」
が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
乗
り
出
す
と
い
う
の
は
誤
っ
て
い
る
。
問
題
の
根
本
は
政
府
が
人
民
の
必
要
に
応
え

う
る
学
校
を
十
分
に
設
立
す
る
力
を
持

っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
マ
タ
ラ

ム
』
紙
は
こ
の
問
題
に
つ
い

て
政
府
の
立
場
を
代
弁
す
る
よ
う
な
記
事
を
載
せ
て
二
週
間
後
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
は
こ
の
よ
う
な
If

野
放
し
学
校
II

の
範
疇

に
入
ら
な
い
と
い
う
II

補
足
"
'
r
ectificatie

を
述
べ
た
が
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
す
ら
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
以
外
に
も
『
マ

タ
ラ
ム
』
紙
や
「
植
民
地
内
務
省
」
と
は
見
解
を
異
に
す
る
も
の
の
＂
野
放
し
の
学
校
＂
な
ど
と
呼

ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
私
学
校
が

数
多
く
あ
る
事
実
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、
こ
れ
に
続
け
て
す
で
に
マ
ゲ
ラ
ン
や
カ
リ
マ
ソ
タ
ソ
で
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
貶
め
る
発
言
が
理
事
官
や
政
府
官

吏
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
述
べ
、

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
各
支
部
が
受
け
た
す
べ
て
の
妨
害
は
最
高
会
議
に
報
告

(32
)
 

す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
「
子
供
じ
み
た
振
舞
い
を
せ
ず
わ
れ
わ
れ
の
尊
厳
と
力
と
を
保
持
す
べ
き
こ
と
」
を
訴
え
た
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
こ
の
よ
う
に
『
マ
ク
ラ
ム
』
紙
が
「
私
学
校
条
令
」
を
推
進
す
る
主
張
を
掲
げ
た
こ
と
に
対
し
、
現
に
「
悪
質
な

学
校
と
教
師
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
政
府
が
そ
の
規
制
に
乗
り
出
す
こ
と
を
強
く
批
判
す
る
こ
と
も
に
、

シ
ス
ワ
の
各
支
部
に
対
し
て
警
戒
の
念
を
強
め
る
べ
き
こ
と
と
自
重
す
べ
き
こ
と
を
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。

ク
マ
ソ
・

こ
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
所
感
が
記
さ
れ
て
か
ら
ニ
カ
月
後
の
一
九
一
—
二
年
―
二
月
号
の
『
プ
サ
ラ
』
誌
は
「
一
九
二
三
年
私
学
校
条

(
33
)
 

令
」
(
-
九
二

三
年
第一

三
六
条
令
）
の
全
文
を
掲
載
し
た
。
こ
の
掲
載
の
理
由
に
つ
い
て
は
と
く
に
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、

三
一
年
一

0
月
号
の
「
質
問
と
回
答
」
欄
P
e
r
t
a
n
j
a
a
n
d
a
n
 D
i
a
w
a
b
の
中
に
「
原
住
民
教
育
機
関
に
対
し
て
視
察
官
l
n
s
p
e
c
t
e
u
r
は

視
察
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
に

対
す
る
回
答
の
中
に
「
一
九
二
三
年
第
一
＿
―
-
六
条
令
の
規
定
に
よ

っ
て
そ
の
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

(
3
4
)
 

い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
と
の
関
連
で
こ
の
条
令
の
全
文
が
ニ
カ
月
後
の
『
プ
サ
ラ
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
こ
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の
回
答
の
中
に
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
を
客
と
し
て
遇
す
れ
ば
良
い
。
客
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
視
察
官
は
教
科
内
容
や
休
日

を
命
じ
た
り
変
更
し
た
り
す
る
権
利
は
何
ら
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
、
政
府
か
ら
補
助

(35) 

金
を
受
け
て
い
る
学
校
と
の
相
違
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
あ
わ
せ
て
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
以
後
一
九
三
二
年
九
月
末
ま
で
「
私
学
校
条
令
」
そ
の
も
の
に
対
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
す
で
に
前
章
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
「
私
学
校
条
令
」
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
一
方

で
組
織
化

・
集
中
化
を
強
化
す
る
努
力
を
行
な
い
、

他
方
で
は
植
民
地
教
育
制
度
を
批
判
す
る
論
評
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
前
記
ス

デ
ィ
ヨ
ノ
（
ガ
ジ
ャ

・
マ
ダ
）
の
論
文
や
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
論
文
が
ひ
き
続
い
て
発
表
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
で
あ

っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
関
係
者
に
対
し
て
自
ら
の
原
則
と
規
約
を
遵
守
す
る
要
求
も
繰
り
返
し
発
せ
ら
れ
て
い

一
九
一三
年
一

0
月
に
は
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
教
師
が
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
外
の
学
校
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
教
鞭
を
と
る
こ

と
に
対
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
来
の
任
務
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
り
、
金
を
得
る
こ
と
の
み
を
先
行
さ
せ
た
り
し
て
、
タ
マ
ソ

・
シ

(36) 

ス
ワ
の
精
神
に
反
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
。
長
老
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
り
チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル

ジ
ョ
は
一
九
一
＿二

年

―
一
月
に
は
五
項
目
に
わ
た
る
II

心
得
"
'
H
a
r
u
s
D
i
p
e
r
h
at
ik
a
n

を
発
表
し
て
「
わ
れ
わ
れ
の
原
則
と
規
約
を

(37) 

お
か
し
統
一
を
乱
す
も
の
は
た
だ
ち
に
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
と
い
う
家
族
か
ら
放
逐
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
警
告
を
発
し
た
が
、

あ
た
か
も
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
チ
ラ
チ
ャ
ッ
プ
支
部
の
数
名
の
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ヮ
関
係
者
を
「
独
裁
者
」
と

し
て
の
「
専
断
権
」
の
行
使
に
よ
っ
て
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
か
ら
除
名
し
た
。
彼
ら
は
「
金
銭
と
女
性
問
題
」
で
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
組

(38) 

織
を
傷
つ
け
た

m
e
r
u
sa
k
k
a
n

o
r
g
a
ni
sa
tie

と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
ま
た
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
と
相
容
れ
ず
に
タ
マ
ン

・

シ
ス
ワ
を
離
れ
る
教
師
も
現
れ
て
い
た
。
例
え
ば
一
九
三
二
年
五
月
に
は
チ
ア
ミ
ス
の
ス
オ
ン
ド

・
シ
ス
モ
ク
ス
モ
兄
弟
が
別
の
学

(39) 

校
を
設
立
し
た

こ
と
が
公
告
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
姿
勢
に
み
ら
れ
る
の
は
、
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
論
文
が
表
明

っ
た
。
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第九章 「私学校条令」闘争

し
て
い
た
”
自
己
規
律
＂
の
厳
し
さ
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
的
倫
理
の
体
現
と
い
う
こ
と
で
あ
る

。
デ
ワ
ン
ト

ロ
は
、

(40) 

に
は
「
新
聞
の
モ
ラ
ル
」
に
ふ
れ
、
民
族
主
義
政
党
の
機
関
紙
で
あ
る
『
ス
ワ
ラ
・
ウ
ム
ム
』
紙
（
ス
ト
モ
の
主
宰
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
民
族
党
の
機
関
紙
）
が

「イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
妾
を
求
め
る
と
い
う
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
広
告
」
を
掲
載
し
た
こ
と
に
激
怒
し、

金
の
た

め
に
民
族
主
義
的
な
新
聞
ま
で
が
さ
ま
ざ
ま
な
い
か
が
わ
し
い
広
告
や
写
真
を
掲
載
す
る
こ
と
を
強
く
批
判
し
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ

(41
)
 

の
『
プ
サ
ラ
』
誌
は
「
こ
の
種
の
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
を
断
固
と
し
て
拒
否
し
て
き
た
」
こ
と
、
そ
れ
は
、
「
民
族
主
義
と
理
想

(42) 

主
義
を
つ
ら
ぬ
く
う
え
で
当
然
の
こ
と
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
ら
の
規
律
を
持
す
る
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
11

野

放
し
II

と
な
っ
て
い
る
の
は
II

街
で
し
た
い
放
題
を
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
男
た
ち
"
w
i
l
d
e
rn
e
d
e
r
n
e
n
sc
h
e
n
 

一
九
三
二
年
三
月

こ
の
よ
う
な
認
識
は
先
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
論
文
に
も
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
自
身
が
一
九
二

九
年
に
記
し
た
「
西
洋
と
東
洋
の
統
合
」
と
い
う
論
文
に
、
そ
の
基
本
的
な
主
張
は
す
べ
て
表
明
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
自
己
規
律
の
強
化
と
並
ん
で
こ
の
時
期
の
『
プ
サ
ラ
』

誌
に
は
ヨ

ー
ロ
ッ

パ
の
教
育
史
及
び
教
育
思
想
に
関
す
る
紹
(46 

介
が
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
＝
二
年
―
二
月
に
は
デ
ワ
ソ
ト
ロ
が
ョ
ー
ロ

ッ
。
ハ
教
育
思
想
の
歴
史
を
概
観
し

(
44
)

(

45
)

（

46
)

（

47
)

（

48
)
 

（
第
七
章
参
照
）
、
ま
た
、
こ
の
―
二
月
号
、
翌
年
二
月
号
、
四
月
号
、
五
月
号
、
七
月
号
で
は
テ
ガ
ル
・
ア
ル
ソ
支
部
連
合
の
P
H

(
49
)
 

S
な
る
筆
名
を
も
つ
人
物
が
西
欧
の
偉
大
な
教
師

一
四
名
を
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
物
を
要
約
す
る
形
で
紹
介
し
て
い
た
。

一
九
三
二
年

(
50
)
 

三
月
に
は
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ
と
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ

ク
・
ル
ソ
ー
の
生
涯
と
教
育
思
想
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
外
国
の
教
育
思

想
の
紹
介
や
解
説
は
一
九
＝
三
年
末
以
降
も
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
、

ダ
ル

ト
ソ
制
度
、
タ
ゴ
ー

ル
の
思
想
等
が
さ
か
ん
に
喧
伝
さ
れ

(
5
1
)
 

て
い
た
。
す
な
わ
ち
第
四
章
で
述
べ
た
よ
う
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
設
立
以
来
注
目
し
て
き
た
の
は
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ
、
フ
レ
ー
ベ
ル
、

タ
ゴ
ー
ル
等
の
西
欧
近
代
文
化
に
批
判
的
な
教
育
思
想
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
思
想
に
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
教
育
理
念
が
か
な
っ
て

の
よ
う
な

w
i
l
d
e
r
n
e
d
e
r
n
e
n
s
c
h
e
n
 
を
作
り
出
し
た
の
は
、
西
洋
的
な
唯
物
主
義

m
a
terial
is
 
m
e
 
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
あ
り
、

し
か
も
こ
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い
る
と
主
張
す
る
こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

「
こ
れ
ら
の
最
新
の
思
想
が
ジ
ャ
ワ
の
文
化
の
中
に
す
で
に
内
蔵
さ
れ
て
い
た
」
（
デ

ワ
ン
ト
ロ
、
第
七
章
参
照
）
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
自
ら
現
存
の
公
教
育
を
否
定
す
る
立
場
を
示
し
た
こ
と

こ
の
よ
う
な
立
場
を
具
体
化
す
る
動
き
は
「
一
九
三
二
年
私
学
校
条
令
」
が
準
備
さ
れ
る
過
程
と
実
は
軌
を
一
に
し
て
タ
マ
ン
・

シ
ス
ワ
の
中
で
す
す
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
中
等
学
校
コ

ー
ス

(
M
ulo)

の
教
科
内
容
が
政
府
設
営
の
そ
れ

を
写
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
と
の
反
省
か
ら
、
こ
の

M
u
l
o

コ
ー
ス
の
充
実
と
そ
の

〈
タ
マ
ソ

・
ジ
ス
ワ
化
〉
と
い
う
動
き
と

し
て
現
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
〈
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
化
〉
を
示
す
の
は
、

(52) 

の
会
合
で
採
択
さ
れ
た
"
z
e
n
d
i
n
g
"

及
び
＾
＾
r
e
d
d
i
n
g
"

と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
お
の
お
の
、

11

伝
道
II

及
び
II

救
済
II

と
い
う
こ
と
が
ら
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、

族
主
義
的
な
精
神
、
す
な
わ
ち
＂
わ
れ
わ
れ
自
身
の
文
化
の
再
建

II

を
中
等
学
校
の
教
育
の
中
で
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

(53) 

あ
っ
た
。
こ
の

M
u
l
o

コ
ー
ス
は
一
九
三
四
年
以
来
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
開
設
さ
れ
ス
ワ
ソ
デ
ィ
が
そ
の
校
長
を
つ
と

め
て

い

こ
の
よ
う
な

チ
ョ
ク
ロ
デ
ィ
ル
ジ
ョ
の
提
唱
に
な
る
こ
の
用
語
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
の
は
、
民

"
"
r
e
d
d
i
n
g
"
 
と
い
う
思
想
は
、
植
民
地
教
育
制
度
を
批
判
す
る
立
場
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
、
す
な
わ
ち
、
組
織
の
強
化
と
指
導
体
制
の
集
中
化
（
組

織
）
、
人
民
主
義
の
標
榜
と
西
欧
文
化
の
忌
避
（
思
想
）
、

諸
教
育
思
想
の
展
覧
を
通
じ
て
示
さ
れ
た
自
ら
の

〈
先
進
性
〉
へ
の
確
信

と
植
民
地
教
育
制
度
へ
の
反
措
定
（
教
育
）
等
は
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
植
民
地
政
府
と
が
正
面
か
ら
対
峙
し
始
め
る
こ
と
に
な
る

一
九
三
二
年

一
0
月
以
前
に
、
あ
た
か
も
、
そ
の
対
峙
を
予
期
し
て
い
た
か

の
よ
う
な
形
で
、

て
、
「
私
学
校
条
令
」
闘
争
の
時
期
を
通
じ
て
一
層
顕
著
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ。t
 

に
な
る
。

'z
e
n
d
i
n
g
"

及
び

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
「
装
備
」
を
と

一
九
三
一
年
二
月
末
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
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第九章 「私学校条令」闘争

で
あ
る
と
と
も
に
、
規
制
の
基
準
を
官
吏
の
見
解
と
判
断
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
。

も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
新
条
令
が
適
用
さ
れ
れ
ば
政
府
の
官
吏
と
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
人
間
な
い
し
組
織
と
の
間
に
誤
解
や
曲
解

(2) (1) 
と
に
な
っ
て
い
た
。

と
の
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
装
備
」
が
数
段
構
え
の
多
重
な
装
備
で
あ
る
こ
と
を
一
九
三
二
年
一

0
月
以
降
の
タ

第
二
節
「
私
学
校
条
令
」
闘
争

装
置
の
始
動

最
高
会
議
業
務
委
員
会

「
一
九
三
二
年
私
学
校
条
令
」
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
九
月
二
四
日
に
公
布
さ
れ
、

-0
月

一
日
を
も
っ
て
発
効
さ
れ
る
こ

こ
の
「
私
学
校
条
令
」
に
対
す
る
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
対
応
は
迅
速
に
し
て
徹
底
的
で
あ
っ
た
。

九
月
二
九
日
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
II

独
裁
者
＂
と
し
て
の
権
限
に
基
づ
い
て
最
高
会
議
業
務
委
員
会

M
a
d
j
e
l
i
s
L
u
h
u
r
 H
a
r
i
a
n

を

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
「
私
学
校
条
令
」
の
各
条
項
を
逐

一
検
討

し

つ
つ

こ
の
条
令
に
対
す
る
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
の
基
本
的
態
度
を
決
定
し
、
最
高
会
議
業
務
委
員
会
の
名
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
「
呼
び
か
け
」
を
行
な
っ
た
。
そ
の

(
5
4
)
 

大
要
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

新
し
い
条
令
は
政
府
の
補
助
を
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
私
学
校
の
形
態
と
内
容
を
規
制
す
る
権
限
を
政
府
に
与
え
る
も
の

し
か
る
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
形
態
と
内
容
は
西
欧
型
の
学
校
と
は
全
体
と
し
て
異
な
る

p
a
d
a
u
m
u
m
n
j
a
 berlainan 

(1) 
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
見
事
に
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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先
ず
各
々
の
「
支
部
連
合
会
議
」

M
a
d
j
e
l
i
s
G
o
l
o
n
g
a
n
 

(6) 
教
師
の
資
格
に
関
し
て
は
官
吏
の
主
観
が
入
ら
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
結
果
誤
っ
た
判
断
、
こ
と
に
II

政
治
的
II

で
あ
る
こ
と
と
II

民

族
的
II

で
あ
る
こ
と
を
混
同
す
る
よ
う
な
誤
っ
た
判
断
が
必
ず
生
じ
て
く
る
。

い
る
学
校
に
関
し
て
も
わ
れ
わ
れ
は
以
上
に
述
べ
た
こ
と
と
同
様
の
見
解
を
も
つ
が
、
た
ん
に
理
念
も
な
い
ま
ま
学
校
を
名
乗
っ
て

い
る
「
私
学
校
」
は
規
制
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
規
制
は
、
(
-
九
二
三
年
の
）
古
い
条
令
に
よ
っ

て
十
分
に
な
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
新
し
い
条
令
は
一
般
の
秩
序

k
e
t
e
r
t
i
b
a
n
u
r
n
u
r
n

に
と
っ
て
不
必
要
で
あ
り

政
府
が
こ
の
新
し
い
条
令
を
短
時
日
の
う
ち
に
準
備
し
だ
し
ぬ
け
に
公
布
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
ク
マ
ン
・
シ
ス

ワ
大
会
を
開
催
す
る
時
間
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
し
い
条
令
の
施
行
に
と
も
な
っ
て
生
ず
る
で
あ
ろ
う
危

険
か
ら
人
民
一
般
こ
と
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
遠
ざ
け
る
た
め
に
、
こ
の
条
令
へ
の
態
度
を
決
め
ま
た
行
動
方
針
を
定
め
る
権
限
を

「
独
裁
者
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
＂
専
断
権
＂
に
一
任
す
る
」

"

0

 

D
e
w
a
n
t
a
r
a
.
 

次
の
大
会
ま
で
に
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
す
べ
て
の
関
係
者
と
各
組
織
に
対
し
て
条
令
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て

こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
会
議
で
は
「
一
九
一
二
二
年
条
令
」
の
撤
回
を
政
府
に
対
し
て
要
求
す
る
一
方
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
に

(5) 
悪
い
も
の
で
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
感
ず
る
。

(4) (3) 
ま
た
誤
っ
た
措
置
が
頻
発
す
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
新
条
令
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
聖
な
る
任
務
な
い
し
使
命

p
e
k
e
,

r
d
j
a
a
n
 
sutji 
a
t
a
u
 
z
e
n
d
i
n
g
s
a
r
b
e
i
d

に
酷
t
土
E

を
J

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
育
施
設
・
技
術
に
つ
い
て
は
新
条
令
の
要
求
水
準
を
こ
え
て
い
る
か
ら
懸
念
す
る
に
及
ば
な
い
が
、

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
以
外
の
「
私
学
校
」
の
う
ち
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て

ょゴ

m
e
m
b
e
r
i

h
a
k
 
leluasa 
p
a
d
a
 

に
協
議
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

D
i
k
t
a
t
o
r
 
K
i
 
H
a
d
j
a
r
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第九章 「私学校条令」闘争

で
あ
る
。
こ
こ
に
わ
た
く
し
は
、

全
権
を
委
任
す
る
と
と
も
に
各
「
支
部
連
合
」
の
権
限
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
を
保
つ

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
こ
の
基
底
に
み
ら
れ
た
の
は
政
府
の
追
求
す
る

〈
秩
序
と
安
寧
〉
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
現
に
樹

条
令
の
撤
回
を
政
府
に
対
し
て
迫
り
、
他
方
で
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
下
に
結
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
を
保
つ
と

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
電
報

政
府
に
対
す
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
こ
の
よ
う
な
意
思
の
表
明
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
総
督
に
対
し
て
直
接
電
報
を
送
る
と
い
う
形

で
開
始
さ
れ
た
。

電
報
は
「
私
学
校
条
令
」
が
発
効
す
る
一
九
三
二
年

一
0
月

一日、

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
個
人
名
で
ボ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
（
ボ
ゴ
ー
ル
）

在
住
の
総
督
デ
・
ヨ
ン
グ
宛
に
打
電
さ
れ
た
。
そ
の
文
面
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
閣
下
。
（
わ
れ
わ
れ
の
）
社
会
文
化
の
精
髄
を
侵
食
す
る
条
令
が
政
府
の
教
育
拡
大
の
計
画
が
挫
折
し
た
の
ち
に
抜
き
打
ち
的

強
行
的
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
は
、
人
民
の
生
死
に
関
わ
る
利
益
に
つ
い
て
誤
解
し
て
い
る
政
府
の
動
揺
と
混
乱
を
証
明
す
る
も
の

一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂

zelfs
o
n
w
e
e
r
b
a
r
e
n
 
in
stinctief 
uit 
z
e
l
f
b
e
h
o
u
d
 
z
i
c
h
 
v
e
r
w
e
r
e
n
 

（
い
か
に
無
力
な
も
の
で
も
わ
が
身
を
守
ろ
う
と
す
る
）
と
い
う
こ
と
を
警
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
同
様
に
わ
れ
わ
れ
も
必

要
な
期
間
に
わ
た
っ
て
最
大
限
の
非
暴
力
的
抵
抗

lijdelijk
v
e
n
:
e
t

を
行
な
う
こ
と
を
言
明
す
る
。
キ

・ハ

ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ソ
ト

(55) 

ロ」こ
の
電
文
は
い
う
ま
で
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
っ
た
が
『
プ
サ
ラ
』
誌
の
九
月
・
一

0
月
合
併
号
で
は
こ
れ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
訳
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
訳
の
文
面
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
も
の
よ
り
さ
ら
に
表
現
が
強
く
、
そ
の
後
半
部
分

(2) 
い
う
立
場
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
に
な
る
。

立
し
つ
つ
あ
る
〈
秩
序
と
安
寧
〉

を
阻
害
す
る
と
い
う
認
識
で
あ

っ
た
。

-
0月
以
降
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
こ
の
よ
う
に
一
方
で
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-
0月
一
日
総
督
に
宛
て
て
抗
議
電
報
を
打
電
し
た
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、
た
だ
ち
に
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
全
会
員
に
宛
て
て
「
条
令

(58) 

を
た
だ
ち
に
撤
廃
す
る
こ
と
」
と
題
す
る
指
令
を
行
な
い、

ま
た

一
0
月
三
日
に
は
「
人
民
運
動
の
す
べ
て
の
指
導
者
に
対
す
る
教

(59) 

育
条
令
に
関
す
る
通
告
」
と
題
す
る
呼
び
か
け
を
行
な
っ
た
。

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
関
係
者
に
対
す
る
デ
ワ
ン

ト
ロ
の
指
令
は
、
先
の
電
文
中
の
II

非
暴
力
的
抵
抗
s;

lijdeli
jk
 v
e
r
zet 

③

非
暴
力
的
抵
抗

lijdelijk
v
e
r
z
e
t
 

こ
の
状
況
を
時
を
追
っ
て
み
て
い
こ
う
。

に
な
る
。

は

「
わ
た
く
し
は
、

た
と
え
い
か
に
無
力
な
被
造
物
と
い
え
ど
も
自
ら
を
守
る
た
め
に
危
険
と
闘
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
高
貴
な
感

情
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
同
様
に
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
沈
黙
の
力

t
e
n
a
g
a

di
a
m

に

(56) 

よ
っ
て
、
最
大
限
の
無
期
限
の
抵
抗

p
e
r
l
a
w
an
a
n

se
k
u
a
t
,
k
u
a
tnja 
clan 
sel
a
m
a,
la
m
a
n
j
a

を
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
」

九
月
二
七
日
の
最
高
会
議
の
態
度
表
明
と
こ
の
抗
議
電
報
を
契
機
に
し
て
、

(
57) 

回
す
る
闘
争
の
渦
中
に
入
っ
て

い
っ
た
。

『
プ
サ
ラ
』
誌
の

一
九
三
二
年
九
月
号
（
第
二
巻
第

一
―
一
号
及
び
第
三
巻
第
一
号
合
併
号
）
は
実
際
に
は

一
0
月
に
刊
行
さ
れ
た
が
、

そ
の
表
紙
に
は
「

一
0
月
一
日
は
教
育
の
独
立
が
死
ん
だ
日
」

h
a
ri

w
a
fa
tnj
a
 k
e
m
e
rd
e
ka
a
n
 
p
e
n
d
i
d
i
k
a
n
 

込
ま
れ
そ
の
翌
月
一

0
月
号
（
第
三
巻
第
一
号
）
の
表
紙
に
は
こ
れ
と
は
逆
に
「

一
0
月
一
日
は
真
の
独
立
心
が
誕
生
し
た
日
」
h
a
r
i

lahirnj
a
 m
e
r
d
e
k
a
 s
edj
a
ti

と
い
う
文
字
が
刷
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
次
号
の

―
二
月
号
（
第
三
巻
第
二
、
第
三
号
合
併
号
）
は
「
教
育

条
令
特
集
号
」
と
銘
打
た
れ
、
「
私
学
校
条
令
」
に
関
す
る
記
事
で
埋
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
翌
年
二
月
ま
で
続
く
こ
と

と
な
っ
て
い
た
。

の
意
味

と
い
う
文
字
が
刷
り

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は

一
挙
に
「
私
学
校
条
令
」
を
撤
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第九章 「私学校条令」闘争

か
に
し
た
。

と
そ
の
利
点
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
し
こ
の
抵
抗
を
行
な
う
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
逐
一
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
先
の

最
高
会
議
の
決
議
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
抗
議
電
報
の
内
容
を
敷
桁
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
先
ず
II

非
暴
力
的
抵
抗
II

に
つ
い
て
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
人
民
が
権
力
者
の
弾
圧
に
抵
抗
す
る
た
め
に
は
、
人
民

の
力
を
有
効
に
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
力

k
e
k
u
a
t
a
n
t
e
n
a
g
a

が
用
い
ら
れ
な
い
ま
ま
に
抗
議
や
請
願
を
声
高
に
叫
ん
で
も
、

権
力
者
に
と
っ
て
は
せ
い
ぜ
い

II

子
供
の
泣
き
言
II

ぐ
ら
い
に
し
か
映
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
力
を
行
使
す
る
方
法
は
二
つ
あ
る
。

積
極
的

acti
ef

な
方
法
と
受
身
的

passi
ef
な
方
法
で
あ
る
。
積
極
的
な
方
法
は
、
敵
対
す
る
二
つ
の
勢
力
が
あ
い
等
し
い
力
を
有

す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
、
受
身
的
な
方
法
は
、
敵
対
勢
力
に
対
し
て
あ
い
等
し
い
物
理
力

k
e
k
u
a
t
a
n

la
h
i
r
 

非
暴
力
的
抵
抗
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
沈
黙
す
る

d
i
a
m
lahir 
b
a
t
i
n
n
j
a

の
で
は
な
く
、
肉
体
的
（
外
面
的
）
に
は
沈
黙

し
変
化
し
な
い
が

m
b
e
g
o
g
o
k
、
し
か
し
、
精
神
に
お
い
て
は

d
a
l
a
m
b
a
t
i
n

確
固
と
し
て
独
立
を
保
ち
敵
の
正
統
性
を
認
め
な
い

(
6
0
)
 

t
i
d
a
k
 
m
e
n
g
a
k
u
 s
o
e
v
e
r
e
i
niteitnj
a
 si 
la
w
a
n

こ
と
で
あ
る
。
非
暴
力
的
抵
抗
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
敵
対
の
方
法
で
あ
る
」
。

次
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
こ
の
非
暴
力
的
抵
抗
が
「
精
神
の
力

k
e
k
u
atan

b
a
t
i
n

を
用
い
、
希
望
を
失
っ

て
は
な
ら
ず
、
怒
っ
た
り
動

揺
し
た
り
屈
服
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
ゆ
え
に
、
き
わ
め
て
困
難
な
方
法
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し、

さ
ら
に
「
こ
の
よ
う
な
沈

(61) 

黙
の
力

te
n
a
g
a
d
i
a
m

だ
け
が
、
新
し
い
条
令
を
拒
否
し
う
る
と
と
も
に
、
権
力
者
に
後
退
を
強
い
る
に
至
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。
続
い
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
「
私
学
校
条
令
」
そ
の
も
の
の
内
容
に
即
し
て
こ
れ
に
対
す
る
彼
の
見
解
と
彼
の
行
動
の
意
味
を
明
ら

「条
令
は
原
則
的
に
子
供
の
教
育
方
法
を
選
択
す
る
と
い
う
両
親
な
い
し
人
民
の
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
政
府

の
補
助
金
を
受
け
な
い
で
運
営
さ
れ
て
い
る
学
校
、
す
な
わ
ち
、
人
民
が
設
立
し
人
民
の
浄
財
で
育
成
さ
れ
人
民
の
所
有
物
で
あ
る

用
い
ら
れ
る
手
段
で
あ
る
。

を
も
た
な
い
場
合
に
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私
が
個
人
の
名
に
お
い
て
た
だ
ち
に
指
令
を
発
す
る
の
は
、

『
こ
の
条
令
を
正
当
と
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
方
法
と
目
的
に
沿
っ
て

私
学
校
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

II

野
放
し
学
校
II

の
生
殺
与
奪
は
こ
の
条
令
の
適
用
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
条
令
は
政
府
が
わ
れ
わ
れ
の
＂
垣
根

"'
p
a
g
a
r

で
あ
る
政
治
運
動
を
突
破
し
武
器
を
手
に
わ
れ
わ
れ
の
領
分
で
あ
る
”
畑

地
,_
l
a
d
a
n
g

に
入

っ
て
き
た
の
だ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
教
育
運
動
の
＂
前
衛

"

p
e
m
u
k
a

と

み
な
さ
れ
今
回
の
事
態
に
関
し
て
人
々
は
わ
れ
わ
れ
の
指
令
を
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
『
人
民
が
新
条
令
と
い
う
鉄
の

手
に
撼
ま
れ
な
い
よ
う
に
』
私
（
デ
ワ
ン
ト
ロ
）
は
指
令

・
勧
告
を
下
す
決
意
を
し
た
。
も
し
私
が
誤
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
れ
ば

多
く
の
人
々
が
私
か
ら
離
れ
て
い
く
か
ら
、
私
は
大
き
な
危
険
に
直
面
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
危
険
を
あ
え
て
身
に
引
き
受
け
、

教
育
を
行
な
お
う
と
す
る
人
民
の
独
立
性
が
死
滅
す
る
こ
と
、
な
お
存
続
を
許
さ
れ
る
の
は
政
府
が
運
営
し
た
り
政
府
の
補
助
金
を

受
け
て
い
る
学
校
制
度

sc
h
o
o
l
s
y
s
t
e
e
m

及
び
植
民
地
的
教
育

k
o
loniale

o
p
v
o
e
d
i
n
g

に
し
か
す
ぎ
な
い
』
こ
と
を
意
味
す
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
私
自
身
が
そ
の
よ
う
な
社
会
的
に
も
文
化
的
に
も
き
わ
め
て
狭
小
な
社
会

rnasjarakat
j
a
n
g
 
m
a
a
t
s
c
h
a
,
 

pplijk 
d
a
n
 c
u
l
t
u
r
e
e
l
 
a
m
a
t
 
s
e
m
p
i
t
 itu

で
庄エキU
て
い
ノ
ヽ
呻
d
中

m
は
J
9

はや‘
七仔土
j

し
な
い
』
こ
と
に
な
る
。
総
督
宛
の
電
報
は
11

威

嚇
射
撃
"
u
l
u
k
,
u
l
u
k

で
あ
り
11

警
告
II

で
あ
り
11

最
後
通
牒
＂
で
あ
り
、
閲
領
東
イ
ン
ド
社
会
に
対
す
る
私
の

II

告
別
の
辞
＂

も
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
敵
に
対
す
る
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
精
神
の
表
明

p
e
r
n
j
a
t
a
a
n
k
s
a
t
r
y
a
a
n
 
(
ridderlijkheid
)
 

で‘

で
あ
っ
た
。
私

は
敵
に
懇
願
す
る
の
で
な
く
、
新
し
い
条
令
の
合
法
性
を
認
め
な
い

t
i
d
a
k
m
e
n
g
a
n
g
g
a
p
 
s
j
a
h
 
a
k
a
n
 
a
d
a
n
j
a
 o
r
d
o
n
n
a
n
t
i
e
 
itu 

(
62) 

こ
と
を
知
ら
し
め
た
の
で
あ
る
」
。

最
後
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、
今
回
の
条
令
に
対
す
る
対
応
は
迅
速
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
も
っ
ば
ら
彼
個
人
の
名
に

お
い
て
行
動
し
た
か
ら
「
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
団
体
」

P
e
r
s
a
t
u
a
n
T
a
m
a
n
 Si
s
w
a
 
は
そ
れ
自
身
の
見
解
に
従
っ
て
行
動
す
る
自
由
を

完
全
に
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
「
私
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
体
の
決
定
に
完
全
に
服
す
る
。
も
し
全
体
の
決
定
が
私
の
立
場

4IO 



第九章 「私学校条令」闘争

と
異
な
っ
た
場
合
に
は
、
私
を
正
し
い
と
し
た
（
少
数
派
の
）
人
々
に
対
し
て
、
全
体
の
決
定
に
敵
対
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
私

た
め
に
、

は
強
く
要
求
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
多
数
の
決
定
に
服
せ
。
も
し
そ
れ
が
好
ま
し
く
な
い
の
な
ら
、
秩
序
と
安
寧
を
瓦
解
さ
せ
ぬ

(63
)
 

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
”
組
織
＂
か
ら
離
脱
せ
よ
、
と
私
は
提
案
す
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

以
上
に
み
た
よ
う
に
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
関
係
者
に
対
す
る
こ
の
通
告
は
、

II

非
暴
力
的
抵
抗
II

の
意
義
を
明
ら
か

こ
の
よ
う
な

に
し
、
条
令
を
否
定
し
、
か
つ
、
内
部
的
な
結
束
を
要
求
す
る
と
い
う
三
つ
の
内
容
か
ら
な
っ
て
い
た
。第
一
の
”
非
暴
力
的
抵
抗
II

を

(64) 

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
ジ
ャ
ワ
語
で
バ
レ
ロ

rnbalela

(
「
反
逆
す
る
」
）
と
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
は
＂
ヌ
リ
モ

II

(65
)
 

す
な
わ
ち
「
あ
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
が
そ
の
事
態
を
決
し
て
肯
定
し
な
い
」
と
い
う
態
度
の
表
明
で
あ
っ
た
。

〈
面
従
腹
背
〉
を
公
然
と
表
明
す
る
こ
と
は
、
ジ
ャ
ワ
の
文
化
に
て
ら
し
て
い
え
ば
〈
敵
対
〉
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
デ
ワ

ソ
ト
ロ
の
意
図
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
は
こ
の
〈
腹
背
〉

し

〈
敵
対
〉
す
る
ゆ
え
ん
を
激
し
い
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
で

が
「
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
と
し
て
公
然
と
敵
対
の
態
度
を
表
明
す
る
」
と
い
う
立
場
を
導
き
出
し
て
い
る
。
「
非
政
治
世
界
の
徒
」

11
パ

ソ
デ
ィ
ト
を
守
護
す
る
た
め
に
デ
ワ
ソ
ト
ロ
自
身
は
「
政
治
世
界
の
徒
」

11
ク
シ
ャ
ト

リ
ア
と
し
て
行
動
を
お
こ

し
た
と
い
う
主
張

(66
)
 

が
そ
こ
に
は
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
一
ー
一
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
対
す
る
彼
の
要
求
は
、
重
層
的
で
あ
る
。
彼
は
”
専
断
権
＂
を
委

ね
ら
れ
た
”
独
裁
者
＂
と
し
て
通
告
を
発
し
な
が
ら
、
総
督
に
対
し
て
は
た
だ
の
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
僭
人
と
し
て
抗
議
の
電
報
を
打
電
し

て
い
る
。
そ
し
て
「
個
人
と
し
て
」
行
動
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
11

危
険
を
お
か
し
て
い
る
II

と
言
う
時

の
II

危
険
IJ

は
「
多
く
の
人
々
が
私
の
も
と
か
ら
去
っ
て
い
く
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
11

危
険
＂
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
「
私
学
校
条
令
」
を
め
ぐ
っ
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
い
う
組
織
が
動
揺
を
き
た
す
こ
と
へ
の
危
機

感
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
推
移
は
、
こ
の
懸
念
が
現
実
の
も
の
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
。

あ
る
が
、
そ
こ
で
は
政
府
が
「
垣
根
の
内
の
畑
で
働
く
農
民
」

（
第
五
章
参
照
）
の
領
地
に
侵
入
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
と
い
う
認
識

nnrna 
4II 



(8) 

も
し
条
令
が
適
用
さ
れ
た
結
果
、
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
た
り
教
師
の
授
業
停
止
が
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、

側
で
調
査
委
員
会

C
o
m
m
i
s
s
i
e
v
a
n
 O
n
d
e
r
z
o
e
k
 
を
結
成
し
、
そ
の
結
果
、

そ
の
改
善
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
調
査
の
結
果
、
政
府
の
役
人
の
判
断
が
不
当
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ら
、
わ

れ
わ
れ
の
学
校
の
生
徒
が
学
習
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
政
府
に
対
し
て
た
だ
ち
に
そ
の
地
に
政
府
管
轄
の
学
校
を
設
立

(7) 

つ
ね
に
子
供
の
利
益
を
念
頭
に
お
き
、
彼
ら
の
学
習
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

者
と
だ
け
話
し
合
え
ば
良
い
。

(6) (5) す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
一

0
月
三
日
に
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
「
人
民
運
動
の
す
べ
て
の
指
導
者
に
対
す
る
通
告
」

M
a
k
l
u
r
n
a
t

K
e
p
a
d
a
 

S
e
k
a
l
i
a
n
 
P
e
m
i
m
p
i
n
 P
e
r
g
e
r
a
k
a
n
 
R
a
k
j
a
t

を
発
し
た
。
こ
れ
は
デ
ワ
ソ
ト

ロ
ヘ
の
支
援
を
呼
び
か
け
る
も
の

で
は
な
く
、
彼
の
立

(67) 

場
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
以
下
の
九
項
目
に
わ
た
っ
て
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

”
非
暴
力
的
抵
抗
II

と
は
騒
擾
を
避
け
沈
黙
の
力
で
敵
対
す
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
宗
教
と
道
徳
が
命
ず
る
真
理
の
上
に
腰
を
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
思
考
を
鋭
く
し
感
性
を
み
が
ぎ
意
思
を
強
固
に
保
っ
た
め
に
心
を
清
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
欲
望
、
怒
り
か
ら
身
を
遠
ざ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
＂
耐
え
る
こ
と
の
勇
気
＂
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
で
き
ご
と
を
、
怒
ら
ず
愚
痴
を
言
わ
ず
呪

わ
れ
わ
れ
は
、
周
囲
の
情
勢
と
わ
れ
わ
れ
の
態
度
を
冷
静
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
我
の
力
関
係
と
わ
れ
わ
れ
の

力
量
、
ま
た
そ
の
変
化
等
に
つ
い
て
冷
静
に
比
較
考
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
事
態
を
公
然
と
大
々
的
に
討
論
す
る
の
で
は
な
く
、
静
寂
の
時
と
所
を
選
び
、
す
で
に
顔
見
知
り
の
指
導

わ
ず
に
、

よ
ろ
こ
ん
で
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(4) (3) (2) (1) 

た
だ
ち
に
人
民
の

非
が
わ
れ
わ
れ
の
側
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
な
ら
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第九章 「私学校条令」闘争

デ
ワ
ン
ト
ロ
と
最
高
会
議
業
務
委
員
会
が
一

0
月
一
日
以
降
新
し
い
条
令
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
し
た
の
と
呼
応
し
て
、

ン
・
シ
ス
ワ
の
各
支
部
は
「
支
部
連
合
」

G
o
l
o
n
g
a
n

を
単
位
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
始
め
た
。

こ
れ
ら
の
「
支
部
連
合
」
の
う
ち
も
っ
と
も
す
み
や
か
に
呼
応
し
た
の
は
東
ジ
ャ
ワ
各
地
の
「
支
部
連
合
」
で
あ
っ
た
。
と
く
に

ス
ラ
｀
｀
ハ
ヤ
支
部
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
一
連
の
声
明
が
発
せ
ら
れ
る
に
先
が
け
て
、
「
新
し
い
条
令
の
危
険
性
」
に
か
ん
が
み
て
す
べ
て

の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
支
部
が
「
緊
急
行
動
」

m
o
m
e
n
t
a
c
t
i
e

を
起
す
こ
と
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

(70) 

不
変
で
あ
り
、
教
師
は
弾
圧
を
恐
れ
ず
に
通
常
通
り
の
教
育
活
動
を
行
な
う
よ
う
訴
え
て
い
た
。

一
日
か
ら
二
日
に
か
け
て
ア

ル
ゴ
プ
ロ
支
部
連
合
が
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
で
会
合
を
開
き
、

(4) 

条
令
の
犠
牲
者
が
出
た
場
合
に
は
彼
を
援
助
す
る
た
め
の
資
金
を
た
だ
ち
に
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
九
項
目
を
述
べ
た
の
ち
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
「
人
民
運
動
の
す
べ
て
の
指
導
者
」
に
対
し
て
、
物
心
の
援
助
を
訴
え
る
と

と
も
に
「
す
で
に
確
定
し
た
わ
れ
わ
れ
の
道
を
変
更
す
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
せ
ず
、
＂
目
的
を
同
じ
く
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
別
の
道

(63) 

を
い
く
1
1
g
e
s
c
h
e
i
d
e
n
s
a
m
e
n
g
a
a
n
」
と
い
う
立
場
を
維
持
す
る
よ
う
に
訴
え
た
。

以
上
の
各
項
目
は
、
全
体
と
し
て
先
の

II

非
暴
力
的
抵
抗
＂
の
意
味
と
内
容
を
反
復
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
内
第
四
項
目
、

の
者
に
問
う
.,
t
a
n
j
a
l
a
h
 
p
a
d
a
 
j
a
n
g
 
t
u
a
,
t
u
a

こ
と
と
い
う
設
立
以
来
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
墓
底
に
流
れ
る
理
念
を
あ
ら
た
め
て

(69) 

表
明
す
る
と
と
も
に
、

II

自
ら
の
調
査
委
員
会
を
組
織
II

す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
理
念
に
基
づ
く
〈
秩
序
と
安
寧
〉
を
政

府
の
権
力
に
対
置
し
た
の
で
あ
る
。

ト
サ
リ
会
議

第
六
項
目
、
第
八
項
目
は
、

(9) 
す
る
よ
う
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
0月
中
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
東
ジ
ャ
ワ

-
0月
に
入
る
や
、
先
ず
一

0
月

II

あ
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
a;

n
r
i
m
a

こ
と
、

II

我
執
を
離
れ
る
a.
sepi 
i
n
g
 
p
a
m
r
i
h

こ
と
、

II

長
上

タ
マ

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
則
は

413 



(

7

1

)

 

会
議
の
決
定
に
従
う
こ
と
を
決
議
し
た
。
ま
た
一

0
月
―
―
―
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
、

ス
ラ
バ
ヤ
で
東
ジ
ャ
ワ
指
導
者
会
議
が
開
か
れ
、

ト
サ
リ
会
議
ま
で
は
各
支
部
ご
と
に
決
議
を
出
す
こ
と
を
控
え
る
こ
と
、
ま
た
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
以
外
の
団
体
が
行
な
う
反
「
私

(
7
2
)
 

学
校
条
令
」
の
闘
争
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
東
ジ
ャ
ワ
各
支
部
に
対
し
て
要
請
し
た
。
ま
た
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
支
部
は
こ
れ
に
先
立
っ

(
7
3
)
 

て
、
植
民
地
教
育
制
度
を
II

丸
写
し
に
す
る
"'

c
a
r
b
o
n
,afd
r
u
k

こ
と
の
愚
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、

導
者
会
議
が
ス
マ
ラ
ソ
支
部
連
合
会
議
と
合
同
で
開
催
さ
れ
、
日
「
教
育
の
使
命
」

ze
n
d
i
n
g
s
a
r
b
e
i
d
(
k
e
w
a
d
j
i
b
a
n
 
s
utji
)

を
深
化

す
る
こ
と
、
⇔
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
改
善
に
一
層
つ
と
め
る
こ
と
、
曰
最
高
会
議
の
要
求
に
沿
っ
て
各
支
部
が
行
動
す
る
こ
と
、
を

決
め
る
と
と
も
に
、

ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
外
の
反
対
行
動
に
性
急
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
要
請
し
、
合
わ
せ
て
、

(
74) 

ジ
ャ
ワ
支
部
連
合
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
な
各
支
部
な
い
し
支
部
連
合
会
議
の
動
き
は
、

-
0月
二
九
日
に
中

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
各
地
の
対
応
を
中
央
の
指
示
の
も
と
に
行
な
う
と

い
う
方
向
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
動
き
を
集
約
す
る
よ
う
な
形
で
、

大
最
高
会
議
」

M
a
d
j
e
l
i
s
L
u
h
u
r
 L
e
n
g
k
a
p

が
、
東
ジ
ャ
ワ
、
プ

ロ
モ
火
山
の
山
腹
標
高

一
七

0
0
メ
ー
ト

ル
の
と
こ
ろ
に
所
在
す

る
避
暑
地
ト
サ
リ
で
開
催
さ
れ
た
。
も
と
も
と
こ
の
ト
サ
リ
会
議
は
、
東
ジ
ャ
ワ
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
会
議
の
開
催
地
と
し
て
予
定
さ

(
7
5
)
 

れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
事
態
の
進
展
に
と
も
な
い
急
逮
「
最
高
会
議
」
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
新
し
い
教
育
条
令
が
人
間
性

r
a
s
a
k
e
m
a
n
u
siaa
n
 

(

7

6

)

 

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
な
決
議
を
行
な
っ
た
。
第
一
に
、
最
高
会
議
は
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
『
プ
サ

ラ
』
誌
上
で
表
明
し
た
態
度
と
そ
の
根
拠
を
完
全
に
承
認
す
る
。
第
二
に
、
今
後
生
ず
べ
き
危
機
を
防
ぐ
た
め
、
最
高
会
議
は
「
全

体
指
令
」

l
n
s
t
r
u
k
s
i
U
m
u
m
を
発
す
る
。
こ
の
指
令
は
す
べ
て
の
支
部
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
最
高

会
議
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
会
員
が
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
以
外
の
諸
団
体
と
共
同
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た

の
観
点
か
ら
し
て
合
法
的
で
は
な
い

t
i
d
a
k
 
sj
a
h
 (
o
n
w
e
t
t
ig) 

-
0月
五
日
と
六
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
「
拡

-0
月
九
日
に
は
中
ジ
ャ
ワ
指
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(1) 
K
o
n
p
e
r
e
n
s
i
 
P
e
m
i
m
p
i
n
 T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
 

場
合
に
は
、
そ
の
活
動
が
前
記
の
指
令
と
同
内
容
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
立
場
を
正
式
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
立
場
と
す
る
こ
と
を
公
表
す
る
と
と
も

に
、
中
央
執
行
部
と
各
支
部
の
指
示
系
統
を
明
確
に
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
指
示
系
統
は
一
九
一
―

-0
年
以
来
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ

が
整
序
し
て
き
た
組
織
系
統
を
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
↓
最
高
会
議
↓
「
支
部
連
合
」
↓
支
部
と
い
う
系
統

化
が
あ
ら
た
め
て
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
す
で
に
前
章
の
”
一
般
指
導
者
II

の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
ニ
の
「
支
部

(
7
7
)
 

連
合
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
”
指
示
発
令
者
,.
lnstruktur
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ト
サ
リ
会
議
か
ら
二
週
間
後
の
一

0
月
二
九
日
及
び
三

0
日
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
「
タ
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
指
導
者
会
議
」

（
後
述
）
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
は
こ
の
二
週
間
に
条
令
を
め
ぐ
る
動
き
が
政
府
と
民
族

運
動
の
双
方
の
側
で
活
発
に
な
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
政
府
と
民
族
運
動
の
動
き
を
追
う
こ
と
に
す
る
。
先
ず

政
府
の
動
き
、
と
く
に
政
府
と
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
折
衝
の
状
況
か
ら
み
て
い
こ
う
。

こ
の
折
衝
を
通
じ
て
す
で
に
述
べ
た
二
つ
の
相
異
な
る
〈
秩
序
と
安
寧
〉
が
対
峙
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
対
峙
の
仕
方
、

し
た

が
っ
て
ま
た
、
〈
秩
序
と
安
寧
〉
の
相
異
な
る
様
相
は
、
次
の
二
つ
の
報
告
に
よ
っ
て
的
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
報
告
の
一
っ

は
、
政
府
高
官
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
直
接
の
会
談
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
、
逮
捕
さ
れ
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
教
師
の
訊
問
書
で
あ
る
。

二
つ
の
〈
秩
序
〉
の
対
峙

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン
グ
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
会
談

植
民
地
政
府
は
「
一
九
二
三
年
条
令
」
の
施
行
以
来
、
こ
の
条
令
に
基
づ
い
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
対
し
て
幾
度
か
そ
の
教
育
理

念
・
教
育
制
度
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
報
告
は
一
九
二
四
年
以
降
の
「
植
民
地
関
係
秘
密
文
書
」
の
中
に
散
見
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し
か
し
ク
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
関
係
の
報
告
文
書
が
著
し
く
増
え
る
の
は
一
九
一
―

-0年
以
降
、
こ
と
に
「
私
学
校
条
令
」
の
施
行
後
で

あ
る
。
例
え
ば
す
で
に
前
項
で
述
べ
た
『
プ
サ
ラ
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
通
告
を
は
じ
め
「
私
学
校
条
令
」
に
関
す

(
79
)
 

る
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
側
の
態
度
表
明
の
文
書
は
こ
と
ご
と
く
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
て
総
督
に
報
告
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
報

告
の
う
ち
、
当
時
の
政
府
と
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
関
係
を
も
っ
と
も
詳
し
く
伝
え
て
い
る
の
は
、

「
植
民
地
参
議
会
」

一
般
問
題
の
政
府
側
代
表
で
あ

っ
た
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ

ソ
グ

K
i
e
w
i
e
t
d
e
 J
o
n
g
e

が
総
督
デ
・
ヨ

ン
グ

D
e
 J
o
n
g
e

に
提
出
し
た
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
会
見
に
関
す
る
タ
イ
プ
刷
り
三
六
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
詳
細
な
報
告
書
で
あ

(80) 

る。
両
者
の
会
談
は
一

0
月
一
九
日
か
ら
ニ
―
日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
。
『
プ
サ
ラ
』
誌
上
で
も
こ
の
会
談
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
、
「
両
者
が
”
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
館
“
P
o
n
d
o
k
D
e
w
a
n
t
a
r
a
n

で
三
日
に
わ
た

っ
て
友
好
的
な
雰
囲
気

u
d
a
r
a
p
e
m
-

bitjaraan 
a
d
a
 
b
a
i
k
;
 
t
e
n
t
r
a
m
 
d
a
n
 s
a
b
a
r
 
t
e
r
a
s
a
 
p
a
d
a
 
d
u
a
,
d
u
a
n
j
a

の
内
い
に
石2
ヤ
5

わ
4
い
た
こ
と
と
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の

資
格
で
会
談
を
行
な
っ
た
の
で
最
高
会
議
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
発
言
に
何
ら
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
、
会
談
の
内
容
は
教
育
条
令
に
関

す
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
行
動
と
条
令
を
施
行
し
た
政
府
の
目
的
と
い
う
こ
と
に
終
始
し
た
が
、
最
終
的
に
両
者
は
何
ら
か
の
妥
協

c
o
m
p
r
o
m
i
s
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
こ
と
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
と

っ
て
こ

の
妥
協
と
は
教
育
を
行
な
い
学
校
を
設
立
す
る

(81) 

の
に
認
可
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
会
談
の
概
略
が
紹
介
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

実
際
に
こ
の
会
談
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
そ
れ
を
先
に
述
ぺ
た
報
告
書
に
従
っ
て
述
べ
て
み
よ
う
。

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン
グ
（
以
下
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
と
記
す
）
が
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
会
見
し
た
の
は
、
総
督
付
官
房
長

A
l
g
e
、

m
e
e
n
e
 S
e
c
r
e
t
a
r
i
s

ヘ
ル
ケ

P
.
J
•
G
e
r
k
e
の
指
令
に
基
｀
つ
く
も
の
で
、
そ
の
指
令
の
内
容
は
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
と
接
触
を
求
め
非暴
力

(78) 

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
三
二
年
一

0
月
二
六
日
に
、
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(82) 

抵
抗
運
動
を
う
み
出
し
て
い
る
誤
解

r
n
i
s
v
e
r
s
t
a
n
d
e
n

を
可
能
な
限
り
解
く
べ
し
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

(83) 

指
令
を
受
け
た
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
、
翌
日
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
ヘ
向
け
て
出
発
し
た
。
し
か
し
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
は
前
述
の
ト
サ
リ
会
議

に
出
席
す
る
た
め
東
ジ
ャ
ワ
ヘ
出
発
し
て
い
た
た
め
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
い
っ
た
ん
パ
ソ
ド
ゥ
ソ
に
戻
り
一
九
日
に
再
び
ジ
ョ
ク
ジ
ャ

カ
ル
ク
を
訪
れ
た
。
こ
う
し
て
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
と
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
は
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
一

0
月
一
九
日
の
夜
一
ー
一
時
間
と

翌
々
日
の
一

0
月
ニ
―
日
に
二
時
間
に
わ
た
っ
て
会
談
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
デ
ワ
ソ
ト
ロ
と
の
会
談
に
先
立
っ
て
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
理
事
官
の
事
務
所
で
『
プ
サ
ラ
』
の
九
月
号
及

び
一

0
月
号
を
初
め
て
目
に
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
条
令
反
対
の
語
調
の
激
し
さ
に
驚
き
こ
れ
を
行
彦
す
ぎ
だ

と
感
じ
た
と
い
う
。
彼
が
と
く
に
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
会
員
に
発
し
た
「
通
告
」
中
の
「
敵
が

武
器
を
手
に
し
て
畑
に
侵
入
し
た
」
と
い
う
字
句
、
「
わ
た
し
は
条
令
の
合
法
性
・
至
高
性
（
正
統
性
）
を
認
め
な
い
」
と
い
う
字

句
、
「
総
督
宛
の
電
報
は
私
の
＂
警
告

I
I
”

最
後
通
牒
I
I
”

告
別
の
辞
II

で
あ
る
」
と
い
う
字
句
で
あ
り
、

-
0月
―
二
日
に
こ
の

ま
た
人
民
運
動
の
指
導
者
へ

の
「
呼
び
か
け
」
の
末
尾
に
み
ら
れ
る
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
立
場
を
支
持
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
字
句
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
「
呼

び
か
け
」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
中
第
八
項
の
「
（
人
民
の
側
で
設
立
し
た
調
査
委
員
会
の
調
査
の
結
果
）
政
府
の
役
人
の
判
断
が
不
当

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
学
校
の
生
徒
が
学
習
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
政
府
に
対
し
て
た
だ
ち
に
そ

の
地
に
政
府
管
轄
の
学
校
を
設
立
す
る
よ
う
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
部
分
に
は
翻
訳
に
当
っ
て
原
文
中
に
は
な
か
っ

(84) 

た
下
線
が
と
く
に
ほ
ど
こ
さ
れ
て
注
意
を
喚
起
し
て
あ
っ
た
。

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
こ
と
に
問
題
と
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
一
連
の
意
志
表
明
が
も
っ
ば
ら
彼
の
自
発
的
な
行
為

と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
れ
が
「
私
学
校
条
令
」
反
対
闘
争
を
民
族
主
義
運
動
の
統
一
を
回
復
し
さ
ら
に
強
化
す
る

た
め
の
統
一
行
動
を
呼
び
お
こ
す
た
め
の
好
機
と
み
な
し
た
人
民
指
導
者
及
び
人
民
団
体
の
示
唆
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
の
か
と
い
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(es) 

う
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
前
者
な
ら
ば
誤
解
を
解
く
の
は
容
易
で
あ
る
が
後
者
な
ら
ば
困
難
で
あ
る
と
い
う
の
が
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト

(86
)
 

の
判
断
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
会
談
の
結
果
彼
は
こ
の
弁
別
は
つ
か
な
か
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。

第
一
回
会
談

ト
ロ
宅
を
訪
問
す
る
約
束
を
し
た
が
、
夕
方
六
時
に
デ
ワ
ソ
ト
ロ
か
ら
電
話
が
あ
り
そ
の
日
は
週
一
回
ジ

ャ
ワ
の
踊
り
の
練
習
が

。
ハ
ソ
ゲ
ラ
ソ
・
テ
ジ
ョ
ク
ス
モ

P
a
n
g
e
r
a
n
T
e
d
j
o
k
o
e
s
o
e
m
o
 

来
る
よ
う
に
と
誘
わ
れ
た
。
彼
は
か
ね
て
か
ら
興
味
が
あ
り
、

の
指
導
で
行
な
わ
れ
る
日
に
当
っ
て
い
る
の
で
よ
か
っ
た
ら
見
学
に

ま
た
話
し
合
い
の
い
と
ぐ
ち
を
つ
け
る
良
い
機
会
だ
と
考
え
て
す
ぐ

に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
へ
で
か
け
た
（
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
居
宅
は
教
室
と
同
棟
の
一
角
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
）
。
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
を

迎
え
た
デ
ワ
ン
ト
ロ
夫
妻
は
、
ジ
ャ
ワ
の
少
年
少
女
に
ジ
ャ
ワ
の
踊
り
を
教
え
る
こ
と
の
意
味
を
、
こ
も
ご
も
語

っ
た
。
八
時
に
練

習
が
終
わ
り
、
土
問
に
小
さ
な
机
が
置
か
れ
前
方
は
ご
ざ
を
敷
い
た
だ
け
の
練
習
場
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
教
室
に
は
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト

と
デ
ワ
ン
ト
ロ
だ
け
が
残
っ
た
。
教
室
を
眺
め
て
い
た
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
に
「
教
室
に
つ
い
て
あ
な
た
は
何
も
お
っ
し
ゃ

っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
よ
」
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
微
笑
し
な
が
ら
言

っ
た
。

「
こ
の
机
と
教
場
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
五
年
頃
当
時
の
西
欧
式
小
学
校
視

学
官
で
あ
っ
た
ス
ト
ル
フ
ェ

P
.
J
.
 
S
t
r
o
g
v
e

さ
ん
か
ら
す
で
に
非
難
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ス
ト
ル
フ
ェ
さ
ん
は
、
子
供
た
ち

は
ジ
ャ
ワ
人
で
あ
る
と
い
え
ど
も
地
べ
た
に
座
ら
せ
て
は
い
け
な
い
し
、
教
場
の
広
さ
も
不
足
し
て
い
る
し
、
そ
れ
に
教
場
と
住
居

の
間
が
つ
な
が
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
最
後
の
点
は
実
は
わ
た
し
た
ち
の
原
則
に
由
来
す
る
こ
と
が
ら
で
、

(87) 

そ
れ
に
よ

っ
て
良
い
結
果
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
す
」
。
こ
れ
に
対
し
て
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
こ
う
答
え
た
。
「
し
か
し
み
る
と
こ
ろ
、

(
88) 

あ
な
た
は
そ
の
視
学
官
の
指
摘
に
何
ら
こ
こ
ろ
を
妨
げ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
」
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
こ
れ
に
応
じ
て
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。
「
い
や
わ
れ
わ
れ
は
何
の
補
助
金
も
（
植
民
地
政
府
か
ら
）
受
け
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
指
摘
に
従
う
必
要
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
を
彼
ら
自
身
の
住
宅
環
境
よ
り
も
よ
り
美
し
い
環
境
の
下
で
教
育
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ

両
者
の
第
一
回
会
談
は
次
の
よ
う
に
始
め
ら
れ
た
。

-0
月

一
九
日
に
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
夜
八
時
に
デ
ヮ
ソ
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第九章 「私学校条令」闘争

以
上
は
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
記
し
た
両
者
の
会
談
の
詳
細
な
報
告
の
冒
頭
部
分
を
逐
一
追
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
会
談
は

こ
の
よ
う
な
形
で
始
め
ら
れ
た
。
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
こ
の
報
告
書
は
会
談
の
要
約
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
会
談
の
部
分
は
デ
ワ
ン
ト

ロ

の
目
を
通
し
て
い
な
い
の
で
「
著
し
く
一
方
的
」

z
o
o
v
e
r
r
e
e
e
n
z
i
jd
ig

で
あ
る
と
こ
と
わ

っ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
こ
の
報
告
書

は
オ
ラ
ソ
ダ
人
植
民
地
官
吏
の
作
成
し
た
文
書
の
中
で
は
臨
場
感
に
溢
れ
た
精
彩
の
あ
る
稀
有
の
例
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
両
者
の
会
談
は
こ
れ
で
み
る
限
り
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
自
在
な
口
火
の
切
り
方
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
む
し

例
え
ば
先
の
話
に
続
け
て
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
「
そ
れ
は
良
い
原
則
で
す
ね
。
そ
れ
は
子
供
た
ち
が
多
少
な
り
と
も
彼
ら
の
日
常
の

(
9
1
)
 

環
境
を
変
え
て
い
く
と
い
う
雰
囲
気
を
作
り
出
す
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
る
や
、
間
髪
を
入
れ
ず
デ
ワ
ン
ト

口
は
、
学
校
と
家
庭
、
教
育
と
社
会
に
能
う
限
り
一
体
性
を
保
つ
こ
と
こ
そ
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
則
で
あ
る
と
応
じ
、
続
け
て
、

西
欧
の
学
校
は
自
ら
の
伝
統
を
次
々
と
失
わ
す
よ
う
に
教
育
し
て
い
る
と
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
と
対
置
さ
せ
、
視
学
官
の
示

唆
に
は
従
う
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
が
こ
の
よ
う
な
原
則
的
な
点
に
つ
い
て
は
従
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
述
べ
、
暗
に
先
の
ス
ト
ル
フ
ェ

の
見
解
を
否
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
対
し
て
「
し
か
し
（
必
ず
し
も
従
う
必
要
は
な
い
と
い
う
そ
の
こ
と
が
）
補
助
金
を
受

(92) 

け
て
い
な
い
こ
と
の
利
点
で
す
ね
」
と
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
（
思
わ
ず
口
を
つ
い
て
出
た
と
い
う
形
で
）
応
じ
た
途
端
、
デ
ワ
ン
ト
ロ

は
（
あ
た
か
も
そ
の
発
言
を
待
ち
構
え
て
い
た
か
の
よ
う
に
）
「
ま
さ
に
そ
う
な
の
で
す
。
し
か
し
今
や
新
し
い
条
令
の
施
行
に
よ

(93) 

っ
て
こ
の
利
点
も
な
く
な
り
ま
す
」
と
述
べ
、
以
下
、

「
私
学
校
条
令
」
の
不
当
性
と
そ
れ
に
反
対
す
る
理
由
と
を
具
体
的
な
例
を

あ
げ
て
（
あ
た
か
も
か
ん
で
含
め
る
よ
う
に
）
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
対
話
の
ス
ク
イ
ル
は
会
談
の
全
体
を
通
じ
て
貫
ぬ
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
第
一
日
の
会
談
の
中
で
と
く
に
話
題
と
な

ろ
絶
え
ず
話
の
主
導
権
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

(
8
9
)
 

れ
の
教
育
の
原
則
の
一
つ
な
の
で
す
」
。
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っ
た
の
は
も
っ
ば
ら
新
条
令
が
認
可
権
を
植
民
地
官
吏
、
具
体
的
に
は
各
州
の
州
理
事
官
に
与
え
た
と
い
う
こ
と
が
ら
を
め
ぐ
る
話

題
で
あ
っ
た
。

先
ず
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
、
彼
が
公
人
と
し
て
で
は
な
く
個
人
の
資
格
で
政
府
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
も
っ
て
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
誤
解

を
解
こ
う
と
す
る
も
の
だ
と
断
っ
た
う
え
で
、
「
新
条
令
は
た
と
え
て
み
れ
ば
食
糧
の
検
査
に
も
っ
と
も
よ
く
な
ぞ
ら
え
う
る
」
と

述
べ
て
、
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
学
校
の
教
育
を
食
糧
に
た
と
え
、
そ
の
物
質
的
な
品
質
（
校
舎
や
環
境
な
ど
）
だ
け
で
な
く
精

神
的
な
品
質
（
教
育
の
内
容
）
に
つ
い
て
も
政
府
が
診
断
書
く
o
o
r
s
c
h
r
i
f
t
e
n

を
発
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
要
す

(94) 

る
に
「
政
府
は
物
心
両
面
に
お
い
て
、
人
々
が
自
ら
の
金
で
良
い
品
物
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
協
力
し
よ
う
と
欲
し
て
い
る
」

K
o
r
,

t
o
m
,
 in
 
b
e
i
d
e
 
g
e
v
a
l
l
e
n
 
will 
d
e
 O
v
e
r
h
e
i
d
 
e
r
t
o
e
 
m
e
d
e
w
e
r
k
e
n
,
 d
a
t
 
m
e
n
 g
o
e
d
e
 
w
a
a
r
 
v
o
o
r
 
zijn 
g
e
l
d
 
krijgt
.

こ
と
を

示
す
の
に
他
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
こ
こ
で
「
良
い
品
物
」
と
い
う
の
が
私
学
校
の
教
育
を
示
し
「
自
分
の
金
で
購
入
す
る
」
が
授

(SS) 

業
料
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
比
喩
を
「
最
善
の
た
と
え
」

と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
た
と
え
」
が
、

オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
し
て
は
き
わ
め
て
説
得
力
を
も
っ
と
い

う
前
提
が
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
側
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
そ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
応
答
し

(
9
6
)
 

た
。
「
し
か
し
、
食
糧
を
売
る
の
に
、
許
可
を
必
要
と
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
か
つ
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
」

M
a
a
r
o
m
 !
e
v
e
n
s
,
 

m
i
d
d
e
l
e
n
 
te 
v
e
r
k
o
o
p
e
n
 
h
e
e
f
t
 
m
e
n
 t
o
c
h
 n
o
o
i
t
 
e
e
n
 
v
e
r
g
u
n
n
i
n
g
 
n
o
o
d
i
g
?
 0
 

こ
こ
で
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
「
食
糧
の
売
り
買
い
」
及
び
損
得
勘
定
と
い
う
即
物
的
な
た
と
え
に
即
し
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
を
自
由

競
争
と
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
に
即
し
て
、
「
売
り
手
」
は
「
買
い
手
」
の
需
要
に
応
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
売
り
手
」
た
り
う
る

の
で
あ
っ
て
、
「
商
品
」
の
選
別
は
市
場
の
論
理
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
切
り
返
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
ま
た
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
「
比
喩
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
あ
る
状
況
を
金
銭
的
損
得
に
還
元
す
る
と
い
う
論
理
は
、
オ
ラ
ソ

M
e
n
 k
a
n…

h
e
t
 
b
e
s
t
 
v
e
r
g
e
l
i
j
k
e
n
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第九章 「私学校条令」闘争

の
た
と
え
」
で
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ダ
人
を
説
得
す
る
論
理
と
し
て
有
効
で
あ
り
え
た
と
し
て
も
、

タ
マ
ソ

・
ジ
ス
ワ
の
指
導
者
を
納
得
さ
せ
る
論
理
と
し
て
は
（
他
に

デ
ワ
ン
ト
ロ
を
納
得
さ
せ
る
論
理
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
に
せ
よ
）
お
そ
ら
く
最
悪
の
論
理
で
あ
っ
た
。
デ
ワ
ソ
ト
ロ
ら
の
民
族
主

義
者
は
つ
と
に
唯
物
主
義

m
a
t
e
r
i
a
l
i
s
m

を
批
判
し
て
き
た
が
、
こ
の
唯
物
主
義
と
い
う
言
葉
は
現
実
の
さ
ま
ざ
ま
な
愚
劣
で
無
態

な
体
験
の
総
称
と
し
て
憎
悪
の
念
を
こ
め
て
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
上
述
の
た
と
え
が
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
新
条
令
を
正
当
化
す
る
「
最
善
の
た
と
え
」
で
あ
っ
て
も
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
と
っ
て
は
オ
ラ
ン
ダ
文
化
の
唯
物
主
義
を
示
す
「
最
善

さ
て
、
新
条
令
に
規
定
さ
れ
た
認
可
権
を
巡
る
両
者
の
対
談
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
政
府
の
意
図
を
達
成
す
る
に
は
古
い
条
令
（
「
一
九

二
三
年
条
令
」
）
で
十
分
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
新
し
い
条
令
は
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
よ
う
に
教
育
内
容

も
組
織
も
整
備
さ
れ
た
学
校
で
な
く
、
目
的
も
内
容
も
劣
悪
な
私
学
校
の
規
制
を
目
的
と
し
て
い
る
と
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
こ

こ
で
は
再
び
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
そ
の
よ
う
な
学
校
を
規
制
す
る
こ
と
は
両
親
に
無
駄
な
金
を
使
わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
と
述

べ
て
い
た
）
乎
行
線
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
。
デ

ワ
ン
ト
ロ
は
こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
官
吏
が
認
可
の
権
限
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て

民
族
主
義
的
教
育
が
故
意
に
除
外
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
現
に
私
の
も
と
に
は
こ
の
間
毎
日
の
よ
う
に
タ
マ
ン

・

シ
ス
ワ
の

一
七

0
の
学
校

一
0
0
0人
の
教
師
か
ら
、
植
民
地
内
務
省
そ
の
他
の
官
吏
か
ら
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
と
い
う
報
告
が

(
9
7
)
 

届
い
て
い
る
」
と
反
論
し
た
。
し
か
し
こ
の
反
論
は
、
「
で
は
あ
な
た
は
政
府
を
信
用
し
な
い
の
か
」
。
「
い
や
そ
う
で
は
な
い
。
政

府
は
信
用
し
て
も
そ
の
官
吏
は
信
用
で
き
な
い
の
だ
」
。
「
そ
れ
で
は
、
あ
な
た
は
条
令
そ
の
も
の
に
反
対
な
の
で
は
な
く
条
令
の
適

(98) 

用
の
方
法
に
反
対
し
て
い
る
だ
け
な
の
だ
」
と
い
う
会
話
と
し
て
発
展
し
、
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
「
妥
協
」
の
道
を

見
出
そ
う
と
懸
命
に
折
衝
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
、
地
方
の
官
吏
が
ョ
ー
ロ
ッ
バ
人
官
吏
も
原

住
民
官
吏
も
と
も
に
条
令
を
楯
に
恣
意
的
に
振
舞
っ
て
お
り
し
か
も
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
も
条
令
の
主
要
な
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
い
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第
二
回
会
談

の
通
達
が
す
で
に
作
成
さ
れ
総
督
の
承
認
を
得
た
と
の
連
絡
を
受
け
た
。
通
達
の
コ

。ヒ
ー
は
原
住
民
顧
問
官
ホ
ベ
ー

E
.
G
o
b
e
e

の

届
い
た
が
、

翌
一

0
月
二

0
日
朝
、
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
教
育
省
副
長
官
の
テ

ル
・
ラ
ー
ン
に
電
話
を
し
、
テ
ル
・
ラ
ー
ソ
か
ら
先

修
正
意
見
が
付
さ
れ
た
う
え
で
た
だ
ち
に
ジ
ョ

ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
も
と
に
送
付
さ
れ
た
。

(101) 

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
た
だ
ち
に
そ
れ
を
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
も
と
に
回
送
し
た
。
こ
う
し
て
ニ
―
日
夜
八
時
か
ら
始
め
ら
れ
た

両
者
の
会
談
は
こ
の
通
達
を
め
ぐ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
通
達
文
書
が
作
成
さ
れ
る
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

後
に
述
べ
る
よ
う
に
こ
れ
が
実
際
に
各
地
域
の
行
政
機
構
に
対
し
て
通
達
さ
れ
た
の
は
約
一
カ
月
後
の
一
―
月
二
四
日
の
こ
と
で
あ

g
e
s
t
e
l
d
e
.
と
答
え
た
と
い
う
。

性
と
純
粋
な
意
図
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
る
真
の
ジ
ャ
ワ
人
で
す
ね
」

コ
ピ
ー
は
翌
ニ
―
日
昼

う
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
見
解
を
、
も
っ
ば
ら
デ
ワ
ソ
ト
ロ
個
人
の
「
動
機
の
な
い
個
人
的
な
お
そ
れ
」
「
個
人
的
な
誤
解
」
だ
と
し
て
説

得
し
た
の
に
対
し
、
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
は
あ
た
か
も
第
二
の
矢
を
放
つ
よ
う
に
、
「
こ
れ
は
動
機
の
な
い
懸
念
な
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。

人
民
運
動
に
加
わ
っ
て
い
る
者
は
す
べ
て
こ
れ
を
理
解
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
は
あ
げ
て
私
の
見
解
に
共
感
を
示
し
て
い
る
。

(99) 

そ
れ
に
私
は
彼
ら
に
け
し
か
け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
彼
ら
が
私
の
立
場
の
正
当
性
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
彼
は
キ

ー
ウ
ィ
ー
ト
に
対
し
、
こ
れ
が
〈
自
発
的
な
行
為
で
あ
り
〉
な
が
ら
し
か
も
〈
人
民
運
動
が
あ
げ
て
彼
を
支
持
し
て
い
る
〉
と
い
う

こ
と
を
示
し
、
問
題
が
個
人
的
な
レ
ベ
ル
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
断
固
と
し
て
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
の
会
談
は
、
政
府
が
新
条
令
に
関
す
る
行
政
通
達

u
i
t
v
o
e
r
i
n
g
s
v
o
o
r
s
c
h
r
i
f
t
e
n
を
準
備
中
で
あ
る
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
デ

ワ
ソ
ト
ロ
の
見
解
を
聞
く
と
い
う
約
束
を
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
と
り
つ
け
て
終
わ
っ
た
。
別
れ
際
に
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
「
あ
な
た
は
理

e
n
 z
u
i
v
e
r
e
 
b
e
d
o
e
l
i
n
g
.
 

U
 is 
e
e
n
 
e
c
h
t
e
 
J
a
v
a
a
n
,
 g
e
v
o
e
l
i
g
 
v
o
o
r
 
r
e
d
e
l
i
j
k
h
e
i
d
 

と
言
っ
た
の
に
対
し
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
「
え
え
、
だ
け
ど
少
し
感
じ
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
ね
。

(100
)
 

と
く
に
反
理
性
的
な
こ
と
や
不
純
な
意
図
に
対
し
て
は
」

J
a
,
alleen 
w
e
l
 
e
e
n
s
 
w
a
t
 te 
g
e
v
o
e
l
i
g
,
 vo
o
r
a
l
 
v
o
o
r
 
h
e
t
 
t
e
g
e
n
o
v
e
r
,
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ト
ロ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

(106) 

で
あ
る
」
と

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
の
二
度
目
の
会
談
は
一

0
月
ニ
―
日
午
後
八
時
か
ら
再
び
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
居
宅
で
始
め
ら
れ
た
。

会
談
は
、

II

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
風
の
服
装
"
k
a
i
n
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a

と
呼
ば
れ
て
い
る
服
装
の
こ
と
か
ら
雑
談
風
に
始
め
ら
れ
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
こ
れ
は
強
制
で
な
い
ど
こ
ろ
か
こ
う
い
う
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
、
と

述
べ
さ
ら
に
、

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
は
民
族
的
文
化
的
な
基
礎

n
a
t
i
o
n
a
a
l
,
c
u
l
t
u
r
e
e
l
e
basis

と
中
心
点

m
i
d
d
e
l
,
p
u
n
t

を
求
め
る
が
、

そ
れ
は
、
各
々
が
各
々
の
在
る
が
ま
ま
で
存
在
し
な
が
ら
全
体
と
し
て
統
合

s
y
n
t
h
e
s
e

を
も
た
ら
す
と
い
う
存
在
の
あ
り
方
を
可

(
1
0
3
)
 

能
に
す
る
よ
う
な
力
で
あ
る
と
解
説
し
た
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
本
題
へ
入
っ
て
い
っ
た
。

先
ず
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
「
民
族
教
育
を
遂
行
す
る
教
師
に
は
厳
し
い
モ
ラ
ル
が
必
要
で
あ
り
、
実
際
に
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
は
金
銭
と

(
I
O
I
)
 

性
の
問
題
で
誤
り
を
お
か
し
た
教
師
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
か
ら
追
放
し
て
き
た
」
と
述
べ
、
そ
の
例
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
追
放
さ

れ
た
教
師
が
別
の
学
校
を
設
立
し
た
い
き
さ
つ
を
話
し
た
（
こ
の
具
体
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
本
章
第
一

節
に
述
べ
た
チ
ラ
チ
ャ
ッ
プ
支
部
の
教
師
の
事
件
で
あ
ろ
う
）
。
こ
れ
を
受
け
て
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
彼
ら
が
別
に
設
立
し
た
学
校
は

不
完
全
な
学
校
で
あ
り
、
こ
う
し
た
学
校
に
対
し
て
こ
そ
こ
の
条
令
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
述
べ
た
の
に
対
し
デ
ワ
ン

「
そ
の
こ
と
は
、
通
達
を
読
め
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
と
く
に
ホ
ベ
ー
の
修
正
案
は
し
ば
し
ば
旧
条
令

を
参
照
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
（
と
は
い
え
）
こ
の
通
達
が
出
さ
れ
よ
う
と
も
、
認
可
制
度
は
依
然
と
し
て
私
に
と
っ
て
は
鳥
籠

k
o
o
iで
あ
る
。
通
逹
は
こ
の
籠
を
美
し
く
し
•
…
•
•
、
こ
の
籠
に
金
箔
を
施
し
た
の
で
あ
る
。

籠
が
美
し
く
な
っ
た
こ
と
は
結
構
で

あ
る
が
、
籠
は
あ
く
ま
で
も
籠
で
あ
る
。
…
…
認
可
制
度
と
い
う
の
は
わ
れ
わ
れ
の
原
則
に
て
ら
し
て
受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
で
あ

(105) 
る」
。

す
で
に
第
一
回
の
会
談
の
中
で
「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
と
っ
て
教
育
と
は
宗
教
的
な
任
務

e
e
n

religieuse 
t
a
a
k
 

(102) 

っ
た
。
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こ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ワ
戦
争
（

一
八
二
五
年
し
一

八
三

0
年
）
の
英
雄
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ
ロ
の
こ
と
に

デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
話
が
集
中
す
る
の
を
聞
き
と
が
め
て
、

ね
た
の
に
対
し
て
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
「
デ
ィ
ポ
ネ
ゴ
ロ
は
妻
の
曽
祖
父
だ
か
ら
で
す
」
と
答
え
た
あ
と
す
ぐ
に
、
「
と
は
い
え
わ
れ
わ

れ
は
ジ
ャ
ワ
人
の
反
オ
ラ
ソ
ダ
闘
争
の
英
雄
の
肖
像
だ
け
を
飾
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
。
そ
の
あ
と
の

会
話
は
次
の
よ
う
に
続
く
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
、

「
そ
う
い
え
ば
私
は
長
い
こ
と
ウ
ィ
レ
ム
沈
黙
王

W
i
l
l
e
m
d
e
 
Z
w
i
j
g
e
r
 

良
い
も
の
を
探
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
こ
に
も
な
い
の
で
す
」
。
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
、
「
で
は
送
り
ま
し
ょ
う
か
」
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
、

(108) 

「
お
願
い
し
ま
す
」
。
キ
ー

ウ
ィ
ー
ト
、

「
そ
れ
も
壁
に
掲
げ
る
の
で
す
か
」
。
デ
ワ
ン
ト

ロ
、
「
も
ち
ろ
ん
で
す
」
。

と
い
う
形
で
す
す
ん
で
い

っ
た
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
述
べ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
も
再
び
彼
は
こ
の

II

宗
教
的
な
任
務
II

と
い
う
こ
と
を
述
べ

て
、
新
条
令
が
タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ
の
原
則
に
相
反
す
る
旨
を
あ
ら
た
め
て
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。

ー
ウ
ィ
ー
ト
に
対
し
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
意
図
を
伝
え
る

の
に
は
ま
こ
と
に
明
快
な
表
明
で
あ

っ
た
と
み
え
て
、
そ
の
後
キ

ー
ウ
ィ
ー

ト
は
条
令
そ
の
も
の
の
修
正
は
将
来
の
問
題
と
し
て
、
と
に
か
く
今
は
こ
の
通
達
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
と
デ
ワ

ン
ト
ロ

を
促
し
た
。
デ
ワ
ン

ト
ロ
は
「
で
は
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
事
態
を
救
済
す
る
た
め
」

0m

h
e
e
n
 
te 
h
e
l
p
e
n

に
、
「
も

っ
ば
ら
個
人
の
資
格
で
」

し
た
が

っ
て

「タ

マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
最
高
会
議

d
e
h
o
o
g
e
 
r
a
a
d

及
び
指
導

(101
)
 

者
会
議
が
何
を
決
定
す
る
か
は
私
の
関
与
す
る
と
こ
ろ
で
な
い
」
と
慎
重
に
断
っ
た
う
え
で
、
キ

ー
ウ
ィ

ー
ト
の
要
請
に
応
じ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
会
談
が
な
お
続
け
ら
れ
た
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
話
は
む
し
ろ
タ
マ
ン

・
シ

ス
ワ
の
理
念
、
そ
の

文
化
的
民
族
主
義

cul t
u
 r
e
e
l
,
n
a
t
i
o
n
a
a
l

と
い
う
原
則
や
生
存
中
の
人
物
を
崇
拝
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
（
こ
の
原
則
に
基
づ
い
て
当
時
の
タ

マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
オ
ラ

ン
ダ
女
王
の
写
真
を
掲
げ
な
か

っ
た
）
に

つ
い
て
、
デ
ワ

ン
ト
ロ
が
解
説
し
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
耳
を
傾
け
る

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
「
何
故
デ
ィ
ボ
ネ
ゴ
ロ
の
こ
と
ば
か
り
言
う
の
か
」
と
尋

「
籠
は
あ
く
ま
で
も
籠
だ
」

の
肖
像
画
の

d
e
 
k
w
e
s
t
i
e
 
o
v
e
r
 
b
e
t
 
d
o
o
d
e
 
p
u
n
t
 

4
 
2
 

と

い

う

表

現

は

キ
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第九章 「私学校条令」闘争

こ
こ
で
ウ
ィ
レ
ム
沈
黙
王
と
は
オ
ラ
ン
ダ
を
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
か
ら
解
放
し
オ
ラ
ニ
ェ
家
を
創
立
し
た
ウ
ィ
レ
ム

I
世
の
こ
と
で

あ
り
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
「
外
国
支
配
か
ら
の
解
放
者
」
な
ら
ば
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
崇
拝
す
る
に
値
す
る
こ
と
を
明
言
す
る
と
と
も

（
一
九
一
三
年
）
の
中
で
述
べ
た
と
同
じ
論
法
で
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
自
己
矛

盾
を
巧
み
に
え
ぐ
り
出
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
（
第
二
章
参
照
）
。

両
者
の
会
談
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
「
ジ

ャ
ワ
人
は
一
度
不
信
感
を
も

っ
た
ら
そ
れ
を
決
し
て
忘
れ
な
い
」

こ
と
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人

と
は
話
を
し
た
く
な

い
と
い
う
民
族
主
義
者
が
現
わ
れ
て
い
る
」
こ
と
、
「
わ
れ
わ
れ
（
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
）
は
肉
親
↓
家
族
↓
集

(loo) 

団
↓
民
族
↓
人
類
等
の
求
心
円
環
の
中
心
点
に
立

っ
て
い
る
」

d
a
t
w
i
j
 
i
n
 
h
e
t
 r
n
i
d
d
e
l
p
u
n
t
 

g
e
z
i
n
,
 f
a
m
i
l
i
e
,
 ve
r
e
e
n
i
g
i
n
g
e
n
,
 natie
,
 

話
題
に
戻

っ
た
。

m
e
n
s
c
h
h
e
i
d
,
 en
z
.
 こ
と
な
ど
を
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
に
述
べ
た
の
ち
、
再
び
通
達
に
関
す
る

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、
こ
の
条
令
そ
の
も
の
が
撤
廃
さ
れ
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
希
望
し
、
も
し
、
通
達
が
公
布
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
に

「
正
式
の
ジ
ャ
ワ
語
訳
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
訳
」
を
付
せ
る
ぺ
き
こ
と
（
そ
う
し
な
い
と
勝
手
な
訳
が
横
行
し
て
新
し
い
困
難
が

(llo) 

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ

っ
た
）
を
要
請
し
、
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
そ
れ
を
了
承
し
た
。

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
こ
の
よ
う
な
会
談
の
報
告
書
の
最
後
に
、
①
政
府
の
役
人
と
く
に
植
民
地
内
務
省
の
原
住
民
知
識
人

i
n
h
e
e
m
,

へ
の
対
応
が
不
十
分
な
こ
と
、
③
そ
の
際
、
ジ
ャ
ワ
人
に
と
っ
て
形
式
と
形
式
に
お
け
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
た

ん
な
る
形
式
で
な
く
き
わ
め
て
現
実
的
な
意
味
を
も

っ
て

い
る
こ
と

d
at
d
e
 v
o
r
r
n
e
n
 
e
n
 d
e
 n
u
a
n
c
e
s
 
in
 v
o
r
r
n
e
n
 niet 
s
le
c
h
t
s
 

f
o
r
m
e
e
l
e
,
 m
a
a
r
 z
e
e
r
 
r
e
e
e
l
e
 
b
e
t
e
k
e
n
i
s
 
h
e
b
b
e
n

を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
と
の
会
談
か
ら
得
た
要
点
と
し
て

(
l
l
l
)
 

記
し
た
。

s
c
h
e
 
intellectueelen 

両
者
の
会
談
は
こ
の
よ
う
に
し
て
終
わ
っ

た
。

に
、
か
つ
て
『
も
し
私
が
オ
ラ

ン
ダ
人
で
あ

っ
た
な
ら
ば
』

staa
n
 
v
a
n
 
c
o
n
c
e
n
t
r
i
s
c
h
e
 
cirkel 
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以
上
に
み
て
き
た
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン
グ
と
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
会
談
は
双
方
が
「
ま
っ
た
＜
個
人
の
資
格
で
」
行
な
っ
た
も

一
方
で
植
民
地
政
府
の
他
方
で
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
の
原
理
的
対
立
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト

・
デ

・ヨ

ソ
グ
は
当
時
の
植
民
地
社
会
に
あ
っ
て
ジ
ャ
ワ
人
と
ジ

ャ
ワ
文
化
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
持
つ
オ
ラ
ン
ダ
人
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
彼
が
デ
ワ
ン

ト
ロ
の
「
誤

解
を
解
く
」
べ
く
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
論
理
を
理
解
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
「
誤
解
を
解
く
」
（
す
な
わ
ち
「
説

得
す
る
」
）
た
め
に
は
そ
の
論
理
の
矛
盾
や
瑕
疵
を
指
摘
す
る
か
も
し
く
は
そ
の
論
理
を
構
成
し
て
い
る
事
実
認
識
の
誤
認
を
指
摘

す
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
会
談
の
報
告
書
は
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
そ
の
た
め
に
最
善
を
つ
く
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
彼

は
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
東
ジ
ャ
ワ
か
ら
の
帰
還
を
待
ち
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
居
宅
を
訪
れ
ジ
ャ
ワ
の
踊
り
を
と
も
に
見
物
し
こ
う
し
て
彼
の

「
理
性
と
純
粋
な
意
図
」
を
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
十
分
感
じ
と
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
慶
賀
し
て
い
る
。
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
態
度
は
ま
こ
と
に

真
率
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
彼
は
報
告
書
を
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
目
を
通
さ
ず
に
作
成
し
た
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
報
告
書
が
「
著
し
く
一
方
的
」
な
こ
と
を
懸
念
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
）
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、
こ
の
よ
う
な
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
立
場
を
完
璧
に
了
解
し
た
う
え
で
、
条
令
の
施
行
を
め
ぐ
る
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

立
場
、
現
実
の
状
況
を
見
事
に
論
理
的
に
説
明
し
て
い
る
。
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
報
告
書
の
最
後
に
「
ジ
ャ
ワ
人
に
と

っ
て
形
式
と
形

式
に
お
け
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
リ
ア
リ
テ
ィ
な
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く、

派
な
学
校
の
場
合
に
は
認
可
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
手
続
き
の
問
題
・
形
式
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
「
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の

別
格
化
」
（
諸
他
の
私
学
校
か
ら
の
「
封
印
化
」
）
に
対
し
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
与
え
た
説
明
を
根
拠
と
し
て
導
き
出
し
て
き
た
こ
と
が

ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
「
形
式
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
こ
の
オ
ラ

の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
よ
う
な
立
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意
」
を
正
当
化
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
、

ン
ダ
人
に
向
か
っ
て
ジ
ャ
ワ
文
化
の
精
髄
を
解
説
す
る
と
い
う
形
で
知
ら
し
め
た
の
で
は
ま
っ
た
く
な
＜
ー
こ
の
報
告
書
の
中
で

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
た
だ
の
一
度
も
ジ
ャ
ワ
語
を
用
い
た
う
え
で
そ
れ
を
オ
ラ
ン

ダ
語
で
解
説
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
な
い
ー
、

条
令
の
適
用
の
結
果
生
じ
て
い
る
植
民
地
官
僚
の
恣
意
的
な
行
動
様
式
と
い
う
現
実
の
状
況
に
即
し
て
解
き
明
か
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
報
告
書
の
最
後
に
記
し
た
も
う
―
つ
の
こ
と
が
ら
が
植
民
地
内
務
省
の
各
地
方
レ

ベ
ル
で
の
対
応
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
）
。
す
な
わ
ち
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
彼
の
論
理
が
導
ぎ
出
さ
れ
て
く

る
事
実
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
示
し
た
う
え
で
、

し
た
の
で
あ
る
。

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
に
対
し
て
彼
の
立
場
の
一

貫
性
を
論
理
の
整
合
性
に
よ

っ
て
明
ら
か
に

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、
こ
の
よ
う
に
一
方
で
「
明
快
な
論
理
」
を
展
開
し
他
方
で
は
「
オ
ラ
ン

ダ
人
の
客
」
を
遇
す
る
の
に
見
事
な
自
在

さ
と
心
く
ば
り
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
か
ら
想
像
さ
れ
る
の
は
、
生
ま
じ
め
な
（
そ
し
て
緊
張
感
を
み
な
ぎ
ら
せ
た
）
キ
ー

ウ
ィ
ー
ト
を
前
に
し
た
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
（
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
当
初
の
意
図
と
は
逆
に
）
静
か
に
説
得
し
て
い
る
と
い
う
姿
で
あ
る
。

事
実
こ
の
報
告
書
は
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
立
場
を
微
塵
も
変
え
る
こ
と
が
な
か

っ
た
ば
か
り
か
、
彼
が
デ
ワ
ン
ト

ロ
の
論
理
を
追
え
ば
追
う
ほ
ど
に
、
新
条
令
の
矛
盾
と
植
民
地
政
府
（
と
く
に
末
端
の
行
政
機
構
）
の
問
題
点
が
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の

目
の
前
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
な
「
唯
物
主
義
」
が
、

ィ
ー
ト
が
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
説
得
す
る
た
め
の
唯
一
の
論
理
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、

露
呈
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
「
唯
物
主
義
」
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d

の
別
表
現
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
、

ヽ

し
た
が

っ
て

B
e
a
m
b
t
e
n
s
t
a
a
t

た

h
o
r
m
a
t

制
を
ま
す
ま
す
強
化
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

キ
ー
ウ

を
支
え
る
原
理
で

あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
現
実
の
植
民
地
官
僚
の
行
動
様
式
を
指
弾
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
条
令
が
「
支
配
者
の
恣

B
e
a
m
b
t
e
n
s
t
a
a
t

の
成
立
と
軌
を
一
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
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キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン
グ
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
会
談
の
中
で
し
ば
し
ば
話
題
と
な

っ
た
「
植
民
地
官
吏
の
恣
意
」
は
、
上
に
述

べ
た
「
唯
物
主
義
」
と
相
並
ん
で
植
民
地
支
配
と
い
う
同
じ

メ
ダ
ル
の
裏
側
に
存
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
を
次
に
示
そ
う
。

こ
の
格
好
の
例
が
『
プ
サ
ラ
』
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
条
令
に
違
反
し
た
咎
で
逮
捕
さ
れ
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の

(112) 

教
師
の
訊
問
記
録
で
あ
る
。

こ
の
記
録
は
、
西
ジ
ャ
ワ
の
チ
ア
ミ
ス
地
方
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
チ
コ
ネ
ン
支
部

T
j
a
b
a
n
g
T
j
i
k
o
n
e
n
g

が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
本

部
に
提
出
し
た
訊
問
記
録
の
報
告
書
で
、
こ
の
訊
問
は
一
九
三
二
年
―
一
月
九
日
に

チ
ア
ミ
ス
地
方
裁
判
所

l
a
n
d
r
a
a
d

行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
訊
問
の
被
告
は
、
同
支
部
の
チ
ャ
ン
ト
リ
ッ

ク

tjantrik

で
あ
っ
た
カ
ル
タ
ワ
ン

K
ar
ta
w
a
n

と
い
う
青
年
で
あ
っ
た
。
チ

ャ
ン
ト
リ

ッ
ク
と
は
、
第
四
章
で
み
た
よ
う
に
、
ボ
ン
ド

ッ
ク
や
プ
サ
ン

ト
レ
ン
等
の
ジ

ャ
ワ
の
伝
統
的
な
寄
宿
塾
に
お

い
て
、
す

で
に
十
分
の
修
養
を
積
ん
だ
塾
頭
と
み
な
さ
れ
る
者
で
あ
っ
た
1

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
一
九
二
八
年
に
こ
の
よ
う
な
寄
宿
塾
に
お
い
て

最
も
下
位
の
弟
子
か
ら
最
高
位
の
師
ま
で
を
―
―
―
一
の
段
階
に
分
け
て
ジ

ャ
ワ
の
学
校
の
「
位
階
」
を
示
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
チ

ャ
ン
ト
リ
ッ
ク
は
下
位
か
ら
数
え
て
第
四
の
「
位
階
」
に
当

っ
て
い
た
ー
が
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は

一
九
二
四
年
頃
か
ら
正
規
の

師
範
コ
ー

ス
の
他
に
、
他
の
学
校
で
の
一
般
教
育
の
課
程
を
卒
業
し
た
者
で
特
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
に
な
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
生
徒
に
対
し
て
、

②

訊

問

調

書

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
で
教
育
論

・
教
育
方
法
に
つ
い
て
再
教
育
を
受
け
さ
せ
た
上
で
正
規
の
教
師
と
し
て

任
用
す
る
と
い
う
方
式
を
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
ク
マ
ン

・
シ

ス
ワ
学
校
で
採
用
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
者
た
ち
は
チ
ャ
ン
ト
リ

ッ
ク
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て、

チ
コ
ネ
ン
支
部
の
場
合
に
も
、
こ
の
カ
ル
タ
ワ
ン
は
チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク
、
す
な

わ
ち
「
教
師
見
習
い
」
と
し
て
、
正
規
の
教
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
教
育
実
習
に
当
た
っ
て
い
た
者
と
想
定
で
き
る
。

に
お
い
て
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第九章 「私学校条令」闘争

裁
判
官

新
条
令
の
施
行
に
と
も
な
っ
て
、

ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
と
地
方
官
吏
の
間
で
し
ば
し
ば
摩
擦
を
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
こ
の
チ

ャ
ン
ト
リ
ッ
ク
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
か
ら
み
れ
ば
依
然
と
し
て
「
生
徒
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ

の

条
令
の
規
定
に
従
っ
て
教
師
と
し
て
認
可
を
受
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
に
ひ
き
か
え
、
地
方
官
吏
か
ら
み
れ
ば
彼
ら
は
実
際
に
教

壇
に
立
つ
者
で
あ
る
か
ら
当
然
教
師
と
し
て
の
認
可
を
受
け
る
べ
き
も
の
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

チ
コ
ネ
ン
支
部
事
件
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
逮
捕
さ
れ
た
最
初
の
ケ

ー
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
政
府
の
許
可
証
を
所
有
し
な
い

(
1
1
3
)
 

で
教
え
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
「
彼
の
官
吏
に
対
す
る
態
度
が
き
わ
め
て
無
礼
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
」

s
i
k
a
p
n
j
a
(
o
p
t
r
e
d
e
n
)
 

tjantrik 
t
e
r
h
a
d
a
p
 
k
e
p
a
d
a
 
a
m
b
t
e
n
a
a
r
 
d
i
a
n
g
g
a
p
^
t^a
'
s
e
n
o
n
o
h
"
 jait
u
 
"
ze
er 
o
n
b
e
s
c
h
o
f
t
"

こ
レ
J

ぶ
正
圭
地
坪
畑

・
牛
口
立
R

の呻
d
中

mし
J

―
一
月
九
日
、

チ
ア
ミ
ス
地
方
法
廷
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
こ
の
訊
問
は
、
判
事
役
と
し
て
副
理
事
官

A
s
s
i
s
t
e
n
t

R
e
si
d
e
n
t
、

検
事
役
と
し
て
チ
コ
ネ
ン
の
副
郡
長

A
s
s
1
s
t
e
n
t
W
e
d
a
n
a

書
記
、

チ
コ
ネ
ン
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
長
の
ス
カ
ル
デ
ィ
の
出
席
の
下
に
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
訊
問
記
録
は
ス
カ
ル
デ
ィ
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
本
部
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
先
の
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン
グ
の
報
告
書
と
は
別
の
意
味
で

”
著
し
く
一
方
的
“
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
当
時
の
状
況
を
か
な
り
正
確
に
記
録
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
に
ス
カ
ル
デ
ィ
が
作
成
し
た
記
録
を
も
と
に
訊
問
の
内
容
と
事
件
の
結
末
と
を
追
っ

て
み
よ
う
。
な
お
、

記
録
の
冒
頭
に
、
訊
問
は
す
べ
て
オ
ラ
ン

ダ
語
で
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
応
答
は
す
べ
て

「
わ
れ
わ

れ
の
言
葉
」

（
イ
ン

(lu) 

ド
ネ
シ
ア
語
で
あ
ろ
う
）
で
行
な
わ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

記
録
は
裁
判
官
（
副
理
事
官
）
と
被
告
人
甲
（
カ
ル

タ
ワ
ン
）
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
応
答
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

君
が
許
可
証
を
所
持
し
な
い
ま
ま
で
教
え
た
と
い
う
の
は
本
当
か
。

し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

ス
カ
ル
デ
ィ
は
、

第
一
被
告
カ

ル
タ

ワ
ン
、
及
び
証
人
並
び
に
第
二
被
告
と
し
て
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被
告
人
甲

被
告
人
甲

被
告
人
甲

被
告
人
甲

本
当
で
あ
る
。

何
故
君
は
あ
え
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
。
君
は
、
教
育
を
授
け
る
者
は
す
べ
て
前
も
っ
て
政
府
に
届
け
出

る
べ
き
こ
と
を
定
め
た
教
育
条
令
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か
。

私
は
良
く
知
っ
て
い
る
。
私
が
前
も

っ
て
政
府
に
届
け
出
な
か

っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
学
校
長
で
あ
る
ス
カ
ル
デ

ィ
氏
に
尋
ね
ら
れ
た
い
。
ス
カ
ル
デ
ィ
氏
は
私
に
対
し
て
認
可
状
を
所
有
す
る
必
要
は
な
い
と
言
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。

よ
ろ
し
い
。
そ
の
件
に
つ
い
て
は
後
に
し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
カ
ル
タ
ワ
ン
君
は
副
郡
長
と
話
を
し
た
際
の
態
度
が
き

そ
れ
に
対
し
て
”
は
い
“
と
か
II

い
い
え
＂
と
か

答
え
る
前
に
伺
い
た
い
こ
と
が
あ
る
。
II

無
礼
＂
と
は
ど
う
い

t
e
r
h
a
d
a
p
 
p
a
d
a
 
t
u
a
n
 
A
s
s
i
s
t
e
n
t
 
b
u
k
a
n
 se
m
estinja 
(
$
点
の
箇
所
原
文
で
は
傍
線
）
。

そ
れ
は
私
の
態
度
が
＂
き
わ
め
て
無
礼
で
あ
る

II

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。
私
に
関
し
て
い
え
ば
、
私

は
誰
を
も
尊
敬
す
る

m
e
n
g
h
o
r
m
a
t
i

必
要
は
な
い
し
ま
た
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
た
い
と
は
思
わ
な
い
（
こ
こ
に
は
「
チ
ェ

ック

せ
よ
！
『
プ
サ
ラ
』
編
集
部
」
と
い
う
注
が
括
弧
内
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
）
。

被
告
人
甲

私
の
い
い
た
い
の
は
、
副
郡
長
が
あ
れ
こ
れ
尋
ね
た
と
き
の
尋
ね
方
は
ま
る
で
子
供
に
も
の
を
き
く
よ
う
な
印
象

を
与
え
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
に
彼
が
わ
れ
わ
れ
の
学
校
へ
立
ち
入
っ
た
と
き
彼
は
前
も

っ
て
そ
の
家
の
持
ち
主
で
あ
る
私

に
何
の
許
可
も
求
め
ず
、

ま
る
で
自
分
の
家
に
入
る
よ
う
に
し
て
入

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
（
チ
ェ

ッ
ク
せ
よ
！
『
プ
サ
ラ
』

裁
判
官
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

裁
判
官
そ
れ
は
副
郡
長
に
対
す
る
君
の
態
度
が
当
然
か
く
あ
る
べ
き
態
度
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

う
こ
と
な
の
か
。

わ
め
て
無
礼
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
や
は
り
認
め
る
か
。

裁
判
官

裁
判
官

0
p
t
r
e
d
e
n
 
t
u
a
n
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第九章 「私学校条令」闘争

編
集
部
）
。

（
こ
れ
に
対
し
て
は
何
も
答
え
ず
、

た
だ
咳
払
い
を
し
た
の
み
で
あ
っ
た
）
次
に
被
告
人
乙
の
ス
カ
ル
デ
ィ
氏
に
聞
く
。

君
は
何
故
カ
ル
タ
ワ
ン
氏
に
対
し
て
先
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
た
の
か
。

そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
者
は
、
ま
だ
先
生
で
は
な
く
生
徒
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ

ち
彼
は
私
の
生
徒
で
あ
っ
て
、
教
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
私
か
ら
学
ん
で
い
る
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
わ
れ
わ
れ
が

言
う
と
こ
ろ
の

II

チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク
II

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
は
政
府
に
対
し
て
報
告
す
る
必
要
は
な
い
と
私
は
考
え
た
の

で
あ
る
（
チ
ェ
ッ
ク
せ
よ
！
『
プ
サ
ラ
』
編
集
部
）
。

し
か
し
、
法
律
に
よ
れ
ば
教
え
る
者
は
誰
で
あ
れ
前
も
っ
て
政
府
に
そ
の
旨
を
伝
え
る
べ
き
だ
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
カ
ル
タ
ワ
ン
氏
は
彼
が
許
可
状

k
e
n
n
i
s
g
e
v
i
n
g

被
告
人
乙

そ
れ
な
ら
、
薬
剤
師
見
習
い
、
運
転
手
見
習
い
等
の
場
合
と
比
較
せ
よ
。
『
プ
サ
ラ
』
編
集
部
）
。

そ
の
法
律
は
蘭
領
東
印
度
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
適
用
さ
れ
、
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
ろ
う
と
シ
ナ
人
。
r
a
n
g
T
j
i
,
 

n
a
 (
中
国
人

o
r
a
n
g
T
j
o
n
g
h
o
a
、
『
プ
サ
ラ
』
編
集
部
）
、

ア
ラ
ブ
人
、

う
と
ス
ン
ダ
人
で
あ
ろ
う
と
す
べ
て
の
者
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

カ
ル
タ
ワ
ン
氏
は
こ
の
法
律
を
お
か
し
た
こ
と
を
認
め

た
の
で
あ
る
か
ら
一

0
ギ
ル
ダ
ー
（
フ
ー
ロ
ー
リ
ン
）
の
罰
金
刑
な
い
し
五
日
間
の
懲
役
に
処
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

被
告
人
乙

教
え
て
い
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク
が
い
る
こ
と
を
御
存
知
な
い
の
か
。
バ
ン
ジ
ャ
ル
に
も
い
る
し
バ
リ

ギ
に
も
い
る
、

被
判
官

（
そ
う
か
！

裁
判
官

被
告
人
乙
（
ス
カ
ル
デ
ィ
）

裁
判
官

裁
判
官
は
こ
こ
に
チ
ア
ミ
ス
県
を
代
表
し
て
こ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
他
に
も
そ
の
許
可
状
を
有
せ
ず
し
て

い
や
そ
れ
を
有
し
て
い
な
い
チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
分
校
に
い
る
の
で

マ
ド
ゥ
ラ
人
で
あ
ろ
う
と
、

そ
の
法
律
は
た
だ
チ
コ
ネ
ン
だ
け
で
適
用
さ
れ
る
も
の
な
の
か
。

は
た
ま
た
ジ
ャ
ワ
人
で
あ
ろ

を
も
た
ず
に
教
え
た
と
い
う
こ
と
を
す
で
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
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被
告
人
乙

ま
だ
あ
る
。
先
に
カ
ル
タ
ワ
ソ
氏
が
話
し
た
よ
う
に
、
副
郡
長
殿
は
事
前
の
許
し
も
得
ず
ま
る
で
自
分
の
家
に
入

を
記
載
し
て
お
く
、
以
上
で
よ
い
か
。

裁
判
官

誰
が
受
刑
す
べ
き
か
は
、
前
も
っ
て
相
談
す
れ
ば
よ
い
。
そ
し
て
、
判
決
文
に
は
前
も
っ
て
カ
ル
タ
ワ
ン
氏
の
名
前

し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
罰
を
受
け
る
道
理
は
な
い
。

副
郡
長

被
告
人
乙

の
か
。
私
の
生
徒
が
し
た
行
為
に
対
し
て
は
私
が
責
任
を
負
う
か
ら
、
当
然
、
私
が
そ
の
法
律
の
適
用
を
受
け
る
べ
ぎ
で
あ
る
。

あ
り
機
械
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
だ
1
・
W
i
j
s
,
 re
c
h
t
v
a
a
r
d
i
g
 
e
n
 niet -m
a
c
h
i
n
a
a
l
 !
『
プ
サ
ラ
』
編
集
部
）
。

ち
ら
か
（
こ
の
部
分
は
「
記
録
」
で
は
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
で
記
さ
れ
て
い
る
）
。

い
な
い
（
こ
の
部
分
も
オ
ラ
ン
ダ
語。

な
お
、
「
機
械
的
！
『
プ
サ
ラ
』
編
集
部
」
と
い
う
注
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
）
。

被
告
人
乙

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
根
本
的
に
私
が
誤
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
私
が
罰
を
受
け
る
べ
き
で
あ
り
、
私
の
生
徒
は
何
も
理
解

裁
判
官

裁
判
官

い
る
か
。
私
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
。
教
え
て
く
れ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
と
こ
ろ
で
、

カ
ル
タ
ワ
ン
氏

は
一
〇
ギ
ル
ダ

ー
の
科
料
な
い
し
五
日
間
の
投
獄
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
一
件
は
落
着
し
た
。
君
は
金
を
も
っ
て

裁
判
官
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
待

っ
て
下
さ
い
。
質
問
が
あ
り
ま
す
。
罰
金
を
払

っ
た
り
、
監
獄
に
入

っ
た
り
す
る
べ
き
な
の
は
誰
な

そ
れ
で
は
、
誰
が
刑
を
受
け
る
べ
き
か
解
決
す
る
た
め
に
私
は
八
日
間
の
猶
予
を
与
え
よ
う
（
み
よ
。
こ
れ
が
正
義
で

（
二
人
の
被
告
人
を
指
さ
し
つ
つ
副
郡
長
に
向
っ
て
）
副
郡
長
殿
、
誰
が
判
決
の
対
象
と
な
る
の
か
。
二
人
の
う
ち
ど

私
の
訊
問
調
書
で
は
カ
ル
タ
ワ
ン
氏
が
告
訴
さ
れ
て
い
る
。
私
は
ス
カ
ル
デ
ィ
氏
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
関
与
し
て

待
っ
て
下
さ
い
。
確
か
に
私
の
生
徒
が
誤
り
を
お
か
し
た
が
そ
れ
は
私
が
彼
を
し
て
誤
り
を
お
か
せ
し
め
た
か
ら
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ば
賭
博
か
何
か
し
て
い
た
ら
、
君
自
身
が
逮
捕
さ
れ
る
か
ら
だ
。

裁
判
官

被
告
人
乙

私
の
家
は
学
校
の
校
舎

g
e
d
u
n
g
s
e
k
o
l
a
h
a
n

で
は
な
く
教
育
の
館

r
u
m
a
h
p
e
r
g
u
r
u
a
n

で
あ
り
、
先
生
が
居
住

し
て
い
る
所
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

し
か
も
私
の
知
る
限
り
副
郡
長
殿
は
す
で
に
二
度
に
わ
た
っ
て
許
可
も
な
し
に
私
の
家
に
立
ち
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
然
る

警
官
は
そ
の
時
、
君
の
家
に
入
っ
た
の
で
は
な
く
、
教
室

leslokaal

入
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

つ
ま
り
、
そ
の
建
物
は
居
宅
で
あ
っ
て
持
主
が
お
り
管
理
人
が
い
る
の
で
あ
る
。

ス
カ
ル
デ
ィ
氏
の
場
所
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
（
誤
解
と
悪
用
！

ラ
』
編
集
部
）
。
し
か
も
警
官
は
自
由
に
教
場
へ
出
入
り
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
そ
の

目
的
は
監
視
す
る
た
め

m
e
n
g
a
m
a
t
i
,

a
m
a
t
i

で
あ

っ
て
妨
害
す
る

m
e
r
i
n
t
a
n
g
i

た
め
で
は
な
い
。

被
告
人
乙

被
告
人
乙

私
は
信
じ
な
い

S
a
j
a
ta
'
pertjaja
,
 tu
a
n
.
 
0
 

な
ん
だ
っ
て
。
君
は
信
じ
な
い
の
だ
と
。
私
が
そ
う
言
っ
た
こ
と
を
君
は
信
じ
な
い
の
だ
と
。
注
意
し
給
え

W
e
e
s

v
o
o
r
z
i
c
h
t
i
g
 !。
そ
れ
は
私
に
対
す
る
侮
犀
だ

D
a
t
is 
e
e
n
 
b
e
l
e
e
d
i
g
i
n
g
 
v
o
o
r
 
m
i
j
.。
覚
え
て
お
く
が
よ
い
。
警
官
は
君
の
家

r
u
m
a
h
 t
u
a
n

に
自
由
に
出
入
り
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
。
と
い
う
の
は
、
や
が
て
何
か
事
件
が
あ
っ
た
ら
、
例
え

私
の
家
は
人
が
勝
手
に
出
入
り
す
る
家
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
私
の
学
校

p
e
r
g
u
r
u
a
n
saja

は
遊
戯
館

s
p
e
e
l
,

h
u
i
s

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
君
も
ま
た
し
か
と
心
得
て
お
か
れ
た
い
（
学
校
が

s
e
k
o
l
a
h

と
い
う
オ
ラ

ン
ダ
語
か

裁
判
官
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。

裁
判
官
警
官
は
校
舎
内
に
自
由
に
立
ち
入
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。

の
か
。

つ
ま
り
、
断
り
な
し
に
他
人
の
家
に
出
入
り
す
る
の
か
。

る
よ
う
に
し
て
彼
の
家
へ
立
ち
入
っ
た
。
今
度
は
私
が
問
う
。

M
i
s
b
e
g
r
i
j
p
 d
a
n
 
m
i
s
g
r
e
e
p
 

『
プ
サ

つ
ま
り
教
師
が
生
徒
を
教
え
て
い
る
場
所
に

一
体
警
官
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
な
う
権
利
を
有
し
て
い
る
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ス
カ
ル
デ
ィ

副
理
事
官

と
が
で
き
な
い
の
で
、
私
の
身
柄
を
預
け
に
き
た
。
私
は
投
獄
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

ス
カ
ル
デ
ィ

ス
カ
ル
デ
ィ
で
す
。

は
外
に
残

っ
た
）
再
び
話
し
合
い
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
の
訊
問
に
続
く
八
日
の
間
に
、
副
郡
長
殿
は
一ー一
度
に
わ
た

っ
て
わ
れ
わ
れ
の
学
校
塾

r
u
m
a
h
p
e
r
g
u
r
u
a
n
 kita

を
訪
れ
、

(116) 

〇
ギ
ル
ダ
ー
支
払
え
と
催
促
し
た
が
、
私
は
そ
の
都
度
こ
う
答
え
た
。
「
金
は
沢
山
あ
る
が
払
う
の
は
い
や
で
す

"
a
d
a

u
a
u
g
 
b
a
n
,
 

j
a
k
,
 tapi 
saja 
t
a
k
 
m
a
u
 
m
e
m
b
a
j
a
r
."
」
。

―
―
一
人
、
す
な
わ
ち
ガ
ル

ー
ト
支
部
連
合
の
「
指
令
伝
達
者
」

l
n
s
t
r
u
c
t
u
r

で
あ
る
サ
ル
ジ
ョ
ノ

M
・
S
a
r
d
j
o
n
o

と
チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク

（
カ
ル
タ
ワ
ン
）
と
私
（
ス
カ
ル
デ
ィ
）
は
、
再
び
副
理
事
官
の
オ
フ
ィ
ス
ヘ
出
か
け
た
。
私
だ
け
が
オ
フ
ィ
ス
に
入
り
（
他
の
二
人

副
理
事
官
殿
。
ま
だ
私
の
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
か
。
八
日
間
が
す
で
に
過
ぎ
た
が
私
は
科
料
を
支
払
う
こ

え
え
と
君
の
名
前
は
？
・
（
以
下
す
べ
て
副
理
事
官
の
言
葉
は
オ
ラ

ン
ダ
語
で
記
さ
れ
て
い
る
）
。

（
ス
カ
ル
デ
ィ
の
報
告
の
つ
づ
き
）

被
告
人
乙

―
一
月
九
日
に
行
わ
れ
た
訊
問
の
記
録
は

一
応
こ
こ
で
終
わ
っ

て
い
る
が
、

と
ス
カ

ル
デ

ィ
（
被
告
人
乙
）
は
再
び
応
酬
す
る。

そ
の
間
の
経
緯
を
ス
カ
ル
デ
ィ
の
報
告
を
追
っ
て
記
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

裁
判
官

ら
の
借
用
語
で
綴
ら
れ
ず
p
e
r
g
u
r
u
a
n
1
師
が
主
宰
す
る
も
の
ー
'
|
と
い
う
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
語
で
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

s
e
k
o
l
a
h

が
も
っ
ば
ら
政
府
運
営
の
学
校
に
あ
て
ら
れ
、

p
e
r
g
u
r
u
a
n

は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
表
記
法
は
こ
の
記
録

の
表
記
の
ス
ク
イ
ル
と
し
て
一
貫
し
て
い
る
。
ま
た
、
遊
び
家
も

s
p
e
e
l
h
u
i
s

と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
土
屋
注
）
。

あ
り
が
と
う
。
こ
れ
に
て
一
件
は
お
し
ま
い
で
あ
る
。

(115) 

ど
う
い
た
し
ま
し
て
。

八
日
後
の
一
―
月
一
七
日
に
副
理
事
官
（
裁
判
官
）

一
九
三
二
年

―
一
月
一
七
日
、

II

考
量
時
間
"
b
e
d
e
n
k
t
i
j
d

が
尽
き
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
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第九章 「私学校条令」闘争

副
理
事
官

ス
カ
ル
デ
ィ

副
理
事
官

こ
と
で
す
ね
。

ス
カ
ル
デ
ィ

副
理
事
官

ス
カ
ル
デ
ィ

も
ち
ろ
ん
私
は
そ
の
こ
と
を
御
願
い
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
一
〇
ギ
ル
ダ
ー
を
私
が
支
払
っ
た
な
ら
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

誰
が
支
払
お
う
と
も
、
判
決
文
に
は
カ
ル
タ
ワ
ン
氏
が
支
払
っ
た
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誰
か
他
の
者
が
支
払
い
を
行
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
他
の
者
が
入
獄
す
る
の
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
、
と
い
う

ス
カ
ル
デ
ィ
さ
ん
、
あ
な
た
は
監
獄
へ
入
り
た
い
の
で
す
か
（
誤
解
！
『
プ
サ
ラ
』
編
集
部
）
。

そ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
正
気
な
の
で
す
か

B
e
n
ik 
niet 
w
i
j
s
?
。
ス
カ
ル
デ
ィ
さ
ん
、
私
は
忙
し
い
の

う
か
も
し
く
は
監
獄
へ
入
る
の
で
す
。

る
の
で
す
。
判
決
文
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

副
理
事
官

そ
う
で
す
。
し
か
し
判
決
文
の
中
に
は
す
で
に
あ
な
た
の
名
前
で
な
く
カ
ル
タ
ワ
ン
と
い
う
名
が
記
載
さ
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

ス
カ
ル
デ
ィ

決
を
受
け
た
の
は
カ
ル
タ
ワ
ソ
氏
で
す
。
だ
か
ら
彼
が
一

0
ギ
ル
ダ
ー
を
支
払
う
か
も
し
く
は
監
獄
に
入
る
の
で
す
。

副
理
事
官

い
る
）
。

ス
カ
ル
デ
ィ

副
理
事
官

副
理
事
官
殿
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
私
の
問
題
で
す
（
ス
カ
ル
デ
ィ
の
部
分
は
す
べ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
記
さ
れ
て

そ
れ
は
あ
な
た
の
問
題
で
は
な
い
と
私
が
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
法
を
お
か
し
た
の
は
カ
ル
タ
ワ
ソ
氏
で
あ
り
判

あ
な
た
は
こ
の
前
の
と
き
、
あ
な
た
が
わ
れ
わ
れ
に
八
日
間
の
猶
予
を
与
え
て
、
誰
が
科
料
を
支
払
う
か
も
し

く
は
監
獄
へ
入
る
か
を
決
め
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
、
覚
え
て
お
ら
れ
な
い
の
で
す
か
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ

カ
ル
ク
ワ
ン
氏
が
、
明
日
の
九
時
前
に
科
料
を
支
払

ス
カ
ル
デ
ィ
さ
ん
。
そ
れ
は
あ
な
た
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

D
a
t
1s 
niet 
U

w

 z
a
a
k
.0 
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そ
の
ま
ま
書
き
抜
い
て
み
る
。

副
理
事
官

も
自
分
で
出
頭
す
べ
き
な
の
で
す
か
。

ス
カ
ル
デ
ィ

副
理
事
官

ス
カ
ル
デ
ィ

ま
す
。

ほ
か
の
者
た
ち
と
こ
の
件
に
つ
い
て
相
談
し
て
よ
い
で
す
か
。

で
す

I
k

h
e
h
 
h
e
t
 
d
r
u
k
.
。
カ
ル
ク
ワ
ソ

氏
は
法
を
お
か
し
た
、
彼
は
そ
れ
を
認
め
た
、
そ
し
て
彼
は
科
料
を
支
払
う
か
投
獄

さ
れ
る
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
l

お
わ
か
り
で
す
か
。
そ
れ
に
、
彼
が
科
料
を
支
払
う
の
が
最
善
だ
と
私
は
確
信
し
て
い

私
は
こ
れ
以
上
ど
な
た
と
も
お
話
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
と
も
会
い
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
あ
な
た
を

招
き
入
れ
た
の
は
、
あ
な
た
が
チ
ー
フ
だ
か
ら
で
す
。
そ
し
て
す
で
に
こ
の
件
は
解
決
し
ま
し
た
。
も
う
帰
っ
て
よ
ろ
し
い

U
 k
u
n
t
 
g
a
a
n
.0 ど

う
も
あ
り
が
と
う
。
明
朝
、
カ
ル
タ
ワ
ソ
氏
は
チ
コ

ネ
ソ
か
ら
連
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。
そ
れ
と

(117) 

朝
九
時
に
、
自
分
で
検
察
所

k
a
n
t
o
o
r
d
j
a
k
s
a

へ
出
頭
す
る
よ
う
に。

以
上
で
副
理
事
官
と
ス
カ

ル
デ
ィ
の
問
答
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
あ
と
に
ス
カ

ル
デ
ィ

は
な
お
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
読
者
は
こ
の
副
理
事
官
の
言
葉
を
ど
う
思
わ
れ
る
か
。
私
は
皆
さ
ん
に
一
任
し
た
い
と
思
う
。
私
は
ま
だ
年
も
若
い
か
ら
包
括

的
で
完
全
な
意
見
や
コ
メ
ソ
ト
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
私
が
副
理
事
官
と
向
い
合
っ
て
い
た
時
、
恐
れ
か
ら
で
な
く
若
い
血

潮
の
ゆ
え
に
私
の
体
は
鹿
え
続
け
た
。
私
は
約
束
を
守
っ
て
い
な
い
副
理
事
官
の
行
為
は
ま
っ
た
く

一
貫
性
に
欠
け
て
い
る

s
u
n
g
,

g
u
h
l
a
h
 
t
i
d
a
k
 
k
o
n
s
e
k
w
e
n
t
 
p
e
r
b
u
a
t
a
n
 
A
.
 R. 
itu

と
考
え
て
い
る
」
。

カ
ル
ク
ワ
ソ
は
、
こ
う
し
て

一
九
三
二
年
―

一
月
一
八
日
よ
り
二

二
日
ま
で
チ
ア
ミ
ス
の
監
獄
に
入
獄
し
た
。
ス
カ
ル
デ
ィ
の
作

(119) 

成
し
た
記
録
の
最
後
の
部
分
で
は
、
そ
の
監
獄
内
で
の
労
働
と
食
事
の
内
容
、
衣
服
に
つ
い
て
逐
一
報
告
さ
れ
て
い
た
。
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る。
次
に
、
こ
の
記
録
は
、
当
事
者
双
方
の
会
話
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

に
即
し
た
」

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
,
d

記
録
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
た
と
え
「
著
し
く
一
方
的
」
で
あ
る
に
し
て
も
、

事
実
の
記
述
に
終
始
し
て
い
る
と
い
う
ス
ク
イ
ル
で
あ
っ
て
、
と
く
に
、
最
後
の
牢
獄
内
の
様
子
は
事
実
だ
け
を
詳
細
に
記
し
て
い

こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
は
、
こ
の
記
録
に
、
実
は
こ
れ
が
現
実
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
と
は
逆
に
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
植
民
地
政
府

の
官
吏
の
言
動
に
関
し
て
作
成
し
た
〈
訊
問
調
書
〉
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
記
録
を
一

読
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
際
に
双
方
の
問
答
を
通
じ
て
論
理
の
矛
盾
（
「
一

貫
性
の
欠
如
」
）
を
つ
か
れ
て
い
る
の
は
常
に
副

事
官
な
い
し
副
郡
長
で
あ
り
、
そ
の
結
果
怒
り
と
興
奮
に
身
を
委
せ
る
の
も
官
吏
の
側
で
あ
る
。
副
理
事
官
は
、
先
に
「
と
り
あ
え

ず
判
決
文
の
被
告
欄
に
は
カ
ル
タ
ワ
ソ
氏
と
記
そ
う
」
と
述
べ
、
次
回
に
は
「
す
で
に
書
類
に
は
カ
ル
タ
ワ
ソ
の
名
が
記
さ
れ
た
か

ら
彼
が
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
を
主
張
し
た
と
記
録
に
は
み
え
て
い
る
。
そ
の
矛
盾
を
つ
か
れ
た
際
の
彼
の
一
連
の
、
「
誰

に
な
っ
て
い
る
。

が
、
こ
の
記
録
は
、

以
上
で
西
ジ
ャ
ワ
州
の
チ
ア
ミ
ス
で
行
な
わ
れ
た
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
関
係
者
と
植
民
地
政
府
と
の
訊
問
の
記
録
は
終
わ
っ
て
い
る

一
読
し
て
ま
こ
と
に
奇
妙
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
政
府
側
は
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
用
い
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
側
は
す
べ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
用
い
て
い
た
と
い
う
か

ら
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
部
分
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
翻
訳
し
て
あ
る
記
録
の
前
半
部
分
（
す
な
わ
ち
「
法
廷
」
訊
問
）
は
と
も
か
く
、

後
半
の
ス
カ
ル
デ
ィ
と
副
理
事
官
と
の
問
答
は
、

オ
ラ
ソ
ダ
語
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
セ
ン
テ
ン
ス
が
交
互
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
相
手
の
言
語
を
完
全
に
理
解
し
た
う
え
で
、

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
、
別
の
言
葉
で
会
話
を
す
る
と
い
う
こ
と

そ
の
限
り
で
い
え
ば
、
き
わ
め
て

「
事

そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
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ヮ
が
法
律
に
抵
触
し
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

を
つ
き
合
わ
せ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
局
面
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
。

で
も
良
い
か
ら
金
を
払
え
」
（
デ
ワ
ン
ト
ロ
ら
は
こ
の
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
人
の
考
え
方
を
「
唯
物
主
義
」
と
し
て
批
判
す
る
）
、
「
私

は
こ
れ
以
上
誰
と
も
会
い
た
く
な
い
し
話
も
し
た
く
な
い
」
と
い
う
返
答
は
、
こ
れ
以
上
面
倒
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
へ
の
恐
れ
と

狼
狽
を
自
ら
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
最
後
の

U
k
u
n
t
 g
a
a
n

は
ま
る
で
「
と
に
か
く
お
ひ
き
と
り
下
さ
い
」
と
懇
願
し

一
方
、

ス
カ
ル
デ
ィ
と
カ
ル
タ
ワ
ン
の
対
応
は
は
る
か
に
〈
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
的
〉
で
あ
る
。
彼
ら
は
各
々
の
責
任
の
所
在
を
明
確

に
し
た
う
え
で
堂
々
と
自
己
主
張
を
行
な
い
、

か
つ
、
状
況
を
逐
一
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
組
織
の
上
部
（
第
二
回
目
の
会
談
に
は

「
指
令
伝
達
者
」
サ

ル
ジ
ョ
ノ
が
同
行
し
て
い
る
）
及
び
中
央
へ
報
告
し
て
い
る
。
か
つ
ま
た
、

に
あ
り
」
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
て
や
ま
な
い
。
「
金
は
十
分
あ
る
が
私
は
支
払
わ
な
い
」
と
い
う
の
は
、
官
吏
の
「
唯
物
主
義
」

へ
の
抵
抗
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
確
信
を
表
明
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ス
カ
ル
デ
ィ
ら
は
「
正
義
は
わ
れ

デ
ワ
ン
ト
ロ
と
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン
グ
の
会
談
及
び
ス
カ
ル
デ
ィ
11
カ
ル
タ
ワ
ン
と
副
理
事
官
11
副
郡
長
の
応
答
の
二
つ

第
一
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
政
府
と
が
原
理
的
に
対
立
し
て
い
る
と
い
う
局
面

で
あ
る
。
教
師
の
居
宅
と
教
室
を
分
離
し
な
い
こ
と
、
及
び
チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク
制
を
採
用
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
ク
マ
ソ
・

シ
ス
ワ
の
原
則
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
は
現
実
に
、
こ
の
一
点
を
め
ぐ
っ
て
タ
マ
ン
・
シ
ス

第
二
は
、
地
方
官
吏
の
「
恣
意
」
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
局
面
で
あ
る
。
こ
の
「
恣
意
」
は
書
類
に
記
載
さ
れ
る
形
で
現
実
化

し
、
あ
と
は
「
そ
の
こ
と
に
即
し
て
」

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d

処
理
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
の
実
例
を
第
二
の
記
録
は
明
示
し
て
い
る
。

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
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た
こ
と
を
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し
て
い
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。

第 「私学校条令」闘争

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

局
面
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
は
、
こ
の
「
恣
意
」
が
発
動
さ
れ
る
の
は
「
当
然
か
く
あ
る
べ
き
態
度
」

sifat
s
e
m
e
s
t
i
n
j
a

か
ら
逸
脱
し
た
と
み
な
さ
れ
た

場
合
で
あ
る
、
と
い
う
局
面
で
あ
る
。
「
当
然
か
く
あ
る
べ
き
態
度
」
と
は
、

h
o
r
m
a
t

制
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
る
態
度
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
第
二
の
記
録
は
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
い
う
非
暴
力
的
抵
抗

lijdelijk
v
e
r
z
e
t

の
具
体
例
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
非
暴
力
的
抵
抗
は
「
わ
れ
わ
れ
は
面
従
腹
背
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
公
然
と
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
、

h
o
r
m
a
t

制
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
面
従
腹
背
ど
こ
ろ
か
公
然
と
背
反
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
と

ス
カ
ル
デ
ィ
の
双
方
が
「
信
じ
な
い
」

w
a
n
t
r
o
u
w
e
n
,
t
a
k
 pertjaia
と
い
う
言
葉
を
発
す
る
の
は
、
彼
ら
が
「
当
然
か
く
あ
る
べ
き

態
度
」
を
ま
っ
た
＜
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
信
じ
な
い
」
と
面
前
で
言
わ
れ
た
時
の
副
理
事
官
の
激
怒
の
様
に
注

H
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
植
民
地
政
府
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
を
支
え
る
文
化
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
否
定
し
て
い
る
と
い
う

以
上
を
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
記
録
が
示
し
て
い
る
の
は
、

〈
秩
序
と
安
寧
〉
と
が
原
理
的
に
対
峙
す
る
と
い
う
状
況
が
現
出
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
場
合
に
植
民
地
政
府
の
〈
秩

序
と
安
寧
〉
は
こ
れ
ら
二
つ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
こ
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
を
支
え
る
「
白
人
の
責
務
」
と
い
う
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー

が
破
綻
し
、
そ
の
た
め
に
植
民
地
官
僚
制
が
む
き
出
し
の
抑
圧
装
置
（
「
秩
序
と
安
寧
」
を
維
持
す
る
装
置
）
と
し
て
機
能
す
る
も

一
方
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の

〈
秩
序
と
安
寧
〉
と
植
民
地
政
府
の

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
は
、
そ
の
中
心
（
デ
ワ
ン
ト
ロ
）
と
そ
の
周
辺

（
ス
カ
ル
デ
ィ
）
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
お
の
お
の
の
〈
一
貫
性
〉

k
o
n
s
e
k
w
e
n

を
示
し
、
さ
ら
に
、

ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
〈
秩
序

と
安
寧
〉
は
そ
の
求
心
性
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ワ
人
に
と
っ
て
は
は
る
か
に
妥
当
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い

副
理
事
官
は
オ
ラ
ソ
タ
語
を
話
し
続
け
、

ス
カ
ル
デ
ィ
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
話
し
続
け
る
。
そ
の
オ
ラ
ソ
ダ
語
が
し
ば
し
ば
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論
理
を
混
濁
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
方
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
、
こ
の
こ
と
は
二
つ
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
の

「
垣
根
」
の
成
立

「
指
導
者
会
議
」

前
節
で
述
べ
た
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン
グ
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
会
談
か
ら
約
一
週
間
を
経
た
一
九
三
二
年
一

0
月
二
九
日
と
三

0
日
に
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
指
導
者
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
再
度
「
指
導
者
会
議
」

(lZo) 

を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
先
の
東
ジ
ャ
ワ
の
ト
サ
リ
会
議
及
び
キ
ー
ウ

K
o
n
f
e
r
e
n
s
i
 
P
e
m
i
m
p
i
n
 dari 
P
e
r
s
a
t
u
a
n
 
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
 

ィ
ー
ト
1
1
デ
ワ
ン
ト
ロ
会
談
、
各
地
方
支
部
の
状
況
と
支
部
連
合
会
議
な
ど
一
連
の
状
況
に
対
応
す
る
と
い
う
意
図
の
も
と
に
開
催

さ
れ
た
会
議
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
第
一
に
、

「
私
学
校
条
令
」
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
原
則
に
て
ら
し
て
検
討
さ
れ
、
こ
の
条
令
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ

の
原
則
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
「
独
立
性
」

k
e
m
e
r
d
e
k
a
a
n
diri
、「
秩
序
と
安
寧
の
樹
立
」

terti
b
 d
a
n
 d
a
m
a
i
、
「
タ
マ
ン

・
シ
ス

ワ
の
教
育
制
度
」

a
r
n
o
n
g
-systeern
、
「
人
民
に
対
す
る
教
育
機
会
の
拡
大
」

m
e
r
n
p
e
r
l
e
b
a
r
k
a
n
p
e
n
g
a
d
j
a
r
a
n
 
p
a
d
a
 
rakjat

の
い
ず

れ
に
も
背
反
す
る
こ
と
、
第
二
に
政
府
は
一
方
で
人
民
の
教
育
機
会
を
拡
大
す
る
努
力
を
怠
り
な
が
ら
、
他
方
で
人
民
自
身
に
よ
る

教
育
活
動
を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
会
談
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
主
張
と
く
に
地
方
官

吏
の
恣
意
的
行
動
を
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
伝
え
た
こ
と
で
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
会
談
に
お
い
て
も
政
府
の

基
本
的
方
針
に
は
依
然
と
し
て
何
の
変
更
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
第
四
に
、
補
助
金
を
受
け
な
い
で
運
営
さ
れ
て
い
る
私
学
校
が

現
在
直
面
し
て
い
る
危
機
は
、
新
し
い
「
私
学
校
条
令
」
を
撤
廃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
打
開
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
政
府
が

(1) 
対
峙
と
そ
の
対
峙
の
様
相
を
い
わ
ば
象
徴
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
一
に
、
す
べ
て
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
会
員
は
そ
の
精
神
に
お
い
て
、
ま
た
、

新
条
令
へ
の
反
対
の
立
場
を
堅
持
す
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
個
々
の
場
合
に
ど
の
よ
う
な
態
度
・
行
動
を
と
る
か
と
い
う
こ
と

第
二
に
、
現
在
よ
り
一
九
＿
―
-
三
年
三
月
＝
二
日
に
至
る
向
こ
う
六
ヵ
月
の
間
、
各
々
の
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
支
部
は
さ
ら
に
分
校
を

第
三
に
、
指
令

i
n
s
t
r
u
k
s
i

(121) 

せ
ら
れ
る
。

は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
全
体
の
安
寧
と
平
安
を
達
成
す
る
と
い
う
目
的
で
（
今
後
必
要
に
応
じ
て
）
発

(122) 

以
上
の
「
指
導
者
会
議
」
の
声
明
文
は
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
翻
訳
が
付
さ
れ
た
う
え
で
『
プ
サ
ラ
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
。
そ

こ
に
は
「
誰
か
他
の
者
が
わ
れ
わ
れ
の
見
解
を
歪
曲
し
て
翻
訳
す
る
前
に
先
手
を
打
っ
て
お
く
」
と
い
う
の
が
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
付

(121) 

し
た
理
由
で
あ
る
と
注
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
決
議
事
項
の
第
二
項
目
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
六
ヵ
月
の
問
新

条
約
の
施
行
を
め
ぐ
っ
て
政
府
と
対
立
す
る
の
を
避
け
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
意
図
に
つ
い
て
デ
ワ
ソ
ト

口
は
、
指
導
者
会
議
の
翌
々
日
―
一
月
一
日
に
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン
グ
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

開
設
し
た
り
、
新
し
い
教
師
を
採
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

を
決
定
す
る
権
利
と
義
務
は
最
高
会
議
の
み
が
有
す
る
。

の
三
項
か
ら
な
る
決
議
事
項
を
採
択
し
た
。

主
張
し
て
い
る
私
学
校
の
監
督
と
い
う
目
的
は
従
来
ど
お
り
「

一
九
二
三
年
条
令
（
第

一
三
六
号
）
」
、
「

一
九
二
五
年
条
令
（
第
二
六

0
号
）
」
を
も
っ
て
十
分
に
達
成
さ
れ
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
五
に
、
新
し
い
「
私
学
校
条
令
」
を
廃
止
し
う
る
か
否
か
は
、

一
に
権
利
と
正
義

h
a
k

c
l
a
n
 
k
e
s
u
t
i
j
i
a
n

に
の

っ
と
っ
て
条
令
を
拒
否
し
て
い
る
側
の
態
度
の
ゆ
る
ぎ
な
さ

k
a
p

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
以
上
五
項
目
に
わ
た
る
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
態
度
を
確
認
な
い
し
再
確
認
し
た
う
え
で
、
次

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
原
則
と

一
致
す
る
方
法
で
、

t
e
t
a
p
 
t
e
g
u
h
n
j
a
 
si 
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な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

め
に
時
間
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第一ー一に、

民
族
主
義
団
体
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
事
態
を
乎
静
に
戻
す
た
め
に
は
、
認
可
制
に
か
え
て
届
出
制
を
復
活
す
べ
き
で
あ

り
そ
れ
で
最
終
的
な
（
政
府
の
）
意
図
は
達
成
さ
れ
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
に
、
こ
の
た
め
に
「
植
民
地
参
議
会
」
が
積
極
的

こ
の
よ
う
に
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
意
見
書
は
、
先
の
指
導
者
会
議
の
決
定
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
譲
歩
と
み
る
よ
り
も
こ
れ
に
よ
っ

て
抵
抗
運
動
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
い
う
懸
念
を
示
す
と
と
も
に
、

収
束
の
方
法
を
考
慮
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
「
六
ヵ
月
」

と
い
う
期
間
は
、
収
束
の
方
法
を
考
え
る
た
め
の
〈
猶

予
期
間
〉
と
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
側
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

一
九
三
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
向
こ
う

六
ヵ
月
以
内
に

条
令
が
撤
回
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
期
待
に
基
づ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
一
九
三
三
年
三
月
＝
―
-
日
ま
で
は
新
し
い
学

(121) 

校
を
開
設
し
な
い
こ
と
、
ま
た
新
し
い
教
師
を
採
用
し
な
い
こ
と
と
い
う
指
令
を
発
し
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は

何
ら
か
の
〈
妥
協
＞
が
必
要
で
あ
る
と
の
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
見
解
と
そ
の
良
い
意
図
に
応
じ
よ
う
と
し
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
述

(125) 

べ
て
い
る
。

付
で
「
植
民
地
参
議
会
」

V
o
l
k
s
r
a
a
d

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
は
、
こ
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
書
簡
及
び
そ
れ
に
付
せ
ら
れ
て
い
た
指
導
者
会
議
の
声
明
文
を
も
と
に
、

(126
)
 

の
一
般
事
項
政
府
代
表
議
員
団
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
骨
子
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

―
一
月
七
日

あ
っ
た
。
第
一
に
、
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
強
硬
な
立
場
は
不
変
で
あ
り
彼
の
主
唱
す
る
If

非
暴
力
的
抵
抗
JI

は
依
然
と
し
て
継
続
し
て
い

る
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
不
退
転
の
決
意
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
今
回
の
指
導
者
会
議
の
声
明
は
二
重
の
意
味
を
も
っ

一
方
で
は
抵
抗
運
動
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
支
持
者
を
増
加
さ
せ
、
他
方
で
は
、
満
足
の
い
く
解
決
の
た

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
抵
抗
運
動
を
支
援
す
る
運
動
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
見
解
を
全
面
的
に
認
め
た
う
え
で
事
態
の

す
な
わ
ち
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
が
わ
れ
わ
れ
の
利
益
を
考
慮
し
て
、
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要
請
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

③

支

援

活

動

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
が
こ
の
よ
う
な
意
見
書
を
提
出
し
た
の
は
先
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
の
会
談
以
来
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
中
心
と
す
る
タ
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
そ
れ
自
身
の
執
拗
な
抵
抗
力
と
強
靭
な
そ
の
持
続
性
を
彼
自
身
が
再
三
体
験
し
た
こ
と
に
そ
の
半
ば
は
起
因
し
て

い
た

と
い
え
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
抵
抗
連
動
が
民
族
主
義
者
の
活
力
を
一
挙
に
喚
起
噴
出
せ
し
め
た
と
い
う
こ
と

に
も
半
ば
は
起
因
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
意
見
書
の
骨
子
に
て
ら
し
て
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
に
対
す
る
支
援
運
動
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
次
に
そ
れ
を
み
て
み
よ
う
。

「
私
学
校
条
令
」
が
施
行
さ
れ
た

一
九
三
二
年
一

0
月
以
来
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
民
族
主
義
の
諸
団
体
に
対
し
て
特
に
支
援
活
動
を

を
行
な
う
こ
と
に
な

っ
た
。

-
0月
半
ば
か
ら
―
一
月
に
か
け
て
、
き
わ
め
て
多
数
の
団
体
が
こ
の
条
令
に
関
し
て
集
会

一
九
三
二
年
―
一
月
―
二
月
合
併
号
の
『
プ
サ
ラ
』
誌
（
『
教
育
条
令
特
集
号
』
）
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た

「
方
向
性
」

O
r
i
e
n
t
a
t
i
e

と
題
す
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
指
導
集
団

B
a
d
a
n
P
i
m
p
i
n
a
n
 
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a

の
手
に
な
る
一
文
は
、
条
令

施
行
後
ニ
カ
月
た
ら
ず
の
間
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
呼
応
し
た
民
族
的
な
力
に
つ
い
て
、
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
が
、
そ
れ

(
1
2
7
)
 

は
、
当
時
の
状
況
と
そ
の
状
況
に
お
け
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
自
己
規
定
を
明
快
に
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
こ
の
数
ヵ
月
と
い
う
も
の
『
プ
サ
ラ
』
は
わ
れ
わ
れ
の
平
安
を
守
る
と
い
う
重
大
な
任
務
、
す
な
わ
ち
、
新
し
い
教
育
条
令
を

拒
否
す
る
と
い
う
任
務
の
た
め
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
紙
面
を
つ
い
や
し
て
き
た
。
そ
れ
以
外
の
記
事
は
削
減
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
わ
れ
わ
れ
は
（
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
以
外
の
仲
間
た
ち
と
協
力
し
て
）
〈
わ
れ
わ
れ
の
破
損
し
た
垣
根
〉

p
a
g
a
r

kita 
j
a
n
g
 

d
a
d
a
l
 
を
修
復
し
た
の
ち
に
、
自
ら
の
家
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
即
刻
で
き
る
よ
う
に
希
望
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
”
即
刻
＂
と
い
う
の
は
、
政
治
世
界
の
徒

k
a
u
m
p
o
l
i
t
i
e
k
-
-
+
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
の
安
寧
を
守
る
軍
隊
ー
ー
ー
が
今

や
、
目
を
覚
し
て
闘
い
の
準
備
を
と
と
の
え
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、＿
彼
ら
が
寝
静
ま
っ

た
ば
か
り
の
真
夜
中
に
”
目
覚
し
II
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在
し
て
い
た
の
に
対
し
、

い
ま
や
、
す
べ
て
の
人
民
の
力
の
統

の
音
を
鳴
ら
し
て
彼
ら
を
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
願
わ
く
は
、
こ
の
闘
い
が
成
功
し
て
、

tani
ー
が
、
土
を
起
し
種
を
蒔
き
水
を
与
え
草
を
刈
る
と
い
う
農
民
本
来
の
つ
と
め
を
果
た
す
べ
く
、
農
地
へ
帰
る

kernbali
k
e
-

す
べ
て
の
人
民
の
団
体

s
e
m
u
a
g
o
l
o
n
g
a
n
 R
a
k
j
a
t

が
方
向
を
ひ
と

つ
に
し
て
い
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
喜
び
の
念
を
も
っ
て

目
に
し
経
験
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
部
分
は
た
だ
の
ひ
と
つ
も
な
い
〔
た
だ
し
、

こ
の
文
に

つ
い
て
は
欄
外

（
図
）

と
注
記
さ
れ
て
い
る
〕
。
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
人
民
の
団
体
が

に
II

ア
ヤ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
＂
は
別
だ
。
校
正
者

c
o
r
r
e
c
t
o
r

わ
れ
わ
れ
の
方
に
目
を
向
け
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
て
、

S
O
S
信
号
つ
ま
り
11

危
険
信
号
II

た
。
わ
れ
わ
れ
が
彼
ら
に
対
し
て
明
快
に
十
全
に
説
明
す
る
と
彼
ら
は
共
同
し
て
そ
の
危
険
を
拒
ん
だ
。
政
治
世
界
と
宗
教
界
と
社

会
団
体
と
を
と
わ
ず
、

a
m
a
t
 
r
a
p
a
t
n
j
a
 

p
e
r
s
a
t
u
a
n
,
r
a
s
a
 

わ
れ
わ
れ
ー
_
す
な
わ
ち
農
民

k
a
u
m

い
ま
や
、
す
べ
て
の
者
が
互
い
を
ひ
も
で
ゆ
わ
え
合
っ
て
11

ま
っ
た
＜
透
き
間
の
な
い
垣
根
II

を
形
成
す
る
に
い
た

っ
た
。
現
在
、
多
く
の
者
が
、
今
ま
で
は
感
情
に
お
け
る
統
一

競
合
は
ま

っ
た
く
行
な
わ
れ
ず
、

la
d
a
n
g

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

が
存
在
し
て
い

p
e
r
s
a
t
u
a
n
 
t
e
n
a
g
a
 
d
a
n
 s
e
g
e
n
a
p
n
j
a
 
R
a
k
j
a
t
 

る
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
人
民
が
力
を
ひ
と
つ
に
す
る
方
法
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
示

す
ひ
と
つ
の
教
訓
で
あ
る
。
そ
の
方
法
に
従

っ
た
結
果
、
力
の
競
い
合
い
、
選
挙
の
争
い
、
影
響
力
を
行
使
す
る
た
め
の
争
い
等
の

し
か
も
、
現
在
の
よ
う
に
人
民
の
力
が
知
覚
さ
れ
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
巨
大
な
力
の
統
一
が
実
現
さ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
者
が
無
党
脈
で
智
恵
の
あ
る
者

s
e
o
r
a
n
g

Ja
n
g
 f
a
h
a
m

で
あ

っ
た
と
い
う
者
も
い
れ
ば
、
神
秘
的
な
力

d
a
j
a

k
e
b
a
t
i
n
a
n

が
慟
い
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
者
も
い

る
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
神
T
u
h
a
n

を
称
え
よ
う
。
神
が
こ
の
地
に
降
り
て
平
安
と
安
寧
を

(
1
2
9
)
 

追
求
す
る
人
民
の
運
動
の
土
台
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る

sj
u
k
u
r

k
e
p
a
d
a
 
T
u
h
a
n
,
 k
a
r
e
n
a
 
dititah 
m
e
n
d
j
a
d
i
 
I
a
n
t
a
r
a
n
 
u
n
t
o
k
 

だ
け
が
存

p
a
g
a
r
 
J
a
n
g
 

n
o
o
d
s
e
i
n

の
意
味
を
尋
ね
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b
e
r
g
e
r
a
k
n
j
a
 
R
a
k
j
a
t
 
r
n
e
n
g
e
d
j
a
r
 
k
e
s
e
l
a
r
n
a
t
a
n
 
d
a
n
 
b
a
h
a
g
i
a
 !。

ヨ
ー
ロ
ッ

。ハ
紙
（
オ
ラ
ン
タ
語
紙
）
の
動
揺
や
、

ジ
ャ
ル

・
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
訪
問
し
た
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
。
…・
:

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト

・
デ

・
ヨ
ン
グ
が
キ

・
ハ

状
況
が
変
ろ
う
と
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
立
場
は
当
初
か
ら
一
貫
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
人
民
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、

If

別
れ

つ
つ
か
つ
と
も
に
す
す
む
"'
g
e
s
c
h
e
i
d
e
n
s
a
m
e
n
g
a
a
n

の
で
あ
る
」
。

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
政
治
世
界
の
徒
11
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
と
非
政
治
世
界
の
徒
11
0ハ
ソ
デ
ィ
ト
11

タ

マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
い
う
二
分
法
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
前
者
が
後
者
の
〈
垣
根
〉
と
し
て
後
者
の
〈
土
地
を
守
る
〉
と
い
う
、

両
者
の
位
置
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
〈
人
民
の
力
〉
が
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
セ
ン
タ
ー
と
し

こ
の
セ
ン
タ
ー
が
II

人
民
＂
に
よ

っ
て
囲
饒
さ
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
が
実
現
し
た
こ
と
を

〈
神
〉

T
u
h
a
n

の
意
思
が
下
さ

し
た
が

っ
て
、
「
私
学
校
条
令
」
を
め
ぐ
る
状
況
こ
そ
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
こ
の
よ
う
な
理
念
が
も
っ
と
も
見
事
に
実
現
さ
れ

た
状
況
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
方
向
性
」
と
い
う
ク
イ
ト
ル
は
、

「
私
学
校
条
令
」
に
よ
っ
て

ひ
き
お
こ
さ
れ
た
運
動
の
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
よ
り
具
体
的
に
は
II

人
民
の
カ
II

が
タ

マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
い
う
七
ソ
タ
ー
に
向
っ
て
集
中
し
た
と
い
う
II

人
民
の
カ
II

の
集
中
の
方
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
に
当
時
の
状
況
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
以
外
で
「
私
学
校
条
令
」
に
も
っ
と
も
早
く
対
応
し
た
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
イ
ス
ラ
ム
同
盟
党

P
S
I!
:
P
a
r
t
a
i
 

S
a
r
e
k
a
t
 
Is
la
m
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a

で
あ
っ
た
。
同
党
は
、
条
令
施
行
日
の

一九一
二
二
年

一
0
月

一
日
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
全
人
民
と
新

聞
」
に
対
し
て
、
今
回
の
教
育
条
令
は
人
民
が
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
権
利
と
努
力
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
問
題
に
つ

れ
た

d
i
t
i
t
a
h

こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
民
の
力
の
証
し
は
、
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が
ヽ

声
明
に
従
っ
て
―
一
月
五
日
と
六
日
に
バ
ン
ド
ゥ
ソ
で
大
会
を
開
き
、

―
二
月
一
＿
日
に
ジ
ャ
ワ
で
―
二
月
一
八
日
に
ス
マ
ト
ラ
で

い
て
緊
急
に
党
大
会
を
開
い
て
協
議
す
る
こ
と
、

と
い
う
声
明
を
副
議
長
ア
ビ
ク
ス
ノ
・
チ
ョ
ク
ロ
ス
ヨ
ソ

A
b
i
k
u
s
u
n
o
T
j
o
k
r
o
,
 

(130) 

s
u
j
o
s
o

及
び
書
記
カ
ル
ト
ス
ウ
ィ

ル
ヨ
S
.
M
.
 Ka
r
t
o
s
u
w
i
r
j
o

の
名
の
下
に
、
ハ
ン
ド
ゥ
ン
に
お
い
て
発
表
し
た
。
P
S
I
I

は、

こ
の

条
令
反
対
の
大
集
会
を
行
な
う
こ
と
、
及
び
一
九
＿
―
-
三
年
四
月
一
日
以
降
な
お
条
令
が
施
行
さ
れ
る
な
ら
ば
大
衆
行
動
を
起
す
と
い

う
決
議
を
採
択
し
た
。
こ
れ
は
先
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
方
針
と
歩
調
を
ひ
と
つ
に
す
る
も
の
で
、
当
時
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
た

・

(131)

P
S
I
!

系
の
学
校
を
擁
護
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
理
由
が
付
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に

P
S
I
I

は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
時
を
同
じ
く
し
て
一

0
月
一
日
の
時
点
で
「
私
学
校
条
令
」
に
対
応
し
た
政
党
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
続
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
活
動
を
始
め
た
。
そ
れ
を
順
を
追
っ
て
み
て
い
く
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
先
ず
一

0
月
九
日
に
は
ス
ラ
バ
ヤ
で
「
私
学
校
行
動
委
員
会
」

C
o
m
i
t
e
v
a
n
 A
c
t
i
e
 
W
i
l
d
e
 S
c
h
o
l
e
n

な
る
も
の
が
東
ジ
ャ
ワ
各
地
の
私
学

(132) 

校
教
師
を
糾
合
し
て
ミ
ュ
ロ

・
シ
ス
オ

・
ウ
ト
モ

M
u
lo
S
i
s
w
o
 
U
t
n
m
o

学
校
で
開
か
れ
た
と
報
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
が
ど

の
よ
う
な
内
容
の
「
行
動
委
員
会
」
で
あ

っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

同
じ
一

0
月
九
日
、
「
覚
醒
婦
人
団
」

lsteri
S
e
d
a
r

は
ジ

ャ
カ
ル
タ
で
会
合
を
も
ち
、
新
条
令
が
私
学
校
の
状
況
を
改
菩
す
る
ど

(133) 

こ
ろ
か
人
民
自
身
の
教
育
活
動
を
阻
害
す
る
と
い
う
旨
の
決
議
を
採
択
し
た
。

ま
た
一

0
月
九
日
と
一

0
日
の
両
日

「
蘭
印
教
師
連
合
」

P
G
H
B
:
 
P
e
r
s
a
t
u
a
n
 
G
u
r
u
 H
i
n
d
i
a
 
B
e
l
a
n
d
a

は
、
執
行
委
員
会
の
名

(134) 

で
「
新
条
令
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
教
育
状
態
を
改
善
す
る
も
の
で
は
な
い
」
旨
の
決
議
を
採
択
し
た
。

-
0月
一
六
日
に
は
ジ
ャ
カ

ル
ク
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
党

P
a
r
t
a
i
I
n
d
o
n
e
s
i
a

が
集
会
を
開
き
中
央
委
員
会
の
サ

ル
ト
ノ

S
a
r
t
o
n
o

一
九
二
九
年
の
教
育
費
予
算
の
費
目
を
細
か
く
あ
げ
な
が
ら
、
オ
ラ
ソ

ダ
人
子
弟
一
人
当
り
の
予
算
が
四
八
フ
ロ
ー
リ
ン
に
対

し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
子
弟
一
人
当
り
の
予
算
が
わ
ず
か
に
0
•

五
フ

ロ
ー
リ
ン
に
し
か
当
た
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
上
に

446 



第九幸 「私学校条令」闘争

(135) 

教
育
条
令
を
施
行
す
る
こ
と
は
、
人
民
の
教
育
環
境
を
さ
ら
に
劣
悪
に
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
表
明
し
た
。
こ
こ

で
は
ま
た
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
党
の
公
式
な
態
度
は
追
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
翌
月
の
一
月
―
二
七
日
同
党
は
ジ

ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
で
大
会
を
開
き
、
新
条
令
が
人
民
の
教
育
選
択
の
権
利
を
せ
ば
め
、
民
族
教
育
の
発
展
を
阻
害
し、

ア
に
お
け
る
帝
国
主
義
の
本
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
①
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
先
頭
と
す
る
人

民
教
育

P
e
r
g
u
r
u
a
n
R
a
k
j
a
t

の
立
場
を
支
持
し
支
援
す
る
、
③
大
衆
行
動

rnassa-
aksi

に
よ

っ
て
条
令
の
撤
回
の
た
め
に
闘
う
、

(136) 

⑥
す
べ
て
の
人
民
に
対
し
て
帝
国
主
義
に
対
す
る
闘
争
を
強
め
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
と
い
う
声
明
を
発
表
し
た
。

-
0月
二
二
日
に
は
、
「
人
民
学
校
教
師
会
」

M
a
d
j
e
l
i
s
G
u
r
u
^
P^
e
r
g
u
r
u
a
n
 
R
a
k
j
a
t
"

が
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
会
合
を
も
ち
、
①
精
神

の
力

k
e
k
u
a
t
a
n
b
a
t
i
n
 
と
無
言
の
力

t
e
n
a
g
a
d
i
a
m
 
に
よ
っ
て
条
令
反
対
の
闘
争
に
勝
利
す
る
、
③
目
的
を
同
じ
く
す
る
他
の
団

(137) 

体
及
び
学
校
ど
共
同
し
て
活
動
す
る
、
③
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
態
度
を
支
持
す
る
、
と
い
う
声
明
を
発
し
た
。
こ
の
教

師
会
は
、
新
条
令
の
対
象
と
さ
れ
た
「
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
学
校
」
の
教
師
の
連
合
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

-
0月
二
九
日
に
は
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
ソ
ガ
ン
ジ
ュ
ク

N
g
a
n
d
j
u
k

支
部
が
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
全
面
的
に
支
持
す
る
と
い
う
決

（
国
）

議
を
行
な
う
と
と
も
に
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
本
部
に
こ
の
決
議
文
を
送
付
し
て
同
様
の
支
持
声
明
を
発
す
る
よ
う
に
慟
き
か
け
た
。

お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
支
部
の
動
き
を
受
け
た
結
果
と
し
て
、
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
の
教
育
問
題
委
員
会
は
、
条
令
が
人
民
の
自
発
的

(Iw) 

な
発
展
の
道
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
り
政
府
は
こ
れ
を
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
た
。

マ
ラ
ン
市
の
中
央
映
画
館
に
三
三
の
各
種
政
党
・
団
体
の
代
表
八
百
人
余
り
が
参
集
し
て
「
教
育

条
令
反
対
委
員
会
マ
ラ
ン
本
部
」

K
o
m
i
t
e
M
e
n
e
n
t
a
n
g
 
O
n
d
e
r
w
i
j
s
 
O
r
d
o
n
n
a
n
t
i
e
 
H. 
B
.
 
M
a
l
a
n
g
 

イ
ン
ド
ネ
シ

シ
ア
の
す
べ
て
の
マ
ル
ハ
エ
ン
の
徒
へ
の
通
告
」
と
い
う
声
明
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
同
委
員
会
が
新
条
令
に
関
し
て
デ
ワ

ン
ト
ロ
の
見
解
と
同
一
の
見
解
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

翌
日
の
一

0
月――

-0日
に
は
、

し
た
が
っ
て
、
条
令
の
撤
回
の
た
め
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
全
面
的
に
支

の
名
に
お
い
て
「
イ
ン
ド
ネ
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こ
。

キ
ー

―
一
月
初
め
、
東
ジ
ャ
ワ
地
方
で
タ
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
と
対
立
関
係
に
あ

っ
た
ス
ト
モ
の
率

い
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
民
族
党

P
B
!
:

P
a
r
t
a
i
 
B
a
n
g
s
a
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a

が
、
機
関
紙
『
ス
ア
ラ

・
ウ

ム
ム
』
紙
上
(
―
一
月
三
日
付
）
で
、
条
令
は
人
民
の
進
歩
を
阻
害
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
、
ま
た
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
唱
え
る
II

非
暴
力
的
抵
抗
II

を
百
。
ハ
ー
セ
ン

ト
支
持
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

P
B
I
系
の
学
校
の
教
師
で
こ
の
方
針
に
賛
成
し
え
な
い
者
は
た
だ
ち
に
同
党
よ
り
離
脱
す
べ
き
こ
と
、

(
1
4
1
)
 

と
い
う
「
P
B
I
中
央
執
行
委
員
会
」
の
声
明
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
両
者
の
そ
れ
ま
で
の
関
係
を
考
え
る
と
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、

P
B
I

は
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
反
条
令
闘
争
の
中
核
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

―
一
月
六
日
に
は
中
ジ
ャ
ワ
北
部
の
ブ
ロ
ー
ラ
で
、
ブ
ロ
ー
ラ
と
そ
の
周
辺
部
に
存
在
す
る
私
学
校
の
教
師
が
会
合
を
も
ち
、

マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
方
針
を
支
持
す
る
と
と
も
に
、
全
イ
ソ

ド
ネ
シ

ア
私
学
校
教
師
同
盟
P
P
P
L
S
I
:
P
e
r
i
k
a
t
a
n
 P
e
n
g
a
d
j
a
r
,
p
e
n
g
a
d
j
a
r
 

(
1
4
2
)
 

P
e
r
g
u
r
u
a
n
 
L
i
a
r
 
S
e
l
u
r
u
h
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a

と
い
う
名
称
の
暫
定
的
な
統

一
組
織
を
結
成
し
た
と
発
表
し
た
。

同
じ
―
一
月
六
日
、
西
ジ
ャ
ワ
の
タ
シ
ッ
ク
マ
ラ
ヤ
の

「
人
民
統
一
記
念
館
」

G
e
d
u
n
g
P
e
r
s
a
t
u
a
n
 
P
a
k
j
a
t

で
ス
ン
ダ
同
盟
P
a
,

(143) 

g
u
j
u
ba
n
 P
as
u
n
d
a
n

の
代
表
三
四
三
名
が
集
会
を
開
き
、
条
令
に
反
対
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。

―
一
月
一

0
日
に
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
学
徒
連
合
体

P
P
P
!
:

P
e
r
h
i
r
n
p
u
n
a
n
 
P
e
l
a
d
j
a
r
 
P
e
 lad ja
r
 I
n
d
o
n
e
s
i
a

が
バ
ソ
ド
ゥ
ン
で

こ
の
よ
う
な
、
条
令
反
対
と
デ
ワ
ン

ト
ロ

支
持
の
動
き
は
、

と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

持
し
て
闘
う
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
三
三
の
団
体
に
は
、
当
時
東
ジ
ャ
ワ
に
存
在
し
て
い
た
主
要
な
政
党
と
団

体
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
マ
ラ
ソ
に
お
い
て
、

政
治
団
体
連
合
協
議
会
」

P
P
P
K
I

一
九
二

0
年
代
末
に
成
立
し
た
「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
民
族

の
よ
う
な
統
一
組
織
が
さ
ら
に
拡
大
し
た
形
態
で
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
デ
ワ
ソ
ト
ロ
を
中
核

―
一
月
に
入
る
と
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
た
。

夕
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第九章 「私学校条令」闘争

集
会
を
開
き
、
条
令
が
「
人
民
を
蒙
昧
の
状
態
に
留
め
る
」

R
akjat
I
n
d
o
n
esia 
te
ta
p
 ti
n
g
g
a
l
 b
o
d
o
h

も
の
で
あ
り
、
無
知
で
安

価
な
労
働
力
を
必
要
と
す
る
資
本
家
の
利
益
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
運
動
を
弱
体
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

(144) 

こ
と
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
「
私
学
校
条
令
」
の
撤
廃
ま
で
闘
う
と
い
う
決
議
を
採
択
し
た
。

―
一
月
―
二
日
に
は
、
「
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
民
族
政
治
団
体
連
合
協
議
会
」

P
P
P
K
I

が
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
会
議
を
開
ぎ
、

ン
・
シ
ス
ワ
を
全
面
的
に
支
持

・
支
援
す
る
こ
と
、

―
二
月
に
は
こ
の
た
め
に
大
衆
行
動

rn
a
s
s
a
、a
k
si

タ
マ

を
行
な
う
こ
と
、
同
協
議

会
の
各
構
成
団
体
に
対
し
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
行
動
に
対
す
る
物
心
両
面
の
援
助
を
呼
び
か
け
る
こ
と
、
と
い
う
決
定
を
行
な
っ

た
。
同
協
議
会
は
そ
の
後
―
二
月

―一

日
に
も
ス
ラ
．
、
ハ
ヤ
で
集
会
を
行
な
っ
た
。
集
会
は
二
五
団
体
の
代
表
千
名
が
出
席
し
て
行
な

(
1
4
5
)
 

わ
れ
、
条
令
の
撤
回
と
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
支
持
と
い
う
決
議
が
再
度
採
択
さ
れ
た
。

一
九
二
七
年
末
に
結
成
さ
れ
て
以
来
、
民
族
の
統

一
組
織
と
い
う
ス
カ
ル
ノ
が
抱
懐
し
て
い
た
所
期
の
機
能
を
果
た
し
て
こ
な
か

っ
た
こ
の
協
議
会

P
P
P
K
I

は
、
条
令
と
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
を
め
ぐ
る
状
況
の
中
で
、

ほ
と
ん
ど
唯
一
そ
の
機
能
を
発
揮
し
た
。

P
P
P
K
I
が
こ
の

よ
う
な
決
定
を
下
し
た
翌

一
三
日
に
は
、
ジ
ャ
ワ
北
海
岸
の
ペ
カ
ロ
ン
ガ
ン
の
中
華
会
館

T
H
H
K

で
イ
ソ
ド
ネ

シ
ア
人
、
ア
ラ
ブ
人
、
中
国
人
の
代
表
一二
五

0
名
が
参
加
し
て
「
＿―
-
民
族
連
合
」

T
iga
B
a
n
g
s
a
 
B
e
rs
er
ik
a
t

会
議
が
開
催
さ
れ
、

(146) 

条
令
に
反
対
す
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。

同
じ

一
三
日
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
「
民
族
学
校
支
援
委
員
会
」

K
o
m
i
te
P
e
n
j
o
k
o
n
g
 P
e
rg
u
r
u
a
n
 
K
e
b
a
n
g
s
a
a
n

と
い
う
名
称

の
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
民
族
的
な
諸
学
校
を
擁
護
し
条
令
の
適
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
〈
犠
牲
者
〉

k
o
r
b
a
n

(
W
)
 

委
員
会
の
目
的
が
発
表
さ
れ
た
。

―一

月
一
八
日
か
ら
二

0
日
に
か
け
て
は
、

モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
大
会
が
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
。

一
九
二

0
年
代
後
半
か
ら
ジ
ャ
ワ
の
都
市
部
を
中
心
に
多
く
の
学
校
を
設
立
し
て
お
り
、

を
支
援
す
る
と
い
う

モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
は

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
並
ん
で
新
し
い
条
令
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の
主
要
な
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
大
会
で
は
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
も
ま
た
新
条
令
を
受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
、
目
的
を
同
じ
く
す
る
他
の

組
織
や
学
校
と
共
同
行
動
を
と
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
が
、
当
時
の
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
対
応
は
タ
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
に
比
し
て
は
る
か

(118) 

に
穏
健
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
が
従
来
か
ら
植
民
地
政
府
に
対
し
て
協
調
的
な
路
線
を
と
っ
て
き
た
こ
と
を
反
映
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

さ
れ
て
い
た
デ
ィ
ニ
ア
少
女
学
校

D
i
n
i
j
a
h
s
c
h
o
o
l

が
反
対
声
明
を
発
表
し
た
。
デ
ィ

ニ
ア
学
校
は
一
九
二
三
年
に
。
ハ
ダ
ン

・
バ
ソ

ジ
ャ
ン
生
れ
の
女
性
ラ
ッ
フ
マ
・
エ
ル
・
ユ
ヌ
シ
ア

R
a
h
m
a
h
E
l
 
Y
u
n
u
s
i
y
y
a
h

に
よ

っ
て
設
立
さ
れ

た
「
私
学
校
」
で
あ
り
、

(149) 

ミ
ナ
ン
カ
．．
 
ハ
ウ
の
女
性
の
近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
学
校
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
デ
ィ
ニ
ア
学
校
の
反
対
声
明
は
条
令
撤
回

の
運
動
が
ジ
ャ
ワ
以
外
に
も
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
例
で
あ

っ
た
。

―
一
月
一
九
日
と
―

1
0日
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
導
師
（
ウ
ラ
マ
）
も
条
令
反
対
に
立
ち
上

っ
た
。
西
ジ
ャ
ワ
の
マ
ジ
ャ
レ
ン
カ
に

お
い
て
行
な
わ
れ
た
「
在
マ
ジ
ャ
レ
ソ
カ
・
ウ
ラ
マ
団
体
緊
急
会
議
」
S
p
o
e
d
K
o
n
f
e
r
e
n
s
i
 P
e
r
s
j
a
r
i
k
a
t
a
n
 U
l
a
m
a
 di 
M
a
d
j
a
l
e
n
g
k
a
 

で
は
、

ウ
ラ
マ
同
盟
が
主
宰
す
る
学
校
に
お
い
て
は
向
こ
う
六
ヵ
月
間
学
校
の
新
設
及
び
新
任
教
師
の
採
用
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を

決
議
す
る
一
方
、
こ
の
六
ヵ
月
間
で
条
令
が
な
お
撤
回
さ
れ
な
い
場
合
に
は
新
た
な
行
動
に
移
る
用
意
の
あ
る
こ
と
、
及
び
、
条
令

(150) 

に
反
対
し
て
い
る
す
べ
て
の
団
体
を
物
心
両
面
か
ら
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
決
議
は
、
ウ

ラ
マ

同
盟
が
先
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
指
導
者
会
議
の
決
定
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

が
形
成
さ
れ
デ
ワ
ソ
ト
ロ
の
立

―
一
月
二

0
日
に
は
、
東
ジ
ャ
ワ
の
ジ
ェ
ン
ベ
ル
と
中
ジ
ャ
ワ
の
ブ
ロ

ー
ラ
で
各
々
条
令
反
対
の
た
め
の
連
合
体
が
結
成
さ
れ
た
。

ジ
ェ
ン
ベ
ル
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
党

P
B
I
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
党
、

条
令
反
対
の
動
き
は
一
＿
月
末
に
も
各
地
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。

モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
等

―
二

の
諸
団
体

に
よ
っ
て
「
社
会
全
般
の
利
益
を
守
る
委
員
会
」

C
K
O
:
 Co
m
i
t
e
 
K
e
p
e
n
t
i
n
g
a
n
 
U
 (O
e
)
 m
u
m
 

一
七
日
に
は
西
ス
マ
ト
ラ
の
パ
ダ
ソ

・
バ
ソ
ジ
ャ
ン
に
設
立
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第九章 「私学校条令」闘争

た
以
外
に
も
な
お
多
く
の
反
対
運
動
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
日
付
け
が
不
明
確
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
団
体

(151) 

の
反
対
声
明
、
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル

・
ウ
ラ
マ
系
団
体
に
よ
る
「
真
実
達
成
委
員
会
」

K
o
m
i
t
e
M
e
n
t
j
a
p
a
i
 
K
e
b
e
n
a
r
a
n

の
結
成
（
ス
ラ

（
湿
）
ノ
ャ
）
の
他
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
貴
族
が
主
導
し
た
農
民
運
動
体
「
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
臣
民
団
体
」

P
K
N
:
 Pa
k
u
m
p
u
l
a
n
 

(
1
5
5
)
 

の
反
対
声
明
も
あ
っ
た
。
こ
の

P
K
N
は
一

九一―

-0年
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
家
の
王
族
。
ハ
ソ
ゲ
ラ
ソ

・

K
a
w
ul
a
 N
g
a
j
o
g
j
akarta 

ス
ル
ヨ
デ
ィ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト

P
an
g
era
n
Surjodiningrat

の
主
唱
の
も
と
に
組
織
さ
れ
た
が
、

に
「
王
侯
領
」

V
orstenlanden

の
農
民
を
急
速
に
糾
合
し
一
九
三
一
年
五
月
に
は
一

0
万
を
越
え
る
農
民
が

P
K
N
の
大
会
に
参
加

(156) 

す
る
た
め
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
宮
殿
北
広
場

A
l
u
n
,
a
l
u
n
!or

に
集
合
し
た
と
い
う
。
ま
た
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
こ
の

P
K
N
の
大
会

(157) 

に
招
か
れ
て
何
度
か
演
説
を
行
な
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
当
時
の
ジ
ャ
ワ
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
も
条
令
反
対
の
論
調
を
掲
げ
、

(161) 

時
「
植
民
地
参
議
会
」
議
員
）
ら
が
論
評
を
掲
げ
て
い
た
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
状
況
は
、
先
の
「
方
向
性
」
に
お
い
て
タ
マ
ン
・

シ
ス
ワ
指
導
部
が
記
し
た
見
解
を
そ
の
ま
ま
裏
書
き
す
る

状
況
で
あ
っ
た
。
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト

・
デ

・
ヨ
ン
グ
の
懸
念
は
日
を
追
う
ご
と
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
も
以
上
の
動

き
は
条
令
に
反
対
し
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
支
援
す
る
運
動
が
た
ん
に
民
族
主
義
政
党
だ
け
で
な
く
、

以
上
、

(151) 

場
を
百
バ
ー
セ
ン
ト
支
持
す
る
こ
と
、
条
令
撤
回
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
、
と
い
う
委
員
会
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ

も
ま
た
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
、

イ
ン
ド
ネ
ッ
ァ
党
、

モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
、

(159) 

ハ
ッ
タ
、

(Hio) 

ウ
ィ
オ
ホ

W
i
w
o
h
o
(当

イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
民
族
党
等
が
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
を
中
心
と
し
て

結
集
し
た
こ
と
を
示
す
好
例
で
あ

っ
た
。
一
方
同
じ
日
ブ
ロ
ー
ラ
で
は
「
私
学
校
条
令
に
敵
対
す
る
委
員
会
」

Ko:nite
M
e
n
e
n
t
an
g
 

(
1
5
2
)
 

'̀W
i
l
d
e
 S
ch
o
len O
r
d
o
n
n
ant
ie
"
と
称
す
る
委
員
会
が
形
成
さ
れ
、
こ
の
委
員
会
の
名
に
お
い
て
条
令
反
対
の
声
明
が
発
表
さ
れ
た
。

一
九
一
二
二
年
一

0
月
か
ら
―
一
月
に
か
け
て
の
条
令
反
対
の
動
き
を
日
付
け
を
追
っ
て
素
描
し
て
き
た
が
、
こ
こ
に
述
べ

(158) 

ス
キ
マ
ン

、

一
九
三

0
年
代
初
頭
の
経
済
恐
慌
期

イ
ス
ラ
ム
団
体
、
教
師
連
合
、

P
K
N
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州
の
理
事
官

H
o
o
f
d
e
n
v
a
n
 g
e
w
e
s
t
e
l
i
j
k
 
b
e
s
t
u
u
r

に
宛
て
て
送
付
さ
れ
た
が
、
通
常
は
単
に
回
覧
文
書

C
i
r
c
u
l
a
i
r
e

と
呼
ば
れ

(
163) 
た
。
ま
た
こ
の
通
達
に
ひ
き
続
い
て
「
私
学
校
条
令
の
適
用
に
関
し
て
教
育
文
化
省
長
官
か
ら
教
育
視
察
官
に
宛
て
た
指
令
」
I
n
s
t
,

ructie v
.
 d.
 Di
r
e
c
t
e
u
r
 
v
.
 0
.
 en
 
E
.
 aa
n
 
i
n
s
p
e
c
t
e
u
r
s
 
v
a
n
 
o
n
d
e
r
w
i
j
s
 
b
e
t
r
e
f
f
e
n
d
e
 
u
i
t
v
o
e
r
i
n
g
 
v
a
n
 
d
e
 
W
i
l
d
e
 
S
c
h
o
l
e
n
 
O
r
、

(164) 

d
o
n
n
a
n
t
e

も
送
付
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
通
達
及
び
指
令
は
、

お
り
、
通
達
で
は
特
に
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
及
び
モ
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
師
範
学
校

k
w
e
e
k
s
c
h
o
o
l
の
名
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
の
卒
業
生
に

(165) 

は
教
師
と
し
て
の
許
可
証
を
問
題
な
く
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
同
じ
く
「
指
令
」
で
も
と
く
に
タ
マ
ン
・
シ

particul1er 
o
n
d
e
r
w
i
j
s

と
題
さ
れ

こ
の
通
達
は
正
式
に
は
「
私
学
校
監
督
条
令
施
行
に
関
す
る
回
覧
文
書
」

R
o
n
d
s
c
h
r
i
j
v
e
n
:

た
の
は
ほ
ぼ
一
カ
月
後
の
一
―
月
二
四
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

ロ
の
会
談
で
話
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
「
地
方
官
吏
に
対
す
る
条
令
施
行
上
の
通
達
」
が
、
正
式
に
公
布
さ
れ

（イ）

地
方
官
吏
へ
の
通
達

い
ず
れ
も
、

条
令
の
適
用
に
当
た
っ
て
監
督
官
庁
の
行
き
す
ぎ
を
是
正
す
る
こ
と
を
骨
子
と
し
て

⑥

収

束

の
よ
う
な
「
伝
統
的
な
紐
帯
」
に
基
づ
く
農
民
団
体
、
中
国
人
団
体
へ
次
第
に
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
を
背
景
に

一
―
月
中
旬
以
降
、
事
態
は
政
府
が
後
退
す
る
と
い
う
方
向
で
急
速
に
収
束
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
収
束
は
、
「
植
民
地
参
議
会
」
を
舞
台
に
し
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
そ
も
そ
も
こ
の
条
令
が
参
議
会
の
決
定
に
基
づ
い
て
行

(162) 

な
わ
れ
た
の
で
同
じ
所
へ
戻
し
て
再
審
議
す
る
こ
と
が
政
府
に
と
っ
て
「
政
府
の
権
威
を
そ
こ
ね
な
い
」
（
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン

グ
の
言
葉
）

で
、
条
令
を
撤
回
す
る
最
善
の
方
法
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

-0
月
一
九
日
か
ら
ニ

―
日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ソ
グ
と
デ
ワ
ン
ト

U
i
t
v
o
e
r
i
n
g
 
t
o
e
z
i
c
h
t
'
o
r
d
o
n
n
a
n
t
i
e
 

一
九
三
二
年
―
一
月
二
四
日
付
で
総
督
付
官
房
長

le
G
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
s
 
S
e
c
r
e
t
a
r
i
s

か
ら
各
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第九章 「私学校条令」 1闘争

た
「
第
二
回
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
指
導
者
会
議
」

K
o
n
p
e
r
e
n
s
i
P
am
i
n
p
i
n
 
T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
 
j
a
n
g
 
K
e
,II 

（
⑱
)
 

t

こ
の
会
議
で
は
、
他
の
い
く
つ
か
の
決
議
事
項
（
後
述
）
と
相
並
ん
で
、
「
11

通
達
＂
及
び

II

指
令
＂
は
、
政
府
自
身
が
条
令
が

こ
。

人
民
の
教
育
運
動
を
阻
害
し
地
方
の
官
更
の
横
暴
を
許
し
た
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
こ
れ
ら
を
発
布
し

(
IGg
)
 

た
政
府
の
意
図
を
評
価
す
る
と
は
い
え
、
当
初
か
ら
掲
げ
て
ぎ
た
立
場
を
何
ら
変
更
し
な
い
」
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
い
た
。

ウ
ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ
の
質
問
状

し
か
し
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が
こ
の
よ
う
な
決
議
を
す
る
以
前
か
ら
、
条
令
を
再
検
討
す
る
動
き
が
政
府
の
側
で
始
め
ら
れ
て
い
た
。

(170) 

一
九
三
二
年

―
二
月
八
日
、
「
植
民
地
参
議
会
」
議
員
の
ウ
ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ

R
.A
.A
.

W
i
r
a
n
a
t
a
k
u
s
m
a

は
植
民
地
政
府
に
対
し
て
質
問
状
を
送
付
し
た
。
そ
の
骨
子
は
、
教
育
条
令
の
撤
廃
を
要
求
し
て
い
る
熾
烈
な
抵

抗
運
動
に
か
ん
が
み
て
、
政
府
は
、
条
令
中
の

II

認
可
制
＂
を

II

届
出
制
＂
に
代
え
る
用
意
が
あ
る
か
否
か
を
質
す
も
の
で
あ
っ

（口） 通
達
に
対
す
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
公
式
な
見
解
は
、

、
こ
。

て
し

t
こ
の
よ
う
な
通
達
が
公
布
さ
れ
る
こ
と
は
、

ス
ワ
の
名
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
独
自
の
原
則
と
方
法
に
よ

っ
て
教
育
を
行
な
う
と
と
も
に
独
自
の
規
範
を
も
つ
教
育
機
関
で
あ
る

(
166
)
 

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
通
達
及
び
指
令
は
そ
の
運
用
に
つ
い
て
地
方
官
吏
の
注
意
を
促
し
、
と
く
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
（
及
び
モ
ハ
マ
デ

ィ
ヤ
）
学
校
に
対
し
て
配
慮
す
る
こ
と
を
促
す
一
方
、
条
令
そ
の
も
の
は
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

な
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
ヘ
の
配
慮
は
、

-
0月
の
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
11
デ
ワ
ン
ト
ロ
会
談
以
来
予
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

タ
マ
ソ

・
シ
ス
マ
を
諸
他
の
私
学
校
か
ら
区
別
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
が
、
両

者
の
会
談
の
中
で
す
で
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、
「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
が
例
外
的
な
立
場
を
与
え
ら
れ
そ
れ
に
よ

っ
て
条
令
の
適
用
に
お

(167) 

い
て
特
別
の
思
恵
を
保
証
さ
れ
た
と
し
て
も
、
私
の
（
条
令
に
反
対
す
る
と
い
う
）
見
解
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
」
こ
と
を
明
言
し

一
九
三
二
年
―
二
月
三
一
日
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
に
お
い
て
開
催
さ
れ

の
決
定
と
し
て
発
表
さ
れ
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く
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
後
者
は
評
議
会
の
多
数
派
を
占
め
た
が
、

―
二
月
二
三
日
、

「
東
イ
ン
ド
評
議
会
」

R
a
a
d
v
a
n
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
 
Indie 

催
さ
れ
た
。
評
議
会
に
は
総
督
以
下
、
ポ
ー
デ
ソ
ハ
ウ
ゼ
ン

C
.W
.
B
o
u
d
e
n
h
a
u
s
e
n
 
(
評
議
会
副
議
長
）
、

K
u
su
m
o
 J
u
d
o
、

（
以
上
評
議
会
委
員
）
、

ヘ
ル
ケ
、

ク
ス
モ

・
ユ
ド
ら
が
そ
れ
を
代
弁
し
て
い
た
。
し
た

の
臨
時
会
議
が
総
督
デ
・
ヨ
ソ
グ
を
議
長
と
し
て
開

ク
ス
モ

・
ユ
ド

P
.
A
.
A
.
 

フ
ァ
ソ
・
ク
ラ
ン

Prof.
J. 
v
a
n
 K
la
n

、
ハ
ル
デ
マ
ン

W
.

C
h

•
H
a
r
d
e
m
a
n、
エ
ル
ド
ブ
リ
ン
ク

G
.

R
.
 Er
d
b
rink 

(
172
)
 

ヘ
ル
ケ

P
.
G
.
 Ge
r
k
e
 
(
総
督
府
官
房
長
）
が
出
席
し
た
。
会
議
で
は
、
教
育
条
令
施
行
以
降
の
展
開
と
政
府

の
と
る
ぺ
ぎ
方
策
に
つ
い
て
討
論
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
電
報
を
口
火
と
す
る
抵
抗
運
動
の
拡
大
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン
グ
と
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
会
談
の
失
敗
、
通
逹
発
布
に
よ
る
事
態
の
収
拾
策
の
失
敗
、

ウ
ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ

の
質
問
状
、
と
い
っ
た
状
況
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
現
状
維
持
を
主
張
す
る

強
硬
な
立
場
と
事
態
の
打
開
を
ウ
ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ
の
質
問
の
趣
旨
に
沿
っ
て
図
ろ
う
と
す
る
柔
軟
な
立
場
と
に
見
解
が
分
岐
し
て

い
た
。
前
者
の
立
場
は
ポ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
教
育
宗
教
省
長
官
の
ス
フ
リ
ー
ケ
と
見
解
を
同
じ

が
っ
て
、
当
面
ゥ
ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ
の
質
問
に
ど
う
答
え
る
か
と
い
う
点
に
話
題
が
絞
ら
れ
た
。
し
か
し
翌
―
二
月
二
四
日
に
政
府

が
ウ
ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ
に
宛
て
た
回
答
書
は
、
条
令
は
す
で
に
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
ウ
ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ
の
述
べ
た
理

由
に
よ
っ
て
こ
れ
を
撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

ま
た
、
条
令
の
規
定
の
変
更
は
す
で
に
「
植
民
地
参
議
会
」
で
評
議
さ
れ
た
う

え
で
否
決
さ
れ
て
い
る
の
で
再
考
の
余
地
は
な
い
、
さ
ら
に
、
条
令
の
意
図
は
私
学
校
の
悪
用
を
防
ぎ
そ
の
水
準
を
引
き
上
げ
る
こ

(
1
7
3
)
 

と
に
あ
り
い
か
な
る
政
治
的
意
図
も
有
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
た
。
評
議
会
で
の
討
議
に
も
か
か
わ

ら
ず
こ
の
よ
う
な
強
硬
な
姿
勢
が
示
さ
れ
た
の
は
、
評
議
会
の
討
論
が
も
っ

。は
ら
ボ

ー
デ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
(m
)
 

た
こ
と
（
彼
の
発
言
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
）
、
そ
し
て
こ
の
回
答
が
ボ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
及
び
ス
フ
リ
ー
ケ
の
線
で
作
成
さ
れ
た

た日
o ~ 
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第九章 「私学校条令」闘争

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

（
実
際
に
は
、
こ
の
他
に
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
・
デ
・
ヨ
ン
グ
、

ホ
ベ
ー
、

「
教
育

オ
ン
ネ
ン

O
n
n
e
n

が
加
わ
っ
て
い
た
）
こ
と
を
反
映
し
て

こ
の
回
答
が
出
さ
れ
た
一
週
間
後
の
―
二
月
三
一
日
に
、
先
に
述
べ
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
指
導
者
会
議
が
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

開
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
通
達
に
関
す
る
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
見
解
が
先
に
述
べ
た
よ
う
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
他
、
次
の
よ
う
な
決

(175) 

議
が
あ
わ
せ
て
採
択
さ
れ
た
。
第
一
は
条
令
反
対
闘
争
に
関
し
て
、
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
対
し
て
共
闘
を
申
し
入
れ
る
教
育
組
織
は

そ
の
教
育
の
目
的
が
正
し

v
sutji

組
織
に
秩
序
が
あ
り
か
つ
民
族
主
義
的
で
あ
る
限
り
、
そ
の
共
闘
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

同
様
の
共
闘
を
申
し
入
れ
る
そ
の
他
の
組
織
に
つ
い
て
も
上
に
準
じ
て
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二

は
、
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
志
願
者

v
o
l
u
n
t
e
e
r
s

を
稽
極
的
に
受
け
入
れ
、
彼
ら
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
教
師
と
し
て
育
成
し
て
い

く
活
動
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
二
は
、

11

非
暴
力
的
抵
抗
II

の
次
の
段
階
と
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ

は
11

西
洋
的
植
民
地
的
教
育
制
度
"
w
e
s
t
e
r
s
c
h
k
o
l
o
n
i
a
a
l
 
s
c
h
o
o
l
'
s
y
s
t
e
e
m

の
廃
絶
を
め
ざ
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
政
府
に
対
す
る
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
対
抗
的
姿
勢
を
一
層
強
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
決
議

事
項
の
第

一
点
は
タ

マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
他
の
諸
政
党

・
諸
団
体
と
の
共
同
行
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

ま
た

第
二
点
は
条
令
の
施
行
に
お
い
て
政
庁
と
の
間
で
し
ば
し
ば
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
If

チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク
制
度
II

を
さ
ら
に
推
進

さ
ら
に
第
三
点
は
、
植
民
地
政
府
が
行
な
っ
て
い
る
教
育
制
度
に
か
わ
る
民
族
文
化
に
基
づ
く
教
育
制
度
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が

一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
す
で
に
一
九
三
二
年
末
に
「
西
洋
的
植
民
地
的
教
育
制

度
の
墓
の
上
に
民
族
教
育
が
繁
茂
す
る
」
B
e
r
t
u
m
b
u
n
i
a
P
e
r
g
u
r
u
a
n
 
N
a
s
i
o
n
a
l
 
diatas 
K
u
b
u
r
 W
e
s
t
e
r
s
c
h
 
k
o
l
o
n
i
a
a
l
 
S
c
h
o
o
l
s
y
s
,
 

t
e
e
m

と
い
う
標
題
を
掲
げ
て
「
西
洋
的
植
民
地
的
教
育
制
度
」
の
廃
絶
を
呼
び
か
け
る

一
文
を
記
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は

、こ。

し
キ
ー
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条
令
の
存
否
に
関
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
家
を
学
校

p
e
r
g
u
r
u
a
n

と
せ
よ
！

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、

II

チ
ャ
ン
ト
リ
ッ
ク
制
II

を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
、

II

民
族
的
知
性
の
動
員
II

n
a
t
i
o
n
a
a
l
,intellectueele 
m
o
b
i
l
i
s
a
t
i
e

に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
カ
ン
ボ
ン
（
都
市
の
下
町
）
や
デ
サ
（
農
村
）
に
至
る
ま
で
、
植
民

地
的
学
校

s
e
k
o
l
a
h
a
n

に
あ
ら
ざ
る
学
校

p
e
r
g
u
r
u
a
n

と
教
場

p
a
w
i
y
a
t
a
n

を
設
立
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、

デ
ワ
ン
ト

ロ
自
身
が

一
九
二
九
年
の
論
文
で
述
べ
、
ま
た
、

植
民
地
参
議
会

ス
フ
リ
ー
ケ
の
よ
う
に
ジ
ャ
ワ
の
社
会
と
文
化
を
知
悉
し
て
い
た

ヘ
Jレ

(
1
7
7
)
 

あ
ら
ゆ
る
者
が
教
師
た
れ
！

djadi
p
e
n
g
a
d
a
r
こ

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
が
「
汝
自
身
を
教
育
せ
よ
」
で
述
べ
た
オ
ラ
ン
ダ
文
化
を

先
の
ウ
ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ
ヘ
の
回
答
書
に
よ
っ
て
政
府
は
こ
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
た
か
に
み
え
た
が
、

年
が
明
け
て
一
九
＿
―
-
三
年
に
入
る
と
、
条
令
を
め
ぐ
る
政
府
と
「
植
民
地
参
議
会
」
の
動
き
は
急
に
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
た
。
政
府

に
は
先
に
述
べ
た
よ
う
な
強
硬
派
と
穏
健
派
の
対
立
が
続
い
て
い
た
。
当
時
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
観
察
で
は
、
こ
の
対
立
は
、
強

硬
派
の
ス
フ
リ
ー
ケ
と
ボ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
対
す
る
穏
健
脈
の
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト

・
デ
・
ヨ

ン
グ
と
ヘ
ル
ケ
の
対
立
で
あ
り
、

ヶ
は
官
房
長
官
と
し
て
総
督
と
の
接
触
頻
度
が
高
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
総
督
も
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
穏
健
派
に
く
み
し
て
い
た
と
い

(
lig)

（
田）

う
。
ま
た
当
時
、
ス
フ
リ
ー
ケ
が
職
を
辞
し
て
オ
ラ
ソ

ダ
に
帰
国
す
る
と
い
う
噂
も
流
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ、
¥
u'
 

こ
こ

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
に
よ
っ
て
「
穏
健
派
」
と
「
強
硬
派
」
の
二
つ
の
対
立
が
政
府
の
内
部
に
存
在
す
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
次
の
こ
と
が
ら
を
意
味
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

オ
ラ
ン
ダ
人
に
と
っ
て
は
、
植
民
地
政
府
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
は
対
話
や
妥
協
に
よ
っ
て
で
は
な
く
強
権
的
に
の
み
実
現
さ
れ
る
と

認
識
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

い

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
よ
う
に
ジ

ャ
ワ
の
社
会
と
文
化
に
理
解
を
示
そ
う
と
す
る
”
善
意
の
II

オ
ラ
ン

ダ

人
に
と
っ
て
は
、
依
然
と
し
て
対
話
や
妥
協
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
対
話
や
妥
協
を
通
し
て
植
民
地
社
会
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉

が
実
現
さ
れ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

否
定
す
る
主
張
が
、
再
度
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
反
「
私
学
校
条
令
」
闘
争
は
、
民
族
運
動
の
総
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第九章 「私学校条令」闘争

体
を
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
陣
営
に
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
よ
う
な
オ
ラ
ソ
ダ
人
を
反
対
陣
営
の
中
に
生
み
出

し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
言
う
「
強
硬
派
」
と
「
穏
健
派
」
の
相
違
（
典
型
的
に
、

ヶ
と
キ
ー
ウ
ィ
ー
ト
の
相
違
）
は
、
「
原
住
民
委
員
会
事
件
」
に
お
け
る
東
イ
ソ
ド
評
議
会
の
メ
ソ
｀
、
ハ
ー
（
イ
デ
ン
ブ
ル
フ
総
督
を

は
じ
め
と
す
る
当
時
の
植
民
地
高
官
）
の
立
場
（
第
二
章
参
照
）
と
「
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
学
徒
連
合
体
」
に
お
け
る
ョ
ソ
ク
マ
ン
の
立

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

b
h
a
a
r
、

一
月
―
一
日
に
ウ

ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ
は
条
令
に
関
す
る
「
建
議
書
」

initiatief
voorste
一
を
、

モ
K
as
i
m
o
、
デ
・
ド
リ
ュ

D
e
D
r
e
u
、
フ

ァ
ン

・
モ
ー
ク

V
a
n
M
o
o
k
、
ハ
デ
ィ
ウ
ィ
ジ
ョ
ノ

(181) 

カ
ン

K
a
n
ら
の
「
植
民
地
参
議
会
」
議
員
の
賛
同
を
得
て
発
表
し
た
。
そ
れ
は
、
①
新
条
令
を
一
年
間
撤
回
す
る
、
③
旧

条
令
を
一
年
間
復
活
さ
せ
る
、
③
条
令
に
関
す
る
委
員
会
を
設
置
し
て
一
年
間
に
わ
た
っ
て
審
議
す
る
と
い
う
三
点
を
骨
子
と
し
、

こ
の
た
め
の
法
律
の
制
定
を
「
植
民
地
参
議
会
」
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
行
な
う
こ
と
を
提
議
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
建
議
書
」
が
発
表
さ
れ
た
五
日
後
の
一
月
一

六
日
に
オ
ラ
ン
ダ
植
民
省
大
臣
デ

・
フ
ラ
ー
フ

(m) 

信
を
送
付
し
た
。
そ
れ
は
、
経
済
恐
慌
に
よ
る
失
業
者
が
大
量
に
発
生
し
て
い
る
中
で
こ
れ
以
上
抵
抗
運
動
が
昂
揚
す
る
こ
と
は
政

府
に
と
っ
て
得
策
で
な
い
こ
と
、

II

野
放
し
学
校
JI

を
規
制
す
る
と
い
う
目
的
は
旧
条
令
に
よ
っ
て
も
達
成
し
う
る
こ
と
、
そ
し
て

ウ
ィ
ラ
ナ
ク
ク
ス
マ
の
発
議
は
承
認
さ
れ
う
る
こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
た
。

オ
ラ
ン
ダ
本
国
政
府
が
こ
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
事
態
は
一
挙
に
収
束
の
方
向
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

(m) 

ウ
ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ
の
建
議
は
先
ず
「
植
民
地
参
議
会
」
の
部
会
で
協
議
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、

地
参
議
会
」
議
長
か
ら
総
督
に
宛
て
て
、
政
府
の
態
度
を
あ
ら
た
め
て
質
す
た
め
の
公
信
が
送
付
さ
れ
た
。
こ
の
質
問
状
に
対
し
て

総
督
府
官
房
長
は
、
公
式
の
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
を
避
け
な
が
ら
、
「
事
態
を
解
決
す
る
唯
一

場
（
第
三
章
参
照
）
の
相
違
に
照
合
す
る
相
違
で
あ
っ
た
。

の
方
法
は
、
植
民
地
参
議
会
に
お

一
月
三
＝
日
に
は

「
植
民

D
e
 G
r
a
a
f
は
総
督
に
対
し
て
公

ヽ

ゞ

、

レ

H
a
d
i
w
i
d
j
o
n
o

ュ
フ
ノ
ー
ノ

J
o
e
 

ス
フ
リ
ー

カ
シ
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)
 

い
て
（
条
令
の
）
変
更
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
確
信
を
政
府
は
ま
す
ま
す
強
め
て
い
る
」
旨
を
述
べ
た
。
こ
の
回
答
の

(185) 

中
で
は
、
「
総
督
は
植
民
地
大
臣
が
書
簡
を
送
付
し
た
旨
の
連
絡
を
受
け
た
が
書
簡
は
未
着
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

こ
の
回
答
の
内
容
は
実
際
に
は
植
民
地
政
府
が
先
に
み
た
植
民
地
大
臣
の
意
向
に
沿
っ
て
動
き
始
め
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

「
植
民
地
参
議
会
」
に
お
け
る
ウ
ィ
ラ
ナ
タ
ク
ス
マ
建
議
案
の
討
論
は

一
月
＝
二
日
の
第
一
回
会
議
を
皮
切
り
に
二
月
三
日
、
ニ

(183) 

月
七
日
の
三
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
が
、
二
月
七
日
、
こ
の
建
議
案
が
若
干
の
修
正
の
う
え
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
の
の
ち
に
、
二
月
二

0
日
の
「

一
九
三
三
年
条
令
第
六
六
号
」
を
も
っ
て
、

「
農
地
」

へ
の
帰
還

一
九
三
二
年
教
育
条
令
の
施
行
を

一
年
間
停
止
す
る
と
と
も
に
旧
条
令
を
施
行
し
あ
わ
せ
て
そ
の
一
年
間
で
政
府
と
「
植
民
地
参
議
会
」
が
新
た
な
「
私
学
校
条
令」

(187) 

を
審
議
、
決
定
す
る
旨
の
公
布
が
正
式
に
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
し
て
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
は
二
月
九
日
に
「
最
高
会
議
」
を
開
催
し
、
最
高
会
議
決
定
と
し
て
「
植
民

地
参
議
会
の
決
議
が
有
効
と
さ
れ
る
な
ら
ば
条
令
に
対
す
る
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
反
対
の
立
場
は
自
然
消
滅
す
る
」
旨
の
声
明
を
発

(188) 

表
し
た
。

三
月

一
日
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
「
教
育
条
令
反
対
の
終
結
」
と
題
す
る
終
結
宣
言
を
「
キ

・
ハ
ジ
ャ
ル
・
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
通
告
」
と
し

(m) 

て
公
表
し
た
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
は
こ
の
宣
言
に
お
い
て
、
当
面
、
認
可
制
で
な
く
届
出
制
が
復
活
し
た
こ
と
、
教
育
条
令
を
施
行
す
る
趣
旨
が
＂
政

治
的
意
図
“
に
非
ず
fl

邪
悪
な
＂
私
学
校
を
監
督
す
る
点
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
抵
抗
運
動
を
終
結
す
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ

い

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
総
括

四
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章九
明
ら
か
に
す
る
。

第 「私学校条令」闘争

ら
ぬ
く
べ
き
こ
と
、
と
い
う
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て
い
た
。

一
方
わ
れ
わ
れ
は
こ

と
同
時
に
、
や
が
て
審
議
さ
れ
る
べ
き
条
令
に
対
す
る
警
戒
の
念
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
闘
争
の
過
程
で
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
委
員
会
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
II

人
民
の
た
め
の
民
族
教
育
J
J
P
e
r
g
u
r
u
a
n

N
a
s
i
o
n
a
l
 
u
n
t
u
k
 R
a
k
j
a
t

を
設
立
・
拡
大
す
る
た

め
の
連
合
体
と
す
る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
教
育
機
関
の
連
合
体
を
設
立
し
て
共
通
の
問
題
を
協
議
す
べ
き
こ
と
、
こ
の
よ
う
な

連
合
体
に
お
い
て
は
各
構
成
部
分
の

II

自
立
性
＂
を
尊
重
し

II

別
し
て
と
も
に
進
む
,.
g
e
s
c
h
e
i
d
e
n
 
s
a
m
e
n
g
a
a
n

と
い
う
原
則
を
つ

こ
の
声
明
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
立
場
を
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
外
に
対
し
て
公
表
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と

と
も
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
も
っ
ば
ら
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
に
向
か
っ
て
「
農
地
へ
戻
る
」

K
e
m
b
a
l
i
k
e
 
L
a
d
a
n
g

と
い
う
一
文
を
記
し

（
図
）

て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
闘
争
に
つ
い
て
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
考
え
方
が
次
の
よ
う
に
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
示
さ
れ
て
い
た
。

「
こ
の
六
カ
月
の
間
、

わ
れ
わ
れ
は
家
を
離
れ
子
供
の
も
と
を
離
れ
農
地
と
農
場
か
ら
離
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
本
来
わ

れ
わ
れ
が
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
十
月
以
来
、
わ
れ
わ
れ
は
村

d
e
s
a

の
義
務
で

あ
る
共
同
作
業

g
u
g
u
r
g
u
n
u
n
g

を
行
な

っ
て
き
た
。
そ
れ
は
す
べ
て
、
同
じ
村
に
居
住
す
る
者
た
ち
の
乎
安
を
達
成
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
家
自
体
は
危
険
に
襲
わ
れ
ず
わ
れ
わ
れ
の
田
畑
は
条
令
と
い
う
溶
岩
の
流
出
で
潰
さ
れ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
が
、
村
の
住
民
と
し
て
の
義
務
感
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
村
に
入
ろ
う
と
す
る
危
険
を
消
減
さ
せ
る
べ
く
助
け
合
い
力
を
出
し
合

(
191) 

っ
た
の
で
あ
る
」
。

こ
こ
で
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
田
畑
で
働
く
農
民
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
再
び
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
民
族
的
な
抵
抗
運

動
が
11

村
の
共
同
作
業
II

と
し
て
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
11

垣
根
II

と
い
う
考
え
方
を
再
び

「
わ
れ
わ
れ
は
心
身
の
す
べ
て
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、
壊
れ
た
垣
根
を
修
復
し
壊
れ
た
道
を
復
旧
し
た
。
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の
危
険
と
た
ち
向
か
う
た
め
に
新
し
い
道
も
切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
道
は
わ
れ
わ
れ
が
同
じ
村
の
友
人
た

(192) 

ち
と
行
き
来
す
る
の
に
大
い
に
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
。

こ
れ
に
続
け
て
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
、
垣
根
は
修
復
さ
れ
危
険
は
去

っ
た
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
は
本
来
の
任
務
に
戻
っ

て
い
か
な
け
れ

「
こ
れ
ら
の
垣
根
や
道
を
わ
れ
わ
れ
は
今
そ
の
（
管
理
の
）
責
任
者

j
a
n
g
k
e
w
a
d
j
i
b
a
n
 

h
u
l
u
,
h
u
l
u
b
a
l
a
n
g

に
率
い
ら
れ
た
人
民
運
動

p
e
r
g
e
r
a
l
r
n

R
a
k
j
a
t
 

め
の
力
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
田
畑
で
働
く
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
農
民
は
以
前
と
同
じ
よ
う
に
働

く
こ
と
が
で
ぎ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
苗
を
植
え
育
て
豊
か
な
実
り
を
得
る
べ
く
田
畑
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
あ
わ
れ
わ
れ
は
畑
へ

戻
ろ
う
。
そ
し
て
村
の
活
動
に
よ

っ
て
い
さ
さ
か
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
れ
わ
れ
本
来
の
仕
事

(193) 

を
続
行
し
よ
う
」
。

こ
こ
で
は
〈
人
民
〉
は
〈
人
民
運
動
〉
の
担
い
手
で
あ
る
と
と
も
に
、
農
民
（
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
）
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
を
守
る

隊
列
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
人
民
運
動
〉
は
ア
モ
ル
フ
で
無
秩
序
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
責
任
を
担
う
者

j
a
n
g
k
e
w
a
,
 

d
j
i
b
a
n

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

見
事
に
展
開
さ
れ
た
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
「
私
学
校
条
令
」
の
闘
争
を
通
じ
て
十
全
に
開

〈
農
民
〉
〈
垣
根
〉
〈
田
畑
〉

と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
た
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
パ
ン
デ
ィ
ト
的
性

格
と
〈
人
民
運
動
〉
の
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
的
性
格
と
の
「
あ
い
別
れ
つ
つ
と
も
に
進
む
」

g
e
s
c
h
e
i
d
e
n
s
a
m
e
n
g
a
a
n

は
、
こ
の
時
期
に

タ
ワ
ン
・
シ
ス
ワ
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
は
民
族
運
動
の
中
で
そ
の
正
統
性
を
明
確
に
樹
立
し
た
の
で
あ
る
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
「
終
結
宜
言
」
は
次
の
よ
う
な
興
味
の
あ
る
言
葉
で
終
わ
っ
て
い
る
。

花
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
。

に
ひ
き
渡
す
の
で
あ
る
。
今
や
、
彼
ら
は
安
全
を
維
持
す
る
た

に
ひ
ぎ
渡
す
。
す
な
わ
ち
、
指
揮
官
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第九章 「私学校条令」闘争

「こ

の
危
険
と
闘
う
た
め
に
用
い
た
家
宝
の
武
器
se
n
d
j
a
t
a
,
p
u
sa
k
a
を
、
わ
れ
わ
れ
は
い
つ
と
は
知
れ
ぬ
が
や
が
て
再
び
必
要
と

す
る
時
ま
で
大
切
に
し
ま

っ
て
お
き
、

•…
•

•
そ
し
て
、
今
は
所
期
の
計
画
に
基
づ
く
日
々
の
つ
と
め
を
再
開
し
よ
う…
…

e
n

g
a
a
n
 

（
旧
）

o
v
e
r
 
tot 
d
e
 
o
r
d
e
 
v
a
n
 
d
e
n
 d
a
g
.」
。

こ
こ

に
は
、
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
な
イ
ン
テ
リ
ゲ
ソ
ツ
ィ
ア
で
あ
る
。ハ
ン
デ
ィ
ト
の
イ
メ
ー
シ
が
ほ
ぼ
完
璧
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
い
う
ボ
ン
ド
ッ
ク
（
ア
ス
ラ
マ
ま
た
プ
サ
ソ
ト
レ
ン
）
を
率
い
て
、
他
の
何
人
に

も
先
駆
け
て
危
機
の
到
来
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
政
治
場
裡
の
た
だ
中
に
登
場
し
、
事
態
の
行
く
末
を
み
と
ど
け
た
の
ち
に
再
び
自

ら
の
ボ
ン
ド
ッ
ク
ヘ
と
戻
っ
て
い
く
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
ほ
ぼ
二
重
映
し
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
私
学
校
条
令
」
闘
争
に
お
い
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
も
う
―
つ
の
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
的
側
面
を
も
明
瞭
に
示
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
を
自
ら
明
示
す
る
か
の
よ
う
に
、
先
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
宜
言
の
後
に
は
ガ
ジ
ャ

・
マ
ダ
の
署
名
で
、

(195) 

ス
デ

ィ
ヨ
ノ
に
よ
る
「
組
織
化
へ
向
か
っ
て
す
す
め
」
と
い
う
も
う
―
つ
の
総
括
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
自

身
が
一
九
三
一
年
か
ら
三
二
年
に
記
し
た
「
汝
自
身
を
教
育
せ
よ
」
に
お
い
て
開
示
し
た
思
想
の
延
長
線
で
「
私
学
校
条
令
」
闘
争

を
捉
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
デ
ィ

ヨ
ノ

（ガ
ジ
ャ

・
マ
ダ
）
は
先
ず
反
条
令
闘
争
を
通
し
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
＂
真
率
に

し
て
純
粋
な
自
己
規
律
,.
di
c
i, 

p
i
n
e
 
ja
n
g
 t
u
l
u
s
 
d
a
n
 
sutji

を
獲
得
し
た
、
闘
争
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
自
身
を
浄
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
今
後

は
闘
争
で
発
揮
さ
れ
た
ェ
ネ
ル
キ
ー
を
わ
れ
わ
れ
の

II

組
織
_,
o
r
g
a
n
i
s
a
s
i
 

口
が
述
べ
た
よ
う
に
”
西
洋
的
植
民
地
的
教
育
制
度
II

と
こ
れ
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
否
定
し
こ
れ
に
代
わ
る
教
育
を
タ
マ
ン

・

(196) 

シ
ス
ワ
が
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
述
べ
て
い
た
。
そ
し
て
こ

の
点
に
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
論
文
の
主
眼
点
が
あ
っ
た
。
彼
は
、

③

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
総
括

に
ふ
り
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
は
デ
ワ
ン
ト
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b
a
n
j
a
k

を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
授
業
料
が

一
般
人
民
に
と
っ
て
は
な
お
余
り
に
高
額
で

植
民
地
教
育
制
度
は
If

倫
理
植
民
地
政
策
I
I
^
＾
k
o
l
o
n
i
a
l
e
,
e
t
h
i
e
k
"

の
恩
恵
と
し
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
り
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、

(197) 

If

伝
道
精
神
“
^
＾
m
i
s
s
i
o
n
,
s
a
c
r
e
e
"

に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
「
わ
れ
わ
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
ま
っ
た
く
調
和
し
な
い

s
a
m
a
s
e
、

kali 
t
i
d
a
k
 
bisa 
laras 
d
e
n
g
a
n
 
i
d
e
o
l
o
g
i
e
 
kita
」
J
9

の
で
4
の
る
こ
と
を
涼
「
べ
た
。
続
け
て
彼
は
こ
う
述
べ
る
。
「
し
か
し
わ
れ
わ
れ

は
今
や
目
を
開
い
て
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
檻
民
者
の
行
為
を
I
I
模
倣
す
る
こ
と
"
m
e
n
g
o
p
y
 
(コ

ビ
ー
す
る
）
、

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
人
の
風
俗
習
慣
と
行
動
様
式
を
11

模
倣
す
る
こ
と
I
I
、
植
民
地
的
な
学
校
を
11

模
倣
す
る
こ
と
I
I
、
唯
物

主
義
的
資
本
主
義
的
な
社
会
を

If

模
倣
す
る
こ
と
11

等
々
は
、
自
殺
用
の
毒
薬
を
毎
日
集
め
、

(
1
2
8
)
 

殺
す
る
“
^
＾
m
a
a
t
s
c
h
a
p
p
e
l
i
j
k
d
o
o
d
"

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
。

わ
れ
わ
れ
人
民
が
、

If

集
団
的
に
自

こ
こ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
＂
伝
道
“
に
従
う
こ
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
そ
の
社
会
を
手
本
と
し
こ
れ
を
＂
コ
ピ
ー
す
る
“
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
れ
に
続
け
て
、
こ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
人
民
に
何
の

利
益
を
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
か
ら
、
も
っ
と
も
重
要
な
道
は
I
I
多
数
の
人
民
の
た
め
の
教
育
"
p
e
n
g
a
d
i
a
r
a
n
 
u
n
t
u
k
 rakjat 

最
後
に
彼
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
遂
行
し
つ
つ
あ
る
教
育
が
植
民
地
教
育
に
対
抗
し
う
る
よ
う
な
民
族
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
精
神

を
実
現
し
て
い
る
か
否
か
を
自
問
し
、
次
の
三
つ
の
理
由
を
あ
げ
て
そ
れ
は
I
I
ま
だ
ま
っ
た
く
実
現
さ
れ
て
い
な
い
,,.
s
a
m
a
 sekali 

(199) 

b
e
l
u
m

と
い
う
結
論
を
述
べ
た
。
理
由
の
第
一
は
、

あ
る
た
め
に
入
学
者
数
が
著
し
く
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
状
態
が
続
く
な
ら
村
の
怠
け
者
の
子
供
た
ち
は
依
然
と
し

て
怠
け
者
で
あ
り
、
彼
ら
が
教
育
を
受
け
ら
れ
る
の
は
何
百
年
も
先
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
こ
の

理
由
に
は
付
さ
れ
て
い
た
。
第
二
は
教
育
方
法
が
ま
だ
余
り
に
古
い

k
u
n
o

こ
と
で
あ
る
。
教
師
は
子
供
が
真
に
興
味
を
示
し
て
い

る
か
否
か
に
関
わ
り
な
く
授
業
を
進
め
、

し
か
も
こ
ま
ぎ
れ
的
に
次
々
と
新
し
い
課
目
が
時
間
割
り
に
従
っ
て
教
え
ら
れ
る
た
め
子
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第九章 「私学校条令」闘争

供
た
ち
の
興
味
は
継
続
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
授
業
の
結
果
は
成
績
と
し
て
示
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
い
け
な
い
子
は
退

学
す
る
に
ま
か
せ
る
の
で
あ
る
。
良
い
点
を
と
る
こ
と
、
他
人
と
自
分
を
絶
え
ず
比
較
す
る
こ
と
、
こ
う
い
う
精
神
が
子
供
た
ち
に

育
っ
て
い
く
。
こ
れ
で
は
植
民
地
的
教
育
制
度
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
テ
キ
ス
ト
の
問
題
で
あ
る
。
タ

マ
ン

・
シ
ス
ワ
で
用
い
て
い
る
教
科
書
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
政
府
公
立
の
学
校
で
用
い
ら
れ
て
い
る
教
科
書
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
理
由
は
い
ず
れ
も
「
西
洋
的
植
民
地
的
教
育
制
度
」
に
妥
当
す
る
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
は
反
人
民
的
で
あ
る
（
第

一の
理
由
）
ば
か
り
で
な
く
、

山
）
こ
と
で
あ
り
、
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
西
洋
的
植
民
地
的
社
会
」
を
「
コ
ピ
ー
す
る
」
こ
と
に

(200) 

他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
集
団
的
自
殺
に
用
い
る
毒
薬
」
を
蓄
積
す
る
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
い
う
〈
組
織
化
〉

o
r
g
a
n
i
sasi

と
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
早
急
に
打
開
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
先
に
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
自
身
が
強
調
し
て
い
た
「
自
己
規
律
」
を
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
「
組
織
的
に
」
実
現
し

て
い
く
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
に
お
い
て
は
こ
の
「
自
己
規
律
」
は
ま
た
〈
私
欲
・
私
心
〉

す
ら
〈
人
民
〉
に
献
身
す
る
、
〈
人
民
〉
と

―
つ
に
な
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
〈
人
民
〉
こ

そ

「
聖
な
る
宇
宙
の
主
宰
者
」

S
a
n
g
H
y
a
n
g
 T
u
n
g
g
a
ー
な
の
で
あ
り
、

「
古
く
さ
い
」
（
第
二
の
坪

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
使
命
は
あ
げ
て
こ
の
主
宰
者
の
意
思

を
感
得
し

ra
s
a

こ
れ
に
帰
一
し

r
n
a
n
u
n
g
g
a
l

も

っ
て
そ
の
意
思
を
実
現
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
〈
禁
欲
11
自
己
規
律
〉
を
説
く
際
の
主
張
の
激
し
さ
と
そ
の
戦
闘
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
比
喩
・
暗
喩
に
よ

っ
て
師

g
u
r
u

と
弟
子

m
u
r
i
d

が
お
の
ず
か
ら
相
感
応
し
合
う
。
ハ
ン
デ

ィ
ト
的
な
伝
達
の
ス
タ
イ
ル
の
対
極
に
あ
る
伝
達
の
ス
タ
イ

ル
で
あ
る
。
文
言
は
断
定
文
と
命
令
文
に
終
始
し
、
文
中
で
用
い
ら
れ
る
比
喩
は
直
接
的
で
激
烈
で
あ
る
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
「
い
つ

る
こ
と
が
ら
で
あ
る
c

p
a
m
r
i
h
 
を
抑
え
て
ひ
た
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と
は
知
れ
ぬ
が
や
が
て
き
た
る
べ
き
日
」
ま
で

「
私
学
校
条
令
」
闘
争
に
用
い
ら
れ
た
〈
家
宝
の
武
器
〉

se
n
d
j
a
t
a
,
p
u
sa
k
a

を
保
管

し
て
お
こ
う
と
言
う
の
に
対
し
て
、

よ
う
な
戦
闘
性
は
、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
は
「
毎
日
が
闘
争
で
あ
る
」
と
い
う
指
令
を
発
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の

い
う
ま
で
も
な
く
ク
シ
ャ
ト

リ
ア
の
属
性
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
自
己
主
張
の
激
し
さ
は
か
つ
て
チ

デ
ワ
ン
ト
ロ
と
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
（
ガ
ジ
ャ

・
マ
ダ
）
の
「
私
学
校
条
令
」
反
対
闘
争
の
総
括
は
、

闘
争
を
通
じ
て
、

た
ん
に
、
「
私
学
校
条
令
」
反
対

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
基
本
的
性
格
が
明
確
に
表
明
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
だ
け
で
な
く
、
〈
人
民
運
動
〉

一
般
を
掌
握
し
よ
う
と
す
る
ス
ラ
サ

・
ク
リ
オ
ソ
グ
ル
ー
プ
の
構
想
が
十
全
に
開
花
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
II

。
ハ
ソ
デ
ィ
ト
II

と
し
て
、
〈
人
民
運
動
〉
の
中
心
に
位
置
す
る
。

ィ
ト
を
守
護
す
べ
く
〈
垣
根
〉
を
構
成
す
る
。
〈
人
民
運
動
〉
は
、

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
い
う
円
環
の
〈
秩
序
と
安
寧
〉
を
護
持
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
〈
垣
根
〉
と
い
う
そ
の
存
在
の
様
式
を
こ
の
中
心
に
よ
っ
て
賦
与
さ
れ
る
。

一
方
、
こ
の
円
環
の
内
部
で
は
植
民
地
制
度
に
拮
抗
す
る
〈
対
抗
制
度
〉

c
o
u
n
t
e
r
,in
stitu
tio
n

づ
け
る
。
そ
の
強
化
は
、

「
（
道
は
）
な
お
は
る
か
に
遠
い
」

sa
m
a
s
e
ka
li 
bel
u
m
 
!
 

と
し
て
の
機
能
が
強
化
さ
れ
つ

わ
れ
、
直
歓

・
簡
明
な
「
指
令
」
が
断
固
と
し
て
発
せ
ら
れ
続
け
る
。
こ
の
「
指
令
」
は
ま
た
〈
垣
根
〉
の
内
部
世
界
の
求
心
性
を

、
、、

、

さ
ら
に
増
す
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
る
(
”
組
織
化
II

は
対
抗
制
度
と
し
て
の
性
格
を
強
化
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
）
。

そ
し
て
円
環
内
部
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
求
心
性
に

「
活
力
」
を
与
え
る
の
は
、
〈
聖
な
る
人
民
〉
の
意
思
で
あ
る
。
〈
聖
な
る
人

民
〉
の
意
思
を
た
え
ず
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が

II

使
命
"
ze
n
d
i
n
g
sa
r
b
ei
d

と
さ
れ
る
。
こ
の
「
聖
な
る
人
民
の
意
思
」
の
究
極
の

体
現
者
は
「
聖
な
る
大
家
族
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
」
の
If

父
II

で
あ
る
と
こ
ろ
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
で
あ
る
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
「
一
般
指
導

プ
ト

・
マ
ソ
グ
ン
ク
ス
モ
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
）
と
い
う
危
機
感
を
梃
に
行
な

一
方
も
ろ
も
ろ
の
運
動
は
こ
の

。ハ

ン
デ
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の
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マ
ン
・
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ス
ワ
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の
よ
う
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満
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す
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で
も
あ
っ
た
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モ
と
い
う
心
的
態
度
と
そ
の
意
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に
つ
い
て
は
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モ
ハ
マ

ッ
ド

・
サ
イ
ド
氏
の
説
明
に
負
う
て
い
る
（
サ
イ
ド
氏
と
の
イ
ソ
ク
ビ
ュ
ー
、
一
九
七
五
年
七

月
ジ
ャ
カ
ル
ク
）
。
な
お
サ
イ
ド
氏
は
こ
の
語
義
と
そ
れ
に
基
づ
く
精
神
の
あ
り
方
を
唱
道
し
た
の
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
兄
で
．
ハ
ソ
ド
ゥ
ン
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学

校
を
一
時
期
主
宰
し
て
い
た
ソ
ス
ロ
カ
ル
ト
ノ

S
o
s
r
o
k
a
r
t
o
n
0
で
あ

っ
た
と
述
ぺ
て
お
ら
れ
た
。
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の
こ
の
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明
に
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す
る
か
の
よ
う
に
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五
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付
の
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ス
デ
ィ
オ
・
ト
モ
』
紙
上
に
は
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（
条
令
施
行
以
来
の
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
）
こ
の
条
令

に
対
し
て
自
ら
、
（も
と
の
）
ス
ワ

ル
デ
ィ

・
ス
ル
ヤ
ニ

ソ
グ
ラ
ッ
ト
に
立
ち
帰
っ
て
自
己
主
張
を
し
て
い
る
」
と
い
う
趣
旨
の
論
評
が
か
か
げ
ら
れ
た
。
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こ
に
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、
、
、
、
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デ
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一
三
年
の
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原
住
民
委
員
会
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事
件
で
主
役
を
つ
と
め
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ク
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ャ
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と
し
て
想
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
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い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
論
評
は
「
私
学
校
条
令
」
闘
争
に
お
い
て
デ
ワ
ソ
ト
ロ
が
ど
の
よ
う
に
了
解
さ
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て
い
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の
か
を
示
す
ま
こ
と
に
適
切
な
例
で
あ
ろ
う
。
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ン
・
イ

ソ
ド
ネ
シ
ア
』
紙
に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
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こ
の
「
非
暴
力
的
抵
抗
」
と
い
う
立
場
に
対
し
て
は
、
一

0
月
五
日
付
の
『
ス
デ
ィ
オ
・
ト
モ
』
紙
上
で

A
.
s
.
D
な
る
人
物
が
「
こ
れ
は
、
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的

な
抵
抗
の
形
態
で
あ
る
”
ト
ボ
・
プ
ロ
ト
“
"
t
a
p
a
b
r
a
t
a
"
 (
ト
ボ

t
a
p
a
、
修
た
汀
を
行
な
う
こ
と
）
に
か
な
う
も
の
で
あ
り
、
怒
り
と
激
情
に
身
を
委
ね
る
の
で
な

く
、
よ
り
深
く
高
い
見
解
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
論
評
し
た
ほ
か
、
一

0
月
五
日
付
の
『
ス
ア
ラ

・
ウ

ム
ム
』
紙
（
ス
ラ
バ
ヤ
、
週
三
回
刊
行
、
ス
ト
モ
の

率
い
る
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
民
族
党
系
）
上
で
は
「
デ
ワ
ン

h
口
の
非
暴
力
的
抵
抗
は
、
ガ

ン
ジ
ー
の
方
式
を
一

o
o
・ハ
ー
セ
ソ
ト
踏
襲
し
た
も
の
」
と
い
う
論
評
が
な
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れ
た
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こ
れ
に
対
し
て
一

0
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ス
ラ
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は
「
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ド
ネ
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ア
で
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力
的
抵
抗
は
、
死
を
賭

し
て
ま
で
行
な
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と
い
う
覚
悟
が
な
く
、
ガ
ソ
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ー
の
抵
抗
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動
の
よ
う
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味
に
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と
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ロ
の
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府
と
の
直
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衝
突
を
避
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う
と
い
う
提
案
は
、
東
洋
の
哲
学
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
、
事
態
を
も
っ
と
重
大
視
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
論
評
を
行
な
っ
て
い
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0
 こ

の
よ
う
に
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非
暴
力
的
抵
抗
II

と
い
う
態
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に
対
し
て
各
紙
は
そ
の
強
調
点
を
少
し
ず
つ
異
に
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
抵
抗
で
あ
る
こ
と
を
論

じ
て
い
た
。
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(128)

こ
こ
で
”
ア
ヤ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
ブ
11

と
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
す
で
に
第
六
章
で
述
ぺ
た
よ
う
に
、
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
ス
ラ
．ハ

ヤ
支
部
に
所
属
し
『
ジ
ェ
ソ

ガ
ラ
』
紙
（
ジ
ャ
ワ
語
、
半
月
刊
）
を
創
刊
し
た
ア
ヤ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
ブ
を
さ
す
。
ア
ヤ
ッ
ト
は
一
九
三

0
年
の
全
国
大
会
の
決
議
に
よ
り
ク
マ
ン

・

シ
ス

ワ
か
ら
追
放
さ
れ
た
（
第
六
章
）
が
、
そ
の
後
も
『
ジ
ェ
ソ
ガ
ラ
』
紙
に
よ

っ
て
活
動
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
デ
ワ
ソ
ト
ロ
を
含
む
ク
マ
ン
・
シ
ス

ヮ
ヘ
の
批
判
、
非
難
が
し
ば
し
ば
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
批
判
は
ス
ト
モ
が
人
民
の
真
の
利
益
の
た
め
に
闘
っ
て
い
な
い
(
-
九
＝
二
年
九
月
二
三
日
、
一

0
月
一
四
日
付
）
と
い
う
ス
ト
モ
批
判
か
ら
転
じ
て

こ
れ
と
同
じ
文
脈
で
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
一
九
三
二
年
二
月
―
二
日
付
で
は
「
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
（
ラ
デ
ン
・
マ
ス
と
い
う
）
貴
族
称
号
を
捨
て
た
か
わ
り
に
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
と
い
う
”
神
の
如
き
II

g
o
d
d
e
l
i
j
k
h
e
i
d

名
を
新
た
に
名
乗
っ
た
」
と
述
ぺ
ら
れ
、
ま
た
、
一
九
三
二
年
―
一
月
二

0
日
付
（
こ
の
当
時
は
新
聞
名
が
『
パ
ン
グ
ガ
・
ラ
ヤ
ッ
ト
』
と
改
称

さ
れ
て
い
た
）
で
は
、
デ
ワ
ン

ト
ロ
の

If
非
暴
力
的
抵
抗
II

を
批
判
し
、
ス
ト
モ
及
び
デ
ワ
ン
ト
ロ
を
人
民
運
動
に
と

っ
て
の

II
ろ
く
で
な
し
IÎ

b^
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n
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"
:た
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き
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け
て
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た
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(129)

こ
の
部
分
は
先
の
ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
論
文
に
お
け
る

「
ワ
フ
ュ
の
宿
る
者
」
と
い
う
主
張
と
同

一
の
主
張
を
な
し
て
い
る
。
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な
お
、
一

0
月
五
日
付
の
『
シ
ン
・
テ
ィ
・
ボ
ウ
』
は
「
ス
ラ
．
ハ
ヤ
の
私
学
校
の
教
師
た
ち
が
委
員
会
を
結
成
し
私
学
校
条
令
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
決
定
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p. 
7
7
.
 

(195)

G
a
d
j
a
h
 Mada

,^•Madju 

k
e
 O
r
g
a
n
i
器
si,"
P
u
s
a
r
a
、
V
o
l.
3
,
 N
o
.
 6
,
 M
a
r
c
h
 1
9
3
3
,
 p
p
.
 77
,78・ 

(
1
9
6
)
i
b
i
d
.)
p
.
 77
.
 

(
1
9
7
)
i
b
i
d
・
、
p
.
7
7
.
 

(
1
9
8
)
i
b
i
d
・
、
p
p
.
7
7
,
7
8
.
 

(
1
9
9
)
i
b
i
d
.
、
p
.
7
8
.
 

(200)

「
ア
グ
ス

・
サ
リ
ム
評
伝
」
（
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ル
ム
著
）
の
中
で
は
楢
民
地
時
代
の
原
住
民
ェ
リ
ー
ト
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
家
庭
で
食
事
を
と
も
に
す
る
と
い
う

経
験
を
も
っ
た
少
年
時
代
の
ア
グ
ス
・
サ
リ
ム
が
「
う
す
く
な
く
た
っ
ぷ
り
と
」
。
ハ
ン
に
パ
ク
ー
を
ぬ
る
よ
う
に
と
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
教
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
サ
リ
ム
も
後
年
に
そ
の
よ
う
な
ニ
リ
ー
ト
少
年
と
し
て
受
け
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
的
教
育
や
躾
に
つ
い
て
「
そ
れ
は
し
ょ
せ
ん
泥
ま
み

れ
の
道
で
あ
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

M
o
h
a
m
a
d
R
o
e
m
,
 "M
e
m
i
m
p
i
n
 a
d
a
l
a
h
 
M
e
n
derita: l̂
e
g
k
s
i
a
n
 
H
a
d
j
i
 A
g
u
s
 S
a
l
i
m
,‘'
T
.
 Ab
d
u
l
l
a
h
(
ed
.)
,
 

M
a
n
u
s
i
a
 d
a
l
a
m
 
K
e
m
e
l
u
t
 S
e
d
j
a
r
a
h
、

L
P3
E
S
,
D
j
a
k
a
r
t
a
,
 19
7
8
,
 p
p
.
 11
7
,
1
1
8
.
 (
l
i
j
;
f
;
l
'
.

'
:
l
e
,
沢
皿
如
革
｛

•

土
屋
値
立
治
訳
『
真
実
の
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
』
サ

イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
八
年
、
一

0
九

i

―I
O
ペ
ー
ジ
）
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章
し
た
こ
と
を
考
究
し
て
み
た
い
。

結 「民主主義と指導性」理念

と
ど
め
ら
れ
、
「
共
和
国
聖
人
列
伝
」
の
中
に
加
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

「
民
主
主
義
と
指
導
性
」

以
上
、
第
一
章
か
ら
第
九
章
に
わ
た
っ
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ヮ
運
動
の
成
立
と
展
開
の
様
相
を
具
体
的
な
局
面
に
て
ら
し
て
考
察
し

て
き
た
。
第
九
章
で
み
た
よ
う
に
「
私
学
校
条
令
」
反
対
闘
争
に
お
い
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
示
し
た
強
靱
で
執
拗
な
抵
抗
力
は
、

そ
れ
が
「
対
抗
制
度
」
と
し
て
の
機
能
を
十
全
に
発
揮
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
反
対
闘
争
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ヮ
運

動
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
運
動
は
、
そ
の
後
、
植
民
地
時
代
、

い
て
な
お
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
辿
り
な
が
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
存
続
し
て
き
た
。
キ
・
ハ
ジ
ャ
ル

・
デ

ワ
ン
ト
ロ
は
一
九
五
九
年

に
そ
の
生
涯
を
全
う
し
た
が
、
彼
の
名
は
、

こ
れ
ら
の
「
私
学
校
条
令
」
反
対
闘
争
以
降
今
日
ま
で
半
世
紀
近
く
に
わ
た
る
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
運
動
に
つ
い
て
詳
細
に
論
ず
る

こ
と
は
な
お
多
く
の
紙
幅
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
こ
の
結
章
に
お
い
て
は
、
す
で
に
第
一

章
以
下
に
述
べ
て
き
た
文
脈
に
お
い
て
そ
の
後
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
考
察
し
、
そ
れ
が
、
共
和
国
の
正
統
性
原
理
の
根
拠
を
提
示

こ
こ
で
と
く
に
問
題
と
な
る
の
は
、

ス
カ
ル
ノ
の
唱
え
た
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
と
い
う
理
念
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ

結
章

日
本
軍
政
時
代
、
独
立
戦
争
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
成
立
の
時
代
に
お

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
運
動
が
生
み
出
し
た
す
ぐ
れ
た
教
育
者
と
し
て
共
和
国
の
記
憶
に

理
念
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内

憂

外

患 第
一
節

の
動
揺

一
九
三
七
年
二
月
ま
で
に
五
六

の
理
念
は
ス
カ
ル
ノ
と
い
う
個
人
の
カ
リ
ス
マ
性
に
の
み
帰
着
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
第
一
章
以
来
述
べ
て
き
た
近
代

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
化
と
政
治
を
め
ぐ
る
了
解
の
さ
れ
方
の
そ
の
枠
組
に
お
い
て
定
置
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

本
章
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
第
一
章
と
対
を
な
す
章
で
あ
る
。
本
章
で
は
ま
ず
、
「
私
学
校
条
令
」
闘
争
以
降
の
タ
マ
ソ
・
シ

ス
ワ
の
「
秩
序
と
安
寧
」
の
動
揺
の
様
相
を
概
観
し
、
そ
れ
に
対
し
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
を
検
討
す
る
。
つ

ぎ
に
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
「
遺
言
」
で
あ
る
「
民
主
主
義
と
指
導
性
」
と
い
う
理
念
を
そ
の
「
遺
言
」
（
一
九
五
九
）
に
即
し
て
考
察
す

る
。
最
後
に
、

ス
カ
ル
ノ
の
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
の
理
念
構
造
を
要
約
的
に
述
べ
る
。

第
九
章
に
み
た
よ
う
に
「
私
学
校
条
令
」
は
一
九
三
三
年
に
一
時
撤
回
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
そ
れ
以
後
再
び
復
活
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
植
民
地
政
府
は
一
九
三
三
年
末
以
来
、

シ
ア
イ
ス
ラ
ム
同
盟
党
等
の

「
非
協
力
政
党
」
へ
の
弾
圧
を
強
め
、
そ
れ
と
の
関
連
で
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
の
教
師
の
内
、
こ
れ

ら
の
諸
政
党
の
党
員
と
み
な
さ
れ
た
教
師
に
対
し
て
教
員
の
資
格
を
剣
奪
し
て
い
っ
た
。
タ

マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
教

員
資
格
を
剣
奪
さ
れ
た
教
師
名
を
毎
月
の

よ
う
に
『
プ
サ
ラ
』
誌
の
「
家
族
便
り
」

B
e
r
i
t
a
K
e
l
u
a
r
g
a
 

族
便
り
」
は
本
来
、

「
秩
序
と
安
寧
」

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
党
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
教
育
協
会
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ヮ
関
係
者
の
慶
弔
、
移
転
、
赴
任
等
の
報
告
に
充
て
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
新
た
に
、
「
資

格
を
剥
奪
さ
れ
た
教
師
」
欄
が
一
九
一
＿
一
三
年
―
二
月
号
以
来
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
1
)
 

こ
の
よ
う
な
教
師
の
数
は
一
九
三
三
年
―
二
月
に
―
二
名
と
記
録
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

イ
ン
ド
ネ

に
掲
載
し
て
い
っ
た
。
「家
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結章 「民主主義と指導性」理念

(
2
)

（

3
)
 

名
が
記
録
さ
れ
、
さ
ら
に
、
同
三
七
年
三
月
か
ら
八
月
ま
で
に
新
た
に
二
六
名
が
記
録
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、

ソ
・
ス
ル
ョ
プ
ト
ロ
や
ソ
グ
ス
マ
ナ
ジ
等
の
有
力
力
な
指
導
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
政
府
の
一
連
の
措
置
に
対
し
て
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
は
そ
の
都
度
『
プ
サ
ラ
』
誌
上
で
坑
議
の
意
思
を
表
明
し
て
い
た

が
、
政
府
が
力
ず
く
で
抑
え
る
こ
と
に
対
し
て
「
私
学
校
条
令
」
反
対
闘
争
の
よ
う
な
運
動
を
組
織
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
外
患
に
と
も
な
っ
て
内
憂
も
ま
た
発
生
し
た
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
「
指
導
性
」
が
有
効
に
発
揮
さ
れ
う
る
理
由
の
一
っ

は
、
彼
が
頻
繁
に
各
支
部
を
訪
問
す
る
と
い
う
点
に
存
し
て
い
た
。
事
実
、

サ
フ
ィ
ウ
デ
ィ

ソ
ト
ロ
の
各
支
部
訪
問
は
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
た
（
第
八
章
参
照
）
。
ま
た
「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
中
央
金
庫
」
か
ら
の
支
出
の
多
く

の
部
分
が
彼
の
訪
問
費
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
一
九
三
四
年
か
ら
三
六
年
ま
で
の
ほ
ぼ
二
年
間
に
わ
た
っ

(

4

)

 

て
病
気
の
た
め
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
時
期
に
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が
直
面
し
た
内
憂
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

対
立
の
様
相

ク
マ
ン

・
シ

ス
ワ
の
「
秩
序
と
安
寧
」
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
と
軌
を
一
に
し
て
、
第
一
に
支
部
内
部
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
内
紛
と

し
て
、
第
二
に
、
支
部
が
最
高
会
議
と
対
立
す
る
と
い
う
さ
ら
に
深
刻
な
事
態
と
し
て
、
き
び
し
い
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
の
場
合
に
問
題
な
の
は
、
支
部
内
部
で
の
内
紛
が
最
高
会
議
、
す
な
わ
ち
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
拠
を
構
え
て
い
る
デ
ワ
ン

ト
ロ
以
下
の
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
本
部
の
指
導
・
助
言
に
よ
っ
て
も
な
お
解
決
し
え
な
い
場
合
が
頻
発
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二

の
場
合
は
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
本
部
自
体
の
正
統
性
に
疑
義
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
は
さ
ら
に
深
刻
で
あ
っ
た
。
第
一
の

内
紛
の
場
合
に
は
そ
の
多
く
が
人
間
関
係
の
対
立
に
根
ざ
し
て
い
た
が
、
第
二
の
場
合
に
は
原
則
に
か
か
わ
る
対
立
と
し
て
生
じ
て

一
九
二

0
年
代
末
か
ら
三

0
年
代
初
め
に
か
け
て
デ
ワ
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命
ぜ
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、

W
a
n
it
a
 T
a
m
a
n
 S
i
s
w
a
 

き
た
か
ら
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
人
間
関
係
の
対
立
が
11

あ
ら
わ
に
な
る
II

す
な
わ
ち
ぶ
兄
派
を
形
成
す
る
II

と
い
う
点
で
第

一
の
場

合
も
If

秩
序
と
安
寧
II

に
関
す
る
本
質
的
な
危
機
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
な
い
）
。

第

一
の
各
支
部
内
で
の
内
紛
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
内
紛
は
一
九
＿
―
-
三
年
の
半
ば
か

ら
表
面
化
し
て
い
た
。
こ
の
年
六
月
北
ス
マ
ト
ラ
の
メ
ダ
ソ
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
支
部
で
数
名
の
教
師
が
同
支
部
会
議
か
ら
退
職
を

(
5
)
 

―
一
月
に
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
で
教
員
蓑
成
コ
ー
ス
の
生
徒
が
退
学
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
カ
ル

タ
支
部
は

一
九
三
五
年
当
時
で
五
一
九
名
の
生
徒
を
擁
し
て
お
り
そ
の
数
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
本
部
（
三
五
六
名
）
を
凌
ぎ
ス
ラ

(
6
)
 

バ
ヤ
支
部
（
六
六
二
名
）
に
次
ぐ
規
模
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
同
支
部
の
主
宰
者
は
、
ス
カ
ル
ノ
の
率
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
党
P
ar
tin
,

d
0

に
所
属
す
る
サ
ル
｀
‘
、デ
ィ

・
マ
ン
グ
ソ
サ
ル
コ
ロ
で
あ
り
、
彼
は
「
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
婦
人
同
盟
」

の
議
長
を
勤
め
た
妻
と
と
も
に
強
い
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
た
（
後
に
彼
は
一
九
四
九
年
四
月
か
ら
五

0
年
九
月
ま
で
共
和
国
の
文

(
7
)
 

部
大
臣
の
職
に
あ
っ
た
）
。
こ
う
し
た
マ
ソ
グ
ソ
サ
ル
コ
ロ
の
強
い
指
導
性
は
そ
の
後
も
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
で
の
内
紛
を
ひ
き
お
こ

し
一
九
三
四
年
一

0
月
に
は
数
名
の
教
師
が
そ
の
職
を
去
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に

一
九
三
五
年
八
月
に
至
っ
て
「
教
室
の
掃
除
を
生

徒
自
ら
が
行
な
う
」
と
い
う
同
支
部
の
規
定
ー
'|
こ
の
規
定
も
マ
ソ
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
自
身
が
制
定
し
た
ー
に
背
い
た
咎
で
四
名
の

生
徒
が
退
校
処
分
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
内
紛
は
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。
こ
の
四
名
に
同
情
す
る
八
名
の
生
徒
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
本
部
（
最
高
会
議
）
に
対
し
支
部
決
定
の
撤
回
を
要
請
し
こ
の
要
請
が
容
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
彼
ら
も
ま
た
学
校
を

(

9

)

 

去
る
旨
の
通
告
を
し
て
き
た
。
本
部
で
は
問
題
を
考
慮
し
た
結
果
こ
の
措
置
が
厳
し
過
ぎ
る
と
い
う
判
断
を
し
て
マ
ン
グ
ソ
サ
ル
コ

ロ
に
対
し
て
再
考
を
促
し
た
が
、
彼
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
自
ら
の
正
当
性
を
き
わ
め
て
論
理
的
か
つ
詳
細
に
論
じ
た

一
文
を
タ
マ

(10) 

ソ
・
シ
ス
ワ
機
関
誌
『
プ
サ
ラ
』
に
寄
せ
て
決
定
の
撤
回
を
拒
否
し
た
。
こ
う
し
て
、
同
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
タ
マ
ン

・

シ
ス
ワ
本
部
、
マ
ソ
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
（
お
よ
び
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
執
行
部
）
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
の
反
マ
ン
グ
ン
サ
ル
コ
ロ
派
の
三
者
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結音 「民主主義と指導性」理念

間
で
数
回
の
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
が
和
解
の
道
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
九
月
に
入
っ
て
事
態
を
危
険
視
し
た

B
（ボ`
・コ

ー
ル
）
支
部
の

S
（
サ
ル
ト
ノ
）
法
学
士
が
本
部
と
ジ
ャ
カ
ル
ク
支
部
の
和
解
工
作
に
乗
り
出
し
た
が
、
こ
れ
も
成
果
は
あ
が
ら
な
か

(
1
1
)
 

っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
結
局
、
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
と
マ
ソ
グ
ソ
サ
ル
コ
ロ
双
方
の
「
名
誉
を
守
る
」
と
い
う
理
由
で
う
や
む
や
の
内

(
1
2
)
 

に
終
わ
り
、
退
学
者
と
脱
退
者
が
復
帰
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
部
の
場
合
、
支
部
内
部
の
対
立
関
係
が
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
本
部
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
内
紛
が
公
然

ヒ
し
、

‘ー

か
つ
、
本
部
と
支
部
と
の
間
で
対
抗
関
係
が
生
ず
る
と
い
う
、
内
紛
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ソ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
れ
と
同
じ
バ
タ
ー
ソ
は
、
そ
の
内
紛
の
由
来
こ
そ
異
な
れ
他
の
支
部
で
も
発
生
し
て
い
た
。
例
え
ば
、

が
本
部
決
定
の
撤
回
を
再
三
要
求
し
、
結
局
、

A
支
部
で
は
ク
マ
ソ

・

シ
ス
ワ
本
部
が
一
九
三
五
年
一
月
に
支
部
指
導
者
を
期
限
付
き
解
職
に
処
し
た
の
に
対
し
、
支
部
指
導
者
を
擁
護
す
る
教
師
と
生
徒

(13) 

タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と

A
支
部
の
関
係
は
断
絶
す
る
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
。
ま
た

M

支
部
、

G
支
部
で
は
支
部
内
の
派
閥
対
立
が
本
部
に
ま
で
持
ち
込
ま
れ
、
本
部
か
ら
裁
定
者
が
派
遣
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
内
紛

(
14
)

(

15
)
 

は
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。
同
様
の
ケ
ー
ス
は
、

S
支
部
、

R
支
部
、

P
支
部
で
も
起
ぎ
た
。
さ
ら
に
、
T
支
部
で
は
、
教
員
宿
舎
で

(16) 

プ
リ
ッ
シ
に
興
じ
て
い
た
教
師
を
宿
舎
か
ら
支
部
長
が
追
放
し
た
こ
と
が
内
紛
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
賭
け
事
は
た
ん
に

一

支
部
で
生
起
し
た
も
の
で
は
な
く
、

た
め
に
一
九
一
二
五
年
―

一
月
末
に
は
最
高
会
議
は
教
員
宅
で
賭
け
事
を
す
る
こ
と
お
よ
び
教
育

(
17
)
 

と
無
関
係
な
目
的
で
教
員
宿
舎
を
貸
与
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
と
い
う
布
告
を
発
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
支
部
で
の
内
紛
は
た
と
え
そ
の
原
因
が
い
か
に
些
細
な
も
の
で
あ

っ
た
に
せ
よ
、

も
な
く
ク
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の

II

秩
序
と
安
寧
＂
の
動
揺
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
本
部
が
、

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
中
央
本
部
が
そ
の

解
決
を
な
し
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
中
央
の
権
威
の
低
下
を
意
味
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
い
う
ま
で

タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
教
師
に
対
し
て
青
年
運
動
へ
加
入
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
と
い
う
布

185 



は
一
九
三
七
年
末
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
総
督
の
会
見
に
よ
り
、

―
つ
は
ス
ト

告
を
発
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
。
こ
の
問
題
の
経
緯
は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。
(18) 

会
議
は
右
の
よ
う
な
決
定
を
下
し
そ
れ
を
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
各
支
部
に
通
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
青
年
運
動
の
主
要
な
対
象
と
さ

れ
た
「
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
青
年
組
織
」
そ
の
他
か
ら
こ
の
布
告
の
理
由
を
問
う
手
紙
が
中
央
に
寄
せ
ら
れ
て
ぎ
た
た
め
、
九
月
に
は

本
部
は
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
一
の
青
年
組
織
に
加
入
し
て
い
る
生
徒
と
教
師
の
間
に
特
殊
な
結
合
関

係
が
生
ず
る
こ
と
は
教
育
上
好
ま
し
く
な
く
、
そ
れ
を
危
惧
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
本
部
は
、
こ

の
措
置
は
純
粋
に
教
育
的
な
見
地
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
、
政
府
の
圧
力
こ
と
に
「
官
公
吏
子
弟
補
助
金
」

K
in
d
e
r
to
el
a
g
e

に
関
連

し
て
の
圧
力
を
受
け
た
か
ら
で
は
な
く
、
ま
た
、
青
年
組
織
が
政
治
運
動
に
か
か
わ
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
も
な
い
と
い
う
こ
と

(
19) 

を
強
調
し
て
い
た
。
「
官
公
吏
子
弟
補
助
金
」
と
は
政
府
が
政
府
官
吏
の
子
弟
に
対
し
て
教
育
補
助
金
を
与
え
る
と
い
う
条
令
（
一

九
三
五
年
二
月
発
令
）
で
あ
っ
た
が
こ
の
湯
合
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
公
立
学
校
、
政
府
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
学
校
、

公
立
学
校
と
同
一
の
資
格
を
有
す
る
私
立
学
校
の
三
種
と
さ
れ
た
。
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
第
三
に
所
属
し
て
い
た
が
、
政
府
は
タ
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
が
こ
の
資
格
を
有
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
各
学
校
に
立
ち
入
り
調
査
を
要
求
し
て
い
た
。
こ
の
問
題

一
九
一二
八
年
以
降
子
弟
を
学
校
へ
送

っ
て
い
る
す
べ
て
の
公
務
員
は
そ
の

学
校
の
種
類
を
問
わ
ず
補
助
金
を
受
け
取
る
権
利
を
有
す
る
者
と
み
な
す
と
い
う
こ
と
で
落
着
し
た
が
そ
れ
ま
で
の
三
年
間
、
こ
の

(
20) 

問
題
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
政
庁
の
間
に
緊
張
を
も
た
ら
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
最
高
会
議
が
先
の
声
明
に
際
し
て

と
く
に
政
府
の
圧
力
云
々
に
触
れ
た
の
は
、
『
プ
サ
ラ
』
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

モ
の
指
導
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
党

P
B
I
:
Partai 
B
a
n
g
s
a
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a

の
批
判
で
、
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
政
府
に
屈
し
て
「
官

(
21) 

公
吏
子
弟
補
助
金
」
を
受
け
入
れ
た
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
っ
は
も
っ
と
厳
し
く
「
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
も
は
や
人
民
の
教

(
2
2
)
 

育
機
関
と
呼
び
え
な
い
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
一二
五
年
八
月
九

~
10
日
の
会
議
で
最
高
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結章 「民主主義と指導性」理念

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
発
生
し
て
い
た
”
秩
序
と
安
寧
“
の
危
機
の
本
質
と
そ
れ
が
発
生
し
て
き
た
由
来
を
デ
ワ
ン
ト
ロ
自
身
は
次

一
九
三
六
年
の
大
会
と
危
機
の
克
服

一
九
一
―
―
六
年
の
大
会
を
中
心
に
み
て
み
よ
う
。

一
九
三
五
年
九
月
の
ク
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
本
部
の
声
明
に
よ
り
こ
の
問
題
は
落
着
し
た
か
に
見
え
た
が
、
同
年
―
二
月
に
は
東
ジ
ャ

ワ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
ジ
ェ
ソ
ガ
ラ
D
j
e
n
g
g
a
l
a
支
部
が
中
央
決
定
に
反
論
す
る
ビ
ラ
を
東
ジ
ャ
ワ
各
地
の
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
支

部
に
送
付
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
ビ
ラ
の
内
容
は
、
最
高
会
議
の
決
定
は
政
府
の
昨
今
の
弾
圧
政
策
に
関
連
し
て
お
り
、

こ
の
決
定
は
、
最
高
会
議
自
身
が
自
ら
の
存
立
原
則
で
あ
る

(23) 

背
い
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
。
フ
サ
ラ
』
編
集
部
は
ジ
ェ
ソ
ガ
ラ
支
部
の
主
張
は
タ
マ
ソ
・
シ
ス

ヮ
外
の
影
響
を
受
け
た
結
果
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
原
則
違
反
云
々
に
つ
い
て
は
＂
生
徒
“
S
a
n
g

A
n
a
k
の
幸
福
を
願
う

と
い
う
根
本
原
則
を
忘
却
し
た
本
末
転
倒
の
議
論
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
退
け
る
と
と
も
に
、
同
支
部
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
ビ
ラ

(24) 

を
配
布
し
た
責
任
を
と
る
よ
う
に
要
求
す
る
一
文
を
『
プ
サ
ラ
』
誌
上
に
掲
げ
た
。

直
接
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
本
部
へ
送
付
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
へ
の
公
式
の
回
答
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
種
の
ビ
ラ

が
本
部
に
通
知
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
自
体
を
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
支
部
の
背
信
行
為
と
み
な
し
、
同
支
部
に
対
し
て
支
部

(25) 

役
員
の
編
成
替
え
を
行
な
う
よ
う
に
示
唆
し
た
。

以
上
略
述
し
た
と
こ
ろ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
一
九
一
―

-0
年
代
半
ば
の
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は
、
そ
の
量
的
拡
大
と
質
的
多
様
化
の
相

互
作
用
の
結
果
と
し
て
内
紛
と
造
反
と
い
う
＂
秩
序
と
安
寧

II

に
対
す
る
重
大
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
事
態
に
対
し
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
自
身
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
た

一
方
最
高
会
議
は
ジ
ェ
ソ
ガ
ラ
支
部
の
ビ
ラ
が

”
自
主
独
立
1
1
k
e
m
e
r
d
e
k
a
a
n

な
い
し

zelfbeschikkingsrecht 
に
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(
2
6
)
 

の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
一
九
三
六
年
の
年
次
大
会
の
直
前
に
彼
は
「
来
た
る
べ
き
大
会
へ
向
け
て
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
最

後
の
呼
び
か
け
」
と
題
す
る
ア
。
ヒ
ー
ル
を
行
な
い
、
そ
の
中
で
当
時
の
状
況
が
＂
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
精
神
"

か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
と
指
摘
し
そ
れ
を
危
機
の
本
質
と
し
て
捉
え
た
の
ち
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生
し
て
き
た
原
因
を
、

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
原
則
に
あ
ら
ざ
る
原
則
が
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
外
側
か
ら
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
求
め
て

い
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
「
票
数
に
基
礎
を
お
く
西
洋
的
民
主
主
義
」
と
こ
れ
に
付
随
し
て
い
る
知
性
主
義

intellectalisrne

で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
外
的
要
因
が
ク
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
本
来
の
＂
き
わ
め
て
聖
な
る
原
則
＂
す
な
わ
ち
”
自
主
独
立
＂
の
原
則
が
、
そ

の
＂
聖
な
る
基
礎
＂
に
立
脚
し
な
い
時
に
こ
の
原
則
に
作
用
し
た
結
果
、
個
人
主
義
、
利
己
主
義
の
感
情
を
生
み
出
し
、
そ
れ
が

fl

我
々
の
力
"
k
e
k
u
a
t
a
n

kita 

け
て
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
、

を
喪
失
さ
せ
か
つ

II

秩
序
と
安
寧
II

を
破
壊
し
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続

タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
こ
の
よ
う
な
状
況
は
彼
自
身
の
抱
懐
す
る
原
則
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
彼

に
対
す
る
信
頼
が
喪
失
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
指
導
者
の
地
位
を
退
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
て
辞
任
の
意
思
を
ほ
の
め
か
す
と
と
も
に
、
き
た
る
大
会
で
そ
の
指
導
性
は
厳
し
い
試
錬
に
さ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い

G27) 

る。
一
九
三
六
年
の
年
次
大
会
は
四
月
一
九
日
か
ら
二
四
日
ま
で
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
本
部
で
開
催
さ
れ
た
。
大

会
は
拡
大
最
高
会
議
（
一
九
l

―10
日
）
、
本
会
議
（
二

0
ー
ニ
ニ
日
）
、
新
拡
大
最
高
会
議
（
二
三
ー
ニ
四
日
）
の
順
序
で
行
な
わ
れ
た
。

拡
大
最
高
会
議

M
a
d
j
e
l
i
s
L
u
h
u
r
 L
e
n
g
k
a
p

は
当
面
す
る
諸
問
題
を
い
く
つ
か
討
議
し
た
が
そ
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
議
題

は
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
辞
任
問
題
で
あ
っ
た
。
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
こ
の
大
会
に
対
し
て
彼
の
発
案
に
な
る
規
約
改
正
案
を
提
出
し
て
お
り
こ

の
提
案
を
行
な
う
一
方
で
辞
任
の
意
思
を
表
明
し
て
い
た
。
拡
大
最
高
会
議
は
、
ま
ず
今
回
の
大
会
が
全
国
大
会
と
し
て
招
集
さ
れ

た
の
で
は
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国
大
会
で
の
み
協
議
し
う
る
規
約
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
現
在
の
異
常

^
k
e
T
a
m
a
n
,
S
i
s
w
a
a
n
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結章 「民主主義と指導性」理念

な
事
態
に
対
す
る
緊
急
措
置
と
し
て
認
め
、
大
会
決
定
後
に

II

信
任
投
票
II

を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
規
約
の
効
力
を
発
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

た
だ
ち
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
辞
任
問
題
に
つ
い
て
の
討
議
に
移
っ
た
。

(28
)
 

こ
の
問
題
に
関
す
る
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
見
解
を
要
約
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

指
導
性
と
は
、
非
難
の
対
象
と
は
な
し
え
な
い

o
n
a
a
n
t
a
s
t
b
a
a
r

も
の
で
あ
り
、
そ
の
地
位
は
規
約
条
項

s
t
a
t
u
t
e
n
の
上
位

に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
も
し
不
信
感

w
a
n
t
r
o
u
w
e
n

が
存
在
す
る
な
ら
ば
指
導
者
は
退
陣
す
べ
き
で
あ
る
。

指
導
者
と
大
衆
の
関
係
は
信
頼
関
係
で
あ
る
。

こ
の
信
頼
関
係
は
”
交
渉
•
取
引
I
J関
係

^
^
n
j
a
n
g

-
n
j
a
n
g
a
n

"

は
な
ら
な
い
（
そ
れ
ゆ
え
に
デ
ワ
ソ
ト
ロ
は
規
約
改
正
が
審
議
さ
れ
る
大
会
に
は
出
席
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
）
。

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
と
い
う
輪
が
、
「
私
（
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
）
な
し
に
回
転
し
」
ま
た
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
事
件
に
よ

っ
て
露
呈
し
た
よ

う
に
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
対
す
る
公
然
た
る
反
逆
が
渦
巻
い
て
い
る
状
況
で
は
、
上
記
い
、
③
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
指
導
者
は
当
然
辞

任
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
状
況
に
対
し
て
有
効
に
対
処
し
え
な
い
最
大
の
理
由
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
が
指
導
性
を
発
揮
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ

デ
ワ
ン
ト
ロ
の
以
上
の
よ
う
な
見
解
は
最
高
会
議
委
員
と
デ
ワ
ソ
ト
ロ
と
の
質
疑
応
答
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
討
論
が
行
な
わ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
結
局
こ
の
会
議
は
次
の
よ
う
な
結
論
を
下
し
た
。

「
最
高
会
議
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
対
し
て
、
彼
の
規
約
改
正
案
が
拒
否
さ
れ
る
以
前
に
は
た
と
え
一
分
間
と
い
え
ど
も
”
一
般
指
導
者
II

の
職
務
を
放
棄
し
な
い
よ
う
に
請
願
す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
本
会
議
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
改
正
案
に
全
面
的
に
同
意
す
る
と
と
も
に

大
会
に
対
し
て
大
会
が
こ
の
改
正
案
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
と
い
う
提
案
を
す
る
。
も
し
大
会
が
こ
の
改
正
案
を
拒
否
す

(
2
9
)
 

る
な
ら
ば
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
最
高
会
議
の
委
員
は
辞
任
す
る
」
。
こ
れ
に
ひ
き
続
い
て
行
な
わ
れ
た
大
会
で
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
改

う
な
制
度
的
保
障
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。

(4) (3) (2) (1) 

で
あ
っ
て

489 



第
二
節

正
案
提
案
説
明
、
最
高
会
議
の
状
況
報
告
、
改
正
案
の
審
議
が
行
な
わ
れ
た
。

改
正
案
の
骨
子
は
、
最
高
会
議
の
権
限
と
く
に
指
導
委
員
会
の
権
限
を
強
め
（
と
く
に
他
の
各
部
門
の
人
選
に
つ
い
て
任
命
権
を

有
す
る
）
、
そ
の
任
務
を
明
記
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
一
般
指
導
者
↓
最
高
会
議
↓
各
支
部
長
↓
支
部

指
導
会
議
へ
と
つ
な
が
る
命
令
系
統
を
任
命
権
の
線
に
沿
っ
て
強
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
各
支
部
(30) 

は
再
び
み
た
び
あ
ら
た
め
て
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
中
央
本
部
に
集
約
す
る
形
で
組
織
的
に
系
列
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。

(
3
1
)
 

大
会
で
の
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
提
案
説
明
は
、
先
の
ア
。
ヒ
ー
ル
の
主
旨
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
前
記
最
高
会
議
に
お
け
る
彼
の
見
解
を

重
ね
て
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
と
く
に
強
調
さ
れ
て
い
た
の
は
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
教
育
理
念
が
指
導
性
の
理
念
と

(32) 

切
り
離
し
え
な
い
と
い
う
点
と
指
導
者
が
規
約
か
ら
自
由
に
指
針
を
決
定
し
う
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

(33) 

こ
の
「
指
導
者
が
規
約
か
ら
自
由
に
指
針
を
決
定
し
う
る
」
点
と
い
う
の
は
、
す
で
に
第

一
章
で
引
用
し
た
一
文
で
あ

っ
た
。

大
会
で
具
体
的
な
討
論
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
結
局
、
大
会
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
”
一
般
指
導
者
“

(
3
4
)
 

と
し
て
の
地
位
を
確
認
す
る
と
と
も
に
そ
の
規
約
改
正
案
を
受
け
入
れ
た
。

こ
の
大
会
を
契
機
に
し
て
ク
マ

ソ
・
シ
ス
ワ
の
内
紛
は
お
さ
ま
り
、

復
さ
れ
た
。
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
指
導
者
と
し
て
の
地
位
は
こ
の
大
会
で
再
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
二
年
後
に
行
な
わ
れ
た
全
国
大
会
で

(35) 

は
II

一
般
指
導
者
＂
は
組
織
的
に
も
最
高
会
議
と
切
り
離
さ
れ
、
最
高
会
議
の
上
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
っ

「
民
主
主
義
と
指
導
性
」
理
念

ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
内
の
”
秩
序
と
安
寧
II

も
ひ
と
ま
ず
は
回

一
九
三
六
年
の
年
次
大
会
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
「
指
導
性
」
と
現
実
の
規
約
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
彼
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結章 「民主主義と指導性」理念

自
身
が
そ
の
理
念
を
明
確
に
示
し
た
と
い
う
大
会
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ソ
と

い
う
概
念
が
設
立
以
来
の
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
の
基
軸
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
再
び
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
西
洋
的
な
規
約
」
と

こ
の
ク
ビ
ジ
ャ
ク
サ
ナ
ア
ソ
と
の
間
に
対
抗
関
係
が
生
じ
た
時
に
は
、
後
者
が
前
者
に
優
越
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
両
者
が
原
理
的
に
ま
っ
た
＜
乖
離
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。

デ
ヮ
ソ
ト
ロ
の
一
九
三
六
年
大
会
に
お
け
る
主
張
は
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
原
理
と
＂
規
約
“
と
の
相
剋
が
い
わ
ば
む
き
出
し
の
形

で
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
自
ら
の
死
に
際
し
て
記
し
た
一
文
は
、
こ
の
原
理
を
再
び
ジ
ャ
ワ
の
文
化
の
文
脈
の
中
で

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
存
在
理
由
と
し
て
説
く
も
の
で
あ

っ
た。

一
九
五
九
年
四
月
二
六
日
に
七

0
歳
で
逝
去
し
た
デ
ワ

ン
ト
ロ
が
記

(

3
6
)
 

し
た
『
民
主
主
義
と
指
導
性
』

D
e
目
を
atie
d
a
n
 L
e
i
d
e
r
s
c
h
念
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
当
時
は
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
に
よ
る
一
九
五

0
年
暫
定
憲
法
の
廃
止
と
一
九
四
五
年
憲
法
へ
の
復
帰
宜
言
が
彼
の
死
の
約
ニ
カ

月
後
に
は
行
な
わ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
五
七
年
当
時
か
ら
唱
え
ら
れ
て
い
た
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」

D
e
m
o
k
r
a
s
i
T
e
r
p
i
m
p
i
n
 

が
、
公
認
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
朝
野
を
問
わ
ず
唱
道
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ

っ
た
。
そ
れ
以
降
タ
マ
ソ
・
シ
ス
ワ
が
こ
の
「
指
導

さ
れ
た
民
主
主
義
」
の
「
先
覚
者
」
と
し
て
そ
の
唱
道
に
こ
れ
努
め
た
の
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
タ
マ

ン
・
シ
ス
ワ
に
お

け
る
指
導
性
の
理
念
は
こ
の
デ
ヮ
ン
ト
ロ
の
「
遺
言
」
で
あ
る
小
著
の
中
で
ほ
と
ん
ど
完
成
さ
れ
た
形
で
定
式
化
さ
れ
て
い
た
。
彼
(37) 

w
a
r
i
s
a
n

と
し
て
書
ぎ
遺
し
た
の
で
あ
る
。

は
い
わ
ば
「
時
代
の
祝
福
」
を
受
け
つ
つ
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
精
髄
を
「
聖
な
る
遺
産
」

^
^
D
e
m
o
k
r
a
t
i
e
 
d
a
n
 L
e
i
d
e
r
s
c
h
a
p
"

は
、
そ
の
ク
イ
ト

ル
か
ら
し
て
先
の
ス
ク

ッ
ト
モ
の

'̂
De
m
o
c
r
a
t
i
c
e
n
 W
i
j
s
h
e
i
d
"

の
イ

ン
ド

ネ
シ
ア
語
訳
を
思
わ
せ
る
と
お
り
、
こ
の
一
文
の
執
筆
時
よ
り
三
五
年
前
に
死
ん
だ
盟
友
ス
タ

ッ
ト
モ
の
思
想
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
に
よ

る
再
展
開
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
い
え
ば
、
先
の
ス
ク
ッ
ト
モ
の
テ
ー
ゼ
「
知
恵
を
と
も
な
わ
な
い
民
主
主
義
は
カ
ク

ス
ト
ロ
フ
ィ
で
あ
る
」

D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
z
o
n
d
e
r
 
w
i
j
s
h
e
i
d
 is 
e
e
n
 
r
a
m
p

を、

ス
デ
ィ
ヨ
ノ
の
テ
ー
ゼ
「
将
来
の
人
民
で
あ
る

〈
聖
な
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導
性
」
の
理
念
は
定
式
化
し
う
る
の
で
あ
る
。

教
師
の
「
明
察
性
」

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

る
子
〉
に
帰
一
せ
よ
」

M
a
n
u
n
g
g
a
l
S
a
n
g
 A
n
a
k
 
tjalon 
R
a
k
j
at 
di 
k
e
m
u
d
i
a
n
 
hari

お
よ
び
「
と
も
に
感
応
し
と
も
に
分
ち
合

う
」

s
a
m
a
r
a
s
a
 
s
a
m
a
 rata

と
い
う
テ
ー
ゼ
と
包
摂
可
能
な
様
式
に
修
正
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は

「
秩
序
と
安
寧
」

ter,

tib 
d
a
n
 darnai

を
率
Q

成
す
る
こ
と
は
、

(28) 

か
れ
て
い
た
。

ひ
と
つ
の
家
族

k
e
l
u
a
r
g
a

を
形
成
す
る
に
等
し
い
、
と
い
う
こ
と
が
次
の
よ
う
な
形
で
説

タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
お
い
て
「
民
主
主
義
と
指
導
性
」
の
理
念
が
樹
立
さ
れ
た
の
は
二
つ
の
時
代
的
要
請
に
応
え
る
た
め
で

―
つ
は
多
数
決
原
理
を
前
提
と
し
て
い
る
西
洋
的
民
主
主
義

d
e
m
o
k
r
a
s
i

setjara 
B
a
r
a
t

が、

多
数
者

の
獲
得
を
目
差

す
運
動
の
過
程
で
絶
え
ず
全
体
の
「
秩
序
と
安
寧
」

tertib
d
a
n
 
d
a
m
a
i
 
を
乱
し
、
分
裂
と
混
乱
を
も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず
、
結
局

強
者
の
支
配
を
招
く
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
、
こ
れ
と
は
別
の
民
主
主
義
を
樹
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
う
―
つ
は
「
等
し
く
分
か
ち
と
も
に
感
応
し
合
う
」
す
な
わ
ち
「
平
等
連
帯
」
と
い
う
理
念
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
西
洋
的

民
主
主
義
の
原
理
か
ら
は
「
等
し
く
分
か
つ
」

s
a
m
a
rata

と
い
う
理
念
を
導
き
出
せ
て
も
「
と
も
に
幸
福
で
あ
る
」

(
39
)
 

s
a
m
a

と
い
う
理
想
は
実
現
さ
れ
え
な
い
。
こ
の
二
つ
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
は
「
民
主
主
義
と
指
導
性
」
と

こ
の
二
つ
の
理
想
を
教
育
理
念
お
よ
び
組
織
原
理
に
結
合
さ
せ
る
こ
と
が
デ
ワ
ン
ト
ロ
自
身
の
任
務
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
教

育
理
念
に
関
し
て
は

"
tut
w
u
r
i
 
a
n
d
a
y
a
n
i
"

と
い
う
ジ
ャ
ワ
語
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
結
実
し
た
。
「
ト
ゥ

ツ
・
ウ
リ
・

ア
ソ
ダ

ャ
ニ
」
と
は
、
教
え
子
の
後
か
ら
つ
き
し
た
が
っ
て
い
く
が
子
供
か
ら
注
意
を
そ
ら
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
後
か
ら
つ
い
て

ゆ
く
こ
と
は
子
供
に
自
由
な
道
を
選
択
さ
せ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
民
主
主
義
で
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
を
指
導
す
る
の
は

(ii) 
い
う
理
念
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

あ
っ
た
。

(i) 

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
師
と
弟
子
と
の
こ
の
よ
う
な
関
係
の
仕
方
に
お
い
て
「
民
主
主
義
と
指

b
a
h
a
g
i
a
a
n
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結章 「民主主義と指導性」理念

次
に
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
先
の
二
つ
の
要
請
に
応
え
る
よ
う
な
組
織
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
こ
で
は
「家
族
的
組
織
」

o
r
g
a
n
i
s
a
s
i
 
k
e
l
u
a
r
g
a
 
と
い
う
理
念
が
樹
立
さ
れ
た
。
こ
こ
に
家
族

k
e
l
u
a
r
g
a

と
は
、
そ
の
語
源
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に

と

w
a
r
g
a

の
合
体
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
k
a
w
u
l
a

と
は

^
^
K
a
w
u
l
a
,
G
u
s
t
i
"

ア

プ

デ

イ

ト

ウ
ア
ソ

る
民

(
k
a
w
u
la)
、
す
な
わ
ち
僕

(
a
b
d
i
)

を
意
味
し
、
自
ら
主

(
t
u
a
n
)

と
認
め
た
者
に
対
し
て
一
身
を
捧
げ
る
義
務
を

負
う
て

指
導
す
る
責
を
負
う
て
い
る
者
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
献
身
と
責
任
分
担
と
い
う
二
つ
の
機
能
が
分
か
ち
が
た
く
結
合
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族
の
成
員
は
同
時
に

a
b
d
i

で
あ
り
ま
た

t
u
a
n

で
あ
り
う
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
奉
仕
な
い
し
献
身
は

何
を
目
差
し
て
行
な
わ
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
先
の

^
^
K
a
w
u
l
a
,
G
u
s
t
i
"

の
一
体
性
、
す
な
わ
ち
家
族
全
体
の
平
和
と
幸
福

k
e
s
e
l
a
r
n
a
t
a
n
 
clan 
k
e
b
a
h
a
g
i
a
a
n

を
達
成
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
「
家
族
の
組
織
」
に
お
い
て
は
先
の

「
平

と
こ
ろ
で
こ
の
組
織
内
で

6
^
s
a
m
a
rasa 
s
a
m
a
 rata
"
 

等
連
帯
」
が
実
現
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
こ
の

を
指
し
、
そ
れ
は
あ
る
こ
と
が
ら
を
決
定
し
こ
れ
を
遂
行
し
ま
た
は

と
い
う
「
社
会
的
正
義
」

k
e
a
d
i
l
a
n
sosial 

の
「
正
義
」
の
内
容
を
把
握
し
そ
の
実
現
の
道
を
指
し
示
す
こ
と
が
で
ぎ
る
者
と
し
て
構
成
員
か
ら
「
信
頼
」

k
e
p
e
r
t
ja j
a
a
n
 

さ
れ
た
指
導
者
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
こ
の
組
織
は
た
ち
ま
ち
ア

ナ
ー
キ
ー
に
お
ち
い

っ
て
し
ま
う
。

「
社
会
的
正
義
」
と
は
「
等
し
く
感
応
し
合
う
」
＾
＾
s
a
m
a
r
a
s
a
"
 

る
能
力
こ
そ
指
導
者
の
「
明
察
性
」

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
組
織
理
念
こ
そ
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
掲
げ
た
「
民
主
主
義
と
指
導
性
」
の
理
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
明
察
性
を
備
え
た

指
導
者
を
二
般
指
導
者
」
＾
＾
p
e
m
i
m
p
i
n
u
m
u
m
"

と
し
て
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
が
定
め
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
理
由
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
い
う
組
織
は
、

い
る
者
を
指
す
。

一
方

w
a
r
g
a

と
は
、
構
成
員

(
a
n
g
g
o
t
a
)

佃

k
a
w
u
l
a
 

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ

＂＂ 

s
a
m
a
 rasa 

6̂
 

を
託

を
も
た
ら
し
う

た
ん
に
組
織

^̂
organisatoris
"

と
し
て
で
な
く
生
き
た
器
官

6̂
or,

（
僕
と
主
）
と
い
う
観
念
に
お
け
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で
、
か
つ
て
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
再
解
釈
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

第
三
節

こ
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
「
民
主
主
義
と
指
導
性
」
の
理
念
に
み
ら
れ
る
の
は
、

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a
,
M
a
n
u
n
g
g
a
l
 
K
a
w
u
l
a
 I
a
n
 
G
u
s
t
i

と
い

う
、
か
つ
て
の
観
念
体
系
が
、
そ
の
バ
ラ
ダ
イ
ム
を
不
変
の
ま
ま
で
、
民
族
国
家
に
お
け
る
秩
序
創
出
・
維
持
の
論
理
と
し
て
再
定

式
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

w
i
t
j
a
k
s
a
n
a

は
、
指
導
者
の
行
使
す
る

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n
(
w
i
j
s
h
e
i
d
)

で
あ
り
、

r
n
a
n
u
n
,

g
g
a
l
 
(
帰
一
）
と
は
人
民
が
こ
の
指
導
者
の

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

に
感
応

rasa

す
べ
く
発
揮
す
る
人
民
自
身
の

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

に

よ
っ
て
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
指
導
者
も
ま
た
人
民
に
合

一
す
る
こ
と
に
お
い
て
そ
の

〈
聖
な
る
意
思
〉
に
感
応
す
る
と
い
う
形

こ
の
よ
う
な
政
治
思
想
に
し
た
が
え
ば
、
〈
神
の
声
〉
と
し
て
の
〈
人
心
の
あ
り
か
〉
は
、
個
々
の
人
民
が
選
挙
を
通
じ
て
代
表

を
選
ぶ
と
い
う
「
西
洋
的
民
主
主
義
」
の
手
続
き
を
踏
む
こ
と
な
し
に
、
顕
現
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
「
西
洋
的
民
主

主
義
」
を
も
っ
て
正
統
性
原
理
と
す
る
こ
と
が
ジ
ャ
ワ
的
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
的
）
方
法
に
敵
対
す
る
と
い
う
主
張
、
「
西
洋
的
民
主

主
義
」
は
個
人
主
義
•
利
己
主
義
・
物
質
万
能
主
義
と
い
う
無
秩
序
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
る
と
す
る
主
張
の
根
拠
を
な
す
も
の
と

な
る
の
で
あ
る
。

さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
独
立
す
る
に
際
し
て
定
め
た
国
是
（
パ
ン
チ
ャ
・
シ
ラ
）
の
要
諦
は
こ
の
よ
う
な
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
上
に
成
立
し
て
い
た
。
そ
の
第
一
項
に
唱
わ
れ
て
い
る
「
神
へ
の
信
仰
」
と
い
う
場
合
の
「
神
」

T
u
h
a
n
j
a
n
g
 M
a
,
 

h
a
 E
s
a

は
、
神
智
学
の
い
う
す
べ
て
の
宗
教
に
共
通
す
る
神
性
と
共
鳴
関
係
に
立
つ
「
神
」
で
あ
り
、
国
際
主
義

・
民
族
主
義
・
民

ス
カ
ル
ノ
の

g
a
n
i
s
"

と
し
て
機
能
し
え
た
の
で
あ
る
。

「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
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結章

錐
を
内
包
し
て
い
る
大
円
錐
に
み
た
て
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

「民主主義と指導性」理念

(iij) 

こ
の
こ
と
は
、
す
べ
て
の
要
素
が
ス
カ
ル
ノ
と
い
う
中
心
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
、
存
在
の
様
式
を
賦
与
さ
れ
る
と
い
う

a) 

こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
に
は
ス
カ
ル
ノ
を
頂
点
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ニ
ラ
ル
キ
ー
が
顕
現
す
る
。

こ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
い
て
機
能
す
る
原
理
は
、
権
力
の
頂
点
と
の
遠
近
に
つ
い
て
の
測
定
黙
覚
な
ら
び
に
そ
の
頂
点
か

ら
賦
与
さ
れ
た

一
定
の
権
限
の
行
使
の
範
囲
に
つ
い
て
の
、
そ
れ
ぞ
れ
各
層
の
序
列
に
お
け
る
測
定
黙
覚
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
序

列
は
そ
れ
ぞ
れ
小
円
錐
を
構
成
し
、
そ
の
小
円
錐
に
お
い
て
も
同
様
の
原
理
が
機
能
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
体
系
は
無
数
の
小
円

ま
た
こ
の
測
定
感
覚
は
、
す
で
に
述
べ
た

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
体
系
は
「
k
e
b
i
d
 j
a
k
s
a
n
a
a
n
 

(ii) 
さ
れ
る
。
m
ス
カ
ル
ノ
は
異
質
な
要
素
を
統
合
す
る
そ
の
中
心
で
あ
る
。
す
べ
て
の
異
質
の
要
素
は
、

(
4
0
)
 

収
緻
す
る
。
c
^
B
h
i
n
n
e
k
e
T
u
n
g
g
a
l
 
I
ka
"
 

そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

こ
。
t
 

主
主
義

・
社
会
主
義
の
追
究
と
い
う
精
神
は
、
あ
げ
て
「
聖
な
る

一
点
」
に
集
中
し
そ
こ
か
ら
再
び
発
露
す
る
と
い
う
構
造
に
よ
っ

て
、
具
体
化
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
カ
ル
ノ
の
要
約
に
し
た
が
え
ば
、
パ
ン
チ
ャ

・
シ
ラ
の
精
髄
は
「
ゴ
ト
ン

・
ロ
ヨ

ン」

^̂
g
o
t
o
n
g
 
r
o
j
o
n
g
"

と
い
う
相
互
扶
助
精
神
に
あ
る
と
さ
れ
た
が
、

を
意
味
し
た
。
こ
こ
で
は
、
「
乎
等
連
帯
」
が
つ
ね
に
実
現
し
、
同
時
に
そ
れ
は
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
い
う
「
家
族
」
に
お
い
て
機
能

す
る
諸
原
理
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

「
ス
カ
ル
ノ
体
制
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
構
造
は
、
こ
の
よ
う
な
原
理
が
政
治
の
場
に
お
い
て
十
全
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

（
多
様
な
も
の
が
ひ
と
つ
に
な
る
）
と
い
う
標
語
は
、

そ
れ
は
、

の
体
系
」

ス
カ
ル
ノ
と
い
う
中
心
に
向
っ
て

ス
カ
ル
ノ
の
存
在
に
お
い
て
実
現

村
落
共
同
体
の
理
念
型
が
国
家
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
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(vi) 

人
民
は
、
こ
の
ヒ
ニ
ラ
ル
キ
ー
か
ら
疎
外
さ
れ
、
人
民
と
い
う
概
念
と
し
て
存
在
す
る
。
人
民
が
こ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
接

(42) 

続
す
る
の
は
次
の
よ
う
な
様
式
に
お
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
大
円
錐
の
頂
点
に
存
在
す
る
ス
カ
ル
ノ
は
〈
人
民
の
代
弁
者
〉

p
e
n
j
a
m
,

b
u
n
g
 
lid
a
h
 
r
a
k
j
at

と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
こ
の
〈
人
民
の
代
弁
者
〉
は
人
民
と
一
対
一
の
関
係
で
対
応
し
、
相
互
に
感
応
し
合

う
。
そ
し
て
そ
の
感
応
し
た
と
こ
ろ
を
、

し
て
、
人
民
は
ヒ
エ
ラ
ル
キ

ー
の
総
体
を
包
摂
す
る
と
と
も
に
、

る
か
ら
で
あ
る
と
観
念
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

能
力
〉
の
上
に
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
〈
感
得
能
力
〉
は
聖
な
る
力
で
あ
り
、
そ

の
純
粋
型
に
お
い
て
は
、

そ
の
結
果
、

観
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

し
た
こ
と
を
啓
ホ
す
る
こ
と
と
は
ま

っ
た
＜
重
な
り
合
う
こ
と
に
な
る
。

(v) 
あ
る
。

~v) 
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
れ
が
外
見
上
い
か
ほ
ど
「
近
代
官
僚
制
」
の
様
式
を
ま
と
っ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
こ
を
循
環
す

z
a
k
e
l
i
j
k
h
e
i
d

と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ

k
e
b
i
d
 ja
k
s
an
a
a
n
 

「
運
用
の
妙
」
、
「
明
察
」
、
「
有
無
相
通
」
、
「
融
通
無
碍
」
等
の
日
本
語
の
い
ず
れ
で
も
表
現
で
き
る
が
、
正
確
に
は
そ
の

い
ず
れ
で

こ
の
こ
と
を、

ス
カ
ル
ノ
は
〈
人
民
の
意
思
〉
と
し
て
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
循
環
せ
し
め
る
。
こ
の
よ
う
に

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
と
直
接
に
〈
上
か
ら
〉
連
結
さ
れ
る
の
で

ス
カ
ル
ノ
が
〈
人
民
の
代
弁
者
〉
た
り
う
る
の
は
、
彼
が
自
ら
の

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

に
よ

っ
て
、
人
民
の
意
思
を
感
得
し
う

ス
カ
ル
ノ
自
身
の
権
力
の
正
統
性
が
あ
げ
て
彼
の
こ
の
〈
感
得

ス
カ
ル
ノ
の
内
部
に
人
民
が
実
在
す
る
と
い
う
様
式
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
い
に
は
ス
カ

ル
ノ
自
身
が
人
民
に
な
る
。

先
の
図
式
で
い
え
ば
、

"
•
M
a
n
u
n
g
g
a
l

S
u
k
a
r
n
o
 
I
a
n
 
R
a
k
j
a
t
"

と
し
て

ス
カ
ル
ノ
が
〈
人
民
の
意
思
を
代
弁
す
る
〉
こ
と
と
、
彼
が
あ
る
法
悦
的
状
況
に
お
い
て
獲
得

ス
カ
ル
ノ
自
身
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
が
極
点
に
達
し
つ
つ

も
な
い
も
の
）
で
あ
る
。

る
の
は
「
怒
り
も
興
奮
も
な
く
事
務
を
処
理
す
る
」
と
い
う

6
 ，
 

（
そ
れ
は
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結章 「民主主義と指導性」理念

ス
カ
ル
ノ
が
人
民

R
a
k
j
a
t

あ
っ
た
一
九
六
三
年
八
月
一
七
日
の
独
立
記
念
式
典
の
演
説
の
一
節
で
あ
る
。
「
民
の
声
は
神
の
声
」
で
あ
る
こ
と
を
顕
現
す
る
と

い
う
意
味
で
「
民
主
主
義
」

k
e
,
R
a
k
j
a
t
,
a
n

で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
ス
カ
ル
ノ
の

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
る

と
い
う
意
味
で
「
指
導
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
念
の
構
造
を
、
こ
の
一
節
は
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
示
し
て
い
る
と
い
え
よ

「
…
・
:
（
毎
年
八
月
一
七
日
の
集
会
に
お
い
て
）
私
は
ひ
と
つ
の
対
話
を
行
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
誰
と
の
対
話
か
。
人
民

R
a
k
j
a
t
と
の
対
話
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
と
人
民
と
の
直
接
の
応
答
で
あ
り
、
私
自
身
と
私
の
分
身
と
の
直
接
の
応
答
で
あ
る
。
そ

れ
は
人
間
ス
カ
ル
ノ

S
u
k
a
r
n
o
,
m
a
n
u
s
i
a

と
人
民
ス
カ
ル
ノ

S
u
k
a
r
n
o
,
R
a
kjat

の
応
答
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
質
的
に
一
人
で
あ
る
二
人
の
仲
間
の
間
の
応
答
で
あ
る
。

ま
さ
に
そ
の
ゆ
え
に
こ
そ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
か
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
か
ボ
ゴ
ー
ル
で
か
あ
る
い
は
タ
ン
パ
ク
サ
リ
ン
で
か
、

こ
の
八
月
一
七
日
の
演
説
草
稿
を
準
備
す
る
た
び
ご
と
に
私
は
た
ち
ま
ち
も
の
に
と
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の

と
き
私
の
身
体
中
に
不
思
議
な
力
が
み
な
ぎ
り
、
思
考
と
感
情
が
、
精
神
と
熱
情
と
が
渦
巻
き
溢
れ
で
る
。
そ
の
と
き
、
聖
な
る

森
羅
万
象
が
私
の
体
内
で
律
動
し
炎
上
し
ま
た
躍
動
す
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
私
に
は
火
も
な
お
熱
か
ら
ず
大

海
も
な
お
深
か
ら
ず
夜
空
の
星
で
す
ら
な
お
高
か
ら
ず
思
え
る
の
で
あ
る
。

七
日
の
演
説
に
お
い
て
こ
そ
私
は
あ
ば
ら
屋
に
住
む
者
露
店
に
商
な
う
者
田
や
畑
で
働
く
者
、
こ
れ
ら
の
自
ら
語
る
こ
と
の
で
き

(43) 

な
い
者
た
ち
の
そ
の
代
弁
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
：
．．．． 
」。

先
に
閏
で
述
べ
た
こ
と
が
ら
が
、
こ
の
章
句
に
は
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
繰
り
返
し
て
述
べ
れ
ば
、

う゚

の
間
の
応
答
で
あ
り
、

と
も
に
闘
う
仲
間
の
間

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
八
月
一
七
日
の
演
説
は
私
に
と

っ
て
諸
君
と
の
対
話
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
八
月
一

の
意
思
ー
ー
人
民
は
「
自
ら
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
」
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
ー
を
明
察
す
る
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そ
の
経
緯
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
考
察
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

能
力

k
e
b
i
d
j
a
k
s
a
n
a
a
n

に
お
い
て
卓
絶
し
て
い
る
と
い
う
点
、

き
「
人
民
の
代
弁
者
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
こ
そ
「
偉
大
な
る
指
導
者
」

P
e
m
i
m
p
i
n

B
e
s
a
r

と
し
て
の
正
統
性
を
賦
与
さ

れ
て
い
る
と
い
う
構
図
と
、
そ
し
て
、

の
み
可
能
で
あ
る
と
い
う
構
図
が、

ス
カ
ル
ノ
自
身
の
別
の
言
葉
に
し
た
が

っ
て
い
え
ば
、
彼
が
比
類
な

ス
カ
ル
ノ
に
と
っ
て
人
民
と
は
彼
自
身
の
内
部
に
実
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
（
す
な
わ
ち
本

質
的
に
一
人
で
あ
る
二
人
）
、
そ
の
実
在
す
る
人
民
に
到
達
す
る
の
は
、
あ
る
宗
教
的
法
悦
の
境
地
に
自
ら
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て

(

4
4
)
 

み
ご
と
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

デ
ワ
ン
ト
ロ
に
お
け
る
「
民
主
主
義
と
指
導
性
」
の
概
念
と
以
上
に
み
て
き
た
ス
カ
ル
ノ
に
お
け
る
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」

の
概
念
が
、
相
似
形
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
の
ジ
ャ
ワ
文
化
に
お
け
る
「
読
み
替
え
」
の
構
造
と

し
か
し
、
デ
ワ
ン
ト
ロ
と
ス
カ
ル
ノ
の
間
に
は
差
異
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
デ
ワ

ソ
ト
ロ
が
「
家
族
」
的
秩
序
の
創
設
原
理
に
お

い
て
人
民
を
配
置
し
た
の
に
対
し
、

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ス
カ

ル
ソ
の
人
民
は
、

つ
ね
に

〈革
命
性
〉
に
み
ち
て
い
た
。
人
民
は

〈
動
的
〉
で
〈革
命
的
〉

で
あ
り
、
た
え
ざ
る
破
壊
と
た
え
ざ
る
創
造
と
を
ス
カ
ル
ノ
に
命
じ
て
い
る
あ
る
聖
な
る
意
思
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
た
。
ス
カ
ル

(
45
)
 

ノ
は
人
民
に
よ

っ
て
囲
統
さ
れ
た
球
体
の
中
心
に
あ

っ
て
、
球
体
の
回
転
方
向
を
指
示
す
る
（
「
代
弁
す
る
」
）
。
か
く
て
こ
の
球
体

は
、
球
心
と
球
環
の
位
置
関
係
は
不
変
の
ま
ま
で
、
永
久
に
回
転
し
つ
づ
け
る
。
ス
カ
ル
ノ
に
冠
せ
ら
れ
た
別
の
重
要
な
称
号
で
あ

る

〈革
命
の
偉
大
な
指
導
者
〉
と
は
、
こ
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
う
る
運
動
体
の
指
導
者
を
示
す
名
称
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
人
民
運
動

の
過
程
で
成
立
し
た
人
民
と
は
、
こ
の
よ
う
な
人
民
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
、

ス
カ
ル
ノ
の
基
底
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ヮ
ソ
ト
ロ
と
ス
カ
ル
ノ
は
と
も
に
同
一
の
概
念
構
造
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
、

k
e
b
i
,
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(
3
7
)

『
プ
サ
ラ
』
一
九
五
九
年
四
月
号
は
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
死
を
悼
む
巻
頭
言
の
中
で
こ
の
論
文
が
た
ん
に
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
民
に
と
っ
て
価
値
あ
る
「
遺
産
」

w
a
r
i
s
a
n
で
あ
る
と
述
ぺ
て
い
る
0

P
u
s
a
r
a
、
V
o
l
.
2
0
,
 N
o
.
 
4
,
 A
p
r
i
l
 1
9
5
9
,
 p
.
 1. 

(38)K•H•Dewantara

, 

D
e
m
o
k
r
a
s
i
 d
a
n
 L
e
i
d
e
r
s
c
h
a
p
,
0
p
.
 cit
., 
p
p
.
 
4
,
1
6
.
 

(

3

9

)

こ
の
二
つ
の
問
題
提
起
の
う
ち
第
一
の
も
の
は
キ
・
ス
ク
ッ
ト
モ
・
ス
リ
ヨ
ク
ス
モ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
第
二
の
も
の
は
マ
ス
・
マ
ル
コ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

と
デ
ワ
ン
ト
ロ
は
こ
の
中
で
明
記
し
て
い
る
。

ibid
.、
p
p
.
5
,
8
.
 

(
4
0
)

た
と
え
ば
次
の
ギ
ア
ツ
の
指
摘
を
参
照
。

C
.
G
e
e
r
t
z
,
'
T^
h
e
 
Politics 
of 
M
e
a
n
i
n
g
," 
C
u
l
t
u
r
e
 a
n
d
 
Politics 
i
n
 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
,
 Ithaca 
a
n
d
 

L
o
n
d
o
n
,
 
1
9
7
2
,
 p
p
.
 
3
2
1
,
3
2
2
.
 

(

4

1

)

周
知
の
よ
う
に
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
は
軍
、
官
僚
、
政
党
の
頂
点
に
立
つ
者
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

(

4

2

)

〈
人
民
の
代
弁
者
〉
と
は
ス
カ
ル
ノ
が
自
ら
の
唯
一
の
墓
碑
銘
と
し
て
選
ん
だ
言
葉
で
あ
る
。

S
u
k
a
r
n
8
,
A
n
 A
u
t
o
b
i
o
g
r
a
p
h
y
 
a
s
 
told 
to 
C
i
n
d
y
 

A
d
a
m
s
,
 G
u
n
u
n
g
 A
g
u
n
g
,
 Ho
n
g
k
o
n
g
,
 19
6
5
,
 p
.
 
3
1
2
.
 

(
4
3
)
S
u
k
a
r
n
o
,
 Di
b
a
w
a
h
 B
e
n
d
e
r
a
 R
e
v
o
l
u
s
i
,
 Vo
l
.
 2
,
 P
a
n
i
t
y
a
 P
e
n
e
r
b
i
t
 
D
i
b
a
w
a
h
 B
e
r
d
e
r
a
 R
e
v
o
l
u
s
i
,
 Dj
a
k
a
r
t
a
,
 19
6
5
,
 p
p
.
 
5
2
5
,
5
2
6
.
 

(

4

4

)

「
人
民
」

R
a
k
j
a
t

が
聖
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
ス
カ
ル
ノ
に
よ
っ
て
さ
か
ん
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
と
ス
カ
ル
ノ
の
「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」

が
唱
道
さ
れ
る
の
と
は
ほ
ぽ
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
い
ま
一
九
五

0
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
の
一
五
年
間
に
つ
い
て
八
月
一
七
日
の
ス
カ
ル
ノ
の
「
独
立
記
念
日

演
説
」
を
材
料
と
し
て
そ
の
中
で
「
人
民
」

R
a
k
j
a
t
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
回
数
（
但
し
「
人
民
評
議
会
」

D
e
w
a
n
P
e
r
w
a
k
i
l
a
n
 
R
a
k
j
a
t

の
よ
う
に
特
定

の
機
関
名
に
「
人
民
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
）
を
集
計
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
数
字
が
え
ら
れ
る
。

一
九
五
0
年
一
回
、
一
九
五

一
年
三
回
、
一
九
五
二
年
四
回
、
一
九
五
三
年
二
回
、
一
九
五
四
年
二
回
、
一
九
五
五
年
八
回
、
一
九
五
六
年
二
九
回
、

一
九
五
七

年
六
回
、
一
九
五
八
年
三
一
回
、
一
九
五
九
年
六

0
回
、
一
九
六

0
年
六
七
回
、
一
九
六
一
年
―
―
七
回
、
一
九
六
二
年
六
三
回
、
一
九
六
三
年
五
六
回
、
一
九
六

四
年
一

0
三
回
。

こ
れ
ら
は
「
人
民
」
と
い
う
語
を
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
前
後
の
文
脈
を
顧
慮
せ
ず
単
に
数
え
あ
げ
た
数
字
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
五
0
年
代
末
以

降
ス
カ
ル
ノ
が
演
説
中
で
「
人
民
」
に
つ
い
て
語
る
回
数
が
著
し
く
増
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
な
お
表
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
押
川
典
昭
氏
の
御
助
力
を
仰
い

だ
）
°
表
の
作
成
に
当
た
っ
て
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

S
u
k
a
r
n
o
,
D
i
b
a
w
a
h
 B
e
n
d
e
r
a
 R
e
v
o
l
u
s
i
,
 Vo
l
.
 2
,
 p
p
.
 
9
9
,
5
9
8
.
 

(

4

5

)

中
心
と
円
現
な
い
し
球
心
と
球
体
と
い
う
位
置
関
係
に
つ
い
て
の
概
念
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
一
九
三
六
年
の
デ
ワ
ン
ト
ロ
の
見
解
す
な
わ
ち
「
ク
マ
ン

・
シ

ス
ワ
と
い
う
輪
が
私
（
デ
ワ
ソ
ト
ロ
）
な
し
に
回
転
す
る
」
と
い
う
見
解
に
も
表
明
さ
れ
て
い
る
（
本
章
の
第
二
節
参
照
）
。
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資料一 『もし私がオランダ人であったならば』

近
頃
の
新
聞
紙
上
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
独
立
一

0
0周
年
を
祝
う
た
め
の
一
大
祭
典
を
催
す
こ
と
に
関
す
る
記
事
が
大
々
的
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
国
の
す
べ
て
の
住
民
は
、
た
と
え
オ
ラ
ソ
ダ
が
当
時
の
独
立
諸
国
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
後
塵
を
拝
す
る
国
で
あ
る
と
い
え

ど
も
、
オ
ラ
ン
ダ
が
き
た
る
一
一
月
を
も
っ
て
君
主
王
国
と
し
て
成
立
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一

0
0年
が
経
過
し
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

こ
の
来
た
る
べ
ぎ
祭
典
に
つ
い
て
、
そ
の
妥
当
性
の
観
点
か
ら
い
く
つ
か
の
こ
と
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
祭
典
そ
の
も
の
が
、
オ
ラ
ン
ダ

人
の
父
祖
た
ち
が
そ
の
英
雄
的
行
為
に
よ
っ
て
創
り
あ
げ
た
国
家
に
対
す
る
彼
ら
の
愛
国
の
感
情
を
十
分
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
き
た
る
祭
典
で
記

一
世
紀
前
に
オ
ラ
ン
ダ
人
が
自
ら
を
外
国
人
の
支
配
か
ら
解
放
し
彼
ら
自
身
の
国
家
を
樹
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私

も
祖
国
の
歴
史
に
と
っ
て
栄
光
あ
る
日
を
祝
お
う
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
愛
国
心
を
容
易
に
感
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
な
ら
ば
私
も
ま
た
愛
国

者
で
あ
っ
て
、
そ
の
祖
国
を
愛
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
よ
う
に
、
私
も
私
の
祖
国
を
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
ほ
ど
愛
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
大
切
な
民
族
の
日
を
祝
い
う
る
と
は
、
何
た
る
よ
ろ
こ
び
何
た
る
し
あ
わ
せ
で
あ
ろ
う
か
！

ラ
ン
ダ
人
に
な
れ
た
な
ら
、
そ
れ
も
名
目
上
の
オ
ラ
ン
ダ
人
で
な
く
、
す
べ
て
の
外
国
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
11

偉
大
な
る
オ
ラ
ン
ダ
国
“
の
真
実

の
国
民
に
な
れ
た
な
ら
、
そ
れ
は
何
と
楽
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
来
た
る
一
―
月
の
祭
典
が
私
の
長
ら
く
待
ち
望
ん
で
い
た
独
立
式
典
の
日

で
あ
っ
た
な
ら
そ
れ
は
何
と
愉
快
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
オ
レ
ン
ジ
色
の
リ
ボ
ソ
の
ゆ
わ
え
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
王
国
の
三
色
旗
の

は
た
め
く
の
を
目
に
す
る
こ
と
は
い
か
に
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
声
の
涸
れ
尽
く
す
ま
で

If

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ナ
“
と
If

聖
な
る
オ
ラ
ソ

ダ
の
血
II

の
歌
を
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
た
び
に
歌
い
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
そ
の
祭
典
の
盛
大
な
こ
と
を
誇
り
と
し
、
教
会
で
神
の
慈

念
さ
れ
る
こ
と
は
、

な
い
。

資
料

『
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
』

も
し
私
が
例
え
一
時
た
り
と
も
、
オ
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祝
典
を
行
な
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

愛
に
感
謝
を
捧
げ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
力
が
こ
の
植
民
地
に
お
い
て
も
つ
ね
に
確
か
な
も
の
で
あ
り
そ
の
偉
大
さ
が
植
民
地
に
お
い
て
も
確
か
に
維
持
さ

4
 ゜

れ
て
い
く
よ
う
に
と
神
に
祈
り
を
捧
げ
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
そ
の
た
め
に
こ
の
東
イ
ン
ド
に
い
る
す
べ
て
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
寄
付
を
仰
ぐ
で
あ
ろ
う
。

5

そ
れ
は
た
ん
に
式
典
を
祝
う
た
め
に
の
み
で
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
の
自
由
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
コ
リ
ン
の
＂
海
軍
強
化
の
計
画
＂
を
支
援
す
る

た
め
に
も
行
な
う
の
で
あ
る
。
私
は
…
…
し
か
り
私
は
、
も
し
私
が
オ
ラ
ソ
ダ
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
さ
ら
に
何
を
私
が
行
な
う
か
自
分
で
は
も
は

や
わ
か
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
私
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
。
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
私
に
は
と
て
も
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
確
か
に
私
は
、
き
た
る

独
立
式
典
が
で
き
る
限
り
広
範
に
と
り
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
は
、
こ
の
国
の
住
民
が
そ
の
式
典
に
参
加
す
る
こ
と
を

認
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
私
は
む
し
ろ
、
そ
の
祝
祭
の
場
所
で
わ
れ
わ
れ
の
独
立
を
わ
れ
わ
れ
が
慶
賀
し
て
い
る
の
を
原
住
民
が
た
と
え
ひ
と

り
た
り
と
も
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
そ
の
場
所
に
垣
根
を
め
ぐ
ら
す
で
あ
ろ
う
。

私
の
考
え
で
は
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
（
こ
こ
で
は
私
は
依
然
と
し
て
観
念
上
オ
ラ
ン
ダ
人
な
の
で
あ
る
が
）
土
着
住
民
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
の
祖

国
と
民
族
の
独
立
を
祝
う
よ
う
に
す
す
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
ん
に
適
切
で
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
見
苦
し
い
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
ず
何
よ

り
も
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
の
名
誉
心
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
ば
わ
れ
わ
れ
は
、
現
に
わ
れ
わ
れ
が
支
配
し
て
い
る
国
で
わ
れ
わ
れ
の
独

立
を
祝
う
か
ら
で
あ
る
。

一
0
0
年
前
に
わ
れ
わ
れ
は
外
国
人
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
歓
喜
の
念
で
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

れ
を
今
わ
れ
わ
れ
が
支
配
し
て
い
る
人
々
の
目
前
で
行
な
お
う
と
し
て
い
る
。
彼
ら
も
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
と
同
様
に
、
彼
ら
自
身
の
独
立
を
祝
福
す

る
時
が
訪
れ
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
土
着
住
民
は
わ
れ
わ
れ
の
統

治
の
結
果
そ
の
精
神
を
ま
っ
た
＜
喪
失
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
で
も
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
考
え
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
わ
れ
わ

れ
は
自
己
欺
隔
を
お
か
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
ば
す
べ
て
の
民
族
は
例
え
い
か
に
未
開
で
あ
る
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
植
民
地
支
配
を

拒
否
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
私
は
わ
れ
わ
れ
自
身
が
そ
の
独
立
を
剥
奪
し
て
い
る
国
で
、
独
立
の

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
土
着
民
に
対
し
て
祝
典
の
た
め
の
寄
付
を
押
し
付
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
正
し
く
な
い
ば
か
り
で
な
く
適
当
な
こ



資料一 『もし私がオランダ人であったならば』

と
で
も
な
い
。
こ
の
地
で
祝
典
を
挙
行
す
る
と
い
う
思
想
自
体
が
す
で
に
彼
ら
を
侮
辱
し
て
余
り
あ
る
と
い
う
の
に
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
た
め
に
あ

ま
つ
さ
え
彼
ら
の
ボ
ケ
ッ
ト
か
ら
金
を
盗
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
ま
さ
に
彼
ら
へ
の
精
神
的
物
理
的
な
侮
屏
で
あ
る
。

こ
の
東
イ
ソ
ド
で
祭
典
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
い
か
な
る
利
益
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
れ
が
民
族
の
歓
喜
を

表
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
こ
の
植
民
地
で
行
な
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
地
の
人
々
の
心
を
傷
つ
け
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
わ
れ
わ
れ
は
、
政
治
的
権
力
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
そ
れ
は
、
現
に
こ
の
東
イ
ン
ド

の
地
で
人
々
が
ま
さ
に
覚
醒
し
は
じ
め
そ
し
て
自
ら
を
組
織
し
は
じ
め
た
と
彦
に
、
そ
の
彼
ら
に
対
し
て
や
が
て
彼
ら
が
祝
う
ぺ
き
独
立
の
祭
典
に

つ
い
て
そ
の
手
本
を
示
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
っ
た
く
お
ろ
か
な
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ

が
無
意
識
の
う
ち
に
彼
ら
の
将
来
の
独
立
に
対
す
る
希
望
と
欲
求
と
を
覚
醒
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
は
か
ら
ず
も
彼
ら
に
対
し
て
次
の

よ
う
に
叫
ん
で
い
る
。
「
み
よ
。
い
か
に
し
て
わ
れ
わ
れ
が
自
ら
の
独
立
を
祝
う
か
を
。
独
立
を
愛
せ
。
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
、

や
が
て
―
一
月
が
や
っ
て
き
て
独
立
の
祝
祭
が
行
な
わ
れ
た
な
ら
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
者
た
ち
は
た
い
へ
ん
危
険
な
政
策
を
と
っ
た
こ
と
に
な

る
。
私
は
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
そ
の
責
任
の

一
端
を
に
な
う
こ
と
を
欲
し
な
い
。

独
立
を
獲
得
し

だ
か
ら
、
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
記
念
祭
典
を
行
な
う
と
い
う
要
求
に
対
し
て
抵
抗
す
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
あ
ら
ゆ
る

新
聞
紙
上
で
そ
れ
を
行
な
う
と
願
う
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
記
す
だ
ろ
う
。
私
は
す
べ
て
の
私
の
仲
間
た
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
植
民
者
に
対
し
て
、

い
ま
独
立
祝
典
を
挙
行
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
喚
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
し
て
、
す
で
に
わ
れ
わ
れ
に
従
わ
な
い
と
い
う
勇
気

を
示
し
は
じ
め
て
い
る
東
イ
ン
ド
の
住
民
た
ち
の
感
情
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
忠
告
す
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
持
て
る
力
の
す
べ
て
を
、
そ
の
た
め

に
尽
く
す
で
あ
ろ
う
。

あ
あ
、
し
か
し
、
…
…
私
は
オ
ラ
ン
ダ
人
で
は
な
い
。
私
は
、
た
だ
、
熱
帯
に
住
む
有
色
人
種
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
オ
ラ

ソ
ダ
の
植
民
地
の
土
着

民
の
ひ
と
り
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
私
は
、
抵
抗
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

何
故
な
ら
ば
も
し
私
が
抵
抗
す
れ
ば
私
は
か
な
ら
ず
彼
ら
の
怒
り
に
触
れ
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
私
の
国
の
支
配
者
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
を
侮
局
し

た
人
民
が
い
か
に
幸
せ
で
あ
る
か
を
し
か
と
見
よ
！
」
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さ
あ
も
う
十
分
だ
、
風
刺
は
こ
こ
ま
で
と
し
よ
う
。

た
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
私
の
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
私
に
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
な
い
。
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
な

ら
ば
、
や
は
り
私
も
ま
た
東
イ
ン
ド
の
人
民
を
侮
蔑
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

彼
は
ま
た
女
王
陛
下
に
対
し
て
不
敬
を
慟
い
た
と
し
て
告
発
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
行
為
は
、
決
し
て
容
赦
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
私
は
女
王
陛
下
に
つ
ね
に
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
植
民
地
の
土
着
民
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
私
は
そ
れ
に
抵
抗
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
反
対
に
私
は
祝
典
に
参
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
寄
付
の
徴
収
が
行
な
わ
れ
る
な
ら

ば
、
例
え
私
の
生
計
費
の
半
分
が
そ
の
た
め
に
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
私
は
そ
の
寄
付
に
応
ず
る
で
あ
ろ
う
、
蘭
領
東
イ
ソ
ド
の
植
民
地
住

民
と
し
て
、
わ
が
主
人
の
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
独
立
式
典
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
私
の
義
務
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
は
ま
た
、
女
王
陛
下
を
主
と

し
て
頂
く
こ
の
国
の
他
の
住
民
た
ち
に
対
し
て
、
そ
の
祝
典
に
参
加
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
そ
の
祝
典
は
純
粋
に
オ
ラ

ン
ダ
人
の
た
め
の
祝
典
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
は
オ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
忠
誠
を
示

す
絶
好
の
機
会
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
と
楽
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
神
よ
、
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
な
い
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
！

こ
の
論
文
の
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
独
立
の
一
世
紀
を
祝
う
と
い
う
思
想
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
彼
ら
の
祖
国
に
対
す
る
中
証
誠
心
を
示
す

機
会
を
作
る
と
い
う
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
し
て
、
彼
ら
が
民
族
の
式
典
を
祝
う
こ
と
に
関
す
る
限
り
私
は
い
さ
さ
か

も
嫉
視
す
る
い
わ
れ
は
な
い
、
そ
の
際
に
私
の
同
胞
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
の
は
、
た
だ
、
士
着
住
民
に
対
し
て
彼
ら
が
い
さ
さ
か
の
利
益
に
も
あ

ず
か
ら
な
い
事
業
の
た
め
に
財
政
的
な
負
担
を
負
わ
せ
る
と
い
う
思
想
そ
の
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
そ
の
式
典
に
援
助
を
与
え
る
こ
と
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
利
益
を
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
す
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
っ
た
＜

一
文
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、

わ
れ
わ
れ
に
、
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
だ
独
立
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、

イ
デ
ン
ブ
ル
フ
総
督
が
こ
の
地
を
支
配
し
て
い
る
限
り
オ
ラ
ン
ダ
は
わ
れ
わ
れ
に
独
立
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
想
起
さ
せ

る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
、
例
え
い
か
に
そ
れ
が
ば
か
げ
た
こ
と
に
み
え
よ
う
と
も
、
そ
の
式
典
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に

と
っ
て
自
ら
の
独
立
を
想
起
す
る
こ
と
は
―
つ
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
教
訓
を
得
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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資料一 『もし私がオランダ人であったならば』

そ
の
ゆ
え
に
私
は
、
バ
ソ
ド
ゥ
ン
の
日
刊
紙
『
カ
ウ
ム
・
ム
ダ
』
お
よ
び
『
デ

・ニ

ク
ス
プ
レ
ス
』
紙
上
で
唱
道
さ
れ
た
式
典
に
関
す
る
思
想
に

特
別
の
関
心
を
そ
そ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
土
着
の
知
識
人
た
ち
が
委
員
会
を
結
成
し
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
は
、
式
典
に
際
し
て
そ
れ

を
慶
賀
す
る
と
と
も
に
、
統
治
条
令
第
一
―
一
条
の
撤
廃
と
土
着
民
の
代
表
議
会
の
早
期
実
現
と
を
請
願
す
る
電
報
を
女
王
に
あ
て
て
送
る
と
い
う

こ
れ
ら
の
請
願
の
成
果
、
と
り
わ
け
そ
の
最
後
の
項
目
に
関
し
て
私
は
こ
こ
で
論
じ
な
い
ほ
う
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
も
つ
意
味
は
ま
こ
と

に
大
き
く
ま
た
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
意
図
さ
れ
て
い
る
強
固
な
要
請
は
、
そ
れ
自
体
現
在
ま
で
政
治
問
題
に
つ
い
て
民
衆
が
論
議
す
る
権

利
は
ま
っ
た
＜
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
自
ら
の
解
放
を
願
う
と
い
う
権
利
を
失
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
独
立
記
念
の
式
典
を
予
定
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
よ
う
に
、
独
立
を
愛
す
る
民
衆
は
そ
の
委
員
会
の
請

代
表
議
会
を
形
成
す
る
と
い
う
提
案
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
の
提
案
が
明
示
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
方
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
に
せ
よ
、

民
衆
に
言
論
の
自
由
と
参
政
権
と
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
き
わ
め
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
東
イ
ン
ド
の
住
民
が
完
全
に
目
覚
め
、

そ
し
て
彼
ら
が
急
速
に
成
長
し
た
と
い
う
時
が
や
っ
て
き
た
な
ら
、
そ
の
時
、
い
ま
は
ま
だ
植
民
地
の
住
民
で
あ
る
彼
ら
が
彼
ら
の
主
人
を
追
放
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
ど
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
、
や
が
て
四

0
0
0万
の
人

人
が
目
覚
め
、
そ
し
て
彼
ら
が
、
”
人
民
代
表
II

と
称
さ
れ
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
下
院
の

一
0
0名
の
議
員
に
対
し
て
正
義
を
要
求
し
た
ら
、

る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
危
機
が
訪
れ
た
と
き
、
彼
ら
は
た
ち
ま
ち
降
伏
を
欲
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

ど
う
な

ほ
ん
と
う
を
い
え
ば
、
先
の
委
員
会
が
代
表
議
会
を
要
求
す
る
と
い
う
の
は
少
々
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
蘭
領
東
イ
ン
ド
の
植
民

地
政
府
は
、
い
や
い
や
な
が
ら
で
あ
る
と
は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
の
内
の
幾
人
か
を
指
名
し
て
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
代
表
と
み
な
し
彼
ら
を
”
植
民
地

委
員
会
11

の
委
員
な
い
し
11

各
地
区
委
員
会
11

の
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
表
機
関
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
に
先
の
委
員
会
が

結
成
さ
れ

―
つ
の
強
烈
な
提
案
を
行
な
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
代
表
議
会
の
成
立
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
こ
と
で
あ
る
。

思
う
に
委
員
会
の
主
な
意
図
は
抵
抗
の
姿
努
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
て
、
や
が
て
そ
の
成
果
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

願
の
正
当
性
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

J

と
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
民
族
が
そ
の
独
立
の
記
念
式
典
を
行
な
お
う
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
当
日
に
、
委
員
会
が
オ
ラ
ン
ダ
女
王
に
対
し
て
四

0
0
0万
人
の
民
衆

に
対
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
と
要
請
す
る
こ
と
は
、
実
に
興
味
深
い
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
、
い

ま
現
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
独
立
の
祝
典
を
挙
行
し
よ
う
と
す
る
考
え
と
態
度
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
―
つ
の
反
応
な
の
で
あ
る
。

ほ
ん
と
う
に
、
も
し
私
が
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
私
は
い
ま
だ
植
民
地
で
あ
る
国
で
独
立
の
記
念
式
典
を
祝
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
前
に
、
先
ず
私
は
わ
れ
わ
れ
が
支
配
し
て
い
る
民
衆
に
独
立
を
与
え
、
そ
し
て
そ
の
後
で
は
じ
め
て
わ
れ
わ
れ
の
独
立
式
典
を
祝
う
で
あ
ろ
う
。

(R. 
M
.
 
S
o
e
w
a
r
d
i
 S
o
e
r
j
a
n
i
n
g
r
a
t
,
 Al
s
 l
k
 e
e
n
s
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
e
r
 was"・
…

;

I
n
l
a
n
d
s
c
h
 C
o
m
i
t
e
 tot 
H
e
r
d
e
n
k
i
n
g
 
v
a
n
 N
e
e
r, 

l
a
n
d
s
 
H
o
n
d
e
r
d
j
a
n
g
e
 V
r
i
j
h
e
i
d
,
 B
a
n
d
u
n
g
,
 
1
9
1
3
.)
 

現
在
や
か
ま
し
く
論
議
さ
れ
て
い
る
問
題
の
ひ
と
つ
は
要
す
る
に
次
の
よ
う
な
設
問
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
東
イ
ン
ド
原
住
民
学
校
で
の
教
育
に
お

一
方
で
オ
ラ
ン
ダ
語
が
他
方
で
現
地
語
が
い
っ
た
い
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
近
々
植
民
地
教
育
会
議
が
開
か
れ

そ
こ
で
意
見
の
交
換
が
行
な
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
私
は
そ
れ
に
つ
い
て
あ
ま
り
議
論
を
先
走
り
さ
せ
な
い
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
私
は
こ
こ
で
ス
マ
ラ
ン
市
で
最
近
イ
ン
シ

ュ
リ
ン
デ
の
大
会
が
開
か
れ
た
際
に
、
ウ
ェ
ス
テ
ル
フ
ェ
ル
ド
氏
と
チ
プ
ト

・
マ
ン
グ

ン
ク
ス
モ
の
間
に
た
た
か
わ
さ
れ
た
興
味
深
い
議
論
に
関
連
し
て

一
言
書
き
記
し
て
み
た
い
。
何
故
な
ら
ば
そ
の
討
論
を
契
機
と
し
て
上
述
の
大
会

の
み
な
ら
ず
原
住
民
の
新
聞
で
も
問
題
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
は
も
は
や
純
粋
な
教
育
問
題
を
離
れ
て
次
第
に
も
っ
と
大
き
な
民
族
的
問
題
と
考
え
ら

周
知
の
よ
う
に
、

ス
マ
ラ
ン
市
の

H
B
S
（
高
等
学
校
）
教
師
D
J
A
ウ
ェ
ス
テ
ル
フ
ェ
ル
ド
氏
は
昨
年
『
イ
ン
デ
ィ

セ

・
ヒ
ッ
ズ
』
紙
に

一
文

を
載
せ
そ
の
な
か
で
土
着
の
教
育
機
関
に
お
い
て
は
土
着
の
（
ど
の
？
．
）
言
語
を
用
い
る
べ
き
こ
と
を
強
く
勧
告
し
た
。
私
は
彼
の
こ
の
見
解
が
た

い
て

資
料

『
言
語
と
民
族
』
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資料二 『言語と民族』

だ
ち
に
実
現
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
私
は
ー
す
べ
て
の
東
イ
ン
ド
の
民
族
主
義
者
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
と
私
は
思
う
の

だ
が

l

ウ
ェ
ス
テ
ル
フ
ェ
ル
ド
氏
が
抱
懐
す
る
原
則
は
正
し
い
原
則
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
い
と
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
オ
ラ
ン

ダ
の
社
会
民
主
主
義
者
の
理
念
が
ジ
ャ
ワ
の
民
族
主
義
者
チ
プ
ト
・
マ
ン
グ
ン
ク
ス
モ
に
よ
っ
て
原
則
と
し
て
し
り
ぞ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
奇
妙

に
思
わ
れ
る
。
私
は
ウ
ェ
ス
テ
ル
フ
ェ
ル
ド
氏
の
理
論
は
現
在
の
時
点
で
は
、
他
の
利
益
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
し
に
実
現
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な

い
と
重
々
承
知
し
て
い
る
も
の
の
、
し
か
も
な
お
こ
こ
が
重
要
な
点
な
の
だ
が
|
|
ー
ウ
ェ
ス
テ
ル
フ
ェ
ル
ド
氏
は
教
育
の
東
イ
ン
ド
化
の
た
め

に
闘
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
他
方
、
チ
プ
ト

・
マ
ン
グ
ン
ク
ス
モ
は
安
易
な
意
識
で
彼
自
ら
の
言
語
に
対
し
て
死
刑
の
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

(

1

)

 

チ
プ
ト
は
主
張
す
る
。
ジ
ャ
ワ
の
ア
ダ
ッ
ト
（
慣
習
）
が
中
世
の
奴
隷
的
状
況
の
産
物
で
あ
る
の
と
同
様
に
ジ
ャ
ワ
語
は
奴
隷
の
言
語
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
言
語
が
保
持
さ
れ
る
限
り
状
況
の
民
主
化
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
達
成
さ
れ
な
い
。
も
し
ひ
と
が
ア
ダ
ッ
ト
を
消
滅
さ
せ
よ
う
と
願
う

な
ら
ひ
と
は
ま
た
そ
の
言
語
も
ま
っ
た
く
放
榔
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
ら
な
い
。
チ
プ
ト
が
こ
う
言
う
と
き
、
彼
は
ジ
ャ
ワ
人
を
世
界
市
民
の
レ
ベ

ル
に
上
げ
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
ジ
ャ
ワ
人
は
海
外
の
人
々
と
接
触
す
る
際
に
、
お
互
い
の
会
話
で
用
い
う
る
ジ
ャ
ワ
語
以
外
の
あ
る
言

語
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
彼
自
身
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
が
い
ま
、
東
イ
ン
ド
は
そ
の
物
質
的
な
発
展
の
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ

語
を
手
放
す
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い
と
い
う
現
在
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
理
論
を
述
べ
れ
ば
、
そ
の
時
に
私
は
チ
プ
ト
が
彼
の
論
拠
を
擁
護

す
る
た
め
に
提
示
し
た
重
要
な
論
点
を
語
り
尽
く
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

私
の
立
場
を
言
う
な
ら
、
私
は
私
の
同
志
で
あ
る
チ
プ
ト
の
思
想
の
根
本
に
は
同
意
す
る
も
の
の
、
何
故
彼
が
ジ
ャ
ワ
語
に
代
え
て
オ
ラ
ン
ダ
語

を
も
っ
と
も
適
切
な
言
語
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
は
依
然
と
し
て
謎
で
あ
る
。
チ
プ
ト
は
言
う
。
そ
れ
は
東
イ
ン
ド
が
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
。
し
か
し
い
っ
た
い
誰
が
こ
の
東
イ
ン
ド
で
の
オ
ラ
ン
ダ
支
配
が
こ
の
先
も
長
く
続
く
と
責
任
を
も
っ
て
言
い
き
れ
る
だ
ろ
う

か
。
な
か
ん
ず
く
こ
の
混
乱
の
時
代
に
は
明
日
何
が
起
こ
る
の
か
さ
え
誰
に
も
分
か
ら
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
現
在
ジ
ャ
ワ
人
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を

学
ん
で
い
る
。
そ
し
て
何
年
か
先
に
は
日
本
語
を
学
び
ま
た
そ
の
先
に
は
英
語
を
学
び
、
さ
ら
に
ま
た
…
…
否
、
こ
ん
な
こ
と
は
あ
ま
り
に
馬
鹿
げ

た
こ
と
で
あ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
何
故
わ
れ
わ
れ
は
、
も
っ
と
も
広
範
な
地
域
で
用
い
ら
れ
東
洋
で
も
多
く
の
人
々
に
使
わ
れ
し
か
も
そ
の
学
習
が

オ
ラ
ン
ダ
語
よ
り
も
は
る
か
に
容
易
な
言
語
で
あ
る
英
語
を
使
う
こ
と
を
決
心
し
な
い
の
か
。

509 



(

1

)

 

訳
注

外
国
語
と
し
て
学
習
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

い
や
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
。
東
イ
ン
ド
で
教
育
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
言
語
は
英
語
で
も
な
け
れ
ば
オ
ラ
ン
ダ
語
で
も
な
く
、
そ
の
他
い
か
な

言
語
と
民
族
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。
あ
る
言
語
を
あ
え
て
抹
殺
し
そ
れ
に
代
え
て
新
し
い
外
国
語
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
不
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
ジ
ャ
ワ
語
は
二

0
0
0万
人
も
の
ジ
ャ
ワ
人
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
言
語
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
美
し
い
言
語
の
死
に
つ
い
て
語
る

こ
と
は
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
東
イ
ン
ド
の
す
べ
て
の
地
域
で
用
い
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
言
語
を
欲
す
る
な
ら
、
そ
の
た
め
に
西
欧

の
言
語
を
強
制
す
る
こ
と
は
得
策
で
な
い
。
何
故
な
ら
ば
わ
れ
わ
れ
は
た
ん
に
学
習
が
容
易
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
長
き
に
わ
た
っ
て
東
イ

ン
ド
諸
島
の
リ
ン
ガ

・
フ
ラ
ン
カ
と
な
っ
て
い
る
マ
レ

ー
語
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

目
下
の
と
こ
ろ
は
わ
れ
わ
れ
を
し
て
な
お
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ば
し
め
よ
。
何
故
な
ら
ば
オ
ラ
ン
ダ
語
は
西
欧
の
技
術
を
修
得
す
る
た
め
の
鍵
を
与

え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
る
特
定
の
期
間
、
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
が
必
要
と
し
て
い
る
知
識
を
拡
大
す
る
た
め
に
諸
科
学
の
成
果
を
翻

訳
な
い
し
著
作
す
る
の
に
十
分
な
だ
け
の
知
識
人
を
有
す
る
ま
で
の
期
間
に
限
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
言
語
を
こ
と
の
な
り
ゆ
き
に
ま
か
せ
1

現
在
す
で
に
そ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
が
1

わ
れ
わ
れ
の
間
に

に
せ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ
よ
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
彼
ら
が
獲
得
し
た
西
欧
の
知
識
を
東
洋
の
智
恵
と
関
係
づ
け
る

よ
う
な
人
々
を
東
イ
ン
ド
に
作
り
出
せ
。
彼
ら
は
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
任
務
を
つ
く
す
こ
と
を
こ
こ
ろ
ざ
す
人
々
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
も
し
こ
れ
が
ひ
と
た
び
実
現
す
る
な
ら
ば
1

私
は
近
い
将
来
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
が
1

そ
の
時
に
は
、
わ
れ

わ
れ
の
土
着
の
言
語
の
な
か
で
も
っ
と
も
有
力
な
も
の
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
と
っ
て
か
わ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
は
東
イ
ン
ド
の
学
校
で
も
っ
と
も
必
要
な

(
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チ
プ
ト
が
特
に
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
背
景
に
は
、
ジ
ャ
ワ
語
の
階
層
制
と
も
呼
ぴ
う
る
よ
う
な
複
雑
な
言
葉
の
使
い
分
け
が
ジ
ャ
ワ
語
に
は
存
在
し
て
い
る

る
外
国
の
言
語
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
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資料三 『ラービンドゥラナート・ タゴールとわれわれの関係』

資
料
三

詩
聖
タ
ゴ
ー
ル
が
マ
タ
ラ
ム
＂
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
わ
れ
わ
れ
の
学
校
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は

一
九
二
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
実

は
そ
の
は
る
か
以
前
か
ら
彼
の
名
は
わ
れ
わ
れ
の
問
で
つ
と
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
。

読
者
の
多
く
は
、
タ
ゴ
ー
ル
博
士
の
写
真
が
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ

博
士
の
そ
れ
と
相
並
ん
で
わ
れ
わ
れ
が
最
初
に
建
設
し
た
学
校
の
そ
の
前
広
場
の
壁
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
お
ぽ
え
て
お
ら
れ
る
に
ち
が
い
な

い
。
こ
れ
ら
二
人
の
人
物
が
広
間
の
壁
を
飾
っ
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
か
つ
て
多
く
の
人
々
が
わ
れ
わ
れ
の
学
校
は
た
だ
た
ん
に
ク
ゴ

ー
ル
11

モ

ン
テ
ッ
ソ
リ
の
流
れ
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
二
人
の
先
逹
を
わ
れ
わ
れ
に
新
し

い
道
を
さ
し
示
し
て
く
れ
る
そ
の
道
し
る
べ
で
あ
る
と
考
え
て
、
彼
ら
の
肖
像
写
真
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
タ
ゴ
ー
ル
と
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ
こ
そ
は
、

古
い
教
育
界
の
解
体
者
で
あ
る
と
と
も
に
新
し
い
流
れ
の
源
を
与
え
た
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
流
れ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
文
化
11
民
族
と
呼
ん

で
い
る
も
の
で
あ
っ
て
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
社
会
に
現
に
な
お
生
き
て
い
る
あ
る
い
は
ま
た
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

な
伝
統
的
教
育
〔
ア
ダ
ッ
ト
11
教
育
〕
に
そ
の
根
拠
を
お
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
流
れ
と
見
事
に
一
致
し
て
い
た
。

さ
て
私
自
身
の
こ
と
を
言
え
ば
私
は
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
で
生
活
し
て
い
た
。
そ
の
当
時
西
欧

の
人
々
は
上
述
の
二
つ
の
流
れ
に
は
げ
し
く
こ
こ
ろ
を
惹
か
れ
て
い
た
。
タ
ゴ
ー
ル
と
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ
は
と
も
に
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
は
知
を
育
て

る
こ
と
に
欠
く
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
情
を
圧
殺
し
て
お
り
そ
れ
ゆ
え
人
間
の
精
神
を
II

徳
IJ

の
段
階
か
ら
逆
行
さ
せ
て
”
機
械
IJ

に
至
ら
し
め
て
い

る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
二
人
の
学
者
は
人
間
の
徳
を
せ
ば
め
人
間
性
を
お
と
し
め
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
栓
桔
を
解
き
放
そ
う
と
欲
し
て
い
た
。
彼

ら
は
人
間
そ
の
も
の
に
接
近
し
よ
う
と
欲
し
て
い
た
。
当
時
西
欧
諸
国
の
人
民
は
す
で
に
長
き
に
わ
た
っ
て
平
安
と
安
寧
の
時
代
を
と
り
戻
し
て
く

れ
る
指
導
者
の
出
現
を
渇
望
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
へ

二
つ
の
教
育
思
想
が
現
わ
れ
た
こ
と
は
当
然
に
も
西
欧
世
界
に
は
げ
し
い
衝
撃
を
与
え

か
ら
で
あ
る
。

『
ラ
ー
ビ
ン
ド
ゥ
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
と
わ
れ
わ
れ
の
関
係
』
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る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ

ろ
で
モ
ン
テ
ッ
ソ
リ
と
タ
ゴ

ー
ル
の
思
想
の
相
違
は
そ
の
目
標
の
ち
が
い
に
あ
っ
た
。
前
者
は
子
供
の
肉
体
と
り
わ
け
そ
の
感
覚
器
官
を
こ

と
に
重
視
し
そ
れ
が
将
来
徳
性
の
陶
冶
に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
モ
ン

テ
ッ
ソ
リ
に
よ
れ
ば
精
神
と
は
た
ん
に
科
学
的
な
意
味

で
の
心
理
学
の
対
象
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
精
神
的
な
あ
る
い
は
宗
教
的
な
も
の
か
ら
は
は
る
か
に
相
隔
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
タ
ゴ

ー
ル
博
士
は
子
供
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
、
言
葉
の
も
っ
と
も
深
い
意
味
に
お
け
る
人
間
の
生
活
す
な
わ
ち
宗
教
生
活
を
確
立
す

ラ
ー
ピ
ン
ド
ゥ
ラ
ナ
ー
ト

・
タ
ゴ

ー
ル
の
人
生
観
は
彼
の
詩
人
と
し
て
の
生
涯
の
う
ち
に
き
ら
め
い
て
い
る
。
彼
の
手
に
な
る
い
く
つ
か
の
詩
論

は
、
そ
の
文
学
的
な
美
し
さ
と
そ
れ
が
目
差
す
と
こ
ろ
の
け
だ
か
さ
と
が
あ
い
ま
っ
て
す
べ
て
の
文
学
者
と
哲
学
者
の
関
心
を
あ
ま
ね
く
ひ
き
よ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
一
九

一
三
年
彼
の
そ
の
文
学
活
動
に
対
し
て
国
際
的
に
大
き
な
栄
営
で
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
与
え
ら
れ
て
以
降
、
多
く

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
衆
は
あ
ら
そ
っ
て
そ
の
著
作
に
目
を
通
す
よ
う
に
な
っ
た
。
故
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

・
フ
ァ
ン

・
エ
ー
デ
ン
は
タ
ゴ
ー
ル
の
著
書
を

オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
し
、
ま
た
、
ラ
デ
ン

・
マ
ス
・
ノ
ト

・
ス
ロ
ト
は
『
ラ
ー
ビ
ン
ド
ゥ
ラ
ナ

ー
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
の
教
育
思
想
』
と
題
す
る
著
作
を

出
版
し
た
。
こ
の
著
作
を
読
め
ば
、
タ
ゴ

ー
ル
が
西
欧
的
教
育
制
度
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
に
よ
れ
ば
そ
れ
は

人
間
を
fl

情
報
を
つ
め
こ
ん
だ
カ
バ
ン

“
に
作
り
か
え
る
工
場
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
二
七
年
ラ
ー
ビ
ン
ド
ゥ
ラ
ナ

ー
ト

・
ク
ゴ

ー
ル
博
士
は
ジ
ャ
ワ
の
地
を
訪
れ
た
。
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
ス
ラ
カ
ル
タ
の
両
土
侯
国
を
訪
問

す
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
彼
の
訪
問
の
な
か
で
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
宮
殿
の
ガ
メ
ラ
ン
音
楽
の
妙
な
る
響
き
を
背
景
に

し
て
ジ
ャ
ワ
の
踊
り
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
の
を
目
に
し
た
時
の
彼
の
蔑
き
は
尋
常
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
の
ち
彼
は
、
自
ら
が
主
宰
す
る

シ
ャ
ン
テ
ィ

・
ニ
ケ

タ
ン
の
寄
宿
学
校
に
ジ
ャ
ワ
の
歌
と
踊
り
と
を
遜
入
し
た
い
と
語
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
同
顧
録
（
こ
れ
も
ま
た
ノ

ト

・
ス
ロ
ト
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
『
ウ
ダ
ヤ
』
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
の
中
で
”
ラ
ン
ゲ
ソ

・
マ
ソ
ド
ロ

・
ウ
ォ
ノ
ロ
“
（
こ
れ

は
故
ダ
ヌ
レ

ジ
ョ

七
世
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
人
物
劇
）
の
舞
台
と
ラ
ー

マ
・
ヤ
ナ
物
語
に
由
来
す
る
い
く
つ
か
の
演
し
物
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ワ
人
は

わ
れ
わ
れ
イ
ン
ド
人
が
思
い
も
よ
ら
な
い
ほ
ど
見
事
に
イ
ン
ド
の
物
語
を
か
れ
ら
の
舞
台
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し

る
た
め
の
た
ん
な
る
道
具
な
い
し
手
段
と
し
て
構
想
し
て
い
た
。
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資料三 『ラ ービンドゥラナート ・タゴールとわれわれの関係』

て
い
る
。
ジ
ャ
ワ
の
土
地
と
文
化
に
対
し
て
彼
が
寄
せ
て
い
る
惑
情
は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
彼
の
『
巡
礼
』
と
い
う
一
文
の
な
か
に
余
す
と
こ

(

1

)

 

ろ
な
く
語
ら
れ
て
い
る
。

中
ジ
ャ
ワ
の
侯
国
を
訪
れ
る
に
際
し
、
タ
ゴ
ー
ル
博
士
は
わ
れ
わ
れ
の
ク
マ
ン
・
シ
ス
ワ
学
校
を
訪
問
す
る
こ
と
も
そ
の
念
頭
に
お
い
て
い
た
。

彼
が
こ
の
地
へ
く
る
以
前
に
バ
ー
ク
博
士
夫
妻
が
あ
ら
か
じ
め
や
っ
て
き
て
こ
の
世
界
的
詩
聖
が
立
ち
寄
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
は
ど
こ
で
あ
る
か

を
調
べ
た
。
そ
の
際
わ
れ
わ
れ
の
学
校
は
自
ら
民
族
の
理
念
に
合
致
し
た
教
育
制
度
を
め
ざ
す
も
の
と
し
て

If

見
る
に
値
す
る
所
II

と
し
て
の
折
紙

を
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て

一
九
二
七
年
八
月
に
タ
ゴ

ー
ル
博
士
と
そ
の
一
行
は
タ
マ
ン

・
ッ
ス
ワ
を
訪
問
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ

学
校
を
め
ぐ
っ
て
歩
き
ま
た
生
徒
た
ち
自
身
の
手
で
演
じ
ら
れ
る
ガ
メ
ラ
ン
音
楽
と
歌
唱
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
演
じ
ら
れ
る
”
゜
ハ
ネ
ム
ブ
ロ
モ
“

を
見
、
そ
の
の
ち
ベ
ラ
ン
ダ
に
腰
を
お
ろ
し
た
。

一
方
、
チ
ャ
テ
ル
ジ
ー
教
授
が
率
い
る
随
行
団
は
各
教
室
を
巡
っ
て
タ
マ
ソ

・
シ
ス
ワ
の
シ
ス
テ

ム
が
実
際
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
目
に
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
教
育
に
つ
い
て
彼
は
先
に
述
べ
た
回
顧
録
の
中
で
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
は

シ
ャ
ン
テ
ィ

・
ニ
ケ
タ
ン
と
同
じ
土
台
の
上
に
立
つ
学
校
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
記
す
ま
で
も
な
く
タ
ゴ
ー
ル
が
わ
れ
わ
れ
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
以
降
多
く
の
者
が
わ
れ
わ

れ
の
活
動
に
目
を
向
け
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
そ
し
て
彼
ら
の
う
ち
の
大
多
数
は
If

私
学
校
II

が
野
卑
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る

に
至
っ
た
。

一
九
二
七
年
の
タ
ゴ
ー
ル
博
士
の
訪
問
以
来
、
タ
マ
ン

・
シ
ス
ワ
と
シ
ャ
ン
テ
ィ

・
ニ
ケ
タ
ン
の
関
係
は
現
在
に
至
る
ま
で
密
接
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
の
何
人
か
は
ラ

ー
ビ
ン
ド
ゥ
ラ
ナ
ー
ト

・
タ
ゴ
ー
ル
師
に
仕
え
る
べ
く
、

シ
ャ
ン
テ
ィ

・
ニ
ケ
タ
ン
の
あ
る
ボ
ル
プ
ー
ル
ヘ
向
け
て
旅
立
っ
て

い
っ
た
。
そ
の
多
く
は
現
在
ま
で
に
ジ
ャ
ワ
に
戻
っ
て
お
り
、
ま
た
ス
ブ
ロ
ト
君
と
ル
ス
リ
君
の
両
名
は
帰
還
以
来
マ
タ
ラ
ム
（
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル

タ
）
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
婦
人
学
校
の
職
員
と
し
て
そ
の
職
資
を
完
う
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
後
ま
た
か
の
イ
ン
ド
か
ら
も
詩
聖
の
紹
介
状
を
携
え
て
何
人
か
の
客
人
が
や
っ
て
き
た
。
な
か
で
も
母
親
の
ス
ワ
ミ
ナ
ダ
ン
夫
人
と
ツ
ャ

ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ

・
ゴ
ー
ス
氏
に
と
も
な
わ
れ
て
や
っ
て
き
た
タ
ゴ
ー
ル
の
女
生
徒
、

ム
リ
ナ
リ
ニ
嬢
の
こ
と
は
い
ま
も
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
三
人

は
マ
タ
ラ
ム
の
ク
マ
ン

・
シ
ス
ワ
の
寄
宿
舎
に
数
力
月
滞
在
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
記
憶
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
故
ク
ゴ
ー
ル
の
愛
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(
1
)
 訳
注

し
て
や
ま
な
か
っ
た
ジ
ャ
ワ
の
踊
り
と
音
楽
を
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ニ
ケ

タ
ン
の
教
科
に
導
入
す
る
た
め
に
こ
の
地
を
訪
れ
て
き
た
客
人
た
ち
に
対
し
、

わ
れ
わ
れ
の
受
け
入
れ
体
制
を
完
全
な
ら
し
め
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
く
れ
た

ス
ル
タ
ン

・
ハ
マ
ン
ク
ブ
オ
ノ
七
世
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ

王
宮
の
諸
高
官
た
ち
の
精
神
的
・
経
済
的
援
助
に
つ
い
て
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
を
訪
れ
て
き
た
こ
れ
ら
三
名
の
客
人
を
め
ぐ
る
話
に
つ
い

て
も
う
ひ
と
つ
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
こ
と
は
、

マ
ン
ク
ヌ
ガ
ラ
侯
と
王
妃
と
が
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
は
外
国
か
ら
の
客
人
を
受
け
入
れ
こ
れ
を

迎
え
る
に
す
で
に
十
分
に
”
ふ
さ
わ
し
い
II

と
い
う
こ
と
を
表
明
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
タ
ゴ
ー
ル
博
士
の
逝
去
に
あ
た
っ
て
哀
悼
の
意
を
表
す
る
に
際
し
次
の
よ
う
に
申
し
述
べ
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
故
人
が
マ
タ
ラ
ム
の
タ

マ
ン
・
シ
ス
ワ
を
訪
れ
た
一
九
二
七
年
に
わ
れ
わ
れ
と
ク
ゴ
ー
ル
博
士
と
の
関
係
が
は
じ
め
て
結
ば
れ
た
の
で
な
く
、
精
神
的
な
意
味
に
お
い
て
は

そ
の
関
係
は
す
で
に
一
九
一
三
年
以
来
結
ば
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
時
わ
れ
わ
れ
は
ラ
ー
ビ
ン
ド
ゥ
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー

ル
の
理
想
が
後
の
日
に
わ
れ
わ
れ
の
道
し
る
ぺ
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
心
に
し
み
て
感
じ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
事
実
そ
れ
は
、
タ

マ
ン
・
シ
ス
ワ
の
創
立
以
来
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
で
最
大
に
し
て
唯
一
の
教
育
機
関
と
な
る
今
日
に
至
る
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

願
わ
く
ば
ラ
ー
ピ
ン
ド
ゥ
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
博
士
の
魂
が
高
貴
な
生
涯
を
完
う
し
た
と
い
う
功
績
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
天
界
に
お
い
て
得

ん
こ
と
を
。

〔

K
i
H
a
d
j
a
r
 
D
e
w
a
n
t
a
r
a
,
 "H
u
b
u
n
g
a
n
 K
i
t
a
 d
e
n
g
a
n
 R
a
b
i
n
d
r
a
n
a
t
h
 
T
a
g
o
r
e
," 
P
u
s
a
r
a
,
 Vol. 
X
I
,
 N
o
.
 
8
,
 A
u
g
., 
1
9
4
1
.
 
(
K
i
 

H
a
d
j
a
r
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e
w
a
n
t
a
r
a
,
 Ka
r
j
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K•H

•
D
eea
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II A
 K
e
b
u
d
a
j
a
a
n
,
 Jogjakarta 1
9
6
7
,
 p
p
.
 35
7
,
3
6
0
)〕

『
巡
礼
』
の
中
で
ク
ゴ
ー
ル
は
彼
の
ジ
ャ
ワ
ヘ
の
共
感
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

は
る
か
に
遠
い
時
代
に
、
わ
た
し
た
ち
は
、
わ
た
し
と
あ
な
た
と
は
、
も
う
顔
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
あ
な
た
の
言
葉
は
わ
た
し
の
言
葉
と
ひ
と
つ
に
織
り
合
わ
さ
れ
、
こ
こ
ろ
も
ま
た
ひ
と
つ
に
と
け
合
っ
て
い
た
の
で
す
。
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資料四 クマ‘ノ ・シスワ学校の状況 (1935• 36年）

資料四 クマソ ・シスワ学校の状況 (1935• 36年）

斎番 I 生徒数 学教師数
1カ月の学費

i ； 嚢（単位・ギルダー）

号 1

支 部 名 設立年月日

女 1 男 1 計
級数 女 1男 I生徒一

合計 人平均当額り

2 Srono 1930・10・ ・2 14 34 48 8 - 3 45.- 0.96 1 

3 Glenmore 1930・10・31 5 17 22 5 - 2 17. 50 0. 79' 2 

5 Banjoewangi 1930・・9・・1 22 45 67 7 - 4 110. — 1. 64 6 
6 Kalibaroe 1930・ 10・・1 15 32 47 8 - 2 30. - 0. 63 7 

7 Tiloering 1929・ ・7・ ・1 2 8 10 4 - 2 10. 50 1. 05 1 

8 Diember 1928・ ・7・.g 27 55 82 ， 1 4 130.- 1. 60 5 
9 Tanggoel 1 927 ・ • 7 • • ? 6 40 46 8 - 4 40. —- 0.87 3 
10 Pamekasan 1931・・3・28 35 107 142 10 8 210. - l. 50 

11 Sitoebondo 1931 ・ ・3・ ・4 21 132 153 8 1 4 181. 50 1. 18 10 

12 Bondowoso 1931 ・ ・3・・1 20 53 73 7 - 3 100. - 1. 37 

13 Kahsat 1931・ ・4・ ・7 23 60 83 7 - 3 95.- 1. 14 8 

16 Klakah 1 93 1 • • 7 • • 1 15 29 44 6 - 3 60.- 1. 36 

17 Loemadjang 1930・・？・・？ 5 20 25 7 - 2 35.- 1.40 2 

18 Probolmggo 1930・・7・・1 44 113 157 12 1 6 180. - 1. 17 ， 
19 Kraksaan 1928・ ・8・ ・？ 46 42 88 8 - 5 100. - 1. 25 ， 
20 Malang ？ 98 245 343 12 1 17 535. — 1. 56 20 
21 Toeren 1930・・1・・1 16 40 56 8 - 3 75.- 1. 34 

22 Damp1t 1930・ ・9・ ・8 6 18 24 6 - 3 18. - 0. 75 6 

23 SoerabaJa 1922・ ll ・ 11 155 507 662 11 - 19 900.- 1. 36 ？ 

24 Wonokromo 1923・ ・7・ ・1 31 73 104 7 - 6 80.- 1. 75 3 

25 Porrong 1952・・7・・1 14 29 43 6 - 2 53. — 1. 24 6 
26 Bodionegoro 1930・・7・・1 15 97 112 8 - 5 116. - 1. 03 3 

27 Bangkalan 1929・10・ ・l 14 36 50 8 - 3 40.- 0.80 14 

28 Modjokerto 1925・ ・5・・？ 30 67 97 10 - 10 184. 50 1. 90 15 

30 Plosso 1927・10・31 5 27 32 8 1 3 35.- 1. 09 3 

32 D1ombang 1929・ ・7・ ・l 11 43 54 11 5 110.- 2. 03 10 

33 Toeloengagoeng 1931 ・ •5 • • 1 12 85 97 10 1 6 150. - 1. 54 15 

34 Bhtar 1930・12・・1 12 55 67 8 1 6 120. — 1. 79 4 
35 Kertosono 1930・・1・・1 14 24 38 7 - 3 46.- 1. 21 8 

36 Kesamben 1931・ ・4・ ・3 28 56 84 7 - 3 32. 50 0. 39 26 

37 Taloen 1929・ ・5・.? 6 16 22 9 - 2 11.- 0. 50 1 

38 Tosari 1931・・1・ • 1 15 25 40 6 - 2 30.- 0. 75 2 

40 Kediri 1931・・7・ ・1 4 54 58 7 1 3 85.- 1. 46 3 

41 Ngoro 1 93 1 ・ • 9 ・ • 2 11 28 39 9 - 3 41. 50 1.06 1 

42 Sampang 1932・ ・7・ ・3 10 56 66 6 - 4 90.- 1. 36 4 

43 Soekowono 1932・ ・9・ 19 8 22 30 5 1 1 32. 50 1. oa I― 
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番斎
生徒数 え子 教師数

1カ月の学費
免； （単位 ．ギルダー）

支 部 名 設立年月 日

女 1 男 1 計

級

女 1男 合計 1 閉平誓均；額， 号 数

45 Modiosari 1932・ ・5・ ・l 12 30 42 7 1 1 50. — 1. 19 3 
47 Wates-Kediri 1929・ •? • •? 10 17 27 8 1 2 29.- 1. 07 

48 Ngandioek 1 93 1 • • 7 • • 1 14 70 84 10 4 70. - 0. 83 

49 Kasian 1932・ ・7・29 18 28 46 8 1 2 37. 50 0.81 4 

50 Baloeng 1932・ ・7・24 24 58 82 7 1 4 90.- 1. 09 3 

52 Toempang 1932・ ・4・ ・7 19 42 61 7 - 3 50.- 0.82 5 

53 Donomoelio 1932・ ・3・・1 39 56 95 ， 1 4 50. — 0. 52 4 
54 Maron 1932・ ・5・ ・2 8 18 26 5 1 2 18.- 0.69 3 

55 Toeban 1931 ・ 10 ・ 12 11 44 55 7 - 2 65. — 1. 19' 
56 Pare 1931 ・ •7· ・ l 14 28 42 5 - 2 56.- 1. 33 4 

Pare sore 50 4 54 1 

57 Goerah 1931・11・15 3 21 24 6 - 2 15. - 0. 63 

58 Trenggalek 1931.. 7.. 3 ， 47 56 7 1 3 60.- 1. 07 
59 Ngoenoet 193 1 ・ • 8 ..1 4 29 33 '6 2 27. 50 0.83 2 

60 Rogodjampi 1932・ ・4・ ・2 13 39 52 8 - 3 50.- 0. 96 4 

61 Mad10en 1929・ ・?・・？ 28 169 197 14 2 11 300. — 1. 52 19 
62 Ngaw, 1930・ ・6・ ・l 26 70 96 8 - 4 103. — 0. 17 11 
63 Ponorogo 1931・・？．．？ 7 37 44 6 1 2 50. — l. 13 4 
64 Solo 1930・ ・9・ ・9 36 99 135 12 2 8 235. - 1. 74 5 

65 Pedan 1 930 ・ • 7 • • 1 16 58 74 8 - 4 54.- 0. 73 7 

66 Prambanan 1931 ・ •7· ・ l 17 75 92 9 - 6 65. —- 0. 70 19 
67 Mataram 1922・ ・7・ ・3 101 255 356 18 7 14 700.- 1. 96 34 

T. G. Persatoean 3 35 38 3,d. id. 140. - 3.69 

68 Godean 1930・ ・7・14 7 26 33 5 - 3 32.50 0. 98 3 

69 Magelang 1930・ ・7・ ・7 15 85 100 9 - 6 100. — 1.- 13 
71 Blabak 1930・ ・9・・1 23 64 87 8 - 3 35.- 0. 40 7 

72 Kedoe 1930•l1004 2 17 19 3 - 2 12. 50 0.65 

73 Salaman 1931・・l・ ・6 17 49 66 6 - 3 78. 25 1. 18 ， 
74 Poerworedio 1931 ・ •7· ・5 46 141 187 10 1 7 200. - 1. 70 7 

75 KaranganJar 1931 ・ ・7 ・ 15 31 96 127 7 2 4 150. - l. 19 11 

77 Poerwokerto 61 254 315 20 ？ 300.- 0.95 14 

78 5oempyoeh 1930・.g. ・7 18 29 47 8 - 3 40.- 0.85 6 

79 KroJa 1930・ ・l・・1 22 59 81 8 1 3 80.- 0. 98 16 

80 Tplatjap 1930・.g. ・4 10 40 50 8 1 3 55.- 1. 10 7 

81 Poerholinggo 1930・10・10 ， 78 87 11 1 5 55. — 0. 63 2 
83 Kasoeg1han 1931 ・•7・・1 4 ， 13 5 1 1 15. — 1. 15 1 
84 Slaw1 1924・ ・5・18 17 43 60 ， 1 3 60. — 1. —- 6 
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資料四 クマン ・シスワ学校の状況 (1935• 36年）

i号 1i 
生徒数 -子• 教師数 1カ月の学喪 学i 

支 部 名
設立年月日 I I 級

女 1男

（単合位計： ギ1ル閉平ダ誓均ー額；） 1 

1女男計 数

89* Pekalongan 1930・ 10・ ・3 24 124 148 14 2 6 250. — 1. 75 14 
88 Brebes 1932・ ・7・ ・4 16 51 67 8 2 2 105. — 1. 56 3 
89 Margasari 1932・・7・・1 17 30 47 6 - 2 65. — 1. 38 1 
90 Ngad1redio 1931・・8・・1 31 37 68 7 2 3 87. 50 1. 28 2 

91 Wonosobo 1931・・8・・3 6 28 34 7 - 5 30. — 0. 88 8 
93 Semarang 1932・ ・7・ ・l 42 117 159 12 4 5 370. — 2. 32 ， 
94 Salat1ga 1932・ ・7・ ・l 21 50 71 8 1 3 82 50 1. 16 2 

95 Tiepoe 1932・・1・15 35 90 125 10 3 3 208. — 1. 66 
96 Nga wen 1932・・7・・1 25 55 80 6 1 3 75. - 0. 94 3 
＊ 
Djoewana 1932・ ・4・10 10 39 49 5 -197 2 80. — 1. 63 

102 Patjitan 1932・ ・7・ ・l 24 70 94 8 - 5 120. - 1. 26 7 

104 Bod只 1932・ ・7・ ・l 16 40 56 5 - 3 50. — 0. 89 
105 Koetowinangoen 1932・ ・7・ ・4 ll8* 38 56 7 - 3 60. — 1.07 
106 Djakarta 1929・ ・7・15 63 356 519 33 6 31 1232. — 2. 37 30 
107 Bandoeng ？ 87 65 172 15 3 10 261. — 1. 52 17 
108 T1irebon 1923・・7・・6 38 114 152 12 4 6 300. - 2.11 12 

110 Tiiandioer 1928・ll・ ・4 41 79 120 8 1 5 200. — 1. 66 3 
111 Soekaboem, 1 931 ・ •3..1 13 53 66 8 3 3 60. — 0. 90 3 
113 Band jar 1931 ・ • 8·10 45 77 122 9 1 4 100. - 0.82 12 

114 Parigi 1932・ ・3・ ・ l 5 18 23 4 - 2 14. — 0.77 2 
115 TJiam,s 1931・12・・3 16 61 77 6 - 3 32. — 0.42 12 
116 Soebang 1931 ・ ll・・1 6 25 31 8 - 2 40.- 1. 30 

117 kahdjatl 1931・11・ 1 5 15 20 4 - 1 30. -- 1. 50 

118 TJ1koneng 1932 ・ ・ 2 ・ 15 16 49 65 5 1 2 20.- 0. 30 7 

120 Pamanoekan 1932・・8・・7 16 28 44 7 - 1 29. — 0. 66 
124 Bakoempa, 1930・ ・3・・1 1 19 20 3 - 1 17. — 0. 85 1 
125 Bandjarmasin 1930・12・・1 4 55 59 9 - 4 92. — 1. 56 1 
130 Matoer 1933・ ・5・ ・ l 41 63 104 8 4 4 95. — 0. 91 5 
131 Palembang 1932・・7・・3 29 147 176 10 1 5 375. — 2. 13 2 
133 Pabang* 1932・・7・・1 35 19 54 5 - 2 llO. — 2. 04 4 
134 Selatpandiang 1932 ・8・ ・ l 5 34 39 7 1 2 108. - 2. 77 

136 Tg. Karang 1933.. 4.. 1 21 76 97 8 - 4 150. — 1. 55 3 
137 Galang 1934 • • 6 • ・ ? 13 92 105 7 1 2 140. — 1. 33 1 
138 Meulaboh 1933・ ・7・15 14 76 90 7 - 3 130. - 1.44 7 

139 Mangkasara 1933・ ・7・ ・1 34 198 232 14 2 9 445. — 1. 49 5 
140 Kepandien 1933・ ・7・ ・l 19 34 53 7 - 3 50.- 0. 94 l 

141 Kandangar 1932・ ・7・ ・l 5 22 27 6 - 2 25. — 0. 93 2 
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生徒数 学 教師数

盃番
1ヵ月の学費 ； i 

支 部 名 設立年月日

女 1 男 1 計

級

女 1男

（単合位計・ ギ1ル閃平ダ誓均ー；額） 
号 数

142 Keboemen 1933・ ・7・ ・3 ， 21 30 5 - 2 22.- 0. 73 4 
143 Babad 1933・ ・7・ ・l 16 35 51 5 1 2 55.- 1.08 2 

144 Teloekbetoeng 1934.. 9.. ? 17 95 112 ？ 1 8 120-150 1. 20 3 

145 Kalianda 3 21 24 ？ 30-35 1. 35 1 

146 Tjomal 1933・ ・7・15 7 25 32 6 1 2 28. 50 0.89 11 

147 Sipirok 1933・ ・7・ ・l 14 72 86; 6 1 4 i 120. - 1.40 4 

150 Talangpadang 1933・ ・7・11 ， 40 49 5 - 3 60.- l. 22. 2 
155 Badoeng i; 1933・・9・・9 ' 57 42 47• 6 - 3 90. — 1. 91 5 
158 Sepandjang 1933・10・25 2 59 86* 7 1 2 60.- 0.69 10 

159 Pematangs,antar 1934・ ・2・ ・2 21 90 111 5 - 4 180. - 1. 62 

160 Tarakan 1934・ ・2・25 14 79 93 10 3 140, - 1. 50 

162 Krawang 1934・・2・・1 15 26 41 6 1 1 33 - 0.80 

163 Kalangbret 1932・ ・7・ ・l 4 6 10 4 1 1 15. - 1. 50 1 

164 Tiibadak 1933・ ・7・ ・3 30 44 74 6 - 3 70. — 0.96 
166 Boekittmggi 1934・ ・6・ ・5 31 117 148 7 - 6 260. — 1. 75 1 
169 Batang 1934・ ・8・ ・6 2 45 47 6 - 2 35. 50 0. 75 2 

171 Padang 1934 ・ ・9・ ・3 19 72 91 6 1 4 125. - 1. 37 2 

172 Tandioeng 1934・ ・8・ ・1 6 4 10 5 - 1 19. - 1.90 

173 Batoe ？ 15 51 66 7 1 3 58.25 0.88 1 

174 Besoeki 1935・ ・ l・・1 10 11 21 4 - 1 17.50 0.88 1 

175 Ketanggoengan 1935・ ・3・ -? 5 22 27 5 - 2 ？ ？ 1 

176 Poeger ？ 7 38 45 8 - 2 42. — o. 93 6 
178 Bandoeng T. Agoeng 1931 ・ •8· ・3 4 15 19 6 - 1 11.- 0. 58 

182 Batoesangkar 1935・ ・7・20 ， 64 73 3 - 2 90. — 1. 23 
183 Taloe 1935・ ・7・ ・2 ， 36 45 3 - 2 40. - 0. 87 
184 Wonosari 1935・ ・7・ •? 22 22 2 - 1 5. 50 0. 25 3 

186 Gedoengtatakan 1935・ ・8・ ・5 10 21 31 6 - 2 35.- 1. 13 

187 Goenoengtoea 1935・ ・8・ ・ l 1 34 35 3 - 1 30. — 0.82 1 

合計 136支部 I I 2855 8380 11235 11031 I 88 514 115188 1. 36 I 696 
出典： 『プサラ』第6巻第7号，1936年5月号の付表。

なお，以上の表は，各支部の報告に基づいて，クマ・ノ ・ジスワ中央が作成したものである。以下の支部ぱ報告苔が

未提出のため表には記載されていない。それらは I.Genteng, 2. Rambipoedji, 3. Tjoekir, 4. Sidhoardjo, 

5. Wlingi, 6. Ngadiloewih, 7. Grab,g, 8. Sidaredia, 9. Tega!, 10. Pemalang, 11. Ambarawa, 12. 

Bogor, 13. Garoet, 14. Padalarang, 15. Tiibatoe, 16. Medan, 17. Tebingtinggi, 18. Pg. Brandan, 

19. Kisaran, 20. Koetoardja, 21. Tangerang, 22. K!aten, 23. Pd. Sidempoean, 24. Djeunib, 25. Pg. 

Pinang.その他の支部であるという 。

•は原賢料記栽そのままを掲戟したもの 。
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サ シ

サイド (Moh.Sa.id Reksohadiprodjo, Ki) 

•····· ······ · ·· ···· ·· ····· 21n, 252n~253n, 470n 
サヴィトリ ・プラスティティ (Savitri Pra・

stiti Scherer)・・・100,117n~118n, 131, 152n 

サギル (Hr.Sagir) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・193 

サストラウィナク（Sastrawinata) ・・・・・・・・・215n 

サストロプラウィロ (M.Ng. Sastroprawiro) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・184,186 

サストロムルヨノ (Mr.Sastromoeljono) 

•···· •·· ····· · · ··· ···················· · ···· · ·193, 215n 
サディキソ (Sadikin)・・・・・・179, 189~190, 192, 

202~203, 205, 214n, 243, 290, 325, 350~ 

351,359, 362~363, 367, 373, 381 

サディマソ (Sadiman)・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・ ・・・ ・・ 195 

サドノ (Sadono) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 187 

サヌ・ン ・バネ (Sanusi Pane) ・・・・・ ・・・・ 355, 391n 

サパリ (R.M.Sapari) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・215n 

サピタ (R.Sabitah) ・・・・ ・・・・ ・ ···•·· ・・・・・・ 183, 213n 
サフィウディソ ・スルヨブトロ (R. Safioe-

din Soerjopoetro) …••• 191, 202, 205, 235, 
238~242, 288, 290, 294, 307, 325, 351, 360, 

364, 366, 386n, 483 

サム (Moch. Sam) ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 192 

サムス {Samsoe) ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ •· ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 189 
サユティ ・ルビス (Sajuti Loebis)• …•••・・ 264

サヨガ (Sajoga)・・・・・・205~206,209n, 218n, 261, 

298n, 341n, 499n 

サリ {Dr.Moh. Salih) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・188 

サルジョノ (R.Sardjono) …188, 192, 213n~ 

215n, 350~351, 434, 438 

サルトノ ・カルトディルジョ {Sartono Karto-

dirdjo) ・・・・ • •90n 
サルトノ (Mr. Sartono) ・・・・・・・・・195,206, 208, 

215n, 233, 355, 362, 389n, 446, 485, 499n 

サルミディ ・マソグソサルコロ (Sarmidi

Mangoensarkoro) ・・・・・・168,186, 195~196, 

202~203, 205 ~ 206, 215n, 219n, 253n, 

276n, 277, 286, 288, 290, 300n~30ln, 307, 

325, 350~352, 354~355, 357, 363~364, 

369, 372, 386n, 389n, 484~485, 499n 

サルミ ディ夫人 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・195

シスオラハルジョ (Sisworahardjo) ・・・・・・350

シティ ・アミニ (Siti Amini) ・ ・・・・・ ・ ・・・・・・・ •183

柴田紀男 ・・・・ ・ ・・・ ・ ・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・ ・ ・・・・・・・ ・ ・・・ •87n

シャフリル，スクソ (SutanSjahrir) ・・・9~11, 

13, 20n, 150, 186, 206, 208, 215n, 219n, 233, 

358, 362, 371, 

シャムス ・ハルヤ ・ウダヤ (Sjamsu HarJa 

Udaja) ···· ··· ·· ······ ·•· · · ·· ·· ······· ········340n 
シャムスル ・マアリフ (SyamsulMa'arif) 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・100

白石隆 ・ ・・・・・ ・ ・・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・・ ・・・・ ・・・ ・・ ・・ • 90n, 139 

シンギ (Mr. Singgih) ••い ・ ・ 226, 230~231, 263 

シソドゥサワルノ (Sindoesawarno) … •••288 
ジュディ (Hadji Djoedi) ..................... 194 

ジュペル (R.M.Djoeber)..................... 189 
、 •、ノュマ` ノ (Djoeman) ·・・・・...... ... .・・・ ・ ・ ・ ・・・ • ··215n

ジュミラ (Djoemilah)・・・・・・・・・・.. ···· •· •·· ··· ··· l83 
ジョヨアデ ィクスモ (R.A. Djojoadikoe-

soemo) ・・・・・・・・・・.... ・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・l92 

ジョヨスギト (Djojjojosoegito) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・231

ジョヨスダルモ (Djojosoedarmo) … • ••• •… • 189

ジョヨディプロ (Djojodipro) ・・・・・・・・・... ・.. 261 

ス

スウィト (R.Soewito)........................ 189 

スウ ィルヨ (Soewirjo) ........................ 186 

スオ｀ノド ・シスモクスモ (SuwondoSismo-
kusumo)....................................... 402 

スカディ (Soekadi) ・ ・ ・・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ 238, 242~243 

スカディムルトレジョ {SoekadhiMoerto-

redjo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 190 
スカルジマソ {Soekardjiman) ・ ・ •...…..・・ ・ ・ 187

スカルソ {Soekarso) ・ ・ •.. ・ ・.. ・.. • ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 186 
スカルディ (Soekardi) • •..•••• •… 194, 429~439 

スカルノ (Sukarno) … •••4,7~14, 52, 71~72, 

90n~9ln, 94n, 100, 124n, 156n, 169, 171, 

178, 194, 205~206, 208, 215n, 218n, 222, 

226, 232~234, 253n, 258~259, 274, 295, 

324,326,358, 362, 371, 389n, 396, 481~ 

482,484,491, 495~498, 502n 

スカルミ {Soekarmi) .. ・.. ・.. ・・ ・.. • ・ ・・ ・ ・... ・ ・ 215n 
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スガルド (Soegardo) .... ・............... ・.. ・.. ・ 195 

スキマソ (Dr.Soekiman) … •• •230~231, 257, 

451 

スキルノ (Soekirno) ........................ 2J4n 

スギニソ (Soegining)...........・.......... ・... ・ 187 

スギニソ ・チョクロミハルジャ (Soegining

T jokromihardja)........................... ・ 192 

スクリ ・ハディクスモ (R.Moh. Soekri 

Hadikoesoemo).............................. 190 

スケ・ン （Sukesi Sumoatmodjo) ............... 5 

スケミ (Soekemi) ・・・186,194, 205~206, 213n 

259,261, 350~352, 356~357, 363,365,368 
スケミ夫人・・・・・・ •. ．．． ． ．．．． ．． ．．． ． ．．．．．．．． ． ． ． ．．． ． ．．· • • 363 

スコウィジョヨ (Soekowidjojo) … …• •• • ・・ 214n

スジャナ (R.Soe<ljana)........................ 196 

スジャナルコ (Soedjanarko)............350, 357 

スジョノ (R.Soedjono)........................ 197 

スクットモ ・スリヨクスモ，ラデソ ・マス

（キ） （R.M. S oetatmo Soeriokoesoemo) 

19n, 25, 75~79, 83, 119n, 136~145, 150, 

154n, 157n, 162, 166~167, 169, 183, 204, 

312, 331~334, 336,363,468,491, 502n 

スクルティナ・サスロニングラット（デワ｀ノ

トロ，ニ ・ハジャル） （Soetartina Sasro-

ningrat).................................. ・ ・... 102 

スクソ ・ハラハップ (SutanHarahap)・・・・・・382

スダルモ (R. Soedarmo).............. ・ 188, 294 

スダルミソク（Sudarminta)...205, 218n, 235, 

257,261,357,359 

スチブト (Sutjipto)..............................350 

スツリスノ （Soetrisno)........................ 187 

スツリスノ ・チプトスントソ（Soetrisno 

Tjiptosentoso).............................. 214n 

スティアルコ (Soetiarko) ..................... 350 

スティ ジャプ (Soetidjab) •・・・ ・ ・・・・・・・ • ・・・・ ・・・・ 192

ステジョ (R.Soetedjo)........................ 188 

ステジョ ・プロジョナゴロ (Soetedjo Bro・

djonagoro).................................... 170 

スディナ (Soedinah)...........................215n 

スディヨノ ・ジョヨブライットノ (Soedyono

Djojopraitno)... 79~80,83, 168, 170~171, 

174,. 189~190, 192, 202~203. 205~206, 

214n, 224~225, 233, 236~238, 243, 250n, 

274, 286, 290~291, 293~294, 297, 307, 309 

~313, 315, 317, 319, 321~323, 325, 327, 

4 

329~332, 338~339, 340n~34ln, 344,352, 

356, 360, 363, 366 ~ 368, 371, 375, 381, 

385, 402~403, 456, 461, 463~464, 472n~ 

473n, 475n 

ストポ ・ウォノボヨ (SutopoWonobojo) 

・・・・・・75,166~167, 169~170, 183, 204, 230, 

382 

ストモ (Dr.Soetomo) … •••91n, 98, 100~101, 

117n~118n, 155n, 205, 217n~218n, 226, 

232, 291 ~292, 295~296, 365,368, 371, 403, 

448,475n,486 

ストルフェ (P.J.Strogve)............ 418~419 

スナリオ（Sunario) ・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・206 

スナルゴ (Soenargo) ....................... ・214n 

スナル ト (Soena rto) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・187

スナルヤティ (Soenarjati) ・・ ・ ・ ・ • 235, 286, 357 

スナルヨ (R.Soenarjo)........................ 190 

スニョト (Soenjoto) ・........................ ・ ・240 

スハルジョノ (Soehardjono)...........・ ・・ ・・・ ・350 

スハルト（大統領） （Soeharto) ・・・9, 91n, 253n 

スハルト（ケンチョン） （R. Soeharto) …189 

スハルト （ジョクジャカルク） （Suharto) 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・124n

スノミルト （Soeparto) ・ ・ ・ ・ ・・ ・.. ・ ・ ・ ・...... ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 187 

スパルナディ (Soeparnadi) ・・................ 476n 

スヒク (Soehita) ・・・・ ・・・ ・・・・・・・・................. ・312 

スピヤ (Soepijah)..• ・ ・... • ・ • ・ ・.. • • ・... ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ 215n 

スフリーケ (B.J.0.Schrieke) …397,454,456 

~457, 475 

スプラ トロ (Soepratolo) ・・・・・・・・・288,356~357 

スヘジ (Soeheji) ...............,..... ・ ・・ ・・ ・・・・214n 

スポノ (Soebono)・・・・・・・・・.. ・・・・・.. ・・・166, 170,183 

スマディ (Soemadi)..........・・・・ ・ ・・・............ 187 

スマディ ・チョ クロマンゴロ（Soemadi Tj0-

kromanggolo).... ・・・......... •...... . ... . ・・214n 

スマディプラジャ (R.H.Soemadipradja) 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・142

スマルソノ (Soemarsono(Tjokrodirdjo〕）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・78 

スマルディ (S oemardi)............. ・........ ・・ 190 

スマルノ (SumarnoS.H.)..................... 28 

スミトロ (R. Soemitro)............... ・・・・・・215n 

ス ミラ (Soemirah)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・215n

スメル (Semeroe) ・............................. 194 

スモウィディグド (Dr.Soemowidigdo) 



． ．． ．． ．．．．． ． ．．．．． ． ．．． ． ．．．．．． ． ．．．．． ． ．．．． ．． ． ．．．．・・・・・ •231

スヤティマソ ・スリヨクスモ（スタジトモ ・

スリヨクスモ） （S。ejatimanSoeriokoe-
soemo) .........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..103, 119n 

スユディ (Soejoedi) ・・・・ ・・ ・・ • 169~170 , 230~231 

スラジャ (Soerad;ageboren Oneng).. ・ 103, 

119n 
スラットモコ (Soeratmoko) .................. 350 

スラティソ (Soelatin) ................. ・...... 215n 

スラディ (M.Soeradi) ........................ 190 

スラメット (R. Moh. Slamet) ・・・・・・189~190

スリ・スラソダリ (Rr. Sri Soelandari)・・・195

ス リノヽ ディ (Srihadi) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・189

スルヤティ (R. Soerjatie) ..................・・・183

スルヤティーソ (R. Soerjatien) .......・・・・・183

スルヨアディプトロ (Soer joad i poetro) ・・・169

~170, 184,186,188, 193~194, 203, 215n 

スルヨウィジャヤ｀ノ (Soerjowidjajan)...... 179 

スルヨクスモ (Soerjokoesoemo) … •• ••… • •167 
スルヨニングラット，パンゲラン (Pangeran

Soeri oerjoningrat) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・101,121n, 451 

スルヨプトロ (Soerjopoetro) ..… •75, 78,136, 

142, 144~145, 166~167, 169, 183~184, 

204, 263, 368 

スルヨ プラノト (Soerjopranoto) ...... 75, 101, 

161, 207, 208n, 231, 257 

スル ヨムソクラム，キ・アクツ (Ki Ageng 

Soerjomentaram)...... 144~145, 157n, 162 

~163, 180, 368 

スルヨムソクラム グ―フソサソ (Grangsang

Soerjomentaram) .. . .. ...............・・・・・・ • 158n

スロウィヨノ (Soerowijono) ............... 476n 

スロソ (Soeroso) （ゲソテソ）…187~188,190, 

192 

スロソ（チャントリック） （R. Soeroso alias 

Wijono) ................... ・ ・・ • .. ・・ ・・ ・ ・・・・・・・・・ 188

スロソ（クラクサアソ） （R. Soeroso)...... 190 

スロソ （スラウィ） （R. Soeroso) ・・ ・ ・・・・・・・ ・ • 192

スワスティカ，キ ・オ ット (KiOto Suwa-

stika) .. .. .. . ・・ ・ ・・・ ・・・・・ ・ ・・ ・・・・・・・・ •I55n~l58n

スワルジョ (Soewardjo) .........・・・・・・・・・・・・187

スワルディ・スルヤニングラット，ラデ｀ノ・

マス (R.M.Suwardi Surjaningrat) 

3~4, 75~78,81, 89n, 96~97, 99~114, 116, 

117n~l23n, 125~126, 128~136, 138, 144 

人名索引

~146, 151, 15ln~l52o, 155n~l58n, 161, 

163, 166~167, 169~171, 173~178, 180~ 

184, 210n, 263, 332, 395, 465n, 470n （デワ

ントロも参照）

スワルディ （妻）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・121n

スワルノ（スラバヤ） （Dr. G. Soewarno) 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・170.188 

スワルノ (Soewarno) （ポロン支部） ・・・239~

240,244 

スワソディ (R.M. Soewandhi) …183~184, 

186, 205~206, 212n~213n, 307, 356, 363, 

389n, 404 

セ・ソ

セティ ・ラハエ (Seti Rahajoe) ・・・・・・・・・・・・214n

セマウソ (Semaoen)・・・・・・・・・・・・・・・324~325, 330 

ソクラテス (Socrates)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・336 

ソスロカルトノ (Ors. Sosrokartono) ・・・178,

470n 

ソスロスプトロ (Sosrosepoetro) ・・・・・・・・・・・・189

ソスロネゴロ，ラデ‘ノ・トゥメソグソ(Radhen

Toemenggong Sosronegoro) …………147 

孫逸仙（孫文） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・67, 324~325 

夕

ターヒル (Tahir)...................・............. 195 

クウヒッド，モハマッド (Mochamad

Tauchid) ・・・151,181, 205~206, 212n, 218n 

~219n 

クゴール (RabindranathTagore) ……67, 77, 

145~146, 149, 164, 173, 179, 211n, 253n, 

382,403 

タムリン (M.H. Thamrin) ・・・195,215n, 288, 

355 

クソ・マラカ (TanMalaka) …3, 217n, 298n, 

340n, 394, 

ダーム，ベルソハルド (BernhardDahm) 
................................................... 7~8 

ダエソデルス (H.W. Daendels) ・・・・・・・・・159n

ダトック・プ｀ノス (Dt.Boengsu) ………197 

ダルモ (Dalmo)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・214n 

ダル‘̀ノニ (Darsini) ・・・・.. ······•······· ··· ····214n 
ダルソノ（人民同盟） （Darsono) ......… •• •231 
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ダルソノ (Darsono) ........................... 307 

タルマワン (Darmawan) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 100 
ダルマン (Darman) ........................... 215n 

ダルモプロト (R.P.R. Darmobroto) ・・・・・・192

チ・ツ

チトロサトモコ (Tjitrosatomoko) ..…… •193 

チプト・マソグソクスモ (TjiptoMangoen・ 

koesoemo)...... 71, 96, 99~105, 107~108, 

110~113, ll 7n~ll8n, 120n~l2ln, 125~ 

126, 135~141, 143~144,150, 152n, 312, 332 

チョクロアミノト (H.O.S.Tjokroaminoto) 
................................................... 106 

チョクロディルジョ，キ (Tjokrodirdjo)

・・・・・・167,170~171, 204, 265, 269, 290, 307, 

325, 359, 363, 402, 404 

ツロセソドルフ (Trotzendorf) ............ 469n 

テ・ト

ディ ア， B.M. (B.M.Diah) ·・・・・・・・・・・・・・・・・ • 340n

ティルトアトモジョ (Tirtoatmcdjo) •… ••188 
テジョクスモ， 9豆、ノゲラ` ／（PangeranTedjo-
koesoemo).................................... 418 

テル・ラーソ (TerLaan)..................... 422 

デ・ドリュ (DeDreu) ・...... ・ ・... ・・ ・ ・ ・.. ・.... 457 

デ・フラーフ (DeGraaf)..................... 457 

デ・ヨング (DeJonge) …•••397,407,416,454 
デ ・ロヨラ (DeLoyola) ・.... ・.... ・ ・ ·…•.... 469n 
デ・ワール・マーレフェイト (DeWaal 

Malefijt).... ・.. ・・............. ・・.... ・......... ・ 106 

ディボネゴロ (Dipanegara) ・・.... 54, 90n, 141, 

244, 312, 318, 323, 424 

デッケル，ダウェス (Douwes Dekker) 

・・・・・・・..96~102, 104~105, 107~108, 110~ 

112,116, 117n, 12ln~l22n, 152n, 465n 

デッケル（ムルクトゥリ） （Dekker (Multa-

tuli〕） ・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・・・・・・ • ..97 

デワントロ，キ・ハジャル（スワルディ・ス

ルヤニングラット） （Ki Hadjar Dewan-

6 

tara） ・・・・・・・・・4,9, 17, 21n, 25, 29~30, 81, 83 

~85, 94n, 96, 151, 180~181, 186, 202, 204, 

207, 210n, 212n, 218n, 222, 226~227, 229~ 

231,235~236,238, 240~250, 253n, 255,257, 

261~263, 265~266, 268, 270, 272~274, 

277, 285~292, 297, 304, 307~308, 320~ 

321, 324~326, 330, 332~333, 335~339, 

344, 351~352, 356~363, 369~374, 376~ 

377, 382~384, 393, 400~403, 405~428,438 

~440, 442~443, 445, 447~448, 451~455, 

458~459,461,463~464, 468n, 469n~472n, 

474n~475n, 477n~478n, 481~483, 486~ 

492, 494~495, 498, 502n 

デワソトロ，ニ ・ハジャル (Nji Hadiar 

Dewantara) ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・357, 363 

トゥマル (Toemar)・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・l87 

トゥマル・ハ｀ノドコスロ （Toemar Hando-

kosoero) ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・... ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ 215n 

トソジョクスモ (Tondjokoesoemo)····… ••195 

トンドウィジョヨ (Tondowidjojo)・・ ·… •••260 

ドゥ・ラ・セール (DeLa Salle) …••… •469n 

ォヨ witosewojo) …… •••214n ドゥイトセウ (D ・

ドゥウィジョスオヨ (MasNgabehi Dwidjo-

sewojo) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・・ 209n 

ナ・ニ・ヌ・ノ

永積昭・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・• •90n, 117n, 131, 148, 152n 
ナッシール (M. Natsir) ・・・・・・・・・・・・10,13, 20n 

新田義之 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・158n

ニューヴェソホーヘ‘ノ・ヘルバッフ (D.G.

van Nieuwenhoven Helbach) •• • … •・ ・ 147

ヌル・ハシム (NoerHasim gelar Soetan 

Perlaoengan)........................ 196~197 

ノト・スロト (NotoSuroto) …•••75, 78, 132, 

136, 142, 145~146, 155n 

ノト・ディロジョ，パンゲラン・アリオ

(Pangeran Ario Noto Dirodjo)…75, 
127,130,159n,209n 

ノ トア トモジョ (Notoatmodjo)・・・・・・・・・・・・・・・189

ノトスプロト，ラデン・マス (RadhenMas 

Nottosebrotto) ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 148 

ノトディプトロ (Notodipoetro) ・・・167,170~ 

171,188,203,205, 214n, 243,292 

ノトユド (R.Notojoedo)..................... 191 

ハ・ヒ

ハイネ ・ゲルデルソ (HeineGerdern) …•.. 34 



人名索引

ハック，モハマッド (MohammadHatta)・・ ・4, 

9, 11, 150, 208, 215n, 233,358,362,451 

ハディウィジョノ (Hadiwidjono) … ·… ••457 
ハディスナルト (Hadisoenarto) …………350 

ハマソク・プオノ 7世 (HamangkuBuwono 

VII) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・180 

ハヤム ・ウルク (Hajam Woeroek) ・・・309,312

ハルジョ (Hardjo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・214n

ハルジョスサストロ (Hard;osusastro) ・・・170

ハルジョスマルト (Hardjosoemarto) ・・・・・・189

ハルジョスミ トロ (Hardjosoemitro)……469n

ハルジョディニングラット (Hardjodiningrat)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・183 
ハルソヨ (Harsojo)..............................194 

ハルデマソ (J.Hardeman) .................. 397 

ハルデマソ (W.Ch. Hardeman) …••…… •454 
ハスキ (Basoeki)・ ・ ・ ・ • • ・ • ・ • • • • ・ • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1切
．． 
ハ・ノルソ (Basiroen) •. .. ... •.. • •..... • •.. • •· •· • 195 
バナジ (H. Banadji)........................... 192 

ノ:1レファス (M. Balfas) ・・・・・・・.............. 120n 

パク・プオノ 10世 (PakuBuwno X) · ·… •33 
バドモウィサストロ (Padmowisastro) …192 

バヌジョ ・ダルモプロト (PanoedjoDarmo-

broto) ・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・167, 169,171,193 

パムジハルジョ (Pamoedjihardjo)…192,214n 

パラダ ・ハラハップ (ParadaHarahap)…472n 

パルト・ハディスチプト (Parto Hadisoe-

tjipto) ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・.. ・・・・・・・ 192 
ビンタル―プィ (Bintarti) •.. ... • • •... ・.. ・ ・... ・ 188 
ピジョー (Th.Pigeaud)........................ 262 

フ・ヘ・ホ

ファーバート・フィース(HerbertFeith)・・・19n

ファルコーフ (Valcoogh) …・・ ・ ・・・・・・・----・469n

ファン・クラソ (J・ van klan) ・ ・ ・ ・・ ・ •…· •454 
ファン・コル (van kol) ・ ・ • ・ • • ・ • ・ • ・ • ・ • ・ ・・・・・・--・128
ファン ・デフェンテル (vanDeventer) --・ l'l:l 

ファン ・デル ・フェール (vander Veur) 

・ ・ • • ・ • ・ • ・ • • ・ • • ・ ·・・・・・ •・・・・・・• • • ・ ・ •・・ ・・ ・ ・・·・ ・ • • ・ • •・・ 159n

ファ｀ノ・デル ・プラス (vander Plas) --・262 

ファソ・ホーレンホーヘソ(vanVollenhoven) 

・・・・ ・ • ・ ・ • ・ ・・・・・・・・・・・ • ・ • • • • ・ ・ • • ・ ・ • • ・ ・ ・ • • ・ • • ・ • ・ • ・ ・ • • 1 54n 

ファン・モーク (vanMook) • ・ •• ・ • • ・ ・ •…• •457 
ファン ・ラーフェ ノ`スワ ーイ (G.D. van 

Ravenswaay) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・107 

フェネロソ (Fenelon) …••・ •……·…… ··· ·469n 
フェルトマソ (P.C.Veltman) •…••……158n 
フォック (D.Fock) •··· ··· ···· ·· ··· ······ ·····394 
フォールネーマソ (C. Voorneman) … •••147 
一、ノ`フフ ソーナ (Francina) ・・・……...・・・・・・・・・183

フルフローニェ，スヌック (SnouckHurg-

ronje) ・・・・ ・ ・ ・ ・・・・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・・・・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・56, 91n, 154n 
フレーデ (A.G. Vreede) ・・・・…..・・・・・・・・・・・・148

フレーペル (F.W.A.Fri:ibel)……77,249,403 

プーン (J.Boon) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・89n 

プスケ (G.H. Bousquet) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

プッサル (Mr. Besar) ・・・・・・・・....…… 170,193 
仏陀 ・ ・・・・・・・・ ・・・・ ・ •. ．． ． ．． ． ． ． ．．．．． ．．．．．． ．． ．． ． ． ． ．． ． ． ． ．． ． ． 324 

プディアルジョ (Budiardjo) ・・…..・・・・・・・・・・・100

プナワソ・ルスミプ （ 、卜 BoenawanRoesmi-

poetro) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ 192 
プルッフマソス (I.J. Brugmans) ・・・・・・・・・・・・5 

プルソベルフェル (P. Blumberger) …… •••5 
プロトアディウィ ジョヨ (Brotoadiwidjojo)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 188 
プグル(Poeger)・・・168,170~171, 178,180,205, 

214n, 235, 241~243, 287, 289~290, 294, 

325, 350~351, 359,363,367~368, 381, 391n 

プラウィ ロアトモジョ (Prawiroatmodjo)・・・26

プラウィロウ ィオロ (Prawirowiworo) ・・・75, 

142,158n,162,169~170,209n 

ブラソソジョ (R. Prasondjo) ・・・・・・・・・・・・・・・188

ブルフィール (J.M. Pluvier) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・5

プルワダルミンク (Poerwadarminta)・・・26,33 

プロノウィディグド (Pronowidigdo) …162, 

166~167, 169, 183, 186, 204, 262, 265, 289 

~290, 325, 362~363 

ヘーレン ・バルクフルス ト(HelenParkhurst) 

•·························· ············ ········· ···469n 
ヘルケ (P.J.Gerke) ・・・・・・・・・・・・・・・416, 454,456 

ペーコン (Bacon) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・469n 

＊ペー (E.Gobee)・・ ・ ・・・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・422~423, 455 

ボーデソハウゼ‘ノ (C.W.Boudenhausen) 

··· ··•··· ········· ······ ··· ··· ··········· ····454. 456 

マ・ミ

マクフェイ (Ruth T. Mc Vey),.. 5~6, 19n, 

467n 
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マス・マルコ (MasMarco)…127, 129, 154n~ 

155n,502n 
増田与．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・90n

マナデ ィ (Manadi) ·· · · · ··•· · · ·· · ·· ·· ··········· ·264 
マホメ ッド ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・324

マルクス (Marx,Karl) ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・325 

マルギ (R. Margi) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・190

マルズキ (Moh. Marzoeki) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・189

マルテジ ョ・プソク・ハリ （Martedjo Benda-

hari) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・195

マルトハルジョノ (B. Martohardjono) ・・・188

マソクデ ィメジョ ，ラデン ・スラ (Radhen

Soerah Mangkoedhimedjo)•……… •• 147 

マンクプミ (Mangkubumi) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・312 

マソグ｀ノアトモジョ (R.A.Mangoenatmo-

djo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・188, 190 

マソグソディブロ ， ラデ‘ノ ・マス ・ソガペイ

(Raden Mas Ngabei Mangoendipoera) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・148 

マンスール，キャイ ・ハジ (KijaiHadji 

Mansur) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

ミュレン， ファ‘ノ ・デル (J.F.W.van der 

Meulen) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・394~396 

ム・メ・モ

ムスタジャプ {Moestadjab) ..・・・・・・・・・・・・・・・・195

ムナル (Moenar) ・ ・ ・ ・ ・・ • ... .. ・ ・・・.. .. ・ ・・ ・ ・・・ 187,196

ムルク トゥ リ {Multatuli) ・・・・・・・・・・・・117n,122n 

ムルディヤ (R.R.Moerdijah) •… •• 188, 214n 

ムルトノ，スマルサイド(SoemarsaidMoer-

tono)..... ・.... 32~33, 35, 39~40, 42, 49, 323 

ムルマ (R.Moerma)........................... 188 

ムロノ (R.Moerana)..................... 168, 188 

メイエルス (C.H. Meijers) · ・・・ ・ ・・・ ・・・・ ・・・・ ・ ・・・ •5 

モハマッド・ヤミン{MahammadYamin)・・・226

モンサソ ト (H.V. Monsanto)・・・・・・・・・・・・・..・・・103

モソテーニュ (Montaigne)..................45911 

モンテッソリ (M. Montessori)…77, 146, 164, 

173,249,403 

ヤ ・ユ・ヨ

ヤキン (Moch. Yakin) ...............・・・・・・・・・194

ヤコプ (Jacob)......,............................,192 

ヤソ・リフトハルト (JanLigthart)•• … •126, 

158n 

ヤソセソ (T.J. Janssen)…・・・・・・103~104,107, 

122n 

ュスバディ ・ハディ ニソグラッ ト (Joesoe-

padi Danoe Hadiningrat) ・ ・ •・ ・ • •・ ・ · • ・ ・・・ 195

ュスフ (Joesoef) . ......... .... .. ... ・・ ・・・・ ・ ・ ・ • ....192 

ユプ9ヽール (Joebhaar) ........................ 457 

ユヌシア，ラッフマ ・エル（RahmahEl 
Yunusiyyah)................................. 450 

ヨソクマソ (Jonkman) •• … • 128, 133, 154n, 457 

ラ・リ・ル・レ・ロ

ラーマクリシュナ (RamaKri shna) ……•• •146 
ラジマソ (R.Ng. Radjiman Wediodipoero) 
................................................... 126 

ラッフマッ ト (Rachmat) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・196

ラッフマッド (R.Rachmad)..... ・............ 197 

ラッフマソ (Abd. Rachman) ・・・・・・・・・・・・・・・142

ラッフルズ (Raffles,Thom1s Stanford) 
...................................................... 73 

ラッペルトソ， ヒソローペン(D.van Hin-

loopen Labberton) ・・・・・・・..93n, 148, 159n 

フフレー (Rablais) ........................... 459n 

ラムリ (H. Moch, Ramli) .................. 192 

リヨ・ニティディプロ (Raden Rijo Niti-
dhipoero).................................... 209n 

リンケス (D.A.Rinkes) ............... 106, 109 

ル ・フェープル (W. le Febre) ・・・ ・・ ・・・・ ・ ・・ • ..5~6 

ルウィヨダルモプロト (Roewijodarmobroto)

·· ·· · · ··· ··· ·· · ······• ···············•········ · ···· 193 
ルジト (R. Roedjito)... 75, 142,166, 169, 183 

ルスラソ (RoesIan) .............. ・............ 214n 

ルソー，ジャ‘ノ ・ジャック (JeanJacques 
Rousseau).................................... 403 

ルクー (Luther).................................459n 

ルドルフ ・シュクイナー (RudolfSteiner) 

・・・・・・'・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・146, 158n 
ルム (Reem) .............................. 103, 119n 

ルム ・ムルヤディ (Rum Muryadi) …… ••·183 
レーニソ ・ ・・・・ ・ ・・・ ・ ・・・・・ ・ ・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・ ・ ・・・・ •323~326

レッグ，ジョ｀ノ (Legge,J.D)......... 7~8, 11 

レネス (Bei'nardRenes)..................... 123n 

ロルニ (R.A.Loorni) ..............,......... 186 
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ロソゴワルヽント (R. Ng. R onggowarsita) 

・・・・・・・・・・・.. ·········· · ········ ·•·.. ・・・・・・.. 91n, 316 

ヮ

ワヒディソ・スディロ フソド (Wa:hidinSoe-

dirohoescdo, Dr. Mas Ngabehi)……98, 
117n, 1切， 130,155n, 229 

ワルドヨ (Wardojo)・・・・・・188, 214n, 288, 292~ 

293 

，
 



事項索引

ア

アジャル（師） (adjar) …•••44, 46, 48, 80~81, 
115, 180~181, 210n~21ln 

アスラマ（寄宿塾） （ashrama)…… 43, 45, 81, 

145,165, 175~177, 240, 311~312, 3切，461

アディ・ダルモ (AdhiDharma) ……••｀・・・ 163

アディ・ダルモ学校 (AdhiDharmaschool) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・161, 183, 208n, 257 

アバンガソ (abangan) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56 

アビヨソ (Abijoso) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・312 

アルジュナ (Ardjuna) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・118n 

アルジュナ学校 (Ardjunaschool)…186,213n, 

215n,396 

ィ

イスラム同盟 {SarekatIslam) ・・・3,69~70,

74,102,104,106, 119n, 137, 149, 202, 207, 

208n, 225~226, 230, 248, 395 

イスラム同盟党 (PSI:Partai Sarekat Islam) 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 225, 230~232, 257 
一般研究会 (AlgemeeneStudieclub) …100, 

205 

インヴォリューショ ン (involution)…53,55~ 

56, 64, 76, 90n, 237 

インドネシアイスラム同盟党 (PSII:Partai 

Sarekat Isiam Indonesia)・・・263,445~446, 

482 

インドネシア学徒連合 （体） （Indonesisch 

Ver bond van Studeerenden) …128, 133, 
152n,154n 

インドネシア学徒連合体 (PPPI:Perhimpunan 

Peladjar Peladjar Indonesia)•……••448 
インドネシア共産党 (PKI:Partai Komunis 

Indonesia) ・・・3,9, 85, 90n, 149, 208n, 217n, 

225n, 226, 340n, 396, 500n 

イソドネシア研究会 (IndonesischeStud1e • 

club) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・205, 217n, 225,232,291, 

JO 

インドネシア国民党 (PNI:Partai Nasional 

Indonesia)……186, 206, 208, 215n~216n, 
221 ~222, 225, 230, 232~233, 239, 24 7, 249, 

258~259, 295, 358 

イン ドネシア社会党 (PSI:Partai Sosial is 

Indonesia).................. 9~10, 206, 219n 

インドネシア青年団 (Indonesia Muda)… 
................................................... 362 

イソドネシア党 (Partindo:Partai Indone・

sia)………208, 215n, 233, 362, 389n, 446~ 

447, 450~451, 482,484 

インドネシア民族教育協会 (Pendidikan

Nasional Indonesia, PNI-baru)……186, 

206,208,215n,233,358,362,389n,482 

インドネシア民族政治団体連合協議会(PPPKI:

Permufakatan Per himpunan-perhimpu ・ 

nan Politik Kebangsaan Indonesia) 

・・・・・・・・・・・・196,223, 225~227,229~234, 236, 

244, 257~258, 288, 448~449 

インドネシア民族党 (PBI:Partaj Bangsa 

Indonesia) •··365~368, 371,403,448,450 

~451, 486 

イソドネシア労働者党 (PartaiBuruh Indo-
nesia).......................................... 34on 

ウ・オ

ウチャクス（内なる導き，霊智） （witjaksuh) 

・・・'・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・319, 323 

ウチャ クソノ（内なる導き，霊智） （witja-

ksana)・・・・・・ 23, 31~34, 39~44, 48, 50~52, 

77, 82, 86~87, 157n, 494 

ウィンドゥ（八年周期） （windu) ·… ••……81 
ウォソ・チリ （小さな者，無告の民） （wong 

tjilik) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70~71 

「宇宙の主宰者」（サソ・ヒャン ・ウェナン／

サン・ヒャン・トゥンガル） （Sang Hyang 

Wenang/Sang Hyang Tunggal) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44,49, 52~53, 78~79, 175, 

181, 324~3訂，331,392, 463 



ウマット（イスラム会衆） （ummat) •…•… •71 
ウラマ（イスラム教師） （ulama)…………251n 

王侯領 (vorstenlanden)•…… ••57~58,61, 237 

オラソダ式官僚国家 (Beambtenstaat)……56,

60, 69, 260,271,427 

オラソダ植民地内務省 (BinnenlandschBe-
stuur)....................................... 51, 69 

オラソダ東イソド会社 (VOC:Vereeningde 

O~st -Indische Compagnie)............... 57 

カ・キ

カウマソ (kauman)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・251n 

カウム・バクヴィ （バクヴィア人同盟）

(Ka urn Batawi) •· ··· · •· ········ ···.. .. ... . zz5 

覚醒婦人団 (IsteriSedar) ・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・446 

カスクテ｀ノ（霊力） （kasekt加）・・ ・• .....35~45, 47 

~48, 51, 54, 57, 79, 175, 218n, 285, 313, 321 

カトリック同胞会 (katholiekaWandawa) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・264 

カリモソ ド (kalimasada) ・ ・・・・・・・・・・ • 118n, 122n 

官公吏子弟補助金 (kindertoelage) ………486 

官吏養成学校 (OSVIA:Opleidings-School 

voor Inlandse Ambtenaren) ··…… •478n 

キャイ （イスラム導師） （kijai) ・ ・ ・44, 48, 51, 

80~81,180~181,216n,251n 

ク・コ

クウロオ王国(Kurawa)........................119n 

クシャトリア，サトリオ（武士） （satria) 

・ ・ ・ ・ ・ •49, 54, 115~116, 119n, 124n, 141, 151, 

181, 240, 312~313, 331,385,392,403, 410~ 

411,438,445,460,464, 470n 

クジャエソ (kedjawen)....・ ・・ ・... ・..... ・ ・.... ・.. ・57 

クビジャクサナアソ（智恵，明察性） （kebi-

djaksanaan) ・・・・・・13~14,23~24, 26~28, 

30~31, 38, 52, 77~78, 84~87, 157n, 253n, 

271~272, 285~286, 492~497 

クラトソ（王宮） （kraton) … •••37, 43, 50, 74, 

92n, 217n, 251n, 343n 

「クリド・ベクソ・ウィロモ」芸能団 (Per•

kumpulan Seni Krido Beksa Wirama) 
................................................... 254 

クレスノ (Kresna) ・・・・・・・・・・・・102,118n~119n 

事項索引

クロモの民 (kromo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・71 

グル （師） （guru) ……44~46, 48, 51, 80, 90n, 

115, 310~311, 319~320, 330, 332 

コーラン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・122n

ゴトン・ロヨソ {GotongRojong) …… … •••495 
栽培制度 (cultuurstelsel) ・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・97

サ

サトリオ→クシャトリアをみよ

サマ・ラサ・サマ・ラク（ともに感じともに

分つ） （sama rasa sama rata} …•••80, 129, 

493 

サマディ（逼歴） （samadi, semedi) ・・・45, 50, 

210n 

サミン運動 (pergerakanSamin) ..……… •70 

サラ ・ククナン（配置の誤まり） （salah 

tatanan} ・・ ・ ・・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・48 
サンセノ (Sang Sena}・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・312

サソトリ（santri} ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・176 

サ｀ノ・ヒャソ・ウェナソ→「宇宙の主宰者」

をみよ

ザーケレクヘイド（オラソダ的実務性）

(zakelijkheid}・・・・・・・・・・・・・・・56,60, 91n, 109~ 

111, 114, 133, 145，切1,427,438,496

シ

私学校行動委員会 {Comitevan Actie 

Wilde Scholen) •.. ・ •· ・・ • ・ • •·...... ... ・ • • • ・・ --446 
七月三日事件 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・340n 

シャソティ ・ニケクソ学校(ShantiNiketan) 
............................................. 179. 382 

シュク イナー学校 {Steinarschool) ． ． ．．．… •158n

楢民地教育会議（第一回） （Het Eerste Ko-

loniaal Ond3rwijs Congres) …134,152n 
楢民地官僚制 ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・..…•...86, 92n, 221 

梃民地参議会 (Volksraad) ・・・129,155n, 162, 

392,442, 451~454, 456~458, 478n 

、ンソゴサリ （王国） （Singasari) …••…… •349 

神智学（霊智学） （Theosophy) ………62~63, 

67, 76~78, 85, 87n, 143, 146~ 147, 149, 

160n,206 

神智学協会 (Theosophical Society) ・・・158n,

186,337 

11 



事項索引

神智学協会蘭領東イソド支部 (Nederlandsch-

Indische Theosofische Vereeninging) 

・ ・・・・ ・・・・・・・・・ ··•· ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・93n, 147~148 

ジマッ ト （護符） （djirnat) ・・・・・・・・・・・・・・・248,336

ジャマソ ・エダソ（狂気の時代） （djarnan 

edan) ・・・・・・・ ・ ・・・・ ・・・・・・・・・38, 48, 51, 55, 70, 140 

ジャマソ ・マス（黄金の時代） （djarnan mas) 

37, 51, 70, 80, 141 

ジャワ医学校 (STOVIA:School tot Oplei 

ding voor Indische Artsen) ・・・98, 100~ 

102 

ジャワ ・イソスティテ ュー ト (JavaInsti・

tuut) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・262,298n 

ジャワ胄年団 (JongJava) …………215n, 424 

「ジャワナシ ョナリズムのための委貝会」

(Het Cornite voor het Javaansch Na-

tionalisrne) ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・136,142 

「ジャワ文化発展のための会議」 (Congres

voor het Javaansche Cultuurontwikke-

ling) ・・.... ・ ・............... ・・・・・・........... ・・ 139 

自由同盟 (GolonganMerdeka) …………358 

ジョクジャカルク王家 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・180,251n

ジョクジ ャカルク臣民団体 (PKN:Pakurn • 
pulan Kawula Ngajogjakarta) ………451 

ジャゴ （頭目） (djago) …•… ••312~313, 34ln 
ジョヨボヨ伝説 (Djojobojo) .................... ・7 

人智学 (Antroposophy)…………… 146,158n 

人民学校教師会 (MadjelisGuru Perguruan 

Rakjat) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・447 

人民同盟 (Sarekat Rakjat) ・・・・・・149,178,207,

217n, 231, 258, 396 

人民の代弁者 (PenjarnbungLidah Rakjat) 

・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・496, 498, 502 

ス・セ

スカテソ (sekaten)..............................274 

スティア ・ハティ学校 (Setiahatischool)・・・188

スマトラ同盟 (Sarekat Sumatra) ・・・・・・・・・・・・225

スラカルク王家 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・215n,217n

スラサ ・クリオ・ノ (Selasa Kliwon)・・・78,119n, 

144~145, 158n, 161, 163, 165, 168, 170, 

180, 204~205, 213n, 218n, 221, 290, 368 

スラサ ・クリオ‘ノグループ・..… 204~207,237, 

245, 250, 309, 331, 337, 370, 380, 384 

12 

ス リウィ ジャヤ ・・ ・・・・・ ・・・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ •93n

スワデ・ン ・・ ・・・・・ ・・・ ・・ ・・・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・・ ・・ ・ ・・・ ・ ・・・ ・・ ・ •362, 364

スソダ同盟 (Pagujuban Pasundan)・・・225,448

制度内プリヤイ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63~64

青年神智学協会 (JongTheosofen Organi-

satie) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....................... 215n 

セマル (Semar) ・・・・・・・・・・・・ll6, 124n, 180, 253n 

タ・チ・テ ・ト

クマソ ‘ ● ノヽスワ (Taman Siswa) 

→各章を参照

タソ ・マラカ学校 (TanMalaka School) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・298n, 394 

ク.,、（Daha) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・349 

ダラソ (dalang) ............. 0032, 118n, 324, 326 

ダル ・ウル ・イスラム (Dar ul Islam) ・・・・・・13

ダルトン ・システム (Daltonsysteem)• … ••1 92,

403,469n 

ダルモ ・ウォロ (DarmoWoro)……162, 209n 

「秩序と安寧」・トト ・クントラム (tata-ten-

trem) .. ・54, 60, 77, 86, 149, 250, 259~260, 

467n 

ーー・オルデ ・アソ ・ルスト (orde en rust) 

.. ・...... ・.. 56, 60, 62, 75, 259~260, 393, 467 n 

ーー・オルデ ・アソ ・フレーデ (ordeen 

vrede)............................ 00328, 369, 385 

―・ツルティプ・ダ‘ノ ・ダメイ （tertib dan 

damai)... 35, 171,259,328,385,393, 467n, 

492 

「秩序 • 安寧 ・ 繁栄 • 福祉」 (tata-tentrem-

karta-rahardja)........................ 37, 142 

チャソトリック（弟子） （tjantrik) .. ・46, 176, 

187, 210n~211n, 428, 469n 

チャソ トリック制 ・ ・・・・ ・ ・・・・・・ ・ ・・・・・・・ •438,455~456 

チョソドロサソコロ (tjandrasangkala)・・・343n

ディニア少女学校(PerguruanDinijah Putri) 
................................................... 450 

ディポネゴロ戦争（ジャワ戦争）..…… • • • •57 . 424 

デワ ・ルチ (DewaRutji)..................... 312 

闘争同盟 (Persatuan Perdjuangan) ・・・・・・340n

トゥツ ・ウリ ・ア ノ`ダヤニ (tutwuri anda-
yan i ) 、 , ． ． ． ．．．．．．．．．．．． ． ． ． ． ． ．． ． ． ． .. . ． ...． •492,501n 

トボ （修行）（tapa) .............................. 50 



ナ・ハ

ナショナリスト ・イソテリゲンツィア・--63,68, 

74 

ナフダトゥル・ウラマ {NahdatulUlama) 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・199,216n, 251n,,J51 

バガヴァッド ・ギーク (Bhagawad-Gita)
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・14G

パウィヤタ｀ノ （寄宿塾） （pawijatan) ・・・176~

177, 240 

パク ・ア ラム王家 {PakuAlam) ---57, 63~64, 

73~75, 78, 93n~94n, 101, 119n, 121n, 145, 

161~162, 170, 204, 209n, 217n, 221 

パムリ （欲望） （pamrih) ・・・37~38,54, 69, 80, 

321,330,463 

パソグレ ・プラジャ（役人） （pangreh pradja) 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・173

パソチャ ・シラ {PantjaSila) .......... ・.... 494 

パンディト（賢者） （pandita) --・32, 38, 44, 48~ 

52, 64~65, 70, 80~81, 115, 139, 141, 151, 

177, 181, 210n, 240, 295, 311, 319~320, 

330, 332, 385,392,411, 445, 460~461, 463 

ヒ

東インド教師連盟 (PGHI:Persatuan Guru 

Hindia Belanda) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・264 

東イソド団体 (-IndischeBond) ・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・99 

東インド団体 (-IndischeVereeniging)…126 
東インド党 (IndischePartij) ・…・ ・68, 74, 99, 
102, 118n, 137, 152n 

東イン ド統治法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・103,105

東インド評議会 (Raadvan Indie) …••• 105, 
108, 121n, 454 

ビジャクサナ （智恵） （bidjaksana) ・・・26,314

ビーマ王子 (WrekudaraBima) ……54,113, 
118n, 123n~l24n 

フ・ヘ・ホ

フリ ーメーソソ，.....63, 147, 158n~159n, 478n 

フレーペル学校....●.........................183, 191 

プキィテ｀ノギ師範学校 (Kweekschoolin 

Bukitti i ttinggi) ・ ・ ・ ・・・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ •· ・.. ・ ・ ・ ・・ 160n 
プディ ・ウトモ (BudiUtomo)...... 64, 68, 74, 

事項索引

76, 78, 93n, 99, 101~102, 121n, 137, 143, 

148, 156n, 159n, 162, 170, 178~179, 196~ 

197, 202, 204, 207~208, 209n, 221~222, 

225, 229~230, 237, 247 ~248, 250, 258, 360 

プバティ （県知事） （bupati) ・・・・・・・・・・・・・・・123n

プサソトレ‘ノ（寄宿塾） （pesantren) ・・・43, 45, 

164~165, 175~176, 180, 216n, 218n, 251n, 

320, 428, 461 

プジャソガ（宮廷詩人）（pudjangga) •… ••91n 

プノカワ` ノ（道化） （punakawan) ・・ ・ ·…••115 
プリヤイ（ジャワ人貴族） （prijaji) ・ ・ ・56, 59, 

63~64, 66, 70, 73~76, 78, 92n, 100, 164, 

249,315 

プンドオ王国 (Pundawa) ・・・116,118n~119n, 

123n 

ヘル・チョクロ (Heru Tjakra) ・・・・・•… ···54 

ペトルック (Petruk) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・324 

ホルマット制 (hormat)・・・55, 72, 91n, 427,439 
ポーア戦争 • . ． ． ．． ． ．．．．．． ．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． •97

ボソドック （寄宿塾）（pondok) 
..................... 43, 45, 81, 164~165, 175~ 

177, 216n, 218n, 240, 282, 311, 320, 428, 461 

マ・ミ・ム・ モ

マ・ンュミ党 (PartaiMasjumi) ………•• •10, 85 
マクラム王国 (Mataram)...57, 59~60, 69, 72, 

74,142, 174,251n 

マッサ（人民大衆） （massa)..................... 71 

マヌ` ノガル ・カウロ・グスティ （君臣帰ー）

(Manunggal Kawula Ian Gusti)... 40~ 

44, 46, 49~51, 54~55, 62, 64, 69~70, 79, 

82, 86,141,319,331, 333,384,494 
マルハエソ (Marhaen).........................・・71 

マンクヌガラ家 (Mangkunegara) ・・・148,217n

マソトラ (mantra) ・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・335 

ミュロ ・シスオ ・ウトモ (MulaSiswo Uto-
／ 

mo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 446 

民族教育委貝会 (KomisiPengadjaran Ke-

bangsaan) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 230 

民族教育セソクー (C.P.N.:Concentratie 

Pengadjaran Nasional)•…••231 ~232, 236 

ムリッド（弟子） （murid).. ・...... ・ ・.. ・・ ・ ・ ・45~46 

ムルバ党 (PartaiMurba) .................. 34on 

モジョパイト王朝 (Madjapahit) … •••88n,93n, 

13 



事項索引

142, 217n, 309,313,349 

モハマディヤ (Muhammadijah} …186, 216n, 

230~231, 251n, 257, 449~452 

モハマディヤ学校••………•213n,216n, 230, 453 

モ` ノテッソ リ学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・126

ュ・ラ・リ・ワ

ユディスティロ (Judistira) …102, 118n, 122n 

ラトゥ・アディル (Ratu Adil)•……•い ••8,54 

ラクソソ（羅刹） （raksasa) ··… •44, 48, 54, 57, 

“ 

89n,181,312 

蘭印小学校 (HollandschInlandsch School 

/Lagere School) …••· 184, 1g3, 195~196, 
289, 298n 

倫理政策 (Ethischepolitiek) …55~56, 61, 64 
~65, 68,108,111, 123n, 133, 174~175, 318 

ワフユ (wahiu)…37~39,44, 48~49, 55, 88n, 
315, 319, 324~325 

ワヤソ（影絵劇） （wajang)…7, 12, 32, 54, 101, 
110, 115~116, 118n, 122n, 13'1, 180, 312, 

324~326 



土屋健治 （っちゃ ・けんじ）

昭和17年松本市生まれ．昭和41年束京大学教養学科国際
関係論分科卒業．同大学院にすすみ千葉大学助手を経て
昭和49年京都大学束南アジア研究セソクー助手となる．
昭和53年以降同セソク ー助教授．社会学博士．この間昭
和43年～45年イソドネンアのガジ ャ・マダ大学，昭和50
年～52年オラソダのライデソ大学に学び，昭和54年～55
年イソ ドネンア大学訪問教授をつ とめる．「サミソ運動
とイソドネンア民族主義」『束南アジア研究』第9巻2
号 （昭和46年），「スカルノとハックの 論争」『束南アジ
ア研究』第9巻 1号（昭和46年）ほかイソドネンア政治
史と政治思想に関する論文多数．

〔イソドネンア民族主義研究〕 束南アジア研究叢苔 17
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